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明治 三十 四 年 


I 「九月 十七 H 京都 三 高 寄宿 舍 より 岡 山 六 高 生徒 寮 築 島 信 司 • 名 越 素行. 加 計 正文へ〕 

臆面 も 無く 申せば 手紙 を かくの は掂 介な もの 故亂筆 だけ は 御 ゆるし 被 下 度と 腹の 蟲が 申し 候 

蟲で思 ひ 出し 候 此邊は ヲット 

拜啓 が 拔け候 

加 茂の. の 森へ かけての 蟲の 名所 千草の 花の 美し 〔き〕 が 多くく 有 之 候 一 々說明 は 致さね ども 見る も 

の につけて 處 がらに や 趣味 多く 歸 する 處は烏 城に ある 兄 等と 手を携 へ て眺 たらと 戀 しう 思 ひま ゐら する にて 

候 

此 ごろの 御 起居 如何に 候 や 三人が 分擔 して 御 書きに なれば 面倒 も 省け る わけに 候へば 何時でも よろしく 候 

ま.^ 御 暇の 時 御 樣子御 しら せ 被 下 度 候 

小生の 寄宿舎 は 思 ひの 外に おもしろく 候 同室 者 小生と 共に 八 人 四つ r つ 机 をつ けて 中に 二十 燭光 を 控えて 

座し 居れり と 申し 候へば 他 は ひき くらべて 室内の 樣子は 4  ロ點な さ る ベ く玆 に 至れば 寫實 主義 も 糞 も 不 必用に 

候 同情に は 寫實な る も の は不 必用な りと 前提が おきた くな り 候 

舍内 の 自由な る は大に 兄 等に 對 して 意地惡 く 誇って つか はさんと 思 ひ 候 次の 會話は 充分 こ れを 證據立 て る 

ベく 候  0 

小 使 「北 舍の鈴 木 はん は あんた どす か r ソ ー.、 タ、 何 だ、 r 舍監 はんが 呼んで やはります (口 使の 口調 妙チキ 

なリ 一 寸笑 ひ耠へ 笑- ハ ^ レ ョ) 「何の 用 だ 「何 かわかり ま へん」 「別ら なくち や 駄目 だァ ハ、  

小：： おの 往き又 歸り來 る音ド ン /\ 「ァノ ー 御出でて もろうて 言 はんと わかり ま へ んと イナ 


「先生 (舍監 の 阿保 を 指す) 門限 六 時 (平生 ハ 六 時マデ 休日の 前夜 ハ九時 迄) ダッ テン デ スネ今 六 時牛デ ス 

ガ モ， 遲刻 にされ るので すか 「何、 六 時と ある けれど、 其實 何日で も 人員 檢査 までに 歸れば ェ 1 の です 

(です。 ヲ 使用 スル モノ  、  口調 ハ 依然 京都 的) 九 時 は 十五 分 やそこら 越えても M  —デス 

窓 を 明けて 「小 使！ マッチ を 一 つくれん か 煙草の 火がない r へ ー、 御 あいにく さんどす けど 今 北 舍の生 

徒 はんの 牛？？？ を 煮て ます サ カイ はばかり さんどす けど 舍監 はんに ソ ー イツ テ 出しても ろうて くだ はい こ X に 

丁度 マッチが おへん (ォへ I ン ハオ マへ ンノ略 ト知ル ベ シ) 

然し 食物の 惡 いのに は大 閉口に 御座 候 食料 一 日 十五 錢に 候へ 共 何の 滋 ii 品 も 御座な く 候 京都の も" の、 眼 か 

ら は 相當な 副食物な らん も 小生 等は大 閉口 小 使に 命じて 日々 牛乳 一 合、 卵 二つ を 取ら せ 候 

舍生は 一 年の 奴ば かり 小生 樣を 御の け 申して 他が 百 三人に て 候 

小生 は醫の 忠告に 依り て 近々 退 舍仕ル ベ く 候 それ は 小生 如き 讓 弱の 饋 質で は 舎の 食物で は 勉強が 持 核され 

ぬ 故 下宿で うまい もの を 食 へ 、 舍で卵 なぞ を 取て は 副食物が 一 一重に なりて 不經濟 で は 無 いかと い ふ 申し分 に 

候 

學科は 申さず とも 分って 居り 申し 候 英語 九 時間の 内 三時 間は譯 (小 公子、 及び ァ-ビ ング の小說 集) 六 時間 

は英人 の會 話に 候文 法 は その 中に て 時々 拔 きく にやる のに 候 少しも 曰 本 語 は 語らず 皆 々 說 明が 分ら ぬて ふ 

てよ わり 居り 候、 さて 彼等が 會 話の 下手なる は 話しに なら ず 他； M 人 と 直接 はな し た 事な き 故 か ォジケ て もの 

を 言 はず 此 毛唐 は 生か じりで も シャべ リ さへ すれば 歡迎 いたし 候 大兄の 方に も 候 はんが， 漢文 法 まことに おも 

しろく 存じ 候 漢文 法と いふても 英語 まだら (コ ハ ョク對 照して 知らし めんと て) にて 述べられ 候」 

さて 昨 十五 日 は 入校 以來第 一 の 日曜に 候 ゆ ゑ 人々 辩當 して 朝より 出 あるき 申し 候 或る もの は 比 ュり、 鞍 

馬 登り (道 四 里) 大 原へ 千草 を 見に (道 三 里 半) 嵐 山へ (二 里) 男 山 八幡へ (四 里) 東 山 めぐりに、 又は 接 读の蘇 見 

に 紫 野 へ 蟲き 、 に 室 は大て い 空虚に なり 候 

, そこで 小生 は 二人 づれ にて 朝 電車に て 七 條へ向 ひ 十 時 五分の 上りに て 近 江の 國馬 場に て 下り 膳 所の 町つ 


年 四十 三 治 明 


きの 石 場と いふ 處 にて 驚 船に 乘り候 想 ひ 給へ そこに は 膳 所の 城 (水に うつる は ト俗謠 にも ある ごとく)  の 石 

壘々 として 殘り 一 段ば かりの 蘆 原 を 隔て X 湖水！ 琵琶湖の 小波 は ゆるく 起り っ& 舟は隔 かに 雲と 水との 相 

連り て 湖水 を 鐃れる 山々 と共に 淡くな りて その 中に 突如と して 立てる 比 截の峯 を ながめつ 上 二 段ば かり 沖 を 

や が て 粟津 の 原 も 過ぎ て 濯 多の 唐 橋に か \ る にて 候玆 は 湖水 の 注いで 淀の 上流 をな す 所 舟 は 橋の 下 (四 五 

十の 乘客 をのせ たり 宫 島の 渡し 氣 船よ リは 大分 大 なり) を 通りて 石山に つ さ 候 (鉛 貸五錢 時間 は 三 十分 を耍 

ス) 灝 多の ほとり 膳 所の ほとり 藻 狩り 舟— 取りて 肥料に する よし— 蜆 取る 舟 曰 帆 を あげて 往來 する あり 中流 

にと ゾ めて 砂と 共に かき 入る i あり 

. 膳 所 城 や 蜆と る 舟 藻 狩 舟 

秋の 日の 灝 多の 橋 ゆく 日傘 かな 

此邊の 景色 何とも 言 はれず 

石山 寺 も！！ で 見た より はよ ろしく 候 

しかし 驚き 候 ひし は寺內 源氏の 間— 式部が 涼 氏 物語 を かきし 室— にか けられし 紫 はんの 古畫 像、 十二 一重 

の 服装 は 美し けれど その マ ァ笑ひ 給 ふな！ コ 口 ン計を 以て 測定す ると 三十 度 否 三十 點 にも 至り 不申 見ぬ 方 

が ゆかし く 候 そ こに かの 女の 書物な ど 多し あたりに て 源 五郎 鉗 (湖水-一居 ル I ふな ノ名) にて 一杯 引っかけて 大 

津 へと 元の 水路 を ゆく 大津 は 膳 所の 町つ き 

先づ三 井寺に ま ゐり候 誠 やその 昔 四百 餘坊 とい はれし 寺 舍の跡 礎の み 古杉 と共にの こりて あたり は M に. 遂 

にこ & らを 僧兵 奴等が 威張 り あるきし かと 思へば 厭に なり 候 そこ で 辨慶が 引 きづ つ て 来た て ふ 大 鐘な ど を 見 

萩の 中へ しつら へたる 床 儿のコ B ン 多き 方面 を ゑら びて 座し っ& 「姐 サン 茶 を 一 つ 吳んな ハイ ー」 高等 學校 

の 服 は 大に優 侍 を 吾に 與へ候 今日は 十五 日卽 京の 町家の 休息 日 ゆ ゑ、 石山に もこ X にも 瀨多 にも 京から 來し 

コ ロン 連 多し r ォ母 はん 第三の 生徒 はんが 来て はります」 一-サイ ナ 今日は 日曜 やな」 コ ロンの；！ C の蔡る 時 は 上 

をむ いて 得々 然 たり 九圓 八十 銭の へ ル服 もこ.^ に 至りて は光榮 いと も大 にて 候 そこ を 下りて 大津璿 の 淡白な 
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奴 二三 枚 買 ひて 捨店 を出づ 名に し 生へ ば 相 生 橋 も 本 川 も お ま はん は 知る ま い け ど熒亭 も 光龍 も大津 5f で 思 ひ 

I- して 獨り おかし く 候 然し 申し 候榮亭 の 探險 はなさって も 苦し か らず と 其 道 の 人に 申し 上げお き 候. 

唐 崎の 松 はこ、 より 四十 町 車 を かりてまい るより 步 いた 方が おもしろ しそ は 着倒れ 主義の 美服が 途中 陸續 

にらみ 付ける からの 故に も あらず 

長くな つた 故 そこらで 略して 五 時 頃 インク ラインの 舟に て 京師に 文 も 共 に ブイと 歸り候 所謂 御 承知 の 山 を 

貫き 谷 を 通 りて 舟が 山ィ 登る ァラ ソレヲ 見よ 喜 太 八 … … 」 とい ふ 所に て 候 元の 博覽會 の處 まで 歸 ると 大極殿 

の あたり 公園に なりて 获多 きを 見に 集 ふた ハン 氣 もの ger もま じりて 陽氣 なり 

一 寸こ であら 芋 ( 一 般に获 見る 人 も— ァ  1^ 芋の 煮し めか、 上等で^ マ ボ コ か义は 干し 1^ しか 携 へ 居らず) で 

一 杯 それから 歸 つて 先生く たびれ ましたから 人員 檢査 より 前に 寢 ます、 北 舍の六 室の 鈴 木と 花 川です ドウ 力 

檢查の 時不. & とつ けられぬ 樣 にと いひお いて 飯 は 食 はずして 六 時半 頃寢 入りたり、 それより 夢に 入りたり、 

寢 返りしたり、 枕 を 落したり、 夜明けに ハ クシ ョッを やったり 書かいでも 別り 切った 事 ゅゑ此 位で 筆と め 申 

すべ く 候  巧 

近 江 の 勝且 を 紹介 い た し 候 事 あ ま り 筆 足ら ぬ 申し 樣 なれ ど 不文 の 小生 に は 甘く 書け ず 後日 申し 上ぐ ベ く 候 

先 は 右く だらぬ 事 を 長々 と 御 耳 をけ がし 候つ まらぬ 事 をく どく かきたい 男に て 候 所謂 ITFIT タ  1.^ の. に 候 

早々 頓首 

烏 城に お 在す 

正 文 さ ま 

信 司 さま 九月 十六 日 午後  京に て 此の 男より 

素行 さま  —I 

御手 紙 ほ し く 候 そ の 樣に首 を 延べ て iil; つ て Hi? て はま すく 長 くな る と て が 泣き }S り 候 追白 


年 六十 三' 冶 IJ/j 


明治 三十 六 年 


二  〔七月 二十 二日 東 新へ〕 

拜 啓/分 袖 してより 玆に 月餘吉 W 山 の 夕の 露の 君が 詩 にか V りし 事 幾度 にか 候 ひけむ 5!6 は ハイネ か バイ 

ロン か 床しく 存じ まつり 候 今日まで 一 片の書 辭だも 君が 机邊を 汚す を 得 ざり しその 御 恨み はさるべき 事に は 

候へ 共 吾に 語 るに 足る ベ き 事 無き を あ はれと は覺 しめさ ず や 

いつも 申し 候 如く 長き 休暇 は 中々 に 鬱憤の 種 を 藤し 候此年 は勞； ゆ 第 一 に 大阪の 博 覽會に 於て 美術館に 就て 

大に 落瞻の 聲を 故た しめられ 候  • 

吾 は心竊 かに 期 し 候 ひき 吾等が 飢き を 癒す ベ き は 只 之 ある 哉 11 15 美術館よ と何ぞ 計ら ん その 寂 莫ゃ淺 

薄 や 亂暴 か 幼稚 _か 吾 言 ふ を 知 らざ るに て 候 

美術的 方面に 於て は遙に 西歐に 讓らざ る ベ か らざ る 吾國に 於て も 如 期 の 陳列 は W 舍 の 小 美術 學校 の 生； 佗 

作品 室に 於て 容易に 見る を 得べ し 

近頃 米國の 一 維 誌を閱 して 右の 文字 を 見 候 ひき、 さても 逼々 參り 集りた る赤髯 共の 失望の 程 はま だし も あ 

れ 吾が 秋 津洲の 淸美を 司り 給 ふ 女神の 恥し 淚に 沈み 給 はむ は 思 ひま ゐら する だ も 御い とほし き 限に は 候 はず 

や 

歸 りて 六 辱 敷の 古巢に ひそみ 居れば 連日 只 雨の み 多くして 攔千 にお 城の 濠の 蛙の 面 も 見 あきたり 訪ひ來 ベ 

き 友 は 遠くして 繁くは 姿 も 見せ 不申樂 しみに して 居りし 日露 戰爭 もどう や ら氣が さめ はて X と ある 大臣た ち 

さへ 蠻奴 討ず ベ しと まくり上げ 給 ひし 腕 をば 今 は 待合の 奥に て 白 首に ねぶられ 給 ふと か 又徘々 と 申されし 

耄碌 は缺 げか X りたる 鼻先 をお ほひて 堂々 樞府に 入れり とか。 


或は 彼 或は 此、 思 ひ 來れば 何れ か 吾に 侍る 三合德 利の 頭 を 思 はずな ぐり ま はす 種なら ざるべき 、、多く 言 ひ 8 

給 ふな 華 嚴の擺 は 近から ざるに，、 と 友の 一 人に 笑 はれ 候 

噫 君、 吾が 舌 長し と 笑 ひ 給 ふか」 

さ はれ 庵 の 朝夕 時に 笑 聲擧が らざ る に あらず。 ；5£梗 紫 の 薦子 の 帶高 くし め て 垂れ 髮黑ゃ かに ゆらめかし 

たるが 

兄ィ さん 

と 露路に 小さき 足 音を立て や が て 窓 の 下に 釣 花瓶 の橫に 座して 小 學讀本 を ひ ろ げ た る 時 

サ 、今日は 書き取り を やります よ 

と 仰せ 出さる- -太 將の顏 いかに 得意な り やとお ぼしめ す。」 

さて 君 何 か 面白き もの を 讀み給 ひし か 

朝夕の わびし さに 机に 向 ひ 候へ 共 横た はれる もの は、 いつもの 蕪 村と 萬 紫の 外 

アン デン ゼンの フェアリ I テ 1 ルス 

ダリン ム の メルヘン 

近 松 物 二部 

外に 近世 嬉畫史 や、 内 田銀藏 氏の 近世 日本史 や 五六よ み 了へ たる 外 日々 新聞な どの 廣吿 にて 面白さうな 新 

刊に思 ひ を こがす のみ 近時 米國の 友人より スコットの 全集 四册、 重さ 二 貫目 も あるべき 古色 蒼々 の 本 を 達り 

くれたれ ど 又 近くに 居 給 ふ 文學士 どのが これ は讀 きおき 給へ など 使して 寄せられ 候橫 文字 共 徒らに 開いて 見 

るの みさり と はは づか しき 吾等が sil の 力 に は 候 はず や 笑 ひ 給う ベ く 候 

君よ 早 筆 も 動かねば これにて 止 め 候べ しさる に ても戀 しき は 都 の 签 加 茂の 靑葉 など い か に 茂り ま さり 候 ひ 

けむ 

君よ 朝な 夕な 涼しき 風 を 介して 語り 給 ひけむ 山 や 川との 物語、 早いた く 積れ る 頃と 存候 日記に は 何とした 


年 六十 三治叨 


>1 め 給 ひし ぞゃ 聞か まほし く 候 早々 頓首 (亂筆 平に 御免) 

東大 兄 机下 二士 一日 夜  三 重吉拜 

三 〔七月 二十 六 H 廣島 市-お 樂 町より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

兄よ/分 袖 以来 いつしか 三 旬に もな り 申し 候 君が 詩集の ハ モッタ を 滑り落ちて 芝生の 露に ぬれ 候 ひけむ 

も 早 幾度に 候ぞゃ 愛し 給 ふ は ハ イネ か バイ ロン か 床しく 存じ まつり 候 

その 問われ 一 片 の書辭 だも呈 せず その 御 恨み こそ さるべく も 候へ 吾に 一 の 語るべき 事無しと 知り 給 は r 寧 

あはれ と はお ぼしめ さず や 

それより は 兄が 美しき 故 園の 朝夕 小川 や 森に きかせ 給 ひし 御物 語の 數々 今 はいたく 積り たるべき に 日記に 

は 何とか.^ せ 給 ひし？ 少し は先づ それより もらし 給 ふべ く 候 

長き 木 暇 は 中々 に 却て 怨みの 種に 御座 候 築 島 氏と も 昨日 十四 五日ぶ りに 會 ひたりし 程 なれば 友との 往來も 

た え て 無く 日々 雨の み 多き に 娃の面 を 見入 るに も 飽き は て た り 只 六疊敷 の 殼を 負うて 蝸牛の 仲間入り をいた 

し候樂 しみに して 居たり し li 露 戰爭も 鉋 暦に 火の つ いたる 如くに て 今 は 燃え 殘り の 灰 だに も 留まらず ら 

くよ 鼻の 缺 げたる 生々 侯 は 冠して 樞府に 入れり とか 或は 彼 或は 此！ いづれ ま 口に 侍する 三合德 利を忙 がし 

くす る 種に は あら ざ るべ き 先日 も 都に 殘 り 居る 友の 申す やう 

、、言 ふ 勿れ 君 塞 _ 厳 の 瀧 は 近く も 無き を、、 

と 嘲笑の 矢 を 受け 申し 候 

わびし さに 堪えず して は 叫び 候 返らん 哉 都へ と 51^ の 森の 片 ほとり 卯の花 こそ 今 は 無け れ訪ひ "奇る - き籬 

の 片戸の 無き にも あらぬ を！ 戀森歌 一 篇今筆 を 了 へ て 机 頭に あり 乞 ひ 給 ふな 兄よ そ は 人に 示すべき ものに 

も 候 まじく 候 

さ は れ 吾が 庵 の 朝夕、 時に 笑聲 揚が らざ ら ん や 
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兄さん ッ  ■ 

と 露 庭に 聲 のした るかと 思へば 早 机の 邊に釣 花瓶の 下に 座した 塞 れ髮、 例の 拮梗 紫の Si 子の 帶： € くしめ て 練 

紗の 風呂敷より 小 學讀本 をと り 出す 二人の 笑顏 

サ 、今日は 書き-取り を やります よ 

仰せ 出 だ さる k 先生の 顏 のい かに うれしげ な るか を 思 ひ 給へ 此ニ 人 白 薔薇の 花 か んざ し に は あま りに 稚く 

候へ 共 一 人、 妹に 取れと 言 はれたら ば 何方 を か？ 吾 は 長く 迷う ベ く 候 

兄よ かき 去り かき 来れば 餘 りに しだら 無き わが 文 哉 君が 弟 君の さし のぞき 給 ひて 、、誰れ？、、 と 問 ひ^は 

答 へ て 言 ひ 給 へ 、、これ は此 年中 學のー 一年に て 

美縛坊 / とい ふ另 より、， /と 

正 文 さ ま (二十 五日 朝) 

左の ー篇、 玉を碎 きて 瓦と 化す 閑居の 罪の 深き を 知り 給へ 

(waker  Scott) 

with  flowers  ll.cm  a ズ Oman  wall, 

、rn.ke  these  flowers,  w-hic-ll  purple  waving, 

cn  the  ruin-d  ramljart  JJrcw, 

wllere  the  sons  ot  freedom  bravin.lj, 

Konle-S  imllcl.ial  standaids  flew. 

1 レー ucl〈  no  longer  laurels  tlicre  .. 
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年 六十 三 治 明 


They  t>ut  yield  tl レ e  Js-sslng  stranger 

wild-flower  wreaths  for  weauty-s  hair. 

ある 女の 許へ 

(羅馬 の 古 壁に 得つ る 花に 添えて) 

ゥ ヲルタ 1、 スコット 

見 そな はせ 

自由の 子ら の 誇ろ ひて 

i 旗の 榮を かざしけ む 

名 も 荒れたり や 壁の 下、 

ゆらめく 影の 紫に 

生 ひ 出で にし は 此花ぞ 

思へ 君 

危機の く づれに 桂冠の 

譽れ をつ みし 士ゃ いづこ、 

只 殘壘の ほころびに 

妹が 害しに 採れと て や 

花 を 道行く 旅人に 

殘 して。 

(譯の 拙き を 恥づご 

近日 海外より 歸 りし 友の 一 人、 ス コット の 全集 四 部 を 達り 來 れり此 詩の 處に、 今 わがつ \ みて这 り まゐら 

する 紫の 花の さしはさまれて ありけ り。 何處に 得しに や、 色 も 紫の ー內 花の 餘杏を かぎ 給へ 


II 


明治 三十 七 年 


四 〔七月 十五 E 廣島 市猿樂 町より 京都市 古 S 町 永？ S 方 鈴 木 1^ 作へ〕 


ッ 列車 は、 鐵路の 破損 ありて 神戶、 加 十；； 川の 一： 驛 にて、 いづれ，  ，a:wf いたし 候 ひし 

かど、 其 他 は 無事にて 一昨 夕 六時歸 着いた し 候に 付 御 安心 被 下 度 候 丁度、 京 . _ しお 君に 會し 當驛迄 

同乘 いたし 候に 付 幸に 途中の 無聊 を 慰め 申し 候 

昨日 は 野 村 君來訪 せられて 共， に 別盃 を あげ 今朝 出立に 付 六 時 宇 品迄见 t! り い たし 候 君 は 十八 旅團 司令部 附 

に て 候 宇 品 港 に は 御用 船十數 隻銨泊 いたし 居り 人馬 積 込 の 混 維 名， fi^ す ベ か ら ず 常 市中 に も 隈なく 兵士 宿舍 い 

たし 居り 莴事 活動せ る樣は 山水 靜 なる 京都 を 出で \來 し 身に は 頭 も亂る M ばかりにて 候 色々 面白き 光景 を 目 

睹 いたし 候へ 共 只今 は 旅の 疲れの 去り や らず綿 の やうに なりて 臥し 居れる にて 候へば 續々 後程より 申 上べ く 

候 

さ て も 出立 の砌に はと やか く御扼 介に ぁづ か り 難 有く 存候拜 借 の 金 負 返 上いた し 候 

われらが 身の上の 話 は 大方 は 語り もし 承り もした る樣 なれ どま だ 何とは無しに 心殘 りの せられ 候 は 離別の 

匆々 なりし 爲 にや 人 去りて 一 人と なる 時にはい つも 窓に もたれて 蓮 池 をな がめ い り、 ながめい りて はっく 

<\ 都の 友 を 思 ひ 候 世 良 君の 話で は 君 は 近々 歸國し 給 ふとの 事、 いつごろ 京 を 立ち 給 ふのに 候 や 

今 は 心 落ち 居ず 候 故 また 後程に く はしく …… 早々 不乙 

鈴 木 兄 十五 日 午前 十 時  三 重 吉 拜 

I 平に 御 許し 被 下 度 候！ 


年 七十 三 治 明 


五 〔八月 二十 八 H 鈴 木 周 作へ〕 

友よ/昨夕 兄が 御心づ くしの 御手 i^l を拜し 申し 候 其 夜 十六夜の 月 出で たり、 居ながら にして 一 薄の 風 露 を 

領し 得る、 わが 磯邊の 宿の 興 を 思 ひ 給へ！ 烟波百 里 只 夢の 如くに 淡き に 白き 鳥 一羽 二 羽、 チ 、 と 鳴きつ 、 

その 夢の 奥に 消えて ゆく、 彼方に 踊りの 歌の 節 あがりぬ 籬の蟲 はなき 出で ぬ  t 

此の 時 われ は 再び 兄が 書信 を 繰り 候 ひぬ、 われ は 切なき ばかりにな つかしく なりて 思 はず 筆 を 担かん で 紙 

に 向 ひぬ、 かくて まのあたり 君に 語る が 如き 心地 を 得ん とに て 候 ひき 

わ れ は白狀 す、 吾 は 筆 をと り た る ま X 徒ら に 長く 座した る の み わが 眼前 に は 君が 千草 の 花 を 活け たる 机.^ 

と、 ライデン を 抱いて 臥せる 君が 面影 を 見る のみ 筆に 更に 詞章 をな さ.. - りき、 出で \ 礎の 岩に 立つ 事し ばし、 

再び 筆 をと りし 時 は 踊りの 歌 もい つし か絕ぇ て 軒の 鬼 灯の 葉に 露 重たげ な りき、 筆の はこ ばざる 事 もと の 如 

し、 遂に こ はわが 思 ひの あまりに 繁 くして 此の 筆 あまりに 短 かければ なりと さとりて、 只恍 として 床に 入り 

ぬ その 夜の 夢 は Is めて 短 かく 候 ひ きされ ど 美しく く 候 ひ き 

あ M 兄よ その 夜の 月 は 君が 山川 を もし かく 淸く てらし 候 ひつらん 兄よ、 君 はいかに して その 夜 を 過ぐ し 5 お 

ひし か！ 願 はく はわが ために 八月 廿 六日の 夜の 記 を 作り 給 はれ 

さて わが 此 浦よりの 第 一 信 は 遠く 七夕の 日に 出した る やうに おぼえ 候 其 後 何の 發信を もせず 假 りの 宿り も 

早 二十日に あまりて 鹽 なれ 衣の 袂も 憂く 明日 は 故 鄕に歸 らんと する に …… 第一 信とば かり 定めて おぼつかな 

き 男と 思しめ し 給 ふべ く 候 

宿の 景は 君の 胸に 畫き給 ふ 所に 同じ 今 は 只 われ をして 少しく 色彩と 陰影と を附 加すべき 二 筆 三筆 を 許さし 

めよ 

こ k は 長 崎より 海上 六 里、 漁家 五 百の 小寒 村に 候  一 二方に は 山 苦しき ま で に 迫 り た れど前 は 雲 波 千里 の 外洋 

にて 遠き 彼岸 は 南 支那の 地な りと か、 村の 一 角に 臺灣の 基 隆に應 ずと いふ 無線電信の 柱 有 之 候浪は 高く よせ 


て その ほとばしり 築地 を 越えて 軒の 鬼 灯の 花 にちろに 宵々 の 夢 は 切れく にて 候 (二十 七日 午前 十 一 時； 

(二十 八日 朝 九 時 繼！^ )/ 「友よ 許せ！ 昨日の 一 曰 は 兄の ために 筆 をと りて つばらに わが 宿りの 樣を 報じ 

かくて 今日 此處を 去らん と 期し 候 ひしに、 わが 文 牛ば にして 宿の 老爺 は 頻りに わが 袂をひ A」 て 別れの 杯 を あ 

げんと いふ、 晝の間 は 老爺と 共に 醉 ひて 倒れぬ、 夕方に は 東 君の 宴に 招かれぬ 夜 は 人々 と 偏 舟に 棹して 月明 

の 海上に 更かしぬ、 われ は 今 出立 前 二^間 を餘 すの み、 一時間 は 入々 の 家に 吿別 せざる ベから ず われ は 只 一 

時間 11- 早卒 なる 一 時間を！^て兄に此文をかく、 記す る 事疏ら ならざる を 得ざる ベく 候」 

物の 便 は！ i^. 馬 あたりの 在所 を その ま \ 波の 中に 据えた る 程と おぼしめし 候へ、 われ は 何の 不自由 もさら さ 

ら 苦しと 思 はず 所謂 文化の 進みた る 所 は 人情の 向 下せる 所と 思へば なり 只 恨むべき は 酒な り 酒 はわが 口に 合 

はず、 されば 醉 うて 歌 ふ 事 は 稀な りき、 こ は大に 恨むべき 事に 候 ひき 

友 は 東 君 を はじめ 他に 高等 學 校の 人、 一 人 ありて 常に 三人 は 離る ベ からざる ものなる かの 如くに 候 ひき、 

され ど 東 君 は 平生に 似ず 多く 語らざる なり われ はつれ 立ちて 波に 入り 山に 上り 兒 童の 如くに なりて 戲れ 騒ぐ 

事 常な りきこ は 眞の予 に は あらぬな り 

われ は 只 無意味に 日を经 り 来りぬ、 君は畫 間く 俄 農夫と なり 給 ひし 由なる がわれ は 俄 漁夫の 如くに なり 

ぬ —-— 皮膚 の 黑 きと 無意味 に 生活す る， 點に 於て 。 

われ は 時々 自 から 友 を 避く るが 如くに て iw. の椽に 一人 臥す 事 候 ひき、 またい かに かし けん 友 は 魔 終日 来り 

訪 はざる 事 候 ひき、 その 時 はわが 最 苦しき 時な り、 一 卷の書 を も、 心 ありて 携 へ來ら ざり しわれ は 只 窓に 座 

して 海 を ながめつ V  くるの み、 され ど 由来 海に 生れし われ は 日毎の ながめに、 早 珍ら しく も あらぬ 樣 1^ なり 

たるに て 候 か&る 時に 最 われ を よろこば したる は 或 日 下女の 鬼 灯 (？) をなら したる を眞 似て 思 はず 巧みに な 

らしつ けたる 時に 候 ひき、 只 これ 程の 事が いたく うれし かりし 事 を 注意し 給へ、 われ 只 萬 葉 短歌 集 一 卷ぁ 

れど そを繙 くべ き 時 は 久しく 來らざ りしに て 候 

かく 記し 来りて われ は 大兄の 言 を 借るべき 要 を兑る の に 候 
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年 七十 三' 冶叨 


もし わが 生活に 意味 あらば そ は 夕ば えの 色の 浮びて より 夢に 入る までの 世界 … … 

と の 御言 葉！ 兄よ 兄 はわが ためによ き說 明の 語 を 與へ給 はりたり われ は 詳し を敍 する の 煩 を 免れ 候 あ & そ 

の 世界よ！ その 時 は 下女 はわが 家に 歸 りて あるな り、 われ は 誰撣ら ず 「沈思」 と 握手す る 時な り、 され ど 

兄 の 言 の ごと く 沈思 はよ き 友に は 候 は ざり き。 或 日 われ を戀 ふる 事 深 ？廣島 の 友の 文して いふ 

君の 里に ある 無線電信 こそ 戀 しけれ、 君 は 夕ば えの 消えん とする 頃 を まちて その 電柱 ある 一角に 立て、 

われ は その 時 わが 海邊の 松原に ゆきて 君の 空に 向 ひて 立たん、 かくて 共に その 時 胸裡に 湧くべき 感想 を 

記し 置かん、 後日 相 比べて 二人が 心の 全く 相 合 ひたる 節 あらば、 うれし からず や 

と、 我 は 約の 如くに 日夕 その 言の 行く に 山の 一角に 立ちぬ、 兄よ くわが 感想 は 遂に 日每 同一 の ものな りき、 

而も われ は それ を か i んの 力無し、 兄 はよ くその 何物なる か を 知らん！ 廣 島の 友 はま だ わが 心裡を しら ざ 

るな り あ X その 友よ 許せ われ は 君に 語る 能 は ざり し 事 あるな り 

兄よ われに は その 短 かき 所謂 「わが 世界」 に 一 つの 平和 を 見 ざり き 只此四 五日 前より われ は はじめて 心 平 

かにな りて 萬 葉の 頁の ひらかる- -時は 来りぬ 11 四 五日 前より 漸く 月夜と なれり しなり、 され ど 月夜 も 、遂に 

よき 友に あらず 遂に わが 抉の ぬれ ゆく やうに なりぬ あ . ^かくて われ は國 へ 歸 らんと 思 ひき 

友よ いかんせん 水夫 は 来りて 頻りに われ を 促す に は あらず やわれ は 一時間 を餘 しきされ ど 水夫 は その 一時 

間 を われ に 許さず あ 思 ひ は 亂れた り 筆 は 亂れゅ く、 われ はこ \ に 筆 をと めて 再びよ み 直す 事 さへ 叶 はず わ 

れは何 を かき そめて 何處 まで かき やつらね けん—； 兄よ 只 夢と 思へ 此文 を！ 

六 「九 《 四 = 廣島 市竊樂 町よ リ 千 葉 縣香取 郡 古城 村 鈴 木 周 作へ〕 

鈴 木 兄/今日 はくさ-^、 の もの まゐ らせん 

包みの 中の 小さき 茸 花 は 野 村 兄が 最近 の 書状に 封 じ て遼 東の 野より 这り しもの、 胡騎 遠く 遁れし 月の 夜、 

駒 をと めて 摘み やとり ォん、 征衣の 袖に 淚 ありし や 優しき は 此戰士 が こ \ ろ 幸 多き は此 草花、 幾重の 浪を 
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越え  一 一 r は 詩.^ の 君が 手に入りぬ 

拙な キ， 4? に 拙な き 句の 題した る 紙 はわが 軒に つるせし 燈 籠の を、 君が ために 切り取り しなり 燈籠は 三年 前 

の 夏 われ 病 を 得て 京より 歸 りし 時 眞 白なる が懸り ありし を 友の 一 人、 わが 興に とて 四面に 畫き 祖父と 父と わ 

れと 三面に 題し ぬ、 わが 句 

潔 車の 夢 破れて 須 磨の 月夜 哉  ，： 

末の の は 次の 年 同じ 燈籠 のか \れ るに、 をと 改めし が 今 思へば 矢張りの がよ かるべ し此年 わが 伯母 垣根に 

夕 顏を植 ゑぬ 此 紙片 は脊々 一す じの 光り を 通して その 白き 花 をて らしたり き 

大きなる 花片 一 枚、 これ はわが 窓の 下の 城の 藻に さきみ てる 白蓮の それなり 濠の 彼方 は 堤 一 つ 越えて 陸軍 

豫備 病院な り 日頃 宇 品より 車 を つ ら ねて 歸り 束る 病 傷兵 のな つか しげ に 見て 過ぐ る を われ 此方よ り 見て あは 

れと思 ひし 事 多 かりき 

ま ゐらす もの は これら 三 品 

周 作 大兄 四日 朝  み 重きち 

七 〔九月 二十四日 束 京 市本鄕 ® 根 津須賀 町须贺 館より 京都市 吉田町 永 沼 方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

(第二 信) 九月 二十 四 曰 午后 二 時 

御手 紙 本日 拜見 いたし 候 御 めぐみの 草花 どの やうに うれしう 候 ひけむ！ 直ちに、 、ロメオ. エンド • ジュ 

リ ェ グト： の 一 頁に はさみつ きぬ 思 出と いたすべく 候 田 中 君と 馬 詰 君と 羽田 君と にも 分つべく 候。 宿 は 二十 

日に 移り 候 ひぬ、 日頃 心地 あしく して 筆と る 事 も 六 かしければ 細々 と 物語り 申さん はこ 、四 五日の 後と 許さ 

せ 給へ i とい へさした る ものに も あらず 氣づ かひ 給 はるな。 ー 

今 は 多く 語る まじく 候 只管 願 ふ、 皇天よ わが 西の 都の 友の 眼と 足と 而 して 心の奥底に 、、忍、、 の 一字 を 深く 

刻めよ m; 


16 


年 七十 三 治 明 


八 〔十月  一 s 束 京 市 本鄕. tel 极 律須賀 町須贺 館より 京都市 吉田町 永 沼 方 鈴 木 周 作へ〕 

西 都の 友よ、 予を思 ひ 絵 はる 事 かば 〔か〕 り 深き 西 都の 友よ 

予は 入京 以來已 に 旬 餘を經 たるに、 未だ 詳細なる 書 を 裁して 君が 机上に さ \ くるの 機 を 得 ざり し を 恨みと 

しさ 

今夕 君が 手書 を領 せり、 予は 君が 悲痛の 文字に 胸 傷みて、 町に 出で たり、 余が 夢に 淸 冷の 氣を吸 ふ 所 は 林 

泉啼鳥 ある 處 なり 月明 侮 波 ある 所な り、 憫 むべ し現覺 の わ れが太 息 を 吐く ベ き は 塵 烟靑く 千 百の 行 股 を閉す 

巷な り、 ゆく と は 無しに 步 むこと 數 十步、 辻に 花 M りの カンテラの 煤黑さ を 見て 停めり、 予は徑 五 寸の淺 き 

小鉢に 蘇の 楚ニ 本、 花の 重みに しだれ か \ りたる を 夜露 乍ら に 買 ひ 取りて、 懷き歸 りて 机に 上しぬ 

かくて 今 灯下 此書 を認 む、 花の 影 は 紙片に 下りて 予 が肇路 あやしき に、 枝 はさし 出て S 予が眉 根の a を撫 

でんと すなつ かしから ず や 

予は 十七 日に 當 地に 入りて より 羽田 氏の 居に 客た る 事 三日、 その 間 は 旅 塵の 重きに 堪えず して 只に 臥 伏し 

て 過ごしぬ、 二十日に 根 津に居 を 求めて 移りぬ、 それより 凡 五日 問學 科の 細 H を撰撑 する について 乂保證 人 

を 得る に 就て 四方に 馳驅し 心 更に 落着かず、 或 S 牛 日の 閱を偷 みて 本鄉 li に フランチ M ス 力の 悲 戀を觀 劇し 

フラン チェ スカは 恰も わが 戀人 H 戀 人たり し 人に 負 はせ たる 名な なべ く 思 はれて、 いたく も 予をこ 、に 誘 ひ 

し 友 を 恨みし が 其 夜 予は寒 冒に 犯されて 最近の 五日 獨り わびしき 床に 臥し 居たり 

昨日 は 親しき 友 来りて 、、臼 温き 時、 熱さへ 無くば 近郊に 杖を曳 け、、 と 丁. -む るに はじめて 行 步危く 上野の 

森に 入れり 案内 を 知らねば 白馬 會は のぞき たれ ど 動物園 は 遂に 何處 にあるべき か を 知らず して 歸來 せり 再び 

熱 は 起り ぬ 

一昨 二十 八日 はわが 亡母の 第 十三^の 命日な り而 して 昨 は予が 第二 十二 囘の 誕生日な りき 予は 傲ぶ 事盡き 

ざり き、 予は予 が 生涯 を兹に 一 劃して 其 日 以後 をば 眞の予 を 現 はすべき 年月と 定めたり き 以前の 予は 汚れの 
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予 なり 不規律なる 予 なり 病の 予 なり 悲しみの 予 なり 否-, 了に にあ. り ざり き 一 片の 情火 一 塊の 汚 土な りき 

而 して 予は 今後、 巳に 生涯の 殆 前半 を 逸し 去りた る 今後に、 于が 先に 忘れたり し 責務 を 加へ 享有し 得 ざり 

し 眞の快 樂を拾 ひて、 完全なる、 = 行程の 平凡 非凡 は 間 題と せず = 五十の 生涯の 實 惯を擧 げん 事 を 期す る 也 

古き 予は今 亡びたり 新ら しき は予は はじめて 鼓に 生れたり 予が從 来の 小 歴史 は 願 はく は 年 所 茫漠たる 太古の 

代の 一 小 亡 II の史と 比せん こと を 欲す 

友よ かくの 如き は 于が尙 日 幾 百 千の 事項 を 臆 ひ 起し、 想 ひ 消し、 最後に、 破裂すべき 迄に 痛悶 する 頭部 を 

兩 手に 押さえて 結論した る 所な りき  ._. 

友よ 予は 今尙 進で 多く を 語らん と 欲すれ ど 時 針 は 用捨な く廻轉 せり 頭惱は 疲れたり 予 は亂雜 なる 此 一 文の 

終り を 結ぶ こと 能 は ず して 玆に筆 を？； T せんとす 

君 は 予が 筆路整 は ざ るに 眉 を ひそむ ると 共に 何故に 余が 詳細なる 書 を 今に 至 る 迄 呈し得 ざ りし か を 推察 せ 

ん  - 

予は 未だ 鄕國に 向 ひて 別復を 序す る の 責務 を も 果たさ V る 也 頓 首百拜 

周 作 大兄 侍史 卅 日夜  三 重 士ロ 

九 〔十月 ナ 二日 東京 市 本 鄉_2|： 西片町 古市 方 加 計 正文へ (はがき)〕 

拜 啓/御手 紙拜 見 い たし 難 有存候 小生 急報 に より 槍惶 出立 い た し 候處祖 父 は 小生 が w 立後數 時間 にして 已 

に 永眠いた し 居り 候 次第に 候し かしま だ途靠 せで ありし 故 親しく 會葬 する を 得たり しに 候へば 御 安心 被 下 度 

候 小生 は 只今 またく 風邪に 取りつ かれて 臥床 中に 候 いづれ 全 伏の 上 は 早速 歸京 い た す ベ く 候 早々 頓首 

十月 十二 日 廣陵 にて 鈴 木 三重 吉 

10  〔十月 十二  H 廣岛 市-お 樂 町よ リ 京都市 士： 町 永 沼 方 鈴 木 作へ (はがき)〕 
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拜 啓/御手 紙恭 なく 拜領 いたし 候、 小生 は 急報に よりて 歸鄉の 途ヌ、 時間の 都合に て 京都に 下車いた し 候 

へど 亂れ たる 心 は、 親しき 兄に あ ひ 候 は V 一  しほ 涙と なり 候べ しとて わざと 御 H に はか、 り 不申候 ひき 

祖父 は 小生が 電報 を領 したる 後、 數 時間に して 逝き 候に て 生 は 心 ゆく ばかり 今生の 別れ をいた す 事 叶 はず 

候 へ ど 葬儀 へ は 昨日 列し 候に 付 御 安心 被 下 度 候  ^ 

京都の 秋 はいかに 候 や 近々 再び 東上 可 致 候 故 都合 によりて は 兄が 居を訪 ひまつ り 嗟 欺 野 の あた り を 徘徊 は 

んと思 ひ 候 先 は 右 迄頓首 

II  〔十月 十九 H 兵 声 V 縣明 石より 東京 帝 國大學 文科 大學加 計 正文へ (はがき)〕 

友よ 予は 東上の 途 にあり て、 昨夜 美く しき 一夜 を此 1i 曲に 達れ り、 君よ、 霧の 中に 淡く うかべる 淡 路の島 

影 を 想 ひに 畫け、 予は 松林の 中の ー亭 にあり て靜 かなる 肢 をき \ つ V 此島 に對 へりし なり 月光お ぼろに ー灣 

の 風 露 夢の ごとし 予は都 を 出で. - より 旬餘、 しかも 此夜 はじめて 美しき 興 を 嘗め 得たり 

眠り さめて 戶を 押せば、 天 海い まだ ほのぐら きに、 帆 かけ 船、 窓 を かすめて 卞： に 行く もの 果てし もな くつ 

V きたり、 出で \ 露 を わけて 人 丸 神社に 賽す、 

友よ 予は十 一 時 三十 分 再び 鐵路の 客と なるべし、 此脊の 夢を樂 しむ は 三 保の 松原 か、 —— 君と 相 見る 近き 

にある ベ し 

一二  〔十月 十九 H 兵庫縣 irh^ より 京都市 吉 W 町 永 沼 方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

友よ 予 は 東 向 の 途次 昨夜 此 の 清き 浦 の 客と なりぬ、 請 ふ 試み に 月夜 さ 霧 の 中に うかべ る淡路 の 島影 を 君が 

想 ひの 一隅に 畫け、 予は 松林の 裾の ー亭に 入りて 靜 かなる 波の 靑 をき X っ& この t.- と對 して 兀座 せるな りき 

1 灣 の 風 露只恍 として 夢の 如きに 情怨 綿々 迫り 来りて 果て は殆 堪え難 からん としき 噴此 一 夜の 思 は予は 君に 

向 ひて は 秘めざる べし」 今朝 は 天 海い まだ ほの 暗き 比、 起きて 露 を わけて 人 丸の 社に 賽 しぬ。 
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今予は 停車場に 来りて 嵐 車 を まてるな り 十 一 時 三十 分予は 再び 鐵路に 上らん とす。 君よ 予は 再三 再 £3 せり 

乍 46^ も へ り 今 も 思 へ りかくて 遂に 此行、 予は 京都に 下らざる ベ く 決心せ り、 君よ 予は此 度 わが 祖父 を靠り 

し 外に 樣々 の 悲痛 を 葬りて 鄕國を 去れり、 予 はわが 爲め になく もの 予が 父と 祖母と 或 一 人の 外に は 君の タに 

あら ざ ら ん と 信ず 許 せ 君よ さらで だに 舊 都の 秋に 泣く 君に 更に 多大の 淚を奪 ふに 忍びざる なり 然りく 予 

はこれ より 三 保の 松原に 下りて 君が 御遊 を傯び つ X 獨 りし て 物 を 思 はん 許せ 君よ 11 噫 m 車 来れり ！ 

一三 〔十月 三十 H 加 計 正文へ〕 

今夜 兄を訪 へりし が 兄 はわが ために 一書 を殘 して 麴町 (？) へ 行き 給 ひし 後な りき 晝の 出来事の 不快な りけ 

れ ばに ゃ睽 はん 

, 〇◦ の |g 度 は大に 難ず べし 予は あまりに その 額斷 的なる を 思 ふなり 〇〇 は自 から 入場 を 否みて 吾々 も 必^ 

それに 從 ひて 引き： へすべき を當 然とせ る もの V 如し 寧ろ .〇〇 は 吾等の 意 を 問 ひて まげても 吾等と 共に 人る 

ベ き を 交際 上 の 常 誼 と はすべからず や 

予は 不决の あまりに 顔り 入場せ り 君の 止め 給 ふ を 振り はら ひて I 予は 〇〇 が 吾等に 謝せざる ベ 力らざる 

と共に 予の 君に 向 ひて 謝すべき を 思 ふわが 行 爲は日 比の わが 言行に 一 致せ ざり き II 予はゼ ント ルマン ライ 

ク なら ざり き 

予 は今寢 床に つかん として 此の 一片の 謦を 裁し 明 早朝 四 ッ 谷へ 用 ありて ゆく 際に 君が 宿に いたさん とす こ 

は 君に 對し て 謝罪 の 心 を 表示す る に 外なら ざ る 也 許し 給 へ 

加計樣 玉 案下 二十 九日 深更  冷壶 m; 

一四 〔十一月  一 H 柬 京よ リ 京都 巿吉 S 町 永 沼 方 鈴 木 周 作へ〕 

わが 兄なる なつかしき 友よ 
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予は 別後、 一 日 だに 兄 を 思 はぬ 日と て は 無 之 候 日夕 皇天 を 呼び て わが 父と 祖母と 弟と の 身の上に 不斷の 平 

和と 健全との 宿ら ん事 を 願 ふ 時、 予 は 必ず 同じ 祈り を わが 兄の た めに さ X げ 申し 候 

され ど予は 兄に 向 ひ て 陳謝 せざる ベ か らざ る は 予が兄 へ 音信 を 怠る 事 多 かり し 事 に て 候予は はじめて 入京 

以来 有お 無形 の 事 常に 繁く 身. f に 迫りて その 中には わが 弱き こ V ろの 殆 堪え 得 ざらん としたる 事 も あり 靜か 

に 筆 硯に對 する 事 能 は ざり しにて 候實を 申さば 予は强 て 書 をつ くりて 兄に 寄せん と 試みし 事し にくな りし 

か ど 思想 亂れ て 章句なら ず遂 に はか い 破る に 終り 候 ひき 

さて 此 地の 見聞に ついては 予 いまだ 語るべき 多く を 有せず 候 はじめて 此處に 入りし より、 今に 至りて 僅か 

四 旬 を. 經 しのみ、 而も その 半 は鄕國 への 不慮の 往来に 費やしたり まだ 近邊の 地理に も 通 ぜず只 わが 頭に 留ま 

れる は大學 と、 空 ふく 風と なり、 大學は 冷やかなる 所な り 風 は 塵埃に 充 ちたり 

書 窓の 事 亦 語る に 足らず 人 もし わが ノ ー ト など を閱 T る 事 あらんに はわれ いかに 恥 多く 候べき 

住家 さへ まだ 思 ふに 任す 所 を 得ず 心 ゆく 友と 膝 を 交 ふる 事 もまれに、 出で X 興 を 買 ふべき 一 つの 林 泉 無し 

予は 先に、 今春 糾の 森に て 一 月ば かり 共に 樓 みし 事 ある、 一 人の 女性に 告げて 言へ り 、、かしこに さまよ ひ 候 

程 は 只 地上の 淸 地との み 思 ひ 候 ひしが 今 はかの 森、 かの 小川 は 遠き く 天國の それとば かり 思 ひ 浮べ られ 

候，、 と。 上野が 何なり や 芝が 何なり や、 はた 日 比 谷が 何なり や 風 は 結えず こ X にも 塵烟 を？？ 』 びて もらす 事 無 

しされ ど憫 むべ しその 上野 は予が 日夕 足 を はこぶ 只 一 つの 場所に 候 宿よりか しこへ は 五六 町な り 

予は予 が 心を樂 します る もの、 只 わが 嘗て 親しみし 故鄕ゃ 京都 ゃ筑 紫の 山水の 冥想の み、 わが 早き 花の 春 

の 夢の ごと き：^ 顧 のみ！ 而 して 時に 来る わが 心 ゆく 友の 書信の み ！ 近頃 わ が 西 都の 女の 友 は 特に 予 がた 

めに の 森 Q 林 泉 四 五 を 撮影せ しめて 達り くれぬ こ を予は 君が 給 ひし 草の 花や 君 や 彼女の 淸き 文と 共に 紫の 

絹の、 赤き 縮緬 §紐 つきた る 小 袋に 納めて わが 傍の 壁に かけたり 11 予は今 外に 何の 樂 しみ も 無しされ ど 

予は これより 進み て 心に 淸き樂 しみの 多く を 求めざる ベ からず 候 

、、元より 予は、 世に 所謂、、 樂 天、、 の 人と なる 能 はず 否 予は此 世 自身 を 苦悩な りと 忍 惟す、 少く 共予が 世界 
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は苦惱 なり と 思惟す、 予 は 予が 世界 の 苦悩に 悲憤す る 程なら ば、 予は はじめに この 世界に 生れ いづる 事 を 担 

むべ かりし なりと 思 ふ苦惱 はわが 世界の 眞 相な り 予 は 予が 土 に歸す る 迄 に 少 し に て も 多 くの 苦惱を 經驗せ ざ 

る ベ か ら ずと 覺牾せ り 世界の 苦悩 を 研め 苦 惱を說 くは予 が文學 者と し ての 天職な り、 否予が 生存の 目的な り 

されば 予は 此苦惱 のために 破らる， -事無 からん をつ とめざる 可から ず 要は 苦惱と 親しみて その 苦惱 なる 事 を 

忘る、 にあり、 予 はさ、.： ばいかに して わが 苦惱を わするべき か。 試に かの 山羊 を牧 する もの を 見ず や 朝夕 山 

羊と 共に 野に 臥して、 背 は 山羊の 毛皮に もたせかけ 手 は 足 許の 美しき 草花 を 弄べ り、 彼の 心 は 平和なる べし、 

され ど 君 知る か、 山羊 は 高く 厭 はしき 臭 を 放ちて 人 をして 堪えて 近づく ベ から ざら しむる ものなる 事 を、 牧 

人 は その 背に もた る X 時、 身邊の 草花 を 弄ぶ 時、 鼻に 羊のに ほひ あり や，、 

われ は 近頃 かくの ご とき 事 を か き て 、 わ が 鄉國 に絕悶 の 淵に 病臥せ る、 若き 友 に與へ 申し 候 こは實 にわが 

折.： 學に候 わが 信仰に 候 —— われ はこれ より 多くの 樂 しみ を 作り 得て 山羊の くさき を 忘れ 申すべく 候 (三十 一 

日 正午 記) 

(夕刻 筆 を續 く) /今、 再び 筆 を つ ぎ 候 前 に予が 午に かきつけ し 所 を讀み 返して わが 端な くも、 予の 信仰 云 

々を 述べ いで X 前後 更に 關聯 なき 亂 脈に » き 申し 候 

され ど 予 は玆 に予が 信仰に ついて 君に 語 る ベ き 機 を 作りし を よろこ び 申候予 は 兄が 予の 主義に 向 ひて 充分 

の 批判 を 給 はらん 事 を 願 ひ 申し 候 

さて 予は此 度 京 上の 際 明 石の 浦より 發 したる 醫信 によりて 其處の 一 夜の わが 境 を 述べたり と存候 

予 は鄕國 にて 種々 の 悲痛 を 新た に せ り 潔 車に 投じ て 故鄕を 出で に し 後 も 悲痛 は 長く 悲痛な りきされ ど 謝す 

べき はかの 明月の 一夜な りき わが 悲痛 はこ X に 来りて sweet なる 味 を 加へ たりき 

次で 予が、 兄の 清遊の 跡 をし のびて、 兄に 會 する 事 能 は ざり しおみ の 一部 を 償 はんとし たる 三 保の 松原に 

は、 遂に 立ち寄る 事 を 得 候 は ざり き 予は興 律に 近くなる ま V に 結束して 下車の 用意 をせ りされ ど 列車 は此驛 

に 止まる 事な くして 過ぎぬ 予は 久しく 茫然自失して 立てり き 後に 入に き i 候 ひしに はじめお 發の時 二三の 驛 
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へ は 立 寄ら ざ る 由の 掲示 を 見たり と興津 は此 二三の 中に ありし に 候べ し 

兄よ 予が說 話の 拙な きを 笑 ひ 給 ふ 事な かれ 日 比： 胸に 藏 めたり し 事 ども 四方より _5,.を のべて、 とく わが 筆に 

のぼらん 事 を 競へ り予 は出づ るに まかせて かきつけたり 再びよ み 返さば 蕪 維なる に 驚かれぬ らん！ 

Oh  ！ 予は第 一 に 兄へ 答へ 申すべき 要件 ありし 事 を 忘れ 居たり 

あ X こ は 早速 御 返事す ベ かりし 事な りし 御 許し 給 へ く！ 

予は 兄の 寄宿 一 件に つきて は 別に 不可な しと 思 ふ予は 君が 友の 誠 實を疑 はず 兄に 於て 思議し 給 ふ點は いづ 

れに有 之 候 や を 解せ ず 候 

而し 知己の 家に て は 一種の 、、氣 あっか ひ、、 (氣 苦勞) ある 事 は 免れざる 事 は 兼て 考え 置き 給 ふ 事 を 要すべく 

候 多大 の 同情 を樂 しむ 代りに は 時に は 思 ひ に充 たぬ 點をも 忍ば ざ る ベ か らざ る 事 あら んと思 はれ 候」 而し 

して 友の 家に うつり 給 ふ 事 は大贊 成な り もし 兄に して わが 意 を 徵し給 はんとせば 何 か具繮 的の 一 問題 を SS へ 

給 へ 今 の處 予 は 別に 不可 を い ふべ き 理由 を 認め 不申候 

その外 どこか 1^ 素なる 家の 間 を 借りて 食事 は 賄 屋へ通 ひ 給 ふやう になされ た 方今の 下宿より は 綞濟に は 候 

はず や 

失禮 ながら 予は 兄の ために、 二三の 在京 都の 知己に 向 ひて 家庭の 一人と して 經濟 に、 且つ 愉快に 暮し 居ら 

る、 處を 求められ 度 事を晴 にた の み 置たり き 今に 何のた よりも 無し 而し思 ふ に 京都に て は 家庭教師と い ふ 事 

は不耵 能なる べし 予は此 地に 於て それ を 求むべく 盡 力し §11 り 候へ 共 中々 得られ 不申 當分斷 念いた し 候 

そ れ か 方面 を 變じ て 何處か 夜學校 の 口 か 出敎投 の 口 を 求められて はいかに 候 や 京都に もこん な處 への 周旋 

所 あるべし と存候 

予も經 ^の 上 について は少 から ぬ 苦心 あり！ 

あ \ 友よ くな つ か しき 友よ！ 

予は これにて 予の 支離滅裂なる 筆を擱 くべ く 候 
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卽 今風 露 人に 佳なら ず、 御 自愛 第 一 に 祈り 申し 候 

予も來 月の 中句に 入り 候 へ ば 以後 は 兄に 向 ひて 昔 信 相次で 呈 する の 興 を 得べ し と 存じ 候 予は予 が 兄に よ. り 

て 慰めら る \ と共に 自 からの、 兄の ために 慰めと なるべき 榮を擔 へ る 事 を 常に 忘れ 不申候 早々 頓首 

鈴 木 大兄 視北 三十 一 日夜， 記  冷壺拜 

別紙 、、冷 壺の 名、、 の 一 編 を 添 ゆ 

〇 、、冷 壺、、 の 名 

友よ/ 予は 頃日 號を 立て X  、、冷 壺、、 といへ り 兄に 向 ひて は 前！： の 書信に て、 はじめて 此名 を用ゐ し？ S- を 

記 臆す 

幼き 程の 事を囘 想す るに、 予は予 が 祖父の 斗 山と 呼び 父の 谋 閑と 名のれる を 見て、 何故と も 知らで 予も三 

重吉 とい ふ 名の 外に何か 名 あらざる ベ からず と 思 ひ 起し はじめて 、、梅 嘵、、 とい ふ號を 立て X 歷史の 筆記 帖の 

裏に ひそかに かき， 記せし は 十二ば かりの 時の 事に や 其 頃 の わが 遊び 友達 は 仕立屋 の 子、 米屋 の 子、 辩當屋 の 

子、 小 店屋の 子な ど ありし が 彼等 は 予の號 とい ふ もの を 有する を 知りて 心中 予を 、、えらぶ る，、 奴な りと 嘲れ 

るが 如き 顔色 をな せり 或 もの は 、、梅 嘵、、 と は 浮れ 節 語りの 名の やうな りと 冷評したり、 

予が 此號を 撰び し は 別に 何の 故 も ありし に は 非ず、 只少 さき 心 に ふ と栴さ ける 頃の 曉と いふ 事 を 想 ひその 

淸く 美しき 樣を あら はす 字 を わが 名に とりし なり、 浮れ 節 語りの 一 語いた く氣 にか X りたれ ど 遂に は 近所の 

判屋の 爺に たのみて 梅の 木に 此號を 刻まし むる に 至れり 判の 代 は 四錢拂 ひたり 今尙 よく 忘れず 予は國 へ歸り 

て予が 本箱の 中 を さがさば、 この 判 を 押した る 小 學讀本 あまた ある を 見るな るべ し 

其 後梅曉 とい ふ 名 嫌 ひに なりぬ、 かくて 吞天 居士、 我樂太 山人な ど さまぐ に 名 づけし 事 ありき 吞天 居士 

など は少 さき われが 頻りに 壯大 豪放なる 夢想 を簣 きし 時に 起り しなるべし 

かくて 予が 竹の 鐵砲を かたげて 多くの 鼻 たれ を 率ゐっ . ^町中 を 練り あるく 事 を やめて、 興を讀 書と 作文と 

に ほる 事を覺 えし は 十五の 時に てはじめて 中學に 入りし 時代な り その 頃 又 祖父に 句作 を 習 ひそめぬ 
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予は 中學に 居る 間 、、映 山、、 とい ふ號を 執りて 都の 錐 誌に 文 を 寄せ、 はかなき 虚榮に 熱し 上り 居たり、、 i 、山，、 

と は 如何にし て isf りし 名 か、 予 いま 知らず 恐らく は 其 初め 矢張り 無意味の ものな りしなら ん予が 祖父な ど は 

先日 死去す るまで 長く われ を 、、映 山，， とよべ り 

され ど 予は此 無意味なる 名を棄 て.^ より 己に 三年に なりぬ —— 號 にっきての 昔し の 顧、 面白から ず や 

其 後 われ は 別に 號を 有せ ざり き、 其 間予は 常に、 一 つの 意義 ある もの を 撰び、 立て 土卞が 一生 保持 〔す〕 ベ 

きものと なさん と 思 ひ めぐら したりし が 長く、 これと 思 ふ もの を 得ず 或時國 の 新聞の た めに 小說を ものし た 

りし 時 署名に 窮 して 假 りに 三重 坊 とかき しょり 美 德坊、 美え 坊 など 乂署し 来る こと V なりぬ 兄が 予を 知りし 

時には 予は美 坊 又は 美え 坊 なりき 

予は 自今、 長く、 自 から 冷壺と 呼ばん と 欲す この 名の 根據 如何と は 君が 知らん と 思 ふ 所なる べし 

予は或 人の その 由来 を 間 ひし 時、 予は 君が 漢文 を 學ぶ事 今より 五六 年に 及ば y 自 から 知り 得べ しとて 笑 ひ 

て 止みたり され ど 遂に 親しき 友 なれば とて 打ち 明したり き 

友よ/ 予 は 常 • にわが 昔 の 、 苦惱を 知ら ざ りし 時の 歴史 を 過ぎし 夜半 の 美しき 夢 の 如くに 追想す —-— 否苦惱 

は 人よりも 或は 多 かり しゃも 知れね ど 今と 21 り來 りて は 何もかも 只 美し き^の ごとくに 思 はれて 更に 苦 12 な 

りと しも 見えず、 予は 常に その 時代 を戀 ふるの 情に たえず 

友よ/ 予は 日夕 故鄕の 父と 祖父と 弟と を 思 ふとき 必ず 予が小 庭の 樣の 共に 心に 浮ぶな り 

庭の 中程に 臥した る 羊 程の 岩 あり 岩 を かこみて 椿と、 百合と 牡丹と 袖 を つらねて 立つ あり 予 はこ \ にわが 

庭の 春に 會 はぬ 事 三年なる がかの 椿 は 細き 幹 の 木に て 花の 大さ 椀の 如く、 數 十の つぼみ 咲き て は 苔 の 上 に 一： ほ 

ちて、 落ちて しばらく は尙 庭の かざりと なる を， 記 臆せり 牡丹 も 美しき 花な り 百合 は 白百合、 予が 年々 の 夏の 

歸省 はこの 花の 第 一 の つぼみの ひらく 時に て予が 再び 名殘 りおし く 鳏を出 づる時 は その 最後の 一 輪の 散る 時 

なり  . 

予は故 鄉を思 ふ 時は此 三つの 花 は 直ちに わが 思 ひに 入るな り 椿と 牡丹と は 早き く 以前より ありし なり 予 
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- れ ぬ 先 の 芽生え にゃあらん 百合 は 予が初 戀を覺 え し： a„; 友の 許よ り 株 を K ひ て わが 戀 人と 共 に はじめて 

. -ん- よろこび たる ものな りされば 友よ 予が戀 しき 過去の 歴史 は此 三つの 花の 擔ふ所 ありあ X 此花戀 しから 

ず や 

友よ/ 予は 常に わが 亡き母 を 慕 ひて 止まず 母と 共に わが 今 は 亡きに 等しき 戀人を t おひて 止まず 

あ X 此 二人の 女性 はわが 早き 代 の 春 を傳へ し 福音 者な りき ！ 

予が 今の 年に 到る までに 最 深き 優しき 愛 を われ に 授けし もの を 求む る に 世に わが 母と わが 戀 人と に 及ぶ ベ 

きものな からん あ.^ 戀 しからず や 

わが 母 は 名 を 、、ふさ、、 とい ふ 戀人は 、、みつえ、、 とい ふ予は 過ぎに し 夜半の 美く しき 夢の ごとくに 二人 を 追 

想す 

友よ/ 予は 常に かの 椿と 百合と 母と 、、みつえ、、 孃とを 忘る. -能 はず 予 は-. 丁に 悲しみ ある 時 一度 これらの 婦 

人と 花と を 思 ふ 時 は その 悲しみ も "sweet" なる 味 を 加 ふる 事 を 得、 

予 はこの 女性と 花と をした しむの 餘り その 名の 頭の 五 字 を ひら ひて 

フ、 ミ、 ュ、 ッ、 ホ、 

の 五 靑 を 得たり フミ を 約 すれば 「ヒ」 也 

友よ く 

この ひ、 ゆ、 つ、 ほ、 はわれに 、、冷 ゆ，、 、m、 の 語 を 呼びぬ 

予 はかくて 自 から を 冷 壺と號 しぬ 

友よ/. 予が 物語り は 長 かりき 君 聞く に 倦みし か 

され ど 許せ、 予 はこ X にこの 長き 記 をつ くりて 予が 、、冷 壺、、 の號を 立てし， 記念と して わが 親しき 君に さ乂 

く 

鐵鈴兄 机下 十月 三十 一 日夜  冷 壷 
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友よ 予が戀 人 はい まだ 世に あり 願 はく はわが ために 彼の 女の 名を祕 めよ £  ； 

一 五 〔十一月 十四 H 東京 市 本 鄕區彌 生 町 藤 井 方よ リ 京都市 聖護院 町 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

昨日 今日に わかに 風 立ち さわぎ 申し 候： 售 都の 夕な どい かに 候 やらん、 いつも 申 上 候へ ど 何卒 御身 御大 切に 

遊ばされ 度、 それの み 祈り 申 候 わたくし 昨日 居 を 移し 候 ま- -にて 只今 りちら し 居候 故、 いづれ 後程に ゆる 

く 筆と り 可 申 候 先 は 右 迄頓首 十一月 十四日 夕 冷壺拜 

御 近況 は 世 良 君より 傳聞 いたし 候 

一六 〔十二月 五 =： 東京 市 小石 川區 白山 前 町 川上 方よ リ 京都 聖護院 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ (繪 はがき ご 

鈴 木 さ ん 御 詫び 一ね ぞを し て は 却 て よそくし いと 御し かり かも 知れません が、 許して 下さいよ 11 急が 

しさに、 思 はぬ 御 無佐汰 をいた しました。  . 

先日 は 、、紅葉；、 を 難 有う、 わたし は あの 意味の ある 分の 一葉 を 11 言うまでもない -—— キッス をし ました、 

そしてし ばらく 美しい 囘 想の 中に うもれました。 今日は 轉 宅した ばかりで どさくさして 居ます から 後に また 

詳しい お 話 を 申します 

今 は、 これに、 

わが 朝夕 皇天に 向 ひて 祈る 一語 をく りか へして 筆 をと めましょう 

、、友よ 御身の 胸に 平和 あれ 友よ 御身に 淸壯 のうれ しみ あれ！： 五日 夕 冷壺拜 

一七 〔十二月 三十 一日 東京 市 小石 川 K 白山 前 町 川上 方よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

正文さん/今日 午 頃、 も 一 つの 手紙 を かいてから、 用が あって 外 B をして、 今、 夜に 人って 歸 りました。 

宿に は 二 人の 老人 を殘 して、 お 神 さ ん と 花 ちゃんとお 末と は 皆 留守です、 わ た し は 獨 りで 火鉢の 側 へ， 座 つ 
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て、 しばらく、 また、 あなたの 事 を 思 ひつ けた 後、 椅子に 倚って 再び 筆 をと りました、 

机の 上に は 小鉢に 植 ゑた 白梅の、 五六 輪 開いた のが g 箱の 蓥を臺 にして、 据えて あります、 孟子の 一の 卷 

と フランクリンの ォ ー ト バイオ グラフ ィ ー と 三 馬の 傑作 集と がその 側に。 

今 七 時 を 打ちました。 此年 ももう 十數 時間で 終る のです、 あ \ 厭な 此の 年！ もう、 いっその 事 一飛で 經 

過てし まへ と 思 ふ 程です、 つらく 正月からの 事 を 考えて 見る と、 隨分此 年 はわた しに 取って は變 化の 多い 

時でした、 内容の 多い 事でした、 而し 美く しい、 樂 しい 年ではありませんでした、 

噫！ もし こ. -に人 ありて、 只今 此時、 われと 同じく 此 一 年 を 冥想して、 恰も バ イブ ル か 何 かの 崇高な 優 

魔な 嚴 正な 一章 を讀ん で、 將に卷 を 閉ぢん とする 時の やうへ： 一， r:: つて、 自 から 心氣の 高くなる を^ず る 

とせば、 その 人 は 正しく 幸福な 人で ある 11 最 正しき 順 -  0 費した 人であろう！ 

わたし は 何故に 今 そんな 心地に なり 得ないで、 不快な 様. な、 一？ ちつかぬ 樣な氣 がする のでしょう，.。 かう. 

思って 見る と、 何となく 此 年の 過ぎ ゆく のが 惜しい 樣 です、 頋 はく はわが ために 一 日の 猶豫 をして ほしい、 

わたし は その 一 日 をば 或 仕方に て经り やって うれしと 思 ふ 終りの 一秒 時が 樂 しみたい。 

予 愚痴です ネ 

だけど 加 計さん、 わたし は 思 ふ 通り を 言 ふので す。 二百 里の 彼方、 風 清らかに 水 美しき 古里の 此夜、 あな 

たは どうい ふ 心に て 爐邊に 座り 給 ふやら。 人 はいくら へだたって 居ても、 その 刻々 に 思 ふ 事 を、 自由自在に 

直ちに、 口より 耳へ 傳 へる 事が 出来たら 面白いだ ろうと 思 ふので す 

とにかく 一  曰 も 早く 歸 つてい らっしゃい。 ゎたしは表の戶ロをく^^ハ"度每に、 あの あなたの 四 疊半を のぞ 

いて、 急に さみしくなる のです、 お 末 は 毎日く、 主な き あの 室 を 掃除して 居ます 

あ. >-./\<、 もう 十日！ もう 十日 すれば 君は歸 るので す、 もう 十日 

何だか こんな 事ば かりい ふと、 わたし、 女 か、 なん ぞの やう だネ ー 

歸 つたら、 君 はきつ とわたし について 或る 新ら しい 點を見 W すでし やう！ バイ ロンが 
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I  aAV-tllic  morning:, 

ylld  I 1.1)15(1  myself  very  

と、 チャイルド、 ハ.' 口 ルドの 世に出た 翌日 I して 居ます が、 わたし は 今 それ を眞 似て こういって 居る の 

です 

あす 起き たら、 わたし は 今日の わたしで は 無い の だ 

自分よ 自分 を 見て、 新ら しき 人と 思って 不思議が るであろう  ， ミ . 

加 計 さ；^、 今お 花と お 末が かへ りました。 わたし は 筆 を擱 いて 隣り の 間へ 行って 話し をし ませう、 おすに 

熊と 相撲 を 取った 話し をき X ましょう！  I  ,,,, 

正文 樣 机下 三十 一日 午後 七 時 二十 五分  fs5- 
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明治 三十 八 年 


一八 〔一月  一 H 廣島縣 山 縣都加 計 町 加 止 文へ (はがき)〕 

謹で 新年の 御 祝 ひ を 申しの ベます 

これから 一杯 くんで 遙 かに あなたへ 供へ ますよ 征露ニ 年 一月. 一日 東京に て 冷 一 

一九 〔一月 二十 九 H 東京 市 小石 川 K 白山 前 町 川上 方よ リ 京都 巿聖護 院町鳥 井 方 鈴 木 周 作へ〕 

鈴木樣 /其 後 は 大分 久しき 間、 し み ぐと 御 話 申 上 候 事 もな く 御、 む » しき 折 柄 に は さぞ 恨めしと 思 ひ 給 ひ 

し 事 もお 在せ しならん と 奉存り それが 心苦しくて 強て 筆 をと り 試みし 事 も 再三なら ず 候 ひしが、 思 ひのみ あ 

まりて 筆 伴 はず、 その都度、 かきて はやぶ りく はて はくやし くな りて 止みし にて 候、 手缺 は、 心の 餘程ゅ 

つたり し た 時なら では かけ 不申、 わたくし、 その 僻 身 は のらり くらり と 日 を 過 し 候 事 常 に 多く 候 ひし かど 何 

とて か 心に は 僅か の 閑 もな く、 い そく い そく とのみ 明かしく らした るに て 候 

今頃 は 西 京 も >  例の 灰色の 雲、 低く 頭 を 押 ゆる やうに て、 比櫬蔵 ふきすさぶ 頃と 存候、 今此 手紙 を 認め 乍 

らも、 樣々 と舊 都の 冬の 景狀 心に 上り 來り申 候 

大兄に は 御身に 御 障り も 無 之 候 や、 いつやら 羽田 君が 歸 りての 話に、 何となく 心す ぐれ 給 はぬ 樣 にて 暮ら 

し： is らる V やうな りとの 事に、 わたくし 甚だ 心配いた し 候 

次で 五六 曰 前、 嶽水會 誌々 上に て 大兄の 、、教場の 五 時間、， を拜し 心苦し さいよ く 相 まし 候 を覺ぇ 候、 此 

ー篇 は、 別後の 兄の 心裡を 語りて あまり あり、 わたくし は 泣きた き 計りに なり 候 

而し 乍ら これ はすべ て 去年の 君の 事に て 候、 小生 は此 新春、 兄が 琵琶 湖畔より 寄せ 給 ひし 書を領 して、 今 


年 八十 三 治 nj! 


は舊 きわ れ - - あらず、 わ れは 新ら しく 生れ 出で た る 我な り と 仰 せ ら れし 御言 紫 を宽、 われ ま で も心强 くな り 

しし 地して いひ しれぬ 僖びを 得、 その後に 大に 心安く 募し 申 候 

兄 を 知る 事最 深き 予は、 よく 詳 さに 君が 琵琶 湖畔の 二 週日 を 想 ひ 畫くを 得る にて 候。 わたくし も 御 承知の 

如く、 自 から 心に 物 を 思 はして 甲斐な き 苦悶 をいた し 候 事 時々 有 之、 京都に 居りし 頃の 如き は 殆んど 日々 n4 

>/\ て、 よて i 絕ぇ ざらん とせし 事の いと 屢々 にて 候 ひき。 もとより、 思 ふまい/ \ と は 常に 自力ら つと 

むる 處 にて、 つまらぬ 思 ひ を だに 忘れて くらさば 求めず とも 樂し かるべし とい ふ 位の 簡單な 理窟 はは じめ か 

ら百も 承知し！ る 事に て、 か k る 折 ふし、 われ を 知りつ くし もせぬ 友人 等が 親切 顔に 此 知れ 切った る 理窟 を 

今更ら しく 述べ立て  > 訓戒して くれ 候に は 却て 腹が立ち 苦悶 も 何もな めた 事 もな き 動物 は、 人 は リ，' ズ ン に 

よりて 絕對に 支配され 得る ものと 心得た る を、 ひそかに 憫 笑いた し 候、 か.^ る 時 われに さ、 げくる 、ベき も 

の は 訓戒に あらず 乾 & なる 議論 何 かせん、 只 愛な り<  一片の 愛 は 百 千の 訓戒に まさりて 力 あり。 

而 して か V る 時 われに 待つべき は 只 わが 、、悟り，、 を 得べき 曰の 来らん 事に あり、 覺 悟の 念の 帝王の 如き 威 

嚴 をお、 て、 わが 群る 妄想 を嗷 下して 立つべき 日の 来らん 事の み、 11 され ど 此の 日に 會 せん 前に は 長き、 重 

き、 あらゆる 苦悶 をく  i.- ら ざるべからず、 予は 常に 自 からに 言へ り、 思 ふべ しく、 飽くまで 思 ひて、 

思 ふ の 項點に 達せ よ、 されば 思 ひ は 疲れ はて & 再び 思 はんの 力 殲滅し 盡 されん と。 

か V れば予 は 君に 向 ひて、 かの 簡單 なる 枯 乾せる 平凡の 理窟 を 以て 君が 思 ひの 火 を 消さし めんと 勉 めし 事 

よ！^、. H ざり き。 予は 君の われと 同じく、 か 、る ものに よりて 餽り 得る 程、 深刻なら ぬ 痛苦の ために 苦しむ も 

のに あらざる 事 を 知り 居れば にて 候 

只々、 深き く 愛 を、 わが 渾身の 愛を遙 かに 君に さ \ けて 朝に 夕に、 早く 君に 、、悟り、、 の 日の 来らん 事 を 

のみ 祈り 申し 候 it なる もの を 信ぜぬ わたくし だに 天に 向 ひて この 祈り を さ \ くる 時には、 糙 かに、 かしこに 

高大 無限の 一 つの 力 ありて、 そ は 必ずく わが 心の底よりの 願 を いれて、 わが 友の 上に 幸 を たるべし と 思 は 

れ 申し 候 
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わ たくし は詳 さに 近 松 寺 の 二週間 をい か に 君が 過し 給 ひし か を 想 ひ 得る もの に 候。 わ たくし は 言 ふ、 そ は 

決してく 樂 しき 時日に て は 候 は ざり しならん。 去年 十月 再度 京に 入る の 途次、 明 石の 浦の 一夜の 宿りに、 ■ 

わが 惱み しごとく、 わが 思 ひし ごとく、 わが 泣きし ごとく、 惱 みて、 思 ひて 泣いて あかして、 身 も 心 も 一夜 

に 瘦せ衰 ふべ く 感じ 給 ひけんと 存候 

.  され ど此 新年の 初日が 波の 上に 上りし 時 は、 君 は 、、悟り，、 の 光りに 胸高く 廣く、 天 を 仰で 意氣 甚だ 驕り給 

ひしな らん、 越えて 數日君 は 凱旋の 將^ の ごとく 步武 堂々、 洛の 寓居に 入り 給 ひしな らん。 

君が 悶え は 足れり 君が 苦しみ は 足れり、 かくして、 君 は 遂に かの 待ちに まちし 日に 會し 給へ り。 

友よ く、 わが 明 石の 宿 を 出で.^ 京に 入りし はまた かくの 如くに て 候 ひき 

而 しわれ はわが 、、悟り、、 の絕對 にわれ を 制する 力 ありと *M 目す る を 得ざる を 悔み 候し かし そ は 人間と して 

當然の 事と 信じ 候、 事に つけ 物に ふれて 昔し の 苦^の 火の、 動もすれば 焰を あげて、 またも わが 胸 を やかん 

とする 事し ばくに て 候、 しかし 一度、、 悟り，， しわれ は、 昔の ごとく、 恣に 火の 勢の 威 を 逞しく する を 許し 

候 はず、 しばし 燃 ゆれば やがて 消しと むる を 得る にて 候。 

そして われ は ひそかに 思 ひ 候 I— この 時々 の 思 ひの 火 は、 永く わが 爲 めに 有用なる element となりて 止 

. るべ しわが 人生 觀 はこれ あるが ために、 世の 腐儒の それの 如くに あらず、 これ あるが 爲め にわが 詩に 一段の 

光り あるべし と 信じ 候 

犮 よく、 この 上 は 只、 共に 身の 壯 やかな らん 事 をのみ つとめて、 花の 春の 如き 心地に 日 を 過ぐ さば やと 

存候 

今や かの 、、敎 場の 五 時間、、 の 一 篇は舊 き 君が 歴史な り、 予は 今に 至りて はよ く かの ー篇を 、、文，， として 評 

する を 得ん —— 先に は 君が 淚 とのみ 見て、 われ も淚 禁ぜ ざり しが —— 。 これ 上 乘の寫 生 文な り、 着眼 取材 嶄 

新、 筆路圆 熟、 予は會 誌 ありて 以來の 大文字と して 推す を 憚から ず。 殊に わが 狂喜に 堪えざる 所の もの は 君 

が 悲痛の 中に、 よく 痛快なる、 大刀 を 振 ひて 彼等 無情の 動物の 骨に 大々 的 打 擊を與 へ 給 ひしに あり。 君 はよ 
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くわ が 言 はんとして 機 會を伺 ひし 所の もの を、 言 ひ 給 はり た り 。 

結構の 上に 就て は、 われ また 外に 說 あり、 同誌 は 今 わが 友の Si をめ ぐり 居り 候へば、 そが 再び われに 歸せ 

ん 日に 重ねて 詳細なる 評語 を 寄す る を 許し 給 ひ 度 候 

わたくし、 これにて、 まだ 言 はんとす る 所の 十一 も 某さず 候へ ど、 中途 筆 をお きて、 また 後刻の 閑に 讓り 

可 申 候 (つ き) 一月 サ九 日朝 

二 0  〔二月 九： H 加 計 正文へ〕 

加 計さん/わたし は 其 後 何の 御手 紙 もさし 上げず、 無性 をして る樣 です が、 決してそう ではありません、 

實は 一 月の 十七 日から I 十七 日に は歸 るとの 御知らせで したから— 今日はく とまって 居た ので、 まいにち 

/\. 今 曰 もとう/ \歸ら なかった が、 明日 はいかに しても と 思 ひ/ \床 につく、 そして 明る 日學 校から 歸 

つ て 君の 部屋 を のぞいて は 失望す る のでし た。 部屋 は 毎朝ち や ん と 掃除 をして 居 るんで す。 

わたし は 決しで、 早く 歸 らんから つて、 ぶつく いふん ぢァ ありま せんよ。 病氣 なん ふしら、 一件が どう 

な つ た ん か し ら と 例 の ィ マ ジ ネ ー チ ー ブ の 頭 は 日 夜 い ろ く の 事 を tos い て 見 る が 、 何 の 眞相 も^^ る 事 が 出 來 

ん から それが もどかしくて ならな いんです。 君 はわが 推測に 一 つの ヒント も與 へて くれない のです もの 

此脊は 少し 胸が ク シャ くして、 話しが したくて たまらず、 そして 少し 御 願の 事 も あるから 此 手紙 を かく 

のです。 

わたし は、 今日、 宿 を移轉 しゃう と 決心し ました。 と 言ったら 驚く でし やうが、 第一 どうも 換 一重で 勉强 

が出來 ませぬ。 なんとかかんとか、 うちの 人の 話が きこえたり、 く. だらぬ 事が 神經を 刺戟して たまりません。 

詳し い 事 はまた 會っ て 言 ひます が —— とにかく わたし はもつ と心づ かひの 無い 所に SS た い の です。 

そして、 まだ 君に は 言はなかった かしらん が、 先々 月から、 國の 親類の ものが 家庭の 紛擾の 結果 出奔して 

来て 非常の 難儀 をして 居ます。 御 承知の わたしで すから、 人道の ため うちすて おかれず、 いろく それにつ 
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いて 苦心し、 この 二月 一 パイ は 彼の 身が 定まりません から、 それまで はわた しが 苦しい 中から 補助して 行つ 

てるのです。 大分 財政 も 亂れて 今では 苦しくて くやり 切れない のです」 

わたし は 今迄 宿へ 對 しての やり 口が あまり 紳士的でした。 つまらぬ もの 入り をし ます。 わたし はこん な 親 

切な 宿 は 無 い と 思 ふから、 そし て、 君の 部屋 は 遠く は なれ て 居て 何事 も 聞え な い か ら 君に は 事情の 許す 限り、 

あしこへ 居らした いと 思 ふから、 君の 將來に 取つ て はわた しの 此 家で の 二 ヶ月 は大に 有益の 參考 となる でし 

やう。 

わたし は スッパ リ 神さん に 打ち あけて、 靜 かな 慮へ いきたいと 言って 美しく 別れて W やうと 思 ひます。 

わたし は 出る について は心殘 りが 多くて、 いかにも 殘 念です、 全く 殿樣の やうに、 そして 子の やうに 扱 は 

れて 居た のです もの、 しかし 勉強の 事 も あるし、 わたし は どこかへ 移って、 こんど は 質素に やって 見たい と 

思 ひます。 詳しい 事 は會っ て 言 ひます よ。 どうも コ ン フ ュ ー ズ してる でし やう、 かき 方が。 

御 願と いふの はネ 先月 拜 借した 十五 圓. (でした ネ) は此 月の 初めに 御返しす る 約束で あつたと 思 ひます。 

それ だから もう 御 達 り すべ き 害 です が、 あれ は此 月の 終り か 来月の はじめで はいけ ません か。 

と 言 ふと ズ ルイ 根性の 人間の 樣で すが、 これに はい さ X か 恥 かしい 事 も 言 はねば なり ませぬ。 

ー鳢 わたし は、 ちゃんと 目算が 立たねば 酒 ものまん し 放蕩 もせぬ し、 況んゃ 人に 借金なん かしない のです。 

あの 十五 圓は 一月に は國 から それだけ 增し经 り を させて ぉ拂 ひする つもりであった のです。 それで 先日、 三 

十回の 外に 十五 圓達 つて 貰 ふ樣に 言って おきました 所、 それより 前に 少し 交際費が 入用で、 又、 例の 親類の 

男 へ 貢ぐ 必用 も あつ たし 十五 圓程 臨時に 接ら せました。 

それで 父の 返事に 、、いづれ 入用の 金であろう から、 さらく お前さん を 疑 ふの ぢゃ 無い が、 お前の いふ 通 

りに 達る と 此月は 六十 圆； る 事になる。 それで は 少し 多き に 失し はせ ぬか。 こういうと 矢つ ばり 變に疑 ふや 

うだが、 實は、 有り 餘 つた 中から 出す 金で は 無い し、 お前さん も 手許 を 知って 居る だろう が、 實は、 此月、 

手許が 苦しいで、 最 后の 十五 圓は すめば 来月まで こらへ て 貰 ひたいが、 どうだろう、 不都合なら どうして 
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もす ぐ 達る から」 とい ふ 返事です。 心底 を 打ち あけて あくまで おとなしく いって くれる 上に、 これに は 少な 

からず 訓戒の 意が こもつ て 居る とわたし 11 非常に 感激し ました。 ， 

だから 君が 来月で もよ いといって 許し てくだ されば わた し は 来月で もよ ろ し と 返事す るつ もり で まだ 返事 

は 出しません。 而 しわた しの 方 は 親子の 間です からどう でもよ いのです から、 君に 迷惑 を かけて はすまぬ と、 

御 尋ね をす るの で す。 い けなければ いけ 無い とおつ しゃって ください。 决し て 惡く思 ふわけ は あ り ま せんよ 

こんな 事 をい ふの は、 なん ぼ 君に 向って だとて、 隨 分い 1 にくいで すよ 

そして ネ また 附け 上って、 賴 みです が 外に 十圓程 急に 達って 貧して は 貰 はれま せんか。 これが なくば、 今 

宿換 へが 出来ない のです。 これ は 月末に は 三十 圓の內 から 五圓 と、 三月の 三十 圓 から 五圓 とで 御拂ひ をし や 

うと 思 ふ の で す。 これ は ネ 出来なければ どうで もよ いので すから、 無理 をし て ま で は 御 願 ひし たく ありま せ 

んが、 而し實 際 を白狀 すると 少し 無理で もよ いから、 助けて もら ひたいの です。 できねば 電報で その 旨 をし 

ら し て 下さ い 出来れば すぐ 爲替に し て 下さ い 

わたし 今 心配で 氣が 苦しくて ノ\ ならない のです よ さよなら 

正文 樣 九日 夜  三 重吉拜 

授業料 は 出して おき ましたよ。 

手紙が 數 本来て 居ます が、 これ も 今日は 歸る くと 思って 居たん ですから 接り ませなん だ の です 

いついよ く御歸 りなんで す。 早く 御歸 りな さらぬなら、 此 度の 御 地での 成 行 を 一 寸 きかして ください。 

ニー  ニー 月 十四 m 小石 川 K 白山 前 町 川上 方よ リ 京都市 聖護院 町 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ (緣 はがき)〕 

舊 都の 方 御な つかしく 存候 

いか くらし 遊ばされ 候 や、 わたくし 此 ごろと かく 不快に て、 いっかの 手紙の つ iiv も それなり になり 申 

し 候 御 約束の 梅の 花 はいつ の 間に やら 散り はて V あ ともなく なり 申し 候 御 許し 被 下 度 候 
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ニニ  〔三月 十二  H 小石 川 一 R 白山 前 町 川上 方よ リ 京都市 聖護院 町 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ (精 はがき)〕 

大分 ら しくな りました ネ わたし は 今日、 花の 頃に なったら 京へ いって 見た い と頻り に さう 思 ひまし た。 

そしてい ろ/ \と 過ぎた 年の 事 を 考えて、 おなつか しさに 堪え ませぬ ：：： ！ 

おとなり のちい さいの はどうして 居ます？」 三月 十一 日夜 冷壺 

二三 〔三月 三十日 東京 市 小石 川區 白山 前 町 川上 方よ リ 京都市 聖護院 町 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ〕 

鈴 木さん/久しく、 ゆっくり 手紙 も 上げ 無いで まことにす みません。 == まいにち 氣分 ばかり あくせくく 

して暮 してた もんです から」 = "實際 考えて 見る と ブラ/ \ 遊んで る 日が 多い のです が、 第 一 わたしの 身の上 

がしつ か りきま つ て 来な いもんで すから 何だか 氣がゅ つ たりし 無 い の です。 學 問の 方 もま だ 基礎 を 固め 無け 

れば、 やに はに 專門 がかった 研究 もお 來無 いので、 此 一年 は 先 づ語學 のみに 力 を 傾け やうと いふ 決心で、 何 

やか や 興に まかせて 散漫に 讀んで ゆき、 時々 いやな の を堪ら えて は鐲逸 語の 初歩から コッく やったり して 

二 學期も 暮れました。 每日、 遊んで る やうな、 讀ん でる やうな 有耶無耶で 来たので す。 面白い 事 もこれ とい 

つ てありません。 もとより 何 か 2^ 思 ふ樣に ゆかぬ 身 前です から わたしが、 今こう したら 愉快で あろうと 思 ふ 

事 は 犬て い 遠き 未来に 讓っ て ある のです。， その 中で も 或は 一 生涯 出来な い で 遂に 理想と し て存 する のみの；^ 

の も 多いで しゃうよ。 ハ  11 まァ 今の 處 別に 樂 しいと 忍 ふ 事はありません。 現實 に： W 神への 慰籍 

を 得る 事 もな く、 只 過ぎし わが 歴史より 樂 しかりし 事の み をぬ き 集めて、 それ を 追想して は、 慰めと してる 

のです そうい ふ ブライト、 サイドの み を 撰み 出す と 京都の 三年 も 隨分樂 しい 事が 澤山 おりました。 わたし 

はよ く 君と 共に 語った 事 を 想 ひ 出します よ。 時には 君の 側へ 飛んでも ゆきたい 程な つかしく、 はて は 苦しい 

やうになる 時 も あるので すが、 それが 矢張り 樂 しみな のです。  I, 

. それから 時々 寫生文 なぞ を やって 見る 事が あります。 おもしろ いのが 出来れば うれしい し、 それから テ 一一 
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i^、 の 詩 ゃォス チン、 の小說 などから 得る 樂 しみが 非常でした。 テニソン はよ く 夜更けて、 わたし を 恍惚 

と 座らせて 容易に 床へ つかしめ 無い 事が 多い のでした。 

それから、 折々 三味線 を 習 ひます。 宿の 神さん が 非凡な 達人で 中々 粹な奴 を 仕込んで くれます。 

友達 はもと より 新たに 得る なんて 事 は 掘っても 無い ので わたしの 往来して るの は I 良 君、 東 君、 羽田 君、 

村 上 君、 だけで たまに は 馬 詰 君、 田 中 君と も 話し 會 ひます。 それでも 科が ちが ふので 顏を 見ない 曰が 多いで 

す。 往來す ると 言 つ た 所で 月に 山で 二度 位で し やう。 

それから 時々、 夜なん ぞに 一 寸 した 煮し めなん かで 瘸 酌 を やります。 

まァ わたしの 樂 しみと 言へば 讀 書から 来る のが 一番に 樂 しいので す。 しかし これ は あまり 度々 得られぬ 樂 

で し た。 頭が 力 ー ムで氣 の ゆったり し た 時が 少な いのです もの。 

鈴 木さん、 わたし は 今から 考えて、 二人が 相 接して 居た 頃が 一番 うれしかったです。 わかれて 居て 一層 君 

のな つかし さが わかる のです。 

あなた 近頃 ど、 りして います！ わたし は 時々、 あなたが、 ひとりで しょんぼり 悲しい 思 ひ をして お出での 

時が あり はせ ぬかと. 思つ て 自分で も 心細く 悲しい 時が あります よ。 どうか まいにち 快活に して 居て 下さいよ。 

これから は 京 は 美しいです ナ、 わたし は 實は此 休みに は 京へ ゆって 遊ばう と 遠から 樂 しんで 居た のでした。 

京へ 行って あなたと 一 所に あ，^ してこう してと 始終 考 へて 居ました けれど、 五六 日 前から 休みに はなった も 

の X、 折惡 しく 費用の 都合 もっかず、 それから 一寸 用事 も. m 来たので、 此休 みは ぢ つと 內に 居る つもりです。 

京の 春 を 想、 ： てく もどかしい やうです がし かたが 無い から じっと 心 を ころして 居ます。 しかし 

東京で も 花：，， , まだ 此 地の 春 も はじめて だし どうか こうか あきらめ もつ くだろうと 思 ひます 

あなた 方々 の 花 を 見て おあるきに なったら、 その 度 毎に、 その 場所で 草花で も 花びらで も 拾って 達つ て 下 

さい。 わたし は遙 かに 先年の 春 を 忍んで ゆかしい 時間 を 得る ですから。 こちらで は 散步も おもしろく ありま 

せん、 近頃で は 昨日、 今日、 は 一寸 頭が よく 無かった ので、 昨日 は ひとりで 朝から 出て 千 住から 下總 の松戶 
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に 近き 野 をコト くと あるいて 土筆 を つんだり して 夕方まで くらし、 今日 も大久 保邊へ 出かけました 位の 事 

です 別に とりとめて 御 話しす る 程の 事 もありません。 

此 休みに 用事が あると いふの は、 主な もの は、 わたしの 去年の 九月から 望んで 居た 家庭教師の 事に ついて 

交渉す る 事が あるので す。 わたし は 常々 心に 思 ふので す 11 早く わたしが 良家へ はいれば 思 ひも 叶 ふし、 又、 

九月から あなたが 御來 京の 後 どこか 御 はいりになる 所 を 尋ね 出して 置かれる からと 常々 思って 居ます。 

わたくし、 今度す ぐう まく 行か 無い にしろ 次の 學 年から は 何 處ぞへ 落ち 付く 事が. m 來 ると 思 ひます。 また 

實 際さう ゆかぬ と 困る のです。 東京 はこん な 方面に は 京都よりか 都合が よいです から、 君で も御來 京に なら 

ば 長くて 半年 もどう かして 過して 居れば その，.：？：：. ； ヒ どうか 都合が つきます。 わたし も 火の やうに なつ 

て 心配して よい 所 を 御世 話 をせ ねばなら ぬと 1,: , 乙 

鈴 木さん 六月と いへば もう 二 ヶ月 ぢァ ありま せんか、 すぐです よく！ もう 少し 立てば 二人が 相 近づい 

て 居て なぐさめつ なぐさめられつ 面白い 月日が 達れ ますよ。 も 少しの しん 棒です、 からだ を 大事に して、 早 

く 學校を 出 てき て 下さい よ！ 

勇んで くこ の 一 一ヶ月 を 御 過しなさい よ 

樂 しみが 前に あるので すから！ 

一年 も 長い やうで 經 過ば 早 いぢゃありません か 今ばん はこれ で 失禮 

鼷車樣 机下  二十 九日 夜  御身 を 思 ふ事最 深き 冷 壺 より 

齋藤君 へ 行ったら よろし く 御 無佐汰 の 御 ことわり を 申して 下さい、 いづれ 近 い 中 御手 紙 はさし 出し ます。 

EE 樣へも 令妹へ もよ ろしく  く 申して 下さい。 

二 四 〔四月 十六 ：= 本鄕 K 駒 込蓬萊 町群鵬 節より 京都市 聖 護- 院町 hi 井 方 鈴 木 周 作へ (絡 はがき)〕 

鼷車樣 /, 京 の 春 を ふりすて、、 あれから いづち へ 向 ひ 給 ひしに や 御した はし さに 堪えず 候 
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わたくし 日々 事 も 無くく らし 申 候 只今 こなた は 花の 眞っ 盛りに て 候へ どまい にち くもりがちの {41 にて 候へ 

.ょょ か.. 4f\ しく 見 巡り もなら ず 候  . 

昨日 轉 居いた し 候 川上 を 出る と 同時に わが 只 一 の なぐさめ を 失 ひ 申 候 I 下宿屋に て は 三味 も ひかれ 不申 

候 拜具 四月 十五 日 冷壺 

二 五 〔五月 七 H 東京 市 本 鄉區駒 込 蓬莱町 群鷗轮 より 京都市 聖護院 町 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ〕 

鴛車樣 /青葉の 頃 はな ぜ此 の樣に 人な つかしい の に 候 はんい ろく 言 ひた い 聞 さた い 事の 候て、 時々 もど 

かしきば かりにな り、 今にも 京へ はせ て ゆかん かと 思 ひし 事 一 再なら ず 候手极 では 言 ひ 足る まじく 候 

此頃は 御から だ も 御 健やかに 候との 事故、 何よりも うれしく 候 わたし も此 日頃し みぐ とさと りて 一寸 二 

寸の 智識 をのば すよりも まづ 一 分 二分と 健康 を 積む やうに とのみ 心がけ、 われと わが 無智 をせ めるな どの 事 

は當分 忘れて 居 やうと つとめ 申し 候 讀むも かく も 只眞の 興の 起り し 時に のみと 限り 申し 候 そして その 眞の興 

味の 湧き 立つ 事 はいとく 稀に 候 大方 は 只 一 人 十七 八 町 ある 日暮 里の 畑 中 を ゆらり くと 步 いて 居る と覺し 

给ふ ベく 候 こなた は 到る 處塵烟 霧の 如くに 立ち わたりて、 その 中に 一 分 時 居れば 一 分 時 だけ わが 命 は 短 まる 

やうに 覺 えて 恐ろしく 存候   

机の 上に はいつ も ^ ん ゾ— の 作 をの ぼせ 居り 候 ノ 1 トブ ッ ク は 東西の ドラマ に關 する 零碎 の 數行づ . ^にて 

うづめ て ゆく を 仕事に し樂 しみ にいた し 居候た ビ それだけ にて 候 何の 奇も なき 叫フ， V フ に 候 歌 も 句 もな く 候、 

現代の 文壇の 事 も 何が 何やら 知り 不申候 知る 價値 なしと 申に も 候 はず、 文に 不忠な らんと する にても 候に ず、 

只 そんな 餘裕が 心 の 中に 無 御座 候 

それ はさて おき 檜 を 一 枚 まゐら すべ く 候 <  _ れ はわた しの 机の 上の ハサ ミに はせ て此 五六 日な がめ て 居た 

りし ものに て 候 かしこ 五月七日 雨の 朝 冷壺拜 

〔封筒 裏に〕 乍 街 面倒、 京都 大學 にて 此年 六月 平 業の 豫定 の、 理工科の、 電氣學 科の 人名 總虚御 取調の 上 御 
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報知 被 下 度 喪. 願 上 候 これ は 早い がよ ろし く 候、 大學 事務室 に て 御 聞 合 せ 御 筆記 被 下 度 候」 又 贵君乂 は 貴君 

の 知己の 人の 知己に、 同 科に 在學 する 此年 卒業の 箬 の 方 は 無 御座 候 や、 これ も 御 一報 被 下 度、 恐縮 御 頼 

み 申し 候 

二 六 〔六月 五 H 東京 市本鄉 駒 込蓬萊 町群騰 館よ リ 京都市 聖護院 町 鳥 井 方 鈴 木 周 作へ〕 

鼷車樣 / 此程は い つも 大兄より 御手 紙 を い た くば かりに て 甚だ 恐縮に 存候 わたくし 先頃より、 拙な き、 

身の上の 苦み 事 有 之 候て、 とかく 氣 分の 安らかな こと 無く 過ごし 候 ひし 故、 —そんな 時には 常よりも まして 

御 慕 は しく、 時に は や る せ 無き ば かりに 思 ひ 候 事 も 候 へ ど— 筆で かくの はも どかしく、 つい 御 無音ば かりい 

たし 候、 早く 口と 口と で 話しが したく 御座 候 • 

大兄 此頃 は試驗 前にて 隨 分うる さく 思しな され 候 御 事と 存候 しかし、 いよく 今月 限りと 相 成 候 故、 定め 

し 御 うれし さに、 勇み立ち てお 在す こと と 存候ゎ た しまで 胸が いぢ もぢ いたし 候 あ、 く、 春に g りしば か 

りより、 五日、 十日と まち/ \ て 引き もよ せた きば かりに 思 ひし 此月 も、 いよ/ \ まゐり 候、 昨來：！^來の事 

を 思 ひ 浮べ 候へば、 實に 感慨 極まり無く 候 只々 御身が 何事 も 忍びくて、 こ \ まで 通して くだされ 候 をば、 

淚で 御^ 申す の 外 は 無 御座 候 

無用の 詞 ながら、 どうで もく  り拔 けさ へ すれば よろしき に 候 故、 强 いて 餘 計な 勉強して 御身に 障る 事な 

ど 無き 樣御 たのみ 申 候 • 

さて、 先日 仰せられし、 あの、 御譯 しにな りし ー篇 は、 何卒 是非く 御 出版な され 候 やう 願 上 候、 勿論 何 

事 もす ましな されて 後、 ゆるくな され 候て よろしく 候へ ど、 是非 京都 で 稿 を 仕上げ 京都 で 版に.；^ て； - f 出 

しなされ 度、 大兄が 京の 喜劇 悲劇の 紀念 として、 大兄の 最戀ひ 給 ふ、 御 祖母 上樣に dedicate なされ 度 候 

此頃 は 京 は 青葉 若葉 の 美く しかるべし と 存候ゎ た くし 郊外へ 出で 候 ごと に 南禪寺 の あたり、 加 茂の あた り 

宇治 や I 峨ゃ大 原の あたりな どの 事 思 ひ 出さぬ 時 は 無 之 候、 小生の 方 は 十五 六日 頃より 休暇に 候が、 ことし 
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はどうし やう かま だ 思案 もっか ず 候 歸國す ると せば 二十日 を 過ぎての (おにいた す ベ く存候 こちらに 居て 房 州 

邊へ 行った 處で 一 人で はさび しかるべし などと も 思 ひ 候 祖母と 京都と が 頻りに 西へ くと 呼ぶ やうに 思 はれ 

候 いづ れ 後程し かと 定めて 御 報知 可 申 候 ど ちら に し ても此 休暇に 必ず 大兄 の 御手 を 握らず ば 胸が 承知 い たす 

まじく 候 

さて わたくし 今に 於て、 わが 東京の 一年 を囘 想いた し 候に、 實際自 から 誇る に 足るべき 事 何 一 つ 得 ざり し 

やうに 候 只、 學校 の 樣子を 知 りたる と、 わ が 今後 の 計畫が おぼろ 氣に 立ちし 事 を以 て 僅か に自か ら 慰め 候 へ 

ど、 ぞれ では 何の 奇も 無き 事 に て はづ かしく 御座 候 

それと、 とかく、 腑甲斐無き、 心の 苦しみ をのみ して、 眞 から 愉快に くらした る 日の、 甚だ 少きは 何より 

愚な 事いた し 候、 健康 も、 これと いふ 程の 病 は 無 之 候へ ど、 こんな 事で は 所詮 駄目 • なりと 存候」 すべて わが 

不快に くらし 候 源 は、 要するに いつも 愛に 飢ゑ たる 事に て 候、 否！ 得べ くも あらぬ 所に 愛 を 求めた く 願 ひ 

し 罪に て候來 年度より 大兄 と共にく らし 候へば、 こんな 愚痴 はさら くい はぬ 樣 になる べしと 恩 ひ、 - それ を 

何よりの たのしみにして、 此 休みに セッセ と 身髏を こしら へ て 置くべく 候、 これまで 小生 は 時々 さびし さに 

堪えず 候 ひき そんな 事に は 紫 明會と 申す もの ありたり とて 屈に もなら ず 候、 小生 は眞の 愛情の 通 はぬ 口と 

口 と を 接し て 話したり とて それ は 話さぬ に 若 か じ と存 候、 紫明會 の 方々 は 話せぬ 方ば かりと 申して (東 君と 

世 良 君と は 余が 畏敬し 親愛す る 友に 候へば、 予は 常に 兩君を 批評せ し 事 は 無 之 候、) さしつ かへ 無 之 候、 小 供 

や、 貴 八ム子 や、 canity の權化 やその 他 狭量、 不可解と いふ 語 を 冠せ たき 方ば かりにて 候、 而 しこれ はわが 

正直な 所 を 申す のにて、 實際、 だれも わたし を 敵視す る 人が 一人な りと て 居る のに は 無 之 候 故、 訪 ひつ 訪は 

れつ すれば、 うれし からぬ にても 無 御座、 又 決して 如上の 批評 を、 面と 向て かぶせ もいた さず 候、 只 紫明窗 

は 紫明會 なりと 申す にて 候 要するに 御身 程 われ を 愛して くれる 人 は 一 人 も 無しと いふ 事 を 述べる ため、 つ い 

あんな 事 を 申し 候 こんな 事溫 厚なる 大兄に 申し 不快に おぼし 召す まじく 願 上 候 

世 良 君 はこ 丄ニ四 ヶ月 も行衞 不明に て 候、 大方 國 許に 困難なる 事件 起り し 事と 推察いた し 候へ ど、 なぜ そ 
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れ なら それで 一言た よりして くれ 給 はぬ か、 恨めしく 候 日夜 予は 彼の 君の ために 無事 を 祈り 居り 候 

くだらぬ 事の みかき て 恐 入 候 これでお しき 筆と め 可 申 候 頓首 

鼷車樣 玉 案下 六月 四日 夜  冷 壺 拜 

二 七 〔六月 十 W 東京よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 泊 兄  六月 九日 夜 十一 時半 東京に て 冷 壺 

捨ハガ キはニ 枚 共 受取った。 

十日 頃と あつたから、 今日は まだ 岡 山に 居る のだネ …… 今 僕が 此 手紙 を かく 時、 君 はどうして 居る だろう、 

十一 時半 だ、 もう 寢 てる かしら。 床べ ははい つた もの X、 まだ、 例の、 よう (得) 眠らないで 居る ので は 無い 

かしら。 

僕 は 昨日から 右の 目が 曇って、 新聞 を 見る のさへ もどかしくて ならぬ。 どうした のだろう。 痛み はせ ぬけ 

れど 薄皮 を かぶせた やうで、 じれったい。」 昨夜 はじめて それと 氣が ついた 時お 初ッ さんに 目が どうかな つ 

て はし 無い かとい つて 見させた が、 、、何とも ございま せんよ、 蟲 でも はいった ので は ございま せんか」 とい 

つた 今日は 直る かもしれ ぬと 思って 居た が、 矢張り その ま 卜 だ。」 先程の 事 だ、 窓に もたれて いろんな. 事 

を考 へて ると、 ふと、 自分の 片目が つぶれて しまった 事 を 想像し はじめた、 丁度 夢の 樣に、 片目 を 失った 僕 

の 姿が ありく と 目の前へ 浮ぶ、 殘 りの 片目から 淚がホ トリく と、 たれる、 僕 は 泣いて 居る の だ、 11 ェ 

、馬鹿な つまらぬ 事 を考へ 出した と 痛り で 笑った。 

明日 は 病院へ ゆく、 此 二三 日も齒 科へ は 日々 行って 居る。」 

友よ。 /叶 はねば 東京に 居 やうと 決心した 僕の 愚か さが、 今更お かしい。 僕が どうして 國 へ歸ら ずに よ、 つ 

居ろう。 昨日から 歸 りたうて く、 堪らない。 歸れ ぬと 思 ふといよ く殘念 だ。 今 は どんな 苦しい 目 をして 

も歸 るつ もり だ。 今日 或 所へ 手紙 を 出した。 返事が 來 次第 出立す る 積り だ。 案じるな、 返事 は 決してく 僕 
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？ 「望に 落し 入れ はせ ぬ。 自分 は 世の中に {4 頼みと いふ 事 はもう やめた" 案じるな、 世界が みんな 自分 を 見 

：; し- i も、 提り わがた めにつく して くれる と 思 ふ 人へ 出した 手紙 だもの。 

自分で は、 もう 十六 日に は 立つ ときめて 居る。 ぉ初ッ さんに もさう 言った。 お 初さん は 何も 返事 をし なか 

つた。 暫く じっと 立った ま X、 机の 側へ つるした、 花 手毬の 房 を いぢって 居た が 

、、お 歸し 申した くありません よ/と 小言で い ふ 

、、ゥ ン？ どうした/と 聞こえぬ 振り をす ると 、、ィ ー チ、 といって 急いで 去って しまった。 

それ は 日の 暮の 事、 今 一寸先に、 お 初さん は 

、、まだ 御休みで は ござ いません の です か/と い つ て 障子 を あけた 

、、ゥ ン 

、、あなた 箱の 中に 澤山 寫眞を もつ て 居ら つし やい ます のネ」 と 突飛な 事 をい ふ。 

、、ゥ ン。 澤山. > ^ない けれど 

、、あ な た の も 四 五 枚 は ござい ま す の で しゃう？ 

、、クン 

1 枚 ほ し い と 言 ふ の だろうと 思 つ たけれ ど、 ぉ初ソ さん は、 「あなた の も ござ い ます の で し やう？ 」 と 言つ 

たぎり あと は 言 は 無 か つ た。 よう 言 はぬ 所 を 僕 は 不憫 だ と 思 つ た。 お 初 ッ さん は 只 これ だけ の 間 答 をした ば 

かりで、 下へ 行った。 何 かもって 来たつ いで かしらと 思って 後ろ をむ いて 見た が 何も 無い。 あ X お 初さん も 

胸に 白羽の 矢が たつ たの か？ 年 は此年 二十 二 だとい つ やら 言つ た」 (紙が 無くなった) 

〔封筒 裏に， 1 六月 九日 (金曜日) 夜 十一 時半 認、 / 娃の なく 音が しきりに する となりの 家に 池が あるの かし 

ら」 \1 つ eUire は 明日で 終る。 /自分 もどう せ歸 るの なら、 君と 一所に 下りたかった、 どんなに うれし か 

つたろう！ 


二八 〔六月 十二  H 東京より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 K 文へ〕 

朱 S 兄/僕 はじれ つたくて 堪ら ぬ、 ァ、 加 計が 居まい か ナァと 幾度 も 叫んだ、 言 ひたくて 見せたくて 堪え 

切れない、 昨夜 村 上 君が 来た、 村 上 君に は 見せた、 是非に 悅ん だ、 ァ 、く 君に 見せねば 氣 がすまぬ 11 實 

はこうい ふ 面白い 事が あるんだ。 

五六 曰 前、 夕方に 夏 E さんが、 中 川の 下宿へ 行った さうな、 「どうです 散歩に 出ません か」 といって 來 たの 

ださう だ。 撲は田 中 君から その 話 をき いて 非常に 面白かった。 

昨夕、 一寸 中 川の 處へ 行った、 、、オイ 君 か、 ァ ハ、、 、 、 、 、、 今 丁度 君の 處へ 飛んで いきたい と 思って 

たんだ： とい ふ 「何 だ」 と 問へば 「マ ァ これ を 見い」 と 言って 一枚の. ハ，， ^を 出した" 

見る と 表に は 「本 鄉钩込 追分 町 奥 井 館、 中川芳 K 郞樣、 千 駄木町 五十 七、 金 やん」 とかいて ある。 、、ァ 夏 

冃 さんか：」 といって 驚く。 「金 やん と は！」 裏の 文句 は 

先刻 は 失敬、 歌 舞妓 座 行 は 色々 故障で 延引の 處、 今度の 火曜 は 僕の 方で あまり 氣が 進ま なくなった から、 

僕 はやめにして、 いづれ 此次 でも 御 同行 仕る 事に しゃう。 紀^へ！？ 君 は 朝から 諸君と 御詰掛 耵然、 必ず 

/\學 校 前にて 待 伏せな どと いふ 手數を やり 給 ふな、 色々 御 心配 を かけた 上で こんな 我儘 を 言つ て は濟 

みません が、 ま ァ勘辩 し 給へ。 

御 令妹 の 御上 京 は 別段 惡ぃ 事で もな い で しゃう。 

僕 今日 胃が わ る い が、 天 氣もゎ るいか ら 運動 を 見合 せて 居る 

と ある。 僕 は 非常な 感概 にう たれた。 プロ フエ ッサ ー で こんな 手紙 を 部下の 一 學 生に くれる 人が あるか-. 

先生が 自 から 「金 やん」 と 署名す るの はいかに！ 驚く 勿れ、 これに はかう いふ 話が ある。 

その ハガキ は 十一 日附 だ。 その 朝、 中 川が 先生の 處へ 行った の ださう だ。 そして 色々 な 話の つ きから 

「先生、 を 素敵に 崇拜 してる 人が あります ぜ」 といつ たんだって。 そしたら 先生 ニヤ リと 笑って、 「フン 誰が 
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ね」 とロひげを：^^り上げる。 「英文の 一 年の 人で …… 三 高から 来た、 わたしの 友人です」 「フ 、 ン」 「犬お に 先 一 

生 を かつぎ 廻して 居ります よ」 「何とい ふ 男？」 「鈴 木と いふ 人です …… 第 一 先生の 顏 から 氣に久 つた， M あん 一 

な顏 でなくて はだめ だと 言って ます」 「ィョ ー、 これ は 妙、 話せる ぞ、 その 男 は、 フ、 ン …… 全暖 僕の 面 をす 1 

くと いふ 人間 は 稀 だから ネ」 先生 は うれし さう にに やりく と 笑って、 頻りに 僕の 事 をき くの ださう だ 「鈴 一 

木 何とい ふ 人 だ、 ミ へ キチ？ どう 書く の ：：： ハ 、 ァ、 中學 時代から わたしに こがれと る？ ハ 、 ァ 俳句の 一 

方から、 …… あの人の 號は 何とい ふ …… 知ら 無い？ へ 、ー、 鈴木ミ へ キチ、 ：•：. ミ， へキ IT は 三直 吉 とかく 一 

ん だネ」 頻りに 話せる 男 だとい ふの ださう だ。  一 

そして、 中 川 は 詳しく は 言 はぬ が、 何とか、 かと か、 僕の 事 を 一 々言上に 及んだら しい。 中 川 は 正直な 男 

だから、 第一、 僕が 先生の 眞似 をす る處 なんか 眞に 迫って る」 なんて 言った かも 知れない、 三味線 も 言った 

ろうし、 いろくす つかり 言った に 相違ない。 そして 「あの人 はいつ もく 先生の 事ば かり 言って 居ます よ。 

先生の 事 を 「金， やん /\」 といって るんで す」 と 言った 所が、 先生 は大 によろ こんで 「金 やん！ こいつ は 

妙々 …… ィャ ー 金 やん。 ハ、、 、ゝ」 といって、 非常に 金 やん とい ふの が氣に 人ったら しかった さう だ。 そ 一 

して 僕 を 非常に 話せる 男 だとい つて よろこんで、 是非 一 度 つれて 来て くれと 言った さう だ」  一 

先生が 「金 やん」 と 署名して ハ ガ キ を 出した の は 其 夕方の 事 だ。  一 

金 やん く！ 僕 は此ハ ガキを 見て 金 やん の 人格が いよくな つかしく なった。 

村 上に 話した 時、 村 上 は 非常に よろこんだ 

「金 やん」 とい ふ 字が ィサ、 力 振って るぢァ 無い か、 先生 笑 ふく かいた ナ、 フフ ー ン！ こいつ は 君、 

金 やん とい ふ 事が 書きたい から 出したん だぜ、 わざく。 ハ 、ァ よろこんだろう。 恐らく 滔々 數百 十の 

大學 生の 中で 「金 やん」 を 「金 やん」 と 呼ぶ もの は 君 一 人 だからな 

など.^ 面白がる。  „ 

「ハ ガキ」 は 好箇の 記念と して 僕が 貰って 置いた。 やがて 僕が 世に めざましき 働き を 見せる 日に なって、 ； 
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. ：! とし、 且つ 僕 一派の 文學 の先驅 として、 夏： H 漱 石を敍 する 時、 此 一枚の 「ハ ガキ」 は 無限の 興味の あ 

ノ： に：； 柄と なる であろう！」 

僕 は 明日、 中 川と 歌舞 &へ ゆく。 複本の 招待 だ。 そして 僕に 細 評 を 試みる やう 頼まれた。 ー體 は、 金 やん 

も 一 所に いく 都合で あつたげ な。」 

こんな 面白い 事件が 續々 あると、 東京が 去りたくない。 一昨 夕で あつたか、 本鄉で 「M ビ」 の 「フライ」 

に 「生ビ ー ル」 をした、 か 爆って、 ボッリ くと 上野へ 行って 夕 やけのう すれ ゆく 池の 景色 を 見て 立った 時 

に は、 何だか、 東京が 去りたくなかった。 此頃は 毎晩 「ランタン マ ー チ」 や 花 電军で 賑やか だ」 (終) 

此 洋服の 受取 證は 早くから 三 野に たのまれて 居た の だが、 忘れて 居た の だ 

〔封： £1 裏に〕 Frirtni  of  my  t-osom,  rt^od  more けげ an  a  t-rother.  wt-y  Wert  nc け diou  t-s.n  in  my 

fathcl.-s  chvcljlnj;..  (c.  Lamb; 

二 九 〔六 H;  二十 七 = 廄^;|市竊樂町ょ..- 廣 縣山縣 郡 加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 泊 兄  六月 廿 七日、 ヒ n シマ 冷 壺 

今日 ハ ガシミ ん\ト フル、 自分 ハ 大分 疲 レモ 直 ッ タカ、 今朝 ハ餘ッ 程氣分 ガ落チ ツイ テ 手紙 ヲカ カウト 

ィフ氣 二 ナッタ、 

此間ハ 父ノ病 氣ノ事 ヲ言ッ タノ デ、 定メシ 兄ニモ 心〕 S ヲサセ タロウ ト 总フ、 許 シテ下 サイ、 ァノ 時-一 ハ僕 

ハ 無性 二 世 ノ中ガ 味 氣ナク ナツ テ、 ィ B ン ナ心淋 シィコ トバ カリ 考へッ -、、 ケ テ sie タ ケ レド、 今 ハモ ウチヤ ン 

ト心 モキ メタ シ、^ シ テ悲觀 ハシナ ィ、 マタ 父ノ樣 子モ、 ソン ナニ取 越 苦 勞ヲス ル-ー モ及バ ナイ ノダ、 及バ 

ナイ ノダ ト思ッ テ氣ヲ 强クセ ネバ ナ ラン ノ テス。 

ハジメ、 ゥチへ 歸ッタ 時-一 ハ 丁度 父ハ 不在 巾デ 伯母 カラ 色々 父ノ話 シヲ聞 イタノ デシ タ、 ほ 分 ハァレ ヤコ 

レャト 心 二 ヒシ/ \ト 答へ テ、 何事 モ得 言ハヌ マ、、 ジット 吾 身ヲ責 メテ 居マシ タガ、 才バ アサ ンガ傍 カラ 
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ロヲ 23 シテ 、、ワン 二 ハ何ノ 話 カヨ クハ 聞ェ ヌガ、 ォ前ハ 何 モカ モォ トゥサン ノ事ハ 聞ィテ ヰルノ 力，， トウ p 

聲 ディ フノデ 、、何 モカ モト ハ？： ト聞キ 直 スト、 伯母 ガ泣キ 出 シサゥ ニナ ッテ 、、アナ タニ ハ 今日 マデ匿 

シテ居 マ シタガ ォ父サ ン ガ弱 リ切ッ テオ 出デ ル トイ フノモ 只デハ アリマ セン、 ォ父 サン ハァ レナン デス、 •： 

…此 頃ハ 大分 ヤン デヰ ルケ レド、 十日 程 前 マデハ 毎日/ \ ::: ： ： 每日 ドウ シ タン デス？ 、、、、毎日^ ヲナ 

サルタン ビニ、 少シヅ 、血ノ 塊 ガ，、 、、エツ、、 

、、ェ ッ、、 トイ ッタ ギリ デ、 ソ ノ後ハ 伯母 ガ何ヲ イツ タカ 少シ モ 耳へ ハ入 ラナ カツ タノ デ シタ、 ，Mn 分 ハ俄カ 

-ー氣 ガ遠ク ナツ テシ マツ タノ デス、 伯母 ノ顏モ 祖母 ノ顏モ 見 VI ナクナ リマ シタ、 只 父 ノヤ セ衰 へタ顏 ガ消ェ 

テ ハ現レ く、 ソレ カラ 母 ノ死ニ 際ノ姿 ガ浮ビ 自分 ノ狂ヒ 死-一 ヲ ス ル樣ガ 他人 事 ノ樣- 一目 ノ 前-一 ァラ ハレ、 

ヮガ 想像 ノ カノ 及.. ス タケ ノア ラ ュ ル慘 w タル 出来事 ガ投 ゲッケ ルャゥ 二 入 リ替リ 入 リ替リ 浮 ィテ來 マ シタ、 

自分 ハ毒氣 一 一充 チタ 大 {41 ノ眞ン 中二 宙釣 リニ ナツ テ、 疾風 ノヤ ゥナ 勢デ、 グル くくく 廻 ハサ レル ャゥ 

ナ 心地 デシ タ、 •：•： 何ト イツ タラ ョカ ロウ？ トテモ 形容 ハデキ マ セヌ、 

ャ 、 アツ テ漸. クヮ レニ 返 ルト、 俄 力 ニ淚ガ ハ ラ/. \ト 落チテ 來テ、 同時 二 ィ トヮガ 向後 ノ問 „ 妇ガ胸 

一一 通 キア ガッ テ來マ シタ、 自分 ハ モウ 舉問 モ何モ ヤメ テシ マ ハウ 力 シラ？ ヤメ テ 九州へ デモ イツ テ、 中學 

へ デモ 出テ、 S 分ハ 小砂ヲ 咬ギッ テモ、 父へ ハ思フ 存分 二 カシヅ ィテ、 ャガテ 父 ガ眠ッ タラ 自分 モ！： 時-一力 

ガ ツキ テ父ノ 死骸 ノ上 ニ倒レ テソノ マ 、息ヲ ヒ キ取ル ：•：• ソ レナ ラバ 本望 デァ ロウ、 自分 ハ コ レ マ デ只ノ 小 

供デ アツ タ、 人生 ノ 幸福 トカイ フ モノ ヲ、 イロく ト夢 ノヤ ウー 一 浮べ テ居 タガ、 ソン ナ モノ ハ只 影. ダ、 コレ 

カラ ハヮガ 幸福 ハ、 父ノ ff 福ヲ見 ルノガ 幸福 ダ、 ソノ外 ニ何ノ 幸福 ガァ 口 ゥ、 モシ モヮガ 身 體ヲ寸 斷くニ 

5! リキザ ンデ、 日々 父 二  <K マス ノガ 父ノ 幸福 ナ ラバ、 ヮレハ 最後 二 一片 ノ 肉塊 ト ナッテ 終ッテ モイ トヒ ハセ 

ヌ、 コゥ思 フト、 忽チ 自分 ノ：！ G  ノ 前-一 ハ僕ガ 血 二 染ッテ 倒レテ ほル 姿ガ； IE エル、 サゥカ ト思フ ト角慣 ヲ來テ 

學 校ノ圖 tf 館へ ハイル 所ガ 浮ブ、 自分 ノ頭ハ 燃 エル ャゥニ ナッタ、 ォバァ サン ガ泣キ 乍ラ何 カイ ッテ 言ルャ 

ゥ ダケ レド、 少シ モ聞ェ ヌ、 伯母 ノ姿ヲ 見 ッメテ 居 ルト、 伯母 ハ糸ノ ャゥ 二， 淵クく ナツ テ、 果テ ハ 線香 ノ 
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烟 ノヤ ゥ 二 フ ハ リ ト消ェ ル。 

自分 ハ再 ビヮ レニ 返 ルト、 ワット バ カリ 泣キダ シテ、 正體 モナ ク泣キ 倒 レタ、 泣 クマイ/ \ トモ ガイ テ、 

シバ ラク 息ヲ殺 シテ居 ルト、 コ ンド ハ ヮガ 過去 ノ罪 狀ガ 一 ッ 一 ッ ll 一一 湧ク、 ソ シ テ又ヮ ッ ト泣キ ダス ノデ シ 

タ 0 

自分 ハ泣 キク タビ レ テ眠ッ タト 見 エル、 誰ャラ ュ ス リ 起 スノ デ目ヲ 見開 クト モウ 日 ハク レテ タ、 ソ バニ 

父ガ 座ッテ 居タ、 ウス クラ ガリ デ惜ト ハ見ェ ヌガ、 父 ハウ レシ サ ウー 一 笑ッテ 居タ、 

ャガテ 一 同デ 電燈ノ 下へ 集ッテ 夕食 ヲ シタ、 卓 ノ上ニ ハイ 口く ナ 御馳走 ガ 二 ギヤ 力-一 並ンデ 居タ、 自分 

ハ父 ノト ナリへ 座ル、 

、、ドゥダ 大層 元氣サ ウダ ガ、 飲 メルカ/ ト父 ガマ ヅロヲ 開ク、  ， 

、、中々 サ カン デス、 オット ョ シ/ \\ 弟 ガサ ス ノヲ 一息 ニノ ンデ、 ゲ ラ/^ ト笑ッ テ見セ ル、 

、、サ ァ、 アナ タ 

、、ヮ シ ハコ ノ頃ト ン トイ ケヌ ワイ、 コ ノ間ゥ チ 力 ラ少 シス グレ イデ ノ 

、、サ ウダ サゥ デス ナ、 イエ モウ スッ カリ 聞キマ シタ、 ヮタ シハ少 シモ落 タン ハシマ セン ョ 

、、馬鹿 ナ誰ガ 落膽ナ ン カス ル モンカ、 


、、大丈夫 ダ、 今日 モ 院長- 1、 ドウ デス 四 五年ハ マ ダ持ッ デシ ャゥ ナト イツ タラ、 ゥ ー ン、 何シ クマ ダ 初期 

ノ 初期 ダカ ラ蹇 生ス レバ ス グ治ル トイ ハ レ タン デ 安心 シタ、 トテモ 治 ラン トシ タ所デ 菱生ス レバ、 少クト 

モ四五 年ノ間 ハモ テル ト思 フ、 タトへ 蟲ノ氣 息 程 デモ 四 五年殘 レバ 揮 山ダ、 四年ナ ライ、 ナァ、 四 年スレ 

バオ 前モ 大學ヲ 出ルダ ロウ …… 何、 一 步譲ッ テ人ノ  二倍 力 、 ル 一一 シ テモダ 

、、ェ 、、 マァ ソン ナニ ユック リモ セン 積リ デス ケレド 

、、ソ レ デ覺 悟ガ キ マツ タノ ダ、 ォ. M ヲ大 學ヲ芊 へ サ. セ レバ、 モウ、 ヮシ ガ、 先祖 へ ノ 義務 ハ ス ムカラ ナ、 


48 


年 八十 三 治 明 


ソレ カラ アト ハ生 キテ居 ル事ハ イラン ノダ、 イツ モイ フ通 リ、 自分 ハ、 自分 ノ 安樂 カラ 打 箕シテ 小 供ノ敎 

育ヲ ス ル ノデ ナイ 力 ラナ 

、、マ タ初 マッタ/ トォバ アサ ンガ訴 へ ルャゥ ニイ フ、 

、、ハイ /\、 モウ ヤメ マ ス、 

ク ピリ/ \ヒ ッカケ テ居タ 僕ハ、 只 愉快./ \ トバ カリ e; 心ッテ as タ、 不思議- 1 父ノ 顔ヲ见 テモ 何ノ悲 觀モ起 

ラナ カツ タ、 ソシテ 父 ガロヲ ッグム トス グ、 歌ヲ ウタ ヒ出 シタ、 伯母 ガイ 、 聲ダ トイ ッテホ メタ。 

ソレギ リダ。 ソノ 後ハ父 ハ更ニ ヮガ病 氣ノ事 ハロー 1 出 サヌ、 僕 モ彼ノ 病氣ノ 事- 1 ツイ テハ 何ーッ 彼- 一ハ、 . 

ィ ハヌ、 ヒ トリ デ 思案 ハ定 メテシ マッタ、 ソシテ 日中 ハ 三昧 ヲヒィ タリ、 話 シヲシ タリ、 ヮ ガマ、 放題 ナ： y 

文ヲシ テ皆ヲ 動力 セル、 夕方-一 ハ 練兵場へ 出テ弟 トフ ー トボ ー ルヲ 驗ル、 從 弟ガ來 テル、 一所 一一， テ， Ti ス、 ヲ 

ハジ メタ、 父モ 時々 來テ、 三重 吉ガ 一番 下手 ダ、 アンナ 元氣ノ ナイ 運動 ハ 駄目 ダ、 ヒト ガ拾ッ テク レバ ソレ 

マデ トイ フ樣ナ 風デ、 飛 ンダ、 、ボ ー ル，、 ヲ兄 テル ノ ダモノ，、 ナドト 批評 ヲス ル、 歸 レバ 一所- 1 ビ^ ヲ 汲ム、 

ォバ サン、 ソン ナニ每 バン 御馳走 ヲシ ナクテ モイ 、ギヤ アリマ セン 力，、 トイへ バ、 ナ， 二、 夕飯 位 ドンナ 二 

驕ッ タツ テ知 レテ マス、 ソン ナ 二き 分 ノウ チノ 財政 ヲ見ク ビル モン. チア アリマ セン，， トイ フ。 

自分 ハ、 只父ノ 笑顔 ヲ見 ルノヲ 樂シミ 一一 シテ居 マ ス、 ソ レニ ハ 第一、 自分 カラ 快活 一 一 スル 必要 ガ アル、 父 

モ 出來ル ダケ 快活 二 シテ、 僕 一一 心配 サセ マイト 思ッ テ居ル ラシィ、 ソレデ 一 家 內ハ極 メテ樂 天 的ダ、 自分 ハ、 

ヒソカ 二 ヮガホ ー ム.、 ノス ヰリト ナノ ヲ誇 ッテ 居ル、 去年 マデ ハ 、、ヮ ザ/ \紋 二 セメ ラレ ニ歸 ッテ來 ルャゥ 

ナ モノ ダ 位-一考へ テ、 アン マリ 家ガ 愉快 デナ ク、 夜 ニナ ルト、 西 地方 町 IT テ歌 フテ來 タガ、 此年ハ 一寸 モ外 

キンチ ャク 

へ 出 タク ナイ、 家ガ 非常 二 ナツ ひ シィ、 ォバ サン ハ何 モカ モ知ッ テヰル ノデ、 アナ タ ハ金 着/ ガ滿洲 へ行ッ 

タ モン ダ カラ、 此度ハ 一 寸 モ夜步 キヲシ マ セン ナ、、 トイ フケ レド、 金 着ガ： ii5 ラヌ カラ デ ハ ナイ」 自分 ハ此年 

一一 ナツ テ ハ ジ メテ、 コ レ マデ ノヮガ 無謀 ナ事ヲ 知 ッタ、 自分 二 五ッ六 ッノ時 カラ ノ友ガ アツ テ、 ソレガ 商人 

デ、 非常 二 僕 思ヒノ 男デ、 夏休ミ ニ歸 ッテ來 ルト、 僕ヲ 愉快 二 クラ セサセ ヨウ トシ テ、 ァラ ュ ル 手段 ヲ取ッ 4 


テク レル、 ^事 返濟 ハイ ラヌ、 博士 二 ナツ テク レレ バソ レガ 返濟ダ トイ ッテ 居ル、 ソ レヲィ 、氣ニ ナツ テ平 

氣デゥ カレ テ居 タ、 ソシテ 夏 一一 家 ヲ出テ ュク時 二 ハ、 イクラ ナンダ ッテ三 四十 金 ハ引キ サイ テ 茶屋へ 幾分 ノ 

拂 ヒ ハ 自分 ガ ヒ キゥケ ネバ氣 ガス マヌ、 ソゥシ テハ、 ョソ へ出テ イツ テ苦 シ ィ目ヲ スル。 モウ 此年 ハ ソン ナ 

事デ 心配 ハセ ヌ積 リダ。 

父 ハヤ セ テ 色目 ハヮ ルイ ケレ ド、 僕ガ ハジメ テ 歸ッタ 時、 伯母 ノ話ヲ キイ テ、 目ノ 前ニ畫 イタ ャゥニ ハオ 

トロ へテほ ラヌ。 伯母 ハ、 アナ タガ 御歸 リナ サッ テ カラ、 ォ父サ ンノ 樣子ガ スッ クリ變 リマ シタ、 見 ル./ \ 

變 リマ シタ、 マァ アナ タ ガオ 歸タ前 ノ前ノ 曰 ナン 力、 ドウ シャゥ カト思 ッテ、 ヮタシ マ デ病氣 ニナ リサ ゥデ 

シ タノ  二，， トイ ッテ ほル」 愛ノ カノ 大ナ ルコ トガシ -;, ^ト ワカ 〔ル〕 デナ イカ」 

僕 ほ身ハ マ ダ頭ガ ハ ツキ リヨ ク ナイ、 東京 ヲ出テ カラ 五六 日ノ 間口 クく眠 リモ足 リナ イシ、 不攝 生ノ點 

モ アツ タン、 歸ッタ 當時ノ 憂愁 ノ 影響 モア ロウ シ、 東京 ヲ出 ル時ノ 心配 モ殘 ッテ居 ルノダ ロウ、 シカシ 今日 

ハ 大分 痰レ ハ直ッ タヤ ゥ， ダ。 

次便 一一 ハ 東京 ヲ出テ カラ ノ話 シヲシ ャゥ、 チヨ イト オヤ スク ナイ 話モ アル、 君ハ 、、ブ レンネ ン、、 スル カラ 

困 ルケ レド、 オット コレ ハ 失敬 ：：.. 明日 デ モ マ タ筆ヲ トリマ シ ャゥ」 

(コ ノ間ノ花ノ畫ハ ガキ ハ¥先|^^|ガ？！达ッテ ョ コ シ タ内ノ 一  枚ダ、 ォ光 サン ガ達ッ タカ ラ ッ テ 少シモ 得意 

トモ シテ居 ナイン、 一向 何 トモ 思 ハヌケ レド、 シカシ 、彼女 ノ有樣 ヲ知ッ テル 君-一 取ッテ ハオ モシ 口 イト 思 

フダ ロウ 力 ラ中 スノ デス」 (二 十七 日朝 記) 

朱 M 兄、 僕 は 家へ 歸 つてから、 いつもく 繰り返す の は此間 c,_f^ の 句 だ、 

r  Friend  or  mv  .hosom,  ulcu  niore  t;t-an  a な rorttler. 

wtly  .Wert;  not  1;tiou  t-orn  in  my  fat;tier*s  dwelling.." 

10.  Larpt}—.  (Golden  IVeasury.  Book  IV.  No.  L  vll.) 

田舍の 美く しい 景色 を 語ら 無い か、 君」 
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一二  0  〔七月 三 H 廣島 市よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 S 兄/ 寫眞が 二 枚 来たから 一枚 は 君に あげます。 僕 は 何だか 變 だけれ ど 三 野 君 はよ く寫 つてる ねえ、 僕 

は訥 升のお 染の顏 を連聯 する が、 君 そんな 氣 はしない の？ 先生 も 矢っ張り 感情家と いふ 事が わかる ネ」 僕 

は實 直な、 田舍 出の 學 生で、 氣の 落ちついた、 おとなしい 人間に 見える と 人が 言った、 ほめた の やらく さし 

たの やら わからぬ、 -J;^^からの皮肉な批判を待ってォソリチーとしゃぅ」 七月 三日 冷壺 

I ニー 〔七月 六 m 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

田舍の 叔母へ 物 を 言 ひに 来て 二三 日 逗留して 居ます、 明日 は 町へ 歸り まし やう、 

四 五日 前に 和 尙の處 へ 一寸 行きました、 二十 七日 やらに 歸 つた 〔と〕 の 事です、 わたし は 君の 消息 は 其 時 ま 

で 何も 知らぬ と ；ー目 ひまし た か ら— 話 の 行き が \ りか ら —さう 含ん で 居て 下さい、 

何 の 種が ありませ ぬ、 あるの だけれ ど  一 口に は 話されぬ 事です、 只 夕方に は 裏の 畑に 立って 、、花 を 一 

本 …… ： とひと りで 長く くうた つてる 事が あります。 いろくな 思 出 をし ますよ 

三 二  〔七月 十三 日 廣鳥縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 泊さん/どうして 御出で だ？ 

暑い よ 君、 市街の 中 は！ 僕 は何ン にも 得せぬ、 あしこへ ころんだ りこ &へ ころんだ りして、 每 曰くた 

日の はいるの が 待ち 遠い、 さみし さの 餘 りに、 手紙 を かちつ かしらと 思 ふ 時 も あれ ど、 手に、 ペン を 握る 

だけの 力の 無い 事が ある。 全くに ぶり 切って ゐる。  ， 

だけれ ど 頭の 中 はいつ もく 鋭く はたら ひて 居る、 いろくな 事 を間斷 なく 思 ひつ けて ゐる、 只 悲衰な 

事 は 出来るだけ 考へ はせ ぬ、 極めて ノン キな 事、 はで やかな 事を考 へても、 われに はなぐ さめと はならぬ、 
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自分の 一番 うれし いのは 何やら 悲しい 中に チラく とほ，^ ゑみの 見える 様な 事な の だ。 そしてい つも そんな 

思 ひば かりに 耽って 居る、 —— 

ぉ樂 さん はどうして 居る だろう、 ？ 時には 自分た ちの 事 を 思 ひ 出す 事が あるだろう か？ 思 ひ 出して ど 

んな 心になる であろう 《  自 分た ちの 事 を うらめしく 思って ゐ るだろう か？ 

お 初さん は 矢つ ばり あしこに 居る かしら、 自分 は 彼が 言 ひ 得ぬ はづ かし さ を 忍んで、 漸 つとの 事で 口に 出 

したの だと 知り、 しほら しく は 思った けれど、 遂に その 女の 願 を 却け て、 わが 寫眞を やる 事 をし なかった、 

何故だった か 今では 知らぬ、 あんな 風情の ものに、 とい ふ氣 がさした のではなかった ろうか、 もしそう であ 

つたなら、 それ は 笑 ふべき バー ーチ ー だ、 しかしお 初さん は あきらめて 居た やう だ、 そして 二 品 三 品の 物 を ひ 

そかに，；^ 念 に と て や つ た 時に 泣く やうに し て よろこ んだ、 宿 を 立 つ 時には 五六 人の ものが 戶ロ で途 つ た、 三 

野 は 笑顔 をして is た、 小さい 富ち やん はけ んな顔 をして 居た、 五六 人の 中にはお 光さん も 居た わざく 來 

てよ そながら 別れ をのべ たの だ、 只 一 人お 初さん の 目に 一 しづくの 涙が うかんで 居た。 …… 

お 光さん は 其 後 何の 音 佐汰 もせぬ、 自分 は 先達て、 彼の 女が 達って くれた ハガキ の 一枚へ 

、、雨に こもりて 瓶の 紫陽花に いろ/ \ の 事 思 ひ 候、 滚車 のっかれ はもう 去りし か、 あらず か、 自分で わ 

かり 不申 候、、 (？) 

と 二三 行かいて 學 校へ あてに 達った、 名 は 「瀬 川 しづ」 としてお いた、 別に さわり は 無かったら うかと 心 元 

ない、」 …… お 光さん 今 どうしてる かしら、 あれ はきつ と 自 分の 事を考 へて ゐ るだろう と 思 ふ。 自分 はお 光 さ 

んを すきと も 思 はぬ、 悪く もない、 只 何となく いぢら しく 思 ふ。 

朱 泊さん よ、 僕 は 近々 海水浴に 出かける よ、 四十 日程の 豫定 だ。 

去年 は 九州で、 たのしい 夏 をす ごした、 此年は 遠くべ は 行けぬ。 行かれ \ はも 一度 九州へ 行きたい けれど、 

それ は 叶 はぬ。 去年 使った お 順 はどうして るだろう？ 太宰府で 小 蘇の 花に 泣いた、 あの 女— お 春 —あれ は 

どうしてる だろ、 つ？。  。 
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；… 庭 を はかねば ならぬ からもう やめよう。 これから 海水浴へ 行って から はしげ く 手紙 を あげます。 ま 

だ 五六 日 は 立たぬ。 • 

終りに 花 を 一枝つ X んで 置く、 何とい ふの か 名 は 知らぬ、 花屋 はいろ くな 艷な花 を もてく る けれど、 い 

づれも 却け て 買 はぬ、 これ は 昨夜 或 女のと ころへ 泊って、 けさ 歸り がけ、 十二 三の 小さな 子が 賣り あるいて 

居た の だ。 自分 はこん な 花が すきだ、 自分自身 も 花なら こんな 花に なりたい。 お 初さん は 花なら こんな 花 だ。 

七月 十三 日夕 冷壺 

II 一三 〔七月 二十 二： W 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊さん、 何の 御 障り もありません か、 

とかく 天氣が 定まら 無 い の でい まだに 海 へ もよう 行かない、 所 は 能 美 島の、 嚴 島の 褢向 ひの 處 へ ときめ ま 

した、 明 曰 は 四國へ 渡って 来ます、 三 野 君の 處へも ゆきます 歸 つてから 海水浴 をす るつ もり、 

僕 は 無性に 君に 會 ひたくて くなら ない よ …… 加 計へ-出かけて ゆかう かと 思った 事 は 二三 度で は 無い、 起 

きて 居る 時の 夢に、 君が やって来て くれたと 見た の も 二三 度で は 無い … … どうして も 束 京 へ ゆく までに 一べ 

んは會 ひたいね！ 

今頃 は名趑 君が 來 てる。 山 崎に。 和尙は 相變ら ず和尙 だ、 木の葉 (？) 的の 珍談が ある さう だよ ァハ 、 、 、 

、。 御身御大切に川/〔^^略〕 

三 四 〔七月 三十：！！ 廣岛 市よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 さ ん /御 壯 健な んで すか t: どう し \ に W るんで す？ 

僕 は 四 H から 歸る とすぐ 海水浴 へ 出かけ る 都合た つ たが 父が 少し 惡 くな つたの で 見合せ てゐ るんだ。 

〇〇 は 少しも 出て 来ぬ 父上が 餘程 よく 無い らしい。 僕 はさみし いよ。 〇〇〇〇〇〇 が チヨ クく來 る。 岡 
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山で 素敵な パン 士 になって 來 たらしい ネ首を 振って は 小唄 を 唄 ふ その外 誰も 来ぬ。 僕 はさび しいよ。 讀書 

もしない。 そして 妙に 悲觀 もし 無い。 只 君に 會 ひたい ネ。  ■ 

群鹏 館の Hatsu からこと づけが あった。 もし 九月から 僕が やはり あのうち へ ゆくなら 自分 はよ そへ 移る 

の をよ しにす る 、、もしい らっしゃら 無い のなら ほかへ ゆきた いんです „ と。 自分 はしき りに 東京の 事 を 思 ひ 

,3 した。 東京の 事 を 思 ふと 自分の 前途の 事 を 思 ふよ。」 

三 五 〔八月 三 H 廣鳥 市お 樂 町よ リ 千 葉 縣吞取 郡 古城 村 鈴 木 周 作へ〕  • 

疆車 兄/今日は やっと 思 ひ 立って 筆 を 執りました。 歸 つてから 一度 も， 評しい 手紙 も 上げません し、 どうし 

てゐ るの かとお 案じ 下さった でし やう。 

四 五日 前に 四國へ いって 五六 曰 逗留した 外、 ずっとう ちにば かり 居たん です。 何 一 っ定 つた 用事 も 無い し、 

くだらぬ ことなん かちっと も考 へないで 居る つもり なんです けれど、 どうした 譯か、 まいにちく 何となく 

氣が ふさぐ やうでして 物を讀 むの も 面倒 だし 手紙 一 本 かくに も 根 氣が續 きませ ず、 いちん ち 何 をして 今日 ま 

でく らした のか 自分で 分らぬ 位、 只ぶ らくして 居りました。 どこと いつ て 病氣が あると も ひません が、 

やつば り どこか わるい のでし や、 つか。 それとも 暑い 時分 はこん なので しゃう か、 町の 中 は 隨分暑 いんです か 

らね。 いや 必竟 父が 病氣 だから みんな もし.，： ずく ふさいで ゐ るの かも 知れません。 

父 はもう 三月 頃から 惡か つ たの だそう です けれど、 わたしに はわ ざと 匿して あつ た の でした。 病氣は あま 

り 性質の よくない 奴なん です。 わたし は歸 つて 其 話 をき いて どんなに 驚きましたろう！ わたしの 全身の 肉 

と血は：：^來、 全く 固く くな つた やうに 思 ひます。 わたしの 心 は 全く 作り かへ たやう になり ました。 これ ま 

では わたし は 只 物の 影 を 追うて 走つ てゐた のでした。 世の中の たのもしい 方面ば かり を 見つ め て 居た の で、 

他の、 冷酷な 悲慘 な、 光明の ない 一面の 事 は 寧ろ ほから 念頭に のぼす の を 担んで 居た のでした。 わたし は歸 

つて 二三 日の 間 は、 兩手兩 足 を 縛せられ て 天 の眞ン 中に 釣り さげられ、 大 旋風の ためにぐ るく くと 吹 
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きま はされ て も 居る やうな 心地で、 胸に はいろ くの 新しい 問題が 一時に 湧き上って 来たので した。 今 父 一 

が 亡くなったら 祖母と 伯母と 弟と を つれて、 自分 はどうす る？ この やうな 問題 はこれ まで 自分が 夢にも 考 

えなかった 事なん です。  ， 

けれども 永く 煩悶 はしませんでした。 もう 覺悟は 定めました。 そじて 何よりも 本人が 冷靜に 溝へ こんで 居 1 

るんで すから 11 父 はいふの です 多く 見 積っても う 三年 すれば そちが 大學を 出る。 それで わしが、 家への 義 一 

務は 立つ。 少く共 三年 生きれば 其 上に のぞみ は 無い。 三年 は 殺されても 死なぬ、 もし 死んでも 一片の 遺書 は 

お前の 學資を 生み出す から 安心 だ、 こういって 病 を 苦にしな いのです から 自分 も 已に覺 悟 を 定めた 以上 はも 

ぅ悲觀 はしませんでした。 ほんと です、 妙に 平氣， で くらす やうに なりました。 父 も 日々 會 社へ 出る。 夕方 を ： 

まって は みんなで 食事 をして、 自分 は醉 つたら 咽喉 自慢 もして 居ました。 それでも 日中の あつい 時なん かに 一 

は、 もし.： EI 分が 今 學業を 魔して 中學 へで も aa やうなら、 父 はこん な 日に は 少く共 わが 家で 寐て ゐられ るで あ 

ろう …… とい ふ 樣な事 を 思 ひ 出したり して 、 五六 日 言 ひかけ て は 止めく した 揚句 や つ と 少し 切り. m し て そ 

れ となく 謎 を か. けて 見る と、 ひどく 叱り飛ばされて、 自分 は 子供の 前途の 望みまで 食 はう と は 思 はぬ と 言つ 

て癎續 を 起される の で、 後に は 自分 はう ち の 事 は 何も 目に 人れ 無いで 只 勉強す ると い ふ 事 を、 目下 父に つ く 

す 最大の 孝 だと 考 へ ねばならぬ やうに なりました。 

何事もなく 一  ヶ月 半 はたちました。 別に 變 つた おもしろい 事 もなかつ たので 一 つも 時日に 際が 無しに たち 一 

ました。 慮が 二三 日 前から 父 は 俄かに 床に つく 事に なって 今 も 寐てゐ ます。 しかし 大病人と いふので ない の 一 

ですから、 すべて 伯母 一人に 任せて、 自分 は 只、 おもしろく 此 休暇 を 消す のに はどうし たらと 日々 それ を 考- 

へる よりしか 仕事が 焦 いのです。 父は靜 かに 會談 する 時の 外 は 病床へ わたしが 出て ゆく の を 好ま ない ので す 0ー 

伯母 は 面倒が つてる の だとい ひます。 しかし 父の 意で は 僕 を 働かせる の を 好まん のです。 

僕 は 今から 海水浴へ 出て ゆきます。 二 ヶ月 は 居る つもり なんで" あちら からまた 手紙 を あげます。 0 八月 j 

三日 朝)  一 
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三 六 〔八月 十：：： 廣島縣 佐 伯 郡 能 美 島中 村 下 a 方より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計： 止 文へ〕 

朱 泊 兄/ 〔地 H 略〕 この 島へ 来て 今日で 六日になる。 何事 も わすれて 心 も 若が へ ■ つた。 身も輕 くな つた。 晝 

は 萬 紫 集 を よみ 乍ら ころんで ゐる。 少し も 暑さ を 知 ら無 い。 夜 はお 神さん と 初代 さ ん と 弟 と 四 人が 夜の ふけ 

るの も わすれて 何 くれと 話し をす る。 初代さん とい ふの は此 家の 娘で 二十  一 二で V もあろう か。 一度 嫁いだ 

とい ふけれ ど、 どうして こんなに 歸 つて ゐ るの か はわから ぬ。 このま- -こ、 で くらす 積な のか それ も わから 

ぬ。 只 何となく しほら しい 女 だ。 學問 なぞ は 無い が 非常によ くもの が 別って ゐる。 胸に 傷みの ある もので な 

くて はならぬ。 彼女 は 僕の 側に 居る と 何やら 高い く 慰め を 得る と、 母の 前で 僕に 言った。 僕 も 何と は 無し 

に、 一所に はなし てるのが うれしく てなら ぬと、 弟の 前で 彼女に 言った。 僕 は 何事 も 忘れて しまった。 身 も 

輕く なった。 心 も 若くな つた。 

この 島へ 来て 六日で ある。 方々 から 日々 なつかしい 手紙が 來る。 昨夕 は 神戶の あの人の 手 を よんで うれ 

しさに 弟に も せて 二人で 泣いた。 君に も 是非 見せる。 今日はお 樂 さんから 來 た。 あの 美 都さん から も來た „ 

美 都さん は 只 、、御な つかしう 存じます/、 とば かり、 ぉ樂 さん は、 僕と わかれてから いつも 僕の 事 を 忘れ かね 

て ゐる由 を 細々 とかいて る。 ぉ樂 さん は 此夏中 は 小石 川に 居る の だ。 此 頃から だが すぐれぬ らしい。 九月 

に は 是非 早くの ぼって 最後の 面會を 許して くれと いって 居る。 實は神 戶の或 客に ひかされて 九月に あちらへ 

ゆく の だ、 さう だ。 金比羅 さまの 御 守 は 終生 身 を はなし ませぬ といって 筆 をお いて ゐる。 御 守 は 僕が 琴 平 か 

ら经 つて やった の だ。 外で は 無い。 金の 自由に ならぬ 身にば 此 春の 返 鱧に は、 精神的の もので し 返す 外 は 無 

いから だ。 加 計さん はどうして 居らる、 か、 よろしく とかき そへ てあつた。 ぉ樂 さん は 今 はもう 人の 妻 だ。 

ひかされ ると いふ 事 は うれしい であろう か 悲しいで あろう か。 それより もお 樂 さん はほんと に 僕の memory 

を 慕って ゐ るので あろう か。  .  ま 一 

方々 から 日々 手紙 は絕 えぬ。 今 も 初代さん がそん なにまい にちいろ くの 方から 御 便りが あったら 御 萬 足 
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です ね、 わたし は 東京に ゐ ました 時、、 とい ひかけ て 母に よばれて あちらへ いった。 僕 はま だ莴 足せぬ。 欲が 

深いので は 無い。 主な ものが 来ぬ からだ。 しかし 手紙の とりやり では あき 足らぬ。 逢 ひたいね。 朱 泊さん、 

二人の 仲が このま、 で そして 君 か 僕 か V とちら か 俄かに 女に 變 じたら どうなる ものであろう。 —— これに 昨 

夜夜 更けて 海邊に 立ち つ. -考 へたの だ。 昨夜 は 月が よか つ たネ - ： 

I 二 七 〔八月 十四： W 廣島縣 佐 伯 郡 中 村 下田 方よ リ 千 葉 縣香取 郡 古城 村 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

車 兄 御 障りはありません か、 僕 は 父が 病氣 なんで ぢ つと 内にば かり 居たん です が、 あんまり 物を考 へてば 

か り 居て 頭が わるくな つ たもん ですから 五六 日 前に 逃げる が 如く に此 島へ 渡つ て來た の です。 父の 容 « 次第 

です けれども もし 今の ま i でしたら 僕 は 此月中 はこ、 にゐ るつ もりです。 弟 も 從弟も 来ました。 こ、 は廣島 

から 海上 六 里ば かりの 處で 景色で も わざ くら 取り立て.^ いふべき 點は 一 つも ありませ ず 不便で 仕方が無 いの 

です が 終日 涼しくて 夏 だ と は 思 ひま せん。 此 で は 畑 へ 澤 山に 馬 を つ かひます。 馬の 鈴が チ リ ンく とき こ 

えて 来る のが 何ともい へず 興があります よ。 外に は 何の 話すべき 事 も 無い のです。 

三 八 r 八月 十九 日 廣島縣 佐 伯 郡 能 美お ょリ 廣 縣山縣 郡 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊さん 毎日で も 手紙が あげたい の だが 此頃は 頭の よく 無いた めか 筆 をと るの が 物憂くて ならぬ。 一 寸 

した 事で もたん びに 君に 言 ひに いきたい ばかりに 思 ふ ん だけ れど 。 

僕 は神經 衰弱 を 直す ために 暫く 斷食 をす る 事に した" もう 今日で 三日の 間 * 何 を 一 切れ も 口 へ 入れない。 

からだの 力 は 失せた やう だが 他に 別して 異狀は 無い、 物 は 一 つも 考 へぬ 事に してる。 いちん ち 萬與集 を よん 

でる よ。 

さき 程と ぼくと 山の 裾 へ い つ て男郎 花と 持 梗の花 を 幾 本 かづ X 折って 来て 庭の 池の 側へ 植 ゑた。 宿の 

Toch が 、、君 を 思 出の ために、、 と 言って たのんだ からだ。 人々 はもう 漠の 去る 日の かなしみ を 取 越苦勞 して 
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るので ある。 十九 曰 夕 於 能 美 島 冷壺  ^ 

三 九 〔八月 二十 三 H 能 美 島中 村 下 W 方よ リ 大阪府 中： S 內郡 畏吉村 S 中 經太郎 へ (繪 はがき)〕 

田 中兄玆 一 週間したら 宅へ 歸 らうと 思 ひます 此 島の 一 ト 月に 別に 御 話す る 程の 事 もありませんで したが、 

只 一 つ、 わたしの 机の 上の 花い けに 一 日 も 美しい 草花の 絶えた 事の な いのは、 生来 、、充分，、 とい ふ 事の 稀な 

わたしの 身に 取って はこ れ程莴 足な 事 は 近頃 覺 えません。 每日 あた りの 家の 子が もて 来て くれます そして 

宿の ト ホテルが わたしの 氣 にいる やうに 插 して くれます。 只今 は、 桔梗、 男郎 花、 なでしこ。 その外 名 を 知 

らぬ 赤い 花が 二種、 そして 白粉 花と がいけ てあります。 …… 外に は 何の 御 話 も ありませ ぬ。 

四 0  〔八月 二十 六 H 能 美 鳥 「君に 會 ひたうて ならぬ 人」 ょリ 廣.： 縣加計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 S 兄、 何故か 此脊 はどうしても 寐 つか れず長 い 間 床の 中で もがいて く、 た ま ら無 い か ら 起き て 机の 前 

へ 座つ た。 その もが い て ゐた間 頻りに 前途の 事ば かりが 考 へ られる の であつ た。 自分 は 前 に は自 から わが 

ゆくさきが 賴 もしい やうで 攝りほ X ゑむ のが 常で あつたに、 此頃 はわが 將來を 思 ひやる と 只 心細くて ならぬ 

の だ。 世の中の 责 際と いふ 事が わかり はじめた からであろう か、 わが 意 氣が襄 へたの か、 自 からの 價. 偵 を 知 

り そめた とい ふ もの か。 …… 而し 功名心 はいよ く 強い、 强 いだけ 胸が 痛む。 

外に は 雨が ショボ 々々々降って ゐる。 自分 は 机へ 座って、 ぢ つと、 花瓶の 前に 立てた 神 戸の あの人の 優し 

い 姿 を 見つめた。 見て ゐる とふと その 面 ざしが 丁度 美 〇〇 の やう だと 思 ひそめた。 後に はすつ かり 美 〇〇 で 

そして 矢張り 親子さん だ。 而し此 後 とても 此寫眞 は 美 〇〇 のために 淚 ぐむべき 種と はなら で、 寫眞 のな つか 

しさ はます く 加 はるであろう。 自分 は 現在の 美 0〇 は 永久に わすれて しまった。 戀 しき 過去の 美 0〇 は 永 

久に 親子さん の 面 かげに こもって ゐる C …… 自分 は 次に 花瓶の 花を數 へて 見た。 拮梗、 男郞花 撫子、 その 

外 名 を 知らぬ 白い 花が 一 つ、 赤い のが 二種、 自分 は此 宿へ 来て i 花 だけ は 富有 だと 思った。 これ はすべ て 宿 
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の やの 心がけて くれる 爲だ。 二十 五日 夜 十二時 半 記  •  一 

四 I  〔八月 二十 九 H 廣島縣 佐 伯 郡 能 美 島よ リ 廣 縣山驟 郡 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 兄/あす は 是非 歸 りたい と 思 ふ。 島の 二十 五日 は 僕に うれしい 慰 籍を與 へた" はじめに 言った とほり 

僕 は 苦悶に 泣いて く、 淚でこ \ へ 来たので あつたが (二十 八日 夜 九 時 記) 

(二十 九日 朝 繼肇) 自然と それ は 忘れる やうに なって 来た。 宿のお 神さん は 母の やうに 娘 は姊か 妹の やうに 一 

か しづいて くれた、 毎夜く 寄って はしみ ぐと 何 くれの 話 をした。 娘 は 時々 自分 程 世に 不 な もの は ある 一 

まいと いって は 泣く 事が あつたが 遂に 長き 身の上 話 をした、 僕 もい ろくの 事 を 打 あけた。 美、 、 の 事 を 話 

し て か ら は 殊更 に 僕 を い た はって くれる やうに なつ たやう だ。 自分 は 此女を なぐさ めて やりたい とば かり 思 

ひつめ て 自分の 苦しみ は 忘れ そして 人 は 苦しみ に 堪えねば ならぬ とい ふ 事 を い ろくの 例 を の ベ て は敎 へ る - 

ので， あった。  一 

余 は 今 此島を 去らん とする" 去って 活動して 見たい と 思 ふ。 自分が もし 力つ きてい かにと も 叶^ 一 

ぬ 時には、 のがれて 靜 かに 臥すべき 所が 一 つ 殖えた。 余 は 到る 處で われ をな つかしんで くれる やさしい 胸の- i 

^.l^.&r^^4^^1f-il^^^^.^.^。 僕は大 なる 美、 、を 永く 失った 代りに 小なる 美、 、を 數多與 へらる \ ので 一 

あろう。 今 娘と 母と はわが 此 手紙 を かく 間 も 側に 泣き ふして ゐる。 母 は 、、ニ人で祈ってくこの方の頭を13！^ 

f とい ふ。 女 は顏を あげて 、、祈って 美、 、さまの 御 祈りに 加勢 を せんとい ふ。 さらば！ 

四 二  〔八月 三十  一：！： 廣島 巿猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき 二 枚 續)〕 ； 

朱ぬ 兄  .， 

こ の 花の 幾 もな けれど さびし けれど わがな つかしむ 花 わに 似た る 花  " 

別れの 歌の 數々 の 中に、 右の 歌 を、 紀 念に 植ゑ おきし 括 梗男郎 花の 袖に かけて、 船に 移りし は 一昨日の 午 
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過ぎな り、 家の人 は 別れ をお しみて 三人 江 田 島. iH で 渡って 来た、 女に は、 もう 歸 つて 下さいと 強いた >  母 は 

また 海 を 渡つ て吳 まで， 達ら うとい つてき かない、 こ X で 一 同寫眞 をと つ て 母と 僕と は吳の 渡し へ と 山 を 越え 

た。 自分 はふ り 返 りく 後ろ を 見た が 弟 の 子の 影 は 見えぬ に姊 はいつ ま で も 野 花 の 中に 立って 泣く くわ が 

方 を 仰いで ゐた。 眞に 優しい 性格の 女で ある、 僕 は 終生 彼の 友た るべき を 堅く 誓った ので ある 夜の 十一 時 

宅へ 歸 つた。 父 はま だ 床に ついて ゐた。 

朱 泊 兄/ 歸 つて 見れば 父 はいつ ま で も惱 んでゐ る、 予 は 再び 悲 しい 思 ひ に 包ま れ た "語る ベ き 友 も 無 い 、 

手紙 を かくに は 物憂くて 絕 えられぬ。 朱 泊 兄、 加 計へ は 何 里 あるの だろう！ 

いろく 言 ひたい 事が ある けれど 何れ 會 はねば 思 ふ 事 は 言 はれない。 只 一 つ —— 僕は此 九月から 一 ケ年休 

學に 決定した、 種々 の 理由 も あるが、 休學 するとい つたって 君 だけ は 怪しみ も 驚き もしまい、 勿論 嘆き はし 

ま い と 信ずる。 僕の 前途 は 長い/ \ の だ。 す こ し體を 養うた 上で 悠々 迫らず 進む のが い だろう <? 

休めば いづれ 侮の ある 所で くらす の だ。 そして 其處に 折よ く中學 があって、 つ てが あって はいられたら、 

敎師で 退屈 を 紛らしても よい。 とにかく 休學 だ、 東京へ は 一度 近々 上って 片附け をして くるつ もり さ。 

四 III  〔九月 三十 H 廣 ょリ 束 京 帝 國大學 文科 大皐加 計 正文へ (はがき)〕 

君の 立った 後、 いろくな 思 ひが 起る の だよ。 ：：： 一所に 光らせ もしたい しね …… 在京中 は 二三 行づ、 で 

い.^ から 每夕、 日課の やうに ハガキ を 出して くれ 給へ。 今日 どこへ いった、 何 を 見た、 あれが あ \ だ。 それ 

だけで 澤山 だ。 詳しい 文句 は 僕が 胸で 添へ る。 

それから 御 面倒 だけれ ど 左の 書物 を 見附け 次第 達つ て くれ 給 へ 。 

一 、 新選 詩的 俗謠 意想外 史著  二十 錢 郵 稅ニ錢 

一、 へな ぶり  田 能 村梅士 (朴念仁) 十八 錢 四錢 

一、 偶謠 正調 第二 集 萬 朝 選  十五 錢 ニ錢 
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なんでもない 本 だが こちらに 無い。 九月 二十 九日 夜認、 

四 四 「十月 十 H! 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市本鄉 K 臺町富 士見軒 加 計 正， 文へ (はがき)〕 

只今 御手 紙が 来たので やっと 消息が 別って 安心し ました" どうしたの かしらと 心配し ましたよ。 

僕 は 不相變 内で 面白から ぬ 月日 を 達って ゐ ます。 ねっから 口 も 無い しね。 

築 島 君 は 父上が 死なれた の で 先月 下旬から 歸っ てゐ ますよ。 氣 の毒ぢ や 無 いか。 

早く ガル テンの 方の 消息 を， もらし 給へ。 三 野 はどうし てる。 一 所に 光らせた のぢゃ 無い か-  羽田 君へ 

も 一 寸 行って おい て くれ 給 へ な。 どうもそう せんと 具合が わるい から。」 群蹈館 へ はま だ ハ ガ キ は 出さ 無 い 

よ 君から さう い つ て くれたら 澤 山だろう。 今日は 頭が い た いから これで 失敬す るよ。  - 

四 五 〔十月 十三 H 廣島 市-お 祭 町より 東京 市 本鄉區 臺町氳 士見軒 加 計 正文へ〕 

朱ぬ 兄/よさ さうな 處へ陣 lEf つたね。 誰が 訪づれ て ゆく？ 誰れ を 訪づれ に ゆく？ 而 して 其 間に は 遂に 

三重 一公 は 居るまい、』 —— 恨みと する か 

僕 は 君が 此 度の 逗留に、 いかなる 感想に っ乂 まれて 過ごして ゆく か はよ くく 推察して ゐる。 而し 乍ら 目 

に 觸れる 一事 一物に、 同情ば かり 捧げる と 頭に 毒 だよ。 —— これ は餘 計な 事、 只 言 ふ、 切に 言 ふ、 植物園 や 

太 田の 原 は、 酒 を 被って 鼻唄で ゆけ、 "こ 

先便の 願の 逗留 中の 、、畧 誌，， を 曰々 S つて 貰 ひたい。 充分 想像し 得る 僕に 向けて は、 註釋 はいらぬ。 一行 

一 一行、 事 の 題目 の み をなら ベ て くれ 給 へ ば 足りる の だから、 面倒な 御 願 ひで は ある ま い と 思 ふよ。 

今日 柬 君から 手紙が 來て 、、加 計 君 はいつ 御上 京に 候 や」 と 言って ゐた〕 荷物が 氣 にか、 ると 見える e 僕に 

荷物の 事に つい て 言 ひ 落した 事が ある。 此狀 の屆ぃ た 時 は 巳に 取 運びが すんだ 後 だとい ふ の なら 仕方が無 い 

が、 ふとんの やうな もの は 達って もら は 無い 方が い X よ。 只 着物が 急ぐ、 風が つめたくな るに 袷が 無い の だ 
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か ら 。」 書物 も 皆 達 る 必要 は 無い が、 これ は 他人が 撰み 分け も m 來ま いから 矢つ 張 り 皆 ンな 達って 貰 ふ 事に 

します。 荷物の 事 は 厄介 だから ほんと にお 氣の 毒に 思 ひます。 

それから 川上へ 行ったら 僕の 蚊帳の 事 を 何とかい ふに 極って る。 蚊帳 は 受取って 鈴 木 君 か、 東 君 か 羽田 君 

か、 だれでも 君の 便利な 處ま で 預けて おいてく ださいな。 

群颺 館へ はハ ガキは 出さ 無かった よ。 鈴 木 君で も 行って わけ を 言ったら い 卜たろう" 强 ひて は 望まれ もせ 

ぬがお 初の 居所 は 分るまい てな？ 

羽田 君 を も 訪問して おい て くれ 給 へ 、 僕が 太將 を輕視 してる と 見られて は 不都合 だから。 

頭が いたいから 用事ば かりで やめる よ。 僅かの 逗留 だけれ ど、 どうぞ 身 體 を 御大 切に ね、 S 

ハ ィ カラ 股で 松原 驛へ 握手に ゆく 日 を 待って るよ。 

包んだ は 薔薇の 花びら 

朱ぬ 兄 十月 十二 日 午後 四時  冷 壺生拜 

四 六 〔十月 二十 H 鹿 A 市-お 樂 町よ リ 束 京 市 本鄉. te: 駒 込 千 駄木町 森 方 加 計： 文へ) 

朱 泊 兄/千 駄 木へ 越して からの 書狀 二通 は 間ち が ひ 無く 拜 見した。 僕は此 五六 曰 田 舍にゐ たので 前の 分 は 

その 方へ 廻途 されて 来た。 丁度 さびしく てく 堪らな か つ た 時 だ つ たから 兄 の 手紙の 情し さ は 常よ り も 倍 も 

二倍 もであった。 兄が やがて 田舍に 住む 時になる と 僕から 手紙が いくと こんなに 悅 ぶので あろうと 其 時 思つ 

た 事 さ。」 

僕の ために 毎日 御苦勞 だね。 田 中 君 や 中 川 君と 會談 した 時の 記事 を 見て 僕 は 何とも 言えぬ 心が した。 一 一人 

とも 僕が 尊敬 して ゐる友 だ。 僕 は 兄が あ ん なに 言 つて くれたので、 同 じ 短勞を 懸け るに して も餘程 心地が い 

.^。 其 他 東 君 鈴 木 君と も 交誼 を 結んで おいて くれ 給へ。 いづれ も會 つて 見て なつかしい 氣の する 人ば かりだ 

と 思 ふ。 
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蓄音器の 一件 は 僕 も ほくく して 悅ん でゐ る。 金 やん が どんな 事 を 入れて くれる だろう か。 聞かぬ 先から 

胸が 躍る よ。 

金 やん は 約の 如く 先日 、、吾輩 は 猫で ある，、 を途 つて くれられた。 非常に さつば りした 美本 だよ。 それより 

前に 僕 は 金 やん へ はじめて 直接に 手紙 を あげて 先達 来の 事 を 感謝した。 別に 何ン にも 言 は 無かった。 只勿體 

無い うれし かつ た と ば か り 言 つてお いた。 實際そ の 人に 向き つけて は 思 ひの 丈が 皆い へる もので はない から 

ね。 、、わたし は 只今 コ ップ へ 犬 蓼と 野菊の 花 を 活けて 机へ のせまして 議で筆 をと ります、、 とか 何とか 書き 起 

したので 一番し まひに かう いって 結んで おい た。 

、、先生 どうぞ い つ くま で も乾兒 の 端くれに 御數 へな さって 下さい まし。 わたし はたと へ 野菊で も 犬 蓼で 

も 咲く だけ は 咲いて 散る つもりで すから、、 

と 言つ ておいた。 

金 やん は 二三 日 前に 返事 を 寄せられた。 僕 は 金 やん の 言葉の 謙遜な のに 恐縮して る。 或 時 は 僕の 伯父 かな 

んぞの やうに 思 ふ。 

…… 休 學の件 も 萬 止む を 得ぬ 事情 ありての 事 なれば 却て 出京 をお 勸 めして 一 時で も考へ 込ました のは甚 

だ 恐縮です。 …… 

これで 落ちつ いたよ。 

金 やん は 中 學の敎 師の事 は反對 だ。 

…… 小生 も 君の 樣に 敬慕して くれる 人が あると 大分え らい 樣で すが 裏の 中學 生や 前の 下宿の ゴ n ツキ か 

ら 馬鹿にされる 所 を 見る と 一文の 價値 もない グ ー タラです よ。 世の中 は 妙な ものであります。 小生 も大 

學^ 一  年 休講して 君と 一 所に 島へ でも 住んで 見たい。 頓首 

鈴 木 三重 吉樣 十月 十二 日  金 

た。 
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それ はそうと 大學へ あて.^ ハ ガキが 一枚 出して あるが = 大分 以前に = 見て くれた か。 本が 賴ん である。 

それから 僕の 書物 を 達 つて 貰 ふの に 行李が 弱 いからいた みはしまい か と氣づ か ふが 杞憂だろう か。 而し例 

め 赤い 筋 一本が 氣 にく はんでも 入に やりた くなる とい ふ 珍 物 だからね。 ァハ 、、、、し 

ー體 君の 宿 は どこの 所 だい。 池の どう 當 るんだ。 一寸 近邊の 略圖を かいて くれ 給へ な。 11 赤 鬼の 向 ひの 

邊 かい？ 

三 野の 太 將が歸 つたら よろしく 言って くれ 給へ 二三 曰 前 中 禪寺湖 をう つした le ハ ガキへ 

、、今夜 こ に 泊って 十六夜の 月 を 見る、、 

と 一行に かいてあった。 — つら やましく てね。 

オイく  、、攛 兵 衞、/ と 面 會とは 珍妙だった ね。 僕 は 思 はず 哄笑し たんさ。 こんど 誰れ かを訪 うたら お 初が 

m はすまい か。 

僕 はだれ も、 東京に、 兄から よろしく 言って 貰 ふ 人がない のが 殘念 だよ。 なぜ 四 五 人知り 合 ひ を 作って お 

か 無かった ろうね。 

マァ この 位で やめ やう。 

朱ぬ 兄 . ^月 二十 曰  冷 壺 

僕 も 近 々 どうか 身 を 一浩ち つける 積り だよ" 田 中 君 はどうい ふ點 から あのと ほりに 洞察した のだろう ね。 全 

くそう なんだ よ。 田 巾；；；？ を はじめ みんなへ よろしく いって くれ 給へ。」 

四 七 〔十月 二十 四 n 廣島 市-お 樂 町よ リ 柬京市 本 鄉區駒 込 千 駄木町 森 方 加 計 正文へ (はがき)〕 

加 計 君、 地圖 で よく 了解し ました。 、、赤 鬼 住家，、 な ど \ 註され た 所な んざ ァ 面白かった。 小包の 着物 羽織、 

は 正に 受取った。 一 兄へ は 君から すべて 計算 をし といて くれ 給へ。 小包 は 郵税 四十 錢 だった。 本の 事 は 急が 

しければ どうで もい \ よ。 而 しも 一度 名前 は 申して 置かう。 莴朝報 選偶謠 正調 第二 集。 及び。 、、詩的 俗 謠、、 — 
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著者 はもう 忘れた。 それだけ だ。 いづれ も 二十 錢 代の ものだろう。 二十 七日に 立つ とい ふが、 途中で 大分 日 

を 消す であろうね 。あの 事 はどうな つたんだ い。 ソノ 一條 は？ 先達から 氣 にか. - つて ゐ る。」 序でが あつ 

たから 金 やん へ 君が ゆく からと いってお いたよ。 

三 野 君. が歸 つたって ね。 最近の 德ハ ガキ 二ね は いづれ も 受取った と傳 へて くれ。 そして 近々 詳しい 御手 紙 

を あげる からと」 十月 二十四日 夜 七 時 

四 八 〔十一月 二日 廣鳥市 ii^ 樂 町より 東京 市 本 鄕區彌 生 町 小 林 方 鈴 木 周 作へ (緣 はがき)〕 

鼷車 兄/いか です、 面白い 事が あります か、 僕 は 無性に 人戀 しくて く、 いって 話したいです よ。 

りで.；" れつた く 思って ゐて も、 どうも 思 ふと ほりの 事が ねっからありません から、 近々、 荷物が 歸り 次 

第此夏 居た 島へ しばらく 行って やうと 思 ひます。 ：：： あなた 何 かお 書きです か、 僕 は 時々 一 つかいて 見たい 

と 思 ふ 思想が 浮ぶ 事が あります が實 際に 筆 を 取る と 少しも 動きません" 頭の 晴れ やかな 日 は 一 曰 も 無い ので 

す。 さっき も つ. く  ^、 思 ひ ま し た。 —— 僕 の 頭 はもう 蟲の 食つ た 丸太 の やうな もので は あるまい かと 思 ひま 

した。 段々 ぼろく になって いく 計りで 再び もとの やうに はならぬ となったら、 どんなに 口惜しいで しゃう 

ね。 …… あ.^ ァ、 どうかして 直りたいです よ。 出 十一月 二 曰 夜 冷壺 

四 九 〔十一月 六 H 廣岛 市猿樂 町よ リ 束 京 市本鄉 K 駒 込 千 駄木町 愛 勢 館 田 中 經太郎 へ (はがき)〕 

田 中 兄 僕 は 今夜、 此夏 居た 島へ 渡ります。 此頃は 十五 位 を 頭に 十一 二 迄の、 女の子に 二三 人 友達が 出来て、， 

僕 は 毎日 無 邪氣に 遊んで ゐ ます" 何だか 島へ も 行きたくない やうで  一 二週間ぐ づくで 延ばして ゐ たのです。 

それから 只今 ふと 思 ひ 付きました が、 舎に 借りた 桑 木さん の哲學 概論 はどうした 拍子で あつ たやら 東京 へ 

置いて 歸 つたので したが、 いづれ 荷物と 一所に こちらへ 廻って 來 まし やうから、 その 時には 早 達 御 達り 返し 

いたします。 御 入用でした ろうに 相す みません。 氣 にか \ りました から 一 寸御 あいさつ 申します。 (詳しく 
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- にて) 左様なら 

五 0 十一月 七日 廣島 市猿樂 町より 罔 山 市 八 番町小 池 方 加 計 正文へ〕 

r  克 /先刻 淘 手紙が 来た。 僕に 日々、 兄の 背中へ 糸 をつ けて たぐ り (手 操) 寄せ る やうな 思 ひで くらして 

ゐ るので 二 十九 日 に は 火が 降っても と 聞 いてから は 愈た まらな くな つ た の であつ た。 病氣 であつ て は 苦し か 

つたろう ね。 全くい ろ /、、の 疲れが 一時に 出て 来た 爲 であろう。 どうか 早く 直って 早く 歸 つて くれ 給へ 3 

ハ 此 間卷教 切られ あり〕 

僕の 方 は、 別れた 頃の 有様と 少しも 變り はない- 只 此頃は 或 筋に 二人の 可愛い、 姊 妹の 女子に 友達が 出来 

て、 何だか うれしく くらして ゐる。 姊は 十六になる。 翳って くれば 兄に も 引き合 はすよ。 容貌から 動作から 

非常に 僕の； e 目に 上って ゐる。 品性 は、 まだ 淸く 無邪氣 だとい ふ 外に 何等の 形澧を 成して は 居らぬ。 僕が 作 

る 位地に なれば どうで も 作り上げられ ると いふ 餘 裕の存 してる 者 だ。 

蓄音接 は 何よりの 土產 だね。 金 やん 自身 も 書 を 寄せて、 加 計 君が こうくだった と 言って 来た。 後の 手紙 

にも 加 計 君へ よろし 〔く〕 とあった" 田 中 君 は 、、僕 は竊 かに 泣いた。 わが (兄が) 敬愛して る 人 (全 やん) の聲を 

蓄音 接に 收 めて 深山の 奥の 故每に 入る とい ふ。 何とい ふ 物 あにれ な 詩 か！、， と 言った。 . 

在京の 友 は 口 を 摘へ て 早く 宅 を W ろくと いって ゐる。 而し、 僕 は 荷物 を 待って ゐる 所なん で、 其 荷物が 

まだ 来ない もの。 君、 どうい ふ 筋へ 托した のか 急報して くれ 給へ。 一寸 こちらの 問屋へ 聞き 合 はせ て 見やう 

から。 

實に 僕に、 君に 會 つて か ら とも 思 つ たが、 岡 山 に 居る の では また どんなに 待ちぼうけ を 食 ふ か 知れな い し 

荷物の 事 は ほって おいて、 ー應 島へ 渡り、 兄が 歸づ たら 一寸 出て くる か、 兄が 島 をな つかしく 思 ふなら 兄の 

方から 一 寸來て 莨っても い X からと 思案して 實は 昨夜 渡らう とした 處 だった が 丁度、 前に 言った 姊 妹に ねだ 

られて 今夜まで 延ばし たんだ。 今 兄の 手概を 得て また 躊麇 して ゐる。 もう 二三 曰で 翳れば、 ついでに 待つ け 
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れ どね。 

とにかく 今 どうしゃ うか 思案 中 だ。 君歸 つて 見ても し 僕が 島に ゐる やうだった ら其時 電報 し 給へ。 すぐ 翳 

りで もす るよ。 そして その 前に、 出立の 日展が 別り 次第 ー應 宅へ あて-^ 知らして くれ 給へ： 電報で」 

詳しい話 は後會 つてから にしゃう ね。 此 夏の 島へ 渡る 事に したの も 他に 思よ し 、.？3 ベニ ョ 、， や. ノ： ii 方な しに 

そうし たんだ。 在京の 友へ 

. 、、余 は 近日、 月 美しき 夕 を 見て 船を賃 して 島 へ 渡り 住まん、、 

と 告げた。 處が 〇〇 が 第 一 に 口を出して 

、、島の 女性に 危險 だと 天の 一方に 聲 がした、、 云々 

と 言って 来た。 僕 は 早 連 返事 を 出して 、、此 一句 はいかに も 名句 だ。 名句と いふ 意味 は 文字の 抹 列が 面白い と 

いふの だ" 實 際危險 かどう か廣は 知らぬ" 隨時隨 地©ヒ 人が 立てる まに くさ。 すべて 註釋は 他人が 付ける、 

作者 自身 は ぁづか り 知らない， \、 と 申して おいたん さ- ハ、、 、 、 

鈴 木 君の 手紙と いふと、 、、思 ひ 返して 東京 へ 歸 れ、、 と 言って 来たが その 事なん か？ 

朱 泊 兄 • 十一月 七日 午後 二 時  .  冷壺 

五 I  二-一月 七日 廣鳥 市よ リ 東京 市 小石 川 K 白山 前 町 白山 館 田 中 IB! 太郎へ (はがき ご 

田 中 兄 淘書狀 先刻 拜し申 候御悽 しさに 堪え 不申候 東照宮の 前 は いっか 會の歸 りに、 小生が 芝居が した い と 

申して 何 や ら立 超り を 演じ た 所に て 候 わ が 姿が 他人 の 事の やうに 眼前 に 浮び 申 候 海 厥 提灯な ど 今に して 思へ 

ば 詩の 中に 見た 事 を 思 ひ 出す やうに 感ぜられ 申 候.. I 白山 館の 名 も 多くの 囘 顴を舆 へ 申 候」 

昨日 愛 勢 館へ 向けて 一書 さし 上申 候、 患へ は 昨夜 渡る やう 申 候處或 S 合に て 一 曰 二日 延びた るに て 候-に 

東京 の 荷物 ま だ 廣 ら ず 候」 金 や ん 先生 は 度々 御手^ 被 下 候。 中央 一公 論 は當地 の 本屋へ 賴み置 候 ひし が 今月 

のが 未だに まるらず。 この 前に 先生の 、、一夜、， が 出て ゐた號 も 丁度 こんな 事で 送に 手に 人ら ざり し 例 も 候 故、 
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も 二三 日 まちても 来ぬ とならば 貴兄の 持ち 給 ふの を 御莨 ひ 申 度 候。 後報 を まち 給 はれ。」 加 計 は 途中で 風邪 

にか V れ りと やらで、 今に 岡 山に 居り 候。」 島に 落ちつき 候 は Y 詳しき 御物 語 可 申 候 早々 拜具 

五 二  〔十一月 八 H 廣島 市疲樂 町よ リ岡山 市 八へ 町 小 池 か 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 兄/今 德澤健 造 君が 昨日 死去した とい ふ 報知が 來た、 明日 は 廿日 市へ 行かねば ならぬ- 意外 ぢゃ 無い 

か。 僕は愕 いてし まった。 何だか 運命と いふ ものが 俄かに 怖ろ しくな つた。 

僕 は 島へ は 明後日 あたりでなくて は 行かれない。 君、 も、 つ 熱 はとれ たか、 君が 都合よ く 明後日から 二三 日 

のうち に歸 つ てく る やう だ つ たら ついでに 待つ てゐた い の だ。 そ の うち に は 荷物 も歸る か 知れない し、 會 つ 

てから 行けば 安心 だ 一 らね。 大凡い つ 出立す る 都合 か 急報して， ください。 

昨夜、 金 やん の 、、殲 露 行、、 とい ふ 小說を よんだ〕 (中央 八ム 論)。 まぼろしの &、、 と 同じ 文體 だ。 そして 彼よ 

り も 苦心した のらし い。 文章に は 少しの 庇 もない。 テニソン の 詩 をよ む樣 だ。 

五三 〔十一月 二十  一 H 齓島縣 佐 伯 都 能 美 鳥 中 村 下 W 方より 來京市 下 谷. te: 谷 中 坂 町 上 §r. 寺 東 新へ〕 

帟兄 W 中 兄  (十一 月 廿日 朝) 冷 壺 拜 

御 二人へ 御 一所に 申 上 候 故 御 許し 被 下 度 候。 

漸く 一  昨々 十七 日の 夕刻 此 島へ は 来り 申 候。 

去 十一 日に、 東 兄 を 煩 はした る 行李 二 個 正に 相 屈 候 由 は 巳に 御 報知 申 候」」 お 候〕 翌十 二日に は 朱 泊 兄も歸 

來 いたし 候 同 兄が 諸兄と 會談 せし 事情に ついては 第 一 に 聞 及び 申 候 生 は 當初只 君の 僕に 關 して 知れる 所、 感 

じたる 所 を殘り 無く 諸兄 に傳 へよ とのみ 吿 げた りしに て 彼が 說く所 に は 何の 謬見 も 無 か る ベ し と 信じ 居 り し 

に 候 へ ば歸着 後と い へ ども、 いかに わが 事情 を說 明したり しかに 就て は 今更に 聞？ もせず！： 兄 も 語らん とも 

いたさず 候 ひき。 彼 は 曰く、 予は 詳しく 語る を 要せざる ベ し 要するに 兩 兄の 同情 は 君が 予を思 ふが 如しと 言 
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は 2- 盡 きたるべし。 兩兄は 充分に 君 を 了解せ り。 君の 性辉を 知悉せ り。 されば 予が言 紫に て說 明す るに 苦し 

む 所の 消息 も、 容易に 理解し 給 ふ 故小氣 味よ き 事 言 ふば かりなし 予は君 自身と 君に 關 し て議 する が 如き 思 ひ 

せり 兩兄は 起り 得べき あらゆる 場合 を 考慮して、 それに 向って 一 々明快なる 理性的 判斷を 下し 拾へ り。 而も 

判斷 は判斷 として 止め 給へ り 君に 向 ひて は 一 に 君の 氣 がすむ やうに 事の 成り行き を 導かん 事 を 旨と し 給 ふな 

り。 予は 苦しむ 君の 有 樣を說 かば、 爲 めに 泣くべき 入 多き を 知れり 而れ ども 彼等 は 遂に 兩 兄の 如く 君 自身 を 

解す る 事 なき は 勿論 君 の 苦しみ そのもの を 解せ ざるべし。 兩 兄の 同情が 其慣値 に 於て いかに 大な る か を 知 る 

べきな りぺ d と 語り、 次で 兩兄は 彼 自身と 同じく、 生が 一年 を 棒に振りて、 克 くその 甲斐 ありたり と 言 ふ を 得 

るに 到る か、 これ を 憂 ふる 事 最大なる 事 をのべ、 それに 對 して 計る に は 第一 着に 生 は 一 曰 も 早く ホ ー ム にて 

刺戟 を 遁れて 閑静なる 里に 遊ばん 事 を 欲し 給 ふ 由 を 述べ 候而 して 最後に 彼が 貴兄 等に 與 へ られ たる 缘き、 う 

れ しき、 なつかしき、 美しき、 インプレッションの 數々 を 語り、 彼が 學生々 活の 結末に して 生と、 敬愛す 

べき 貴兄との 間に 立ちて 此 度の 任に 當 りし 事の 悅びを 語り、 種々 生の ために 訓戒して、 此後 いかにして、 か 

くの 如く 生 を 思 ひ 給 はる 兩兄 に 奉仕す ベ きか に つ いて 泣きながら に 申し 候 

上に 於て 生 は 朱 泊 兄の 言 を殘り 無く 傳 へ 申 候、 かくて 彼が い か に遣憾 なき ィ ンタ ー ブ リタ ー なる か を 知 

らしめ 候 は 生の 責務なる ベ し と存候 ての 故にて 候。 もし それ 生の 心中に ついては 生 は 何事 も 語 る, ゆ はず 候。 

此三 四日の 間兩兄 に 書 を 達り て わ が感喜 の樣を のべん とて 幾度 も 紙 をのべ 候 ひしが、 かきて は 破り に 

辭を な さず し て 止み 候 今 は 只 生に 泣て うれしが りしとば かり 申 上 ベ く 候 言 はぬ は 言 ふ に 優る 思 ひ と 觀察願 

上 候 朱 泊 兄 は 昨日 あた り は憨、 山 又 山の 奥なる 彼が 住居 に 人り 到りし なる ベ く 候 彼は遂 に 其 所の 土と 化すべ 

き 運命に て 候 彼 は 此度歸 おする について は 其 事 の 悲劇なる と 同時 に 他に 多くの 悲劇 を擔ひ て 行き 候" そ はと 

も あれ、 彼 は此後 永く 兩兄及 中 川 兄 を 傲ぶ 事、 僕を偁 ぶが 如き もの あるべ しと は 彼の 自 から 語れる 所に て 候 

此 一事 は 彼が 爲 めに 雨 兄 等の 御， 記嬉 にと V め 置き 給 はり 度、 彼に 代りて 御 願 申 上 候 

さて 此 島に は 十二 月 中旬 ま で逗 らんとの 考へ にて 来りし にて 候 例の 中學 一件 は 諸兄 及 夏 目先 生 の 御 說も多 
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く 承り 一 々其理 ありと は存 候へ ど 生の 心に てなる ベく 父の 煩を爲 さず してと いふ 念と、 何 か 職務なくて は 退 

屈に 苦しむ べしとの 思 も ありて 未だに 斷 念し 得ず 候 g« 萬々 御 諒察 被 下 度 候 最近に 或 都合よ き 人に 依頼いた し 

候 事 有 之 候、 とにかく 十二月 中 はこ. -に ゐて靜 かに 吉報 を 待つ 事に いたし もし 十二月の 終りに 至る も 遂に 願 

ふ 事な しとせば 更に 思案して 来年 九月まで 悠々 と 過すべき 地 を撰定 する 考 にて 候 此島は 風景と いふ 一 點に於 

て 永く 住む 事 を 欲せず 候此度 渡り 来りし は 急に 他に、 心安き 家 ある 場所 を 得ざる と 經濟上 非常に 都合よ く暮 

さる \ との 二つ にて とにかく さし 向き を 過す ベ しとて 來 りしに て 候。 

宿に は 四十 恰好の 主婦と 二十 幾才の 彼女の 娘と、 その外に 寄寓せ る 若き 小學 校の 教師と 三人の みに て 主婦 

は 母の ごとくに いた はり くれ 敎師は 同窓の 學 生の 如く、 女 は姊の 如くに て 候。 實に 平和に て 候。 明日より は、 

裏の 百姓と 共に 馬 を ひいて 山の 島に 耕すべく 時には 濱の 漁夫と 一所に 釣りに ゆくべく 候。 近邊に は 多くの 知 

己 あり 豆腐屋の 婆さん やその 息子の 伯 樂ゃ娘 や 床屋の 亭主 やその 母の 婆さん や、 四 五町 山の 方へ 行きて 三昧 

線敎 ふる 婦人 や、 濱の 漁夫 五六 人、 これら は 余が 命 を よろこびて 何事に も 奔走して くれ 申 候。 

生 は 小 綺麗な 二階の 六疊に 居り 候。 宿 は 白壁に 石垣 高く 村の 城郭の 如くに 立ち居り 候。 生が 室 は 東の 方の- 

障子 を 明 くれば 二三 町の 田野 を 越えて 大文字 山の やうな 山 を 望み 南の 方 は 二す じ 連なれる 藁 蟇の 屋根の 彼方 

に 海 を のぞみ 申候對 岸に 兵學校 あり 煉瓦の 緒 築 物 は 窓の 數 さへ 明らかに 讀 まれ 候。 室の 片隅に は 一 脚の 卓子 

を 据え その上に は コップ へ 美しき 草花 を 活け 居り 候 床の 上に は 愛讀の 書册十 數卷を 積み 洋錤の 寫眞ば さみに 

愛らしき 照 ちゃんと いふ 忘年の 友の 寫眞を かけ 七 寶燒の 一輪 ざしに 野菊 を さして 供へ あり。 隅の 處 をば なつ 

かしき 友人よりの 書翰 を 置く 處 といたし 候。 柱に は 二三 枚の 檜 を 張り 申 候。 

いやしき 御 話ながら 肴 は每日 生きた 奴 をた ベ 候 玉子の 價 なんか 廣 島の 半分 强 なり 牛 553- は 隣村より 得られ 候。 

牛肉 は廣 島に て い V の に 飽き たれば 當地 の 石駄の 皮の やうな のに は 目 も くれず 候 へ どと にかく 牛肉 も 有 之 候。 

家の!！： に はいつ やら 生が 二三 日 逗留に 来て もいで やった 柿が 繩 につる して 暖簾の 如くに か、 り 居り 裏の 畑地 

に は Is 柑ゃ九 年 母が 群り て實り 居り いづれ も わが 物と しても いで は 食 ひ 候。 
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一 體此島 は 廣島邊 にて は 芋 食 島と て 通り たる 所 なれば 芋 は い くら も 有 之 豆腐屋の 釜の 下へ なげこんで おけ 

ばす ぐ樣燒 芋と なり 候。 

面白き 事 出来たら ば 追々 申 上べ く 候。 頓首 

僕のと なり が 郵便局 だ か ら 安き 國佐伯 郡 中 村 鈴 木で 手紙 は來ま す 

五 四 〔十一月 二十 一日 廣島縣 佐 伯 郡 能 美 島中 村 下田 方より 廣島驟 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱； g 兄/もう うちへ 歸 つてる だろう ね- リ 

僕 は 今更なん にも 言 はない よ。 只ね、 からだ を 大切に して くれ 給へ。 僕 は 朝夕 祈って ゐ るよ。 そしても し 

氣 分の 叶 はない 事が あ つ たら、 獨 りで 思 ひ 込んで ゐ ないです ぐ 僕 へ 手紙 を かき 給 へ 。 

僕は此 島へ 来て 非常に 平和 だよ。 何事 も氣づ かって くれ 給 ふな。 こ X に は 知己が 澤山 ある。 下の 豆腐屋の 

婆さん や、 十七 八のお 常 や、 お 常の 弟なん か 非常に 僕に 親切に して くれ るんだ。 昨日 は 其 家に 畜 つてる 馬へ 

乘 つた。 明日 あ. たりから 山の 畠へ 出る 積り だ。 

僕 は 侮 を 見渡す、 二階の 六疊を わが ゐる 所に 定めた。 床の間に はお 照 ちゃんの 寫眞が 飾って ある。 机の 上 

へ は へ 野菊 を 活けた。 

庭に は密 拼が澤 山な つて ゐる。 豆腐屋の 婆さん は每 日、 釜の 下で 芋を燒 いても つて 来て くれる よ。 甘 いん 

だ その 芋が。 

僕 はお 勝さん や 照ち や んと 遊ばれな いの が殘念 だけれ ど 仕方が ない。 昨日お 勝さん が 手紙 をよ こして、 土 

曜 くに 歸 つて 来て 月曜に また 行く やうに して 下さいな と 言って 来た。 僕 はお 勝さん 姊 妹が 可愛くて ならな 

いよ。 何 一 つ 恐れる 事な しに 可愛がる 事が 出来る から 非常に 難 有い。 而し僕 は 彼等 二人 を over-value して 

るか も 知れない が、 それでも 搆 はな いん さ。 そんな 事 は 更に 考 へな いんだ。 僕 は 考へを 二人へ 集注して、 く 

だらぬ 事が 頭への ぼる 餘地 のない やうに しゃう と 勉めて ゐる。 
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いろ/ \ かきたい が 今頃 大變 頭が 弱つ てるから 長い 手紙 は 書きたくない。  . 

又 追々 言うよ. - 

朱 泊 兄 十一月 二十 一日 夕  冷壺拜 

五 五 〔十二月 四日 廣島 市猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱- & 兄/どうして ゐ ます。 歸 つてから 一時に 何 かの くたびれが 出 はしまい かと 氣づ かって ゐ るよ。 からだ 

に 障りはありません か。 一筆 近況 を 知らして 下さい。 

僕 は、 今日 大山 太將が 歸られ ると いふので お祭り さわぎ を 見に 昨夕 一寸 歸 つて 来たんだ。 頭 は 此頃は 少し 

はい i やう だか ら 左程 案じ て くれ 給 ふな。 島で は 芋 を 掘 つたり 釣りに 出たり してつ かれて 來ては 二三 杯 やつ 

て グイと 寐 るので なんにも 忘れて ゐ たよ。 詳しい話が きかした いと、 疾 うから 思って ゐ たがつ い 一 曰延 ひに 

延びて ね。」 四 五日した らまた ゆく か.，： 其 時 言 ふ 事に しゃう。 今ばん は 町が 大層 にぎやか だ。 町內 から も提 

灯 行列 を やる とい ふので 僕のう ちで は オヤ ギ さんが 彌次 りに 出た よ。 奇々 妙々 だ。 今 みんなで アツ ケに 取ら 

れて 見送って ゐる。 オヤ ヂは 五十 四 だぜ。 づ、、 バン ザァ ー と言ッ てら ァ。 どうせ 鐘 や 太鼓が 一番い 、ね。 

僕 は 今日は 大分 のんだ よ。 あす は オヤ. チの快 喜 祝 ひで またの むん さ。 — ィ ー ャ VO  一  ume は澤山 やれ ァし 

ない ょゾ 

昨夜、 鳥の 宿の 密柑を 枝ながら 切って 来たの を土產 にして 照 ちゃんと こへいつ たよ。 照 ちゃんが ね、 フト、 

、、ァ ノ— 加 計さん は どこの： M に今ゐ ての，.、、 と 尋ねた。 どこの 國が 面白 いぢ やない か。 みんなが よろしくと 

いったよ。 いっかの リレ ー フ は 大分 姊 さんが 分 取った さう だ。 

僕が、、 りんどう、， の 花に 添えて 達った 歌が 床に かけて あった。 はづ かしかった ょリ 

ゆく りなく 今日 来る 道に 見えし かば 君に さ. V ぐと 摘みて 来し 花 

とい ふの さ" ハ  -〕 (三日 夜， 記) 
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昨夜 は 大分 氣 げんがよ かった が、 夜 蓮く 風 を ひいて 今日は 不愉快 だ。 今 床に 寐 てるんだ。 こちら は 島と は 

大分 寒い よ。 あち ら で は炬 健なん かま だ あり はし な し 僕 は 朝から 晚 まで 海に 出たり して ゐ たが こ X は 寒い- - 

君 の 方 はま ださむ い だ ろうね。 まだ 雪 は ふらない か" 

今日はもう やめよう - 

これから は 絶えず 手紙 を 上げます よ。 今から は 手紙ば かりが たより だ も のね。 

朱泊樣 (四 曰 朝)  冷壺拜 

五六 「十二月 五 H 鈴 木 周 作へ 一 

久しく 御 便り もしないです みません。  . 

僕 は 頭に， 少しい、 方です。 島で は 毎日 畑へ 出て 居ました。 ポロの 布 子の 尻 を からげ 汚れた手 拭で 頓冠 りし 

て 芋 を 背負って トコく と 山 を 下りながら、 角 精で 學 校へ はいって ゆく わが 姿 を 他人の 事の やうに 目前に 浮 

ベ、 今の 自分との コ ン トラストの 大な るに 獨 りで 笑った 事 もあります。 とにかく いそがしく からだ を 使って、 

夜はグ や-と 寐る やうに してし ばらく も 頭 を 使 はぬ やうに と 心がけて 居た のです。 時々 飛んで いって 話したい 

やうに なつかしい 事が あっても 手紙 を かくの は 辛 棒して ゐ ました。 實際は 幾度 もく 筆 をと りかけ ましたが、 

手紙 を かくと 頭へ わるい ので やめたん です。 日々 の 生活の 有樣も 詳し く 話 せ ば 大變 詩的な 事 もあります が、 

また 後の 事に します。 只今 僕 は 風 を ひいて 床に ついて ゐ ます。 三日の 曰に 大山 太將が 1^ 旋 された ので 市中の 

賑ひを 見る ために 一寸 歸宅 したので す。 ひとりねて ゐて、 なつかしく てなら ぬから 熱に 浮され てゐ ながら 筆 

をと りました。 君 は御壯 健で 結構です ね。 どうか 宿の い.^ のが あれば と 思 ひます よし 

八 丈 ケ島行 は大に 羨ましいです。 僕 も 一所に 行 *:」 たいと- 、へ 思 ひました。 いつでした か 在京の 或 友.. <  が 手 

紙 をよ せて 八丈ケ 島へ 行って 一 年 くら し て はどう だ と眞 面目 で 勸吿し て 來た事 も あ りまして いろ く詳 し い 

漾子 をき.^ ました。 病氣 にい 、所 だと は 新聞で も 見た です。 今 はま だ 中 學へは 入りたい とい ふ. fJ4 練が ありま 
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すから いけません けれど 此 年中 まって 口が 無くば 何處か 永住す る 所 を 求めなくて はなり ません から 八丈島 も、 

東 君の 鄕 里の 三重の 浦と 共に 候補地の 一 つに 數 へて おきます よ。 

學 校に"： やが しいです か- 

僕 はねお ゃゲ， がすつ くりょく なって 今日は 快 喜 祝 を やる とい ふので どんなに うれしい か 知れません よ。 察 

して 下さい。 一 昨夜 も 町内 から ランタン マ ー チを 出す とい ふので わたしの 中 で は お や ぢ が自 から 任に 當 つ て 

球燈を さげて 出て ゆきました。 五十 四です けれどね。 大瞠 い 顔 をして る 男です がどうし たんだと 家内 中ァ 

ッケに 取られて おりました。 僕 は 泣いて 悅ん だです よ。 

僕 も 九月 迄に は 丈夫に なって 上ります よ。 

此頃は ノン キ にして るた めか 身體は 少し 肥えて 居ります。 島で は 午 も 夕方 も 生き て 飛ぶ 魚 を 食 ふて 居 まし 

た" 

もう 三 四日した らまた 出かけます。 

苦しい から 筆 をと めます。 田 中 兄 や 東 兄 や なぞへ も 書きたい が、 どうか 此 手紙 を 見せて 下さい。 

みんなお 變り はあります まいね。 

羽田 兄の 處へ おかしな 寫眞を 達った から 見て 下さい 寫眞 として 经 つたん ぢ やありません よ。 僕の 寫眞 だか 

ら途 つたんで す。 おかしくて もね。 亂筆 平に 御免 

鼷車兄 机下 十二月 五日 夕  三 重吉拜 

鈴 木さん 何 かかいたら 見せて 下さい。 いっかの ァ レも 早く 見たい よ。 

僕 は さ んに おだてられて 島の 事 を材に 取って 何 かかいて 見たい と 思 ひまして ね、 いっか 五六 枚 かき か 

けたが ほって あります。 歌 も 句 も、 出ない 奴 を 出さう と はしない のさ。 丁度 あの 寫眞 のお 勝さん へ田舍 でと 

つて 来た 龍 膽の花 を 達る といって よんだ 歌が 一 つ ある。 

ゆく りなく 今日 来る 道に 見て しかば 君に さ M ぐと 摘みて 来し 花 
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りんどうの 花と いふと 東 兄 は 比敦山 の 項き を 連想す る を 禁じ まい。 a い 傘の 西洋 婦人 にやつ た のが 野菊と 

あれであった。」 

どなた へ もよ ろしく." 

羽田 兄へ は 明日で も 一筆 かくつ もり だ。 病氣 あげくで 弱って ると いふね リ 

東 兄の 姿 は 肥え てるのが 現 はれる。 田 中 兄 は 弱い から 氣 にか.^ る。 僕 は、 わが 友人に は 風の 一 つも 引かし 

たくない と 常に 祈って ゐる。 みんな 用心して 下さいよ。 m 

寐てゐ て かいたん ですからよ みにくいで しゃう 失敬く 

五 七 〔十二月 十五 日 廣島縣 佐： B 郡 中 村 下田 方よ リ 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 兄/ 氣づ かって ゐ るから 一 こと 安否 を 聞かして 下さいな。 どうして るんで す。 每日 君の 事 を © はぬ 日 

は 無 いんです よ。 

今朝 見たら 海の 向 ふの 山が 白くな つて ゐた。 君の 方 も 雪が 降り はしない かしら。 

なんにも 御 話す る 程の 事 もない。 言 ひたくて たまらなくても 過去 を ゑぐ り 出す 事 は 言 ひ たくな いしね： せ rr 

は 時に ひとりで 「こよみ」 を 繰って るだろう。 義士 討 人の 夜 だけ は 僕 も 知って る。 

僕 はから だは 少し はい \ 方 だ。 こ、 に 居れば なんにも 忘れて ゐ るよ。 三 野 君が 熱病 を やって ると いふから 

見舞し 給へ。 

いっかの ZweiMiidchen とうつつ た 寫眞は 大變に 不出来だった けれど 弟から 经らす 事に して ゐ る。 寫眞 

を單に 寫眞と 見る のでない からお かしくて もい、 やね。 

五八 〔十二月 十七 H 廣島縣 佐 伯 郡 中 村 下田 方より 廣鳥縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 S 兄/君 はも しゃ 病氣 なん ぢ やない か 知らな ど \ も 思って 心細くて なら ない。 どうして るん"」。 か ら- いこ 
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に 障り はない のか。 yes 又は no でもい k から 返事 をして くれ 給へ) 

僕 は 二十 二日 に 引上げて 一 應宅 へ 歸る 積り だ。 もうこんな 所 に しゃがん で る の も あんま り 物ず き 過ぎる と 

思 ふし、 それに 年の暮れ だからね。 例によって 變 つた 話 も 無い。 正月に は 芝居 を やる かも 知れない。 僕が 作 

者 兼 座長の 格で さ。 僕 は 大に彌 次 馬になる 覺悟 だ。 ィャ ほんと にだ。 將來 も奇拔 な大彌 次に なって 彌 次り 死 

にに 死ぬ る も 妙 だて。 ，「  . 

井東の 信 造 君が 七月に 浦汐 から 出した 手紙が 三 四日 前に 彼の 宅へ 来たさう だ。 無事で 歸る かも 知れない ね。 

返事 を くれ 給へ よ。 

五 九 〔十二月 二十 二 H  . 廣島驟 佐 伯 郡 中 村 下田 方より 東京 小石 川 白山 前 町 白山^ 田 中 轾太郞 へ〕 

御 健在です か 僕 はいつ も 御 祈り 申して 居ます よ。 もう 年 も 暮れる し 二十四日に は 引上げて 歸 〔モ する 積り で 

す。 来年 は 一 月と 二月 は 宅に 居ます がそれ から は 何 處で暮 すか まだき めて 居らん のです。 

此頃は 少し は氣分 もい \ で すが 頭 は 何だか ゥズ くします。 東京へ 行きたいです よ。 

僕と 此 宿の 小母さんとの 影法師 を 取って 接り" ます。 小母さん は 眞の母 も 及ばぬ 迄によ くして くれ るんで す。 

僕 はこ- -に 居れば 寸分の 苦^も ありません。 お 閣の時 何 か 話して 下さい。 樂 しみに して ゐ ます。 

田 中 樣梧右 士 一月 二士 一日  三 重吉拜 

〔影法師 圖ニ枚 同封。 その 一枚に〕 炬缝 して 酒く む 壁の 影法師 

六 0  〔十二月 二十 六 H 廣鳥縣 佐 伯 都 中 村 下 W 方よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 兄/いっかの 手紙 は うれしく 讀ん だ。 ボ ー トは 早く 貰 ひたいね。 僕 は 一昨日から 歸る 仕度 をして るん 

だが 今日 もまた 雨で 動け ない。 此 一 一 三日 氣分 がよくな い 。 氣 分が 惡 いと いろんな くだらぬ 事 を 考えて 情なく 

るよ。 休學 もき ま つ た 仕事が 無 いと 退屈で 苦しい もんだ と 思って くれ。 


マら 


年 八十 三^ 明 


願 ひの 口 はもう-^ 愁斷 念し なければ ならない。 來年  一 二月 は 宅に ゐる つもり だが 三月から はどうし やう か 知 

ら。 いっそ 東京へ 出 やう かと も 思 ふ 事が ある】 

來 年から は 早々、 少し は 讀書を はじめる つもり だ" 

三 野 は 腸 窒扶斯 めいた (或は それ かも 知れぬ) 病氣 ださう で大學 病院に 人院 して ゐる" 田 中義忠 氏から 消息 

がちった。 

六 I  〔十二月 二十 六日 廣島縣 佐 伯 郡 中 村 下 W 方よ リ 千 葉 縣香取 郡 古 村 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

田 中 兄の 手紙に 據 ると 君 は 一昨日 あたり 東京 を 立 たれたら しい- 康 はい、 です か。 僕 は 先程 詳しい 御 話 

をし やうと 思って 一 一度 も かき かけた が氣 分が よくな いので 筆 を 投げた。 もう 年 も 迫った し、 鳥 を 引上げる 事 

にして 昨日 も 立た うと 思って ゐ たに 折 あしく 雨、 今日 も 雨、 、、雨 を ふらして もう 一日： と 祈った のん 0 願 

が 叶った のか リ 

明日は晴だ^^ぅから出立する" 歸 つたら 詳しい 手紙 を かきます よ。 君 は 八丈島へ は 愈 行く 積り です か" 行 

く 前に 一度 詳しい 消息 をき かして 下さい。 

僕は來 年の 一 月 二月 は 宅に ゐて 三月から また 更に 住むべき 處を 求める つもり だ。 こ \は毋 も 及ばず よくし 

て くれる 人が あるし、 い、 の だけれ ど 風景が よろしくない。 もう 永らく 書物 も讀 まない。 一 體で何 か 職が な 

いと 退屈で 闲 るよ。 春に は 東京へ 出て 遊ばう かと も 思 ふ。 下宿屋 はい や だが 何處 か田舍 にい vii でも あれば 

と 思 ふ。 然し どうなる かしれ ない けれど 休學も 仕事がない とやり 切れない 時が あるよ。 
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六 二  二月 四日 廣島 市猿樂 町より 千 葉縣香 取 郡 古城 村 鈴 木 周 作へ〕 

賀正 三十 九 年 一月 一 日 

鼷車樣  冷壺拜 

先達から 詳しい 手紙が あげたい のにと かく 閑 を 得ない。 數日 後に はきつ と 落ちつき ますから 待って くれ 給 

へ。 八丈島 はどうし ました。 _ 

六 三 〔一月 十五 日 廣鳥 市猿樂 町よ リ 東京 帝 國大學 文科 大學鈴 木 周 作へ (繪 はがき)〕 

鼷車 兄/僕 も 詳し い 御手 紙が 上げた い の だが 此頃 どうした の か 非常に 神 經が惡 くな つてなん にも 出来ず 毎 

曰 幽鬱に くらして ゐ ますから 少しよ くな つたら 出します 皆さんへ よろし く 言 つて 下さい 田 中 兄 も 御 無事です 

か、 自分が 惡 いと 人の 事も氣 にか.^ ります。 あなた もから だ を 御大 切に ね 一月 十五 日 冷 

六 四 〔一月 十八 H 廣 .i? 市猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱， S 兄/昨 日 は 丁度 ふさいで 居 た 所 へ 兄の 手紙が 來て悽 しかった よ。 

僕 は 十日 頃から 每日 くも ぢ くして 兄の 出て 来る の を 待つ て 居た。 手紙 を 書かう かと 思 つ た 事 もあった 

が 兄と すれちが ひに なって はと 思って 控えて 居た やうな 事 だ。 二月の はじめに は 出て 来て ほしい。 まだ 十分 

に はき まらぬ が 来月の はじめに は 僕 等が 芝居 を やって 見せる かも 知れない よ。 今 協議 中 だ 。 役者 は 中學生 や 

商人 や 畫ェゃ 造花の 師匠 ゃ女學 生や 人の 妻 君 やい ろ/ \ の 者が 居る。 僕が 座長 を氣 取って ゐる。 三味線 も 琴 
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も バイオリン も はいる。 或關 係から 人の コン キュ ー になって る藝者 やその 友人の ほんとの 藝者 なぞが 入れて 

くれって 賴 むけれ ど そんな 連 仲 は 思 はくが あつ て斷 つた。 女形で は お茶の水の 女學校 出で 或 船乗りの wife 

になって る ハイカラの チヤ キ くが 居て、 これまで も 度々 芝居 を やった 事が あるんだ さう で、 ^がそれ を 相 

手に 立 廻る 積り だ。 今日 或 辯 護士の 細君が その 婦人 を 僕の 所へ つれて 来て 技 病の 一端 を檢閱 する 事に なって 

ゐる) 當地 にも 中々 彌次 馬の 女が 居る とい ふ 事 は 確か だ。 あんまり 失望 も 出来ない ね。 

僕 は 近来 四方へ 切り 廻って 彌 ff- つて 居る。 いろんな 事から 多くの 婦人 團 a と 心安くな つた。 婦人 IE 鱧と い 

ふと 一 寸、 何の 事 かと 思 ふだろう が 詳しく 言へば 或內へ いく. 0 そこ へ 五六 人 は 女が 集まって 来る やうな 所と 

いふ 意味 だ。 藝者 上りの 中 婆さんへ 三味 を 習 ひに ゆく。 琴の 師匠の 處へ ゆく。 照 ちゃんの 所へ；.^ ゆく J 造花 

の 先生の 處へ も、 辯 護士の wife の 宅へ も アイスの 女の 處へ も、 畫 家の 處へ も、 女學 生の 集會へ も、 いろん 

な 所へ ゆく。 

そんなに 飛び 廻って 居る と 話さば、 兄 だけ は 素敵に 元氣 だと はいふまい。 身 を 急がし くす るの は 心 を 閑に 

する ためだ。 鐘 や 太鼓 主義 さ： 

阡 甚な頭 は 非常に 悪い。 時々 た ま ら な くな つて 狂人になる のぢ やない か 知らと 思 ふ 事が ある。 狂人と いふ 

事 を 思 ふ と自 から 悽 槍な 氣に襲 はれる が、 馬鹿 になら 當 分の 間 は 喜んで なりた い 。 なぜ そんなに 頭が い た い 

か と 問 はれた り 何を考 へ るんだ と 尋ねられて は 困る。 考 へて 頭 をい た めて る んだ と は 自分 は 思 は ぬ 一 而し頭 

がいたい と 色々 な 事を考 へる。 僕の 頭の 惡ぃ事 はわが 身邊 では 僕 自身の 外 は 誰も 知らない。 

妙に 或 一 方に は ノン キな 方面がない でもない ^ 學 校の 事なん か平氣 だ。 一 月から 少し 讀書 する 積り であつ 

たがやめ にした。 少し 頭が い- -と、 返 屈 だから 上京し やう かと も 思 ふが 愈の 決心 を 促す 日になる と、 九月で 

い、 じ やない かと 思 ふ。 而し 少し 物事 をつ めて するとす ぐ 頭へ 答へ るので、 先 曰 も 夏 目さん へ 見せ やうと 思 

つて 、、つげの 小 櫛、、 とい ふつ まらぬ もの を 半分 迄 仕上げ かけた が、 頭が 悪くな つて 中止して 居る- そんな 時 

に 心細い。 僕の 頭が 生涯な ほらなかったら どう だろうと 思 ふとい ふに いはれ ぬ 苦悶に なやむ。 
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とこ かへ 出て 行って 風景の い、 所で くらさう かと はいつ も 思 ふが、 いざと なると、 旅の 宿で 只 一人な す 事 

もな きさび しさ を先づ 胸に うかべて、 出る 勇氣 がなくなる。 而し內 に は 居たくない。 無理な 注文ば かり 考へ 

てゐ る〕 僕 を 思 ふ事最 深き 女 を つれて、 靜 かな 海！^ へ世帶 したら 直る だろうと はいつ も ふ〕 昨夕 は 美津江 

が 来て わが 前に 言與 もな く 座って さめ，^、 と 泣いた 時、 海？ 5^- の 世 帶の事 は 最強く 思 ひ 廻らされ たので ある。 

考へは 時々 刻々 に 移って ゆく。 靜 かに 郊外に 立つ 時には 無性に 本が よみたくて ならぬ。 或 時 は 父に 二百 圓 

ばかりね だって 中 川 を 派遣して 丸 善から 大きな 蓆 包み を 舞 ひ 込ま さう かしらと 思った。 、、實 際、、 とい ふ 事に 

立ち 到れば 所詮 Ml 想 だ。 親の 許に 居て は 一圓の 金 も 使 ひ 苦しい。 

或 時 は 立^な 西洋 館 を 立 で 中へ 住んで 見た いと 思 ひ、 太利 の 名 蹟が巡 つて 見たい と 思って 閑に まかせ 

て 一 二 時間 も S 想を馳 せる。 われに. N ち歸 つて は、 氣が狂 ふたの かしらと 思って、 われ 乍ら さびしく 笑 ひつ 

X 頭 を 左右に 搖 つて 見る。 

とにかく 積極的に 直す 事 はわが 地位、 否 どんな 地位に 居ても 不可能 だ。 消極的に 行かねば 駄目 だ。 心から 

愉快に せねば だめ だ。 、、心 は 種々 の王國 なり、、 と 胸に くり 返す" 

面倒 になった から やめに する。 何 を かいた か 自分に も 別らぬ から 兄に はお 解し 難い で あ ろ 、 ゥ - 

朱 泊 兄 十七 日朝  冷 壺 拜 

セ ー タン の 勝利の 條は ミルトンの 敍筆 かと 思 はれた。 愉快く" 僕 自身に 取って は 千 十：： の 名文に 接する 心 

地で よんだ。 幽だ莊 だ、 怪だ。 

三 野へ 手紙 を 出せ。 もう 退院して る。 田 中義忠 氏の 内に 居る。 病後の 衰弱 甚 しい 相 だ。 

僕 は 此頃だ れ へ も 手紙 を 出さ ぬ か ら 四方 へ 山が 惡 い だろうと 思 ふ。  . 

照 ちゃんとお 勝 ちゃんと 僕と 三人の 寫眞 か-; る。 僕 は ゆるいで 居る。 照ち やん は 口許が ； 〈かしい。 

六 五 〔一月 二十 三日 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 小石 川 ii: 白山 前 町 白山 館 田 中 經太郎 へ〕 
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田 中 兄/其 後 どうしてお ゐで V す。 此頃は 定めし そちら は 酷し いでし やうが、 御風が 入り はしません か。 

あれから 引續 きから だの 御 具合が 惡 い の です か。 お案じ 申して 居ります。 

わたし は 明けてから とかく 頭が 惡 くて ぐずく して 居ました が 四 五日 前から 大分い、 もんです から 時々 寫； 

生 文なん かかいて 居ります。 、、黄楊の 櫛、、 とい ふつ まらぬ ものが 出来 かけて 居ります" 維 誌へ 出しましたら. 

笑って 下さい。  一 

今 曰 は 風 を ひいて 苦しいです。 たいした 事ではありません けれど。 

父 はいよ く 達者に なりました。 わたし は 退屈な あまりに、 たと へ學 校へ は 出ないでも 三月から お 京で 遊. 

ばう かしらと 考 へる 事が あります。 出 やうと 思へば いつでも 心 置きな 出られます。 而し 東京の 熱鬧へ はい . 

つてい つ たら、 常 分 こそ は 珍ら し く て も、 ま た 追 々 に靜 かな W 舍が戀 しくな り はせ ぬかと 思って 躊 躍し て 居 

ます。 まだ 頭が 充分でありません からね。 —— どうし まし やうね。 

敎員 はもう 斷 念です。 なるべく 氣樂 にして 居る 方が 得です から。 只、 そうすれば 本が 買へ るが と 思つ 

て 居たん です が、 も、 つ そんな 野心 は 捨てます。 殘る八 ヶ月 を有效 に用ゐ たいと 思 ひます。 今度 は 九州へ いつ . 

て宮崎 あたりへ 住ま は. つかと 考 へて 居ます よ。 例の 島 は、 兼ても 申す とほり 風景が ゼロ だし それに 所がき た， 

ないです し、 そしてお； t さんが あんまり 心 切す ぎて しま ひに はうる さくなります、" 人 開 は 得手勝手な もんで 一 

すね。 しかし 戀 しいから 舊 正月に は 五六 曰 逗留に いきます。 お 神さん は 其 後 二度、 ついでが あって 會 ひに 來， 

て くれました。 

わたしい つも かも 遊んで ばかり 居ます から 時々 考へ 出して 心細くなりまして ね。 二月から は少 しづ X 定っ 

たもの を讀む やうに しまし やう。 レクラムの 中で なに か 平易で 面白い ものが あったら 二三 册 紹介して 下さい。 

薄っぺらな ものが ぃ&で すよ。  ， 

此 一月 位 は、 だれへ も 一寸 も 手紙 を 出しません が 近々 中 川 兄 や 鈴 木 兄" 來兄、 M 田 兄へ 音信し ますから、 尋 

ねて ゐ たらそう 言つ て 下さい。 野 村 君が 先日 和 田 岬 へ 歸着 しまし た。 阡陌 君が 四 五日 前 久しぶりで 手紙 をく 
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れ ました。 陵の 方 は 去年 五月に 除 陵に なって、 其 後病氣 で 宅で ブラつ いて 居た が 近々 上京す ると 言 つて 居 ま 

す。 加 計が 先達、 新年に は 田 中 兄と 夏 目さん とから 手紙 を 貰った といって よろこんで 居ました。 無事で 居る 

ん です， - 近いうちに 出廣 します。 結婚の 話なん です" 

どうぞ あなた もから だ を 大切に してく ださい。 祈って 居ります。 わたし までが 心細いで すから、 どうぞ 鐽 

康 になって 下さい。 そして 惡ぃ 時には 強いて 勉強 はし 給 ふなよ。 あなた 心 を 打明ける 友達 は 近くに 居ます か „ 

• 今日は これでお きます。 戀 しさに 無理から 筆 をと りました。 さよなら 

田 中 畏兄梧 右 二十 三日 午後 二 時  三 重吉拜 

あまりお 悪い のでな けれ 御 返事 はいりません よ。 どうか、 返事 を W さねば ならぬな ど乂氣 あっか ひ を 

して 下さい ますな， - 

か らだ を 御大 切に 願 ひます。 心の 合つ た 友達 の 所へ 度々 出かけて 遊んで 下さい。 

となりの 川上の 婆さん はどうして 135 ます やらね。 娘 はたえず 手紙 を くれて 居ました が、 先達 神戶へ 落籍 さ 

れて 行って その後に  一 二度で 音信 を斷 ちました。 

六 六 〔一月 二十四日 廣島 市猿樂 町より 東京 市 本 鄉區彌 生 町 小 林 方 鈴 木 周 作へ (椿 はがき)〕 

鼷車 兄/とか くすぐれ なか つ たもので すから 久しく 御た， - .- り もしない し 御 心配な さ つて 居らつ しゃる でし 

やう。 頭 はいたくても ノン キに はして 居ります。 今日は 風邪で 寐 てます から 三 四日 後に 東 兄と 二人へ 詳しき 

御 話 をし ます。 

あなた はどう やら 御 安心の やうで うれし いです よ。 御壯 健に おくらしなさい ましよ。 一 月 二十四日 

六 七 〔二月 六 H 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 本 鄉區彌 生 町 小 林 方 鈴 木 周 作へ〕 

鈴 木 兄 東 兄 
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今夜 は久々 で 兄 等へ 詳しい 手紙 を 出さう と 思って 中の 間へ 火 を 釣った。 I 東 兄 は 僕の 家が 其 儘 思 ひに 浮 

ぶであろう。 し I 一間に は 父が 風 を 引いて 午 頃から 寐て 居る。 僕の 內は三 間し かない。 他の 一 間に は 祖母と 

弟と が 寐てゐ る。 弟 は此程 鼻の 中の 腫れ物 を 切った ので 今夜 も 痛 さう に i. 吟 いて ゐる" 祖母が 時々 ふとんの 

上 を 叩いて 小聲 でいた はって ゐる。 おばは 臺 所で ポロ ツギ をせ X つて ゐる。 柱時計 は 今 丁度 九 時 を 打つ。 机 

の 上の-一 ッケル は 十五 分 過ぎ だ。 、、二 ッ ゲル，、 は橫 筹 紙 三十 枚 計りの 小說の 草稿の 上に 重し に乘 つて ゐる。 

草稿と ならんで 古い 維 誌の 上に 三味線の 撥が 置いて ある。 本 は Dickens の " Old  Curiosity  Shop  " と 

Reclam のうす いのが ニ册 出して あるが、 いっから か 只 出して あるの だ。 筆筒の 横に は 、、お 勝さん、、 の寫眞 

がわく に 入れて 飾って ある。 頭 はヂク /\ 痛い。 痛い が 手紙 は 書きたい の だ。 

煩ら はしい から 敬語 は 省く。 

考 へて 見る と 大分 久しい 間、 誰へ も碌々 手紙 を 書かなかった。 兄 等 も 心 もと 無く 思って 居 はしない かと 思 

ふ。 許して くれ 給へ。  、、 

此頃人 は 僕 を大變 丈夫 さう だとい ふ。 おば なぞ は 貴方の やうな 暢氣な 人に、 どこに 病が あるの かと、 よく 

さう 言って ゐ る，^  ノン キな人 だとい ふの は、 每日 何の 仕事 もしないで ブラく して 居て、 人 を や ：3 せて ガヤ ガ 

ャ 言ったり、 日に は 二三 度 三味線 を 取り出して ひいたり してる からであろう。 おばの 此 言葉で、 僕 は 日頃、 

一口 も わが 惱みを 家人に 語らない とい ふ 事が 知れ やう。 おばは、 老人 をのけ たら 僕の 内で 只 一人の 女性で あ 

る。 —1 そんな 事 はどうで もい、。 とにかく 僕 は 見かけ は 病人ら しい 事 はない 相 だか. ち 喜んでくれ 給へ。 病 

氣 であって 人から は病氣 ではない やうに 見られる の は 不愉快な ものであるが、 而 しそんな 連 仲に いかにも 病 

氣 だと 得心して 貰 ふやうな 容 S であって は 堪らない 譯だ。 外形で も 丈夫 だと 言 はれる の は 結構であろう。 P 

し 自分で はそんな に元氣 らしい か 知らと 疑 ふの だ。 時々 頰の あたり を 撫で X 見て、 瘦せ てると 思 ふ。 鏡に 映 

る 面影 を 見ても 自分で は 丈夫 さう だと はどうしても 思 はれぬ。 近日 寫眞が 行く。 

冀は此 手紙 を かくた めに 圖らず 自分自身 を 批判す る 事と なった。 ！ 僕 は 日々、 早く 頭 を 治したい。 九月 
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迄に は 1:.^ 非 直して 元氣 よく 上京した いと 祈る やうに 思って！^ る。 一 日と しての 此の 念 慮 の 起らぬ 日 は 無い。 

そし て そ の 祈りが * 々却て 自分 を 悲し み に 引 入れる 事が ある 。 

こうし たら 氣が 延び る だ ろうに と 思 ふ 事 は數々 ある ノ時々 繰り返して は 思 ふ。 その 度 每に數 も 殖え る- 而 

し愈實 行し やう かとい ふ 段になる とそれ では 父が 氣の毒 だからと 打 こ はして しま ふ。 わが 內に 居て は 一 册の 

書物で も 容易に 買 ひ 入れる 心に なられない。 そうい ふ氣 になって 詮索して 見る と、 考へ， た 事柄 はこ とん 人く 

はじめから 寧ろ わが 位地に 過分 な 願 ひ な の だ と 言 はねば なるまい」 而 しながら 時にはし たいま，^ をし やう か 

とやけ で 思 ふ 事が あるし 病氣 のために は 金錢の 事なん か はどうで もさせて い，^ と 大きな 心になる。 時には 恐 

ろしく さとりす まして 、、{ 仝 想 を 殺せ，、 と 胸に 叫ぶ 事が ある。 積極的に 外に 求めて は 限り は あるまい。 そして 

損 だ。 消極的に 求める 自 から を 制せねば ならぬ。 自 からの 心が 何物 をも與 へる の だと 自分で 自分に 說く。 そ 

の 時に はこれ でも 幸福な も の だと よろこぶ。 僕が 或考 へ に 耽る 事が あると 考 へ が 高く く 積まれた 揚句 は遂 

に 全く 崩れて しまって 最後に この 、、ほから を 制せよ、、 とい ふ考 へが 殘 るの だ。 11 あまり 大八 らしく もない 

と 笑 ふで あろ ふ。 

僕 は、 周圍に is して 不平 をなら ベて はならぬ、 外 を 恨む の は 誤って 居る、、 と 悟る 時、 次に 思 ふ はわが 罪で 

ある。 自分の 病 はとに かく 自分で 作った の だと 恥 かしくなる。 誰か V  、、罪 惡 といぶ 意味 を廣 く-取って 言へば、 

すべて 人の 病 は 父祖 及び 自己の 罪惡の 結果 だ、， と 言った 言葉が 頭から：： えの 先まで 刺し通る" 父祖に ついては 

更に 考索 する 心 は 出 ぬが 自から の 罪 だ とい ふ說に は 異論 はない。 少く 共病氣 の 原因の 大部分 はわが 所 爲に基 

づ いて ゐ ると い ふ 事は爭 はれな い。 その 時 僕 はいか に 今後 11 次の 瞬間より お 後 —— わが 攝 生に 注意せ ねば 

ならぬ か を 感じる。 攝生は 精神に 向って 勤める のが 最有效 だと 考へ つめる。 第 一 に 謀るべき は 僕が 、、氣 永な 

人間，、 になる 事 だと 心づ く。 肉 體の攝 養 も大 に缺げ てると 攻める。 か、 る 時には 決して 外に 向って 不平 はな 

い。 心 はわれ を 責め、 われ を 導く に專ー だ。 そして わが 家は樂 しき 家と なる。 希望 も 輝く" わが 頭 は 近き に 

必ず 平癒す る と 大空に 大書して ある やうに 思 ひ はじめる。 
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自 から 己に 向つ て 裁決す る 場合に は 常にそう だ。 心の 樂し い 時に 考 へ る 事 も 常にそう だ。 而 し考ら 日々 

の實際 はわが 「心」 は 身疆の 生理的の 狀况と 天候と、 その 時の 周邊 と、 その 前の 時間の わが 想 ひとに よって 

作られて ゐ るので 從 つて 曰に よって、 甚だしき は 一 曰の 中で も 時刻に よって 樣々 の 、、我，、 が 出来る。 九月 か 

ら今 曰までの 經過は 心的 方面から いへば、 種々 の 、、我，， を 作る にあった のみ だ。 もとより 誰でもそう では あ 

ろう。 自分 も 今後 永く さう でなければ ならぬ。 而し感 股 出来な いのは その 多くの 、、我、、 の 中で 比較的に 言つ 

て 常住 存立して る 我が 無い 事 だ。 自分に 迷って ゐ るんだ といへば 一 言で 盡 きる。 迷 ひの 中に 殆 半年 を 過して 

来た の だ。 迷 ひの 最 突飛な 所 悲劇的 の 所 を 擧げる とかう だ 。 自分 は狂氣 にな つてし まふので はない かと 恐れ 

る 時が あった。 自殺 はどうし たって 出来 もせぬ が 天命で 今 死 ぬれば 幸 だが と 思 ふ 時が あった。 或 時には、 自 

殺 を やり はしないで あろうかと 自 から 戰 傑す る 事 もあった。 わが 病 は 所詮 一 生 治らない のか も 知れぬ と 嘆く 

事 は 度々 であった。 人類が 一時に 絕滅 する やうな 事が 急に 起らぬ もの かと 待つ 時 もあった。 自分の 葬式 を 目 

前に 畫き、 わが 爲め に 泣い て くれる 人々 の 名 を 書 い て 見て 少なくな いねと ほ、 ゑむ 事 も あ つ た。 多く は 並べ 

たてまい- . 

此頃 はそんな 心 は 更に 浮ばない。 父が 全快して から は ど れ丈 苦痛が 失せ たかは 察して くれやう。 而し頭 は 

まだ 痛い。 痛い と い ふ 事 を 忘れて る 場合 は 以前よ り は 大分- M えて 来た。 女の子 をよ せ て 遊ぶ 時 や 島 なぞ へ 逗 

留 にいって る 時 やい ろく 殖えた。 が、 神經の 過敏に なって るに は 自分で 驚く。 物が 面倒 だ。 根氣 がない。 

胃が いたむ。 時々 幽穆 になる。 11 まだく 餘程 病的 だと 自分で も 思 ふ。 

中 學の事 は 遠う から 斷念 してる。 今では 口が あっても 自分で 引つ こむ。 三月から どこかい y 所へ 住む 積り 

だ。 所 はま だ定ら ぬ。 き 分の 心の 弱い 一例 はこ.^ にも 表 はれて ゐる。 -—- 内に は 居たくない。 而し 外へ 出て 

も 一 人 居て はさび しくて たまるまい。 出れば 歸 りたくな り はせ ぬかと 怪しい。」 母ら しい 氣の する 人の 處へ 

行って 居た. S が、 或 一人 は 先方の 事情が 許さぬ。 島のお ばさん は 親切が こみ 入って 来たから 五月 蠅ぃ。 三重 

村 は 遠き に 過ぎる。 宮 島の 近邊 にも 一人 居る が、 そこの 娘の 顏が 胸が 惡ぃ程 怖い からい や だ。 がと にかく ど 


こかへ 出て ノン キ にくら す 積り だ。 休學の 效果を 得る の は 主に 今後の 半年に 待たねば なら ぬ と 戒心 して ゐる。 6 

毎日 退屈， で 困った が此 十日 前 頃から 急がし 〔い〕 身 だと 思 ふやう になった。 僕が 作者 兼 座長、 頭取、 すべて 

の 支配 を 一身に 負うて 素人芝居の 準備 をして るから だ" 四 幕 物の 喜劇 を やる 都合で 目下 日夜 練習 中 だ。 僕の 

背後に は 或 辯 護士の wife が 大車輪で 動いて ゐる。 actor は廿名 近く 得た。 商人 二、 中學 生、 商業 學校 生徒 

が 大部分。 僕、 女 學生四 五 人、 或鉛乘 りの wife で お茶の水 出の ハ ィ カラが 一 人、 これ は 中々：？ 3 い， d 畫ェも 

道具方に 引き 人れ た。 婆が 二人 幹事で 奔走して る。 琴 も オルガン も 使 ふ。 三味線 は 勿論 さ" 僕 は 若い 紳士と 

大工に 扮 する。 此十 七日が 開演 だ。 詳しく は 後に いふ。 

先月から ボッ くと かきため て 一 篇の 小說が 出来た。 少々 自惚れて る passage も ある。 夏 目さん に 油 を 

かけられて かいたの だから 先生に 上げる 積り だ。 ホト 、ギス へ 出して 貰 ふつ もり だ。 四月 頃に 出れば 出 やう。 

朝 は 每日十 時 頃に 三味 を 習 ひに ゆく。 師匠 は sinK.2- 上りの 四十 位の 女 だ。 素敵に 甘い。 當 地の rsinger 

の 三味と 舞子の 舞と は 大半 その 人の 手で 仕込まれ るの だ" 氣 取って るから 氣に 入った" 三 四 人の 舞子と 心安 

くな つた。 或 singer が 今日 僕 を 、、先生，、 といった。 大學生 だと 誰かから きいたん であろう。 

話しに 来る 人 は 曰 頃 一 人 もない。 僕の 行く 所 はお 勝さん のうちと 或 琴の 師匠の 婆さんの 内と そんな もんだ。 

後者の 處 では 多くの トホに 知り合 ひに なった。 一所に 三味 も ひく。 一人 美しい のが 居る。 商人の 娘 だから 心 

が 少し 下品 (文學 者の 目で) だから 駄目 だが 惜しい もんだ。 

幾つ ぼい 話 は 掘っても ない。 お 勝さん はま だ 無心なん だから それで 親密に してや るんだ." 樂 しいと いふの 

は 人の 手紙が 来た 時 だ。 而し此 頃 は どこへ も 此方から 出さん から あんまり 来ない。 或 頃 は 一 日に 四 五ね づ& 

の 信書 は 必ず 来た 事が 二三 ヶ月 あつ た。 

讀書は 少しも せんから 心細くて なら 無い。 これから 少 しづ 、やる。 

三月から 東京へ 出て 遊ばう かと 考 へた。 いつでも 出れば 出られる。 しかしつ いでに 九月まで 居ろ とい ふ說 

が 多い。 自分 も 所信が あって 出ぬ 事に した。 
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何だか 澤山言 ひた い 事が ある やうが だもう 飽きた から や める。 績け て 書 い たら 頭が ボ 1 とな つ た。 中途で 

休めば い.、 が 例の 短氣 だ。 

弟 はもう イビ キと 化して ゐる。 父 も寐た か 座敷 の 電氣が いつの 間に か 消して ある。 おば は 湯 へ 行 つ たら し 

い。 二月 五日 夜 十一 時 十分 前擱筆 冷 壺拜。 

六 八 〔三月 二日 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 本！^ 區彌生 町 小 林 方 鈴 木 周 作へ〕 

驟車兄  ； 二月 一 日夕 三 重吉拜 

寫眞を 貰って 僖 しくて ならない よ。 每日 見て 居る： よく 出来て るね" そっくり だよ。 僕の も 出来た から 上 

げる。 大變 肥えて る やうだろう。 實 際と はちが うよ。 僕 はもつ と瘦 せて らァ。 

東 兄、 田 中 兄、 中 川 兄に も あげる つもり だが まだ 出来ない。 やって来たら 見せて くれ。 

此頃は 一 心に 小說を 書いて る。 僕 は 文章に 凝る 僻が あって 中々 はかどらない。 一 月 中に 一 通り 作り あげた 

ん だが、 それが また 眞ッ 赤に なって しまった。 「千鳥」 とい ふ 題 だ。 自分ながら あんまり 振った もん ぢ やな 

い。 只い つか 夏 目先 生に 約束した もんだ から 早く かいて 呈上し やうと 思って 急いで ゐる。 何 かに 出たら 讀ん 

で くれ 給 へ。 君の ドラマ はすぐ あ の 時よ んだ よ. - 大部の もの を 友人 にかいて やる とい ふ 兄の 煩 勞は此 頃に な 

つて 一層 難 有く 思 ふ。 

芝居 は 九分 迄な り 上った 揚句、 重な 某 夫人が 病氣 になり、 他に も 一人 立 役者が 家内に 不幸が あつたので 頭 

を 出さない し殘念 だが 無期延期 だ。 多の 人々 は 自分自身よりも 多く 失望した やう だ。 まいにち 奥さんが 二人 

女學 生が 四 人 それに 中 學の奴 なぞが 五六 人 も 寄って 一 生 懸命に 練習して ゐ たんだ けれどね。」 夏 目さん も 手 

紙の 度に は 芝居 は ど 「かと 尋ねて 居られる が 何だか 面目ない や、 つ だ" 

頭 はま づ い，^。 而し すこし 氣を つめて 物 を かくと すぐ 答へ る" まだ これで は 駄目 だ。」 

また 閑に なつてから 詳しい 手紙 を かく」。 


87 


六 九 〔三月 八日 廣島 市-お 樂 町よ リ 廣島驟 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 泊 兄く/一昨夜 兄の 手紙 を 讀んだ 時 は、 ほんと に、 杯 一 やりた くな つて 来た。 ほろ くと 醉 うて 、、花 

を 一 本、、 が彈 きた かつ だ。 、、花 を 一 本、， は あんな 時に 謠ふ欹 なんだ。 

小舟 は 早瀬 を 滑って ゆらくと 淵の 靑 みへ 落ちる。 向 ひの 崖の 裾に 女 松の 林が あって 中に 一軒の 薆 屋が 

ある。 舟 は 滑に 搖られ て 斜に其 汀へ 着く。 薄命の 若き Lord は 舟 を 出て 白砂の 上に 殘 される。 舟 は 出る < 

明 日 此頃次 の 舟が 下り る 迄と 言 ひすて 1 若き 人 は 松林 の 中 へ 這 い る 。 髮 白き 翁が 藁屋 の戶に 出て 迎へ入 

れる。 

あれ は 俗に 「カン ス？ の ツル (蔓ご とかい ふ 所 だ。 阿武 山の 後ろ だレ 僕 は 京都で ゥヲ， ズゥヲ ー スの 

Tintel.n と， bc-y を 讀んだ 時 無性に あの 景色が 目についた 事が あった。 其 後久し ぶりで わが 想 ひに 上った の 

である。 山容 水 態 目る 如し だ" なつかしくて ならぬ。 別邸 は 是非 必要た- 邸に は附 ける 名が 僕に ある。 僕 も 

二三 年 前 あの 岸に たって 、、約 一 インチ 頭 を 長く した、、 事が ある。 阿武 山の 隣り の 山 は 、、美 津，， が 村の 山で あ 

る。 界に； t があって 一筋の 長き 谷へ 向けて 下りて ゆく と 遂に 潮の 音の する 所へ 出る のが 卽 一別 邸」 の 所で あ 

る。 僕 はせ き 戀に醉 ひつ &其 峠から あしこへ 花 を 集めく 下りた 事が ある" 

阿武 山 は 僕の 窓に 立つ と眞っ 北に 一 番 高く 見えて 居る" 後ろの 景は 久しく 忘れて 居た が 山に 兄が 戀 しくな 

る 度 一 母に はいつ も 見る。 朝起きて 項に 雪が か \ つてる の を 見る と 朱 の處は 積んで るな と 思 ふ。 別莊は 兄の 

頭が 白くな つた 頃 迄に は 必ず あしこに 立た う。 もしし まひまで 立たん ずくで 兄が 死んだら 白髮の 僕が あしこ 

へ 君の 墓 を 立てる。 石に 刻む 文句 は 僕に 案が ある。 僕が 早世したら 弟 か 子 か 必ず 此約 を暖 む。 あ \ 酒 

が飮 みたくな つた。 

0^ の 手紙 を 讀んだ 夜 は 二 時 迄 起きて て 鏡 花の 、、銀 短 册，， を 讀んだ。 外 は 大風で 窓 を あけたら 雪が liJ ひこ 

んだ。 今日 も 少し ちらついた。 —— 君 はもうと くに 讀ん でる のか。 まだなら すぐ 接って やる" 返事 を くれ。」 
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僕 は 一昨夜から： f 日に、 夜、 四十 ー聯； 1 へ 出る- 見； at 官が八 名、 主計 生が 四 人，…， -大き なテ— ブ. んを圍 

む。 僕 は スト- ブの 側に 煙 一 早 をく ゆらしながら I<om  <>  Juliet の： 一 を譯 す。 、、教官 殿，， と 僕 をい ふ。 彼 

等が 一 心に 聞いて 55 る顏は 可愛い X よ。 面白い 仕事が 出来た。 今夜 は 井東 信 造 君の 手 を 握った。 加 計 も 君 も 

こちらに 居る のかと 驚いて 居る。 僕 は 年が寄つ たと 言 はれた。 

芝居の 話が 再び H え 上った。 此度は 大人ば かりで 十五 六 人 集った。 暴 g 町の 座 を 借る とい ふ。 清 川と いふ 

役者が 後見 をして 来れる。 淸川は 僕 を 、、先生、、 とい ふ 3 誰か 1- 、、複 ナ i 破 笠，、 式に 吹いた と 見える。 とにかく 

芝居 は 今 評議 中 だ。 

讀賣の wli 屁の 如し だ。 正宗 白鳥と いふ 男が 来て 居た。 僕と 一所に 一 つ 火鉢 を かこんで 居た が 物 は 言 はぬ 

づ く で あった" 向 ふ が 言 ひ 出さ ぬ か ら僕は 言 はない んだレ 時々 に ら みくら を やった。 

三 野が 緣ハ ガキを くれた。 俳句 (？) が 二 句 かいてあった" 

時に 八 氏の 鐵條^ はどう だい。 

太將 によろ し 言って くれ。 頭から 臀の 穴まで 針金 を 通す 必要が 起ったら 僕に 一 寸 知らせと 言つ といて く 

L リ 

加 計 町から 紫の 氣が 二つ 天 に冲し て ゐ るだろう な。 

いづれ 君、 も 一度 近々 出て 來 るんだろう。 早く 出ろ く。 井信 も 待って るとの 傳言 だ. > 

此 間の 會は 失敬だった。 まァ或 女の 奴が 加 計さん はお 話が 上手 だ。 言數は 少ない が 内容が 多い。 女 は あん 

な 話ぶ りが 好きだと 言って るから 安心し ろ。 かつぐ ので はない。 ほんと だ。 岡が 兄の 所へ 禮に ゆく と 言って 

宅 を 問 ひ に 来た がもう 兄の 立った 跡 だ 。 

湯 島 蝶 吉は此 V J ろ ま た 病氣だ 。 その 女の 三味線で 僕 は每曰 稽古し て ゐ る ど 

忘れて 居た。 今日 コンノ ー ト 殿下 を 三度 拜 した。 一度 は 騎兵 營の 前面から 僕 等の 前を步 るいて 猿猴 橋まで 

車に は 乘られ なかった。 東鄕 さんが トコく と 水たまり をよ けながら 小足に あるいて 行かれた 有樣に 一 
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の 頭 を 去るまい。 好箇の 田漢、 きさま は 日本人の モデル だとい ふ 心が 萬歲/ と發 して 僕の 咽を涸 

らした。 コ ン ノ-ト 殿下 は 床しい 方 だ。 僕の 寺の 七十 餘 りの 番 僧が 寺の 門前へ， L ふか 1.^ 立って 居て 殿下に 

禮 をしたら 殿下 は答禮 された と 言つ て勿體 ながって 居た。 番僧は 腰の 曲つ たうす 茶色の ッ ルく 坊主で ある。 

- —面白い。 (終り) 

朱 泊 兄 梧 下 七日 夜 十二時 半  冷 壺 拜 

七 0  〔四月 二十 一日 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 本 鄉區彌 生 町 小 林 方 鈴 木 周 作へ〕 

鼷車 兄/暫くです。 ぉ變り はありますまい。 僕 詳しい 手紙が 書きたいです が 今日は 用 向 だけ 申します。 

からだ は 丈夫に なりました。 春に なつてから は 間 さへ あれば 摘 草 なぞに 出て、 おもしろ いと 思って くらし 

ました。 そして 此 月の はじめ 頃から 市外の 海濱に 一 ざつば りした 一軒家 を 借りて、 時々 行って は 泊り ます。 

それ か ら 市内 の 或 私立 中學か ら賴 まれて 補習 科 (卒業生 です) の 英語 を受持 つ 事に なりました。 いろん な 吾 

儘な 條件 ばかり 提出しても みんな 聞 い たから 受け合つ た の です。 此 頃で は 五 年の 日本 文 學史を 一 一 時間な すら 

れて 閉口して 居ます。 出る の は 一 週に 三日で 八 時間、 お 鱧 は 月に 十五 圓 するとい ふ 內談が あるんだ さう です。 

月給なん かくれな くって い X やとい ふ顏 をして 居て や るんで す。 

これで 先生に なると 中々 嚴し いもんで いやがれば 斷 つてし まわと いふ 氣でゐ るんで すから 生徒に ピシく 

やって やります ギュ， - とも 言 ひません。 英語の 先生 は 僕が 一番 高級なん だから 可笑しい でさ ァ。 例によって 

綽名 を附 けられて 居ます。 曰く 鶴、 曰く 自轉 車、 鶴と は ハイカラ ー で 頸が 長いと いふ 所から、 自轉車 も、 ハ 

ィ カラ ー で自 轉車乘 りの やう だとい ふの ださう です。 これ は 僕不贊 成です。 、、自 轉車 乘，、 りなる もの は 商家 

の ドラ息子 などで、 實に氣 のしれ たキ ザな 風 をした 放逸の 遊民で、 僕い さ i か ハイカラ ー なりと 雖、 未だ 自 

轉車乘 の 輩 ffi に陷ら ずと 自信して 居ます" 田 舍の學 生 は 野暮です からね。 まァ こんな 事 を こ X で 力んだ つて 

しかたが ありま せんね。 とにかく 田 舍の中 學の敎 員の 中にはい ると 僕で も 餘程ハ ィ カラに 見える らし いんで 
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すね。 ハ、： 

用 向 とい ふの は 別紙のと ほり で す。 

鼷車樣 机下  四月 廿 一 日  三 重 吉 拜 

僕が 文學 史を敎 へる といへば 片腹痛く 思 ひ 給 ふでし やう。 僕 だって 臀が 痒い やうです。 しかし ート とほり 

の 筋 だけ 敎 へて や るんで すから、 僕で 充分 だと 自信して 居ます。 

所が 學校 にも 勿論、 手許に も、 本屋に も參考 書の ない のに は 閉口です。 で 止む を 得ない から 大兄 を 煩 はす 

のです。 どうか 助けて 下さい。 

〔別紙〕 賀茂眞 淵の 「祝詞 考」 か久 保季滋 とい ふ 男の 「祝詞 講義. 一 か 及び 內山眞 龍の 「出 雲 風土記 解」 が、 

安價に そして、 すぐ 得ら れ たら 買って 1^ つて 下さいません か。 

目下の 用 は 次の 文章の 讀み 方と 意味が 別れ ぱい \ のです から、 大兄に それだけ 調べ ていた V いても い、 と 

思 ふんです. -  . 

祈年祭、、. ナント 讀ムン デス？ 

(訂各 J 

奧 津藻ギ ilsl 巧 S おが、 ％リ 服^ 畔^、  0.  妙裙 1 辭 竟 奉牟。 御 年、 皇神能 前 BSIE 馬、 

isi" シ、？ ).silir^s〕 物お 儘 奉お 皇 御ノ. 孫 能 宇 豆 乃 ぼ L 帛乎 稱辭竟 奉 久 登宣。 (下略) 

右讀 方の 誤 を 正し、 意味 を敎 へて 下さい。 右なる ベく 早く。 

次に 

—出 雲 風土記 _ 

(I? 句つ くる 故 は 云 々の 條)  シモ 

： ： ： 童女の 胸组 とらして 大 魚の きだ衝 きわけ て 、 はたす ，^ざ德ふ り 分け て 、 三つよりの 網ぅ^.;^!^ て 霜 

Si へな くに 河 舟の も そろく に國來 くと 引き 來 縫へ る國 は、 去 豆のう ちた えより して 八 穗米杵 築 
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(二 ッノ 地名 力"..) の 御崎な りかくて 堅め 立てし かし は、 石 見 a と 出雲國 との^なる 佐 比賣山 これな り。 また 

持ち 引ける. 1 ハ國 の長濱 これな り。 

右の 原文と、 意味の 大要と を 知りたいです。 御 面倒で しゃう が 御 願です。 

右の 文例が わかれば あと は 平安朝の 末まで i が 出来ます。 七月まで はたし かく。 

七 一 〔四月 二十 七 H 廣島 市- 樂 町よ リ 廣ぉ縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱； S 兄/今 十 時半 だ。 、、三味線，、 から 歸 つた 所 だ。 今夜 は太將 がしば らく 留守だった から 三人の 女の子と 

交る くお さらへ をして 待って ゐた" 婆やが せんべい を くれた。 それから 按摩が 来たから 好奇心で 猱ん でも 

ら つ て 見た。 くすぐ つたくて 笑って ばかり ゐ たが 後に はい.^ 氣 持が し た。 右 半身 だけ もんだ 所 へ 太 將が歸 つ 

た。 半分 も，^, •  た の だから 錢も 半分で 澤山だ と 婆やが 言つ た。 按摩 も それで 結構 だ と 言 つ た リ 

此頃は 、、藥 疲ゃ 御室，、 を やって る。 向 ふから 言 ひ 出したん だから 仕方なし に 習 うんだ。 川上のお 神の 事が 

思 ひ 出されて ならぬ。 歸 りに は 女の子と 一所に 歸 つた。 ぉぢ さん は 三味線 を 習って どうす るの かと 聞かれて 

S つた" それから、 ふと、 兄の 事が 胸に うかんで、 どうして るだろう なと 考 へく 歸 つた。 

もう！ HI が 重たくて ならない 僻に 何だか 兄へ 手紙が 書きたくて ならな いんだ。 

何 をして る？ 

• 僕 は 例の 調子で くらして 居る。 學校 では 評判が い X やうな 風 だ。 まだ 校長なん かと 衝突 はしない。 生徒 は 

大人しく 習 ふ。 机へ 臂を ついて ゐて もす ぐ 怒鳴って や るんだ。 

江 波へ も 其 後ち よくく 行く。 しかし あしこ は 何となく 落ちつか ぬから 今度 は 新庄へ 一軒 借りた。 い. --內 

だ。 山の 根で ほんと に 「^び 住居」 とい ふやうな 所 だ。 明日 引っ越す 都合 だ。 

例の 小 供 連中 は 矢張り 時々 來る。 僕 は 「湯 島詣」 に 「磯ぶ し」 の 三味線 を 習った から 先達、 もう、 二度、 

守 一 と靜に 踊らせて 引い 〔た〕。 踊り も 守 一 等の 「先生」 に 習った。 甘く 出来る。 あれから は 一 所に 散歩した 
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事 はない。 千代 は  一 二度 来た。 一 度 は 内に みんな 留守で 僕が タ 飯の 仕度 をして 千代 を よんで やった、」 昨夜 千 

代が 手紙 をよ - J し て 加 計 兄さんの アドレス を敎 へて 下さ い と 言つ て 来た = - 

僕 今日 寫眞を 取った。 少し 奇拔 なう つり 方なん だ。 もう 一週間したら 途 るよ。 どんなの か樂 しんで ゐ 給へ。 

君のに まだ 出来ない のか。 守 一 も 催促に 来たよ。 それから ブル ー ダ ー がみん なでう つった 分 を 早く くれよ。 

それから 金 やん の 所から 虚 子の 「千鳥」 の 批評が 来た。 名作が 出来た としら せたら 虛 子が 飛んで 来たとの 

話 だ" 虚子の評は1^1-にくはなぃ所もぁる。 當り 前の 處も ある。 金 やん の 評 もなら ベて かいてあった" 二人 は 

論爭 して ゐる。 一例。  -- 

虚子； II、 狐の 話大に 面白し、 全篇 あの 調子で 行けば えらい ものな り 

漱石 曰、 全篇 大抵 あの 調子な り 

要するに 虛子 は小說 として は 結構が 平凡 だとい ふ。 金 やん は、 その 問題 は 筆力の 如何で 定まる： あの 位寫 

生 的な もの を かく もの は 今の 「小說 家」 に は 一人 も 居ない。 名作 だと 言って ゐ る- こんなに 眞面 H になって 

評論され ると 僕 は少々 迷惑 だ。 臀 がくす ぐった い。 

次に 三 野 はこ ちら へ は來 ないでも う 上京した。 松 山まで 来て 風な ひいた から 引き返し たと 詫びが して あつ 

J- ん 

もういよ くねむ いから やめに する。」 

堀に 眭が 二三 匹ない てゐ る。 さ樣 なら (冷 壺) (四月 二十 五日 夜) 

七 二  〔五月七日 廣島 巿猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 • 止 文へ ：1  • 

朱始 兄/ 寫眞が 出来た から 上る。 薊の 花 は 僕が すきな 花 だから 胸へ 附 けたの だが、 跡で フラヮ ー、 ランゲ 

.1 ジを 見たら -.authority  - とい ふ 意味が あると 知って 大に 煮えた。 笑って くれな。 

四つ 葉の クロ ー バ，' を 上る。  ， 
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、、千鳥，、 が 出た が讀ん だか。 諸方から 祝 辭が舞 ひ J:?! む。 坂 本 四方 太 氏 は 「とても 僕な そ は 及ばない。 名文 

だ」 とさわいで ゐる。 寺 田 寅 彥氏は 「好男子 萬 歳」 と 言って ゐる。 金 やん は 「千鳥が 大 好評 だから 僕 犬に 鼻 

が 高い。 あれに ケチ をつ けた 虚子は 馬鹿 だと 言 はれて ゐる」 など 土 言って 來た。 當 人の 僕 は 意外 だ」。 これ 

から ゥカ/ \ 物 がかけ ない。  . 

讀賣 なぞ に 一 一 號 活字で 小說 千鳥 近来 の 名作な りな ど \ 廣吿が し て ある の を 見て 可笑しくな つた。 • 

而し 賞め るの はまん ざら 金 やん 只 一 人で ない と 知れた から うれしい。 

頭が いたいから 今日は これ 丈。 五月七日 朝 十 時 冷壺 

七三 〔五月七日 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 本鄉區 彌生町 小 林 方 鈴 木 周 作 氣付田 ゆ 經太郞 へ〕 

田 中 兄/ 寫眞が 出来た から ります。 同人 諸兄に 見せて 下さい。 この 分に あなたの だ" 外の 人た ちへの は 

(鈴 木 兄 等) 追々 に 出来ます。 

僕 は 此頃或 山里に 住んで ゐる。 學 校の 敎師 もやって る。 此四 五日の 日記 を 達る つもりで したが 今日は 頭が 

いたいから やめます。 

小說 がホト 、ギス へ 出た。 夏 目先 生の 報吿 によれば ホト 、ギス 派の 人々 の大 好評な 受けた とい ふ 話 だ。 僕 

は 意外です。 狐に つま \れ たやう です。 同人 諸兄の 惡ロ がき、 たい。 

それから 山里で クロ ー バ ー の 四つの を澤山 探し だした から 僕の 「すきな 人々」 へ 上げます" こ、 に 九 枚 あ 

るから 兄と 鈴 木 兄と 中 川 兄と 東 兄と、 それから 村 上 兄、 羽田 兄、 貴 志 兄、 永 井 兄 馬 詰 兄へ 上げて 下さい。 

小 西 兄へ は 僕から 達る。 同人 諸兄のう ちで ホト 、ギス の あいてる のが あったら 小 西 兄へ 達って 貸して 上げ 

て 下さい。 

か ら だ を 大切 にお 願し ま す。 

前記の 人々 へよ くく 「無 佐汰 してる おわび」 を 言って 下さい。 そして 此 頃に みんなへ 一所に 近い 頃の 日 
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記 を抄錄 して 達り ますと 言って 下さい。 五月七日 ニー 重吉拜 

七 四 〔五月 八日 廣島 市猿樂 町よ リ 廣島驟 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

先刻 山奥からの 手紙が 来た。 僕 も 行って 見たくて 仕方がない。 君が 「坊っちゃん」 を つれて 青葉の 中 をと 

こくと 上って 行く 所なん か 想像し て 見た が、 僕に は 深山へ はい 〔つ〕 た 經驗が な い か ら眞 情が 汲め な い 。 

今日は 雨ふり だ。 學 校が あるので 歸 つて ゐる。 さっきから 土手の 若葉 を 見ながら 「山のお 山の」 を 攝 りで 

うたって 君の 事ば かり 考 へた。」 、、千鳥、、 について は 中 川 兄 なぞから 二度 も 三度 も 通報が 来る〕 學校 でも 多く 

の 人の 話題に 上った さう だ。 僕 を 天才 だと 賞め てる 學 生が 少く共 二人 ある さう だ。 四方 太 氏 も 寒月 氏 も 天才 

だと 言って る さう だ。 みんな、 も 一 つ 何 か 書け といって 来る。 天才 呼ば はり は 少し 臀が 痒い。 とにかく 千鳥 

の 反響 は 意外 だ。 あんまり ほめられ ると アイ 口  二  ，ぢ やない かと 思 ひ 度なる。 長命 をして どし く いろんな 

作 を 出したい よ。 

七 五 〔五月 十八 H 廣島 市猿樂 町より 東京 市 本鄕區 彌生町 小 林 方 鈴 木 周 作へ〕 

製車樣 後れながら 「東亞の 光」 を 達って 下さった ぉ禮を 申ます。 あなた 愉快な 事業が 出来た からお 悅び 

申します。 僕 も病氣 がすつ くり 直ったら 何 か 書いての せて 貰 ひまし やう。」 あなたに はいろ く 心の中が 話 

し た いが 手紙で はも どかしい か ら 早く 會 ひたくて たまりません。 近況 は (小 西 兄 を經 て ) 田 中 兄 ま で 廻章に し 

て 出して 置き ましたが 屆 きました か。 寫眞は 来月の はじめに 出来ます から 上げます。 夏 目さん にあれ は幽靈 

の やう だと 惡ロを 言 はれました。 

氣 にか \ るのに いつ か 亡くなられた 叔父 樣の 子供 衆です。 どうし て ゐられ ます。 

僕 も 早く 學校を 出な いといけ ません。 父が よわい か ら氣の 毒で す。 自分のう ちに ゐ ると かなし い 事が 多く 

てい やになります。 
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鈴 木さん、 會 ひたいく：/ 九月まで もう 三月 あまりで すが、 近くなる ほど 待ち 遠いです ね。  6 

あなたから だはい \ です か" /昨日 小學 時代の 舊 友が。 ふいと 来て、 だれから 聞いた のか、 藤さん の 片袖を 

見せろ と眞 面目に 賴 みました- ン 、 - - 

七 六 〔五月 二十 六 n 廣岛巿 ^樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 伯 兄  (猿樂 町に て) 

少し 便， り をして くれない か。 もう、 一年 も 二 年も會 はない やうな 氣 がして、 心 もとない の だもの。 

山の 宿 は 興が 多い： ぉ國 とい ふ 娘が ゐる。 二人で 蠶を飼 ふんだ。 ぉ國 さんの 着物が 一枚 織れる だけ 糸が 取 

れ るんだ さう だが、 蠶は少 さな 筘へ 一 パイし かない" 此間、 後ろの 山の 奧の觀 昔さん へ 行って 「みく じ」 を 

引いて 貰ったら 僕の 病氣は 東の 方に 當 つて 十七 八の 女が ゐて、 それが 大 へんに 僕に こがれて ゐ るんだ が、 到 

底 とげられぬ 事が あ つて 恨めしく 思って る 3 その 恨みの 念が， i り をす る ん ださう だ。 御 宣托で とんだ 色男に 

なった。 何だかお 門が ちが ふやう だ。 坊主 は 半紙の 切れ を三抆 くれて それへ 蓬の 冀を 三枚 人れ て 二 合の 水で 

煎じて 七日 間飮 め- - 病 は 治る と 言った けれど、 飮み もしない から 頭 は 矢張り 痛い。 

休んで からもう 彼是 一 年になる ノー 

學校は 例の 通りで 變り はない。 生徒が 馬鹿 だから 張 合がない。 received  hi ョ kimlly を、 「彼の 親切 を受 

けた」 と it する 卒業生が ある。 墓が トン ブで 借金が デ ブトで 刀が スヲ ー ドだ。 

僕 は 先月 末に はじめて 自分の 力で 貰け た 金 を 握った" 僕の 一時間の 勞金は 五十 五錢 だ" ゲイ シャの 花より 

七錢 冬い。 

今夕、 三千 二さん と 四 五 人で 練兵場で テ-ー ス をした- 

千代が 來て 泊って る。 明日 は 弟， 三 二人で 可 部の 福 王 寺へ 行 くんだ。 千代の 面輪に 一種の 色彩が ついて 来た。 

もう Mildchen ではない。 目の 光りに 物の あはれ を こめて ゐる。 
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鉢の あやめ が 散 つ た。 力 ナリヤの 子が 五 匹 かやった。 

僕は瘦 せた と/、 がい ふ。 五月 廿五 日夜 十二時 冷 壷 

千鳥の 批評 を  一 二の 雜 誌で 見た。 

七 七 I 六月 二 m 廣烏 市猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣都加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 泊 兄/無事で 居る か。 女房の 話 はどうな つた？ 

さ つ き 學校か ら歸 つ て 見たら 思 ひ が け ぬ お 初が 、 手紙 を よこして 居た。 僕が 病氣で 休んで る と 聞 いて 氣に 

か、 つてなら ないから 廻らぬ 筆で しんば いして かい た と 言 ふんだ〕 九月に は 上京な さると いふ 事 だ が ど ち ら 

へお 宅 をお もちになります かと 聞いて ゐる。 いっか 三 野 も 居た 時に、 今度 は 奥さん を つれて 来て， を搆 へて 

初 や に 来て 莨 はう か ねと 言 つたの を ほんと にして 心持ちに してる らしい。 手紙の 文句が 非常 によめ にくい の 

で い. おらし さが 一 倍 だ。 

、、本 鄕 彌ゃ 一町 三番 地 尾 畑、、 

とい ふ內に るんだ とさ。 尾 畑と いふの は集會 所の 處 から 出る と、 正面に、 高い 石垣の ある 內. ちゃない かと 

思 ふ。 右の コ I テ ー ショ ンは初 やの 手 だ。 

夏 目さん が 「倫 敦塔」 以下の 七篇を 集めて r 漾虚 集」 と 名 づけて < ム刊 した。 僕に 一部 くれた。 先生 は どし 

/\ 「千鳥」 の あと を 書いて くれと 油 を さして ゐる。 頭が 惡 いから かけない C 

中 川 兄 の 論文 が 大層 ほめて あつ た 。 そして あん な 床 しい 入 格 は 少ない と 書いて あつ た 。 

此頃學 校 は 面白 い。 一昨日な んか明 道 出 の 早稻 田大學 の 奴 や 二三 年 前に 卒業して ごろつ いてる 奴なん か r 

講義 をき X に 来て 居た。 生徒が 引っ張って 来る らしい。 

今日は 親爺に 六圓 貰って 月給 を 十五 圓貰 つたから ふところに 二十 一 圓 ある- 何 かい X 本 は來て 居ない かし 

ら、 弟 を 芝居へ つれて 行って はわる いかしら など X 考 へて ゐる。 


山の 宿 は あたりに ちくく 稻 をう ゑて ますく よくな つた。 昨日 は 午に 新婉 豆の 飯 をた かせて 魚賊 をつ く 

つて 食った。 夕方 は 田 樂でビ ー ル をのんだ。 娘が 女房の ようによ くして くれる。 萬 葉 を よんで 夜を更 した。 

幾が 二 匹 居た。  ー 

此 頃お 勝つ さんが 病氣で 困って る 他所へ 出て ゐる。 遊びに ゆく と 小さな 照 ちゃんが 外交 を 引受けて ゐる。 

「加 計さん によろ しく 申して 下さいね」 など V いふせ。 

此間は 千代が 来て 「兄さん あたし、 あの、 寫 眞が寫 りたい から …… 」 と 言った から 寫 させて やった。 まだ 

出来ない。 僕 は 二十 四圓 牛で 夏服 を 作った。 制服 だ。 スタイル がい- -さ うだ。 丁寧に 縫 ふて ある。 一番 上の 

げ utto,.n  hole の 裏に 花 を さす 所が 作って ある。 

一週間 前から まいにち 炙 をす ゑて ゐ る。/ つ Y めが つかない からもう よす 左樣 なら 冷壺 

朱 伯兄 六月 一日 

八 <ム に 「よろしく」 言って くれ r 賴む」 ！ 

七 八 〔六月 十 H 廣島 巿猿樂 町よ リ 東京 市 本 鄉區駒 込 千 駄木町 愛 勢 館 田 中 經太郎 へ (はがき)〕 

日記に 就て 羽田 兄の 考違 へと いふの が氣 になる。 紫 明會の 人なら 誰が 見ても かま はな いんだ。 いつも 一般 

へ は 便り をし ないから、 せめて あれ を 廻して 近狀を 推察して 貰いたい と 思つ たんだ。 

中 川 兄 は 萬 歳 だね。 僕 は 同 兄の 卒業式 へ 列し たくて なら な い が 仕方が な い リ 

僕 は 此頃氣 管 支 加 多 習で 困って ゐる。 左 肺が 非常に 弱い から 行く先 險吞 だと 醫師 から 言 はれて 一 時 は大變 

に » し ぃ氣 になって 將來 のい ろん な 悲慘な 事 を 小說的 に 思 ひ 設け て は 獨 りで しけて ゐ たが、 昨日 か -り は 元 の 

とほり 平氣 になった。  、 、 

山の 宿へ は 矢張り ゆく。 もうあたり はすつ くり 田が 植 つた" 夜 は螢が 二三 匹と ぶ。 蠶 はすつ くり まゆに な 

つた。 娘が カスリ を 一反 織った。/ 學校 は當分 休んで ゐる。 
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煙草 を 禁じられ たのが 實に 苦しい。 十一 の 年から はじめて 十二 年間 一 日 も 無くて はす まなかつ たんだ も 「. 

今日は 祖父の 年囘で 叔母が 来た。 叔母 は 十二 年 ものめば もう 澤山ぢ やない かと 言った。 ハ、、 、。 

君、 切に して 下さい。 祈ります よ。 我慢 を 張って 無理 をして はいけ ません よ。 

七 九 〔六月 十二 H 廣鳥 市猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 兄/何故 便り をして くれないの だ。 案じて ゐるリ 

僕 は 氣管支 加 答&で 困って ゐる。 酒 も 煙草 も 厳禁 だ。 煙草 を 止す の は 何より 苦しい" 十一 の 時から のんで 

もう 十二 年 もやって るんだ もの。 十二 年 ものめば もうい -弋 たろうと 叔母が 冷 かした。 それ はい 、が醫 者 力 左 

肺が 非常に 弱 い か ら將來 險吞だ と 言 つ た の で 、 何だか 行末が 淋し いや、 つで ならぬ。 小說的 にいろくな 事 を 

思 ひ 設けて 攝 りで ふさいで ゐる。 

「千鳥」 の禮 だと 言って 十數圓 達って 来た。 

今日は 祖父の 三， 囘 忌の 取 越で これから 寺へ まゐ る" 

山の 宿へ は 矢張り ゆく。 娘が カスリ を 一反 織った。 蠶は みんな まゆに なった。 

明 中に ライ キ かしら ある さう だ。 僕は此 二三 度 休んで ゐ るから 樣 子が 分らない。 

中 川 兄の 論文が 大變 立派 ださう だ。 十六 日頃が 口答 試驗 だと い ふ 話" 中 川 兄が 卒業して これから どんな 奥 

さん を 持つ かしらと いろ-/ \.考 へて 見る。 六月 十日 朝 

AO  〔六月 十九 日 廣島 市猿樂 町よ リ 廣島驟 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 兄 事務 は 面白い か。 こちらに は 別に 變り はない。 八 <ム はどうし てる？」 先日 千代の photo が 行つ 

らう？  simplicity とい ふ 所が photo では 全く 亡くなつ てるから いけない ね。 太 將此頃 は 僕と 一所に 散步 

なんか 一寸 もし なくなった。 人目が おかしい からと言って るよ。 僕は彼を後^oからっくぐ見守って此子に 
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は 失 戀の味 を 嘗めさせた くないと 運命に 祈る 事が ある" 五日 泊って 今日 去った" 弟と 他愛なく 遊んで ゐ た，" 

僕 は此夏 どこで くらさう かと 思案に くれて ゐ る.' 雲 州 地方へ 行かう かと も 思 ふ。 どこか 海濱 でい \ 所 はない 

かね。 …… 拙宅 は 蚊が 多い ので 閉口。 冷 登 

浦瀨に 一 寸 用が ある。 所が 聞きたい。 大急。 

八 I  〔七月 十 H 廣島 市-お 樂 町よ リ 束 京 市 赤 坂 氷 川 町 デシ ラ I 方 鈴 木 周 作へ〕 

今朝お はがきが 屆 いた。 僕も此 間から お便り をし やうと 思って ゐた所 だ。 。。。。。。 

大兄 は 日々 どんなにして 暮 してお いでなん だ ろう。 お 宿 の 樣 など 想像し て 見る が よく 別らない。」 國 へ 歸 

り た い だろう けれど 辛 棒な さ い 。 大兄 は 上京 以來萬 事 思 ひ 通りに 運んで るの だから こうい ふ 風な 不如意 は、 

諦ら めねば なりますまい。 

僕 は學校 は 今 日 で 授業が 終つ た" 幸に 生徒から もき ら は れ ず敎師 か ら も. 僧 ま れ たりし ないで 約す とほり S 

めた。 此 十四日に 試驗 をし に 一 日出れば もうい i の だ。 早速 どこかへ 避暑に 出て 行きたい 考 だが まだ 所がき 

まらない。 此度は 山陰 道 を 旅行して、 仕舞に、 い \ 所へ 二 ヶ月 程ゐ やう かと も 思 一 ハヤが あの 地方 は 徒步で やら 

ねばなら ないし、 此頃は 草鞋が けで ズン /\ やる 勇 氣が なさ 相に も 思 はれる から 礙瞎 して ゐる。 . 

とにかくもう すぐ だ。 もうす ぐ 大兄と 會ふ 事が 出来る。 もう 今から 胸が ざ わつ くの だもの。 會 つたら どん 

なに うれしいだ ろうね。 だけれ ど 九月が 近くなる につれ ていろ くの 心配が 頭 を往來 しおした。 どうかして 

家庭 敎師 にで も はい れ たら 氣苦勞 が 省け るだろう にと 思 ふ 。 月に 十圓で も滅 せられる と 好都合 だ。 下宿. |1 い 

や だし、 自炊 も六ケ しいだ ろうしな ど \ いろく 考 へて 不安の 念が 多い。 立った 跡で 考へ ると 一年 は 有 邪 

t だった" どうも 僕 は 腑甲斐ない 男なん だろう。 —— じっと 心静かに くらした 事 は 少なかった。 死に かけた 

父の 病 氣は不 总籙に 全快した と は 言 ふ もの V、 まだ かすかに、 長い 尾を曳 いてる やうで 少し 急いで あるいて 

もす ぐ が 出る と いふ。 僕の 頭 は 僕 が 學校を 出 て 親 の 手 を はなれる 迄 は 治ら な い だろうと 思 ふ 。 
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而 しこん ど 上京したら 愉快に くらす 積り だ 3 一事 一物、 さびしい、 退： Ig な 一年に 對 して 烈しい コント ラス j 

トを なして 表 はれる だろう から 愉快 だろうと 思 ふ。 

もう 少しで 會へ るんだ。 せめて 此ニ ヶ月な りと、 充分に 太平 樂 にくらし て 元氣を つ け て 上京す る から 待つ 

てゐて くれ。  一 

今 雨が はれた から 「山の 宿」 へ 行って 明日 はすつ くり 引き上げて 来る。  一 

何 か 一 つ 二つ は 休み中に かきたい から、 大兄の 雜 誌へ も 上げる。 いっかの ホト 、ギス の 小說は 僕の 意に 充 

たぬ から 是非 も 一 つ 洒落れ たもの を かいて、 前の を 洗濯して 置かん と氣 がすまない。 材料 はもう 纏って ゐる 

が、 僕 は 凝り性で、 書き出す と 「うんく 苦しむ たちだから、 とかく 筆 をつ け かねて ゐ る」。 大兄 はいつ か. 

の ドラ マ はどうし ました？ 

僕 は此頃 無性に 僕の 「學 程」 が 心細くて ならない。 少しき ばって 勉強 しないと 駄目 だと、 それば かり 思つ 

て ゐるリ 大兄 は ドンく 讀ん だで しゃう ね。 僕 はなん にもし ないで ゐた。 

もう 蚊が 食 ふ. から やめる。 これから 山 へ 行 くんだ。 

お ば が 物 千し の 鉢植 の 茄子が 大分 大きくな つ た と 話して ゐる。 父 は 小聲で 、蚊帳の 中で 謠ひを やって ゐる。 

もう ぼつく 暑くな つたから 用心して 下さい- J  /田 中 兄 はもう 歸省 しました か。 左様なら 

なつかし きく 疆車樣 七月 十日 夕  冷壺拜  _ 

八 二  〔七月 n 一十一 日 山 口 縣玖珂 郡 由宇驛 三國屋 より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 一 

廿 六日に 內を 出て 二三 ケ所 うろついた 末 やっと こ 乂 へ 落ちつ いた。 廿日 市よりか もっと さびしい 所 だ。 宿， 

は 海岸へ 三 町 も あるが こ \ で 一等の 内で 二百 坪 程の 庭園が あるし 質朴 だから 氣に 入った。 座敷へ ころんで ゐ 

ると 一箇の 別莊の あるじに なった やうな 心が する。 海 濱はづ つと 松林で、 きれいな 砂 だから 海水浴に は 都合 

がい 、- 俗 氣の拔 けた 听だ。 只 物足りな いのは、 一 鱧で 本縣は no  beauty  at  all だ。 面白い 事 も ありさう； 
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にない。 兄 は此頃 どんな day-dream を 見る？ 山に 居る 間にし つかり Satan の 毒 血を貯 へろ。 喝。 

音信 を 只 一の 樂 しみに して 待って ゐる。 七月 三十日 正午 

八 一二  〔八月 二 十一 H 廣島 市猿樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱ぬ 兄。 小生 昨日 歸 宅した。 大分 黑く なった。 嚴 島で 照ち やん 等に 會 つたよ。 守 一 と靜が 曰々 ハンモック 

を 持って来て 向 ひの 堤で 午寢を やる 。大木の 葉の 中へ 釣って る。 高い く。 弟 は 島に 居る。 堀の 蓮が 座より 

も 上へ 延びて ゐる。 和尙は 一昨日 やら 上京した さう だ。 三千さん に、 「練兵場で 朝夕 相 變らず ボ X  くい はせ 

てるせ」 と 言って くれ。 

オイ、 それから 先日の 返事 はどう だい。 行 くんなら 此 月の 中に しないと 不都合 だて。 

八 四 〔九月 五 H 廣島 市猿樂 町より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜 啓/昨日 は 中途で 俥が いやにな つたから 一 圓 八拾錢 や つ て久地 村で 下りて 安へ 出て 再び 俥で 三時 頃に 歸 

つた。 此度 はお 宅へ は 御迷惑だった かも 知れない が 僕 は 實に慯 しかった。 全く 詩 だ。 iffi い 詩 だ。 白い 詩 だ。 

艷味 もこ もって ゐる。 よしや 人間 はいつ まで も 移動 のない ものと 假定 しても、 少く共 外圍は 常に 變遷 する。 

僕 は 過去 は 未来に は 求められな いといつ も 思って ゐる。 此 度の 逗留 もこう 考へ ると いよく 尊い" 互に 忘れ 

られ ない ね。 

昨日 は 服 を 改める が 早い か、 一本の ビ I ルを ひっかけて 漱石 先生の. 「草枕」 を讀ん だ。 明日 達って やる よ" 

わが 黨の 常に 覺 ゆる 「足の裏の 痒い やうな 感じ」 を 甘く もらして ゐる。 大兄の 喜ぶ 作 だ。 此 作に 於て 、、金 や 

んは鎧 甲に ひしと 身 を 固めて 馬上に 太刀 を 抜いて 立って ゐる」 

當 地へ は 此頃乃 木太將 が檢閱 使で 来て ゐられ る。 今朝 は 東 練兵場で 摸掛戰 があった から 車 を はせ て 見に 行 

つた〕 昨夜 金 を 貰って おいたん だけれ ど 今日は 爲替を 組み はづ したから 明 曰 出す。 御宅への 御 挨拶 も 明日お 
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す。 今 酒に 醉 つてい X 氣 もちに なって ついで 兄に 手紙が かき 度な つたから 机に すがった。 

三 野から 返事が 来た。 八日に 來廣 するとい ふ。 加 計に も 是非 會 ひたいな ァと 言って 居た。 此事 ー應傳 へて 

だけ は 置く。 三 野 は 共に 上京し やうと いふ 積り かもしれ ない。 きたない 内 だけれ ど 伯母の 言 ふ 如くに 宿屋な 

ぞへ は案內 はしない つもり だ。 僕の 內に 泊めて 勸待 する 積り だ。 下女が ゐ ないで 不都合 だから 千代に 手紙 を 

おして 給仕 を 仰せつ けた。 狭い 内で も 垣根に は 大きな く夕顏 がさく。 澤山 だ。 

事に よればい つか 高 橋と い ふ 人が 来た 時の ように —— 土筆 狩 をした ぢ やな いか —— あのよう に少 さい 

party を 作って 新莊へ 行く かも 知れない。 

なんだか ま た 加 計 へ 行きた くな つた。 

朱 S よく。 早く さ ife を 持って 〇〇〇£;/ わが 願 ひ はこれ で盡 きて る。 〇〇〇 く。 

爾今 以後 予は遙 かに 手 を 擧げて 〇〇〇 くと 號 令す るぞ。 頓首 

朱 泊 大兄  冷 

八 氏へ は 明日 手紙 を 出す。 爲替 と共に。 お 內へも 明日 挨接狀 を 出す。 

八 五 〔九月 十六 日 本 鄕區駒 込 千 駄木林 町 確 井 方より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

一昨夜 九 時 四十 分 入京。 田 中、 東等數 人の 人に 迎 へられた。 みんなで 本 榔の鷇 そばへ 行った。 僕 は 涙が 出 

て 困った。 昨日 は 早くから 續々 尋ねて 来る 人が あった。 午過ぎに 中 川 兄が 来て 一所に 夏 目先 生 を 訪問し 夜の 

九 時 頃まで ゐた。 こんど 春陽 堂から 先生の 作 を 出版す るので 畫 家が 来て 相談して ゐた。 千鳥 は 非常な 好評 だ。 

先生 の 内 は 五六 日 前 迄 何 か 流行病が あつ て 交通 遮斷だ つ たさう だ。 それでも 先生 はノ コ く 出 ある い てゐた 

さう だ。 は. t めて 先生に 會 つた 時の 感は言 ふに 言 はれない」 それから 一寸 前後す るが 豫 車中で 神 戸から 井ノ 

哲 先生と 隣り合せ でゐ た。 僕 は 相場師 かしらと 思って ゐ たんだ。 國府津 まで 来て 僕が 上衣 を萧 たら はじめて 

文科の ものと 知って 先生が 話しかけた。 中途で 改まる のも變 だから 仕 まひまで 在来の 體度 でつ どけた。 先生 
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は 親切に 遊びに 来る やうに 言 つて くれた。 そして 色々 前途の 相談 をし た 。 鈴 木 周 作 兄 と 親友 だとい ふので 大 

變 信用して くれたら しい。 文科の 生徒に して 井 ノ哲に 「君」 呼ば はり をした もの は 僕 一 人だろう。 知らない 

と は 言 ひながら 大に 滑稽 だ。 さ樣 なら。 

八 六 〔九月 二十四日 東京 市本鄕 駒 込 千 駄木林 町 破 井 方よ リ 廣鳥 縣山縣 It 加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 兄  (九月 二十 三日 夜、 本鄕駒 込) 

いっか 言った 通り、 もうこれ から は 兄の life が はっきり 目に 浮ぶ から、 都合が い、。 こちらへ 来てから、 

獨 りで ゐる 時にはい つも 兄の 事ば かり 思 ふ。 まだ あまり 出 あるかな いが 镯り であるく と 堪らない。 大抵の 場 

所 は 平氣で 通れない の だもの。 今夜 は 三 高 連の 會が 有って 例の 「光る 集合 所」 へ 行った。 それから 東 兄と 二 

人で 不 忍の 方 を 廻って 歸 つた。 

此 頃は每 日の やうに 雨が ふって じめ くと 不快で ならない。 宿 は千駄 木の 女學 校のと なり だ。 便所の 窓 か 

ら そこの プレ ー グランドが 見える。 女學 校の 位置 は 別って るだろう。 近所に 浦 瀕ゃ芝 口が ゐる。 浦瀨は 一昨 

夜 やって来て 十二時 頃まで ゐた。 大變に 千鳥 を ほめて くれた。 芝 口 も 非常に ほめて 騷 いで ゐ たさう だ。 こち 

ら へ 来て 千鳥が 大 評判で あつ たと 知って 驚いた。 人の 所 へ 行つ て これが 千鳥の 作者です と 言つ て 傍の 人に 紹 

介され た 事が 度々 あった。 栗 原なん か は はじめて 會 つた 時 、、ャ ァ、 やって来 たね。 千鳥 は 甘い ぜ、、 とやり 出 

すんだ。 坂 本 四方 太 は 哲學館 大學の 講座で 、、大 學 開始 25 来の 名文、、 だと 言って 八 釜し く 言った さう で： is しハ」 

の學生 は澤山 僕の 名 を 知って る さう だ。 柿 原 (撗 W?) に、 (柿 原と いふかね 〇〇〇 の 先生 は) あの 男と 吉田君 

の處 であったら 、、千鳥 を 作った の は 君なん です か、、 と 言って 驚いて ゐた。 、、大 評判 だから 買って 讀ん だが、 

同名の 人間 かと 思った，， と 言 ふんだ。 今夜の 會 でも、 はじめは 千鳥の 持 切で 有った， - 僕 はだれ に會 つても、 

ヘラ リく 笑って 批評 を 聞いて ゐる。 只 坂 本の 話 を 村 上の 處で 聞いた 時には 、、四方 太さん は 大學を 馬鹿にし 

てゐ ますね：. と 言った。 それだけ しか 言 はない。 心中で はこれ なら 大分 行く先が 賴 もしい、 世間 は 案外 組し 
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易い と 思 ふ。 そして あんまり これから 下らない もの は 書け ない と 思つ て 窮屈な やうに 感じ る 。 

千鳥の 事 はもう 言 ふまい。 〇〇 の 所へ 先日 一 寸答罎 に 行ったら 天 宅 もゐて 二人が 根津の 社内の 小亭へ つれ 

て 行って くれた。 〇〇 は 生活難に シ ョ ボケて ゐ るら しいが 口先で は 強さうな 事 を 言って る。 わざ くら 元氣の 

い.^ 事 をい ふ 奴 は 怪しい。 而し 僕に 好意 を 表して くれる 點は 非常に うれしかった。 學 校へ は 二三 日出た がま 

だ敏 さんと 大 3^ さんと バ ッ ク (佛 語) に 接した ばかり だ，^ 

廣 車中 で 井の 哲 どんに 會っ た 話 は し た かね。 先生 は 鈴 木と い ふ 學生 と 同乘 し て 大變 面白 か つ たと 言 つて ゐ 

たさう だ。 鈴 木 周 作さん から 聞いた" 大學で 井の 哲に 一， 君々」 と 呼びかけ たの は 僕 一人 だとい ふので 學友間 

に 大分 評判して ゐる。 

それから 一昨日 初 やが 来たよ" 梨 を 土產に 持って ね、 い、 着物 を 着て 来た。 太將の 奉公して る 所 はこと し 

出た 醫學士 ださう だ-" wife は 跡 見の 生徒 だとい ふ。 僕 は 家 を 持つ 事 は 出来ない と 言って 初 やの 樣子を 伺つ 

て 兄たら 案外に も 、、家 を 持つ と 大變に 面倒で 且損 だから 下 {：£ 住 iie に 限る、 うちの 曰； 那 がいつ もさう いふ，， I 

言って 此 下宿に 辛 棒なさい とす \ めた。 いぢら しくて ね、 僕 は 寫眞を くれてや つたよ。 どんなに よろこんだ 

か 知れない よ。 ■ 雨 がふり 出した から 歸りは 車に のせて 歸 した。 僕 は うれしかった。 

それに 引かへ て ィャな 奴 は 例の 〇〇 だ。 五六 日 前、 〇〇 の 所へ 机なん か" 取りに 行ったら、 氣分 がわる いか 

らと 言って 斷 つたのに、 な ァに飯 を 食へば 直る さと 例の ドラ マチックな 口吻で 遂に 僕 を 引と めて、 曰が くれ 

ると 湯 島の 鳥 又と い ふ 鳥屋 へ つれて 行つ た。 太將は い か にも、 つれし い 所 へ 来たと 言り たやうな 調子で ャィャ 

ィ 騒いで、 もう 僕ァ 飽きた からと言って もどう しても 歸ら ないで グイく としつ こく 飮 むんだ。 そして 野暮 

な 事 を 言つ て 女 をな ぐったり 歌 をうた つたり して 鳥屋 なぞ へ 來て氣 の 知れた 事 を や るんだ，" じまいに 僕 はた 

まら なくなつ た から 立ち かけ た ら、 、、君 歸る なと 言 つたら 歸 るな、 なァに そんなに 氣 取った つて 姐さん にも 

て はしない や、、 と 言った から グイと 籟に さわって とんく と歸 つて やった。 そしたら 一昨日 〇c/ が挨投 かた 

ん\ やって 來 たから 、、君 は 誰と 酒 をのんでも あんな 調子な のか，、 と 言って やったら 、、な ァに君 だから さ、、 と 
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言った。 、、僕 だけになら 少し はい V かね，， と 言って 世間ば なしに 移った。 憎かった の は 其 時 初 やの くれた 梨 

を ムシ ャリ くと 三つ 四つ 平げ た 事 だ。」 〇o は 度し難い」 滑稽な の は 鳥 又 一件の 夜 太將は 精に さわった 

と 見えて 亂醉 して 歸 りに 吉 原へ うかれ こんで、 その 途中で 車夫と 大 喧嘩 を やって なぐり 合って 眼鏡 を こ はし、 

翌日 親類 かなん かで 金 を 借りて やう やく 買 ひ 求めた と 白状した。 そして 其 夜鳥 又 を 出る 時に 下女 を 引っ張つ 

て 二三 町 も あるい たんだと さ。 度し難い。 只 「鳥屋」 へ 行って 一杯 やる の を 僕 等が 生れて はじめて 散时 した 

のより はま だく 得意がつ てる やうすな のが 不憫 だ。 00 の 事 は 手紙に かくさへ いや だ。 

もう 止め やう。 宿 は少く 共當分 はこ，^ で 辛 棒す る。 學 校へ 少し 遠くて、 そして 部屋 はせ まいが 内に は 東 兄 

のゐた 求道 學舍 の臺所 奉公 をして ゐた眞 にムッ タ ー リ ヒな、 物の よく わかった 婆やが みん なを子の やうに し 

て くれる ので、 いつまでも 出たくない。 夕飯の 跡 なぞに は 一同 爐 のま はり を 圍んで 浮世ば なし をす る。 同宿 

はピ ー くの ェ學士 一人、 醫 科の 人 一入、 東 兄、 醫學 校の 生徒 一、 十五 六の 中學生 二、 いづれ も佛の やうな 

人ば かりだ。 みんな 質素な 人間 だ" 居心地が い \。 僕 一 人ハ ィ カラの やうな 氣 がして 何だかき まりが 惡 いか 

ら 自然 儉 約に やる やうな 傾向になる。 以上。 (十一 時半， 記 了) 

八 七 〔九月 二十 七： H 本 鄉區駒 込 千 駄木林 町难井 方より 廣烏縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

朱 泊 兄/近々 一 つ 作 を 出す。 天井の ブリ ー フと 「女 は ジ ー ベン、 ゥ ント、 •  トライ シッヒ で」 が 主な 材料 だ Q 

會心 の 作が 得たい。 御 面倒 だ がそれ について 次の 一 二 項 を 詳細 に說 明して ほしい。 

一 、 「鮎ぎ やう」 を 作る 順序。 

二、 炭 はどうい ふ 木で 作 か。 どの 木の 炭が 最上 か。 ， 

三、 材木 を 切りに ゆく 順序。 

. 第二 項が 最 入用 だ。 御 願です。 第 一 項は大 至急で 返信して 下さい。 

此 作が 出たら 「加 計の 六日」 がいかなる 詩 材を予 に 供した か わかる の だ。 目下 三分 ど ほり 出来て ゐる。 


年 九十 三 治 明 


八 八 〔十月 三 H 東京 市 本鄕. 5! 駒 込 千 駄木林 町 維 井 方よ リ 廣島驟 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱 泊 兄  (千駄 木、 林 町、 十月 三日 夕刻)， 

今 雨に ぬれて 歸 つて 来たら 兄の 手紙が 來てゐ た。 難 有う く。 あれなら 痒い 所へ 手が 屆 くやう だ。 レタ， - 

や 、、三十 七、、 について 言 ふ 事が あったら、 願っても 聞きたい 位 だ。 なるべく 早く 知らせて 下さい。 

出来 上った 段に はとても 兄の 期待に は 副はないだろう と 思 ふから、 はじめから多くを^l キ ス ぺ クト して ゐ 

て くれて は 作の 價 がます/ \ 下 るだろう。 筋 はたの しみに 言 はないで 置く。 出来たら 兄に デヂケ ー トす るつ 

もりで 箪を 起した の だ。 

筆 をと る 段に なって いろくの 小細工の ために、 見て 置きたかった ものが 澤山 だ。 まどろし くて ね。 

而し 僕が この 作 を デヂケ ー ト する につ いて 最價値 を 感ずる の は ー篇の 工作 中、 棒山莊 から 見た 加 計の 景色 

が絕 えず 目前に 懸 つて ゐる事 だ。 作の リテラル のべ リ ュ ー の 如き は デギケ ー シ ヨン の 上に 何等の 價を 加へ る 

ので はない。 而し 名作と 言 はれたい 積り だ。 四方 太が まって ゐる やうな 氣 がして ならない。 

また 千鳥の 事 をい ふやう だが 、、兄が 親友 を讀 む、、 と 言った の は 警句 ぢ やく。 句と しても 面白い。 それ か 

ら或 法科の 男と 友人の 所で 會 つた 時、 これが 鈴 木さん です と 友人が 紹介したら 、、千鳥の 鈴 木さん？、， と 言つ 

てし まひまで 僕の 顏 ばかり 見て ゐた。 歸る 時に 、、作者 は考 へて おいでになん たよりか 遙 かに 醜男です、， と 何 

の 氣 もな し に 言 つ た 所、 後に 友人から き い た ら其 男が 、、鈴 木 さ ん は 僕の 思 つ て る 所 を 看破 つ たか ら 恐怖 い 、、 

と 言 つ た さう だ 。 其 他 珍談 多し。 

工作 中の もの は、 少し 急が しいので 今日まで やはり 三 段 程で 止って ゐる。 日々 いらって ゐる が 推敲 の た め 

進まず。 今夜より 四 段に 入る。 全 體八九 段で 片づ くつ もり だ。 

八 兄に よろしく。 此 場合 多忙 だから 失禮 する。 

左に 早速 、、炭の 說 明，， を應 用した 一例 を 上げる。 これが 全篇の かき 出し だ。 
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こんど は 作に 於て 僕の 兄に 對 する フ レン ド シップ をよ め〕 文字に なき フ レン ド シップ を讀 め。 

三 太刀 尾に は 僕の 姊が よめ 入りして ゐ るんだ。 はじめて 姊の 所へ 尋ねて 行く とい ふ 事に して ある。」 三重 

吉拜 亂筆 失敬。 

0  (腹案. だから まだ 色々 手 を 入れる が、 ざっとこう いふ 風) 

「城下 見に ゆ こ 十三 里、 櫟炭 積んで 十三 里と 川 船の 歌の 文句の 十三 里 を、 城下から とこく と 三 里 は 雨に 

ぬれて 來たリ 

「これ ぢゃ いの、 こっちへ 這 入る と 門が ある」 と 言って 伴の 女 は、 大きな 古木の 突き出た、 古ぼけた 高い 

ビ1  角へ 來て 止った。 「この 锾が 三百 年、 三 太刀 屋が 出来て 三百 年」 と 言 ひながら 馬の合 羽の 下から 僕の 

「 出して くれる。 锾の t. が ぼたり くと 蝙蝠傘 を 叩く。 向 ひの 小店の、 天狗の 面 を かいた 障子 戶の 隙間 

から 一 と 巾の 明りが 小. 雨 を 切って、 裾 は 泥の 上 を 筋 遠に、 馬の 後足に 常って ゐる。 此蓑 はこ ちらから 返させ 

ると 言へば、 なんの 序ぢゃ もの わしに 渡しなん せと 言って 馬へ つけた。  . 

橫へ 曲れば 解 は 一面に 蔓草が 這うて ゐる。 片側 は 苗木の 畠ら しく、 小 半 町ば かり 向 ひに、 こん もりした 森 

が黑ぃ 夜の 中 を も 一 つ 黑く續 いて、 轟々 たる 川瀬の 響 を f< ひ 止めて ゐる。 五六 間 行って 再び 壁の 色が 出て 來 

たと き、 構へ に不 似合な、 小さな 門口へ 来た。 みたち 屋 とかいた 四角な 金燈 籠が 鎖で さがって 仄かに 關 を拂 

つて ゐる。 小 黑ぃ石 疊の繼 目にば うくと 生へ た小鷄 頭， - 雨が しとく とか、 る。  


三度； IS に 「あい」 と 言 ひ/ \ 誰か 出て 來て、 ばさりと 大戶へ 傘 をす がらせる。 きしく ぃ戶が こねく り 返し 

て やっと 開く と、 櫸 がけの 小 女が、 石の 上へ 置いた 手燭 を 取って 「どなた かいの」 と ME 八 分に 上げた" 小鼻 

に 小さな 「ほぐろ」 が ある。  

大臺 所の „京  . 

ー篇の 最後の 「とめ」 は 
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櫟炭 つんで 十三 里の 歌の 文句 を その ま k に 明日 は 城下へ 歸 るの だ。 (完) 

< 九 〔十月 十六 H  * 京 市本鄉 K 駒 込千駄 4^ 林 町碰井 方よ リ 廣. 1- 縣山縣 郡 加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱ぬ 兄  十月 十六 日 (千 駄木林 町 一七 三 確 井内) 

其 後い ろく 話が 蓄 つた" 

浦 瀬の 所へ 一度 行った。 初さん はか わい \ ぢ やない か。 僕 は 箱へ 一杯の 弄 具 を 一 々ならべて 見た。 お 神 さ 

んが芋 をう で 乂  ノ  J ち さう し た？ 11 の 夜で あつ た 〕 

おみつ さんが 尋ねて 来た。 自分で 作つ たんだと 言って 西洋 菓子 を もって 來た。 うれし さう に、 はづ かし さ 

うにして ろくに 物 を 得 言はなかった。 

或 夜 金 やん の 所で 虚 子と 一所に 松茸 飯 をよ ばれた。 来年 一月の ホト、 ギ スは總 出で 何 かかくの だから 是非 

僕 も か \ なければ いけな い の ださう だ。 何だか 臂 こそば ゆい やうで ならな い。」 

又、 或 日 〇〇 兄と 〇〇 とが 來 合せた。 三人 を 春 木 町の 小 料理屋へ 引つ ばって 行って 大分 痛飲した。 〇〇 兄 

は ひよ ろくにな つた。 それから 太 將の發 起で 二人で 仲へ 二 〇 加 を 見に 行って とうく 一  寸 したき れいな 內 

へ 上り こんで ゲルと マ ィ コ が 来て 僕が 大に 歌った。 〇〇 兄は舊 劇の 中 へ はい ったゃぅだと言って是1?^-に趣味 

を 感じて ゐた。 三時 頃 太將の 宿へ 歸 つて 寐た。 此 一件 は グロ ー セス、 ゲ ハイム-一 ス となって 永く 二人の 間に 

スヰ ー トな 詩の 一 齲と して 殘 るの だ。 〇〇 兄と 花魁と は 決して コントラストに はならない。 此頃 は太將 立派 

:;f リた" 少なくとも 僕に は 色男 だ。 抱きつき たいやう だ。 此夜 二人 は ハイカラ ー の 紳士の 扮 装であった。 

： 入 は 三枚 橋の r 揚出」 で 湯豆腐で 一杯し、 それから 金 やん を 引 出して、 三人が 宵の口まで 隅 田 川に 沿 

うて 散步 した。 金 やん は 僕 を 愛して ゐる" 三人 は 芋 を 買って 食 ひ、 豆 を 買って 食ひ抻 を？ H つて 食った。 歩く 

く 食った。 夜 また 〇〇 と 「茶 颠」 で 一杯 やった。 〇〇 は 明る 日 も 午後 尋ねて 来た。 僕が こいしくて ならな 


又、 或 曰 〇〇 が來訪 された。 千鳥が 来訪 を 受けたら しい。 僕 はかね て 面白い 人間 だと 思って ゐた所 だから、 

よろこんだ。 先生 は 何だか かわい さう でなら ない。 次で 僕が 返 禮に訪 ふた 時、 太 將は酒 を 出した。 縱橫 放論リ 

二 合 入の 德 利が 七 八本 倒れた。 其 夜 は 他の 人と 三人 づれで 仲へ しけ こんだ。 途中で 〇 が 車から とび 下りて 車 

夫と 喧嘩した C 僕 はいろ くな だめて ゐ たが、 仕 まひに 人が 一 杯たかった。 見物の 中に 〇〇 公が 制服制帽で 

立って ゐ たに はぎよ つと した。 

一昨夜 〇〇 の處へ 行って 、、あいそが つきた か、、 と 言ったら 笑って ゐた。 〇〇 の國 から 来た 水 野と いふ フラ 

ゥはシ ェ ー ンだ。 「千代」 式 だ。 しかし まだ 一 年 位硏究 しなければ 貰 ふなん て考 はない。 

昨日 は 〇 がまた やって来た。 東 兄と 三人で 染 井から 板 橋の 後ろの 田圃 を あるいた。 途中で 僕の 發議で 畑の 

大根 を 二 本 買って、 どこかで フロ フキを 作らす とい ふ 事に したが、 仕舞に みんなで さげる のに 手が だるい と 

言って 車 を 傭うて お 客の やうに 其 大根 をのせ て 或 小店へ 案內 させた。 巢 鴨の 病院 を 破って 出た 人間 かと 思つ 

たであろう。 東 は 制服 制 精 だ。 此日は あんまり 笑って 横腹が いたくな つた。」 

學校 はいそが しい。 僕 は 制服が ないから 圔書 館の 奥の 方へ はいれな いから 殘念 だ。 口 ー レンス さんと いふ、 

英國の 或 大學の 教授で 有った 入が 今度 僕 等の プ 口 フ H ッサ ー になった。 上品な 人 だ。 親切 だ。 

本が 賈 ひたいが 仕方がない。 金 を 月に 七八圓 もうけた いと 思案して るが い X 方法がない。 先日 は 支那 人の 

敎授を 世話して くれた 人が あるが 支那 人は斷 つた。 月々 二十 五圓途 金して 貰 ふ 事に きめた から、 大分 窮屈 だ。 

どこかで 向 三年 間 百圓程 借りたい。 制服、 外套、 で 一寸 四十 圓、 叔母に 借金の 殘部を 二十 圓はら つて あとの 

四十 圓で 入用な 本 を 四五册 買ったら とい ふ 都合 だ" そうしたら 勉強が 出来さう だ。 兄に 金が あれば 貸して 貰 

ふの だに と 思 ふ」 

朝の 七 時 はつらい よ。 宿 はじめ./ \ として 暗く つて、 自分ながら あはれ だ。 

いっか 圖書 館で 閱覽券 を 貰 ふ 時、 書， 記が 名簿 をく つてる 際に ちらりと 兄の 姓名が 出た。 

宿 はとな り の女學 校に いちん ちプ ー く、 オルガン をなら すから 閉口 だ。 
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今 曰 はこれ だけ。」 言 ひたい 事が 胸 一杯で、 氣 ばかり ィ チアく して 少しも. かけない。 

會 つて 話したい。 兄が ゐ なければ すべての 興味 は 大半 ノンセンス だ。」 三重 吉拜 

九 0  〔十月 二十 六日 東京 市 本 鄕區彌 生 町 小 林 第 一 支店より 廣島縣 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

昨夕 轉 居した。 もとの 藤 井の 家 だ。 歷史が あるから 签 間が あると 聞いて 一 も 二 もな く 移って 來た。 例の 赤 

鬼に よく 似た 十七 八の マ ー グ トがゐ る。 お まへ には姊 さんが あり ァ しない かと 聞いたら、 ない とい ふ。 赤 鬼 

の 妹で はない らしい。 

御手 紙 はいつ もながら、 くり 返しく よむ。 例の 一件 をき いて 犬に 大盃 を あげたく なった。 「御」 の 字 さ。 

めでたい さ。 〇〇〇 く。 

いろくい ひたい 事 も あ る が、 昨夜 金 や んの 所から 歸 つて 来て どうして も 寢られ な いで 二 時まで 起きて ゐ 

たから 今日は ぼけて 何ん にも 出来ない。 小說は 大分 進行した。 このために 神經 衰弱が 起った。 困って ゐる。 

ォ ー ネ、 ゲ ルド ど元氣 もない。  . 

八さん には^に 手紙 を 出さない からよ ろしく 申して 下さい。 

例の 天井の レタ ー の 事 は此 後先 生 にも 誰に も， 語り 給 ふな。 此間金 やん と 二人で 豆， を 食 ひ な が ら ある い た 、 

その 豆の 殘 りが あるか ら 近日 小包で 達る。 當時 先生に 其 事 を 話した 。 先生 はもうと うに 接 つ た 事と 思 つて ゐ 

られ るだろう。 忘れて ゐた。 十月 二十 六日 

九 I  〔十一月 十四日 東京 市 本 鄕區彌 生 町 小 林笫ー 支店よ リ 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

朱始 兄/其 後の 事情 はどう だ。 フラウ 一件 はどう 運んだ？ 

僕 は此頃 一寸 神經 をいた めて 弱って る。 いっかの 小說 は、 半分まで 出来 かけて またす つくり 引つ くり かへ 

してし まった。 そして 今の 處 丁度 六 分まで 出来て ゐる。 先生の 所なん かへ 行く とみんな から、 まだ かくと 


いはれ て、 心苦しくて ならない。 或 友人 は 今出来て る 所 だけ よんで、 これ は 先生に 運動 させて 新 小 說の卷 .s?  2 

へす えろ と 力んで ゐる。 そんなに 言 はれる とうれ しい やうで 苦しい。 中々 うまく 出来さう にない。 行？ なや  ー 

みだ。 それよりか 此 頃はゲ ルドの 事で 實に 弱って ゐる。 例に 依って 別に これと いふ 事 もしで かさない の だが、 

つい 上京した てに うかくして ゐ たので 目下に つち も、 さっち も 行かない。 しかし 今年 は 自分な が ら 無理 も 

な い と 思 ふ 事情 も ある。 だが こんど は どんな 事が あ つ ても國 へ 言 へない。 兄に 相談した つて 無理 かもしれ な 

い が此 月末 か 来月の 七 八 日頃 ま で に 三十 か 四十 か 五十 かど こ か で 借り出し て はくれ ま い か。 百圓 くら ゐ、 一 一 

年間 契約で 借りたい。 どうかなら ないか。 返事 をさせる の は 心苦しい が、 弱って る 時には、 突き 當 つて 見ん 

と氣 がすまない 故、 出来ねば 出来ん と 言って くれ &ば 安心す る。 

だが 愁を言 ふとなる ベく どうかして ほしいの だ。 三十 金で もい \。 而 しすぐ 返濟は 出来ない。 来年の 五月 

頃まで 借りたい。 出来れば 百 金で もい &。 而し人 を 苦しめて 金 を 作らせて、 それ を蟲 のい X 事に 使 ふだけ の 

勇氣は 近頃 はない。 

急 返 を まつ。 /いろく 話 もた まって ゐ るが、 また 改めてし やう。 一寸 緊要な 事件 丈 を 申しの ベる。 

〇 栗に 先日 會 つた" こんど 法科 大學々 生々 活、 女子大 學々 生々 活を 執筆す るよ し。 

〇 夏 目さん が 文 學論を 出版す る」 序文が 先日の 讀賣の 一 面 を うづめ てあつた 先 ぶれ だ。 其 中に 余の 此 ー篇は 

少く共 中 川 兄 の 名に 依つ て 後世 にの こる とかいて ある 

0 吉田貞 一 氏 伊賀 國 上野 中學 校へ 赴任 

〇 近 來和尙 と あまり あはず- -  . 

〇 先日 女子大 學？. 湮動會 を 見る。 ドライ は 其 日 は 少し は 美しい と： つた。 六十 二 a! 位に 見えた。 太將は 同校の 

助手。 

〇 お 初が 白山 前町邊 の 下宿へ 行 つ た 。三 野が 来て、 僕に その 宿へ 引つ こ せと 言 つて ひやかす 

〇 銀 11 に 平野 屋 とい ふ內 あり。 京都 祇園の 平野 屋の 支店な り.」 先日 僕の 三 高 時代の 同 クラスの 奴が 三 四 人 行 


つ て飮ん だとき お 里と いふ、 京都から 來 てる 仲居が 鈴 木さん と い ふ 人 はどうし て はります，、 とき いていろ 

/\ の ろけ たと いふの で 今頃 連 仲の 間で 大 評判。 色男 少 々閉口。 

〇〇 氏が よく 〇〇〇 に 行かれる 2^上 

九 二 一： 十一月 二十 七日 ■ 東京 市本鄉 區臺 町福荣 誼より 廣島薛 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

先日の 事は惡 しからず 許して 下さい。 一昨夜 引っ越した。 氣の 利いた 宿 だ。 スヰ ー トナマ ー グ ドがゐ る。 

ふろ も 電話 も ある。 中 川 兄と 近く だ。 先生から 猫 を 貰った V ろう。 先生 はなつ かしい 人た。 一 曰/ \ と 骨 ま 

でび りつく 程 ほれて ゆく。 ゲルト 一件で やせて しまった。 兄の ハイ ラ ー ト 一件に 痛快 だ。 三 野に も此 度の 事 

は 報知し ろ。 僕は會 つても まだ 言 はないで ゐる。 兄の 報知が いくまで は 話さずに ゐ るよ。 左様なら 

九 三 〔十二月 七日 東京 市 本 臺 町福榮 館よ リ 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

小說は 「山 彥」 と 命名した。 大作で ある。 苦心 慘嬉 であった。 昨夜 先生の 所で 朗讀 した。 席上に は 先生の 

召集に 應 じて 來會 した 人 十 人、 虚子、 四方 太、 寒月、 其 他， 記者 二、 和歌 黨 一 、 ホト、 ギス 一;^ の 法學士 一 、 私 

立大學 の敎師 二、 等、 一寸 晴れの 場 だ。 結局 作は虚 子の 手に 渡った。 先生の 趣味に は 合 はぬ 作 だ。 二三 ケ所 

の 非難が あった。 而し截 言せば 一般の 人 は 驚いて ゐた。 作の 好 拙 はの けて 三重 吉 的の 作 はこれ までの 小說家 

に 一 つもない。 鏡 花 式漱石 式の 點は あれ ど 鏡 花に ない 長所が あるとの 結論 だ。 昨夜の 會は ニ董吉 でもち 切り 

だ。 、つれし かった く。 兄が ゐて くれたかった。 此 十日 寢食 もろく にやらない。 今ボ カンと して 座って ゐる。 

い つ か 言 つ た 最後の 手段と いふの は、 内へ 電報 打 つ たりす る やうな 單 純な 策で はな か つ た。 

九 四 〔十二月 十日 東京 市 本 鄉區臺 町福榮 館より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

饰夜和 尙が國 民 新聞 を 持って やって来た。 先生 宅の 「山 彥」 朗讀の 光景が かいて ある。 兄へ 達りたい と 和 


尙が いふ。 森 田 白 楊と いふ 文學士 (上田 敏 さん 一派の 「藝 苑」 の， 記者) が 二 間ば かりの 手紙 をよ せて 小生 を 赤 

門出 第一 の 詩人 だと か、 文科 創設 以来の 英才 だと 申して 来た。 英才 も此節 胃が 惡ぃ。 こんな 贊辭を 貰って は 

胸が 惡 くなる からお 證の 言葉 を 副えて 返上した。」 新聞 は 愚弟の 所 へ 週して くれ。 當 夜の 光景 を？ S きたが つ 

てゐ る。 

九 五 〔十二月 十五 日 本鄕 it 臺 町福榮 誼よ リ 本鄉 S 駒 込 千 駄木町 愛 勢 館 田 中 經太郞 へ (はがき)〕 

一昨夜 来て くれた さう だが 失敬した： 僕 も、 此 間から 會 ひたいく と 思って ゐる。 久しく 會 はない からど 

うして るかと 思って ね。 仕事 は 思 ふやう に 出来る か。 風 を ひかない やうに 用心し 給へ。 僕 は 今日で 五 曰寐て 

ゐる。 はじめの 三日 は晝夜 苦しみ 通した。 ひどい 熱で ね。 弱った よ ほんと に。 も、 i は ひいた。 駄作 は 「fi 

彥」 と 命名した。 ffl 心慘 » の 作 だが、 そんなに 傑作と は 言 はれない と 思 ふ。 力の ない 內に 作る 事 はこれ で 等 

分お やめ だ。 あま， れ 名作 を やる と 學校を 滑べ くる。 呵々。 閣な 時に 一度 會 ひに 来て くれ 給へ。 

九 六 〔十二月 十九 H 東京 市 本！^ B 裏町 福榮 館よ リ 廣島驟 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

、、山 彥，、 の淨 書が すむ と 同時に、 熱が 出て 五日 寢た。 昨日 床上げ をした。 夜中 川 兄と 豐國へ 行って、 頻生 

亭へ 行って、 歸 つて 十二時 迄? <將 の 所で 遊んだ。 太 將は半 町 足らずの 所に 居る。 殆每曰 やって来る。 色々 敎 

へて 貰 ふ。 和尙 は歸國 した。 千代の 内 は 水 主 町へ 引っ越して 出た さう だ。 、、山 彥、、 はもう ちゃんと 活版に な 

り 校正 も すんだ と虚子 氏より 報知が あった。 國民は 東 兄から 達った さう だ。 夏 目先 生 は 今し きりに 執筆 中 だ" 

來春號 は 僕の が卷 頭で 先生の が 殿り で 出る。 たのしみにして ゐる。 學校 は殆三 週間 休んで ゐる。 後に 困る だ 

ろう。 三 野 は 試驗 だ。 佐 世 保に ゐる石 井と いふ 男の 家が やけて 今度の 改築 は 三 野の 設計 だ。 

九 七 〔十二月 二十 三日 東京 市本鄉 區臺 町福榮 綰ょリ 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 
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正月が 來 るね。 正月が 来たって 下宿屋で に 駄目 だ。」 一昨夜 栗 原 氏と 中 川さん と を 引き合 はせ た C 三人で 

赤門の 前の ォデ ン屋を 論じた。 論ずる と は ォデン を 食って コップ 酒 をのむ 事 だ」 先生から 、-鶉 籠、、 を 貰った，. 

兄 も 貰 ふだろう。 先生 は 一 月の ホト、 ギスへ 大作 を か X れた。 」 僕 は眞っ 白い 文鳥 を 一 匹 飼って ゐる。 机の 

そばで 囀って ゐる。 室 は 南向きの 三階 だ。 いちん ち 日が もく くと さす- 障子の 硝子へ だんだら 染の ふろし 

きを かけて、 本 をよ む。 床の 上に は萬兩 をい けて、 花魁の 紙 難 を かざって ゐる。 机の 脇に は 古風な 金の 火鉢 

があって 湯が ちんく いふ。 本なん かすつ くり 戸棚へ 仕舞 ひこんで ある。 今日は 不平 も 何もない 春の 日向の 

やうな 一 日であった。 お 光さん が 電話 を かける。 東 兄が 来て 自殺した いとい ふ。 ワイフの 候補生 、、高さん、、 

へ 文鳥の 事 を かいて やる。 面白い 一 日 だ。 

九 A  L 十二月 二十 三日 東京 巿本 區臺 町福榮 館より 千 葉 縣香取 郡 古城 村 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

兄が 居ない と 思 ふと 何だか さびしい。 國で 正月 をす るの は 羨ましい 3 風 はすつ くり 直った か。」 さきお と 

X ひ、 先生に 、、鶉 籠，， を 載いた。 先生に こんどの ホト 、ギス へ 大作 を 書かれた。 先生に 原稿紙へ、 ヂキ づけ 

にかくん だが 少しも 消したり 直したり してない。」 僕 は眞っ 白い 文鳥 を 一 匹 買った。 机の 傍で 嗜 つて ゐる。 

今の 室 はいちん ち 日 が もく くさ し て氣 もちが い X 。 障子の 硝子へ ふろ しき を つ る して ビ ー 力 I をよ ん でゐ 

る。」 山彥が 出 るから 正月が 樂し みだ。 

九九 〔十二月 二十 八 B 東京 市 本 1^ 區臺 町福榮 館よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

手紙が. 果て 僖 しかった。 加 計の 景と、 あんた 2 情と は、 其 ま X 目に 寫 る。 何だか 一言一句 がしみ ぐと 胸 

の 中に 溜る やう だ" 小雪が ちら つくと はもの 悲しい。 いろく 言 ひた い 事が 積って ゐ る が 感情 は 手紙 に は か 

けぬ。 じれった いやう だ。 飛び立ちた いやう だ。 

學 校が 休みに なつてから は、 眞 白い 文鳥 を 一 匹 買って 障子の そとへ 釣って、 座って ゐて確 子 越しに 見える 
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やうに して、 のんきに 好きな 物 を よんで くらして ゐる。 南向きの 三階で いちん ち、 もく/ \ 曰が あたる。 中 

川さん が 曰に 一度 は 必ず 會 ひに 来る。 日毎の 一事 一件 を 告げ 合 はねば 氣 がすまない の だ。 太 將の學 力に は 恐 

れる" 見かけと 正 反對で 痛快な 男 だ。 よくく 二人で おでん を 食 ひに 行く。 —— 中 川さん と會ふ 度に は あん 

たの 事が 思 はれて ならない。 引っ張り出して 来たくなる。 世間が 恨めしくなる。 

此 二三 曰 は 朝から 夜遲 くまで 夏 目先 生の 所へ 行って ゐる 。今日 も此 手紙 を かいたら また 出かける。 先生の 

内 は 西片町 の 推の 木から 眞っ 直行って 小石 川へ 下りる 急な坂の 近所へ 引つ こした。 僕 等 は 本の 整理 や 道具 の 

片附け やする の だ。 奥さんと いろ/ \ の 話 をす る やうに なった。 みんな 内の もの、 やうに 思って ゐられ る。 

先生 は 三重さん くと 言 はれる" 

いろんな 面白い 事が ある。 先生の かいた 水 彩畫の 美人 を 貰った。 遠近 無差別、 黑白 平等より は 少し 上等 だ。 

天下の 珍品 だ 。 先生が 大學 時代 の 角帽 なぞ が 出て 来る 。 

一 話が 變る が 正月 ひ 中央 公論 (先生の 所へ は もう m つて 來てゐ る) に はじめて 先生に 渡った 小生の 手紙の 一部 

分乖 つて ゐる。 どこから もれた のか 別らない。 投書 だと 記者 は 言 ふが 何だか 合點が 行かぬ。 あんた に 是非 見 

せたい パ ッセ ー ジが ある。 

 神經 衰弱で 鄕里 に歸 養して ゐ たの だが  在京の 友人に 寄せた。 それ は 夏 H 氏の 風采 

やら 何やら を 氏の 作物と 面白く 對 照して 一 是 一 非の 妙 文  最 可笑しき 一 節 は  我輩 甚 

だ 金ち やん を 愛する.」 が 特別に 金ち やん を 知って ゐ るので も 何でもない。 敎 場の 中で 會ふ 事は會 ふ。 僕 

から は 知って ゐる。 が 金ち やん は 知る 害がない。 けれど 金 ちゃんの 知らな いのは 僕の 名 丈で 僕の 顏は知 

つて ゐ るだろう。 否 知って ゐ るに 相違ない。 相違ない 譯が あるの だ。 艷陽 三月、 僕 佳人 を 伴 ひて 山王臺 

邊花下 を 迷った 事が ある。 そこへ 向 ふから 見えた は 健かに 金ち やんだ。 行きち がひ樣 チラ リ 一瞥 を 僕 等 

の 上に 見舞った が、 それに は 言 ひ 知らぬ 嫉視の 情が 紛れ もな う 見取られた。 金ち やん は それ を 忘れ やう 

害 はない。 然 らば 金ち やん 卽ち我 を 知る と 謂つべし だ  先生 哄笑 一番 痛く 其 文の 奇を 愛し …… 


116 


年 九十 三 治 明 


 「君の 文 を 見れば 決して 神經 衰弱の 人と は 見えぬ。 金 ちゃんが 保證 する から 早くお 出で  」 

W つた 事 を 出し ゃァ がった。 因 二， 記す が あの 三 間 半の 一大 手紙 は 盗賊が はい 〔つ〕 て 物 を 盗んだ 揚 ：？、 その 

手紙で 糞 を 拭いて にげた さう だ。 驚いた。 

時に 天 才 倒れ とい ふ 言葉 は 難 有き 戒だ 。僕 は 調子に 乘 つて 宇 項 天に ならぬ つもりで ゐる。 先生の 所 なぞ で 

會な 口す る 人 は いづれ も 僕 を 一 筒の 文士の やうに 尊重して ゐる。 いろくの ところでい ろくの 人に 會 つて 大 

に 面白 を 施す ことが 度々 ある。 しかし、 か \ る 度 毎に うれしい と 同時に 冷汗が 出る。 此 冷汗が 出る 間 は 僕 は 

進步 する のだろう と 思 ふ。 注意し ます。 

千鳥が 明治 小說 年表に 出て るって ね。 先日 讀賣 にも 丙午 文壇 概評で 千鳥 を 佳作の 中へ 人れ てゐ た" ホト、 

ギス派 以外の 人 もー應 認めて くれたと 見える。 僕の 作に 感服して 三度 よんだ 四 度 よんだ と 言って 知らない 人 

からよ く 知って る 間柄 P やうに 言 はれる。 先日 は 僕の 文 を 慕う 餘り 来訪した 男が 二人 ある。 少々 オケ ッがこ 

そば ゆい。 / 此頃は 僕 も 四方で 上品に 彌 次って ゐる。 ホト 、ギス 派の 人 は みんな 面白い。 其 他に もい ろく 

の少々 知名の 人簡 と來往 する やうに なった。 

學校 では 僕が 「東亞の 光」 の 主筆に なった とい ふ 誤聞が 傳 へられて ゐる。 井の 哲 氏から 頼まれて 名 だけ 編 

輯員 になって る けれど、 僕 は あんな 維 誌の 主筆に は 死んでも ならない。 僕 は 詩人で ある。 - -將來 詩人と 呼 

ばれるべき 傾向の ある 人格 だ。 道學 者、 官學 者と は 伍せ ぬ。 

そんな 事 はどうで もい X。 金がなくて 困る。 先生 は 正月の ホト 、ギス の 原稿料 を 請求した まへ など k 眞面 

白で いふ。 兄 も 机の 抽斗に 四錢と はチト 詩的す ぎて 實 用 的で ない。 カタ パン を賈 つて 犬に やる の は 詩 だ。 其 

時の 心が 詩 だ。 

宿の はら ひが 出来な い で どうしゃ うかと 苦勞し て る眞際 中に、 こ ん なのん きな 手錄を かい てゐ るの だ。 文 

鳥が チヨ/ \-/\/\ となく。 千代と いふ ラバ ー が ほしくて ならない。 日が もく/ \ とさす。 ぁ& 貧乏 だつ 

て かま ふ もの かとい ふ氣 だ。 
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山彥 はこん ど はだ いぶ 方々 で 評論して くれる 約 も あるし 豫期も ある。 兄 もよ み 次第 八 <ム と 合評して；？ S れ。 

一 寸 作の 上の 用意 を 話して 置く。 /それが 甘く 出来て るか 否か を 研究して くれる の も 一 つの 評論 だ。 

X、 怪談 的の 感じ を 起さ X ぬ やうつ とめて 詩的に 引きよ せた つもり。 

X すべ て 感覺美 の 上に 立った もの だ。 小說と い ふ よりも 詩 だ。 女 の 死 なぞ は 少しも い は ゆる 死と い ふ 字に 伴 

ふい や な感念 を排し て 花やかに、 あはれ にして あるつ もり。 

X 四日の 雨。  原 

X 目に 觸れた 事件 を 以て 筋 を はこび 召 紛的說 明 的 語句 を 一 つも 用ゐ ずに やった つもり。 

予が訪 門した 時には 姊は 病氣で 寐てゐ た/とい ふやうな 敍法 のない 事 を い ふ) 

X 形容、 比瑜は みんな 撲の 製造した 句ば かり 

X 大家、 古い 家と いふ 感じが よくの つて ゐ ると 思 ふ  - 

X 得意な 所 は 第 一 囘。 お 絹さん の 所。 社の 所。 奥の間の 敍景。 手紙の 出る プ 口 セッス 

X これ だけ は どんなに 攻撃 されても 閉口せ ぬつ もり。 負けぬ つもり。 

X 其 他に 惡ぃ所 は 自分で 認めて ゐる。  ，  、 、 

X 今の 小說家 はとても こんな もの をよう か 、ぬ。 これまでの 日本に はこん なた ちの 小說 は寅彥 さんの 作の 外 

に はない。 而 し寅彥 さんの は みんな 五 頁 位 だ。 

この 一條 は自 から ひそかに 得意の 所。 以上 

正文 樣。 十二月 二十 八日 朝  三 重 吉 

よき 年 を とれ。     , 


us 


明治 四十 年 


I  00  〔一月 四日 東京よ リ 廣島驟 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

おめでたう。 

早く 風 を 直して 下さい。 

僕 は 晦日 は 苦しかった が 一夜 明 くれば い \ 正月でした。 

い ろ く 話が したいが、 いま は氣が せく。 一月 四 曰 

101  〔一月 十三 日 東京よ リ 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき 二 枚 續)〕 

病氣は 直った か。 會 ひたくて ならない。 直ったら 早く 知らして 下さい。 

山彥は 仲間で は大 好評 だ。 逆さに なって 譽め てる 人が いくら も ある。 先生 や 中 川 兄ゃ虚 子に 關 係の ある 人 

に、 よく 紹介され るが、 みんな ほめて くれる。 俗世間の 文章 家 も 多少 注意した らしい。 今日 先生と 能の 會へ 

行ったら 國 民の 蘇 峰が ほめた。 これから 土曜、 又は 日曜に 國 民へ 何 かかく 事に なった。 かけたら かくんだ。 

敏 さんの 藝苑 から も 頼まれて ゐる。 東亞の 光から は 攻められる。 僕 は 學校を 出る まで は あんまり か、 ぬつ も 

り だ。 第 一 試驗に 落第す る。 山 彥評は 萬 朝に 一 寸 出て ゐ ただけ だ。 此 次の 日曜の 讀賣で 中央 公論の 記者 を も 

かねて ゐる籠 田と いふ 男が 評する さう だ。 ほめ るんだ。 その他 個人から 貰った 手紙 は 長さ 四 間 位の も ある。 

學 校の 連 仲なん かもさ わいで ゐる さう だ。 

僕 は 山彥に 就て は 「これまで こんな 風の もの を かいた 小設 家に ない。 ホト、 ギス 一 1^ の 寫生文 を 一歩 進め 

たもの が 僕で 僕の 文章の やうな のが 主な 土臺 となって 大文學 が 出来る の だ」 と 自信して ゐる。 それ 以外に 何 
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も 誇らない。 あんな 事で 天才 だとい はれた つて うれしく はない。 犬に 奮勵 して 三十 八 九 迄 やって 見ねば 駄目 

だ。 僕 は此頃 はわが 素養の ない 事ば かり 攻めて 切れぐ の 時間に でも S 書して ゐる。 余が 作の 成 效は决 して 

慢心 は 起さぬ。 只 讀書を はげむ 刺戟と なった の だ。 結構 だ。 只 困る の はいつ やら 言 ふた ゲル ドの 行き 惱 みで 

H 下 苦しくて やり切れない。 水に 溺れる やうな 氣持 だ。 僕が rich  man の 子だった らま だく 名作が 出来 

るだろう。 東 は休學 して 國へ歸 る。 僕の 四 年来の 苦しみ を これから やる の だ。 悲俊. く。 栗 原 は 母堂の 病氣 

で歸國 した" 和 尙もマ ザ ー の 急病で 一寸 歸國 して、 十二 位の 弟 を つれて 来た。 弟が 意地が わるい からだ" 太 

將も かわい さう だ。 

時々 中 川 兄との む。 五日の 夜中 川、 と 栗と 他に 或 男と 四 人で ノ ルド へ 行った。 力 イン だから 只 見た どけ 

だ。」 

I  0 二  二 月 十七 H 東京 市 本 鄉艮臺 町福榮 館より 本鄉 K 森 川 町 小 吉能小 宮豐隆 へ (はがき)〕 

今夜の 事が 話したくて くじれ つたい。 京都の やうな 小 二階、 古い 謂 はれの ある 鼓、 杠と 紫の 座ぶ とん、 

小盃、 三重 吉 さん これで 思 ひが はれまし たと 顏を 見られる。 みんなに ゴ ー チェ， -の畫 家の 戀の話 をして 聞か 

す， - 小 貝の やうな 句を讀 む。 話が つきぬ。 別れる 時に 松 根さん 早くお 神さん をお 貰 ひ. なさい なと 頼む。」 明 

日 その 家の 主人が 僕の 所の 襖の 模樣を 見に くる。 天機 不可 漏 一月 十六 日夜 一時 半 三重 吉 

lo= 一 〔一月 二十 H 東京より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき) 一 

其 後た よりがない が病氣 はどう だ。 氣づ かって ゐる。 一寸 樣子を 聞かして くれない か。 

山彥は みんなで ャィく 言 ふて、 千鳥と、 も 一 つ 何 か 書いて かき 次第 一 册 にして 出版す る 事に なった。 本 

屋が來 て 話が きまった。 しかし、 此 頃は學 校に 忙が しいし、 おまけに 大神經 衰弱で 困って るから 等分 創作 は 

出来ない。 なるべくなら 兄の 結婚の 祝 ひに 間に合 ふやう に 第 一 囘の 拙著 一 册が獻 じたい もの だと 思 ふ。」 
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年 十四 治 明 


德富蘇 峰が 予 0 文章 を ほめて ゐる。 とうと 國 民の 寄書 家になる 約が 出来た。 頭が よくな つて、 且 閑が 出来 

たら 曰々 執 irT る 積り だ" 正月の 酒 も 過ぎた" ュ cbt のために も 苦しむ- 神經 衰弱に はいろ/ \ 原因が ある。 

近々 此 宿に 女の ざ だ。 自炊に きめた" 先生 曰く  、、明治 丁 未 四十 年 春 正月、 三重 吉山逢 を 出して 高等 下宿 を 去 

る、， と。 呵々 

IO 四 二月 二十日 東京 市本錄 E 臺町 福榮 館より 本鄉區 森 川 町 小 吉館小 宫覺隆 へ (はがき)〕 

今日は 會 ひたくて/ \ 仕方がなかった。 頭が悪い。 眉毛の 上から 頭 を 切って、 中の 腦 味噌 を 三階の 窓から 

投げ捨て.^ しまったら 清々 してい. V だろう。 「鳶 烏」 を 五六 行かき かけた がィャ になった。 オット— 氏 も 愛 

讀 T る譯に 行かない。 鏡 花の 「緣 結び」 を 半分よ む。 今 十 一 時 だ。 もう 寢る。 床の 上に 文鳥が まき 散らした 

粟が 氣 になる。 ハ ム レットの 縛 も、 来客が いじく つて 位置が 惡く なって るし、 水仙の 花 もく るりと 橫へ 廻つ 

て ゐて氣 になる が 立って 直す の も 面倒 だ。 粟が ひとりで 一粒 づ X 障子の 破れから 立って 行って くれて、 水， ：3 

が 向 さ 變 つて、 ^!|がも少 し後ろ へ すざ つ て く れな い か と思 ふ 。 じっと見 つめて ゐ たら 今に そのと ほりに なつ 

て くれさう で、 々ならない。 とうと ならない。 I— 目下 予の 目前の 世界 は みんな 此粟、 水仙、 ハム レット 

的 だ。 -ィャ だく。 

I  0 五 「二月 四日 東京より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

「三月 七日」 とい ふ 小說脫 稿す。 此 七日に i£ 庵で 踉讀 する。 奇拔 な、 スヰ ー トな、 幾な もの だ。」 三つ を 

合せて 早速 出版に か i る。 目下 本の名に つ いて 考案 中、 卷 頭へ 先生の 手 板 を 其 ま \ 卷 紙へ 措って 二 尺ば かり 

の を 插む箬 だ。.」 山 彥に大 好評。 追て 諸 評 を 合 一 して 報告す るが 語 學試驗 が 迫って 急がし いのに 大 閉口 だ。 

而も 小說を かく。 千鳥 以下の 校正 を やる。 大樊 だ。 國民 新聞 ヲ取 レ。 是非。 ィ ツモ 僕の 事 なぞが 出る。 虚子 

のかく もの は 面白い。 
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I  o 六 〔二月 十一 日 東京 市 本 鄕區臺 町福榮 館より 本鄕 iii 森 川 町 小告餘 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

先生が 遊びに 来て 下さった。 文鳥が 飼 ひたいと いはれ た。 ボケの 花が い. -さ うだ。 

小 If がちら くす る。 國の事 を 思 ふ。 小石 川 氏が いぢら しくて ならぬ。 文鳥 はよ く啼 いて ゐる」 (四十 年 

紀元節 三直 吉)  - 

10 七 〔二月 十一 日？ 東京 市本鄉 區臺 町福榮 館よ リ 本鄉 te: 森 川 町 小 吉鎔小 宫豐隆 へ 使持參 J 

一寸 来て くれない か 中 川さん が フロックで 來てゐ る。 太將は 少し 醉 つて ゐ， る。 小生 は大 ぶよって ゐる。 兄 

が 来ない とさび しい。 來 いく 来れば 小雪が 抉に 積る 以上 

小 宫樣梧 下  三 重 吉 拜 

一 0 八 〔二月 十二 日 東京より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

小雪が ちらく する。 夏 目先 生が 遊びに 来た。 先生 も、 眞似 をして 文鳥 を 飼 ふんだ つて。 

本の名 は 「千代紙」 にした。 目下 巳に 印刷 中 _J 

山 彥評を 送った が よんだ か。 二月 十 一 日。 

I  0 九 〔三月 二  H 束 京 市 本鄕^ 森 川 町 小 吉館小 宫登隆 へ (はがき)〕 

今夜 は 二 度 行 つ て 見た が 留守 だ つたね。 本 は 山 逢 ま で 進んだ 。 

一寸 小石 川へ 行った。 月が よかった。 何 か 近い 內に 作りた くな つた。 

文法 は 明日から はじめる。 何だか ス ベタリ さう だ。 

僕 は 菜の 花 を 活けて るよ。 
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一 10  〔三月 三日 東京市本鄉1璗町福荣^6ょリ 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

壺に 菜の 花 を 活けて ゐる。 千代紙 は 九 四 頁まで 刷って ゐる。 表紙 も 出来た。 先生の 手紙 も 木版 刷に 廻した。 

此 中旬に 出る。 少々 凝った もの だ。 健に 再版 は受合 だとい ふ 評判 だ。 此頃 はせ かくして くらして ゐる。 月 

の 中頃に 鶴 逸の 試驗が あるが まだなん にも 準備して ゐ ない。 物 を かき 出してから 交際が 廣く なって 厄 かな 時 

も ある。 兄が 居たら 面白いだ ろうと 思 ふ 時が 多い。 三月 二日 夜 

I  一  I  〔三月 二十 五日 東京 市 本鄉區 森 川 町 小 吉館小 宮畳隆 へ (はがき)〕 

床の間の 手紙が 知らぬ 間に 裂けて ゐる。 何だか 急に 淋しくな つた。 

木蓮の 花は祜 れて黑 くな つてし まった。 文鳥 は 何故か 蹈ん だま」 で啼 かない。 僕 は 少し 風 を 引いた やう だ。 

こんな 脊には 小 障子 を 明ける と 向 ひの 窓に あんた の 姿が 寫 つて ゐる やう だとい k に。 

I  一二. 〔三月 二十 九：！： 東京 市 本 鄕區臺 町福榮 館よ リ 束京市本鄉"&1森川町小吉^^小宮璺隆へ」 

小 宮様/腹が 痛 い か ら 今夜 は攝 りで 寐て 下さい。 

友人が 休學 して 歸 つて 行く の を 見 達ら なけ れば ならな い が それ も 止 めに した。 

氣 分が悪い。 中 川さん が 来たが もの をい ふの も 苦しい" 廿九 日夜 三專公 

II 三 〔四月 三 rnr 本 鄉區駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 本 鄉區西 片町夏 目方 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

醫 者の 言葉に 從て 黃疽的 生活 を 開始した。 先刻 化物に 會 つたら 黃疽は  一 二月 しないと 一寸 は 直らないと 

言った。 別に 苦に もなら ない。 今日は じっと 本 をよ む。 爺さんが 靑 竹の 花 筒 を 健え て 櫻 を 活けて くれた。 飯 

よ 下/おりて みんなと 一 听に食 ふ。 さっき 飯の 時に 嫁さん が 突然 、、千鳥 を 讀んで 聞かせて 貰 つて 泣き まし 
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た、、 とい ふ え？ と 言ったら 昨 r  ：  二三 人 來て內 の 男と 僕の 話 をし t 行った とい ふ-鈴 木 三重 吉さ 

んと いふの は あなた V から 千鳥 i マ… - ： いふ。 妹 も よんだ さう だ。 翁さん が あなた は 有名な 入なん です 

ね 1 1 と 言 つ た 。 ！ 僖 しかつ た 。 

II 四 〔11 月 三 H 東京 市 本 鄉區駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 廣島縣 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

其 後の 樣子を 聞かせて くれ。 僕 は 引越した。 團子 坂の、 兄の ゐた内 だ。 あの 二階 だ。 感慨無量 ぢ やない か。 

三千 二さん が 宿に 困って ゐ たから つれて 來て问 じ 家に くらして ゐる。 出来るだけ 僕が 盡 すから 三千さん の 事 

は 安心して くれ-に 宿 は 人ャ變 つて ゐる。 質素な 親切な 内 だ。 僕の 名に チャンと 家の人が 知って ゐた。 妻 君、 

弟 (大學 生) 妹、 みんな 千鳥なん か を讀ん だんだ つて。 間 を 借りたい と 言って 名 を 言ったら、 すぐ 返して くれ 

た。 歡 待され てゐ る。」 それ はい \ が 目下 黃疽で 閉口して る。 運動しても 惡 いさう だから 何 か 引つ 籠って か 

千代紙 は 十五 日出 版。 印稅 七十 五圓 はいった がもう 五圓 しか ない。 セ ブ ン を 出した り デット を 返 し た り し 

たらもう 駄目 だ。 第二 版から 何 か 本で も 買 ふ」 

I 一  五 〔四月 十二 日 本 鄕區駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 千 葉 縣姚子 町 大政 方 鈴 木 周 作へ (はがき)」 

失敬し ました、 小生 黃谊 にか， - つて 困り ましたが、 もう 大方 治りました。 どこへ も 出られないで 大 閉口で 

す。 全體； /. ら 一寸 旅行す る 害 だつ たんだが 大 にシケ た。 

千代紙 は 明後日 出版、 大變 おくれました。 宿 はだん ご 坂のと ころ だ。 向 ふの 森に 櫻が すっと さきました。 

四月 十二 日 

一 I 六 〔四月 二十 三日 東京 市 本 鄕_£|； 駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 廣島縣 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 


千代紙 を 一 册途 る。 本 は 犬に 凝って るだろう。 何 か 言って よこして くれ 出来るだけ は 二 版で 改良す る。 

こんど 「お 三 津 ッ さん」 とい ふの を 作った。 抦の變 つた もの だ。 先生 は大に 賞め た。 中央 一公 論から 攻めら 

れて、 とうと やった。 ホト、 ギス 恐慌。 中央に 僕の 原稿 を 一枚 約 六十 五 錢に賈 う 激 石さん のと あんまりち 

が はない。 一流の 人の 格 だ。 小氣 味が い \。」 それから 僕の 作物の 評の 切拔 きを みんな 返して くれ」 

國 民へ 二三 ヶ月 連載して 何 かかく。 談判 決る。 齄 康狀況 にっき 一 考中。 追て 詳報す。 

I 一七 〔四月 三十日 東京 巿本鄉 區駒込 千 駄木町 幸 川 方より 廣島驟 加 計 町 *p 計 正文へ (はがき)〕 

千代紙の 評 はま だ澤山 出ない。 五月 四日の 讀賣に 贊辭が 出る さう だ。 五 一  曰の 中央 八ム 論に 拙作が 出る か 

ら 見て くれ。」 此頃は 春の 愁で 頭が 亂れ てる」 此ー ヶ月 間 は 新作に 潰す。 今度 は 金 尾 文 淵 堂から 出す， - 百 

五十： K 二 枚 四百 字) で 百 五十 圓で受 合った。 金が 取れても デッ トを拂 ふのに 大變 だ。 困った ものな り。」 何 

が出來 るか 待って ゐ よ」。 先日 言った が、 兄の 手許に ある 僕に 關 する 批評の 切拔 をす つくり 達り 返して くれ- 

四月 二十 九日 • 

I 一八 〔五月 九日 本 鄉區駒 込 千 駄木町 幸 川 方より 下 谷 區西黑 門 町 廣集館 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

御 書 難 有う。 僕は風を引ぃて今日で六日ばかり^i^てゐます。 而し 明日 は 一寸 學 校へ も ゆく 積り だ。 兄に 

呈上す る ものが あって 疾 うから 持って行 きたいと 思って ゐ る。」 中央 八ム 論へ 一 寸し たもの を 出した が 見て く 

れ ました か。 得意の 作で はない が 淡泊に かいた 所 を 見て 載けば い 1 のです。 批評して 下さい。 こんど 東亞の 

光へ 何 か 書く。 而 しどうせ 力を入れ たもの は 作れない から、 いん 加減な もので 辛 棒して 貰 ふつ もり。 東 兄が 

手紙が ほしいと 言って ゐた。 

一 一九 〔五月 二十 七日 東京 市 本 鄉區駒 込 千 駄木町 幸 川 方より 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ〕 
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朱 泊 兄/近 狀を 知ら して 下さい。 だ いぶ 報告が 溜 つ て る箬だ リ 

僕 は黄疽 はやつ と 直った。 而し此 春 以来から だが 弱って 頭 もと かく もしゃく してなら ない。 先生の 所へ 

行って わいく 言 ふの が 何よりの なぐさめ だ。 いつも 何だか さびしくて ならない。 〇〇〇 の 事ば かり 想 ひ 出 

して ゐる。 靑 葉の 頃 は 別してた まらない。 よく 酒 をのむ。 宿 は 非常に 親切 だ。 三千 二さん なんか は 全く 子の 

やうに されて ゐる" 

近頃 は 更になん にも 誇る 程の 作 もない。 中央 <ム 論へ 出た 「お 三 律さん」 とい ふの は讀ん だか。 近く 「桐の 

雨」 とい ふの を かいた。 これ は 一夜漬けの 責任の がれの、 とんと お 話に ならない。 而し 俗眼に は小說 らしく 

思 ふか もしれ ない。 來月 出る。」 昨夜 もまた 知らない 本屋が 押し かけて 來て、 名刺 代り だとい つて 二三 册本 

を 置いて 行って、 何 かかけ くと 賴む。 もう 五六 軒 来る。 どし く かけたら 面白から うがそう は 行かない。 

雜誌屋 は、 いくら 来ても 應 じない から 此頃 では あまり 「せめ」 に 来ない。 本屋が 小生 を 「先生く」 とい ふ 

から 三千 二さん なぞが 可笑しが つ てゐ る。 僕 も 新進作家 など 、言 はれて い \ 迷惑 だ。 本屋 は 僕が 謙遜な ので 

驚いて ゐる らしい-面白 いく、。 

千代紙 は いづ れー 一版になる。 讀賣、 中央 <ム 論 なぞに は、 明治 年間 未曾有の 文章 最 永く 後代に の こる もの X 

一 也と いふ 激賞が してあった。 本屋が 廣吿 をし ないから だが、 も 少し 派手な 本屋だった らま だ賣 れる箬 だつ 

た。 やっと 只今 賣切 だ。 

方々 から 手紙が 来る。 特に 大學生 間に は 信者が 多い。 いろんな 奴が やって来る。 地方の ものなん か 僕を餘 

程 美しい、 やさしい 色男の やうに 心得て る 奴が ある。 二三 ヶ月 後に 出版す る。 「三十 三日-一 は 女學生 仲間へ 

賣る 目的で 注文され たの だ。 僕の 文が 女に はもて る だら うとい ふ考 らしい。 ァ I メン" 

或 飮屋 の 女から 僕の 所へ あて.^、 千代紙 樣 とか 千鳥 樣 とか 言 つ て 手紙 をよ こす。 だれかに 聞いた も の だら 

う 驚いた。」 先日 は、 千鳥 女と いふ 名前で 小包で 菓子 を 達って 来た ものが ある。 新聞に 僕が 病氣 とかいて あ 

つ だので 見 まひ だとい ふの だ。  - 
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こんな 事 はいろ く あるが、 まだ ほれた くなる やうな 女 を 見出さない。 いつも 先生と 痛嘆して ゐる。 お 三 

津 さん なぞで は 仕方がない。 だれか 別品で 撲の 文章 を 解して くれる ものが ゐ たら 頭 は 早速 直る にち が ひない。 

困った もの だ。  . 

正文 樣 五月 二十 三日  三 重吉拜 - 

二 IO  〔六月 五 来 京 市本鄕 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

(三 重大々 先生 偶感 錄) / 瓢簞が 靑ぃ顏 をして ゐた。 飄 として マ、 簞 として マ、 1^ 々として マ、 簞々 として 

マ、 マ、 マ、 マ、 謹 円し、 簞靑 し、 讓簞靑 し. J 

I  ニー 〔六月 五日 東京 市 本 鄉區 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

鶴り 座って 文鳥 を 見て ゐた。 詩に 住む 人 は 不憫 だと 自 から 思 ふ。 何故か 知らない。 不憫 だから スヰ ー トで、 

スヰ ー ト だから 不憫 だ。 茶わん 酒、 二、 三。 ォレは 早く 名作 を かいて 早く 死にたい。 ォレ- 一、 ホ レル、 オン 

ナガ ナイ 力。 力 ケ氏曰 ァリ。 ァ リキ、 ァ ラン。 曰ク可 ヮレ 長生 セン。 

I  ニニ 「六月 二十日 本 鄕區千 駄木町 幸 川 方 「故 黄疸 氏」 ょリ 本鄉 區小吉 館小宫 璺隆へ (はがき)〕 

例の 小 說は間 拍子に 合 はない から 當分 お休み だ。 頭が いたい" 柱 を 廻る 奴 を ものにしたい。 飄簞が 時鳥 を 

聞き に 來 い と いふ。 大に バックグラウンド、 ハウプトマン 氏 を 論ずる も 妙 だ 。 昨夜 栗 に會 す。 聞くなら く、 

靴屋の 太將は 誰かの コ ンキュ ー だと。 これに ジ ー ベ ン 氏の ムッタ ー ヘン の 言へ りし 由、 さめよ く、 諸の 迷 

の 子よ。 ァ ー メン。 

I  二三 〔六月 二十 H 本鄉 K 駒 込 千 駄木町 幸 川 方より 下 谷 W 西 黑門町 廣集前 鈴 木 周 作へ. (はがき)〕 
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靜夜」 に 就て はとうと 何ン にも 出来ないで 困った が 御蔭で 助かった。 作の 方 も 一向 筆が 乘ら ない。 魔風 戀 

風 對のィ チヤ ツキ 小說は 後日の 事業に して 當分 中止、 長くて は根氣 がない。 外の 短 かいの を 考へ中 だ。」 大 

■  兄 は 出立の 二日 前にい つ 立つ かしらして 下さい。 小生に 来月 早々 下總へ 行く 事に した。 

一二 四 〔六月 二十 二日 本 鄕區千 駄木町 幸 川 方よ リ 牛 込 區矢來 町 犬 嫁 方 小 宫鱟隆 へ (籍は がき)〕 

此 三月 だれと 寐て來 る 蚊帳 哉  六月 二十 二日 三 liss 吉 

ニー 五 〔七月 三日 本 鄕區駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 福岡縣 京都 郡お 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

話が E 山 溜った。 手紙で は 焦燥 かしい" 此三 四日 前から 一 心に 作 をして ゐる。 何が 出來 るか まだ 言 はぬ。 

朝日と 約束が W 來て 大兄べ やる 一 日 一信 を 同紙 上で やる 積り だ" 作が すんだら はじめる。 先生の 作 を 見て、 

小生 はもの を 作らう とする 前に 先づ 自分 を 作らう とか、 ら なくて は 後代に は傳 はらぬ と 憤 起した。 先生と 此 

事に ついて 話した。 それ はさう と 女房が 持たい。  - 

一二 六 〔七月 六 H 本鄉 K 千 駄木町 幸 川 方よ リ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき 二お 镜)〕 

昨夜 も 困った が 今晩 もまた 寐附 かれない。 二 時 だ。 蚊屋 を 出る。」 例の 壺に は江戶 菊が 插 して ある。」 一 

昨日、 どこから 逃げて 来たの か黑ぃ 文鳥が 一匹 やって来て、 わしの 文鳥の 籠へ 凄って ゐ たの を 生 捕った。 丁 

度お 足がない から、 鼠お りの 金網の 中へ 入れて 飼って ゐる。 千代紙の 誓 ひの 印 云々 を考へ 合せて 誰かい k 嫁 

樣が來 る前徵 だと 言って 三津江 氏が 祝って ゐる。 そしたら 丁度 昨夜へ ョ ー タンが 来て 八重 公との 相談で わし 

に フラウ の 候補者 を 提供す る と 言 ひ 出し た。 へ ョ ー の 伯父 の フラウの シュ べスタ ー で缺點 なき シェ， 'ン だと 

言 ふ。 內が 貧乏で、 知己の ビヤ ー ホ ー ル へ 下女 見たい に 這 入って ゐた 事が あった さう だ。 目下 は遞信 省かし 

らへ 出て ると いふ。 わし は 平生は ノン キな事 を 言って るが ビヤ ー ホ ー ル では 香ばしくない。 へ ョ ー タン は 妙 
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な 奴 だと 思 ふ。 而し 一見す ると 言って 置いた。 序にお 高 氏 は、 先日 三 野 氏の 父上が 出京して 大贊 成を唱 へ、 

すぐ 談判 を 開く と 言 ひ 出した から わし は マテ/ \と言 つて 置いて、 夜はチ ョ イト 引かけ て 沈思した。 返答 は 

r も 少し 別. ほが ほしい、」 だ。 

(小說 は元氣 がなくて 根が 績 かぬ。 近時 活躍し ない からら しい 甘く 出来れば 大 傑作になる かもしれ ぬ。 初 

戀だ。 手製の ミ ソロ ジ ー を 入れて、 緯 とす。 經は戀 なり 七月 五日 夜 

一二 七 〔七月 八：！： 本鄉 K 駒 込 千 駄木町 幸 川 方より 福岡縣 京都 郡 羅川村 小せ ：！ 璺隆へ (はがき)〕 

小說は 二十 枚ば かり かいて 更に また 蒔き 直し だ。 烏の 戀と 通す。 「烏の 戀は 別れて 會 へぬ 戀 である。，， とい 

ふ 冒頭 だ。 大兄が 側に ゐて譽 めたり なんかして くれないと！ £ァ かけん。 出来る か出来ぬ か受合 はない。 

Bm  +  n^.f^ とい ふ air の 作 だ。 生 捕った 文鳥 はみ つえ 氏が 逃がしち やった。 太將 はすまない と 言って 

半日 泣いた。 頭が痛い。 作が 出来ねば 避暑に 出られな いの だ。 而し 泣き面 はして ゐ ない。 ひょっと こ 面 を 被 

つて 裸で 寐てゐ たり 威勢 はい \。」 中央 T 公論と ホト 、ギ スと这 る。 公論 は 取つ といて くれ。 

一二 八 〔七月 九 H 本鄕 K 駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 千 葉 縣香取 郡 古城 村 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

僕 は大に 計畫が 狂った。 諸拂 をす ましたら 一 寸も殘 る 所がない。 小說が 一 つ 出来れば 出て 行く が 等分 動け 

ない。 頭が痛いから 筆 は 延びない し 困る。 少，々 は 苦しい 目 を 見る の は 見せしめの ためによ ろしい と 存じ ャケ 

も 起さず、 文な しで 籠城して ゐる。 困った もの だ。 朝日へ 一日 一枚 かく 約束が 出来て ゐ るが 一寸 も氣 が乘ら 

ない。 來 月の 初めに は 出て 行く。 田園の たより を樂 しみに しで ゐる。 

一二 九 〔七月 十 H 本鄕 駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 福岡縣 京都 郡 W 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

近来 僕と 八重 子の 事が よく 書かれる。 新聲 の六號 活字に、 三重 吉と 八重 子 は 名前 作品、 i 石 門に ゐる とい 
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ふ 事 すべてよ く 似合った 夫婦で、 きっと 何か關 係が ある。 おれが 媒酌して やらう かと かいて ある。 二三 日 前 

の 讃賣に 「野 上文 學士 は 近頃 賣 おした ほ 分の 妻 八重 子 を 妹 だ と 言 つて 同人 問 を 引つ ばり 張つ てゐ る。 すると 

同じ ホト胶 の 小說家 三重 吉 氏が 大に覺 召し をつ けて 野 上 氏に 君の シス タ ー を 僕に くれろ と 言 ひ 出した、 野 上 

氏 は はじめは なんとか かと か 胡 魔 化して ゐ たが、 とうと 窮 して 、、君 實は あれ は 己れ の ワイフ だ、、」 と 言った 

やうな ゥソ がかいて ある。 小生 は 友人から ひやかされて ゐ る。」 烏の 戀は 一寸 中止、 (頭が痛い。) 避暑に 出 

られ なくなった、 心細い。 朝日の 方 もせつ せと やる 氣 力がない。 意 氣銷沈 さ。 

一三 0  〔七月， f- 五 H 本鄕 K 駒 込 西 片町夏 =11 方より 福^ 驟 京都 郡 犀 川 村 小お 過 ゃ险へ (はがき)〕 

今 十四日 丁度 午後 六 時、 先生と 松 根さん と 本 眞劍で 「俊 寬」 を謠 つて ゐる。 寺 田さん と n 川と 小生と 一座 

にゐ る。 今 

「あら 戀 しの 昔 思 ひ 

とうた ふ。/ 兄 は 今日 此時何 をして ゐたか 知らして よこせ。 

一三 I  〔七月 十八：：： 本鄉 tel 駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 福岡縣 京都 郡 離 川 村 小. W 璺隆へ (繪 はがき)〕 

ill の戀は 頭が いたくて 出來 ない。 どこかへ 出て いきたいが 叶 はぬ。 たった 一人で 退屈 だ。 お 酒 はの まぬ U 

少しも 甘くない。 行末の つまらない 事ば かり 考 へる。 みつえに 會 ひたい。 口 多き わし も 此頃は 何ん にも 口 を 

聞かない、 兄が ゐぬ故 わしの 心中 は 誰も 文鳥より 外に は 知って ゐて くれない やうな 氣 がする 文鳥 は いぢら 

しい なつかしい 七月 十七 日 三重 吉 

一三 二  〔七月 十九 = 本鄉 K 駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 福！： 縣 京都 都 碌 川 村小宫 mii 隆へ (翁 はがき)〕 

頭が痛いく。 小說は 来んでも 金 は 五十 俳 書 堂から 取り出し たから 安心して くれ。 早速 海濱へ 出て 菱生 
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する。 今度 ほど 窮 した 事 はない。 九月に は 早く 出て おいでよ。 困った もので わし は お前さんが ゐて くれな く 

て は 落附 いて ゐれ ない、 お前さんの 事ば かり 考 へて ゐる 十代 樣 七月 十九 日 三重 吉 

ニー！ 三 〔七月 十九 ぼ 東京 市 本 鄉區駒 込. 千 駄木町 幸 川 方よ リ 千 葉 縣香取 郡 古 村 鈴 木 周 作へ〕 

拜 啓/やっとの 事で 都合が 附 いた。 非常に 頭を惡 くして るから 一 日 も 早く 出て いきたい。 例の 所が 氣に入 

るか 入らない か 行って 見る。 铫 子へ は 一泊 位に したい。 そして 早く 海へ 出る。 見物の 都合 次^で は、 泊ら な 

いです ぐ 辰さん の 内へ 行っても い M。 辰さん の 所は铫 子から どういけ ばい M のか、 所 をし らして 下さい。 も 

の & 打合せに 都合が い 1 から 挑 子の 宿 も 大兄の 指定す る內へ いけば い、 と 思 ふ。 

海濱に 何日 間 居れる か 疑問 だ" 先生が 虞美人草 がすみ 次第 一 所に 奥！^ 地方 を： 遍歴す る 約束に なって ゐる。 

先生の 小說 がすむ の は 早く 共 來月十 曰 頃と 見て ゐる。 或は 月の 半まで か.^ るか もしれ ぬ。 とにかく 先生が よ 

び S すまで 辰さん のと ころに ゐる 積り だ。 先は耍 用の み 早々 頓首 

周 作 大兄 十九 日 午後 四時  三 重 吉 拜 

ニニ 四 〔七月 二十 三 H: 東京 市兩國 驛ょリ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

八 時 牛の 列車で 雜 子へ 立つ。 加 計が 隨行 だ。 昨夜 茅 野の 所へ 行った。 近々 結婚す るんだ さう だ。 太 將瘦せ 

てゐ る。 烏の 筋 を 話したら 非常に ほめた。 いっか 寺 田さん も 犬に ほめた。 かけく とい ふけれ ど 頭が いたく 

てかけな いからな さけない。 いつ 出来る かわからぬ。 猪淫が 中央 公論の 秋季 附錄へ かけく と 言って ャ キヤ 

キ 攻める。 新小說 から 何 かかいて ほしいと 申す。 三重 吉 先生 も かけさへ すれば どし くお かきになる がへ 、 

、だ。 昨日 平野 家 を 訪問し 大に 面白かった。 兄と わかれて 三度 行った。 〇〇〇〇 の 方 は 力 イン だ。 失敬、 

一三 五 〔七月 二十 四 口 千 葉 縣錢子 町 今お ょリ 福岡驟 京都 郡堆川 ：！？ 小 璺隆へ (はがき)〕  ^ 


利根 川に 浮んだ 一室 だ。 狭い 窓が 低く ついて 丁 .JIK 船室の 窓の やう だ。 冬に 風が きついから ださう だ。 內は 

g 根に 石ころが 一 面に 置いて ある。 おれに はなんでも 珍ら しい。 昨日 ビ ー ルを 二三 本 持って来いと 言ったら 

1^ に、 生 玉子 を 水に 清け て 持って来た。 どうす る氣か だまって ゐ たが、 それぎ り 何ん とも 申 上ない から 生 玉 

子 をす \ つて ビ-ル をのんだ。 町 はさび た、 小ぎ れいな 町で 感じが い \。 甘い センべ ィを 買って 食 ふ。 或 糸 • 

屋 にい、 女が いた。 其 女 を 見た 以来 ひとり 寢る のがさび しくて ならない。 けさ は 虞美人草が 見れ ないから 物 

足りない。 僕 は ぼんやりして ゐる。 當分 二三 日 こ X にへ ごんで ゐて それから 海濱へ ゆく。 頭が 直れば 何 かか 

く。 朝 曰の 一 日 一信 もこん な 平凡 境で は 珍ら しい 種 も 取れぬ、 しかし こ 卜 だって おれに は 珍ら しい。 

ニニ 六 I 七月 二十四日 千 葉 縣鉢子 町 今 宫ょリ 東京 市 本 鄉區駒 込 千 駄木町 幸 川へ (はがき)〕 

醬油稳 の 型に 作った 煎餅 を賈 つて 食 ふ。 甘い。 給仕の 女中の 片目が 引つ くり かへ つて ゐて 面白くない。 と 

なりの 間に ゐる 破れ 土偶の やうな 爺 いが ノッベ ラボ ー ぶしの 謠ひ をうた ふ 。 

シャツ をき て 單衣ニ 枚の 重ね着 を しないと さぶ い。 なに をす るの もうる さくて 寢 そべ つて ゐ る。」 新聞 は 

國民 はよ して 下さい。 朝日 は 本 月 中 取って 置いて 下さい。 

三 四日 後 海水浴の 方へ 移る。」 文鳥が 見たい。 

I  一二 七 〔七月 二十 六： H 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬若餘 より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小宮通 i へ (はがき)〕 

犬 若へ 越して 来る。 宿 は 島の やうに なった 小さい &の 鼻に ある 一軒家 だ。 岩の 間から 出入す るので 丁度 昔 

の 山賊の 住居の やう だ。 周 圜には 自然の 土が 解に なって ゐる。 外に 綺麗な 姬 芝で 濱 大根、 百合、 月夜 草. かち 

ら ほら 咲いて ゐる。 戶 口を出る と 一尺に して 斷崖 だ。 里へ は 遠い し、 いかにも； 返い 國にゐ る やう だ。 宿 は少. 

しも 氣が 置け ない。 丸で 田舍の 友人の 內へ來 てる やう だ。 女中 は みんな 三十 上：. 漁師の 女房 だ。 御馳走 を 

食 はせ る 、、铫 子の 町へ は 一 里 半。 昨夜、 夜半 目覺 めて 鼓の 音に 田園 氏が 事 をお ふ。 こ X から 氏の 類 ひ を訪は 
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ん とすれば 二 里 半 だ。」 ひとり ゐ るの はさび しい。 小宮 氏が ゐれ ばい. -。  一 

一一 二八 一七 月 二十 六： R 千 葉 縣高神 村 犬 若 鏺ょリ  一 55 縣 京都 郡 犀 川 村 小官 璺隆へ (はがき 二 枚 ag)；r 

乙な 物語が 一 つ 出来た。 はじめ 銘 子へ 來る滚 車の 中に 七 八つの 妹 を つれた 十八ば かりの 女が ゐた。 千鳥の 一 

薦 さんと いふ 感じが して 何だかす きであった。 浴衣に S 色の 縮緬に 白く 葛の 葉 を 置いた 帶を しめて ゐる。 わ 一 

し はし まひまで 私 かに 此女 ばかり 見て ゐた。 三千さん が あの 女 は あなたば かり 見て ゐ ますと 注意. した。 女 は 

何故 わし を 見て ゐ たか 疑 間 だ。 妹の 子 は 七草の モ ス友禪 のつ V 筒に 袴 を はいて ゐた。 寫 眞の璋 ちゃん 其 ま . - 

だ。 潔 草 を 出る 時 揮ち やん はお 鋅儀 をして いった。 物 をい ふ 程の 所に 座り 合せて ゐ たので はない。 ステ. I シ 一 

ヨンで は？！^ 母ら しい 女が 迎 へに 出て ゐた。 わし は 利根 川畔の 宿に 入る。 翌日 濱 巡りに 出て 犬 若の 宿 をが 分す 

る。 一 も 二 もな く氣に 入った。 酒 を 一寸 のんで 三千 二と 二人で 岩の 上に 立つ。 わし はふと 昨日の 女 を 想 ひ 出 一 

した。 も 一 度 見たい と 思 ひつ \ 何 心なく 目 を 斜めに 轉 ずると 下の 汀に 昨日の 其 女が ゐた。 妹 は 七草の 着物 を 一 

きて ゐる。 女 はう す 物に 黃 色い 帶 をして ゐた。 妹 はわし を 見上げて ぉ辭儀 をす る。 女 は 水ば かり 見て 立って ： 

るた。 

宿から 少し はなれた 所に 矢張り こんな 風な 宿屋が ある。 女 は 其 内へ はいって いく。 わし は 芝生に ころんで > 

見られぬ やうに して 見て ゐた。 女 は 五 足 六 足に 後ろ を 向いて は 其 宿へ 行った。 後 再び 外へ 出る。 女が 見たい ， 

一^ら だ。 しばらく すると 女 は 母ら しい 人と 三人で, e を 出て 铫 子へ 歸る 山路へ か X る。 矢つ ばり こちら を ふり - 

向り つ、 ゆく。 わし は 岩の 角へ 立って ゐた。 妹が またお 辭儀 をした。 やがて 三人 は. 松の 中へ 消える。 わしに 

何だか 戀 する 人の ごとく、 そ ろに 宿 を 出て 鉱 子へ 歸る。 一 里 半の 山路 を 女 を 追うて 走った がとうと 會 へな 

い。 どこへ 行った のか 別らぬ。 それから は 利根の 宿に ゐても 面白くない。 岩の 上に 立ちたい から 昨日 越して 

來た。 來 てきいたら 美しい 孃 さまが 下の 宿に 来られた と 女中が いふ。 いつ、 ときいたら 昨日 だとい ふ。 夕方 

に 其 宿の 女中に 何となく 聞く と 女 は そこへ 引き返して 来る らしい。 一 刻く 出て 見れ どま だ 来ぬ。 けさ も來 一 


ぬ。 も 一度 見ぬ と 犬 若 はい やになる かもしれ ぬ。 

一三 九 〔七月 二十 六 H 福岡縣 京都 郡 厚川 村 小 宫璺隆 へ (繪 はがき)〕 . 

宿は此 小屋の 後ろの 岩の 中 だ。 葛の 葉の 帶黃 な帶。 女 はま だ 来ぬ 出て 見て は 岩の 間の 草花 を 摘んで 来る 

浪が 高く くだける 女に 會 つた 日から 何 か 世に めでら る. - 程の 作が したくな つた。 七月 廿 六日 三重 吉 

一四 0  〔七月 二十 七 H 千 葉 縣高祌 村 犬 若 館よ リ 福岡縣 京都 郡 離 川 村 小 宮豐隆 へ (はがき)〕 

待て どく 女 は 来ぬ。 門口へ 踞んで 砂へ 字 を かきく わしの 女房になる 女 はと 考 へる。 考へ ると 何だか 淋 

しくな つて 来る。 

女が 本；； 口 i の 煮た の を寶. りに 来たから 買って 食べる。 椽 先へ 足 を たれて 妻 楊子へ 豆 を 五つ 六 つづ &插 して 一 

つづ- - 齒で抆 いて 食べる" 三尺 前の 岩壁に 百合の 花が さいて ゐる。 二十 六日 午 

一四 I  〔七月 二十 七 H 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 鎔ょリ 佐 世 保 市 港町 石 井 * 次郎へ (搶 はがき)〕 

此頃は 〇〇〇 なし だ。 探偵して 新聞に さらされ るから 怖れる。 小生が どんな 浴衣 をき て步 くの、 何 を 買つ 

て 食った のと いろんな 事 を 新聞に か、 れる。 此間は 八重 子と いふ 小說 家に ほれて ると かゥソ ばかり かく。 僕 

はつ まらない もの だけ れ ど/ 寫生文 的小說 とい ふ 一派 は 小生 等の はじめた 事で あるから 世間から 注目され て 

よほどえ らい 人間の やうに かいて ある。 大兄が 側に ゐ たら チャン チヤ ラ おかしいだら う。 もと をた V せば 千 

金 丹だハ 、 、 

腦 がわる くて 酒が のめない から 閉口 だ。 

ここから 二 里 半 いくとべ ー ハウスが 一軒 ある。 まさか ノ コくニ 里 半 も 行って 直つ 黑ぃ 先生 一て 〇〇譯 にも 

行くまい。 此頃 非常に さびしい 左樣 なら 
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一四 二  〔七月 二十 七 H 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 銪ょリ 福岡驟 京都 郡 川 村 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

女に はとうと 會 へない、 もどかし いが 力 は 及ばぬ。」 昨夕 宿に 持って る 漁船が 出て いくの を 見た、 大きな 

浪に 搖られ ながら 五六 人の つて 宿の 下へ 廻して 來 ると 崖の 下に まって ゐた 赤裸の 二三 十 人が、 米 や 薪 やお 腫 

や 竽ゃ板 切 や 炬火 や 刀 なぞ を 手ん 手に 兩手 でさし 上げて、 乳の あたりまで 来る 水の 中に ざぶ くはいって、 

浪 がくれば 逃げく とうと 船に つかまって 一 々上り こむ、 水 はつめ たい、 小生 等 は 單衣ニ 枚 かさねて 見て ゐ 

る、 船の 仲間に は 小 供が 二人 ゐた、 六十 位の 爺 も 二三 人ゐ た、 岸に 浦 若い 女房が 一人 立って ゐる、 近頃よ め 

に來た の ださう で 夫の 出る の を 見物し てゐ る、 婆さんが 來て 小さい 孫の はたらく の を 賞め て 慎し が つて ゐる、 

やがて 炬火 をと もして 高く ふり 上げて きりく 週して 海 へ なげ 龍神 へ 祈念 を 疑ら すと 船 は 大浪の 中 へ の り m 

して 行く 二十 梃 櫓 だ、 少し 出る と 帆柱ば かりになる 大浪 だ。 

一四 三 〔七月 二十 八：！： 福岡縣 京都 都 犀 川 村 小宮皿 隆へ (はがき)〕 

大分 醉 つた、 K 皿に 名 取 川と かいて ある、 漬物と 德利を 提げて、 屋根まで ある 土手 を 松の木から のり 越して 

崖の 上に 立つ、 月が 赤くな つて 出て ゐる。 土手 を 越す とき 顔に 蜘蛛の えば がか. - つた、 大聲 に、 もとの 十八 

にして 返せ、 鹿の子の かけつぎ 紅染 の、、 をく り 返して 歌 ふ、 足の 下に は 大きな 浪が くだける 崖から 飛べば 命 

はない、 一寸 飛んで 見れば い \ と 思った が、 飛べない、 外 はない が 千代紙 だけで はま だ 死ねぬ と、 これが そ 

の 時 一ばん に 頭に 上った。 その 次に は 女房と チビく やって る畺 だ、 その 次 はわけ がわから ぬ、 目が さめて 

見たら 崖の 上で グゥ くやつ たんだ、 恐ろし やく、 歸れば 二 時半。 

一四 四 〔七月 三十 H 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 館より 東京 市 本 駒 込 千 駄木町 幸 川へ (はがき)〕 

搔趼を 難 有う、 此頃は 朝 は 五 時 頃から 起きます、 夜 は 仕方がない から 九 時には 寐 ます、 虞美人草 を讀 むの 
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がた つた 一 つの 樂 しみです、 侮へ は 二度 鹽 風呂へ 二度 はいります、 なんにも ー小說 なんか 書 さたくありません、 

はじめは 午 も 晚もグ ビ く飮ん だもの です が、 二三 日 で 改心して こ の 頃で は 等分 中止です、 やつば り 酒 はい 

& です よ" 小生 は 學間さ へ やめれ ぱ酒 をのんでも 差しつ かへ ない わけ だからもう やめて 別品の 力 、 氏 を 持つ 

て、 田舍へ 行つ こんで グビ くやりたい、 大學 2 卒業生 なんて 屁に もな らん。 

一四 五 〔八月 二  千 葉 縣高神 村 犬 若 館より 東京 市本鄕 K 駒 込 千 駄木町 櫻 前 田 中 經太郞 へ〕 

おはがき, 見。 急に 出た もんだ から 大兄へ 挨拶 もしないで 失敬した。 大兄 は 房 州に ゐる だら うから、 下滔 

で 聞いて、 手紙 を 出さう と 思って ゐた 矢先だった。  ， 

小生 は 周 作 兄と 一 所に ゐる。 宿 は 甘い もの を 食 はすから、 本當は 高い 事 はない の だが、 一 週間 五圓 だから 

少々 小生 等に 取って は 張り だ。 一寸 聞いたら 永く ゐれば 少し やすくす ると 言って ゐた。 此 近所で はこ \ が 一 

ばん やすいの だ。 給仕の 下女 だって 漁師の 女房 共 だし、 一 向 宿屋と いふ 臭味が ないから 氣が 置け なくて いそ 

田舍の 知合の 內に 逗留して る 心持ち だ。 見え を 張る 事 も 何にもない。 内 は 岩の 出鼻に 一軒 立って ゐる。 景色 

は 非常にい X。 侮へ 這 入る 具合なん かい X 都合に なって ゐる。 ハ ィ カラ じみた 奴 は 一 匹 もぶ らっかな いから 

履に さはらない。 女 だって 漁 父の 一族し か出沒 しない。 田舍 でよ く ある、 安 料理屋の 酌婦 式の 奴が 跳梁す る 

なんて 事がない から 氣 もちが い X。 町へ は 一里 半、 四方に 一寸 も 内がない。 はなれた 所 だから 悠々 閑々 だ。 

要すろ に 申 分な しの 所 だ。 小生 は 酒 は 町で 買って 來てゐ る。 茶菓子 は 梅干 だ。 ときぐ 煮た 豆を賣 りに 来る 

から ニ錢づ X 買 ふ。 こんな 調子 だ、 お 足 は 一寸 も 入らない。 肴 はたら ふく 食 はす。 小生に 取って 問題 は 只 五 

圆 一件 だ。 しかし どうか 工面 はっくから 一 ヶ月 ゐゃ うかと も考 へて る。 周 作 先生と 談合 中と 知るべし だ。 

用足し は 町へ 使に m る 婆に させれば い，^。」 /以上、 秩序な くかいた。 

次に 旅程 等 を 申 上る。 / 兩國 驛發、 朝 八 時 三十 分の 列車が い \。 午後 一 時 十六 分 跳 子 着。 五 時間 行程。 (其 

他の 列車 は 着が 夜 だから 不都合 だ) 賃錢 一 圓 ニー/挑 子驛 から 犬 若まで 一 里 牛。 カバ ゾ でも 持つ てれば 車へ 
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のる がい、。 步 きにくい 路 だ。 車賃 、三 〇 以下/用事 だけ かいた。 

田中樣 一 曰 夜  三 重 士  n 

小生ら は 朝 は 机に すがる 事に してる、 まだ はじめな いだけ 也。 これ は靜 かに 本 だって 讀 める 宿な りと いふ 

事 を 申す の だ。 /宿 は 室が 少ない から、 兄が 来ても 一 人で 一室 は 占領 出来ん" 吾々 三人で 一 つ 所へ ぶちこま 

れ るんだ から 御 承知 を 要す。 

一四 六 〔八月 三 m 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 館よ リ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮璺隆 へ〕 

會 いたいね。 /わしに 隨分黒 くな つた。 此頃は 板 を 持って W て浪と 一緒に 滑べ つて 遊ぶ。 先生が、 黑 くな 

ると 女が 惚れなくなる からい.^ 加減に 菱生 おしと 言って よこされた。 

「烏」 をつ ッ ついて ゐ るが、 どうも かけない。 わし は 千代紙から 何 かへ 移る 中間 期に ゐて 煩悶して るので 

はない か 知ら。 

肴に 飽きた。. 日 々 {全兄 の 煮た の を 買 つ て たべ て ゐる。 

手紙が 方々 から 四 五 通づ、 來る。 返事 はか. - ない。 何だか 面倒 だ。 

女に 會 ふのと 午す ぎに 新聞 屋がチ リンく とい はして 来る のが、 何より 樂み である。 

女 は 日毎、  1 半里ば かりへ だてた 綺麗な 松の 績 いた 里から、 弟妹と 下女と 四 人 づれで 下の 内へ 来る。 頭 はい 

て ふ 返しに 結 ひかへ た。 何故か 葛の 葉の 帶は 結んで 来て はくれ ぬ。 弟 は 十五 六、 廣 島の 幼年 校の 生徒 だ。 妹 

と 二人で わし を 見る とすぐ とんで 来る。 女と はま だ 物 は 言 はぬ。 わしから は 言 ひ 出さぬ つもり だ。 向 ふが 來 

る 外、 わしから は 側へ いかぬ。 昨日 は 船に 生かして ゐる鯛 を 見に 出た。 女の 面が 水に 移った。 いやみの 一 つ 

もない、 奥床しい、 すなほな 女 だ。 わし は 好きで くなら ぬ。 夕方 女が 歸 つて いくとき、 わし はいつ も 崖に 

立って 達る。 女 はふり 返りく いく" ふり 歸 つて わし を 見る のか それ は 別らぬ けれど、 ふり 返りく いく。 

月の 夜 わし は 松の 里へ いって、 女の ゐる内 は どこかと 籬々 を さまようた。 其から 烏が やたら 仕上げた くな つ 
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た。 女 は 大佐の 孃 さんだ。 わしの 國の 近所の^ 身 だ。 

宿のと なりの 室に もし ほらし い 女が ゐる。 いまと いふて 漁師の 熊 T 公 の 娘 だ。 七つの 年から 此年 十七 ま で 吉 

原の 揚屋へ 奉 一公した の だから 綺麗 だ。 揚屋の 娘に ついて 來てゐ るの だ。 娘 は當世 式の すかない 奴 だ。 いま は 

綺麗 だ。 熊 公 は わしの 所へ 来て いろく 世話 を やく。 い.^ 爺さん だ。 葛の 紫の 女と、 おいまと、 わし は 二人 

が ほしい。  M 

同宿 者に 慶應 の學 生が 二人 ゐる。 宿帖で 見た のか、 わしの 所へ 来て、 二人 は 千代紙の 崇拜者 だからと 言つ 

て、 それから 毎日 来る。 わし は 文 學の事 は 少しも 話さぬ。 只 つらって 小 供の やうに 遊ぶ。 昨日 は早稻 田の 生 

徒が 晝飯 〈晨 ひに 来て、 わし を さがして ゐ たさう だ。 新聞に わしの 宿所が 出て ゐ たのら しい。 此 里の 人間 はな 

ぜ かしら わし を ほめて よくして 来れる。 慶應氏 は 千代紙 を 持って ゐる わしの 側へ 寢 てよ むとうれ しいと いふ < 

一入 は 句が 上手 だ。 わし は 文章が かけぬ からかな しい。 

一四 七 〔八月 三 H 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 館よ リ 福岡縣 京都 郡 舉川村 小宫覺 へ (はがき)〕 

中央 公論 を 達る。 お 絹の 話が 早く 聞たい。 舞臺が 芝居 だから 綺麗 だ。 

け ふ は 女が 来ぬ" / 「烏」 も か X ぬ。 

崖に 立って、 猛る浪 を 見る。 

おいまが すきだと 宿の 女に 言 つたら 女 は おいまに しゃ ベ つ た ら し い 。 

二人の 女 を 大兄に 見せたい。 八月 三日 三重 吉 

一四 <  L 八月 十三 H 千葉媒 海上 郡 高 祌村犬 若 館よ リ 福岡驟 京都 郡 犀 川 村 小 宮璺隆 へ (待に がき)〕 

こ \ で 泳 ぐんだ、 慶應 氏と 相撲 を 取る、 將棋を やる、 文章なん か 一行 書く の も 厭 だ、 豆 を 食 ふて 虞美人草 

を 讀んで 女房の 事を考 へて 十 夜さん の 手紙 を 待って る だけ だ、 
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揚屋 氏の 娘 はおとな しい、 さっき 辻占 せんべ い を くれた、 辻占 を 見たら 由 ある 文句 だ、 

紫の 蝶々 が フワ リ- (、来る 

一四 九 〔八月 十 raH 千 葉縣高 神 村 犬 若 館よ リ 茨 械縣鹿 島 郡 asl 村 大木 方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

御 出立の 翌日 (？) 香 取 氏と 四 人で 遂に 太 洋館へ 移轉 し、 三日ニ泊の後亞.流の^&へ；？，一戻りに及んだ、 ドロン 

一行 は ペルリ、 海馬、 ォッ ペケ、 小 供」 朝鮮、 今 氏、 ガキニ 匹、 と、 他に 老人の 孫 を つれたの がゐる だけに 

なった、 一時 は 十六 人ゐ たもの だ、 朝 鲜等は 表の 格子の 間に はいった、 驚くべく 靜か である、 はじめ 兄と 二 

人で ゐた 頃の 通り だ、 加 之、 ペルリ 氏 及 海馬 は 吾人に 向って 多大なる 敬意 を 表して ゐる、 昨日 は センべ ィと 

ビスケットの 交換 を 演じ 夜に 入って ぺ ルリ 氏 は 「おやすみなさい まし」 と挨 1$； に 出られた、」 Yellcw 氏は大 

に 吾人に 物 1； を 起して ゐる、 氏 は 何、 つも lurs らしい 男と 同伴して^ 簿 される、 問題に 目下 旺に討 請 中、 

二 氏より よろしく 

一 五 0  ■〔 八月 十五 日 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 館より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮臀： 隆へ (はがき)〕 

七夕 を 祭った、 昨夜し め やかな 雨の 更ける まで 短册を ija へて、 酒 をのみ く 文字 を かいた、 昔が 戀 しい 恨 

めしい、 赤、 黃綠 紫に 袂 とかき 紅と かき 鏡、 笄、 櫛と かき、 文と かキ畫 とかき、 戀し、 ぁぢ きな し、 切なし、 

もどかし とかいて 涙になる、 涙と かいて、 三津 ゑが 切った 前髮 を、 枕の 下に 入れて 寢た、 朝お きて 使 を 立て. 

る、 瓜、 ほう づき 梨 を 供へ る、 午 頃から また 小雨と なって 短册が ぬれる、 今、 夕方で ある、 五色の 4、 片が雨 

のた まりへ 散らばって ゐる、 外 は 大シケ だ、 ゴ 1- ^ゴ ー くと 怖ろ しい 浪が 下の 岩に くだける、 浦の 宿り 

の 七夕 は 物の あはれ が 深い、 

揚屋のお とみさん が 短册を 拾って 讀 んでゐ る、 何 か 言 ひ た さうな 口 もと だとみ さん は 句 を 作る と 下女 が 言 

つた。 もし わしの 心の中が 話して わかって くれたら わし はとみ さん を 女房に する。 
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一 五一 〔八月 十七 W 千 葉 縣高神 村 犬 若 館より 福岡縣 京都 郡 雕川村 小 宫豊隆 へ (はがき 二 枚 镜)〕 

小 母から 手紙が 来た、 父 はとうと 肺結核に なった、 會 社へ は 出た くないが 出ねば 食へ ないし、 仕方がない 

と ある、 もう 僕 もこれ までの やうに は 出来ぬ、 學校を やめて 月給 を 取って 父と 一所に くらしたい。 而し父 は 

許すまい。 學校 はもう いよくい やにな つた。 せめて 九月から 自活し やう かと も 思 ふが 論文と 小 說と兩 方 は 

出来まい。 僕 は 今し きりに 思案して ゐる。 人世 は 刻々 苦くな つて 来る。 また 神 >1 衰弱に ならぬ やうに と 力ん 

でゐ る。 亂れ なんか 逃げて しま はねば なるまい。 奮鬪 だく。 

僕 は奮鬪 する けれど、 憫 なの は 父で ある、 僕 は 親のば ちで 何 か 厄に 會 うだらう、 父 は病氣 だと も 苦しい と 

も 何 一 つ 言うて は 来ぬ、 少しも グチを 言 はない から 僕 は 切ない。 

目下 僕の 手で 學費を 作り出す 途を考 へて ゐる。 

同宿の 慶應氏 は此頃 の 予を いかめしい と 言 ふ 0 予は シケこ んだ り 嘆 い た り しなくな つたの だ。 それ も其箬 

だ。 僕に 背中 を 丸太で 五六 十べ ん撲ん なぐられ たやうな 氣で、 壁に 面して 座って ゐる。 

一 五 二  〔八月 二十 H 千葉縣 海上 郡 高 祌村犬 若 餘ょリ 福岡縣 京都 郡 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

もう 十日したら 九月 だね、 早く 出て お出でよ、 先生の 花壇 を 賑やかに しゃう。 文鳥 は 東洋 城の 物に なつ 

た。」 作 はとうと 出来ない、 作 は 油の 乘 つてる ときでなくて は 駄目 だ。 父の 事が 苦になる、 どうなる * かと 

思 ふ、 論文の 事を考 へる と 胸が 重たい。」 この 宿り もさ まぐ の 事件が あった、 淡く 見て ゐ ると 面白い、 此 

頃に 連夜 少し づ&酒 を やる、 肴 は 白瓜に きまって ゐる。 吉 原の 女が 親切に して くれる、 淸 元が 上手 だ、 わが 

ために 蚊屋の 釣 手 を 一 っはづ して 中型の 浴衣に 三味 を 抱える。 女學 校の 卒業生 だから 驚く、 全くのお 染だ、 

そして ホト 、 ギ ス の讀者 だからい よく 話せる、 三重 吉樣は 三月 三日に お生れな された 方 だととう にから さ 

う 思 ひました とい ふ。 
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年 七 四 治 明 


I 五三 〔八月 二十日 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 館よ リ 東京 市 本 鄉區駒 込 千 駄木町 幸 川へ (はがき ご 

矢つ ばり 小 供 の やうな 事ば か りして 遊んで ゐ ます、 面倒 だ か ら小說 は 中止です、 内でなくて はかけ ません、 

新 小設難 有う、 二十 八日 位に は歸 ります、 東京 は 暑いです か、 三疊は 涼しいで しゃう ね、 文鳥 は 丈夫です か、 

内の 味 s» 汁が 食 ひたい、 豆腐が 食 ひたい、 平野 屋 氏の IS の 物が 食 ひたい、 毎日 まく わ 瓜 を 食って ゐ ます。 

I 五 四 〔八月 二十 一日 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 節よ リ 千 葉 縣姚子 町 大政 方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

内へ 歸 るまでに 一寸 遊びに 来ません か、 岡 本 氏 もしき りに さう 言って ゐる、 いろく 新人 物が ゐて 批評に 

價 する、 ペルリ 氏 は 二十四日に 出立の よし、 N2V 氏亦而 り。 小生 はシケ 込む 如く シケ 込まざる が 如く ノン 

キな るが 如く ノンき ならざる が 如し だ。 酒 は少々 過ぎた、 頭が いたい、 もうの まない。 ゲ ルドが 来たら 二十 

七 八 曰 頃に 歸京 する。 一 寸來て 遊びません か 待 上 候。 

一 五 五 〔八月 二十 二： W 千葉縣 海上 郡 髙神村 犬 若 餘ょリ 福岡驟 京都 郡 犀 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

連日 海が 荒れ 續け だ、 耳の 側で 挽き 臼 を 挽かれる やう だ、」 持 梗の花 を コップへ 一ば い 活けて ゐ る、」 a 

だとい ふて 綺麗な 揚屋の 下女の 内から ダン ゴを貰 ふ。」 髮を 刈りに いったら 大工の 弟子の やうな 頭に された、 

少々 奮 概して ゐる」 こん 夜 宿の 庭で； 盆踊り を やらせる。」 淸元 をき かせる 女 は 日本 女學校 出で、 ホト、 ギ 

ス を讀ん でる、 「猫」 を讀ん でる とい ふ 話 はした かね ィ？」 仲の 女郎屋のお 神 だとい ふの が 一 匹 来た、 面白 

い 自叙 傳を 聞く。 

I 五六 〔八月 二十 二日 千葉縣 海上 郡 高 祌村犬 若 館よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき) J 

吉 水へ 出張す る さう だね、 八 氏から 報告が あった、 僕 っ黑 になって ゐる、 外洋 だから 浪が 高い、 今夜 
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は 宿の 庭で 踊り を やらせ るんだ、  2 

舎 ひたいね、 いろんな 話が あるよ。 近来 手紙 を かくの が 面倒 だ、 何もかも 面倒 だ、 酒 は 頭が いたいから 飮 1 

まれない、 早く 學校 をす まして ノン キに 寢てゐ たい、 

此 三十日 間、 朝日の 虞美人草 を 讀んで 切り 拔く 外なん の 用事 もしない、 或 通； a を のぞむ。 

一 五 七 〔八月 二十 四； n 千葉縣 海上 郡 高 祌村犬 若 飽ょリ 福岡縣 京都 郡 厚川 村 小 宫璺隆 へ〕 

昨夜 何だか 氣 分が 惡 くて ならない から 同宿の 人と わい く 言 つて 二三 本 ころばした、 そこへ あん た の 手跌 

が 来た、 二 行よ むと 涙が ばらく こぼれ 出した、 

心配 させて すまない、 わし はしつ かりして るから 氣づ かって くれるな、 早く 會 つて 女の 話で もしゃう、 

内から 返事が 来た、 役に たえられない 事 はない から、 内の 事は考 へないで ノン キ にして 居れと 言って ゐる、 

わし は、 自分 だけ はどう かして 立てる から 役 を やめて、 宅地 を賣 つて 田舎へ はいって その 錢で 食って 養生し 

て ゐて くれな い か と 提案した の だ、 激な 文句 は 言 つたんで はない。 

とにかく 會っ て 詳しく 話す まで は、 なんにも 聞かな か つ た 事に して 案じな い でゐて おくれ。 

話が か はるが おれ は 短 かい 坊主に なった。 頭が ムシ ャ クシ ャ する から 仕方なし にこ V いらの 床屋へ いった 

ら 大工の 弟子の やうな 頭に されて 了 つ た、 大きに 面白くな いから 早速 再び 他の 床屋 へ 行 つて 直させた 所、 こ 

んどは 魚河岸の 兄ィ 然とな つて、 タン 力で も 切らなくて はう つらない からまた 第三の 床屋へ いってとうと ク . 

ル くに 刈って 了へ と 命令した、 このたび 動 八 等 を 載き ましたと いふ 相好に なった、 振 はない、 

侮 は 日々 荒れ 通し だ、 け ふ は 雨 さへ ふる、 / 會 ひたいく。 

豐隆樣  三 重吉拜 

一 五八 〔八月 二十 六 H 千葉縣 海上 郡 高 神 村 犬 若 節よ リ 福岡縣 京都 郡；^ 川 村 小官 璺隆へ (はがき)〕 , 


年 十四 治叨 


二十 八日に 歸京 する、 七日 待って ゐれば あんた が 出て 來る、 九日 をた ぐり 寄せる やうに 思 ふ。 

犬 若に は 三十 三日 ゐた 都合になる、 先生の 顔 も 見たい、 もう 秋風が 襟に 浸み る、」 みんな 歸 つてし まって 

わしと 三 田の 人と 二人 きりだ。 

昨夜 わ しが 妻と 父と 三人で 田舍に すんで ゐる所 を ゆめに 見た、 八月 二十 六日 

I 五 九 〔九月 十一 H 東京 市本鄕 K 駒 a 千 駄木町 幸 川 方よ リ 廣鳥縣 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 . 

去年 會 つてから まだ 一 年に しかなら ない が 僕 だって 隨分 久しく 會 はない やうな 氣 がして ならない、 僕 はこ 

れ から 論文と いふ 奴で 閉口して る、 来年 は 出たい もの だと H 心 ふ。 作 は 當分恣 に 作れまい、 近々 何 か 一 つか. 1 

なくて はならぬ、 三千 二さん が來 た。 九月 十一 日 

一六 0  〔九月 十二：：：： 東京 市本鄉 K 駒 込 千駄木 町よ リ 本鄕 M 森 川 町 小吉餘 小お 豐隆へ (はがき)〕 

どうも ぞくく する し氣 分が 惡 いから 途中から 引返した、 用事がなければ あす 遊びに おいで、 あられ を 煎 

る。 いつもな らば こんばんはい. -靜 かな 晚だ、 病氣 をす ると 旅の 住居と いふ 氣 がしみ ぐと する、 九月 十二 

日夜 

一六 一 〔九月 二十 一日 本鄕 K 駒 込 千 駄木町 幸 川 方よ リ 廣島縣 加 計 町 加 計 正文へ (榕 はがき)〕 

昨夜 夏 目さん の 奥さんと オペラ を 見に いった。 大兄に 見せたかった。 三千 二さん は早稻 田へ 越した、 東 兄 

が 後釜へ 座った。 論文へ か- -ら なければ ならん から 閉口 だ。 作 は 出来ない。 本が 買 ひたいが 買へ ないから 癎 

顯が 起きる。 大兄の 犬 は追逐 された さう だね。 奥さんに よろしく。 

一六 二  〔九月 三十 H 東京 巿本鄕 K 駒 込 千 駄木町 幸 川 方より 千 葉 縣乔取 郡 古城 村 鈴 木 作へ〕  § 


兄が 歸國 する とい ふ はがき は遲 れて屆 いた の で面會 にいく 事 も： a 来な か つ た。 もう、 少し はい \ さう で 安 

心した。 ゆっくり. 養生して ゐ らっしゃい。 急ぐ こと はいらない。 頭の いたむ の は 秋の 愁だ。 おれ も少々 いた 

い。 金の 事 はま だ片附 かない。 氣 分が ぐぢ やくして なんにも 出来ない。 父 は 少し はい \ と 言って 来た。 

此夏兄 の 所へ 6! つ た の は 兄と はなれて ゐ る 時に 非常に 都合が い.^。 兄が 歸 つて ゐても あの 椽へ あんなに し 

て寢 ころんで 梨 を 見て るな、 と 思 ふと 一 々印象が 明白で ある。 おれの ほめた 川の 邊 はもう すつ くり 秋の色が 

ー坏こ ■ なって ゐる だら う。 例の 女ら が 矢つ ばり せんたくに 出ます か。 國臣る 事 も 必要で ある。 都合 さへ つけ 

ば 中 野 氏 を 訪問した まへ。 〇〇〇 ない といけ ないやう だ。 小生 此頃は 思 ふま.^ に 〇〇〇 に 出かけられ ないか 

ら元氣 がない。 早く 女房 を 持って 豆腐で ちび りく やりたい とい ふ 事ば かり 考へ てゐ ます。 

東 兄 も 五六 日 煩った。 もう 起きて ゐる。 ー體此 ごろ は 時候が よろし くないの だね。 . 

先生の 内が 早稻 田へ 引っ越して、 二三 日手傳 ひで 草臥れた。 今日は これで 失敬。 /. また 手紙 を 上ます。 

お 内へ よろしく。 /それから 府 馬の 方へ もつ いで あらば よろしく 

周作樣 九月 三十日  三 重吉拜 

一昨日 は 母の 十七 囘忌。 /昨日 は 小生の 誕生日。 人生の 行路の 半に 達す。 

一六 三 〔十月 十六 = 卞 M 京 市 本 鄕區駒 込 千駄木 町より 本 鄕區森 川 町 小吉餘 小せ：： 通 3i 隆へ (はがき)〕 

黑ぃ ー關 張の 机を賈 つた、 烏の 戀が it 二 段まで すんだ、 一 週に 一 曰 だけ 作に 取る つもり だ、 ぼつく 出来 

れ ばい、。 今日は 先生の 寫眞を 床の間へ 飾った。 夕方に 先生の 鳥籠 を 探しに いった。 跡 はずつ と 内に ゐて本 

を よんで ゐた、 菊人形の 樂隊ゃ 馬鹿 離しが 八 釜し くて いけない、 宿が 實 に.： « に さわる 振舞 を やる、 早く か は 

りたい、 乙 字が 出ない かな ァ」 例の ゲル ドー 件 は 一昨日 ァスォ クル、 ィ サイ フミと いふ 來電 があった アン 

シン。 十月 十五 日夜 半 
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一六 四 〔十月 t 八日 東京 市 本絲區 駒 込 千 駄木町 幸 川 方より 廣島驟 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

手紙 を 上げた いくと 思 ふが 多忙で 困る。 朝から 夕方まで 客が 有り 績 けだ。 いろんな 奴が ごたく 来る。 

論文の 仕度 はしなければ ならない。 方々 へさ そ はれる。 いつも ゲ ルドに 困る。 作 は 新年の 新 小說と 中央 公論 

と ホト、 ギス から 攻められる。 あ、 困る/ \。 いやにな つた。 一人で 宿の 二階 もさび しい。 フラウが ほしい。 

来て がない。 シ ヱ ー ンも 見ず。 早く 學 校が 出たい。」 而し金 を澤山 持って ゐて矢 次く るに は 東京に 限る ね。 

おれ はどうしても 田舎へ はいらねば なるまい。 いろんな 所へ 引つ ばり ま はされ てゐ たり、 っッ つかれて ゐて 

は修 蹇 が出來 ないから ね。 浦灝 先生 は 月俸 六十 五圓か 六十 圓で 越後？ の 柏 崎の 中學 とかへ まゐれ り" 築 島と 

は 春から 會 はない。 太將 はィャ である。 いま 小生 は 頭が いたいから 散步に 出て 人の 宿で 此 手紙 を かく。 い > - 

月夜 也 早々 

I 六 五 〔十一月 一日 東京， 市 本！？ 區森 W 町小吉 館より 廣島驟 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

近頃 はどう 手紙 を橫 着して ゐて すまない。 忙 がし いんだから えて くれよ。 いろく 話しが たまって ゐ 

る。 此 冬に はどう かして 一寸 かへ りたい と 思 ふ。 歸 つたら 會は うね。 僕 はもう 下宿 生活なん かさび しくて や 

りきれ ない。 先生のと ころへ いって 女房が 持ちたい と 言って こぼして ゐる。 二三 候補生が ゐ るが 氣 にく はな 

い。 ハイカラ だからね。 兄の 夫婦仲 はどう か。 おれ は 早く 學校を 出て 力、 が もちたい。 ばかくし くて いけ 

ない。 學校 はいよ く 論文 を かく 時期に なった、 一生懸命で 俄かに 讀書を やって ゐ るが、 交さい が 多い ので 

困る。 自分 は 少しもお ごり はしない のに 交さいで 金が いり 閉口 だ。 

此頃 は、 もう 何もかも ジ ー ベ ン へ 持ち込んで きのみき のま X なり。 

来年の 新 小 說へ何 かかけ と 言って やたら さいそくに 来る。 かけたら かく。 漱石 先生の 小說が 完結した。 新 

聞に、 その 跡 は 小生が 引きついで 長篇を かくと いふう そが 傳は つたので 本屋が どし く來 る。 ョ ー カン、 ク 
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ダモノ、 の もら ひもの 澤山 あり。 さっき はマシ マロン を もって 来た 女 あり。 本屋の 鳩 だ。 もら ふば かりで 本 

はか k ない。 

いろんな 奴と 曾 ふよ。 此間は 中央 八ム論 社の， 記者 連と 曾 食して、 當 代の 天狗 連に 會 つた。 おれ は 制服制帽で 

どこ へ でもい く。 

金 やん に 待ち 合へ ォゴ ッて もら ふ 約束 出来たり。 高等 淫賣の 高等なる もの を 買って 見る つもりな り。 

金 さ へ あれば 東京に 限る ね。 おれ は 學校を 出た らうち の 關係 上、 田舎へ 引っ込む つもり だか ら なさけな V.- 

友 入 はどうし て もやらない とい ふて 止める がし かたがない。 當時 は 婦人 にいろ んな 知己が 出来た。 しかし 貧 

乏 だから 交さい を さけて ゐる。 

貴 八ムが 早く 亭主に なって 金 を かして くれない かな ァ。 作 を 一 つやる 間 かして くれ M ばい &。 次の 作で 返し 

/\ し て る內 に 其" -本 金 も 追 々 出来る だ らうと 思 ふ 。 

學校を たら wf" に こもり 長篇を かく。 早く 亭主に なれよ。 

正文 樣  三 • 重 吉 拜 

一六 六 〔十二月 十二 H 東京 巿本鄕 E 森 川 町小告 館よ リ 佐 世保巿 港町 石 井 善次郎 へ〕 

發明 はどうし たか、 もう 上京す るかく と 思って 手紙 を 出す の を 略して ゐた。 來 たら 積る 話 をす る考 へで 

もうこ としは 來ぬ ものと あきらめた。 

わし は、 よわった と 思 ひ 給へ、 やう やく 重荷 を 下ろした 所 だ。 

十月 十一月 は袷ト 羽織 ノ着タ キリ 雀、 一文 ノ小使 モナ ク、 一寸 ノ養 ヒモ 取ラズ 二、 キュ ダ。 

小生 ハ 二百 圆ノ 原稿料 ヲ トル ツモ リデ 三百 枚ノ 小說ヲ 七、 八、 九ト三 ヶ月 力 、 ッテカ イタ、 十 一 月 一一 出版 

ス ルツ モリ デ、 七 八九ノ 費用 ヲ金 貸シ -I 借リ、 海水浴 ナン 力 ヘイ ッテカ イタ、 モノ ヲ カク ト 頭ガッ カレル、 
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滋養 ヲ トラ ネ バナラ ヌシ、 氣保 菱モセ ネバナ ラヌ。 小說ヲ カク 一一 ハ 資本 ガイル。 

シ カル 一一 ソノ 本屋 ガ破產 シテヮ シノ 小說ハ 金主 ノ手ニ ハ ィ 〔ッ〕 タ。 サァ 大變ダ 原稿料 ハ トレ ナイ、 ォ マ ケ 

-ー ソノ 小說ヲ 買ヒモ ドス 運動 ヲ シテ 七十 圓デ トリ モド シタ。 

ソノ 七十 圓ハ內 カラ モラ ッテ モド シタ ガ、 金 貸 二 力 リタ 百圓ガ カェセ ナイ。 ホ カノ 本屋へ ソノ小 說ヲ買 ハ 

セャ ゥト思 フト、 ッケコ ンデ 五十 圓デ ナケ レバ 買 ハ ヌ トイ フ 百圓ハ 利子 ト 一所 デ百 三十 圓ニ ナツ テ居 ル、 五 

十圓デ ハ困ル カラ 段々 運動 シテ モケ チノ ツイ タ モノ ダカ ラ買ハ ナイ 大ニ コ マッタ、 金貸シ ハ 小生 ノ 評判 ヲ信 

用 シテ金 ヲカシ タノ ダガ、 小 說ノ買 ヒ手ガ ナイト ィフノ ヲ 誤解 シテ 小生 ヲバ 力 二 シ、 金ヲ返 セくト 大サヮ 

ギヲ スル。 カバン ヲサゲ タヤ ッガ 日々/ \ オシ 力， ケル、 ハヅ カシィ カラ 下宿 ヲ 力へ タ。 

トー 一 カク 返 サナケ レバ 前 一一 出版 シタ小 說ノ版 權ヲ沒 收シコ レ カラ 出 ル小說 ノ版攛 モにル トイ フ、 大變 ダ、 

進退 キハ マッタ。 貴 < ムニ 相談 シャ ゥカト 思フケ レド、 手元 ノ コ トモ 聞ィ テル シ、 大-ー 弱 ッテ彥 二相 談シ彥 

カラ 吉元 一一 タ ノン デモ ラッテ 百圓惜 リタ。 吉元ガ スグォ クルト 電報 ディ ッテ 來タ トキ 二 ハ 地獄 力 ラ出 タヤ ゥ 

ダ。 

シ カル 二 十五 六日 シテ 五十 、達 ッタ、 ソノ 間、 貸 主 へ コ ト ヮリヲ ィフノ  二 大 變ダ、 

今日 ハ本 ヲ賈 ッテ、 十日 間ノ待 チ賃、 十日 スル トマ タ 着物 ヲ七 ニイ レテ 使ヒノ 人間 ヲ；^ ゲ>7 トル。 次ノ五 

十 圓ガキ タノ ハ 一ヶ月 以上 ノ後デ アル。 吉元ハ 都合 ガ アル ダ ロウ シ、 又ド ウイ フワ ケデ借 ルカ トイ フ 理由 モ 

ィ ハナ イデ、 只、 ィル カラ 借セト イツ タンダ カラ、 向フ ハヤ 叫 ヲ知ラ ナイ、 シ カシ、 ^1  イソ.^ スル コトハ 

出来 ンシ、 ョ ヮッタ く。 トウ ト金 貸シノ 方ハ、 拂 ッタ、 モウ コリ くダ、 アイツ ラ ハ鬼デ アル。 鬼ダ く。 

ソ ン ナ苦 シ ィ 最中 一一 モー 方-一 ハ 卒業論文 ヲ 力、 ネ バナラ ナイ、 ソレガ キー 一力、 レ ド勉强 ハ 、 出來ズ 、 ァ ル 

トキ 二 ハ モウ 質へ ャル モノ モナ クナ リ、 下宿 ノ ハラ ヒモ タマ ッテ、 小生 ハナ サケ ナサ 二、 ヒト リデ泣 イタ コ 

トガ アル。 

ドウ カコ ゥ カス ンダ。 吉 元-一 ハ 卒業 シテ カラ 月 二  二十 五圓ヅ ッハ ラフ ツモ リダ。 


H7 


事件 ガ 落着 ス ル トガッ カリ シテ、 ソ レ カラ 病氣ニ ナリ ケフデ 十日 モ寢 トル。 

論文 ハ 一寸 モハ 力 ドラ ズ氣 ハ氣デ ナイ。 萬 一 ラク ダイデ モス ル ト大 變ダ。 コノ 頃ハ夜 モロ ク/ \ -ネラ レ ナ 

ィ0 

ソレ カラ 此月ノ 料ガ ナイ カラ、 トウ ト頭ノ イク イノ ヲコ ラへテ 二十 枚バ カリ 力 イタ。 一枚 カイ テハ 休ミ、 

二 枚 カイ テハ、 頭. ガイタ イノ デ弱 リ、 ホン トー 一針 山地 獄ダ" 

今日 ハ 原稿料 ヲ モッテ クル ツモ リダ、 ソ レデ 下宿 ヲ ハ ラ フ ト 大枚 一 一圓/ コ ル、 

:^ニ圓迎明治四4 一  年、 / ァ 、く。  / 藥代 ハ醫科 ノ太將 一一 タノ ンデ ロハ デ アル。/ ァ、 く 

コ レ デ モ 事情 ヲシラ ナイ 奴ハ、 文才 ガ ァ ル / 作者 ダ ノト イツ テ 書キタ テラ レル。 先生 タチ ハイ、 論文 ガ出 

來ルダ ロウ ト思 ッテ 居ル、 ッ ライ，/ \ -、  / シ カシ、 マヅ/ \片ヅ イタ、 苦 シィ/ \-、 

右ノヮ ケダ、 ブ サタハ ュルシ テオ クレ 十二月 十一 日 臥床 中亂筆 

一六 七 〔十二月 二十 五 H 東京 市本鄉 森 川 町小吉 館より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜 啓/多忙 なので 久しく 御 無 =a 汰を した" 論文 は實に 厄介 だ。 二月 中に 持へ 上げて 三月 四月で 英譯 する 積 

りで ゐ るんだ。 小生の は小說 の寫實 法と いふ 問 B„s だ。 創作に 應 用すべき 議論 だ や レフ 問題 は 生きて ると 思 ふし 

恐らく こん な 問題 を 取 つて かいた 人 はこれ までに ゐ まいと 思 ふが 肝 甚な事 は、 どうも 餘り 威張る 程の ものが 

出来さう にない 事で ある。 こんな 事 を 論じた 參考 書と いふ もの はー册 もない。 いろく 讀 むが 毛唐の は 大山 

師琉の 本ば かりで 名 題 だけ づ うくし くて 中 は 何ん にもない のが 澤山 ある。 おれ もこれ から 世の中へ 出たら 

あんまり 尻つ 込み をし ないで ヅ ー くしく 構へ こむ 積り だ" 馬鹿く しい。 それから 論文 を 見る 先生が 口 ー 

レンスと いふ 馬鹿 親爺で 日本で い ふと 村 井の 爺 八 ムの類 だから 予の やる やうな 問題 は氣に 入らん し 第 一 、 よし 

あし をい ふ 資格の ない 男 だ。 論文 は 活用 的な もの オリ ジナ リチ ー の ある ものよりか、 訓詁 注 釋考證 的な もの 

を 好む、 學 校の 講義 は Chaucer 時代の 詩 だ。 屁に もな らん。 夏 目さん の 去った 跡の 英文科 は nq.hinR であ 
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る。 一向 面白くない。 肝續 ばかり 起きる。 早く 平 業したい。 それば かりたぐ り 寄せる やうに 思 ふ。 出た 田 

舍の 先生 だ、 東京で は 食へ ない。 食 ふに は 一 日 働かなければ ならん から 修養が 出来ない。 田舍へ はいって 大 

に 書いたり 讀ん だり する つもり だ。 實は 東京に ゐ たい。 東京でなくて は駄 H だ。 しかし 仕方がない。 時々 な 

ぜ 小生 は W 、乏 人の子に 生れた のかと 泣きた くなる 事 もあった が此 頃で は 本来の 位置 を 悟って、 田舍へ はいる 

とい ふ 事が さまで ッラク もない。 學 校が ィャ だから 早く 田舍へ いきたい くと 思 ふ。 これから 實 さい 世間に 

はいって 自分で 食 はなければ ならん と 思 ひ 出して か..： の 小生 は、 同じ 兎の 糞 を 作る のに も氣 分が ちが ふ。」 

九月から 論文が 氣 になる から 思 ふやう に 遊べない。 友人と も あまり 交通し ない。 木曜く に 先生の 處へ い 

くだけ だ。 先生の 内へ は缺 がさな いでいく。 そして 近頃 は 先生と 〇〇〇〇 談をゃ る。 おれ は 女房が もちたい 

くと 先生に 訴 へる。 實 さい 女房が ほしくて いけない。 察すべし だ。 そして 女房と いふ ものに 對 する 考 へが 

大 變に變 つた。 食 ふとい ふ 事を考 へる と小說 的な 詩的な 考 へで 思 ふ 女房と 大 にち がふ。 先月 來 二三 ケ所 結婚 

の 中 込 をう けた けれど 向 ふ は 身分が 高い し、 且つ おれ は ヱ ライ 人間になる 人 だとい ふ 事を豫 想して からの 申 

込 だから 苦しい から 担絕 だ。 おれ は イツまで も 中學の 先生 をして ゐても 矢つ ばり 馬鹿にしない 女房でなくて 

は 持たん つもり だ。 大抵 はこ ちらの 一寸した 商家の 女 を もら ふだら うと 思 ふ。 

此頃は 一向 創作 を やらない" 從て收 入が な. いから 太平 樂も 出来ん。 九月 以来 〇〇〇〇 もやらない。 時々 0 

〇 からな さけない。 不憫と 思へ。 此春夏 は大に 浮かれた。 金が はいった からだ。 九月に なると 本が 出来て 百 

圓 はいるつ もり で 夏；^ 來 着物 を 質に 入れて まで 遊んだり した が 都合 上 出版が 出来 なくなり 犬に 困った。 そ の 

ため、 すつ くり 何もかも 賣り 今では ポロの 木綿の 着の み 着の ま \ でゐ る。 金が あれば 參考書 を 買 はなければ 

ならん。 苦しい く。 而し、 事情に 制せられる から 〇〇〇 たく はない。 〇〇〇 たいけれ ど 飛んで いく 氣 にな 

ら ない。 不憫で あるが 何ともない。 只 本の 買へ な いのは 情けない。 金が ほしいく。 金の ない もの は學 問な 

ん かしない 事 だ。 

一 月の 中央 八ム 論へ 申し わけに 一寸した 小說を かいた。 世間から 忘れられ るから カケ くと みんなです \ め 
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る けれど 論文 も あるし、 早く 出て、 それからと 思 ふから 一向 かく 氣 にならん 二 /さむい 正月 だ 二 〇〇〇〇 を 

握って ふるへ てゐ る。 

昨年の 正月 は 小生が 山彥で 天才に なつ た 年 だ。 此 正月 は 景氣 がない。 

い ろ /\ 話した い がもう や める サ ョナラ 

正 樣 廿 五日 夜  一 二 重 士ロ拜 

手紙 をお くれよ。 
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明治 四十 一 年 


一六 八 〔二月 十一 日 石 井 善次郎 へ〕  一 

啓/ 寫眞 次便に 達る。 千枚漬 一 桶小宮 君に やった。 甘い 甘い。 論文 は 着々 進行す る。 淸 氏に は 一昨夜 面會 <> 

〇〇〇〇〇。 此月 はこれ で會 はない。 〇 は 六日の 夜お 染君を 失敬され た 由。 

弟が 三月 中旬に 上京す る。 太 將は醫 者になる と 申す。 弟 は 見込みが あると 信ずる から 彼の 學資 を、 小生が， 

卒業す るまで 貴公が 出して はくれ まい か。 先日 だれか 困った 人 を 助ける と 言った 故、 弟の 事が 賴 みたい。 ハ：？ 0 

が 二人の 學資を 出す 事 は 出来ぬ。 御 都合 如何 御 返事 を 願ます。 弟が 學資の 事で 悲觀 して ゐる。 小生 も 困って ， 

ゐる。 いくら 位 出して くれます か。 さしむ き 三月より 七月まで 五ケ 月間で よろしい。 小生が 卒業 すれば また.. 

話 を かへ ます。 御手 許の 都合が わるければ 遠慮なく 謝絕 して くれ 給へ。 /先 は 右 要用まで。」 吉 元へ 心 附け』 

難 有し。 

善 樣 二月 十 一 日  三 重 士 n 

小 宮は大 に 貴八ム を崇拜 して ゐ るよ。 小生が 貴 <ム を 後援と してる 事 を 犬に 羨んで くれる。 

一六 九 〔一一 月 一一 十一 一日 東京 市本鄕 ® 森 川 町 小吉 館より 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郎 へ〕 

弟の 一件 恭 なし。 内に いくら 悅 ぶか 知れない よ。 弟 は、 父が 二人の 學費は 出せない から 小生が 學校 をす ま！ 

すまで は 上京し ない と. 言つ て ゐた やうな 譯 であつ た。 出金の 場所 は 御 厚意に 從ひ 弟に は 言 はない。  一 

それから 小生 は 伯母から いろく 父の 病氣の 事なん か 話されて、 もう 内から 金 を 取る のがい やにな り 學校ー 

を やめ やう かしらん とまで 思った。 論文 も ほったら がしで 悲觀 ばかりして ゐ たが 彥に 叱られた。 太將 に輯ん 』 
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で 七月まで 月々 二十 五一 乂は 三十 圓 出して 貲ふ 事に なった。 太將の 手許 も 色々 都合が あり 氣の 毒で ならん が、 

うかくして ゐては 卒業 出来ん から 太將 に賴ん だ。 親切に 言って くれる。 

それ 故もう 此月 かぎり 內 から 金 は-取らない 事に なった。 内 へ は小說 で、 七月までの 學資 をもう けたと ゥソ 

を 言 つて やったら 內 では 大變に よろこんで よこした。 

それ 故 小生 は 今の 宿で は 交際が あるし、 どうしても 不經濟 だレ、 且 つ 人に 金 を 出し て 貰つ てる 上 は 出来る 

だけ シ マツ をせ ねばす まない から 下 S£ を 引き 拂ひ どこか 間借り をして 自炊す るつ もり だ。 もうく ぉ淸 どこ 

ろの 騷ぎ ではない 等分 ◦〇〇〇 はやめ だ。 大いに 改革す る。」 

所で 兄に 賴 みが あるの は、 金 を 三十 早速 れ。 實は 宿. を引拂 ふと 言っても 今月分と 先月の 半分と 拂 はなけ 

れ ばな らんし 其 他 友人に 十圓 ばかり 借りて ゐる。 内から 此月 分と 言って. 途って 来た 金 は 一 月の 末に 一 月 分の 

下宿 半分 を 拂ひ其 他で なくなった。」 それ 故 彥に來 月の 一 日に 六十 圓 出して もらって 二十 五圓は 三月 分に し、 

跡で 借り を はらって 移轉 する つもりで ゐたん だが、 今日 彥の 話に よると 彥は 現在 金 を 一 圓位 しか 持たない さ 

うで 、來 月の 二十日でなくて は 金が はいらんと 言 ふ。 だから 一 日に 小生に くれる とい ふ 金 は 人に 借りて 渡す 

のらし い。 それ だから 六 十圓と い ふ 事が ッ ィ言 ひに くいし 二十 五 か 三十 圓 でい、 と 言 つ た。 どうか 其 跡 を 貴 

公 出して くれない か。 賴 むく。 さう でない と 宿が へ も 出来ん し 友人に も拂 はれない。 

彦に言 ひ にく かつ た か ら 大兄 に 頼む。 これ は彥 にかくして ゐて くれやい。 彥 は 小生 は 水臭 いと か 小生 は 政 

略 をつ かふ とか 言 つて 此頃 いろ/ \ ィャミ を 言 つてる か 「ユウ 、 もし 此 事が しれた ら なぜ 貴公 は 小生 に 打ち あけ 

ないかと 言 はれる にき まって る。 それで は 太將の 感情 を 割す る。 よろしく たのむ。 

すべ て 今度の 一 件 は 小 宮氏は 勿論す ベ て 知って る。 弟の 一 件 も彦に 話した。」 大急ぎで 月末までに 賴む。 

蓮くなる と 思へば 電報 爲替 で賴 む。 全體 こんな 事 を 遠慮なく 鎮 むの はヅ ー くしい が、 内 へ は 言へ ないし、 

鎮り でもが いても 金 は 湧かず。 金に 心配して は 論文が 出来ん。 そこで 思 ひ 切って 貴： 公に 賴 むんだ。 是非 達つ 

て くれやい。 もう 今後 無心 は 言 はない ご 弟 は 四月 上旬に 上京す る。 學費は 上京して からでよ ろしい。 
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論文 は 成功した。 四月 迄に は英譯 する。 及第 受合， たと 思 ふ。 

寫眞 を， る の が遲れ た。 失敬/ \。 一  ね 森 田 先生 に 出した。 

淸 氏と は 貴公の 退京 後 二度ば かり 會っ た。 太將は 三月に は錢 業の 由な り。 大に 小生に まゐ つて ゐる らしい" 

小生 は 醫學士 だから 醫學士 の 女房に なるとい ふ。 愁も あるら しい。 其 手 は， 慎 はぬ。 療 業したら 一 度 一 所に 遊 

ばう と 言 はれる。 御免 だ。 別れの 印に 紫ち りめんの 玟附の 羽織 を やる と 言った から 謝絶した。 永久に 友人と 

して 交際して くれろ とい ふ。 大に 困る。 要するに 清 氏 は 甚だ 小生に まゐ つて ゐ るよ。 ノ ロケで はない。 しか 

し 此際は 清 氏 どころではない。 

しかし 今 囘淸氏 を 以て 小生の 學生 時代の 〇〇〇〇 を打ち とめに する- 卒業まで は 精進 だ。 そして 早く 力 、 

氏 を 貰って 〇〇〇 よ。 貳月 二十 二日 夜 三重 吉 

一七 0 「三月 九 H 東京 巿本瑯 展森川 町 小士ヌ がよ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

御手 紙拜 見。 • 目下 論文で 大騷 ぎだ。 くわしい 話 は 四月まで まて。 もう 學校 はい や だく。 昨夜 は 雨 を 冒し 

て激石 先生のと ころへ 行き パイ 一 やって 二人で うた ひ， をうた つて、 それから 小生の 端 唄 を やって、 ならんで 

寐て 〇0〇 話 をして けさ 歸 つてき た。 ときん 人 ィャ になる と、 ャケを 起す と、 悲觀 すると、 大 得意になる と- 

すぐ 先生の 所へ  とまりに  いって 飮 むんだ。  小生 は 本 所區の 方に 〇〇 こしら へて ゐ るから 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

はやる。 時々 女が 来る。 異： 人 上りな り。 〇〇〇〇 の段 安心すべし。 但し 早く^,、— が もちたい。 早く 田 舍へは 

いって 創作 を やりたい。 小生 は此頃 全く 學 校が ィャ だ。 つまらん く。 學士 になる とならな いと は、 月給に 

二十 圓の dserence を 見る にす ぎんの だと 思 ふと 苦勞 して 卒業す るの もィャ になる。 〇〇 が 二三 ヶ月ぶ り 

で 本日 來訪 せり。 太將は バガボンド になって る やう だ。 不相變 どころ か倍舊 下等な り。 何だか 不欄です。 小 

生ヲ 敬愛 シ テル コト ハ舊ノ  > 一  ト シ ダ 力 ラ 痛ダ。 

夏 目先 生 はや 込 區早稻 田 南 町 七 番地 ナリ。 2^ 上 
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不文 ー無辭 亂 暴ナリ 御免。 

正 樣 三月 八日 夜 一時  三- 重 士 n 

ォ三ッ ハ ィ マ 一一 時々 手紙 ヲ ョ コス。 

太將 ノ話デ ハ 女子大 學デ 三重 吉 ハ大ニ モテタ モノ ダサ ウダ 。チカ-ゴロ ハナ-一 モカ、 ンカ ラ 評判 ガ 下火 二 ナ 

ッ タト ィフ話 ナリ。 

夏 休暇 二 海水浴 デコ 、 B ヤス ク ナッタ 或 乙 ナ所ノ 茶屋 ノ神 サン ヲ 訪問 シ タラ、 ソノ内 二 千代紙 ガ アツ タ。 

娘ガ 女子大 學生 トイ フワ ケデ アツ タノ ダ。 ォ 茶屋に 千代紙 ガ アツ タノ ダカ ラ驚 イタ。 チカ ゴ 口 得意 ノ話 トイ 

プトコ レー ッ 0 

I 七 I  〔三月 十三 日 石 井 善次郎 へ〕 

拜 啓/松原 琛 三が 上京して 小生の 所へ 一 寸來 た。 本 を こしら へて 出版す るので 小生に 本屋へ 世話 をして く 

れと言 ふから してやった。 その代り 太將の 友人で 特許 局の 審査官 をもう 十 年から やって ゐる本 間 冬 一 とい ふ 

ェ學士 (ヒ n シ マ 三 川 町の 男) に 大兄の 出願に ついて よろしく 賴 むと 申し込ませて 置いた。 早く 松原に 會 つた 

ら よかった に。 そうすれば 大兄が 本 間と 會 へばよ かつ たんだ。」 松原から たのませて 置けば なに かの 便利が 

あるか もしれ ない。」 每曰 くィャ でく たまらない。 頭が いたい。 早く 卒業した いく。 内で は 父が まだ 

寢てゐ る。 小生 苦痛 だ。 此頃は 世の中が イマく しく ャケを 起こして は、 寢 込んだり する が、 寢ては 論文が 

後れる し、 論文が か V れ ねば 卒業 m 来ぬ からし かたなしに 泣き顔で また 勉強 だ。 ィャ だく。 

早く が もちたい。 此頃は 彥に對 して 儉 約して ゐる。 もちろん 〇0〇0 もやらない。 人に 金 を 出しても 

らふと 思 ふと その 人に すまない から 金 をつ かふの が 苦しい。」 いっか 兄に 買って 貰った 下駄 は、 電車から と 

び 下りて 半分に われた。 あ- - おしゃく。 泣きたかった。 今日 友人に 五十 錢 借りて 四十 五錢で 下駄 を 買った。 ■ 

あの 下駄が われた の はどう 考 へても 惜しい よ。」 京都の 女の 事 は 返事 はどう だ。 寫眞が 見たい。 黃ィ ろくな 
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るまで 〇〇〇〇〇。 やうす 御 一報 あれ」 

弟は此 月末 ごろに 上京す る。 どうか 月 々 十五 圓か 一 一 十圓 か學資 をた の む。 弟が 来たら 一 一人で 自炊す るよ。 

此 月末までに 一 ヶ月 分 S つて くれません か。 弟が. 出て 來 るのに 金が いる。 爲 替は廣 島で 受取る やうに して 、4« 

つて 下さい。  . 

小生 は學 校が ィャ になった。 あ，^ くな さけない/ \。 バ 力く しい- 

善 樣 三月 十三 日夜 十二時  三 

一七 二  〔四月 二：： n 本|^區祌明町^^§水方ょリ 本 鄉區森 川 町 小 吉館機 村吉平 • 柏木 純一へ (はがき). 1 

いろく 難 有う。 宿 は 神明 町の 通りの 「松 そば」 とい ふそば 屋の橫 丁 を 突き 當り 右に 折れる とすぐ です。 

閑に 来て 下さい。 け ふ は 疲れて ぼんやり 樣 側へ ころんだ りして ゐて 日が 暮れた。 

一七 I 一一.  I： 四月 二  R 東京 巿本 ,511 駒 込 神明 町涛水 方よ リ 本鄉 tel 森 川 町 小 吉館小 宮登隆 へ (はがき)〕 

とうと 寐 なくて はならない やうに なった のか、 困った ね、 要 心して 早く 直って おくれよ。 明 曰 は 見舞に 行 

く。 け ふ は 頭が いたいし、 疲れて からだが だるい から 先生の 所へ いく 元氣 がない。 缺席 だ。 けさから ぼん や 

りして 庭の 植木 を 見てば かり ゐる。 四月 二日 

I 七 四 1： 四月 十二 日 本 鄕區駒 込 祌明町 痛 水 方よ リ 本！^ 區森川 町 柳 瀬 方小宮 登隆へ (はがき)〕 

もうす つくりい \ か、 昨日 は 朝 弟 を 伴れ て 一寸 飛鳥 山まで 行った ところ、 出来心で 更に 千 住へ 週り 向島 上 

野の花 を 見， て 夕方 歸 つた。 サッボ 口、 ビ ー ルで 洋食 を 貪った。 弟 は大變 よろこんで ゐ たよ。 住 吉踊を 二つ 買 

つて 来た。 け ふ はまた 雨 だし 宿に 石楠花の 鉢植を 貸して くれた。 臺も 借りた。 此 花の まだ 見られる 內に お前 

さんが 来れば い、 と 思 ふ。 四月 十二 日 
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I 七 五 〔四月 十九 日 本鄉 .511, 捌 込 神明 町 唐 水 方より 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕  ^ 

學科 の ¥ は い つま でに；^ る の か 知 ら し て おくれよ、 卒業 期 の も の は 早く 貰 はねば なら ぬ 事と 聞 いてる。 

わしの エツ セ ー は 二十 一 日に 出来 上る 都合 だ。 ィャ だく。 こ んな に 計 畫をか へて ォ ー ス チン だけ を 論ずる 

位なら あんなに 苦しむ のではなかった つけ。 その ォ— ス チン 論 も 今では 間に合 はせ だ。 頭が いたいく。 花 

がしき りに 窓へ ちる。 四月 十九 日 

一七 六 〔四月 二十 H 本鄕 駒 込 神明 町淸水 方より 本鄉. Sil 森 川 町 柳 淑方小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

け ふ は 無晴に 兄に 會 ひたくて ならぬ 

君が 文の 數を かぞ へて 春 惜しむ  三重 吉 四月 二十日 夕 

一七 七 〔四月 二十 一日 石 井 善次郎 へ〕 

〔前略 j/ ろんぶん は 出来た。 これから 淸書 だ。 名 古屋の 高等 學 校へ 運^して やる とい ふ 人が 先生の 内に あ 

る. が、 甘く いけば い \ がと 思ふ。 何し く 頭の ためまい ばん ねられず、 しごと は 三十 分して はやす みく やる。 

ほんと に 地獄 だ。 この 方 は 父の 月給が なくなって 食 ふに 困る。 弟に は 滋養物 も 貪 はさず、 あ.^ つらい く。 

来月から は樂 になる だら うが、 此月 は入學 なんかで 犬に 金が いった。 

いつもなら ろんぶん はやめにす るんだ が、 內の 事なん かで とう/ \ むりやりに こしら へた。 

何より 〇〇 のこと で氣 がく さる，" ャケ がお きて ふさい どる。 ァ 、/\ バ— チ だく。 来月の 二」 r 圓は 五日 頃 

までに 送って くれやい。 此月 小生の 月謝 第三 期 分が 十一 回 いるので、 事務所へ たのんで 來月 五日まで 待って 

莨った。 

ゼ ン 樣 四月 二十 一日  馬 
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一七 八 〔四月 二十 八 0! 本 鄉區駒 込 神明 町涛水 方よ リ 本鄉 K 森 出 町 柳瀨方 小宮螯 ：隆へ (はがき)： 一 

草 平 親 し く 書 を 寄 せ 附記して 曰く、 

】ie  who 1 二. lows  only  his  wife,  and  loves  11£., 〖二 Kk-r; ん lands  all \ノ  olnL-n  l.etLe 「二】 £5  il.  he  liacl 

known  a  thousand. 漱石 先生 曰く おれ は 只 妻 を の み 知 つ て 而も 愛する 事が 出来な い から 駄目 だ と 

と、 lie  who 云々 は 何人の 言ぞ。 一 寸面黑 し。 三 甫吉は 則 言 ふ 、一 hey  V.11C  kncnv  and  J2re  only  one 

WOInan  in  their  wives,  are  a liousaud  times  happit-r  lhaii  he,  eager  l<now  p  Uiou ス il3d. 小 

生 は 不幸な り漱石 先生 は 半 幸な り。 奈何」 謹で 草 平に 酬 ひたり。 

一七 九 〔五月 二  H 東京 市 本 鄕區駒 込 神明 町涛水 方より 廣島驟 山 縣郡加 計 町 加 計： 止 文へ (はがき)〕 

飛んだ 御 無 汰 だった、 エツ セ ー はとに かく 四月 三十日に 出した。 毛唐に 向かない から 少々 案じて ゐる。 

M 下 弟と 同居、 -國 元に は 父が 寢てゐ る。 もう 役 も 引いた。 小生 一 日 も 早く 卒業し なくて はならぬ。 それさへ 

甘く いけば、 夏に は 妻と 同伴で 歸 るよ。 結婚の 口が 七 八つ 出て ゐる。 其中最 貧乏に して 最舊 式なる 女 を 撰ぶ、 

多分き まり さうな のが 一 人 ある。 優等で 出れば 名 古屋の 高等 學 校へ はいれる の だが 優等 どころ かもつと 覺束 

ない。 友： < すべ て反對 なれ ど 小生に 糊口 上田 舍 下りと 決定す。 淑石 先生が 卒業したら 銀時計 を やる とい はれ 

た。 學 校で 時計 ヲ貰フ 奴ハバ カナリ 四月 二日 

一八 0  L 五月 十三 H 本 鄉區駒 込 # ^町涛 水 方より 本 鄕區森 川 町小セ n 館 小 宮謦； 隆へ (はがき)〕 

東洋が ほめなくても 名句に て 候 

附 袂 藻草 を 落す 檬先  五月 十 一 曰 夜 三 重 吉 ■  7 


I 八 I  〔五月 十六：！： 東京 市 本 鄉區駒 込祌明 町淸水 方よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郞 へ〕 

度々 手紙 を 難 有う。 先日の 十 圓は惜 かに 落手、 弟 は 毎日 勉強して ゐる。 東京の 第一 高等 は醫 科と くな と 志 

願 者が 八 九 百 名で その内 三十 幾人し か 取らない の だから 隨 分骨 だ、 弟 は 是非 一 高に するとい ふから 落第す る 

かもしれ ない がま ァ やらして 見る 都合に して ゐる。 京都へ いけば はいれる 事受合 だけれ どね。 

夏 目さん の 奥さんが 大變 弟が 氣に 入って 親切に 言って くれる 友人間で もみん なが 出来が い \ と 言って ほめ 

て くれる から 小生 よろこんで ゐる。 弟の 事 は 安心して 下さい。 

内からの 手紙に よると あんた は 父の 見舞に いって くれたん ださう だね。 父が よろこんで 近頃 何より 氣 がま 

ぎれ たと 言って 来た、 其 節に は 結構な もの を 難 有う。 貴兄に は 一 々禮 をい ふ 日になる ときり がない 程の 世話 

にな つて ゐ るんだ から わし は改 たま つて 禮 はい はんつ もり だが、 これ は 父から さう いって くれと い つ て 来た 

ん だから 右 一 言」 

論文 は 出した 事 は 出した が 結果 はま だ 今月末で ない と 別らん。 折角 心配して かいて 少し は 自信が あるんだ 

のに、 バ 力な 毛唐 は その 點を 見て くれない らしく 思 はれ 憤慨して ゐる。 とにかく 卒業 さへ さして くれ X ばい 

^ の だからお となし くして 服從 してる つもり だ。 

これから 来月 牛 頃まで 口述 試驗の 準備で 再び ネジ 八卷 だ。 /  〔中略〕 

吉 元は 子供 を ヒリ ッケ た甴、 おめでた いね。 おれ は 子供 はどうで もい V が 早く 妻 君 を もちたい よ。 〇〇〇 

たい。 まいばん 小一 合ばん しゃく を やって ころりとね ころんで 〇〇〇 たい。 人生の 樂 しみ 此ー點 にあり だ。 

貴兄 は 此度は 夫人 同伴な のか。 ァ、 く。 おれ ももう 少しの 辛 棒 だ。 

善 樣 五月 十五 日  三 重 士  口 

一八 二  〔六月 二日 東京 市 本 鄉區駒 込祌明 町淸水 方よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郞 へ〕 
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〔前略〕 論文 は 無事に 通過した。 ビ ク くして ゐた 英文 學の 口述 試驗も 昨日 やつ とすんだ。 甘く やつ たから 

安心して くれ。 十六 日に まだ 二つ 試驗が あるが それ は 屁の K だ。」 頭 は 痛し、 弱った く。 中々 甘ったるい 

ことで は學士 にせん わい。 大學が 銀時計 を くれないでも 夏 目先 生が くれる からい \ よ。」 目下 神經 痛で 寢て 

ゐる。 二月 以来 人道な しだ。 卒業したら 一度 若い 〇〇〇〇〇〇 たい。 〇〇〇〇〇〇 たい。 中學の 口が 二つ あ 

るが、 みんな 東京 を 去って はもう 浮ばれない からと言って 八 釜し くと める。 おれ も 東京に ゐ たくな つた。 中 

々金が とれに くいから 案じて ゐ る。」 神經 痛の 方 は氣づ かって くれるな。 た V 勉強で くた ぶれた の だ。 弟 は 

火の やうに 勉強して ゐる。 とうと 脚氣 になった よ。 六月 分 は 出来るだけ 早く くれない か。 此 手紙つ き 次第い 

そぎお くれ。 11 考へ ると 氣の毒 だが 考 へても しかたが ないけん 考 へぬ。 この頃 は 弟と 二人で 半分 自炊、 I 

—シ マツ をし とりまんで。」 頭が 直ったら 就職の 運動に 出かける よ。 八月に は 凱旋して かへ る。 内の 宅地 や 

借金の 事を片 づけて、 佐 世 保へ 會 ひに いくよ。 早う 會 いたい。 ァ 、/\ もう 少しく、 考 へて 見やい。 小學 

校から 二十 年 學校を 蹈んで 来て 居りまん で。 年 は 二十 七、 それで 出ても 中々 金に はならず。 ， 力，^ のい X の も 

持てさう になし つ つまらん のう。 

善 樣 六月 二日  馬 

一八 三 〔六月 二： W 東京 市本鄉 駒 込 神明 町涛水 方より 廣岛縣 山 縣郡加 計 町 加 計： 止 文へ (はがき)〕 

エツ セ ー はパッ ス した。 一 年間 ノ ー トを 一 册も 取らなん だから、 怪しい とお もって ゐた 口答 試驗も 昨日 無 

事に すんだ。 もう 九分 七厘まで は 文學士 也。 出ても 食へ ないから 困る。 東京 を 去る 事 は 友人 皆 反 ir 大に窮 

す。 八月に は歸 省、 大に 話さう。 夏 目先 生から 銀時計 を もら ふ箬。 大學の 時計よりか 洒落れ てる だら う！」 

只今 来月の ホト 、ギ スの卷 頭小說 執筆 中、」 「朝日」 より 再度 求められた 故 一 つきば つて 長篇を やって 見る つ 

もりで ゐる。 


一八 四 〔六月 二十 一日 東京 市本鄉 K 駒 込 神明 町 水 方より 廣島縣 加 計 町 加 計 正文へ (はがき ご 

どうやら 卒業 は出來 さう だ。」 健かに は 別らん が 来月 十五 六日に は歸 るから 一 寸會 ひたい、 出立 間際に は 

打電し やう、 目下 口 を 探して ゐる、 田 舍には 揮 山 ある。 日々 維誌屋 本屋が 来る。 かいて 食 ふの は斷 念して る 

が、 かく だけ は どんく かくつ もり だ。 来月の ホト 、ギス を 見て くれ。 あれ は 得意で はない が {41 想 だけ は iS 

輪で ほめられた。」 小生に 小 供の 名 附親を 命じない か。 尤、 大家で は に 文句が あらう から 貴公の 自由にな 

らん かもし れんから、 敢ては 言 はない。 

一八 五 〔六月 二十 六 H 東京 市本鄉 K 駒 込 神明 町涛水 方より 神 戸市 北 野 町 大森方 鈴 木 周 作へ〕 

今日は どこまで いった やらと 毎日 忽 ひくら して ゐた" 今神戶 着の ハガキ を 見る。 来月 十五 六日 位に 一寸 歸 

國す るから 都合よ くば 神 戶で會 ふか もし れん。 長の 途中 はさ ぞいろ くの 事が あつ たらう。 からだ は 大丈夫 

か。 例の 學費 問題が 結着したら 知らせて おくれよ。 成功 を 祈って ゐ ます。 御 出立 後 は 十六 日まで は 試 驗でゴ 

テノ \ してゐ た。 それが すむ とすぐ 作 をして 不眠症に か、 りけ ふ もま だ 頭が痛い。 酒 ものめ ない け .5 道 は 五 

六日 前淺 艸のヒ ニンフ チッヒ 氏 を 失敬して 来た。」 例ので は あるまい けれども、 頭へ 三つ 四つ 出 ものが 出来 

て癎 精が 起きて ならない。 金 もない し、 外へ も 出られん から 內で ぐずく して ゐる。 早く 歸國 したいが 弟が 

試驗 のす むまで は 居て やらねば ならん から 厄介 だ。 學校は 卒業した。 中 井 も 堀 田 も、 三 高 同期 連 もみん な 出 

た。 小生 は エツ セ， で 心配した が 幸に 助かった。 

東京に は 口がない。 金 港 堂の 番頭に ならん かとい ふ 人 あり。 漱石 先生が 聞き合せて くれてる 所 だ。 名古屋 

は 七十 圆出 すと いふ、 食指 動く よ。 しかし みんな 東京 を 去る 事 を反對 して 困る。 小生 も 迷 ふ。 何だか 東京に 

居て こせ/ \ す るの もッ マラない ね。 

ま た 後便 にいろく はなす。 け ふ は 頭が いたいから これで 失敬す る。 
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周 作 兄 二十 六日  三 重 士 口 

東より 來狀、 末端に 徵言を 記して 曰く。 / 不狩 則不逸 

一八 六 I： 七月 四 H 東京 市 本 鄕區駒 込 神明 町涛水 方よ リ 東京 巿本榔 區駒込 千 駄木町 幸 川み つえへ〕 

拜 啓/久しく 御 伺 ひし ませぬ 故 どうしてる のかと 思って お出で V しゃう、 いっか 途中で 小さい 兄さんに 御 

會ひ 申しました、 其 時ち かん \行 くと 約束し ましたが、 試驗は 先月の 十九 日に すんだ のです が、 その 日から 

賴 まれの 小說を かいて 二三 日夜 深し をし、 そんな 事で 論文 や 試 けんで つかれた からだ をます くいた めしば 

らく 臥床いた し 候い ま は 頸の ま はりへ グリ くが 出来て 伏せって 居ります 國へ かへ るまでに は必す 一 度 伺 

ひます。 いま ゐる ところ は巢 鴨に ちかい、 島 中同樣 のと ころです。 弟と 二人で 居ります。 學校は 卒業し まし 

たが 一番ではありません。 三番です。 橫着 だから 上に なれなかった のでし やう。 みんなが シ クジッ タネと い 

ひます が 小生 一向し くじった と は 思 ひません" 學 校の 順番なん か 眼中にない のです。 のんきな ものです。 

ホト 、ギス 一， 册 進呈。 烏 物語の ー篇 つまらな いから 御め にかけ るの もお かしい が、 あれ は あなたの 宅で 構 

想し、 遂に 甘く かけずして ほって しま ひ 其 後す ベての 作 を やめて 學 校の 方に か，^ り 一年の 後、 昨今 やっと か 

き 上げた のです。 あなたが 親切なる 「文 烏の 友 だち」 とい ふ 事と お 內で考 へた 作 だとい ふこと から、 「烏 物 

語」 は. 4! 非 一 册 さし 上げなければ ならぬ。 

小生 は 東京に すむ つもりで ゐ ます。 妻 は 来年 京都の 學校 をす ましてから 引取ります。 内 を 持ったら 一 度 ご 

ち さう をして あなたと ぉ母ァ さんと、 姊 さんと をよ びたい。 /皆 樣 によろ しく 

幸 川み つえ 樣 七月 四日 夕  病床に て 三 重 吉 

|< 七 〔七月 八 H 東京 市本鄉 ffi 駒 込祌明 町淸水 方より 佐 世お 巿 港町 石 井 善次郞 へ〕 

拜啓 先日の 手紙で は 大變に 心配して ゐ たね、 これから 大 に景氣 よくやる からもう 案じないで おくれよ。 小 
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生 はいつ も 人に 對 して は景氣 よくやって ゐる、 その代り 一 人位 はぐち をき いて くれる 人間がなくて はなら な 

い。 贵兄 にわる い.；^ はちが 廻って るん さ。 \ 〔中略〕 

口 はま だき まらない。 運動に 出 やうに も 出られない」 弟 は 昨 七日から 十日まで 入學 試驗、 醫科は 六 百 人 

で 三十 二人し かとらない。 弟の 試驗 がすんだら 十五 日頃に 二人で 一寸 國に歸 り、 小生 はすぐ また 上京す る」 

佐 世 保へ 出かける かもしれ ない」 着物の 事 心配 ありがたう。 只今 單衣 一 抆、 浴衣 一 枚ネ マキ 三枚 それぎ り 

だ。 七へ 入れて あるの は 

ス キヤ 羽織 ガス 單衣 十圓 單衣ー ユカ ター 四圓 制服 五圓 利子 五圓 

それだけ なり 着られる もの は、 ス キヤの 羽織 だけな り、 アト は 父のお 下りの 田舍ぎ もので だめな り」 小宫 

が 立ばな もの を こしら へ たから 口の 運動に 行く 時には 時々 借用す るが、 い つ も惜 りる わけに いかない から 困 

る。 學士 になる と 方々 から 本屋 店 人、 なぞが 来る。 小生 もい、 所へ 出入す るが、 ハゲ たヒト へ モノに 小 倉の 

祷で はどう 見えても 文學士 らしくない。 小 說の代 二 十圓程 取った が三圓 半で 精子 を 買った V けで、 アト は此 

間からの 病氣に 使った。 此頃 はから だが よわり 小說も かけない、 金が ほし さに かいた もの はいつ もマヅ いも 

のにな り 攻ゲキ を 食 ふ。 名が 落ちる からもう 身が 一 應落附 くまで 等分 か V ない つもり。」 

石 井 兄  七月 八 曰  三 重 士 口 

弟 は 其 後から だは 丈夫 だ。 充分に 滋養物 も 食 はして ゐ るから 御 安心 被 下、 多分 試驗 は)： ま 過す もな」 らうと 思 

ふ。 まだよ く は 別らない が 昨日の 試驗 はよ く 出来た やう だ" 御薩樣 です 

小生の 口に ついては いろ/ \- の 人が 心配して くれて ゐる。 これでなければ 運が わるい のさ。 ナァ 二 なけれ 

ば田舍 へで もい くさ。 クョ/ \ しないよ。 

一八 A  〔七月 十一 日 廣島 市猿樂 町より 束京市本鄕«森川町小吉^8小宫璺隆へ (はがき)〕 

おれの 病氣 は氣づ かふな。 父 は 跡の 仕 末 を ちゃんと 用意して 死ん たから 小生 少しも まごつかぬ、 とむら ひ 
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の 費用 も 別に 包んで あった、 仕立屋 から 經 かたびら を 持って来 たので それ も 一 一ヶ月 前に あつら へ てあつた の 

だと 別った、 萬 事 右の 如し、 案ずるな。 負債 もない。 

け ふ 葬式 を 出す 

一八 九 〔七月 十四日 廣鳥 市， ぉ樂 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき ご 

小生 は 大學院 へ はいれる か、 多分 はいれ まいと 思へ どー應 聞き合せ ておくれ、 そしても しはいっても 只 〇 

〇〇〇 の 手段と しての み 利用し 得る か、 やはり 東京に すんで 時々 出頭 もす るの か、 大 至急 返事 を 乞 ふ 。萬 事 

混雜中 要用の み 申す、 弟 は 二十 一日 迄に 上京す、 磯村の カバンと 貴 1 公の 時計 は そのと き 迄で よろしき や、 頭 

大に 痛し。 

I 九 0 「七月 十五 日 廣島 巿猿樂 町よ リ 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

跡 片附は 厄介 だ、 金 は 一文 もない 代り 借 借に は それく 抵當が はいって ゐる。 大 體は內 を賣れ ば片附 くわ 

けだ、 これ は 結構、 いろんな 事で 一時に 年を取った、 口の 事 はどうせ 田舍 にせねば なるまい、 名 古屋へ 一寸 

かけ 合って 見る 外にい X 事 あれば 探 して 下さい、 頸の 傷 はもう 大抵 安心 だ、 目の イボ はとうと 上下へ 出来て 

一眼 開けられない、 手紙 を かくの も 五月 蠅ぃ、 一寸 右 報知、 

天 野 至急 歸り 世話 をして くれて ゐる。 石 井 は歸國 して くれない やうに 頼んだ。 

一九 I  〔七月 十五 日 廣島 市猿樂 町より 神 戸市 北 野 町 大森方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

父 の 臨終 に は 間に合 は ざ りき 小生が 京都に 着く 頃に 引取りた る 勘定な り、 神戶 にて 大兄 に會 ひたく 打電せ 

んと思 ひ たれ ど愴惶 出立 し た る 故 宿所 を 逸 し て 仕方な かりき、 東 兄 を經て 不幸 の 事 だけ 通じ たるの み、 小生 

出立 前 四 五日、 頸の ルイ レキを 切開して 臥床し ゐ たれば 途中 を 案じ たれ どもう 傷 も 追.々 癒 ゆ、 足の 傷 は 未だ 
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步行 難し、 頭の 出物 は 痛む、 目の 上の イボ も 煩 はし、 總て 桑原 氏の 療治の 到ら ざり，：^ 爲也 m 下 跡 片附に 多忙 

なり 只 心神 は 困 敗せ ず、 安心 被 下 度 頓苜 

一九二  〔七月 十六 日 廣島 市猿樂 町より 佐 世 保 市 港町：^ 井 善次郎 へ〕 

前略/葬式 は 十一 日に とにかく 片附 いた、 弟 も 小生より 一 日 後れて 歸 宅し 供 をした、 け ふが 初七日 だ、 

何 と 言 つ た つてみ な 愚痴 になる からもう 何ん に も 言 はない、 内で も棄氣 よくして みんな を 引立てる やうに 

して ゐる。 東京で 危篤の 知らせ を 受けた 時には 丁度 三 四日 前に 頸の ルイ レキを 切開した 所で、 宿で 寢附 いて 

ゐた、 〔中略〕 今度の 不幸 はわし が氣を 落して は 駄目 だから 氣 はたし かに 持って ゐ るが 何分 病氣の 方と 學 校の 

つかれと 今度の 心配と で 頭が いたく 氣 分が わるい、 しかし わしの からだが 大事 だからもう 精進 も 許して 貰つ 

て 牛肉 も 玉子 も 食って 養生して ゐる。 今日 卒業 證 書が 小包で 来た、 弟 は試驗 だけ は 受けて 歸 つた、 はじめの 

三日 は 甘く やって ゐ たが アトの 一 日 は 父の 知らせが 來た 跡だった からだら う、 甘く いかなかった と 言って ゐ 

る。 無理 もない 次第 だ。 しかし まだ 落第と きめてし まふ 譯 にもい かない。 甘く 通して くれ X ばよ いがと 思 ふ- 

明日 は返禮 にある く。 それから いろくの 片附け をし なければ ならない。 天 野が わざく 歸國 して くれて 世 

話 をして 来れる。 これからの 始末 は 天 野と 相談した、 父の 借金が 千 五百圓 ばかり ある。 千圓は 小生の 學 費の 

不足 分、 五百圓 はこの 三月 以来の 内の 費用の ために 借りた の だ、 父 はもう 遠から 覺 悟して ゐ たと 見えて、 わ 

し へ は 伯母 の 手を經 て、 いつ ももう 壯 健に 向 い た と ば か り 偽つ てゐた が 自分で は內へ 知らさずに 三ケ 月 前に、 

死んで 着て いく 經 帷子 を 跳ら へて 置き 葬式 の 費用 だ と 言 つて 少々 の 金 も 別に 殘 して 置いた 位 めんみつな 人間 

だから、 アトの 事 は 帳面 さへ 見れば 何もかも わかる やうに なって ゐる。 千圆の 借金に 對 して は 家が 抵當 に、 

五 百 圓に對 して は 太 田 水力、 及電燈 株が 抵當に 入れて ある。 甘い 買手が あれば 内を賣 つて 金を拂 ふつ もりで 

ゐる。 天 野 は 千 五 百 圓には 賣れる だら うとい ふ。 いま 價 格が 下落して ゐる やう だったら  一 二 年で も 待つ がい 

X と 言 つて ゐる。 内の 買手 等に ついては 天 野 の 兄さんが 引受けて 世話 を してやる とい ふ a 右 千 五 百圓は 五月 
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以後 の 利子が まだ すんで ゐな い。 まァ ま 借金が 右の 樣子だ からこれ は 安心 だ。 父 の 辭 職し たのに ついて 三百 

五十 圆會 社から くれたが、 これ はもう 父が 存命中 借金へ 拂 つたから、 跡に は 一文 もない。 今度 香奠なん か 

總計 五十 圓ぁ つ た が 葬式 や 菓子 や 料理 の 代で 丁度 五 十圓入 つ た、 もう 二三 圓 しか 金 はない。 わし はもう 何ん 

のかん のと 申して 居られん から 九月から 金の 少しで も澤山 取れる 事 をす る。 それで どうで も 田舍の 先生 をす 

る 事になる だら う。 - J こに ゐて 出来るだけ は 運動して、 どうせ 上京し なければ はこばない やうなら 早く 内 を 

片附 けても 一 度 上京す る。 前途の ために 計れば 東京に ゐて大 學院へ はいりたい がもう 斷念 だ、 あきらめた、 

いっそ 田 舍にゐ て ノン キ にから だで も囘復 しゃう と 思 ふ。 そして 修 妻して 機 を 得たら 東京へ 出る。 作家と し . 

て 立つ に は 東京へ 出ない と 駄目 だから だ。 

弟 は 二十 一 日 迄に 上京して 入 學の體 格 檢査を 受けなければ ならない。 

右 の 有樣 だ、 少々 金が ゐ るんで 貴兄 か 天 野 かへ 賴 まねば ならん、 次に さ し 向き いる だけの 金額 をなら ベ て 

見る から 考 へた 上出来る だけ 工面して 下さい。 天 野 は 七月 分を斷 はった。 もう 都合が つかない といって ゐる。 

それ 故、 七月 分の 拂が 宿へ してない。 それが 三十 圓、 それから 今度 弟と 二人の 旅費 其 他に 三十 圓 よそで 借り 

たこれ も 早く 返却し なければ ならぬ、 但し 此 三十 圓の殘 金 は 小生が 醫者 代に 使って ゐる。 もう なくなり さう 

だ、 それから 弟の 上京の 往復の 費用 十五 圓、 /右 合計 大約 八十 圆、 

內の七 八、 九、 の 生活費 七十 圓 右で 凡百 五十 圓 はいる。 九月から は 多分 小生 も 月給 を 取る。 必ず 取る やう 

に 運動す る。 

それから 相續稅 (もし 取られ， V は) 登記 費用 其 他 はま だ 計算が わからな いが 其 他 もし 小生； 連動に 上京 すれば 

また 金 だし、 どうせ 何 か を片づ けて 小生が 月給 を 取る ま で に は 少く共 二百 圓の 金がない と 駄目 だ。 彥に はま 

だ 言 ひにく X て 言 ひ 出せない、 t 月 分の (最終の) 二十 五圓 さへ ことわった 位 だから 彥の 手で は 駄目 かもしれ 

ない。 兄の 都合 惡 しくば 豪の 兄さんに 賴んで 見る つもり だ、 豪が 七月 分 を くれる と 思って あてに して ゐ たが 

ことわつ たから 貴兄に はもう 言 ひにくい し、 父へ 言ったら、 もう 金 は 一文 も 出ない、 どうかして 借りて やり < 
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たいと 言 ひく 氣 にかけ て 死んだ とい ふ。 おれ もどう かして 言 はないで 置けば よかった と 思って 後悔した。 

金に ついては 父 を 苦しめた、 元来 父が 小生 を大學 なんかへ 入れた のが 無理だった の だ。 此 三月 以來贵 兄と 彥 

との 御蔭で. s から は 一 文 も 取らず おまけに 弟まで 上京す る 事が 出来た が もし 二人の 助力が なか つ たらば 小生 

はとても 此 度の 卒業 は 出来なん だのだった。 内の ものへ は 二人の 事 を はなした よ。 泣いて よろこんで ゐる。 

小生 は 一番に なり 損ねた から 大兄に 面目ない。 一 ばんに なれなん だの は 論文 前後 二 ヶ月 0〇 で 攻められた 御 

蔭。 〇〇〇〇〇〇〇 の 御蔭、 つまり 小生が わるい。 許して くれ 給へ、 しかし 三番で もェ ライの は 小生が 一番 

だと 自信して ゐる。 組で 席順の 上下 は 屁で もない これから 世間へ 出て 作で 威張る つもり だから 大兄 もそう 

思って ゐて くれやい。 大兄 等に はすまん が 小生 は平氣 だ、 只から だが 大切 だから 大に攝 生に 注意す るよ。 こ 

ん どは歸 つて 來て 胸が くさ/ \ しても 酒 は 一 切飮 まんよ。 自分で 怖ろ しいから のまない。 

それから 兵險の 一件 目下 懸合 中」 とにかく さし 向き 百 五十 圓 ばかり 入用 だ。 金の 事ば かり 心配 さすが 他 

にたより がない。 親類の 奴で 少し 金 を 持つ てるのが ゐ るが、 貴 <ム の 父 は 親る いと は 金の 貸借 をし なかった か 

ら 貴公 も その つもりで 萬事儉 約せ よと 忠告した、 此度 S ノの 始末に ついて 小生が 金 を 貸せと 言 ひ はしない かと 

思って 其 豫防線 だ。 おれ は 內心大 に 癎瘤を 起して 夜 ねられなかった。 なさけなかった、 小生 は 乾 十し にされ 

て も 親類の 危介 にだけ はならない つもり だ、 これから 犬に 景氣 よくやつ つける、 小生の 事 は氣づ かって くれ 

給 ふな、 此夏 はいろ くの 相談に 佐 世 保へ いかう と 思った がどうなる かわからん、 是非い かなければ わから 

ない. やう なれば いっても. よろしい。 /先 は 右 事情 御 報知まで 早々 

町内から お供へ を もら. ふ、 竹さん が 葬式へ も 寺 まゐり (葬式の 其 曰に 行 ふ) へ も 来て くれられた、 河 部 はわ 

ざく 吳 から 出て 来た、 

善 樣 七月 十六 日  三 重 士 n 

一九 三 〔七月 十六 H 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 本鄕區 追分 町 福 住 館 田 中 經太郎 へ 1  . 


166 


年 一十 四' 治 明 


拜 啓/色 々 御 親切 に 難 有存候 小包 も 受取 候 とに か く 葬 爆 も 片附け 今日 初 七 日に て 候 小生の 病氣 はも- つ 御 安 

心 被 下 度 候 頸の 傷 は 追々 直る だけにて 一 寸 もい たみを 覺 えずな り 候 足 はま だ步 行に さしつ かへ あれ どもう 大 

した 事 もな し、 只 目の ふちの 上下へ 目い ぼが 出来て 煩 はしくて ならず 候」 此度は 小生 も 一時 は 逆さに 釣る 

されて 振り 廻され てる やうな 心が したれ どもう 性根 をす ゑて 跡 片附を 急ぎ 居候 何分から だに 力の ない ので 少 

々閉口に て 候 これから は 小生の からだが 大切 故もう すつ くり 改心して 攝生 につと めんと 存候 大兄が 戒めて 下 

されし 酒の 事 もよ く 注意すべく 候 今 囘は氣 がく さくしても 酒 だけ は 飲まず 候 間 御氣づ かひ 被 下 まじく 候 こ 

れ から 内 を賣 りて 借財 を^す るの が 一 苦勞 にて 候し かし 大きい 借金で もない し 内 をうれば 甘く 片附 くべ く 

候 ブラスの 金 は 一 文 もな けれど マイナスが 右のと ほりで 先 づ仕合 はせ にて 候 

内の ものに 祕 して 三 ヶ月 前に 自分で 經 帷子 を 跳ら へ 置き、 葬式 萬 端の 費用 もちやん と 別に 取って 置いて あ 

つた 程 父 はよ く覺 悟して ゐ たのに 候 故 一切の 雜件は 小生が 帳面 さへ 見れば よい やうに なり 居り、 途方に くれ 

る 事 だけ は 免れ 候もう こう なれば 何もかも 駄目 だから 早く 金の 取れる 事 を せんと 存候 どうせ 田舍へ 落ちる も 

のと 存候 しか し^ま，^ 何の 能 もな く 其 曰の くらしに 追つ かけられて 終る やうな グ ー タラな 羽目に 陷ら ねばよ 

いがと 怖ろ しく 候 跡 は 七十 七の 祖母と 弟と 母が 亡くなつ てより 內の 面倒 を 見て くれた 伯母と 小生の 荷 は それ 

だけにて 侯 

田舍へ 落ちる としても どの 口に 引つ か X れる やら、 不安に て 候い ろく 申 度 候へ ど 目の イボが 邪魔に なり 

て 長く かけず 候 何卒 右 やうの 次第にて 候 故 病 氣の事 なぞ は 御 安心 被 下 度 候 順序が 後に なりたれ ど 大兄 も此夏 

は海邊 へで も 出て 三 四 年間の 草臥れ 休め をして から 仕事に おか \ りなされ 度 候 暑中 御 厭 ひ 祈 上 候 小生 も餘裕 

がつ けば 舊 習に は 拘泥せ ずに、 四十九日 をく り 越して、 早く どこかへ 姜 生に 出た く 候/先 は狀報 大略 早々 

頓首 • 

田 中 大兄 七月 十五 日  三 重吉拜 
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一九 四 〔七月 十七 日 廣島 市猿樂 町よ リ 東京 市 本鄉^ 森 川 町 小 吉誼小 宫璺隆 へ (はがき 二 枚 續)〕  S 

葉が き 三枚 屈く、 小生 東京に ゐ たいが ゐられ るか どうか 怪しい、 金が 少し 出来れば 食 ひつぶ す 積り で 東京 

に 出て ゐて 運動して 見る がま だ 確と 事が はこばない、 何し く 不安心 だ、 東洋 城の 一件 小生 も を ひそめる、 

し かし 事體が 重大 だ 容易に 口 を 入れて はいけ まい、 等分 默 して 形勢 を 見 てるが い、 と 思 ふ。 

足 は 二三 町は步 ける だけにな つた、 頭の 出 もの はま だ 直らない、 淳 くて 癎 障り だ、 何故かす きな 酒が 一向 

甘くない、 歸 〔乇 3? 來. 一度し かの まない、 弟 は 十九 日頃に 出立、 體格 檢査を 受けに 上京す る、 可愛 想に 最後の 

物理 化學は 心が 亂れて 半分し か出来なかった とい ふ。 及第 出来れば ぃ气 がと 思 ふ。 貴兄 元氣 はい、 か、 暑中 

大切に 願 ふ。 出立の 日 定まらば 三 四日 前に しらせ 

一九 Ifl 「七月 ニ亍三 日 廣. 市猿樂 町よ リ 神 戸市 北 野 町 大森方 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

烏 を よんで 下さった 由 難 有存候 頸の 傷 はもう 殆 平癒した、 何 かの 疲れで ブラく して ゐる、 物を考 へる の 

が 面倒 だから 九月から どうして <K はう かま だ 腹が きまらない、 どうせ 田舍 落と 覺悟 はして ゐる、 近時 人道 も 

起らない 人間 は 人道 を說く 時が 一 ばん 氣樂な 時 だね、 舍弟は 一 高 三部へ 入學 したから 悅んで 下さい。 大兄 

か ら浦ぉ へ 小生の 口の 事 を 世話して くれる やう 賴んで 置いて くれな い か 小生 も 本 日 浦 谷 へ 願った、 

一九 六 1; 七月 二十 八 n: 佐 世^£ 市 港町 石 井 方よ リ 福岡縣 京都 郡 W 川 村 小せ！！ 皿 隆へ (はがき)〕 

御內は 無事 か、 何事 もない のだった らい、 と 祈って ゐる、 謹爾 は入學 した、 八月 一日 出立 するとい ふ、 昨 

日 一 ヶ月ぶ りで フ 口に 入り 床屋で 頭 を 刈って 水入りの ビ ー ル を飮ん だ、 石 井の フラウ は 小生の 妹の やうな 氣 

がする、 い \ 女 だ、 わしの は 文して ると ほりの 女 だ、 兄の やうに よくして くれる、 小 庭に 虞美人草 がさいて 

ゐる、 先生の 作に よってう ゑた と 石 井が いふ、 小生 は 二十 年ぶりで 生れた 内へ 來 たやう だ、 小宮 さん は 来て ， 
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くれな い だ らう か と 石 井が いふ、 小生よ り 責八ム の 方 をす いて る と <ム 言して る。 

一九 七 〔七月 二十 九 H 佐 世 保 市 港町 石 井 方よ リ 福岡躲 京都 郡 舉川村 小 宮登隆 へ (はがき)〕 

手紙が 来ない からおば ァ さんが わるい ので はない かと 案じる。 小生 は 三日 迄當地 滞在、 それから 石 井と フ 

ラウと 三人で 海水浴に 行く、 昨夜べ ー 八 ムを訪 間す ドロン なんか は 最下 等， 當 地の は 家 もき れいべ ー もよ し、 

萬 事 古雅、 昨夜 は 大にハ ー ベル、 大ハ ー ベリ、 ぺ ー 氏 ジン ゲル 氏よりも 三味が 甘い、 傲 夜して 謠 はれた、 〇 

〇〇〇0〇、 石 井が 小宮 さん を 呼びよ せろ と 口 解の やうに 言って ゐる。 一寸 來 ないか、 石 井の フラウが 大に 

よろしい" 

一九 八 一. 七月 三十 tM 佐 世 保 市 港町 石 井 方より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫登隆 へ (はがき) 一 

獎書 到着、 生きて るか 死んで るか 別らない から 打電した は 捩って ゐる、 そんなら 一寸 こ V まで 出て 来ん か、 

来月 三日まで 滞在 だ、 延ばしても よろしい。 石 井が 大に 歡迎 する ぜ、 當 地で 助 敎投、 大 博士 立 書の 上 ジン ゲ 

ル 遊びの 皮切り も 妙 也、 敢て 〇o〇 と は 言 はん、 来るなら 打電 せんと 行きち がふ 

一九 九 〔七月 三十日 佐 世 保 市 港町 石 井 方より 東京 市本鄉 H 追分 町 福 住 館 S 中 lii 太郞 へ. I 

拜 啓/まだ 東京に 滞在せられ 候 や 暑さに 御 障りな されぬ やう 御 祈 申 居候 若し 下宿の 苦熱に 堪えぬ やうなら 

ば 神明 町の 植木屋 へ 御 移りに なり て は 奈何に 候 や 油 代と 宿料 八 圓の外 一 文 も いらない 不便 なれ ど 涼し い 故 御 

要 あら ば 早 連御联 計ら ひ 可 申 侯？？ 御 遠慮な く 御 申 越 被 下 度 候 ま だ 小生 等 の 荷物 も殘 しあり 使用 權 ある 故 い つ 

でも 友人 を はいって 盲 ふ 事 出来 候。 小生 は 其 後 一 週間ば かりい ろ/ \ の 疲勞 にて 臥床いた し ！}1?3 候と ころ、 廿 

四日に * 計が 出て 来た 故 船 茶屋 へいって 一 晚 あそんだら 大 iH に氣が はれて せいく 致 候 それから 小宮が 家人 g 

の病氣 のた め 西 下、 二十 六日 朝廣鳴 pst 通過の 報に 接し 兼て 是非 一度 當 地へ 来る 事に して ゐた 故、 急に 出立と ー 


決し、 小 宮と小 倉まで 同 草して 聞き へ」 い 事 も 聞き 面白 い 旅行 をした た め ますく 氣分 を囘復 い たし 候 弟も淘 

藏 にて 辛く 入學を 許される し 一 昨夜 はじめて 一 合ば かり 傾けて 心地よ く醉 を-取り 申 候 酒 は あまり 甘くない、 

甘くな つ て も 今後 は 一 合よ り澤山 はやらぬ 事に 可 致 候當地 にて 厄介に なって ゐ るの は 幼な 友達 の 內 で 若 ぃ钿 

君と 二人ぐ らしの 氣樂な 商賣屋 に 候 店 と 住宅 と を 西洋式 ！ぃ 分離して ゐる 故ます く  ノン キ で 細君 も 小生 の 妹 

の やうな 氣 がする し、 I！ 馳走 を 食べ て大の 字な り に寐て 勝手な 熱 を は い て 居り 候老耄 せる 观 母と わからずや 

の 伯母と しか ゐ ない 小生の 內 よりかい くら 故 5t らしい か 知れず、 何 かの 雜事を 一 切 は なれて 二十 年ぶりで 自 

宅に かへ つた 心地に て 候もう 小生の からだの 事 は 御氣づ かひ 被 下 まじく 候。 こ X へ は 財政 上の 相談に まゐり 

し に て 候 わ たし の內は 急いで 賣 つて は 債 格が 抵 い 故當分 持ち こたへ る 事に い たし 片田舍 の 伯母 の 所有せ る 内 

へ はいつ て^！を借し合計ニ軒の家賃で借錢の利子だけ li 拂 へ る 都合に いたし 候 弟の 學資 として 月々 一 一 十圓程 

借、 り 入れる 口が 甘く 成立ち 候 ま i そいつ を內 へやり、 小生が 弟と 二人で 食 ふだけ 取れ， - ば 東京に でも 住ま は 

れる 都合 1 やなり 候、 もし 當分 口がないに しても 三 四 ヶ月なら-は 宅の 抵當 に對 しても 少し は 滑し 借り も 出来る 

故、 三 四 ヶ月なら ば <K ひつぶ しも 出来る 都合に 33 来るべく、 これから 同じく 田舍に はいるに しても 氣 持ちよ 

くはいれ る わけに なり 候 街 安心 被 下 度 候 金の 問題 は實に 五月 趣く 候、 もとく 其 日ぐ らし 的な 不 しまりな 小 

生も戶 主にな つてから は 五十 錢の金 も 仇に 費ふ氣 になり 難くな り 急に 世帶 染みて ま ゐり候 自分で おかしい や 

う に 街 座 候、. 一 一 J れ から 東京 に 出る か 田舍に 引っ込む か 決着に 联 りか.^ る ベ く 候 まだ 取りき め て ゐな いと は 

不覺 悟に 候へ どもい ろくの 利害 を考 へる と 迷って ばかり ゐ てつ どまり がっかず 其 内に 頭が もしゃく し 出 

す の で 當分考 へ ぬ 事と して 今日 まで 放置し たるに て 侯 只田舍 落とさ へ 思って ゐれば まちが ひなし と 腹 をき め 

て 居り 候 

こんな 事 も考へ 候、 東京で 二人で 食 ふの は 足り 足らずの 生活で、 しかも 終日 勞 苦した 上での 事、 それで は 

からだが もてぬ 故、 少し 樂 をして からだ を 堅めたい。 且つ 小生 は 物 を よんで ゐ ないから、 當分 どし/ \ 小說 

をよ まなければ ならない、 小說 をよ む爲 になら 東京に ゐ ないでも 揮 山。 かう 考へ 候。 又 一方で は大に 奮闘し 


170 


年 一十 四 治 明 


てもう 二三 年は學 校に く \ られて ゐる氣 で ィャな もの 、勉强 もしなければ ならん。 先生の 側 を はなれて は駄 

目。 刺戟の ある 中に ゐ たいと。 目下 較量す る は 右の 點 にて 候。 何だか 今の 一 足の ふみ 出しで 生涯の コ ー スが 

きまる らしく 感じられ 危懼の 中に 漂 ひ 居り 候 昔し か..？ e 生 は 少し は膽 力が ある やう 自 から 私 かに 許し 來り候 

へ ども それ は 必竟向 ふ 見ず だから 物に 怖ぢ なかつ たわけで、 まだ 重大な 問題に 觸れ なか つ たの だから どちら 

に轉が つ て も すんだ 譯な んだ と 下らな い 事 を 漸く 悟 つて 氣はづ かし くな り 候 但し 此頃 の やうに 迷 ふ 事 は 後に 

は あるまい と 思 はる X 程 今 は 迷 ひ 侯 御 憫察 被 下 度 候 近日 中 どちら にか 腹を据 ゑて 御知らせ 申す ベ く 候 

くだらぬ 事ば かりき かせ 候 故 何か當 地の はなしで もした く 候へ ど 別に 面白い 事と て 取り立てる もの も 無 之 

候 只 心 置きな く寐 ころ ばって るの が 面白 いとい ふだけ に て 候 

(舍弟 再度 上京の 時、 貴兄と 先生と を 訪問して 萬 事 打ち明けば なし をして 來 いと 申 附置候 少し は 事情 も傳 

へられし ならん と 存候故 右の 外 別に 申し上げず 候)  1  、 、 

東京に て 口 を 賴んで 置い た 方面 は、 どう ころがる にして も、 不用なら 友人 に や る 事 出来る 故引績 き つても 

殖やして 賴み 居り 候 田 舍のロ も 出来 る だけ 澤山 かけて 見ん と存候 紫明會 諸兄が 早く 納ま り をつ け て くれ \ ば 

よいが と 祈り 居候 小 西 兄 村 上 兄 はどう い たし 候 ゃ氣づ か ひ 申 候 早々 頓首 

田中樣 七月 三十日  三 重吉拜 

m 筆 平 に 御 許し 被 下 度 候/ 當 地に は 來月ー 一 日まで 滞在 

二 00  〔七月 三十 nn 佐 世 保 市 港町 石 井 方よ リ 福蹄縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

石 井が 何 か 書いて くれと いふ 故 左の 句 を短册 にかく、 氏が 庭に 虞 美人 艸を 植えて 小生. に^し 得意なる は 前 

便のと ほり、 

作の 名の 虞 美人 艸ゃ 蒔いて 見ん  三重 吉 

大急 批判 を 達れ 
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二 o 一 〔八月 十四日 嚴 島より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫璺隆 へ (鎗 はがき 三枚 續 )〕 

天 野の 別 莊へ來 て 三日 ゐる、 け ふは隱 宅す る 昨日 は 伊藤博文が 韓國の 皇太子 を つれて 軍艦で 来た、 昨夜 か 

ら 土地の 盆踊りが 始まった 

こ. -の盆 踊 は 三味 も 笛 も はいって 上品ない、 踊り だ 昨夜 は ジン ゲル 氏が 十五 人、 はやし 等、 同 十 入で 穿 

娘の 姿で 踊る、 跡で 其 内の ニ妓を 論及して 酒 を くんだ、 じっとし てると 色々 の考 へで 頭が ごだつく からなる 

-、 /くさ わいで 廻る、 早く フラウで も 持たん と 一 日 だって ノン ビリ とした 日がない、 人間 は 急いだ つて 仕方 力 

ないから フラウで も 持って 悠々 閑々 とくらさなくて は 損 だね、 

二 0 二  〔八月 二十 H 廣島 市猿樂 町より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 . 

先生が 三 四郞と 題す る 小說を か、 れ ると いふ 話 だ、 小生 四十九日が すんだら すぐ 上京す る、 此頃は 一生の 

思 ひ 出に 當地第 一 流の 大妓小 妓數名 を 擁して 日夜 豪遊 を 極めて ゐる、 舟 を 浮べ て 川 を 下る 興趣 は全國 にある 

まい、 絡の 紋附、 ハイカラ， で 鈴 木の 且那 さ、 昨夜 は 栗 原 を よんで やった、 栗が 美形と 小生の ハ ー ベルのと 

に 驚倒して ゐた、 ドライ、 フン デル ト 使ったら ストップ だ、 今 曰小說 をー篇 かいた、 妓の 膝に ての 構想 だか 

ら妙 だ、 ャ ッテ來 ナイ 力、 〇〇〇〇〇0〇0 は 京都に 限らん、 来い よく、 五六 日 後 小生の 〇〇〇 小 技の 一 

所に うつした 寫眞を }? ^る、 豪遊 は 京都へ はゲ ハイム ニスに たのむ 

二  0 三 〔九月 二  H 廣島 巿驗樂 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 文へ〕 

出かけた いと 思って ゐ たが 多忙の ためとうく おじ やん になった。 何分 氣が モヂく 落つ かないで 困る。 

只 物事の 面倒に だけ は 馴れたから もう 苦しい とも 思 はない。 色々 はなしが ある。 こんど はおれの 方 力ら 出か 

ける 番 だが どうなる 事 かね。 もう 少し 待って 見て おくれ。 此頃は 00〇〇〇 を 失敬して 〇〇〇〇〇 位の 割合 
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で 論及して ゐる。 責<ム は 〇〇〇〇 を恣 に し た 罰 で 當 分 精進し なけ れ ばなら ない ね。 此間或 所で 佐々 木のお し 

かに 瓜二つと いふ ゲ ー シ ャに會 つた。 

あなた はなして ァ シの顏 ばっかり 見 るん の 

お前 はお 鹿と いふ 名ぢ やない か。 

ァレ、 それ は アンの 本名で がんす 

へへ— お 鹿と いふの かお 前 も、 フ ー、 シ， ギ ー ダ ー ナァ」 

似と る 人が あります か」 

おれの ほれ てる女に お 鹿と いふ 女が ゐ るん さ。 

ね ー さん 随 口の ォゴ ー サンで もよ— ァ ー いうて あんた を ひやかして じ やの、 

ェ 、アン ァ その 人が 一 ぺん見たぃけん、 ァ レア ノ、 中 鳴の 水明 樓ょ ー ノ、 あの チ ー ト こっちに 炭屋 ががん 

ひよ ー がの されの 內 のノ、 

こんな 會話を 行うた、 

弟 は 三十日 上京した。 一高 三部へ カツく はいった の だ、 小生 は 浪人で 心細い。 此頃は 「心細い 無事」 を 

日々 S る。 

正 文 樣 九月 二日  三 重 吉 

二  0 四 〔九月 十二  Ht 廣島 市-お 樂 町よ リ 大阪府 中 河 デル 川 邊田中 經太郞 へ〕 

拜 啓/ 甚御無 1! 汰 い た し 候 御變り は 無 之 候 や 小生 は.. - J たくの 中に 日ば かり 早く 立 つ に 驚き 候 私立 中學敎 

頭 (七十 五圓) のロ當 市に ありて 再三 勸 めら れ たれ ど 種々 考量の 末斷 はり 候 其 以外に 一 つも 口の 話な し。 宅地 

が!： く 賣れ& ば 萬 事 都合よ く 當分噴 ひ 潰しても 悠 々 と 口 も 求めら るれ ど 當時は 不景氣 の 極に て よき 買手 も 出 

ず 候い つか 申せし 宅の もの V 糊口の 資 弟の 學費は 矢張り 小生 の 腕から 出さねば ならぬ 事と な り候少 々 心細く 
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候 ま，^ とにかく 二三 日の 内に 上京して どうにか 運動して 見ん と存候 (こ \ まで 認め 来りし 時柬 京より 來信、 

石 川 縣小松 中學に 六十 五圓 にて 英語の 主任の 口 ある 由、 六十 五圓 にて は 物に ならず。 だれか 望み 手 御座 候 は 

V 取次 可 致 候) 四 五日 前黑坂 君と 會し候 太將は 早速 一家 を 構えし 由、 宿屋に は 二十 分 位し かゐ なかった と 得 

意 さう にて 候」 別に 話 も 無 之 候 さびしき 小 庭の 垣根に 毎夕、 夕顔の ほの 白く さくを 憐れと 思 ひ 候 近親の 內 

の もの 小生 を 叔父さん くと 申 候 一家の 亭主 を 意味す る稱 呼な り。 をぢ さんに なって はつ まり 不申候 呵々。 

東 兄、 鈴 木 兄、 共に 歸京 せし 由。 宿所 は 元のと ほり 千 駄木町 富 士見屋 支店と 下 谷 西黑門 町廣集 館と にて 候 

先 は 右 迄拜具 

田 中 大兄 九月 十二 日夕  三 重 吉 

二 0 五 〔九月 十七， 日 京都市 木屋町 風琴 樓 より 東京 巿牛 込區夏 目方 小 宮璺隆 へ (繪 はがき 舞妓 圖)〕 

此女 (吉川 市 ま はお 前の 女房に 似合 はしい 顔 だ。 おれ は 昨日 京に 入る。 宿 は 川に 沿うた 内。 けさ 秋 海棠の 

鉢植を 買つ て 來て椽 へ 置く。 何 か 作が したい。 東京 へ は兩 三日 後に つく。 まだ 名古屋 へ 寄る 積。 九月 十七 日 

二 0 六 〔十月 十三 H 本鄉 K 駒 込 神明 町 ije 水 方より 本鄕 _5|； 森 川 町小吉 簖小宫 尾：^, 隆へ (はがき)〕 

今夜 白鳥 庫吉 氏 を 訪問し 歸途立 寄 可 申 候 多分 明日 赴任の 都合な り。 浦 谷 氏の ー獻は 嫁取りの 祝 ひなり き。 

井上 巽 軒 氏よりの 御 祝 ひと ありて 玉子 百 個 入の 大箱 床の 上に 据ゑ 有り 候 井上 氏 は大に 話せる と存候 頓首 

浦 谷 氏 尾 上 氏の 說 によれば 新進の 學士鈴 木 氏 は 甚だ 井上 先生の 御氣に 入りの 由-、 奉 大賀候 十月 十二 日 

二 0 七 〔十月 十三 日 東京 市本鄉 K 駒 込 祌明. 町濟水 方よ リ 東京 市 本 鄉區森 川 町 柳 瀬 方 小 宫豐隆 へ〕 

啓/昨夜 牛 込 二十 騎 町へ 行った 歸 りに お前さんの 所へ 寄った が §a 守だった。 昨夜の 月 は |1 麗 だった ね。 ど 

こか 潦 車へ 乘 つて 山中 か 海ば たかへ 行きたかった。 仕方がない から 鈴 本で 朝 重 をき いた。 甘い く" あいつ 
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は 犬に 有望 だ。」 歸 つて 夜更 くる 迄 緣 側で 月 を 見た。 弟 は 行軍に 出て 不在。 何だか ひとりで 氣が延 々した。 

自分が 自分 の 自分に な つ た やう だ つ た。 ま ん ざら 弟が ゐな いからと いふ It のみで はな い 。 夜が い 、 夜 だ つ た 

からだら う。 今日は 朝から 讀書 だ。 午に はー獻 傾けた。 午後 また 讀書。 靜か である。 成 田へ は 十五 日に 行く。 

明晩で なくば 白鳥 先生との 交涉 がすまない。 今夜 あたり 大根 卷 でも 携 へて 一 酌 を 促しに 来る 位、 小宮 が洒； 洛 

れ てれば よいが と 思 ふ。 思 ふ 男 を 通 はせ て 自分で は 出かけない 所に 一寸 平安朝の 小— w^ll だ。 卷 紙がない か 

ら打 止め。 

豐 隆 樣 十月 十三 曰  三 重 吉 

二 0 八 〔十月 十七 日 千 葉 縣成田 町 田 中 屋ょリ 東京 市本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

一昨夜 は 校長の 所へ 泊った。 昨日 は學 校、 敎員 會議. 五 時まで 引っぱられた。 威儀 を 構へ てる だけで もく 

た ぶれる。 第 一 目が いたくな るね、 目に 力を入れ てる 勢 だ。 昨夜 此 内へ 移る。 當分 宿屋 住居 だ。 一 寸 い，^ 部 

屋 だぜ。 外 は 景色が い X。 今朝 はお 寺へ 行って 鳩に 米 を 五 皿 1  せ はせ た。 それから 鳩 ぼつ ぼ を 三唱して 山を步 

いた。 十月 十七 日 

二  0 九 〔十月 二十日 千 葉 縣成田 町 田 中 屋ょリ 佐 世保巿 港町 石 井 善次郞 へ〕 

拜 啓/十五 日夕 方 着 十九 日より g 業 を 開始した。 學校は 不動さん の 寺で 寄附して 建て \ ゐる 私立 中學で 生 

徒 は 二百 五十 名 位し かゐ ない 小さい 學校、 校長 は 文 學士、 小生の 友人の 友人な り 年俸 八 百 は 安い。 從て 小生 

も 年俸 八 百。 少 々"不服 だけれ ど 仕方がない。 只 東京へ 二 時間で 出られる から 今後の 運動に 都合よ し、 東京で 

甘い 口 が あ る ま で 少 々 辛捧だ 0 

中學 の 敎師 は 皆 馬鹿 の 集合な り。」 宿がない の で 大に 困る が、 生徒が 小生 が 来たので 悅 んでゐ るか ら 愉快 

なり。 例の 通り アクセント 迄 しらべて いく。 生徒 はィ ギメら れて 苦しい が 英語 は 甘くなる。 小生 成 田 第一 等 
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の ハイカラ ー なり。 そのく せ 金 は 目下 六十 錢 しかない。 赴任の 際に 五十 圓 人に 借りた。 早く 返したい から 先 

日 御 願の 一 件 早速 賴む。 

石井漾 十月 廿日  敎員 室-一 テ 三 重 士ロ 

ひとりで 話し相手 もな く^しい。 學 校で はス マ シ 返して ゐ るが 宿. へ歸れ ば内證 で 女の 寫眞を 見て ゐる。 〇 

〇〇〇〇 はない が 女が ほしい。 さびしい。 

此頃 しきりに 髮が拔 ける。 先生 は 日曜 毎に 上京して 注射 執行し なければ ならぬ。 犬に 困る ね。 . 

成 田 町 は 家 數は可 部の 半分 もない。 それが 皆 宿屋 だ。 困 つ た處 だが 景色が い ，^ 。 

夏 目先 生が やって来 ると 申される。 此月は 月給 半額。 弟に 二十 圓達 ると 跡 は 十六 圓 なり。 中々 フ ロック、 

コ ー ト なぞ は 出来ない。  ， 

度 々 手紙 を くれや い/おくさん によろ しく」 

二  IO  〔十月 二十 二日 千 葉縣成 W 町 田中屋 より 東京市本鄉區森川町小吉^£小宮豐隆へ (はがき)〕 

刺身、 整 やき、 汁、 からず。 酒 苦く 食後の 蹄 し、 ア 、我ヲ 、我、 束 京は廣 田、 與 ニ郎、 三 四郎、 京都 

は r 肅々」 を 脅かし 廣島は 夫れ 五 百圓、 「床の 上に 入 目 をぬ すみ 飾る S 姿」 欠伸、 十月 廿ニ 日夜 ドライに 按 

摩 を させつ  > 記す」 

ニー 一 〔十月 一一 十三 H 千 葉 蝶 成 田 町 W 中 屋ょリ 東京 市本鄕 K 森 川 町小吉 小 宫豐隆 へ〕 

十月 二十 二日 夜 はがき 二 枚 着、 金の 事 難 有う。 助かった。 毎日 忙 がしい。 二十四日 (土) に は 是非 上京す る „ 

同日、 五、 四、 三年 二 年修學 旅行に 出る。 小生 は 一年生 を 引率して 二十 七日 出立、 瀵濱 東京 見物 二十 九日 歸 

校の 箬。 それで 二十四日から、 二十 七日 一年が 東京へ 出て 來 るまで 四日 間、 東京に 滞在 出来る かも 知れない" 

本當は 小生 は 旅行に 出ぬ 害だった けれど、 生徒よりも 敎師の 監督に 附く 必要が あるので 仕方がない。 監督 敎 
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. 師 の 配合が 少 々 政略 上 の 問題 に な つ て るんだ。 いづ れ會合 の 時、 中 學敎員 等 とい ふ もの は どんなに 下等な、 

卑劣な もの か 御 話す る。 不憫な もの だよ。 可笑しくなる。 

一年 は 利根 川の 船で 勵殼 町に 上 S! する。 敎員會 議の時 教頭 は勵殼 町と 聞いて 大に r 淸氏」 を：^ 想され たと 

いふ 事で ある。 

m も さう 度々 休み で は氣 の 毒 だ。 まァ く氣 長に やる が よから う。 

小生、 二三 年 も 〇〇〇〇 やうな 氣 がする。 チク くだ。 先生で なければ ねえ X 「ァ 、我」 だ。 十月 二十 二 

日夜 

ニー 二  〔十月 二十 八日 東京市本鄉«森川町小吉^£小宫豐隆へ (搶はがき)〕 

昨 日 鎌 倉 で 某候爵 別邸 に 御 三 っ孃を 訪問す 。 草原 に 面する 椽 側に 白き 鸚鵄を つるせり。 お 三 津氏は 瘦せ衰 

へて ゐる。 生徒 を 三十 分 表に またせて 二人で 人な き 庭 内 を 徘徊す。 いかなる フラウで もリ —ベンして る光彔 

を 見 て ゐ る舜^ は 木石 に 非 ざ る 故 可憐な り、 七 里 ケ濱の 浪 白く 碎く。 

ニニ  二  〔十月 二十 八： M 江の 鳥よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小告館 小 宫璺隆 へ (搶 はがき)〕 

歸 りに は會へ ないか もしれ ぬ、 二十 九日 夜 八 時、 螺殼 町より 乘船、 會 ひたい 用事の 時 は 御出で あれ 

二  I 四 〔十一月 二 E 千 葉 縣成田 町 田 中 屋ょリ 東京 市 本鄉. 區森川 町 小 吉誼小 宫豐隆 へ〕 

小宮 /心配 かけた、 金 は 旅行で 澤山 自腹 を 切 つ て 宿が 目つ か つ て も 引.： 超しが 出来ん 位 だ。 部下の 教員が 小 

生の ゐ ない 内に 不行屆 から 旅程 を 變更し 小生 大に 困難な 目 を 見た。 又會 つて はなす。 

金が おくれて すまん、 氣が氣 でない。 石 井へ は 度々 打電した。 四 五日 まって おくれで ないか。 賴む。 

國 民の 十 一 月 三日 號に 十九 行の 文章 を くれた。 
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今夜 溫亭 氏が 来訪した。 小說を かけと いふの だ。 

東京の 誰か 不明の 女が 自分の 一生 を小說 にして くれん か、 その 小說を 抱いて 一生 獨 身で くらす からと 痛切 

な 手紙 をよ こした。 返事 は 品 川の 或 處へ當 て V 出す やうに して ゐる。 字 も 文章 も 甘い。 兄 は 小生と 同期の 英 

文科 卒業生の 由、 だれ だら う。 女 は 成 田へ 出かけて 祕密を みんな 話す とい ふ。 だれか 小生 をな ぶる ので はな 

いかと も 疑った が、 さう でもない かと も 思 ふ。 別 びんなら い X ね。 

毎日 多忙。 大 よわり。 

金の 事 四 五日 待って 下さい。 賴む 

ニー  五 〔十一月 五 H 千 葉 縣成田 町黑川 方より 東京 市 本 鄕區森 川 町 柳 瀨方小 宫璺隆 へ〕 

け ふは氣 分が 惡 いので 終日 情ない 心持ちが した。 五時歸 宅。 貴兄の はがき を 見て 大分 氣 分が 直った。 

學校は 馴れない から 疲れる。 敎頭は 責任が 重い から 頭 を 使 ふ。 東京の 下宿で 考 へた 程氣樂 でない。 何分 學 

校 はこれ までが メ チヤく だつ たんだから 殆ど 創業 當 時と 變らぬ 程 厄介 だ。 毎日 小生と 校長 は 四時 五 時まで 

ゐる。 校長 は 案外 食へ ない。 小生 は 就職 Is^ 恐縮 主義で 小さくな つて ゐる。 

昨日 此內へ 越した。 玄 關 脇の 四疊に 陣取って る 始末 だ。 外に 内がない から 仕方がない。 弟の 下宿 以下 數等。 

但し 間代 一圓 食費 六圓。 内 は 婆 (六十と 四十 五六) 二人 娘 (十一) 一人と だけ。 此 邊の舊 家で ノン キな小 ざつ 

ばりした 内 だ。 近々 一度 来い。 三重 吉氏 もこん な 部屋で 「漬物 だけの 菜で 辨當を 作って もら ひ、」 のこく 登 

校 だ。 自分ながら 御いた はしい 心が する。 

學 校の 教員 連 はもう すつ くり 威 厭した。 宿へ 来れば 大々 的に 饗應 して 二度と 来る 勇氣 のない やうに してや 

るつ もりで 待ち かまへ た。 犬に 奏功。 教員が 十 人 飮む位 は 一人で 拂 つて やる とい ふ意氣 込み を 見せた と 思へ。 

何ん とか アイ ロー 11 だ。 その代り 五十 兩も拂 ひ 果して 二分の こる のみ。 弟 も 困って る だら う。 目下 石 井の 何 

を 待って ゐる。 國へも 蓮 動して ゐる。 貴 <ム にもす まん。 少し まて。 
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酒が のみたい。 女と いふ ものに 少々 か しづかれ て 見たい。 「先生」 は 窮屈 だね。 但し そこが 三重 吉氏 だけ 

あって、 境遇に は服從 される。 一昨日の 如き は當 地の ゲ ー シャを 相手に して 毎日 飮ん だくれ てる 敎員を 宅へ 

呼んで 意見 をされ たよ。 成 田で は飮 むな。 二 時間 辛 棒して 東京へ 出かけろ とい はれた。 敎頭も 出かけたい。 

のこく 畠の 中 を歸る 時には、 なんだか 東京 時代 は 遠い昔の やうな 氣 がする。 け ふは學 校へ 京都の 平野 屋 

のおつ ね、 廣 島の 栗 原お 化、 等の 手紙が 来た。 今昔の 感だ。 只 三 四 郞を讀 む 時と 貴 T 公 や 雜誌屋 などの 手紙が 

來る 時に、 自分 はま だ 東京と 連鎖が あると いふ 事 を 感じる。 春陽 堂が 一月の 小說を かけと いふ。 何 かうんと 

立派な ものが 書きた い 。 時間がなければ ない 程 かきた い。 しかし こんな 場合に 此の上 創作で も すれば 死ぬ る 

だら う。  ， 

赤 菊 は 貴公に ほめられて 僖 しい。 あれ だけ かくに 半日 か，^ つた。 三日の 朝國 民の 一面 を 見た 時 はい さ、 か 

愉快だった、 おれの が 一番 甘い と 思った からだ。 次 は 鼠 骨、 これ は 甘い。 あと は 駄目、 四方 太の {へ& 想の 千 か 

らび た狀態 不憫な り。 虛子 はづ うくし い 。 

あ、 くけ ふ もこの 手紙 を かく だけが 自分の 用事、 あと は學 校に こぎ 使 はれて ね るんだ。 オイく 金 は 粗 

末になら んぜ。 六十 六圓は 中々 もうからん。  . 

手紙 を どこへ も 出さん。 内へ も 先日 宿所 を しらせた ヾけ。 閑がない。 

品 川の 女へ は 面會を 許した。 .  . 

本 夕 東京 無名氏 (神 田 消印) のハ ガキに 「余が 敬愛す る 先生 は なぜ 下等なる 中 學敎師 になり 下り 給 ひし か。 

咄！ 咄！ 咄！ 先生の 學と才 と 文と を 以て 何故 東京の 屮 心に 浮遊せ ず や」 と あり。 無名氏と は眞に 誰なる や を 

しらず。 學と才 は 面白い 浮 i は 更に 面白い。 浮遊よりか 成 田へ でも 沈帶 せる 方よ からん。 咄！ 咄！ 咄さ。 (小 

生 昨夜より 十二 三年ぶ りで 三分 心の ランプ を 用 ふ。 宿の 也。 三分 心の ランプ は 若年の 砌、 みつえと 一所に 床 

の 中で 八 犬 傳を讀 む 時 用ゐた 外、 十二 三年 用ゐ ぬ。 なつかしき ランプ 也。 みつえが 三分 心の ランプで すまし 

てゐ た。 居候 だから 氣を かねて ゐ たの だ。 何だか 今夜 は 泣きたい やうな 傑作が かきたい やうな、 小 供に なり 


た い やうな がする よ) (十 一 月 四日 夜) 

ニー  六 〔十一月 十 H 千-紫 驟成田 町黑川 方よ リ 東京 市本鄉 -si; 森 川 町 小 吉館小 常 豊， 隆へ (はがき)〕 

いろく 御迷^ を かけて 恐縮して ゐる、 歸 つて 見たら 奥さんから 女らしい 親切な ハ ガキが 來てゐ た、 風邪 

で 喉が 痛い。 

御 光 來は此 金曜日 は 常 方-: た ひ.、 ゲめ るから 其猜 りで ゐて 下さい。 

何だ か 東京 の 三 日 は^^厂  . は ン な" 、ら ないで 大に 妥協して 盡 力して 置けば よかった やうに 考へ 

る。」 作の 趣向 はま だ 立たん」 

ニー  七 〔十一月 十四 m 千 葉縣成 S 町黑川 方よ リ 束京^本鄉_挺森川町小古節小^.::|^隆へ(はがき)〕 

昨日 は 文部省 視學官 今日は 學 校の 名 譽 顧問の 御 光来、 いやはや 教頭 氏 氣苦勞 だ。 やっと 茵事 無難に 歸 つで 

もらい、 ぐっすり 疲れて 夜に 入り 御歸 館だァ 、 く なぜ 教員なん かになら なければ ならぬ やうに なったら う 

と 欠 仲 まじりの 淚が 出る。 昨夜 は 十二時 迄 御宿へ 伺候して ゐた。 今日は 御前 樣に 面會。 「あなたの はは じめ 

は號 だと 思って ゐ ましたが 成 田へ お出でになって はじめて 御 本名と 知りました」 と 言 つた。 どうか 何 か 御作 

りな さって 下さいと 愛想 を 言 はれた。 石 井より 四日に 達 金した との 報知 あり、 まだ 不着 か、 不着なら ば その 

旨 佐 世 保 港町 十八 石 井 善 次郞宛 打電、 掛 合って くれ 大急 

二  I 八 〔十一月 十五 rn 千 葉縣成 £ 町黑川 方より 東京 巿本鄕 森 川 町 小吉節 小お 豐隆へ (はがき)〕 

今夜 は 何だか 物湘 しいから 千代紙 を 出して よんだ。 -in 分 は 此頃頻 りと 子供の 親に なって 見たい と 思 ふ。 妙 

だね。 フリ ュ ー リングが フ エル ゲ ー へ ン したの かしら。 

自作 を よんで 思 ひ 出した。 御手 數 だが いっか 頼んで 置いた ホト 、ギス の 五、 六、 七月 號計三 册廣島 市 天神 
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町 糸瓜 發行所 宛 小生 の 名に て 御 達り 下さい。 早く 返さん といけ な いんだ。 それから 今度 先生と 來 ると き 外套 

を 持って来て おくれよ。 夜なん か 寒い。 

ニー 九 「十一月 十五： r 千 葉 縣成田 町黑川 方よ リ 東京 市本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき ご 

今日は 來 るかと 思った が來 ないやう だね。 月曜日 は 校長 不在、 小生 代理 だから 手が 引けない。 その 積り 

で。」 桐 大藏事 〇〇〇〇 は續々 手紙 を 寄こす。 「小 宫 さまへ 宜敷」 と 丁寧に 貴 < ムへ禮 がの ベて ある。 太將は 

生命 を堵 して 痛絕苦 絕の戀 がしたい と 申される。 曰く 「何故 今の 世の 男子 は 半 七、 治 兵衞の やうな 戀が 出来 

ない のでし やう。 わたし は あんな 殿御が あらば 百年の 命 を (？ g 石 調 かね) 一夜の ちぎりに 縮めても 決して 殘り 

惜しく は 思 ひ ま せ ん， 一 と ある。 「今夕に ひとり 欄干に もたれて 海から 大きく 上る 月 を あくまでも 眺めました 

のでした」 は 三重 吉 調で 面白い が 「あ X 此 月が やっぱり 成 田 を てらす のです か」 に 至って ゥ ンザリ した。 あ 

いつは 三重 吉樣. に ほれる 資格がない とい ふ 事 を わき まへ ぬ。 「おこれ ァ 泣き出す、 すかせば おごる、 叩き殺 

せば 化けて 出る』 由来 女 は 話せぬ わい。 只 どの 女で も 男に 近づく 權利は 〇〇〇〇 保有して る。 而し てこれ は 

基本的にして 且 普偏 的で 且 永久 的 だ、 穴 賢 

ニニ 0  〔十一月 十六 日 千 葉 縣成田 町黑川 方よ リ 東京 巿本鄉 •te: 森 川 町 柳 瀨方小 宮璺隆 へ〕 

辭任 g 

私立 千 葉 縣成田 中 學校敎 諭/近時 俗稱與 次郞事 

0 木 三 重 士ロ 

右 私事 先般より 「三 四郞」 の 與次郞 とい ふ 風聞 相 立 居、 事實上 多少の 類似 點も あり 且 小生 以上の 偉い 所有 

之 候に 附私 かに 當人を 以 て 任じ 居候 所、 與次郞 氏 は 過般 二日ば か り 低徊 致し 来ら れ學生 には不 似合の 行爲と 

存じ 嫌 惡の情 を 催し 候へ ども、 多少 狀情尋 酌すべき 點も あり 敢て差 許し 置 〔候〕 處氏は 今日 恩師の 金 を 以て 險 
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手に 馬券 を 購買 仕 候 誠に 言語 同斷、 流石の 小生 も 愛想 を つかし 候に つき 自今 以後 與次郞 の モ デ ル辭任 仕度 此 

段 御 屆申上 候 尙此儀 木曜 會 にて 充 分 御 披露 願 上 候 也 

明治 四十 一年 十一月 十六 日  右 鈴 木 三重 吉@ 

漱石庵 事務 取扱 小 宫豐隆 殿  ， 

ニニ 一 〔十一月 十セ IH 「成 田 先生」 ょリ 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫豐隆 へ (籍 はがき)〕 

脊々 は 淡 紫の 薄ぎ ぬに 黑髮 長き 人 を こそ 思へ 

ニニ  二  〔十一月 十八 日 千 葉 縣成田 町黑川 方よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 柳 瀨方小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

鵞鳥 を 咬める 由 結構な り 小生 は 草臥れて 胸の 上部が 痛んで 一 一日ば かり 寐 なれな か つ たがもう 直つ た。 はじ 

め は 犬に 喫驚して 醫 者に 走った。 其 時の 心 持は實 にィャ だった。」 貧相で 困る から 外套 を 小包で 達って くれ 

んか」 大分 仕事に なれて 此頃 では チタ/ \讀 書 もす る。」 毎朝 霜が 置く。 しかし 日が 出る と 温かで 景色が 

よい。 十一月 十七 日夜  - 

ニニ 三 〔十一月 二十： n 千 葉 驟成田 町黑川 方より 東京 市 本 鄕區森 川 町 柳 瀬 方 小 宫璺隆 へ〕 

今夜 は 貴 八 ムを晚 酌の 相手に す るんだ。 卽ち 手紙 を かき 乍ら 飮 むの 謂な り。 放課後 テ 一一 スを やった。 敎 頭が 

テ 二 スを やられる の は 殿 樣!！ 碁 を 打つ の 類 だら う。 とんでもない 所へ ぶんなぐった 玉 は 生徒が 恭しく 拾って 

もってくる。 まぐれ 當 りに 甘く 行く と 「どうも 恐れました、 敎頭は はじめて ぢァな いんで しゃう。 ィャ御 冗 

談 だんです。 どういたしまして 今の 玉 は」 と敎 員が 野太 鼓 を 極め 込む。 こいつ は 横腹が くすぐったい。 幸に 

して 生徒 も 教師 も 下手で 小生と 互角 だから 面白 は 失せぬ。 これで も 三 高 時代に 七八遍 やつたん だからね ( 一 

杯) 一時間 半 もやって ゐられ たら 御手が 痛く なられて タパ コを飮 まれる。 「小 使/ \」 と 仰せられる。 「マツ 
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ハ； キー 一通、 實に 一一 if ら せられる。 それから 一 。ふく や る 所" rrj":;" "使！""」 i 

なる 一一 f き：」 に 人れ て 持って来る。 下女 五名 同盟して 1 生 は の" % 

t:  OS- 二； VOF^tsda: こした もの だ。 内に はム キミ (貝と 葱との せ嗜煮 黄菊の 花の (5 杆) t&r もグ 

の おかずな り。 ，漬物と 四品、 酒三合を P しむ (5:^」 

4^ され 千代紙の 印税に 5 ひたる、 I、 季所十 一画 厘の み) ちび り" 一一 ほ？， #に " 

事 .^p" 膝 f:^ 置かれ 暫時 11。  I」 なし、 00JJ^0kB 

ヒ する 二 合の 酒の 御蔭に あらず、 i にて 手が 固くなった 爲 なり』"」 一 藏 1 

Ufa 一  つ 00000 かな ァ。 規 時の Ji 氏で" 大 震て" 勸っ, け：： わ。 

^.,Jk チ& \ (前に は 「あな かしこ」 で ほめられ たから 今度 は 「穴 賢」 なり) ァ、 /\ もう 酒 力な.、 

ァ、 われ" ォ、 われ"" 

ニニ 四 〔十一月 二十 六 R 千 籠 成 田 町黑川 方より 東京 市 本 sa 川 町 I 方小宫 霞へ」 . 

比自 -i 一一 高 時代 i 仲の 會 合が あるので 事に よれば 上京す る$ しれない。 昨 曰 月 I 十 d^li 

たき； 嗎 PI 殘 りがない。 月末" 錢 t ら 借き： か r。 ： 漏 

1--5  、t。 た MV4.r:^.^ ノ々 ト生こ 御座って るので はない かと 思 ふ 何 か 力き たん カ閉カ 力、 si.s^ 

I 1  女お" S をけ ひいつ 出 s:;。 犬 震より r する に 及ば ず。 4.^aM00 

I  お ilj^l 一 i では 小生 を 横丁の 先生と いふ。 「猫」 の 謹 琴の i が 起る」/ (|品切) 十一月 一一 


十 

一 十五 日 

年 
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ニニ 五 〔十二月 一日 千 葉縣成 S 町黑川 方よ リ 鬼 京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉-鉗 小 { お 嵐 へ (はがき)〕 

宿 は 甘く 運ばない、 ャ ケ で 無晴に 出ても 所詮 は 不經濟 な 話 だから 當 分辛捧 だ、 小生が 宿に つ い て 不平 を 言 

つてる とい ふ 事が もう 寺の 方の 關係者 へ 知れた、 何んでも 早い。 當局者 は 小生に 逃げられ ると 困る と 言 つ て 

お探し を やって る さう だ。 威張った もの だら う、 ？ 十二月 一日 

ニニ 六 〔十二月 三 H 千 i$ 木縣成 £ 町 ¥: 一川 方より 廣岛縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

三重さん、 三重 八ム、 鈴 木 はん、 曰 ー那、 當地 にて は 横丁の 先生 樣と 申す。 橫 丁と いふ 所に ゐ るが 故な り。 ス 

テ ー シ ヨンの 待合 所に はいる。 オヤ 橫 丁の 先生が 人ら つした。 どうぞお かけな して」 とい ふ 調子な り 3 赴任 

の 當日 校長室 に 話し、 込んで ゐ る と 生徒が 揭示を 見 て 文學士 だくと よろこんで ゐる。 當 地に は 校長と 小生 の 

外學士 とい ふ もの はゐ ない。 大きな 生徒が この 入 は 自然 派の 小說 だんべ ィと la つた。 - 實に 自然 派な り。 先 5 

嵐 旱で十 里ば かりの 處へ 遊びに まゐり 料理屋 〇〇〇〇〇〇 一 寸 失敬した。 小生 を 東京の 藝人 だと 言った。 黑 

紋附の 五つ 紋に 表附 きの 下駄の 洒落て る 所 を 想 見せよ。 ほ然 派は學 校で は 中々 八 釜し い 先生 だ。 控 所が 騷ぐ. 

小生が 一寸 顔 を 出す. とピ シャリ とすぐ 靜 まる。 大變な 御 威光 だ。 其 代り 威儀 をつ くって 助平 目を權 威の 色に 

揮す ベ く 多大 の 勞カを 要す それが 故に 私 は 甚だ つかれる 敎 g は 懇切 丁寧 を 極む。 中學 校の 先生に は 資さ い 

勿體 ない。 校長 は 小生の 友人の 友人 だ。 三年 前の 史學 出の 人。 よくもの X わかる 人。 r 權 威の ある 人間で 小 

生の 味方になる 人 を 求む」 とて 小生に 交渉した の だ。 小生 は內 部で は 友人、 學校 では 相當の 禮を拂 つて 甘く 

狂言 をして やる。 鈴 木さん 明日 は 一寸 あなた を 叱ります よ。」 「あの 事です か、 よろしい」 しかられ ると 大に 

恐縮して 堅くな つて あやまる。 教頭 かくの 如し。 下 皆 校長 を 敬 ふ。 小生 も 感心な もので よく 勤めて ゐる。 こ 

れは 小生の 社會へ はじめての 出仕 だ。 甘く やっての けなくて は 生涯の 緣起 がわる いから だ。 學校は 不動さん 

の 寺で 立て、 ゐ るの だ。 不動さん は 年々 三十 五 萬 園の 淨財を 得る， その 中で 幼稚園、 圖書館 女學 校、 中學 


184 


年 一十 四 治 明 


校 を 立て，^ ゐる。 而も 宗敎 的の 分子 は更ら にない。 土地 は みんな 宿屋ば かり。 俗な り。 可 部 (？) よりも 少し 

狭き 一筋 町な り。 ゲイ シャ六 人 半玉 一 入 あり。 以て 町の 廣さを 知れ。 町で は 今度 小說 家が 横丁に 來てゐ ると 

いふ 評判な り。 「國民 新聞」 に 千 葉 版と いふの が あり、 大に 小生の 大鼓 をた \き 得難き 先生 を 得た とやった 

から 有名なん だ。 其 代り 國 民の， 記者が 来て 小說を かけと いふ。 此頃は 國民は 文 學欄を 設け 虛子 月給 百圓 にて 

部長たり。」 さて 中學 校の 先生と 申す は 皆 下等な 人間ば かりなり。 小生の 御 ひげの かいば かり 拂ふ。 宿に は 

犬に 困る。 宿屋に 滞在中 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 遁げ出し 目下 素 人屋の 四疊の 間に ゐる。 ソバ 

の 一 つも 食 ひに は 出られん。 犬に 閉口 だ。 東京へ 時々 出て 羽織 を 質に 入れたり して 〇〇〇〇 来る。 時々 力 、 

が ほしい。 兄の 生んだ の は 女の子 か、 早く 大きく して 花やかな 着物 をき せて 嫁入 させよ。 どし く 〇〇〇〇 

どし く 生めよ。 〇〇〇〇〇 足りなければ 〇〇〇〇 置け よ。」 小生 月給 六十 六圓 六十 六錢六 厘、 年俸 八 百。 

月 七十でなくて は 来ん と 談判した の だけれ ど 校長が 八 百 だから 同等 以上に は のぼれない。 もう 少し 辛 棒して 

くれと いふので、 五圓の 事も爭 はれず やつ て來 た。 それから 小生の 格 を 上る ため 世話人 白鳥 庫吉 博士の 紹介 

にて 来れる 事に. なり 居れり。 寺の 住職 は 人々 御前 樣 (ォマ ィサ マに 非ず) と 申す。 大に 威張って ゐる。 大酒 食 

ひだ。 其 代り 女人禁制の 由。 歐 州へ も留學 した ハイカラ なり。 井上 哲の 哲學 館に ての 弟子 だから 面白い。 先 

日 一寸 御前 さまに 酒 をよ ばれる。 漱 石崇拜 なり。 あなたの 山彥 はな ど、 申す。 三重 吉 さんと は號 かと 存じて 

ゐ ましたな ど \ 申す。 近時 閑な く 執筆せ ず。 夏 目先 生より は 相 變らず 父の やうに して 貰 ふ。 三四郞 とい ふ 

「朝日」 の 小 說を讀 み 居る や。 中の 與次郞 三 四郎は 小生 に似てる 所が あると いふ 評判。 小生 國民辭 退に つき 

野 上 八重 子 を 推 選し 八重 子 秋 聲の後 を 受けて 執筆す。 来年 は 小生の 順な り。 犬に 振って 天下 を 驚かして やる 

ベ し。  - 

右敎員 室に て 十分の 休み 每に 執筆、 小生 は 一週 十五 時間。 校 用に て 大抵 毎日 夕刻まで 執務。 中々 金 は 儲か 

らん。 以上 

正文 樣 十二月 二日  三 重 吉 
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ニニ 七 〔十二月 八 H 千 葉 縣成田 町黑川 方よ リ 東京 巿本鄉 區森川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

い，^ 内 を 見附けた." 近々 移轉の 箬、 どんな 所 か 貴 T 公の 来る まで 話さずに 置く。 事に よれば 此 木曜に 上京す 

るか も 知れない。 しかした しかで はない。 試驗 前で 間 題 を 作ったり 大に 多忙 だ。 近時 また アル コ ー ル 何とか 

だ。 十二月 七日 夜 

桐 大蔵が 犬に 熱して 来た。 困る 也。 

ニニ 八 〔十二月 九日 千 葉 縣成田 町黑川 方よ リ 東京 市 本^ K 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)： 一 

申し上げ 惡 いが 虎の子 三十 圓大 至急 失敬したい、 月末に は 月給で 埋めて 置く。 愈 今 明の 內移 轉、 疊屋 大工 

等への 拂其 他い ろ/ \。 これから は 書生と 二 入で くらす の だ。 人影な き遙 かなる 山里な り" 當分 手紙 其 他 は 

學校 宛。 此 木曜 出京 せんとせ しが 駄目。 十二月 九日 

ニニ 九 「十二月 十日 千 葉 縣成田 町 吾妻 屋ょリ 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫豐隆 へ (はがき) 一 

•  山里に 住居の 一件 急に 御 見合 はせ と 相 成る。 序でに 四疊も W 奔し た。 この 内は學 校と お 寺と を 連絡せ る學 

務 委員 君の 内な り。 但し 宿屋。 此 tg: の 裏に 校長が ゐる。 小生 は 三階。 國の 内が 一 ヶ月 二十 七圓 か、 る、 利子、 

家賃 差 引 十五 圓、 弟に 二十 圓/ 六十 ニ圓 だ。 早く 眷族 を 東京に 集める に 限る と存 ずる。 

机 かけ 大 至急 賴む。 

二三 0  〔十二月 十二  H 千 葉 成 田 町 吾妻 屋ょリ 東京 市 本絲區 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

(第三 九號) (小 宮敎諭 渡) 

一虎の 子 失敬の 件 許可す  十二月 十一 日 敎 頭 @ 
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過般来 再三再四 訓令せ るに 係らず 力 キガラ 氏の 失敬 を 希望せ る もの ある を認む 3 貴君より 尙 一 應戒筋 を 加 

へられた し、 敎頭 ® 

二三 I 「十二月 十三 nn 千 葉お i 成 田 町 吾妻 屋 より 東京 市 本 S^K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ〕 

昨日 は爲替 正に 額 取。 外套が 〇〇 を 騒がせたり なんかして 大に 威勢が い、 ね。 おれ も 何だか うれしい よ。 

おまけに 紋附も 出来る さう だね、 これから ボッく おれ を E 迫す るね。 小生 も 早く 月給 を 上げて 貰 はんと ど 

こまで K 迫され るか 底氣 味が 惡 くなる。」 責八ム が 外套 を 着て 大 得意に なって 丸 善 氏 を 論及す る 姿が 目につく。 

つ いて 近々 上田 整 次 を 脅か し - i 行き やしない か。 

論文 は 拙い 由。 しか し 責<ム が 拙い といった けで はわ からん。 い.^ 所 は 1^ 服し て やる から 早うよ こせよ。 

但し 成 田の 先生で も 攝 逸の 字書 位 は 持って るが 矢たら クヲ 1 テ ー シ ヨンが 出現したり すると 犬に 困らない ね。 

明後日より 試驗 はじまる。 廿五 曰より 休日と なる。 困った の は 正月 元 亘潔石 庵で 屠蘇に 醉 うて 1, じ 上げる 事 

が 出来ない 事 だ。 拜賀式 を やら かすんだ さう だ。 大に 閉口 だ。 謹爾 はどうして るか、 一度い つて 見て やって 

おくれよ。 虎 ひ 子 を 失敬して 彌生亭 氏 を 論及して くれても よろしい。」 小生 は 此頃每 日癎續 だらけ だ。 今日 

は學校 で 生理の 敎師 が 反抗 し た ので 大 げんか を やら かし た 。 ， け んか して 勝たん と 慾せ ば 怒 らな いで か、 らん 

と默目 だ。 向う を 怒らせて こちら はから か つ て ゐ ると 外見 上大變 落ち つ い て 見えて 都合が よ い 上に、 うつか 

り 向う は 取 返 しのつ かぬ 言動に 及ぶ。 そ こ を 捉え て グイと 怒りつ ける の が 終り だ。 とい ふ と 大層 甘く い つ た 

やう だが け ふ は 此手を 出し 損ねて つい 逆上して 怒り 出して 一 寸騒ぎ を 演じた。 あの 野 郞は此 四月 限り 免職に 

してや るんだ。 

虚 子が 一昨 曰 手紙 をよ こして ホト 、ギス へ 三 頁で も 四 頁で もよ いから かけと 懇願した。 も 少し 早く 言 はな 

いから 闲る。 土曜日 曜を應 用して 作れば 作れる だら うとの 御 託宣 だが m 曜 だって 夕方まで 學 校に ゐて 試驗問 

題 を 作る 監 y た。 ィャ ハヤ 六十 六圓 六十 錢の はした 金で クビ ラレ てるのが 時々 情ない。 早く どこかい X 听へ 


187 


轉 じたい。 内の 家 は 四月までに 是非 賣る。 賣 ると 少し は 心つ よくなる から 五十 圓 位の 收 入が あれば 早速 東京 

へま ひも どり 獻身 創作に 從事 する。 此 五六 日は每 日夕 方 六 時まで 勤務 だ。 たぶ 誰も 上に はゐ ないし 自分で 勝 

手な 眞 似が 出来る からこ そっと まった ものだね。 多くの 命令 は 大抵 小生より 出で 校長の 口 をく  り 小生 顿首 

して 服従して るの だ。 中間 頓首 氏に よりて 受動の 姿と なりて 出現 まします の だ。」 學 校の 敎師は あはれ な も 

の だ。 此間或 奴 を 一寸し かったら 其 夜 ことわりに 来たから、 其 位の 事 を ことわりに 来る やうで はいけ ない と 

申して やつ たら 僕が 怒 つて さ、 つい ふの だ と 取ち が へ 一 一 三日 心配して 夜分 寐られ なか つ た さう で 、 其 話 をき い 

て大 に憫れ になり 夕方 使 を はせ \^ 招きよ せ 一杯の まして やったら 大 によろ こんで 息 を ふき 返した。 いまだに 

戰々 競々 としてつ とめて ゐる。 其) くせい 乂が乂 を持參 して ゐるリ 大 にい &。 時に 途中で 會ふ。 犬に 脅迫して 

論及した いね。 ァ 、くだ。 くそたれめ。 ® 首 

小 {32 樣 まゐる 十二月 十二 日夜  敎 頭 

二三 二  〔十二月 十七： H 千 葉縣成 S 町 吾妻 屋 より 東京 市本鄉 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ〕 

當方 は此頃 試驗で 小生 も立づ めの 監督に は 閉口して ゐる。 不相變 夕刻まで 勤務。 每 夜痛飮 だ。 けさ 起きて 

見たら 外套と W 子 だけ 脫 いで 跡 はす つくり 晝の 仕事着の ま & 床に はいって ゐ るの で IS りで 可笑し か つ た。 こ 

れ からつ いでに 靴 を はいて ステッキ を 持って 寐 たら 面白い と 思 ふ。 東京 は 障子 張りの 由、 腰の 一件もう 三囘 

忌 位になる かね。 小生 も あの 手紙で 大に 笑った。 筆 子と 床 を 並べの 一件 歴史上の 一大事 as の 趣 大に御 同情 申 

上げる。 ま ァく時 せつを 待 つんだね。 机上の 犬張子 は 何 アイ 口  二  I だら う。 思 ふに ^ 張子 を 失敬し 来り 天 

井から 三 匹つ り 下げて ステッキ を 片手に 論文 を 一枚 かいて は ポスン と 張子 を 叩き 張子 をた、 いて は 頁 を 開い 

て は 如何。 虎の子の 死命 は 〇〇 の 手中に あり。 張子に あきたら 彌生氏 を 論じられよ。 出勤 時？ i にっき これで 

中」」。 _  .  . 

机 かけ は 次便に て 配達 せらる、 なるべし。 ハガ キー 足 御先き にまゐ りし ものと 見る」 結搆 ェ ヘン 
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戀 しき 豐 樣 十二月 十六 日  三 重 吉 

ニー I 一三 〔十二月 十七： n 千 葉 縣成田 町 吾妻 屋ょリ 東京 巿 太！？^" Si; 森 m 町柳瀨 方小宫 豐隆へ (はがき)〕 

机掛 正に 着、 色 合 好まし からね ど 一寸 御 困りの 由に つき これで 辛 棒す。 攝津へ 行った の は 羨ましい ね。 小 

生 も 越 路は大 すきだ。 四 五 年 前に 京都で きいた、 攝津 はま だ 聞かね え。 右 十二月 十六 日 

二三 四 〔十二月 十七 H 千 葉 縣成田 町 吾妻 屋ょリ 下 谷 K 西 黑門町 廣集館 鈴 木 頃 作へ (はがき)〕 

忙 がしい か、 忙 がしい 乍ら も 太平 か。 小生 は 引 きづり 廻され てる やうな 氣 持で 一 日く と 立つ、 {41 想す る 

閛さ へない。 大抵 夕方まで 勤務 だ。 歸れば 一ば いやって その ま V そっくり 返る だけ だ。 時々 洋服の ま \ で寢 

て 朝 驚く 事が ある。 〇 の字絕 無、 京都 時代に 似たり。 七日 前 迄 素 人屋の 四疊の 間に 一 ヶ月 六 圓の陏 にて 辛 棒 

した。 一 n "五日から 休みになる。 其內 一度 来ん か。 話が 積って ゐる 十二月 十六 日 

二 I 一一 五 一. 十二月 一一 十一 曰 千 葉 縣成田 町 吾妻层 ょリ 本 鄕區森 川 町 小 古 ；ゅ： 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

親分へ は卽夜 祝電 を發 した。 借問す タイガ ー ス、 サン 殘る 所ゥヰ ー、 フ ィ-ル なる か。 宅へ 二十 枚 やって 

くれない か、 廣島市 猿 樂町八  一 ノー、 鈴 木 三重 吉方 中島 リウ 宛、」 試 驗採點 厄介。 其 中に て國 民の ために 短 

篇を 草し っ& あり、 頭 土の ごとく 堅く 重く いたし。 卽酒。 十二月 二十 一 日 


明治 四十 二 年 


二三 六 〔一月 四日 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 柳 瀬 方 小 宫畳隆 へ (はがき)〕 

お目出度う。 もう 風 も 直った 由。 大いに 氣焰を 吐 くんだら う。 小 說黑髮 の 評 をよ こせ。 先生 は 何とい はれ 

しゃ 羽織の 紐 をう つかり も 〔つ〕 て 来て 失敬。 本日 天 野に 托した 一月 三日 

二 II 一七 〔一月 七日 千 葉 驟成田 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 柳 瀬 方 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

學友 相つ いで 四 人 来る、 今 曰まで 毎日の 接待に 草臥れた、 學校は 明日 開校、 来るなら 金曜 か 土曜 かに 来い、 

小 說は趣 f、 新 小說、 ホト 、ギス を 持って ゐる。 少々 讀ん だ。 開業 醫は 大變 甘い、 新 小說の 「堀 田の 話」 

〈薰) も 一寸 かい、 

無 一 文で 闲る。 金が 出来たら 東に 五圆 返して くれない か、 返事 を まつ、 東 は 本鄕四 丁め 三 一 、 齋藤方 

二  |||<  二月 九 千 葉 驟成田 町よ リ 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

寒 冒復歸 せし 由、 心配す、 小生 は 禁酒 を斷 決せり、 今日で 四日 杯 を 取らず 一昨夜 は 周 作 氏と 東と に 酌 をし 

て大の 字に 臥す まで 醉 はしめ たり、 予が 注ぐ 酒に 醉ふ 二人 は 自己に 同情な き 妻女 を菱 つて 悅べ る もの \ 如き 

感 あり. 酒 を棄て た る予 は 寂寞の 底に 埋められた る 心地す、 此寂莫 こそ 予を驅 つ て 何事 を か營ま しむる もの 

なる ベ けれ、 予は今 ダン ヌン チヲ を閱讀 しつ、 あり。 一月 一へ 日 

二三 九 〔一月 二十 四 rr 千 葉縣成 m 町よ リ 東京 市不鄕 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 
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入 間 カイ ャ になったり なんかして 少々 景氣 がよくな いね。 どうし たんだい。 論文 は あれで 澤山 だ。 ct" ょ餘 

り 大きい 所 を はじめから 願 ふから いけない。 人 はー讀 したら もう 顧ない、 たと へ 5H いな ァと 思っても ー讀し 

たら 明日 は 忘れ るんだ、 さう 思へば 苦心したり 苦悶した りする の は 損 だ。 後世に 間うたり、 人に 二三 讀さ 

る やうな もの は 一生涯 か X ら なくて は 出来 はしない。」 あの 論文 は あの 論文と して Jnt して 居れよ。」 お I 

はさび しい。 

弟に 保證 入の 姓名 を 報知 してよ こす やう 御 傳達を 乞 ふ 

二 四 0  二月 二十 七 H 千 葉 驟成田 町 吾妻 屋ょリ 下 谷 區西黑 門 町 廣集館 鈴 木 周 作へ (はがき ご 

ぉ髯を 落された 由、 いけない ね。 落した つて 何の まじない にもなる まい。 惜しい じ やない か。 此 頃の 朝日 

の 煤烟は 傑作 だ。 作者 曰く 予は 文體 を山彥 千鳥 等より le- る 所 多し AT 三重 吉 たる もの 何ぞ煤 烟；^ - 上の 大 乍な 

くして 可な らん や だ- 大に もだえて ゐる： 〇 の 字 大飢望 

二 四 I. 〔一月 三十日 千 葉 驟成田 町 吾妻 屋ょリ 東京 市本銻 K 森 川 町 小 吉館小 宮畳隆 へ (はがき ご 

謹爾に 命令して、 八重 子の 【. 柿 羊かん」 の 出て る ホト、 ギスを 小生の 名に て 「京都 吉田町 字近衞 八五ノ 一 

岡 田 シカ方 中 野 伊三郎」 へ 宛て S らして くれよ。」 小生 は此頃 頭が いたくて 困る。 手紙で も かいて ゐ ると 目 

の 上の 肉が ピリく 動く。 神經 衰弱 だと 考 へる。 東京へ 出たい が 力 インゲル ド だから 出られない。 退く つ だ 

から ノコく 學校 へいって オルガン を ひく。 鳩 ポッボ なぞ を ひく 

二 四 二  〔二月 六日 千 葉 縣成田 町 成 田中學 校よ リ 東京 巿本鄉 區森川 町 小 吉館小 宫畳隆 へ〕 

別に 變り はない か。 小生 は 近来 不健康で 困って ゐる。 大々 神經 衰弱 だ、 おまけに IT が 起った。 每 曰グル ー 

ミ ー な 日 を S る。 宿 は 未だに 目附 からない。 目下 吾妻 屋の 裏の 陰氣な 離れ家に 住んで ゐる。 不愉快 だ。 頭が 
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痛い から 作 は 出来ん。 貧乏た から 上京 も 出来ん。 不自由で 闲 るから 早く 妻帶 する 事に する- 

別紙 敎負 撿定願 寄、 ィャ だら うが 大 へ 出して くれない か。 進 達 願と 本願 書と に 月日 を 記 人して くれ。 そ 

リ^ 歷 書に 大學へ 入 學の月 を 入れて くれ。 何月の 入學 になって ゐ るか 覺 えんから 事務所で 聞いて くれ。 

r  たいから 用事 だけ かく。  . 

それから 「文讓 上の 四 種の 眞」 - はくり 返し 二度 讀んで 上げた。 甘い， >  いっか は 自分の 頭が 酒で ク ギヤ/ \ 

して ゐ たのと、 原稿で 讀ん だのと で 大きにち がふ。 活字に すると 立派 だ。 どうも 小生 は 活字で 見ん と 名文 か 

名論 かたし かに 判定の 出来ない のが 癖 だ。」 マ ァ萬歳 だ。 はじめての 論文で あれ だけ 書ければ 充分 だ。 おれ 

はホト 、ギス が 来た 時に 胸が 躍った。 あれ は處女 作と いふ 點で 小生の 千鳥の 夫 か 妻 か だ。 小生 は 自分の 千鳥 

を はじめて よむ 時の 氣で 讀ん だ。 なつかしい 中に 何だか 何物 かに K せられる やうな 氣 持だった。 恐らく 兄と 

小生と 二人の 外に はこの 論文に ついて こんな 氣持は 味 はれない の だ。」 

文章 はキ チンと して 上品 だ。 サイ ェンチ フィックな 文章と して 上乘と 申したい。 口 ギック もき ちんと 立つ 

てゐ る。 あの 文章 を 文句 をい ふ もの は 「學者 的」 だとい ふ 事に 文句 をつ ける かもしれ ない。 小生 は 却て 其學 

者 的なる 中から 上品と いふ 事の 或 部分が 流出して 来たと 信じて 翁 重す る。 しかし これから、 どし く 手紙で 

も かく 氣で 論文 を かく 事 をせ よ。 人 は 一度 目を通したら 捨てる のぢ や。 三重 吉も此 かきこな しが 足りないで 

いつも 文章に 捉 へられる の：，" や。 傑作 はさう 毎度く は 出来ん からかき なぐれと 思 ふが、 いつもとら へ られ 

るリ 捉 へられた 方が 或 場合 却て 書きなぐりよりか 拙い ものが 出 まるので いけな いの だ。 今夜 は 思 ふ 事が かけ 

ん"」 これから 書生 芝居 を 見に 行 くんじ や。 さびしい 心。 いたい 頭、 鬆 へられる やうな 濁った 氣 持に は 田舍 

の 三文 芝居の 何だか r 喑 膽 たる 悲慘 なる 滑稽」 がわが 心 持、 頭、 に 似つ か はしく、 暗い 一種の 快が 得られる 

だら う。』 

小生 の 經驗で は 作 を した 跡 は 何だか その 作の ために 自分の 品位が 落ち たやうな 氣が してなら ない。 これ は、 

この 作が 人の-頭 にどれ だけ に 響く か、 とい ふ 事 を 案じ る 念から (さう と は 意識 せんまで も」 起る の だ。 恐ら く 


192 


年 二十 四 治 明 


*K ムの 今の 心情 はこん なで はない か。 もし さう だったら 僕 はいふ。 大に 得意に なれ。 あの 論文 は豐隆 とい ふ 

名に も、 文學士 とい ふ 名に も 先生の 乾兒 とい ふ 名に も 決して 恥 ぢん。 貴兄 や 小生の 如く 人 をよ く輕 蔑す る 人 

間と しても 決して 恥ぢ ぬ。 あれで よろしい。 安心すべき 也。 おれ は 何だか 貴兄が 俄かに エラ ィ人 間にな つた 

やうな 氣 がする。 愉快で ある。」 おれが ィ、 作 を 出した 時の 貴 八 ムの氣 持 は、 おれの 今の 氣 持と 同じ だとた つ 

た 今 さう 思 ひ 知った この 作 を だれかに 見せたい やうな イラ/ \ する やうな 愉快な やうな 一 種の 味 だ」 

今夜 は 思 ふ 事が かけん。 かけなければ と 言って かける 日まで 待って る 事 は 出来ん。 

此 手紙 は 一 一 人が 年を取 つて か らもう 一 度 見た いから 丁寧に 取つ て おけよ。」 

大に 美人 を 見に 町 を あるき、 何 か 報告せ よ。 おれ はさび しい。 酒 をのまないで ゐ ると 世の中 は ジリく 

く 天が ® く、 氣が めいる。 ァ\ のみたい く。  / 此頃は 三 津} ^とお 淸 との ュメ をよ く 見る。 

二 四 三 〔二月 十二：：： 千 葉縣成 S 町 妻 屋ょリ 東京巿本鄉^！森川町小吉餘小^？！！观；^險へ〕 

御手 紙拜 見, 女王の 達り 物も糙 かに 落手した。 筆 子 孃が何 を 思 ひ 出した もの か。 何だか いぢら しい。 こん 

な 時には やっぱり 先生の 娘 だとし みぐ 思 ふ。 

草 |- 度 々 来訪、 貴兄 の 寸評に 一 喜 一 憂 するとい ふ 話 をき 草 平氏が 可愛 想 で ならない。 どっかし て 仕 ま ひ 

まで； Jiz くやり とほ させたい。 要吉 上京 來小說 が 拙くな つたと いふお はなし だが 小生 はさう とに 思 はん。 耍 

吉歸鄕 中 は 文章に 捉えられて ゐた。 たるみがない 代りに あまり 肩が 疑る。 肩が 疑る と いっても 讀 書が 窮屈に 

思 ふとい ふので はない。 定めし 作者が 苦しいだ らうと 吾々 r 內輪を 伺 ふ 作者」 が讀 むと さう 感じる。 上京 以 

來は のびく して 筆が なだらかで 樂 になって 來 たと 考 へる。 あれでなくて は 仕まい まで 長い もの はか けん。 

神戶の 性格 も あれで 不服 はない。 あ X いふ 人間 もゐて 差し支えない。 それから 二人で 齒の 浮く やうな 事ば か 

りい ふとの 說も 小生 は 別に そんなに も 思 はん。 小生 は大 „;k 引き入れられ てるから さう 感じない のか もしれ な 

い。」 只 怖れる の は、 此 頃の 煤 烟は少 々かけ 足 式の 荒 筋 を； 連ぶ やうな のが 日々 績く。 小生 等 は 同情 を 持てよ 
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むから あれで も 充分に イリ ュ ー ジョンが 起る けれども、 もしもう 一段と 低下す ると 他人に 取りて は 「藤 村の 

赛式攝 りよが り」 になり はせ ぬかと 思 はれる。 如何。 これ を 救 ふに は 時々 詳細なる ドラ マチ カル、 レブ レゼ 

ンテ ー シ ヨンの 場面 を交ぢ へなければ ならない と 思 ふ。 しか し 草 平 の 筆 はか \ る 客觀的 の 場面の み をお て 進 

行す るよりも ナレ ー シ ヨン で 性情 を 表 はすに 適し てゐる (虚 子はシ ー ン の連續 のみに て 俳諧師 を かく 對 照 

して 考 へよ) 草 平の 作の 深味 はこ、 にある のぢ や。 だから 強いて 不向きな 方角へ 進まんで もい \ が而し 多少 

の 手加減 も 必要 かと 思 ふ。  • 

予は思 ふ。 草 平 子を扶 けて 傑作と して の 完成 を 祈る 心 かちい ろく 批評 もす る の はい X が 自分の テ ー スト 

の 上から 出た 批判 を あまり して はいけ ない。 又 小さな 技 功の 點 なんか を イラ く 言 つて はいけ ない。 兄の 

言に 一喜一憂 する 場合に は 直 更の事 だ。 ィ チヤく いふと 氣が 縮まって 書け る もので はない。 貴兄 此際大 に 

酌量 を 要す。」 眞 個に 作 を 評する は 作 を 終りて の 後な る ベ し。 途中 はなる ベ く 作者 の 自由の 天地 を擴大 し て 

置いて やらなければ いけない。 予は此 點に關 して 嘗て 野 上の 行進 を妞 害した 後悔 を 有する。 今 草 平が 少 々 ま 

づく 書いた とて 現今の 文壇で は 充分 上々 の 作と なり 得べ し。 た 草 平氏が あの 作 を 一 册に するとい ふ 日に は 

充分に 小さい 所まで 叩き 色 々 の 個人的 テ ー ストから も 論じ て 改訂 を 促が し 以て 後世に 伺へば よきな り。」 か 

&る考 を 以て 予は徹 徹尾 一日く に 新聞へ かくと いふ やり方 はきら いなり。 もし 予に 作意 ありと せば 予は 

全體を 作り 了 へざる 内 は 決し て 公表 せざる ベ し と 信ず。 此 頃日々 頭が 重 い 。 

豐樣 十一 日夜 .  三 重 吉 拜 

一 一 伸/謹 爾に よ ろ しく 傳言を 乞 ふ 。 

又、 草 平 子に ついて 再 言す。 今度 子が 来たら 三重 吉の 議論 (神戶 にも 不服な しとい ふ 點、 齒も 浮かぬ とい 

ふ點。 (三重 吉の 如き 說を なす もの も あり 安心と いふ 事を傳 へたき なリ) 春 式 云々 の點。 それから も 一 つ は 草 

平 子 は ダン ヌン チォ の敘肇 等を學 ベる はよ けれど 「芝居の 足 明り を 返す」 とか 「力 ー テンが 白帆の 如く 風 を 

はらむ」 とか 其 他 二三 ダン ヌン チヲの 成句 その ま \ を 取る は 如何に やと 思 ふ。 謹ま ずん ば 後世 史家 をして 草 
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平の 天才 を あやまら しむべ. し。 草 平 は 今！^ ダン ヌ ンチヲ 以上の もの を 作る や も 知れ ざれば なり。」 此三 點 を 

草 平氏に 傳 へられた し。 

最後に 予は此 機會を 利用して 再度 草 平氏に？？ 意 を 表す。 

贵 1 公よ r 眞の四 種」 で 兄の 筆 は 大丈夫 自由なる を 知れり。 兄に 議論の 見るべき もの ある は 小生の 巳に 許し、 

m する 所。 こ \ に 於て か 犬に 堂々 と績 けて どし く かけよ。 祈る。 今度 は 何 かい V 問題 を 捉えて 小 宮式圖 解 

を 見せつ けるべし。 如何 

二 四 四 〔二月 二十 二  H 千 葉縣成 2 町 一 盘妻屋 より 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郎 へ〕 

拜 啓/看護婦 氏から も 御手 紙 難 有つ。 隨分御 無佐汰 した。 而し 近来 は 神聖に して ハゲを 招く やうな 行動 も 

ない。 山寺 式 だ。 時々 〇〇 の壓 迫に 堪えない 事が あるが 當地 では どうも かう もな らんから 闲る。 時々 東京へ 

出張 するとい、 の だが 此 頃は© 乏で 一寸 も 動 けん。 學校は 無事にく らして ゐる。 慰藉がない のさび しいのと 

いふ 愚痴 はもう 二 切 こぼさん。 目下の 住居 は 物置の 如き 六疊 だ。 吾妻 屋の 客室で は騷々 しくて (日に 二百 人 

位 客 有り) ゐら れんから 裏 へ 移 つ た。 まるき り {3C 本武藏 でも こもつ てゐ さうな 内で 雨が ふるとば たりく も 

る。 日中で も 夕方の ごとく 暗い。 成 田に は 家 はない ものと 斷 念した。 これが 厭なら もう 此上は 成 田 を 出る よ 

り 外方 法がない から 我慢して ゐる。 今年 一杯 ゐ たら 高等 學 校へ はいれる c; も 出来る かと 思 ふ。 

ハ ゲ 文 此頃大 に不撋 だ。 それから 何 か 大作 を 出さん と 文壇から 埋られ てし まひ さう で 日々 苦悶して ゐる。 

何分 夕刻 四時までの 動務 で、 夜分し かひ まがない。 それに 住居 は 不自由 だし 内の 事は氣 になる しとても かけ 

ん。 一月 は 毎日 小說を 書く ため 夜 ふかし をして 大 へん 頭 を わるく した。 此頃 不眠症に 陷 つて ゐる、 ィャ ハヤ 

不量氣 な 話 だ。  , 

家の 事 はとに かくどう でもい いから 早く 賣 りた いとい ふ 相談 を吉 元に かけた の だ。 吉 元から も 手紙が 来た。 

今 五 千 圆には 賣れる だら うとい ふ。 天 野の 兄さんへ も 頼んで 置いた が 兄さん はわ ざく 宅へ 来て いろくむ 
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配 し て くれら れた さう だ 。天 野 氏の 考へ ではもう 少し 持って れば價 が 出る から 今し ば らく 辛 棒せ よ と の 事 だ 6 一 

つた。 しかし それ はどうに かかう にか 今日が 立ち ゆく とい ふ 時の 話で かう せつば つまって は 動きが とれん。 ！ J 

小生が 金 を 準備した のは此 年の 二月までの 豫算 であった が 金 は 一 月で なくなった。 どうしても？ 算ど ほりに  - 

は 行かん。 借金 は 二 千 八 百 五十 圆 ある。 利子 月々 2850X0.9=25.65  二十 五圓 六十 五錢 入る。 これが 十二月 

2S 未濟。 此額約 七十 六圓。 元利 合計 惜金ニ 千 九 百 二. HS なり。 小生の 月給 六十 七。 弟へ 二 五 やれ ば^と 

は 四十 ニ圆、 内へ は 家賃が 七圆 とれる だけ だから 月に 十三 四 圆は達 ら なければ ならん。 するとの こり は 三十 

七八圓 だ。 文學士 として 社會に 立つ と 中々 三十 七八圓 では 駄 H だ。 目下 當 地の 或 商人の 勸誘 にて、 これで は 

不經濟 だから 下女 を 持って 自炊す る 事に して 人 撰 中 だが、 H 下の 所では 宿へ だけで も 三十 五 圆は拂 はなくて 

はならん。 その 餘は 只の 一度の 東京 ゆきで も 向う へ 行って 七 を 置かん といけ ないやうな 調子で 實に 苦しい。 

此間は 弟が 不意に g 業 料 を 請求し 十三 圓 くれと いふので 犬に 困り、 天 野に 借り た が 月末 そ の 返濟 の た め 遂に  - 

紋 付と 拷とを 七に 入れた。 もう 着の み 着の ま 卜 だ。 處へ此 間 は 雨ふりの 夜 往来で. ころんで (成 3 の 道の わる  ： 

い 事 天下  一 0 乘合馬 ポのー 9- は 心棒の 少し 下まで 埋まる とい ふ 調子 だ) 其キタ ナリの 着物 臺な しなり。 それが  i 

せんたく、 縫 上げの 屮：！ 來 るまで 七日の 間寢間 着に ド テラ を 着て ゐた。 夜 校長が よびに 來 ると 洋服でなくて は  一 

行けん。 其 洋服 も 火鉢で 据を やいても う 外へ は 着られん。 こうなる と 文學士 三文の 慣 なし。 犬に 閉口 だ。」  ， 

こんな 調子で はとても やり切れん。 小生 は此 境遇と 戰 ふが ため 落つ いて 文章 も かけん。 小生 は敎 員が 目的で 

ないから 此 五六 年 は 筆の 練習 を しないと いふと 將來 がフィ になる。 そこで 早く 内 を賣れ ば大に 助かって 悠々  一 

と 勉強が 出來る わけになる。 タト へ 千 回ぐ らひ揖 をしても これに は 代 へられん。 價が 上る とい ふの を まつと  一 

いふの は 太平の 時の 話で ある。 これで は ニッチ もサ ツチ も 行かん。 此月は 出張 を 命ぜられて 旅費が 足らん か  ... 

ら 二十 圆 ばかり 當 地で 借 来した 上に 東京の 本屋から 二十 圆 催促され、 其 上 頭が いたくて 小說 がかけ ぬ爲、 小  一 

使 もな く此 月末に は 弟と 內とを どうしゃ うかと 考 へて 毎日 苦悶して る。 とても 此 調子で は 一 日の 平和 も 保た  一 

れん。 どうじ や 早く 賣り 放ちたい。 貴 < ム賈 はんか。 貴 T 公の 弟 は 買 はんか。 四千 圆 でも 賣 つて やる (坪 九十 一 
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3  .yv うすれば たと へ 後で 價が 出ても 友人に 賣 つたの なら 殘念 でない。 

それから これ はもう 張り切れ るまで 我慢した の だが いっか 兄が 言った 學生 保護 云々 を 弟に 適用して 内が 賣 

れ るまで 月に 二十 位づ. - 出して はくれ まい か。 如何。 此頃手 もと 六つ かしく ば 仕方がな いが、 せめて 此月だ 

け は 出して ほしい。 来月 は 何 か 二十 圓 位の もの を かくつ もり だ。 どうだい、 かう 貧乏 すれば 〇〇〇〇 所の さ 

わぎで はない。 〔中略〕  ， 

内が 賣れ たら 祖母と 伯母と を當 地に 引きと る。 さう して 弟の 學費は 借金 を 返した 跡の の こり を あてる。 さ 

うすれば 六十 七圓 あれば こちら 三人 は 充分 くらせる。 そして 力 、も 持てる だら う。 力 、 は 早く 持たん と 一 寸 

も 仕事が 出来ん。 小生が 最 よく 勉強した 時 は 〇〇〇〇〇〇〇〇 淸氏時 代 だ。 小生 如き 〇〇 はどうで もさう だ。 

それに 職務 をして る と，， 力— 7 がない と 信用 がない と 思へ。 世間 は 妙な ものな り。 

此頃 しきりに 力、 の 運動 中 だ。 どうにかして 京都の 女が ほしいね。 昨今 死んだ 橋 本 子爵の 娘 (先日 漢ロ領 

事と 結婚) は 一 度 小生に 取らん かと 言って 来た 女 だ。 媒介 者大學 敎授。 子爵と いふの が シャク にさ わるから 

ヤメた。 それから 此間は 鐵道廳 の 役人の 中ロで 後藤 遞信 大臣の 妻の 妹 を 取らん かと 申して 来た。 大に 怖れて 

御免 蒙った。 小生 は氣の 置け ない 平民の 貧乏人の 娘が ほしい。 而ら ずん ば 生涯 無 妻。 その代り 妾 を 置き ゲ ー 

シャ、 プロ 淫賣を 失敬す るな 力。 よい 力、 を 早く 目附 けて くれ。 看護婦し つかりし ろ。 

二 四 五 〔三月 六 ：= 千 葉 縣成田 町 成 田中學 校よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郎 へ〕 

手紙 受取、 弟への 一 件 難 有う。 力、 氏 候補者 問題 は 院長よ ろしく 解決せられ たし。 小生 は 一 昨日より 當町 

より 十五 六 町 はなれた る 山中の 一軒家に 引っ越した。 生徒 一名 謦 生に 置く。 山の 坂の 眞ん 中の 一軒家で、 坂 

の 下に 茶店が 一 つ ある だけ。 家 は 一 寸別莊 風な 風雅な 家 だ、 八 疊四疊 六 疊臺 所、. 庭廣 し、 屋賃 一 圓 五十 錢。 

飯 は 茶店で たかせる。 書生と 二人 火 を 起して サイ を 煮る。 フロを わかす。 丸き り 仙人 だ。 一寸 賈物 をす るに 

も 十五 町 行かなければ ならん。 北 は 十 町、 東 は 一 里 南 は 一 里 半、 西 は 四 町、 その 區 1^ の 間 人家 一 軒 もに し。 


夜 は 只 風の 音の みなり。 これ こそ 「浮世 はなれて 奥山 住 3e だ。」 戀 もりんき も 忘れて ゐれ ど」 サ。 いづれ も 

經濟 上から だ。」 學校 はまた 試 けんが 來て忙 がしい。」 ノ ー、 〇〇〇〇、 アット、 ォ ー ル。」 一昨日よ そへ 

よばれて 一 ヶ月 半ぶ りで 酒 を 三ば いのんだ」 ハゲ 一件の 餘毒 まだ 去らず と えてい ろく 徵候 あり。 東京へ 

出かける に は 一 囘五圓 を 要す。 中々 療治 も 出来ん わい。」 

酒 ものまず、 朝 は 早くお きて 湯 を わかし、 せんたくなん かする からから だはよ ろしい、 書生 は從 順。 子の 

やうに かわい、 三月 五日 

〇 〇 〇 院長 カンゴ フ樣  ハゲ 

二 四 六 〔三月 六 H 成 3 中 寧 校より 本鄉 K 小 吉飽小 {3C 嵐； ^隆. 田 中 經太郎 • 東 新 • 鈴 木護爾 へ〕 

啓 此度は 隨分御 無佐汰 をした ね。 變り はないだ らう。 東 兄 は エツ セ ー は 甘く 進涉 する か。 田 中 兄が 引 移つ 

た. s。 小生の 同類 犬に 繁昌 だね。 まひに はヒ ョコ、 ニハ トリの 輩 を追逐 して 全然 吾黨の 下宿屋と して 了 ふ 

の も 面白い ね。 弟 は 不健康の 由。 甘い もの を 食 ふが い X。 此 月の 學資は 石 井から 接ら せる 事に した。 受取つ 

たか。 貧乏で 困る。」 早く 國の 方が 片附 かんと 一日 も落附 いて ゐられ ない。」 小 宮兄田 中 兄と 親密に してく 

れん 事 を 願 ふ。 田 中 兄に も 隨分御 無 佐汰を して ゐる がい さびしい につけて はどうして るかな ァ とよく 考へ 

る。」 夏 目先 生、 松 根 氏 等へ も 一月 以来 一寸 も 手紙 を 出さん。 松^ はお こって いやしない かしら。」 此頃は 

文章が 一寸 も かけ なくなった。 何 かの 事情で 氣が 苛々 してる 所爲 だら、 つ。」 此月 二日に 吾妻 屋の裏 を 引上げ 

て 町から 十五 六 町 隔てた 小山の 中の 一軒屋へ 引き 移った。 吾妻 屋の裏 は 東 兄 は 知って るが、 人間の 住める 所 

ではない。 それによ く 人が 来て うるさい から 遁げ出し たの だ。 此 度の 住居 は 全で 仙人、 山寺の 坊主 式 だ。 家 

は 八 疊六疊 四 疊に臺 所、 フロも ある。 田舍に 似合 はぬ 式 臺附の 玄關が 乙に カランで ゐる。 門 内 樹木 多し、 庭 

は 山の 裾 を 其儘應 用して、 小さき 水たまり も ある。 後ろ は 藪。 山の 坂の 凹みに 立てる 故 四方に 家 は 一軒 も 見 

えない。 只 坂の下、 半 町ば かりの 處に 茶店が 一軒 あるのと、 坂の 向 ふ 側 半 町に 持主の 內が ある だけ、 里へ は 
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二方 十五 六 町 行かねば ならん" 他の 二方 は 山つ きなり。 飯 は 持主の 內 でたい て くれる。 予は WI 生と 二人で 

水 を 汲み、 山の 松葉 を かいて フロを 立て 茶 を わかす。 學 校の 歸 りに はいつ も ほ 分で 味^、 干魚 なぞ を 買って 

くるの だ。 モト 醫者 がすんで ゐた内 だ。 座敷 は 一寸い.^。  丁度 京都の 南 ぜん 寺 かなん かの 塔 中に ゐる やう 

だ。」 學 校の 奴等なん か 予が此 山中へ はいった の を 知って 目 を 丸く して ゐる。 こっち は 面白い。 乏しい 中 か 

ら 一圓 五十 錢で メサマ シを買 つた。 夜更けて 讀 書に 倦みた 時 六疊へ はいると 書生 は 古ぼけた 机に よって 霜燒 

の 手を爐 にか ざして は、 靴 足袋の 破れ を か つて ゐる。 なんだか それが わけもなく 心溫 い。 なつかしい。 三 

年の 生徒 だが 大人しい 子で よく 働く。  ffl 園 氏 は 犬の やうに かわい \。」 そんな わけで 此頃は 朝 は 六 時に 起き 

んと九 時の 登校に 間に合 はん。 朝々 フ 口 をた く。 ふろに 漬 つて ゐ ると 鷥が なく。  H 中小 宮は 一 度 来て 泊れ よ。 

春に ならば 先生 もよ ぶつ もり だ。」 此頃は 俗念 もない。 只 沈んだ 平和に くらして ゐ る。」 

小宮 兄、 田 中 兄、 東 兄、 謹爾 どの 三月 六日  三 重 吉 拜 

因に いふ 家賃 は 一圓 三十 錢也。 一年間 借り手が なく 闲り 居りし 由。 夜 は 旅人が 戶を 明けて はい 〔つ〕 て寢て 

ゐ た さう だ。 小生の 移る 四日 前の 夜に は 泥棒が はいつ て 唐紙 を はづ し て 持ちに げた 由。」 留守中が 物騒 で 心 

配 だ。 /午 休みの 時 記す 

二 四 七 〔三月 十七 H 千 葉縣成 S 町より 廣 縣山縣 都 加 計 町 加 計 正文へ〕 

御手 紙拜 見。 貴兄に 會っ たやうな 氣 がして 繰り返して 讀ん だと 思へ。 僕 こそ 大變な 御 無 & 汰 をした。 許し 

て くれ 給へ。 手紙 を か、 うと 思 ふと 何から 話さう かと 思って イラく する。 貴公 町長に 推された 由。 犬に 振 

つ て らァ。 やる ベ しく。 小生 此間虚 子 か ら 校長になる まで 大事に 辛 棒して 世の中の 經驗を 得よ と 言 はれた 

時、 虚 子の 言に は 苦勞人 だけの^ が あると 感じた が、 同時に 「小生」 と 「校長」 と 並べて 考 へる とクス ゲッ 

たい、 變な氣 がした ね。 〈十；； 町お とい ふ 時の 感じ もこん な だら うとよ くわかった。 虛子ー K 々の 例 を 引かん 

でもよ くわ かってる。 やれよ く。 面白い。 此次に 會ふ時 は 町長 だね。 天下に 正文 程の 町長 はゐ ないや。 ァ 
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イロ  二 ー さ。 面白い。 時に 貴公 此 頃の 小生 を 頭に 浮べる とどう いふ 風に 寫る。 ちが ふく。 豫想外 だ。 町 か 0 

ら十 五六 町 はなれた 山の 坂の 上の 一軒家に 書生と 二人で 自坎 して ゐる。 ほんの 一軒家 だ。 淋し さは 摁山莊 と 

同じ 位の もの だ。 坂の下 三 町へ だてた 所に 森に かくれて 五六 軒 家が あるの み。 あと は 四方 十五 町家が：^ えぬ 

松葉 を かいて カマド をた く。 内 は 元 勝者が ゐた內 で 一 寸 しゃれて ゐる。 八 公 を 連想す らァ。 狸の 金玉 は 思 ひ  I 

出しても 可笑しい。」 小生 此頃 出世作の 長篇 にか \ らんと して 苦 ^ 中 だ。 それで 山へ はいった。 困る の は 0  . 

の 字 だ。 先日 千 葉 (！》 車 にて 一 時間) へ ひに 行った。 寢間 着の 上に 破れ 鮮天を 着、 頰 冠り、 草鞋、 繩 の帶。 そ ， 

れで千 夢 pi パ 一 の 料理店 へ はいった。 世 を 忍ぶ ためなら そんな 面倒な 事 はしない。 さう した 風が、 應 迫され た  一 

やうな、 話し相手 のない イラく する、 ャケッ ばらな 小生の ム ，ドに 適合す るから だ。 料理屋に は、 近在の  一 

博徒の 親分 だと 思った さう で 恐れて 上 へ 上げて 飮 ました。 そして 警察 へ 密告した ので 探偵が やって来て 次の  - 

問に ひそんだ さう だ。 翌日 は ダブル カラ ー、 幅 廣のネ キタイ。 キッドの 編 上、 絹 張の 傘、 山 高 幅、 ボックス  ； 

形の 外套。 鼠色 羊 皮の 手袋、 荬卷、 ダン ヌン チォの 死の 勝利 を携へ 同じ 部屋で 同じ ゲイ シャを 上. け大に 驚か  一 

した 。成 田 赴任 以來酒 をのんだ とい ふ 程 のんだ のは此 時の み。 大 にもて た。 結局 小生 は柬京 あたりの 壯士俳 

俊と 相場が きまった。 ハ 、 、 、その 翌日 山に 入る。 仙人の 如し。 il- 校へ は 木綿の 紋附、 木綿の 裕、 腰辨 十 

五錢の 下駄、 それで トコくな り。  ， 

君 は 「煤 烟」 (朝日 所載) を讀む や。 森 W 草 平と は 小生の 知己。 共に ドロン もやる。 あれ は 二人が 一年生の  一 

時に、 根津 の須賀 館と いふ 下宿の 主婦 に似てる と 言って 指した 英文 三年に ゐた人 を 知れり や。 あの 男な り。  一 

草 平 曰く 煤烟 は、 自已の 實歷と ダン ヌン チォの "The  triumph  of  Death" と 「千代紙」 とより 來れ りと。 一 

蓋し 千代紙の 筆法 を戀 つて 十數囘 よみ 返せし 由。 かくして 一 年 半 もがいて あの 作 をな す。 東都の 文壇 を まぜ 

くり 返しつ-. あり。 三 尊公 も 一年 半の 後に は 草 平 を やっつけて やる。 此頃大 苦悶。」 弟に 月々 二十 五。 内へ 

十五。 借金の 利子 三十 圆。 かくして 小生の 收入は 差 引 ゼロな り。 如何と なす。 世路 W 難。 内の 家が 中々 賣れ  八 

ない。 四千 圆に 賣れ たら 借金 もす みのこり 千圆 あり。 これ を 弟の 學費 となし、 小生 は 力、： を 持ち家 族 をよ び 
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よせる つもり。 目下 大弱りな. り。 

力 、 Is さんと 駄目 だ。 マ 心と 戰 ふに 大分く たびれ る。 小生 如き 助平 は 力 、を 要て。 先日 は 後擦遞 相の 妻 

の 妹、 橋 本 子爵の 娘 を 周旋せ し 人 あり。 ォ ヲン。 ケッ がか ゆい。 そんな 物 を 持つ やうな 三重 <ム では たのもし 

くない。 三重-公 はや はり 「三 津ぇ」 11 十 年 前の 「三つえ」 が戀 しい。 /千代 は姙娠 せし 由。 

先日 學校 にて オルガン を 引き 「野 くれ 山 くれ 里 川越えて」 「ほ つれ か \ しゃれ 此 櫛で」 の 二 句 だけし か 機 織 

唄 を 記 ^ せなん だ 時、 何だか わが 春 は 行く やうな 氣 がした。 

過去 は 何んでも かで も淚を 目の 奥に さそう。 た V 過去の 事と いふ だけにて 涙 を さそ ふ。 もし 日本に 詩形が 

出来て ゐ たら 予 は 詩人になる だら うと 常に 思 ふ 。 予 は 創設 的に あらず。 今 か ら詩彩 を 作る だけ の 勇力 と 辛 棒 

なし。 

兄 の 手 もとに 機 織 唄 の 譜と 歌と あら ばす ぐ 達 つ て くれよ。」 

兄の 寫眞 (角 幅 の 大きな 寫眞) が 常に わが 柱に か. - れる事 を 忘れな U 

正文 樣 三月 十五 日  三 重 吉 

二 四 八 〔四月 四日 千 葉 縣千葉 町 仁 山堂祸 院ょリ 東京 市本鄉 K 森 川 町小吉 飽小宫 m:. 一隆へ」 

返く つで 閉口す る。 一昨日から 徐 かに そこいらまで 出る 事 を 許された。 四つ角へ 出て 人の 往来 を 見る。 睦 

全な 方の 目 は、 五 頁 位 もの を 見ても 疲れ なくなった。 すこし 度 をす ごすと すぐ 頭痛が する。 中央 <ム 論 を 休み 

くよ む。 ホト 、ギス はま だ 来ない。 床に はいると これからの 生活の 苦 勞を豫 想して ショゲ 返る。 中々 女房 

ももて さう にない。 持ちたい が 小生に 不平な くつく す 女で 小生の 氣に 入る のが ありさう にない。 

東洋 城と 奥さんと 三人で 町へ 出た 由。 羨望と いふ 心 持 か、 何んだ か 烏 なぞ を かく 時の やうな、 物な つかし 

ぃム ー ド にな. る。 貴 T 公と 城と 先生の 内の 座敷へ 寢た 隣室で 先生 はお 菓子 をめ し 上られた のか、 い、 面の 皮 だ „ 

城の 手紙の 文句よ くわから ね ど そんな 事 を 意味す る やうな 氣 がする" 如何。 しかし これ も. f なつかしい 今の 
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心に ふさ はしい。 出来れば、 春の 靜 かな 夜、 京の 宿りに て 先生に 十七 八， のきれ いなの 〇〇〇〇〇 たい。 そし 

て 貴公と 二人. は 次の 室で のんで ゐ たい。 奈何。」 .  • 

だれか 女が きて ほしいね。 お 親 氏で もよ ろしい。 フレッシュな 女なら なほよ ろしい。 かう ボカく して 來 

ると ケ たるい やうな 中に 悲しくて 初戀の 事ば かり 考 へる。 二十 七に なった のがく やしい。 もう 一度、 山彥式 

の 甘ったるい 奴 を かきたい。 實 行したい。 小生 は 今日まで ラブの 萬 足 を 得た 事がない。 女に ほれられても ほ 

れても 只 一時し のぎ だ。 その 一時的の ラブ をと ほして 何 かもつと より 以上の もの X 影 を 嘗める にあった のじ 

や。」 昨日 廣 しまから 來狀。 昨年 小 福と 共に 遊んだ チヤ ラと いふ ゲイ シャ腦 病に て 頓死した 由。 何だか 詩に 

なり さうな 氣 がして ならない。 今日は 何でもかんでも 詩的に 見る。 只今 午後 二 時、 さびしき 一室に てした & 

む 

豐 樣 四月 四日  三 重 吉 

丸 善へ 行って サ ッフォ ー を 買って くれん か。 ゲ ルド、 マンゲルなら 心配に 及ばん。 紫色の、 01 タス、 ラ 

イブ ラリ ー の！ S: でた のむ。 お 上 

二 四 九 〔四月 七 H 千 葉 驟千葉 町 仁 山 堂 病院よ リ 廣鳥縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

夜間 暴漢の 侵入に 遭 ひ 片目に 傷を附 けられた ので こ X に入踪 して ゐる。 眉間に 傷 跳が ついた、 目 は 幸に 少 

し は 見えて 来た、 もう 大分 長く 入院して ゐる。 返く つ だ。 機織^ を 病室に ねて ゐ てうた はう と は 意外だった。 

窓の 外 は 春な り。 いろく 頭 を かき 亂す ほど！！ 想 をつ どける。 一寸 內證で 一筆 かく。 

二 五 0  〔四月 十一 H 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂 病院より 柬京 巿本鄉 K 森 川 町柳瀨 方小宮 璺隆 へ〕 

此 問から いろく 金策 をして ゐ るが 中々 オイ ソレと 出来ない ので 困る。 入院 はま だ 此れから 一 と 月 半 もし 

てゐ なくて はならん さう だ。 弱った。 校長から 晴に 金に 困れば どうで もす る からと言って 來 たが 校長の 方の 
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に 先日 来た 太つ た 宿屋の 亭主に 間接の 援助 を 受け る わけ になる の だから どうも 借りたくない。 それで さし 冋 

き の 所 五十 圓と い ふ もの を 先生 に 願 つ て 貸して 載き た いとい ふ 心に なつ た。 どうも かう も 工面が つかん から 

だ。 先生に いふの は 苦しい が 今度 だけ は 許して いた きたい。 五六 日毎 日考 へ て考 へ た 上で どうで も 先生に 

頼む 外 はない。 先生へ は 別に 手紙 を 出した。 貴兄の 手 を 煩 はして， 途 つても らふ 事 だら、 つ。」 國の家 は 四千 圆 

位で 賣り 放す やう 謹爾 から 手紙 を 出させた。 廣 けん 者に もう 二百ば かり 貸せと いはう かとお も ふ。 それから 

こ \ では 不經濟 だから 追々 に は どこか 外へ 間借りで もす る考 へで ゐる。 先生が 貸して 下さるなら 其 内 で 謹爾 

の 授業料 を 引 去って 與 へて くれ。 頭が ぐわん くいたい からこれ だけで やめる 

豐隆樣 四月 十日  三 重 吉 

長文 に て 言 ひき かせて よこした 事 はよ くわかった。 これ か ら眞 面目 に な つて 讀 むよ。 續の作 もしゃ つ 0  J 

アンドレ ー ヱ フ論を 讀んだ 時 第 一 に 浮んだ の は 親爺が 心中で にこく よろこんでる 氣 持の 推量であった。 其 

外 言 ふべき 事 は 弟に 托 言した。  ■ 

二 五一 • 〔四月 十五 H 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂 "M- おより 東京 市本鄕 K 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ〕 

金員 正に 拜領、 先日 手紙 を 出した 以来とうと 先生に こんな 迷惑 を かける とい ふ 事が 深く 心 を 攻めた、 先生 

の 承諾が 来た 時にはい よくす まんと 思った。 大兄に も 叱られる やうな 氣 がして ならん。 不快で ある。 災難 

とはいへ 平素 こ んな時 に 向っての 準備が してない の は 小生 の 罪で ある。 先生に は 圏の 方で 整 ひ 次第 返納す る 

つもりで ゐる。 わ れく  二人 だけ はこ んな 無心 はいって はすまん の だ が 今度 だ け は 弱つ た 。 

病院の 入費 は 案外に 安い。 萬 事で 一圓 十錢 下女の 食費 ふとん を 寄せて 一圓 三十 五錢 だ。 この 外 時々 の 小 使 

の み。 而し安 いとい ふの は 豫箕ょ り 安いと い ふ 意味な り。 婆と も 相談し て どこかへ 間借り をし やう か とも 思 

ふ。 さう すれば 五十 錢 だけ 安く 上る。 而し 内の 探索 や。 ふとんの 取 寄せ 其 他大變 なので オック， -だ。 

金 を 撒く く としきり にい ふが 此頃は 大變な 儉約を して ゐ るんだ から 氣づ かって くれるな。 せざる を 得ん。 
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園の 家が 近々 まとまり さうな 話 だ。 どうなる かしら。 

大兄 胸が いたい 由。 心經 なるべし。 そんなに 手早く 肺を惡 くして たまる もの か。 ゥ マイ もの をく うて 步ぃ 

て 廻れよ。 

謹爾 も元氣 がない 由。 昨日の 手紙 は 不景氣 な 事ば かりだな ァ。 彼 もい ろくの 事を考 へて 神經 をいた めて 

るの だら う。 いまに 内 も片附 くから 少し C 辛 棒 だ。 物 を 忘れて 居れと 傳 言して くれ 

. 磯村 吉平 遂に グ， - タラと なりし 由。 大兄の 心配 推察す る。 しかたのない 男 だね。 第一 囘の戰 で 本 城まで 覆 

して は 大變ぢ やない か。 

昨日 周 作 氏 来訪。 井の 哲 氏より 見 まひ 来る。 (五 圓)， 氣の 毒な り。 名 古屋の 高等 學 校へ 世話して くれる やう 

浦ハ 4! を 經て賴 ました。 〇〇〇〇〇 の 話 をして 去る。 太 將は此 頃 ジン ゲル 〇〇0〇 れる 由、 犬に 進歩され た。 

〇〇〇〇 にかけ て は 三重 吉 以上で 大に 畏敬して 置いた。 但し 氏の ジン ゲル 失敬の 事 は 人に は 言 はないで ゐて 

くれ。  . 

束 は悲觀 して は闲 るね。 大兄に いろくの 重荷 を 負 はす やうです まんがよ ろしく 賴む。 

小生 昨夜より 風邪 にか & り發 熱、 只今 頭 燃 ゆ る やうな り 亂筆 失敬 

豐隆樣 四月 十五 曰  •  三 重 吉 

二 五 二  〔四月 十九 = 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂.：^ K より 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郎 へ〕 

院長、 看護婦 氏の 手紙、 昆布、 ゥ 二君 何れも 落手。 ゥニ は 院長の 效 能書のと ほり 大に アツ カイ、 大にセ ー 

也。 ちび りくね ぶって ゐる。 昆布 馬糧 も 難 有し。 これ を 食 ふと 院長 看護婦の 顔が！ n: に 浮ぶ。 戀 しい 心に な 

る。 先便に て 小生 當 病院に 入院の 始末、 病狀 等く わしく 報知した が あの 手紙 は 着かなかった のか。 山中の 一 

軒屋 へ 夜分 醉 ひだ くれの 不賴漢 が 侵入して 何 かしらん が 棒 切 で 目 をな ぐ つたの だ。 今日 で 入院 四 週間 位 に な 

る。 ：n! はたい した 寧 もないです みさう だ。 目下  一 視力な し。 眉毛の 問に 傷が 出来た。 人院は 退く つ だ。 成 
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田で やとうた 婆 を つれて ゐる。 ィャな 婆ァで シャク にさ わる。 こんな 時に 力、 が ほしいよ。 S 日 床に ついて 

ゐて 運動不足、 消化不良、 其の 爲め にも 一 つ は 薬の 加滅も あり、 又い ろく 家事 上の 心配な ど 御苦勞 のた め 

iS 經 衰弱 にか \ られ 今では 目より も 其方が 苦し い。 病院の 一室に こもって ゐ ると 犬て いのもの は神經 衰弱に 

なる 由。」 それに 此 頃はバ 力に さびしくて 力 、が ほしい。 〇〇〇〇 も、 も 早 二 ヶ月 半 もやらん。 此頃 は、 情 

合の ない ぺ ィ氏ゲ ル氏を 失敬す る勇氣 もない し 地位 上から も、 出来な い 

力 、氏に 限る よ。 力 、氏 を 持ったら 十日 間 どこか 山中へ つれて はいって o〇〇 見える を實 現せん といけ な 

い。 S 書 は少 しづ \ 出来る。 昨日から 東京の 友人の 寄贈せ しラ、 フォン スタンと いふ 佛 ラン ス の小說 を讀ん 

でゐ る、 フォス タンと いふ 女優が 悲劇の 主人 <ム になる ため、 いろく 工夫す る、 そうして 自分の さう いふ 藝 

術 上の 煩悶から 人戀し い 心に なり 劇烈な ラブ をす る。 小生が い つか 大兄に 申した 言獎が ある。 小生 は 文章 を 

かく 前と かい た 後と どうし て も 〇〇〇〇〇 な る と 申し た 事が ある。 つ もり 精神 上 の 苦惱の 結果 感情が 高ぶ り 

慰 i が ほしいの じ や。 今 小生が 力、 が ほし いくと い ふ 心 に は 助平 心 以外に も つ と 深刻な もの が ある の ぢ や „ 

謹 爾の事 は、. 小生の 入院 中 は 貴下の 助け を 仰ぎ た いと 思つ た が もう 言 ひにくい から 四月 分 は 工面した。 都 

合が つけば 五月 分 を も 一度 大兄に 願 ひたい。 どうも 恐縮で ある。 此 月末までに やれば よい。 小 はもう 一 ケ 

月 位 は 在院の 必要 ある 由。 國の家 はま だ 賣れぬ 大きに シン タン を惱 ます 天彥 時々 通信す。 太將も 〇〇〇 

に は 困る と 申して ゐる 

善 樣  四月 十九 日  三 

二 五三 〔四月 十九 H 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂 病院よ リ 本 鄉區森 川 町 小吉館 小お 璺隆へ (はがき)〕 

手紙が 来ん から 氣 になる、 からだの 具合 はどう か、 ハガキ を 一本よ こせ、 小生 は 風邪で 四 五日 困った が も 

う 直った。 眼 はずん くよ くなる。 もう 繊帶を 取って 黑 眼鏡 を かけて ゐる。 しかし 神經 衰弱の はげしい 奴に 

襲 はれて 苦しんで ゐる。 運動不足 消化不良 も 原因の 一 つ だら う。 イン ボラン 君 を 失な された。 馬鹿に 物が 氣 
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になって いけない。 グル ー ミ ー である。 婆ァ がィャ になって 一寸 そばに ゐられ て も 不快で ならない。 くしゃ 

する。 この 調子で は 況んゃ フラウで も 持ったら 鼻に ついて ぢ きィャ になる かもし れん。 茅 野が 京 やきの 

湯の みを途 つて 来た。  ， 

(東に よろしく。 エツ セ ー は 53 來 るか。 氣 にか \ る) 

二 五 四 〔四月 二十 二 H 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂 病院より 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉^ 小宮 璺隆 へ〕 

拜ぉ n テーー スを やられる 由、 安心した。 小生 は 来月 上旬に 至れば 退院し あと は 日々 漾 車で 通って 来る やうに 

なれる かもしれ ない。 國 へいく までに 是非 一度 来て くれよ。 御 面倒 だが 其 時には 小生の 夏の 着物 洋服 等 一切 

行李に 詰めて 持って来て くれない か。 婆さんに 洗濯なん かさせて 夏の 用意 をさせる。 どうも 此頃 は 季節が 早 

く. 流れる やうな 氣 がして ならぬ。 小生 此頃憂 ® に陷り 困る。 草 平 書 を 寄せて r 疲勞 困憊 出来う ベ くんば 煤烟 

をよ したい。 〇〇 が 亡びさうな 氣 がして、 苦心して 小說を かくが もの はない やうな 氣 がする。 〇〇〇〇〇〇 

〇 なし、 小生 は 永久に 其 快感 を 奪 はれた のか しら」 と 申して 来た。 予は淚 を 浮べた。 予 もし 作者 たるべく 生 

れ たりと 4r すむ 悲しい。 かって 言へ りし 如く 傑!： が 出来れば 傑作で ある だけ 心 悲し。 床上 ラ、 フォス タン を 

よむ。 予 もし 力 及ば V 死ぬ るまで に 藝術家 の 此愁れ を (或は 予 の 這 股 の 愁れ を) かき 表 は し て 見た い と 思 ふ 。 

二重人格 は こ \ から 生れて 来る やう だ。」 下等 室 に いぢら し い 田園 氏の 婦人 あり。 山猿の ごとく なれ ど 目の 

色に ナイ I ブな味 あり 小生に 惚れて るら しい。 それが 子供の やうな イン ノ セントな 太古の 唄の 如く 朴 素な 表 

情と ゼスチ ユアに なりて 小生の 目に うつる。 其 女 四 五日 前返院 せり。 いづく に歸れ るか を 知らず。 小生 はか 

かる 戀 (？) を 憚る 事な く莴 足させたい。 萬 足させて もさし つかへ ない 國に 住みたい。 つらく 思 ふ。 小生 は 

一 寸度を 失へば 何 を やる か 別らん。 どうも 祖母 や 弟 や 貴公 や 先生 やの ために 此 通常の 世界から ころげ 出さな 

いでつな が，：： i てゐる やう だ。 當分 大作 は 出来まい。 今度 こしら へたら 憤 値に 於て 千鳥 山彥 より one  octav ひ 

上の 大口 マン チック 作品 を 出して 天下 を 覆して や るんだ。 小生 は 深刻な 意味に 於て 生の 厭 迫に 苦しむ。 予は 
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大作の 世に 傳 ふべき 物 をな すと 同時に 自ら 刃に 伏して 倒れる かもし れん。 あ \ わが 小さき 力よ，^ さき 肉よ だ。 

肉よ と 申せば. 〇〇〇 たい。 〇〇 充滿 だ。 いけんく。 

豐樣 二十 二日  三重 士 口 

二 五 五 〔四月 二十 六 W 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂 病院より 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館田 中 經太郎 へ〕 

^はも 早大 分よ くな つた 來 月に 入れば 早 々退院して 半日 は 出勤し 潦 車で 療治に 通 ふ 積り でゐる ィャハ ャ 

飛んだ 馬鹿を見た、 幸に して 加害者が 有名な 亂暴 者で 無暗に 人を撲 ぐったり 亂 入したり する 毛蟲の やうに さ 

れてゐ る 奴 だから 世間への 言 ひ譯も 立つ が、 た V 醉漢が 侵入して いきなり 眼 を なぐりつけられ たとい ふだけ 

では 人が 承知し ない。 

それ はい &が 運動不足 其 他家 事 上 の 心 K や ー體で 床に ついたり して ゐては 陽氣な 事は考 へない もの だから 

神經 衰弱に な つ て少 々 不景氣 である。 此 四月の 上旬に は 是非く 紫明會 へ 出頭し て 五六 ヶ月 押へ つけて ゐた 

怪氣^ を 吐いて さわぐ つもりの 所 犬に ァテが はづれ た。 こうして』 月もボ カンと してる と 友人が 戀 しい。 チ 

ク く世路 困難 を 感じ て來 るが ィャ になる と 友人 の 事を考 へて 慰籍 にして ゐ るから 妙な も の だ 。 

吾黨の 諸士、 元氣 如何。 小生 も田舍 に埋沒 して ゐては 駄目く。 昨年の 冬から 何 か 大作 を 出す つもりで 筋 

だけ は 出来た が 中々 かけん。 二三 ヶ月の 間 毎夜く 夜更 かし をして かいて はやぶ りく とうく 根氣が つ き 

て 馬鹿の やうに なった。 尤コチ トラに オイ ショ と 名作が 出来て はた まらない。 貧乏して るから 東京へ も 得 出 

なかった。 此，〉 ；お木 兄が 一寸 来て 田 中 君が 大に風 菜 を 揚げた と傳 へた 時 うれしかった。 しかし ヒゲ がない ね" 

小生 も ヒゲは た：  一 V こで ヒゲの はえて る 奴 は 大抵 馬鹿 だとい ふ 氣でゐ る。 呵々。 此頃 フレンチ を やって 

おけば よかった にと 頻 に 後悔す る。 大學 時代に ノラ クラして、 ナァニ いつでも- m 來らァ と 思って い、 氣に 

なって いたのが、 はづ かしい。 だれに も 言 はずに すまし 込んで ゐる もの X いろく？^ 悔 遊ばされる わけで あ 
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これで や め る。 病室 に 珍談 もな い。 此頃は 頭 もゲ 1 タ ラ で 誓 句 もない。 駄句 もな い 頓首 

田 中 畏兄梧 右 四月 二十四日 夜  三 重 吉 拜 

御 序でに 野 村の 5<將 の 住 i= 御 一報 被 下 度 候/東 兄に よろしく。  /其 他 永 井、 小 西、 馬 詰 諸兄に よろしく 

黑 坂の 太將、 村 上 兄..， -りは 消息 はない か。 羽 ffl 氏 上京の ぬ 例に よりて 例の 如くな らん 

二 五六 〔四月 二十 八 H 千 葉 縣千葉 町 仁 山 堂^ K ょリ 本鄕 K 小告飽 小お 巡 ^ 隆。 鈴 木諮爾 へ〕 

三十 曰に 一先 づ 退院す る。 困った のは徵 兵の 一件で、 廣島は 五月 十一 日から 二十 一 日 迄の 間に 檢査が ある 

さう だから こちらへ 寄留す る餘 地が なくなった。 一 ヶ月 前に 寄 S! しなければ ならん とい ふ^ 答が 市役所から 

まゐ つた。 まだ 淺田町 (宇 品の 一部) へ轉籍 さへ すれば こちらへ 寄留が 出来る さう であるが、 丁度 此際、 家族 

引！^ に 都合 もよ いし、 かけ 合って 淺田 町への 轉籍も 面倒 だから、 イツ ソ 一寸 歸國 して 受けて 來ゃ うかと も 思 

ふ。 そしても し 三年 兵に 合格したら、 早速 成 田へ 寄留して、 一年 志願 を 成 田で 受ける。 成 田の 檢査は 七月 十 

一白 だ。 それで 萬 一 取られる となると 大變 だ。 取られたら 謹 爾の學 費 は どこかで 作り、 月給 を 三分の 一位 も 

ら つて 家族 を 食 はせ るつ もり だ 多分、 兵役 中と 雖 月給 は 少く とも 丄 3 はくれ ると 信ずる。 とにかく 歸國 

してつれ て來 やう。 そして 小生が 入營 すれば 家族 は 束 京へ 出して 謹 爾と同 ほさせても よろしい。 小生 も入營 

は 可成 東京 か 千 紫 縣の隐 へ はいりたい。 どうも 心細い。 萬 一 取られ たらと 思 ふと 實に たまらなくなる。 

此際 困る の は 金 だて。 引 上等の 人 費に つき 大に 思案し てゐ る。 どうせ 引取るなら 早く 引取 つ た 方が 得 だ 0 

國の家が賣れなければ賣れるまで腐ってもころんでもかまはんから^^ぉ家にして置くっもりだ。 

此頃は 萬 難 一 時に 蛸 集して 來 てる やうで 安き 心 もない。 こんな 狀 態が いつまでも 績 くと 小 說 なんかとうと 

生涯 かけなくなる。 文學の 何のと 申して ゐる 閑がない やうな 氣 がする。 困った もの だ。 それで ゐて、 念頭に 

は絕 えず、 作りたい くと 思 ひつめ てゐ る。 頭が いたむ わけ だね。 だれか 金 を 持って くる 力、 がゐ ないかな 

ァと £| ふ。 
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豐隆樣 謹爾殿 四月 二十 八日  三 重 吉 

二 五 七 〔五月 九日 千 葉縣成 S 町よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善.； 郞へ〕 

拜 啓/眼 は餘 程；！ 復 したので ー應 退院した。 學 校へ も 半日 勤務 をし 二 曰 置きに 車で 千 葉へ 通うて ゐる。 

左 眼 五 度 位の 近眼に なって ゐる 。半日 寢てゐ る。 f\:) はよ く 似て ゐる。 色男 を 下げて 殘 念じ や。 弟の 方 

へ 難 有う。 申譯 がない。 此十 六日が 廣 島の 兵隊 檢査 である 十二 日當地 出立 一 寸歸國 する。 その 序でに 祖母 

と 小 母 を つれ、 家財 道具 を賣り 飛ばして 成 田へ 轉 住の つもり だ。 家 は ほったら がして 置 くんだ。 もう 捨て 賣 

りで もよ いから 賣れ \ ば賣 るよ。 彥兵衞 は 卒業論文で キ ュ ー くして る さう だ。 氏 は シ ン ガ ー の 水道 を布設 

して ゐられ る。 正月 はつ， ，00、 ゥナギ 屋の娘 は 使に 出す。 ォッ ペケべ。 

川柳 一句 目く ばせ し 下女 を 使 ひに 出すな. り 

もう 山中の 一軒屋 は 物騒 だから やめに して 今；！ は 町中へ 五圓 五十 錢で 一軒 借りた。 中々 シャレ た 内 だ。 

婆 は 泥棒 を 1 てに げた。 わるい 奴 だ。 此 度の 婆はバ クチ ゥチの 力、 だとい ふ。 ケン ノンで ある。 此頃は 八 

方晴劍 殺。 いまく しい。 其 内力、 を 持つ。 もう 奉公人に はこり くだ。 此頃 東京で 一寸した 勢力家で 元、 

山陽の 重役 をして ゐた西 野と いふ 人が 小生 を 所望し 娘 を 取れと いふて 世話人が 来た。 先方 は 小生の 一文な し 

とい ふ 事 は 承知して ゐる。 小生 は 向 ふが 四 五 十 萬 も 持って る內 だか ら娘を もら つ て も氣ぁ つか ひだ か ら斷 つ 

た。 如何。 小生の 友人 等 も反對 した。 謹爾を 養子に くれろ とか、 洋行させる から 娘 を 取って くれと か 申して 

来る。 學校 へ 行 つて 成績 を しらべて それから 知り もせん 人間へ 口 を かけて くるの だ。 束 京の 金 持に は アキれ 

返る。  コレハ 傷ナリ 


〔牡 馬圃 略〕 殿 五月 九日 


二 五八 〔五月 二十 六日 千 葉 縣成田 町より 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ〕 

今度 は 本意な い 別れで、 歸 つてから も落附 かな い。 宅 は 池に 花菖蒲が さいて 楓 がしげ つ てうら なつかし い 

心になる。 婆はゐ ず、 書生と 二人 だ。 旅の つかれ 等で グダく だ。 サイ を 煮る の も 面倒で 三度く 福 神漬ば 

かりで 飯 を 食 ふ。 天 野の 兄貴 や 蘆 田へ 義理 を缺 いだから 此 日曜に は憤發 して 上京し 挨拨 して 来る つもり だ。 

また 四 五 時間 は會 はれ やう。 成 田へ かへ ると また 用事が たまり 居り 中々 偶感の 閑 もない。 グ ー タラべ ィ にな 

りさう で 心細い。 M、 田 中、 弟に よろしく 頓首 

豐隆樣  三 重 吉 

今敎員 室で 三 四郎を よんで る 所 だ。 林檎 を 持って まちぼけ を 噴 はしたり した 事 は ゆめの やう だ。 つ いて 

昨年の 此 頃の 窮境 を S 心 ふ。 よく まァ 今日こう して ゐられ る 事」 とい ふやうな 氣 がする。 近頃 はしき りに 有德 

の 君子に なりたい。 

二 五 九 〔六月 六 H 千 葉 縣成田 町より 佐 世保巿 港町 石 井 善 次 郎へ〕 

拜啓、 此度は 隨分御 無佐汰 をした。 病院 は 五月 一 日に 返院、 當分 三日 置きに 素 車で 通うて 居った が 十六 日 

に徵 兵撿査 があった ので 當分 治療せ ずに ほって 置いた。 十二 日立 出 歸廣、 撿査は 眼で 〇〇〇〇〇 だった。 そ 

わから 經濟上 家 を 疊んで 成 田へ 祖母と 伯母と を 伴れ て來 るつ もりで 家財 道具 をす つくり 賣 却した が 一 週間 滞 

在して ゐ たって 物が 片附 かんから、 學校を 休む のがす まんと いふので ー應 小生 だけ 歸 成し、 家族 は、 六月 4:" 

日 に 謹爾が 休暇に な つ てから つれに 行かす 事に した。 故鄕を 引き 拂ふ と いふ 事 は 何だか 感慨無量な ものた。 

何ん にも 道具 はない し、 みんな 賣 つて やっと 八 九十 圓 しかなかった。 家 は 中々 賣 口がない。 こんな 時には ふ 

み 倒される もので 三千 圓位 しか 値 をつ けん。 大いに 閉口して ゐる。 それで 三千 五 百 位なら 賣る 事に して 天 野 

と吉 元と に 頼んで 置いた。 天 野の 兄さん は 丁度 上京中で 面會 しなかった が、 吉 元と は 一夜 宅で よばれ、 パ ^ 
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へ つれて 行って くれた。 太將は 友人がない ので 淋しがって ゐた。 小生の 實印を 渡し 賣却 一件 を 委任して 置い 

た。 

眼 はま だ 全快し ない。 しかし 十五 度 位までの 近眼に 囘復 した。 一週間に 一度 千 葉へ ゆく。 あと は當 地の 醫 

者に か、 つて 療治 をして ゐる。 加害者との 談判 はま だ 開かん。 訴へ るの はこら へて やる つもり だ。 或 者 は 中 

へ はい 〔つ〕 て 損害 要償 をし やうと いって ゐ るが 二三 百の ハシタ 金 を 貰つ て は 品格が 下る から それ も 出来ん。 

とにかく 身體 と金 錢の 上に 大損 をした。 其 結果 當 地で 百 五十 圓の 借金が 出来た。 入院 は 一月 半 位だった が 何 

ん とかかん とかで 二百 五十 圓もか M つた。 ほんと に 泣 面 だ。 家が 三千 五 百に 賣れ たら 借金 を拂 つて あと は 百 

圓位 しかの こらん。 いよく これから 裸一貫 だ。 此頃は 金の ために 苦しむ から 大いに 金の 難 有 味が わかり、 

十錢の 錢も儉 約す る。 人間 もや はり 時節が 来れば 物の 心得 も附 くもの だ。 父が 戀 しい。 もう 少し 生きて ゐて 

くれ.^ ばよ いに と、 可愛 想に 思 ふ。 謹爾は 甘く やって ゐる。 安心して くれよ。 小宮と 一所に ゐ るの だから 非 

常によ い。 成績 も 八十 人の 中 一番に なった。 あれ は 中々 評判が よい。 兄貴 も 高等 學校 時代まで は あのと ほり 

だった が、 大學へ はいって から 犬に 〇〇〇 屋 になった。 考 へる と殘念 である。 謹爾は 大學へ はいれば すぐに 

女房 を 持たせて ぞる つもり だ。 どうしても 〇〇〇0 が缺乏 では 落着いて 勉強 出来ん もの だ。 これ は 小生の 助 

平 的 議論で ない。 天下の 公論 だ。 元 山陽の 重役 をして ゐた 人で 今では 帝國 劇場の 支配人 をして ゐる 男が 謹爾 

に 娘 を-取って くれと いふて 来た。 女 はま だ 十四で ある。 これからの 學資と 洋行 費と で 二 莴圓附 け ると 申す。 

其 人の 妻 君の 姪 を 小生に 取って くれぬ かとい ふ。 不服の ないい X 女 だが 向 ふが 數十 萬の 金 持 だから どうも 後 

で、 あの 女 はつ まらん 文學 士の處 で苦勞 するな ど X 親が 思 ふと 小生 竊 にさ わるから 斷っ た。 而し 上京の つい 

でに 一寸 禮に 行った。 此頃は 金の 苦し さに その 女 を 貰 〔は〕 ふかし らんと 思 ふ。 しかし、 どうも 金と 結婚した 

くない。 苦し いがま ァもぅ 三 四 年 辛 棒し やう。 其 内に は 高等 學校 かなん かへ 行かれ 小說 も成效 する であらう。 

それから 當分謹 爾の學 費 を 引受けて はくれ ま：： か。 二十で よろしい。 小生 借 錢を拂 ふため 犬に 困る。 腺の 都 

合で 二 ヶ月 間 内職 も 出来ず 大に窮 して ゐる。 如何 か。 但し 月々 二十 はつらいだら うがいつ か、 たれ か 學生を 
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作りたい と 言 つ た 言 IT が 耳 にの こって ゐ るから 賴んで 見る。 わしが ほめて は 可笑しい が、 議爾な ら 金の 出し 

甲斐が ある。 あれ はきつ と 成功す るよ。 其 内^ 合 もつ くから 當 分と いふ 事に して 助力して は 貰へ まい か。 子 

を 持って 知る 親の 恩で はない が、 此頃 はっくぐ 親の 心配した 胸の 内が わかる。 弟から 臨時の 金 を 要求され 

ると 一 文 もな いと 腸が くさる 程 心配で、 三日 も 四日 も 徹夜して ヤッサ モッサ の 駄小說 を 作り それ を 金に して 

经る。 弟の ために は 食 ふ もの も 省いても 金 を やりたい。 妙な 心に なった。 //右の 學費 問題の 御 返事 を 乞 ふ。 

とにかく 手許の 都合で 月々 は 六つ かしい やうなら、 當分 だけ 助けて くれよ。 六月 分 は 早く 達って やってくれ 

よ 0 

今 小生 はたった 一 人で 町中の 內を 借りて 自炊な り。 書生 も 婆 も 不正な 事 をす るから 放逐した。 五 園 五十 錢 

の 家賃で 中々 しゃれた 別莊 立ての 内 だ。 五六 日したら 下女が 来る。 近頃 ノ ー、 〇〇〇〇、 アット、 ォ ー ル、 

だ。 先日 京都へ 立 寄り 宿屋へ 泊る 代りにべ ー 氏 を 失敬して 一 夜 G〇〇〇〇〇 候。 一 寸^^率のくたぶれを直す 

ため、 又 一 寸の 所用で よそへ 行く 時には 宿屋よりも ぺ ー 氏が 便利が よ い。 鈴 木 式 旅行 法 也 六月 六日 

二 六 0  〔六月 十五 H 千 葉 驟成田 町よ リ 佐 世保巿 港町 石 井 善次郎 へ〕 

先便に 相談した 事に ついて 御 返事が 来ん から 心配して ゐる。 忙 がし いから だら う。 國の家 はまた 竇 れんの 

で闲却 だ。 祖母と 小 母と を 呼びよ せる 費用 も 出ん からのう。 三千に しか 値を附 けん、 借金 は (貴公、 天野吉 

元の 分 を 除き) 三千 0 二十 九圓 (元利 合計：)、 外に 急に 拂 はなくて もい、 分 二百 圓 (舊ぃ 借金)、 成 田で 負傷の た 

め 出来 た 奴 百圓ぁ る 。 今 引越 代 と 成 田の 百圓と 合計 二百 か、 百 五十 か あれば い、 から 三千で 家を賣 りとば し 

て やらう かと 思って ゐる。 吉 元の 指 圖を乞 ふた。 三千の 内 二 千 八 百 を 三千 〇 二十 九 圓の惜 金の 內人 にして 跡 

の 二百 は 別 に 證文を 作って まって くれと いへば まつ て くれる と 愚考す る。 

右の 事情で 家は殘 念ながら 三千で 失敬して 了 ふか もし れん。 小生の 行動 は彥、 吉元、 贵 公に 御 屈 申し上げ 

ねばな らんので 一 寸言 上す る。 
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借金が 片附 けば 安心 だ。 跡 は 家族 を 背負って ォゴ リを せずに 生活 すれば ラク にやれ るし、 弟の 學費を HiM 

すれば、 ガ々 二十 づ \ は殘 りの 負債 も 消却 出来る」 そうして 早く 氣を 落つ けて 勉強 せんと 大志が 遂げられん。 

一一 一重 吉 イカに ハゲ だと はいへ 中學の 先生で 朽ちて は勿體 ない。 今に 萬 事 一 先 づ片づ いたら 大 活動 を や るんだ。 

それから 〇〇 〇 の 水道 も い、 かげんで 早 く 引く つもり だ " 

まだた つた 一人で 自坎 して ゐる。 目 は 中々 治らん。 每日、 電氣 療法、 服藥、 三 四日お きに は 千 葉 行、 晚酒 

もや れん。 治る まで はの めん。 藥の かげんで 頭が 非常に 惡ぃ。 内の 事で は苦勞 する。 三重 吉の顏 は 近時 「圖 

略〕 上の 如し。 而 しへ コ タレ はせん。 社會 はそんな に 甘ったるく は 渡れん と覺 悟して ゐる。 

石 井 兄 六月 十二 日  三 重 士ロ 

二 六 一 〔七月 二十 三 H 千 葉 縣成田 町よ リ 東京市下谷區西黑門町廣集^£鈴木周作へ〕 

拜啓國 文の 敎師は 月給 四十 五圓に 切り詰められ たから 御 話に はならん だら うと 思 ふ。 月給に は 頓着な し、 

ゆっくり 勉强 出來れ ばよ しとい ふ 人で も あれば 周旋 を 乞 ふ。 大學 出の 人 を 入れる と 言った ところで 寺の 方に 

許可し なければ 駄目 だから 一 應履歷 書 を 作って 出して 見 るんだ。 十 中 八まで は ゆるす 事き まって ゐれ ども、 

もしかすると 二 分 だけ は危し い か ら其點 も 豫め御 ふ くみ 下さ い。」 其 他 い ろく 話 も あれ ど 目下 大 頭痛 に て 

閉口 要用の み 申 上 候。 東京が ィャ になったら 當分 一寸 成 田へ お出かけなさい。 目下、 下女と 親る いの 女と 

(但し 此女 〇〇〇〇〇〇 出来ない」) 三人ぐ らしです。 いやしくも 一家 を 形成して るから 手料理で チビく を 

力 献上し ます。 夏 中 どこへ も 動け ず。 一文な し。 閉口 頓首 

？ S 周 作 大兄 玉 案下 二十 二日  三重 八ム 

四 

十  二 六 二  〔八月 二十 七 H 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 牛 込區早 稻田南 町 夏 目方 小 宫豐隆 へ (はがき)〕 

年 二十 三 3^ 京に 一泊の 上 歸來、 祖母 小 母 を 同伴した、 もう 一 生グゥ タラで 終り さう で 心細い から 大に怒 力し 
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て 何 かする つもり だ。 貧乏で 閉口す る。 國で 奔走に 勞れ 病人 然として 寢そ べつて ゐる。 新小說 八月 號拜 借し 3: 

たし、 ズ ー デル マン は讀ん だ、 痛快に 難 せられた、 堂々 として ゐる、 そして 上品 だ、 續々 失敬され たい j 草 2 

平氏 は 無駄話 連の 仲間入り をされ たね。 以上 

二 六 三 〔十一月 六日 千 葉縣成 S 町よ リ 東京 市 本 鄕區穂 分 町 千代 田 館 靑木健 作へ〕 

拜啓 御手 紙 拜誦仕 候 別に 御注意 申 上べき 事 も 無 之 候 御 受持は 一 年 級より 五 年 級 ま で の 修身 計 七 時間 ( 一 年 

二 年 は 甲乙 二 組) 四 年 級 英語 譯四 時間 (隈本 謙 ニ郞の New  En5?Hsh  I〕rill  Books の 第 四卷) 二 年 級 |l 八 時 

間 (甲乙 各 四時 間、 これ は 前， 記讀 本の 第二 卷を 用ゐ 候) 以上 計 一 週十九時間御願申上候別に前2^て御準備なさ 

る 程の 事 も 無 之 とお 候參考 書は學 校に は ス タンダ ー ド、 と ウェブ スタ ー と の 一 ー辭書 あるの み にて 候 圖書館 

(これ は 同じ く 寺院 の 經營に て 吾學校 の 圖書館 の やうに 自由にて 候) に M ン サイ クロべ ディ ャ、 ブ リタ ユカ 其 

他チ H ンバ ー 等 二種の 百科 字典 有 之 候 小生の 經驗 にて はべ イン Bain の 文典と ネス フヰ ー ルドの 文法 第 四 

の卷位 あれば 文法の 方の 虎の 卷は それで 澤山 にて 候、 外に 學校 にて 使用し ゐる神 田の 大 文典、 中 文典に 一寸 

目を通して 置けば 澤山 にて 候 右の 事情に て 候 故、 教科書 は 御 達り 不申候 字引 一 册 あれば 充分 間に合 ひ 可 申 候 

葛 原 氏より は 別に 御 返事 さし 上げ 不申候 十日まで との 御言 葉の ま \ に 許し くれ 申 候。 御出でまでに 宿屋 を 探 

し 置き 可 申 候 へど 萬 一 一 寸 見當ら ぬせ つに は當分 寄宿 舍 にて 御 辛 棒な さる 御 覺悟有 之 度 候 詳細の 事 は 御面會 

の 上申 上げ 候 どうせ 御 来任の 當座は 何 かの 用事で  一 二度 は 東京へ 往復し なければ 片附 かぬ ものに て 候 故、 何 

^3 の 事 を 一 時に 片 づけて 來 やうと なされて は 御 骨折りなる べしと 存候右 不要の 言に て 候へ ども 一 寸申 上候學 

校 は 時々 は 御休みに なりても よろしく 候 ま、 ゆっくり 御片附 なされ 度 候 (修身 は 教科書 を 用ゐ 居り 候 へ ば 別 

に敎材 について 綜合 採集の 勞も無 御座 候) それから 誰かの Phonetics を 一 が 御持參 なされたら よろし かるべ 

し と存 候適當 の 書物 無 之 候 は VI わ たくしの 手許に て 借り出し 可 申 候 

右亂 筆に て 失禮千 萬に 御座 候 段平に 御 許し 被 下 度 候  ， 
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田 中 兄に 御出會 の 節 はよ ろし く 御 傳言被 下 度 候 早々 頓首 

靑 木 樣 梧 下 十一月 六日  三 重 吉 

御 荷物 は 成 田 中 學校宛 にて 二三 日 前に 御 さし 出し 置き 被 成 候 は 好都合なる ベ しと 存候 

二 六 四 〔十一月 六日 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫畳隆 へ〕 

御手 紙拜 見。 小生 は 出版したい。 あの 一束の 作が 拙い から 名 を 失 ふ 怖れが あると いふの が 先生、 大兄の 意 

見 だと 早速 服従して 自分 を 落さない やうに する が、 作の 高下 はとに かくに 今 小生が 忘れられて ゐる ため 出し 

て も 注意 を 引かぬ から 損 だと 言 はれる の だと、 損で もい X から 出したい。 勿論 先生の 言を聽 かな いので はな 

いが、 小生 も あの 一束 をたい した ものと は 思 はんし、 あれが 賣れ ないでも 注意 を 引かいでも 恨む 所 はない。 

要は 金も愁 しいし、 それから あれ を 出版 するとい ふ 事 それ 自身が 何だか 小生の 旗 上げに 元氣を 添える やうに 

感ぜられる。 少し 油が 乘っ て來 出した から 来年から は 何 か 小生 の 新 方面 を 作つ て 活動した 〔 い〕 と 思 つて ゐる 

時分で、 あれ を 出す と 出版した とい ふその 事 自身が 自分へ 油 を の せる やうに 考 へ られ る。 た 無暗に 出した 

いよ。 それで 手紙で は 先生の 語調 も 分らん が、 兄 は 許して くれたん だしす るから、 先生の 言 を 無視した やう 

にならなければ (兄が さう いふ 風に は 見え はしない と 言って くれ V ば) どうか 出版の はこびに 盡 力して 見て く 

れ ないか。 尤、 たって のぞみなら 盡カ するとい ふ 文 言た から、 出しても たいして 〇〇 に 背く 結果に はなら な 

いらし い と も 推察す る 。 /, 右、 御 返事 ま で 。  . 

ホト、 ギス へいつ か 出たら めに 受 合った ので 松 濱<ム から 督促して 来た。 仕方がな いから 何 か 骨折った もの 

を かくつ もり だ。 これでお て 少し 大兄の 嘉賞 を 得たい。 さう しないと 東京へ 出て 行く の も 面白くな いし、 こ 

ちらで くらす の も 不快で ある。 昨日から 腹に かたまりが 出来た やうで 心配 だ、 何 か 生み出したい。」 文鳥に 

ついては 先生の 評語 を 賜 はるべき は豫 期せ ざれ ども、 何 か 言って ゐられ たら 知らして くれよ。 知りたい。 へ 

ョ ー タン は 文章 は 甘い がもう 三重 吉の 口から 出 飽きた もの だから 豫 期に 副 はずと 申し 来れり。 .尤 である。 た 
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祖母の 出る ところ だけ は ひどく ほめて 来た。」 どうも 三重 吉も いつまでも 文鳥で も あるまい から 犬に 奮發 

する つもり だ。 

御來 臨がない の-で 一 同 失望して ゐる。 い \ 時節 だよ。 昨夜 は 早くね て 今日 四時に 起き 野 山の 明ける の を 見 

に 出た。 かう して 頭 をよ くして 何 かかくの だ。 

豐隆樣 十一月 人 日  -  三 重 吉 

二 六 五 〔十一月 一一 十三 H 千 葉 噝成田 町より 東京 市本鄉 -te; 森 川 町小吉 館小宫 豐隆 へ (はがき)〕 

文學欄 設置の 由、 吾 黨も萬 歳で ある。 いっかの 「文鳥」 にす る 原稿 は 少時 御 預り被 下た し。 正月に 出ない 

の はい、 が 年内に ゲ ルドが はいらな いのに 大 閉口。 しかし 仕方がない。 ホト、 ギス 正月 號の ため 五六 十 枚ば. 

かりの も 〔の〕 執筆 中、 東亞 氏へ は 例に より 四 枚 位で 失敬して 置く つもり だ。 文鳥 は國 民が ヒ ユン フチ 1— ン 

くれた。 これで 内の 女 を 病院へ 行かせる。 秋風+^^莫、 都戀し 

二 六 六 〔十一月 二十 三 n= 千 葉縣成 W 町よ リ 廣， i« 縣山縣 郡 加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜啓 子供 は 大きくな つた かね。 朝日に 出た 先生の 一， それから」 の 中に 貴公の 事が かいて ある。 正月に 出版。 

小生 グ ー タラべ ー で 一年く らした。 何 かしたい と 思 ふが 一向 問がない。 困った ものである。 學 校に は 目下 學 

士が 四名ゐ る。 面白く 經營 して ゐる。 先夜 は 町の 祝典の ST 敎員 一同 ゲイ シャの 手 を ひかれて 提灯行列で 町 

中 を あるいた に は 一 同膽を 冷した かもし れん。 その代り 平生は 一 度も飮 まん。 〇〇〇〇〇〇〇 じ 〇〇〇〇〇 

〇 すぐ 火鉢に くべ てし まった。 あんな もの を 千 枚 出した つて 敎 育の 足しになる もの か。 敎 頭が 命令した 事 は 

何でも 聞く 生徒に 〇〇 なんかいらない。 祖母 は 年取った。 小 母と 三人で くらす。 當時 親る いの 娘 も 來てゐ る。 

.2: は 五 圓で成 田 第一 のい.^ 内に ゐる。 池が あって 植 込が 多く 紅葉で ぃ&内 だ。 東京へ も餘り 出ない。 〇0〇 

〇 あまり やらん。 昔が 戀 しいね。 貴公の 事 はよ く 思 ひ 出す。 女學 校の 生徒に 機織り 歌を敎 へた。 町 を あるい 
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てると よく 歌って ゐる。 千代 は 綺麗な 女に なった 寫眞を 達った。 あはれ である。 来年から は 少し 文壇に 活ー 

動す るよ。 一度 上京 せんか。 如何。 夏 目先 生に は 時々 手^ を 上げろ よ。 . 

正 樣 十一月 二十 二日  三  一 

二 六 七 〔十二月 八日 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市本鄉 K な 林 川 町 小 古お 小お 食 隆へ〕  j 

, 朝日の 作が 出来な いのは 先生に もお 詫び 申して 下さい。 y 下 平常 Kg の 答案 七 科目、 作文 三度 (八十 枚) た 一 

まり 居り 其 上 十四日より 試驗 にて 又 殆同數 の 答案 を檢 せざる ベから ず。 金の 心配に て 頭 は 疲れ、 イロ ンナぃ 

きさつに て 頭はメ チヤく ホト 、ギス より 原稿料 二十 五 前 惜して 一 時 病院の 方 はしの ぎ たれ ども 日々 ニ圆も 

入る。 十日に はまた 達らねば ならぬ。 春陽 堂； T;; 絕 せり ャ ケクソ だ。 病氣は 何とかい ふ 毒性の ものに て 〇〇〇 

〇〇〇 よりの 傳染 ではなき 由此段 安心 此 土曜に 上京 せんに も 金 一文 もな し。 許して くれ まじき や。 如何。 此. ム 

頃 は 酒 も 甘くない。 のまん。 頭ば かりいたい。 〇〇 の 始末に も 困る。 ィャ ハヤ 今年 は ロタな 年で ない。 朝日. 一 

文 ゲイ ラン 面白し。 ホト 、ギス は 半切の 紙で 百 十九 枚 かく。 東亞の 光 なぐりがき ャケで 三時 間の 執筆 これ は 

一 寸 甘い。 (三時 間にして は) これから こんなの を ドンく 出す。 太陽で 赤門 文士と かで 我黨を クサして ゐる。 

ホト、 ギス の 月評 は 貴兄の 威力 を發搽 する ためと、 今の 文壇に 眞摯 にして サゼ ス チブ の 堂々 の 評櫝を 建立す，： 

るとの 二目 的の ため、 面倒で も 努力して 下さい。 ヤメて は 惜しい。 兄 はどうで もよ いと 思 はんも 予は 第二の 一 

目的の ために 惜む。 大に 任じて やってくれ ろ。」 小宮は 早く 力、 を 取りて 落ちつかせたい。 そうしたら、 い； 

よく 努力して 天下 を壓 する。 サ ー キ ユレ ー シ ヨンで もよ い。 

鷗 外の ゲ 〔ィ〕 タ、 セ キス アリス を讀 む。  一 

豐 樣 十二月 八日  ，  三  一 
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二 六 <  「一月 七日 千 葉 縣成田 町よ リ廣島 縣山縣 郡 加 計 町 加 計 正文へ〕 

町長、 雪で も 積って ゐま すかね、 一 日に は當 町の 官民 御 禮會で 町長 どんが 〇〇〇〇〇〇 を 朗讀 せられた。 

加 計 の 町長 も 御 多 分 に 漏れず シ カツ メ らしく して ゐられ る こと，^ 推察す る。 〇〇〇〇 にも ぼつ く 飽き は し 

ないか。 此頃は 幾日 置き 位に 〇〇〇〇 候 や。 敎 頭も來 任：^ 來 一年と 三 ヶ月になる。 治績 は 大に擧 り Hr 下 は 無 

爲 にして 化して らァ。 只、 貧乏ば かりして ゐる。 「小猫」 も國 民の rn ピソ I ド」 も 東亞の 光の 「病院」 も 

家人の. 入院 料に 火が つく やうに 攻められて 書きし もの、 幸、 小猫 は 好評 を 博した から、 教頭 もこれ からまた 

奮起して やられる つもり だ。 昨日 は 退屈で 學校 へ オルガ ンを 引きに 行かれた。 オルガン に對 すると 年若い 心 

になり すぐ 「野 くれ 山 くれ」 を 引かれる。 そして 兄と おかつ さんと 千代と を 思 ふ。 千代 は アメリカで 子を產 

んだ。 子が もの をい ふさう だ。 今日 手紙が 来た。 目下 祖母 もこ，^ にゐ るが 千代 は 祖母 を 慕うて ゐて、 もし 歸 

國 せぬ 內に 死んだら アル コ ー ル につけて おいても わたしに 一 目 見せて くれねば 死んでも 恨む と 申して 來た。 

三日に 和尙來 る。 和 尙は此 頃 どこかの 書生に はい 〔つ〕 てゐ る。 まだ 卒業まで 二 年 か、 る 由。 不相變 バルガ ー 

で モ グ リ 記者の やうに なった。 しきりに^ ませ /\ とい ふから 當地第 一 の 飲み屋に つれ 込んで シン ガ ー を聘 

した 所 和尙敎 頭の 顏 をも考 へず 大銘 la の 上 マ ー グド をロ說 いて 时鐵砲 を 食 ひ 犬に 男 を 下げられ たよ" 小生の 

內へ來 て ゐても 例のと ほり 財布から 五十 錢 出して、 君 これで 肴 を 買 はう やとい はれる。 困った もの 也 呵々 

正 樣 一月 七日  三 重 吉 

二 六 九 〔一月 二十 H 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 本鄉區 森 川 町 小 吉館小 宫豐隆 へ (にがき)〕 
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無暗に 會 ひたい。 S 民の 小說は 引受ける 考 で-^ る。 「小鳥の 巢」 と 命名。 二 固 分 稿。 からだが 績 きさう に 

ない。 日々 癎が 高ぶって 苦しい。 非常な 緊張と 厭 迫 を 感じて ゐ る。 二ん な 時に 東京に ゐて 兄の 所に 行きたい 

よ。 ッ 十九 日 

二 七 0  〔一月 二十 五 H 千 葉縣成 S 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小吉館 小』 ぉ璺隆 へ (はがき)〕 

とうと 國民を 引受けて 了った 。「小鳥の 巢」 と 題して ィヒ， ゼルブ スト を かくの だ。 どうも 甘く、 力ない 

やうな 氣 がして はじめから 意氣 r ぎ 沈 だ。 一 向 筆の 進まない くせに、 君が 曰々 切り 拔 きをして あの 戸棚の 中に 

集める の だな ど V 僖しぃ 方面の 事ば かり 考 へて 胸が さわぐ 。班け つけたい 時が 度々 ある。 東京に ゐて 兄の 側 

にゐ ない のが 心細い。 草 平 は 幸福であった。 予は湘 しい。 四時まで 學校、 歸 りて すぐ 執筆、 疲勞甚 し 

二 七 I  〔二月 五 R 千 葉 縣勝浦 町 勝 浦 館よ リ 束京市本鄕區森川町小吉^§5小ぉ璺隆へ (鎗はがき)〕 

「小 烏の 巢」. を かきに 来た。 成 田から 午 立ちて 夜 九 時に つく 所、 麗ら かな 町 だ、 まだ 七八囘 しか 出来ぬ、 

社へ 五： まで 達った。 どうも 危なっかしくて 小 怖ろ しい。 七日 歸 成の 都合、 先生の 所へ 行ったら 「それから」 

を もらって 置いて 下さい、 二月 四日 夜 三重 吉 

二 七 二  〔二月 七日 千 葉 縣勝浦 町滕浦 館よ リ 千 葉 縣成田 町 黑川方 靑木健 作へ」 

拜啓此 度 は 御蔭で 飛び出し 難 有う。 三日 夜着。 第一 日は氣 がいら ついて 一寸 も 運動 もせず 籠って ゐた。 そ 

れ では 內にゐ るの も 同じ だと 思つ て 第二 日 目 はぶら/ \ 出たら とうと 一 ン日 遊び 潰して 了って 寢 かけに びつ 

くりした。 第三 日 目の 晚には 夜中に イン ボラン タリ ー 君に 脅かされて 大に 困却。 糞ィ マ/ \ しくて 夜中に は 

ね i き て 町 へ 出 た " いくら 勝 浦で も 夜中 におき て 〇〇〇〇 もの もな さ X うだから 泣寢入 り だ。 酒 は 初日 以来 

毎夜 一 合。 二階に 慶應義塾 氏が ゐられ る。 逸民 君で 碁ば かり やられる。 マ ー グド氏 猿に 似て 却て 仕 合 はせ。 
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漁師が^ を かいた 着物 を 着 てるのが 一 寸 羨ましい。 其 他別條 なし/報告 了り 

木 樣  七 曰.  三 重 吉 

二 七三  一： 二月 十五：： n 千 葉 縣成田 町よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郎 へ〕 

拜啓 男子 出生 萬 歳 力、 氏金鵄 M 章 也。 名 は 電文のと ほり/ 麗吉 /として 被 下 度、 別に 小包に て名附 の書附 

達る。 

小生 目下、 長 篇小說 執筆 中 本 月末より 百囘、 國 民に 載る。 題名 r 小鳥の 巢」 小生 は 難產也 

善 樣 二月 十五 日  三 重 士ロ 

二 七 四 〔二月 十七 日 千 葉 縣成田 町よ リ 廣^^縣山縣郡加計町加^！^正文 へ〕 

拜啓相 ii.r ず 〇〇〇 か。 町長 は 厄介 かい。 小生 先生と なつてから も 早足が け 三年 I 一年 四 ヶ月に 相 成る。 

窮々 いふ だけで 一向 浮ばない。 時々 千 葉まで 〇〇〇 に 出かける。 東京へ は 昨年 末 3? 來 出ない。 大 ていい つも 

こんな もの だ。 本 月下 旬 か ら 小生 國民 に 上田 敏の 跡 を 引受け て 長 篇小說 (百：^) を かくから 讀ん で くれな い か „ 

どうせ 拙いだら うと 思 ふ。 何分 午後 ra 時 迄 出動した 跡で かくの だから 苦 しい 。先日 は 十日ば ん り病氣„J^J號し 

て 房 州に ゐて かいた。 まだ 十^し か出来て 居らん。 「小鳥の 巢」 とい ふ 題 だけ は マ ー テル リンク 式で 甘いだ 

らう。 曰々、 十八 字 詰 十 行の 紙へ 六 枚 乃至 七 枚 かく 約束 だ。 一ヶ月の 原稿料 は 百 五十 圓、 正に 第一流の 中 待 

遇 也、 普通 三圓 也。 但し 國民は ケチで 早く くれないのに 閉口。 どんく かければ い， - モウ ケ だが 中々 困難 也" 

千 葉縣に 〇00〇00〇〇〇 ゲルの 數ニ、 女中 五、 ぺ ー 二、 少ない。 〇 は 千 葉に 〇〇〇 ゲイ シャを こしら へ 

月に 二 11、 一 ；！〇〇〇 三、 翌日 休講 以上 

正文 樣  二月 十六 日  三 重 吉 


220 


年 三十 四 治 明 


二 七 五 〔二月 十八！ H 千 葉 縣成田 町より 東京 市 本 l&ii! 森 川 町 小 吉館小 宫豊隆 へ (はがき)〕 

原稿紙 難 有う。 御 厄介 を かけて すまん。 風邪 御用 心。 小說は 今夜で 十四 囘 まで 出来た。 晝は 四時 迄 俗務が 

あるし、 どうも 苦しい く。 一寸 上京した いが 力 インで ある。」 長篇は 第一 マ ドロくて いけない ね。」 書け 

んく. • 酒 は 夜 一 合の 定め、 酒屋から ー合づ X 取る。 上田 敏は音 樂會へ 行って キ ザな フラン 西 語ば かり 使つ 

てるが 小說 として どう 約 まりをつ ける かね、 愕 いた、 どうも 滑稽 小說の やうな 氣 がする よ。 十八 日夜 二 時 

二 七 六 〔二月 二十日 千 葉縣成 E 町よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郞 へ〕 

〔前 牛 切 れ て な し〕/ よ い が、 麗吉と い ふ 名 を 捨て る の は 小生 惜しくて たまらん。 いっかの 手紙に イタ ゾ ラ 

を かいて 天 野へ 廻、 途 したの を 見た が、 小生 は 兄の 子供の 名のた めに は 苦心して ゐる。 考 へて 見ろ、 自分の 小 

說 中の 人名 をつ ける にも 十日 やそこら は考 へる。 此度國 民へ 出す 長 篇小說 の 女の 名で ももう 一 ヶ月 も考 へて 

まだき まらん そんな 小生 だから 兄の 子の 名前に は，， ^ん なに 骨 を 折る か は 察しろ。 だと 言って、 グチを こぼ 

すので もな く、 苦心 を 言 ひふら すので もない が ー體 前體、 小生の 附 けた 名 をい く 度 もく 文句 をい ふとい ふ 

の は 間ち がって ゐる。 乍 憚、 名の 事 は 小生に まかしたら ど うだらう。 麗吉 なんとい ふ 名を附 ける 人間 は 日本 

に は 小生し か 居ない よ。 恐らく 麗吉 とい ふ 名 を 持って る もの は あるまい。 且つ、 呼び 易い。 字の 連聯 もよ ろ 

しい。 淨ロリ も 英詩 も 漢文 も、 和歌 も 俳句 も 女 も 苦 勞も皆 しって る 人間でなくて は附け 得ぬ 名 だ。 ゥラ 、 力 

は 俳句の 題に ある。 春の 日影 をい ふ。 石 井 善 次郞の 家が 此 子が 出来て だんく と發展 する、 丁度 今が 二月と 

いふ もの、 此 子が 春 を 作る のじ や。 漢文の 方から いふと さうな る。 匿の 字に 伴 ふ 連聯は 深い。 小生の 同僚の 

漢文、 國 文の 先生に も 相談した がみん な愕 いて ゐた。 とにかく 下らん 事 を 言 はずに 麗 にせよ。 つけて 見れば 

なんでもな いよ。 小生の 小 母 は 不動さん のコ リカ タマリで、 兄の 電報が 来た 翌朝、 子供の ソク サイ を 祈る た 

め 寺で ゴ キト ー をして 莨 ひ、 その 時の 御札に も麗吉 とかいて もらって 納めた。 もう 麗吉 にきめ ろ。 どうして 
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もィャ ならもう 一 度考 へんでも ない が、 そんな 事 はもう ォ コ ト ハ リ せう。 親切がない とか、 ャケ を；；^ こすと 

いふので はない。 かく 思 ふまで 麗吉 がよ いの ぢゃ。 呼び やすい じ やない か。 乍憚禮 の. 字なん ぞの古 息い 字 を 

連聯 して くれて は 困る。 

此問经 りし 名の 書附 は、 本校 教師で、 縛の 先生 (美術 學校 生徒) で 柔道 は 二 段と い ふ 武士 の やうな 品行 端正 

の 男で 子の 前途 を 思ひ此 入に 命令して か \ せ、 その 夜 牛肉で ノ マして 祝うた のじ や。 

何れ に し て も 今から 變 へる の は ィケン >/^。 別った か/二月 十九 日夜 〔以下 切れて なし〕 

二 七 七 〔二月 二十 三日 千 葉 縣成田 町より 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

M 民の 「小鳥の 巢」 讀んで くれて ゐ るか。 批評 如何、 兄から 何 かきかん とセィ がない。 東京で は ヤンく 

評判 じ やが 小生 は 曰々 苦しい。 やせた く。 さびしい から 千 葉に 出張 〇〇〇 ばかり だ。 月に ッ ワイ フン デル 

ト、 ゥン ド.、 ヒ ユン フチ ッヒが 足り ァ しない。 苦しい/ \。  二月 二十 二日 

二 七 八 〔三月 十九 R 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小吉誼 小せ" 璺隆へ (はがき)〕 

度々 御手 紙 難 有う。 昨日の 御注意 は 今後 改める。 但し 二十 四囘 まで S り濟 にっき それが 出る まで は 我慢し 

て くれ。」 一向 進行し ない。 疲 勞の體 だ。 家庭の 事件で 犬に 勞れ た。 目下 憂鬱 病。 酒 もの まれん。 而し、 も 

う 少しから ださへ 出来れば どし くかく、 東が 上京したら 知らせて 下さい。 三月 十九 日 

二 七 九 〔三月 二十 八 n: 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

東 兄に も會 ひたく 一  寸 上京 せんと 思へ ど、 此頃 少しも 作が 進行せ ず 追 はれ 拔 くので 動け ない。 大變 だく。 

二十 六日 は 昨年 目の 一週 忌 二十 七日 入院。 二十 八日 豐隆子 御來駕 かと， 記憶す る。 小說 子供の 着物の かいて あ 

つた 日の 分、 小生 自 からで は ニナ ニ囘中 一番 得意の ー囘 だ。 その外 は 自信家 も 少しも 自慢し 得ない。 文章の 
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方氣 をつ ける。 而し 恐れくて 窮屈 だ。 借財 山積。 門外 一 步も不 出。 草 平氏より いろく 忠告 感謝よ ろしく。 

二八 0  〔四月 六： n 千 葉 縣成田 町より 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ (はがき)〕 

拜啓小 母の 依頼に より 小包 發途 いたし 候に つき 御 受取 被 下 度 候い つかの 寫眞も 在中、 あの 當時は 少し さし 

つか へ あり たれ ど 目下 はもう 妻帶 しても 宜敷 候に つき 御 序の 時 御 聞き合せ 置 被 下 度 候麗吉 どの は 生長 如何、 

オヤ ヂの よろこ. び 目に 見え 候 その内 三人で 寫眞 をう つし 御 達り 被 下 度 候、 それから 小 供の ひとりで 日記の か 

ける まで は、 お母さん 代りて 重要な 事 だけ 御 記し 置きな され 候 やう 御す \ め 申 候 小鳥の 巢 毎日よ まれ 候 や 苦 

心いた し 候 頓首 四月 六日 

二八 I  〔四月 二十 二 日 千 葉 縣成田 町より 東京 市 本！？ 區森川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

健康 續 かぬ 故 當地 を辭 職し 漂浪 生活に 入らん かと 考へ迷 ふ。 どうも 睡眠不足が 三 ヶ月 以上で 困難 だ。 東 は 

フラウ H ンシ ュ -1 レを よした 由。 小生に くれず や。 目下 筆 を とらず。 就床 中。」 た し 小鳥 は 犬に 發展 させ 

るつ もり 也。 デ イス イリ ュ ー ジ ヤン は 後に なって 了解 出来る。 燕 流の 筆法で 長篇 はか けん。 以上。 小生の 女 

性對の 心理 は 御 批評 如何 四月 二十 二日 

二八 二  〔四月 二十 八日 東京 巿本鄕 E 森 川 町 小 吉館小 宫畳隆 へ (はがき)〕 

昨夜の 亂暴を あやまる。 何だか ム 力く したの だ。 よく 考 へて 見る と、 自分が 任務 を 忘れて 酒 をのみ 過して 

ものが かけない ため、 その 自己に 對 する 憤り を 外へ かけた の だ。 ャ カン をな げたね。 ャ カン こそい.^ 迷惑 だ。 

小吉 館へ も あやまって くれ。 あれから 宿屋 を 叩き起し てはいり、 徹夜して かく。 大弱り。 今と にかく ー囘出 

来る。 三重 吉はバ 力で ある。 許して くれよ。 二十 八日 朝 七 時半 
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二八 一一- L 五月 六 H 千 葉 縣成田 町より 東京 市本鄉 -51 "森 川 町小吉 誼小宮 豐隆. 東 新へ (はがき)〕 

色々 御 心配 かけ 申 候 學校は 昨日 附 休職" 休職 中 lis の 俸給 は辭 退。 御 の 意志に て 引き とめられし 由 こ 

て 候。 代理の 教師 は ヤメに て、 內 輪に て補缺 する 由に て 候 右 迄 六日 

二八 四 〔五月 八 H 千 葉縣成 S 町よ リ 京 市 本鄕^ 森 川 町小吉 館小宮 ii^sl へ (はがき)〕 

近頃 頭が いた い の で每 S 小說が メ チ ャだ、 原稿紙が また なくなった から 御 面倒 だが 接つ て くれない か、 (十 

r  二 TJ. 子 詰) 大急、 目下 ゲルが 力 イン だから そこん とこ をよ ろしく。 昨 曰は學 校の 運動 會で 二等賞 を 二度 

二八 五 〔五月 十 H 千 葉 縣成田 町よ リ 來京 市本鄕 tel 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

原稿紙 着。 恐縮。 當分 あれで 間に合 ふ。 貧窮。 不健康。」 三 田 文學來 る。 つまらな 、， ね。 可 だか ス バレ 0 

原稿の 暦で 作った 維 誌の やう だ。 如何。 草 平 、東に よろしく。 五月 十日 

二八 六 〔五月 十三 H 千 葉 縣成田 町より 來京市 下 谷區西 門 町 廣集館 鈴 木 周 作へ (はがき)〕 

拜啓 先日 は 飛んだ 失禮 をいた し 候 重々 御 わび 申 上 候扱辭 任の 一件、 其 後に 至りて 學 校より 小說脫 稿まで 休 

職に して 九月より 再 動の 事 を 提案され これまでの 義理と して 無下に 担絕も 出来ず 且つ 小生に 危險も 少なき 

折角の 決心 を飜 して 右の 提案に 服し 申 候御瞎 にて また 一 兩年は 泥足 も 洗へ ず 候 下 極貧、 「wg 泉」 ましく 林し 

く 候 先 は 右 御 報知 迄 早々 頓首 五月 十一 日  ( i 

二八 七 〔五月 二十 八日 千 葉縣成 £ 町より 束 京 巿本鄉 -KI 森 川 町 小 吉敏小 宫豐隆 へ (はがき)〕 
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近狀 如何。 淋しい から 會 ひたい。 每日 頭が いたい。 どこか 閑靜な 所へ 行って かきたい がゲ ルドがない。 ゲ 

ルドが ほしい。 萬 千 子が 容易に 登場し ないから 小生 も 自分で 返く つ だ。 五月 二十 五日 深夜 

二  <<  〔六月 三 H 千 葉縣成 S 町よ リ 廣島驟 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜啓 町長 御 多忙の 由 小生 は國民 紙上に 連載の 小 說に追 はれ 目下 學校 休職 中。 毎日 圖書 館の 三階に 籠り 執筆、 

九月まで 續く。 一月よりの 勞働 にっき 大分 弱った。 時 々〇〇〇。 變化 なし。 起きても 寐ても 作の 事ば かり 也。 

國民は ハヤ リツ 子 を か \ へたつ もりで 優待して ゐる。 先日 は 社費に て 三日間 新橋、 新 富 町、 築地と： 連。 菊 

五郎 ゃ勘彌 なんか を 呼んで 座 をた すける とい ふ 始末に てィサ 、 カ氣に 入りたり。 自作の 唄、 「小鳥の 巢」 をよ 

みこみて 唄 ふ。 

本て うし (ャ リサ ビ) 

「古 巢はサ ビても 小鳥 は 通 ふ。 昔 わすれぬ 屋根の 下」 

右 迄 .  ， 

加 計 大兄 六月 三日  三 重 吉 

八八ム によろ しく 

二八 九 〔七月 二十 二日 千 葉 縣成田 町より 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

まだ 東京に ゐ るか。 一寸見 S りに 出たい が 原稿と g.el. との 都合で 動け ない。 早く 歸 つて 來 いよ。 九州 迄 

はなれられて は 淋しい。 暑くて 癇續 ばかり 起きる。 兄 は歸鄉 して、 涼しい 所で 謠 をうた ふだら うと 思 ふ。 靑 

木 も 明日 出立す る。 山中 日く らし 鳴く。 

草 平、 東 二 氏に よろしく。 
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二 九 o  〔八月 二日 千 葉 驟成田 町より 福岡驟 京都 郡 舉川村 小 宮璺隆 へ〕 

拜啓黑 い 蝶々 は 暑さう だね。 卷 舌で 大 に謠 ひを謠 つて 母上 等 を 感嘆 させて ゐる の だら うと 存候。 小說 ^,1 百 

十三 囘ま でかい た 。 面白く も 何 ともない。 困った 事 はいつ まで もねば つて 十月まで 位 はか、 りさう だから 堪 

ら ない。 牛肉が 食 ひたい。 此 十日ば かり は餘？ も來 ないから 毎日 胡瓜ば かり 食って ゐる。 青木 も 何も みんな 

ゐ ない。 たヾ 庭に 草花 だけが 豐か である。 いろくな 花が 入り 替り くさくよ。 オイ ー鏖 二人が 揃 ひの 浴衣 

かなん かで 京都 a の 小 二階で チビ リく やなの はいつ の 代の 事 だら うね。 少し 金で も 盗み出して 来ん かい。 

かう 貧乏 ぢゃ たまらない。 おれ は大學 なんか へ はいらないで 金もうけ を すれば よかった。 

女が ほしくて たまらない。 コンペ ンシ ョナル な 意味で すら 欲しくな つた。 今 蚊帳 をた、 むの がいやに なつ 

て 、 井戸ば たから 歸 ると はづ しかけた 蚊屋 の 上に 寐 ころん で 犬に 或 物 を 憧憬し た。 足下 を 掘 つ た つ て 泉な ん 

か 出 やしない。 米屋が 脅かしに 来る 世の中 だ。 貴公 妻 君の 問題 を 持ち出され はしない か。 〇〇〇 如何 誠惶 

謹^ 一目 

小宮 大兄 七月 三十 一日  三重 士  口 

二 九 I  〔八月 二十日 千 葉 縣成田 町より 福岡縣 京都 都 犀 川 村小宫 豊墜へ (はがき) J 

いつ 上京す る豫 定かね。 おれ は 九月から また 學 校と 兩 方になる の だ。 今日で 百 三十 囘迄 達った。 百 二十 六 

囘 まで 掲載され てゐ る。 もう 四十 囘 はか X ねばならん。 少しも 面白くない。 昨夜 不眠で ね。 今朝から ぼん や 

りして 柱に もたれて ゐる所 だ。 こちら は每曰 寒い よ。 秋の 最中の やう だ。 先生 は 伊豆で 御 病 氣の容 子 だ。 奥 

さん も 出かけて ゐる らしい。」 近時 久しく 〇〇〇 ない。 00〇 も 時々 なやむ が 跡 二三 日 書 けんから 謹んで ゐ 

る。 いろんなた V りで 金が 入り 原稿料 をせ しめても やつば り窮々 だ。 とにかく 早くよ したい" 
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一 一九二  〔八月 三十 一日 靜岡縣 修善寺 新 井 方よ リ 千 葉 縣成田 中 學校靑 木 建 作へ (檢 はがき)〕 

拜啓も 早 御歸來 と存候 小生 は 先生の 危篤の 報ぶ 愕 いて 廿六 日來 着もう 大丈夫に て 候 ま 、近日 歸 成の つもり 

にて 候 大塚保 治さん と 大兄の 話 をいた し 候 作の 方 く 進行せ ず 宅も氣 にか \ り 候 八月 卅 一日 三重 吉 

ニー 〔三重 吉と 著名した、 モの 「三」 の 意〕 の 字の 右上の 三階の 左の 一間に ゐ ます こんな 所 は 一人で コ ンメ 

ル所ぢ やない よ。 

二 九 三 〔九月 十二 H 千 葉 縣成田 町より 靜岡 驟修善 寺菊屋 本店 夏 目 氣付小 宫豐隆 へ〕 

拜 啓/紙が ないから 此樣な 反古へ 書く。 先生の 御容 S は 一昨 曰 朝日 を 取 寄せて 讀ん だ。 電報 を 出した が 返 

事が なかつ たね。 あれ は あの 日 フ ィと 先生が また 惡く なられた やうな ァ- ヌング に 襲 はれて 不安だった の だ、 

兄 はいつ まで 滞在 か、 小生 歸來後 健康す ぐれず 閉口して ゐる。 學校は 一 日出 勤した ぎりで 今日まで 休んで ゐ 

る。 修 6： 寺 着 の 日の 前後 四 日間 不眠症 に 罹 つ て ゐた の が崇 つたら しい。 あちらに ゐる時 は みんなが ゐる ため 

に まぎれて 興奮して ゐ たの だが、 田舍へ かへ つて 寂寞の 中には ひ. ると 一時に 疲れが 出た。 小生のう ちに は 色 

々花が さく。 先生の 枕 もとに さして 上げれば い \ のにと 思 ふ。 坂. 1^ さん はま だ 滞在して ゐ るか。 今日は 一向 

書 けん。 修禪 寺の 事 を 思ひ續 ける。 ゲマ ー リンの 話 をしたら ゥチの 小 母 は淚を こぼして ゐた。 先生 を氣 のど 

くに 思 ふの だら う。 淚の 理由 は 聞かなん だが、 その 瞬間に ゥチの 小 母の 方が 上等 だと 思った。 寺から メ ー テ 

ル リンクの Klue  wird とい ふ dl.amLl を 達って 來た。 豚 や 犬が セリフ を 使って ゐる やう だから 驚いた。 あ 

んな 芝居が 眞 面目に 見られる だら うかね。 小生 は 千代 蘇の シャツ を 着た 凰 を 連想して 可笑しく なった。 讀む 

氣 がしない。」 さびしい から ハガキ でも くれよ。 以上 

蓬 里雨漾 十二 日  ニー  重吉 
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二 九 四 〔十月 九日 千 葉縣成 £ 町より 牛 込" 區夏 目方 小宫 嵐亇險 • 森 田 米松 • 坂 元三 郞へ (はがき)〕 

御手 紙 難 有う 一 々返事 を 出さな いのは 許して 下さい。 先生 御歸 京の 日に は 必ず 新橋へ 共に 御 出迎可 申候此 

五六 日 ひどく 神 衰弱に なやみ 閉口 小說 はい \ 加減で やめて 了 ふつ もりです。 

ノン. ノン 一一 ー は トル コ の 乙女 を やり 損じた 御 笑 ひの 御 事と 存候 敬具 

二 九 五 〔十月 二十 四 n 千 葉縣成 S 町よ リ 東京 市 本 鄉厘森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

一向 落ちつかない。 芝居で も 見たい。 何 かしたい。 そのく せ 疲れ切って ゐる。 ぐぢ やくに ちらかした 書 

齋に ごろん と 寢てゐ る 十月 二十 三日 

二 九 六 〔十一月 十一：：： 千 葉 贩成田 町より 東京 市本鄉 te; 森 川 町 小 吉館小 宫登隆 へ〕 

變 つた 事 はない か。 先生の 容體 はどう だ。 フランス を やって ゐられ ると いふ 事 だけ 東から 聞いた。 朝日に 

出た 文 は 面白かった。 先生 は あ、 いふ ものが 甘い ね。 何となく しんみりさせる。.」 此 ちらの 村 はもう 霜が ふ 

るよ。 邸 內の白 田の もの は みんな 枯れ て 唐辛子ば かり 赤くな つて ゐる。 祖母 は 日向 を 求めて はむしろ をし いて 

座って ゐる。 可愛 想で ある。 まだ 成 田の 家が 出来ん。 毎日 學 校へ-の 往復に 困る。 先月から 生徒の 喇叭手 を 十 

名 設けて 佐 倉の 兵士が 敎 へに 来る。 わし も 一所に 習って 吹いて ゐる。 はじめ、 喇叭 は 小 使の する 事 だなん て 

ィャ がった ものが あるから 身 を 以て 率 ゐられ たの だが、 時々 搦 りで バ 力な ォレ だと 思 ふ。 意地で 仕方がない „ 

敎 頭が 喇 を 吹く 學校は 天下に あるまい ね。 吹かないで トボく 村へ かへ る 日 はさび しい。 ベ ー スボ ー ルも 

習 ふ。 靑木は 甘い よ 0J いつまで 立っても 借金が 癒えなくて クシ ャ /\ し てィャ になって 了った。 目が 一 つ 

しかない 女で も 辛 棒す るから 一 萬圓 ぐ. ぃゐ 持って来る 力 、を 貰 はう かと S 心 ふ 日 も あるよ。 例の 一 張羅の 洋服 

はもう 穴 だらけに な つ て 吾れ ながら 見す ぼら しい。 このま \ で此穴 だらけ 氏 を 一着して いつまでも イット、 
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ィ ズを脫 する 事が 出来ない ので はない かと 思 ふと 心細くなる。 日々 興味の 中心がない。 學 校から か へれば 新 

ぶん を 出して 小鳥の 巢を 切って ゐる。 岡 田と いふ 人 は 大變な 三重 吉崇拜 家で ある。 不安で なくば 校正 を 引き 

うける から 短篇 物 を 集めて 出して くれろ、 小鳥の 巢も 出せと いふ。 氏 は 今頃 は 手が どうかな つて 手紙に 筆が 

とれん の ださう だ。 昨日 は 播州 山 崎 町と いふ、 お 菊の 幽靈 と與 一 兵衞が 同居した やうな 名前の 所から 未知の 

崇拜 者が 現 はれて 手紙 をよ こした。 此男は 三重 吉會 とい ふの を 設けて 集會し 小生の 作 を 何度と なく 讀 むの だ 

さう だ。 驚いた ね。 こんなの が 千 名程ゐ ないかな ァ。 そうすれ ァ 小生 自費出版で 本 を 作って 買 はせ て やら ァ。 

そうなる と 洋服 も 買へ るし ね、 東京へ も 土曜く に 出ら ァ。 時々 兄の 所へ 行きたくて たまらん。 いっそ 東京 

へ移轉 して 右の 千 名 を 相手に して くらす かな ァ。 こんな 事を考 へる。 /時々 ハガキ でもく れいよ。 

豐隆樣 十一月 八日 夜  三 重 吉 

高濱 氏が わざく 一  月號の 原稿 をた のみに 出馬され た。 引受け はした もの & 何も かけさう にないから 苦悶 

中で ある。 兄 も 何 かか &ん かな ァ。 草 平に 短篇 をす \ め 進へ。 是非 何 かの 一 月號に 出させろ よ。 

二 九 七. 〔十一月 十八 H 千 葉 繇成田 町よ リ 東京 巿本鄕 區森川 町 柳 瀬 方小宫 隆へ； 一 

近来 一寸 も 便り を 聞かない が 御變り はない か。 何だか 兄の 事が 氣 にか X る。 風で も 引いて 寐てゐ るので は 

ないか。 大 塚さん と修善 寺で 散歩した 事を考 へる と此 度の 不幸が 氣の毒 だから 悔みの 手紙 を 出した。 草 平 は 

頑健 か。 東 はどうして ゐる。 今夜 は 風が はげしい。 此 邊は關 東で 有名な 寒い 所ぢ やさう である。 大 利根 を 吹 

きぬけの 北風が 強い。 早く 成 田の 家へ 越したい がま だ 普請が 整 はん。 今 火鉢の 灰 を ほじく り 乍ら 友戀 しい 感 

に 襲 はれて ゐた所 だ。 どうかして 東京へ 出たい よ。 ホト 、ギス の小說 はま だ 出来ん。 種がなくて 弱った。 敎 

員 を やめて 大 堕落 大 零落 をす るか 大金 持に なって 勝手な 事 を やり ちらかす かしなければ もう 種がない。 これ 

で 生涯 を 終るなら、 死ぬ るまで これと い ふ 作 を 出す 事 は 出来さう にない。 なぜ 小說 のかき た い 人間に な つ た 

のかと 思 ふ。 此間 〇〇 氏が ife を つれて 成 田の 見物に 來てゐ たのと 出く はした。 あの 太將 見たい な 單純氏 


も氣樂 だら うな。 沒 常識な ッラ をして ゐる くせに 力 、 ァ だけ は、 やせ 形な 口 マン チックな 東北 タイプの 少し 

は拜 める 奴を携 へて ゐ る。」 いづこ も 同じ かしらん が此頃 金がなくて 二 ヒ リス チックに. なって ゐる。 村 は 現 

金拂 ひだ か ら菜も 酒 も 買 へん わい。 こ んな 時に 下宿 は 便利 だ ぜと小 母 に 話 して 壺の 砂糖 をな め る 。 小 母は臺 

所の 障子 を 古新聞で 張って らァ。 左樣 なら。 

豐隆樣 十一月 十七 日夜  三 重 吉 

草 平氏 東 氏 によろ し く 御 鳳 聲を乞 ふ 。 

二 九 八 〔十二月 二 H 千 葉 縣成田 町よ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ〕 

拜啓此 間 はどう もす まなかった。 おば ァ さん へ 菓子 をい ろく かって 来て やったら 大 に悅ん だよ。 小 母 か 

ら禮狀 を 出す なんて ゐっ てた から ョ セ と 言って 置いた。 

とうとう 伊豫 紋君を 論ずる ね。 小生に は 言責 も あるし、 且つ ェキ ゾチッ ク 等の ッ ラ ァ テに 是非 出席すべき 

所 だが、 此 間の 風で 昨日まで ぶらくして ゐて ホト、 ギス の小說 がま だ 一枚 も かいてない。 興味 ものらん し 

机に 向 ふと 一行 かいて はィャ になる。 闲 つた。 イラく する。 東京へ 出る と 二日 はつ ぶれる しね。 それにい 

くら 當 日の 花形 役者 だって 一文 もない。 此 手紙 を £ す 切手 も靑 木に 貼って もらって 出す 積り だとい ふ 有樣。 

五 圓の會 費で も 往復す ベて 十圓 いる。 闲 つた。 そこで 今度 はク ヤシ ィ ながら 缺 席したい が 何 分 特別 の 詮議 を 

以て 御 許しに 预 りたい ね。 右 嘆願。 紙がない から やめ 

豐隆樣 十一月 三十日 夜  三 重 吉 

二 九九 〔十二月 十九 R 千 葉縣成 £ 町よ リ 来 京 市本鄉 te; 森 川 町 柳 瀬 方 小宮皿 ^ 隆へ〕 

昨日 は 御迷惑 を かけて すまなんだ 每度 失敬ば かりして 心苦しい。 口 ァ. ゾ —はいろ く 直して 見た が 力 及ば 

ず揭載 見合せ とい ふ 電報に 接した。 虚子 にも 氣の毒 だが、 小生 もがつ か した。 終りの 三日 問殆 んど寐 なか 
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つた セィ で餘 計に が つかりして ぐちゃく に 散らかし た 室内 に 倒れて ぐ つ た りして ゐ るよ。 五 十圓 取り損な 

つたの も 苦しい。 ァ、 くだ。 / 卷 紙がない から 失敬す る 

小宮樣 十八 日  三 重 吉 

三 00  〔十二月 三十 1H 千 葉 縣成田 町より 福 岡 縣京屬 郡 犀 川 村 小 宫豊隆 へ〕 

二十 五日 出御 はがき 只今 着。 その後 何ともお 便りな き 故 ま だ 御 在京 かと 思って 見たり して ゐた。 ど す黑 い 

鳥が 來 ると かりで 外の 事が かいてな いのは 物足りない。 結婚 はすんだ のか。 それとも 年が あけて からか。 

うちの 祖母 は 兄の ために 安心 だく 目出度い くと 言って よろこんで ゐる。 その反面に は 小生に まだ 女房が 

ない の を 悲しんで ゐ るの はいふまで もない。」 結婚の 事に ついては 別に 申 上げる 事 もない が、 先年 約^した 

出勤簿 だけ は 忘れるな。 おれ も 力、 を 得たら 出勤簿 を 作る から。 い、 かい。 

ロア ゾ ー 氏 は 中央 公論の 猪 蔭が 惡 い と ころ だけ 刪れば 大丈夫 だ し且 つ それによ つ て 作の 價値 にも 動 搖は來 

さんから 「小生 (猪 氏) に 直させて、 ー應 見て くれた 上で 載せたい。」 と 申して 来た。 よろしく 賴む。 どうな 

りと 直せと 申した。 もう 破れ かぶれ だから 猪 蔭で も 鹿 蔭で も 犬 蔭で もい、 さ。 直して カネに さへ 化さば 澤山 

だァ な。 

但し あてに して ゐた 年末の 收 入がない ので 闲っ たさ。 中央 は 二月 號に 出る の だら、 つから 今 金 はく れん。 從 

つて 大兄に 結婚の 御 祝， もや れん。 これ は 少し 待って くれ。 先生に 小鳥の 巢を 引受けて くれる 本屋が 見當ら 

な いからと て賴ん だら 春陽 堂に 話して くれられた。 あの ま X で は 大部で 高價な 本になる の で 困る。 出版界の 

景氣が 持ち直る の を 待って こちら か ら御 相談 申し まし やうと いふ 春陽 君 の 挨拶 だ 。 甘く にげられた やうで 心 

細い。 短篇 集 は 殺 山 氏， に 話した。 

節 期に は 百 八十 圓 なくて は 治まらな い 所 n ァゾ ー で 五 十圓 あて が はづ れ或借 入所から 来る 五 十圓も あて が 

は づれ靑 くな つて シケ てゐ たと ころ、 ロア. ゾ， -揭載 停止 年末 困却の 段 御前 さまのお 耳に 達し、 年末 賞 與の名 
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義 にて ハ十圓 くれた。 青木 は八圓 校長 氏 は 二十 圓也。 御蔭で 助かった が、 まだ 拂 ひが 足りん。 ナユど 3- りぬ 

所へ は 太將自 からこと はりに 步 かれ やっと 諸方の 事 落着。 小 母に 一 月の 小 侦五圓 わたし 囊中 七十 錢 1 る。 こ 

れ にて ブタを 買 ひ 村より 通學 する 乾 兒從卒 總勢ニ 名 を 招待し 晚 サン を やる 事に した。 只今 一里の 町へ 二 名が 

七十 錢 持って 酒と ブタ 氏を賈 ひに 行った 所 だ。 もう 日 もッッ プリ くれた。 兄と 話し をす る 一 ほに なって 七戶氏 

を かく。 来年 は 少し 金 をと りたい。 金に 限る。 太陽が 二度目に また 依頓 して 来たから 引受けた。 これ か、 よ 

娼妓に なった つもりで どんな 御 客で も 引き受けて 賣る つもり だ。 いつ 上京す るか。 東京に ゐる きへば 可；^ 

て もな、 力 力お にゐ ると S ゃュと 淋しい。 けれども 小鳥の 巢を かく 夏に はなれて ゐた 堅さび しく よよ 、 。 ^田 

の 家 は 一 月 中旬でなくて はは ひれん。 その 頃に は 口 ァゾ ， の 原稿料が 取れる だら え キ レ ィ なや 家 だから 

是非 一日の 閑 を さいて 泊り に 来て 貰 ひたいね。 此 手紙が 大兄の 手に 落ちる 時にはもう 王 月 だら うから 今 か』 

謹賀新年 を 申して 置かう。 左樣 なら  ぶ 

豐隆樣 J  二十 九日 夕  三 重 吉 

乍 末筆 御 祖母 樣御 母上 樣に よろしく 申して くれよ。 うちの 祖母 や 小 母の 事が 今夜 かわい さう だ。 老人 こよ 

くして やらん とィケ ない と K ふ。  . 
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三 0  1  〔一月 1H 千 葉 縣成田 町よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

賀正 一月 一日 

正月の ホト、 ギスに 二百 枚ば かり かいた ものが 風俗 問題で 掲載 中止と なった のでが つかりした。 二月の. P 

央公 論に 轉載、 同月 太陽へ も 一 つ 出る。 年 三十、 まだ 無 妻、 always 贫乏 也、 

一二  0  二  〔一月 二十  一 H 千 葉縣成 E 町より 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉航小 宫璺隆 へ〕 

拜 啓御歸 りの 由。 出勤簿の 統計 を 知り 度 候。 さて こっち は學 校に ストライキ を やり 出し 二 年 紐 以上 一昨日 

より 同盟休校して ゐる。 原因 は 五 年に 三 四 人、 小生の 點の 零なる もの あり、 ャケで 以て 五 年 を 纏 動し 採點の 

不當をなら^^のだ。 さう して 小生 等 四 人の 教員 を 出さう とい ふの だ。 全校 を 放校に する つもり だが、 寺で. H 

許さん らしい から 結局 は 運 公と 小生と が 引退す る 事になる だら う。 寺で とめた つて、 生徒 を 放校し ない 以上 

は もう 御免 だ。 東京へ 出て 何 か、 もぐって 食 はう。 い.^  口で も あったら 探しと いて くれよ。 折角 成 W の 新 

宅 竣成し 二十 五日に は移轉 する が、 長く は 住めん。 こんな、 遁げ出した りする 時に、 家族と 土地の 借金と に 

は闲 るよ。」 校の 內 部に 野心家 ありて 生徒 を 煽動した 形跡 あり。 そぃっもゃ9^-ぃ片附けて退却する。 

豐隆樣 一月 二十 一日  三 . 重 吉 

いっか 東京で 〇〇〇〇 ね、 ゲル ドを 兄に もらって。 あれ 以来 〇〇〇〇〇〇 だ。 大に贵 公 を 羨んだ ぜ。 

三 0三 〔一月 三十 1H 千 葉 縣成田 町 成 田中學 校より 東京 市本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宫豊隆 へ〕 


拜 啓/上京 後の 消息 を 聞かし 給へ。 小生 は 明 後 二日、 七 ヶ月 住んだ 村 を 引上げて 成 田に 移る。 家賃 十月に 

は少々 脅された。 家 は 新築で 一寸 乙 だよ。 やって来て くれよ。 ストライキ は 生徒の 不成功に 終る のが 原則 だ。 

一 同 謝罪 復校。 しかし 人氣 政策にば かり 囚 へられた 和尙は 生徒 を 一 名 も 罰し 得ない。 そんなら 己れ を 切れと 

言っても 當分辭 職 は 許さん とい ふ。 許す と 生徒の 意見が 貫徹した のと 同樣の 結果に 落ちて マヅ いとい ふの だ。 

これ は 同感で ある。 しかし どうも タザで ストライキ を やらして 懲罰が な いのはい ま/ \» しい。 い、 口が あつ 

たら、 その内 どこかへ 移轉 する。 東京で 三十 圓 だけの 固定 收 入が あれば アト は 一 つ 書いて 食 はう かと も 思 ふ。 

こんな キッ カケか ら冒險 でもせ ねば い つ まで も 作者と して 立て さう にな い。 それとも 高等 學校 位の 學 校なら 

九州へ でも 行く が、 だれか 世話して くれる もの はない かな ァ。 ァ ー くだ。 東京に 少しで も 取れる 口が あつ 

たら 世話して くれん か。 會ふ 人に 頼ん どいて くれよ。 何んでも する。 番頭で も 何んでも よい。」 太陽へ 「烏」 

とい ふの を かいた。 二月 號へ 出る と 思 ふ。 まづ い。 ロア ゾ ー は 猪淫の 野郎 あれぎ り 何とも 不申。 小鳥の 巢の 

出版 は、 先生の 世話で 春陽 堂へ かけ 合って 貰った が 駄目。 籾 山 も 謝絶した。 虛 子が  一 二 軒 運動して やる と 言 

つたが、 どうな つた やら。 折角の もの を 持ちぐ され はチ 小い ま/ \- しい。 こいつ もァ 1/\ だ。 イソお にジ 

1 ベ ン へ 行ったら 小生の をフリ ー セン させぬ やうお 神に 申 付けて 置いて 貰って くれ。 金が ほしいく く。 

頓首 

豐 隆 樣 三十 一日  三重 吉 

三 0 四 〔二月 六 rr 千 葉縣成 £ 町 成 W 中學 校よ リ 東京 市本鄕 -511 森 川 町 柳 瀬 方小宮 S 降へ〕 

拜啓 二日に 成 田の 町へ 移った。 中々 洒落れ た 家で ある。 祭の 日に 来て くれる 害だった 由。 それが 虎の子の 

災難 を 聞く と いかにも 殘念 だから、 電報 爲替 でも 達れば い、 のにと もじく したが、 こっちに も 一文な しで 

どうす る 事 も 出来ん。 つまらな いな ァと 思った。 幻の 一件 御 同感に 堪えん。 おれ もい つまで たっても その 點 

で 生 甲斐がない と 思 ふよ。 此 間から いろく  wife の 口が か \ るが、 一面に 於て は wife を 持つ の は 苦痛と 
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束縛 だ。 今 持つ にも 金がない からだめ だ。 每日、 借金で 脅されつ \ 不快な 日 を 達って ゐる。 どうかして 挽 

したいと 思 ふ。」 己 は 〇0 だ。 〇〇〇〇〇〇 たまらん。 〇〇〇〇 からだの 強弱に 由る ので はない。 性 さ， - 習 

慣さ 0 

二月の 小 說評を か、 れる 由。 小生 太陽に 一 烏」 とい ふの を 出した。 貴公に やっつけられ るかと 怖れて ゐ る。 

そのうち 太平の 虎の 春 を 得 一」 一 ばんと まりに 來 ておくれよ。 あた \ かい 日が よい。 

ス ト ライ キは 生徒 全部 を 放校 さすつ もりのと ころ 寺が 駄目で、 ぐず くにすんだ の はい ま/、、 しい" 久し 

ぶりで 「つね」 の 名 を 聞き 平の 屋 でのみ たくな つた。 中學の 先生 はどうで も 早く やめて 東京に 出たい。 會社 

員に でもなら うかと 思 ふ。 如何。 

豐 隆 樣 二月 六日  三 重 吉 

三 0 五 〔二月 十六 H 千 葉驟成 £ 町より 東京 市本鄉 a: 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ〕 

十六 日夜 三時 半、 ロア ゾ ー の 再校 を 終った。 つとめす る 身の はかな さは、 每曰 夕刻まで 學 校の 事務 を 執り" 

ひまがない。 今 下女 を 起して 酒 を 出させて 飮 みつ k、 晝に 得た る 兄の はがき を 再び 讀む" 一 遊弋 成功 大賀奉 

る r 金彌 氏の 寫眞を 小 母に 見せた。」 時計 安心。， 一 おつね さん 戀 し。」 髯 さびし。」 もう 風 直りて 御 執筆 

を 祈る。」 その内 ぜひく 御 来遊 を 乞 ふ。」 

豐隆樣 二月 十六 日  一二 重 士ロ 

三 0 六 〔二月 二十 二日 千 葉 縣成田 町より 束 京 市 本 鄉區森 川 町 小吉館 小.！？ C 豊隆へ (はがき ご 

風 は 直った か。 おれ はヒ ドク 神 經 衰弱に なやまされて ゐる。 お 種さん が 手拭 を くれたが ま だ 禮狀も 出 さ ん - 

會 つたら よろしく 言って くれ。 草 平が 下らぬ 烏 を 評して くれたの も禮を 言って くれよ。 債鬼 橫暴、 这 に高濱 

氏に， トライ シッヒ 失敬した よ。 それ はい- -が 頭が いたくて かけさう にもない。 東洋 城 上京の 由。 オヤ ヂ 博士 
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に なられた のう。 二月 二十 二 曰 

三 0 七 U 一月 二十 七日 東京 市 本 鄕區森 川 町 柳 瀬 方 小 宫璺隆 へ (繪 はがき)〕 

寫眞 落手、 三重 吉も、 あれで 見る といよ く田舍 くさい 男に なった と、 つくぐ ィャ になった。 おまけに 

トロン コ 目に 寫 つて ゐる。 豐隆も 何だか あれ はよ くない。 来月の 中央 公論が イラく 待 たれる。 小 供の やう 

に 待つ。 新 小說は 出たら 達って くれぬ か。 

これから 毎月の 小說 をす つくりよ む やうに つとめる。 獨逸 語の 暗， 記の 力 ー ドがニ 千 枚に なった。 每日コ ッ 

リノ \ゃ つて ゐ る。 寂寥。 お \ われ あ われ. だ。 二月 二十 六日 

三 0 八 〔二月 二十 八 H 千 葉 縣成田 町よ リ ^京 市本鄉 K 森 川 町 柳 瀬 方 小お 覺隆 へ〕 

四 圓爲替 封入、 御 面倒 恐 入り だが、 イソ ムラ 公に 願って ジ ー ベ ンの事 をよ くして もらって くれ 〔ら れ〕 たい， „ 

今月で フリ I センさせる とい ふので 恐れて ゐる。 

高濱 への 小說 はま だ 出来ん。 每日 頭が いたくて 昧氣 ない。 パンの 會 でも センべ ィの會 でもい， - から、 飛び 

出して さわいで 見たい。 

久 子仙臺 によめ 入り。 それ を 達った か へ りに 彼の 母が 立ちより 滞在して ゐる。 

三月 三日 は 小鳥の 巢の 命日。 去年の 今頃 は 死物 狂だった。 

先生 は 退院され た 事と 思 ふ。 * 

越後の 方の 新聞 奴が 「雪の 句」 を くれろ とい ふ。 田舍 新聞に 胄を脫 ぐの も殘念 だから、 へッべ ル 式に 大に 

納まり 返り 左の 一句 を 達った。 ハ、、 。 . 

窓に 出す 赤き 鸚鵜ゃ 雪 解く る 

豐隆樣 二月 二十 八日  三 重 吉 . 
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寫眞は 早速 石 井に 一枚 達った。 

三 0 九 〔三月  一 H 千 葉縣成 3 町よ リ 東京 市 本榔. 51； 森 川 町 柳 瀬 方小宮 息 3； 隆へ〕 

ま たづう くしい 御 願た が 今日 平野 家 奴が ッケ をよ こしゃ ァ がっての。 尤、 おれが よこせと 言 つ た か ら だ 

けれども。 困つ ちゃった。 三重 吉 たる もの 平野 家に 對 して は 早く 拂 はんと 幅が きかん。 貴兄 をせ ぶる のは氣 

の 毒 だが どうか 工面して 三 四日の 内に 拂 つてく れんか。 郵便で もよ ろしい。 ャット seven の 工面 をして ホ 

ット したら こんど はこい つ だ。 一 時 は 天下の 三重 吉と號 された がかうな つて は少々 いけん。 (御 都合 あしけ 

れば その 旨 御 返事 被 下 度 候) ホト 、ギス の 豫吿を 見たら 豐隆 ばかり か 次郞、 能 成 もや るんだ なァ。 そこへ 草 

平 も 出る。 草 平 は ホト、 ギ スに對 して は 初見 參だ。 これらの 人々 の 中に 伍して このいたい 此 頃の 頭で、 今 か 

ら種 をし ぼり 出して 何 かか M ねばならん 三重 吉の 立場 は 苦しい。 何だか はれの 場所へ は ぢをか k せに つれて 

行かれる やうな 氣 がする。 但し、 こんな 御 託宣 は 穴 賢人に は 言って くれるな。 内々 怖れ をな して ゐる。 

一 一 十六 日 先： 退院の 際 は 伯母の 来る の で 出られ なんだ。 草 平氏 夫人 へ は 成 田 の お 守 を 手拭の 御 緩に S る つ 

もりで ある。 

豐隆樣 二月 二十 八日  三 重 吉 

三 IO  〔三月 四日 千 葉縣成 E 町より 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郎へ (^寫 刷の はがき)〕 

〔別に 東京 市本鄉 K 森 川 町 柳 瀬 方 小お 鱟隆 へ」 

拜啓私 は 三月 三日き りで 酒 をよ す 事に しました。 これから は 一滴 も飮 まない 積り です。 頓首 千 葉縣成 W 

町 鈴 木 三重 吉 

三 一一 〔五月 十一 日 東京 市外 下 ^谷より *-京市本鄉.3|;森川町小古^£小宮豊隆へ (はがき)」  g 


今夜 は 二 時 迄 坐って ゐ たが 何う しても 書 けん。 讀賣へ 出す の を 夜明けの 六 時までに 書かねば ならない。 烏 

が啼 くよ。 君の いふ 鷄の聲 よりも 凶惡だ ぜ。」 田 中 一派 十一 名此 土曜に 小生の 勸迎會 を 平野 屋で 開く とい ふ 

通知が 来た。 土曜 は 十三 日 だね。 衝突す る けれども 君の 方が グラ くで、 田 中の 方は眞 面目なん だから 請 合 

つた。 (但し 會 場に 就て は少々 閉口) 君の 方が 十三 日に やるなら 小生 缺勤 する。 許して おくれよ。 靑木は 手紙 

をよ こして、 十三 日 は 成 田 中學の 運動 會 だが、 それでも 構 はず 出席す ると 申す。 君の 決心 を 聞かん と 挨^が 

出来ん。 君から い V 加減に あいさつして くれ。 五月 十一 日 

三  一二  〔五月 十二：！： 東京 市：！： 比 谷 海 城中學 校より 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宮豐隆 へ (はがき)〕 

靑木か ら 聞き 合 せて 来たから 會は 延期と い ふ 事 を 僕 の 名で、 成 田中學 に 宛 打電して くれない か 。僕に カイ 

ゾ、 ゲル で 打て な い か ら賴 む。 

草 平が 日曜に 来る とか 言って たやう だが、 二人で 来て くれん か。 何の 風情 もない が、 牛肉と 酒 は 通帳で 上 

等の が 取れる から、 東京の 牛肉 を ブリン ゲル 必要 はない。 磯村 氏 も 誘 ふて 来て くれぬ か此 返事 ハ ガキ にて た 

のむ〕 

三 一三 〔五月 二十 四 = 東京 市外 下 HI 谷よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次 郎. いく子へ〕 

麗吉氏 は 日本語 を 話す 由。 いろく 申 上げたい 話 も ある。 四 五日 前まで 三圓 五十 錢の、 六疊 二た 間と いふ 

棟割長屋に 車屋の 類と 相 並び 下女と 祖母 小 母と 四 人で 鎭坐 ましました。 やっと 小說 をす まして 金 を 取り 十， 五 

圓の屋 貸の 家に は ひった。 下 化，！ 谷と い へば 丸で 田舍の 村で ある。 けれども 電車へ は 近い。 これから へ ッボコ 

； |s 說專 門と なる。 中央 公論 一二 月號の 「赤い 鳥. 一 ホト 、ギス 四月 號の 「女」 は大に 受けた。 近日 送る。 うに は 

甘い くと 申して 小宮、 磯村、 其 他 大勢の 奴等が ナメ た。 先日 は 彥兵衞 さんのと ころで も 嘗めた。 時に 三重 

吉氏は 力、 を 貰 はれた。 出来合 ひの 安物です けれど、 京の 女 だからお いくさん よろしくた のみます。 京の 町 
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はづれ の、 小さい 青物屋の 娘と はどうです。 小 宮礫村 なぞ 列席、 一寸 盃 をした。 摸と いふ もの はェ 、もの ぢ.^ 

やのう。 昨日 は帶を 質に 置いて 酒 を 買って 来たよ。 お 多 福 だけれ ども、 六 年来 性 〔質〕 も 知って るから 捨て は 一 

しない。 祖母に よく 孝行す るよ。 小 母 も 無事。 時々 手紙 をく れい。  一 

善 公 おいく 樣 五月 二十 一日  三重 吉ー 

力、 の 事 はま だ 彥兵衞 に は 話して ないから、 そのつ もりに 願 ふ。  ^ 

一一 一一 四 〔五月 二十四日 東京 市外 下 ffl 谷より 千葉縣成田町成田中學校^2?原速次郎. 靑木健作へ〕 一 

(他見 無用)  一 

拜啓 今日まで 一 日 も 落ち 附 きませんでした。 手紙 を 出さなければ 濟 まない と每曰 思っても 一 寸も 閑が あり i 

ませんで した。 定めて 御 二人で いろくに 心配して 下さって ゐ たらう と 存じます。 何んでも かで も 日々 の 事 一 

を 一 々御 話し 申して ゐ たのが 習慣で したから、 御 別れ 申してから は 何から 申さう か、 取りと め もない 程 ごた 

くして ゐ ます。 此 間まで 車夫の 住む やうな 長家に くすぶ つ てゐ ましたが、 や つ と 家ら しい， 家 へ 移りました。 

面倒 だから だれに も 言 ひません が此 十六 日に 結婚し ましたよ。 御 二人 だけに 申します。 大 塚なん か 知る と、 

祝 ひ を くれる のなん のと 面倒です から 隱 して ゐ ます。 女 は 京の もので、 七 條のは づれの 貧しい 青物屋の 娘で 

す。 と-つく、 貧乏 德利を 提げて 酒 を 買 ひに ゆく か&が 出来 ましたよ。 但し 隨 分お 多 福 すから 其 段 は申譯 

もありません。」 海 城の 二十 五 時間 は 車夫よりも ひどい けれども、 ノン キ なる 事此上 もないです 。教員 をし 

て もた 月給 を 取り さ へ すれば よいと いふ 人間なら 須 らく 束 京の 中學に 出る ベ しです ね。 その代り 少しも 師 

弟の 情 合 もな く蜷を かむ やうです。 どこに まゐ りても 15,1 の 出来損な ひの やうな ものが ゐ ますよ。 二 年 級に 一 

田 ロカ 太郞 氏が ゐられ る。 惡ぃ事 は出來 ない もの。 昨年 修學 旅行に 箱 根に て 海 城の 生徒が、  j 

「あの 野郎が 教師 かな」 と 小生の 事を輕 蔑した 話 を 五 年の 奴に したら、 ちゃんと 記 臆が あると 見えて 今日 一 

は 一 同 弱り ましたと 他の 先生に 話した さう です。 校長 は 月に 一 度し か 出ません。 校長 事務 取扱 は 無能力。 敎 
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頭 もお 人よ しの 爺さん。 あと はだれ も學 校の 事なん かか まやし ません。 五月と いふに 火鉢に 集って 女の 話ば 

かりし ます。 生徒 の 出来な い 事お 話しに な りません。 四 年 級 へ此 四月 に 百 人 入れた ので 以てい かに 金 取り 主 

義で從 つてい かに 生徒が 出来ない かにお 分りに なり まし やう。 私 は 補修 科と 五 年と 四 年と を 持って ゐ ます。」 

跪 谷 は隨分 W 舍で す。 目下 小說 で， ふに- rr ぶ、 来月に 入れば 閑になります から 一度 入らつ して 下さい。 電車 

は靑山 行に 乘り、 靑山 一 町め で"  リ換 へ、 廣尾橋 下車。 祥雲 寺と いふ 寺の 前から 左に はいって く 

れば すぐ わかり ます。 七 四と い し； よ り d  y 五 で 尋ねて 来た 方が よく わかり ます。 此 手紙 は 十分 の 休みく に 

かき まし ナ」。 明日 は 一 日 行軍です。 教頭が 「どうです。 先生 はお 出で 下さいます か」 と 尋ねる から、 「さう で 

すね」 と&蹟 して ゐ ると、 となりの 先生が 「およしな さいよ 鈴 木さん、 ばかくし い」 とい ふ 「さう です か _ 

では 缺席 します」 「は ァ左樣 です か」 と 教頭 は 去られる。 ノン キで しゃう。 

生徒が 十四 名 喇叭 を 吹きます。 ゥソ ばかり 吹きます。 へタ です よ。 

小生が 追 ひ 出された 後の 成 田の 學 校の 事 は、 二 年の 藤 崎 源 一 郎が學 校 日誌 を か 〔以下 切 取られ あり〕 

三 I 五 〔五月 二十 七： H 東京 市外 下 溢 谷よ リ 來京市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

お葉が き拜 見。 小說は  一二 枚の 瓦」 と 題す。 損な 題材で 骨ば かり 折れて 進行し ない けれども 月末 迄に 少く 

共 十五 囘は 書く。 此際隨 分 勇猛心が 入る よ。 苳三 氏に 對 する 責任 だけ は 必ず 盡 すから 安心して 下さい。 ふじ 

より 宜敷 申 

三 一六 〔六月 六 m 來京市 赤 坂 te; 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 東京 市本鄉 K 森 川 町 小吉館 機村士 n 平. 小 

宫璺隆 へ (はがき)〕 

iffi 谷 は 物騒で あるし 且つ エコノミカル、 スタンド、 ポイント、 ォブ、 ビュ ー から 表， 記の 所に 移る。 南 町 四 

丁め で 下車、 左側で、 郵便局の 先 二つ目の 橫 町の 角の 下駄屋で 聞け、 下駄 氏が 家主 氏で ある。」 盜難 善後策 
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に 閉口。 六月 六日 

,^ry 氏のキ モ ノはジーべ ン中で無難。 ァ リガ タキ、 七 氏ナリ 

II 二 七 〔六月 七 H 東京 市 赤 坂 ii! 靑山南 町 五ノ五 五より 本！？ K 森 川 町 小吉館 小せ：： 登隆へ (はがき).〕 

洋服 も 靴 もな い の で學校 へ 出る の に 困る。 引越に ついては フラウの クライ ドンゲ を 一 行李 失敬し た。 本 多 

へ は 今月 中に かくと 申し 達った。 轉 居の 報 を 西 田 氏、 御太將 閣下、 その他に 傳 へて 下さい。 只今 ョミ ゥリの 

日曜 氏 を かいて ゐる。 國民 氏の 祝 紀念號 に 小さい もの を かく。 何んでも 來ぃく だ。 そのうち 行きます。 ち 

と 御出で かけな さらぬ か。 フ. ラウ は 馬術が 曰に 增し 上達す る。 メ ー トル 也 顿首 七日 

II 一一  <  〔六月 十三 日 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五より 本鄉 K 森 川 町 小. H3 館 小お »隆 • 碟村告 平へ〕 

拜啓 先夜 は 御 邪魔 を し た 自分 だけ は镯り で ベ ろく 喋 つて 歸っ たもの X 氣 分の 惡ぃ君 たち は 苦しかったら 

うと 後に なつ-て 氣の 毒に なった。 あの 夜 は あれから 藪 そば 氏 を 論じた。 丁度 夜も遲 くて 人の ゐ ない 下の 坐 敷 

に 昇 之 助と それから 何とかい ふ 一寸 小 意氣な 女と 三人 づれの 義太夫語りの 連 仲が、 不斷 着の、 さつば りした 

姿で、 ガスの 光りの 中に 寐 ころんで 話し をして ゐ たの は 好い 圖 だった。 〔中略〕 昨夜 は 草 平の 處へ獻 上の 洋服 

の 談判に 行き 酒に 醉 つて ひよ ろくと 漱石 先生 を 訪問し、 祝 ひの 品の 價額を 半減す るから、 現金で 十圓 くれ 

ろと 懇願した が、 國事 多端の 際と 稱し十 圓札を 出して 五圓 つり を 取られた に はが つかりした。 五圓は その 日 

國 民から 取った ので ある。 ナス タシャ ム ー篇、 十七 枚 (半切) で 五圓と はちと うらめし いが、 カツへ ェ ー、 ラ 

プランタン (？ ) で くれた のでめ くつ て 見る わけに 行かず、 あ と で 開け て ci^ てが つかりした。 カツ フエ 1 では 

長 并荷風 氏に 會 つた。 わたし は 三重 吉 です。 此間小宮君と御宅 へ伺ふなんて3^^けて途中で引きか へした事 

があります とだけ 挨拶した。 カツ フ H 1 の 店主 は 縛 かきで 小生の 中學 時代の 下級生で あるの を 見出して 博い 

たよ。 荷 風 は 感じの よい 男 だが、 あそこ へ 八重 次 なぞ を つれて 行って ヤー 一 下って ゐる のかと S ふとお かしく 
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もな つた。 もう ベルが 鳴った から 擱筆 今日から 新小說 にかく もの を考 へる。 

吉平樣 豐隆樣 六月 十三 日  5 圓の敎 員 室に て 三 重 吉 

御風 大切に 願 上 候 

三 一九 〔六月 十三 日 赤 坂 區靑山 南 町 五/五 五より 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

兄の 朝顔の 評 を 見て 早く 見た くな つ た。 おれ も 兄に あ ん なに ほめ られる 作 を かきた い 。• 他人 に 賞め られた 

ので は 駄目で ある。 三 田 文學が あいたら つて 下さい。 

三 二 0  〔六月 十九 日 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五より 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫豊隆 へ (はがき)〕 

昨日 は歸 つて 行く のが 氣の 毒だった。 もう 今日は 起きた か。 吉 〔右〕 衞門 論で も かいて 氣焰を 吐けば サッば 

りする だら-つと 思 ふ。 尙御 養生 專 一 に 祈る。 十九 日 

御 病氣で 入らせられ 候よ し 早く 御な ほり 遊す 樣御 祈リ申 上，， -, f かしく 婦ぢ 

三 ニー 〔六月 二十四日 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

もうよ くな つて 氣焰を 揚げて るの かと 思った が、 まだ 惡ぃ のか 同情す るよ。 おれ も少々 風 を 引いたら し い。 

マ ー グドが 淺艸の 姊と號 する アバ ズ レ の 手に 落ちさう なの を發 見して、 取り もどした。 どこか マ ー グドの 入 

用な 內 はない かな。 第一 狹 くも あるから、 知った 家がなければ 國へ 追ひ歸 さう と 思 ふ。 犬 嫁さん に は 入る ま 

いか。 六月 二十四日  . 

三 ニニ 一； 六月 三十日 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五より 本鄕 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

寺 田さん はいつ 歸 つたの か 知らなん だ。 必ず 參會 する。 多摩川 は 思 ひっき だと 思 ふ。 新 小 說の作 は、 昨夜 
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徹夜で ざっと 書き上げ たが、 拙くて うんざりして 了 ふ。 百 抆にノ \ と 延べて 行く、 藝 f^s 良心 も 何も あり は 

しない。. 一 返事 遲延の 段 御 許し 被 下 度 候 六月 三十日 

三 二  III  〔七月 四日 東京 市 赤 坂區靑 山 南 町 五ノ五 五よ リ 本鄉區 森 川 町小吉 is 小宮 豐隆 へつ はがき)〕 

やっと 今、 全部し 上げた。 「民 子」 と 題す， - あす は 學校を 休んで 寢 やうと 思 ふ。 いっかの 娘 を 見せる から 

午から 〇〇 しない か。 

物 を かくと、 ひし/ \ と 寂しい。 フラウ も 酒 も 何の 足しに もな らん。 友戀 しいよ。 七月 三日 夜 三時 

三 二 四 〔七月 八 H 東京 市 赤 坂 S 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 本 區森川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

金魚 評 難 有う。 新 小說は 合計 七 〇 圓し かくれなかった。 「 一枚の 瓦」 はどうな り 行く のか、 その 日く の 

出来心 だ。 もう、 婆さんと 鳥と しか 書け ない のに も 我ながら 貧弱な のに アキれ る。 此頃は 借金の 事で 苦しい 

事件が 起り 閉口して ゐる。 七月 八日 

三 二 五 〔七月 十四 日 東京 巿赤坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 東京 市 本！^ 區森川 町 小 吉誼小 宫璺隆 へ〕 

来るな と いふの は吉 右衛門 論の ため か" 來る なと い はれる と 急に 行きた くなる。 久しく 會 はんな ァ。 

時に 石 井から 大 至急の 手紙が 来た。 八月 か 九月 かに 第二 號が 生れる 由。 〇〇〇〇〇 氏 も 仲々 奮鬪 される と 

見える。 それで 第二 號の 命名 は 是非 小宮 氏に 賴み たいと 申し 来れり。 小生より 懇願に 及べ と 申す。 何卒 吉 

〔右〕 衞門 がすみ 次第、 女なら 何、 男なら 何と ニ樣の 名前 を 達って やって 下さい。. たのむ く。 考 へる 二手 間 

取る やうなら ショ ー ダクの 旨 ハガキ を 出して 置いて 下さい。 第一 號は 小生 一. 麗吉 J と 命名" 

二 枚の 瓦」 は 面白く もなん ともない。 而し呆 心が 来たら 甘い と 吹いて 置いて おくれよ。. 一 毎日 追 はれて 

閉口。 暑い ので 今日は 學 校で 目 マヒ がして 氣 分が わるく 生徒に 介抱され た。 四十 圓も 命が けで ある。 頓首 
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豐 樣 十四 曰  .  三 

亡 一二 六 〔八月  一 rn 東京 市 赤 坂- 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫豐隆 へ (はがき)〕 

士ロ 〔右〕 衞門論 はすば らしい ね" 只 嘆賞 的 語調 を ボン パス チックに 感ずる。 餘 りに 狂 熱 的で ある。 吉 〔右〕 衞 

門と 宗教 哲學 宇宙 云々 の 結末 はか 稽 である" 論旨 は大に 面白かった よ。 吉 〔右〕 衞門 死す とも 餘榮 あり だ。 勿 

體 ない。」 「瓦」 氏に は 追つ かけられて 電卓で 毎 曰 持って かァ。 暑い く。 かきくど きも、 かう 暑くて は 骨 だ。 

興味 もなん にもない の を かく。 力、 の インス ピレ ー シアン も 難 有すぎ る。」 八月 は 太陽と 中央 公論と を やら 

ねばならん。 おれ も 九州 あたり へ歸 省したい よ。 毎日 御 出動 を 祈る。 

御 家の人々 へよ ろしく 

星 湖が 今日の 朝日で 小宮兄 足下に 呈 してる ぜ。 新聞が 國 にないと 惡 いと 思 ひ 一枚 達る。 

三 二 七 〔八月 五 H: 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小お 登隆へ (はがき)〕 

小， IS を かく 由、 舍も 暑いだら う。 「一枚の 瓦」 は 昨日に て脫稿 (三十 囘) ゥ ン ざり したよ。 これから 八日 

ま で に 太陽 へ 八 十 枚 (牛截 にて) 十八 日 迄 に 中央 公論 へ 百 枚 か \ なければ ならん。 やれ る か 知ら んと思 ふ。 へ 

ト /\ だよ。 石 井の 皓 グ、、 雅子は 面白い。 石 井の フラウ は 病 氣で熱 四十 度 以上の 由。 Kng 中と て 非常に 案じ 

られ る。 八月 四日 

三 二八 〔八月 九： r 来 京 市. * 坂- 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮鱟隆 へ〕 

「民 子」 を 讀んで くれて 難 有う。 先生 も 森 田 も 色々 批評して くれた。 吉右衞 門 論 は大に 世間の 視聽を 動か 

して ゐ るよ。」 太陽へ なぐり 書 半切 九十 四 枚 (三十 三圓) を 論及した。 頭が かんく 痛い。 暑さに 堪 へる だけ 

でも 苦痛な の へ、 その 以上の 努力 を 用 ゐて作 を するとい ふ もの だから，， つ. なァ。 また 中央 氏へ 取 か \ら ね 
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ばな らん。 大兄 出立 後 昨日 二度目に 森 S に會 つた。 腹 を 下して 弱って ゐる。 夏 目 夫人が 女子大 學へ洋 1 の稽. 

古に 行かれ、 その おぼえた ての 腕前で 森 田が コ ロッケ のコゲ たの を 食 はされ たとい ふが、 どうも その 崇 りら 

しい。 中が 煮えて ゐ なんだら 七い。 爾後 夏 目 夫人の 洋食 は 恐れる がよ ろしい。 先生 は 今日 出立の 由。 もう 十 

日も會 はん。 〇 が 宿へ 百 三十 圓た まらして 弱って ゐる。 先日 は 就床して ゐた。 また 金の 催促 を 受けさう だか 

ら 十日までに 出張して、 催促せ ぬ やうに 小生から 談判して くれない か、 不安で たまらな いから、 ナン テ あき 

れ た贅澤 をい ふ。 森 田と 相談した 結果 〇 を 下宿 を 出させて 寺で も 借りて 自炊で もさせ やう かと 思 ふ。 その 代 

り 百 一二 十圓は 月賦で 拂 ふとし、 小生で も保證 人に 立たねば なるまい と 思 ふ。 〇 にも アキ レ るよ。 昨夜 は三圓 

で ランプ を 買った。 三年お 來の 宿望 を やっと 果 した。 陋居、 た その ランプが ー點 だけ 光って ゐる。 一家の 

榮華を 身 一 つに 集めた 如く、 且つみ す ほらし さ を 身 一 つに 集めた るが 如き 洋燈 にこ そ あれさ。 

兄 の 小說が 出来 上る ま では 手紙 はく れな くもよ い。 納まり たくな い は 御 最もな が ら、 うち に ゐては 精々 納 

まった 顏 をして ゐ玉 へ。 祖母 ふじ 小 母 一 同より 宜敷 

豐 隆 樣. 八月 九日  三 重 吉 

へョ ー タ ン がね、 京 橋 邊の或 銀行の 重役に なって る さう だ。 圏 民の 島 田が いふた。 ホン マ ドス ャ ロカ 

茅 野の 住所 をき かして くれよ" 

三 二 九 一： 八月 三十日 赤 坂. si; 靑山南 町 五ノ五 五より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫鱟隆 へ (はがき)〕 

作 は出來 上った か。 こちら はま だ 暑い ので 閉口して ゐる。 ォ ー バ ー、 ゥヮ ー ク (シュ ライ ベンの だよ) で 神 

經 衰弱に なった。 先生 はたい した 事 はない らしい。 九月から また 四 〇 圓氏 かと 思 ふと ィャ になる。 ゲル * トが 

ないから 家にば かり ゐて 飽きく する よ。 八月 三十日 

三 三 0  〔九月 九日 東京 市 赤 坂- Si! 靑山南 町 五ノ五 五より 千 葉縣成 S 町 音 木 健 作へ (はがき)〕  ^ 


先日 は 失敬した。 本 當に氣 の 毒だった。 また 出て 来て くれよ。 ふじ は あの 翌日， を 上げた けれど、. その後 

どうも はき/ \ しないで 困る。」 來 s!^ 春陽 堂から 「赤い 鳥」 と 「女」 とを輯 めて 近代 文藝 叢書の 第三 編と し 

て 出す。 此月は 十月の ホト 、ギス と 十一月の 太陽と に 執筆す る。 十一 日から また フィ -ャ チッヒ へ 出な けれ 

ばなら ない。 林 氏 はどうし たか。 葛 原さん へ は 別に 手紙 を 出す。 九月 九日 

三 三 I  〔十月 二十 八日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五より 千 葉 縣成田 町 黑川方 靑木健 作へ〕 

拜啓 もく く 日の あたる 學 校の 玄關 先に 立つ 兄 を 思 ふ。 ァノ 日向 だけ はい &ね。 喇叭 も氣 にか 乂る。 其 

外にな つかし い 思 ひ 出 もない。 東京の 生活 は 苦しい よ。 デ ッ トが ある の で やり切れん。 本年 は 十月 迄で、 創作 

で 七百圓 取った が、 每月 足りん くで ある。 電車賃がなくて てく く 日 比 谷まで 歩く 日 も ある。 筆 を 取る の 

にも、 も 早 疲れたよ。 近来、 一 切 外で 酒は飮 まん。 外で 女 も 買 はん。 力 、を 奉ずる の 厚き に 非ず。 ゲル ドと 

元氣 となき なり。 文壇で は 此頃變 に 三 4^ 吉くと 言ゃァ がる。 小生の 作 は 昔と 比して 一向に 進歩して ゐゃし 

ない。 小鳥の 巢を讀 まずして 一枚の 瓦なん かで とやかく いはれ るの は 難 有く もない。 厭で ある。 金の 刺戟で 

なくて、 中心から 催した 作 をしたい。」 人と 一 つも 往復せ ず。 閑がない から。」 只 隔日、 夜 師匠 を よんで 長 

■ 噴と 三味 を 稽古す る。 六 年 も 立ったら 師匠の 免狀を くれる と. いふから、 此 次から は 田舍で ゲイ シャに 三味で 

も敎 へて 食って 行かう かと 思 ふ。」 十二月 半までに 中央 公論へ 五十 枚、 新 小 說へ百 枚、 太陽 (十二月 號) へ 四 

十 枚 か X なければ ならん。 しかも 前の 二つ は 共に 前借で つぶれる と は 情ない。 ァハ 、だ。 太陽の 一月 號に 

は 「伯母と ぉ濱」 なる 短篇 を g 稿した。 これ は 是非 ー讀 して 欲しい。 四十 枚に 十日 か、 つて 二度 かき 直した 

もの だ。 

新 小說に 「背中 合」， を 持ち出しても、 煮え 切らん 返事ば かりして ゐ たが、 手 詰の 談判に 及んだら 来年 一月 

以後に して くれと いふ。 ホト 、ギス は 原稿料 を 一 切 出さぬ 規則に しゃ ァ がった。 あと は 太陽で ある。 これへ 

どうかして 賣り 込む つもり. だから、 もう 五六 日 待って くれ。 先日から 二度 博 文 館へ 出かける が、 折惡く 係の 
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奴に 會 はない から 話が 出来ぬ。 

「背中 合せ」 は 面白い よ。 只 はじめが ダレて ゐて人 を 引きつけ な いのは 損で ある。 はじめは 長い 割に 力 も 

ない。 印象 も 薄い。 あれ を 省いて、 又は 煮つめて 妹の 來る あたりから 書いたら い X と 思 ふ。 兩國 の-鳥屋 あた 

りから 書いたら い \ と 思 ふ。 妹が 来てから 後 は 甘い よ。 一所に 寢る ところ、 男が 尋ねて 来てから のす ベての 

描寫、 妹の 立った 後、 みな 甘い。 佳作で ある。 兄 一流の 特長 を 面白い と 思 ふ。 

只 全體に 於て 落ちつきがない、 筆が しっとり して ゐな いの を 少しく 恨みと する。 妄評 多 罪 兄が 現 實を狙 

ふやう になった の は 何より 祝 せざるを得ない。 現實 より 力 ある もの はない と 思 ふ。」 僕 は 書く 事がない のに 

弱って ゐる。 金 は ほしいし、 書いても 前借のう め 合せ だから インス ピレ ー シャン はない く。. 

〇〇〇 も飽 きた。 力、 も そろく 鼻に つき出した。 但し、 た、 き 出し はせんから 安心して 下さい。 

靑木樣 十月 二十 八日  三 重 

三 三 二  〔十一月 十五 日 赤 坂 一 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

早速 太陽に 達る 事に する 一 月 か 二月に 出す だら う。 ゲ ルドの 點は 少ない の を 我慢して くれ 玉へ。」 小生 太 

陽 十二月 號に 「羊」 (四十 五 枚) とい ふ大 拙作 を 出す。 一月 號には 「伯母と ぉ濱」 (四十 五 枚) とい ふの を揭げ る。 

兩 方共脫 稿。」 これから 新小說 中央 公論の 一 月 號に計 百 七十 枚 やっつけなければ ならん。 種がない ので 苦悶 

して ゐる。 貴兄の 帝 文の 作 は 未だ 讀 まない。 十 一 月 十五 日夜 

III 三 三 〔十一月 十八 日 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

昨夜 は 失敬した。 

君の 卷タバ コ人を 僕が 持って 歸 つたから、 探すな。 どうい ふ 拍子 か 僕の-ポケットに 這 入って ゐた。 

昨夜 は、 どうした のか、 おれ は 桐 左 を 出てから あの バぐ藝 者に 對 して。 ふんく 怒って ゐ た。」 どうした も 
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のか 桐 左の 女中と 二人で、 イナ 氏 を 出て (〇〇〇〇〇〇 で) 車に 乘 つたが、 また 家へ 歸る のが 面倒で、 引き返 

し、 こっそり 或 クライン 氏へ 入った。 今朝 目 さめて、 見る とゲ ルドが 一つ もない ので、 これから 歸 宅して フ 

ラウに バ ッが惡 い。 呵々。 (學 校に て) 

三 三 四 〔十一月 二十 二日 赤 坂^ 靑山南 町 五ノ五 五より 本^ K 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

土-曜日に 學 校より 歸り、 大に自 已縮少 を 感じた ので 慶應へ 出かけた。 蓋し 森 田に 會 ひたい、 だれかに 會ひ 

たいの だった。 と 演說を 請求され 構 ふ もの かと 決心、 上レ 壇、 出たら め をべ ろくと 失敬した。 悪しからず。 

御 諒恕被 下 度 候 頓首 廿ー 日夜 

ハガキ がない ので 表紙 キタ ナシ 

三 三 五 C 十一月 二十 四 H 靑木健 作へ〕 

御手 紙拜 見，^ どうした 事 か 知らん が 二、  二字 切れて 缺〕 大にム 力く してた まらない。 適當な 時に 引上げ 

て來 給へ。 あんなと ころに 長居 は 無用 だ。 怪しからん 奴等 だね。 出て 来れば どうにかな るよ。 詳しく 容 子が 

知りたい。  - 

靑 木 樣 十一月 二十四日  三 重 吉 

背中 合せ は卽曰 太陽に 廻した。 小生 は 新 小 說の百 枚 (本 月 中の 受合) まだ 十 枚し か 書かん。 

吉 原に 於け る &迎會 (四月の が此 頃になる) 三 田の 演說と 浮かれて ゐる 間に 無闇に 日が 立った。 

貴兄 讀賣に はいつ 出る のか。 これ を 好機に 商 杯 人に なり 給へ。 月々 書いて 貪 ふつ もりで 成 田 を 出 給へ。 書 

いて 食へば、 (食 ふために 書けば) 眞劍 になる。 

ストライキ は 君 を 成 田から 引き出す 天の 賜と 思 ひ 玉へ。 草 平 一 派と 結黨 して 大にム ー ブメ ントを やら うぢ 

や な いか。 小生の 學校も つぶれる ので 其 内^ 圓 もなくなる よ。 
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年 四十 四 治 明 


三 =1 六 〔十一月 二十 九日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 本鄉 H 森 川 町 小 古 節小宫 覺隆 へ〕 

拜啓 小說が 一向 はかどらなくて いらくして ゐる。 話 相手が ないから 此 手紙 を かく。  r 雄 i」 に 書く さう 

だね。 小生 にも 來て 賴ん だが、 中央 公論 の も あるから 斷は り 草 平 を 紹介 してやつ たら 雄辩氏 悅んで 禮状 を よ 

こした。 小生 も かければ 並べて 出したい と 思った。」 虚 子より 来信。 朝鮮に ついて 最初に 讚辭を くれし もの 

は 小宮と 小生の み 最後に 賞 讚を呈 した もの も 二人の み。 それ 4 外に 百 四十^ を 書く 間、 何人よりも 一 言の 批 

評 を も 聞かなん だ。 二人の みが 賞 讚 を 以て 迎へ賞 讚 を 以て 達って くれたの は 不思議の 緣 だとい ふやう に 書い 

てあつた。」 秋 江 老人 は 「手紙」 と 題して ノ ルドの 一夜と 慶應の 演說と を 書いて よこした さう だ。 虚子 曰く 

「秋 江 大人 は 寫生文 を 書かない から じれったい。」 と。 虚 子の 筆鋒で 精密に 描寫 されて はた まるまい ぢ やない 

力 

三 軒の ジ ー ベ ン から 利子の 催促 来る。 小說 はどうしても 八十 枚に しないと 納まらん よ。」 

秋風 はま だ落寞 かね。 小說 成功 を 祈る 

豐隆樣 十一月 二十 八日  三 重 吉 

靑木 がまた ストライキに 遭って ゐる。 どうも あしこ は 駄目 だね。 今年 中には 辭 して 上京す ると 言つ て 來た。 

让事 あれば 周旋 を 乞 ふ。 本 多が 来たら 青木の もの を文藝 叢書に 出さぬ かと 言って はくれ ないか。 小生から も 

言 つ と いた。 靑木 ストライキの 件 は だ れ にも 話さないで ゐて くれ。 

三 三 七 〔十二月 十一 日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

御手 紙拜 見。 讀賣の は 御 話の ある 作で 澤山 だ。 兄の 書く もの は 類のない もの だから 「受」 ける にき まって 

ゐる。 しっかり やり玉へ。 た V 相談 相手の ない とい ふ 心細 さは 御 推察 申す。 たよりない ものだね。 押 畠から 

提灯 をつ けて とこく 兄に 相談に 行った、 あの 長い間の 事 も 想 はれる よ。 學 校の 方 は 聞いても 履に 障る。 此 
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間 葛 原 g が來 たから、 それとなく 氏の グ I タ ラな處 致 を 非難して や つ た。 氏 もカヂ リ つい て さ へ ゐれば い 

とい ふ體 度の やうに 考 へられて じれったい。 餘り癎 にさ われば 出て 來 いよ。 よして。」 讀賨の を少々 書きた 

めたら 逗留に 出て 来ん か。 二十 六日から 學 校が 休みになる。 ばい 一 やらう や。」 金 は 二十日 頃に 太陽から 行 

くだらう。 あの 時 すぐにと 言 ひたかった が、 わたしが 引か へ に 金 をと つたり した 弱味が あつたので 兄の 金 は 

二十日で よろしい と 言つ たんだ。 (尤、 兄と 相談の 上、)」 新 小說は rils」 と 題して 八十 六 枚 かいた。 一向 感 

興 もな く 種 もしつ かり 纏らない、 ゥハ くの もの を、 いやくに、 生計の ために 書く の だから 苦しかった。 

愚作で ある。 r 羊」 も 金に 追 はれて 書いた 拙作 だ。 はじめの 邊は 少し はい、 かも 知れん が 町 を 馬車で 出て か 

らは 何ん の 事 はない。 但し 「時事」 のバカ タレ 評者 は ツル ゲ ー ネフの 擬人 日記に 比して ほめて ゐ たから 難 有 

いよ。」 今日から 中央 公論 〈かく。 四日 間に 六 七十 枚 書かねば ならない。 まだ 種がない。 あ. -く 弱った。 

一昨日から、 學校を 休んで ぶらくして ゐて まだ 纏まらぬ。 六 七十 圓な いと 年 は 越せない のに、 日 も 迫る、 

種 もな しだ。」 「赤い 鳥」 は 五 版で 四千 刷った のに、 小生 三十 圓 3f 上 一文に もな らん。」 己と 小宮 とから 春陽 

堂に、 兄の もの を 出す やうに 迫って 置いた。 追々 に賴 むだら う。 兄より 先に 島 村の もの や 臼 川の もの を 出す 

から 續 にさ わるの だ。」 來 年から は 拙作で も 何でも、 月に 一 つ 書け よ。 兄の もの を ほめて る 奴 は澤山 ある。 

十月 か 十一月 かの 文章 世界に、 後繼 文壇の 何とかと 號 した 中に 兄の もの を 評して ゐた。 あ.. いふ 雜 誌が、 評 

判す る やうに ならん と 飯 は 食 へんの だから、 太鼓 をた V かせる に 限る。 十二月の 「新潮」 は、 わたし を If き 

上げて ゐ る。」 己 は 小說の 職人に なった やうな 氣 がする。 本年 一 ケ年八 九 百 枚 書いた のに、 取る に 足る もの 

は、 一 ニ篇 のみ。 文章で 飯を食 ふ もの は それでい 丄 ものら しい。 そんな もの を 出しても お 互に 事情 を 推察し 

て あまり 惡 くも 言 はんから まァ い- -さ 0. 一 

來 いよ。 休みに 出て 來 いよ。 色々 話さう。 /小 母より よろしく。 

靑木 兄. 十一 日  三重 吉 
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三 三 八 〔十二月 十七 R 東京 市 赤 坂 H 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

上京した 由。 一寸で も 来て くれたら よいのに 殘念 である。 休みに 出て 來 いよ。 話が ある。 

太陽へ 達附 した。 W 錢 では 二十 圓 にならん から S 錢 にして くれろ と 談判に 及んだ よ。 許さんでも 我慢して く 

れ。 どうす るか、 わからない。 金 は 兄に 直接 達る 害。  • 

太陽の 不都合 は 小生 少しも 責めず-」 置いた。 ケンカ をして は 損 だから。」 

兄 も 怒らずに 許して くれ。 一 讀賣の 作 は 成效を 祈る。 恐れずに、 書きたい ま&を ずん く 書け よ。 ー囘中 

に  一 ニケ所 意に 充 たぬ 部分 ありと も 次囘が 甘く 行けば それでよ ろしい。 一 日に ー囘づ V よませる の だから 少 

々拙で もよ い。 中央 <ム 論へ：；： 枚 「鏡 J ト 題して 書いた。 晩稿。， 一 新 小 說のは r 黑血」 と 題す。 ク ギヤ/ \ と 

頭が痛い。 察して くれ 

作が すむ とこん ど は 試驗の 答案 を 五 十 枚 を 十二 見ん ならん。 

健 作 兄 十七 日  三 重 吉 

一二三 九 〔十二月 十九 H 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五より 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

拜啓 進行 は 如何。 小生 今日まで 試驗で 弱った。」 太陽より は S 金せ しゃ。 舊稿は 小生の 手 もとまで 取り 寄 

せ、 どこかへ 賣 りつけ るつ もり だ。 冬枯れの 成 田の さびし さ を 想 ふ。 「羊」 は 世間で バ 力に 賞め る。 あの 淋 

しさ は、 まだ/ \ だ。 r 黑血」 を 讀んで くれよ。 

三 四 0  〔十二月 二十 六 ax 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 本 鄉-區 森 川 町 小 古 館 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

御 案內を 受け 心ば かり はは やれ ども、 忘年 會と 正月の 餅と は 時に 利 あらず」 十二月 二十 五日 

神經痛 にて 讀賣に 受け合つ た 四 五 枚の 原稿が ま だ 出来ん。 
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三 四 I  〔一月 七日 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 五/五 五より 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ〕 

御手 紙拜 見。 一 つの 一-里； 血」 はどうで もい、。 三重 吉デ ァ、 マンの 批評 はし，^ 、難 有い。 わたし は 今、 

長いく 手紙が 書きたくて もじく して ゐる。 けれども、 書きたい だけ 書いた ところで、 兄の 言に 裏書す る 

3? 外に 何の 意 i いも 傳 へない の だ。 兄の 言が いかに わたしに 徹底し たかを 絮記 する のみで ある。 わし はわし が 

兄 を 有して ゐる事 を 私 かに 誇りと する の 念 を 禁じ 得ない。 . ，—_ わたしの 感謝の 情 を 現 はすに、 これより ス， 

パ ラ チ.. ヮ.. ぶ H 葉 はない。」 かう 言 へ ば 兄の 忠言の 威力 效を滅 ずる やうに 取られる かも 知れない けれど、 自分 

は 近頃う すく、 自己 を 反省し かけて 心細く 思って ゐ た。. 昔から 內實 はそんな に 威張っても ゐ ない つもりで 

ある。 わたしの 激烈なる 寂寥の 一 原因に は、 わたしの 自己に 對 する ディ ス、 イリ ュ ー ジョン も 加 はって ゐた。 

(假 りに ディ ス イリ ュ — ジ ョ ン と 呼ぶ を 許し 給へ) わたし は 平凡 化する 事に よって、 所謂 實 直な 平凡 人に 化す 

る 事に よって、 その 意味での、 統 一 したわた し を 見るべく、 成 田の 敎員 にもな つたの は 一 例で ある。 (わたし 

が 父の 死後 メ チヤ/へ を やった 後の 意識 を 想像して 見て くれ V ば 別る。」 それでも 駄目 だ。 仰の 如く、 ム ー 

ドの アナ ー キ ー に 敗亡して、 いつまで 立っても 落ちつき のない わたし を 繰り返す に 過ぎなかった。 兄 はわた 

しに リフ レ ク シャンがない とい ふ。 否々、 わたしに は、 それ どころ か、 わが ム ー ドの 前に は單 なる、 カルキ ュ 

レ ー シャン さへ もない 男だった ので ある。 近頃 チク く、 カルキ ユレ， -シ ヨン (レフ レク シャンの 方向に 沿 

へる 意味での) とい ふ 事 はやり かけて 来た。 これから 大に 努力す るよ。 ム， ドの 上に て、 自己に 仕置き を 加 

へる 事が リフレ クシ ヤンで ない とい ふ 兄の 言 はよ く 了解し 得る。 デァ、 マン を 作るべく 努力す るよ。 わた 

しの 今 握り 得て ゐるァ ー トは實 際、 小さい 一 つの ステップ たるに 過ぎない 事 もよ くく 別った。 兄： よって 


より 明確に 解ら せられた。 わたし は 三十 棒 を 食うて、 カづ いた。 單に 作品 だけにつ いて 言っても 自分が 作家 

を 今 止さない 限り は、 兄の 求める 意味に 於て 兄に 賞め られる もの を 作って 見せたい。 -. 賞め られ、 賞め られ 

ない は 問題で はない。) そんな もの を 作らなければ 駄目 だ。 けれども 作品 は 到底 技術で ある。 力が 盡 きれば 

—— 力が 足りなければ いつへ コ タレる かも 解らん。 た V テア、 マンと して は 飽くまで 佳作と いはれ る 位に は 

なりたい。 わが 思 ふに、 作品 はわた しが わたしの 生存に 意味 をつ け やうと する 努力の みで、 作品の 有無 はわ 

たしの 價 値に はさした 意味 もない。 (作の 前に デァ マン を 問題と する 意味で いふので ある。) わが 開くべき、 

作るべき デァ マ ンを 通しての 作品 を 得ば 此上 もない 事 はいふまで もない。 よりべ ドイツ ング スフ オルなる 事 

は い ふ 迄 もな. い。 

こんな 事 を 書く の は ー — 兄の 言 つ た 事 を くり 返す のに 過ぎない け れど I i やつば り 兄の 言 に カを與 へ て 自 

己に 當る 事な の だと 思 ひ 給へ。 

兄の 手紙 をよ むすぐ に、 安つ ぼく 感謝し、 安つ ぼく 返事 を 書いた と 思って くれるな。」 

風が 直った， の は 結構で ある。 

豐隆樣 一月 七日 夕  三 重 吉 

三 四 二  二月 十七 H 東京 市 赤 坂. R 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 千 葉縣成 S 町靑 木地 作へ〕 

(思 ふま M を 書く。 エラ 相に いふ やうな ところがあって 氣が 引ける が、 御免なさい。) 

「お 絹」 は 每日拜 見して ゐる。 今日まで 何の 批評 も 一らない から セィ がな かづた らう。 決して 冷淡 だつ 

た譯 ではない。 實は 兄に 會 つて 話す 時と 同じに、 兄が わたしの 作に ついて 指摘して くれて ゐ たと 同じに、 詳 

しく 批評 をして 達る つもりで、 多忙の ため 今日まで 引した ので ある。 寸評 を 書く 位なら いつでも 書いた 

らう。 纏った 時間 を 待ち受けて、 とうく 得られない。 すまない と 思って イラく する から 今日は 寸評 を 書 

く 事に した。 正直に 申せば、 お 絹が 家に 着く まで は、 部分的の 描寫に 面白い ところば あるに しても (兄の， 一 
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行く に 苦心して ゐる勞 は 十分 認めて 同情して ゐ るの は 言 ふまで もない。) 全體 として 餘 計な 道行 だと 思った。 

詳しく 道程が うつして あっても、 女の人 格が 浮いて ゐ ないた めに、 煩ら はしい とい ふ 外に、 格別 ヱ フエ クト 

がなくても どかしかった。 あれ だけの 出来事 を寫す 間に は、 女の人 物 を 浮ばせなければ 駄目で ある。 あ \ い 

ふ 敘景も 人物が 浮いて はじめて —— 出来た 人物 を 通し て 見る 事に 於て はじめて 意味が ある の だ。 而ら ずば 單 

に 紀行文と 選ばな い 。 背景ば かりの 觀が あつ た。 その 間に 人物 を 浮ばせ やうと 努力して：！ 顧 なぞ を 書いて ゐ 

たが、 どうも {4! 想が 類型的なる 憾みが あった。」  . 

內へ歸 つてから お 絹 は 躍動し レ」 来た。 これで はじめて 小說 としての 意味が ついて 来た やうに 思 はれ 出した。 

田舍 のみす ぼらし い 生活が よく 出て ゐる。 只 時々、 心理 描寫 の 不充分な ところが あるた めに 取って 附け たや 

うなと ころが ある。 女が ィキ ナリ 日向へ かけ 出して 歌 を 噴 ふところ なぞ は 著しい 一例で ある。 それから、 細 

かい 事 を描寫 する 中に、 わ.. さと ひねり 出して 附け 足した やうに 落ちつかぬ ところが 間々 あつ た (警句が 警句 

として 見えす く)。」 女郎 時代の 囘想も 有力な ところ へ 持ち出す やうに したい。 度々 想す るの は わざとら し 

い。： i: 想 を あまり 書かずに 女郎 上りら しい 性格の 活躍が 現 はしたい。」 大體の 注文 は 右の通り だ。 しかし 人 

のい ふ 事に 拘泥して はすら くいけな いか ら 何事 もぐん く 書き たいだけ 書かなければ 損で ある。 窮屈に な 

るからで ある。 かま はず ぐんく； ！• り 給へ。」 實は 私の 見方 は、 どうしても 私 交 上の 同情に ほ だされて 面白 

く讀 みたがる 傾向が あるから、 わ だく 出かけて 第三者た る 小宮、 阿部次郎の 意見 を も 聞いた。 詳しく はこ 

\ に 書かない。 面白い と 言って ゐた。 野 上の 作 なぞの 比で はな いのは 言 ふまで もない が、 氣 受けの よかった 

「貝殼」 よりもず つと 敬意 を 表する と 申して ゐた。 兄が、 何も かま はずに ぐんく 書きたい だけ を 書く 事に 

よって、 フリ ー に 兄の 特色が 出る の だと 思って、 自 から 力 を附け 玉へ。 人に は眞似 難い、 力が ある。 獨特の 

方面が よく 出て ゐ る。 もう そろく 中心的 事件 (もし ある のなら) に 這 入らな い と 興味が だれ はしな いか。 シ 

チ ユエ， -ショ ンは あれで 充分 出来た ではない か。 但し 事件がなくて、 た V あれな りで 平坦に 進行しても 無意 

味で はない けれど、 わたしの 豫想 では ラブ を やらせる ので はない かなと 思 ふ。 妄評 多 罪 
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III 四 三 〔一月 二十 六日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町よ リ 本鄉 區小吉 館小宫 豐隆， 岡 田 耕 三へ (はがき)〕 

拜啓 短篇 集の 名が つかない ので 閉口して ゐる。 御名 案が あれば 御 助け 下されたい。」 二月に 出る もの は ニー 

つと も 一夜 づけで、 讀 むに 足る もの は 一つ もない。 二月 は 讀んで くれんでも 御 恨み 申さぬ 頓首 一月 二十 

六日 

二 四 四 〔二  H; 四日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ五 五よ リ 千 葉 驟成田 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

今日は 今迄 待ち 暮 した。 そわく と。」 作の すんだ 後の 心 持、 i あらゆる 心 持— とても 餘 人に はわから な 

い。」 お 絹に ついて 悠々 と 論議したい。」 とにかく フリ ー にかいた のが 愉快 だ。」 獨特な ものであるから、 

何より これに 生命が ある。」 兄が 來ん から ノミ はじめる。 四日 夜 八 時。 

三 四 五 〔二月 四 H 東京 市 赤 坂 E 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 廣島驟 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

職 入の やうに 書く 身と なった。 夜半、 兄 を 思 ひ 起して 此ハ ガキを 書く。」 昨來 五月、 タ^ こんな 力 、 を 持 

つた。 兄と 川 船で ッ リンゲンして 以來會 はない のかな ァ。」 和尙は 萬鐵に 入り 鐵嶺 にゐ る。」 久しぶりで ハ 

ガキ でも くれよ。.  一 二月 四日 

一二 四 六 〔二月 四日 赤 坂 區. 靑山南 町 五ノ五 五よ リ 東京 市 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宮豐隆 へ (はがき)〕 

短篇 集 は 「二人の 女」 と 合 名した。 窮 した 餘 りで ある。 二人の 女 は、 みつゑ、 と久 子と だ。 「一枚の 瓦」 

「女 帶. 一 「鏡」 「小猫」 「民 子」 「黑 血」 を 入れる，」 南 薰造は 多忙ら しい 容子 だから、 橋 口に 頼む。」 目下 激烈に 

頭いた し。」 近々 移轉の 害。」 安いと ころに 移る。 二月 四日 
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三 四 七 〔二月 八日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ =f 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

引越した。 近々 出て 來 給へ。 いろく 話したい。 二月 八日 

三 四 八 〔二月 十一 H 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉縣成 W 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

草 平が 「お 絹」 を 大變に 賞め てゐ た。 何 かに 書いて くれと 賴んで 置いた。 小生 短篇 集 を 校正 中 だが、 名前 

が附 かんので 弱って ゐる. - 何か考 へて くれない か。 一枚の 瓦 (「返らぬ 日」 ン. P 名) 女帶、 鏡、 小猫、 民 子、 

黑 血を收 める。 表装 は 五葉 受持。 ひなげしの 花 を、 一 面眞っ 赤に 出す 箬。 一月 十一 日 

三 四 九 〔二月 二十 五日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

寂しい 事、 不愉快な 事、 しみぐ 御 察しす る。 自分の、 成 田 時代に は、 大兄が ゐて くれた。 大兄 は 今一 人 

である。 何だか、 僕が 責任 をつ くさない やうな 氣 がして、 兄に 氣の 毒で ある。 兄が どんな 事を考 へ、 どんな 

心 持 を 抱いて ゐ るか i -、 一  々わかる やうな 氣 がする。 早く 力 、氏 を聘 して 〇〇〇 日を祈 る。 もう 少しの 辛 棒 

である。 一 體が、 土曜から 日曜へ かけて、 一寸い く 出て 来て はどう か、 此 次の 日曜に は來 いよ。 そして、 

. 力 、氏の 顏 でも 見て、 わしのと ころへ 泊って 行けよ。 

僕 は 目下、 「返らぬ 日」 の 原稿 を 校正 中 だ。 一月に は讀賣 から 三圓、 秀才 文壇から 十三 圓、 東亞の 光から 三 

圓 (全紙 二十 五抆 かいて) 新 日本から 三十 五圓、 これ だけ 取った きりで、 二月 は 一文 も 取れない。 原稿の 校正 

で、 何も 書 けん。 弱った から 臺溥 愛國 婦人の 訓話 を 引き受けて、 「女學 生 諸子の 忘れて ゐられ る 事柄」 と 題し 

柄に もない、 訓話 を やられた。 一 枚 一 圓 であるから 每月 やらして くれる とい、 と 思 ふ。 「ござります るで ご 

ざり ます」 堕の 文章 を、 引き延べ く、  くり 返し、 愚劣に して 穩 健な 文字 を 羅列し、 一夜に して 半切 七十 枚 

をた き 上げた の は 近時、 吾が 同人 間の 好 話柄と なつ てゐ る。 文學， 士 云 々とい ふ 署名 を はじ め て自 から 書か 
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れた の は 注意す ベ き 大事 件で ある。 呵々。 」 神經 衰弱が はげし い。 ジ ー ベ ンに ばかり 往復させる フラウ 氏に 

も少々 氣の 毒の 感が ある。 時々、 森 田、 阿部、 小 宮と會 見して は ロ喧唪 をす る。」 〔中略〕 久子氏 は 結婚 後、 

此月 はじめて 子供 を 生まれた 由。 小 母 氏、 頑健。 祖母 氏 は、 よく 病氣 をされ る。 死に さう だくと いはれ る 

よ。. 一 

洋服が 破れ 出した の で 苦悶して ゐ る。」 

「返らぬ 日 一 は 千 五百部 出版、 千 部 を 一版、 三百 部 を 再版、 二百 部 を 三 版と される よ。 この 調子で やれば 

六 版まで は賣れ るつ もり だ。 三重 吉 氏の 細工で ある。 

森 田 は 食へ ないから 弱って ゐる。 その代り 死物 狂 ひに 立 源た もの を 書く。」 「返らぬ 日」 の 校正 は大學 生 

で 小生の 崇拜 者の 一 人が 引き受けて くれた。」 来月の 新潮に 小生の 經歷談 が 十二 三 頁 出る。 東亞の 光に 「人 

形」、 新 曰 本に 「せんぶり」 が 出る。 いづれ も、 出来合 ひのお 安いと ころ。 

校長 氏に よろしく 申して くれ。 

健 作. 兄 二月 廿 五日  三 ■ 重 吉 

草 平が 讀賣 に 「お 絹」 の 評 を かい た さう だ。 今朝 此 手紙 を かくま でに まだ 新聞が 来な い 。 /林 氏 によろ しく 

II 一 五 0  〔三月 八 rH 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

多忙 だら うね。 東亞の 光の 「人形」 は 一夜漬た けれど， れ だから 讀んで 下さい。 中央 公論に 草 平の 「1^ 落」 

出づ、 一 寸 面白い。 兄の 作の 敍述に 似た ところが ある。 草 平が 兄の 作に 同情す る箬 である。 僕 は 草 平の もの 

を 讀んで 自分の かいた やうな 氣の する 部分 を 見出した のは此 作の みで ある。 僕 はいつ も 兄の 作 を 自分が 書い 

たつ もりで 讀む。 自分の もの だと 思 ふ。」 . 近來 一寸 も 創作的 興味な し。 〇〇〇 も ィャ。 面白く もなん ともな 

い。 酒ば かり 飲む。 小生 都合 甘く 行けば、 四月より、 御 役人になる かも わからん。 月給 百圓 だ。」 海 城 はま 

だ 清れ るか 潰れん かわからん。 近頃、 他の 中學に 二つ 口が あつたので 兄の 爲に 運動に 步 いたが、 運くて 失敗。 
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^ その內四十又は五十3^上のロぁれば兄を引っばり出すからその積りで居れょ。 役人の 一件、 まだ 誰に も秘 

昏に願 ふ。 ァテと 揮 だから。 

靑木樣 三月 五日  三 重 士 11 

林 氏 は 成 田に ゐ ない のか。 

三 五一 一，. 三月 二十 一日 束 京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニより 千 葉 驟成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

御手 紙拜 見。 讀賣の 一件に は愕 いたね。 早速 森 田に 手紙 を 出して 相談した。 森 田 は あそこの 主筆 を 知って 

ゐ るから 何とか 話して i.,..- :.- - -思 ふから だ。 公憤 を 乞 ふた。」 ヒドィ 奴 もゐる もの だ。 本屋の ために 

その 手 を 貧 ふ もの はいく.， >  生、 無經驗 時代に、 中央 公論の 龎 田と いふ ャッに 同誌の 原稿料 を カス 

られ たの を 先日 五六 年ぶりに 發 見した。 油斷 がなら ない。」 「返らぬ 曰 ： はま. だ 出来ない。 イラく する。 十 

五日が 十六 日に なりとう くこん なにな つ た。 - J れ から 本屋 へ 談判に 行く つもり だ。」 兄の 本 も 小宮と 一 一 人 

で 春陽 堂に 運動して ゐる。 時の 來 るの を 待てよ。 小鳥の 巢 でも まだ 出して くれん も， の。」 これから 月に 一 つ 

づ\ 方々 の 雑誌に かいて 評判 を 取れよ。 さう せんと 本 も 出ぬ。 作 を 頼みに も 来ぬ。 頼まれる の は、 原稿料 は 

少 くても 目を閉 つて どし く かけよ。 さう して 書く 內に は樂 にかけ る やうになる。」 四月に は 秀才 文壇へ、 

「十字架」 とい ふ 出来合 もの を 二十 枚 書いた のみ、 新潮に 五十 枚 約束して ゐ たの を、 苦しい から 来月 號に延 

ばして もらった。」 からだが 弱って 元氣 がない。 頭が いたい。 困って ゐ る。」 少し ノン キに 食へ る やうに な 

らんと 長生きが 出来ん よ。 鐵道院 の 方 はま だ 蓮び がっかん、 どうせ はいれる の だけれ ど。 それまで もよ い 

からと て、 京 北 中學に 運動 中。 こいつ は 物になる かならん か危 い。 それが キ マレば 海 城 は 兄に 讓 らうと 思 ふ。 

海 城 はま だ 一年 大丈夫 だ。 その 內には 他に 口 も 見附 かるよ。 一 廿六 七日に 來 いよ。 いろ/ \ 話さう。」 

〇〇〇 は 辛 棒し ろ。 、つかく して 人に かれこれ 言 はれる と 困る から。 〇 が來 るの も 用心せ い。 おれの 二の 

舞 を やらせたくない。」 成 田の 〇〇 生徒 は惡 いが、 嘲叭隊 はなつ かしい。 今日は 靑 山の 練兵場で 兵隊の 喇叭 
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の 稽古 を 見た。 貸り て 吹いて 見た よ。 

〇 〇 〇 ャ靑木 兄 三月 十九 日  疲レャ 三重 吉 

〔封筒 裏 に〕 ハガキ の 趣池傳 の 一 件 承知 

一二 五 二  〔三月 二十  一 H 赤 坂 M 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 本鄕 M 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

先生に 短册の 一件 を 話した。 いづれ 彼岸 過 さとい はれた。 靑木對 讀賣の 件に つき 森 W に 話した ところ、 主 

筆に 言 ふと 池 田なる ものが 首になる かも わからん との 事に つき、 一寸見 合 はせ ておくれ。 草 平が 池 田に 面會 

して 事情 を 聞いて やる と 言って ゐた。  - 

三 五 III  〔三月 二十 八日. 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本 鄉區森 川 町 小吉前 小お 豐隆 へ〕 

一前 略〕 茅 野 は、 あ，^ いふ 男 だから、 大勢で わいく 言 ふところより、 一人 來て くれる 方が い \ かも 知れん。 

牛肉で なく 料， が 進ぜられる。 兄が 一 一度 来る の が 五月 蠅 いとい ふなら、 津田 靑楓を 招待しても よい。 -茅野 は 

手紙 をよ こして、 是非 細君 を 見に 行く とかいて ゐた。 但し 兄の 勝手で 三十 一 日に つれて 来て くれても 一向 さ 

しっかへ ない。 僕 はちのと 兄と 或は 津田 とで シン ネコ に 話したい。 穴 賢 

豐 樣 廿 八日  三 

、 三 五 四 〔四月 四 R 東京 市 赤 坂-座 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 東京 市本鄉 K 森 川 町小吉 館小宫 璺隆 へ〕 

セ ンチ メンタルに なられし 由 己 は 頭が いたくて 困る。 新潮の も中學 世界の もま だ 手を附 けん。 何 をす るの 

も 面倒で ならない。 

茅 野 はま だ 来ん か。 

臺灣の 御蔭で 犬に 豫算が は づれて 消沈して ゐ る。， 昨夜 天野彥 ベ— が 来て 金 を 出して やる から 「千代紙」 二 
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版 を 出せと いふよ。 難 有く 倒 受けした。 籾 山に 權利 をゅづ りくれ る やうに 賴ん だ。 

千代紙に 

A  H ピゾ， -ド \<1 黑髮 /お 三 律つ さん/烏 物語 /〇 引越 /〇 桐の 雨 

を 合さう と 思 ふ 〇 印は拔 くべき か。 A 印 は 如何。 

或は 近作の 內、 感じ 的の 作 

「人形」/ 「金魚 一 

その他の 小篇を 加へ やう か。 小生 はなるべく 千代紙 期の ものの み を 集めて 「人形」 以下 は 省きたい。 

第一、 第二 版 「千代紙」 が賣れ やう か。 五 百 ぐら ゐ賣れ まい かな ァ。 揖 をしても い \ ん だと ヒコべ ー がい 

ふけれ ど、 賣れ さう になければ よさう と 思 ふ。 

又 自費出版 といへば、 どうしてい \ か 小生に は 解らん。 籾 山に はもう 頼みたくない。 春陽 堂に 話して 見や 

うか。 右贵意 を 得たい。 

御 多忙 中 恐縮で ある。 その 內、 小生が 行って 聞いても よい。 どちらで も 

豐隆樣 四月 三日 夕  三 重 吉 

一二 五 五 〔四月 五 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 山 口 驟都濃 郡 富 田 村 靑木健 作へ〕 

御 葉が き拜 見/六日の 晩に は遙 かに 祝意 を 表する ためこ ちらで も 〇〇〇 事に する。 〔中略〕 

兄の 去りて 後、 今日までた^^ぶらり/\-して日を消してゐる。 五日までに 三つ 受 合って ゐ るのに、 まだ 1 

つも 手 を 着けん。 三味と 唄との 御 稽古の み 熱心で ある。 練兵場 を撗 切りて くく あるいて 四つ 谷に 通 ふ。 昨 

夜 力、 を つれてよ せに 行く。 面倒く さいから、 どこの 花見に も 行かない。 そのうちに また W 氏が はじまる よ。 

靑木樣 四月 四日  三 重 吉 
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三 五六 r 四月 十四日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ リ 東京 市 本 鄉區森 川 町小吉 館小宫 璺隆 へ〕 

木曜に 岡 田 氏 を 訪問し 兄の 近狀傳 聞。 (貴兄 を たづ ねたれ ど 不在) 

僕 は 新潮の がま だ 出来ん。 頭が いたくて 考 へが 纏らん。 ぶらくして ゐる。 白鳥の 野郎が 十五 抆 しかくれ 

ないから、 その代りに 小生に 百 枚 かけと 言って ブラフが 毎日の やうに 來る。 ィャ になって 了 ふよ。 

林 を 呼びつ けて、 千代紙 第二 版の 相談 をした。 春陽 堂で 出して くれる だら う。 千 部 は 印稅ロ ハ、 (但し 賣 

れた ら相當 の 禮を貰 ふとい ふ 暗 默の條 件に て)。 それで、 千代紙 とい ふ 名 は 俳 書 堂 を 連想す る から 改名し て 

欲しい とい ふ。 

明 十四日 は 夏 目の ォク サン、 が 子供 六 人、 下女 二人、 鈴 木と いふ 女ノ 子と 一行 十 名、 拙宅 を 訪問す る 害 だ。 

荒 川へ 行 くんだ。 おれ は 文無し だから、 ォク サンに 出費 させ、 フジ、 岡 田 も 一緒で 多摩川に 行く。 

生 田が 二. I- 五圓 持って来た。 太 將が使 ひ 込んだ 事事 實上、 ィョく 明白と なれり。 臺灣 から はま だ 来ん の 

だとい つてら。 親切な 生 田さん ね。 

豐隆樣 四月 十三 日  三 重 吉 

三 五 七 四月 二十 九日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本鄉^森^町小吉館小^«璺隆へ(はがき)〕 

相 變らず 耳が 鳴って 閉口して ゐる。 「秀才」 の 十字架 S る。 今度の 本の 中に 入れても い V か。 讀後御 返事 

を 乞 ふ。」 津 田靑楓 が、 いっかの 展覽會 に 出した やうな 軸物 を 一本 くれた。 氏に 會 つたら 小生が 悅ん でゐた 

由 君から 傳へ ておくれよ。： 一 昨夜 能 成を訪 ふ。 宮 本と 二人に 「返らぬ 日」 の 評 を かく やう 嘆願した。 能はョ 

ミゥリ 、宮本 は國民 か、 ホト、 ギス かに 書く さ 、つ. だ。 四月 二十 八日 午後 二 時 

=ー 五八 〔四月 三十日 赤 坂 E 靑山南 町四ノ  ニニより 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫畳隆 へ (はがき)〕  g 


「十字架」 御 面倒 難 有う。」 雜誌を！^达り返してぉくれ。」 やつ ちゃんの 事 は 何 かにつ けて 感謝の 記憶 を 浮 

ベ てゐ るのに、 爾来 四 年の 間 一 度 も 伺 はない のに、 用が あれば のこく 出て 行く やうで どうも 顔が 出しに く 

い。 少く共 「返らぬ 日」 はさう いふ 序にでなくて、 獻 じに 行く ために、 行って、 獻 じたいと 思 ひ、 ぐずく 

に 延ばして ゐた。 昨夜、 いっかの、 取れない と 思った 談話 料 を 四圆、 臨時 收 人で 博 文 館から 来たので 喜び を 

なし、 早速 今朝、 學校 附近の 耳鼻科へ 行って 診察 を 受けたら、 ニ圓 診察料 をた くられた。 耳 カタ， ルで、 耳 

に 水が 溜って ゐ るの ださう で、 鼻から Ml 氣を 通す。 五六 囘通 へと いふ。 マ y れ から 咽に 腫物が 出来て ゐる さう 

で、 それ を 切開し ろと いふ。 五六 日寢 なけれ やならん ので 困る。 そので きものの ため 頭が痛いの だと 言 ふよ。 

もう 一 度 やつ ちゃんに 行って 見て 貰 はう かな。」 白 井 氏が 何と 改名され たの か 忘れて 困って ゐ る。」 返らぬ 

日」 の 評 はいつ でもよ いから、 氣の 毒に 思 はないで おくれ。 兄が 借金で も ある やうに イラく する 心 持が 推 

察されて 氣の毒 だ。 武士 は 相 見 K、 決して そんなに 思って くれるな。 氣 永に 待って ゐる。 此頃 「山 彥」 を 校 

訂す 兄と 知り そめし 昔の 日 を 思 ふよ。 己れば かり 兄に 厄介 を かけて、 己 は 兄に 何の 足し もして 來 なんだ やう 

な氣 がして 相す まん。 

三 五 九 〔五月 十三 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫豊隆 へ〕 

此度は 色々 失敬した。 例の 三重 吉 論の 一節 ゥッ リ氣 云々 に反對 したが、 あれ はいふまで もな く 兄の 說 がい 

、よ。 ァノ晚 一寸 反抗した が 取り消して もい、 よ。  - 

センチメンタル になって ゐ ると いふ 一 件 は、 何だか 氣 になる。 僕が 口で ッケ. /\ 言った のも氣 になる。 

此 手紙の 持 參者は 森 田の 紹介で 来た 人で ある。 成 田で 間接に 私の 事 も 知って ゐられ る。 御 寸閑を 以て 御 面 

會の 上、 御 助力 を 乞 ふ 

豐隆樣 五月 十三 日夜  三 重 吉 


262 


年 五十 四治叨 


三 六 0  〔五月 二十日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

近況 如何。 新 小說の 「櫛」 を 六十 枚 執筆。 耳の 療治 を その ゲ ルドで やる つもり。 貧乏に も 飽きた。 「お 一二 

津 さん」 へ 千鳥 山彥を 入れる 件、 仁 さァに 直談判して 千代紙 全部 を ふんだ くって やった。 その代り、 「人形」 

と 題し、 人形、 金魚、 ナス タ シャム、 影、 氷、 胡瓜の 種、 羊、 烏、 千振の 九 品 を 口 ハで やる 事に した。 それ 

を 第 一 卷 として 來 月より 一 セリ ー スを 出版す る 由。」 シ ョ ジ ョ ー 言に つき 次の 如き 事を考 へる。 あの 攔で、 

月々 の 重なる 芝居 を縱橫 論議したら 如何。 比較的 ラタで (今の やうな もの を績 ける のに 比して) あらう と 思 ふ Q 

そして、 都合の い X 時に、 今の やうな の も 交へ たらよ く はない か。 劇評の 上から 言っても、 ォ， 'ソ リタ ディ 

ブ に 兄の 氣焰欄 を 作る の は 新聞 へ かくよ り 威嚴が つき は せんか 。 

三 六 I  〔五月 二十 一日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ (はがき)〕 

麗公、 雅八ム がわ いくさわぎ 廻る だら うと 思 ひます。 犬に さわ く-。」 拙著 「返らぬ 日」 次便に てお S 

り 申します。 自慢 だから 犬に よんで 下さい。 六月に は 「お 三 律さん」 I. 人形」 の 二 短篇 集 を 達る。」 出齒彥 

時 々来る。 夫婦に て 出て こられる。 こちら もお 多 福の 力、 を つれて 行く。」 オヤ ヂの善 公 は 軍艦 をもう かた 

づけた か。」 何か獻 上せい。 カラス ミで もこら へて やる から 獻 上しろ。」 五月 二十日 

三 六 二  〔五月 二十 一日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

御手 紙拜 見。 ゲメの 皮の 一件 御 祝 ひ 申し上げる。 「お 絹」 出版 大賀。 「虻」 を 後ろへ 副へ て は 如何。 〇も〇 

だが、 こ \ らを きっかけ にどし く 書いて は 如何。 づ うくし く 書きなぐれよ。」 (文章 世界 を 返して くれ) 

新 小說に 「櫛」 とい ふの ろけ 半分の 駄作 を かいた。 千代紙 時代の 作品 を 一括し 「お 三津 さん」 と 題し 六月 春 

陽 堂より、 その他の 作 を 「人形」 と 題し 七月 俳 書 堂より いづれ も 出版す る售。 「小鳥の 巢」 は 十月に 出る。 
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三重 全盛。 花 はもろ く 散り やすきが 港し い。 耳が いたくて 困る。 いたくても 書かなければ 療治 代が 出来な 

いので 二十日 も ほったら がして あった。 ノド にも 出 ものが 出来た ので 切らねば ならん。 〇 のみ 更に 不レ li^。 

次便に 葛 原さん へ 本 を 達る から、 さう 言つ といて くれ。 氏への 手紙 は その 本の 中 こ あり。 

三 六 II 一 〔六月 三日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郞へ (はがき)」 

ゥ 二 受取る。 もうち びく やら かして ゐる。 彥の ところへ は 近々 持って つて やる OJ いつも 湯へ はいると、 

子供 を 桶の 中に 入れて 陶器の 金魚 なぞ 持たせて 遊ばして ゐ るの を 見て、 麗， 公 雅子を S ふ。 早速 二人 を 一緒 こ 

寫 して 達れ よ。 力、 氏、 子供の 曰， 記ヲ忘 レズ-一 附ケ ャィ。 新小說 六月 號に 傑作 を 出した。 拜見 しろよ。 六 

月 三日 

一一 一六 四 〔六月 七日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニより 本 it 區森川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

昨夜 早稻 田に 行き、 先生が 歸られ るの を 待って ゐ たら、 とうと 歸 りに 電車に， り 後れ 靑山 迄、 てく く步 

いた。」 昨夕 讀賣の 前 田と かいふへ ナ チョコが 来た。 「喫 烟室」 兄の 事が 出て ゐ たから、 どこで 聞いた 種 か 

、。 まさ 力 女の 下駄 は賈 ふまい に、 と 言ったら、 春陽 堂の 奴から、 小宮は 下駄に コルと いふ、 た これ だけ 

を 聞いて、 あと は 創造した の だと 申した。 いづれ も此 手で 行く の だと 言った のに は 呆れた よ。 あんな 奴が 來 

ると 何も しゃべらない。 僕 は 原稿 書きで は 飯が 食 へんと いふ 話 をした が、 三重 吉氏 曰くで 書かれ はしまい か 

と、 不^快で ある。 

(非常に 頭が痛い。 おれ もル ー へ を やらん と 死に さう だ。」 

三 六 五 「六月 十二 日 東京 市 赤 坂 區肯山 南 町四ノ ニニよ リ 東京 市本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ〕 

ぉ三津 さんの 表紙 を 見て くれた さう だね。 
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頭が 痛くて まだ 文章 世界 氏 を 書かん よ。 ホト 、ギス にも 書かね はならん 

ぉ三津 さんの 廣吿文 を か 、 ねばならん ので 心 膽を惱 まして ゐる。 兄に 言 ふ の は失禮 だが、 維 作な く 出来さ 

うだったら 原稿紙 四 五行の 處で何 か、 書いて くれん か。 あの 集の PS と 色彩と、 僕の 文章の 情調と、 山彥琉 

のト ー ンを 暗示す る やうな、 誇大で なく 而 して 景氣 のよ いもの を 書かう と 思って 三 四日 一生懸命 にやって ゐ 

るが、 出来ん から 悲觀 した。  . 

ど うだらう。 御 許可に 相な らん かな。 嘆願し 懇顏し 愁訴す る 穴 賢 

豐隆樣  三重 吉 

十五 日 位に 發 行の 豫定。 一昨日 校正 全部 終了。」/ 內容は どんな 事で も 兄の 隨意 でい X から、 /一公 人と して 

の 小宮が 批評して くれた 文句 を 掲げても い \。 これ は 兄 を 煮出しに する やうで 相濟 まんが ブラ クチ カル ェ フ 

ェ タトに 大 であらう と 思 ふ。」 とにかく 大急御 返事 を 乞 ふ。 

三 六 六 六月 二十 七 m 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

どうして ゐ るか。 五六 日 前に は 岡 田 氏と 氏の 友人 二 氏と、 天 野 や 支那 歸り 氏が 宅で 一度に 落ち合つ たりし 

て 大變に 賑やかで あつたが、 三日 前から 風 を 引いて 每曰 寢てゐ る。 心細い 事を考 へる。 のど 力いた， -1-、 胸 

が いたいの で變に 神經を 起して ゐ る。 兄 も あま り トリン ケル なよ。」 此頃 はつ く/^ \ 文壇で 食.^ の カナ サケ 

なくなった。 「小鳥の 巢」 を讀み 返して 見て、 成って ゐな いのに 悲觀 した。 あれ を 半分で ぶち 切って (勿論 

手 を 入れて) 出版し、 櫛 以下 女、 赤い 鳥 等 も 別の ー册 にて 出版し、 これ を 第二 期 了り として、 田舍へ 落ち や 

うかと 思 ふ。 予は 凡人に なっても い X から 長生が したい。 死にたくない よ。 一度 出て 来ん か。 磯村の ァ ドレ 

スを 知らして くれよ。 柏木、 阿部 二 氏に 呈 する 本、 持參 しゃう として 延引、 相す まぬ。 

一二 六 七 一： 六月 二十 八日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 岡 山 市門 田 吉田負 一へ (はがき)〕  § 


拜啓雜 誌 難 有う。 丁度 三 四日 以来 風 を ひいて 寐てゐ ると ころです から 直ったら 讀 みます。 今 頭カ茫 として 

ゐ ます。 昨年 五月 東京に 出て 以来、 とうく 三文 小說屋 になり、 ィャ くながら パンの ために ョ タ小說 ばか 

り 書いて ゐ ます。 昨年 やはり 五月に 結婚、 祖母と 小 母と 四 人で くらして ゐ ます。 彌生町 時代の やうな 元氣は 

一向ありません。 いろく 御 話 はあり ますが、 取い そぎ、 右 御 臆まで。 頓首。 六月 二十 七日 

三 六 八 〔六月 二十 八 H 赤 坂 E 靑山南 町四ノ  ニニより 本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

(病中 一筆)/ 大阪の 商人に て吉川 某と 申す もの、 「お 三津 さん」 の 山 ま、 黑髮を 讀んで 感心し、 あの 筆法で 

淨 sfi を 一曲 かいてく れんか、 攝津 大掾に 作曲 させて 唄 はせ るから と 申込んで 来た。 その 昔、 豐隆の 朝臣が、 

己に 新 舞踏 劇 を かけと いはれ た 故事に も 似て、 いと 興 ある 事に おぼしめし 給へ り。 月給 を くれて 遊ばせて お 

いて くれ、 ば淨 ろり でも 祭文で も 何んでも 書く との 御 〇〇  ， 

三 六 九 〔七月  一 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木他 作へ (はがき)」 

昨日 は 失敬した。 奥樣 にもよ ろしく 御 詫び を 乞 ふ。」 扱 甚だ 御 面倒 恐 入る が、 成 田 山の、 御堂に 賣 つて ゐ 

る、 不動さん の 像 を 刷った、 小さい 軸物 二 本 (佛 ダンに 釣る し 得る 程度の もの。) 早速 達って くれない か。 人 

に 頼まれて、 成 田へ 詣 つて 買った 事に して 達る つもり だ。 己れ に詣 つて 来て くれと いふので ある。 早速 願 ひ 

たい。 二三 十錢の 安いので よろしい。 何卒 御 願 申ます 

三 七 0  〔七月 八 nn 東京 市 赤 坂 ai 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

小包 落手、 面倒なる 事 御 願して 相濟 まなかった。 原稿料 を 取ったら 御禮に ネクタイ を 達る よ。 帝, 文學へ 

書く さう だね。 先日 春陽 堂の 本 多が 来たから、 青木 氏の 小 說を新 小說に のせない かと 言ったら 載せる と 言つ 

た。 いっかの 背中 合せ を賣 りつけ るつ もりで、 一 應讀ん で 見て くれる やうに (風俗 壞亂 問題に 觸れる や 否や 
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を 見て くれる やうに。) 申込んで 置いた。 

そ の 內何 か出来たら. 逢れ よ。 新小說 に 載せ させる か ら。 

奥さんに よろしく 言って おくれよ。 おれのと ころへ は廣 鳴から 萬 千 子の 母が 來てゐ る。 ごたくして 仕事 

が 出来ん ので 弱って ゐる。 

靑木樣  七月 七日  三 重 士 口 

葛 原 公に も 氏の ゲ マ ー リン にもよ ろしく。 

二三 日 前、 珍ら しく 三日 績 けて 〇〇〇 候 〇〇〇〇 頭が いたいよ。 

三 七 一 〔七月 十一 H 東京 市 赤 坂- £1： 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 東京 市本鄕 K 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ〕 

久しく 會 はない ね。 七 八日 前から 萬 千 子の 母が 來てゐ るので ごたくして 何にも 出来ん。 方々 見物に つれ 

て步 いて ゐる。 先月の 拂が 出来ん の で フラウ が 書け くと 迫る。 新潮 へ 無心 を 言った が 一 一 十日 過ぎん と 貸さ 

ない。 閉口して ゐる。 兄の 方 はやりく りが ついた か。 暑さに めげ て元氣 がない。 書かう くと 思 ひつ、 ぐづ 

く 日を这 つて ゐる。 わけもなく あわた f しい。 昨夜 も 今夜 も、 兄のと ころへ 出かけて 行かう と 思 ひつ- -、 

来客に 妨げられて はたさない。 九月 號の 新潮と 中央 公論と を受 合った。 書く ことがない。 夏服 を 一着 あつら 

へた。」 その 內會 ひに 行く よ。 

豐隆樣 七月 十日  三 重 士ロ 

三 七 二 一： 七月 十四日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

小說 がま だ 書け ない 近頃 早稻 田の 方へ 一向 御 無佐汰 ばかりして ゐる。 今 かき 崩しの 原稿 を 破って 午 食に 

ー獻 した。 草 平の 十字街 を まとめて 讀 みつ 、ある。 

寺 田 氏へ 本を屆 けて くれた か。 七月 十三 日 
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三 七三 〔七月 二十 四 to 東京 市 赤 坂 K 青.^ 南 町四ノ  ニニより 千 葉 縣成田 町 靑木健 作へ (はがき)〕 

隨分 暑い ね。 シュ I レは 月末まで あるよ、 ばかくし くて 仕方がない。 昨夜 〇 にっき 頭が いたい。 庭に 二 

三種の 草花の 苗を植 ゑる。 八月 十日までに 中央 公論と 新潮と に 五十 枚づ \ 書かねば ならん。 此月は 暑い の や 

来客 やらで まだ 何も 書かん。 もう 種 もない よ。 兄 は 國へ歸 るつ もり かい。 七月 二十 二日 

三 七 四 〔八月 三日 鈴 木 周 作へ〕 

拜 啓/御高 著 難 有項& 面白い ので 仕 かけて ゐた 仕事 を 中止して、 仕 まひまで 一 と 息に 讀ん でし まった。 御 

骨 を 察する。 すらく とよく 出来て ゐる。 かう いふ 本に ありがちな、 わざと 求めて 面白がらせ やうと する 

筆 使 ひ 更にな く、 眞 率な ところに 味が ある。 尙々、 何 か 探して 續 いて 譯 されん 事 を 切望す る。 近来 〇0〇 は 

如何。 小生 は 生活の ために、 此 暑い 中で 休み もな く 創作に 苦しんで ゐる。 文士の 生活 も そろく ィャ になつ 

たよ。 酒 は 近頃 一向の め なくなった。 からだと 經濟 とのた めに 賀 して ゐる。 東京に ゐて も、 金 もなくて、 靑 

山に のみ 籠って ゐ たので は 何の 東京 もへ ちま も あり はしない。 •  貴兄 は 本の 印稅 で、 ゲ マ-リンと 一緒に 海水 

浴に でも 出かけ はしない か。 小生 は學 校が 時間ば かり 多すぎて 一向 儲げ にならん から 斷然 やめて、 ブック メ 

1 力， 'にで もな り 鎌 倉 あたりへ 引退し やう かと 考へ、 力 、と 相談 中 だ。. 

紫 明 會の連 仲と は その後 一 寸も會 はない。 先日 羽田の バカ 野郎が やって来た。 大學の 先生 だと 言って 得意 

になって ゐゃ がる。 いつまで 經 つても キ ザな 野郎で ある。 野 村 はどうして ゐ るか。 よろしく 申して おくれよ „ 

東 は 事によると 日本語の 先生に 聘 はれて セン トビ ー タ ー ス ブルクの 大學に 行く かも 知れん との 蠓を 聞く。 

眞偽 未だ 存 せず。 昨夜 〇〇〇 頭いた し。 

奥 樣に宜 敷 申して 下さい。 /力 、 より 御 二人に よろしく。 

周作樣 梧 下  八月 三日  三 重 吉 
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三 七 五 「八月 十八 日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

掏 手紙 拜見" もう 一度 棵山莊 に 籠りたい と 思 ふ。 人 住まず して 荒廢 する の は 惜しい。 すべての 樣が ありあ 

りと 目に 浮ぶ。 加 計 町 は 昨日 見て 來 たくら ゐ によく 覺 えて ゐる。 佐々 木 氏の 栗の 木 も、 靑 いのが ぼた く 落 

ちて ゐる 事と 思 ふ。 兄の 子供 を 見たい。 三千 二さん も 健在 か。 よろしく 言って くれ。 

天龍川から 引き返し たの はくれ，.^、 も殘 念で ある。 またい つか 機 を 捉えて 是非？ S て 来て くれよ。 いろんな 

話 をし やう や。 兄 はよ く 何月 何日 はどうした 日 だと 記憶して ゐた。 僕 は 物 を 書く 時に いろんな 隅 想に 耽る 際 

すべての 過去 を 想 ふ。 此間、 吉原ー の 美しい 松 子と いふ 女と 落ち合って、 いた こぶし を淚が 出る まで 歌った 

よ。 大分 年取った やうな 氣も する けれど、 相 變らず 昔の 三重 吉に歸 る 時が よく ある。 そんな 時に 兄 を 思 ふ。 

〔中略 J 

原稿で 食 ふの も隨分 面倒臭い。 妙な 人間に なって 了った ものと 思 ふ。 毎月つ まらない ものば かり 書く よ。 

正文 樣 八月 十八 日  三 重 吉 

干鲇 是非 小 S 々貰 ひたい。 待って ゐる。 此頃 は、 こそく 方々 へ 出かけて 飮 むから、 一匹 づ ^持 ち 出して、 

そこいら 中で 飲んで やる つもり だ。  - 

村 座の 三味線 ひきに ついて 長唄 を 稽古し つ、 ある。 此間迄 (大喪 前 迄) 勸進帳 を 習って ゐた。 「あ \ さと 

られぬ こそ」 とい ふ 小石 川での 昔の 惧を、 一人 三味 を 抱えて ひく。 相弟子に、 よし 町の ゲ ー シャも 二 一 二人 ゐ 

る 0 

三 七 六 〔九月 一日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

御歸 りの 由、 また 厄介 だね、 鷺の 一件 傳承、 俗衆に も 困った ものだね。 一人で 歸 つて フラウ 氏 はどうされ 

たか。 小生 近来 何 を 思 ひ 出した のか、 よく 〇〇〇。 本日 「小鳥の 巢」 訂正 終る。 これから 二度の 校正 を やら 
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なければ ならない。 九月 一 日 

三 七 七 〔九月 九日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニより 千 葉 縣成田 町 石 井 方靑水 適作へ (はがき)〕 

まだ 一 入で ゐる のか。 氣候 がよくな つたので 助かる ね。 小說を 書かなければ ならない のに、 種がなくて 閉 

口して ゐる。 ほんと に 弱る よ。 博 文 館の 飜譯に 何 かよい 本 はない かな。 サ ッフォ ー は、 飜譯 中の 人 あり、 泣 

きつい て 頼む から 讓步し て やつ た。 何 か佛ラ ンス 物で 五 百 枚ぐ らゐ になる も の を 探さなければ ならな くな つ 

た。 御考へ はない か。」 何 か 創作 を やれよ。 九月 九日 

三 七 八 〔九月 十四日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本鄉 .511 森 川 町小吉 ffi 小 宮璺隆 へ (はがき)」 

爾後 形勢い かゾ。 昨夜 は 夏 目 奥さんから 猫の 法事に 招かれた が、 いろんな 事で 行き 損ねた。 すまない 事 を 

したと 思 ふ。 新潮の 小說 がま だ 一枚 も 出来ん。 小鳥の 巢は岡 田 君の 友人が 校正して くれる 事に なった よ。 九 

月 十三 日夕 

三 七 九 〔九月 二十四日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニより 本鄉 K 森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ〕 

新 富 座の 件 難 有う。 折角 だが 廿六 七日 迄に 四十 枚ば かり 書く 約束の がま だ 一 枚 も 出来ん ので 氣 がいら く 

して ゐ るから、 乍殘 念よ す 事に する。 近来 健康 勝れず。 八月から 受 合って ゐる 新潮の がま だ 出来ん。 つく 

ぐ 自由 廢 業が したくな つたよ。 本 月 は 無 一 文. 亡から フ 。 へ 行く の も ひゃくして ゐら。 貴公 珍聞 はない か „ 

先達 金 を 借りに 行った が、 御 0 守で 柏木 氏に 失敬した。 

今日の 大風で 垣が 崩れた よ。 夜 は蟲の 聲が 雨 の やうで ある。 

小 宫兄梧 下 九月 二十 三日 夜  三 重 吉 
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三 AO  〔九月 二十 九日 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 本. 鄉區森 川 町 小 吉誼小 宮璺隆 へ〕 

恪 印の 出た の を す。 甘い よ。 しっくり して そつがない。 何だか 自分が 書きで もす る やうに そわ/ \ され 

る。 さぞ かし、 一 囘 書いて は 浮かれ 出して 出かけ るんだら うと 思 ふ。 何十 囘 書く のか 知らん が、 あの 原稿料 

だけが もの を飮 むと い V ね。 今日は ョ ヘイの 畫を 見に 行く (津 田の が 出て る さう だから) が 邪魔になる だら う 

と 思って 寄らない。 その代りに 書く 手紙で ある。 

尙 進行す るに つれて 讚 辭を呈 する よ。 何卒 日頃 申 上げた、 ブリ 、アン ト にやつつ けて あっと 言 はして おく 

れょ。 

今日は 小生の バ ー ス、 ディ だ。 三重 吉滿 三十 だぜ。 此月 はとうと まだ 一枚 も 書 けん。 弱って ゐる。 

いっかの 武器 購入 一 件 氏が、 支那から 唐 机 を くれたよ。 

二 尺 五寸に 四 尺の 大物で 四疊 半に は 大きす ぎる ばかり である。 いっか らか 欲し か つ た 机が やうく 出来て 

コ くして ゐる。 小鳥の の 校正 は 百 頁まで 来た。 橋 口の 表紙に は實 に悲觀 した。 日干しに なった やうな 

燕と、 あやめ. をなら ベた さらさ 模樣 である。 小鳥の 巢も爲 にしく じった。 情ない よ。 

柏木に ニ圓 借りた が、 もう 十日ば かり もしなければ 返せん。 さう 言って 詫びと いて くれ。 今日 ジ-べ ン氏 

を 訪問す るから、 礫 村の ものが どうな つてる か 聞て 来る。 流して はゐな いのはた しか だが。 失敬 

小宮 兄. 廿 九日  三 重 吉 

三 八 I  〔十月 十日 赤 坂 ffi 靑山南 町四ノ  ニニより 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき 二 枚 績)〕 

雨の 夜、 七囘 から 十二 囘 まで 固めて 讀む。 甘い よ。 就中、 七、 八、 九、 は 繰り返して 讀ん だ。 絡 印 は 誦す 

べき 至純の ボ ー H トリ ー である。 近頃 久しぶりで あんな 詩の 中に 浸った。 明治 大正の 文學 中、 我輩の 返らぬ 

日の 或 部分と、 絡 印の 今日まで 全部との 外に はか やうな 文 學はー つもない。 而も 吾輩 は 君 ほど 書 けんよ。」 
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弱ったら 撲ち 切っても い、 から、 全篇に キ ズを附 けるな 

た あれ だけで も (十二 囘 だけで も)、 斷片 的に 上々 の スケッチ だ。 詩 だ。 あれが 長くな つたの カ全體 でも 

一. さしつ かへ ない。 強いて 意義 をつ け やうと か、 サゼス チャン を 含ませ やうと 狙 はずに、 兄の インチ ユイ 

シ ヨン を その 儘の ベる 態度に 出られて 成功され よ。 人 はなん とい はう とも、 吾輩 は それで 立派な 傑作 を 得る 

と I 〈ふ。」 最後に、 殆 韻文に 近き まで、 言葉 を 篩 ふ、 兄の エキス プ レツ シャン の 苦心 を 思 ふ。 

僕の 或 作の さう いふ 際の 苦心が、 絡 印の 文章に よって はじめて 報 ひられた やうな 氣 がする。 眞の 同情と 理 

解と を 得た やうな 氣 がする。 此 意味に 於て、 兄の 今囘の 文章 を 眞に味 ひ 眞に稱 讚し 得る 資格 ある もの は 日本 

に 三重 吉 一人の みと 思 ふ。 如何。 これ は 勿論 三重 吉を 擧げる 意味で ない 事 はいふまで もない。 ；> かに 兄の 文 

章 を アップ レ シ ェ ー トし 得る かを說 明す る ためにの み。 

三 八 二  〔十月 二十 九 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ. リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜啓 今日 午後 三味線の 稽古から 歸 つて 來 ると、 gl 守 中に 此 人が 見えた と 言って 家人が 渡す 名刺 を 見る と、 

「松 本道 別」 と 書いて ある。 何のた めに 吾輩のと ころに 氏が 来訪され たの か 知らない がそ どろに、 君の 蓄音 

器に 吹き込まれた る漱石 翁の 話 を 思 ひ 出さず に は ゐられ な い。 それから 色々 兄との 昔の 日の 事 を 思 つた。 

日中 川の 芳が來 たから、 四 五 年ぶりで 會 つて 吉 原の 茶屋に つれて 行き 大文字 屋 とい ふうちへ. 途り 込んだ。 芳 

去って 數日、 浦 灝と芳 と 連名で 繕 はがき を くれたよ。 〔中略〕 

兄の 子供 は 一 人だった かね。 小生 は 近来 年を取つ たよ。 顔に は 苦勞の 皺が ある。 いっか 口 シャの 音 樂圏カ 

来た 時、 上田 の 敏， 公と 會談 して 老女の 化粧 を 思 つた。 昨日 は 上野 ひ 天眞で 天。 ふらの 立食 を やって 文科の 園 遊 

會を思 ひ 更に 老女の 化粧 を 思った。 嫩石翁 は 四十 六 七に なられた。 長女 筆 子さん 十四、 もう そろく 〇〇〇 

〇〇〇〇0〇〇〇、 小生と 風呂に 一所に はいらな いとい ふよ。」 東京に ゐ ると、 いつもく せ、 こまし い」 

小生、 十 一 月 上旬に 春陽 堂から 長篇 「小鳥の 巢」 を 出す から 一 部 買って おくれよ。 小生の 高等 學校 を芊 し 


272 


年 元 正大 


た 頃の 寫眞 が卷 頭に 出て ゐる。 是非 賈っ ておくれ。 これから 本 は 友人に ねだって 一 册づ、 買って 莨 ふ 事に し 

た。 

正文 樣 十月 二十 八日 夜  三 重 吉 

三 <ー||  〔十一月 六 H 柬京巿 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉驟成 W 町 青木 健 作へ〕 

手紙 端 書 度々 難 有う。 新 小說は 十月 五六 日頃に は/切る やうで ある。 己 は 一 月號 はお 借の 關係上 中央 公論 

に 書かなければ ならない。 新小說 にも 文章 世界に，， - 受 合って ある。 此頃は 何 をす る の も 厭で ぐずりく して 

ゐる。 小說で 一 寸 行きつ まったら どうして 食 はう かと 考 へる。 西洋人の ところへ 通って 英文 を 書く 稽古 をし 

やう かと 思ったり、 法科へ でも 這 入って、 外交官 かなん かにな つて 了 はう か なぞと いふ 妄想 を 起す。 何だか 

心細くて たまらない。 來年は 食へ さう もない。 

此間は ャケで ハツ ピ會 とい ふ もの を 持へ て 大に飮 み 廻った。 小生と 春陽 堂の 木 多赚月 公と が 主唱して、 ハ 

ツビ、 腹 かけ、. も V 引と いふ 服装で 會飮 する 會 である。 カツ フ ェ ー、 ブラン タンの 太將 (コ レは 西洋 賽家 也) 

小宮、 美術 學 校の 敎授 一 、 新聞， 記者 一 、 維 誌， 記者 一 、 春陽 堂の 手代 二人、 本 多 小生の 八 九 名で 日本 橋で 飲ん 

だ。 已は 二日 ニ晚ハ ツビで 東京の 市中 を濶步 して ゐた。 つらく 思 ふに、 中學 校へ さへ 出なければ 一生涯 こ 

んな イナ セな ノン キな 姿で 世 を 達れ るの だ。 眞 面白に 生きて ゐ るの も 馬鹿く しい やうな 氣 もす るよ。 己 は 

これから 先物 を 書きつ ける にも、 主観が 一向 イン ハ ルト HI ス だから 駄目 だと 思 二。 近頃 は 自分の 作が い 

やで たまらない。 シン ボリ カルな もので もやって 見たい と考 へて 「穴」 を 書いて やり 損った。 日本の 小設界 

に は deep な ものが 出ない から 駄目で ある。 貴兄 は 此際大 に 特色 を發 揮され ると い \ がな。 どし く 書き さ 

へ すれば 手 も 上る し 俗名が 高くなる。 易々 たるの み。 大膽に 自己 を さらけ出して 何でも か \ん か。 

己 は 三つ も受 合って 何 こそ 書く 事 もない ので 困る よ。」 

困憊。 不安。 • 陰 黑。」 妻 病氣。 醫 者に 通 ふ。」 氣づ かふ 事 はない。 


273 


r 新潮」 は その 內達 るから 待って ゐて くれ。 小鳥の 巢は 今夜 やっと 出来る 害。 

靑木樣 十二〕 月 六日  三 重 士 n 

四 年の 石 原 幸 一が 前途の 相談 をして 来たが、 すべての 事情 を 知らない 己に は 簡單に 何とも 言へ ない。 兄の 

ところへ 行って、 すべて を 具陳し 兄 0 指揮 を 受けよ と 答へ て 置いた。 何分 御 緩み 申す。 /葛 原さん に 宜敷言 

つてお くれ。 /奥さん は 如何。 脏ョ k 中 は 心 淋しい もの ださう だ。 可愛がって おあげよ。 

三 八 四 一： 十一月 六日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニよ リ 廣島驟 加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

先日 は 珍ら しい もの を 難 有う。 上手に 料理して 食った。 甘かった。 人に も ニニ 一人に 食 はした。 昨夜 は 小生 

の發 起した ハツ ピ會 とい ふの V 發會 式で 日本 橋で 飲んだ。 文士 畫家 連。 ハ ツビ、 腹 かけ、 投 引で 參集。 それ 

から 吉 原の 引手 茶屋で 飲む。 鏡 花 は 病 氣で缺 席した。 

三 八 五 「十一月 十五 日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニより 愛知 驟津島 町 鈴 木 周 作へ〕 

拜啓御 端書拜 見。 もう 〇〇 れぬ 由、 御 察し 申 上 候。 一， 小鳥の 巢」 初版 賣 切で 小生に くれる 分 も 待たせて ゐ 

る やうな 譯 だから 五六 日 待って おくれよ。 其 内 早速 達り ます。 檜 はがきの 寫眞を 見て 池の そばの 住居 を 思 ふ。 

高等 學 校で 机 を 並べて ゐた 日から 今日までの さま，^、 の 事 を 思 ふ。 ゲマ ー リンの 安產を 祈る。 拙者 一向 〇〇 

〇〇〇 が 失せて 何の 樂 しみ もない。 神經 衰弱の セィと 思 ふ。 それに 此頃は フラウが 子宮 內マク 炎で 困って ゐ 

る。 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 冷 かす もの も あるが、 そうで はない らしい。 今日明日 はどうしても 入院 させな け 

れ ばなら ない の だが、 まだ 原稿が ー抆も 出来ん ので 弱って ゐる。 力、 は 一 二週間 寐てゐ る。 今 金 を 前借りし 

に 本屋 を廼っ たが 都合が つかん ので ゲ ツチ ャリし て ゐる處 だ。 小 說家も 出来 得べ くば S 業し た い 。 書く 事が 

一寸 も なくなった。 單調 のために 飽きられ さう である" 飽きられ は、 飯が 食 へんの だから もがいて ゐる。 

毎日く 書く の はっくん、、 苦しい。 時には、 學費を 借りても う 一度 書生と なり 法科 大學 から 出直して 社會に 


274 


年 元 正大 


出 やう か とも 思 ふ 。 東京で 英語 の 敎 員と し て 食うて 行く に は 私立 大學位 へ 出て すらく 英文が 書け ん で は 幅 

が 利かん。 けれども 今から こち/ \ そんな 稽古 をす るの も ウル サイ。 小說の 方で 修養し やうに も 時間が 許さ 

ない。 つまらない 話 だよ。 只 その 日/ \を 糊して 行く のみ。 近時 財政 上、 茶屋酒 は 一 切 やらない 事に した。 

ジ ー ベンとば かり 懇意に なって ゐる。 仕方がな いから、 いっそ 小說屋 として ぐんく 腕 を 上げる やう 努力し 

やう かな。 金が ほしい。 金が あって 修養し つ V 悠々 と 書きたい と。 此間長 井眞琴 氏の 家へ 遊びに 行って 子供 

を 抱へ て やった。 田 中 君 は 寂し さう にして ゐる。 早く 力、 氏を迎 へる やうす、 めて 置いた。 此十 七日に は 在 

京 紫明會 員で 遠足 を 催す 箬だ。 それから 此間 東亞の 光の 會へ 出て 浦 谷 堀 田 等の 連中に 會 つた。 ノン キな 人間 

たちで ある。 /面白い 話 もなくて 失敬 

周作樣 十四日 夕  三 重 吉 

奥樣 によろ しく。 「下略〕 

三 八 六 〔十一月 二十四日 赤 坂 K 靑山南 町より 千 葉 縣成田 町 葛 原 運 次 郎.靑 木 健 作へ (はがき)〕 

拜啓 わざく 御 返禮の 御手 紙 難 有く 存じます。 やうく 本に なって 萬 足し ましたが、 中身 は 龍 頭 蛇 尾で き 

まりが 惡 いやう です。 あの 作に ついて 言 ふに いはれ ぬ 御 厄介 を かけました 事 をよ くく フラウに も 話して 聞 

かせました C 目下 新年 物で 大車輪。 書く 事も盡 き、 筆 も 進まず 苦悶し ます。 

三 八 七 〔十一月 二十 六日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本鄉 H 森 川 町 小 吉館小 宮畳隆 へ (はがき)〕 

小包の 一件 難 有う。 小 說の事 拜誦。 それ もい \ だら う。 それにしても 出来るだけ 力を入れて くれ 玉へ。 フ 

ジ は 本日 赤十字 病院に 入院。 たいした 事で もない。 入院 小說 のために 二十日 も 待た したが、 つ ひに 未だ 脫 稿せ 

ず。 とにかく 入れた よ。 小生 はどう も氣 ちが ひに なれ やしない かと 思 ふ ほど 頭が いたい。 これから 来月 十五 

日までに 七十 枚と 四十 枚と 書かねば ならん。 泣きたい よ。 十 一 月 二十 六日 


三 八 八 〔十二月 十日 東京 市 赤 坂 區音山 南 町四ノ ニニより 千 葉縣成 3 町 靑木能 作へ： 一 

小設は 出来た か。 「お 親」 は 三月に 出す とかい ふ 事 を 一寸 聞いた が 金 はくれ たか。 年內 にくれ る やうに 本 

多 氏に 談判して やらう か。 

新 小 說には 五十六 枚、 「黑蜻 ：^」 とい ふの を 書いた。 もう 校正が 来た。 女 自身 を 通して 女 を かいたの だから 

書け なくて 大に 弱った。 こいつ はとに かく 我慢 するとして 中央 公論の は實に ひどい もの だ。 頭が いたくて 書 

けん。 この 調子で もう 一年 も績 けたら 死んで しま ひさう だ。 學 校へ 出る のが、 閑が つぶれる のと 疲れる のと、 

當事 者の ケチ なのが 瘸に 障る ので、 ィャ くで たまらん。 己れ が 火鉢に 炭 を n 計に たくと か 言って あて こす 

りなん か 言ゃァ がるんだ よ。 

令夫人 御 入院、 まだもう 十日ば かり は 出られん 由。 金に 困る よ。 氣は氣 ぢゃァ ない。 お しづさん に 御手 紙 

を 貰って よろこんで ゐ たよ。 よろしく 言って くれ。 

今夜 十二時 半。 中央 氏を脫 稿し、 さびし さの 餘り此 手紙 を かく。 

「人世に 生きる の も、 つくぐ ィャ になった。」 

いっかの 「大風の 朝、」 中、 力 、氏の！^ に 這 入って だきつく ところに はホ 口 リ とした。 病院に ボッ チリ 一 

人ゐ るの を 行って 見ても 可愛 さう になる。 小鳥の 巢は あんまり 賣 れんやう である。 千 五 百が ま. た 二百 殘 つて 

ゐる。 

• 葛 原さん によろ しく。 小鳥の 巢の デザイン は毁譽 まちく じ やよ。 

齄 作 樣。 十二月 十日 夜  三 重 吉 

休みに なったら 同伴で やって来 いよ。 

三 八 九 〔十二月 十八 H 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ ニニより 日本 橋 區本町 博 文 館 編輯 局 前田晁 へ〕 
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拜啓 今日 午後 本 町 の 方へ 御 尋ねし まし たが 御 出動が なか つ た の で 御 返事 を 申す 事が 出来ません でし た。 歸 

つてから 電話 を かける つもりで ゐ ましたと ころが、 連日の 神經 衰弱 で、 一寸 寐 やうと 思って 蒲 團には ひると、 

遂に 夜になる まで 寐て しま ひまして、 今 起きて 困った 事 をした とく やんで ゐ ます。 どうも 申譯 がありません 

が、 作 を此度 はお 許し 下さいません か。 實は ホト、 ギス のが まだ 出来ません。 新 小 說の金 は 先月 取って 消費 

し 中央 公論のと ホト 、ギス の は 愚妻の 入院 料に したので、 何 かもう 一 つやらない と 年末で も あり 大に闲 り ま 

すから、 勇氣を 鼓して 文章 世界の を やる つもりで キパ つて ゐ ましたが、 もう 頭が 利か なくなつ てへ コ たれ ま 

した。 例の ガジ くで もう 苦しくて たまりません，。 何卒 不惡御 許し 下さい まし。 右の やうな わけで、 决 して 

ナマケ て 書かない のぢ やありません。 すみませんから、 ぢ きく 御面會 して 謝罪す るつ もりで 今 曰まゐ つた 

のでした が、 遂に 手紙で 失禮 いたします。 その代り また 何 か 力を入れ たもの を此 次い つか 書かして 載き ます。 

取 急ぎ 右 御 わびまで 頓首 

前田樣 侍史 十七 日夜  三 重吉 ， 


三 九 O  〔一月 四 H  • 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

御手 紙拜 見。 何だかし.^,^、 兄と 話して る やうな 氣 がして 繰り返して 讀ん だ" 

二十 七日に 御上 京の 由、 丁度 寄って くれなくて よかった かも 知れない。 二十 七日 八日に 文章 世界の 二月 號 

を 書いて ゐた。 年の瀬が 越せない ので 二 月號 まで 書い た の だ。 

正月 號の 僕の 小說は いづれ も 駄目で 今年 は 早々 から 意氣 不揚。 中央 公論の.、 如き は アキ レ たもの だ。 紙數 

を かき 入院 料に する ので メ チヤく だ。 簪も 第一 囘ま では、 長篇 にす るつ もりで 書いた、 ゆっくりした 書き 

方だった の を 急いで あんな ものにした。 あの 績 きを 大阪 朝日に 三十 枚 かいた。 これ だけ はャ、 なって ゐる。 

今年 はもう 文壇から 飽かれ さうな 氣 がする。 己 ももう 今年 は 休 萎 したいよ。 それで 人氣の ある 間にと 田 心って、 

櫧、 凶兆、 穴、 黑 とんぼ、 伯母と ぉ濱、 女、 赤い 鳥 を 一 册 にして 近々 出版す る。 あと は飜譯 でもして 食 はう 

よ。 /もう 頭が ちび る。 

先月 末に 書いた 文章 世界の は、 風俗 壞亂の 恐れ ありと て 駄目に なった。 金 だけ 先取に して 置いた ので、 此 

十日までに また 書く 約束。 十五 日 迄に は、 これ も 先 借の 關係上 「新潮」 に 書 くんだ。 ィャ になって 了 ふ。 

ゆっくり 考 へて、 い，^ ものが 書きたい。 

お 作 「彷徨」 はいの 一番に 熟讀 した。 

•1 行 ノ\ 勿 S ない ほど 苦心して 書いて あるの が 何より 同情 を 引く。 第一 囘 なぞ は、 就中 實 にょい。 

. 第二 囘 3? 後を讀 むに つれて、 どうも 作り上げ たもの だとい ふ氣が 先に 立つ。 大體の 筋に 手 落が ある。 あれ 

が 警察の 手 を 放れて、 また 彷徨 するとい ふの が變 である。 警察の 留置場で 一人が 首で もく.^ り、 あとの 一人 
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がう ろ/ \- してる なぞ は 自然 だら うと 思 ふ。 .h< には遁 逃の 背後に 何物 もない やうで ある。 失敗の 作と 思 ふ。 

併し 尊ぶべき もの は、 君の. S 想 的に 作る 事で ある。 あの 筆法でなくて は、 力 ある 深い もの は 出来ん。 少 くと 

も 大きい もの は 出来ん。 己 はもう、 今の 日本の 文學 が、 目前の 何でもない 事 を、 何でもない 筆で、 書きなぐ 

る、 ォッ チョコ チヨ ィ文學 に は 飽きた。 

但し あんな 兄の やうな 書き方で は 作で 飯 を 食 ふのに は 間に合 はん。 願 はくば 當分 作で 食 はん 氣で、 苦心の 

もの を 書け よ。 僕 は 飯に する ので、 藝 術が 段々 と 下落して 来た。 苦しくて いけない よ。 

君の 知って ゐる ファクト を 基 襟と して、 それ をェ 風して 君琉の ー篇を 作る のに 腐心して は 如何。 成程 兄の 

もの は 一行 一 くの 描寫に は、 寫實 的に 力強い、 コ ンデ ン スを 見せて ゐる けれど、 全體 として は、 どうして 

も 人工的で ある。 虻と お 絹は此 人工に 成功した 立派な 藝術 だが、 彷徨 は 少しし くじ f た。 

もとより、 あ、 いふ ものに 君の 特色 も あり、 今の 文壇に ない 境地 を 草分けし つ i ある 功 摸 は 感謝し なけ 

ばな らん。 ，ー9 れを 捨てよ と は 言 は ん。 たビ あまりに 凝り 過ぎて 却って ゥソ らしい 所が 出来る の を 遺憾に 思 ふ < 

妄評 多 罪。」 

フラウ は 一 月 一 日に は 新 富 座へ つれて 行って やった。 醫者の許可を得てそ^5く〇〇〇〇〇〇〇〇。 久し 

ぶ り で ョ ィが、 頭が い たくなる の で 恐ろしくなる。」 

あ k、 もう 少し ブラく して ゐて悠 々と 書きたい。 悠々 とよみたい。 頭 は 先月の 中頃 來ガジ /\ も大ガ 

ジ /\ じ や。 よく 癎癢を 起して 困る。 J  . 

力 、氏 を劬 はって おあげよ。 生れたら 早速 電報せ よ。 何 か ふ。 /山 神 小 母より くれん.、 もよ ろしく- - 

これから 一人 四疊 半へ 寢 るよ。 兄の 手紙 を 枕元に 置いて。 

健作樣 一月 四日  三 重 士ロ 

一二 九 一 〔一月 九 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 東京 巿本 Is. 區森 W 町 小 吉館小 宮登隆 へ〕 


279 


君が 電話 ヲ カケタ ノデ 先生が 怒 ッ タ 。 

明日、 ヮセ ダニ 來 ルナ ラ、 先生 ニ會フ ヨリ 先 一一、 マヅ奧 サン ニ會ッ テョ ク聞ケ 

サゥ デナ イト 奧サ ン ガ困ル コ トァリ 

豐隆樣 . 

三 九 二  〔一月 十三 H 東京 市 赤 坂  一 tel 靑山南 町四ノ  ニニより 愛知 縣津島 町 鈴 木 周 作へ〕 

御卖 書拜 見。 首尾よく 男の子 を 製造され た 由。 御兩人 大手 柄。 萬 歳で ある。 あれで 一先 づ 安心した。 兄が 

口 ひげ を ひねくり 乍ら 坊や の 寐顏を 見て ゐ る處 なぞ を 想像す る。 い ろく 今昔 の 感氏 だね。 

逢 後の 御用 心 第一 に 祈ります。 早速 御 ひもの 獻 ずる 箬 だが、 月末まで 待って いた V  く 事に する。 

小生 方 無事、 裤氏 去年の 暮 子宮 病で 一 ヶ月 入院され たがもう 退院。 〇 の 字 思 はしく 行かない。 

小生 神經 衰弱 甚し。 また 鳴へ でも はいりたい。 /何 を 書く の も あきく した。 學校も 七面倒く さいよ。 

寒い く。  /おれ も 早く 一  匹 製造した くな つた。 

周 作 樣奥樣 ！ 月 十日 夜  三 重 士ロ 

一一 一九 I  一一  〔二月 一日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 千 葉縣成 W 町 靑木健 作へ： 一 

御 葉が き拜 見。 しづ子さん は 寒さに 御變り はない か。 小 母た ちがよ くさう いって 話して ゐる。 ふぢ はもう 

殆 全快で ある。 病院へ は 一 週間 置きに 通 へばい，、 事に なつ た。 

己 も 近来 一寸 も元氣 がない。 書く 事 もない し、 勞 作す るの も 面倒で ぶらくして ゐる。 心細くて 仕方がな 

い。 あまり 頭が痛いから、 當分 創作 を 休んで、 ノン キに嶋 へで も 引っ込み たいと 思 ふが、 どうに もなら ない „ 

罪な 話 だが、 早く 祖母が 死んでくれ X ばよ いに と 思 ふ。 さう すれば 何處 へで も 勝手に 一家が 漂流して 行ける 

から。 書いて 食 ふの はっく，. 5-、 辛い よ。 


三 重 吉 


年 二： iK 大 


一月に は 「大伯母」 とい ふの を 一夜 づけに 書いた ばかりで ある。 原稿料は去年の暮れに！^5圓前借したので 

殘り； q はいった ばかりで ある。 新潮に 出した 「青い 目の 女」 とい ふの は 昨年 末 文章 世界で 落第した 作品で あ 

る。 風俗 壞亂を 恐れて 斷 はられた。 新潮に 金が あるので、 名前 だけ か へ て 渡した。 一 寸變 つた 口 マン チッ 

クな もの だ。 夕方から 翌朝 四時まで か、 つて 書いた 一夜漬 だ。 

文章 世界に は 小生 一 家の もの 、寫眞 が 出て ゐる。 ふぢが 山出しの 下女の やうに 寫 つて ゐる。 

一 月 は！^ 圓 しか 這 入らない の で拂ひ が 出来な いから、 二月 十日までに 四 五 十 枚 書く やうに 細君から 嘆願 を 

受けて ゐる。 いよく 貪へ なくなって 飢える まで、 じっとして 見て ゐ たいやうな 氣も する。 

正月の 小說で 見る に 足る もの 一 つもない。 大て いは 仕 まひまで 讀 まないで しまった。 只 「新潮」 に 出た 田 

村 とし子の 「遊女」 とい ふの は 非常に 面白 か つ た。 女が あれ だけ 自已を さらけ出した の が 愉快で ある。 あ の 

女 は 三重 吉 氏の やうな 小說を 書.^」 たいんだ つて 言つ てゐる さう である。 「遊女」 に は 我儘な イラく し た 神 

經が寫 して ある。 あの 女 は 一寸： fix いと 思 ふ。 顏は 屁の やう だ。 森 田の 內で 己が あいつ をから かった やうな 

ソが 新潮に 出て ゐ るので 胸糞が 惡ぃ。 /金がないから、 さびしい。 非常に II- いよ。 

靑木樣 二月 一日  三 重 吉 

葛 原 さ ん に 宜敷御 傳言を たのむ。 

博サ 館の 鼸譯 に、 適當な 本がない ので 弱り 返って ゐる。 

三 九 四 〔三月 六 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 靑木健 作へ. 一 

御手 紙 1 見。 此 近頃 は神經 衰弱で 困って ゐる。 一月に は 四十 枚、 二月に は 十 枚し か 書け なかった。 財政 窮 

乏。」 此月は SI 月の 新小說 にかく 約束 だが、 まだ 何ん にも 考 へて ゐ ない。 頭が いたくて 不愉快で たまらな 

い。」 

「櫛」 に は 櫛、 凶兆、 黑蜻 i-r 羊、 伯母と ぉ濱、 烏、 穴、 の 八篇を 入れる。 五月に、 他め 本屋から も 一 册 
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出す。 

これ を 機と して 當分 休息した いと 思って ゐる。 十日で も 十五 日で もい \ から 遊びたい と 思 ふのに、 一寸 も 

ラタが 出来ん ので 閉口して ゐる。 非常に か. i だが 惡ぃ。 〇〇〇 禁斷。 もう 大分 長い間 〇〇〇0。  0〇〇〇 五 

六日 は 頭が が じくになる。 いかに 激しい 神經 衰弱で あらう。 

學校 もよ く 休む。 此間、 つく，^、 いやにな つて 一寸 幹事と 衝突した。 やめる と 言って 歸 つて 来たんだ が、 

いろくに 氣嫌を 取って 引き とめられて、 仕方なく まだ 出て ゐる。 

四月から 中央 大學へ 一週 四時 間 出る 事に 略き まった。 海 城 は 時間 を ヘラして 貰 ふつ もり だ。 毎日い らく 

して ゐる。 力 、も 鼻に つき 一. 向 興味がない。 他の 女 を 漁る 元氣 もない。 

兄 も あきく した 事と 察しる。 お 互に 人間 生れて 文科に は いったの が 屁 だ つ たね。 

奥さん 臨月 近づく 由。 祖母 君を迎 へに 来る ときには、 一ん 日 早く 出て 宅に 一泊せ いよ。 いろく 話 も ある 

から。 /〇〇〇〇 もう 出来ん ので 閉口 か。 

青木 兄 三月 六日  三 重 士  n 

葛 原さん によろ しく。 

三 九 五 〔三月 七 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕： 

恪 印の 出る 年の 三月 七日 を 祝福いた し 候 三月 七日 三重 吉 

三 九 六 〔三月 七 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき )〕- 

千 葉の 方が、 四時 間 だけ 得られる 事に なった 由、 千 葉から 知らして 来た。 會 つたと き 兄から も禮を 言って 

おくれで ないか。」 目下 「櫛」 校正 中、 ウル サク てた まらない。 四月の 新 小說へ 七十 枚受 合。 まだ か， -らな 

K 神經 衰弱 激。 三月 六日 


年 二 正大 


「現代」 とい ふ 維 誌に 己 ト田村 トシ子 ト ノコ ト ガ辩駁 して ある。 だれが 書いて くれたの だら う。 兄の 事 も 

書いて ある。 

三 九 七 〔三月 十四： H 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニより 千 葉 縣成田 町 靑木建 作へ (はがき)〕 

御手 紙拜 見。 隨タ人 敷が 多くな つたね。 速 水 氏に 言った やうな 一件、 小生 も大に 心がけて ゐ るんだ けれど 

一寸ない。 まあ 少し 辛 棒して ゐて 下さい。 春陽 堂から は、 文藝 叢書 はー册 十九 錢で買 はされ たやう に， 記憶す 

る。 小鳥の 巢 なぞ は 一圓 二十 錢のを 九十 錢で買 はされ 合計 四十 何圓拂 つた。 お 三津 さん、 返らぬ 日に は 各 三 

十五 圓位拂 つた。 タマラ ナイよ。 春陽 堂へ は、 「お 絹 を 一 册十錢 位で 達れ、 出来ぬ とすれば イクラで くれる 

か，」 とかけ 合 ふが よい。」 新 小說の 小說を 執筆 中 だが、 八十 枚の がま だ 半分 も 出来ん。 神經 衰弱 激烈、 實に 

苦しい く。 三月 十三 日夜。 

=1 九 八 〔三月 十六 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 千 葉 縣成田 町 横町 靑木健 作へ (はがき)〕 

「お 絹」 を 難 有う。 本に なって 二人で うれしいだ らうと 思 ふ。 寫眞が 中々 よく 寫 つて ゐる。 藤 も 小母さん 

も 自分の 本の やうに 悅ん だ。 おれ もうれ しいよ。 機 を 得て 批評 を 書きたい と 思 ふ。 ほめる のよ。 目下 新小說 

四月 號 のために 執筆、 停電ば かりして 進行し ない。 弱って ゐる。 三月 十 t 一日 

三 九九 〔三月 十九 日 東京 巿赤坂 區靑山 南 町 四/ニニよ リ 東京 市 本 鄕區森 川 町 小 吉館小 宮璺隆 へ〕 

豐隆樣  三月 十八 日夜 三時 三 重 吉 

r 恪印」 出来の 由。 早く 見たい から、 面倒で も 小包で 出して くれない か。 表紙が 見たい。 ムッタ ，や フラ 

ゥ、 ゲマ ー リンに 達れ な いのは 一 寸 物足りな いね。 

小生 新 小說の 「紅 皿」 九十 枚脫 稿。 悲觀 して ゐる。 11 頭が いたいので 苦しかった。 昨夜 劇と 呂 昇へ 行く。 
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千 葉の 接 別會へ 十四日に 行った。 タカ ラ亭。 上田 萬 年、 勝 岡の 勝と 松 浦が 出て ゐ た。」 中央の 敎務掛 に 面 

會。 談判 まとまる。 四月 八日より 月曜 8 時— より 十 時 迄 二 時間 (譯。 一 つもの を 二 組へ) 火曜日 W 時より 三時 

迄、 中途  一 f 間 休み ありて 四時 間 (作文。 一 ッ コトヲ 四 組へ) 計 七 時間。 月が^ 圓だ。 海 城へ 話したら、 せめ 

て 二日で もこ ちらへ 出て くれと いふから、 よろしい と 言って 置いた が、 こいつ は 時間の 都合で どうなる か 別 

らん。 とにかく 二日で^ は 大にァ リガ ティ。 ほくく して ゐる。 兄に も 感謝の 意 を 致したい。 

四 00  〔三月 二十 六日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ ニニより 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

昨夜 岩 橋 氏 來訪。 海 城 は、 兄の 返事が 来ない ので 待って ゐ ると、 向う では 候補者が 澤山 あるし 向う の 方に 

取られて しまった。 時間が 多くて 四十 圓ぢァ 一寸よ ろし からん から、 僕 も あまり 進まなかった からで ある。 

郵便 さへ 早く 來れば どうにかな つたのに。 而 しょし 海 城 を 得た としても、 殆每日 四 五 時間 あるの だから、 と 

て も 兄の 計畫 通り 高 輪と 兩方は 駄目で ある。 高 輪 は 未定 だけれ ど 田 中が くれ \ は 取れる かも 知れん。 ところ 

で 昨夜 岩 橋 と 協議した が、 兄が いかにも 成 田が ィャ なやう だから 斷然 決心して 高 輪の 三十 五函で 上京したら 

如何。 成 W を 出る 時に くれる 金で、 フラウ 氏 以下 二三 ヶ月 食へ る だら う。 兄 は 三 五 あれば 下宿しても 立つ。 

それに、 昨夜 本屋が 来たので、 兄の ために 飜 譯を受 合った。 兄が スキな もの を譯 せば よし。 (ィャ ならいつ 

でも 斷はリ 得る) その他 は 三十 五圓を 基礎と して、 チ ョィく 物 1^ 書けば 合計 平均 六十 圓を 得る に は 難から 

ず。 とても 田 舍にゐ て 口 を 探しても ないから、 且つ 一度に 一軒の 學 校で 六十と まとまつ たもの は 得られない 

から、 此際斷 々乎と して 出て は 如何。 大抵な 人間が 月 五十 位で 生活して ゐる。 今に 子供と 夫婦 だけに なれば 

ラタに 行ける。 トクと 熟考し 處 決し 玉へ。 三 五で は フラウが 不安に 思 ふか 知れん がよく わけ を 話せ。 創作 も、 

それで 食 ふと 決心して 力 、 らな いと 書け る もので はない。 僕が 責任 を 以て いろんな 儲け口 をつ くるから 出て 

來 いよ。 家賃 は五圆 ぐらいで パリく の 家が あるよ。 

高 輪なら 一週に 日曜 共に 三 四日 休みが あるから 他の 口 を 探せば よし。 また ノン キでス ー ッ となる から、 そ 


年 二 IK 大 


の 肩身の 輕 くなる 加滅 はとても 金に は 代 へられない。 氣 分に 於ても 兄が よみが へる だら うと 思 ふ。 /そして 

1  一 一 二 年 活動 してい よく だ めなら ま た田舍 へ 出る とせば い.^ ぢ やない か。 

齄作樣 三月 二十 六日  牛 込、 夏 目先 生 宅に て認 三 重 吉 

靜 子さん によろ しく。 御 安產を 祈る。 

ると 决 心したら 葛 原 氏に 遠慮せ ずに 處決 されたい。 祈る。 

四 OI 一： 四月 一日 靑木健 作へ〕 

L 前め 方 切り取られて なし； 一 泣かれた りし て 厄介 だ らうが 、 子供 を 持 つて 見れば ャ タラに 可愛くなる とい ふ 

から 慰められる 事 も あらう。 

口の 一件、 どうにかして 探し出す から、 もう 少し 辛 棒して ゐて くれよ。 それから 時 を 見て 土曜の 晚 からで 

も 泊り がけで 出て 来て、 先輩のと ころへ 頼みに 步 くやう にしない か。 ィャな もの だけれ ど、 やつば り 廻って 

置かん とい 付ない やう だ。 英文法、 作文 云々 の 件、 東京の 私立 學 校なら 知れた もの だ。 甘く やる 方法 も ある 

よ。 あれ は 安心して ゐ たまへ。 

いろく 話した い 事 も ある。 子供が 生れた りして 金が い る だら うと 思 ふ。 まあ 悲觀 しな いで やつ て 行けよ。 

成 田の 生徒の 不搏 なのに は 憎くな つた。 あれ はどう も學 校が 弱かった 習慣 だ。 それに 父兄た ちが いつも 生 

徒の シリ 押し をし や あがる からだ。 我慢して ゐて、 早く 失敬して 出て 來 るに 限る。 

奥 さまに よろしく。 /近日 ッ マラない 御 祝 ひ を 達る から 御 笑納 を 願 ふ。 

靑 木 兄 四月 一 日夜  三 重 士ロ 

四 0  二  〔四月 三日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

拜啓 三十 一日に 出した 葉書が ついた か。 兄の ために 鏡 花と 左衞門 氏に 字 を 書かせた の だ。 左 衞門氏 は 子規 


285 


の 『下、 虚 子の 友人。 目下 京 城 日報 社長。」 三十日の 夜 上記 三人の 外 秋聲、 下 村爲山 等と 新橋 花 月に 會飮。 

そこより 左、 鏡、 虚、 僕の 四 入で 二人の 女と 共に 自動車 を驅 り 「寒菊」 とい ふ 家に て 更に 一 酌。 その 邊 りに 

Is 翌日 左、 鏡 僕 三人で 柳 橋 「柳 光亭」 に 朝から 晚迄飮 む。 女 十 人位 新橋 柳 橋の 粹。 ハガキ は 醉餘柳 光亭 

こて 書く。」 夜に 入り 鏡と 予と ニ入吉 原の 引手 茶屋 桐 佐に て 飲み、 達ら れて稻 本に 一泊、 朝 別れた。 鏡 花と 

僕と アバ レ步く は 天下の 奇觀 だら うと 思 ふ。 昔日 ヲ思 フト 感慨 多シ。 /返事 ヲ乞フ (目下 病臥 中 四月 三日) 

四 0 三 〔四月 三日 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

身代りに は少々 驚いた。 思 はずく す/ \ 笑った。 酒 を 飲み過ぎて 腹痛 を 起し 注射で 直った が 二三 日殆絕 食 

の狀 態。 フラ くして ゐる。 鏡 花と 仲で 飲んだ のよ。 四月 三日 病床に て、 

四 0 四 〔四月 九日 東京 巿赤坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 本 鄉區森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

久しく 會ょ な、 うな 氣 がする ね。 此 間から いろんな 事で ごたくして 閑がなかった 中央 は 昨日から 出 

る。 此月は 二十 圓へ るので 閉口して る。 新世紀と いふの は紅吉 S 誌 か。 それなら ィャ だ。 木 下 氏が やる の 

か。 後者なら 快諾。 五日 間ヒ マを與 へて おくれ ヘン マツ 四月 九日 

四 0 五 〔四月 十六 日 東京 巿赤坂 K 靑山南 町四ノ ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

背中 合の 原 睫 を 返 達した が 受取った らうね。 ずっと 前に 請求され たやうな 氣 がする が、 もし さう であった 

ら 許して くれ 給へ。 全で 忘れて ゐた。 それから、 行李に しまって 置いた 間に、 最後の 一枚が ちぎれて 亡くな 

つて 了った。 それ も 何卒 許して くれ。 農 一氏 は 丈夫 か。 靜 子さん は元氣 はい \ か。 兄 も當分 〇〇〇〇〇〇 困 

るね。 要 心して まあ 當分 我慢し とれよ。 己は學 校は大 變ラク でい \が 時間給な ので、 此 月の やうに- < 日 初 ま 

りの 月 は 二十 圓も滅 るよ。 心細い。 
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此 間から 頭が いたくて 困って ゐる。 どうも 此 頃の やうな 木の芽の 出る 時分-」 は每 年狂氣 になり にしまい か 

と 思 ふ 程惱 ましい が 今年 は實に 甚だ しい。 一昨日 中央 で 四時 間續け て 講義 を した 歸 りに 電車の 中 で 眩暈 し て 

それから 歸 つて 寐 ついた。 その ま \ ぉ陀佛 に な るの ぢゃ な いかと 思った。 

當分保 養 する 積り でゐ る。 日頃 頭 を 使 ひ 過ぎた のが 一時に 出た の だと 思 ふ。 大酒の た M り も あらう。 

生きる とい ふ 事 もつ くん \ほ つるさい のう。 己 は婆ァ ども を 抱へ てゐ るの がィャ でく たまらない。 此頃は 

女房 もィャ だ。 何もかも 五月 蠖ぃ。 山寺に はいりたい。 そして 女が ほしくな つたと きに、 家へ かへ つて 來た 

さっき、 よろく 歩いて 靑 いもの を 見に 墓地へ 出て 行った。 何だか * しさが、 ひしく と 身にしみた。 成 

田 時代に 〇〇〇〇 飢 ゑて 佐 倉の 錢河屋 に、 菊 辑にゐ たお 松 〇〇〇〇 に、 靑ぃ 雨の 中 を 通うた 事な ぞ考へ 出し 

た。 

近頃 癎嬉 ばかり 起して ゐる。 

「櫛」 の發 行が 遲れ たから 不平で ある。 まだ 五六 日 か X る。 今度 は 二十 册 特製 を 持へ た。 表紙に 布 を 張つ 

て、 靑 核に 油 搶を 肉筆 させ、 すべての 外部の 文字 を 小生が 禿 筆 を 振った の だ。 一 册四圓 である。 成 田の 坊主 

に ニ册貢 はんかと 言 つて やったら 承知 しゃがった。 

女 鳩 は 十 度 摺のス テキに 美麗な 本になる。 紅 皿 は 愚作 だが、 あれに 女と 赤い 鳥 その他 を 交へ て 七月に 出版。 

それで g 作 全部 本になる から、 それ を 期と して 當分 創作 休業。 パン は 魏譯に 得る つもり だ。 しかし 魏譯は 一 

枚 五十 枚 だ。 人の もの を 字引 を 引いて こっく 譯 すの も 馬鹿く しい 氣 がする。 此間 千鳥 を かいた 鳴の 小 母 

さんが 出て 来た。 また 鳴へ でも 這 入りたい。 早く 婆ァ たちが 死なん かなと 思 ふ。 今日 フヂ を 呼びつ けて 「貴 

樣は 五十に なったら 首 をく.^ つて 死ね。」 と 申し渡したら、 突然 だから ビック リ して ゐた。 

健作樣 四月 十六 日  三 重 吉 
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四 O 六 〔四 H;  二十 二  H 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 本鄉 -ii: 森 川 町小吉 館小宮 豐隆 へ〕 

速達 拜見。 木 下 氏に も濟 まない し、 兄の 顏も 滑して 申譯 がない。 此月は 月給 (それ も 牛 分) の 外に 何の 收入 

もない から、 懷 ろの 方から も 是非 書く つもりで 閣 えて ゐ たの だけれ ども、 神經 衰弱が 激しくて 手が つかな か 

つた。 此間 うち は 寐てゐ たんだ。 

今夜から 明日 午 過まで かけて どうしても 書く つもりで 今 外から 歸 つて 來て 兄の はがき を 見たところ だ。 自 

分の 勝手 を 言 へ ば、 すべ て の 内外の 事情に か X はらず 書く の は つ らいから 此際勘 辩を願 ひたい。 此 手紙と 同 

時 に 木 下 へ も懇 々謝罪の 手紙 を 出す。 

フラウ 氏 上京の 由。 小 母 や ふぢ も、 早く 呼べく と 君に 言って ゐた關 係 上、 小生とう ちつれ ステ ー シ ヨン 

に 向 ひ 出る つもりで ゐ たのに、 約 をた がへ て 時間 を 知らして くれなかった の は 物足りない。 その内 早く 家 を 

操せ よ。 800、 本鄕 はよ せ。 その他、 これまでと ちがって、 人の のこく やって来ない ところへ 移って 

舊弊を 一新し ろ。 君のと ころへ はいつ 行って 見ても 人が 来て ゐて氣 の 毒な 氣 がする お 上 

豐隆樣 二十 二日 夜  三重 士  G 

四 0 七 〔 四月 二十 三 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町お 原 運次郎 へ〕 

拜啓 拙著 一， 櫛」 ニ册同 便に て 御 達り 致 候。 「穴」 は 小生の 生活 を (寧ろ 頭の 悩まし さ を) シンボライズした 

作です から 駄作で も 讀んで 下さい。 此頃は 變な氣 候で 頭が いたくて 困ります。 巢 鴨へ 達ら れさ うで 物騒です。 

鎭經劑 を 飮んで 用心して ゐ ます。 毎日 三味線 屋へ 行く 外 は 大抵 例の 四疊 半に 寐てゐ ます。 先日 鏡 花た ちと ハ 

ッピ會 を やり 十 數名ハ ツビ を 着て 東京 を 横行したら 犬に 愉快でした。 家に：. 姿さん 二人が ゐ なかったら、 小生 

は學 校なん かやめ にして 一生 ハ ツビ を 着て 暮 すの だが と 思 ひます。 貴意 如何。 

今日 も ィャな 日に て 候 。三味線 は 犬に 勉強して お 師匠の 免狀を 取る つもりに て 候。 
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奥樣 によろ しく。 山の 神よりも よろしく。 頓首 

葛原樣 靑木樣 四月 一一 十三 曰  三 重 吉 

昨日 激石 翁の 病氣を 見舞った 歸 りに、 林 石 五郎 氏のと ころに 一 寸 寄りました。 

青木 兄、 その tg: 上京 一泊 如何。 

四 OA  〔五月 四 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木建 作へ (はがき)〕 

こんな 雜 誌が 出来た から 達る" 中央 公論の 官僚 黨な るに 對 して 憲政 擁護 會 にやる の だ。 六月 號 へ 拙作 を 出 

す。 これから 段々 文藝 的に も 中央 公論と 爭は せる つもり だ。 兄 も 何 か 書け よ。 一枚 ァ ハチ ッヒ位 出す 由。 新 

小說 へ も 何 か 書け よ。」 昨夜 大學 0 各 分科 聯合で 三重 吉者 愛讀者 〔會， 一 とい ふの を やった ので 招かれた。 席上、 

兄の 作物 を ほめる 男が ゐた。 あとで 聞いたら 帝 文の 石 坂 奏 平ぢ やった。」 小生 何ん にも 書 けん。 または じめ 

から 出直し だ。」 櫛の 中の 「穴」 を 讀んで くれよ。 五月 二日 

四 0 九 一： 五月 十二 日 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニよ リ 本：！^ 區森川 町 小 吉館小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

新世紀へ 五十 三枚 書き 昨夜 速達で 出した。 右 報吿。 但し{r^^想でかぃて、 書け ない ので 稀薄な 作物で ある。 

兄に 對 しても 責任が ある やうな 氣 がして 恐縮 だ。 今度 だけ 我慢して 大目に見て くれ。 あれ を讀ん だら いかに 

三重 吉が窮 し たかを 知る だら う。 先月 11 こ insme なので 今 曰 早速 社へ 出かけた が 林さん がゐ ない とい ふの 

で 三 四日 待って くれとの ことで ガッ カリした。 今日はう ちの もの . ^ッラ を 見る のが ィャ だ。 濱ロ 書店 出版の 

小說 一， 女 鳩」 見本 出来。 すばらしい い 本 だ。 (五月 十二 日夜) 

四 IO 一： 五月 十六 S 赤 坂 區靑山 南^ 四ノ  ニニより 本 都. 區森 W 町 小 吉館小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

新世紀が 十四日まで 待て と 言 つ て 置き 今日 は 又 十八 九日 頃 ま で 原稿料 を 待て とい ふので 大に 弱って るよ。 
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先月 無收 入で 諸方へ 拂 はない ので 諸氏 續々 つめかける。 木 下に 會 つたら 百圓位 自由になる やう にして置く や 

う 忠告し といて くれ。 これから 雨 を 犯して 借金に 出かける よ。」 女 鳩に も 特製 を 作る。 今度 は 表紙 全 體を羊 

皮で 作る。 並製 本日 出来の 箬。 その ：2： 持參 謁見に 罷り出る。 

四 一 一 〔五月 十八 H 赤 坂- £1 音 山 南 町 四/ニニより 本 森 川 町 小 吉館小 宫璺隆 • 岡榮 一郎へ〕 

岡樣  三重 吉 

先日の 羊かん は大變 珍ら しく 甘かったです。 壁 畫は津 田 氏が 畫 きたがって ゐ ます。 どうか 畫 かして 上げた 

いです。 

「櫛」 の 特製の 十四 號は、 小生が 買って 人に くれる 事に しました から、 もし 御手 許に あれば 私のと ころ ま 

で 御 郵途願 ひたい ものです。 すみませんが。 11 もし あの ー册が 巳に 賣れ てゐ るか、 或は 約束ず みで、 今更 

私の 方へ 取る のに は 兄の 顔をつぶす やうなら 止して 下さい。 その 段に は津 田に 零號 とい ふの を畫 かします。 

それから 金の ある 內に 兄の 分の 代 を 本屋に 拂 つて 下さい。 羊かん のお 體に 「女 鳩」 を ー册 上げます から、 買 

はないで 下さい。 但し 御手 元に 屆 くの は 數 日の 後。 

櫛 特製 は 兄のと ころの W 號が片 づけば 全部 賣切。 大成功。 

「櫛」 の 特製 を ー册、 大學 生が 直接 春陽 堂で 買って 行った さう で、 その 人の 名前が 分らない ので 弱って ゐ 

ますが、 或は 三重 吉會に 来た 一人で はないで しゃう かと 推察。 どうかして 調べる 手段 はありますまい か。 

おい 小宮、 明 後 火曜、 津田 (櫛、 女 鳩、 の 表装の 鰹に よぶ。) 夫婦が 來 るが 貴兄 もし 閑なら 来臨 あらせられ 

られ ないか。 午後 三時 着の やう。 夕餒を 早く 獻 じて 解放して 上げる。 津 W 夫人が ゐ るから、 知らない 男の人 

御 同伴 御 遠慮。 願く はかつ ねさん を つれて 來 ないか。 鯛飯が 食 ひたければ また 焚く よ。 返 まつ。 十八 日、 

(三重 吉) 
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〔封筒 裏に 小宮 兄、 新世紀 は 昨日 くれた。 段々 御 S 慮 奉 謝 候 

四  一二  〔五月 二十 H 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方肯木 述作へ〕 

〇 一， 女 鳩」 二 册發. 途 する。 あの 中には ひどい 駄作 も ある。 大抵 はいらく して 書いた 不用意な 作品で ある。 

た Y 表紙の 十 色 摺には 一 寸 出版界 を愕か した つもり だが 如何。 

〇 「白墨の 粉」 を熟讀 した。 忙 がしい 中で 急いで 書いた の だら うから、 割引 をして 批評し なければ 兄 もィャ 

だら うが、 假 りに あれに 向って 一 つの 製作 品と しての 恣な 批評 を 書いて 見る。 

〇 面白い 取材 を 狙った ものと 思 ふ。 忽論 {4! 想 だら うが、 或氣 分からい へば、 兄に 取って は 自已の ム." ドを書 

いたやうな 氣 がする だら う。  . 

〇 さらく と 書いて ある。 いつもの やうな 窮屈な 感じが しない" (僕 も なげやりの 作に 對 してよ く かう い ふ 

批評 を 受けて ィャ になる こと も ある。) 

〇 但し 部分く に 洗練の 足りない ところが ちょいく ある。 

〇 終りの 方 は、 /切の 時間が 切迫した 爲か、 少し 唐突で ある。 あの 終りの 邊を もっと 落つ いて 書いて 二人の 

ちがつ た 心 持 を しっとり 出す ベ き箬だ リ 

〇 はじめの 潔 車へ 乘る， A- ころから、 あの 家へ つく 迄の 描寫 との 比例 上から もし まひの 方はプ ッッリ 切れて ゐ 

る 0 

〇 汽車の 窓からの 景色 なぞ は、 甘く ェ フエ クチ ュ アルに 書け ない もの だし、 力を入れて 書いた ところで 餘ん 

まり 效果 もな い 事 だが 、 も つ と 端折 つても い A と 思 つ た。 それよりも、 一 足 飛びに、 下車した 土地 を も つ と 

詳しく 書く 方が よい。 

〇 女 の 會話 は (僕 も 同樣だ が) 極め て 拙 だ (内容 的 にい ふので は な い。)。 大 に 注意 を 要す。 

〇 地の文で 女の 心理 を 書く と > J ろ で も-女 は 女らしく 書かない と變 だ。 お 頁の 二 行 目で も、 r 隨 分み つさん は 
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闲っ たもの だ」 などい ふと、 女が 考 へて ゐ ると いふよりも、 作者が 說 明して る やう だ。 ラッフ な 言葉で 男の 

やう だから 感じ を こ はす。 「みつさん は 隨分闲 つた。」 としても 大分 助かる。 お 頁の 終りから 二 行 H  r 變 つて 

ゐる かも 知れん」 も 同じ 一 例で ある。 

〇 部分く に 洗練の 足りない ところが あると 言った 一例 は、 頁 9 行 目、 「益々 心苦しく 辛かった。」 は窮し 

てゐ る。 「嘲笑って ゐる もの \ やうに も 思 はれた。」 だけで 澤山。 氣分は 出て ゐる。 こんな 例 は 僕の ものに は 

甚- いこ 多 い だら うと 31:3 ふ。 「嘲笑 つて ゐる もの，^ やうに も S へ て 厭 ( コ / 一 百 葉 モ、 少シ ォチッ カナ ィガ) だつ た。」 

でも まだよ い。 秋 聲の作 を 少し 讀んで 見ない か。 かう いふ 感じの 說明 をし ずに、 ファクト だけ 書いて 十分 成 

功して ゐる。 感じ を 書く 方が 有效な 場合 ある は 勿論 なれ ど。 

〇 會 話の 拙な 例。  S 

^ノーず 葉/ ャ ウダ  年 ノ多ィ 女。 叉 ハサ ウイ フ女， 力 反 杭 的-一 ィフ トキノ  口調 

頁 「純粹 かも 知— れな T が 死ん はるから 私 1 です よ。」 

コ レモ 窮 した 首 葉 使 ヒ 、「死 ン デル」 トイ フ 形容 ハ 面白 ィニシ テモ。 

ひ. -こ フ 0 一 

r 純粹. かも 知れない けど、 死んで る 水 だから 私 嫌. よ。 つ -J トス ル方 ョク ハナ イカ 

一です ネ   

同じ 頁 「それに 見 はらし もよ ござんす のね え」 は 丸でち がった 人格と なる。 商家の 力 ミサ ンナ ドノ 言葉。 

「見 はらし もい  >- わね。」 / 「い X 見 はらしです わね。」 ナド イカぐ 

同じ 頁 「それに： 3」 此 Id は 喰ッ附 ケドコ 口可笑 シ。 

缺點右 迄。 1    、 、 

〇 あ.^ いふ、 師，， 範出 1  の (小學 校 の 女 教師 タイプの )，，K が、 まざく と よ く書ホ て ゐる。 小 林に 會 つたら、 兄 は 

大に 駄作が つ てる やうに 言った が、 一 篇 として^. じて 駄作に お.； i ^ず。 お V 未成品 的の 感じ^, レ ある の み。 

〇 女ノ 子が 出て 来て 二人 を 見て ると いふ トコ 口 なぞ、 短 かい 句で よく 生きて ゐる。 麥ヲタ 、ム トコ 口 モ 同じ- 
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ソノ他 甘ィ例 多シ。 

0 ァ 、ィフ 女ノ— \.t ヒ * クサ ヲ 1 ョク 想像 シタ モノ ダ。 門外漢 ナ ゾィフ 漢語 ヲ使ハ ス 呼吸 ナゾ、 ョク アンナ 女ヲァ 

ラハ シ ティル。 面白 ィ。 

〇 何 カノ 新聞 (中央？ ) ノ 評に、 しい 女が しみん \ とよく 書い てあつた が、 讀後 何故か 物 足 ぃ感 が， し— た、 

—とあった が、 事實然 り。 ソレハ 二人が 合って からの 出来事が あれで— は 單，， 純. だからで ある。 併.^ 作— る 方 か Tlr い 

. ふと 中 々 ICE" であ，， の. くら ゐに しか 行くまい 。 

〇 「お 甘藷 ばかりいた r いてる からでし やうよ。」 はィャ であった。 實際ァ の 女 はァ、 ィ フカ モ知 レンが、 

感じが 惡ぃ。 

〇 オルガン なぞ を 鳴らした りする の は イカ 二 も、 ハ タ から 見れば 氣の 引ける やうな 事 を 得意で ゐる やうな、 

あ i いふ 女に ありがちな 得意 をよ く あら はして ゐる。 /(妄評 多 罪) 

自分 ノ コ トハ栩 へ 上 ゲテノ 批評 ナリ。 宥恕 ヲ乞フ 

四 ニニ 一： 五月 二十 八 H 東京 市 赤 坂 一 tel 靑山南 町四ノ  ニニより 本鄉 S 森 川 町小吉 小 宮畳隆 へ〕 

〔間 取圖 略〕 家 ァリ。 小生 實見。 家主 ハ島ノ 小 母 サン ノ娘ノ 主人。 海軍 主計 少監。 三百 二十 坪 ァリ。 庭 廣シ。 

石 ノ門構 へ。 堂々 タ リ。 豐隆 氏須ク コ 、 二 鑌座 アル ベ シ G 

家賃；； - 圓-- 敷金 ハ君 ナラ 不要。 早速 實見ヲ 乞フ。 来月 一日 一一 橫須賀 へ立ッ カラ 二日 カラ 住 メル。 

ナルべ ク 今日明日 二 行 ッテ見 テク レ。 駄目 ダトナ レバ、 早 クソノ 旨 小生 マデ 返事 ヲ乞 フ。 

芝 白金 臺町  ーノ九 秋 葉 行 ッテ見 タマへ ョ イトコ 口  .. タョ. - 

や ® , 小宮豐 ：tes 氏 を 御 紹介 申 上 候、 /お宅 を拜 見に 出ました。 

秋葉樣  鈴 木 三重 吉 
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四 I 四 〔六月 九 H 東京 市 赤 坂 te: 靑山南 町四ノ  ニニよ リ 芝 ten: 一田 四國 町小宮 璺 隆へ (はがき)〕 

今日は 御 通知の 時間表 を 見ずに 立ち寄った。 外で はない が、 雨 三日 中 女 鳩の 特製が 出来 上る。 羊 皮に 燒き 

模樣 で續を かき 頗る ハイ 力って ゐる。 就て は、 櫛の 特製と 二つ を 合せて 兄に 装釘の 批評 を 試みて 貰 ひたいが 

如何。 御禮に 本屋から 一 册獻 上す る。 十五 册 しか 作らない ので、 小生に は 一 册 しか 渡らぬ。 何卒 批評 をた のむ。 

四 一 五 〔七月 十五 H 東京 市. 坂- R 靑山南 町四ノ  ニニより 束 京 市 芝 K 三 田 四 國町小 宮璺隆 へ， 1 

おはがき 拜見。 圏 民の 小說 は、 とにかく 七囘 だけ 書き 溜めた。 新世紀の は、 昨日から 十六 日 迄 か.^ つて 二 

十 枚 作り上げ たいと 思つ てゐ たの だが、 はがき を拜 見して 氣が ゆるんだ。 本當は 苦しい から 來月 にして 貰 ひ 

たいな。 来月で もい \ よと いふ 意味 は、 兄も闲 るの は 困る の だら うが、 小生の 此 際を憫 れんで くれた 〇〇〇 

だと 思 ふ。 餘 計に 氣の 毒な やうな 氣 がする。」 書けば 金に もなる 事 だし、 義理 もす めば い、 から 明日 夕方 ま 

でに 何 か 書かう かと も 思 ふが 何卒 許して 下さい 3 来月に は 間に合 ふやう に 二三 十 枚 書く。 

豐隆樣  三 重 吉 

おつね さんに よろしく。 小說^ 傑作が 得られる 事と 思 ふ。 大に 金の ためだら うと 思 ふが、 色々 御苦勞 あら 

せられる と 思 ふと 同情す る。 

四 一六 一七 月 二十 四 nc 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町四ノ  ニニより 千 葉 縣成田 町 靑木健 作へ (はがき)〕 

泥 田の 一件 御 同情 申す。 その内 一度 悠 つくり 上京し 給へ。 小生 明日より r 國民」 に 長 篱小說 「桑の 實」 を 

揭戴。 積がない ので 全然 ひねり 出す の だ。 十囘 達った。 どう 齊<展 する の だか 自分に も 別らない。 ョタ 小說で 

ある。 俗受けが する やうに 書く つもりで ゐる。 暑い ので 苦しい CJ 七月 二十四日 

(八月の 中央 公論の 「桐の 雨」 を 讀んで くれ。) 
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四 一七 〔七月 二十 九 H 東京 市 赤 坂  一 tel 靑山南 町 四/ニニよ リ 千 葉 縣成田 町 靑木健 作へ (はがき)〕 

御注意 難 有う。 これからつ けく 言って くれ。 兄に は 面倒 だら うが、 こちら は 張 合が あってせ いが ある。 

たのむ よ。」 今日の 五！！ 目の だらくして、 拙い こと。. 一 描寫 は手輕 にやって のける やうに 目が けて ゐる。 

小生に 取って は 簡單な 描寫で ドン/ \ 事件 を 進行させる の は 苦心で ある。」 先が どうなる もの か 一 向考 へて 

ない。」 暑い ので 困る。」 近日 金が 出来次第、 代々 木の 方へ 越す つもり だ。」 〇0〇。 お if で 今日は 朝から 

1 行 も 書 けん。 ぐったりして 暑い 日向 を 見つめて 坐って ゐ るよ。 

あれ や 何 はこ れ から 氣を つける。 

四 I 八 〔七月 三十 H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 四/ニニより 芝 K 三 田四國 町小宮 璺隆へ (はがき)〕 

おつね さんに 小生が まいた 草花 を獻 上す るつ もりで、 フヂと 二人で 掘って 提げて 行く やうに したと ころ、 

今 雨が ジャァ く ふり 出した ので 悲觀 した。. I 明 曰 行けたら 持って く。 行けな けれ や 枯れる。」 今日はよ か 

つたが 毎日 暑い のう。 もの を 書いて ると 死に さう だ。」 コ クミンへ 書いて るが 實にョ タ小說 だ。. 一 近々 代々 

木へ 移轉 のつ もり。 暑くて たまらん から 臺 所の 板の間へ 坐って フン ドン 一 つで 書く よ。 一名 臺所 小說。 コ ン 

ドは 大枚 十圓の 家賃に 下落して 二階 文學 となる。 七月 三十日 

四 一九 「七月 三十  一： H 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町四ノ  ニニより 千 葉 縣成田 町 靑木健 作へ (はがき)〕 

明日 「府下、 代々 木、 山 谷 一四 三」 へ 移る。 二階の 家へ 行かん と 書 けんから だ。. 一 葛 原さん は 立 たれた 

か。」 ゐられ &ば此 番地 を 知らして くれ。 代々 木驛へ 下車。 四 五町。 安田 庄太郞 とい ふ 家 を 尋ねて くると 早 

くわ かる 旨 傳言を 乞 ふ。」 「桑の 實， I は 面白くな いだら うね。」 昨日 渐石 先生より 来書  . - 

「大兄の 小說 每日拜 見の 榮を 辱う し 居候。 これから どうなる か當 人に も見當 立たざる 由。 それにて 結構 お 


に 候。 (中略) これまでの 際立った 書き方 を やめて、 平氣 に色氣 少なく 進行す ると ころ を 結構と 拜し 候。 ら 

尤も 面白くな いのは 面白くな いのに 候。 然し 此 面白くな いは、 ほめた 方の 面白くな いで、 惡 口の 方の 面 

白くな いに て は 無 之。 誤解な き やう 願 候」 云 々 

國 民の 奴 は 「三重 吉は 甘くな つたね。 すら/ \ と 噴める」 と 言った ゲナ。 

四 二  0 一： 八月 二  H 東京 府下 代々 木 山 谷 一四 三より 東京 巿芝區 三 田 四 國町小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

行かう と 思って 行けなん だ。 三日 は 夕方から 先約が ある。 午なら 出かけても よい。 それとも 四日の 夕方に 

願 はう か。 御 都合で どうで もして 下さい。 返信 を 待つ 三日の 夕方 はもとの 家の 向う ととな りと で 途別會 を 

してやる とい ふので 受 合って おいた あとに ハ ガキが 来たので シ マツた と 思った。 小說は 一 向 振 はない。 ごた 

くして ゐて 「短夜」 を まだ 拜見 しない。 ちょいく あけて 見た が 中々 面白さう だね。 小生 中央 公論に ゲイ 

シャの 事 を 書いた。 非藝 的な 下落 作品。 

四 ニー  L 八月 四 H 東京 府下 代々 木 山 谷 一四 三よ リ 東京 市芝區 一一 一田 四國 町小宫 鱟隆へ (はがき)〕 

上野の 奴 はた V 兄と 已と 二人 をよ ぶの かと 思ったら 他の 人が 二人 もゐて 束に して 招待され た 形 だね。 つ ま 

ら なかった。 根本 氏が (己に コ ビる やうな、 已 たち を 作者と して 羨む やうな ところが) 何だか 哀れで ならな か 

つた。 面倒く さいから 上野た ち をまい て 電車に のる と 根本 氏と 會っ たのよ。」 1 ハ use  Nacht について は 他 

日詳 評する。 どうも キヌ ゴシ が說 明に 墮 して 人物が 活 現されて ゐ ない ゥラミ が あり はせ ぬか。 英語、 セン シ 

ユア スは セン シュ ー アルで なぐて はいけ ない。 sensuous は單 に感覺 的。 sensSal は 感覺的 と 肉感的と 一 一 つ 

に 使 ふ。」 桐の 雨 はは づ かしい 0.」 筆の 垢ぬ けて 自由自在に すらく と 行く ところ は 兄の 方が ョッボ ド藝術 

家 だ。 烙印 以來大 に 尊敬す るよ。」 桐の 雨 は實に 非藝術 だ。 タ-、 、のバ 力が 女 を 買 ふのと 異ら ぬ點が 

(おつね さんが 来るなら 知らせよ。 迎 へに 行って 上げる から。)/ (酒で 頭が イタくて 今 曰 休業)/ (中央  <ム 論 
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は あいたら お下げ わたし を 願 ひたい。) /新世紀の 小說 はコラ へて くれない か。 返 マツ。 /(代々 木 は 涼しい 

/\. 山中に ゐる やう だ。) /(遠い ところからて くく 家へ 歸 るの は 面倒 だが、 ヒュ ー メイン (妻に 對 して) 

な 心 持に もなる。 

四 ニニ  I： 八月 二十 七日 東京」 肘 下 代々 木 山 谷 一四 三より 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ」 

おはがき 拜見。 山 ロ縣の 方へ 手紙 を 上げ やうと 思 ひながら とうく 失禮 した。 己 は、 奥さんと 三人で 行つ 

たの かと 思， つて ゐた。 一 人 留守 をして ゐら れた靜 子さん は 淋しかった であらう。 小さ いのは 早く 全快され る 

やう 祈る。 

いっかの 原稿 は、 そ の 内 どうにか しゃう。 あれ は 按摩 のゐる 家へ 知らずに 越し て 行 つ たやう にな つて ゐる 

のが、 いかにも 持へ たやう であった。 己 は 好かない。 讀賣の はよ^ つたよ。 これから あの やうな スタイルで 

書いて はどう だ。 いつも は、 どうも 一行く に 凝りす ぎて、 却ってぎ ごちない、 窮屈な 外形に なって ゐ ると 

思 ふ。 ー體に 部分く に捉 はれて、 延びが よくない と 思 ふ。 秀才 文壇に 出て ゐた 日， 記 を 見た が、 あれ は、 一 

點の 非難の ないい，^ 書き方だった。 兄の スタイルの 點 では 大に 考究して 欲しい。 

「桑の 實」 は 漱石氏 Ci 外に はだれ 一人 讀ん でゐて くれる ものがない。 その 漱石氏 も、 その後 一寸 も 問題に 

して くれない。 仲間で 一寸 も あゆ 新聞 を 取って ゐな いので ある。 どうか 固めて 讀んで 批評 をして くれない か。 

社の 或 人の 言で は、 白鳥が 甘くな つた やうに 三重 吉も 非常に 甘くな つた、 すこし 甘す ぎ はしない かとい ふ 

評で ある。 それ は、 黑人 になって、 もの をす らくと 片 づけて 行く とい ふ 事と、 (ァ ガリが 甘 いとい ふこと 

と、) 同時に 料理屋の 料理が、 きまりき つて ゐて 一 方で は ドメス チ イクな もの V 味 ひに 比して どこか 大味 だと 

言った やうな 意味 だと 己 は 了解した。 さう かも 知れない。 

秋聲氏 (これ は 桑の 實を 一 々讀ん でる のか どうか 怪しい。 よく 讀ん だ顏 をして る 男 だ) はわ ざく 書 をよ せ 

て 「 書き方が 明るくて 心地が よい。 それに これまでの とげく したと ころがす つかり 取れて 手觸 りが 本當に 
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よくな つた。」 と 言って 来た。  、 、 

或 女の人 は、 「桑の 實 一は 毎日 同じ ことば かりです ねと 言った。 その 女の 言 ふのと ちがった 意味で 此 言は當 

つて ゐる。 

作者 自身 は、 これから どうしゃ うかと 考 へてば かり ゐる"  、 

一向 氣乘 りが しない。 そこへ からだ もよ くないせ いもあって 怠惰け てば かり ゐる。 木さん も、 おくみ も 

一向 ^ てゐ ないやう に自 から 思 ふ。 もう 降參 して、 い. ュ加滅 で 中途で やめに しゃう かと も 思 ふ。 計畫を 立て 

ないで 書く もの ぢ やない とつく ぐ 思った。 人物に も變 化がない。 讀者も 面白くない であらう。 家内 無事。 

ノミが 多い ので 困る。 八月 中、 一文な しで キュ ー くした。 くさくす る。 

葛 原さん は 一人で 老母 を 奉じて 歸鄕 した。 二十日 頃 上京して 落ち合 はう とい ふ はがきが 來 たきり、 その後 

十五 六日 音信な し。 小生 まだ 一 度 も 面 曾 をし ない。 

ふぢより しづ子 さんに 萬々 よろしく。 

靑 木 樣 八月 二十 七日  大雨の 窓に て 三 重 吉 

四 二  III  〔九月 三 H 朿京 府下 代々 木 山 谷 一四 三よ リ 千 麥縣成 3 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

御手 紙拜 見。 ィ、 ダの件 何だか 氣の 毒で たまらない。 よく 何して おくれよ。 そんな ことがあ ると 餘 計に 世 

の 中が 琳 しいたら うと 思 ふ。」 葛 原さん は 二三 日 前に、 二人の 子供 を つれて やって来た。 秋 ちゃんと いふ 女 

の 子 は 可愛い かった。」 「桑の 實」 の 批評、 御 面倒 難 有う。 一 々的確に 命中して ゐる。 御蔭で 氣が しづ まった。 

これから 甘く やって 行かう。 而し、 どうも 全然 こしら へる ので まどろつ かしい。 シ ー ンの變 化 もない ひいよ 

/\窮 したら ブチ 切って やめて やら。」 た 經驗 したの は、 長い 大きな もの を 書く に は、 あ \ いふ 大味な 筆， 

法で 行かない と駄 IH だとい ふ 事 だ。 そして、 フォ ー カスになる ところ を 色 濃く やる の だ。 併し 桑の 實はど 二 

が 中心 も 何も、 まるで 成案がない。 その 日 /\-、 同じ やうな こと を 書いて ゐる。 九月 三日 
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四 二 四 「九月 十四 H 東京」 肘 下 代々 木 山 谷 一四 三より 千 葉縣成 S 町 石 井 方 靑木健 作へ (はがき)〕 

今、 夜 巾の 二 時。 桑の 實の 四十 ー囘を やっと 書く。 今日は 此ー： i; に 午 頃. からか V つて ゐて どうも m く 書け 

ないで イラ/ \ した。 出来なければ 寐 ない つもりで 坐った。」 がっかりした。. 一 眠れない。」 いろく 大兄 

の 事 を 思 ふ。」 その後の 容子を 案じる。」 明日から 中央が はじまる。 此學 期と 次學 期と は 生徒が 半. する の 

で 時^が 一週 二 時間に 減つ ちゃった。 一週が ヌ ー ァ、 ブイ ー ャタ ー ラ ー さ。 心さび しい。 これで はいかに ィ 

ャ でも； あ、 の實を やめる わけに 行かん よ。」 おくみと 靑 木さん は 中々 くっつけ にくい。 並行 線 だ。 どちらも 變 

に アイディア ラズし 過ぎた から 動きが 取れん。」 弱って ゐ るよ。」 九月 十一 日夜 

四 二 五 〔九月 十八 日 東京」，^ 下 代々 木 山 谷 一四 三より 山 n 薛 厚狭 郡藤 山村 藤本 勇へ (はがき)〕 

御囘 の 山 小生 大 に悅ん で ゐ ます。 早く 手紙 を 上げる 箬の處 多忙の た め 失敬 。勉強 11 いつ で も 出来る か ら 

遊ぶべし。 山の： i: より 萬々 宜敷。 代々 木へ 越して ぉ來ー ヶ月 半、 ノミ がゐて 一夜 も 安眠せ ず。 天下ろ くな 事 

なし。 「桑の 實」 は 面白くない。 九月 十一 八日 

四 二 六 〔九月 二十 四 HX 東京 府下 代々 木 山 谷 初 臺五九 八よ リ 千 葉 縣成田 町 靑木慷 作へ (はがき)〕 

蚤に 閉口して また 引越した。 いっか 兄と ふぢと 三人で 散步 した 代々 木の 原の 向う. た。 まるで 田舍 だ。 外 は 

畠。 景色 はい \ が 不便 だく。 九月 二十四日 

四 二 七 〔九月 二十四日 代々 木 山 谷 初 臺五九 八よ リ 牛 込 區早稻 田 南 町 夏 目 全 之 助へ (はがき)〕 

謹啓 蜜に 一ぎ 易して 引越しました。 不便な ところ であ り ます。 家賃 大抵 六圓 f?l 十錢 です か ら大 に奮發 して 二 

軒 りて やりました。 
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「行人」 は 面白く 拜 見いた します。 自分が へ コ タレれ てゐる ときには 人樣 のが 常に 倍して よく 見えます。 

御大 成 をお 祈り 申します。 私 はぐった りして li^ ります。 頓首 

四 二八 〔十月 四： H: 東京」 耵下 代々 木 初 臺五九 八よ リ 東京 市 芝 _R 三 田 四 國町小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

ェ レ クトラ は 人から も 誘 はれた が斷 つた。 不惡。 作に 追 はれて るから。」 今度 は新發 明で 六圓 五十 錢の家 

を ニ軒贷 りたので、 浮世 はなれて ノン キ である。 二 軒で 十 一圓に まけて 貰った。」 いっか、 ゲイ シャか 女優 

でも 引率して 御 来臨 あられよ。 よいと ころで ある。」 左樣 なら 十月 四 日 午 

四 二 九 〔十月 二十 二  D" 靑木健 作へ〕 

先日 は 端 書 難 有う。 「桐の 雨」 が 出来て 來 たからお 初穂 をー册 送る。 本屋が 紙 を 間違へ て 薄い の を 使った 

ので^^！-ぃ感じがする。 製本 も かちくして ゐて 骨張って ゐ るし、 見返しのお も 安つ ぼくて 厭な 本に なった。 

多忙 屮 校正 をー囘 しかしなかった ので 誤植が 甚 しい。 いろんな 點で 不愉快で ある。 「桑の 實」 のつ まらない 

のに は あきれた らうね。 六十 五囘 乃至 七十 囘で よす。 あんなの は 十年績 けても 同じ 事 だ。 四十 囘 あたりから 

ぐったりして 書く のに も 一 つも 興が 乘ら ない。 折角の 文體と 折角のお くみなる キャラクタ ー と を 創造して、 

長い スケッチ とい ふ 外に 何等の 意味 もな くして しまったの は 惜しい わけで ある。 但し あれで もづ うくし く 

來年 一月に 出版す るつ もりで ゐる。  に  P 

前後になる が、 先日 は靜 子さん に 入らつ して 貰って ふぢ もゐ ないし 匆卒で 失 贈した。 一度 農 一氏 を 見たい 

と 思 ふ。 ふぢ は 九日に 歸 つた。 父 は 少し はよ くな つた。 今度 ふぢの 弟 を 一人 引き取った。 十 歳。 代々 木の 村 

の學 校に 通 ふ。 山猿の 如し。 おれ は 八月に のみで 一 ヶ月ろ くに. 寐 なかった 爲か、 健康 を 破った 事甚 しい。 少 

しも 勢がない。 た 田舎 住居の M 靜に すがって 潮く 生きて ゐる のみ。 マ， グド來 る e 券 族の み 殖えて 收 入滅 

退 U 「桑の 實ー も 六十 五 ^ 分 を 七月 巳に 失敬し かき 上げても 一文に もなら ず。 此 二十 〔日〕 來 風邪。 
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年 二 正大 


閑居 邊僻訪 人 稀。 數日前 能 成 来りて 醉 うて 臥した る 外 兄の 令閨のお 外客と いふべ きも のな し。」 本日 は 土 

を 掘って 草花の 種 を- く。 桑の 實の 五十 九囘を 書く。 秋 高く 〇〇 瘦 せたり。 大兄と 令閨との 〇〇〇、 0〇〇 

〇 健在 を 祈る。 

健作樣 靜子樣 十月 二十 二日  三 重 士 口 

山の 神 兄に 達 本の 小包 を 作る 間醉 うて 此書を かく。 その 內 出て 來 いよ。 創作の 妨には ならない から。 山の 

神より 宜 敷。 

四 三 0  〔十月 二十四日 東京 府下 代々 木 初 臺五九 八より 芝區三 田 四 國町小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

別封 「桐の 雨」 を獻 ず、 紙が 薄い のと、 表紙が 骨張って ゐ るので 厭な 本に なった。 失敗。 女と 赤との ため 

の 本。 あれ を 文藝叢 書で 成佛 させ るの は 惜しい から、」 日夕 山林 を 逍遙。 金が いらないで 丁度い 丄。 艸々 

おつね さんに よろしく。 

四 三 1 〔十一月 七 H 東京 府下 代々 木 初 臺五九 八より 千 葉 驟成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

拜啓 永らく 會 はんのう。 學 校の 方 はどう か。 老 校長との 接觸 はいか i -。 先日 夏 目先 生の 處へ 行ったら、 速 

水さん がわ ざく 出かけて 先生に 大兄の 事 を 賴んで 行った さう である。 此 一 日に 田 中 經太郎 氏が、 よめ を 取 

つた 祝宴 を 開き、 席上 岩 橋 氏と 隣 座した。 人 は みんなよ ぃォ 力、 を 貰 ふやう だ。 「桑の 實」 も隨分 持て 餘し 

てゐ たが、 やっと 六十 八囘 にて 打 止、 一昨日 脫稿。 昨日 稿料 殘金 十二 圓を 貰って 来た。 六十 五囘 まで 前借し 

てゐ たので 執筆 中 は ロハで 書いた やうな 氣 がした。 他に 無收 入に て、 九月 十月 は 犬に 弱った よ。 秋風 漸く 寒 

くして 出講に 冬服な し。 これから 冬服 受 出し 小 說を 書く の だが、 想 枯れ 油 切れ 精力 盡き轉 落寞。 二三 年田舍 

の 高等 學 校へ でも 蟄居して 本 をよ みたい。 艸 平に 會 つたら、 太 將も想 枯れ 油つ きの 一件で へコ タレて ゐる。 

一枚 三十 錢の 魏譯を やって ゐる。 氣の 毒で ある。 遠からず 小生に も 落ち か、 る 運命な らん。 近来つ く.， 人 
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間 生活が 辭 したくな つた。 / 「桑の 實」 は 近日 印刷に 着手。 十二月 末 又は 一 月 早々 出版。 /その 內 寒くなら 

ない 間に 一 度 出て 來 いよ。 /乍 末筆 諍 子さん によろ しく。 

先日の 農 一 氏の 畫像 はよ く かけて ゐた。 あんな 子なら 可愛い k であらう。 小生 近日 來 〇〇 字に 親しんで ゐ 

られ る。 快味な し。 

リぢの 弟 を 一人 引き取つ たが、 ワン パクで 閉口して ゐる。 下女 来る。 徒らに 家族の み 殖えて 心細い。 

青木 大兄 十一月 五日  三 重 吉 

四 三 二  〔十一月 二十 四 H 東京 府下 代々 木 初 臺五九 八よ リ 千 葉 縣成田 町 石 井 方 靑木健 作へ〕 

桑の 實 をす ましてから 巳に 二十日 餘 になる が、 未だにく た ぶれが 取れないで 每日 ぐったりして ゐる。 正月 

の 小說は 大抵 斷 つて、 僅 二つ 書く ことにして ゐ るが、 それ もま だ 一寸 も 手 をつ けて ゐ ない。 少く とも 此月中 

に 五六 十 枚 書かない と、 月末に W るので ある。 不安 も甚 しい。 何 こそ 書く こと もない。 考 へる 元氣 もない。 

1 人 寂しく 林の 間 をう ろつ いて 悄げ てゐ る。 いっそ 當分錢 業して また 地方の レ ー ラ- にで もなら うかなん て 

考 へたり する。 讀者 も、 もう 小生に も 飽きた と 見えて 本 も 一向 費れ ない よ。 

本 もよ みたい しね。 /成 田での 兄 もさび しいだら うと 思 ふ。 あそこの 道の 惡ぃ黑 い 冬 を 思 ひ 出す よ。 

此間山 下と 林と 兩 君に 會 つた。 山 下 氏 はまた 檢定に 落第して 悲觀 して ゐた。 氣の 毒で ある。 

今日は 漱石氏 か ら歌 舞妓 へさ そ はれた が斷 つた。 そんな もの を氣樂 に 見に 行く 氣 もしな い 。 

正月に は 力の ある もの を 書かん と 来年 以後の 米櫃に も關 係す るの だが、 困つ た もの だ。 

文壇の 奴 は どいつ もこい つもへ コ タレて ゐる。 此 分で 行く と 日本 文壇 も 今に 全滅し さう である。 心細い わ 

• けだ。 /飯 を 待つ 間に これ を， く。  /正月の 休みに は 出て 来て 是非 泊れ よ。 今から 待って ゐる。 

青木 大兄 十二月 二十 二日  三 重 士  a 

靜 子さん によろ しく。 小生 は 近来 一 向 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 接しない。 


年 二 正大 


四 II 一三 〔十一月 二十 八 H 東京 府下 代々 木 初 臺五九 八よ リ 芝 a: 三 田 四國町 小宮登 へ (はがき)〕 

先日の 切符 は、 今日 は とても 行けな い の で或醫 科の 生徒に くれた。 折角の 好意 を 無にして 兄に 相す まない 

やうな 氣 がする。 許して 卞 さい。 實は 正月の を、 文章 世界と 新 小 說と新 文 林と 三つ 受 合って ゐて、 一 っは此 

月 中に 書かない と 追つ 附 かないのに、 まだ 一枚 も 出来て ゐ ない。 イラく して 芝居へ も 行けない。 丁度 熱が 

出て ゐて 食物に 味がない やうに、 一 字 一 句 を 書く のに も 何の 興味 もない。 苦しい ばかり。 三重 吉 全滅の 凶兆 

ではない かと 思って ゐ る。」 とにかく 来年 はもう 創作で は 食 へんと 思 ふ。 ふぢ は、 新 宿の ステ イシ ヨンの 近 

くです しゃで も 開かう かと 眞 面目で 言って ゐる。 何だか ナサ ケ なくなった。」 十 一 月 二十 八 s 

四 三 四 〔十二月 二十 二  H 束 京」 肿下 代々 木 初"： Trfi 九 八よ リ 山 n 縣富田 靑木使 作へ〕 

御手 紙拜 見。 寒い のに みんなで 遙々 歸省は 13 介 だね。 奥さん は元氣 か。 子供の 厄介 も问 情す る。 山形 氏 は 

氣の毒 だね。 • 金 太 郞の謂 ふ IJ は濟 上の 都合と いふの はどうい ふ の であらう。 仰に 隨ひ 津田靑 Jw に 相談して 見る 

つもり だけれ ど、 甘い 儲け 口が あるかな いか 怪しい と 思 ふ。 それより はや はり 學校を 探 し て はどうで あらう。 

小生 は 「桑の 實 以来ぐ つたり して 一寸 も 創作に 氣 が乘ら ない。 全で 熱病の 時に 食物の 味がない のと 同じに、 

一 寸も 興味が 出ない。 それでも 書かねば 食へ ないから 二 ヶ月 間 苦 した けれど、 やっと 中央 文學に 十二 枚、 

文章 世界に 二十 五 枚、 いづれ も 極り の惡ぃ 程の 大 駄作 を やっと こね 上げた ばかりで、 アト は皆斷 つてし まつ 

た。 神經 衰弱 も ひどい からで も あるが、 主としてもう 思想が 润れ たので ある。 いっから か、 もう 行きつ まる 

くと 思って 不安で あつ たか、 遂にい よ/ \ 低氣 B が 来たよ。 来年 はもう 作で は 食へ まい。 ：： ハ今 本屋 を 出す 

計畫で 奔走 中 だ。 まだ 秘蜜。 赤門 前 あたりへ、 「三重 吉 書店 一とい ふの を 出す の だ。 資本 千圓。 成 田の 和尙に 

委曲 を 話して 五百圓 貸せと 言って やった。 まだ 返事な し。 他に 津 田が 三百 圓 出して くれる。 今日は 拔石 先生 

をせ びりに 行く つもり だ。 津 田の 装飾 美術と 花屋と 本と 三つ を賣 るよ。 小生 ハ ツビ を 着て 車 を 引く つもり 也。 
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春陽 堂が 顧問 官だ 。三 重吉 書店 はァ タル こと 受 合の 由。 

そろく 行く先 も考 へない と 心細い から、 これから 當分 本屋で 力 セグ。 尔 末筆 奥さんに よろしく 

健作樣 十二月 十九 日  三 重 吉 


304 


年 三 正大 


大 正 三 年 一 


四 三 五 〔一月 二十 八 H 東京 府下 代々 木 初 臺五九 八より 千 葉縣成 E 町 石 井 方 井本^ へ〕 _ 

拜 啓お 變り はない か。 寒くて 困る よ。 此月は 何も 書かん。 書く ことがない。 商 杯の 方 も s_« 本が 集まらん の 一 

で 閉口して ゐる。 開店 は 四月 頃に 延びる だら うと 思 ふ。 令夫人 はジ ー ベンへば かり 通 はれて ゐる。 ス トリ yj 

ド ベル ヒの もの を ニ册、 ビョ ルン ソンの もの を 二 册讀ん だ。 これから 月末の 一部分の ために 何 か 書かねば な 

らん。 氣が乘 らんので 弱って ゐ る- 

兄の 正月に 出した 帝 文の 小說 はい ま だ に 讀む 機會が ない。 すまない と 思 ふ。 その 內 だれかに 借りて 拜 見す 

るよ。 ォレの 中學の 同窓だった 早稻田 商科 出の アン ポン タンが 春陽 堂の 妻 子に 這-入つ たの は 珍で ある。 山 紫 

氏 はどうされ たか。  一 

色々 人に 話して 見た がどう もせい 口 もない よ。 今日は 一 んョ 一 人で 爐ば たに 坐って ぼかんと して ゐた。 頭 

がいたい ので 酒も飮 まん。 昨夜 は 帝劇へ 無名 會の オセロ を 見に 行った。 嫩石 先生と 令夫人；^ ゐられ た。 ォセ 

口 はなって ゐ ない。 村 は 寒い よ。 

健作樣 靜子樣 一月 二十 七 曰  三 重 吉 

いっか 泊り に來 いよ。 

四 =ー 六 〔三月 五日 井本 健 作へ〕 

〔手紙の 前の 方 切れて なし〕 怠りなく 運動す る。  一 

その 內 一 寸 上京 せんか。 相談したい。  ， 
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葛 原 氏 来信。 町の ャッと 衝突して 辭 職し 3 園に 歸る 由。 氣の 毒に 思 ふ。 ー圆 拜受。 本 は 四十 錢 であれ だけ 

にした 點を大 に ほめて くれい。 併し 商 杯と して は大 失敗。 餘は 後便。 

神經 衰弱 激烈 不眠症。 夜 二 時、 ォ キて此 手紙 を かく。 靜 子さん にやさし くして お上げよ。 

東京で も 代々 木 位の 田舎に 住めば^ 圆 位で 夫婦 子供と も 貪へ る。 マ カリマ チガ へば 砂 を 蹴って 成 田 を 出れ 

ばよ いから 悲観すな よ。  • 

靑木樣 三月 五日  三 重 士ロ 

四  一二 七 〔三月 九 H 東京 府下 代々 木 初 臺五九 八より 東京 市 芝區三 田 四 國町小 宮璺隆 へ〕 

早速 だが 困った 事が 出来た。 兄が折角ぁてにしてゐた小母は法事をゃりに歸國す^^?とぃひ出した。 私の 手 

で 金が 出来次第 立つ とい ふ。 (氏に 百圓 借りと るので ブッく 言 はれる。) そこで 五十 金 を 得べ く 本屋へ 二三 

軒 原稿 を 持ち 廻る やら アイスへ 行く やら 此五 六日 3? 來 いらくして ゐる。 それ はい，^ が、 當り 前なら 小 母 は 

十日 もしたら 歸 つて 来る だら うが、 此間 氏と ケンカ をした 結果、 いろく 面倒く さいから もう 永久に 別れ や 

うと 思って ゐる。 氏 も歸ら ない つもりで ゐる らしい。 そこで 闲 るの は 兄の 方 だ。 どうにか なるまい か。 今 か 

ら 言って は さぞ 兄 も 狼狽す る こと だら うが、 飛んだ ことにな つた。 どうしたら い 乂 だら う。 

金 は 二三 十 工面 出来さう だから、 小 母 は 十日 頃に は 立つ かも 知れん。 いづれ 小生 又は ふぢが 出張して 萬 事 

話す けれど、 取 急ぎ 御 注進 だけして おくよ。 何とも 申し わけがない。 

生れる の はいつ だら うか。 こちらで も 適當な 婆さん を 精 々工面して 見る。 ィョく セッパ ツマ レバ、 兄と 

一所に となり 同志の 家へ 引越して、 ふぢに 萬 事 見させて もい、 わけで ある。 少し いろんな 點を 我慢して くれ 

\ はさう いふのに 便利よ き 家 は 見つからん 事 も あるまい。 何 分 相す まない で 恐縮の. 4^ りで あ る リ 

今 中央 公論 を 十二 曰 迄に かく やう 受 合って ゐて まだ 一枚 も かけん。 金の ためにい らくして 何も 出来ん。 

文壇の 收入、 一月 四圓 二月 三十 七圓 のみで 大弱り だ。 くしゃく して ゐ るよ。」 
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十二 日が すぎたら 兄の 方の 前後策 を 相談に 行く。 萬々 御 推察 を 乞 ふ 

小宫樣 三月 八日 夜  三 重 吉 

四  一二  <  〔四月 二十 五 H 東京" 府下 代々 木 山 谷 二 九 五よ リ 岡 山 市- 大瀨 荒神 町 吉田貞 一 へ〕 

拜復 御手 紙 難 有 繰り返し 拜 見いた しました。 根 津ぉ來 もう 十 年 近くになります ね。 最初 大兄に お 目に か，， 

つた 彌生 町の 藤 井 (？) とかい ふ 下宿屋の ところ を此間 通って、 いろく 思 ひ 出しました。 お 噻は六 高 出の 大 

學 生から よく 承ります。 私の 現 狀は此 間の 通りです。 あれ は あまり 正直に ブチ まけて 書いた ので 本屋が 困る 

だら うと アトで 氣 がっきました。 御憫笑 下さい。 浦 瀬 君 は此問 上京の 時漱石 先生 を訪 はれた 由、 先生から 聞 

きました。 「あの人 は 自分の こと をヮ ツチ/ \ と いふが ー體 どこの 人 だい。」 と 言って 聞いて ゐ ました。 浦 瀬 

君に も會 ひたいです。 六 高に は 新しい 先生が 澤山 ゐられ るから 御友 達に はお 困りな されない だら うと 存じ ま 

す。 私 もさう. い ふ處 へ 行つ て 少し 勉強して 来た い です。 けれども ォ 力 ミ で 採用して くれな いから ダ メ です。 

へ ッボ コ小說 で 食 ふに も當分 飽きました。 加 計が 山で も賣 つて 洋行 させて くれない かナァ なんて 蟲の V こ 

とを考 へます。 

今日は 閑 庭 金盞花の 第一 花咲く。 雨。 夕方 酒 少々。 夜 机に すがり 此 手紙 を 書きました。 頓首 

吉 田 畏 兄 玉 案下  三 重 吉 

四 三 九 〔四月 二十 八日 東京 麻 下 代々 木 山 谷 二 九 五より 千 葉 縣成田 町 井本 健 作へ (はがき)〕 

御手 紙 難 有う。 引越し はい- -だ らう。 八 生の 山 口と いふの は どの 邊か。 僕 は 一寸 も 書 けんので 弱って ゐる。 

桑の 實以來 一向 物 を 書く 頭に ならん。 すべてが 只 索然と して 蠟を 嘴む やう だ。 何の 興味 もない。 どこか 島へ 

でも 行って 寐てゐ たい。 pauvre で やり切れな いよ。 來月 上旬 また 「赤 蜻 鈴」 流の 小 册子を 出す。 カスば が 7 

り 集めて ム チヤ クチャに 本に する の だ。 超 名 「留 針」。 近時の 僕の 偽らざる 告白 を 書いた 大阪 朝日 を S る。 お 


すんだら 歸 して くれよ。 小 母 は 三月に 歸國。 當分 別居。 お蔭で こちらに 大に ノン キ だよ" 靜 子さん によろ し 

く。 その 內 一 度 出て 來 いよ。 

四 四 0 一： 五月 三十 H! 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五より 千 葉 縣印攝 郡 八 生 村 井本 IS 作へ (はがき)〕 

別封 拙作 ー册 奉納。 近況 如何。 小生 博 文 館の 少女 文學 叢書 レー かいふ もの X ために ゴ， 'ティ H の小說 ホン ャ 

ク中。 食 へんと 少女 文學 まで 墮 落して 行く。 これ も 時世と 觀 念して 每日 半切 四十 枚づ \ やら かす。」 先日 一 

寸 生徒の 保證 人と して 高 輪 へ 行き 校主と 會見。 い つ か 飯 田 昇 治 氏が 辭 退した 口 は 岩 橋 氏が 他の 人 を スヰ セン 

したと ころ、 校主 は 別の 人 を 入れた 由。 敷 田 氏も辭 退され てよ かった。 引受けても ィザ となると 矢張り 校主 

の 方の 人 を 入れる の だから。 —— 田 中 兄の 言。 

四 四 I  〔六月 二日 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五よ リ 東京 市 小石 川 區金富 町 前 田 3^ へ〕 

御手 統拜 見いた しました。 先夜 は 夜中 推 參失禮 い たしました。 本 は 選擇に 苦しんだ 揚句、 ゴ 1 ァ イエの 

「黄金の 羊毛 一とい ふ 口 マン ティ ックな 短篇 を 大半 逐語譯 の 方式に て 平易に 譯出 する ことにいた しました。 

曰 夜 兼行 只今 半切で 240 枚せ 來 上って 居ります。 明後日 午までに は 稿 了。 實 は 今 八日 迄に 金に したいの です 

が 甘く 行きます でせ うか。 乍 御迷惑ながら 御 盡カを 御 願 申します。 高利 貸に 拂ふ のです から 是非 八日 迄に も 

のにしたい と 思 ひます： 書き上げました らお 達り します から 御 校 閱濟の 上 假名 を 振る 人 へ 渡す つもりです。 

いづれ 御 面談 申します。 

前田樣 五月 二日  三 重 士ロ 

四 四 二  〔六月 二十 H 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五より 東京 市 小石 川 小 H" 向 水道 町 丹 野 てい子へ〕 

昨日 はわ ざく お出でにな つ た のに 丁度 不在で ぉ氣の 毒でした。  - 
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お 作 只今 拜見。 折角お 書きに なった のです から、 批評 をして お上げ 申し ませう。 手紙で は大變 ですから- 

今度の 日曜に でも 人ら つして 下さい。 いつ も 忙し いから だ です か ら 日曜 だけに 人 さま に ぉ會 ひする ことにし 

てゐ ます。 

丹野樣 六月 十八 日  三 重 吉 

四 四 III 「七月 七 H 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五より 柬京市 小石 川 K 金 富 町 前田晃 へ〕 

拜啓 先日に 御 取 込の ところ を わざ/ \ おはがき を 下さいまして 痛み入りました。 御 不幸の こと は川浪 氏の 

奧 さんか ら 聞き ま し た 。 お 葬 ひの すんだ あとでし た か ら 是非が あ りませんで 會 葬に は失禮 しました。 早くお 

悔みに 行きたい と 思っても、 激しい 赤痢 まが へ の 下痢で 二三 日寐 たので おそくな りました。 お 小さい 方 はも 

う 御 全快です か。 奥さん も 丁度 御 臨月の 由。 何もかも 一 度で どんなに か 御 心 を 痛められた 事と 存じまして、 

私たち 夫婦で 眞に御 同情に 堪えません。 どうか.^ らだを 御大 切に なさる やうお 祈り 申します。 次に 小生 「簾 

悔 J を 百 枚ば かり 譯 しました。 この 際 また あなた を 煩 は すの は尙更 恐縮です が、 金に 困る ので 百 二十 抆 ばか 

り譯 したら -r^ 十五 圓 ばかり 貰 ひた い と 思 ふ の です が、 御 同行して 頂く の は 心苦し い ですから、 あなたから ハ 

ガキで 館の 方へ 紹介して 下さって、 私が 直接 持 つて 行って はいけ ますまい か。 御 返事 を 下さい ま せ ば 仕 合 で 

す。 九日の 日に 金 を 受け取り たいと 思 ひます。 コン フェツ シャン は 或 知らない 男が 先月 譯 して 出版し ました- 

買って 見たら、 ゥソ ばかりの 譯で惡 文で 成って ゐ ません。 私の も 拙いです がゥソ だけ はない つもりで すから 

私の をもう 一 つ 世に出しても 當前 だと 思って ゐ ます C 呵々。 右の 譯者は 英語 は 中 學の五 年生よりも 出來 なく 

て、 一 頁に つき 五つ 六 つづ. -ゥソ があります。 

前田樣 七月 六日 深夜  三 重 士 n 

四 四 四 〔七月 十日 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五より 東京 市 小石 川 區金富 町 前田晃 へ〕 
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御 面倒 難 有、 じました。 昨日 先方へ ま ゐり有 田さん から 五十 園 貰って 来ました。 (百 二 枚し かな いので 五 

十圓 にして おきました)。 假名 附の 面倒 も 例の やうに 頼んで おきました。 原稿 は 必要に 應 じて 數 日間 貸して 

貰 ふ 約束に してあります。 第一 囘渡濟 の 分 は 金 を 急いだ ので まだ 再考すべき 箇所 五六 點 あるの を その ま 、渡 

しました。 いづれ 貸り 出して 訂正す るつ もりであります。 八月 一ば いまでに に 全部 終了の 豫定 です。 右御禮 

かたぐ 御 報告 申します。 

前田樣 七月 十日  三 重 吉 

少女 文學 の カット を 靑械に かいて 貰って 持參 してお きました。 有 田さん の 方で カット もちやん と 出来て ゐ 

るの ださう でした が、 折角 だから 津 田の を 使って やる とのこと。 津 田に は禮金 不用。  . 

四 四 五 〔七月 十八 R 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五よ リ 千葉縣 印旛 郡 八 生 村 井本 健 作へ〕 

暑い がお 變り はない か。 小生 方 無異。 小 母が 國へ歸 つて 以來大 に のんきで ある。 此 間から 八 丈嶋の 女が 女 

中に 来た。 家 へ 来る 書生が 嶋で ラ ゲ を し て つれて 来た の を、 ー膚 ぬいで 二 三年 預 つて や ことにし たの だ。 

大人しい 純朴な 子 だ。 時に 、「朝日」 が 小生の 立案に 從 つて、 十五 六 人の 作家の 短篇 を 連 戴す る ことにな つた。 

漱石 先生の がもう 十五 六囘 です む。 その あとです ぐ やり 出す の だ。 小生が 先頭 第一 に 書く の だ。 第二に 一 M 小 

生から 小川 未明に 頼んで 大急 製作に か \ つて 貰 ふこと にした。 貴兄に も 是非 賴 みたい。 漱石氏 も 兄 を 推 選し 

て ゐられ た。 左の 條件 だ。 諾否の 如何 大急 打電 を 願 ひたい。 右 要用まで。 乍 末筆 諍 子さん によろ しく。」 思 

ひ 切って 引受けて 書け よ。 

小說の 注文。  . 

〇 十 同 以上 十二 囘を 限度と した 短篇。 /〇 一 囘は 十七 字 詰 八十 行より 九十 行まで。 (W より 長くて は 困る。) 

/〇 風俗 壞亂 は闲 る。 /〇 八月 十日 頃までに 全部 小生の 手元まで 屆 けて ほしい。 /0 他の 人選 未定。 /0 原 

稿料に  一：！ 四圓 乃至 五圓。 未確定" /〇 八月 十日で は 急なら ば 二三 日 は 待つ。 /右 
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健作樣 七月 十七 日  三 重 士ロ 

四 四 六 〔七月 十九 日 齊藤 茂吉へ (「ァ ララ ギ」 九月 號 より)〕 

拜啓、 先般 は 「赤 光」 を 戴きまして 難 有、 fs4t ました。 赤 木 君と 二人で 御 伺 ひして 御禮を 申し上げる つも 

りで 居りました ので 今日まで 御手 紙 も 差し上げませんで 大 變失禮 いたしました。 何卒 御 許し 下さい まし。 延 

び 延びに なって ゐる內 に 赤 木さん は 大阪へ 行って しま ひました。 いづれ 折 を 得て お 伺 ひ 申し た い と存 じ ます 

「赤 光」 は少 しづ X 拜讀 してもう 一 と 通りす つかり 拜 見いた しました。 好きな の を 少し は喑， 記して 居ます。 

赤 木 君が、 あの 集に 對 して， 批評 を 書け と 云って 再三 迫り ましたが、 門外漢の 私に は、 これ は 好き、 これ はき 

ら ひとい ふ單 純な 選拔の 外に は 批評と いふ ものの あり 得る わけ も ございません。 ただ  一 二箇所、 一七 面の 鳥」 

と い ふやう に 七 五 の シラブルの ために 固定 語 を 分割した の をい や だ と 思 ひました。 私 は 歌 は理智 的に 傾い た 

暗 一 I- を與 へ やうと した もの はきら ひで 客觀的 事實を 具象し 又は 喑提 する、 氣 分の 歌 や、 或は 純 客觀の (無論 

絕對 の客觀 とい ふ もの はあり ま せんが) 歌が 好き であります。 時々 い ろん な 人の 歌 を讀み ま す が 、 どうも 俗 

才 的な のが 多い と 思 ひます。 しみ <\ した 人格の 渗 みから 出る よりも 表面的の 才氣で す らくと し た 歌が 多 

いと 思 ひます。 

私 は 今の 世間 中で 大好きな 歌人 は 長 塚さん です。 ァラ 、ギ の每號 氏の 歌 は 尊い 自然の 聲、 として 襟 を 正して 

讀 みます。 長 塚さん の 歌が 私 を 引きつけ たの はもう 數年； Z!f 前の ことであります 氏の 歌を讀 みます と、 私の 

仕事の なげやりな 努力 を 戒められる やうな 氣 がして 頭が 下ります。 それから 西洋に 對 して 一， 日本」 とい ふ も 

のの 純な 誇り を 感じます。 今の 多數な 群小 說家は 近い 未来に いづれ も 朝の 蚊の やうに 存在が 消えて しま ひま 

J§ すが 長 塚さん は いつまでも 夜 .A- 輝いて なほ 星の やうに 晝 でも 光り さう に、 しんみりした 明け方の {41 に 一つ 光 

三 る こと だろうと 存じます これ は 世間に 對 して さびしい 併し 誇るべき 自然の 皮肉 だと 存じます。 自分の 勝手 

年 な 趣味から いふと、 明治 以来 今日までの 歌人 中 第一位に 居る 人 だと 思 ひます。 他の 歌人 は 部分的に、 長 塚 氏 
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は全體 的に 價の ある 歌人 だと 存じます。 

私 は あなたの 歌に つい て も 獨 特な尊 い 天分と いつま でも 小鳥 の 如くに 純朴な る 御 態度な る こと をな つかし 

く 尊く 存じます。 併し 時々 これが い M のかな とい ふやう に 私に は 面白くない のがあります。 これ は 素人の せ 

いで ありませ う。 それから この 節 世間の 人が よく あなたの 眞似 をす るの が 目につきます。 あなたが それ 程 勢 

力が おありに なるとい ふ證明 だけに はなり まして も 攝 創 なき 人 た ちの 哀れ さがむ づ /\ い た します。 

ァラ 、ギは 只 一 の 純な 雜誌 として 好きであります。 丁度 昔の ホト 、、ギ スの やうであります。 ホト、 ギスの 

Isi を戀 ひて その 中に 育ち 上った 私に は ァラ、 ギの 中で ももつ と 育ち 上げて 貰へ さうな 氣が してな つかしう 

ございます。 萬 葉の 輪講 も 喜んで 拜讀 して 大に敎 へ を 受けて 居ります。 時々 ィャ なの は あの 維 誌に 樂屋 落の 

記事 なぞの 出る ことであります。 それから 時 々 宗匠ぶ つた 口調で 口 を 開く 人が あるの がィャ であります さ 

うい ふ こと は 時代の 進歩 と共にもう 亡くなって い，^ 譯 です。 議論で も 感想で も、 どうして 人 を 見下げたり 自 

己の 優越の 意識 を 持ったり しないで、 天に 向って 星 を 仰ぎ つ、 獨 語す る やうに 言 へない もの かと 思 ひます。 

これ は 一般の 批評家に いふので はありません。 ァラ 、ギ にゐる 人た ち を 惜しんで いふので あります。 他の 人 

はどうで もい，^ の であります。 今の 他の 歌人で も それ 城 を かま へ て、 陰に陽に 宗匠 然とす まして 居ます 

處 世上の 必要なら 氣 の 毒で すが、 無意識に で も 自然 と 宗匠 的權 威に 生き る やうに なった のな ら 哀れ だ と 思 ひ 

ます。 この 意味に 於て 4- む を 得る 人 は 安つ ぼい 歌の 選 やなん. かして 維 誌の 看板に ならない のが 尊い と 思 ひま 

す。 

下らない こと を 書きまして 失禮 いたしました。 た V 「赤 光」 の御禮 をい ふつ もりで ゐ ましたのに 圖に乘 つ 

て 喋りました。 いつも 喋った あとで は 後悔す る 人間であります。 威張った らしくて ひゃくい たします。 御 

笑 ひ 下さい まし。 早々。 (七月 十九 日) 

四 四 七 〔七月 二十  一 H 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五より 千葉縣 印旛 郡 八 生 村 井本 健：^ へ〕 
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お 手紙 難 有う。 電報 も 多謝。 未明、 俊 子、 幹！^^は承諾濟。 あと は武路 小路 實篤、 里 見淳、 潤 一郎、 八重 子、 

後藤末雄、 太郞 (コ イツ ハ、 小生 ハ反對 )、 と 交渉 中。 〇 印 は 先生、 0 印 は 小宮、 無 印に 小生より 交涉。 右 

十 一 名に 先生が 加 はって 十二 名の 豫定。 

よい 機會 だから 犬に 書け よ。 大膽 にやれ よ。 あまり 凝る と 延びない から。 ——學 校で つかれた 上へ 暑い の 

に 氣の毒 だね。 俊 子、 未明、 幹 彥は大 に 喜んで ゐる。 小生 は 引受ける に は 引受けた が、 何も 書く もの はない。 

弱って ゐる。 頭 を か \ へて うんく 言って ゐる。 

三 高 云々 は 小生 は 一寸 も關り 知らない。 今から 五六 十の 月給で シ バラれ るの はィャ だ。 十日 飜譯を すれば 

五十 圓位 儲かる よ。 呵々。  ^ 

ふぢ は壯 健。 取 急ぎ 右 迄。 しづ子さん によろ しく.。 農 一 の太將 はシャ ベる やうに なった か。 

隨筆は 本屋が 本に すると 言って 待って ゐ るが、 新聞 は 紙面の 變化 上、 毎日 は 載せて くれないから 從 つて 小 

生 も.：； J,、5/\ は 書かん。 あれ は 先生から もホ メられ た。 兄と 二人の 味方 を 得た わけ だ。 ー囘 ニ圓。 日に 三囘 

は 書け る。 その 調子で 一年つ けて 書かせて くれる とェ 、がのう。 この頃 は大に 貧乏。 

健作樣 七月 二十 一日  三 重 吉 

四 四 八 〔八月 十二 日 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五よ. リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郎 へ〕 

〔燒焦 凡 六 字 不明〕 將カ、 氏 麗吉、 雅子 〔凡 四 字 不明〕 猫、 鼠 一同 無事 か。 〇〇、 山の 神、 バ , ァ、 愚弟 

(力、 ァの オト 、) 下女、 ネゾミ 〔凡 二字 不明〕 いづれ も 無事。 0〇 は 近頃 行きつ まって 種切れで 〔凡 一一 一字 不明〕 

說が書 けん バッテン 飜譯を やつ 〔凡 二字 不明〕 ッく烟 を 立てられ 〔一 字 不明〕 タイ。 

戰爭で 佐 世 保 は大に 繁昌と 拜察。 〔凡 一字 不明〕 京の 町へ はもう 一と 月 あまり 出ない。 ヒコべ ー がゐ ない の 

で 行く ところ も ナカ ぢゃケ ン のう。 

麗吉 vf? こよ 第 一 にから だ を 丈夫 にす る の を 目的と して 育てる こと。 第二 は 質素に 生活す るクセ をつ ける 
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二字 不明〕。 第三 ゥソ をつ か 〔二字 不明〕 こと。 右よ ろしく たのむ. - 第一 第二 は 東京の ゥ マの 伯父さん、 第二 

は大 阪のゥ マの 伯父さん 〔一字 不明〕 缺點。 第三 は 日本人 全 疆の缺 點。 ヮ ガマ、 に 育てた 子 は S にもなら んバ 

ッ テン 注意し 〔一 字 不明〕 されい。 ノン ピリした 悠々 たる 子に しんたい。 第三 號は 名前 は 何 〔一 字 不明〕 いふ 

か、 通知せ よ。 ゥソ をい ふと 引致す るぞ、 ァ ー ン？ 

か，， 氏に よろしく 申 二字 不明〕 下されい。 しからば 御免. リ 

■ 善 さ ん まゐる  八月 十二 日  三 重  <ム 

四 四 九 〔八月 二十 二  H 嶋田靑 蜂へ (『ホ トト ギス. 一一 九月 號 より)〕 

私 は 九月から 半分 出版屋になる 準備 をして ゐ ます。 樽き なさる でせ う？ 私 は 平素、 われ/ \ の 現代の 文 

字が、 極めて 狭い 範圍 でし か讀 まれて ゐな いの を じれったく 思つ てゐ ました。 小說 なぞ も讀 者が 殆ど 或少數 

の/、々 に 極って ゐる やうに 思 ひます。 それ は 根本に 於て、 日本人に 讀 書の 習慣が 乏しい とい ふこと や、 現代 

の 文字と？ S 父涉に 生き 得る ノ ンキな 性分で ゐられ る 事た ぞが 原因です けれども、 卑近に 言へば、 每月隨 分 多 

く の 作が 出る の で 大抵 の 人に は どれ を讀 むべ きか の 選擇が 出来な 、- の と、 次に は 本が 高慣な の で 一般の 人が 

輕 便に 得う 買 はない と いふ こと も 大きな 近因 だと 思 ひます。 だから 私 は 永い 間、 この 選擇 と減慣 との 一 一 つ の 

便利 を 提供す る やうな 仕掛け を 欲し て 居りました" それで これまで 二三の 本屋に 私 の 今度の やうな 計 畫を提 

議 して 見 ま したが、 い づ れも 算盤の 上 を 恐れて 引受け て くれ ま せんの で、 とうと 思 ひ 切つ て 自分が や つ て 見 

る氣 になった のです。 

それで 私 は大饞 私が これまで 讀ん だ、 又、 これから 讀んで 面白い と 思った 作品 を選輯 して 「現代 名作選 集」 

と 題し、 ー册 又は 二 册の讀 切と して 每月三 四册づ X 出版す る考 へです。 六號 縮刷、 菊 半 型、 一 册百頁 以上、 

各 册十錢 又は 十二 錢 平均の 豫定。 選輯の 標準 は 二) 、現今の 代表的 作家と 悉く 交渉して、 それら 諸氏の 今 ま 

で の 作 中 か ら、 今の われ/ \ の 目で 見 一に 傑作 のみ を 選抜して 次々 に 出版す る こと (二)、 これ ま で 無名 の ま \ 
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に 葬られた 古人の 作品で も、 右の 標準の 水線 3? 上-」 ある もの を拾收 (三)、 すべ ての 人の 新作で 意義 ある 傑作 

は 棲々 貰って 出す こと。 —-— 大體か うい ふ考 であります、 つ まり (ィ) 現代の 傑作の 二 キ ス を 抆 くので す" 

( 口  ) 同時に 橫 から 言 へ ば 各 作者の 傑作 的 全集 を 作る の です。 ( ハ) それから 日々 の 創作 を 篩 ひ 上げる の です。 

で 一) 又隱れ たる 名作 を 世間に 紹介す るので す。 これまでの 不幸な 習慣と して、 いくら 傑作で も、 知名の 人の 

もので ない と往々 默 殺されて ゐ ます。 そんな の を 世間に 顯 はした い の です。 (ホ) それ か ら從來 は 或 二三の 維 

誌で 看板 を 上げ ない と 作家の 伍 列に 入らない やうな 偶然 の 約束に なって ゐ ます。 私 は 今度 名の 大家 數十名 

に 御依賴 して 選定 員に なって 戴き、 その 人々 に推擧 された 作品 はたと へ 一 無名氏の 作で も、 その 選定 員： 一 is 氏 

の 批評 を 加 へ て 直ちに 本書に 收め、 廣く 江湖に 紹介す るつ もりで ゐ ます。 

前記 (口) や (ホ) は隨分 エラ さうな 計畫の やうです が、 全然 {41 想で はない つもりです。 代表的 作家の 傑作 を 

拔 くの だけ は 第一 着に 着手し ました。 巳に 漱石、 鵄 外、 荷 風、 秋聲の 四 先生 その他、 當今 知名の 小說 家は大 

抵 ijc 贊 同して 下さいました。 只今 も續々 交涉 中であります。 上， 記 四 氏 は 序文 を 書いて 下さいます。 中には 最 

近の 新作 を も 下さ つ た 方が 澤 山あります。 又 本選 集に 於て 、 はじ め て 自己の 短篇 集を發 表し て 下さる 方 も あ 

ります。 

九月に は漱 石、 e 外、 荷 風 三 氏の 傑作 中の 傑作 を拔 いて 發刊。 第一 編と して は激石 先生の 最近の 特徵を 代 

表する 「須 永の 話」 を 出します。 目下 巳に 印刷 中。 九月 早々 發兌。 先生の 作品 は それより 逆行して 出世作 

「倫 敦塔ー まで 上って 行く つもりです。 

この 計畫 について は 人々 か ら 多大 の 便宜 を與 へられて ゐ ます。 それら の 諸君 か ら 一 番に氣 遣 つて 貰って ゐ 

るの は、 三重 吉が ひどく 損 をし やしまい かと 云 ふ. です。 十錢 十二 錢 では 實に辛 いです。 三千 部位まで は 儲 

からない どころ か、 廣告 なぞ を やる と 夕 VK な 足し前 をす る やうです。 併し どんく 賣れ さへ すれば 損 はしな 

い つ も i^ で すが 、 どうなる か や つ て 見な いと 分りません。 只 儲け やうと いふ 山氣 のない こ とだけ は吿 白し ま 

す。 どうか 多くの 人の 同情 を 募集して 下さいません か。 御 願です。 高濱 さんの 作物 は、 鎌 倉へ 行って 御賴み 
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する つもりで したが、 忙 がしくて 寸閑 もない ので 手紙で 御賴 みいた しました。 

嶋田樣 侍史 八月 二十 二日  鈴 木 三重 吉 

四 五 0  〔八月 三十： T 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五よ リ 東京 市 本 鄕區本 鄕四丁  H 幡野方 藤本 勇へ〕 

拜啓 一寸 御 相談したい 事が あります から、 此 手紙 讀み 次第 来て くれません か。 兄は慶 應へ轉 ずる ことにせ 

られし 由、 御 尊父からの 手紙で 拜承、 それ も 結構と 思 ひます。 それで 小生のと ころに 少し 手が 入る から 兄に 

來てゐ て 貰 はう かと 思 ふので す。 そんな ことにして 兄の 學 費が 月 十二 三圓 です む やうに なると 幸 だが と、 山 

の 神と 相談 中。 /詳しく は 御 面談 

藤本 兄 八月 三十日  三 重 吉 

四 五一 〔九月 十六 R 東京 府下 代々 木 山 谷 二 九 五より 吳市 愛宕 町 藤本 魔 之 介へ〕 

拜啓 過日 は 御 丁重なる 御手 紙 を 項き 恐縮の 至りに 奉 存候勇 君 も 拙宅の 萬 事に つき 不平 も 可 有 之 候へ ども、 

辛 棒いた し くれられ 候に つき 感謝 致 候、 同 君 は 小生 及ばず ながら 中學 時代より 多少お 力に なり 来り 候に つ 

き 乍失禮 兄弟の 如き 感有 之、 小生 不 股の 點 はび しく 叱り も 可 致 候 間 何卒 一切 御 任せお き 被 下 度 候 小生 は 毎 

日 同 君の 助力 を 受け り 犬に 便利 を 得 居候 此 度の 受驗に 五 百 九十 人中の 百 二十 人に 入選いた され 候 段 小生 も 

ホット 安 心 仕 候 これ か ら大に 勉強して いた くつ も りに 御座 候、 不幸に し て 高 商 の 方 は 失敗 い た し 候 へ ども 

1 つ は 運に て 學カは 悲観すべき 方で は 決して 無 之、 慶應 にて は 然 頭角 を 現 はしくれ 候 事と 期待 罷在 候慶應 

受驗も 小生 はじめより 贊成 仕り 候 わけ は、 二度の 失敗に て 意 氣沈滯 いたし 居られ 候に つき、 健康に もよ ろし 

からず、 且つ、 どの 學校 にても 世間に 出て は 大抵 同一 に 御座 候に つき、 早く 人學 して ノン キに 勉強す る を 得 

策と 存じた る 次第に 御座 候 何よりも 同 君の 人物 犬に 賴毋 しく 奉存候 小生 はいくら 才物で も 人間の ダメな 人に 

は 贊成不 仕 候 勇 君 は いづれ の 方面に 向 はる \ とも 決して 貴殿 を 1^ しめざる 好箇の 紳士と 相 成 可 申 候、 只此上 
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とも、 在學 中よ 貴殿に 對し 小生 充分 責任 を 負 ひ 可 申 何卒 御 t 樣 へ i 事 御 安心 竿 候 やう 

震，； 定の 秩序 だけ は II のた め を 思 ひ 長者の 權威を 保ち I へど も、 あと は， $1 に £ 

妻よりも 小生と 同等 待遇 を 受け 居られ 候 呵々。 先 は 右 御 返 I 早々 I  K  ニー  E き 

卞. f 本 樣 梧 下 九月 十三 日  鈴 木 三 塞 ま 

〔封篇 に〕 九月 十六 日 投函 家人の 不靈 にて |相遲 れ失禮 仕 候 
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四 五 二  〔一月 三日 東京 莳下 代々 木 山 谷 二八 九よ リ 吳市 愛宕 町 藤 魔 之 助へ〕 

拜啓御 摘 御 迎春 奉 大賀候 年末 に は 御 珍ら しき 品 々 御 惠達被 下御氣 の 毒に 奉 存候扱 御 令息 樣 の 事に つきて に 

早速 御 挨拶 申 上べ き 害に 御座 候處 非常に 多忙に て 寸閑も 無 之 候 ま X 同 君より 詳細お 話 申 上ぐ る やう 依賴 い た 

し 置 候 同 君 も 拙宅 如き 不自由な 家庭に も 係 はらず 愉快に 起居いた し 居られ、 小生 方 もい ろく 御手 傳を 受け 

たりし て悅び 居候と ころ 今般 愚妻と の 相談の 結果、 決然 家政 改革 を斷 行す る こ とに 取 極め 候た め 乍 御 氣毒同 

君に も 委細 申 含め もとの 下宿に 出て 貰 ふやうな 仕儀と 相 成 候 小生 は 近来 製作 上の 轉換 期に 襲 はれ 候 もの かこ 

れ までの 自已の 作風に 不滿 足と 相 成、 し か も 未だ 何等 別箇 の 平面 を も 捕捉 不仕從 つ て 只 煩悶 のみに て 昨年 中 

殆 何も 製作 不仕 まゐり 候、 小生 は 由來时 政の 方に は 無頓着 極 る 男に て 候 ま X その 方 は 平氣で まゐり 候處 愚妻 

の 陳述 を 聞きて 俄にす ベ て を 改革す る ことにい たし 候 愚妻の 弟に て、 當 方に 姜 育いた し 居候 小僧 も 京都の 學 

校へ 歸し、 義& 的に 引き取り 居候 婦人 も 他へ 依頼して 祖母と 愚妻と 三人に 相 成り、 その代り 小生の 勉強に よ 

り 多くの 時間 を與 へる や う 仕度 所存 に て 候 何卒 右 不惡御 諒察 被 下 度 候 藤本 君 は 小生 如き もの を も信賴 しくれ 

られ 居候に つき 小生 も 遠慮な く 色 々 申 居候 今度 不幸 にして 別居 と 相 成 候 も 往來舊 と 相 變り不 申、 乍不及 出来 

得る 限り 同 君の た め に 慰安と 訓戒と を 捧げる つ もり に 有 之 候 拙宅 は 人の 出入 實に 夥しく 勉強に は 却 つ て 他家 

に ゐられ た 方！. 福なる べしと 存ぜら れ學課 及 素行 上に も 何等 御 心配 御 不要と 奉 存候御 令室 樣へも 右の 詳細 御 

傳 言の 上 不惡覺 召し 被 下 候 やう 御 取 計 願 上 候 早 々 頓首 

藤， 本 樣 侍史 一月 三日  三 重. 吉 
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四 五 III  〔三月 二十 H 東京 府下 代々 木 山 谷 二八 九よ リ 東京 市 ft 布 區飯倉 町 小 松 方 藤本 勇へ」 

拜復精 々 御 勉強な さい。 試 驗の時 は 宇宙 の 眞 中に 自分ば かりが 苦しい やうな 氣 がする や - つで すが 、 だれ だ 

つて 一 度 や 二度 は 同じ 苦しみ をして 來てゐ ます。 落第の あとの 用意 は 周到です が 御言 葉 は少々 ケチ くさいで 

すね。 それよりも 及第 を 確信して やったら 如何です。 論理 學は 哲學 として 硏究 する 時には 厄介な もので せう 

が 君の 今の 學 課と し て の 論理 學は そんな に 及落 に關 する 程 六 ケし いものと は 小生に は 思へ ません。 小生 高等 

學校 時代に は 論理 は 一 夜 づけ (確 的に 言へば 二三 曰 清) で やっつけた ものです。 當時 は溥文 館の 百科全書の 高 

山 i 牛の 本で やりました。 (學 校の ノ， トは缺 席が ちで 取らなかった ため。) 時代の 相違に や。 但し 案ずる よ 

り 魔 むが 易 い か も 知れな いから 精々 しっかり。 

貴公 は少々 勵發 心に 乏しき やう 愚考 穴 賢  ， 

藤本 樣 三月 十九 日 深夜  X  三 重 士ロ 

第二 卷の表 統原畫 出来。 /第一 卷は 全然 損失 や。 バ 力の 商 ii: か。 / ゴ ー リキ ー 校正 出づ。 譯の 文章に.；. 《し 

たより 甘い ので アン シン。 

四 五 四 〔三月 二十 五日 東京 府下 代々 木 山 谷 二八 九より 千 葉 縣印磨 郡 八 生 村 井本 作へ〕 

多忙の 爲 返事 延引 失罎。 岩 橋の 方の ロは此 場合い \ であらう。 一度 思 ふ 存分にして 見る がい &。 三十 圓ぁ 

れば 郊外に ゐれば 食へ る。 その上 は翳譯 なり 創作な り やる さ。 どうにかなる だら う。 弱ったら その 時の 考案 

さ。 11 只 家族 を 當分成 田へ 殘し 置く とい ふ點 は不贊 成で ある。 第一 二 軒に 別れる の は 不經濟 だ。 第二 成 田 は 

潔く 引き上げて 來た 方が 體裁 がい、。 家族 を殘 してお くの はいかに も 弱った やうで 景氣 がわる いよ。 尤、 こ 

れは 小生の 氣 質から 割り出した 說でバ 二 ティと いへば いへやう。 成 田の 奴等に 對 してい まくし ぃ氣 がする „ 

第三 靜 子さん が 一人で 心細い し、 可哀想で ある。 
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君が 一 と 月で も 下宿 生活 をして 見たい とい ふ 心意 はよ くわ かって ゐる。 洗った やうな 氣 になって たった 一 

人で ゐて 見たい とい ふので あらう。 併し 小生の 經驗 によると、 成 田 を はなれて 東京へ 出て 自由にな つた V け 

でも、 どんなに すっとす るか 別らん。 その 際に は 家族の うるさ いのは 直って 却って 慰めと 力と になる よ。 下 

宿に 住む にしても、 金が いる 上に 物が マ 、ならぬ から 不愉快で ある。 目下の 目で 見る と 家族もう る さいだら 

うが、 東京へ 出た 目で 見る とまた 色が 變 るよ。 御 一 考 ありた し。 一 度 諸般の 打ち合せ 旁 上京せ いよ。 岩 橋に 

も會 つて 話す と い やうに 思 ふ。 

健作樣 三月 廿 五日  一一 一 重 吉 

四 五 五 〔六月 十三 日 東京 府下 代々 木 山 谷 二八 九よ リ 東京 市 本 鄕區西 片町本 多 方山宫 允へ〕 

拜啓 先般 は 御高 譯 「善悪の 觀 念」 を 御 寄贈 下さいまして 難 有う 存じました。 早速 御 禮を申 上げる 箬 であり 

ましたが 多忙に 追 はれ 思 ひながら 失禮 いたしました。 御 許し 下さい まし。 御 本 は裝禎 もす つきり してよ く 出 

來てゐ ると 存じます。 御 就 ひ 申 上げます。 拙作 「瓦」 ー册、 つまらない ものであります が 御禮の 印までに 御 

達り 申します、 御 笑 ひ 下さい まし。 ！達屋 から 持參 させます。 頓苜  . 

山 宮樣梧 下 六月 十二 日  . 三 重 士ロ 

四 五六 〔八月 七 H 小 宫璺隆 宛〕 

拜啓 只今 田 中 純 氏 來訪。 贵翰拜 見。 文 藝に關 する 方面に 就て は 編輯 上 私 も 責任 を分擔 する 事に なって ゐる „ 

且つ、 此 度の 貴兄の 原稿 は 事實上 私に 免じて 特に 書いて 貰った の だから、 あの はがきに 對 して は 私から 返事 

をす る。 

御 約束の ものが 書いて 貰へ な いのは 殘念 である。 われく が、 頭の 中で 考 へて ゐる 時と、 實際 紙に 臨んだ 

時と に は 色々 氣分 やその 他に 於て 都合の 變る こと も ある もの だからして、 責 兄が 「色んな コ ンシ ダレ イシ ョ 
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ンを拂 つて 氣 がね をす るた めに」 書き 苦しくな つたと 言 ふの は 充分 同情す る。 併し 原稿 は 先月 二十 七 八日 迄 

に は 出来る 碧に なって ゐ たの だし、 その後 七日 迄に は 出来る とい ふ 御 話しで あつ た から、 大丈夫 出来る もの 

と 安心して ゐた ので ある。 出来な いならば もっと 早く 知ら せ て 貰 ふと こ ちら も大に 都合 も つ いたのに と 恨め 

しく 思 ふ。 併し 昨日に 至 つ てはじめて 書け な い ことが わか つ たの だと 言 はれるなら 仕方 もな い。 只 困る の は、 

鍊譯 とい ふこと である。 とい ふの は 阿部 君の ものが トルストイの 手紙の 魏 賺 である。 さう すると、 創作 (ホ 

ンャク でない 意) としての 評論と いふ ものが 長江 氏 一人と なって 甚だ 淋しい 事になる 。- 全體 私が、 瀧 田.. 流に、 

ノ コ ィらの 下らない 人々 に賴 むの はいろ/ \0 意味で つまらな いので、 創作と しての 評論に は、 是非 貴兄 を 

得た く、 そして 許し を 得た の だから 大に 安心して ゐ たので ある。 物が よ やの だら 〔う〕 し、 且つ 譯者は 君 だか 

ら、 「令 孃ュ ー リエ」 の 序で もい \ぢ やない かとい ふ 議論 も 立たない ではない が、 維 誌と してい ふなら ば、 改 

革號と 銘打って 出る， のに、 創作と し 〔て〕 の 評論がない とい ふこと は、 いかにも 外見が 惡ぃ。 考 へやう 一 つで 

どうで も 言 はれる が、 ともかく われく の計畫 は、 ナルべ ク驟, は 取らない とい ふつ もりで ゐ るので 右の 魏 

譯は 中止して 貰べ まい か。 こちらに いろく 都合の ある ことで あるから、 兄に はすまない が、 今度 だけ は 私 

たちの 都合で 左右 さ せて 貰 ふこと に した い 。 

それで 改めて、 何 か文藝 上の 評論 を 願る へまい か。 今月の 重なる 作の 評論で もよ い。 題目 は 何でもい M し且 

斷片 的の もの を 集めた もので もよ い。 特種の もの を讀ん で、 立案す るの が 厄介なら ば、 槪 かつ 的に、 今の 曰 

本文 藝の 缺點を 論じて 貰っても よい。 何でもよ いから、 四十 枚で なくと も •  二十 枚で も 十五 枚で もよ いから、 

君の 名前 を 並べ て 貰 ひたい 願と、 創作と しての 評論 を 得たい とい ふ 願と を充 たして くれまい か。 HS 中 氏 を 今 

日 伺って 貰 ふつ もりの 處、 他に 急用が あるので、 差し 向 手 絞で 賴ん でお く。 明朝 田 中 氏 ま ゐり尙 々嘆願 何分 

よろしく 御 願。 

； 小 宮， 樣 :,  —I  ：   鈴 木 
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四 五 七 〔十月 三日 東京 府下 代々 木 山 谷 二八 九より 廣島縣 安藝 郡 天應驛 附近 河 田 方 藤本 勇へ〕 

度々 手紙 を 難 有う。 例のと ほり 忙 がしい もの だから、 一寸 も 返事 を 上げなかった。 さぞせ ゐ がなかったら 

* つと 思 ふ。 私の 齒を今 だに 持って ゐられ る 由。 もっと 氣の 利いた もの を 上げれば よかった な。 ぉ釋迦 さんの 

齒で も あれば 保存 甲斐 も あらう が = 一重 吉の 齒ぢゃ 一向つ まらない ね。 寫眞は 今度 寫 したら 獻上 する。 毎日 

に は どんな 寫眞が 出て ゐ たか 全で 知らない。 寫 眞も途 つた おぼえが 更にない。 そろく 朝 寒の 感じが する。 

君が 朝お きて、 お下りの ボ 口 の 赤靴 を 磨く 音 を 聞きながら、 井戸ば たで 楊子 を 使った 頃の こと を 囘 想す る。 

今ゐ ると ころ は どんなと ころ か。 海岸 だら うな。 からだ はい 乂か。 何 か 仕事 をして はどう だら う。 人間 は自 

分の 食物 だけ は 自分で 働いて 食 はなければ ゥソの やうな 氣 がする。 先で も、 何 かして 攝 立して 食 ふだけ の 準 

備 がない と 困る だら うと 思 ふ。 何 かやり 給へ。 こちら は 本屋さん も アン マリ さえぐ しないよ。 名作 集 は、 

もう 世間で 飽きた し、 一寸 も賣 れんから、 足の 洗へ る 安全な うちに、 一先 づ^ 編で 中止と した。 全部で 七莴 

册は賣 つた。 損 はしなかった。 全 作 集は會 員が 横着で 1200 人の 内、 着々 と會費 を拂ふ ものが 700 人く らゐ 

しかない。 困って ゐる。 表紙に もず ゐ ぶん 困る。 とケン 力ば かりして ゐる。 新 小說の 顧問に も 大分 時間 

を 取られる。 これ は 無報酬で ある。 その代り 中々 本屋の 言 ふこと なんか 聞かない。 

家に は 今、 ■ お らくさんと、 ふぢの 妹お 十 (年 十七) と ふぢ、 祖母、 〇〇、 眞っ 白い 鳩 二 羽、 蠅若 千が 暮 して 

ゐる。 ふぢの オヤ ヂが 死んで、 ふぢ は 一と 月ば かり 京都へ 行って ゐた。 數 日前歸 宅。 今の 家 は、 小さい がキ 

レイで ある。 一昨日 全部の 唐紙 を はり かへ た。 庭に は葉鷄 頭が 一ば いさいて ゐる。 「藤本、 動く く」 とい 

ふ 時計 は、 先の 書生の 渡 部が 賣り 飛ばして 女 を 買った。 あいつ は 大分 わるい こと をして 出て 行った。 全 作 集 

の 名簿 はメ チヤく である。 下等な 奴に か乂 つて は カナ ワンよ。 今、 二 代 目の 「動く」 を 買って ゐる。 學校 

へ は、 火、 金、 土、 の 三日、 一 日 二 時間 づ 出る。 近来 は 一 向 自働車 も 飛ばさない。 創作 も當分 出来ん。 未 

s; や 白鳥 や 花 袋 や、 その外 多くの 小 說の商 杯 人の やうに、 一つ ことば かり 書いて 生きる の はィャ になった。 
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ィャ になった とい ふ 意味の 裏に は 私 も 今日まで 食 ふために 下らない ものば かり 書いた とい ふ 後悔 も ある。 併 

しその 內、 また 大に 書く よ。 へ コ タレ はしない つもり だ。 又し ばらく 失疆 する かも 知れない。 今日は 日曜 だ 

が、 まだ だれも 来ん から 此 手紙 を 書 い た。 

藤本 樣 十月 ニー 日  三 重 士  口 

四 五八 〔十一月 二十 三日 東京」 射 下 代々 木 山 谷 二八 九よ リ 廣鳥縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜啓 資本 一 一千 圓が 出来れば 近 々 小賣 本屋の 店 を 出し た い 。 春陽 堂が 萬 事 後援して くれる の で 商ば いの 方 は 

大丈夫で ある。 品物 は 大半 は 小生の 顔で 巿內の 出版屋が 口 ハ で 借して くれる。 賣れ てから 代金 を拂 へばよ い 

の だ。 今 千 圓出來 たが アトが 出来ない。 兄の 方から 普通の 利子で 四 五 年間 千で も 五 百で も 貸して 貰へ まい か。 

又は 岡 山の 方で 金 を 貸して くれる 人 を 周旋して くれまい か。 〇〇 氏は 私の 事業に 同情して ゐて くれる 人 だか 

ら 或は 心配し. て 見て くれて かも 知れない。 〇〇〇〇 の實家 で 借れまい か。 何分 返事 をして 下さい。 どうかし 

て 出来まい か。 今出来て ゐ る千圓 (金 はま だ 受取らない が) は 二百 圓 二た ロ百圓 一 と 口 (二百 圓のニ 口の 內 一 

つ は 小生 所持金、 アトの  一 口 及び In: 圓は友 入から) 五百圓 一と 口 (これ は 春陽 堂から お伽話、 五十 篇を a5 す 印 

稅の 前借) と を かき 集めた もの。 だから あと 千圓も 右の やうな かき 集めで もよ いと 思 ふ。 

ェ ライ 勝手な 御 願で 相す まない がどう か 一 と膚拔 いで 下さい。 

加計樣 十一月 二十 三日  三 重 吉 

四 五 九 L 十二月 七 H 加 計 正文へ〕 

手紙 難 有う。 貴兄 の 立場 は よく 了解して ゐ るか ら 決して 誤解 なぞ しゃしない。 岡 山で 出来る ならば 運動し 

て くれよ。 今い よく 確定して ゐる 金高 は 原と いふ 男 (三 高の クラスメイト 法 學士で 保 險屋) 五 百圓、 福 田と 

いふ 男 (法 學士辣 山樂) 五百圓 貸して くれる とい ふ。 アト 五百圓 である。 せめて 三百で もよ いから 出来れば 心 3 


配して 見て くれない か。 

十日に 上 岡す ると いふ 手紙だった から、 立った あとへ 此 手紙が ついては 駄目 だから 小 池さん の 方へ あで 

经る。 

小 池さん によろ しく 

加計樣 十二月 七日  三 重 士ロ 
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四 六 0  〔一月 三十 一日 東京 府荏 原郡大 井町 高 野 方より 廣島縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ J 

拜啓 先日 は 飛ん た <1 心配 を かけて 申 かがなかった。 あの 事に ついては 早く 手紙 を 出す 害だった が、 年末 か 

ら かけて 祖母が 廣 島へ 歸る やら、 妻が 母の 病氣で 京都へ 行く やらで ザ タ くした 上に、 私 は 引越しの 家 探し 

に 歩き 廻ったり して 寸閑 もなかった。 あのお 金の 利子 は どれ 程 か、 證 書の 名宛 は 誰か、 いつまで 借りられる 

か、 右三 點を 知らして 下さい。 その上で 證書を るよ。 利子 だけ は 毎月 拂 ひたい。 

御蔭で 資本 は 集った が 山の 神が まだ 歸ら ない ので 店が 出せん。 洋紙が 上って (六 割 も 暴謄) 出版屋が 本を控 

へる ので 本屋 ひ 不景氣 と 言ったら 此上 もない。 神 田 一 の稻 葉と いふ 本屋 は 間口 七 八 間の 小賣 店で 小僧 も 七 八 

入 働いて ゐ るが、 それで ゐて 一日の 賣上 二十 二三 圓 だとい ふ 話 だ。 利益 はたった ニ圓內 外で ある。 今 本屋 は 

ダメ だと 方々 から 忠告して くれる ので 少 らくお 天氣を 見て ゐる。 出版 も 私の 全集 は 仕方なく やって ゐ るが 紙 

は 高くな つても 定價が 動かせない ので^り 拔 いて ゐる。 店の 資本金の 返濟 用と して 出版す るお 伽話 五十 編 は 

い よく 着手す る ことにした。 その 他 歐外氏 の 短篇 集 等 二三の 原稿 を 用意 して ゐ るが、 紙の 都合 で 手が 出せ 

ない よ。 今日は 品 川 は 寒い。 

加計樣 一月 * 一日  三重 士ロ 

四 六 I  〔二月 二十 三日 東京 府下 大 井町 高 野 方より 大阪市 北 511 上 福 島 淸靜館 藤本 勇へ (はがき)〕 

度々 おはがき 難 有う， - 大阪へ はどうい ふつ もりで 出た のです か。 小生 は 今一 人で 僧院の やうな ところに ゐ 

ます。 .3 の 神 も 祖母 も國 へやり ました。 四月の 新 小說に 創作 を受 合って 弱って ゐ ます。 書く こ ともなく 書き 
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たく もな いです。 今の 日本の 小說の やうな 出来合 ひ の 書きなぐり の 作 は 見る の もィャ です。 そんな もの を自 

分 も 書く の は 尙更た ま ら な い 。 近来 岡 田 氏 の 門人と なって 靜 座に 腹 を ふくらまして ゐ ます。 至極 健在 御 安 心。 

二月 二十 三日 

四 六 二  〔三月 十三 日 東京 府荏 原郡大 井町 高 野 方より 東京 市 齒町區 富 士見町 安倍 能 成へ〕 

拜啓、 原稿 は 昨日 速達で お 達り した。 速達 は 書留の 代用の つもりです。 此 間の 御 禮を言 はないで ゐ て失禮 

しました。 ぢき御 引越の やうに 思って ゐ たので、 向う のお 所が 分り 次第、 お 禮狀を 出す 氣でゐ たのです。 奥 

さんに もよ ろしく 御 傳言を 乞 ふ、 近頃 さびしく 暮 して ゐ ると ころな ので、 お宅で よばれた 時には、 實家 がへ 

りで もした やうに 溫ぃ氣 持が した。 子供 一件の こと はしば らく 祕密 にして ゐて 下さい。 昨夜 も 小宮が たづね 

て 来て くれた。 小 宮には 何も 言 はないで ゐ るので、 だまして ゐ でもす る やうに 氣が 咎める。 いづれ、 友人 だ 

けに は、 折 を 見て く はしく 話す つもりで ゐ ます。 今日は 曇って ゐ ていかに も 淋しい。 左樣 なら 

安倍 樣 三月 十一 一一 日  三 重 "吉 

四 六 III  〔三月 二十 三 H 東京 府荏 原郡大 井町 高 野 方より 小石 川 區大鬚 坂 下町 井本 健 作へ〕 

拜復 しばらく 失敬。 色々 話 も ある。 創作 も 出来ん ので 全 作 集 を 直して ゐる。 貧乏で 困る。 帝 文辭退 は大に 

贊成。 仕事 はいくら でも あると 思 ふ。 新 小說へ 書いて くれる こと 結構 だ。 早速 取り か、 つて くれ 給へ。 出来 

次第 金 を 達ら せる よ。 それから、 富山房で 此間 出した アレビ アン • ナイト 物語の 姊妹篇 として ロビンソン 物 

語、 アン ダ， -ゼ ン 物語と 言つ た 風の もの を、 自由 譯で五 百 枚く らゐ 書いて くれな いかと ォレ に賴み に 来た。 

僕 は 春陽 堂で お伽話 を 出す ので 斷 つたが 貴兄 やる 氣は ないか。 やるなら かけ 合って 見ても よい。 この 方大急 

返 マツ。 今 一寸 出かけて ゐて亂 筆 失禮。 奥さんに よろしく。 その 內會 合しよう。 せいぐ 仕事 を 見附ける や 

うにしょう。 悲觀 するな よ。 


年 五 正大 


青木 大兄 三月 二十 二日  三 重 吉 

四 六 四 〔四月 七 H 東京 市 芝區三 田 四 國町小 宫豐隆 へ (綰 はがき 较洲川 崎 屋)〕 

来客 あり てこ、 へ 来る ゼ 二の いるの を 二人 注文した 

新 小說の 五月 號 へ はぜ ひ 書い て くれ 給 へ よ/そのうちお 伺 ひする 

四 六 五 〔七月 六日 東京 市 芝 E 三 田 四 國町小 宫璺隆 へ (ノ  I トの切 端に)〕 

戶が閉 つて ゐた。 フヂ は 腸 チブスと 確定。 今日 午後 隔離 室へ 入れる。 

小宮樣  鈴 木 

四 六 六 〔七月 二十 三日 東京 府荏 原郡大 井町 高 野 方より 赤 坂 區靑山 高樹町 井本 健 作へ (はがき)〕 

御手 紙拜 兄。 香典 を あんなに 貰って は氣の 毒で ある。 春陽 堂で も三圓 ぐら ゐ しかくれ やしない。 (百圓 ぐ 

らゐ くれる かと 思ったら)。 費用 は 一寸 も か トレつ ぬ やうに 葬式 をす るから 金の 方 は 安心し て くれ。 御言 葉に 

甘へ、 御手 傳 たのむ。 當日 (二十四日) 午後 六 時 迄に 銀座 協 會へ來 てく れいよ。 二十 三日 

四 六 七 〔八月 十五 日 東京 府荏 原郡大 井町 高 野 方より 廣島縣 山 縣都加 計 町 加 計 正文へ〕 

拜啓 先日 は罷々 御手 紙 難 有う。 僕 は 全 作 集の 完結と 山の 神の 死と でぐ つたり してし つた。 馬鹿の やうに 

なって 寐轉 んでゐ る。 廣嶋に 預けて ある 祖母の 事が 氣 になる ので 一寸 行って 見たい と 思 ふが 元氣 がない。 此 

間 人が 来て、 ナァ 二 丁度 疊替へ をす るのに よい 時期 だと 言って 慰めて くれたが また 人間 一匹 を 自分の 思 ふや 

うに 仕込む の は大變 だ。 もう 面倒く さいよ。 兄 も その 山中で 獨 棲 はいろ く 辛いだら うね。 廣嶋へ コ ンキ ュ 

1 でも 置いて は 如何。 小生へ ッボコ 小說を 作る にも 厭きく した。 お伽話の 出版 は 九月から やる。 百册 出す 
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つもり だ。 同 出版 を赛陽 〔言 に 托して 島へ でも 這 入らう かと も 思 ふ。 この 一年ば かり は 本 を 一 册も讀 まん。 

これ も 心細い。 新 小說の 主宰 も 厄介 だ。 荒涼と して 物 さびしい。 加 計 は 鮎の とれる 頃と 思 ふ。 「草枕」 の 出 

た 年の 八月に 加 計へ 行った のがもう 十 年の 昔で ある。 兄と 本 川の 船で 會 つて 以来で もす でに 八 年になる。」 

〔中略〕/ 祈 御 健勝。 

加計樣 八月 十四日  三 重 吉 

四 六 八 〔十」 月 八：！： 本鄉區 駒 込 上 富 士前町 河 上方より 赤 坂 區靑山 高樹町 井本 健 作へ (はがき)〕 

表記の 通移轉 した。 御 病人 は 直られた か。 一度 伺 ひたいと 思 ひながら、 多忙に 追 はれて 失敬して ゐる。 ど 

こか 中學の .te お の 口が あったら 世話 をして くれない か。 〔圆 略〕 

四 六 九 〔十一月 三十 H 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 神奈川 驟鵠沼 高瀬 方 安倍 能 成へ〕 

拜啓、 最近 表記の 通り 移轉 しました。 私の 家な のです が、 ラタの ことが まだ 世間に 公表 出来ない ので、 い 

ろくの 點 から、 私が 河 上 0 フクの 實家) の 方に 寄留して ゐる ティに して ゐ るので す。 ラク はま だ 人に は 面接 

させません。 小 供の 出產 もま だ屆 けて ありません。 

先般のお 禮に、 一度 ® 沼へ 伺 ふつ もりで ゐ たので、 まだ あれき りお 禮狀も 出さず、 失 臆して をり ます。 そ 

のうち、 御 面會の 上、 萬々 ぉ禮 申ます。 

小說も 書け ず、 金に 困ります。 お伽話で 月 W 圓 はい X のです が、 その 內で 本屋の 借金 を 埋める ので、 殆收 

入に なりません。 どこか 中 學のロ でも 女學校 で も 家庭教師 でもよ いか ら 英語 の 先生に 世話して くれません か „ 

心がけて おいて 下さい。 

子供 は 大きくな りました。 色々 新しい 感想 を 得ました。 御 無佐汰 のお わびまでに、 亂 筆失禮 

安倍 樣 十一 月 二十 八日  三 重 吉 


四 七 o  〔十二月 十七 日 本 鄉駒込 上 富 士前河 上方より 牛 込 區市ケ 谷 富 久町林 方 藤本 勇へ (はがき)〕 

おはがき 拜見。 試 驗で御 厄介の 段 拜察ゥ 少しい，^ 點を 取り 給へ。 學校 はい V 成蹟で 卒業した 方が 矢張りい 

K と 思 ふ。 私 は 先生の 御病氣 お-来 全く 睡眠不足。 ぼんやりして ゐ ます。」 國 民が 正月に 五囘 ぐら ゐの お伽話 

を 書いて くれと 言って 来た。 十二月 十六 日 


大正 六 年 


四 七 一 L 一月 十 Itn 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 河 上方よ リ 赤 坂 區靑山 高樹町 吉武方 井本 健 作へ〕 

先日 は 御 はがき 難 有う。 ェ 次さん の 近況 如何。 しづ子さん は 順調 か。 一度 伺 ひたいが ごたくして 行けん。 

らくの 弟 は 先月 二十 八日 嫩石 先生 埋骨の 日の 夕方 死去。 殆 小生 一 人で 萬 事 奔走。 くれの 拂ひ にも 七 顚八倒 だ 

つた。 正月に なり 四五ョ からだ を 休めた と 思 ふと イン フル ェ ン ザに 胃、 腸 カタル 併發、 下痢 發 熱で 弱った。 

今日で 六日 寐てゐ る。 下痢 は 止った。 熱 も 昨日 あたりから 下った。 頭が われる やうに 痛い。 ところへ ラタが 

一昨夜から 風邪で 臥床、 二人 枕 を 並べて 打 死に だ。 鈴の みは 健在。 僕 は 明後日 あたり は 起きる。 四 五日 流動 

體 のみ 攝取、 物が 食いたくて ガキの やう だ。 

青木 兄 一月 十一 日  三重 吉 

四 七 二  〔二月 十五 H 本 鄉駒込 上 富 士前町 河 上方より 赤 坂靑山 高樹町 吉武方 井本 健 作へ (はがき)〕 

先日 は 態々 御見舞 多謝、 不在で 失禮。 マ ー グ ドがゐ ない ので 弱って ゐる。 い k のが あったら 世話 をして く 

れ。 御手 紙の 件、 さし 向 岩波が よいと 思 ひ、 早速 申込んで おいた。 返事 は 貴兄へ 直接 出す やうに 言つ といた。 

返事の 模樣は 早速 御 通知に 預 りたい。 岩波が 出さない といへば 一 寸 困る。 その上 はまた 相談しょう。 乍 末筆、 

御令闋 はもう 御 丈夫に なられた か。 

小生、 目白 中學 (校長 有島祐 政) に 四月から 出して くれる やうに 交渉した。 二月 末に 返事す るとの こと。 二 

月 十四日 
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年 六 正大 


四 七三 〔二月 十七 B 東京 巿本鄕 區駒込 上 富 士前町 河 上方よ リ 東京 市 小石 川 區原町 浦 谷熊吉 へ〕 

拜啓 昨日 は 態々 御 光來拜 謝、 又お はがき 難 有 拜受。 目白の 方 はや はり 小說 家が 崇っ たもの だら うか。 仰 

に從ひ 早速 龜谷氏 を 叩きます。 小說家 をで も 信じて くれる 人のと ころで 働く 方が、 金 や 位置 は 第二と して 先 

づく氣 持が い， -ょ。 今度 はもう 落第したくない。 時に ヽ慶應 に 口が あるので、 田中萃 一郎 氏に 紹介 を 得て 

頼み込め、 内部から も 肉薄して やる との 飛報 同 塾の 一先 生より 到来、 丁度 貴兄のお 話が あつたば かりの. とこ 

ろな ので、 よし 来たで 井上 先生の 名刺 を 貰 ひ、 昨 sffl 中 氏に 合ったら、 もう 塞がった との 話、 よい 鳥 はな か 

くつ かまらん よ。 f 々。いづれ 參堂 萬々 拜謝 頓首 

浦 谷學兄 梧 下 二月 十七 日  三 重 士ロ 

四 七 四 〔二月 十七 日 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ〕 

おはがき 拜見。 御 盡カ拜 謝。 浦お 熊吉が 目白 中學 校に 交渉して くれたので 校長 (有 馬祐 政と いふ 井 ゾ哲の 

乾兒 のボ— スケ) にも 會 見した が、 元 來小說 家と いふので 不安が つて ゐ たとの 事で 結局 駄目ら しい。 二月 末 

に 採否 を 通告す ると 私に は 言 つ たが 浦 谷 か ら は斷 念せ い と 言 つて 来た。 その 節、 井ノ 哲が 田中萃 一 郞氏 と懇 

意 だから、 井 ノ哲の 紹介 を 得て 同氏に 會 つてお くと い V とい ふ 入知慧 をして くれた。 そこ へ 貴兄の はがきが 

来たので、 早速 昨日 井 ノ哲の 紹介で 田 中 氏に 會 つて、 履 歷書を 奉呈した。 田 中 氏 曰く、  {4! 席が あつたが すで 

に 人 を 得た。 貴兄の こと は 日比宮 森から も賴 まれて ゐる。 そのうち 口が あったら 知らせる。」 と。 同日 宮森 

氏 に會ひ 此際更 に 田 中 氏 に 肉薄し て くれと 言 つ たら、 宮森氏 は 今度 は 事情が あ つて 僕 か ら賴む の が變 だから、 

安倍 君に 依賴し て 同 君から 話 をして 貰 ふやう にした の だとの こと。 宫森 氏が 今賴み にくい と 言 つ た 事情と い 

ふの は、 今度 向の 山羊と 廣井 とが 切り出される について、 宫森氏 は 二 氏の 友人と して 大に田 中に つて か.^ 

つたら しい。 その 點で 一寸 氣まづ いの だと 察しる。 もう 一 つ は 友人が 切られる アトへ すぐ 自分の 知友 を 紹介 


331 


する の は、 その 友人に 濟 まんと いふに ある。 田 中 氏の 所謂 {41 席と は、 廣 井の アト 釜の こと ださう だ。 その 方 

はィ、 が、 目白の 如く 小說家 だから ィ ゲンと いはれ ると ケッ タイ ボンが 悪い。 今. この 手紙 執筆 中に 浦 谷から 

来信。 代々 木の 奥に 名 敎中學 とい ふの が ある。 校長 は龜 谷聖馨 とい ふ 坊主 上りの 人の 由。 これに 話したら 三 

重吉 氏の 如き 名家が 出て くれ.^ ば 犬に 難 有い が、 本 當に來 て くれる かと 聞いた 由。 小說の 名家が 中學 校の 先 

生 をす る ナサ ケ ない 必要が 飲み込めん らしい。 浦 谷 は小說 家た るの 故 をお て 最近に も 口 を 得 損じた 例 (目白 

のこと を喑に 指す) を 述べ、 念 を 押したら、 そんな こと は關 はんと 笑った 由。 苦勞人 だけに 話せる 相 だが、 

金が あんまりな いので、 三 四十 位し か 出すまい とい ふ。 尤、 敎授 時間の問題 は 未定 だが。」 井 ノ哲の 話で は、 

目白 中學の 校主 (營業 主) は 柏 原文 太郎 とい ふ 前代 議士で、 哲の 親類の 由。 有 馬 氏が 採否 を 決する にも 柏 原と 

相談す るの だとい ふこと は、 有嶋 自身 も 言 ひ哲も 言った。 哲 から 柏 原に 談 じさせれば 成功す るの だが、 小說 

家と いふ 不安 は 有 馬 氏が 感じて ゐ るので あるお 上、 ィ マく しいから そんな 運動 はやめにした。 

參 堂の 上、 御禮 かたぐ 右の 委曲 を 奏上す るつ もりで ゐ たが、 今日はの こく 上記 代々 木の 奥に 龜谷氏 を 

訪問す るので 手紙で 失敬す る。 口の 運動なん て ィャな もの だ ナァ。 思 ひ 起す、 兄の 外套 を 着て 田 中 一貞 を訪 

問して 落第した 砌、 履歴書 は フヂと 二人で 一夜 寢た砷 田の 宿で 認め、 フヂ を 日 比 谷に 達り て 後田 中 一貞に 見 

えたり。 フヂ を 思へば 涙し 流る。 

豐隆樣 二月 十七 日  三 重 吉 

四 七 五 〔三月  一！！： 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 牛 込 區市ケ 谷 富 久町林 方 藤本 勇へ〕 

昨日 は^ 家 の 事で 態々 御 光來拜 謝、 大變 い，^ 家の やう だけれ ど 祖母が 來、 下女が 来る とな る と 下が 狭くて 

駄目です。 折角の 御 好意 を 無にする やう だが あれ はよ しませう。 筆， 記の 件 御 面倒 恐縮、 あんなに 直した もの 

K あれ は その 時の 氣 分で 必ずしも 私の がよ いと は 言へ ません。 同時に 多少よ くもなり ました。 • 

今日 もお 伽話 を かく。 佛語 勉强、 質屋へ 行く なぞ 中々 多忙です。 先 は 御禮迄 


332 


年 六 正 火 


藤本 樣  二月 廿 八日  三 重 吉 

四 七 六 〔. 三月 五 H 柬京市 本 鄉區駒 込 上 富士前 町. 河 上方より 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

九日 會の 手帖 拜受。 やはり 午後 五 時の 集會 にして 通知す る。」 す V、 一箇月 2f 上靑 便ば かりで 困って ゐる „ 

今日はめ 度 熱が ある。 いろく 困る。」 目白 中學は 小說を かくと いふ 點で 落第。」 佐々 木の 名敎は ドウ ャラ 

使って くれさう に 思 ふが、 まだ 確答 を 得ない。」 春陽 堂との 交渉と.^ の ひ、 中斷 して ゐた メル ヘン を、 今度 

は 二倍の 厚さに して、 續行 する こと \な つた。」 この 方 は 安心して くれ。」 三月 五日 

兄へ は、 九日 會の 通知 は 出さない。 一たい 四月から、 門下の もの だけ は、 缺 席の 人 だけ 幹事へ 通知して ぐ 

れる ことにして、 ハガキ はよ して はどう か。 

四 七 七 〔一一 一月 六日 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 牛 込 H 市 ケ谷富 久町林 方 藤本 勇へ〕 

昨 曰 は 使まで して 貰って 甚 失敬、 あの 馬鹿が 歸 つたの は 九 時半 だから 犬に 腹が へり 閉口、 貴兄 も 腹が へつ 

て 困った でせ う。 おかず も 持へ て 居りな がらな ぜ 貴兄に 先に 食べ させなかった のかと らく を 責めた が アトの 

祭 だ。 らく も氣の 毒が つてす まんく と 言って ゐ ます。 いろく 相す みません。 同封の 切符、 使 ふなら 使つ 

て 下さい。 九日 は 夏 目さん の 方へ 集る 日 だから 私 は 行けません" イラないなら 宿の 婆さんに で もお やりな さ 

す V 本朝 不意 に發 熱、 小生 永 を 買 ひ に 歩く や ら厄抱 やらで 何にも 出来 ま せ ん。 た い し た 事 はな い で せう か 

ら御 心配な く。 

藤本 樣 三月 五日  三 重 士ロ 

切符 は 初日の み有效 
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四 七 八 〔一一 一月 二十日 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 福岡驟 京都 郡 厚川 村 小 宫璺隆 へ〕 g 

御 祖母 樣御 亡くな り の 由 昨日 はじめ て 阿部 か ら聞 い た。 謹んで お 悔み 申します。 いろく ァ ト片附 け 御 厄 

介と 拜察、 あと を どうす るの か。 /こちらに 用事 あれば 何でも 言って くれ。 

昨日の 百ケ日 法要 は 無 滞 すんだ から 御 安心。 お 寺へ は、 径根、 阿部 草 平 野 上 岩波 哲學 出の 上野 

(直 照？) 山 田夫 人 下 あと は 若い 人久 米、 赤 木、 林 原、 神 田、 外に 四 人。 先輩 は 一 人 も 来ず。 (ヮ ザと 知ら 

せ をお さなかった 由)。 ふで 子さん と i4< 子さん は 病氣で 不參。 津 田お 墓へ 来る。 

草 平 は 昨日 はじめて 離床。 拙宅 子供 は 全快、 ずゐ ぶん ャセ た。 らく はま だ寐 たりお きたりして ゐる。 

豐隆樣 三月 十九 日  三 重 吉 

四 七 九 〔五月 四 H 小 宫璺隆 .恒 へ〕 

一昨日 は 長 坐 をして 失禮 した。 殊に 奥さんに はすまなかった。 大に よばれて 行きたかった の を 無理に ガ マ 

ン して 歸 つたので ある。 家で は、 客が あるのに 私が いつまでも 歸 らんので、 らく はハ ラ くして 淚 ぐんで ゐ . 

た。 從兄 夫婦が わざく 橫濱 から 来たの だ。 みんなが 丁度 飯 を 食った アトへ 歸宅、 それでも 義理 は 立つ ゆが、 

貴 宅に 對し 〔て〕 はいつ まで も、 すまない 氣 がする。 奥さん、 勘辩 して 下さい。 また 今度よ ばれる。 茅 野勸迎 

會の 件、 おはがき 拜誦。 別封 寫眞、 す V が滿ー さいに.^ つた， 記念に、 彼女の ために 撮って おいた もの。 ャク 

ザな 親爺で、 御 入用 はなから うが、 あと ニ抆 貴兄と らくと に呈 する。 これ こそ 御 笑納 を 乞 ふよ。 

豐隆樣 常子樣 五月 四日  三 重 吉 

四 八 0  〔五月 三十 一日 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

近日、 先生の 手紙と 軸物 を 持って 十二 拜に 罷り出たい。 先生の 全集 出版に ついて、 談合したい 點も あるか 
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ら、 御 在宅の 日 を 知らして くれ。 僕 は、 金、 土の 午前と 日曜 全日の 外 は、 いつでも よい。 尤、 明日の 金の 午 

後に、 鷗 心のう ちの 葬式へ 行く。 (新聞で 死去 廣告を 見た。 御存知 か。 明 一 曰 午後 二 時、 高 輪 東禪寺 品 川 行 

電車 同名 停留 場 下車) 

四 <|  〔六月 七 E 東京 巿本鄕 區駒込 上 富 士前町 河 上方より 東京 巿本鄉 區元町 5f: 雪 館 井本 健 作へ〕 

御 令閨た ち 御 歸國の 件とう く 決行の 由、 どちらも 淋しいだ らうと 拜 察する、 大 井町 は 折角、 どうやら 落 

ちついた のに、 また 〇〇〇〇〇〇〇 たのう。 今度 は 近いから ォレも 時々 行く よ。 君 もさび しくな つたら 来い 

よ。 夜なら 大 てい 家に ゐる、 ScMle も 十六 日です む。 金 土の 外 は 家に ゐる ことが 多い。 また 飮 まう。 引越 

したいが 家が 一軒 もない ので 弱る よ。 そのうち 會 はう。 らくよりも よろしく。 

靑木樣 六月 六 〔日〕  -  三 重 士ロ 

四 八 二. 〔六月 十日 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 東京 府下 池 袋 柳 下道 政へ (はがき)〕 

拜啓 昨夜 夏 目さん の 奥さんに 賴ん でお きました。 差 支へ ないだら うと 思 ひます。 電話 をお か にな れ ば 

< お出かけになる に は 及びません) 小 宫の處 へ 行って 相談し ろと 仰る でせ う。 さう したら 小宮 にお 會 ひなさい。 

その 際 は、 あの 編者の 序文 は 切り 除いて、 目次と 本文 だけ 持って 入らつ しゃい。 そして 序文 は、 あとで 適當 

に 書く と 言った 方が い， M じせう。 右 老婆心まで 失饅 頓首 六月 十日 

四 八 II 一 〔六月 十二  01 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方より 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

速達 拜見。 柳 下 はさう は 言って 來 なかった。 「こちらで 許す とも 許さん とも 言へ ない、 出す 出さない は 君 

の 方の 任意で よから う。」 と 言 はれまし たと 陳述。 それで、 先生の 寫眞を 入れさせて 莨 ふやう に 奥さんに 賴 

んで くれと いふから、 添書 をつ けて、 私から 賴んで やった。 奥さんへの その 手紙に は、 誤解 なきやう、 わざ 
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く 文句 を考 へて、 「昨夜の 本 は、 當 人が 小 宮と會 見の 上、 出す ことにしました から。」 とい ふやう に 書いた 

つもり。 右 御參考 迄。 尙 野郎に 對 して は 注意 をしょう。 六月 十二 日 

四 八 四 〔六月 二十  一 H: 東京 巿本鄉 _區 上 富 士前町 河 上方よ リ 東京 市 赤 坂區靑 m 南 町 小 宫畳隆 へ- 

僕の あの ハガキ を 見たら、 笑って 引っ込む だら うと 思ったら、 意外に 御 非難 を 受けた から、 更に 辨明 する „ 

君が どんな 心 持で 僕に 從 通し たかは、 あの オハ ガキ では 理解され るヮケ もない。 予は、 坂 本 四方 太と 謠を 

通して 何等の 關係 もない、 その上 私は謠 ひの ゥの字 も 知らん。 且つ 四方 太に 對 して は殆 personal  afYection 

がない。 それが、 にわかに、 へ ョ ー タン や 雪 鳥に ついて 稽古して、 追悼 謠ひ會 に のぞむ とい ふこと はどう 考 

へ. て も ャジ馬 的と しか 受け取れん。 君 等の 追悼 謠會 が眞 面目に 企てられ たもので あれば アル 程ォ レが彌 次に 

なる。 おれ は 近来 そんな こと は. キラ ヒ だよ。 況 ンャ、 貴兄 を除ィ テ他ノ 多クノ モノ ハ、 謠フ タメ 一一 會 ヲスル 

ノカ、 5- フ タメ  ニヤ ルノ カ譯 ハ解ラ カ會デ アル 一一 於テ ヲャ。 

兄ガ 單ニォ レニ 謠ヒ ヲハ ジ メタ ラドゥ カト 勸誘シ タノ ナラ、 ダレ ガフザ ゲルト 言ハ ンャ。 

漱石 先生-一 習 ッタ、 記憶 ハ ナツ カシィ モノ ダガ、 ソレ ハ漱石 追悼 謠會 ニォレ ヲサソ ウノ 一一 恰好 ナ感 ジデァ 

リ得 テモ、 四方 太ノ 場合-一 ハ何 ノ關係 モナ ィコ トダ。 

君モ 四方 太ノ會 デ謠フ コ トハョ シテ ハドウ 力。 君ノ 貧弱 ナ謠 ヒヲ 一公 衆ノ前 デ示ス (シ カモ、 弔フ ヘム 衆 トイ 

フ ヨリ 謠ヲキ カウ、 謠 ハウ トイ フ 公衆) 義務 ャ 愉快 ヲ感ジ ルホド 四方 太ト 親密 デモ ナカ ッタ B ゥト 思フ。 ョ 

ス ガイ 、 ト田 I フ 0 

乍餘 事、 四方 太ト ハ深ィ 仲ダト アツ タガ、 ォレハ 一寸 モ深ク ナイ。 氏トハ 「ォ レハ 攆毫ハ シマ セン」 以来 

アン マリ 交際 ラシィ 交 サイ ハ シ ナイ。 今度 四方 太の 追憶 ヲホト 、ギス 一一 出シ タノ ハ、 私ガ 文章 ノ上デ 嘗テ氏 

ノ 感化 ヲ受 ケタコ トヲ 感謝 スル 印デ アル。 ヒ ョ ー タン 仕込 ノ俄ヅ クリノ 謠ヲ ウタ フ氣 持トハ チ ガフ。 ォレ ハ 

人間 トシ テハ 彼ハ キラ イダ。 君モサ ウダ ロウ。 行ッ テゾノ 下手 ナ謠 ヒヲ ウタ フホ ド氏ガ 好キデ モ アル マイ。 
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. 予 のァノ 返事-一 對 シテハ 非難 セ ン デモ H  、 。 君ノ心 持ハ眞 面目 デ アツ タ 二 シ II、 實 サイ-一 アプライした 結 

果 はォレ はャジ になる。 從ッテ 君等ノ 計畫ハ フザケ ティル トシ カ思ハ レナ カツ タ。 

雪 鳥ソ ノ モノ  ノ 名ガ アル コ トモ、 ァノ君 ノハガ キノ 書キ カタ ニモ、 予ヲ シテ、 フザケ タト ィハシ メ得ル 

づヨ KabiHty が あるよ。 ソ レニ 第一 ォレハ 貧乏 デ ガ シ/^ シ ト ル 。 義理 二 デモ ナン デモ、 ウタ ヒナ ンカ ヲ謠 

フャゥ ナ洋々 タル 氣分ハ ナイ。 何 力 金儲ケ ハナ イカ ナァ。 (終 リ) 

丁度 状袋 ガ ナイ カラ コ ンナ 袋へ 入 レタ。 貧乏 ヲ -symbolize する 故意で はない。 呵々。 

四 八 五 〔六月 二十 二日 東京 市 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方よ リ 牛 込 K 下戸 嫁 町 細 田源吉 へ〕 

拜復、 御手 紙 は 篤と 拜見 いたしました。 中央 文學の 品質に 對 する 御意 見に は 私 も 同感です。 和 田 氏の 定見 

の 無 ささ 加減と、 しばらく 人に 任せて、 悠々 成果 を 見る の 襟度な き 一 一 點 は 私 もす で に 新小說 のとき にこり こ 

りしました。 もし 飽くまで 「文章 俱樂 部」 式に やらう とするならば、 貴兄 や 私 ども は 全然 その 任で ありませ 

ん。 如何 どなれば 〇〇 の やうな、 スリの やうな 性格の 男 を 使 はなければ、 いくら 和 田 一人が さわいでも ダメ 

です。 その 意味に 於て、 和 田の 太將 は、 須 らく 急いで 〇〇 ゃスリ を 物色す るが い \ でせ う。 ところが、 私の 

考も御 同様に、 店 を 〇〇 や スリの 店に したくな いし、 和 田 も 本来 〇〇 ゃスリ に 生れつ いて をり ません。 和 ほ 

は、 徒らに、 水中の 月を捉 へんと する 猿八ム のみ。 —：- 品質 問題に ついては 私 は 是非 (貴兄の 說 を應援 する 態 

. 度で なしに) 和 田に 苦言 を呈 したいつ もりで をり ます。 

第二の、 お金 云々 のこと、 貴兄の 御い まくし さは、 自分の ことの やうに 御 同情いた します。 要するに、 

コ イツ は、 あの 店 を 去らざる 限り、 永久に 受ける 侮辱と 心得ねば なりません。 そこでお やめになる の は贊成 

g いたします。 但し、 時期が 問題です。 春陽 堂 を 中心に して 論ずるな らば、 私 は 飽くまで、 貴兄に ゐて貰 ふこ 

六 と を 主張し なければ なりません が、 貴兄に 則して いふなら ば、 實に 割に 會 はない 仕事で、 その上に、 金で 侮 

ケ 辱され て は タマリ ッコ なしです から、 早晚 およしなさい。 併し、 お 互に、 そんな こと をす ると さし 向 困る こ 
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とです から、 一方で、 代りの よい 口 を さがしつ V、 もう 少し 入らし つて は 如何。 私 も 出来るだけ 考 へて 當り 

をつ けます。 そして、 チャンと 何 か 仕事 をつ かまへ てから 止す ことにした 方が、 安全です。 

さし 向、 それと して、 當分 辛抱 するとしても、 依然として 電車賃 を こちらが かつぐ の は 馬鹿げ て をり ます。 

店が か，. -る 用意と 同情と に缺 けて ゐる こと は、 これまで もしば/ \ 林 やその 他から、 苦衷 を 聞きました。 こ 

れも時 を 見て、 貴兄から 聞かない やうな 體 にして、 和 田に 言 ひます。 同時に、 貴兄 も、 そんな ことなら 遠慮 

なぐ、 これく だと 仰って、 支出した だけの 金 を 出して お 貰 ひなさい。 私なら さう します。 それ は 決して、 

恥で もケチ でも アン マリで も 何でもありません。 默 つて ゐ らっしゃる 貴兄の 方 も 半分 惡 いです。 打ち あけて 

和 田に お 言 ひなさい まし。  - 

次に は、 田 中 氏が 助手 を つれて、 あの 仕事 をして ゐる勞 役と、 貴兄が 一人で やって、 (ァノ 煩 維な こと を) 

それに 選 をして、 且つ 新 小 說を手 傳ふ勞 力の 總和 とが、 非常に 比例 を 失して ゐる こと は 私 も 兼てから 目につ 

いて をり ました。 それで 少く とも、 俸給 だけ は、 田 中 氏と 同格に する やうに 和 田に 切言し ました。 和 田 は 快 

くさう すると 言 ひました。 併し、 和 田 は、 貴兄の 勞カ だけ は 認めて ゐ ます。 田 中 君に ついては、 骨 をし み を 

して ゐ ると いふ 不 平 を 時 々 暗に 私に 漏ら します が、 貴兄 に對 して は 感謝 して ゐ ます。 これ は 和 田 を 辯 護す る 

とい ふよりも、 寧ろ、 あなたに 對 する consolation の 一片と して 乍 序お 話し 申します。 

こ乂 まで 書いて 來て、 ふと 考 へました。 今に 口 を さがして おいて 辭す。 それ も 結構 だが、 それ は 一寸 餘り 

negative に 失した 態度 かと も 思 ひます。 和 田 は、 定見の ない 男 だけに、 こちらが 頑強に 主張 すれば 比較的 

へ コ タレます。 依って、 これから は、 ぐんく 押して、 ー步も 曲げない 體度を 取って はどうで すか。 そして、 

口が あつたと いふ 時に、 自然に その 疆 度が climax の top に 達して、 意見の 衝突に なって、 それで は 失敬 

すると 出ても 都合が い、 でせ う。 

以上の 私の 言 は、 友人と しての 和 田に 對 して、 私が 餘 りに 奸講 である やうに 響く かも 知れません が、 それ 

、は 決して さう ではありません。 貴兄 を 友人と して、 責兄 中心に 所論 すれば さうな ります。 この 一件 は、 和 田 
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が 悪い の だから、 和 田 を 成敗す るの が 公平で、 和 田に は 他の 方面で いくらでも 同情して やります。 一たい、 

和 田 は 定見の ない くせに、 自我 を 張ります。 人に 支へ てゐて 貰って、 その 安定の 上に 立って、 威張る やうな 

形です。 新 小說と 私が 關係を 切った の は、 第一が それです。 私 は 前に、 私の いふと ほり を しないと いふ 點で 

一度 關係 をた ちました。 それ は 人に 前借 を 許せと いふ 主張 を容れ ないから です。 すると、 店で は、 それで は 

要求 通り 500 圓 まで 前 貸費 を 準備す る、 且つ、 私の 絕對 命令 を 聞く とい ふので、 私 は 再び 無給の 顧 門 をつ 

けました。 すると、 和 田 は、 こそくと、 ほ 級な よみもの を 入れます。 そこへ 一方 田 中 君 は、 私が 口を出す 

のを餘 計な やうな 態度 を 示し、 或と き、 来月の 豫定を 見せろ と 言ったら、 跪々 と、 餘 計な 人に 餘 計な こと を 

言 はれる やうな 態度 をして、 見せた のが グイと 續に さわった ので、 この 二つで 斷然 よしました。 田 中 氏 は 田 

中 氏で、 定見が あるで せう から、 私 はゐる 必要 は 勿論ない。 た i -、 私が ゐて、 店へ 對 して ヤン チヤ を やる こ 

とが (意識的に やる の でした。) 記者 先生に 對 し て、 便利な こ とが ある とい ふ考 へと、 (使用人 視さ せま い とす 

る點 で) もう 一つ は、 雜 誌に 對 して、 生 方敏郞 流の 有！？^ 無 象 を 遠ざけて、 維 誌 を高尙 にし 得る に 役立つ と考 

へたから でした。 

併し、 田 中の こと は 小 問題で も、 和 田が、 いらくして、 低級 もの を 入れる ので、 折角先般改正ぉ.來の{-^1 

氣が ー變 し、 ィ ャな雜 誌に なりました。 低級 もの を 入れても やはり 損 を するとい ひます。 そんなら 高 尙で損 

をした 方が 差 引 得です。 

和 田 は 今、 尙新 小說に 迷って ゐ ます。 田 中 氏 は 一人で 納 つて ゐ ます。 こまった ものです。 

私 はムキ になって 世話 を や い て は 疲れる のみな の で、 もう 傍觀。 

貴兄 も、 ともかく、 先を考 へて、 せいぐ、 時間の 餘裕の ある 仕事に 從 事され ねば ゥソ です。 それまで は 

目 を ッブッ て 我慢して 入らつ しゃい。 私の やうな ヮガ マ 、もので も、 飯の ために は、 一 週間 M 時間 敎 へて、 

月給^ 圓の 先生 を 三年 やりました。 侮辱 は、 もっとく ヒ. トイ 奴 をい くど も 受けました。 口がない うち は 弱 

味です。 大きな ッラ をして、 ヅゥ くしく、 平氣 で、 それから 我慢して しばらく 御 辛 棒 をお 祈りし ます。 餘 
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は拜 眉の 上。 

「世に立つ てから」 は、 五月 蠅 いの を 我慢して、 纏める に は マトめ ましたが、 前囘 ほど 面白くないです。 

その内 達り ますから 御 一覧の 上、 下らないなら お止し 下さい。 それから、 た i -、 作の 名前 や 年代の み を擧げ 

たやうな passage は 必ず 六號 にして 下さい。 さう せんと、 他の 方が 引き立ちません。 他の 部分まで 人が ョ 

マナ ク なります (終) 

四 八 六 〔.一 ハ月 二十 七 H 本 鄕駒込 上 富 士前町 河 上方よ リ 牛 込 市ケ谷 .：3 久町林 方 藤本 勇へ (はがき)〕 

先夜 は 失敬、 貸家の 件 わざく 御 出張 拜謝、 そのうち 檢 分に 行っても い.^ です。 暑い ので 大 閉口。 今の 家 

は 一寸 も 風が 這 入らない。 二階 はかん く 暑い し、 下に はす V や 婆 さまが ゐる。 拙者 居 どころ なし" 閉口 頓 

首 六月 二十 六日 

四 八 七 〔六月 二十 八日 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 河 上方よ リ 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮豊隆 へ (はがき)〕 

おはがき 拜見。 三十日に は 必ず 出席す るよ。 委細 拜 眉の 上。 

暑い ねえ。 ぐったりして 何も 出来ん。 昨日 林 原 君 来る。 この 夏 は 犀 川へ 歸る 由。 途中が 長いので お W りと 

思 ふ。 子供 はずん/ \- 大きくなる。 r ネ ンネ、 ィャ/ \>」 なぞと いふ やうになる。 每日 お守り をして ゐ るよ。 

六月 二十 八日 

四 八 八 〔七月 十一 nH 束 京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 束 京 市 本 鄕區元 町 望 雪 館 井本 健 作へ (はがき)〕 

表記の 插移轉 した。 郊外 線 目白 下車、 右へ、 高い 街道 を 横切り 線路 左側の ガケに 沿うて 半 町、 ツキ アタリ 

左へ、 二 軒 目、 涼しい から 午寢 をし に 来ん か。 泊り がけで。 七月 十三 日 


年 六 u-: 火 


四 八 九 〔七月 十四日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

お伽話 第二 編 を 達る、 どうも 装釘が 思 ふやう に 行かない。 中身 はま だ 自信 がっかんが 少し は ラタに 書け る 

やうに なった。 いつ 歸省 する のか。 それまでに もう 一度 先生 〔の〕 全集の 會議を 開き、 貴兄が 留守で も 或 程度 

迄 進, し 得る やう 手 害 をつ けて おいて は 如何。 會 場に 困る だら う、 どこでも 我慢す る 七月 十四日 

四 九 0  〔八月 八日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 兵庫縣 武庫 郡 住 吉村丹 野 てい子へ〕 

お 手紙 拜受、 あれき り 何のお たよりも ない ので、 らくと 二人で 氣づ かって ゐ ます。 これから あんなと きに 

は、 必ず ハガキ で  一 二 行、 無事 着と お知らせ を顦 ひます。 弟さんが ぉ惡 いので、 I 氣の 毒です ね。 暑い とき 

■X 看護.^ 外に は、 ナル タケ ナマケ て ノン キ にして くらした らい，^ でせ う。 偸盜は 甘い もの。 小生、 いっかの 

あの 作 はものに ならない ので 二十 枚ば かり 書いて 投げ出して しま ひました。 兩 三日 來、 暑氣 あたりと いふ も 

のか、 胃がゎ^„-く、 からだが ふらく して 寢てゐ ます。 お 粥と ス ー プ だけ 飮 んでゐ ます。 意氣 地な きこと 甚 

し。 た す £ ナと老 祖母 だけ は 犬そう 元氣 です。 す Y は 寝椅子の 上へ 一人で 上った， 0 下りたり します。 一人 

で 立つ ち をして オケ ラの蟲 を やります。 他に は 何も 報告す る 出来 ご ともなし。 

乍 末筆、 お 母上 さまに よろしく 御傳 言下 さい。 

丹野ォ テツ ペイ 樣 八月 五日  三 重 吉 

四 九 I  〔八月 十五 日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

門 司よりの ゑ はがきと、 その 次の はがき 拜受、 汽車 中、 小さい 人に 困ったら うと 拜察、 おれのう ちに、 僕、 

祖母、 らく、 義妹と、 代る ぐ 下痢と 熱と で みんな 五六 日 づ \寢 た。 戰亂の 如し。 今日 最後の 病人、 やっと 

おきる。 僕よ まだ 少し 下る。 暑い ので やりきれん。 こな ひだ、 森 田のと ころで 會議 をした。 結果 は 岩波が 報 
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吿し たはず。 東京に 用事 あれば 何でも 言って くれ" 暑い のに、 腹を溫 めくして お伽話 を かく。 ナット ラン „ 

夫人、 母堂に 山々 よろしく。 軸物 はま だ 受取らん。 貴兄が 歸 京の 上で さしつ かへ ない。 病中、 九日 會缺 席。 

夏 目 家の 近況 一向 知らず。 

四 九 二  〔八月 三十 一日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 兵庫縣 武庫 郡 住 吉村丹 野 てい子へ〕 

^はがき 難 有う。 す はやつ と 囘復。 十 足ぐ らゐ步 いて ゐ たのが、 また 步 けなくな りました。 只今 或 人 か 

ら豐山 大學に 口が ありさう だから、 ァテに はならん が S 歷書を 達れ と 申し 来る。 タコ 坊主に 近代 小 說を敎 へ 

るの も面黑 いから、 乍 面倒 履歷書 作成。 お 伽ば なし を 別に 小さな 本で 出す 計畫 進行 中。 大き いのは ニ册 きり 

で まだ アトが 出ません。 最近 かためて ニ册 出る はず。 今日は 珍ら しく 雨。 移 居 以来、 殆 はじめての 雨。 秋風 

膚に 冷たし。 まだと きぐ ボン/、 痛し。 ゴムのお 馬 は 九月に 載る 由。 君へ 雜誌を 接る からと て、 アドレス 

を 聞いて 来ました。 いつ 上京し ます か。 らくより よろしく。 

丹 野 ォテ樣 八月 三十 一日  三重 吉 

四 九 三 「八月 三十 一日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 吳巿 愛宕 町 藤本 勇へ〕 

おはがき 拜見。 中央 文 學のは 、「手紙に 代へ て」 を辍り 直した もの X 後半 部。 アツ ハ ッハ なり。 但し 同紙に 

は、 三重 吉氏 最近の 御 尊影が 出て ゐ るから ケッを 向けて 三 拜九拜 し 給へ。 氏 は 目下、 お伽話 を、 別に 小型で 

自費出版 される ir 着々 進行 中。 春陽， 堂の は六册 書いた が、 出た の はま だニ册 のみ、 すゾ は、 こな ひだ 下痢 

を やって、 五六 日間 流動物し か 食 はさなかった ので 元氣衰 へ、 十 足ぐ らゐ步 いて ゐ たのが、 また 步 けなくな 

りました。 早く 上京して、 ヮ -1 面を拜 まして 下さい。 らくよりも よろしく。 

藤」 本， 樣 i  <月％  L 日      , 」 二 重 吉 1 . .„ 
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四 九 四 〔九月 七 nr 東京 府下 目白^ リ 屋敷よ リ 福岡縣 京都 郡 犀 川 村 小 宫璺隆 へ〕 

お 手紙、 小包た しかに 拜受。 子供 元 氣で御 結構。 す V は 暑中 丁度 下痢で 困った が、 近頃 はもう 丈夫 だ。 ほ 

ん とに 子供が 元氣 だと 今日 サ マに 拜 謝する よ。 ラク ぼんく 飴 狸。 十二月 か 一 月に 生れる だら う。 次 郞は女 

の 子が 生れた 由。 僕 は 夏 中 胃が わるく、 いろく 困った。 書簡 編輯の 勞を拜 察する。 別紙 貴翰へ 愚見， 記入。 

〔別紙 略〕 その上の 採決 は 一 任す る。 貴翰 は、 折返し 御 返 附を乞 ふ。 先生の 手紙と 一 しょに 保存したい。 先生 

の 手紙 を 見る と、 セン ティ メンタルになる。 感慨無量 だ。 〇〇〇〇、 おれ は 君に は 厄介ば かり かけて、 君の 

爲には 何の 足しに もな つて ゐ ない。 いろ/ \ ジクジ たる ものが あるよ。 國の方 はどう 極めた か。 またはる ば 

るの 旅路 も大變 だね。 令閨に よろしく。 

豐隆樣 九月 七日  三 重 士ロ 

四 九 五. 〔十月 八日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ〕 

豐隆樣 /お 變り はない か。 こちら は 力 、 の ボンく セリ 出し 甚だ 氣が氣 でない。 十二月に ォ ギアくな り。 

別封 メル へ ンニ册 おくる。 タぐ 奉公に 閉口、 あれで 一 册の實 入^ 圓也。 すま じき もの は debt なり。 た お 

蔭で、 本 は 少し づ& 動く やうに なった さう で、 店が ィャ ナ顏 をし なくなった。 書き方 等に は、 まだく いろ 

く 缺點が あらう と 思 ふ。 ナニサ マ 書き 苦しい。 「星の 女」 の 中の |T 殆 創作な り。 氣が 引け 且つ ケッ がコ 

ソバ ユイ。 御 一笑 下さい。 或と ころから 金 を 引き出して、 メ ル へ ン專 門の 小雜誌 (コ イツ ハ 人が 氣づか ぬう 

ち どうかして はじめたい) を 起す つもりに して、 間もなく 着手す るハヅ だった ところ、 その 男、 府下 砂 村の 

水害で 大損 害 を 被り、 出資 を斷 つて 来た。 慘狀を 見舞 喫驚。 お蔭で、 夏 以来の 企劃が 水泡に 歸 した。 十月 

七日 
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四 九 六 〔十月 二十 wrr 東京 市 神田區 岩波 書店より 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宫豐隆 へ〕 

拜啓 見本 摺が 出来た。 明日 中に 岩波のと ころへ 来て 見て くれない か。 夜 は 色が 見えん から 晝に。 ①②と 印 

をつ けたの が 私の 最後の 選定 だ。 ③ は參考 まで だ。 

①② のど ちらかなら 調和し ない こと はない。 

それで、 貴說は 尊敬す るが、 左の 事情で アキラ メテ 目をつぶって 我慢して くれない か。 

㊀假に 貴兄のより は惡 いとしても、 ガ マン 出来ない 程度の もので はない。 ィケ ナイと いふの は 貴兄のより 

はィケ ナイので、 あれで もす む。 

㊁ これ は、 弱った まぎれに コネ 出した 條 件で、 徵笑を もって 聞いて くれ。 今度の 装幀に 對 して は 私 は金シ 

クン 章 だ。 あの 表紙 も 私の 提案。 セ ナカの 下の 窓 をつ ぶした の も 私の 手柄。 綴 口の シ マの 地 を かへ たの も 私 

の 手柄 (モ ー ナイ カナ)。 ともかく、 お-上の 成功が あるので、 見返し も、 その 功に 甘 じ、 第 一條に 照して、 曲 

げてガ マ ン してお くれよ。 拜 むよ。 

土曜に 赤 木のと ころで 會 ふから、 それまでに 考へ といて くれ。 土曜に 赤 木のと ころへ 行かないなら、 手 f 

でと かくの 返事 をして くれ。 二十 五日 木曜日の 午後 三重 吉 

四 九 七 〔十一月  一 H 東京 市祌田 iil 岩波 書店よ リ 東京 市 赤 坂 W 靑山南 町 小お 整隆へ (はがき)〕 

兑 返し は 飽くまで 私の 說 がい V と 思 ふが、 いつまでも 片づ かんから 己の 方で 我を折る ことにする。 岩波 氏 

にも その 旨 通じてお いた。 殘念 だが アキラ メル。」 商船の 口、 姊崎 氏の 推薦の 人が 就任した。 先口の 方に き 

めた とい ふわけ ださう である。 私 を 推薦した 毛唐と もう 一 人の 敎師 は、 主任の 責任 囘避 的な 冷淡 を 憤って ゐ 

る。 仕方がない。 
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四 九 八 〔十一月 十日 在米 小 池 c」 へ〕 

拜復、 八月 二十 八日 附駒込 宛の 御手 紙 もた しかに 拜誦 致しました、 色々 取込み 中でした ので、 ついお 禮も 

申 上. けないで 失禮 いたしました、 御 許し 下さい まし。 

漱石 全集の 件 は 早速 取 計ら ひます から 御 安神 下さい、 私たち は  一 口 だけ 割引して 貰へ る ことにな つて 居 ま 

すから、 その 口 を あなたに お上げし ます、 値段 は 追って 甲府の 方へ も-御 通知いた します、 御 地の 御 生活 をお 

羨し く 想像いた します。 

私 は 「昔々」 ばかり 書いて ぐずく 日 を JS! つて 居ます。 小說 はま だ 書く 氣が しません、 また 處女 作から 出 

直す つもりで すが、 中々 甘い ものが 出来さう もありません、 お伽話 は 八 册で千 枚 近く 書きました、 中々 苦し 

いです、 

東京 は 十月 以來 雨ば かりで、 日の 照った 日は數 へる だけし かありません、 陰鬱で たまりません、 物價 非常 

に 暴騰、 みんな 困ります。 

昨日 マ- ボ ー 事、 高濱眞 砂子 (二十歳) 九 段の 能樂 堂の 能 舞臺の 上で、 高 砂の 謠 ひに つれて 三々 九 度 をした 

さう です、 虛子 もやが てお 祖父さん になります。 

先日 鳴 雪 翁と 會談、 太將が 腕時計 を はめて 居られた の は 珍でした。 

拙宅 只今、 私と 祖母 (八十 七)、 妻、 長女す i -、 妻の 妹、 子猫 一匹、 鳩 三 羽、 野良犬の 居候 一匹、 ニヤ ァ 

く、 ワンく、 ボ ー く ォ ギアく で大變 です、 猫 はいつ も 私が 机に すがる とすぐ に 膝の 上へ 来て 眠り ま 

す、 膝の 上 だけ はィサ 、カ漱 石 先生の 衣鉢 を傳 へて 居る 譯 です、 呵々" 

只今お 伽話 專 門の 雜誌を 作る 計畫 をして 居ます、 藤 村、 瞎外、 白 秋 三 氏に 賴み、 私と 四 人で 每號 書く やうに 

する つもりです、 よい 金主が あつたのに、 その 男が 先日の 暴風で 大損 をして 金 を 出さ なくなりました、 頓首 „ 

小池樣 侍史 十一月 十日  一二 重 吉 
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四 九九 〔一月 十六 日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 小石 川 區大嚴 坂 下町 井本 健 作へ (はがき)〕 

僕 こそ 一度 伺 はう と 思 ひながら 失 膿して ゐる、 森 田 は 夜分まで 全集の 校正で 活版 所へ つめ 切って ゐる、 そ 

れで、 貴君のと ころへ 紹介 狀を屆 けて 貰って、 單癤に 行って はどう か、 その 旨、. 森 田へ 頼んで おく。 らく ま 

だ產 まない。 一 と 月 計箕を 間ち がへ たらしい。 併し 近々 だ。 す 中耳 ェ ンで 困る。 氏 も イット、 ィズ S 時間 

中央 4 時間で ぐったり する。 どうも 引き合 はんよ。 そこで、 四月から メル へ ン專 問の 雜誌を やる つもりで 奔 

走し てゐ る。 千圓 ほどの 資金が まだ 出来な い の で 閉口 だ。 

五 00  〔一月 十. 一 ハ日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮豐隆 へ (はがき)〕 

今曉 三時 半、 男の子が 生れた。 お産 は輕 かった。 莴事 安神して くれ。 野郎 は 偉大な 鼻 を 所有して ゐる。 天 

狗の子 だ。 只今 午前 十一 時半、 はじめてす V に 見せて やった。 コヮく (オヤく のこと) と愕 いて ゐた。 

十六 日 三重 吉 

五 0 一 〔一月 二十 五 Co 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 赤 坂 E 靑山南 町 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

お伽話に つき、 贊辭、 叱責、 多謝々々、 ポリシ ィ 云々、 これから 氣を つける。 「湖水の 鐘」 を 土臺の 創作 

は 中々 六づ かしいだ らう。 オペラ ものだね。 らく は 一昨日から 坐り 直って ゐる。 子供 も 今の 處 丈夫 だ。 暖に 

なったら、 す と 二人 を 檢閱に 来て くれ。 赤ん坊の 大きな 鼻 は 少し 縮まって、 その代り 高くな つた。 へソが 

今日 取れた。 す 中耳炎 未 癒。 ピィく 泣いて 困る。 二十. 四日 


年 七 正大 


五 0  二  〔一月 三十日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 神 戸市 平野 祥福寺 鬼 村 元 成へ〕 

拜復 お 手紙 難 有う ございます。 子供 は 丈夫です から 御 安神 下さい まし。 〇〇〇〇 が ぶら 下って ゐ るので 

珊吉と 命名。 • 名前に は 大に困 •  りました。 長女が 一 つ 半な ので、 兩 方に 手が か、 り オヤ ヂも 閉口して をり ます。 

寒 いのも 閉口、 物價 のべ ラボ ー に 高 いのも 閉口。 です。 私は廣 島の 生れです。 御 地 を 通ります ときにはお 訪 

ねいた します。 ソバは 大好きで、 ときぐ 淺艸 まで わざく 食べに 出かけます。 頓首 

鬼村樣 一月 三十日  三 重 士ロ 

五 0 三 〔一月 三十日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 巿本鄉 區西片 町 水 良 雄へ (はがき)〕 

拜啓、 第 九 編 「金の 王妃」 は、 「黑ぃ 牡牛」 を卷 頭に おく やうに お話し 上 t たが、 やはり 「金の 王妃」 を 

卷頭 にします から、 表跌 そのつ もりで お願いた します。 但しもう お 手 をお つけに なりましたら、 その ま X で 

も 結構です。」 . 資金の 件、 今一 と 口、 千 圓を俊 利で 賃 さう、 利益 配分 は イラ ナイ、 その代り 三 四十の 月給で、 

社員に 傭って くれと いふ 人 あり、 好人物で、 子供の 守 位し か出来ない 人、 ソン ナ タン コブ附 の 資金に つき 考 

案 中です。 ゥ ヰスキ ー 氏の 成否 を 待ち、 いづれ かに 決定し ます。 (三十日) 

五 0 四 〔一月 三十日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 小石 川 區大絮 坂 下町 井本 健 作へ (はがき)〕 

先日 i 夫 敬、 子 ffi^ は 「冬」 の 字 はさび しいと、 文句 をヌ 力す から、 とう/ \珊吉 にした。 r 珊は佩 玉の 音」 

と あるから 〇〇0〇 に は 恰好 だら う。 「サン チャン」 は 響きが 惡 いと グズく 言って ゐ たが、 とうく 屈從 

させた。 す は チャンく チャンく と 言って ゐる。 御 祝 ひもの 御氣の 毒、 乍 末筆 御 令閨へ もよ くお 禮を言 

つて くれ。 

らく、 經過 好く、 子供 丈夫、 a もコ ンくと 出る。 一 月 三十日 
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五 o 五 〔二月 六日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 牛 込ー區 下戸 紫 町 細 田 源吉へ (はがき)〕 

拜復、 わざく おはがき 難 有う 存じます。 子供 は 〇〇〇〇 より 思 ひっき 珊吉と 命名。 珊々 は 佩 玉の tc。 サ 

ンキチ は 馬方の やうで シャレ てると 思 ひます。 家内み なく 悲觀。 呵々。 大きくな つて 馬方に なれば 本望で 

す。 トツ チャン it  is  a  dog でっかれ ます。 これで 引き合 はない から 近々 止します。 らくより よろしく。 

五 0 六 〔三月 二十 八 H 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 長 野 巿鍋屋 田 小 學校尾 崎 逢太郎 へ〕 

拜啓 4. 速 御多數 の お 方 を お入れ 下さ いまして 誠に 難 有う 存じます。 この 分で まゐり ませ ば雜誌 は 不遠發 行 

出来ます こと，^ 存じます。 何分と も後來 御鞭撻 下さいます やうお 願 申 上げます。 又お 仲間のお 方の、 童謠童 

話の 御 創作 を 御 紹介 下さい 〔ませ〕 ば 幸甚に 存じます。 最早 原稿 も 着々 集ります。 この 際 一番 困ります の は 小 

學 生の 作文が 一寸 も 袋らない 一事で ございます。 乍 御手 數十 數篇御 貸し 下さいます ま I か。 どこに も 連絡が 

ありま せんので 厚签 しく 御 願 申します。 勝手の み 申 上げまして 恐縮に 存じます。 先 は 右 禮旁右 御 願まで 早 

々頓首 

尾崎樣 侍史 三月 二十 八日  三 重 士ロ 

五 0 七 〔三月 三十 一 曰 水 良 雄へ〕 

拜呈近 藤 さ ん か 、り 御手 紙が あり ま し たか。 橫濱行 は 四月 三日 午前 十 時 中央 停車場 待合室 に 集合と いふ 事に 

なりました。 私まで 御 返事 下さい まし。 「黑ぃ 沙漠」 屆 きました か。 今度 は 偶然、 本文 を 薄墨で 摺 りました 

ので 大變に ii じがよ いです。 表紙 口 縛 さし ゑ は 到る 處大 好評、 三重 吉氏大 に 男 を 揚げました。 乍 毎度 感謝に 

堪えません。 大關 たま子 さんと いふ 入、 貴君の 御 紹介の 由、 八 九 名 集めて 下さいました。 小 柳津宗 吾と いふ 

方、 と 同信 子と いふ 方 (夫人です か) も 大層 骨折って 下さいます。 私から は 早速 御 禮狀を 出し ましたが 御 序で 
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五 0 九 〔四月 十八 日 東京 市 H 比 谷 海 城中學 校よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫豐隆 へ (はがき)〕 

御 返事 琴 謝、 では ヮ シも祝 ひもの ヤメ。」 アン デル ゼン のェ ンゼル をお 願したい。 よろしく 賴む。 名前 は 

借りた し、 材料の 選擇に 手數を かけても すまない ので ソ 口 ク ー プと 言った の だ。 子供の 興味 を 本位の ものな 

ら難 有き 仕 合せ。 

五 10  〔四月 二十 二日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫豐隆 へ (はがき)〕 

おはがき 拜見、 祝 ひもの、 件 十五 圓見當 では 步調を 一 にす る 事が 出来ない ので ォレ はこの 際失禮 する よ。」 

僕よ、 先日の 〇o の， 記事 は 〇0 が 書いた (少 くと も 合作、 いよ/ \少 くと も檢閱 した 上默認 した) と 聞き、 結 


の 時 あなたから も 宜しく 仰って 下さい まし。 橫濱へ は 是非 入らつ しゃい ましな。 珊吉 もうに たく 笑 ひます „ 

す J- は 「雁々 わたれ」 をうた ひます。 かいく わた ェ。 お ほき ン かいわた ェ。 ちいち ゃン かい、 わた ェ。 (ナ 

.^,ニ れは 言へ ません 私たちが 言って やります とョク とつ V けます) よく わた ェ J です。 呵々。 

水 樣 三月 三十 一日  三重 士ロ 

五 OA  〔四月 十六 日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ〕 

先夜 は失禮 した。 ソロ ク ー プの もの、 二十日 迄に 願へ まい か。 原稿紙 四 枚 ぉ> 内 (三枚 半 以上) だ。 乍 恐縮 大 

急 御 返事 を 賜 はりたい。 

二十日より、 一日 二日お くれても 我慢す る。 二十日までに 願 はれなければ、 紙面 を 空けて、 首 を 延ばして 

待つ のみ。 

夏 目 家の 婚義に は 祝 ひもの を 達らねば なるまい か。 貴兄と 步調を 一 にしたい。 これ も 御 返事 を 乞 ふ。 

豐 樣  四月 十六 日  三 S 吉 
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婚 式へ 出る のが 益ィャ になった。」 原稿 は 待って ゐ るから 何卒 出来るだけ 早く タノ ム。 四月 二十 二日 

五 II  〔六月 六 H 東京 府下 H 白上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ〕 

小宫 大兄  三 重 吉 

僕のから だ を氣づ かって くれて ゐた相 だが、 いよく 雑誌が 出来 上る 間ぎ はに なって、 床に ついた、 スィ 

ミン 不足、 過勞、 心配の ため、 弱って ゐた ところへ 風 を ひき、 氣 管が 膨れ、 ゼ ンソク 見た いなもの になった „ 

一 昨日の.. ことき は、 呼吸つ まり 死ぬ のかと 思った。 

まだ ぜぃく やっとる。 夜明けが、 三時から 六 時.. ころまで 呼吸が つまる。 もう 併し、 だんく よい。 /そ 

ん なわけ で、 相談 會も 失敬した。 

今日 漸く 諮問 書 を 見る。 まだ 手が フル へて かけん。 序文 ノホ カハ大 てい 兄の 考へ 通りに やってくれ。 任す 

とい ふの も 無責任の やう だから、 ー應 愚考 を 述べる。 (病床に て) 〔漱石 全集に 關 する 相談 事項の 謄寫版 刷に 

書 入れた る もの は 略〕 

五一 二  L 六月 十 H 東京 府下 目白 上リ 屋敷より * 京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫赝隆 へ〕 

おはがき 拜謝、 まだ、 夜中の 二 時.. ころに なると、 きっと 暖 きつ けて 五 時 ごろ 迄 寢られ ない。 その 間、 橫 

になる と尙 苦しい ので 蚊帳の 中で 坐って ゐる。 今 根治せ ぬと、 本物の ゼ ンソク になる 由。 海岸へ 出る がよ い 

とのこと なれ ど、 さう も 行かず。 これから からだ を 注意す るよ。 まだ-/ \ 生きたい。 

「赤い 鳥」 今夕、 全部 出来 上る 害。 製本屋から 三册 達ら す。 ともかく 曲り なりに も 出た よ。 「天使」 に は 

ルビの 誤植 も あり、 私の 手入れ も氣に iA ふまい。 御 勘 辨を乞 ふ。 貴兄の 原文 を 基と して、 わかり 易い 言葉に 

譯 したの だ。 

おひ まのと き 全 頁へ ちょいく 目を通し ておいて くれ、 そのうち、 御 都合の よいと き 御 来臨 を 仰ぎ、 子供 
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等を閱 兵しても らふ かたん \、 ていさい、 方針、 態度 等に わたり 講評 を 乞 ひたい。 

第一 號は 缺點 だらけ だ。 いろんな ことで 中々 うまく 行かなかった。 謠も 私の 希望に はまらない。 た V、 全 

體 にわたり ィャ ミの少 いところ を 買っても らふの み。 / 賣れ \ ば よいが。 財政 心配。 六月 八日、 (一 號の出 

來上リ 見本 を 見て) 

豐. 隆樣  .  三重 吉 

五一 三 「六月 二十 六日 東京 府下 目白 上" 屋敷より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)」 

先日 は 細評拜 謝、 追々 改良す る、 すべて 責說に ギヤ フンな り。 第二 號も 一人で やる (小島 氏弟ノ 死去-一 ッ 

キ來ラ ズ)、 てんて こま ひの 形。 童話 集つ い 多忙の ため 發達 本屋へ 任せ 相す まない。 こんど 行って デ ディケ 

イシ ヨン を かくから 書 之 助 氏に あ やまって おいて 下さい。 スィ ミン 不足 ゼン ソク よわる 

五 I 四 二， 七月 五日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町小宮 畳隆へ (はがき)〕 

暑中、 Kinder 氏に は變り はない か。 手前 方 珊吉は 丈夫で 生後 まだ 一度 も 病氣を しないが、 す Y はと かく 

弱く、 數日來 腸 カタルで 寐てゐ る。 ガキの やうに 食べ もの を 欲しがる。」 御 心配の 雜誌 第二 號、 やっと 今日 

から 印刷に か，^ る。 一人で 七篇も 書き、 十日 間 毎日、 午から 晚迄 活版屋に 出張、 校正、 ずゐ ぶん 弱った。 ゼ 

ンソ クは大 によくな つた。 ト リンケる と暖が 出る。 少し 休 萎したい がまた 三號 にか、 ら ねばならぬ。 小母廣 

島に て病沒 享年 七十 一 。 また 哀れな り。 九日 會で會 はうよ。 七月 四日 夜 

五一 五 〔八月 三十 一日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宮璺隆 へ〕 

小宮 大兄  三重 吉 

およがき 拜謝、 「赤い 鳥」 にっき、 最 心配して ゐて くれる 人 (君、 大阪 伊藤 氏 上野 精一 氏、 •  天 野彥) へ は、 
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現況 (第三 號を 出して、 はじめて 一 號の敉 支わ かる) 報告す る 義務 あり、 君お， 外の 三 氏へ は、 手紙で 委細 話し 

たが、 最 手近い 君へ は、 面談 せんと 思 ひ、 未だに 延引。 八月の 九日 會 のとき 話さん と ひ遲 刻して 機 を 失す。 

追て 詳細 申吿。 ともかく 收支償 ふ。 第一 號 お-来 いつも 一 萬部發 行。 町へ は 七 千お ろす。 七 千の 二割 は 返品と 

して 支出に 計算して あるので、 それだけ は覺 悟して ゐ たが、 返品 總計 一割 未滿 にっき、 先づ 非常な 好成蹟 だ。 

但し、 小生の 勞働は 口 ハだ。 こいつが 取れる やうに なって、 はじめて、 本 當の收 支 償 ふわけ。 從 つて 學校も 

まだ 止められない。 九月 二日から またく 登校。 今日まで は 一人のと ころ、 小島 氏 九月から 出勤。 僕 もラク 

になる 箬。 いろく 施設 あれ ど 今の 處、 ヒ マがない ので 不叶。 一人で 働き 神經 衰弱 はげし。 少し 靜 養したい。 

ゼ ンソク 再發。 この 數日 前まで、 十五 日間 夜 一時から 五 時まで 不眠。 その 頭で 晝は 止み 間な く 働く。 隨時倒 

れ ては寢 るの み。 寺 田 氏の 紹介で 專 問の 醫 者に 見て 貰 ふ。 ノドの 養生 も菱生 なれ ど、 からだ を 遊ばさな いと 

治らない らしい .0 借金しても 學校 ヤメた けれど、 校長に 對し八 ヶ月で よす のが 義理 わるく 困って ゐる。 物價 

が 高い のでお 圓ゃ！ $ 圓 では、 小生 程度の よい 敎師 (これで もよ い 方) 来らず、 最近 も $圓 の 文學士 ヤメ、 補充 

に闲り 相談に 來た。 その 矢先へ 小生 持ち出されず 泣きく 當分 出る よ。 資金 は、 先日 はじめて 伊藤 氏から go 

圓 借りた。 アト 1500 圓 借金 あり。 內 二百 圓は 利子 を 拂ふ。 アト 無利子。 ともかく、 やりくり がつ らいよ。 

中 も 追々 改良。 三號は 一 號ニ號 よりよ いつもり。 書く 人が スッポ かすので 閉口。 第三 號の 如き、 間際にな り 

て 五 人スッ ボカす。 しかたなく 舊作を 入れた。 八月 三十日 

ホト、 ギス、 見た。 六號 評のと ころ、 漱石評 を 見て 失笑。 「われ/ \ は學 問がない から、 一 々明細に 寫實 

せんとい けない。 嫩 石は寫 生のと ころ を學 問で 塗りつぶして ゐ たの だ」 とさ。 虚子 も氣の 毒な り。 メシ さへ 

食 へれば あんな こと はせ ぬ 箬。 ゲン 平氏 も、 よく 忍耐して 句 を 作り 文 を 草す るの ゥ。 アンナ 人が ォレも 二人 

半 ほど ほしい。 

〔封筒 裏に〕 片灝へ は 先日 一泊して 来た。 ノド その 爲 めに よろし。 でも 仕事の ため、 それお 上 逗留で きな か 

つた  - 
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五一 六 〔九月 七 H 東京^ 下目 白上リ 屋敷より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ〕 

おはがき、 お 手紙 拜受。 見本 組 はま だ來 ない。」 〔中略〕 

それから、 一 つ 御注意した いのは、 文學 論の 序文で ある。 あれ は 必ず 入れる だら うね。 「猫」 のとき の 筆 

法で、 序文 だけ 別に 集められて は 困る。 「猫」 のとき も 吾輩 は 不服だった。 一 つに マトめ る 上 は ゼヒ附 けて 

おくのが 必要 だ。 今度の 文學 論の 如き は、 序文に 於て、 中 川が 手傳 つたり した ことが 陳述され てゐ る。 森 3 

が、 あの 譯 文に 不滿を 感じて 改譯 する の は、 餘計 である。 缺點は 中 川の 責任に 歸す るので、 併も 先生が、 そ 

のま、 通した 以上、 餘計 である。 ともかく これらの 點が、 序文で 大分 緩和され るの だから、 是非 省かないで 

賀 ひたい。 「猫」 のとき の 如く、 重大問題 を、 誤られ ざらん こと 切要の 至りな り。 ゼ ンソク はげし。 中學辭 

職れ 決心。 今日 その 決定に 出かける。 その ウメ. 合せに は、 お 伽. 話の ホン ャクを やる。 た V かう して 手紙 を 書 

くに も氣息 喘々 だ。 喘々 だ と 下ら ぬ ことが シャク に竊 る。 こな ひだ おれが 溜 守 をし て 折角の 御 入来 を 取り 遁 

がした の も シャク だ。 それから、 あのと き 用事で 来たとば かり 傳 へて 歸り、 次で ハガキ をよ こしても、 まだ 

何事 か を 語らず、 昨日 夕方、 手紙 を 見る に 至って はじめて、 要件の 何物た るか を 承知 させた の も シャク だ。 

一たい、 その 間、 おれ は、 ずゐ ぶん 不安 だ。 君 はよ く あんな こと を 平氣で やる。 敏感な 君に も 似! 1 はぬ。 こ 

れは、 君の 莊重、 沈着、 賢明の 致す ところ かもし れんが、 イラく 坊主の ヮガ ハイに 取って は、 遲感 な氣て 

ん のきかない、 ュ ー ヅ ー のきかない 馬鹿 もの \ 仕 艸に 等しく ジ レツたい。 それが 敏感な 責 公の する こと だか 

ら、 尙 じれったい。 一 たい、 社交 上の 實 際から 言っても、 實は、 全集の 組 方の 相談 だ 位に、 力 、 ァに傳 へて 

行く のが あたり まへ だ。 ォレの 不安 をい ろくに 解剖して 考 へて 見られよ。 その 一 つの case として、 おれ 

は、 何の 用事 か 知らん が、 今歸 宅した 己が、 ゼン ソクを 犯して、 君の 宅へ 急行せば、 君の 便利に なること ぢ 

や あるまい か、 萬 一、 こんな 用な. らか うする t: だが と、 君 本位に 不安が つたこと を考 へて 見い、 用件の 何事 

か を 暗示して 行く 義務が あらう がの。 らくより よろしく。 す や は 他人が 來 ると、 すぐ 泣き 聲を 出して 逃げ か 
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く  L る。 お の 入 (*9 よ 嘗て ー见 しても す.^ は覺 えて ゐ ない) に會 つて、 アンナに 平氣 であった のに、 す どの 

大^ (萬 19 ムッタ -) が來 たと きと、 曾祖母 (ゥチ 8 バ バァ) に はじめて 會 つたと きと、 貴兄に 一昨日 謁 

^^^^.1. アトで も、 あれ はィ、 ぢィ ちゃん (好きな 小父さん 位 S) だと 繰 1^ 一ぶ； 

サ スガ爭 はれぬ ものと らく 感、 じ。 小 供に もど ことなく 通ず る もの か。 す V は、 デ モノの ため 頭 を 力り 乞食 

の 如し、 刑吉 は今キ レイ だ、 彼 は 寐てゐ て 謁見せ ざり しは殘 念な り。 そのうち、 辭を ©ぅし コチソ ー を 盛 

にし、 御來 臨御 親閱を 仰がう。 早々 頓首 三重 吉 

五一 七 〔九月 二十 H 東京 帝國大 S 院 物療 科 霊より 小石 川 5<i 下町 井本 健 作へ (はがき)〕 

一度 伺 ひた vi ひながら、 とうく 人院 する やうに なった。 今日で 一週間 在院。 P メ いて 夜寐 られ なかつ 

たのが こちらへ 来て 電氣 療法 を やって 大きによ くな つた。 每晚 安眠、 日中 ぷ、 ヒ ヨロく 遊んで 歩く。 その 

うち 退院。 氣づ かって くれるな。 見舞 なぞに 来て くれるな よ。 もう 病人の や うぢ やない。 九月 二十日 

< 五 一八 〔九月 二十 東京 帝 國大學 病院 物療 科』 射 室よ リ 赤 坂區靑 山 南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

先夜よ 夫. C ま /入院して 二日 間 は、 まだ 引つ.^ き 激しい 發 作に 襲 はれた が、 三日 目から 電氣の 光線 浴のお 

か^^^^はすっかり止った。 まだ 血液 中に ゼン ソク の特徵 として、 好 酸性 白血球と いふ ものが 變 にある 

さう で、 咳 はなく とも 全治と は 行かない が、 退院して 通へば ぃ&さ うだ。 早く こ \ へ 来れ はよ 力った 眞 

さんや 部下の 人々 に、 特別に よくして 貰 ふ。」 一先.. つ 安神して 下さい。 九月 二十四日 

五一 九 〔九月 二十 九 H 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 東京 市 赤坂區 青山 南 町 小 宮璺隆 へ〕 

二十 五日に ー院 した。 在院 十二 曰。 その 最後の 十日 問、 一寸 も^が 出ない ので、 みんなもう 大丈夫と 思つ 

て {5 して ゐた が、 二十 六日から、 電 浴に 通 ふこと になり、 ステ イシ ヨンの ブリ ツギ を 上ったり 下りたり し 


554 


年 七 正大 


た、 め、 歸 りに はまた ひどい 發 作が おこり、 そ G 晚は 大きに 闲 つた。 二十 七日、 八日、 靜坐。 (床の 上に 終日 

終夜 坐つ てゐ るの だ) 大分 ラ ク にな つ た。 おはがき 難 有く 拜見。 

全集 「明 喑」 の 原稿紙と 机の 寫眞を 見て、 イラ ザル こと をす ると 思った。 第一、 あの 原稿紙 及び あの 机 だ 

け を寫眞 にす る (殊に 前者に 到リて は) の は 比較的 無意味で ある。 あの 机の ごとき は、 もう 室 中を寫 した 寫眞 

の 中に 出て ゐる もの。 第二、 もし あれに 興味 を 感じて 寫す にしても、 机 を 恰も 抽象した やうに 部屋から 切り 

拔ぃ たこ と、 次に は あの 原稿紙と 机との 重ね 具合 原稿紙 を わざく 色刷りに した 具合な ど、 甚ヮ ザと らしく、 

俗人の 月並 趣味で ある。 

君 も戰々 競々 として 事に 営って ゐる 癖に、 あ.^ も脫 線す る もの かね。 僕 等 は 先生の 寫眞、 先生の 室內、 そ 

の 他.； 賢畫 を寫眞 にす る ことに は 同意し た が 、 あんな 色 接り や 切り 拔？ の ご とき 駄洒落れ 見た い な も の を 戴 せ 

る 相談に は 預からぬ。 

それから、 中間に 插 入した 寫眞 は、 位置に ャ ハリ卷 頭が い \。 本文と 對 照の 便 はあり 得ても、 中間に あつ 

てに、 一寸 目に 立たない。 

一たい あの 寫眞 を卷 頭に おいて、 駄洒落 を 中止 するとよ かった の だ。 原稿の 寫眞 だけで 十分で ある。 如何。 

豐 隆 樣 二十 九日  三 重 吉 

今日は ヮガ ハイの 滿 三十 七の バ ー ス ディ だ。 もう 四十になる。 碌々 として 何もし 出かさず、 ィャ になる。 

これから、 破格な こと をす る ときには、 相談 せられよ。  . 

五 二  0  〔十月 二日 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 東京市赤坂-511靑山南町小^«|^隆 へ ：ー 

おはがき 拜見。 お 氣の毒 だが、 いくら 見直しても、 い X と は 思へ ない。 原稿紙 だけ を 取り出して 揭げ ると 

いふ ことが ヂ レツ タン テ イズムで ある こと は、 贵兄 にも 分る だら う。 この 際、 その 原稿 絞に は、 189 の 文字 

が ある。 君 はこれ を 先生の 原稿と して の絕筆 だとい ふつ もりで 意味 を 感ずる のか。 恐らく；， S 筆で は ある ま い。 
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原稿 41 の number は、 手 廻し に 先へ どん /\- 入れと く 場合 も ある。 あの 原稿 格 $ を报げ たこと に、 ずゐ ぶん 

意味が あるとの 仰せ は 小生に 分らない。 また、 折角の 色 刷 も、 先生の 原稿用紙の 實 さいの 色と 遠って ゐるぢ 

やない か。 次に は 机な り。 机 は 三角 だら うが 四角 だら うが、 後世、 先生の 書を讀 むに 何の 關係 はない。 こん 

な 議論 は 程度問題で、 極端に 言 ふなら 寫眞に 出す ものが なくなる わけ だが、 ともかく、 机 だは 取り出す の は 

ディ レツ タン ティ ズ ムだ。 書 齋全體 の 背景で もあるなら、 余 は 先生の 書 |« を 見る (その 中に 机 も ぁリ) 意味で、 

大に 意義 を は： r する けれど。 次に、 あの、 机の 切り 拔 きとい ふ ものが、 實 さ：；. 小刀細工の 感 あり。 あの 机と 原 

菌とを 組み合せ たこと、 乃至、 組み合せ 加減に 至りて は、 大いに ィャミ なり。 要するに、 机ト 原稿紙に は 

先生の 寫眞 とか、 晝像 とか、 原稿と か を 出す 程の 必然的 主要がない よ。  " 

君 を 責める の は 情に 於て ッ ライし 氣の毒 だが、 堂々 たる 先生の 本のた めに、 余 は 飽く迄、 あの 所處を 好ま 

ヒ 、 0 

ディレッタンティズム だと は 思 はず や。 惡く いふと 稍 骨董品 的 趣味な り 

豐 隆樣 十月 二日  三 重 吉 

あれが かなり 重要 だ と い ふ 御 心 持 の 說 明が 聞きた い。 病 は 、退院の 翌日 大學へ 療治に 通 ふ の に 少し 步 い た 

のが ィケ なくて、 また ブリ 返し。 然し、 今度 は輕 い。 夜 も 寐られ る。 雜誌は 小島に 一任。 た i -、 錢が這 入ら 

ん のに、 ブラく 寐てゐ る こと、 苦し。 海 城は辭 職。 中央、 一 モン も くれず。 ド ー ナルコ トカト 思フ。 紙 は 

ド ン -/\ 上る. > 

〔封筒 に〕 津 田の あの 綺 (似テ ヰ ナイ ガ) を 入れた こと はよ し。 

五 ニー 〔十月？ 在米 小池恭 へ〕 

拜啓、 毎度お 手紙 難 有う 存じます、 御 地の お 住居 も 最早す つ かりお 落 付に な つたこと.^ 拜 察いた します、 

先達 江の 鳥の ェ ハ ガキを くれた 人が ありました、 見る と 二人で サ V ィを 食べた 店の 前の 出つ 鼻が うつって 居 
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りました 別來 未だ 旬日 も數 へざる やうの 心 持 もいた します。 

私の 童話 事業 も 漸く 芽た け 出しました、 い つもながら 種々 御 配慮 難 有つ 存じます、 御 達附の 紙面 切拔 その 

他、 いづれ も 拜受、 今月から 大陸 時論 あての 十册 と、 あなたへ 謹呈の 一 册とを 合せて 十一 册づ いたし 

ます、 時論の 方の 代金 は 半年 又は J 年後に 御 計算 下さい ませば 結構です、 代金、 達 料 等 は 後便で 申 上け ます、 

童話 集 は 全部 謹呈いた します。 アト 出版の 度に お. 途り 申します、 赤い 鳥 はお かげで 會員 三千 五 百 名、 本屋へ 

賣 捌の 分と 共に 每月 一 萬 二 千 部 出ます ので、 私の 月給 は 口 ハ です が、 それ を 計算 外にして、 只今の 紙 や、 活 

版の 高い にも 係らず、 第 一 號 から 收支 だけ は 償 ひます、 これに 破天荒の 好成蹟 だと 申す こ とです、 上品に 

くと 心がけて 居ます ので 餘 りに 俗流と 遠く、 トテ も賣れ ない ものと 覺 悟して 居り ましたが、 それが かへ つ 

て 好評 を 博し、 子供よりも 大人に 多く 賣れ ます、 名前が 廣 まる 迄 は 寧ろ 大人に 好 愛して 貰った 方が 基礎が 固 

ります、 た お金の ャリ タリが 心配です、 四 號を發 行して やっと 一 號の賣 上代が 取れる のです、 これまでの 

ま 拂を每 月す るのに 苦しみました、 もうどう にか 追つ いて 行けます、 私 は 門下生の 一人 を 助手と して 執筆、 

編輯、 外交、 會計 をす つかり 一人で 引受け、 その上 生活費 は 別に 得なければ ならない ので 昨年 末 以来 私立 大 

學へ 一週 4 時間、 中學へ g 時間 切賣 りに 出て、 每日 午前 は その 方で つぶしました ので、 仕事の 方、 睡眠時間 

に 切り込み、 或 時 は 三時 間 位づ、 しか 眠らない こと 牛 月 もつ きました、 それで 六月から ヒド ィ神經 衰弱に 

か i り、 そこへ 七月 半 頃 突然 ゼンソ クを發 し、 每夜艮 いて 困りました、 それでも 晝 間は雜 詰に 手が 放せず、 

無理お しに 働いて 來 ましたが、 八月 半 頃から 九月 十日 頃まで 二十日 あまり、 終夜 暖 いて、 坐った きり、 眠り 

もしませんでした。 それでと うく 十」 日に 大學 病院に 入院、 電氣 光線 浴で よくな り 二十 五日 退院、 執務し 

て マタ盛 かへ し 目下 靜臥 中、 學校は 二つと も當分 ヤメねば ならぬ ことにな りました。 維 誌 は 門下の もの 二 名 

に まかせて 大證 のさし 圖 だけし、 當 分 萬 事 を餺 つて 寢て 居る つもりです、 雜誌 ももう 大丈夫 です か ら 安神 し 

て 養生し ます、 ィャ ハヤ 維 誌の ために は 命が け 見た いなもの でした、 御憫笑 下さい ませ、 世間で は 物質的に 7 

も 有力な 後援が あり、 實務は 春陽 堂が 引受け、 社員 も 三 四 名 は 居る くら ゐに 思って 居る さう です、 呵々  お 


只今 床の 中で アナ タ からいた いたお 手紙 をす つかり 取り出して、 また 拝讀、 Hch  LcH> のお 伽 面白い と 

思 ひます、 仰せの 通り 支那く さいと ころが 爭 へません、 同じ 種が 國民 性の 油で 上げられて、 いろくの 味と 

なって 居る ところ、 中々 面白いです、 私 は 童話の タネ も カナリ 仕入れ ましたが、 何分 日本で は 思 ふ もの も 手 

に 入りません、 お 序のと き The  Junior  Classics の 一 册ぉ 達り 下さいません か。 /心中のお 話 哀れです ね。 

ゼン ソクは 根治し ない もので せう か、 發作 時には アメリカから 来た Himrtul  Cure とい ふ 喚ぎ 煙草で 一 

時 をし のいで 居ます、 アド リナ リン 注射 は 中毒 を 起す とい ふので、 滅多に 注射して くれません、 十日お きに 

もう 四囘 やりました、 ヒドィ 時には 夜 十 時から 翌朝 十一 時まで 噴きつ け、 身 S 中が 痛く、 ひどく 弱ります、 

私の はヒド ィ神經 的で、 苦痛 の 話 を し て も 反射的にもう ノ ド が 苦しくな ります。 雜誌 の た め に家时 道具 ま で 

殆賣り 飛ばしました 病 氣には 叶 はない ので、 腹を据えて 少々 借金し、 當 分無爲 にして 養生す る ことにき め 

ました、 この 段 御 安心 下さい まし。 半 町 以上 步 くと ゼィく やります、 只今 全で 錢 人の やうです、 休みく 

連鎖 もない こと を 書きました、 頭が 茫 として 何 を 書いた のか 分りません、 御 笑 ひ 下さい まし、 この 次の便り 

の 時には 健康 瞳と なり、 ピンく したお 話 をいた しませう 頓首 

小池樣 侍史，  三 重 士ロ 

激石 全集 は八册 出しました、 アト 四册、 每册甲 府へ屆 いて 居ります こと.^ 存じます。 

五 ニニ  〔十二月 三： n 東京 府下 目白 上リ屋 敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町小宮 璺隆 へ〕 

お 手紙 難 有う。 寒い ので また 此 問の 通りに ゼィく 來てゐ る。 先刻 注射して ヒ ョィと 治まった。 海岸へ 行 

かなけれ や 駄目 だ。 一昨 B 岩波が 来たから 鎌 倉の こと を 聞いた。 どうかして 早く 移りたい。 

薄 井 君に は、 あのと き大 變失禮 したので、 お前に アドレス をき いて 挨接狀 を 出さう と 思 ひく、 延引して 

ゐた ところ だ。 Embankment の 縛 はがき わざく 感謝に 堪 へない。 右の 旨、 ぉ會 ひの 節、 よろしく 御傳へ 

下さい。 
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全集 十 卷拜見 中、 中學 改良 案 ナン ザァ 振って るね。 ォレ たちが ヅ ボラで 卒業した のと 遠って、 各 科に つき 

一々 アン ナ 御苦勞 をされ た Q だから 感服す る。 先生が どこまでも 眞 面目に 努力され たと ころが 尊く 光って ゐ 

る。 いろく 考へ 、涙ぐまれる。 士万三 曰 病床に て 

豐隆 閣下  三 重 士ロ 

五 二  I 一一 〔十二月 七： M 東京」 肿下 0 白上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

磯村 死去の 由、 いろく 想像 氣の 毒に 堪えず、 人間 も ハカ ナイ もの だと 思 ふ、 ゼ ンソク nit 下 鎭靜、 カルシ 

ュ ー ム 注射と いふ もの 實 行中、 赤い 鳥の 向う を 張る 童話 童 謠雜誌 を計畫 してる 奴が あり 主任 を 物色 中の 由、 

ソロ/ \ャ ラカスよ。 本家本元、 金がないので 手足が 延びない。 伊藤 氏から はマダ 570 圓 しか 貰 はん。 金 ほ 

しゃ。 十二月 七日 


五 二 四 〔十二月 十二  H. 東京〕 肘 下 n.III 上リ 屋敷よ リ 東京 "財 下 雜司ケ 谷 町 曉星寮 丹 野 てい子へ〕 

拜 啓/文章 を學ぶ 女に も 似合 はず 貴孃の 手紙 は ダラく 長い。 「曰に 增し 寒く 相 成る」 位 はォレ だって 知 

つてる よ。 日曜に 伺へ ないから 失罎と あるが、 何も 失禮ぢ やない、 貴 孃の御 勝手で ゲス。 来なければ ィケナ 

ィと 申した 例 はない。 好意で 「ハ r  _  ■ - -、. ふの み。 次に 「一所に 伺 ひましても よろしう ご. ざいます 

か」 は 面倒く さい 女 だね。 こな，.  ：； つた ぢ やありません か。 尙 重ねて 〇〇 を 仰ぐ に 及ばず。 

ォ タブ ク でも ォ カメで も、 乃至 ヒ ョ ー 口 ク玉でも貴孃の認めて2^てィャな女郎と思はなぃ限り、 だれでも 

勝手に 引 卒して 来らるべし。 2? 上。 〔丹 野 氏の はがきに 赤 インクに て 底せ る もの 略〕 

ォ テツべ ー  三 重 士ロ 

五 二 五 〔十二月 二十 七： n 東京」 財 下 H 白上リ 屋敷よ リ 東京 市 本鄕ー RTO; 片町 水 良 雄へ〕 
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. 拜啓、 昨夜 來 いろく 御 厄介に なりました。 おきし さんに 御 氣の穩 でした。 よくお 禮を 仰って 下さい。 フ 

サッ ペイ は、 昨夜の こと は 何にも 知らないと いひます。 呆れた 奴。 禁酒 嚴侖。 

ときに、 赤 い 鳥の 向う を 張る 童話 維 誌 を 企て \ ゐ る 奴が あり 白 秋 氏 を 主宰に ャトヒ に 來て斷 はられた とい 

ふお 話 をし ました かね。 白 秋 氏の 再 報に よれば、 出資者 は 美術 院の 同人の 由。 畫は 同派の ャッ ラが畫 くの だ 

さう で、 俗悪で なく ゲイ ジュッ 的な 奴 を 作 るんで すと。 三月から 鼓 行の 由。 どんな ものが 出来る か。 こちら 

も少々 フン ド シを しめねば なりません ね。 

清水 樣  三 重 吉 

五 二 六 〔十二月 二十 九 H 東京 府下 目白 上リ 屋敷よ リ 小石 川 _R 坂 下町 井本 健 作 • 林 石 五郎へ〕 

拜啓 只今 葛 原さん が來て をら れる。 パイ 一 やりたい、 御 都合が つけば すぐに 入らし つて 下さい。 待って ゐ 

ます。 使 ひの ものと 御 同道 下さい。 

靑木樣 林樣  鈴 木 三重 吉 
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大正 八 年 


五二七 〔一月 四 H 東京 府下 m 白上リ 屋敷より 東京 市 赤 坂 K 青山 南 町 小お 璺陸へ (翁 はがき)〕 

謹賀新年。 赤い 鳥が、 やりくりして 年を越す。 奇々 妙々。 元日に はぐつ すり 疲れて 晚 まで 寢た。 從 つて 貴 

兄に も會 へなかった。 南 町へ は 今日 これから 年賀に 行く。  二日に は、 編輯 打合せの ため 小 田 原に 白 秋を訪 ひ、 

この 海岸の 宿屋に 一泊。 \  〔緣 はがきに 示す〕 の 方向に 熱 海 を 望み、 遊 心 頻りに 動いた がフ トコ 口が フ トコ n 

なので その ま \ 歸る。 大變ぃ \ ところ. だ。 あんなと ころに 當分 くらして 健康 を 固めたい と 思 ふ。 白 秋 は 山寺 

の ノン キな ところに ゐる。 一月 四日 三重 吉 

五 二八. 〔一月 六ョ 東京 府下 B 白上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

須磨 子の 自殺 はカヮ イソ ー ダね。 抱 月なる ものが 安つ ぼから うが、 ス マ 子の scmethins が 〇〇 からう が、 

すべてが 安つ ぼから うが、 それに も 係 はらず 哀れな 氣 がする。 時に 一所に 會食 のこと、 いつな りと 時日 御 指 

定を乞 ふ。 ォゴ ッて くれ \ は なほ 難 有い。 會費 でもよ し。 蟲柿 紀念號 只今 (この ハガキ 執筆 中) 到来、 「修善 寺 

の 秋」 を讀 む。 浜ぐ ましくなる。 博 文 館 招待の 帝劇へ 行く か。 だれか 行かない とセィ がない。 ョソ ー かと 思 

ふ。 一月 六日 

ゼン ソク大 によし- いろ./ \ 平氣 なり。 

五 二 九 〔二月 十五 H 東京 麻 下目 白上リ 屋敷よ リ. 東京 市 小石 川 K 雜司ケ 谷 町 曉屋察 丹 野 てい子へ〕 

拜復、 風 は 直りました。 咳も收 まる。 いよく 海岸へ 轉居 を决行 せんとす。 力 マ クラに 家 を 物色 中です。 
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童話 は、 あなたが 書いた ことにし ておいて くれないと 闲 ります。 雜詰の 內幕一 

やうに 思 はれる と 困る。 呵々。  . 

こな ひだ の 海の 旅 は面黑 くな い です ね。 ま た 代作 をし ます かな。 

ォ テツ ペイ 樣 

五三 0  〔四月 十四 H  水 良 雄へ〕 

おはがき 拜受。 五月 號ロ擔 は、 諸方 面で 大好 評です。 子供 も 喜ぶ さう です。 美的 敎育 云々 を 理由と して、 

犬に 小生の 用意 を ホメた 男が ゐ ます。 呵々。 これから、 とき，^、 やりたい ものです。 捨 が あり 次第 御隨 意に、 

御 決定 下さい まし。 樂譜 も、 小生 チン ブン カン 故、 作者のと ころへ まゐ り、 彈 奏して もら ひました。 中々 む 

づ かしくて. 一寸 覺 えられません が、 曲 はよ いやう で 安神。 六月 號に は、 成 田 君のと 推獎 曲と 二つ 載せます。 

追々 繁 昌。 「赤い 鳥」 も 七月 號で マル 一週 年。 色々 御 厄介の アト を拜 察。 私 もよ くやり とほして 来たと 思 ひ 

ます。 七月 號は 第三 卷 第一 號 とし、 多少、 排列、 装飾 を かへ て 紀念號 にしたい ものです。 その 御 相談に、 そ 

のうち 伺 ひます。 小野浩 君、 よく 働き、 存外、 タス カリます。 ともかく、 それで 生活す る 人です から、 仕事 

も 命じ やすく、 太將 も、 どんく 片 づけ、 一寸 も オック ー がりません 。来月 あたりから、 一任す るつ もりで 

す。 

ゼ ンソク 小康。 その代り すぐ 百日咳。 每晚、 夜通し 孩 いて 寢 ません。 

郊外、 すでに 初夏の 景、 昨年 掘って 植 ゑた ゼン マイ、 シダ、 いづれ も 芽 を 出し 愉快です。 そのうち、 日 を 

期し 御來遊 如何。 野原へ 出て 見 ませう。 

五月 號、 鈴 木さん のお 禮は、 直接 かけ 合 ひ、 六 圓と言 はれまし たから、 今日 八圆 接って おきました。 

淸水樣 四月 十四日  三 重 士  口 


レて、 だれので も 代作の 
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五三 I  〔四月 二十 四 H 東京 府下 ：！：！ 白上リ 屋敷よ リ 束 京 市 小石 川區小 H 向 水道 町 安倍 能 成へ」 

態々 御 はがき 難 有う。 未亡人の 許可 を 得て くれたの は 非常に 便利で、 一 と 安神した よ。 御 厄介 を拜 一，？ g する。 

あの 晚、 須田 町に 自働 車が ニ臺ゐ た。 小宮と 分乘、 無事 歸宅。 酒 をう つかり 飮み 過ぎた ので 喘息に 少し さわ 

つたが、 もう！^ 復。 御 安神 下さい。 いろく 失禮。 

上の子 の 百日咳 は 大きに 輕快。 下の 奴 は 肺炎に it じ 一八 院さ せ る つもりで ゐ たが、 今のところ それに も 及ぶ 

まい かと 思 ふ。 よくな りつ、 ある やう だ。 却って、 ハタに ついて ゐる 大人の 方が へ コ タレ さう だ。 御 旁々 

右 迄 

安倍 樣 四月 二十四日  三 重 吉 

五三 二 1: 五月 十二 日 東京 府下： H 白 上リ屋 敷よ リ 東京」 肘 下戸 嫁 町 下戸 嫁 堀 内方 藤本 勇へ (はがき)〕 

試 驗無滯 パス を 望む。 小生 ゼン ソク 根治 策の 一 つと して 胃 を 整へ るた めに 齒を 入れる。 金齒 正に 十一 本。 

死んだら その 金で 指輪が 三本 出来る 由。 拔齒 一本。 そのうち 御 下賜 相 成るべし。 禮服 着用の 上、 拜 戴に 罷出 

でられよ。 珊コ I 百日 暖、 や X 輕快。 す 百日咳 を 終って 下 飼に 移る。 ピ ー く アンく ゴ ホンく で 八 釜 

しい こと。 らくより よろしく。 五月 十一 日 

五一 二三 〔六月 二十 七 = 東京 府下： in 白 上リ晨 敷よ リ 東京 市 小石 川 ii; 大嫁坂 下町 井本 健 作へ〕 

御轉 居の 由、 子供た ち は 丈夫 か。 一 W 樂會 のこと で 心神 を勞 し、 ゼ ンソク 再發、 弱った よ。 小 供 は 危險狀 態 

は遁れ たから 安神して くれ。 女房が ゐな いので 浙 しいよ。 音樂 會は大 がで、 損 をし ずに 濟ん だ。 三重 吉氏も 

マウ ン ティン、 ティ チヤ ー だね。 廿 九日に ヤラカす 由。 大に騷 ぐ やうに 祈って ゐる。 いっか 朝日の 倉のと き、 

社の 人た ちが 犬に 君の 論文 を 喜んで ゐた。 ァレ は總論 だ。 もう 一度 朝日 を拜 惜して、 今度^ 具饞； な 各論 を 
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やるべし。 失敬。 

齄作樣  三重 士ロ 

月餘も 〇〇〇〇。 ちくく 催す。 

五三 四 〔七月 九 rw 祌奈 川驟葉 山上 田別莊 より 東京 市 赤 坂 山 南 町 小 営 登 降へ (はがき)〕 

炎暑 中、 築地の 仕事 は 分けてお 辛い こと、 拜察。 詩集 面白し、 印譜 大に難 有い。 當分、 珊吉、 下痢に て、 

先月 中葉 來大學 に 入院 中、 す 子と 下女と 殘 つて 困る ので、 當 地の 知己へ す V 子 を 預け ヮガ ハイ も 附近に 一 

軒 借りて、 靜 養して ゐる。 內憂 外患、 ろくな 事な し。 御 来遊 を 願 ひたいが、 自坎 なので 詮も なし。 七月 九 

曰 

五三 五 〔七月 十五 H  . 神 奈川縣 葉 山上 田 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小宮巡 隆へ (はがき)〕 

おはがき 拜受。 校正の こと 想像しても 氣が 遠くなる。 早く 任務 を 果たし、 江山に 横臥 されん こと を 祈る。 

き 生、 もとより 一人な り。 但し 〇〇〇〇〇〇 の 方 はさまで 動き 出さず。 何分、 タパ コも 酒も飮 めず、 海へ 這 

入って 少しば たく やっても 噴き 込んで 博き 驅け 上る と いった やうな ティ タラタで げす。 また 〇〇〇〇〇〇 

について は、 一方 年齢に も 感謝すべき か。 いろく 昆 藹の感 あり。 アナ ゲン。 六月 十七 日—. 

さかな は、 ピン/ \ してる の は 小魚の み。 大きな 魚 は ィケス で 弱って ゐる 奴で ネッ カラ： P くも ネェ。 靑物 

もない と 來てゐ る。 ト ー キヨ ー の 方が イクラし やれて るか。 但し、 ノン キに 海の 音 を 聞く の は 難 有い。 十 年 

3? 來 なり。 顧れば ァ クセク とのみ 步み 来れる かも。 暑中、 子供に 氣を つけよ。 

五三 六 「八月 十九 H 神 奈川縣 葉 山上 田 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宮登隆 へ (はがき)〕 

子供 十五 日に 退院して、 らくと 一 しょに こちらへ 夾る箬 のと ころ、 らく 腸 カタル いまだに 止まず、 子供 は 
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十三 日に 急に プリ か へ して また 血便が 出 はじめた。 牛乳 一 日 七 合に なって ゐ たのが、 また 一 日 五 勺に 逆 もど 

り、 前の 比例で 恢復す るのに はまた 一月 牛 3? 上 はか X る。 そのうちに 死に やしまい かと 心配。 今日は 上京し 

て 見て 来る。 月末に なったら お 閑の 由。 是非 こちらへ お出でよ。 夏 目 未亡人が 来て ゐられ る さう だが、 まだ 

會 はず、 鐘 子 氏た ちに はこな ひだ 會 つた。 八月 十八 日 

五三 七 〔八月 二十 二  tH 神 奈川縣 葉 山よ リ 在米 小 池,, g へ〕 

小 池樣.  八月 二十 二日 朝 葉 山に て 三 重 吉 

拜啓、 あ なた に は 落ちついて 悠 つくり 手紙 を さし 上げたい と 思 ひました ので、 いつも ツイ 後 週し に なり、 

そのうちに 追 はれく してとう く 長い間 失禮 いたしました、 昨年 十 一 月のお 手紙が とうく 今まで 手 カバ 

ン の 中に 這 入 つ て 居 ま した、 手紙 を 出す の を 忘れな いしる しに 入れて おいて、 毎度 あと 廻し に な つ て殘る の 

です、 お許し 下さい まし、 何から 書いて よい か、 迷 ひます。 

第一、 私 ひから だ. は 一月、 三月、 六月に ヒド ィ發作 (喘息) がお こりました、 いつも 無理に 働いて 居ました 

ので 中々 治りません、 とうとうへ コ タレて 六月から この 海岸に 來て 居ります、 こ X から 社へ さ しづして 罟ま 

す、 社に は 記者 一人、 庶務 二人、 ときん \ 手つ だ ひ 二人、 それ を 昨年 二月 以来 この 三月まで 一人で やって 居 

たのです、 學校も 生活の 安定の ため、 私立 大學 2^ 外に、 中學へ もまた 出て 居ました が、 これ は ゼンソ クで昨 

年末で 錢業、 商況 徐々 によくな ります、 只今 發行部 數ニ萬 二 千、 一年で こんなの は 稀 だと 一 K ひます。 

こないだ は 帝劇 を 借りて 音 樂會を やり、 滿 員で 200 圓 だけの 足しで ス ミ、 大に 世間 をお どかして やり まし 

た、 こ Q 四月 以来 赤い 鳥の マネ をした 雜 誌が 三 册 出ました、 すっかり ティ サイ を マネて 居ます、 まだ アト 二 

册 出る さう で、 15.1 は その 多數の もの 土兀祖 ですから 大威張りです、 みんな 虎 を 描いて 猫に も 似ざる 愚劣な も 

のです。 私 方 は 原稿料 は 中央 公論 3? 上 日本 第 一 でせ う、 そんな こんなで 數はフ H て も 金 はキチ くです、 今 

日まで 一 ヶ月 も 損 を しないと ころ はミ へキチ クン も 中々 商人で せう。 &^金は會費を、 雜誌の 出ない うちから、 
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六 千 名の 會 員から 牛 年、 一年 分 を もら ひそれ が 五千圓 ばかりあった 外 (これ は 一年で 維 誌で かへ したわけ で 

す)、 あと ニ千圓 ばかり ありまし たが、 もう 六百圓 近く (月々！^ 圓づ， -) 拂 ひました、 この 雜 誌の 最初の 計畫 

(それ は 妻 の 死で 一 時 中止し ましたが) の とき にあな た から 廻して いた い た の も その うち に 始末 を つ けます、 

商況 右の 通、 御 安神 下さい まし。 

た 弱った の は 家族の 病氣 です、 昨年 十二月 二人の 子供 同時に 百日咳 を やり、 二月まで 煩った 揚句、 一人 

は 三月に 肺炎、 一人 は 下痢 を 長く やり、 次で 他の 一人 消化不良で 六月 上旬に 入院、 まだ 這 入って 居ります、 

そのため 妻が へト くになり、 不眠症と 腸 カタルで 當 地に 參り寢 て 居ります、 白に は 下女と 祖母と 書生と 

三人 居ります、 社 は 曰 本ば しの 或る シル コャの 二階 一 と 間です、 かう 方々 へ 分れて はやり 切れないので、 近 

く 社と、 住居と 二つに する つもりで、 住居の 方 はこ ちらに 永住す る ことにしようかと 思 ひます、 但し 當分手 

紙 は 社へ 下さい まし、 樊山も 私の 居ます ところ は宮 さま や 富豪の 別莊 ばかりで、 汚ない 家がない のでせ い 

くして 居ます、 人のう ち を 好意で 借りて 居ます、 眞ん 前に 伊豆の 大 島が 見えます、 六 里。 右手 三 里 をへ だ 

て i いっか 二人で サぐ ェを 食べた 江の 島が 見えます。 虚 子のと ころへ は 三 四十 分で 行けます。 俳壇 も 振 ひま 

せんやう です、 虚子 先生 はゥ タヒ ばかり やつ てる やうです。 

話が ァ ト になり ましたが、 いっかいた いた 澤 山な 本 は 大いに 役に立ちます、 本営に 難 有う ございました、 

私の 社が 盛に な. りましたら、 あ \ いふ もの を こしら へます。 

赤い 鳥の 童 諮 は 人が 一寸い くうた ひます 今度 蓄 へ 吹き込ませて 流布させる 考 へです、 七月から (休 

み 中 も) 赤 坂 ひ 小 學校を 手 はじめに、 ぼつ く 方 々の學 校へ 音 樂屋を 派遣 して 生徒た ちに 赤い 鳥の 謠を敎 へ 

て 居ります、 廣吿 手段です が、 大いに 子供の 利 一 で、 學校も 父兄 も 大喜びです。 私はヒ ドク 瘦せ まし^」、 今 

度は悠 つくり 窭 生して 活躍し ます、 少年 雜誌は 定憒が 安く、 卸し値が 安いので、 四 萬 以上 出ない と 商 杯に は 

なりません、 H 下 一番 多く H る 少年 雑誌 は 6 萬 ：5、 上： ^萬 はたし かに 出て 居ります。 赤い 鳥 も 第二 囘のァ ニバ 

1 サリ ー に は 三 萬に、 第三；^ に は 四 萬に して 見せます、 そのうちに 指揮 だけして 飯が 食 へれば マタ 下手な 小 
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說を かくつ もりで 樂 しんで 居ります、 もう ゲン コ ー 料 生活 はコリ くです、 お金 を 持って 遊んで 居て カキた 

いです、 頓首 

五三 八 〔八月 成 S 爲 三へ〕 

〇 整頓した 原稿 御 ー覽の 上、 ョケ レバ 三 協 社へ ぉ廼し 下さい。 〇 活版屋へ は 貴君 は 社員 だと 仰って 下さい。 

それでな いと、 今後 アナ タの 指圖を 聞きません から 〇 カット 不用 (カット を 入れる ときには、 作って から 

原稿 を 廻 サン ト組 ンデ クレマ セン) 〇〇〇 君 ヲ叱ッ テオ キ マ スガ、 アンナ 原稿 ヲ (ティ サイ 任意 ナン テ) 廻 

シ テ ハ 大變。 アト カラ 直 セル ト思 フハ 大間チ ガヒ。 直 スト キラ ッテ、 ォク レマス。 寸法 ヲ 指定 シ ナイト ダメ。 

0〇 案ハ 歌詞の 組方モ 活字 ノ 大小 ソロ ハズ 

赤い 鳥 曲譜 デ ハタぐ ノ 本屋 デ賣レ マ セン。 從ッテ 「成 田 氏 作曲 集」 ラシ ク ナイ ケ レド、 ガマ ンシテ 下 サイ。 

〇〇〇〇〇 - ー對シ テハ、 作曲 集ト シ テ 威張 レマス。 ダレ ガ見テ モ 實質 ハ 作曲 集デ ス 力 ラ實 質的 二 ハ アナ タノ 

本デ ス。 併 シ.、 作歌 者ノ 名前 モナ ラベ テ、 歌集 ラシ クスル コト ハ賣ル 二 便利 デ ス。 三重 吉編 トシ タノ モ、 歌 

詞 へ 大キ ク 作歌 者 ノ 名前 ヲ入レ タノ モミ ナコ ノ 方寸 デス。 

オイ ャナラ アナ タノ 意見 通 リニ シ マス。 御 遠慮 ナク 反抗 シテ下 サイ。 但シ、 勢力 ヲ作ル 二 ハ賣 ルノガ 一等 

デス。 ァ、 シ テオ ゲバ、 作曲 ノ ワカ ラン 奴デ モ 、 私の 讀者、 北原ノ 讀者デ モ買ヒ マス。 お 上 ノヤ ゥ 一一 シ テ モ 

アナ I めノ 肩身 ガセ マクハ ナイト 思 フガド I デシ ョ ー。 「赤 ィ トリ」 の 歌 ダケ ノ本 は、 「かなり や. 一 とか 「とん 

ぼの 眼 玉」 と い ふやうな 名前 ヲ ッケ ルカ ラ 大丈夫 デ ス。 ァノ 原稿 朝 力 ラ晚 マ デ晚 カラ 夜ノ 三時 マ デ ッ く ケ サ 

マ 二 力、 ッテ作 リマ シタ。 一寸 ゥマ イトコ ロモ アル デシ ョ. IO.  . 

1 々、 贵名 ヲ入レ タノ ハ、 譜面 ノ 比例 ヲ トル タメ 

五三九 r 九月 十三 H  ； W 奈川縣 葉 山上 3 別莊 より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小お IK 隆へ〕 
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閣下、 まだ 校了に ならん か。 葉 山 も 秋 „1 冷 かに フ トコ 口 を脊 かすよ。 子供 はま だ 入院。 らく は 目白で フラ 

くして ゐる。 ォレ は、 このさい 中央 を 4 時 問まして 8 時間に して くれた。 金 土に つ V めて もら ひ、 來週か 

ら 木に 上京して 土に かへ る。 侮 岸 はノド によく、 す 上ナも 非常に 丈夫に なった から、 萬 難 を 犯し、 来年まで 

ゐる。 學校 はいつ になったら ヤメ 得る やら。 ピ 1* くで へ コ タレる よ。 右、. 御 通知 迄 

豐隆樣 九月 十二 日  三 重 士ロ 

五 四 0  〔九月 三十 n 祌奈川 驟葉山 益 S 別莊 より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

小さな 家へ 移りたり。 また 發作 起り W 却 中。 一方、 金で も 出来ん と、 なかく ゼン ソクも 治るまい。 つと 

めて、 ノン キに暮 す ことにする。 子供 は來月 中^に は返院 する なるべし。」 第二 囘豫約 出で たり。 (ドノ 位 

應ジ ルダ。 I 力 ご 別册 は、 校正、 照合、 特に 御 厄介と 拜 察す。 祈 健康。 九月 二十 九日 

五 四 一 〔十月 六： M 神 奈川縣 葉 山 益 £ 別 莊ょリ 來京市 赤 坂 tel 靑山南 町 小お 璺隆へ (はがき)〕 

おはがき 難 有う。 先生の 書翰 十八 本 は 拾 ひものな り。 おれ も、 お 伽 式に マネ をして 掃除 をしょう か。 どう 

しても 亡くした とお ぼしき 手紙 一本 はがき 一本 あり。 ゼィ. /\、 ひどい 時 は、 目白のと きの 如し。 目下 暴風 

一過、 チヨ ィく 咳き なれ ど、 中々 苦し。 い 、ときに お知らせす るから ゼィ御 来駕 あれ。 金 を こしら へと い 

てォゴ ルょ。 十月 六日 

五 四 二  〔十月 十二  ni 葉 山 益 W 別 莊ょリ 仙 臺市看 町 松 村 旅 節 古 狨春彥 (藤 井 勇) へ (はがき)〕 

縛 はがき 二葉 拜受。 大受 連日 滿負 ださう で 御 結構。 葉 山 は 珊吉、 すや子、 看護 鉄、 下女 二、 ミ ダイ ドコ 口、 

0〇〇、 泥棒 猫 一、 蠅多 數の雜 居な り、 御歸 京の 上、 ー晚 泊り に 来らるべし。 〇〇〇 ぜぃく 最中、 ォ ミキ 

は 一 ヶ月 半、 たばこ は 牛 ヶ月お 上の まない のに、 今度の 發作屮 々頑強。 時々 ィャ になる。 もう 今度 は 根本に 
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養生す るつ もり。 大鼻 宗匠、 文壇へ 打って出 ると 稱 しながら、 下らない 「森の 石 松」 で 鼻を折り 屛息 は意氣 

地な し。 十月 十二 日 

五 四 三 〔十月 二十 六 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 廣島 驟雙三 郡吉舍 町：！： 彰 館中學 校木內 高音へ〕 

,沒 書の 裏なん かへ 書きつ けて 失敬。 御 出立 前の 貴翰、 七條 からの 德 はがき 難 有く 拜見。 最早 御 安着 御 取 込 

みのこと X 拜察。 要するに、 ところの よしあし は 別と して、 さう いふ 生活 を 選ばれた こと は大贊 成です。 第 

一環 境を變 へたの が 何より 結構です。 第二、 ともかく 獨 立して 食 ふの は大に 生活 意識 を 明るく します。 た i -、 

世間と いふ もの は 決して romantic や poetical に は 出来 上って ゐな いもので、 いくら 千鳥 や 小鳥の 巢の作 

者の 故鄕に 近いから と 言っても、 現實 はや はり 下等な もの。 賴 山陽が たしか、 子供のと きに、 御 地の 近くの 

菅茶 山の 塾に ゐて、 つまらな いので 遁げ出す 時、 「山 凡 水 俗、 先生 頑、 弟子 愚」 とラ クガキ して 行った 箬 です 

が、 先生 は 君 だから 頑で もない が、 生徒 ども は 田舍っ ペイの くせに ひねつ こびて クソ生 意氣な こと 受合。 廣 

島 もィャ なと ころ なれ ど縣下 の 田舍っ ペイ は 更に 話に ならず。 必ず 五六 日で ィャ になる こ と受合 ひなり。 第 

1 それ をガ マンす る こと を 要す。 第二に、 生徒 も 生徒 だが、 中學 校の 教員と 来たら、 こいつ は 又 人間の カス 

で、 ケッの 穴の 小さな、 イン ゲンな 小人 物ば かり。 見て ゐて 御覽、 彼等 は 俗世間 的に 甲羅 を經 てるば かりで、 

思想 も 定見 も 向上心 も濶 達な 氣分も 微塵 もな く、 た 月給 を 論じ 校長の 蔭口 I き、 へ ボ碁を 打って、 大根 

を 食って、 腐った やうな 力、 ァを 抱いて 貧乏に 浮きつ 沈みつ 募す、 ホン トー 一 哀れな 鈍物 どもの み。 彼等と 交 

際する 上に、 決して、 本氣 で、 信用したり なんかす ると H ライ 目に 合 ふ。 嘗て 中學 校の 先生に 漱石翁 や 三重 

吉君ゃ 靑木健 作が ゐ たの は 天下の 奇蹟の み。 ともかく、 彼等に 對 していろ くの 不愉快 を 忍ぶ 必要 あり。 

教科書 は ドンナ ものに や。 敎科 書に よって、 教師 用と いふ 參考書 ありて、 ABC さへ 知つ てれば 敎 へられ 

る やうに 講義 をした 附 きもの，^ 備 はった のがあります。 場合によって は、 發行 元へ 手紙 を 出して、 敎師用 を 

S つてお 貰 ひなさい。 齋 藤の レッスン なぞ 貰 ふと 便利な り。 分らなくて 困る こと あらば 相談なさい。 とい ふ 
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とェ ラさ うなれ ど、 僕に は 西洋人の 友達 もゐ るから 聞いて 上げます。 

次に、 これ は、 僕が、 人をバ 力に しすぎて 失敗した ゲイ ケン あれ ど、 町の 奴等と はナル べク沒 交渉に くら 

す こと。 町で 女の ケッを 追ったり すべから ず。 僕なん か は、 生徒 を つれて 歩いて ゐて、 ゲ ー シャ にお 辭儀を 

されても、 平氣 で答禮 して 平 氣でゐ たれ ど、 ィケ ナイね 考へ ると。 女の 顔が 見た くな つたら、 汽車に 乘 つて 

ョソの 土地へ 行くべし。 次に、 天下の 賣女は ミンナ、 バイ ドクと リン ビョ ー を 持って ゐ ると 覺 悟して 必ず 〇 

〇〇0、 〇〇〇 を 使 ふべ し。 

上 殺風景な 話 なれ ど、 或は 聞いて おいてよ い 場合 も あるべく、 老婆心な り，。 

今、 ゼィく 未だす つかり 止まず。 すでに 半月な り。 併し、 葉 山 だけあって、 早く 治り か 1 り大に ラタで 

す。 

時に、 貴 校の 校長 か 校主 かに 大戶 とい ふ 人が ゐま すか。 この 人 は、 向う では 知らない でせ うが 僕 は 子供の 

ときに 大戶の 叔父さん として 知って ゐ ます。 オヤ ヂの 知人であった から。 どんな 叔父さん やら。 

マァ 厭になる まで 居り 給へ。 ィャ になったら ケッに 帆を卷 いて アバ ョを きめ 込み 給へ。 珊吉 ずん くよ く 

なります。 さ ife も元氣 になり ました。 御 安神 下さい。 

木內 先生 十月 二十 五日 夜  三 重 士  口 

そのうち、 また 問々 に 手紙 を 上げ ませう。 

五 四 四 〔十一月 五 K 神 奈川縣 葉 山 益 3 別 一 散よ リ 東京 市 小石 川 te: 高 S 老松 町 本 1^ 久 雄へ〕 

,拜 啓 今日は、 御 多忙 中飛んだ 御 無理 を 申 上げまして 恐縮に 存じます。 十二月 號 見本 刷、 本日 到着、 早速 

「星の 子」 を拜 見いた しました。 ブ シッケ ながら、 あの 銀 光 的な 氣 分に 纏った、 純 淨な御 表現 を 難 有い ものに 

存じました。 御 厄介で も ございませ うが、 何卒 これから も 時々 御 創作 又は 御 再 話 を 御 寄稿お 願 ひ 申 上げます。 

社で、 赤い 鳥の 主な 人々 の作篇 を、 箇々に^^ボめて出したぃと思ってをりますから、 あなた も、 どうぞ ー册の 
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木に お纏め 下さる おつもりで、 ぉ氣に 向いた ときに、 隨時何 かお 寄せ 下さい ませば 幸甚に 存じます。 罷出、 

お 願 ひやら ぉ禮 やら 申 上げる 箬 でございますが、 六月 2? 來、 喘息 (昨年 八月 突發) の療蹇 に當 地に 假 住して ゐ 

まして、 まだ はっきり しません ので、 手紙で 失禮 いたします。 小 野 君が 伺 ひました 節 は、 「赤い 鳥」 について 

改良す ベ き 點を御 指摘 下さ い ませば 難 有く 存じます。 錄手 のみ 申し あげ 失禮で ござ い ます。 敬具 

本間樣 侍史 十一月 四日 夜  三 重 吉 

キタ ナイ 手紙で お許し 下さい まし。 

乍 失罎、 十二月 號分八 枚に 對し、 ホンのお 禮 のお 印までに、 本日 フ リカへ を 組んで おきました。 御 笑納 下 

さ；， まし 0 

五 四 五 〔十一月 十： H 祌奈川 縣葉山 益 田別莊 より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ〕 

拜復、 僕 は、 學校を 金 土に 集めて もら ひ、 (併も 學期 開始 後で、 多くの 人に メイ ワク を かけた であらう に) 

こちらから 通 ふつ もりで、 九月 中旬、 ー囘 出講、 兩日 4 時間 づ.^ 大聲を 出したら、 歸 村のと き ゼィく 来て 

大に面 食 ひ、 いよく 斷 念して、 来年 三月 迄、 ともかく 休講に して 賀 ひたり。 

その後、 時候の か はり 目に て、 十月 半まで、 二十 曰ば かり 苦しみ、 スヰ ミン 不足で、 神經 衰弱 を 起し、 目 

下も大 閉口。 赤い 鳥の 頁 を 埋める のに、 苦しくて 泣く やうな. り。 執筆した 日に は暖 出す。 

そんな ことで ともかく 半病人：^ 上な り。 岩波の 招待 狀、 廻 经し來 りたれ ど、 囘 答した つて 間に合 はんので、 

それなり にして おいた。 どっちみ ち、 動く こと 出来 ざり しなり。 

全集 校正の 件、 お 手紙 拜見。 丁度、 珊吉 が、 弱って ると ころへ 風 を 引き 發熱、 す も 下痢で、 混 維の ため、 

(珊 公、 食 を 減ぜられ たので、 終日 終夜 クレ 口く と 泣 きづめな り。 夜中 なぞ、 代る く 抱いて 廊下 を步 

きな どす) 返事お くれ 失敬。 

正誤表 をつ ける こと、 結構 なれ ど、 貴 案の 如くで は、 (根據 の 正本が 與 へられない 限り) た i -、 普通 だれが 
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ん 分る 程度の 誤植 を 拾 ふの みに て (ー槪 していへば)、 僕なら 僕が 平 氣で讀 んでゐ ると ころに、 實は、 正 

：; ノに與 した ものが 見る と、 犬なる 誤り ある なぞの 場合 を 訂正す る こと 能 はず。 それで は、 眞の 意味の 正誤 

の實 をつ くさず。 

故に、 さう 急がないで、 改めて、 校正 委員 を 組織し、 すべて 正本に 關與 したる 人 を 中心とし、 其 他 校正の 

專 問屋 (三 苫の ごとき) などで、 各 目を通し、 それに、 諸方の 報告 等を參 酌して、 數 年が V りで も かま はんか 

ら、 根本的の 正誤表 を 出す こと 如何。 

岩波 に その 費用 を 負 はすの はカヮ イソ ー なるべき 故、 立派に 夏 目 家から 出さして、 堂々 とやり たし。 

この 際 末端の 訂正 は予の 取らざる 所な り。 無論 閣下 も 同意見な らん か。 /右 改めて、 諸君 子に 相談され た 

し。 / 假 りに 貴 案の 校正 を するとな らば、 無論 奉公の 一端と して 喜んで 引き 受 くべき も、 多くの 人を勞 する 

のみに て、 上記 私案に 比し、 比較的 無意味 ならず や。 

目下の 僕、 神經 衰弱に て、 こんな 責任 ある 校正 は 苦しい。 赤い 鳥の 執筆に も、 日に  一 二 時間 を 限り、 泣き 

やる。 

神經 衰弱に なると、 不德の 致す 例の 目が、 びりく 動き、 明るみに 堪えない ので、 大抵い つも 片 目をつぶ 

つ てゐ る。 

それで、 願 はく は、 予 1^ 救 ふ 上に も、 又、 予の 分擔の 仕事 をより 完全に さすた めに も、 予の受 持 は、 少し 

延期して 下さらず や。 (それお-外、 ィャ だと か、 少々 急がし いと かで 辭 退すべき 箬の ものに あらず。) 

それで、 第二 囘の 配本に その 一 卷分づ i の 正誤 を附 する 計 畫と思 ふ 故、 私の 受持 つの は、 遠い ー卷 にして 

下さらず や。 

右、 提議 は 提議と して、 受 持の 方 は、 別に 御 取 計ら ひ をお 願 ひ 申 上ぐ る 次第です。 

これ はお 前さん にの み內證 でい ふこと なれ ど、 正誤 を附 するとい ふ は、 一 つ は、 岩波が 第二 囘本 を賣 る、 

又は 寶 るのに 意味 づける 策なら ず や。 森 田 說に從 つて 金 を 出す なぞ も、 その 策の あると ころ を立證 する にあ 
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ら ざるべき か。 (曲って 考へ すぎる かナ) それならば、 ます/ て、 この 際の 正誤 は ヤメて、 堂々 說の方 を 

主張した し。 お 上、 勝手に、 思 ふま. -を 述べたり。 

受 持つなら、 御 提示の 內、 「三 四郎、 それから、 門」 なぞ 難 有しと 思へ ど、 急ぐ ダ&. 'ナ。 

最後に、 乍 別事、 童謠 第一集に 對 する 御 批評 を拜 謝す。 清水の あの H なん ぞ、 貴說の ごとし。 その 比較的 

ものに なって る 「雨」 の 方 すら 一 面ィサ 、 力、 ジ ュ ク くで ィャ なり。 困った もの。 

白 秋、 西條 の謠、 あれのみ を 絕對に 見れば、 頭 を 下げる ヮケ にも 行か ざれ ど、 マ ァく難 有い ものと すべ 

し。 當今 月刊の 一昔 樂雜 誌に 載つ てゐる 作歌 を 御 笑 草 ま でに 御覽に 入れる。 天下 太平と 笑つ ち や ァ ゐられ ない。 

ムネク ソが惡 くなる。 

本 も、 僕の 仕事 だけに、 比較的 感じの よい もの を 作り たれ ど、 賣れ まいと 思 ふ。 廣吿 をして は 割に 合 はん 

し、 まァく 苦しい 中の 主張の ための 主張の み。 呵々 

〔同封 の 雑誌 切 拔 5 今月 の 「月刊 樂譜」 と い ふ雜 誌な り。 / ド ー ダイ コレ ナ ゾ は 

五 四 六 〔十一月 十五 H 神 奈川縣 葉 山 益 田別莊 より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

恒 子さん の 御婚禮 へ 招待され たが とても 行けない らしい から 、奥さんに ヮ ビ て お い た 。十 數日來 雨 と 寒 さ 

で、 弱って をる。 もし、 連 仲で お 祝 ひする やうならば、 僕の も 一 しょに 取 計らって おいて くれない か。 お金 

は 御 通知 次第 達る。 何卒よ ろしく。 十一月 十五 日  . 

職工 問題で、 全集う まく 行く か。 

五 四 七 〔十一月 十七 H 祌奈川 縣葉山 益 田別莊 より 東京 市 赤 坂區靑 山 南 町小宫 隆へ (はがき)〕 

御風 氣に ヮタ ラセら れた 由。 床上げで 結構。 蓋し 疲勞 のた めなる べし。 當分御 休養 を 祈る。 予は神 經の疲 

勞で風 を 引く こと 例 也。 貴兄 永々 氣の 毒な りき。 その 疲れ、 豈錦水 一 夕の ゴチソ ，で 癒 ゆべ けんや。 全集、 3 


予の 提議に 從て 堂々 の 正誤 を 出し、 序でに 書畫も 公刊して、 全部 欄った とき はじめて ホットす るなる べし  Si 

祝 ひものに つき 能 成へ 傳達拜 謝。 次郎の 長男 死去 氣の 毒な り。 早速 弔電 弔 書 を 達れ る も、 何の 病で、 いかに 3 一 

死せ るか を 知らず。 御 序のと き、 それに 關し數 行 報 吿を乞 ふ。 珊吉 死に顔す る こと 數少 八、 人が 子供 を 失った . 

ときの 心情 略 察する を 得。 氣の 毒と いふべ し。 

五 四  <  〔十二月 四 H: 祌奈川 縣葉山 益 E 別莊 より 東京 市本鄉 ill 西 片町倚 水 良 雄へ〕 

拜啓 本日 フ リカへ で 童謠第 一 集の さし ゑ 一 一枚 分お 禮 の 印 二 十圓發 途。 一 J れ から 先 も あ る こと です か ら 少な 

けれ. H、 ゼヒ 抗議 を 御 申込み 下さい まし。  . 

赤い 鳥から も、 今年 は 年末に 奉 IS する つもりで 樂 しんで ゐ ましたが、 病院 その他で 借金 だらけに つき、 何 

も 奉りません。 そのうち、 近々 考 へます。  マ 

社に 一文な しで、 商ば いに W ります。 まづ千 五百圆 位た めて、 紙の 賣 入れ を、 春陽 堂から 攝 立 しないと キ 

ノ ドク。 次に は、 用意 金千圓 もない と、 氣が氣 でありません。 その 次に ニ千圆 たまったら 出版。 その 頃に は、 _ 

社ら しくな り ませう。 

でも ゼン ソク 社長が、 よくこ.' まで 糟ぎ つけました。 あなたに もク 口 ー ばかり かけて、 相す みません。 ど 

うか 先を樂 しみに、 なほ 御 努力 を 願 ひます。 金が 出来たら 犬に 山師 を やり 擴張 します。 . 

葉 山は溫 かいのと、 ォ ミキの 嚴禁 とで、 ゼィく 起らず、 仕 合せに 思って をり ます。 子供 等 健全、 御 安神  一 

下さい。 刑 公 は、 發育 おくれ、 よく シャ べつて ゐ たのが、 すっかり ゼロに なり、 やうく ト ー チヤ、 - マ： ； 

マ 位のと ころ。 やう やく ョチ. /\步 きます。  ： 

淸水 良雄樣 十二月 四日  三 重 吉  一 

五 四 九 〔十二月 五 H 祌奈川 縣葉山 益 田別莊 より 廣島縣 山 縣都加 計 町 加 計 正文へ〕  " 
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拜啓 どうして お出で か。 加 計 は 寒いだら うな ァ。 僕 は 去年の 八月から ゼン ソクが 出て、 ゴ ン くやり なが 

ら、 雜誌を やって ゐ たが、 たまらな いので 今年の 六月から 営 地へ 隱居。 フラウと、 ニ兒 (上 はす V まる 三つ 

半、 下、 珊吉 まる 二 年) と 下女と で ノラく くらして ゐ るよ。 「赤い 鳥」 は每月 行つ とる だら ぅナ。 その 方 は 

使用人に 任して ある。 ォカゲ で 三 萬 部 2? 上に 達し、 マ ァくー  と 息つ いて ゐる。 来年 度から、 每月少 しづ.^ 

借金 を か へす。 貴兄に も 御 厄介 を かけ、 いろく 相す まない。 健康に なったら 一 度廣 島へ かへ りたい。 加 計 

へ も 一 晚 泊り ぐら ゐで 行って 見たい。 自働 車が 通る だら うな。 三重 吉氏も 年を取った。 病氣で 〇〇〇〇 もゴ 

ブサタ だ。 貴兄 この 方面 如何。 去年だった か 吉田貞 一 君に 會 つた。 ムカシ の 通り だ。 天 宅 氏 は 何とか 課長で 

東京に ゐる さう だが マダ會 はん。 ときぐ、 彌生 町の 何とか 館 時代 • の 赤鬼靑 鬼なん ぞを思 ひ 出す。 お 醫者さ 

んの 八さん は 御 健在 か。 あの 栗の 木 を 思 ひ 出す。 一度 東京へ 遊びに 來 ないか。 小 池 氏から は每 週、 子供の 新 

聞 を わざく 達って 貰 ふ。 こな ひだ は 本 を 十册も 寄贈され た。 お 序でのと き、 貴兄から も 感謝の 意を傳 へて 

ッカ ー サレ 。〔中略 1 東京で は 時々 中學 時代の 友人が 集まる。 いっか ォレが 馬に 乘り 廻って ゐる ところ を 丙 村 

の辨に 見つかり、 辨が 心配して アブ ナイく と 止めた。 辨は 馬の 名人 だから、 ォ レが乘 つてる の を 見て ヒャ 

くした もので あらう。 田 中の ト ー ルは 死んだ 由。 いっか 電車で 赤阪 見附 を 通ったら、 側 をキへ ー がタ クサ 

ン 通った。 先頭に ゐた 奴が、 ォレの 方へ 劍を つき出し ゃァ がった から、 何 を フザケ ると おどろいて 見たら ト 

T ル だ。 後ろに 中シ マの ゲン シュ ー もゐ た。 

ゼ ンソ クでォ ミキ も 中止 だ P タバ コ はャリ 切れん とチ ョィ/ \飮 む。 

今、 ヒナ タで 火鉢の 中へ ホクの 鬼の クソを こしら へて ゐ たら、 フィ と、 ナント 力 言った ナァ、 河 上と 言つ 

たか ナァ、 侮 女の 畫の カケ モノ を かけた、 * チ *、 ィ のゥチ のこと を 思 ひ 出した。 今でも、 ゴムの 筒で 鼻の 穴 を 

クシ ュ ン くやつ とる のか。 

こんな 手紙 を 書く の も 久しぶりで 貧 中 閑のお 蔭 だ。 アナ カシコ 

正文 樣 十二月 五日  三 重 吉 
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五 五 o  〔十二月 五 H 神 奈川縣 葉 山 益 田 別 莊ょリ 東京 巿赤坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

は數日 前、 留守宅からの 使の もの 全集 別册 を 持參。 取 急ぎ ざっと 一 と HT 通す。 材料の 整理から はじめて、 

二 るまで、 この ー册は 特に 人知れぬ 苦痛 を 嘗められ たこと、 存じ、 謹で 感謝の 意 を 致す 次第な り。 同 

時に 御喜 悅御 滿足拜 察。 これで、 まづ く、 先生 死後の 面目 を完 うしたり。 それにつ けても お 墓の こと 殘念 

に 堪えず。」 お 禮旁右 迄。 

. 又 暖かくな つたので、 ノドの 方 御 安神 被 下 度し。 そのうち 吉日 を 卜し サ カナ を 食 ひに 來られ ないか。 尤、 

プ トンがない が、 春 迄に は、 新調しても 可な り。 クレを 越せば、 フ トン を 作り 迎ふ べし。 穴 賢 

(私案の 根本的 正誤の 件、 折 を 見て、 諸賢に 御 相談 を 乞 ふ。)， 

五 五一 〔十二月 七 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 東京 市 小石 川 區大凝 坂 下町 井本 健 作へ (はがき)〕 

本 を 難 有う。 早速 拜 見す るよ。 ハガキ も 着。 お 互に、 物が タ カイので ャリ キレンのう。 子供た ち は 丈夫 か。 

マ は 盛 か。 夫人に よろしく。 夫人に も 久しく 會 はんのう。 らくが ド ー 力した 拍子に、 横顔が 一寸 夫人に 似と 

る トキが ある ぞ。 葉 山 は 暖か だ。 特に 僕の ゐる ところ は 風が 一 寸も當 らん。 日中 は 勿論、 夜 も、 お 天 氣の日 

に は 火鉢な しです む。 マ ー グド 二人 ゐ たが、 子供の 手が 入ら なくなつ たので 一人に した。 カンゴ フは 十月 一 

ばいで 歸 した。 刑べ-や うやく 步く やうになる。 殆 まる 二 年の 子 だが、 病氣 のた め、 八 ヶ月 位のと ころに 逆 

もどり。 す は 「マ ァ 何てい X 柄で せう。」 など，^ いふ。 女の子 は 早い ね。 九月 以来 一 度 も 上京せ ず。 来年 

一ば ぃ隱居 だ。 〇 もやる。 ォ ミキ は 全療。 子供 同樣 菓子 を 食 ふよ。 サョ ー ナラ 十二月 七日 

五 五 二  〔十二月 七 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 廣島縣 雙三郡 吉舍町 H 彰館 中學校 木內高 昔へ〕 

御 退院、 先づ めでたしく。 井東 ゃ吉 元は、 見 まひに 来ました か、 少く とも 何 か 言って 来ました か。 參考 
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のた め 御 返事 下さい。 

君の 立 たれた アトへ 私の 手紙と、 それから 廣島 局から お見舞の 印のお 金が 行く はず。 フ リカへ なれば、 受 

信 入移轉 せば、 イカぐ になる ものに や。 

仕事 を させられ、 また 不眠症で 例の ガヂ くです。 病院 は 中島 本 町と い へ ば廣 いの でド コ か 知ら ざれ ど、 

マチ子の ゐる ところ は、 元 安橋の 上流、 相 生ば しに 近き 川岸の 家に て、 お 茶屋と お 茶屋の 間に あり。 彼女の 

窓の 灯 はいつ も 川に 映れり。 

もう 婆 ざん になって ゐる ならん。 / 豫後 御大 切に なされた し。 

木內樣  三 重 吉 

五 五三 〔十二月 十 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宫登隆 へ (はがき)〕 

〇〇〇〇〇 のこと、 こちらから 怖れ 多し。 但し 犬に 歡迎 す。 宿屋 も ある。 食 ひものが へ タでト テモ食 へん 

が、 ゥチで 主な 食事 はする として 場合により 泊り 得る やうに して 来られた し。 宿屋 等ム ロンの コ ト 官費な り。 

汽車賃 だけで よし。 二等 一圓 十七 錢 (？) 位な り。 ナ ルべク 前日-一 打電 ァレ。 夜 漁師 ニサ カナ を 註文した けれ 

ば。 料理 ラシィ もの は 出来ん が、 只 新ら しい もの を ザクく 切って 食 ふなり。 豐隆 晴れの 好天 氣を 選べよ。 

時間が ワカ レバ ナル べク知 ラセ。 ジド ー シ ャで迎 へに £る から。 アナ ケン。 十二月 十日 

五 五 四 〔十二月 十八 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町小宫 璺隆へ (はがき)〕 

御光來 を、 ド ダイ 正月が 來る やうに 待って ゐる。 た し 年を取つ たので、 落ちついて 待って ゐる。 亦ィ ー 

氣持 なり。 君 も 日限に 拘泥な く瓢々 乎と して 降臨 あるべし。 勝手 をい ふなら、 一泊 を 要望す。 コ タツで あか 

るい 灯 をと もして 浪の 音の 高な りもィ ー ゼ。 泊 否 自由になる やうに してお 出で ありた し。 た V 魚の こと だけ  7 

ャキ モキして、 夜 タイ マツ (實ハ ァセチ リンの 由) のァ カリが 浪 間にない と、 ァ ー ァと思 ひ 来りし も、 これ も 3 


行き アタリ バッ タリと 諦めて 日夜 平安と なる。 アナ 力 シコ。 

鼻政大 よろこび なるべし。 十 〔二〕 月 十六 日夜 

五 五 五 〔十二月 十八：：： 神 奈川縣 葉 山 益 3 別 莊ょリ 東京 市本鄕 K 西 片町淸 水 良 雄へ (はがき)〕 

二月 號疾 くに 難 有う。 御 骨折の 段、 色々 小 野 先生から 上申 来る。 ァ ヒス ミマ せん。 社長の 童話、 ド -モ、 

チ トス レ カラして 来たと て 鼻 政が シキ リニ 惡ロ をい ふ。 政の いふ こと もィ ー 力 ゲン ナ もの なれ ど、 私に つ い 

て 言 よれた こと は ピリ、 と 来る。 ハン モン 中です。 馴れられ たこと はタシ 力なれ ど、 スレカ ラシの 氣味 ある 

べき か。 御高 見參考 にした し。」 童謠 第一集 ォカゲ で ともかく 八 百 部 動きたり。 二割の 返品 は カク ゴ なれ ど- 

サイ サキ よろし。 六十 錢 では ー册 にっき 一度 廣吿 をす ると リエ キが 飛びます。 S 錢に 値上げ をシべ ー と 思へ 

ど、 タ カイで せう か。」 三月に は 第二 集 を 出した し。 表紙の 色を變 化させた し。 朱 (表) と黃 (見 かへ し) と は 

如何で せうな。 いっかの モ、 イロ はもつ と 先の 變 化に したし。 モ、 イロ だと 第一集の ムラ サキの アト オシ 力 

弱ィャ ゥの感 ァリ。 お 指 圖を乞 ふ。 三色版 また 二 枚ォネ ダリした し。 一月 中二 オネガ ヒ シタシ 

御 都合に より 一月 中には ム ヅカシ ければ、. 出版 を 四月に したし。 五月 ハダ メ。 三月 ハ 一等 ョケ レド 

丸 尾 先生 御 健在な り や。 閣下 ドノ 方面へ 御旅 行 ナリヤ。 葉 山 一日 泊リデ 天降 ラレ マジ クャ。 

洋服屋へ は責 宅へ 伺 ふやう 申つ け オタ 

五 五六 〔十二月 二十 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小官 隆へ (はがき)〕 

鼻の 侍從差 支へ、 〇〇 遷延、 オヤく がっかり なり。 陽春の 候を樂 しみに 待た うよ。 九州へ は、 子供 はつ 

れ ないで 行かれて は 如何。 關西 流行 性 寒冒猎 厥と 傳ふ。 汽車 宿屋、 子供の ために 危險 ならん。」 左樣 なら。. 

無事 御 越年 を 祈る。 十二月 二十日 
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五 五 七 一； 十二月 二十 七 H 祌奈川 縣葉山 益 田 別 莊ょリ 東京 府 東大 久保觀 昔 庵 藤本 勇へ (はがき)〕 

三十日 御 光来 を 待つ。 鼻 政 昨日 来訪、 二十 七日まで 逗子 にあり。 ォ テツべ ー 今日 来る。 ニー 泊す るら し。 

貴兄の 寫眞、 どうも 見た やう だと 思ったら、 洋服の 具合が r オイ チニ」 と 言って 来る 盛生藥 館の 賣子 である。 

前列の べッ ピンさん の 中に は 乍 失罎、 工場の 方へ 行かれた 方が 天分 を發 揮され る やうな ゴ メンソ ー の お 方が 

をら れ るの ゥ。 十二月 二十 五日 夜 

五 五八 〔十二月 三十  一 H 祌奈川 縣葉山 益 田別莊 より 東京 市 赤 坂 一 R 靑山南 町 小 宫登隆 へ (はがき)〕 

九州 行はド ー した か。 白 河さん が 亡くなられ てお 氣の毒 だ。 お 悔み を 申しの ベる。 天 野彥べ ー のァ ニキが 

死んだ。 成 田の 次の 和尙 になる はずの 池 田さん とい ふ 人 も 他界す。 ォレ のために は、 いづれ も 一種の 恩人な 

り。 白 河さん はォ ミキの タ、 リ ならず や。 今年より メンド ー だから 近し い 人へ は 年賀 狀を 奉呈せ ず。 夫人、 

〇〇〇 と共に 閣下の 御 清福 を 祈る。 當方 無事、 赤い 鳥 社 曲 リナ リ 一一 年を越す。 又 一 奇 とすべ し。 十二月 111 


大正 九 年 


五 五 九 〔一月 九 H 祌奈川 縣葉山 益 W 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

その後 消息がない から、 風で も 引いた んぢ やない かと 心配し、 今 丁度 ハ ガキを 書いて ると ころ へ 尊； 英 到来。 

夫人 發熱 御注意 を 乞 ふ。 萁山 にも 流行 性 寒 冒 押しよ せ來 る。 貴兄の 西 下 も、 汽車 等ケン ノンに つき、 ティ サ 

ィは惡 くと も 必ず マスク を 用ゐ、 s,^ 水 等で 含嗽 を やらる. と を 切望す。 三月 以降、 溫暖の 季節に 讓らる X 

を 可とせず や。 葉 山は暖 く、 夜 も 火鉢なくて 平氣 なり。 一 月 九 RI 

五六 0  〔一月 二十 一 m 葉 山 益 S 別^よ リ 赤 坂 K 青山 南 町 小宫璺 陸へ (印刷せ る はがきに 添へ fp)〕 

〔別に 玉 驟白千 村 柳 下道 政へ (一月 二十 五 = 添へ 書な し)〕 

〔印刷〕 早々 賀狀 をいた きまして 恐縮に 存じます。 延引ながら、 年頭のお 喜び を 申 上げ、 御 健康 をお 祝 ひ 

申します。 どうぞ 「赤い 鳥」 にっきましても、 この 上と もお 引立て をお 願 ひ 申ます。 私 は 子供と 私自身との 

療養の ため、 昨年来、 左記のと ころに まゐ つて をり ます。 今年 一ば いこ ちらで 暮 します つもりで をり ます。 

子供 も 私 も 段々 よくなります から 御 安神 下さい まし。 (一 月 十五 日) 

〔添へ 書〕 四 人と もャ ラレ 大變 だった ね。 サンタン たる 現狀拜 察する に餘り あり。 併し 早く 治って 仕 合せ だ 

つた。 先生の ゲン コ ー 留守で も 分って 大幸。 小 子 イット、 ィズの 方 も メンド ー ク サイので 全部 錢業。 十二 年 

プリで 足 を 洗 ふ。 亦 痛快な り。 赤い 鳥 平時 三 萬になる。 下らない マネ 雑誌がない ともう、 五 萬に もな つて ゐ 

る 頃な り。 

小川 未明 夫妻、 及 兩兒、 流行 性で 悉く 危篤の 由。 片 上伸が 報じ 来る。 キノ ドクな り。 
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ルス 宅で は、 ラタの 母、 房 公、 義妹 三人、 四十 度 3? 上。 母の み 全快。 

S 六 I  〔一月 二十 二 H 祌奈川 縣葉山 益 E 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮畳隆 へ〕 

みんなの 病氣の ゴ タ/ \ でっかれ て、 怖らく ゥ ンザリ して ゐられ ると ころ なれば、 こんな こと を 持ち込む 

の は ヒドィ が、 二月の 十五 日 (必ず) まで ヾぃ& の だから 敢て 御意 を 伺 ふ。 もし ヒ マと 興味と あらば、 四月 

號 (三月 號 から 104 頁と し、 跌を 上等に する。 五錢 値上) のために、 ソロ ク— プの、 いっか ァラ、 ギへ 出した 

もの.^ つ きを 四 頁 分かいて くれられず や。 一 頁？ 5 字で 二 段^ 行で 4 頁 分 は 144 行なり そのうち、 見出のと 

ころに^行取りサシ ェに^？行取るとして、 112 行ぐ らゐ 入用。 數 行の 差 は 力 マ ワン。 謝禮 は、 特等で ゲン コ 

1 紙一枚 ニ圓 さし 上げる。」 あれ はむ つかしくて 子供に は 分ら ざれ ど、 かま はず。 これから、 こんな 大人の 

文學に 近い もの も、 子供の 世界の 開拓の ために 一 つづ、 入れる ことにす るよ。 もし 四月に ィャ なら、 出来る 

ときに 下さいよ。 ヘン マツ 一月 二十 二日 夜半 

これまで は 全集に 沒頭 中故ェ ン リヨして ゐ たが、 これから セビリ 出す から ソノッ モリで。 

三兒 のために、 何 か 一 册 になる もの を かいて くれず や。 出版す。 ハ ジメ 雑誌で ゲン コ - 料と した 上、 アト 

印稅。 

五六 二  〔一月 下句 神 奈川驟 葉 山 益 田別莊 より 東京 市 赤 坂區靑 山 南 町 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

御 多用中、 御 無理に お引受け 下さいまして、 恐縮に 存じます。 原稿紙 はお 手元の^ 字ので 結構です。 凡、 

前便の 行數が あれば よろしう ございます。 ^字と？ Q 字です から、 あれより 三 四行フ ェても 差しつ かへ ござい 

ません。 何分よ ろしく 御 願 申ます。 と、 人に なら マヅ かう 行く ところ だ。 難 有しく。 葉 山 〇0、 三月が よ 

ろし からん。 自働 車に て 逗子驛 まで 御 出迎へ 申し上げ、 御 本館 御 一泊。 翌日 又自働 車に ズ、 七 里 はなれた、 

(五十 分で 行く) 三 崎の 風光 を 賞し、 歸途 「油 壺」 と稱 する 絕勝を 探りた し。 今 葉 山 も 流 寒での、 〇〇〇 ニサ 
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ウル トイ カン シ、 寒クテ 探勝 ガ出 來ン ョ。 デモ、 早ク來 タケ レバ、 天 氣ノィ ー 日 ニコ ラレ ョ。 

五六 三 〔一月 二十 五 H 祌奈川 縣葉山 SW 別^よ リ 東京 市 赤 坂. 山 南 町 小お 豐隆へ (はがき)〕 

四 月號 から、 ヮガ ハイの 名前で、 少年 少年 用 出版物 中の 完全に 近い もの を 推薦 せんとす。 僕に ヮ カラない 

もの は 友人間の 權 威に 依 賴 する 旨 公告し、 そんな 際の 批評 者と して、 第一 貴公、 阿部、 能 成 を Si つてお きた 

いと 思 ふ。 以上、 頓問 として 名前 を 出す こと、 又實 際の 問題に 當り責 一公の 名に 於て 批判して くれる こと 御 承 

諾を乞 ふ。 世間の 紹介が ミナ ォヒ ヤラカ シ" にかり 故、 この 仕事 は 社會上 有益と 思 ふ。 社會 のために 承諾 セラ 

レ ョ。 穴 賢。 諾ナラ 返事 は イラン 

批判の ために その 出版物 を讀 ますと きに .に ョ ミ賃 をィサ 、 力で も 出す ッ モリな り。 

(未明の ゥチは 四 人 寢てゐ て 本 間久雄 一 人が 看護して ゐる 由。 哀れに も イタ マ シ) 

五六 四 〔一月 二十 九 H 祌奈川 縣葉山 益 E 別 莊ょリ 東京 巿赤坂 K 靑山南 町小宫 璺隆 へ〕 

拜啓、 御 多忙 中 委細 難 有し。 結局、 貴兄 一 人が また 十卷 まで 一 人で やる ことにな つた 由。 よぐ、 まあ ミン 

ナも 平氣で (平氣 では あるまい が トモ カク 異議なく) 貴兄 一 人に 荷 負 させた こと \ 惇く。 (〇〇 のャ 0  - が、 

辈 なる 犬クソ 的に そんなら 君 一人で ャレ なぞ は、 もとより 疾 くに 問題外と して)。 理想 をい へ ば、 君の 報告 

の あの方 法で やれば 完全で ある。 從 つて、 私 も、 正面に 異議 ある 管な し。 

併し、 間 題 は、 君の 健康と、 君の ケ イザイと、 君の (ホ 力の ことが なんにも 55 來 ない 點で) 進步 とに 對 して、 

もっと ミンナが 同情 を 持たなければ ゥソ である。 僕はゼ ヒ 左の 動 動 を ミンナに 提出したい。 

あの方 法 は タト へ 小宮の 自由に 出で たるに せよ、 第 一 健康の. 點 について 小宮も ミンナ も餘 りに 無謀なら ず 

や。 私案と して は、 方法 はソレ にす. ると して、 正誤表の 製作 そのもの を、 もう 一年で も 延ばして は 如何。 少 

くと も、 第二 囘 配本に 正誤 をつ ける こと はよ して は 如何。 一. 年の 間に、 小宮 もこれ までの 休菱 もし、 氏の 進 
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步に 役立つ ことに 時間 を與 へて、 それ を も リブ レツ シ ュメ ントの 一方 法と さす ことが 出来るな り。 一年た て 

ば、 僕 も、 健康に なり、 小宮の 欲する 局限 内で、 小宮を 助ける ことが 出來 るから。」 

と。 ミンナ は 君の 保齄上 この 言に 從 うのが 當然の ir た。 た V 貴兄が、 「どうせ 同じ だから、 今やる。」 とい 

へば それまでなる も、 私に は 右の 理由 以外、 他の 人に 言 ひたくな き、 所存 あり。 これ は 飽くまで、 私と ォマ 

へのみ の 間の ゥ チア ケ (永久に) なり。 とい ふ は、 コ 、 一年 も タツと、 赤い 鳥で カネが 出せる よ。 私が 出来る 

だけ 助けて 働き 得る 外、 貴兄の 努力 を 省く 意味で、 プ& フェツ ショナ ルな人 を 饍ふ金 は 私に 出せる よ。 或は 

若 千の 金 を 君の リブ レツ 〔シ〕 ュメ ントに 奉納す るよ。 從 つて 〇〇〇〇〇〇〇.〇、 正 I ほな 金 を、 不正 當 らしく 

貰はなくて い X。 僕の 金なら 貴公、 少々 マキ 上げる 權 利が ある。 僕から 取る リク ッと はどうで もつ く。 お 上、 

動 r おの 理由の 中の 人に 言 ひたくない division の 一 つなり。 動議 は 私の 第三者の 發言 なれ ど、 君の 自由と し 

て、 動議なん ぞ なしに、 「おれが やる、 但し、 考 へて、 一 年 延ばす から ソ ー 思へ」 といへば それまで なり。 か 

らだを 破って は 先生 も 怒る。 よく 考 へて 見られて は 如何。 そして ォレに は 隔意な きへ ンジを くれよ。 

次に は、 fii? に 嘆願 あり。 $ も 先生に 報いる 一端と して、 縮刷の 面倒 を 私に 見させて くれよ。 私が ャラ ねば 

必ず また これ もォ マ へ の 荷 負と なる。 その 意味で ォ マイの 努力 を Islp する ことに もなる。 

それ を 許して くれるなら、 次の やうに してやる と、 都合よ し。 それ は 出来るだけ 君と 一 しょに 訂正 表 を 作 

るな り。 そして、 その 片 はしから 訂正 表の 發 表と 縮刷 を やるな り。 縮刷の み にても、 多大の 勞 あるべ ければ" 

その 方 は、 私が 負 ひたしと いふ ことなり。 二人で 縮刷 を やる とい ふこと にもなる なり。 蓋し、 訂正の 方で、 

ミンナの 會議を 經る上 は、 それによ つて 縮刷 をつ くるに ついては、 もう、 貴兄 一人 を 後見に すれば 足りる。 

一 々、 ミンナのお 世話に 預る 要なければ なり。 /〔中略〕 

それ は、 縮刷が、 お 上の 私の 堂々 たる 理由に より 君も贊 成し、 次に は、 僕の 內密の 提案 を 君が 許すならば" 

コ ー したし〕/ 〔中略〕  •  菜 

監視と、 編輯 主宰と して、 僕 は 彼等から、 報酬 を 取る。 これ は正當 なり。 二百 圓 ぐら ゐ くれ ナケ キヤ 應ぜ 
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ず。 くれ. -ば、 その 大半 (假リ -I 全部 トイ ハナ イデ ォク 呵々。 ) を、 正誤表 製作 上、 貴 〔兄〕 の 勞カを 省き 又は 

慰 メル 意味の 用途に 捧げる よ。 これで もッ マリ 私が 金 を 出す ことに 當 るから、 人に は 言 ひたくない。 私と 貴 

兄との 間の 勝手の み。 

これが 出来れば 私に は 理想な り。 これが 出来て、 その上、 (一年の 後 なれば) 赤い 鳥 社から も 金が 出せる と、 

上記 大半と 兩方を 合し 金の 方に は 困らない 故大に 貴兄の 勞カを イタ ハ るべ し。 〇〇 や 〇〇 に 金 を 出して もら 

ふ 要 もな い。 私の 取る 金 を 君に ミナ やっても 當然 なり。 

以上 私の 案に は 理論 上、 事實上 堂々 を缺 きたる 點ー つもない。 從 つて、 これに 贊 成されん こと を 望む。 

アトの は 問題なら ば、 單獨に 「冒頭の 一年 延期 說、 一年 後、 私の 共同 勞役、 社からの 些少の 奉納、」 

以上の 事項 は、 少く ともこれ だけ は 兄の 健康 上ゼ ヒサ ンセィ されよ。 

そのほか * 兄の 勞カを 寸分で も 省け る こと あらば、 私に 何でも 命じて 見ず や。 出来ない、 したくないなら 

その 旨 返答す るまで なり。 案出し 得たら ば 言って くれい。 言 はな けれ ゃ水ク サイの み。 (二十 八日 夜半) 

本當 によく 考 へて くれ。 延期せ よく。 いくら 兄の 自由の 選擇 でも、 兄に 荷 負して 平氣 なる 人々 と、 犬ク 

ソ野ロ ー との 態度の レン ソ ー を はなれて、 堂々 と 休養し、 悠々 と 大業 を 果せ。 極端 をい ふなら ば、 正誤 は 貴 

兄 菜 成りて、 インキ ョ したと き、 狐の 皮の チャン/ \  (ォ レ ガナリ キン になり キフ して やる) を 着て、 老の淚 

に 故 翁 をし のびつ，. - やる のが 時期に 於て 正當 なり。 ケンコ ー も ケンコ ー なれ ど、 今の 一-年 二 年 を 君の 進步の 

た め の 使用 か ら 削る こ と は 先生に も 喜ばれず、 僕 カネ モ ー ケ のために、 病の ために この 二 年 何にも 出来ず、 

心細し、 この 念 を 以て 責兄 のために 悼む こ V ろ を 察すべし。 君、 運 侖ヅケ ラレ テルと いふ は淚の 出る ホド難 

有ケレ ドノ 今 イラく スル ハ 斷ジテ 不可 ナリ。 考へ ョく。  /〔中略〕 

コナ イダ カラ 予ニ達 スべキ 社用 ノ 手紙 二 ッ 屆 カズ。 シン ケ イカ ビン となり 書留と す。 

社 も 電話が 當 選した ので、 家 を さがし、 一軒 額 立の 商店 を かまへ る。 (シン コャの 二階 一 と 問で はセ マク、 

下で も W るら し。) 
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良書 スヰ セン、 私 一 人が 片 づけるな り。 問題 を 持ち込む こと 二 年に 一 度 あり やなし だ。 顧問 をス M オタよ 一 

私の 責任 を 十分に する までのみ。 

五六 五 〔二月 一日 祌奈川 驟葉山 益 田 別 莊ょリ 福岡縣 京都 郡 厚川 村小宮 i  一  „. 一隆へ〕 

啓上、 行 橋よりの はがき 拜受。 小吉 館の その 昔に は、 行 橋より 大分 車で ュ ラレる やうに 思 ひ 居りし が、 今 " 

は 犀 川に 驛が 出来た のか。 全集 マル 三年の 苦役 を 了しても バカャ HI 共に、 ソン ナラ、 又 ャレと 言 はれて は 

ッ マラな きこと 夥し。 この 際、 平 山 凡 水と いへ ど、 故鄕の 山河の みは ィサ、 力 頭 を 慰めて くれる なるべし。 一 

風邪 御耍愼 ありた し。 〇〇單 痛に や。」 數日 前、 正誤表に つき 内密に 提案せ り。 ルス 宅へ 着した る は 遺憾な 一 

り。 要點 は、 休 萎 上、 今つ V けて やる ことの 無謀 を 諫止し 一年 後、 縮刷 發 行のと きに 延期せ よと いふに あり 0 一 

その 頃に なら ぱヮガ ハイ も 助ける。 月々 金 も 奉納す るから とい ふに あり。 その他、 いろく あり。 長ければ _ 

こ X に 再 記す る もッラ し。 手紙に ついて 見られた 上、 よくお 考 ありた し。 提策、 正々 堂々 にして、 兄 を 思 ふ < 

に 出ず。 隔意な く、 好感 を 以てお 取り さばき を 乞 ふ。 

葉 山の 當方 別條 なし。 房ァに 御見舞 狀 をき はりし 由。 恐縮な り。 社員、 風邪に て 困る。 事務 停滞。 別々 に， ■ 

各會 員た る キン ジ 及び 彼の 家內 への 配本の 手ち が ひに 關し 家内より 文句 を 言 ひ 来る。 キン ジが會 員た る は 鼓 

笑に 價す。 物 價騰贵 にて 困り 居るな らん。 

社 も 四月 以降 は 月千圓 以上の 純利 ある 害 なれ ど、 資本の 返却、 事業 擴張 にて、 金 はいつ もピィ くな り。 

m す 金 は、 部數 と頁數 との フ H た 分の 支拂、 取る の は 部 數少き 過去 二 ヶ月 前の 號に對 する もの。 よく 今日 ま 

でャリ タリして 来りけ るか も。 〇〇 身邊の 〇〇、 キノ ミ、 キノ マ、、 ときぐ まだ ジ ー ベルよ。 /〔中 赂〕 . 

乍 末筆、 母堂の 御 健康 を 祝福す。  . 

閣下 二月 一日  三 S 吉 
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五六 六 〔二月 八 H 神 奈川縣 葉 山 益 S 別 莊ょリ iaHI:^ 市 赤坂區 青山 南 町 小お 皿 や K へ (はがき)〕 

おはがき 拜見。 重要な ことに 返事 も くれず、 或は 厚川で 病氣 をして ゐる にあらず やと 氣づ かひ ゐ たり。 全 

築 引つ V き やる 由。 同情に タ H ズ。 君の 苦痛 を 度外視し ていへば、 難 有き 限りなり。 奥 〔さ〕 んは、 出發 前、 

例の こと は、 委員の ミンに ： ■ ： いと 確答で きん。 と 申し 来れり。 私の 提案に は 好意 を 持った 返事な り。 

ともかく これで、 夫人 Istit  ,  i{  7  いことの みは 我意を得たり。 赤 ィ鳥來 月 は ゼヒく タノ ム。 當方 ミナ 

/\ブ ジ 。 

五六 七 〔二月 十六 H 祌奈川 縣葉山 益 S 別 莊ょリ 東京 市外 東大 久保. 截音庵 藤本 5S- へ〕 

賴 魚 君 足下  葉 山、 二月 十五 日 三 重 士 n 

X 今日で ャゥく 四月 號の受 持 を 全部 果 したり。 一 人で 半切 2C0 抆 お-上 かき、 一 月 中から 寸閑だ もな し。 

ッ ラ ィ/ \-。 

乂ときに^：；公は、 ブラく して ゐて芊 業 は 大丈夫 だら うね。 ゥッ かりす ると 猿 も 木から おちる から、 せい 

注意して 下さい。 こいつが いつも 氣 になるな り。 

X 卒業後に ついては 定見 あり や。 左に 小生の 勝手の み を 並べて 參考に 供す。 ヮニ 氏が 「赤い 鳥」 へ來 て、 

申 分な く  (以下 a  b  C 參照) 働いて くれ. V は 小生 勸迎 す。 社に は 今、 積極的に 働いて、 マ カリ マチ ガッテ 小生 

オダ ブッ となった、 社 を 11 承す る 人間  一 B1 もない。 フサ 公 は、 私の ために、 又 兼て 自分の ために 絕對 に信實 

に 働く けれど、 例の ポ ー スケ にて、 會 計と 雜務と 以外に は 何 を もな し 得ず。 この 點 にて、 たま./ \ 、小島 を ® 

目し たれ ども、 彼 は轉々 として ァテ にならない こと ァノ 通りに て、 爾後、 氏と 提携す る 意 小生 更にな し。 た 

と へ ォレが オダ ブッ となると も、 旨く さしずす る 人 さへ あれば 雜 誌と 出版と にて、 ブ クく 儲かる もの を、 

オダ ブッと 一 しょに 瓦 ；® しちや ァ ばかくし。 又ォ. ダブ ッ お前に も 社の 根基 を据 ゑる ために 人が 入用な り。 


386 


年 九 正大 


小生が ヮ 二 を勸迎 する は、 この オダ ブッ 前の 用途と 共に 遠く 3f 後の 指揮に 任ぜん とするな り。 /この 意味 

に 於て 信頼し 得る 人ヮ 二 氏 外 私に は殆 なし。 / メッタ な 人 を この 意味で 仕込む 勇氣 もな し。 

社 は 今に 金が 上る やうに なれば、 一半 を擴張 費に あて、 他の 一半 を、 役員に 分配 せんとす。 /役員と いへ 

ば 社の 使用人で なく、 裏面に て 持主 的に 扱 ふなり。 今、 淸水 氏、 成 田 氏、 小 野 氏 も あれ ど、 さし向河上2^外、 

君が 来れば 君と 河 上 以外、 利益 分配の 意志 一 寸 なし。 他 は 賞與を やれば 澤山 なり。 併し、 これ はォレ だって 

堂々 と 食へ る やうに なって からの 話で、 今から 少く とも 三 四 年の 後な り。 呵々。 

右の 意味に て 働いて 見ず や 。 /但し 右の こと は 私の 大 秘密な り。 入社 云 々のこ とも 決し て 口外す ベ か らず。 

小生の さし 向き 氣の 毒なる こと は、 

g 社が 固る まで、 又は 少く とも、 出版 事業に 着手す るまで は、 貴 一公 入社しても、 小 野の assistant として、 

使 ひ 走り をし、 その他 帶封を かく なぞの 雜 用に 服す る こと。 

g 月給 なぞ も 公然 は^ 圓 しか やられず。 小 野；^、 房 公^ 一條 5 淸水 g なり。 ^圓で 食って 行く 覺悟を 要す。 

その代り 干圓 ぐら ゐは 毎月、 裏面に 上げても よく、 月に 十圆 ならし、 年 120 圓 の賞與 は當然 上げるな り。 

月給 は 他との 振 合 上 追々 上げるな り。 

S た V 社員に あらず。 後に は 社の 所有者の 一人と もなる なれば、 家に ゐて は、 ドンナ 人で も、 何でも ハ タ 

ラく 如く、 いかなる 雜務を も 厭 はざる を 要す。 小生 を 見よ。 小 使の 役まで するな り。 次に は、 細かい ゥ 

ル サイ ことで も コッく 辛 棒して やる 心がけ を 要す。 これ はドコ へ 行っても ナク ては食 つて 行けず。 す 

きな 諮 を ウタ つ て 躍つ て 飯 を 食 ふやうな 役者に ならざる 限り は 

お-上 は 小生 を 基本と した 勝手 を 言 へ るな り。 こ の 中 へ 君の 勝手 を 2? て 飛び込む 氣 持と、 飛び込んだ 後の 1- 

績 性と あらば 幸 この 上 もな し。 3^版は九月頃からか、 又は 十二月 頃から か 来年 四月 か、 今年 今から すぐ やる 

か、 その いづれ かなり。 やり 出したら、 出版 係と、 編輯の 助手と に 働いて 貰 ふ。 

以上よ く 勘考し おかれた し。 小生に 對 する romantic な 務を ！：§ じて 決定す る は 否な り。 貴兄 自身の 永遠 
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の 計の もとに 判斷 せよ。 r ォ レア 入社 はィャ だ」 と 返答 されても、 小生 ォコリ もしなければ カナシ ミ もせず。 

第 一 ゝ 来て 働いた ァゲク でなくて は 所要の 人物に なれな いんだから、 成り 上った もの を 逸する ごとく 悲しみ 

怒る 理由な し。 呵々。 以上』 

君の 決定 を 待って、 一人の 他人の 入社 如何 をキ メルな り。 出版部の 候補者 あるな り。 三月 中に 囘答を 乞 ふ。 

五六 八 〔二月 十六 H 神 奈川縣 葉 山 益 田 別 莊ょリ 廣島 縣雙三 郡吉舍 H 彰館 中學校 木內高 昔へ〕 

木 内 君 /X やう やくに して、 昨日 四月！ ，1 の 受持ち を 終りたり。 書かされ たく。 へト くな り。 へトく 

序でに 何 は ともあれ、 いつも 心の 目の 先に ある、 「十九 番賣 場」 の 批評 を 語るべし。 ァケッ パナシ にい ふから 

その つもりで。 

要するに 面白かった。 但し、 部分的に なり。 今 あれが 君の 能力の ありったけ とすれば、 これから あの方 向 

で、 除々 に 延びる こと を 期待す る 意味の 下に あ 5 作に 贊辭 を呈 しても 可な り。 い，^ ところ は、 製作の 態度の 

ゥブな (よい 意味な り。 ナイ、 ブ なる をい ふ) ところ 氣持 よし。 從 つて 表現に ついても 同樣 なり。 面白味 は、 

あの 大きな ビジネスの 一角の 寫生 にあり。 寫生 文と して 面白し。 人間に ついていへば 女 事務 〔員〕 の 活寫、 H 

場で イタ ヅラ をす る 小 僭 なぞ。 部分的 の 他の 事象に ついていへば、 返 屈さ の敘寫 (ト ゲイのと ころの.. こ とき) 

等。 いづれ も 面白し。 これが、 單に寫 生 文 そのもの として 終って ゐれ" は、 深み もない 代り、 缺點 もな く、 一 

つの lierfect な wbole となる。 

併し 小說 として、 寫生文 以上に 人生の もっと sharp な 斷片を 描く ものと せば、 大に缺 あり。 

第一 は、 主人公が、 ィャ になって すぐ やめる psychology が 報告 的に して 活寫 的に あらず。 あれで は、 

タぐ 「だれ だって それや ィャ だら う。 あ _>〕 算盤が 出来な けれ や 困る だら う。 併し それでへ コ タレて 止す と 

ir ハカ だな」 とい ふ 感じし かしない なり。 へ コ タレて よす ことに 正當な justification が與 へて ないから。 

これ を與 へる ために は、 あんなに、 タ、 * コ マルく とい ふ 報告で なく、 いかに 困る かの 苦悶 や 苦痛が、 もつ 
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と. S 實に (あれで 如 實と思 ふなら、 君の 物の 見方 は shallow なり). 描寫 されざる ベから ず。 こわ を隹 とし 

て、 也 を この 焦點を 浮ばす 背景と して 用ゐる を正當 とす。 寫生 文た る 背景の みに て、 この 焦點が sllphaf. 二 ze 

してな いから ダメ なり。 

そこ をカ寫 する ために は 二つの 方向 あり。 あの 主人公 をた ゾ、 通常の n ミヨ な 感情の 男と して、 その 男 

が、 つくん、 タマラなくなる ほど、 計算に 對 する 無能と 侮辱と を、 飽き 足りる ほど 寫 すか、 然ら ざれば、 

abn ミヨ al な 人と して、 計算 上の 不安、 の 程度 従って、 務めに 對 する 不安な 程度 を alsormal に 高潮 敍寫 

して、 その 意味で、 justification の備 はった ものに 〔し〕 たら、 あの 作 は、 甚新 らしく、 それに、 あの 巧みな 

寫生文 を 背景と したら 申 分な かりし なり。 3? 上 私の いふ ことが 分りし や。 

一 二者 いづれ の 方向 を 取る としても、 あの 作 を 散漫なら しむる もの は、 主人公の 歸宅 後の イリ ュ ー ジ ョ ン 

(活 現) のない、 インテンシティ のない 敍寫 にあり。 綿屋へ 行ったり する の は、 愚劣な 感は 起れ ど、 ァハ レに 

も 悲痛に もな し。 これ はかき 方、 見方が shallsv だから。 あの 建物の 內 外の 描寫 で最、 私 を 引きつけ た 

る は、 電車 か； り 見る ステ イシ ヨンの 時計 や、 符諜の ホン ャク のと ころな り。 あんな 緊切な もの を 拾って、 ァ 

トに、 あの 建物 內に 於け る氣 分、 建物へ 這 入る ときの 氣分、 退く ときの 氣分 のみに 周： 汪 して かいたら、 佳 一. 

を 浮べる のに、 それ を 抱擁す る {4ー氣 の 緊密 を 来し、 背景の 散漫 を 防ぎた るなる べし。 

次に は敍寫 の 七く どくて、 折角の 印象 を 散漫なら しめる ところ 方々 にあり たり。 

g 頁の 「朝 は …… 」 の 節、 「 一 ばん 苦し いのは …… 」 の 節の ごとき は、 下手な 無用な 說明 によって、 il 一 § 一 21 

や intensity を プチ こ はす 好例な り。 

最後に、 假り にあの ま \ として 許す としても、 かなり 主要な 他の 一 つの 缺， 1 は、 どうも あの 中に、 あの 主 

人 <ム の 消極性 (しかも、 あれ だけで は 平凡な、 不徹底な、 (lepth なき) の 中に、 一 種 shallcw な 野次 性 ある 

ことなり。 これ は、 上記 二つの 方向の 上の 焦 il が備 はれば 消える ことなれ ど、 根本的に は、 この shallow- 

ness と 爾次性 (淡き 野次 性) が あるが ために、  卽、 もの、 見方に 徹底した 沈痛と 鋭感と 考想 とがな きため に、 


389 


上 0 焦 Si が 描か れざ りしに あ らず や。 そして こ れは 當然君 の 性格の 缺陪に 由来す る こと 勿論な り。 - 

shallowness の 中に 轉々 苦悶しても、 つかむ もの は 何にもな し。 徒ら なる 無 燥と 中 ブラの 消極性と を 打 

破して、 大 積極になる か大 消極 になる かどつ ちかに なら ざ るべ からず。 どっちになる にも 人間の 深さが 入用 

なり。 

ナン カンと、 エラ ソ— なれ どゥ ソ で はな い。 とくと ぉ考 へ 下さ い。 

そして、 その 缺點 の補塡 にさへ 目 ざして ゐる 3? 上、 實 カ相當 の、 少々 ッ マラない 作で も ドンく つ V けて 

書く こと 必要な り。 

パ 力の 生徒 どもと 牛 ナベ をつ，^  く 閑に、 閉ぢコ モ つて 創作 をし 給へ。 どこへ でも 發 表して 上げます。 以上" 

五六 九 〔二月 十八 H 神 奈川縣 葉 山 益 田 別 莊ょリ 東京 市本鄉 .區 西片町 iSS 水 良 _ 雄へ〕 

清水さん  二日 十八 日 三 重 吉 

X 御 返事 拜誦、 よく 分りました。 ともかく、 不健康が カタ マリ を 作る よりも、 カタ マリが 健康の 邪魔です。 

當分 消極的の こと 贊成。 なるべく、 油嬉 です まされた く、 「赤い 鳥」 の 方 も 行く く は、 表紙と 口  H と、 アト 

僅少に て、 ゥント お供へ する やうになります。 維 誌 も 當分モ ー 少し フン バる こと。 助手、 深澤 君の 友人の ゥ 

マイと いふ 人 を、 お仕込み 下さい。 

「狐の 耳」 の H、 淸 水太將 とのみ 思 ひ 込み ゐ たり。 深澤 氏なら、 驚くべく ゥ マイ けれど、 併し、 マネで ィ 

ケ ナイです。 且つ、 氏と して は、 まだく アンナ、 自由な 續を かくよりも、 正直に、 正しく もの k 形 をう つ 

す こと を學 ばれた 方が 生命 長し。 自由 は、 それが 進んで、 自己の 作った 特有の 自由なら ざるべからず。 今の 

は、 人の 自由 を シャレ て 使った ので、 寧ケィ ハクな り。 それよりも、 「狐の チヱ」 のま づぃ M の 方ゥブ でよ ろ 

し〕 

X 「猿の 手」 をホメ ラレ、 社長 天狗な り。 
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X 返品の 多き は、 やはり マネ 雜 誌の 影響と 見る の 外な し。 社長 も ブンド シは 中々 ュル メラ レス。 ャレ く。 

X そこで 出版 は、 九月から に 延ばしても よろしいです。 その上で アトの こと、 又 御 相談し ます。 世界 童話 は、 

二十 編で ヤメ ませうよ。 さう すれば、 深澤 氏に 私の 方の 出版 も 手つ だはせられ ます。 童謠 第三 集、 十月 頃に 

必ず 出版。 こ いつは ド ー 力 今から 願って おきます。 

私 方の 出版 も、 假 りに 九月に 私の 古事記 を ー册、 十月に 西條 十一月に 有 島、 十二月に 北 原と す。 この 中、 

北 原 は、 彼 自身が H を かく かも 知れません。 西條の は、 子供の ゑ を 入れても 可な り。 (三色版で)。 ともかく、 

私の を かいて 下されば、 アト は * ト ー ユカして、 今年 一ば いは スミ ます。 その アト ゆっくり 御 相談し ませう。 

X 脅やかして すみません。  ； 

綴 方硏究 今後 攻ゲ キー 年つ V  く。 アマ リヒ ドィ です かな。 甘ィコ トハ甘 イト 思へ ドヒ ドケ レバ モ ー 少し 大 

人し く 行くべき か。 

五 七. 0  〔二月 二十 九 H  ？ r»s 省 三へ〕 

(傳設 さし ゑの 注意)/ 迷信の 背後の、 氣 味の ヮルサ は、 近代的に は デカダン 的に 一種 快感 ともなれ ど、 (ァ 

ィル ランドの Dansany はこれ を 文 藝に應 用せ り) 子供の ものと してに、 少く とも 誰が 見ても た V 普通の 面 

白き 事實を 報ずる やうに 書く のが 私の 方針です。 この 話 も、 可愛らしい とか、 現實を はなれて 出来るだけ 詩 

的な { 一： H 想と しての 印象 を 受取ら すつ もりで サ シ ェ をお 願 ひします。 恐ろしい 分子 は 一 寸 もない やうに。 

私が これに ッケタ 表題に モコ ノ 努力 ァリ / 傳說、 「天狗の 松」 デナ ク 

五 七 一 〔三月 三 H 在米 小池恭 へ〕 

拜啓、 いつも 新聞 を 難 有く 拜受 して 居 わます、 貴譯も 結構 に拜 見して 居ます、 私の せ 事 記 物語 をお 譯の材 

料に お ii- ひ 下さ つ て は 如何です。 p)ot-note を つけて 日本の 神話 を 紹介す るの も 面白く は ございま せんか。 
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jiS も 機 を 得て 少年少女 新聞 を 出さう と 思って 居ります、 いつの ことか 分りません が、 少し il^  、鳥 社 力， 1^ チ 

つ 、- たら か >- ります、 赤い 鳥に 於て 一！^ した 私の 信用で、 大分 その 新聞の 方へ 金 を 出す とい ふ 人が あります。 

赤い 鳥 は 今 三 萬 ます、 いろく マネ 維 誌が 出ました、 とうく 三つ も、 そのほか すべての 子供の 維 誌が 

刺戟 さ， L て 大賢よ くな りました、 人間 も トン ダ ところで authority になる もので. r 呵々 

私 も 海岸に 移住 來半閱 年、 ゼン ソクも 十月 以来お こりません から 御 安神 下さい まし、 子供 も 丈夫です。 

と？ に 栗 原敏次 郎君が 二月 二十 五日で 腦 充血で 頓死し ました、 氣の 毒です、 ォ ミキの セィ です。 おも 一日 

1 升 平 らげ て 居ました から ゼン ソクで よぎなく 止める 仕儀に 至らなかったら、 もう そろく 倒れて るの 力 も 

分りません、 死ぬ る こと を考 へる とバ 力く しくなります。 

、 つかのお 寫眞 謦齋に 飾って 居ます、 母國の 子供 等の ために、 アメリカの 子供に 關 する 廣ぃ 意味での 珍ら 

しい ェ ハガ. キを 時々 誌上へ 下さいません か、 但し 着色の ある もの は 版に なりません、 何 か 御 入用の もの は 仰 

つけ 下さ い。 

俳人 左衞門 逝く、 虚子 翁に ホト、 ギス 出の 作家 を 一度 ョビ なさい と 申して おきました。 先生 マダ 風流 セン 

法 を 執筆、 十五 年の 時代が 經 つても 先生 は 一日 も變ら ないから 珍妙です 頓首 

小池樣 三月 三日  三 重 吉 

五 七 二  〔一一 一月 六 H 种奈川 縣葉山 益 S 別莊 より 廣 縣雙三 郡吉舍 H 彰館 中學校 木內高 昔へ〕 

卞内君  三月 六日 葉 山 三 重 士ロ 

お 手紙 拜 E^。 作 評 は 少し キビ シ かった けれど、 ァケ ツバ ナンに 底まで 言上した るの み。 欤 作よりも 別の も 

の を 作った 方が 足しになる。 惡 いとわ かって ゐて も當分 手の つけよう のない 場合 はだれ にもあります。 

入社の こと は、 河 上より、 寧ろ 私に 懇願し 来れり。 私 も、 貴兄 を いつまでも 田舎に おきたくない ので、 貴 

兄に 少し、 物に 對 する 辛 棒と いふ 氣分 さへ 出来た と 認めたら、 大車輪で、 こちらに 務め 口 を 見出して 上げる 
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. ニゐ ました。 元来、 卒業後す ぐに 社へ 来て もらっても よかり しが 私 は、 だれに 對 しても、 私の ぐるりの 

/:,-: にに、 こちらから は 強いて 引き入れない ことにして ゐ ます。 それ は、 世間 を 見ないで すぐ 私の フ トコ 口 

へ 飛び込む と、 比較が わからない 點に 於て 當 人に 不平が m 易い、 第二に はよ そへ 行けば、 どんな 立派な とこ 

ろ 〈でも 這 入れる 入 を、 私が これまでの イン ネン で、 私利の ために、 コキ使 ふやう に 世間に 取られても 心外 

だし、 第三に は、 私が、 今後 その 人の 將來 に對 する 全責任 を 負 ふの も 厄介 だとい ふ點 から。 

責 兄が 来たければ、 私 方 は 丁度 幸です。 今、 不正直な 奴に 對し 手コヅ ッてゐ る。 ところです。 ビジネス は 

これから 習 ふの み。 バカでなぃ2^上、 メ クラで も 出来ます。 た i -、 どこへ 這 入っても、 自分が 一人前の 事絲 

に 馴れる まで、 少く とも 一 年間 は 自身の ヒ マが —— 少く とも 心の 上の —— ない ものと タカ をく \ つて 來るこ 

と 第一 必要な り。 これ は どこへ 行っても 同じです。 第二、 私 方の 當 分の 用事 は、 小 僭、 外交員の 低极な 仕事 

なり。 それでも ブッく 言 はざる や。 右 15? 外に 貴兄に 對 して 不安 はなし。 ミッコ シを 七日で ヤメた の を、 生 

ほ, -! 取る なんて ャボな 私に あらず。 人間に 一時間で ィャ になる こと も あり 得るな り。」 もう 一 つ、 月給が 

. スィ こと。 併 し^は 出す から、 カツく 一人で 食へ ると 思 ひます。 来るなら 早く 来て 貰 はない と、 候 

.V  > を こと はり、 今の ィャな 奴 を 切り出す に 急ぐ 事情が あります。 

ともかく 東京に ゐる こと は 第一 肝要と 思 ふ。 社が ィャ になったら 又 ミッコ シ 式に ヤメても 可な り。 呵々。 

それより 東京で 半面に 專念 創作す る こと。 小生 も その 方 も 面倒 を 見るべし。 タン ノ ティ、 卒業と 同時に 入社 „ 

これ は、 寧ろ、 私が ホゴ する 意味で 入れた るな り。 ョミゥ リの女 記者になる なんてい ふから。 そして 口が な 

いと 田舎へ か へらねば ならぬ とコ ボスから。 但し ォ ティ 先生 は帶封 かきな り。 

追々 人 を 得ば、 貴兄 は、 編輯に 廻して 上げます。 • 

た 河 上に も その さいい ひたれ ど、 學 校の 方、 一 寸、 正面に ブッ かった ので は ヒマを くれざる べし。 親の 

ビョ ー キで 電報で も 来たと 言って、 荷物 を まとめて 出て 来れ。 そして、 東京から アトで 手紙で 辭表を 出すな 

り あとで、 宿屋へ 命令 すれば、 荷物 は 達れ る やうに、 カラメ 上げて おいて。 
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一 つお 働き をね が ひたし。 河 上の 奴 は、 藤本 も 這 入る ので、 貴兄 一人が ノ コルと て 私のと ころへ 蓮 動に 來 

れり。 河上バ 力な 奴ながら、 貴兄 を 思って ゐる ところ 感心と いふべき か。 

小生、 九日 頃より 出社す。 一 日お き 位に 通 ふつ もり。 \ 考 へて、 人 社なら 早く 来て 下さい。 

藤本に は、 再三 ョセ とい ひたれ ど あんまり ム キに賴 むから 承知して おきたり。 これで、 ゥチヮ の ものば か 

りの 社と なる。 又 珍々 妙々。 おのく 持 前の ベスト を盡 せば、 天下に 對し 怖るべき ところ あるな し。」 3? 上 

多忙 中 大急ぎ でかいた。 御 推 讀を乞 ふ 。 言葉 も ランポ ー 也。 

旅費な くば 葉 山へ 打電せ よ。 

學 校へ バ ッがヮ ルケ レバ、 あとで 改めて、 また 告別に 出かけても 可な らん。 辭 職はス グ許サ ナイ ョ ー なら、 

ダマ シゥチ 二 セョ。 

五 七 I 一一 〔一一 一月 十五 H 神 奈川縣 葉 山 益 田 別 莊ょリ 廣鳥 驟雙三 郡告舍 H 彰館 中學校 木內高 昔へ〕 

お 手紙 拜見。 二十 二日 は 二十 七 八日に なっても 可な り。 三月 三十 一日から 出勤す るつ もりで、 ユック リ、 

自然 に片づ けて 來 給へ。 許可 を 得た 結果から いへば、 ダマ シゥチ を用ゐ ないで 正直に ブッ カリし は 最上 等な 

り。 生徒に も吿 別して、 立派に 引き上げ 玉へ。 小生、 それまで、 四 五日 づ、 社に 泊って 援助して ゐ ます。 

木內樣 三月 十五 日  三 重 吉 

五 七 四 〔三月 中句？  ^5 水 良 雄. 小野浩 へ〕 

淸 水さん、 小 野 君。 

X 今月 も 返品 五 千 二百、 金に して 830 圆 とは愕 く。 少し どうにか 努力す る 必要 あり、 私も考 へて、 外交的に 

讀者を 作る 方法 も 講ずべ く、 三月 3? 後出 社して 働きます が、 なほ， 記事 その他に ついて、 改良、 施設すべき 點、 

いろくお 考へ おき 下さい。 表紙 もこの さい 刷屋を かへ ます。 そして、 金を使って、 ときん \ いっかの 特別 
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上 北 至 東 東 
田 m 誠 海 京 
屋館 堂堂 堂 


號 式に 目先 を かへ ない とそろ く 「曰 地に も アキて 來 やしますまい か。 さし ゑ は、 畫料は 更に 出して よいから、 

もう 一人、 人 を 入れる か、 . 深澤 君に もっと ャラ セル かして、 清水さん の 受持を 出来るだけ 少 く；^、 その代り 

に ティ ネィ にい.. -畫を かいて 貰 ふこと にしない と、 敷で 疲れられても 大變。 又、 それで、 早く ゑ も 出来る。 

右の 方針で、 人 を 物色した し。 私の 手に 一 人 あり、 いづれ、 畫 をお 目に かけ、 決定 を 仰ぐべし。 、マ 

X ともかく 積極策 を 取らん。 ィヂケ て は ダメ。 世間に 對 して、 部 數の滅 ずるの は大 祕密、 大きく 止って ゐな 

いと i 氣： さはる のでお ふくみ を 乞 ふ。 私 は、 アト 五月 號も 「猿の 手」 の (下) と、 緩 方 研究 を かくと、 一 と 

先づ受 持が すむ ので、 右 かき 上げ 次第 上京。 一 夕 集って、 會赣を やりた し。 政ァ なぞに は、 部數の へ ルのは 

秘密。 彼よ くシャ ベる からな り。 社 は、 電話の 關係 上、 目白へ ギヤ クモ ドリ。」 ャレ く。」 鈴 木 三重 吉 

五 3J 號 から、 必ず 十日 迄に 問屋に 雜誌を わたさな いと、 その 月の 中に 金が 這 入らない キソク になれ り。 お 

二人とも おふくみ 下さい。 校正 なぞ、 私 も 手つ だ ひ、 作者 週り も 手つ だ ふべ し。 小 野 君の 助手 近日 決定。 〇 

〇 は 不正直に つき タ、 キ出 すつ もりなり。 ぉ考 如何。 

御 二人、 御覽の 上、 破棄すべし 

社 で、 〇〇 等 の マ へで ケ イザイ の 話 無用 

一、 一一、 月收支 別紙の 通り。 返品 意外に 多く 收入 少し。 

返品 數 

二 千 〇 十  三百 十三 圓 五十六 錢 

六 百 九十 三 百 〇 八 圓十錢 三 厘 

三百 三十 二 六十 七圓 三十 九 錢ニ厘 

二 千 〇 六十 一 三百 二十 圓 五十一 錢六厘 

百 三十 六  二十 ー圆 二十 一 錢六厘 

五 千 二百 三十 二 八 百 三十 圓七 十八 錢 七厘 


五 七 五 〔一一 一月 二十 七 H 神 奈川驟 葉 山 益 田 別 莊ょリ 東京 市本鄉 ffi 西 片町涛 水 良 雄へ (はがき)〕 

童謠 第二 集 出来。 「舌 切 雀」 のヂィ さんの 顔が 力 タイと 妄評した の を 取消します。 ゴ メンナ サイ/ \。 縮 

めて 刷る と、 チャンと 柔らかに なって ゐ るから フシ ギ です。 呵々。 シ 口 ー ト が原畫 だけ 見て ッべコ ベい ふと 

この 通り。」 二つの 竇 まことに 結構です。 た V 紙が ヮルク なり 印刷が わる いのは 缺點 です。」 お 請 か. たぐ 

ォヮビ まで 拜具。 

木內 高音 君 入社。 コ レハ、 少シダ I.;: なれ どィ、 人間です から、 何卒よ ろしく。 ヅケ /\ 言って シ コ ンで下 

さい。 三月 二十 六日 

五 七 六 〔四月 十五 H 神 奈川縣 葉 山 益 田別莊 より 東京 市 赤 坂 S 靑山南 町 小 宫璺隆 へ〕 

拜啓 先日 は 九日 會の 通知に 御言 葉 添え 難 有う。 丁度 上京中で 通 諜はル ス へ 来た。 九日に は、 會 のこと も氣 

になり ゐ たれ ど、 河 上の オヤ， チ との 交渉な ぞいろ くの ゴタ くに 沒頭 中、 遂に 失敬した。 その 前、 いっか 

春陽 堂に 待って ゐて くれた さう で、 いろ/ \ 恐縮 だらけな り。 これから とき < ^上京す るから、 金の あると 

き、 どこかで 會 合したい。 商 杯 も、 帳面 上で は 大分 利益が あるが、 月の 支拂 はいつ も、 受取る 金より 多くて 

ヅッ I ばかり 病んで ゐる。 三月の 末なん か は 千圓も 不足 だ。 出版 を やる と、 金が 寢 るから。 それに 紙が タカ 

ィ ので 鎗 切れん。 いよく 資金 を備 へなくて はなら なくなった。 その 手段と して、 赤い 鳥で 特選す る圖& の 

配本 會と いふ もの をつ くり、 前金 拂 にさせて ソノ金 を 流用す るつ もり だ。 その さい は、 犬 塚さん 等へ 加入 御 

誘引. を 煩 はしたい。 

幸に 子供 は 二人とも やっと 常？： S になれ り。 とうく 一  ケ年 二人の 子に 代る く ブラ/ \ された よ。 乃公、 

昨年 九月 3； 〔來 はげしき 發作 来らず。 この 分に て はもう 閉塞 か。 すべて ォ ミキ を やらない ォカゲ ならん。 赤い 

鳥へ 月々 四十 頁 も かくの は 實にッ ライよ。 頭が いたい。 とき 〈\ 不眠症に も か X る。 人間 メシを 食 ふこと 又 
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甚 難い 哉 だ。 葉 山 はもう 靑 葉で、 蛙が ガァく 鳴く。  ^吉は キン ジの 野郎に そっくり だ。 頓首 

豐隆 先生 侍史 四月 十五 日  三 重 吉 

五 七 七 〔四月 十八 日 在米 小 池 へ〕 

お 手紙 難有拜 見いた しました。 日本の 童話 はフ エイ ブルと して は 材料 は實に 貧弱、 トラ ディン ヨンに は大 

分お もしろ いもの もあります が、 概して 西洋 もの \ 如くに、 豐 富な {4! 想がない かと 思 ひます。 ともかくお； i 

ものと して 語られて 來 たもの. - 全部 は、 近々 森闺 外さん と 私との 合 選と して 出版され ます、 w いたの は、 ほ 

かの 或 一 人で、 森さん が 大分 チヨ イチ ョィ 直された もの、 出版 次第 奉呈 致し ませう。 

ゼ ンソク につ いての 御 敎示拜 謝 致します、 ォ コ リ ましたら 試みます です。 

栗原ノ ミ助 氏の 訃音 はお 傳 へ しました ね、 死んで は キノ ドクです。 

赤い 鳥の マネ 維 誌、 オト ギの 世界、 金の 船、 お 話、 コ ドモ雜 誌、 童話と とうく 五つ 出来ました、 その他 

少年 維 誌、 婦人 維 誌、 新聞 等へ 童話、 童謠を 入れる こと 大 流行、 三重 吉 クンのお カゲ でへ ッボコ 作家の カセ 

ギ 場所が フ ェ たわけ です、 難 有 いと も 何とも 思 はな いところ が 痛快です。 

赤い 鳥 は M 錢に なっても 苦しいです、 揖を しないだ けです、 他の 雜誌は いづれ も 損 をして 居ます、 た^ 金 

の 船と いふ 奴 は 互 萬の 富 を 有する バ 力なので 少々 相手と して 二 ガテ です、 赤い 鳥 は 何も 儲ける 必要 はない の 

で、 收 入が 增し次 第ゥ ンと雜 誌 をよ くしたい と 思 ひます が、 これで は いつまでも 延る ここで 少し 逞動費 を か 

せぐ ために、 赤い 鳥で 特選す る圖 書の 購讀會 とい ふ もの を 作り、 資金 を 二三 千圆 集めたい と 思 ひます、 いづ 

れ刷物 をつ くります から  一 二 名 御勸誘 下さい、 勝手ば かり 申し上げます。 

加 計 王 +M 向 便りな し、 ジョ -ブで 居る のでせ うが、 オヤ ヂのニ 代 目に なった ものら しいです、 一つ 洋行 

でも すれば い X のに、 頓首 

小池樣 侍史 四月 十八 曰  三 重 士 n 
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五 七 八 〔五月 四 H 神 八 S 川縣葉 山 益 W 別芥； ょリ 束 京 巿赤坂 •R 靑山南 町 小せ！； 璺隆 へ〕 

拜啓、 ツイ こな ひだ も 上京し たれ ど、 いろく 河 上の 方の ゴタ くで 閑な く、 伺へ なかった。 九 n の 夜に 

は、 久々 で 夏 目 家へ 行く つもり。 ともかく そのと きに 會 はうよ。 河 上の ゥチ を、 オヤ ギぉ下 七 人、 すべて 私 

が菱 うこと になった。 ッ ライく。 

—豐隆 先生 五月 三日  ハヤ マ 三重 吉 

五 七 九 〔八月 十 H 葉 山より 在米 小 池 lis へ〕 

小池樣  八月 十日 萁山 にて 三 重 吉 

結えず 御惠 達の サン デ ー、 タイ ムス 等大變 に 刺戟になります、 お 譯話も 面白く 拜 見して 居ります。 

先達逗 子の 蘇 峰 先生 邸に 招かれて 歸途、 虛子 氏と 一し よに 同氏の 鎌 倉 邸に 行き 大いに 飲みました。 その 節 

夫人 も 尊兄の こと を 聞かれました。 私 も 死ぬ までに は 一 度 アメリカへ も 渡って 見たい と 思って 居ります、 い 

ろく やりたい 仕事が あります、 その 視察に。 計 甕 はいろ くあります が、 ま づ金を 儲けなければ ダメ です „ 

會社 をつ くるに しても、 私が 發起 人と しての 株 を 引受け て かとらなければ ダメ です。 追々 に 音樂 書飜刻 の 事 

藥を やりたいです、 東京 中で 樂譜を 組む ゥチ がー 軒 (職工 二人) しかない ので、 赤い 鳥 ナン ゾは非 文明 的に も 

コ ッリ/ \木 版で 彫らせて 居ます。 最後 には子 供の シ バイ を 作りたい と 思って 居ます。 

今 赤い 鳥の ウタ はチ クォン キに這 入って、 方々 でプ ー くやって 居ます、 ュク ワイです。 赤い 鳥 も 三莴部 

に 達し ボッく 金が たまる こと X 喜んで 居ました が 、近来の 經濟界 の 不況の 餘 波で 讀 者が 減じ、 0: 下 二 萬 五 

千に 逆 もどり、 その 二 萬 五 千のう ち 六 千 部が 返品と なって 反古になる のです、 大きいです、 それでも 私が 倖 

給な く、 ゲン コ ー 料な しです から、 ド 1- 一力 損 をし ません、 奇々 妙々 です よ、 マネの 維 誌 六つの 中、 一 つ は 

トウく 倒れました、 今 二つ、 ヒ ヨロく で 来月 位倒れます、 日本の HI 下の 經濟界 の 不振 は實に ヒドィ もの 
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です。 

物 價もメ チヤく にタ カイ、 ナス ビーつ ニ錢五 厘より、 マ グロの 切身 一と 切 五十 錢、 サシミ は 七十 錢。 g$ 

行 は 一文 も 貸出し をせ ず、 家屋 も ティト ー にと りません。 赤い 鳥 も 無 ティト ー で 金 を 借りる 約束が 出来 まし 

たので、 ド ンく 出版に 着手す る ョ ティのと ころ ォヂ ヤンです。 私 は 春陽 堂の 世界 童話 集の 印 稅でメ シを食 

つて 居ます。 十五 册 かいとく と 茶漬に コ ー くなら 一家 四 五 人が 食へ るから キテ レツです、 マァく 少しお 

天氣を 見た 上 また 活動し ます。 

創作 も 近頃 は 人物が 安つ ぼくな り、 かけ 出しの 書生 ッボ ー が大雜 誌へ かきます、 これ は 中央 公論 式の 維 誌 

が 六つ も 出来、 作者がない ので さうな るので す。 新小說 なん ぞは 一山 百 文の 作家 をなら ベ、 「いづれ も麇 村、 

三重 吉兩 先生の 嚴評、 推 贊を經 たる もの」 なんて 廣告 して 居ます。 ソン ナ 奴等と 肩 を 比べて かくの も ィャで 

す。 金が 出来て ュ ー くと pamphlet の 形で 出したい と 思 ひます。 

ゼン ソクは 閉止、 今度 わるくな つたら、 いっか 御 報 下さった 注射 を 試み ませう。 

微石 全集 第二 囘、 六 千 名 入會、 未亡人 は 年に 七 八 萬圓這 入り、 大成 金です よ、 全集のお 禮 にヮレ くへ 紗 

の紋 つき を 一まい くれました、 その 紋は夏 目 家の 紋、 人 を 車屋の やうに 思って 居ます、 去年が らモ テア マシ 

テ ましたが、 今年 その 紋を銀 箱で ヌヒ トツて 埋め、 力、 ァの 上着に します、 呵々、 漱石 先生 も 地下で 泣い 

て 居る でせ う、 婆さん は 待合の やうな 宏 莊なケ ンチク をし ました。 

五八 0  〔六月 十八 日 神 奈川縣 葉 山 益 田 別 莊ょリ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 隆へ〕 

豐隆樣  六月 十八 曰 ハヤ マ 三 重 吉 

X 九日に 一年ぶ りで ヮ ザく 上京の 上早稻 田に 出張。 御 出逢で 會 へなかった の はザン ネン。 次 郞に會 ふ。 母 

子 健在の ことと 拜察。 四 人になる とャッ カイ だね。 錤 座の 四 丁目の 角 を 新橋へ 向 ひ、 右側の 赤 レン ガの 長屋 

の 中に？ お 坐 薬品 部と 號 する 薬屋 あり 〔中略〕 小生 は 子供が アマ リ弱 いので、 とうく 〇〇〇〇〇〇〇 ゐる。 お 
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志 あらば 求められよ。 或 程度まで 〇〇 しないと、 オヤ ヂが 枯れる。 母 も 枯れる。 用 ゐられ たし。 ゥン アン ゲ 

ネ ー ムな ものに あらず。 

次郞 にたの みォキ たれ ど、 久しく 會 はない ので、 御 都合の よいと き 小生 諸君 を 招待す る ことにしたり。 草 

平 もへ ョ ー タン もノ ー ゼ ー も よんで 上げた し。 御 快諾 あられた し。 日 取 決定の 上次郞 より 報知 あり 次第 上京 

す。 赤い 烏 二 週 年 記念に ナンに もしない 代りに、 心 祝 ひに ヨブので あ. る。 もし 都合つ けば 夫人、 ミ ダイ、 力 

、ァ、 山の 神、 フラウ 細君、 荆妻、 マイ ディア ー ワイ 〔一 ノ〕 を つれて 行くべし。 

五八 一 〔七月 五日 成 田爲ー 一一へ〕 

成田樣  -  七月 五日 三 重 吉 

おはがき 拜受。 第三 集 組 込の こと 拜承。 組み合せの W 序に 又 頭 をな やまします。 

〇〇 の バカャ Bl、 童謠を^^稿し來る。 先日 アンナ 手紙 をよ こした くせに。 ドコ マデ ばか か 人 を 喰って る 

のか 底が 知れません ね。 バ 力なら 許して やります が、 私 を 喰って ゐ るなら 考 へがあります。 子供 雜 誌が 倒れ 

ると、 すぐに、 この 通り。 乞食み たいな 奴。 ザ マヲ見 ロナ リ。 

【金の 船」 「おとぎの 世界」 も そのうちに 倒れます、 不景氣 のた め、 すべての 雜誌 返品 多く、 ィヅレ も靑ィ 

キト ィキ です。 赤い 鳥 も 五、 六、 七、 八月 號は マイナスです。 驚きます。 返品ニ割！^上に達す。 これから ト 

l ブン损 をし ますよ。 呵々。 これ だから ナカく. 圖 に乘れ ません。 私の 消極 主義 もこん な ときには マァく 

ョ カツ タと思 ひます。 r 金の 船」 が 二割の 返品 ありと せば、 5S 圆位 損です ぜ。 この 不 C 京氣は 十二月 までつ 

V きませ う。 そのうちに は 敵 は 倒れます。 バン ザィ 也。 

五八 二  〔七月 十六 日 神 奈川縣 葉 山 益 田別莊 より 東京 府下 目白 赤い 鳥 社 河 上米 松へ (はがき)〕 

スズと サン コ ー が 妙な こと をして 遊びます。 サン コ ー が ステッキ を 持って 三疊 から 這 人る。 スズが ソラ、 
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ォカ ヘリに なつ たくと いふ。 サン コ ー は ダン ナサ マ デ 東京から おか へりに なった の です。 スズが ステッキ 

を 受取りお かへ りなさい とい ふ。 サン コ ー もォ 力へ リナ サイ/ \ と 言って ザ シキへ 通る。 ソ ー 力と 思 ふと 今 

度 は サン コ ー に 積木 を 一本 もたせ (德 利です) スズ はォモ チヤの 盃を 持って 「一 パイ ッゲ ー ャ ー」 とい ふと サ 

ン コ 1 が オシ ャク をし ます。 ィャハ ャ。 

五八 III  〔十月 二十 一 H 東京 府下！ 上リ 屋敷よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ〕 

豐隆樣  十月 二十 一 日 三 重 士 n 

こな ひだ 話す の を 忘れた が、 あの 日、 次郞 がい ふに は、 吉江 孤雁に 會 つたら、 いっかの 先生の もの X 鼸譯 

の 許可 を 得たい、 鈴 木のと ころ へ 行っても う 一 度た のむ と 言って ゐた 由。 次 郞は大 タイ 許可す る 方針の 旨、 

非公式に つ た へ た 由。 あの 返事 は、 責 兄から 發 して 貰つ たも の として 安神して ゐ たが、 フランスへ でも 出し 

たか。 それとも 彼が かへ るので 待って 居られし や。 近々、 社用で 吉 江に 會 ひたし。 そのと き 右の 返事 をした 

し。 乍 御 面倒 指定す る 作品と、 ^件と を、 小生まで 御 報知 を 乞 ふ。 さしつ かへ なくば、 漱石 未亡人の 代理と 

し て 公式に 吉 江に 傳 達すべ し。 アナ ケン。 

五八 四 〔十 月 二十 七日 東京 府下 目白 上リ 屋敷より 兵 庙縣多 可 郡 比 延，： if 村 大迎寺 鬼 村 元 成へ〕 

鬼村樣  鈴 木 三 重 吉 

御 庵住のお 祝 ひ を 申 上げます。 ナ マ ハ ン 力なと ころよりも、 痛快で よいと 思 ひます。 地圖を 出して 見 まし 

たが、 略圖 で見當 りません。 私に 葉 山の 海岸に 一 年 半ゐて 最近 歸來。 轉 地中、 止んで ゐた ゼンソ クが忽 再發。 

目下 ゼィく W つて をり ます。 イン ガな ものです。 拜具 十月 二十 六日 

五八 五 〔十月 二十 八日 東京 府 F 目白 上リ 屋敷よ リ 東京市本鄉.；5|1西片町^^.5水良雄へ〕  § 


淸水樣 .  十月 二十 八日 三 重 吉， 

發作 襲来、 就床 中、 段 々 快方。 い ろ く御挨 接が 溜って ゐ ます。 第一 推薦に する の を 忘 れァ がつ た なぞ は 

チャン チヤ ラ の 限りなり。 コ ッ チ はかま はず 一 度 祝賀 會を 開き ませう。 ィ ク ラ 落選 だ つてい X 檜が 出来たら 

祝 ふの は當り 前な り。 寶 にケシ カラン 奴等 だ。 ともかく 今に 大家になる まで は 笑って 見て ゐる べし。 ベ ラボ 

I 奴 だ。 〔後略〕 

五八 六 〔十二月 IH 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九より 東京 市本鄉 K 西片町 水 良 雄へ〕 

清水 樣  十二月 一日 三 重 士  n 

〔前略〕/ 祖母 を、 叔母と 友人と に 托して 廣 島へ 返し、 兩兒と 下女 (共に 十. I ハオ、 ともに 大 馬鹿) と、 友人 か 

ら預っ た 書生 一 人 (學校 へ 行く ので 手助けに ならず) とで 暮 して ゐ ます。 商バ ィの方 は 河 上が やる こと を 引受 

け (间 入. にお 臥 中) その上に 出版の 方 あり、 夜 は 二人の 兒を 抱いて 寐て、 小便に 二度 づ， in 計 四 度お きます。 

ィャ ハヤ。  ， 

そこで、 上品な 人格の 中 婆さんで もお 心當 りが あったらお 願 ひします。 お 岸さん も、 大層 心配して ゐて下 

さろ さう で、 難 有く ぉ禮を 申 上げます。 お 岸さん にも 賴ん でお いて 下さい。 その 內拜 眉の 上、 萬鎮、 出版で 

ャ リク リ 心配です。 拜具 

五八 七 〔十二月 五 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 廣烏縣 山 驟郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

お 手紙 難 有う。 丁度 ゴタ くの 最中で 返事が おくれた。 一度 上京し ないか。 お 宿 をす るよ。 私に もとと 一 

寸 も變ら ない よ。 た V ヂぐ むさくな つた V け。 夫人が 廣 島に ゐては 君 も 困る だら うね。 〔中略〕 力 、 ァ はもう 

二度と ォレの 所へ か へらない と 言って ゐる。 パ 力な 奴で 困る。 〔中略〕 別れて 一 と月：^上になる。 雜 誌で 奮闘 

したので、 ^眠 不足から ゼンソ クを發 し、 二 年間 葉 山で 暮 したよ。 今 社員 は 女子大 學出 一人、 ヮセダ 出 二人、 


ほかに 一 人ゐ る。 その 一 人が 病氣、 他に ヮセダ 出 一 人 を 首 切った ので、 私が 三人 前の 仕事 をして ゐる。 社債 

は、 もう アト 千 圓も拂 へば キ レイに すむ。 〇〇 君の も 今に かへ す。 あれ は 君へ かへ せば よいの か。 〇〇 君 は 

1 週 一 囘づ >- 子供の 新聞 を 達って くれる よ。 社 も 貧乏 だが 信用 は 得て ゐる。 今月から 本 を 出版す る。 別封で 

一 册 献上す る。 一 文無しで 仕事 をして ゐる ところが フシ ギだ。 雜誌は 平生は 二 莨 五 千 出る。 一 月號は 三苠ー 

千 刷った。 中々 ウル サイ 仕事 だよ。 社に は ソロ バンの 取れる もの 一人 もゐ ない。 みんな 私が 割り出 してやる 

の だ。 正月に でも 上京 せんか。 大に飮 み た い 。 祈 御 健康。 

正文 樣 十二月 五日  三 重 吉 

五八 八 一. 十二月 二十 四 rn  ^下 高 S 町 三 五 五 九よ リ 小石 川 "tel 小： H 向 水道 町 安倍 能 成へ (はがき)〕 

御 „!£ -想 拜誦。 古事記 そのもの は 善悪の 彼岸に あれ ど、 私の あの 物語 は、 期 岸に ある 子供た ちに 讀 まして さ 

しっかへ ないやう に 書いて あるの だが ね。 呵々。 〔後略〕 
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五八 九 〔一月 十八 東京」 股下 高 S 町 三 五 五 九より 埯玉縣 北 足 立 郡 白子 村 柳 下道 政へ (はがき)〕 

賀正。 白子 村 は、 武藏野 線の カネ マ ス 〔東上 線の 成增〕 とかい ふ驛の そばです か。 あすこなら、 十月と 十二月 

とに 各 ー囘、 最初 は 四騎、 後に は 九騎ー しょに 遠乘り をして、 二度と も龜淸 とかい ふ 家で 午 飯 を 食 ひました。 

水の チョロく 流れて ゐる、 感じの い、 村です。 今度 出かけたら お尋ねし ませう。 一月 十七 日 鈴 木 三重 吉 

五 九 0  〔一月 二十 五 H 東京 府下 高 田 町 三 W 五 九よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郎へ (はがき)〕 

事件 もい よく 落着 だ。 金 を 出さないで スミ。 難 有しく。 貴 島 は 無事 勉強。 ときぐ 寄って くれる。 ョ 

力 男な り。 事務員 一 人 来る。 これで、 丹 野と いふ 女の人に 子供 を 見させる。 家の 內も、 秩序よ く片 づけた。 

御 安神 を 乞 ふ。 た 家主が 家を賣 り、 近々 立ちの き だ。 町中へ 出る つもり。 中々 一 二 ヶ月 は 家 も 見 g かる ま 

いよ。 一月 二十 五日  - 

五 九 I  〔二月 二 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九より 東京 市本鄉 H 西片 町ャ； S 水 良 雄へ〕 

淸水樣  ま  三 重 吉 

〔前略〕/ 貴君が 洋行され るまでに は、 社 も 貰け、 毎月 ゥント おや；！ りしたい ものです。 コナ ヒダ彰 ちゃんと 

會 食のと き、 淸 水さん が 今 洋行し ないかな ァ、 さう すれば、 お 岸さん を 私が ぁづ かって、 ゥチを 見て 貰 ふの 

に 丁度い、 がな ァと 冗談 を 申した るに、 淸水 君が 出かけて しまったら 赤い 鳥 はどうなる もの かいと 言 はれ、 

ギヤ フンな り。 それ は 冗談と しても、 代理の 出来る 人が ゐな いのは 心細いで すね。 大に 深澤君 をべ ン タツし 
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て 下さい。 呵々。 

五 九 二  〔二月 七；；； 東京」 肿下高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小お 皿： 一 隆へ〕 

豐隆樣  三 重 吉 

兩 方の 御 病人の 御經過 を氣づ かって ゐる。 おれのう ちの 子供 も 二人とも 發 熱し ゴン /\ 咳き、 代る く. 乂 

は 同時に ピィく 泣く ので 弱って ゐる。 葉 山から つれて 來 たばかりの、 ヅブ 山出しの 下女 二人、 共に 十六、 

小僧 十六、 この 三人 を 追 ひ 廻して 家事 を 執る。 ィャ ハヤ 大變 なり。 乃公 も夜寐 ない ので 疲れが 出、 風邪 氣味 

も あり、 又 々ゴ ホンく が はじまり 八方 攻め だ。 この 中で 維 詰 をつ くり 會計を やる。 本當に 閉口。 しっかり 

した 婆や を さがして ゐ るが 中々 見當ら ず。 力 、 ァ にも 當分 こり/ \ したれ ど、 いづれ は 又もら はねば なる ま 

い。 マ、 子 二人 ある 故、 目の 三つ 位 ある 女で ガ マンし ベえ。」 御 病人の こと、 ハガキ で 御 一報 を 乞 ふ。 サゾ 

困る だら う。 

五 九 三 〔二月 二十 八： = 在米 小 池 lis へ〕 

小池樣  二月 二十 八日 三 重 吉 

每 度お 手紙 難 有う 存じます。 新聞 もい つもい つも 御 面倒と お 察しいた します、 あれ を 讚む と、 いろく 刺 

戟 されます、 金が 出来たら 子供の ために もっとい ろくの 運動 をしたい と 思 ひます。 

加 計の if 園の 出て る 雑誌 は 早速 さがしに やりました。 

十月に 力、 を 離別し、 四つの 男の子と、 六つ. の 女の子と を 私が 育て & 居ます。 十六になる 小僧と、 同年の 

二人の 小さな 下女 を 追 ひ 廻して 家事 を 執る、 中々 大變 です、 夜 は 小 供 を つれて 寐 るので 安眠 もしません、 そ 

れにカ 、ァの 兄貴 を會 計に やとって 居た の を も 一 しょに 首 切った ので、 帳面 を 七 八册か \ へて、 朝から 晚ま 

で 坐りつ きりです。 その 中で 私の 受 持の 頁 を 書きます、 記者 も 馴れた 男が 創作 を やります ので、 編輯 も 牛 分 


私が さしつ します、 よく 力 ラダが つ くと 思 ひます、 電車に 乘 ると rv タリ/ \. 眠ります、 緊張して 居る ので、 

ゼン ソクも 閉塞して しまいました。 呵々。 

お たづね の 猫の 中の 不明の 點は 私に もや はり 分りません、 た 行 德の俎 は、 千葉縣 に行德 とい ふ 町が あり 

ます、 馬鹿 貝 (廣 島の 赤貝の やうな もの) の 産地です、 江戸っ子が 今でも バカ鋼 を 賞味し ます。 

行德の 町の 看屋の 俎はバ 力 を 取扱 ふ ので ス レ滅っ て 居る、 バ 力で 以て ス レ て 居る、 バ 力の くせに ス レツ 力 

ラシて 居る とい ふ シャレ です、 深 川の ハ ン ダイ (魚 を 入れる ハ コ) ともい ひます、 同じ 意味、 深 川 も 貝類 を 多 

く 扱 ふからで す。 

その他の 西洋人の 名前 はビ ー ル氏、 ブ ランデ ー 氏の 類の デタ ラメ かも 知れません、 なほ 仲間の ものに 聞き、 

後報 致します。 

裝畫家 橋 口 五葉 中耳炎で 死去、 これから 忙しい 中 をぬ けて 葬式に 行きます、 拜具。 

五 九 四 〔三月 一：：： 東京 府下 高 S 町 三 五 五 九よ リ 東京巿赤坂^：靑山南町小ぉ週：^险へ〕 

豐隆樣  三 重 吉 

今日は 橋 口の 告別式へ 行った。 さきにお 前のと ころへ 寄り、 それから！^ 口へ 行く 都合のと ころ、 活版 所で 

の 時 問の 都合で、 先に 橋 口へ 行った。 そんな かへ りに 廻る の は ェンギ 上よ くない もの かと 考へ 遠慮した。 

. 私の 從 妹で アメリカへ 行って ゐた女 あり。 夫と 分れて こちらで くらして ゐ たが、 後の 男と につ いて ゴ タ 

く あり、 實 家へ も か へれない ので、 當分 私が 引取る ことにな り、 撗濱 から つれて 來た。 生れた ての 赤ん坊 

と共に やって来た。 この 女が ゐる間 は 助かる。 夜晝 子供 を 託し、 この 二た 晩ば かり はじめて ダウく 寐た。 

はじめて ォ カズら しい ォ カズ も 貪へ る。 子供 はヲバ さんく で 大喜びな り。 四 ヶ月の 奮 鬪のッ カレが 一 時に 

出て、 ボ カンと なって ゐる。 尤、 會 計の 事務 はやって ゐる。 それに 編輯に 馴れた 小 野 君が 創作 を やる ので 圆 

filli 職し、 あとが シン マイな ので、 編輯 も 見て ゐる。 忙 がしい 中 をぬ け./ \- して、 活版屋へ 通 ふ。 校了に な 
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つたら、 少し ヒ マが 出来る ので、 夫人のと ころへ も 見舞に 行く つもりで ゐる。 子供た ちハ シカ 全快 安神。 ヲ 

パ さんが 来援され 息をつい たこと.^ 喜んで ゐる。 お前 はォレ に比べて と 言った が、 ォレは 又、 お前の こと を 

考へ、 ォレの 方の この 位の こと はガ マンす べしで 押し通し たよ。 今夜 は、 活版屋の かへ りに、 メシを 食 ひに 

兩國へ 来た。 料理の 出来る 間に この 手紙 を かく。 いづれ 會 はう。 夫人が 退院したら、 二人で 一ば い 飲まう。 

御壯 を 祈る。 小生、 近来 丈夫な り。 乞 御 安神。 二月 二十 八日 夜 

五 九 五 〔三月 十八 = 束 京 府下 高 W 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 小石 川 ill 大嫁坂 下町 井本 健 作へ〕 

青木 兄  三月 十八 日 三 重 吉 

お 手紙 拜見〕 いよく 學 校を癡 業され た m。 お 祝 ひ 申し上げ るよ。 教員なん て 奴等の 顔 を 見ないです むの 

はい V 氣持 だ。 定收 入の な いのは W るのう。 金の 取れる ことがあつ たらお 世話 をす るよ。 靜 子さん はよ く 可 

愛が つて 上げい よ。 僕の 方 子供 は 丈夫 だ。 先月 末から 從 妹が 手助けに 来て くれて ゐる。 もう 一 と 月 位 はゐて 

くれる だら う。 大？ に 助かる。 そのうち 一度 伺 ふ。 記者 馴れた 人が 辭 任し 新米の 人な ので、 小生 毎日 活版 所 

へ 出張。 夜 七 時 八 時まで 校正 を やる。 ナカく 金モ ー ケ もつ らいよ。 

乍 失疆、 金に 困る ときには いつでも 言って くれい。 奉納す るよ。 

五 九 六 〔三月. 一-八 H 東京 府下 高 田 町 一一 一 五 五 九より 束 京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小せ：： 夏： 一 隆へ〕 

豐隆樣  三 重 吉 

おはがき 難 有し。 病院の 方、 ずん くよ くな り 結構 だ。 もう 一 べん 見舞って 上げたい と 思 ひながら 忙 がし 

いので 果 さないで ゐる。 小 野の 後任が 馴れない ので、 僕が 毎日 活版 所へ 通 ふ。 赤い 鳥と、 菊 池 寛の 本と、 春 

陽 堂の 僕の 本と、 三つの 校正が ブッ カリ、 每晚夜 八 時 九 時まで つめかけて ゐる。 頭 はカチ くになる。 歸る 

と 一 ばい 飲み、 着物 も 着かへ ず寐る こと あり。 君の ネムィ の も 疲れ だ。 ォレ， ^先達まで は、 ゥ トリく よく 
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居眠り をした。 タガが ゆるんだ のかと 心細かった が、 考へ ると、 二三 ヶ月 間の ッ カレ だ。 今は從 妹が ゐ るの 

で 助かる。 洋食 も 上手、 ゥ マイ もの を 食 はせ るよ。 もう 1 と 月 はゐて くれる。 その アト は考 へる と 又 ゥンザ 

リだ 0 

君 は 少し ゥヰ スキ ー かブド ー 酒 か を、 寢 がけに 飮ん では どうか。 元氣 がっくよ。 君のう ちの 子供の こと も 

よく 考 へる。 丈夫で ゐて くれる やうに 祈って ゐる。 そのうち、 君の 出られる 日 を 通知して くれん か。 夕方 か 

ら 下町で 飲まう。 ォ レ の 最近 一 時 的 色女 を 見せても い \。 お 粗末 だが。 

五 九 七 〔四月  一 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小お I； ャ隨 へ〕 

豐隆樣  四月 一日 三 重 吉 ， 

折角 か！ S つて くれたのに 不在で 失禮。 下女の アンボン タンが 取次ぎ に 出で なほく 失禮。 別紙 は、 御 來訪の 

前夜 かいた もの。 すぐ 出す の を 忘れ、 アトで 考へ ると、 キ マリの 惡ぃ もの 故、 カバンに しま ひお きたりし が、 

昨日 草 平のと ころに 行き、 女の 話が 出， たので、 開いて 見た。 ァ ハ、。 おは づか しながら、 いよく 君に やじる。 

アナ ケン。 

〔別紙〕 豐隆 閣下。 夫人 は 段々 恢復の こと \ お 祝 ひする。 野生、 め まぐろし い 程 忙しく 暮 して ゐる。 今日は 

有樂 座へ 童話劇 を 見に 行った。 ブリキ 細工の 玩具の ごとき 芝居な り。 歸 りに 一 寸メシ を 食 ひに 来た。 用意 を 

待つ ^にこの 手紙 を かく。 會 ひたしく。 從 妹が 料理が 上手 ゆ ゑ、 閣下と イツ ゲンと を 招待すべく 再三 イツ 

ケン にかけ 合 ひたる も、 たま/ \ 病臥 中で ゥマク 行 かざりき。 人の 女 ゆ ゑいろ./ \- マ ドロ かし。 そのうち 閣 

下と 私と 二人で 飲むべし。 今日は 一 寸ヒ ュ ー メインな 心 持に なり、 花を携 へて 女 を 見舞へ り。 女 無理に おき 

て メシを 食 ひに 来る といへ り。 閣下のと ころへ 自動車で 迎 ひに 行かう と 思 ひしが、 そんなに グズ くして ゐ 

むれない とい ふ。 この 手紙 を かいてす ます 所以な り。 先生の 手紙の 中に、 吉 原の 女 を 見て インス ピ レイ ショ 

ンを 得つ.^ 待って をれ とい ふ 文 言 あり。 イツ ゲン は當 時の そのお 綱な り。 今 は ゲイ シャ屋 の ォカミ なり。 容 
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色稍襄 へたり といへ ども、 ホレて くれる ものな き 私に は、 テン ボラ リイ 氏と して 役立つ に 十分な り。 アナ 力 

シコ。 舟 を 停めて 問 ふこと を須ゐ ずす ベて これ 同 鄉の人 テナ 感 あり。 そのうち 一 坐すべし。 イツ ゲン 健康 さ 

へ囘愎 せば、 —— そして そのと きの 都合よ くば —— 招く ところ どこへ でも 来るな り。」 商ば いも 幸に 今日 ま 

では ド ー ,ー 力 やり 来りたり。 疲れる こと 夥し。 一 小 商人と なり 終る かの ごとき 感 ありて 心細し。 虎の子の や 

うにして、 金が 千 五 〔百〕 圓 たまる と 一 册本を 出す。 金 は 手元に からくな り。 本が たまれば、 財產 となる。 

ャ リク リは イラく する。 本 は 半年 以上 資金が 寢 るよ。 イツ ケン來 る。 筆 をお く。 ォレが 死んでも こんな 手 

紙はァ カルミへ 出し たくな し。 呵々。 

五 九 八 〔四月 十四 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小.：？ n 璺隆 へ〕 

豐隆 閣下  四月 十三 日 三 重 士ロ 

おはがき 難 有う。 僕の 下阪 は、 先方と 千代との 交渉が ハカ ドラない ため、 目下 見當 がっかない。 御歸 京の 

上 は、 仰に より： 丁 供 二人 を つれて 行く よ。 明治神宮へ は 僕 もお まゐ りして 来たい。 千代 も 行けたら つれて 行 

く。 

ときに 先夜 は、 僕 だけ は 愉快な りし も、 アンナ 中 を 引つ ばり 出した 上、 ろくで もない モノ をお 目に ブラ 下 

げ、 嘔吐 を 催し やしなかった かと、 アトで 心配した が、 又々 招待せ よとの 〇〇 を拜 し、 すっかり 嬉しくな り 

たり。 ホレて くれ 手の ない 僕の ために、 あの テン ボラで も嘉 してお くと いふ 〇〇〇 の發 露なる べき か。 待合 

は 不愉快に つき、 〇〇〇〇〇〇〇 を考へ 中な り。 ともかく 力 イネ、 ブル ー メ を重寶 とす。 〇〇 の 方 も 妙味 あ 

り。 當分 珍重し おく こと X する。 テン。 ホラ も、 又 〇〇 を 仰いで もらって くれよ と 言ひゐ たり。 いつも カン シ 

ャク顏 をして ゐる 私が、 閣下に 會 ふと トケル やうに 喜んで ゐ たの を 見て、 友人 はい，^ ものと 思 ひし. ET 女の 

身に は 羨まし かるべし。 

翌々 日 テン ボラ 来宅。 す 子、 珊公を 代る くお ぶり 摘 草 をして かへ りたり。 
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社と 住 li^ と 兼 帶の家 を 半年 さがして 漸く 見附けた。 今人が 住んで ゐる。 ソ イツが どけば 移れる。 いつ ドク 

か 分らね ど、 とにかく 越せる。 曙 町の 閑靜 なと ころ。 西洋 室 六 間、 日本間 六 間、 計 十二 室で 勿 驚 家賃 六十 圓 

なり。 但し 化物 屋敷に あらず。 家主が い X のと、 西洋 室が 多い ので カリ テ がない から 安いの ださうな。 三重 

吉金を モ ー ケ て 大きな ゥ チ へ 這 入り やが つたと、 人 言 ふなる ベ し。 呵々。 

曠三 君が 葉 山 へ 行く もの と 思 ひし 由。 可愛い.^ お 話で JimtK まれる。 君と 僕との すべ ての 子の 上に 神の 永久 

の 恵み を 祈りたい。 四月 十四日 

森 田の 亮 一氏、 一高に 這 入りし 由。 あの 可憐な 子の ために、 大に 安神せ り。 一昨日 か、 使 ひに 来れり e い 

、子な り。 

五 九九 〔四月 十九 H 東京 府下 高 田 町 三 五一 f 一九よ リ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小せ： ：璺隆 へ (はがき)〕 

まだ 京都から おかへ りない こと \ 推察。 僕 は 二十 一 日に、 力 イネ、 ブル ー メを 同伴、 商用で 神戶、 京都、 

大阪に 下る。 千代 ことと は 別。 上， 記の 土地へ ォロシ 先 を 作る ため、 大阪に 一泊、 京都に 二 泊。 ゲル プに 見え 

やしない かと 心配。 三年 前、 飛脚の ごとく 下阪した 2^ 外、 十 有 幾年ぶ りの 旅行な ので、 たのしみ だ。 夫人、 

令息の 御 全快 を 祈って ゐる。 

六 00 「四月 二十 四： H 京都市 木屋町 御池 北大 嘉 方よ リ 赤 坂！ 靑山南 町 小お 風 隆へ (椿 はがき)」 

EI 月 二十 一 日夜、 二人で 出立。 二十 二日 大阪 泊。 昨夕 京都に 入る。 今 問屋 を 廻って 話 をつ けこれ から 大津 

へ 行く。 明日 は 宇治へ 行く。 あと は大 原と 加 茂 を 見て 歸 京の 等。 鴨川ぞ ひのきれ いな 宿。 いろく 滑らかな 

り。 四月 二十四日 

六 0 一 〔四月 二十 五：！ I 京都よ リ 東京 市 本 Irtelw; 片町 水き しへ (祷 はがき)〕 
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私の 部屋の ぢき下 を 加 茂 川の きれいな 水が 流れて をり ます。 京都の フキと タケ ノ コを 煮た のと、 コ -ャド 

1 フ の 煮た のが 何よりう まいです。 十三 年ぶりで 来ました。 いっか 清水さん を も 誘って 來 たいと 思 ひます。 

E 月 二十四日 

六 0  二  〔五月 五 H 東京」 は 下 高 W 町 三 五 五 九より 東京 市 小石 川 K 大嫁坂 下町 井本 健 作へ〕 

健作樣  五月 五日 三 重 士 n 

どうしと るか。 お産 はいつ か。 子供た ち は 丈夫 か。 ォレの 方 は、 二月の 末から 從 妹が 加勢に 来て くれて ゐ 

るので、 助かって ゐ たが、 同人 はもう 今月 は アメリカへ 立つ。 アト は 又慘擔 たる もの だ。 

子供 は 二人とも 幼稚園へ 通 ふよ。 尤、 す V の 方 は 今風 を 引いて 寐てゐ る。 /〔中略〕 

おれ は 〇〇〇〇〇 困らない。 十數 年来の 知己なる 蔑 町の 藝 者が 犬に 同情して くれて ゐる。 これ は 抱への 四 

五 人 を 持って ゐる 姐さん だ。 年 二十 九。 どこへ でも 〇〇〇〇o〇〇〇 なり。 先月 末、 大阪 京都へ 取引先 を 作 

る 商用で、 二十 一日、 上記の 女 を 引 卒して 出立、 二十 六日に 歸 つて 来た。 京都の 風光に 接した の は 十三 年ぶ 

り だ。 〇〇〇〇〇〇〇。 まづ くこの 方 は 安神して くれ。 

子供がない と、 もう 力 、 ァは 要らない が、 どうも 貰 はねば 仕事が 出来ん。 そろく アト 釜 を さがす つもり 

だ。 /そのうち 行く よ。 

六 01  一一  L 五月 十四 H! 東京 府下 高 S 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 小石 川； 大缀坂 下町 井本 健 作へ〕 

健作樣  五月 十四日 三 重 吉 

お 手紙 難 有う" 病氣 で大變 だった ね。 お産 等で 金が ィル なら 奉納す るから いつでも 下命され よ。 生計の 方 

を どうして ゐ るかと 案じて ゐ たが、 うまくい ろくの 口 を ひろった のう。 先づ 安神 だ。 少し 定收 入の 口 を 近 

々さがせい よ。 ォレは 淋しい のでよ く 女のと ころへ 出かけて ィケ ナイ。 自前の ァネゴ で 自由にな るので、 ど 


こへ でも 引つ ばり 出せる ので ィ ゲンく。 併し こいつが 控えて ゐる おかげで 大 に元氣 だ。 いろく 相談 相手 2 

にもな つて くれる よ。 子供 は うれし さう に 幼稚園へ 行く よ。 〔後略〕  4 

六 0 四 〔五月 二十 H 東京 府下 高 S 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町小宮 覺隆 へ〕 

豐隆 閣下、 昨日 は 失敬。 あれから 和 田のと ころへ 寄ったら、 飯 を 食 はう とい ふ。 偶、 よし 町に 近い 難波屋 

へ 行かう とい ふから 招待 を 受けた。 そこから、 お 今に 電話して、 よね 仲へ 行く ぞと 言ったら、 今夜 は 急に 出 

られ なくなつ たからと いふ。 ト ボケた 返事 ゆ ゑ、 ハ 、 ァ、 來 てるな と 察し、 和 田と ゆっくり 飮ん だ。 別れて 

から、 つまら. く 町を步 いて ゐ ると、 向う側 をお 今が.. タン ナと 一し よに 通って ゐた。 一夜 どまり 位の 旅に で 

も 出る らしく、 お 今 は 洋傘なん ぞ 持って ゐた。 お 今 だけ は 私に 氣づ いたらし く、 あわてた やうに、 アト をフ 

リか へって ゐた。 その 瞬間、 ォレは 不思議に も 妬み なんても の は 寸分 も 起らず、 却って、 ォ レのサ モシ さが 

恥 かしくて たまらなかった。 近頃、 自分の 下劣 を この 位强く 感じた こと はない。 彼女の ダン ナと いふの は、 

スケ べィ、 . チぐィ の ハ ゲァタ マ かと 思って ゐ たが、 物の 分ったら しい、 感じの い 男であった。 樂 しさう に 

步 いて ゐた。 お 今 は、 おれが ホシィ と 等しく、 又は 以上に、 あの 男に 必要な の だ。 そいつ を ハタから 狙 ふの 

はいけ ない と 思った。 お 今 は 今 心中 二た みちを かけて ゐる。 少 くと それとも 知らないで ゐる だけで もァの 

男が 氣の 毒で ある。 女房 も 子 も ある 男の 由 なれ ど、 ソト にお 今 を 必要と する、 いろくの. 理由 あるべし。 ォ 

レが アキラ メルの が正當 だと 思った よ。 そして、 つくぐ 自分 を恥ぢ た。 

男 は、 私の 顏を 知って ゐる 由。 帝劇の 昔樂會 のとき、 お 今が 切符 を 大分 賣 つて くれた。 そのと きに 私 を 見 

たとい ふ。 今日まで、 お 今 は、 ホ 力の 座敷へ は 決して 出る こと を 許されて ゐ なかった。 たど、 私の ときには 

快く 許した さう である。 京都へ 行く にも、 六日 も ゥチを あける ので、 ダン ナに 許可 を 得た ところ、 鈴 木さん 

とならよ ろしい と 快諾した 由。 すべ てお 今 を 信じて ゐ るから 許した と 同時に、 鈴 木 は 名士 だからと いふので 

安神して ゐた點 も 十分 ある。 その ダン ナに は、 一人の 親友 あり、 もし、 ダン ナが 死んだ 後 は、 お 今の 前途 を 


保護す る やうに、 その 親友に 賴ん である 由。 その 友人なる 男 も 僕の 顏を 知って をり、 尊敬 を 持して くれて ゐ 

る 由。 

考へ ると、 そんな 人 を 欺く こと は 僕に は堪 へられない。 お 今 は、 これまで 私に チヨ ィく ナゾを かけた。 

併し、 引かされて、 か，. - への 四 人 もお いて もらって、 まだ 一 rffi- にもなら ない のに、 コ ツチから 切れて くれと 

は 言 ひにくい ので、 そこ を 迷って ゐ たらしい。 私 もい ろく 考 へた。 京都へ つれて 行った の は、 待合 以外で 

の 彼女 を觀 察し、 女房に 適する や 否や を試驗 したの だ。 そして、 男から は、 毎月 生活費 を途 つて くれる の を 

一 々かへ して ゐる、 これ は、 ダン ナに 負擔を かけない 誠意と 一 しょに、 ナ ルべク 今後の 自由 を 束縛され まい 

とする 用意 だと 聞き、 手を切る ぐらい ヮケ なく 出来る ものと おは 思って ゐた。 男 も、 女の 出世になる ことな 

ら、 いつでも 分れる と 明言して ゐ. ともい ふから。 

併し、 男の 實 際の パ ー スンが 私が 與へた 好感 は、 に はかに、 あの 男 を氣の 毒で たまらな いと 思 ふ感に 導い 

た。 そして 恥ぢ た。  - 

今後お 今 を 私の ものにして 暮 しても、 お 今 も、 あの 男に すまん とい ふ心殘 るべ く、 ォレ もい &氣 持が しま 

い。 人の もの ナン かほし がらないでも ド ー 二 力なる 自分 だとい ふ 自尊心 も勃發 したよ。 正々 堂々 と 生きな け 

れゃ つまらな い。 

おれ はお 今に 右の 旨 を 話し、 一 しょになる の を やめさせようと 決心した。 イマ サラ 逃げ を 張る とい ふやう 

に 取る 程 もの \ 分らない 女で はない。 却って 私 を、 より 多く 尊敬して くれる こと.^ 思 ふ。 

人 はお 互に 惡 いこと をし ちゃい か んく。 お れは、 お 今 を 貰 ひかけ てゐ ると いふ こと をお 前 に 話 し た - 」 と 

まで 恥 かしい から、 3? 上の ザ ンゲに 及ぶ。 

^  . おれ は アキら め 得る よ。 昨夜 は、 さびしかった ので、 柳ば しへ 行って 飮ん だ。 二三の ミズ テン を 相手に。 

十 人の もの を 盗んで 食 ふよりも" - い \氣 持だった。 併し これから ミズ テンば かり を 買 ふの はィャ だから、 もう 

年 遊び はよ すよ。 
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お 今 は 何と 答へ る や 否や。 併し、 友人と して は、 後來 も、 必要な ときには 飽くまで あの 女 を 保護して やる 

つもりで ゐる。 藝者 として は 人をヒ ドク だました ことのない、 そして 物質 愁を 比較的 超越した、 い、 女 だ。 

物 もよ く 分って ゐる。 友人と してお くに 足りる 女で ある。 

ッ 力れ た 頭で、 うまく 書 けん。 これから 幼稚園へ 行 くんだ。 子供が 嬉々 として 遊んで ると ころ を 見る ため 

に。 何だか 涙が 出て 来た。 終り。 

六 0 五 〔五月 二十 二  H 柬京 府下 高 田 町 三 五 五 九より 東京 市 赤 坂 靑山南 町 小お 鳳 3i 隆へ〕 

豐隆 閣下、 御 連 仲お そろ ひ 御 講演の こと 奉祝。 次に わざく 御 返信 難 有し。 私 は、 あのと ほりの 決意 をお 

今に 話さう と 思 ひ、 幼稚園 からかへ ると すぐ、 試みに 呼び出しの 電話 を かけた ところ、 夜 持って ゐた 洋傘で 

推定した 如く、 やつば り 旅行に 出た の だ。 僕 はし まった こと をして くれたと 思った。 お 今 は、 ゆっくりと 本 

意 を 告げて ヒ マ を もら ふ 便宜の ため、 引つ ばり 出した のかと 思 はれる C さう 想像され る 理由が いろく ある。 

話せば 必ずお 今の いふと ほりに して くれる に 極って ゐる。 さうな ると、 私の 折角の 正義が 通らない ことにな 

る。 困った もの だ。 今日で 四日になる がお 今 はま だか へらない。 

或は、 とうく 言 ひ 出せない でかへ つた かも 分らん。 言 ふつ もりで もな く、 た さそ はれて 行った のか も 

分らん。 あいつ も 薄情な 女で はない ので、 ヒ 力され て 二 年に しかなら ない の だから、 一寸 言 ひ 出しに く. -て、 

この ー點に 迷って ゐる とも 想像され る。 ともかく 私の 決意 だけ は 話した 上、 アト は御說 のと ほり、 流れ 次第 

に 流れる さ。 来る といへば 諾。 来ぬ といへば それでよ し。 多分、 來 るの は來 るから、 義理 合 上、 一應* 铫子 

の實 家へ かへ つて、 半年 一年 額 居した 上で、 改めてお 宅へ 11^ 込む とい ふの がォチ なるべし と 思 はれる。 ド 

1 でも なれ だ。 

子供に 對 して 愛 は、 十分 持って くれる。 ィヂ でもよ く 育て、 くれる にき まって ゐる。 お 今 は、 私 だけが 女 

房と いふ もの を 持つ のでな く、 それによ つて 第 一 に 子供に 母を與 へる のが 目的で ある こと はよ く 承知して ゐ 
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る。 來 たって 子供の こと は 安神 だよ。 四 年の 間、 姑 や 小姑の ある、 大阪の 油 問屋へ 嫁入りして、 苦勞 した こ 

とに 比べれば、 何でもない 箬。 

當分 勉強。 大阪へ 行つ た 結果、 品物が 千圆 近く 動 い た。 

六 0 六 〔六月 四 H 東京 府下 高 S 町 三 五 五 九より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宮璺隆 へ〕 

豐隆 閣下  六月 四日 三 重 吉 

従妹が 男 を 追うて、 無斷で 遁げ出して しま つ た。 い つか 七面鳥の 料理 をす る つ もり の 計畫も オギ ャ ン なる 

は 勿論. おかげで 又々、 子供の 世話にな やまされる。 朝、 その 日の、 子供 及び 私たちの 食べ もの、 獻立 をつ 

くる ことから、 夜 抱いて 寐 るまで 大變 だ。 二人とも ハ ナ風を 引き 終日 ピィく 泣いて 私に とりつ いて ゐる。 

それ を アヤしながら 帳面 をつ ける。 ィャ ハヤ だ。 

家が 無人の ため、 女のと ころへ も 又々 行け なくなった。 會 へば iffi だが、 近 來は會 つても、 た 會 ふだけ。 

女 は 例の 問題 を まだ 決着せ ず。 大 問題 だから 考 へ るの も 無理 はな い。 男と はいつ でも 切れられ ると 言って ゐ 

る。 小子もぅ人のものナンカ取らなぃと決心して；：^來、 天 {41 爽快。 かうな ると、 あの 女 を 貰った ときの 不便 

な點、 不利な 點 のみ を考 へる。 情熱の ない 年齢 は、 ザップ ー ケ ー なれ ど プラクティカルに は 安全 至極な り。 

われながら、 齢の 傾きた る こ と を 思 ひ 苦笑 浮ぶ。 

後妻の 候補 を 持ち込む もの 頻々 たり。 イマ ダ乘 り氣 になる ほどの 對象 なし。 呵々。 

た 一つ、 商ば いの 方、 好況 だ。 雜 誌の 返品 一割 二分に ト マル。 ニコくな り」 穴 賢 

六 0 七 〔六月 十二 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九より 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宫璺隆 へ〕 

豐. 隆 閣下  六月 十二 日 鈴 木 三重 吉 

昨夜 例 の と會 見。 十七 日ブ リ で 交歡。 今朝 グ デ ン くな り。 アナ ケン。  4 


次に、 中 山 太陽 堂が、 二 千圓の 賞金と、 立案の すべて を 私に 任し、 少年少女 劇 を 募集して、 當選作 を 赤い 

鳥で 發 表したい とい ふ。 私も讀 者との 親しみ をつ ける ために、 選者に なれと いふ 條 件で。」 引きう けた。 

下見 は 社で やり、 優秀の もの 五六 篇に 目を通して くれ X ばよ いの だ。 * ト ー 力 第一に 選者に なって 下さいな „ 

赤い 鳥と して は、 關係 ある 人 全部 を 力 ツギ 出さん とグ ワイが 惡 いし、 大人 數 なら、 中 山 も 喜ぶ ので、 貴君の 

外、 左の 人々 にたの むつ もり。 應募條 件 は 小生 立案の 上、 御 裁可 を 仰ぐべし。 

小山 內 秋 田 長 W 秀 菊 池 久米 久保田 楠 山/以上。 

〔封筒 裘に〕 發 表まで は 萬事ヒ ミツに 願 ひます 

六 0 八 〔六月 二十 二 H 東京 府下 高 田 町 三 W 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町小宮 I ザ ほへ〕 

豐隆樣  六月 二十 二日 三 重 吉 

寺 田さん は、 まだ 遠足 は出來 ない さう だ。 八 王子 以来 だから ゼヒ參 加したい の だが、 と、 非常に 殘念 がつ 

て 返事 をよ こした。 

社 a: の 知人で、 江 田 島 產の或 人が、 私 方へ 家政婦 を 世話して くれた。 核 山の 女。 ィョ から はるぐ 来る。 

三十 ニ才。 失に 死別され 子供 二人 ある 由。 子供 を 家兄に 托して 来る。 性格 も 上品、 感じの ぃ&、 大人しい デ 

ンヱ ン氏 だ。 ホット 安神した。 永い 間、 疲れたよ。 子供 も 喜んで ナヅ ィてゐ る。 何分 御 安神 を 乞 ふ。 よし 町 

は、 シ ョッ 中病氣 をして ゐる。 今月 はま だ 〇〇〇〇〇〇〇 ない シ マツな り。 健康の 上から も、 女房に は.、 タメ 

なり。 ャハリ 野に オタべ し。 いろくの 人、 女房の セヮを するとて、 さまぐ の 寫眞を 持って来る。 いづれ 

を 見ても ウレ 殘 りの ォ カメ だ。 ァ ー メン。 當 分力、 のな いのも ノン キで よろしい。 セィて は コトを 仕 損ず る 

での。 ュ ー くと ョカ鳥 を アサ ルべ ー。 拜具。 

夫人 はすつ かり 恢復した か。 よろしく 言って おくれ。 不順の 候、 子供た ち は變り はない か。 す i-Il ベ ー、 

やう やく カゼが 直る。 二人とも ャセ てし まった。 
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第二 信 

豐隆樣  六月 二十 三日 三 重 士ロ 

別 信 を かいた アトへ 貴翰 着、 子供 みんなの 病氣 は大變 だね。 お 察しす るよ。 ついては、 カレント、 デァテ 

ルミ ー とい ふ、 電氣 治療 i}^ を 使って は 如何。 b から C までの 形 をした シンプルな もの。 g の 端 を、 電燈の 穴 

©  へ はめ、 電球 a を さし 込む と、 C に 電氣が 通じ、 ブ ー ンと 鳴り 出す。 C の 下 面 を、 

J 患部に あてる の だ。 風邪なら 胸部 へ。 鼻の ツマった の なぞ は 二十 分で 直る 。噴の 出 

/fl\l^ るの は 二 時間 もやれば 直る。 風邪 も 治る。 お 上、 みんな 宅の 實驗 だ。 小便に 近い 子 

.  も、 每晚 かける と、 起きなくなる。 價 十八 圓。 但し 五箇 買 ふと 貳割 五分 引で 13.50 で 

くれる。 私 方で 代理部 を やる 計畫 だ。 すでに、 五箇 賣 つた。 五箇 賣 ると、 割引 額 だけ かへ して くれる。 君 も 

S 圆 出して おくと、 アト、 だれか 四箇 買った 曉に、 二割 五分 返金す るよ。 ためして 見ない か。 大層い V。 胃 

腸に もい-^ ので、 二人の 子供へ 毎晩 二 時間 づ \ かけて ゐる。 別紙、 案 內書を 達る。 賣 りつけ るの ぢ やない よ。 

子供の ためにす X める の だ。 マチ ガ へて はィケ ナイ。 呵々。 入用なら、 社へ 電話 を かけて くれ (番町 2539)。 

發賣 元から 直達させる よ。 

柴又 行、 も、 雨天の 際の 陶々 亭も、 夏 目 未亡人、 おことわり すると 言って 来た。 都合 惡 しとの こと。 橫抦 

な ことわり 狀 なり。 第一 君の 方が ソン ナゎ けだし、 中止に する。 この 旨、 束、 阿部に も通吿 する。 同日、 君 

が 出られるなら、 正午 迄に 電話 をして くれ。 同日 夜、 二人で 會 食 をしょう よ。 一件と 三人で、 メシ を食 はう。 

一件 一人で ァ テられ ると 思 ふなら、 他に キ レイな 奴 を 二三 人 よんでも よし。 但し バ 力く しいな。 とにかく 

會 食しょう。」 

〔封筒 衷に ヒー 十四 曰に は、 陶々 亭で • 中 山 太陽 堂と 聯合で、 先ョの 話の 選者 を 招待す る。 書中の 君と 單 |g 

會食は 取消。 右 招待 會へ S られ るなら ば 出て 来て くれ。 二十四日 午後 正 五 時。 出缺、 同日 正午 迄に 電話 ァリ 

タ シ 
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六 o 九 〔七月 二十 五 H 在米 小 池 4- へ〕 

小池樣  七月 二十 五日 三 重 吉 

七月 五日お 差し出しのお 手紙 拜受、 御 健康 をお 祝 ひいた します。 御惠贈 の 寫眞 は 早速 飾 つて 眺めて 居 ま す 、 

あの 中の 湖岸 は 全で 日本の やうです ね、 ぉ孃 〔さん〕 たち は 可愛い X です、 私の 上の子が マル 五 年になります 

から、 御 渡米 3? 來五 年になる わけです ね、 早い もの。 私 はやう くゼン ソクも 閉塞し、 昨年来 寒さに も ツユ 

時分に も 出ません。 からだ も 丈夫に なりました、 御 安神 下さい、 社の 方 は 世間の 大不 景氣 にも 係 はらず、 一 

號も投 をせ ず、 ラタに 經營 して をり ます、 錐 誌の 外に 童話 集 を 出版 これ は 資本が 寝て 弱ります が、 マ ケヲシ 

ミ でつ けて 居ります。 

乏しい 中から 工面して、 作曲家の 成 田 君に 補助金 を 出し、 五 年間 ® 逸で 研究しても らふ ことにしました、 

一月に 出發 渡歐、 同 君が かへ るまでに は 多少の 資本 を 作り、 それ を 準備 用に ァテ、 會社を 起し、 少年少女 向 

き の 歌劇と 芝居 と を やる 計畫で す、 必ず 實現 して 見せます、 その ときには 私 もい ろ く 創作 を やります。 

それ はい X が、 私 は 昨年 十月に ワイフと 別れました、 〔中略〕 私 は 二人の 子供 を 育てながら 奮 B して 居ます、 

冬なん ぞは 二人が 代る代る ォ キル ひで、 夜も寢 ませんで した、 よく 體 がつ ヾ いた ものと 思 ひます、 そんな サ 

ヮギ にゼン ソクも 飛び 道げ てし まひました、 平 靜に處 致 をし、 悠々 と 仕事 をし ます、 なかく 疲れます、 子 

供と 仕事と が あれば、 力、 ァ なん ぞ はいりません、 最近 やう やう 家政婦 を やと ひホッ としました、 女と い 

ふ 奴に はもう コリ ./(\ です。 …… 

社に は 只 今 運轉用 の 金が 少し あるきり です が、 社の 利益で お、 上の 負債の 消却と、 六册の 本と 五册の 曲譜 集 

との 品物と 版と が 出来た 譯 です、 よく 倒れずに 來 たものと 思 ひます、 赤い 鳥 も 運動と して は 一 先づ 成功した 

ものと ゥ ヌボレ て：： is ます。 これから モ ー ケ て 前條の 通り 劇場の 建設に 進みます、 社 もす つ か り 信用が つき、 

品物 を 仕入れる にも、 どんく 貸して くれます。 廣舌料 も 普通 面で 最低お 圆、 最高 は 六十 圓も 取れる やうに 
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六  一 I  〔八月 二十 四 H 列車 中に て 東京 市外 目白 赤い 鳥 社 木 內高昔 へ (はがき)〕 

小宮 夫人に、 葉 山で 貸間 を さがす こと を賴 まれて ゐ ます。 問合せ をした が、 い X 部屋がない と 見えて 返事 

来らず。 君大 急、 小宮 のと ころへ. 行って、 夫人た ち はもう どこかへ 出かけ たかを 聞いて 下さい。 まだなら ば、 

夫人と 相談の 上、 御苦勞 ながら、 君 葉 山に 出張し、 下山の 饅頭 屋で髮 結の ォ マツの 家 を 聞き、 同人に 相談し 

て、 小宮 夫人の 求める やうな 貸間 を 下見して くれ 給へ な。 才 マ ッが 不在なら ば 白 田 (シ 口 タ) とい ふ 酒屋に た 

のんで 見 給へ。 

六  一二  〔八月 二十 六 HI 信州沓 掛ょリ 東京 市 本鄉. 區西片 町 淸水良 雄へ (繪 はがき)〕 


なり、 一 號 かの 廣吿 料で (但し 原價を 含む) 社員 五名の 月 4r か 出ます、 来期から 社員に 利益 配當 をす るつ もり 

です、 每日每 日ソ 0 パン を かちく。 

た 運動と して 日曜の 外、 毎朝 六 時から  一 二 時間 づ. -宮內 省 附屬の 學習院 の 馬に 參 ります。 

桑の 實 は 品 切 れ か も 知れません、 品 切で したら 來月增 版のと きに ぉ屆 けし ま す 。 

六 IO  〔八月 十七 21 東京 聍下高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 本 鄉區彌 生 町 永 井一 夫へ (椿. にがき)〕 

暑中 みなさまの 御 健康 をお 就 ひ 申 上げます。 馬 は 大變な 御 熱心です ね。 私 は、 雨天 や 旅行 やで、 まだ 七日 

しか 乗りません。 だんく に 馬 を か へ て 七 頭目です。 

まだ グラ くです。 騎 座が やう やく 少し 締 つて 來 たくら ゐ です。 前途遼遠。 子供 二人 は 家政婦に つれられ 

て、 輕并澤 の 先の 沓掛へ 出かけました。 私が 下見 をして 来ました。 非常に 涼しい 高原で、 景色 はい k です が 

宿の 食物が ぺ ケ で とても 滞在 出来ません。 力 ギヤの 婆さんに 料理の ヮ ル クチば かり 言 ひました が、 ァレ なら 

ともかく 食へ-るの は 食へ ます。 クッ カケは ヒドィ です。 八月 十七 日夜  . 


子供 を 見に 來 ました。 氷の やうに 冷たい 水が 山から どんく わいて 軒下 を 流れて ゐ ます。 落葉松の 林の 美 

しいと ころです。 子供 二人とも クルく 太って をり ます。 こんな うれしい ことはありません。 八月 二十 五日 

六 一三 〔九月  一 H 東京」 肝 下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂- R 资山南 町 小"：？ G 璺隆 へ〕 

小宮兄  九月 一日 三重 吉 

明 石からの M ハ ガキ難 有 拜受。 いろく 御 疲れと 拜 察する。 鎌 倉の 方の 家 (子供た ちの 行く 家) はキ マ つた 

のか。 九月に なれば 冀山 にだって あるよ。 鎌 倉の 方が、 遊びに 行く ところが 多く、 往復に 便利 だね。 

小生、 緣談が 半分ぐ らゐ きまり か. h てゐ る。 山崎樂 堂の 同期の ェ學士 、(建築) 亡 西 村 爾と いふ 人の 未 亡 

人 だ。 向う も 来たい 氣 だが、 ス- 、、キ に：；；： 常な 收 入が あり、 自分 は ツマし くやって 来た 女 故、 向くまい かとい 

ふこと、 ォレ が神經 過敏 故、 自分の やうな もので は 向くまい と、 この 二つ を 怖れて ゐる 由。 小生 成金と いふ 

評判に は 閉口す るよ。 二度 會 つた。 兄贵は 痛快な 男で、 鈴 木の 內へ 下女 代りに 一 ヶ月 ほど ハ タラキに 行って、 

相互に 理解 を 得ろ と 言って ゐる。 

. 向 うで ド ー する か 不明 だが、 來 ると いふなら ォレの 方で は 貰 ふつ もり だ。 

六 一四 〔九月 十四 H 柬京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 小石 川^ 大 坂 下町 井本 健 作へ (はがき)〕 

忙 がしい ので 御 無 1! 汰 をして ゐる。 夫人 はお 產後御 丈夫 か。 子供 は 健全 か。 僕の 子供 は 二人とも 元氣 だ。 

八月に 牛 月ば かり、 家政婦 をつ けて 輕 井澤へ 出して ゐた。 僕 は 夏 中 學習院 の 馬場で 乘馬を やった。 これから 

も いつでも 乘 せて 貰へ る。 健康に なって よく 酒 を 飲んで 闲る。 子供 は 家政婦に よくな ついて ゐる。 安神して 

くれ。 今、 或 人の セヮで 或 女との 緣談が 持ち 上って ゐる。 九月 十四日 

六 一 五 〔九月 二十 六 H 東京-: W 下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町小宫 iii へ〕 


420 


年 十 正大 


豐隆 閣下  九月 二十 六日 三 重 吉 

わざく 返信 を 難 有う。 小生、 結婚が きまり さう だ。 遠 藤隆吉 夫妻に 見つけ 出して もらった 女 だ。 年 三十 

三。 婆ァ なり。. 山畸樂 堂と 同期の、 建築 科の ェ學士 の 細君だった 女。 夫に 死別。 團十郎 の 娘 見たい な、 長い 

顔と、 大きな 目と、 剛健 魁偉な 容貌 を 持って ゐる。 今度 はナ ダレる 約束な り。 来月 中旬までに、 小生 _モ で 力 

ン タンな 式 を擧げ る。 その 節 は 閣下 を 一 人 だけ 招待し ようと 思 ふ。 結婚 もィ ザと なれば ものぐさし。 破れ 障 

子 を 貼る の も 面倒な り。 以上。 

併し、 まだ 結局 どうなる か 別らん ので、 人に は秘 してお いて くれ。 

六 二八 〔十月 十一 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宮息ザ 陵へ〕 

小宮 大兄  十月 十日 三 重 吉 

十五 日に 妻 を 紹介す る。 ^々亭 も 鼻に つくが、 他に い.^ 場所が ないから、 乍 御迷惑、 同日 午後 正 六 時 迄に 

御 臨席 をお 願 ひする。 漱石 門下の 人 は、 君 だけにし ておいた。 私 もセビ 口 故、 君も禮 服に よして 下さい。 出 

席の 有無 折返し 御 返事 を 乞 ふ。 アナ 力 シコ。 

「封筒 裏に〕 席 は 赤い 鳥 社と して 取って ある。 

六 一七 〔亍月 二十 五 H 安藝 厳 神社より 東京 市 本 鄉區彌 生 町 永 井一 夫へ (鎗 はがき)〕 

何とか 旅行で、 京阪、 廣島を 經て當 地に まゐ りました。 十月 二十 五日 〔安藝 厳 島 神社 入口〕 にて 三重 吉 

六 一八 〔十一月 三日 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町小宮 豐隆 へ〕 

小宮 大兄  十一 月 三日 三 重 吉 

例の 童話劇 を、 ともかく 三十 三篇 選出した.。 この 中、 附議に 債す る もの は、 セィぐ 五六 篇 のみ。 それで、 
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この 前會 合した 五 人 (費 兄、 菊 池、 楠 山、 久保 田、 僕) で 集會、 輪讀 して、 ー擧に 議決した いと S ふ。 二 時 i!? 

足らずで 讀め るから。 甚だ 恐縮 だが、 明 後 五 曰 (土曜 曰) 午後 正 一二 時に、 築地の 喜 多 野 家へ 御 足勞 を 願 ひたい。 § 

御 都合 折返し 御 返事 を 乞 ふ。 ナ ルべク 電話で、 早く 知らせて チヨ ー ダイ。 

六 一九 〔十一月 十 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九より 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 小 宫厕, ^隆 へ〕 

豐隆 閣下  十一月 十日 三 重 吉 

昨日 はお ジャマ をした。 會議が 長くな り 九日 會缺席 恐縮。 久保田 君の 採 點と平 与したら、 各 禱 哉 の 差，.' 

生ず。 詳細 は、 久保田 君から 廻章が 廻る から 御 覽を乞 ふ。  1 

選者への ぉ禮 は、 ノミナルの 人へ は 五十 圓宛。 (小山 內、 菊 池、 久米、 長 田、 楠 山、 秋 w)、 贵 君と 久保田 

君と は 表面 貳百 圓づ. 乂 とし、 貴君の 地位と、 詳評 とに 敬意 を 表させ、 貴君に は 別に 百圆、 計 三百 圓を 奉らせ 

る こと M した。 金錢は 小生 扱 はず。 太陽 堂から 直納 する。  . 

ォレは ロハ だ。 六 ヶ月 間 毎月 一 寓部買 ふとい ふので ホクソ 笑んで ゐ たが、 五ケ 月間 三千 部 づ，， しか よ，〕 

と vi! ィャ ノヤ ガッ カリ だ。/ 選者に 八百圓 出させた の はセメ テモの 手柄と しといて くれ 洽へ。 穴 賢。 

六 二  0  〔十一月 十 H 東京 府下 高 S 町 三 五 五 九よ リ 東京 巿赤坂 區靑山 南 町 小 宵璺隆 へ〕 

豐隆 閣下  十一月 十日 三 重 吉 

家の 明け渡しに 閉口。 かみさん とも 談合の 結果、 イマく しいから、 この 際 昔 金して、 簡素な 家 を 建てる 

ことに 決定。 市中なら ば 18 坪、 近接の 市外で 200 坪の 地面が 得たい。 目白 附近に は 最早 穴ェ 地な し。 ドコか 

で 聞き込まれた 節に は、 御 周旋 を 願 ひます。 十 一 月 十日 

六 ニー 〔十二月 十九 H 東京 府下 高 田 町 一一 一 五 五 九よ リ 東京 市 赤 坂區靑 山 南 町小宮 璺隆 へ〕 


年 十 正大 


小 宮豐隆 閣下  十二月 十九 日 三 重 吉 

根本 君 持參の 由。 安神。 今日 久保田 君から 電話。 ォレを 招待す る 相談 だ。 これ は アベ コ ベで、 今度の 一件 

なら ォレ の 方から 兩 先生 を 招待すべき 箬 なり。 た ヮケ なく 集って 飮ま うとい ふ 意味に して もらって、 結局 

二十 三 四日 頃 八 しんに 集る ことにな つた。 會費 にすべし。 

次に、 これ は 君 だけへの 話 だが、 おれが 選者と して 何にも 貰 はんから 氣の毒 だ、 セメテ 一 ばい 飮ま してや 

ら 〔、つ〕 とい ふ 〇〇〇 なら あまりに 畏し。 選者と して は 貰 はなく も、 雜誌 三千 を 七 ヶ月 間嘖 りつけ るの だから、 

利益に なって ゐる。 まだ、 精算が つかない けれどす ベて in ハ百圓 ぐら ゐはモ ー カル だら、 つ。 決して 氣の 毒が 

るに 及ばず。 た V ォ レの愁 で、 一 萬づ， -七 ヶ月と いふ ァ テ がはづ れ、 利益が 1 了 に 減じた とい ふま で の こ 

とだよ。 右 言上。 ヒ ミツな り。 穴 賢。 

六 ニニ  〔十二月 二十 一一 一 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九より 山 梨縣北 M 摩 郡 鳳 來小學 校 高 橋 幸 高へ〕 

高 橋 幸高樣  士万 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

御挨 接に 痛み入ります。 あのと き は 誠にお 匇々 で失禮 いたしました。 そのうち 機 會を得 ませば、 御 地へ 出 

張して、 兒童 諸君に も會 つて 來 たいと 思 ひます。 

まだ 祕， おにして ゐ ますが、 三月 號 から、 いよく 智 IKS 材料 を 加へ ます。 今の すべての 少年 雜誌 は、 赤い 

鳥の マネ をす る點 から、 童話、 雜話 のみが 多く、 科學的 材料なん ぞは 一 寸 もありません。 私 は 文. 鶸 的の 材料 

のみで は 子供の ために 不滿を 感じます ので、 又 一 つ 諸 維 誌に お 手本 を 示す つもりです。 - 
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大正 十一 年 


六 二三 〔丁 二月 石 井 *| 〔次郎 へ〕 

石 井の ヲヂ ヤン、 アン タの 注意 も あり、 廣嶋に 於け る 借金 を 全部 拂 つたから、 安神して くれんだ い。 ォレ 

は 貧乏な 中から、 これまで、 人に いくら くれた か、 かなり 投げ出して ゐる。 その代りに は、 ォレが 書生のと 

きに 借りた の ナン ゾ は拂 はな い でも パ リく 位に 心得て ゐ たもの だが、 世 問の 奴 は それで は 許さん とい 、ふか 

ら チャン チヤ ラを かしい。 そこで、 措り たと 名のつ く 金 は 一と 口の こさず 拂 つてし まった よ。 總計 タッタ 千 

圆 にも 足りない。 ウル サイ/ \。 

①天 野淸七 氏に 十 數年前 100 圓借。 淸七氏 死去の 際 右 債務の 二と は淸 一郎 君に すぐ 通じてお いた。 昨年 十二 

月 十二 日が 三 週 忌に つき、 井東に たのみ、 當 日間に 合 ふやう に 220 圓 フン パッ して、 ぉ禮 に香爐 をお 寺へ =« - 

へた。 淸 一 郎君が 供へ たとい ふ 名前に して。 

② 次に、 井東に は^ 圓、 十數年 前の 借りが あった。 これ も 香爐の 代と 一 しょに 拂 つた。 

③ハ ゲショ ー に は 十 數年前 100 圆借。 これ は、 宮 島の 廻廊の 金 燈籠を 一 つ W 圓で拂 下. ける やうに M いた 力ら、 

二つ 賈っ て 庭先 へ ブ ラ 下ゲ 口 と 申し て so 圓；^ りおき た り。 

&次 に、 家 をのみ つぶした ときの 借金の 殘 360 圓と 49 錢と いふ もの、 武家 尾 彌兵衞 とい ふ 男に 未返濟 のま 

X になって ゐた。 死にぎ はでい. -と 言って ゐ たが、 最近 乏して ゐ ると 聞き、 元金 三百 六十 圓四 十九 錢をニ 

倍にして 七 百 一 一十 圓九 十八 錢か へして やった。 喜んで ゐた。 

右の 外、 赤い 鳥 社 創立に 際して 借りた 金 は、 この 二 年間に 全部 かへ した。 借金 は 一 リン もない。 これから 

少 しづ、 殘る タイ。 2^ 上 御 安神 を 乞 ふ。 アン ョ。 暮に風 を 引き、 正月 も 寢てゐ た。 二十 三日に おきに が、 又 
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E 【で、 今日 も寢 とろ。 力 、 の こと 安神。 子供 丈夫。 . 

六-一四 ニー ー月晉 I 川 S 河 S 美 霊よ リ 錄 SS 町 小 堀 方木內 S へ (はがき)〕 

卽日場 i に I。  I は f なので ノ， 卜に は 好適。 ij^s^a^p^^^^^^^ 

スケ ットの 中に 第 六 集の サシェ 原稿 あり。 お取り はこび を 乞 ふ。  • 

六 二 五 si  ¥ 府下 窗町 一一 一 五 五 九よ リ 東京 市 赤 I 靑山南 町 小 S 隆へ〕 

三" ト隆 J 奉 先 祝 は 先生の 靈康を 喜ぶ。 恒 子さん によろ しく。 九是 i うよ。 

さ 一六 〔三月 二十 七 H 東京 府下 高 田 町 三 五 五 九よ リ 廣&山 t 加 計 町 加 計 正文へ」 

三月 二十 七 曰 鈴 木 三重 吉 

お； I を f 文 >|ん がもう 十五に なった と S いた。 へ …で I 町 か。 

大 だぉ2^^^::引っばってシケ込む途中だから、 さぞ オメ デタ面 を ゅバ； T"::r」u"  r き"" ぬ 

^  建で 住んで ゐる。 もう 近 々歸る だら、 つ 。洋行 前 はとき ぐ-つ はり 出して" は 僕 ひ" K 

ィ つ?： tur  l クッな 山の 中には 閉口す る だら う。 東京 も Y が、 そ 5 はり も 京都て"は、 、つに U ぽ 

i  pi の^」；^ ナ のい 土 通が ある。 置と 言っても、 間 敷が 三つ 四つで、 料 S ョソ 力ら 取" た "奇麗 
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な 女中 二三 人ゐる だけで、 丁度 人の 別莊 にで もゐる やう だ。 いっか そこへ 落ち合 は うぢ やない か。 それから 

氣が 向いたら 更に 一 しょに 東京へ かへ らう。 お 宿 はォレ のと ころで よし。 京都へ はいつ でも 行く よ。 東京 は 

溥覽會 中 は ウル サク ていけない。 井東の 信が 見物に 上る からお 宿 をし ろと 申し、 酒撙を 一本、 達り、 込んで 來 

た。 二人で 一 と撙 飲む 氣 であらう。 鼻の シ ュ ッく くも 二十 年に 及ぶ かね。 ぉ醫 者の 八 先生 は 頑健 か。 あ 

の 家の 栗の 木が 今以て 目に の こ つ てゐ るよ。 

六 二 七 「四月 九 ：= 東京 府下 高 E 町 三 五 五 九より 東京 市 赤 坂 K 靑山南 町 小 宫壟隆 へ〕 

豐隆 閣下。 一 つ 童話劇の い X もの を、 われく の 指揮の 下に やりたい ね。 最近 ライオン 齒 磨の r 兒童齒 科 

K」 が 子供 デ ー を 催したい と 申し、 プログラム を 作って 相談に 來た。 童話 だの 西洋 手品 だのが 組 入れて ある。 

有樂 座で やらう とい ふの だ。 僕 は、 脚本 は ォレの 方で 提出し ォレ タチが 監督して やる から、 純藝術 的な 童話 

劇 を 二つ、 上演し ろと す X めて やった。 そのため、 次で 廣吿 部長なる もの 来り、 その他い ろく 来り 相談。 

費用の 點で 採否 をキ メル ことにな り、 帝 ゲキの 山 本に ォレが 下相談 をしたら、 帝劇の 方 は 四、 五月 は 

つかへ る、 有樂 座なら ばよ し、 帝劇の 興行と して 上演しても よし、 その代り 廣吿は ライオンが やり、 ライ ォ 

ンデ ー とで も 何とで もして 廣吿に 使って よいと いふ ことになる。 ヮレ くの 提出した 脚本で は トテモ 粗末^ 

は ィ カンから、 まづ 脚本に つき、 プ タイ 装置 を圖 面に かいて くれ、 それによ つて 立案し、 相談して、 費用の 

許す かぎり、 ぉ氣に 入る やうに する。 カン トク は そちらで お持ち 下さる 方が ぉ氣に 入る やうに 出来る とまで 

言って くれた。 これ 以上 は 僕もダ マツて ゐ たが、 僕の 考 では 俳優 は 全部、 帝劇の 學 校の 生徒 を 使 ひ、 すれつ 

からした 一人前の 女優 だの、 車屋の ごとき 下 廻り は 排斥して、 全部 小さな 生徒で やりたい つもりで ゐる。 

山 本の 方 は それで 話が ついた。 アト は、 ライオンが 座席 を 貢へば い \。 それ も 割引して くれる ので 千 二百 

圓も 出せば、 二日 間で 一等 二等 三等、 合計 千の 席が 買へ るの だ。 

トコ 口が 昨日に いたり、 ライオン は 1200 圓に 博いて やめに しゃがった。 バ カナ 奴。 
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イマく しいから、 赤い 鳥 社で やらう か。 六月が 第 四 週 年な ので、 その 祝 ひとして 、「赤い 鳥 少年少女 劇 第 

ー囘 上演」 と銘 をう ち、 帝劇に 興行 させて やらう かね。 座席 は、 ォレの 方なら おも かへば よい。 廣吿は 帝劇 

にさせ、 金を使 はないで やりたい。 

その 際 は、 一 つ ォレを 助けて、 カン トク をして くれん か。 今、 脚本の い、 のがない。 久保田 君の を ドレ か 

1 つやる として、 アトに、 もっと 昧 のちが つた ものが 一 つ ほしい。 

久保 田に ブ タイ カン トク を 引きう ける とい ふ。 それ 以上に、 君 も 出馬して くれるなら、 一番 やって 見ても 

ぃ&。  〈《面、 ブ タイ カン トクと いふ 名前 を 出す のが ィャ ナラ、 ォ レタチ 三人の 指導と いふ 名前に して、 稽古 

をつ ければ い， -と思 ふ。 御考 如何。 帝劇の 興行と すれば、 カン トクのお 禮を 出す か 知ら。 この 點 如何なる 習 

惯 になって ゐ るか。 脚本 使用料 も 出す か 知ら。 ナ ルべク 出させて 作者に 獻 じたいね。 (ヘン マツ) 

六 二八 〔六月  一 H 在米 小 池 へ〕 

小池樣 / 每度 新聞 を 難 有- っ存 じます、 御手 數を 恐縮 して 居ります、 

御 下命の 「古事記 物語」 上下、 术 日發. 達、 上下と も 只今の Stock が なくなったら、 表紙 も 紙 も 改めてい X 

本に します。 

〇〇 夫人 宛の 雜誌は 中止し、 國語學 校へ 寄贈し ます、 お 序のと きに 同校の アドレス をお 知らせ を 願 ひます、 

それが 分る まで は あなた のと ころへ 達り ますから 御 面倒ながら お 願 申します、 

御子 息 へ お 達り にな つ た 御 本 は そのうち ぜひ 拜 見に 出かけます、 

「日本へ」 をお ほめ 下さり、 恐縮です、 あれ は 往年 アメリカへ 笠 置、 千歲を 注文した とき 造船 監督官と し 

て 出張した 櫻 井 省 三と いふ 博士が アメリカの 海軍省から もらって 来た united  States  Japan  Expedition 

by  Com.  3.  C.  Perry とい ふ 三卷の 本の 第一 卷を十 數年前 私の 同窓が 譯 して 出版した ことがあります、 そ 

の _譯 本から 抄， 記す るので す、 中々 う ま く 書け ません、 
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赤い 鳥も來 七月 號で第 四周 年になります、 ト I く 摸傲雜 誌が 十 出来ました、 赤い 鳥と もに 十 一 です、 驚 

くではありません か、 

私 は：， 母 週 水 金の 兩日、 宮內 省の 馬へ 參 ります、 敎官は 日本で 指折りの 名人です、 馬 は 愉快です、 六月 一 

日 三重 吉拜 

六 二 九 〔六月 十五 = 東京 hi 下 高 3 町 n 一 五 七 二よ リ 束 京 市 赤 坂 te: 靑山南 町 小お 風 隆へ (はがき)〕 

御 返事 難 有し。 「女性」 の ドライ、 H ン、 は ひどい ね。 僕 は、 向う の 財政， 等に 立 入りたくない ために、 た 

.y 「ド ー 力、 たっぷり 達 づて くれ」 とだけ 言って、 金額の 指定 はしなかった の だが、 普通 ナミ ぢゃ践 にもな 

らんな。 早速 根本 君に 手紙 を 出し、 私が 氣 にして 聞いた 結果、 私自身が 抗議した ことにして (實 際さ. つなん 

だから) 一枚 ァ イン、 ェンの 追贈 を賴ん でお いたよ。 (呵々 ) 

六 一 |ー0  〔六月 十六 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 東京市赤坂^靑山南町小宮皿：^隆へ (はがき)〕 

女子 御 出逢の 趣。 半悲 半賀。 又は 半賀、 半悲申 上げる。」 五 入 は大變 だな ァ。」 夫人、 あと を 御大 事に 祈 

る。 赤ちゃんの 御 健康 を も 祈る」 太陽 堂 は、 追加す るの が當り まへ だ。 大きな 顔 をして 取って おおきな さ 

い。 郵. 達した の は、 特に 僕が 根本 君の 足勞を はぶく ため 「郵便で よろし」 と 命じた の だ。 失禮拜 謝。」 (六 

月 十六 日) 

六 三 I  〔六月 三十 束 京 府下 高 W 町 三 五 七 二より 東京 市 本鄕區 西片町 水 良 雄へ〕 

清水 樣 /お 手紙 拜見。 小 W 原 をお 探しに なった さう で、 北 原 君へ は 私から も 鱧 を 述べ、 なほ 頼んで おき ま 

す。 先 In、 小 野 君 を 通して お 岸さん へ 申して おき ましたが、 あの 千 倉と いふ 村 は、 三時 間で 行かれる ので、 

私 方の 子供 も そちらへ 出さう かと 思 ひ、 明日 はま子と 二人で 視察に 行きます。 お葉さん が、 あのと ほりの ボ 
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ンャリ なので、 知： u のない ところへ 出す のが 不安 だから、 千 倉に しょうと 思 ふので す。 アトで 斷れ はい- -か 

ら、 貴 宅 用の 借 間 も li- して 見 ませ-つ。 お 岸さん が 一人で は 淋しいで せう から、 千 倉へ 来られて はどうで せう。 

氣が おけない やうに、 ほかの 家に 陣取り、 返く つ、 なと きに、 私の 子供のと ころへ 遊びに 来られる やうに して 

は 如何。 附 添のお 葉 はおとな しい 女です から、 お 相手に も. 適當 です。 御 一考 如何。 ともかく、 見て 来た 結果 

を 御 報告し ませう。 夫人に よろしく。 六月 三十日 鈴 木 三重 吉 

六 三 二  〔七月？ 丹 野 てい子へ〕 

丹 野さん。 /御 面倒ながら、 お葉さん に、 この 手紙 を 示し、 相談 相手に なって 上げて、 彼女の ために、 よ 

く 取 計って 下さい。 

お葉さん のい けない は、 私たちに 遠慮が ちな ことで ある。 もし 私 ども を 信じて ゐ るなら ば、 なぜに、 す 

ベて を 打ち あけて、 はま子た ちの 指揮に 從 つて、 事 を 決定 しないので せう。 

た 氣の 毒が つて チリく して ゐ たん ぢゃ 始末が つかない。 

病氣 である 以上、 私 方の 不自由 はぜ ひもない ことで ある。 それよりも、 第一に、 い \醫 者に 見て もらって 

手當て をす ベ きで ある。 今：！ も 友人に 紹介した の だけれ ども まだ 行かない やうで ある。 醫 者に 見せ な いで、 

徒らに 下宿屋に ゐ たって 治る はず はない。 じれったい 女で ある。 

第一に 醫 者へ 行く やうに す \ めて 下さい。 その上で、 治療に 時 s がか \る やうなら ば、 いっその こと 歸國 

して は 如何。 そして、 ゆっくり 簦 生した 上、 又 出て 来たいならば、 再び 私 方へ 来ても らふ こと。 旅費 等 はす 

ベて 私が チャンと して 上げる こと はいふまで もな し。 

診察 を 受けた 上、 一二 ヶ月 靜 養せば よいと いふの なら、 はまと 一し よに、 子供に ついて、 小 田 原へ 行って 

寐てゐ て もよ いし、 又、 お葉さん の 心の ま M に、 下宿屋に ゐて もよ い。 すべて 費用 は 私が 持って 上げる こと、 

又い ふまで もな し。 
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2^上の決定をっけなぃで、 タ ぐお ヒマを くれ、 では、 私 方 は、 アト はどうで もす る けれども、 お葉さん の 

始末 は 一 寸 もっかな いわけで ある。 

私 方へ は 遠慮 はない から、 以上 言った 方法 を、 どれ か 執ったら い、 ぢ やないで すか。 ヒマを やる やらない 

でな く、 病氣を 直す 直さない が 問題 だ。 

お葉さん はグズ くで 要領 を 得ない から 困る。 われく は 誠實を 以て 對 して ゐ るの だから、 打明けて 何 で 

も 言 ふが よく、 私たち 兩 人で どんなに でもして 上げた いと 思 ふ。 

グズく 下宿屋に 寐 ころんで ゐる ばかりで はダメ なり。 

お金が いる だら うから、 上げる 故、 おて いさんが 取りに 来て 下さい。 

おて いさんに は氣の 毒ながら、 あんな 弱い 女 だから、 どうか 面倒 を 見て 上げて 下さい。 

アト 私の 方はド ー 一一 力なる。 ハ マ 子 は 子供 等と 小 田 原に 行き、 私 はゥチ にゐて もよ い。 近々、 手つ だ ひに 

來る人 あり。」 

六 三 三 〔七月 二十： H  水 良 雄へ〕 

淸水樣  七月 二十日 鈴 木 三 重 吉 

お？ 序さん は 寂しいで せう ね。 貴君 もお 困り だら うし、 深く 御 同情して をり ます。 私 方 も 弱った ことに は、 

お葉さん が、 肺尖で 開 をと り、 いよく 今夜 松 山へ かへ ります。 はま子が、 こな ひだから 一人で グタ くに 

なって をり、 子供 も そろく 暑さに マケ かけた ので、 明日、 はまと 子供 を、 はまの 弟を附 けて 小 田 原に 出し 

ます。 アト は 私と 小僧 だけで 困る ので、 . 木 内 君 を 泊り込ませ 三人で 自炊 を やります。 昨日 はヌ カミソ のつ け 

方 等を敎 はりました。 悲観し ますよ。 頭 も 疲れて 元氣 なし。 た し、 昨日から 九月 半まで、 每日乘 馬 を やる 

ことにな りました。 これ を樂 しみに、 東京の 暑い 夏 を 達り ます。 御見舞 かたぐ 右 迄 拜具。 

お 岸さん へ 手紙 を さし 上げようと 思 ひます。 ァ ドレ スを敎 へ て 下さ い。 /鳥 追 拾 を どうぞ 早く。 
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六 三 四 〔七月 二十 二  H 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  七月 二十 二日 夕 三 重 吉 

安着の 電報 落手。 家の 具合 等い か 5-。 昨朝 は、 白 極さん が 来られる のが 晩くて、 控室で 待って ゐた。 自動 

車に 注意して ゐ たら、 刑 ちゃんが、 一生 けんめいに 馬場の 方 を 見ながら 通る のが 見えた。 ォ I ィと 言った が 

聞えず。 何だか、 さびしい 氣 がした。 お前 は乘れ たの か。 姿が 見えなかった。 

午 は、 ナ マ ァゲを 三枚と ト ー フを  一 丁 取った きり 何も 取らず。 午 食に ナマ ァゲ を撲が 煮て、 ョ シと 社の 人 

二人と 四 人で 食 ふ。 外につ けもの。 夜、 天 野 来る。 木 内と 三人で サシミ を 食 ふ。 冷奴 ト ー フ。 カマボ コの殘 

り を、 サイ ノメに 刻み、 ショ ー ガ醬油 を かけた もの 一皿。 ッケ モノ は、 古いの をす つかり 食 ふつ もりで、 洗 

つて 刻み、 ショ ー ガを 入れる。 ドジョ ー の殘 りと 王 葱と で ミソ汁 を 作る。 仲々 よまい。 昨日 は 料理 は 一切 私 

がした。 

日中 は 木內と 二人で、 イチ ンチが X りで、 六疊 と四疊 半と 責 島の 三疊. をキ レイに 片 づけた。 

天 野 泊る。 

今 二十 二日。 馬 は， み。 朝 は、 ヨシ はっけ もので 殘 りの 飯 を 食 ふ。 木 内と 天 野、 コ ー ヒ-に パン、 林擒。 

午 は、 トー フ  一 丁の2^何にも取らず。 ヨシの 使の 序でに 口，. 'ス 一斤 買 はせ る。 籠の 中の 野菜 をす つかり 掃除 

する まで、 靑物は 一 つも 取らない ことにする。 午 飯 は 「 ョ シと谷 本、 木 内と 四 人で 食 ふ。 木內の 料理。 タ マ 

ネギを ゥデ、 鹽と、 ト マ ト、 ソ ー スで汁 をつ け 一 皿。 k 豆 を、 つで、 醉を 入れた ク 〔リ〕 -ムを かけて 一 皿。 つ 

けもの、 古い 胡瓜 をつ けた もの。 コン ブック ダ 煮の 殘り。 お 上。 夕方まで 僕と 木內 とで 臺所を 隅から すみ ま 

で片 づける。 キタ ナイのに アキ レカ へ ル。 戶棚、 棚の 上、 陳列 整理。 へ ト くにつ かれる。 夜、 天 野 は 外出。 

冷奴 豆腐、 牛肉 サン ショ 醤油つ けやき、 キャベツの ナ マを鹽 でもみ、 あしら ふ。 ッケ モノ 古いの を せんたく 

して 刻み、 ショ ー ガを 人れ る。 つけもの を 刻む のと、 サン ショ ー 醬油を 私が 作った。 ヌカ ミソ桶 を、 私が す 


431 


つかり 整理した。 /以上。 

これから 隔日に、 自炊 日， つ. i を 報お する よ。 手紙 を 集めて おくと 面白い。 

, こな ひだ、 お 今の ゥチ へ：： ：- つ. ， に たと きに、 お 今の コブン が 「何 か 御用です か」 と 言った ので、 ォコッ 

て やめに したが、 あいつ は： i ジ：； にたり、 ヒマを 取った よし、 本日お 今が 電話 を かけて 来た。 小 田 原へ 一 と 

晚 泊り でつ， れて 行って くれろ とい ふから、 今度、 ォレの 行く とき、 つれてって やらう と 言って おいた。 途中 

でく どいて はィャ です よと いふから、 クソ デモ 食へ、 と 言って やった。 一度、 機 を 見て つれて 行って やらう 

よ 0 

ノン キ にして、 ふとって 下さい。 ゥチへ 来てから 顏が やせた よ。 

宅の. W 計 は 木 内に やらせて ゐる。 木內 先生 は、 料理、 ソ ー ギ、 フ 口 タキ、 <K 器 洗 ひ なぞ、 女よりも 細かく 

働く よ。 愉快く と 言って ゐ る。」  . 

六  一二 五 〔七月 二十 三：！： 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  七月 二十 三日 午 三 重 吉 

今朝お 前からの ハガキ がつ いた。 子供が 北 原 君の ゥチの 三階へ 上って 喜んだ のが 目について ゐる。 昨夜 は 

天 野 君と 二 時 頃まで 話し、 ゥ ヰスキ ー を飮み 過ぎた。 朝飯 は、 キャベツの ミソ 汁。 ラッ キヨ ー。 午 は、 袋に 

殘 つて ゐたヒ ジキ を、 アブ ラァゲ を 入れて 煮附。 昨夜の ノコ リの燒 肉 一と 皿。 セィゴ の ひ を あつら へ、 天 

野 君と 三人で 食 ふ 段取りです。 

子供 の 寫眞を 天 野 君に 見せようと 思って、 方々 を 探した が 見當ら ない。 どこに 入れて あるの？ 

もと 社に ゐた 一 條と いふ S?J 来る。 力 、 ァ の 親戚の もので 二十 二になる 田舍女 を、 あす つれて 来て くれる こ 

とに なった。 ともかく 置いて 見る ことにする。 

子供た ちと、 もう 永い 間會 はない やうな 氣 がする。 そちら はいくら か 涼しい か。 /入用の もの は 達る から、 
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どし く 仰せつ け あれ。 / 據 窪さん と 北 原と へ、 挨接狀 を 出して おきました。 /今日は 日曜で ノン キ です。 

六 III 六 〔七月 二十 四 a 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  ！  鈴 木 三重 吉 

子供 は元氣 です か。 日中、 暑い ときには 外へ 出さない やうに、 部 內にゐ る ときには、 ナ ルべク 半裸 K にし 

て、 皮膚へ 風 を あて X 下さい。 

朝日 新聞 を 取る こ と。 私が 行つ た とき に も 困る か ら 。 

明日 あたり、 私の 卷頭 童話が 組み 上る し、 ヨシ も 3! 日き りで 休みになる から、 近々、 二三 泊の つもりで 出 

かけ ませう。 

昨夜 は、 天 野に アン マリ 氣の 毒な ので、 ソトで 御馳走 をす る。 風月 堂へ 行く つもりで 出た が、 洋食 はィャ 

だとい ふから 日本料理 を 食 ふ。 ゥチ では、 ジャ ガイ モの殘 り を 煮た 由。 

今朝 は乘 馬。 朝飯 は、 山 崎から 取った ハ ムで サンドイッチ を 作る。 胡瓜 を はさんだ のと 二い ろ 作る。 木內 

の 料理。 天野ゥ マイく と 言って 澤山食 ふ。 

午 は 天 野 不在。 はじめて 肴 を 買 ふ。 サハラの 切身 二つ、 イカ 一 匹。 これで 午と 夕方との ォ カズに する。 は 

じめ て、 胡瓜 を 五本と、 新ショ ー ガと、 トマ トを 八百屋から 取る。 

廣 島の 吉元 上京。 B 本 橋の 旅館に ゐる。 明 H あたり 天 野、 吉元、 坂 本と 四 人で 會 合の 箬。 

六-一七 〔七月 二十 五 H 鈴 木 はま子へ〕 

は ま 子 殿  七月 二十 五日 三 重 吉 

昨日の 夕方、 吉 元が 宅へ 来る とい ふので、 燒 肉と トマトで 飲む 用意 をして ゐ たが、 天 野が、 來訪の 友人と 

一 しょに 赤 坂 村へ 行った ので、 豫定 を變更 し、 私の 方から 吉 元を訪 ひ、 吉 元の 友 入と 三人で 人形 町の &匿 
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へ 行った。 吉ー兀 は ォッな 男 ゆ ゑ、 新橋 村の へナ チヨ コ共を 見せる 譯 にも 行かず、 難 波 屋はゲ イシ ャの這 入ら . 

ない ところ 故、 お 今に 来て 貰った。 お 今が うまく とりもち 愉快に 飲んだ。 それでよ せば よいのに、 吉 元の 友 

人が 築地へ つれて 行き、 五六 人 あげて 騷ぎ、 夜 二 時 頃 かへ る。 

今朝 天 野 は パン を 食 ふ。 お 午に は、 サシミ を 取って おいた が、 天 野が 外出した ので、 その サシミ と 昨夜の 

燒 肉と ト マ ト とで 小 野 も 加 はり 二 ギヤ 力に 午 食 をした。 

天 野 は 夜 立つ 害。 夕方に は、 ドゼゥ を 煮る つもり。 木內 がー 人で やって ゐる。 ヨシ は ボン ャリで 屁の 足し 

にもなら ない。 

先便に 一條と いふ 男が、 昨日、 下女 を つれて 来る と 報告した が、 それなり 来ない。 い \ 加減な 安 うけあ 

ひ をした の だら う。 そちらで 探して 下さい。 

明日 あたり は S かけられる かも 分らない。 /蚊帳の 大きい 分 は、 小 田 原へ 直接され るの だね。 

六 三 八 〔七月 三十 一日 東京.；^ 下 高 S 町 三 五 七 二よ リ 神 奈川縣 小 田 原 十字 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  七月 三十 一日 鈴 木 三 重 吉 

今朝 は乘 馬に 行った。 へト くに 疲れ ゥチ まで 歸 るのに 途中で ブッ 倒れさう だった。 お 午に はあり 合せの 

大根、 ジャガ芋 玉 ネギへ ブタ肉 を 入れて ライス カレ ー を 作る。 江 尻の 借金の ことで よね 仲のお 春が 聞き合せ 

に 来た。 江 尻 は惡ぃ 奴。 お 春に ライス カレ— を 食 はせ て やった。 中々 うまい ので 驚いて ゐた。 夕方 はお 今の 

ところで 貰った 干 ゥ ドンと、 洗 ひ (ス ぐキ) で 一 ばい やる つもり。 今日の 東京の 暑さと 言ったら ない。 目が i~ 

りさう だ。 丸 畑 君 来る。 同 君の 世話で 下女が きまる かも 分らない。 同 君が 北海道の 材木屋から、 二百 圆で、 

一寸した 家が 建つ だけの 材木 を 買った。 賣 りに 来て、 賣れ ない ので ドンく 投げ 賣り をした の ださう だ。 そ 

の 木 を 私に ュヅル から 家 を 建てろ とい ふ。 あと は、 手間 代 一 日 十 0( 三人 分) だけ 出せば よいので、 材木 建具、 

タ 、 ミ ともに 二 千圓も 出す と 三十 坏 位の 家 は 建つ とい ふから、 ともかく 賈 つてお くこと にす るよ。 
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六 三 九 〔八月 二  a 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  八月 二日 鈴 木 三 重 吉 ， 

昨日の 午 は、 木內が パンと ハ ムの殘 りで サンド ヰ ツチ を 作る。 夕方 は 冷奴 豆腐と、 私の 料理の アサ リの味 

咆汁 だけ。 味 t» 汁 は、 カツ ヲブシ の ダンへ、 ミリン を 少しと 味の素 を 少し 入れ、 おろす ときに ショ ー ガの汁 

を 落したら、 ^！^常にぅまぃ汁が出來た。 昨日 は 青物屋が 廻って 来ず、 たく はへ も盡 きたので 夜 木內と 二人で 

フ n シキを 持って 買 ひ 出しに 行く。 問屋で 分けて もらったら、 ナス ビ三 十二で 十錢、 胡瓜、 八本で 十 錢ァタ 

ランクて 安いのに 愕く。 そのほか、 ゴボ ー、 新ショ ー ガを各 十 錢づ& 仕入れて かへ つた。 

日本酒が まづ くて 飲めない。 昨夜 は 一 本 を 二人で 飲み、 あと ビ ー ルニ本 を 二人で 飮み、 ゥ ヰスキ ー 二 はい 

づ、 です ました。 一人前 ゥ ヰスキ ー 二 はい ビ ー ル 一本、 酒 五 勺 だから、 ま づ衞生 的 だ。 

今日 午 は、 油 ァゲで ナス を 煮る。 夕方に は ゴボ— と カン ヅメの 蟹 をいた め、 味 をつ け、 メリケン粉で どろ 

/\- にした のと、 アブ ラァ ゲで殘 りの ヒジキ を 煮て すます つもり。 

昨日、 物置から 六月 二十日に 出す はずの 地方 行童謠 三十 册 とその 他 數點の 維 誌が、 フ 口 シキ 包みの ま \ 出 

て 来た。 ョ シ をブ ンナ グッて やった。 

今日は 乘馬。 これまで は 水勒と 言って 一本の 手綱で 乘 つて ゐ たが、 いよく 本式に 今日から 大勒と 言つ 

て、 二 本つ いて ゐる 手綱 を 許された。 これなら 輕く 馬が 動く。 これで 數：！ ケィコ をしたら、 いよく 自由に 

外乘 (野原へ 出る) が 出来る。 メ デタシ く。  ， 

お前が 立って からの 會計を 報告す る。 三百 六十 六圓 六十 ニ錢 社から 支出。 外に アキ ビン 賣代 ニ圆 二十 錢收 

入。 

六 四 0  〔八月 三 H 鈴 木 はま子へ〕 


435 


はま子 どの  八月 三日 三 重 吉 

小 野 君に、 す £ナ がまいた 豆の 收 獲と、 オリ ゲ 油と を ことづけた。 昨日の 午 は 小 野 君の ゥチ から 二 シメを 

貰った のです ました。 夜 は、 ヒ ギキ， -. 一 油 〔揚〕 を 煮、 -ゴ ボウと、 カン ヅメの 蟹 を 油で いため、 牛 a で メリ ケン 

粉 をと いたので 固め、 コショ ー、 錢汕、 ミリン、 酒で 汁 をつ けたの を 私が こしら へた。 ォカヅ に は 上等 だが、 

酒の サ カナに は 少しから くて ク ヤシかった ので、 半分 を メシの サイに 噴 ひ、 途中で ホシゥ ドン を 煮て、 それ 

へ、 錢りを 入れ、 かき ま はして 味 をつ けたら 甘くな つた。 

今朝 は 四時に 目が さめた。 五 時に 飛びお きる。 乘 馬に 行く。 大勒 とい ふ 二重の 手綱 をつ けて 貰って から、 

力が 半分し か 入らな い の で 疲れが 出ない。 いつもの 二 倍 ほど グ ンく乘 つ た。 午 は 納豆 と 昨夜 のヒジ キの錢 

り。 木內 がジャ ガイ モを うで X、 鹽鮭を 入れて つぶし 合せた もの を こしら へたが、 うまくなかった。 

午後 二 時 頃から 雨と なる。 森鷗外 氏の 追憶 を 半切 三十 枚 かく。 お 今のう ちからお 中元と して ォモ チヤ を淳 

山、 お前へ、 ハダ ジュ バンと、 私に タバコ を くれた。 この 次 持って行く。 さやうなら 

六 四 一 〔八月 三 鈴 木す、. -子 .珊 古へ〕 

す V 子ち やん 珊 ちゃん  父 さまより 

二人に 生れて はじめてお 父 さまが 手紙 を 上げます。 二人ともい V 子 だから、 父 さまが ゐた いとき でもよ く 

みんなの いふ こと を 聞く でせ うね。 ハ ナビと ト ー 口 ー 流しと はず ゐ ぶん 面白かった でせ う？ 今度お 父 さま 

が 行ったら 二人で そのと きのお 話 をして 下さい。 小 野さん が 行く ときに す 子 ちゃんが まいて おいた お 豆が 

あんなに たくさん、 大きくな つたの をと けました。 まだ/ \ あとから いくつ もなります。 面白い こと。 珊 

吉も 今度 かへ つたら、 何 かお まきなさい。 お 父 さま は まいにちお 馬に のります。 二人に 見せて 上げたい ね。 

だいぶ 上手に なりました。 ミッチ ヤンのう ちの をば さんが、 電軍 ごっこの ォモ チヤと、 キュ —ピ ー さんと、 

動物園 ごつ この ォモ チヤと、 お 魚つ りごつ この ォモ チヤ を 下さった から、 この 次 持って つて 上げます。 夜 は 


436 


年 一十 正大 


早くお やすみなさい。 をぢ さんに よろしく。 さよなら。 

お 庭で ミンく ミンく せみが なきます。  . 

六 四 二  〔八月 十 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 祌奈川 縣小田 原 十字 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  八月 九日 三 重 吉 

蘆の 湖へ 行きました か。 目白へ 歸 つて 見る と、 風通しが い.^。 十二時 過から 三時 頃まで は 少しつ らいが、 

それでも 小 田 原の あの 家より ヒ ンャリ して をる。 三時 を 過ぎる と、 すっかり ラタになる。 そっちが ィャ にな 

り 次第、 一 應ぉ歸 りなさい。 そして 東京で 一週間 もく らした 上、 信 州へ でも 行く とい，^。 今夜 は、 夏 目さん 

の 家へ 行く。 毎月 九 s が 先生の 門下の 集會 日で 今度 は 私が 幹事 だから 休む わけに も 行かない。 明朝 は 又 馬に 

乘る。  . 

小 泉より 来信。 洸 ちゃん は少 しづ 土 兀氣が 出、 笑顔 を 見せる やうに なった 由。 でも 決して 油斷 はならない。 

六 四 III  〔八月 十一 H 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 殿  八月 十一 日 三 重 吉 

ョ シ が自轉 車で 負傷した こと は木內 から 聞いた でせ う。 ョ シは 相手の 男が 明治 二十 七 年生れ だとい ふこと 

だけ 聞いて 來て、 どこの だれと も 聞き正さず にかへ るの だから 呆れます。 醫 者の 臨時 手當 がして ありました 

が、 念のため ヱッ キス 光線で 見ても らふ 必要が あるので、 小 野 君が 同伴して、 下 谷の 樂山堂 病院へ 行き まし 

た。 X 光線 は 午前で なければ やらない の ださう です が、 當 直の 醫 者が、 私から 英語 を 習った ことがある さう 

で、 好意 を 持って X 光線 を かけて 見て くれました。 骨 は 折れて はゐ ない さう です。 膝頭に 裂傷 あり。 すべて 

二週間で 直る さう です。 隔日に 通 はねば なりません。 今日は 小 野 君が 泊り に 来て くれます が、 昨日から 今朝 

へ かけて は、 ョ シは 片手の ま X で 何にも 出来ない し、 私 一人が 一 から 十まで やる ので へ コ タレました。 
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六 四 四 〔八月 十一 HI 東京 府下 高 E 町 三 五 七 二よ リ 東京 市 本鄉區 西片町 f^s 水 良 雄へ〕 

淸水樣  八月 十 一日 鈴 木 三重 吉 

暑いです ね。 十月 號は 一人でお やりに なるお 意氣 込の 由、 小 野 君から 傳承。 これ は大變 でせ う。 昨日、 木 

內君を 休養の ため 小 田 原に やりました。 二三 泊の 上、 子供た ちと 一 しょに、 全部 引上げて 来る 害です。 小僧 

の 奴が、 昨 5、 日本 橋で 自轉 車から 突き落され 怪我 をして 歸 つて 来ました。 木內は 出た アト だし、 家事の 方 

一人でよ わりました。 今夜から 小 野 先生が 宿直して くれます。 今日 午 飯 は、 私が 茄子 を 煮、 冷奴 豆腐 を 仕 入 

れ、 つけもの を 刻み、 小 野太 將が メシを 炊きました。 この 暑さで も、 曰曜2^外は每日乘馬です。 もう、 いよ 

く外乘 して、 歩き 廻れる ことにな りました。 明朝 は 小 野 大人が ヮガ ハ ィの乘 馬を實 見に 来る さう です。 

六 四 五 〔八月 二十 四 H 高 橋 幸 高 • 小堪完 六へ〕 

高橋樣 小尾樣  八月 二十 e: 日 鈴 木 三重 吉 

今^は 突然 罷出、 御豫定 をお 妨げした 上に、 いろくと 御 厄介 を かけまして 恐縮いた しました。 厚く ぉ禮 

を 申 上げます。 奥 樣へも よろしくお 傳へ 下さい まし。 あの 壯 快な、 淸涼 境で 過した 日時 は 思 ひ 返しても 愉悅 

が 湧いて 来ます。 妻 は、 東京の 眞ん 中で 生れ、 市街の 中で 育って 來た 女です から、 山の 上で 一軒家に くらす 

の は 怖い と 言って 首 を 傾けて をり ます。 一 度 秋に でも つれて 行って、 あの 淸淨な 天地 を 見せて やる つもりで 

をり ます。 一 も 二 もな く 住みた くなる でせ う。 北 原 君 を も ぜひ つれて 行く つもりで、 今日 も 手紙 を 出して お 

きました。 投 茸の 出る 頃に 伺 ひませ う。 色々 難 有う ございました。 淸 水さん、 堀內 さんへ もお 序でのと き、 

よろしくお つたへ 下さい まし。 拜具 

六 四 六 〔九月 二十 一日 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より. 赤 坂 區靑山 南 町 小- i« 璺隆へ (はがき)〕 
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童話劇 論 御 承諾 難 有し。 實は 「女性」 一 月號の 創作の 編輯 を、 例に より 小山 內が 引受けて ゐ るのに、 一 寸 

も 纏まらな いので 太陽 堂が 困って ゐる。 そこで、 私の 案と して、 止むな く、 本に する つもりで もらって ゐる 

童話劇 を 人れ、 童話劇 號 として 出す ことに 昨日 決定した。 十二月 十三 日發行 だから、 クリスマス、 新年 向に、 

受ける かも 知れない。 從 つて * 冗 稿 を も、 その 冒頭へ 出したい。 そして アトで 本に まとめる。 これ もお 許し を 

ねが ひたい。 折角、 ぉ心づ くしの 鬼 灯 を、 もら ひそ こねて 失敬く。  ノドの はれ 物 を 切開して 弱って ゐ たと 

きだった。 

十月 十五 日までに 必ず 戴 し た い 。 

六 四 七 〔十月 十一 日 東京 府下 髙田町 三 五 七 二より 東京 市 小石 川 區大凝 坂 下町 井本 健 作へ〕 

健作樣  十月 十日 三 重 士ロ 

お 手紙 を 難 有う。 久しく 消息 を 聞かない ので、 手紙 を さし 上げよう として ゐた ところ だ。 數日 前、 或會で 

速 水さん にお 會 ひした ので、 大兄の 消息 を たづね たりした。 引つ Y き 御 病人が あった さう でお 察しす る。 お 

互に 全く 子供の ために 生きて ゐ るの だよ。 僕の 方 は、 珊吉 もやつ と 丈夫に なった。 子供の 健康な 時が 何より 

の 慰安 だ。 僕 自身 は 健康 だ。 この 夏 も * 七 八の 兩月、 日曜と 雨天の 外 は 毎日、 炎天の 下で 乘馬を やってくら 

した。 今でも 一 週に 二 囘づ. ^乘 るよ。 學習院 の 馬場で 習 ふの だ。 爽快 この 上な し。 

例のお 作 は、 テ ー マ も 面白い。 た V、 損 長 得 長と、 板へ かいたり する あたりが あまりに 作り ごとの やう だ。 

ヒッコ ィ感が ある。 かき 方に よって エタ スキュ ー ズが 得られなかった のか も 分らない。 あすこ を 少し 直した 

い。 全體 として 表現が ギゴチ なく、 大人の 使 ひ 古した、 修辭 なぞが 目につく。 それ 等 を 直して、 使 はせ てい 

た くよ。 つい、 每 日に 追 はれて その ま X になって ゐる。 十二月 號は、 もう 切った。 一月 號か 二月 號に間 

に 合 はす。 許して くれ。 靜 子さん によろ しく。 〇 の 字 は 盛 か。 拜具 
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六 四 八 〔十月 二十  一 H 東京 府下 高 W 町 一一 一 五 七 二よ リ 東京 市 赤 坂 ffi 靑山南 町小宮 隆へ〕 

豐隆 閣下  十月 二十 一日 三 重 吉 

東北の 方が 愈 公式に 決定した やう だね。 お 祝 ひする よ。 しっかり たのむ。」 そんな 中で、 さぞ 忙 がしいだ 

らうが、 太陽 堂 依賴の 童話劇 論 はま だ 出来ない か。 一 月號の 創作が 集まらない 場合に は、 *K 論 を卷； 蛾に、 本 

にす る 童話劇 を 一括して 飾り立てる 計 畫でゐ たが、 創作の 方 は 集る らしい。 さうな ると、 又愁 目で、 今度 は 

本の 方 を、 早く 出したい とい ふ。 お 氣の毒 だが、 今月 一ば い、 又は、 せい 〈\來 月の 初旬までに 出来まい か。 

何分 御 さしくり を 願 ふ。 

次に、 吉例に より 社の 新刊 を ニ册途 る。 いづれ も、 表紙の Si は、 在来の 社 本のと ほり 活版 刷 だ。 活版の 方 

が 石版より タ カイ。 活版で こんなに よく、 石版よりも ずっと 感じよ く 出来 上る ところが ォナ グサミ だ。 夫人 

以下 健在 か。 よろしく 御 傳言を 乞 ふ。 數日 前、 小山 內 君と 二人で、 市 村の 岡 村に 引っぱられて ノ ルドへ ゲ ー 

へ ル。 殆六七 年ぶりで 德子 先生に 會ふ。 年を取つ たが、 又 味が ある。 あいつ、 一 つ 〇〇〇〇〇 かな ァ。 穴 賢。 

六 四 九 〔十月 三十 H 在米 小 池 へ〕  ， 

小池樣  十月 三十日 鈴 木 三重 吉 

御 健康 をお 祝 ひ 申 上げます、 先般 は 切 拔貼込 三册、 今囘 は贵譯 古事， 記 を 難 有拜受 致しました、 切拔 のとき 

に 早速お 禮を申 上げる の が 後れました。 あれ だけ に し て 下さる に は 容易な 御 厄介 ではありません、 本 當に恐 

縮いた します。 いづれ 通 讀の上 材料に 使 はせ て 項き ます。 

御 令息のと ころ へ は 八月に お訪ね 申し、 あの シ ー リ， -ズ のうち 三册拜 借して か へ りました。 赤い 鳥 十 一 號 

に 秋 葉 喜 代 子の 假名で かいた 「めがね」、 十二月 號に 同じ 假名で かいた 「小馬と 機關 車」 は 右の 拜借 本の 中の 

タネです。 
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いっか も 申し上げた とほり、 赤い 鳥に 追從 する 維 誌が 十三 もあります、 併し 今、 日本で 本 當に藝 術 的な 童 

話の 創作 を やって 居る もの は 小川 未明 君 一 人で、 アト は みんな ネコ ゃシャ クシの、 併も 在来 物の KetcllinK 

に 過ぎません、 私 だって 創作 は  一 ニ篇 しか 出して は 居りません。 童話の い \ もの は 中々 作れません、 私 も 近 

々タネ 切れになります から、 ィャ でも 創作に 移らなければ ならない と 思って 居ります、 小川 君の もの は 型に 

はまった やうな、 そ し て 或 偏屈な 社會 批評 を 露骨に 盛り上げ たやうな も の も 澤山ぁ り ますが、 時 々 非常な 純 

眞 ない \ 作が あり、 私たち も 畏敬して 居ります。 

次に 貴譯 古事記 物語 はすぐ に全卷 を拜讀 しました、 非常に >„ ^ーョ P 一 C な ps.o な wty 一 を 喜びます、 御 地 

で 出お されて は 如何で せう。 History は 堅い から Stories  of と變 へられたら、 一 般向き に attraction 力 

出る かと 愚考 致します。 多大な 御 努力に 畏敬 を 捧げずに は 居られません。 

規 日本 文壇 は ダレ 切って 居り、 行きつ まって 居り、 その スキ にキ ハモ ノ 本が どんく 賣れ ます、 「死線 を 超 

えて」 だの、 親鷺 上人 もの なぞ、 勞 働小說 なぞと 銘を 打った もの も、 題材 はわれく の 想 ひも 及ばない 下層 

の 實情を 見せ. て、 面白い と 見られる が、 製作と して は 大抵 思想が うすっぺら だし、 表現な ぞはバ 力に まづぃ 

ものば かりで、 一寸 も 藝 術に なって 居りません、 私 も そのうち 一番 愤 起して、 何 か 少し は 深味の ある もの を 

書きたい と 思 ひます、 藝術 批評の 方 も ホンの 書生 ボ ー のゥハ ゴト ばかりで、 本當の 頭の ある 批評家 は 彼等に 

伍して 喋る の を勿證 なしと する 感情から 默 して 沒交涉 の やうに ス マ シて 居ります、 困った ものです、 一;;t 具 
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六 五 0  〔二月 八：：！  ^^京^下高3町三五七ニょり 岐 n 十 縣稻葉 郡 本 莊小學 校 尋常 六 年擔任 者へ〕 

本莊小 ffi. 校 尋常 六年擔 任のお 方へ  二月 八日 鈴 木 三重 吉 

每度殺 方の 俊秀な 御成 蹟を拜 見し 御 指導の 御 努力 を 感謝して をり ます。 今月 御 途附 の六篇 中から も、 一 篇 

人^す るかと ひます。 た 1 點御 注意 申し上げた いのは、 贵 君が 兒 童の 作へ 下手に 手 をお 入れに なること 

です。 加 藤 君の 「妹の 人形」 の 終りに 「赤い かほ をして 一 生けん めい 西の にげて つてし まった」 と ある 原作 

を、 たヾ 「赤い かほ をして にげた」 と 直して ゐられ るの はどうい ふお つもりで せう。 原文で 「一生 けんめい 

に」 「西の方へ」 と あるの は描寫 上、 それだけ 意味が 加 はる わけで、 單に 「にげた」 とい ふよりも 描寫が 屈い 

てゐ るので す。 又 「にげて つてし まった」 も 「にげた」 と、 いふよりも、 香 調の 上から 心 持が ちが ひます。 

次に、 それ 以上に よくない こと は、 原文の 末に 「僕 は 人形と 泣いて お (をでなくて はいけ ません) る 妹 を 可愛 

い (い 不要) さう だと 思った」 とい ふ 蛇足 をつ けられた ことです。 これで 持って、 文章に しめく、 りを附 ける 

つもりで 附 加され たの かと 思 ひます が、 極めて 不自然です。 第一、 生徒 自身の 言葉で なく、 他人の 感想です „ 

しかも 大人く さい、 よけいな 添附です。 文章と しても ない 方が よく、 子供 自身の 言葉で ない 以上、 附加 する 

の はいけ ない と 思 ひます。 理論の 通らない ところ、 脈絡の 混. 亂 して ゐる點 等 を 注意して やって、 生徒 自身に. 

直させる のなら ば 結構です が、 大人の 觀察ゃ 感想 や 拔巧ゃ を、 子供の 作に 附け 足す の は 無意味で も あり、 よ 

くない 結果 を 生じます。 どこまでも 子供の ありの ま \ を 引き出 してやる のが 正 営で、 あ k しろ、 かう しろと、 

敎師を 通して か X せる こと は 不當な 干渉です。 折角の 御 努力 も 却って 弊害 を 招く わけです から 御 一 考を願 ひ 

たいと 思 ひます。 非常に 多忙な 私が 千 も 千 五 百 も ある 緩 方 を 一 々撿？ 1 する のです から、 一 々の 指導者へ 直接 
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年 二十 正大 


リ 一一，：，) したりす る こと も 出来 かねる ので、 これまで 手紙 を 出したり した こと もありません が、 iK 校の 成蹟が 

:,•>;:; なので、 上の ごとき 誤った 御 指導が あると、 惜しい わけです から 御注意 申しました わけです。 さし 出 

が ましい 次第です が 好意 としてお 受取り 下さい ま せ ば 幸 接に 思 ひ ま す。 

六 五一 〔二 月 二十 八 H 東京： 肚下高 田 町 三 五 七 二よ リ 赤 坂 K 靑山南 町 小 t5 璺隆 へ〕 

小宫 大兄  二月 二十 七日 鈴 木 三重 吉 

. 森 田 草 平 来信。 君の^^！別會をニ人が幹事で催したぃとの相談です。 森 田 は 君の 內諾を 得た のか。 ともかく、 

親しい ものば かりが 寄って 君の 首 途を祝 ひたいと は 私 も 先から 思 つて ゐた。 おさしつ かへ なくば 嫩石 門下 だ 

けで やりたい。 君の 都合で、 田 中 經太郎 その他 を 加 へても よい。 日時と 場所と は 君の 指定に 任す。 發起人 は 

兩 名の 外に 安倍、 和 辻、 野 上 を 加へ た 方が よく はない か。 案 內狀は 漱石門 だけなら ば 左記へ 出したい。 他に 

同門 生に して 追加すべき もの あらば 併せて 御 一 報 を 仰ぎたい。 

夏 目 未亡人、 寺 田、 松 根、 森 ar 安倍、 野 上、 和 辻、 松 岡讓、 (石 原 健 生 を 加へ ようか) 

會場は 大黑屋 なぞ 如何。 ゥナギ の 外に、 料理 は 近所から 取って くれる。 拙く はない。 

六 五 二  〔三月 六 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 東京 市 本 所 區相生 町 佐 藤 方 米蟲^ 義へ〕 

米蟲樣  三月 五日 鈴 木 三 重 吉 

せっかくのお 尋ねで ございま すが、 適 當な本 を 一寸 考 へつきません。 アン ダ ー ゼ ンの譯 書で もお 经り にな 

つてに 如何です。 アナ ト ー ルフラン スの もの なぞ は、 大約責 問の 程度の ものです。 これ は 福 永 挽歌 君の 譯で 

「蜜蜂 姬」 (本 鄕弓町 一 ノニ 五、 日本 評論 社發 行) とい ふ 本が 出て ゐ ます。 私 も、 いろく 注意して 漁って をり 

ますが、 い，' 本 は 中々 ありません。 J:、 夏 目先 生 所蔵の 童話の 本が 私 方へ すっかり 來てゐ ると いふ こと は 

かって 新聞で も 見ました が 全然 虚傳 で、 先生 は 童話の 本は殆 一 册も 持って は ゐられ ませんで した。 宅の 藏書 
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は みんな 私が 集めました のです。  4! 

Tclstoi  fcr  tlie  young  (select  tales  from  ,TCIIJ.toi,  translated  by  R.  ,r...  T.  Tcnvnsend)  4」 

とい ふ 本が 丸 善 あたりに 來てゐ る 害です。 童話と 小說 とです が、 少年少女 向き 貴 問， 程度の ものです。  j 

六 五三 〔三月 三十 一日 在米 小 池 へ〕 

き 

小池樣  三月 三十 一日 鈴 木 三 重 吉  一 

赤い 鳥 童謠の レ コ ー ドが 聞きたい とのお 話でした が、 私 方で 吹き込んだ のが 四 枚 (兩 面) あります が、 賈ふ  一 

の も 不愉快です。 最初 作曲家の 成 田 君と 私と は 特に ゥブ な、 素人の 女の子 (十二 位) を 選んで、 それに 吹き込  一 

ませた のです が、 後に 會 社が 勝手に、 淺草 あたりのへ ッボコ の 歌劇の 女優に 吹き込ませて、 前の ナイ ー ゲな 

歌の レ コ ー ドを 潰しました。 いっか 北 原のと ころへ 行ったら、 君と も ある ものが そんな 旅烏が 啼 くやうな、 

すれっからした 女の 淫賣聲 でォレ の謠を 吹き こます と は 怪しからんと 言って 笑 ひました、 全く 不愉快です、  一 

子供の ウタで は 素人く さいと 思って 變 へたので せう、 困った ものです、 私 方に ある もと 0 レコ ー ド はもう 大  - 

半 子供が いためて しまいました、 新しい の を 買へば 例の 淫賣聲 です、 それで 止むな く 私 方 出版の 童 謠本を 七  一 

册 そろ へ て 近々 ぉ途 りします から、 そちらで たれ かに 謠は せて 下さい、 「かなり や」 「山の あなた」 「あわて 床 

屋」 なぞが 曲と してす ぐれて 居ます、 右 御 返事 申します。 

私 は 近来 毎日 乘馬を やって 居ます、 おかげで よく 肥り、 大元氣 です、 御 安神 下さい。 

不景氣 で 赤い 鳥 ももう 少しで 喰 ひ 込みと いふと ころです、 女性と いふ 雜誌 を御覽 でした か、 あれ は 私が 義  一 

理で 指揮して 居る 雜 誌です。 

六 五 四 〔五月 五 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 福 富 高 市へ〕 

ー隔 富 高 巿 樣  五月 五日 鈴 木 三 重 吉  j 


拜復、 赤い 島に. 3^ ました、 貴 校 生徒 諸君の 作品 を 本に なさる こと は、 私 方に 闺 し佝 もさし つかへ はあり ま 

せん。 序文 も 短くても よろしければ 喜んで 書きます が、 た.^、 私見 を 忌憚な く 申し上げ ませば、 わざく 活 

版 なぞ こされないでも よくはありません か。 惡肇. だと 言 はれます が、 あの 字 で結 構です。 すべて質實の^^.カ 

、， 、のです。 たグ 記念の ため、 又は 後日の 參考に 集めて 置か やばい ふで、 各 生徒に それぐ 筆寫 させ^ 

もの を S て 製本し、 保管して おかれた らい、 でせ う。 それ を、 生徒 中で I したり、 他 校 S みに より^ 

出したり して、 人の 役に もお 立てに なれば、 十分です。 「小 栗 君に 負けぬ やうに 年に 一 册.. で 出す」 な 1> 

御言 葉 を 見る と、 自分の 虚榮 半分に 出される やうな 氣 がして にがく しく 思 ひます。 御 一考の 上、 筆 寫文は 

i〕 、， ん、、 謄寫阪 位で お出しになる のなら 序文 もお かきいた しませう。 餘 計な ところに 力んだり 金を賓 したり 

しないで、 その 閑で、 研究な り 修養な り をす る 方が お 互に 得策で あり、 品位 も あると 存じます 以上 

, 六 五 五 「五月 十 H 在米 小 池 41^ へ〕  . 

わ お -J  五月 十日 鈴 木 三 重 吉 

御 健康 をお 祝 ひ 申します、 引 f  I き を 墓り 下され、 誠に 難 有う 存じます、 ぃぁ考 になり ま 

^  、島の 寄稿 家 も 創作す る 人が 少く、 いづれ も 再 話です から 段々 種が 切れて 行きつ まって 來 るです、 どう 

かして 局面 を轉 したい ものと 焦慮して 居ります、 さし Si の 淸水君 も ダレて 来て 悲觀 します、 ほかにい 乂畫 

家 もな く 閉口して 居ります。 /切 謹 をニ册 又々 難 有う 存じます。 そのうち 灣 したいと 思って 居り U す。 コ 

東京 も 格別 變 つたこと もありません、 近来 は エルマン、 ギン バリ スト、 クライス 一 T など 备樂の H 

名手が 續 々来ます、 五月 菅に クラ イスラ-を 聞く 翌々 日、 園 遊 會で會 つて 琴の 說明 なぞ を 私 力し ました 

この 人 は 人格 的な、 崇高な 人らしいです。  L  -,。 

宅で I 女の す 募が 四月から 小學 校へ 上りました、 . だんく と 假名が 讀め るので 大層 うれし さう です 
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赤い 鳥の 童謠 集七册 はもう 着いた こと、 思 ひます、 左樣 なら。 

六 五六 〔五月 三十 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 廣岛縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  五月 二十 九日 三 重 吉 

御 健康 をお 祝 ひする。 君の 家 はお 子さん はお 幾人 か。 たしか、 一番 上のお 嬢さん は女學 校へ 通って ゐられ 

る こと \ 思 ふ。 ォレの 方 は 第二 妻 (第 一 の 力 、 は 死亡。 第二 は 離婚。 今 第三 妻 だ) の 子が 二人。 上 は 八つの 女 

の 子 「す i -」。 今年から 小學 校へ 通って ゐる。 下 は 男で 六つ。 幼稚園。 こいつ は 〇〇 が あるから 佩 玉琊々 で 

珊吉と 命名。 オヤ ヂ四 十二 歳と なる。 今 はまる で 本屋の オヤ ヂだ。 赤い 鳥 も 型に はまり 變 化の つけよう がな 

い。 摸做雜 誌が 勿愕 十二 も ある。 近来 は ノン キ になり 社務 は 大半 社員に まかせて 乘馬を やら かす。 もう 三年 

越しになる。 少し は 上手に なった。 學習院 に、 宮內 省の 馬が 十八 頭 來てゐ る。 同校で は 乘馬は 正 科 だ。 そこ 

へ 出かけて、 お 稽古 をす るの だ。 うまくな つたら 一頭 賈ふ つもり だよ。 寫眞を 一枚お 目に かける。 燒增 しが 

出来ん から 見たら 返して おくん な。 この 馬 は、 陛下の 御料 馬 候補に 買った よい 馬 だ。 時に、 先日、 廣 島の 

猿樂 町の 佐 伯 卓 造と いふ 男が やって来た。 おれの 子供のと きの 友達 だ。 宮 島へ、 遊園地 を 作る の ださう で資 

金 を 募集して ゐる。 君に も 御 加入 を 願 ひたいから、 私から 紹介して おいて くれとの こと だから 紹介す る。 い 

. ^事業 か、 惡ぃ 事業 か ォレに は 分らん が、 宮 島へ 下等な 建物 なぞ を 建て，. -、 あの nature を破壞 しない やう 

にしろ と 申して おいた。 アメリカの 小 池 君から は 絶えず 向う の 子供 雜誌を J_ せって くれたり、 參考 用の 切拔を 

くれたり する。 感謝して ゐ ます。 矢 野 環 (海軍 軍醫 中佐) がちよ いく 遊びに 來る。 

六 五 七 〔六月 二十 七 H  Bei  Herru  F.  Speyer,  Hohszollenstr.  26,  werHn 小ぉ1ー3^隆 へ 〕 

豐隆 閣下  六月 二十 七日 三 重 吉 

ぺ ナンから くれた 12 はがきに 次で、 今朝 ベルリンからの 第 一 信 を 受取る。 まづく 道中 御 無事で 祝 着。 西 


洋を步 いて 廻る と、 よかれ、 惡 かれ いろんな 刺戟に 疲れる こと、 拜 察する。 どうか、 健康 を 第一 に、 ノン キ 

に 御 勉强を 祈る よ。 一 昨日 は 「批評 築」 と 「傳 統藝術 硏究」 を 貰った。 今 傳統の 方から 拜讀 中。 昨日 は、 君 

へ 手紙 を 出さう と 思 ひ、 留守宅の 安否 を 電話で 聞く。 子供た ち もみん な元氣 ださう だから 御 安神 下さい。 事 

が あれば、 すぐに 私へ 電話 を かけて くれる やうに、 つね子 さんに 話して ある。 僕のう ちで は 珊吉が 先づハ シ 

力 を やりす £ナ に傳染 して、 今 二人で ゥンく 言って ゐる。 幸に、 今のところ 併 病 もな く 經過好 良。 子供の 

病 氣には 命が 縮まる やう だ。 はま子と はま だ 一 度 も ゲン 力 もせず 暮 して ゐる。 子供 もよ く 愛着して ゐ るから 

御 安神 を 乞 ふ。 す 子 はこの 四月から 豐島 師範の 附屬 へ 這 入 つ た。 ボ ッく 假名が 讀 める の で大 得意の やう 

だ。 僕 は 相 變らず ァクセ クと雜 誌 を やって ゐる。 一週に 二三 囘、 午前 一ば ぃを乘 馬に 費して ゐる。 おかげで 

鱧 は 非常に 丈夫に なった が、 た V 食 ふために 働いて ゐ るお 外に 何の 意味 もな く 生きて ゐ る やうな 氣が し て 一 

人竊 かに 恥 かしい。 先日、 喜 多の 能に 招待され て、 へョ ー タン、 和 辻 等に 會 つた 外、 近来 だれと も會 はない。 

草 平 は神經 衰弱で、 不眠で 困って ゐ るとの こと。 良 一が 大分 崇 つたの だら うと 思 はれる。 ベ ル リンに い 成 田 

爲三 君が ゐ るから 一度 會 つて やってくれ。 責 宿へ 出頭す る やうに 言って おく。 音樂の 話なら 出来る。 太將が 

小 オペラの 作曲 等 を 研究して 歸 つたら、 赤い 鳥 劇場の 運動に か X る 手順で ゐ る。」/ 今日は これで 失敬。 /祈 

御 健康。 

六 五八 〔七月 三 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 兵庫縣 武庫 郡 住 吉村丹 野 てい子へ〕 

てい子 樣  七月 三日 京 三 重 士ロ 

UV お 見舞 狀 を 子供た ちへまで 難 有う。 珊吉 はハシ 力が カセて 後 も 熱が 下ら な いお で 專間 の 小 兒科醫 を よんで 

^ 見 4i たら 肺炎 だとい ふ、 小 松さん は 肺炎で はない 中耳炎 だとい ふので、 耳の 專問家 をよ び、 結 鼓膜へ 穴 

^ を あけて 盲ったら ゥ ミが兩 耳から どんく 出ました。 それでも 熱が 出ない ので、 上 二人の 專問醫 に 又 見て ^ 

年 貰 ふと、 右の 耳の、 あけた 穴が つぶれた ので 再度 あけて 貰 ひ、 目下 まだ どんく 出ます。 肺炎 は 依然 止まな 4 


いとのこ とで、 その 方の 手當て をして ゐ ます。 熱 は 八 度に 下りました。 この 分なら、 もう 順調に 行く でせ う。 

ピ ィく大 さわぎです。 す 子 は、 昨日が ハ シ 力の 項 上で、 今日は ブッ くも カセ 出して、 熱 も 三十 七度臺 

になり ました。 大きい 方の 女中、 リュ I マチで 片手が 利かない ので ヒマを 取りました。 小 情 は 脚 氣で宿 下り。 

はま子 一 人が 看護婦と 下の 女中と で 戰爭の ごとくに 奮鬪 して ゐ ます。 小生 も 神經が 疲れ、 ぼんやりして ゐま 

す。 併し ま づく御 安神 下さい。 

六 五 九 〔七月 十  一 H  Bci  Herru  Speyer,  Hoheiizollcnsti ノ  26,  werlin 小 宮璺隆 へ〕 

豐隆 大兄  七月 十日 三 重 吉 

「落葉 集」 出来、 一 册 もらった。 難 有う。 三册 とも 非常に 面白く 拜讀 した。 前の ニ册 は、 人々 へ の 寄贈に 

能 成 を 煩 はした ので、 今度の は、 交番に 私が 發这 する つもりで ゐ たが、 能 成が、 春陽 堂に 命じ 同店から 配布 

させた。 東京 は 梅雨で じめ くした 日が 多かった。 貴 宅 無事。 おれの 家で は兩兒 とも ハ シカを やり 下の 奴が 

中耳炎、 肺炎 を併發 したの だ、 隨分 びくく したが、 やう やく 二人とも 全快した。 不 相變乘 馬と 編輯と での 

たくら 暮 して ゐる。 有 島武郞 が、 婦人 公論の 女， 記者、 (有夫の 女) と 情死 を やり、 大 さわぎ だ。 要するに、 セ 

ン ティ メンタルな 男 だ。 十三 を 頭に 三人の 男の子 をお いて、 よく 死ねた もの。 九日 會に 出席。 ヤン ガ ー、 ゼ 

ネ レイン ョ ン ばかりで 話 もない。 ベ ルリ ンは 犬の クソが 多い 由。 吉田醫 學士が 来診して くれたと きに 傳 聞し 

た。 食 ひ 物 も マヅィ こと だら、 つ。 芝居 や 音 樂には 感心す る やうな ものが あるか？ 兒 童に 關 する すべての 方 

面に つき、 珍ら しい ことで も あったら 赤い 鳥へ 通信して くれない か。 外遊 中に  一 二度で も。」 祈 健康。 穴 賢。 

六 六 0  〔七月 十七 H 在米 小池恭 へ〕 

小池樣  七月 十七 日 三 重 吉 

有 島 君 は 先月 初旬、 婦人 公論の 女 記者で、 波 多 野 秋 子 (三 二 才)、 有夫の 女と 輕 井澤で 情死 を やり、 本 月 初 


旬、 腐って 死體 となって 發 見され ました、 四十 六に もなる 分別 ざ かりに、 十三、 十二、 十一 の 三人の 男の子 

を殘 して、 ヘンな 女と 戀に 落ちて 死ぬ るなん て、 タハケ ものです、 正直で 行きつ まった ところ は 同情し ます 

が、 お 三 どんと 權 助の 心中 一般、 一寸 も 死 そのものに 痴情 以外の 意味がない ので 遺憾です、 同 君の 經歷 その 

他に つき、 讀賣 の， 記者に 依賴 しましたら 同封のと ほり 切 拔を经 つて くれました。 それで 大體 間に合 ふ で せ 、 つ、 

米國で ピストルで 强 迫され た s 々等、 同 君の 不名譽 になる 點 は 除き、 情死の こと なぞ も 品よ くかいて やって 

下さ い。 

六 六 一 〔七月 二十 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二 鈴 木 はま子 • す、. -子 • 珊吉へ (繪 はがき)〕 

七月 二十日 朝 七 時 五十 分、 白 極 先生と 先生のう ちの 坊ちゃんと 三人で フジの 頂上に つきました。 ， 

六 六 二  〔八月 三 H 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 どの  八月 三日 午后 二 時 三 重 吉 

車 は 下り坂で、 とんく 飛ぶ やうに 走りました。 新鹽原 (電車 乘り 場) まで 二 里の 間 は本當 に絕景 です。 往 

きに は自働 車の 幌で よく 見えなかった けれど、 今度 は、 日の出 前の 涼しい 間に 十分 見て 通り 爽快でした。 十 

五分 前に 着。 六 時 五十八 分發 早。 四十 五分で 西那須 野へ 着きました。 電単賃 は 特等 (二等の こと) で 一圓 五錢、 

車賃 一圓 五十 錢。 合計 一面 五十 〔五〕 錢 ですから、 那須 から 十三 圓の 自動車 も、 四 人位で 乘ョれ ば 却って 安く 

て 厄介が ないです。 目白まで 電军 汽車の 通し切符 を賣 ります。 二等 五圓 二十 五錢 です。 あんな も歸 りに 電率 

大 に乘 るなら 通し をお 買 ひなさい。 併し、 少し 高くても、 子供 や 荷物が あるから 自動車の 方が 氣樂 でせ う。 西 

^ 那須 野で 三十 五分 待ち、 八 時 二十 五分 發単。 十二時に 赤羽柩 へつき、 そこで 二十 分、 池 袋で 二十 分 も 待た さ 

二 れ、 つ い 只今 歸宅。 直 造 君の 家の 名前 (高 橋と いふ だけで) が 分らな い の で 電話 番號が 繰り出せ. な い の で 貴 島 

年 を 使 ひに 出した ところ、 直 造 君 は 一 日に 房 州へ 立って しまった さう です。 困った な。 どうし ませう。 序のと 


き、 高 橋の 名前と、 電話 番號が 分って ゐ たら 知らして 下さい。 

滞在 も 一 人で はつ まらない でせ うが 辛 棒して 下さい。 近日 中に 小 野 君た ち を 出します。 その どき 持參 させ 

るから、 ほしぃものがぁったら前！^てドンく註文をょこして下さぃ。 左樣なら • 

六 六 III  〔八月 四 H 鈴 木 はま子へ〕 

はま子 どの  、  ，  八月 四日 三 重 吉 

直 造 君の ハガキ を 同封す る。 昨夜の 喜 多さん の 祝宴 は、 感じよ く 終了。 喜 多さん は 淚を. 流さない ばかりに 

喜んで ゐられ た。 宴會 後、 二人で 松林へ 行って 飲んだ。 十一 時頃歸 宅。 貴 島 は 今朝 七 時に 立った。 乘 馬の 稽 

古。 白 極さん に 「五十子さん ( 一 番 上の) と稻 子さん 二人 を鹽 原へ 行かせて 上げたい」 と 言ったら、 「喜んで 行 

く」 と 言 はれた。 二人のう ち どち か 一人 を、 お まへ がかへ るまで、 ずっと 一 しょに ゐて貰 ふと 好都合 だね。 

子供のお 守に。 だれか 同伴して 行って くれる 人が あれば い X が。 坊ちゃんが 仙臺へ 行った。 あの人が 歸 つた 

ら つれて 行かせよ うか。 

小 野 君に、 廢 原へ 行かん かと 言ったら 「途中が 暑いで せう。 行った ところで 別に…」 など 土 一目って 跪って 

ゐる。 酒より ほかに 興味の ない 男 だ。 履 だからもう す.^ めない。 木內も 「さう です ね」 と考 へて ゐる。 こい 

つ は 力 、 ァの 〇〇〇〇〇〇 ゐる方 がい \ らしい。 谷 本 は、 貴 島が かへ り 次第、 十日ば かり ヒ マ を 貰って、 故 

鄕へ歸 つて 來 たい と 言 つて ゐる。 

六 六 四 〔八月 五 H 鈴 木 はま子へ〕 

は ま 子 ど の  八月 五日 三 重 士ロ 

昨日のお 午 は、 冷奴 豆腐と、 お前が こしら へて おいた、 唐辛子の 葉つ ばの 佃煮と、 もら ひもの vi! 詰の 蛤 

の シグレ 煮と で、 社員た ちと 一 しょに 食べました。 唐辛子の 葉の 佃煮 は 非常にうまい。 夜 は、 木 内 夫婦と 谷 
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本と 四人會 <K。 まぐろ さしみ (これ はマグ かった) 冷奴 (これ は 木 內がォ カズ に 取つ といたの を 持 參)、 うでた 

ねぎの 醉 づけ (小生 調理)、 胡瓜 もみへ 玉子 タリ，' ムの醉 を かけた もの (小生 調理) 冷し うどん (ダシ 小生 料理)、 

なすの 味嗜燒 (木內 の 力、 ァに 作らす。 みそ は カン グメ のゴ マミ ソ) 中々 の 御馳走で、 みなく 大喜び。 〇〇 

〇〇 話 を やる。 おれ は醉 つて、 先に 寝込んで しまった。 赤い 鳥の 見本が 昨夜 出来た。 一部 る。 

今日は 日曜。 木內が 午前中 出社して くれた。 明日から 一人 づ X 宿直 をして 貰 ふつ もり。 お 午に キス を 私が 

煮て 食べた。 /昨日 は 暑かった。 今日は 曇天で、 ときぐ 徵雨 あり、 風が 涼しい。」 

す £ナ ちゃん ゃ琊 ちゃん は、 お 母 さまの 仰る こと をよ く 聞きます か。 街餒を ゆっくり、 よく んで お食べ 

なさ い。 お 母 さまの 入らつ しゃらない ところで 遊んで はいけ ません。 

六 六 五 〔八月 六 H 鈴 木 はま子へ〕 

は ま 子 ど の  八月 六日 三 重 士 口 

一 寸も手 絞が 来ない が變り はない か。 私 は 每朝七 時から 乘馬。 白 極さん も わざく 私 一 人の ために 敎 へて 

くれられる 〔の〕 だ。 先生 もラク ではない。 昨夜 は 茄子 を 煮た。 それと ォロシ 大根と 二つで 一ば いやって ゐる 

と 白 極さん から 精進 ァゲ を 貰 つ た。 タ ケ が氣 をき かし て ダ シ を 作つ た の はい X が 味が アマくて 丁度 ス ー プの 

やう だから ガブく 飮ん でし まつ た。 白 極さん から は每曰 漬物 なぞ を 貰 ふの で氣， の 韋だ。 「木 内の 細君が 來 

て 午 も 夜 もお かず をい ろ/ \作 つて くれる から、 もうか ま はないで 下さい」 と ゥソを 言って 斷っ た。 今朝 は 

馬の かへ りに 朝飯 をく へと 言 はれよ ばれて 来た。 ショ ー ガの醉 づけ、 生 玉子、 枝豆、 カボ チヤの 味 t 口 汁で 甘 

かった。 午 は、 キャベツに 油揚げ を 人れ て 煮る。 酒 は あんまり 飮 まない から 御 安神。 白 極さん のお 纏さん を 

翻 原へ つれてって 上げる と 言ったら 大喜び だ。 そのうち 私が 同伴し、 二三 泊の 上、 おいといて かへ るつ もり 

です。 東京 は 中々 あつい。 何 かほし いものが あれば 達る。 今日 白 極さん から デンブ を 貰った から 小包で 经っ 

た。 
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六 六 六 〔九月 五日 大木 顯 一郎へ〕 

大木 顯一 郞樣  九月 五日 鈴 木 三重 吉 

私 方 は、 人命 建物 無事。」 小 林 君 はいつ か 御 註文の 本を这 つた 書店 主。 同 君 は 着の み 着の ま \燒 け 出され 

た。 諸 銀行が 殆 みんな 燒 失で、 預金が 出せない ので、 小 林 君 も £ 却して ゐ ます。 いっかの 本代 (請求書 は提 

出して ある 害) V 同 君に 拂 つて 上げて 下さい。 私 方 も、 現金がなくて 弱って ゐ ます。 これ も 今 貰へ るなら 

幸甚。 小 林 君に お渡し 下さい。 但し、 無理 をして 金 を 集める に 及ばず。 

只今 社の 係の ものが ゐな いので、 私 方の 達 品 不明です が、 小 林 君に、 調べて 貰って 下さい。 私 方の 出版物 

だけ は、 一割 引。 春陽 堂の 方の は、 定價 通りに お 願。 小 林 君 は 特に 五分 引に して くれます。 

六 穴 七 〔九月 十九 H  (受信) 大阪 局發信 ベルリン H 本 大使 氣付小 宮璺隆 へ (曾し 報)〕 

六 六 八 〔九月 二十 五日 東京」 肿下高 田 町 三 五 七 二よ リ 岐阜 市外 本 莊村福 . IS 高 市へ (はがき)〕 

御見舞 を 難 有う 存じます。 私 方 は 無事です。 但し、 發行 前の 十月 號 全部、 その： ii 出版 書の 紙型、 畫版、 刷 

置 等 悉く 灰 儘。 赤い 鳥 は 十一月から 續刊 します。 北 原 君 は 全滅した 小 田 原で、 奇蹟 的に 助かって ゐ ます。 私 

方の 寄稿 家で は 久保田 君の 家が 全燒 けにな つたの みで、 ァ ト は 無事です。 續刊後 は 倍 舊の御 後援 を 願 ひます 

六 六 九 〔十月 十一 H; 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 在 巴 KK 伯林よ リ轉 送) 小.：？ C 凰 隆へ； 一 

豐隆 大兄  十月 十日 三 重 吉 

八月 十五 日 附のプ ー シュ キンの 話の H ハガキ 本日 着。 (震災で 配達が ォクレ たの だら う)。 御 健康 を 喜ぶ。 
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今度の 大震 火災に ついては、 遠隔の 君た ち は I さぞ 愕き 心配した であらう。 貴 宅 は、 その後 も か はりな し。 

災後、 大阪の 太陽 堂から 使が 来たので、 それにた のみ、 大阪 から、 君へ 打電 させた。 (その 當時、 外電 は 東 

京で 受附 けなかった から) 能 成から も 打つ 〔た〕 由。 なほく 安神した。 日本語で もい- i の ださう だった のに、 

li 逸文に は 弱った。 一代の チェ をし ぼって alle  unverlst とかいた。 冷汗 至極。 東京の 市街 は、 二 平方 里 

の 面積 分が やけた。 メ チヤく だよ。 死者 七 萬 四千、 行衞 不明 二十 一 萬 (尤、 この 中には 地方へ にげた の も 

ある)、 燒失 家屋 四十 ー蓠、 燒け 出された 人口 百 四十 萬、 損害 百億 圓。 そのほか、 撗濱橫 須賀、 錄倉、 小 田 原、 

11 根 3? 下、 一 0a5 間 相 摸の 沿岸、 三 浦 牛 島、 相 模灣に 面した 伊豆の 海岸、 安房 等 を 含める と、 全 被害 は、 死者 

十一 莴 四千、 負傷 十一 萬 五 千、 燒失、 流失 家屋 三十 七 萬 八 千、 倒 壞五萬 六 千と ある。 東京 は 地震に つれ 八十， 

八 箇所 か ら發 火した の だが、 もし 地震 の み で 火事がなくて すんだら、 死者 は 三千ぐ らゐで すんだら うとの 事、 

僕の 家 は 瓦が 少し 落ちた 位で すんだ。 私 方 附近 も 靑山邊 も 地盤が 固 か つ た の で 震動 も輕 かつ たの だら う。 お 

互と も 火事 を 浴びないで すんだ の は 難 有い。 尤、 おれの 方に 發行 する ばかりの 十月 號を、 活版 所、 製本 所で 

全部 燒 かれ、 出版 書の 紙型 もみな やられた。 つまり 財產 ゼロに なった わけ。 問屋 は 拂ひを くれないで、 繼镜 

に 困った が、 サセホ の 石 井 なぞが 金 を くれたのと、 少しば かりの 預金 を 引き出した のとで、 もぐり 進む つも 

り。 活版屋 もやけ のこりの 小さい の を、 いくつ も 拾って、 分擔 させ、 十一月 からつ ける よ。 (九月の は燒か 

れ、 十月の は 休刊した わけ) 奔命に つかれた。 いろんな 罹災者が、 入り 代り 来て 泊る。 いづれ も 哀れ だ。 よ 

し 町の あのお 今バァ さん は、 肺病で 轉 地中、 震災に おどろき 咯 血して 九月 十一 曰に 死んだ。 穴 賢。 

夏 目さん の 方 も 無事。 交友す ベて 無事。 (岩波が 類 燒に會 つた 以外)。 昨夜 九日 會に、 能 成、 森 田、 臼 川、 

僕、 (外に 若い もの 三人) 集合。 野 上 は 先生に 貰った、 驛路の あの ヱ を、 春陽 堂の 上梓の ため 貸 出 中、 やかれ 

た 由、 殘念 がって ゐる。 

いろく かきたい が、 今、 赤い 鳥へ 震災， 記 を 執筆 中。 いらくす るので、 これで やめる。 /祈 御. 健康。 

發 M のとき、 津田 は、 二 科會の 招待日で 娘 を つれ、 寺 田さん と、 三人で、 館內で 紅茶 を飮 んでゐ たさう だ。 
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津 田は靑 くな つて、 娘 も ほっといて 飛び出す。 搖り やんだ あとで 娘に 氣が ついて、 かけて かへ ると、 寺 田 さ 

んは、 悠々 茶 をのんで ゐた 由。 

今日で もま だ、 工兵 險が 市中の 燒け 跡の 建物の 殘骸 を爆發 する ので、 ドンく ドンく 昔が する。 

六 七 0  〔十月 十二：：： 束 京 府下 高 W 町 三 五 七 二よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郎. いく子へ〕 

石井大 0^ いく子 夫人  十月 十二 日 三 重 吉 

その後 一家 無事。 貴 島 も數日 前から 登校。 慶應は 建物 も： 女 全、 授業 ももとの 通りで 幸福です。 矢 野に、 甥 

の 家に 寄 遇。 ときぐ 私 方へ 泊り に 来る。 いっかのお 手紙の 貴意 を 話したら 喜んで ゐた。 着物 なぞ も 貰 ひ 集 

めて、 どうにか やって ゐる。 小生 も膘分 寄進した。 御 安神 あれ。 赤い 鳥 は、 十一月から 出す 分 を、 もうす つ 

かり 活版に 組み上げ たから 安神して 下さい。 (十月 六日の 手紙 只今 着。 矢 野 も 喜ぶ でせ う。 夫人 子供の 行 先 

は、 岡 山 巿片瀨 町 石 井 方 (夫人の 實家) 矢 野 八重 子) 

社の 支拂は 八千圓 ばかり あるが、 順次、 少 しづ， -拂 ふつ もり。 月末までに、 今度の 十一月 號のを 二 千圆ば 

かり 沸 ふ 害。 その 金 は ある。 問屋 は 来月 五日に 内金 を くれる。 これで どうにか、 やって 行けさう だ。」 

子供 は元氣 に通學 して ゐ る。」 雜誌 社で 再起 出来ない 奴が ゥンと ある。 私 方 も、 維 誌の 方 は 近來不 景氣で • 

トンく だった。 本で 儲けて、 かつく やって ゐ たが、 紙型が 燒 けたので、 滑 版が 出来ない。 全部の 本 を 組 

み 直す と、 活版 だけで ー莴圓 か、 るので 手 も 出せん。 本に して 二 千部づ X そろへ ると すると、 三萬圓 か、 る。 

ィャハ 十。 これ も、 今後、 二 ヶ月に 1 册 ぐら ゐづ X 出し、 二 年 先き でと り そろへ だ。」 アナ カシコ 

六 七 I  〔十月 二十 八 H 在米 小 池 へ〕 

拜啓、 私 方 は 山の手な ので 震動 も輕 く、 屋根 瓦が 落ちた くら ひです みました、 社と して は 十月 號 全都 發行 

する ばかりの を燒 かれ、 本の 紙型 も 全部 活版 所で 燒 かれました、 貰 ふ 方の 勘定 はくれ ず、 新規の 分 は 現金 拂 


で とても 困って 居ります が、 私 はどうに かやりく りして 十一 fit 續刊 致します、 御 安神 下さい ませ。 

十月 二十 八日 鈴 木 三重 吉  ー, 

六 七 二  〔十月 末 東京 府下 高 田 町 ーーー五 七 二よ リ SSS 郡 白子 村 柳 下 I へ (はがき 印 5 

每々 お 手厚い 御司淸 をいた. i ざまして 有難く お 禮を申 上げます。 今度の 震 火災で、 活版 所、 製畫版 

所""；； sin?,, まへの 「赤い 鳥」 直 の II、、 

部燒 失いた しました が、 幸に 社の 人命 、建物、 帳簿 は 安全 でございますし、 關 係の 作家 畫家 雾囊 氏 

もみん な 御 別條 ありません から 何卒、 御 安神 下さい まし。 /色々 苦心の 結果、 「赤い 鳥」 は 十一月 者、 i 

月號 から 平生のと ほり 續刊 いたします。 どうぞ 倍 舊の御 後援 をお 願 申します。 鈴 木 三重 吉 

六. yiu  〔十一月 十 一 百 Hotel  Campbell A  Freedeland  (巴 風旦个 大使館より 廻送) 小 直 S へ〕 


小宫兄 


十一月 十二 日 三 重 吉 


パリ 上 移られた 由。 大阪 から 打た した 電報 は 能 成の 打電と 共に 九月 二十日に 着いた とか。 すゐ えに ヒ 

マ を ぼった もの。 それまで 兄の 不安が 察しら れる。 私の 電報 》<os.s  safe と 英語で 打った 力 も？ - 

ね、 i 逸文と 雙？ いて わたした。， 中 山 氏 は 電報料 を 取って くれない。 序での 節、 一寸、 禮のハ ガキを 出 j 

U や 1 て /お市 iif プ ラトン 社中 山豐 三。」 おれの 方 は、 や、 つやく 十一月 f  _ ^巧」；， s。 

れ- ；、， i さよす つかり 拂 はされ、 新規の 仕 入 は 現金な ので、 震災 後年 末までに ー莴ニ 千圓も 不足。 

"お i"ss?.i つりが、 まだ 足りない。 ギリく だ。 本の 方 は、 みな 組み かへ て 揃へ る" はに 55"" 

るので 手 も 出せん。 醫は部數を ゥント 減じた ので、 さし 向 毎月 七 八 百 圓食ひ 込み だ。」 だ f お 

な 弱って ゐる らしい。 四十 種 位あった 少年 雜 誌で、 つ.^ けて ゐ るの は 八つば かりだ。」 津田 靑楓は 二 科? 

の 女 事務員と かけ 落ち を やり、 (娘た ちを殘 して) 盛に 甘い 戀歌を 作って ゐる ことが 新聞に 出て ゐた。 ゥソカ 
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も 知らん が 本當の やうで も ある。 とし子が 聞いたら びっくり する だら う。 吉 原のお 松と お 力が やって来た。 

お 松に 隅 田 川の 中に 落ち こみ、 船に 救 ひ 上げられて、 一 晚中、 火の 子の ふる 川上に 漂うて ゐた 由。 桐 佐の バ 

ぐ ァは、 燒け アトで バケツ だの 金物 類 だの を賣 つて ゐる 由。 値段 を かいた 紙 札が 風で 散って、 どれが イクラ 

か 分ら なくなって 損 をした 日 も あると いふ。 哀れな り。 バケツの ケッへ 墨で かいとけ と敎 へて おいた。 新橋 

の 松林の バぐァ や 女中 も、 しばらく ころがり 込んで ゐた。 お 今 は 家 は マルヤ ケ。 彼女 自身 は 九月 十一 日に 千 

葉縣の 生家で 病死した。 肺病。 去年の 春、 〇〇〇〇〇0〇 のがお しま ひ。 ハカ ナキ ものな り。」 貴 宅 無事。 

おれの 方 も 平和。 但し、 商ば いの 方 は 不安 この 上 もな し。 又へ ッボ コ小說 でも 書かう かと 思 ふ。」 身 を大 

事に せられよ。」 穴 賢。」 

六 七 四 〔十一月 二十 H 東京 府下 高 S 町 三 五 七 二よ リ 兵 寐縣武 庵 郡 住 吉村丹 野 てい子へ〕 

丹 野 てい子 先生  十一月 二十日 三 重 吉 

何 をして 御暮 しです。 いっかの 新 小說の 作の やうな 傾向の もので も 上等です からどん く 書き ません か。 

「女性」 へ 紹介し ます。 赤い 鳥 もどう にか 切りぬ けて 行きます。 十ー月號！^後年內に、 一月 號 二月 號 まで 作 

ら ねばな りません (十二月 號は 一般に 休刊) 以上す ベて 現金 拂。 そのほかに、 紙 代 は 七、 八、 九、 十月 號 (ヤ 

ケタ 分) の 借り を 全部、 活版 も 八 九月 號の を、 その他の：^前分の拂も年內にすまし、 貰 ふ 方 は、 九月 號を六 

分が た 貰った V けで アト は 来年 だから、 差 引 ニ萬圓 以上の 不足です。 カランく になった 上に 借金です。 尤、 

借金と いへ ど 友人へ 命令して 徵發 する のです から 手數 はか M りません， いっか 佐 世 保から 赤 鬼の やうな 顏を 

した 石 井と いふべ ラボ ー が 来たで せう。 あいつが 出して くれます。 本の 方 は、 全部 を 二 千づ. ^作れば 三萬圓 

も か X ります。 手が 出せません。 童謠 集の 方から ボッく 作り直します。 不景氣 千 萬。 た 馬の 方 は 近来 毎 

日で 大分 得意に なりました。 一度 馬上の 御 英姿 を拜 ませたい もの。 一昨日お 湯屋で、 白髮 一本 g 見。 これ ぢ 

ゃァ もう 惚れ 手 もない と 往生し ました。 祈 御 勉強。 
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年 二十 正大 


大正 十三 年 


六 七 五 〔一月 七 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 千葉驟 印旛 郡 八 生 小學校 大木 顯 一郎へ〕  . 

大木 顯 一郎 樣  一 月 七 曰 鈴 木 三 重 吉 

謹賀新年。 「女性」 の 募集 小說は 怖らく 小山 內 君が 一 人で 見る のでせ う。 少く とも 私 だけ は、 選者と いふ 

名前 を 貸した V け (勝手に 借りられ ただけ) の 話です。 小山 內 君に 賴み、 もし、 出来るならば、 あの 貴 作 だけ 

を 特に 私 方へ 这ら せて、 讀んで 上げ、 よかったら 入選に する やうに、 命じても い. Me す。 ともかく 交渉して 

見ます からお 待ち 下さい。 

六 七 六 〔一月 三十  一：！： 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 東京 市 小石 川區 日本 女子大 學丹野 てい子へ〕 

丹 野て い 子 閣下  一月 三十 一日 三 重 吉 

珊吉 が、 す £ ナの學 校へ 入學許 下にな りました。 御 安神 下さい。 男女 各：？ 名に 對し 入學 希望者 六 百 名 位な 

の で 心配し ました。 先生 を 知 つで る の で 半分お ナ サ ケ で 入れて くれた の で せう。 

刑べ ー は 「小學 校 はむ づ かしい よ」 と、 す 子に おどされく したので、 人學 許可に も あまり 喜ばず、 「犬 

になり たいな ァ。 犬 はぶら く步 いたり、 人の 足 を クンく 喚いだり して ゐれ ばい，^ ん だから、 學 校へ 行か 

ないです むから」 など 土 言 ひ 「地震と 火事で 死んで しまいた いな ァ」 なぞと 言 ひます。 三つの 年に、 無理に 

幼稚園へ 頼んだ ので、 何 一 つ 人の やうに 出来なくて、 カスの 閒でコ 口く 一  人で 轉が づてゐ たと きの 氣持 も殘 

つて ゐ るので せう。 あのと き は、 あなたが 見に 行って、 涙 をた めて つれて かへ りました。 考へ ると 哀れな も 

のでした。 呵々。 \ 右 御 報告。 閣下の 御 勉强を 祈る。  4 


六 七 七 〔二月 一日 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 中 所 健ニ郎 へ〕 

御 健康 をお 祝 ひ 申します。 木內 君への お 手紙 拝見。 いつも、 「赤い 鳥」 と 私と へ 厚い 御 同情 をいた き、 難 

有く お 禮を申 上げます。 「女性」 は 私が 顧問に なって 出して ゐ るので す。 每號の 計畫は 私が 指圖 して、 きめ 

るので す。 御 愛 H をお 願 申します。 目下、 十二 萬 も 出ます。 私 は 四 年 まへから 乘 馬の 稽古 を やり、 この頃で 

は 毎日 午前中 乘り 廻して をり ます。 そのため、 からだ も 丈夫に なり、 大元氣 です。 震災で は 大打擊 をう け、 

社 も經濟 的に は、 第一歩から 出直しです。 呵々。 

六 七 八 〔二月 三 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 千菜縣 印旛 郡 安食 町 大木 S 一郎へ〕 

大木 君 机下  二月 二日 三 重 吉 . 

「女性」 へ 出された 小說は 落選ではありません。 數曰 前、 小山 內君 上京。 いっか、 私から、 責 作 を こちら 

へ 達って くれと 賴ん でお いたので、 小山 內君は 社員と 一 しょに、 投稿 を 一 々採した ところ、 さう いふ 作は來 

てゐ ない と 言 ふので す。 愕 きました。 それで 早速 君に 通知す るつ もりのと ころ 混 維して ゐて 延引し ました。 

原稿 は 書留に して 出した のです か。 落選で ない 點は 愉快で も、 原稿が なくなつ たので は 差 引 非常に ィ マ/ \ 

しいね。 次に 作ったら 第一 に 私に 見せ 給へ。 惡ぃ點 は 相談して 直して 貰へば い.^。 今度 「女性」 に 入選した 

作 は 拙い もの。 一 つも 取らない となると 獎勵 にならない ので、 小山 內君 がかき かへ て 出す のです。 

次に 成 W の 石 川師の 葬式に はぜ ひ參 列し ます。 その 節、 成 田の 宿屋 は 込み合 ふでせ うから 場合により 貴 宅 

へ 泊めて 下さい。 

六 七 九 〔三月 二  H 在米小池^！^へ〕 

小池樣 侍史  三月 二日 H 重 士ロ 
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今囘は 又々 よい 切拔 をお 贈り 下さいまして 難 有う 存じます、 社中 一 同拜 謝して 居ります。 

この 十月に 三隻の 練習 艦隊が、 少尉 候補生の 高 松 宮殿 下 以下 を乘 せて、 パナマ運河から 紐 育まで 遠洋航海 

をし ます、 目下 便 If 記者 を 人選 中、 當 局に 居る 私の 雜 誇0 愛讃 者の 高釵將 校が、 私に、 赤い 鳥 記者と して 隨 

行し、 赤い 鳥へ 航海 記事 を かけと す V めて くれて 居ます が、 十月から 四月まで 社 も あけられません し、 長い 

海上 生活に もゥ ン ザリ する だら うと 思つ て考へ 中です。 

東京 は 十四 莴戶 (燒 けた 家屋の 半數) もバ ラックが たちました、 みんなお トタン バリで 日 淸戰爭 時代の 宇 品 

の やうな、 ゴタ くした 新開地の 形です。 

社 もやう く 難關を 越えて どうにか 固って 行きます、 取る もの は 取れず、 拂ふ方 はすべ ての 掛 貸り を 十二 

月までに 全部 拂 ふので、 カラン カランに なった 上、 七千圓 ばかり 借金 を 作りました、 一友 人が 投じて くれた 

のです、 三月から 童謠 集の 複製に かふり、 四月から 虽. 行 本の 組み 直しに 着手し ます、 經濟 上で は 創立 赏 時の 

六 年 前の 第 一 步 から やり直しです。 

私 は 乘馬も 四 年 目に なり、 少 L は モノに なり かけました、 この頃 は (十二月から 四月まで) 每日 每日乘 りつ 

V けで、 全く 馬乘 りが 商 杯の やうです、 おかげで すっかり 丈夫に なり 元氣 よく 社務 を 取り、 自分の 勉强 もし 

ます。 

子供 は 長女す にが 四月に 二年生になります 長男の 珊吉 とい ふ 坊主が 四月から 姉と 同 じ學校 へ 這 入 り ま す、 

子供 は 二人 だけです、 春陽 堂發 行の 私の 作 集 十三 册、 童話 集 二十 册の 版が 燒け、 當分ォ サイ センが 上り ませ 

ん、 呵々 /お 禮 かたぐ 近況 を 申 上げます、 御 健康 奉祝、 拜具 

六 八 0  〔三月 十三 日 東京 府下 高 S 町 三 五 七 二より 廣島縣 三 原 町 小 笠 原 次郎 へ〕 

小 笠 原 大兄  三月 十三 日 三 重 士  n 

お 手紙 を錢 有う， - 統計表 も 興味深く 拜見 しました。 いつもながら、 哀れな 女工さん たちの ためにい ろく 
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盡 力して お上げに なること を 難 有く 思 ひます。 赤い 鳥の 古本 は 七月までお 这 りして ゐ たさう です が、 同月、 

爾後 や：！ 本 を 見合せ て くれとの 御來 書だった ので、 经ら ないで ゐ ると、 係の ものが 言って ゐ ます。 何 かの 勘ち 

が ひか。 早速、 一 月 二月 兩號を 各 十 部 ら せます。 引つ きさし 上げます。 家内より よろしく。 長 sp: が 四月 

より 通學 します。 

六 八 一 〔三月 二十. 四 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 千 葉 縣卬旛 郡 安盒町 大木 顧 一郎へ〕 

大木 顯 一郎 樣  三月 二十四日 三 重 吉 

石 川 僧正の 本葬が 三月 三十 一 日に 決定。 それで 三十日の 午後、 君の 家に 到着、 一泊 させて 貰 ひます。 酒 着 

御用 意 無用。 お 茶漬で 澤 山です。 「舟 は 流る 1」 はダメ く。 君 は そ もく 板 本から 出直さなければ ダメで 

す。 御 面會の 節、 あの 原稿に つき、 詳細の 批評 をして 上げます。 

批評のと きの 參考 用と して、 もし 手に入ったら チヱ ー ホフの 短篇 作 Musik  (百姓)、 と 拙作 「小猫」 と を 

隨 んで おかれた し。 但し、 無理に もがいて 探し 廻る 必要なし。 

六 八 二  〔五月 二十 五 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 東京 市 小石 川 -tel 大凝坂 下町 井本 健 作へ， 1 

健 作 大兄  五月 二十 五日 三 重 士  口 

先夜 は 折角 たづね て くれたのに、 あのと ほり ワイく 連が ゐて、 ろくに 話 も 出来ず 失禮 した。 「峙 の 夜」 を 

熟讀 したよ。 全篇の 開展が dramatical  developement に 行って ゐる のが 面白い。 各部の 描寫 もうまい。 

萬 五郎た ちが 焚火 をして ゐる ところへ 行きつ く あたり 以後 なぞ は 就中よ く活寫 的に 躍動して ゐる。 併し 人物 

として は、 彌 平が 一向 浮いて ゐ ない。 ー篇 G モ— ティ フの 上で は、 彌 平たち 小作人が、 いかなる ィキ サッか 

ら 年貢 不納 同盟 を 結んだ ので あるか、 その アト モス フエ ァ— が 一 寸も 出て ゐ ないた めに、 彌 平が 村 を 追 ひ 出 

されねば ならない とい ふ、 目前の shock の 感銘が 稀薄で ある。 次に 道程 的な はこび は 一 々自然に 受け とれ 
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るが、 一ばん カン ジンな 焦 點 としての、 お 夏の simplicity と 熱愛と が、 すべて を 解決す る、 あの 轉移 なぞ 

に は、 どうも 人工的な 匂 ひが ある。 あすこへ 來て、 萬 五郎が 急に 典型的な 爺さんに K した 感が ある。 作者が、 

あ まりに 自已 に 都合よ く、 引きず つて ゐる セィ で あ らう。 

3； ハ上 は、 私の 氣づ いた 長所 缺所 である。 併し、 大兄が 元氣 よく 再び 創作 を はじめられた の は 何より うれし 

い。 {4! 想で あれ だけの もの を 作り上げる 奴 力 も大に 光って ゐる。 どんく かいて ほしい ものである。 お 上。 

六 八 =ー 〔六月 四 H  . 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 

石 井 夫人  六月 二日 三 重 吉 

詳細のお 手紙 を 難 有う。 子供 等 は元氣 に通學 して をり ます。 私 も 愉快に 馬に 乘 つて ゐ ます。 大阪の 中 山 太 

陽 堂から 出して ゐる 「女性」 とい ふ雜誌 は、 私が 指揮して 東京で 編輯して るので すが 今 マル 二 年 HI で 十二 萬 

も賣り 大分 モ ー ゲルら しいです。 私 は、 金 を 貰 ふと、 中 山に ァゴで 使 はれる ことになるので、 一 さいお 禮を 

取らないで ゐ るので、 今度、 謝恩の 印に 馬 を 二 頭獻上 するとい ふ 話が 持ち 上りました。 馬 は 二 頭で 五十 圓 食 

ひます。 馬丁が 月給 六十 圆。 その 馬丁 は、 社の 運 達 単 も 引かす ことが 出來 るので、 ホカ のこと を儉 約して、 

馬の 獻上を 御 嘉納に 相 成らう かと 思 ひます。 目下、 學習院 に 十八 頭ゐ るう ち、 二 頭 だけ は、 まだ 乘 りこな せ 

ない。 その 二 頭 を、 この 冬までに は 卒業す るので、 さうな つたら 先生 も 私 を 手放す と 言って ゐ ますから、 冬 

になったら 馬 を 飼 ひませ、 つ。 病身な 私が 五 年が けの 乘 馬で、 こんなに 元氣 になった ので、 大に 喜んで ゐ ます。 

仕事 はこれ からです。 社から 二人、 音 樂家を ドイツに 洋行 させて ゐ ます。 来年の 中頃に は、 五ケ 年の 留學を 

卒へ歸 朝す るので、 その あかつきに は ボッく 赤い 鳥 劇場の 運動に とり か.^ るつ もりです。 株式 會社 だから 

いく子さん にも 株 を 持って もら ひます よ。 社の 方 も、 やっと、 少 しづ \ 儲かる やうに なりました。 社 a: へ 月 

給を拂 つて、 どうにか 一家が 食って 行く だけです。 た V 震災 後 現金 拂 ひだった のが、 だんく に 紙屋 も 二た 

月 分ぐ らゐ 貸して くれる やうに なった ので、 この間の ぉ拂 も出來 たわけ です。 ほんと に おかげさまでした。 
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三十 種の 本が、 紙型が やけて、 九 ヶ月 間、 賣る 品がなくて 閉口し ました。 一 册に 1500 圓 乃至 2000 圆の 出版 

費が いるので 中々 出されず、 やうく 先月 ー册 出しました。 家 を 建てる つもりで、 六 千圓の 土地 を かひ、 千 

二百 圓手 つけ を やった きりで アトが 拂 へず、 その ま、 になって ゐ るの も 滑稽です。 

御 地の 女學 校の 本 は、 だれが 編纂した 本です か。 私の 何が 出て ゐま すか。 はじめの 一行 だけ かきぬいて、 

お知らせ 下さい。 敎科書 を 作る 奴は大 てい 低能者な ので、 私の もの、 中で、 變な 下らない もの を 選んで ゐゃ 

しない かと 心配です。 

お子さんの 名前 は、 ボンく が 破裂して からつ けない と 張 合 ひが 出ません。 裂け 次第、 御 打電 下さい。 ョ 

力 名 をつ けます。 力、 よりよ ろしく。 ダル マさん によろ しく。 

六 八 四 〔六月 十三： W  京^ 下 高 E 町 三 五 七 二よ リ パリ S 本 大使館 氣付 小お 通 3；, 隆 へ〕 

豐隆 大兄  六月 十三 日 三 重 吉 

五月 五日 附、 ギ ー ン發の 手紙 を 落掌。 數曰 前、 津田 とし子 婆さんが やって来て パリ ー での、 君の 話 をした。 

君が 品行方正 だと 言って 感心して ゐ たよ。 〇〇〇0、 それ ァ 結果 的に は 方正 だら うが、 もと を 正せば、 毛唐 

が氣 味が わるくて 厭 ひなんだ らう。 感じの い 、奴 を 見つけて、 〇〇〇〇〇〇0〇0〇〇0〇〇 て 来い。 とし 

子 は、 あんまり グチも 言 はないで 諦めて ゐる。 氣の 毒で ある。 何も 知らない、 ォレの 力、 ァの 前で 「アン タ 

だって、 さう じ やない の、 男っても の は みんな さうよ」 と呶 鳴られた のに は 閉口した よ。」 ときに、 御 心配 

の 〇〇 君 は、 今では 〇〇〇 へ 歸 つて ゐる。 〇0 も、 いろく 氣が 咎める と 見えて、 三月 頃から、 妻子 を率ゐ 

て 別居す ると か 言って、 頻りに 家 を 探して ゐた。 その後、 いっから か、 妻子 を 〇〇〇 へ殘 した ま \、 一人で 

〇〇 に 移住した。 それで 〇〇 君 も、 ゥ チへ歸 つたわけ である。 前便に 申した とほり、 〇〇 君の 言 ひ 分で は、 

o〇 がゐる のが シャク だから 家出 をして ゐ たので ある。 〇〇 が 比較的、 〇〇 君と 親しく 往来して ゐ るとの こ 

と。 學 校へ 行かないで ゐる こと を、 非常に 引け目に 思って ゐる さう だ。 私 は、 その後 まだ 會 はない。 奥さん 
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も、 九月 以後、 無收 入で ビィ くして ゐ たが、 今度の 全集の 豫約 がー 萬 六 千 ださう で (昨日、 〇〇 が 報告に 

やって来た)、 奥さんへ 二 十 莴固： 上 這 入 ると いふから スバ らしい もの だ。 又氣が 大きくな り はしない かと 〇 

〇 も 心配して ゐた。 財產 分配の ことに ついては 僕 等に は 一 切 相談 をし ないから、 口 も 出せない。 奥さん は、 

〇〇 たちに 金 さへ 分けて やれば、 それで 〇〇 の 不滿も 解決 出来る やうに 考 へて ゐ るら しい。 〇〇 は、 自分 一 

人ぐ らゐ なら、 どうにかして 食 ふと 言って 〇〇 へ 行った の ださう だが、 最近、 奥さんへ 金の 無心 を 言って 來 

たと かで、 奥さんが ブ ー く 言って ゐる 由。 〇〇 は 全集で 金が 這 入る の を 見込んで、 又 依 賴心を 起した の だ 

らうと、 〇〇 が 言って ゐる。 本當に ダニ 見たい な 奴 だよ。」 2? 上の ほか、 別に n5vs なし。 小山 內が 土方と 

二人で 築地に 小 劇場 を 作り、 今夜から 開演。 一 囘ニ圓 。囘數 券 は 五 枚で 五圓、 (これなら ー囘 一圓の 割)。 こ 

れを五 千 枚 前賣り をして、 今年 中の 經費 にあて るとの こと。 时政 的に、 うまく 續く かどう か。」 僕 は 相 11 ら 

ず 馬に 熱中して ゐる。 「女性」 が 十二 莴も賣 り 出した ので、 顧 間の 禮 として 馬 を 買って やる とい ふ。 宅から 

半 厘ば かりの 所に 1200 埒 ばかりの 畑 を、 口 ハ で 貸して くれる 篤志家が ある。 そこ を 馬場に して、 馬 を 二三 

頭お くつ もり。 この 冬に は實 現出 来る だら、 つ。 馬は 一 頭が月に1^3圓食ふ。 馬丁が 六十 圓。 三 頭お けば 三人 會 

a を 作って、 費用 を分擔 すれば、 一人 W 圆の 出費で 乘れる わけ だ。」 近来 若い 女が 目について 困る よ。 老境 

に 入られ、 もう 得られな いもの を渴 仰す るの だら う。 からだ だけ は 丈夫に なつから、 ポッく 、勉強す るよ。 

赤い 鳥 は 七月 號 から 150 頁に 滑 加し、 口 ェもニ 頁 ふやして 四十 錢 にした。 模做 誌が、 みんな 150 頁で 五十 錢 

だから、 100 頁で は 見すぼらし いし、 上記の やうに して^ 錢の 方が ソロ パンが 取りい、 から 改革した の だ。 

今 二 萬 八 千 出して るが、 返品が 二割 五分 も あるので、 利益と 言ったら、 ホン トにォ レが食 ふだけ しか 出ない _ 

そこで 本の 方 も 中々 復興 出来ない。 やう やく 童謠集 をニ册 出した けだ。 外國 で、 寢 がけに 讀んで くれる さ 

うで 難 有い。 い M ものが かけなくて 恥し い 次第 だ。 兄の 提案に か X る、 歐州 旅行記 は歸 つたら ゼヒ やってく 

れ。 御說 のと ほり、 書 之 助た ちへ 話す つもりで かけば よい。 そして 一 册の 本に して、 君の 子供た ちに 殘 して 

やる ことた。 海軍に、 僕の 友人の 中佐が ゐて、 そいつが、 周旋す るから、 今年の 練習 iS 際に， 記者と して 便乘 


463 


し 赤い 鳥への 記事 を 作れと 頻りに 言って くれた。 一 日 五十 錢の 食費 を 形式的に 拂 ふだけ で、 非常に 優遇す る 

と 言って ゐ たが、 米國の 東岸 を 下って、 パナマ運河 を 通り 紐 育に 行って かへ る だけ だから、 つまらな いから 

ヤメに した。 一方 五ケ 月 も 社 を あける こと は 出来ない し。 I— そんな わけで、 贵 兄の 旅行記が 出れば 犬に 難 

有い。 何分お 題 ひする。」 健康 を 大切に、 早く 歸 つてお 出で よ。 さようなら。 モチ ハダ 氏より くれ.^ もよ 

ろしく。 モチ も近來 鼻に つき、 あまり 食 はんよ。 

六 八 五 〔六月 十九 日 東京 府下 高 S 町 三 五 七 二より 廣島驟 三 原 町 小 笠 原セ. S 次， 郎へ〕 

小 笠 原 大兄  六月 十八 日 三 重 吉 

お 手紙 を 難 有う。 赤い 鳥 も 頁が ふえた ので、 埋める のに 骨が折れます。 いろく 御注意 を 難 有う。 お 閑の 

とき 麻の 出來 上る までの 順序 を 記述して 見て 下さい。 事實 さへ、 はっきり かいて あれば、 あと は 私が 上手に 

かきます。 每號の 科學物 も、 世間で は、 科學 者に も 名文家が ゐ ると 博いて ゐる さう です が、 あれ は 一 々私が 

かき 直す のです。 外 國の國 情 等の 記述 も、 大 にい X のです が、 材料に 困ります。 大きな 事柄 大きな 問題 を、 

いかに 纏め 上げるべき か、 これが 困難です。 さしあたり、 友人の 小宫得 一隆が、 横濱を 出て 歐米 をめ ぐる 紀行 

文 を、 十月 朝したら 毎月 赤い 鳥へ かいて くれる ので、 一 異彩 を 放つ わけになります。 赤い 鳥 も 五 萬 以上 賣 

れる やうに ならない と、 思 ふやうな 施設 も 出来ません。 震災：^前三四ケ月頃からずっと缺損です。 私 だから 

突つ ばり 通して ゐる やうな もの X 、 商人の 手に あつ たら 疾 くに 療刊 です。 どうも 俗 惡なも の で な い と 賣れな 

いのに 情ないです。 少年 クラブと いふ 下等な 雜誌は 十五 莴も賣 ります よ。 赤い 鳥 も 十五 萬 も 出れば、 贫民學 

校の 二つ や 三つ は 造ります よ。 呵々。 

頁 を 厚く してから は、 又量氣 もつ く かと 考 へて ゐ ます。  - 

六 八 六 〔六月 二十  一 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二より 鬼 京 府下 大 井町 金子 條原英 喜へ〕 
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篠原樣 侍史  六月 二十 一 日 三 重 吉 

貴 著 「その後」 を 項 戴いた しまして ぉ氣の 毒に 存じます。 難 有く、 厚く お 禮を申 上げます。 あのす ベての 

感想が 一 本に 纏った こと は、 多くの 人の 喜びで あると 信じます。 每々 拜讀 する たびに、 愛誦 敬服して をり ま 

した。 あれ を 俳文 なぞと 呼ぶ ものが あって はなり ません。 私 は 俳の 字の 意味 を 十分に 理解して をり ません が、 

俳 なぞと いふ 言葉で 連聯 される よりも、 もっと 自然の 根本 生命に 觸れ、 もっと 根深い 人間味 を 蔵し、 謙虚な 

宗敎 味と 哲學味 を もった、 散文詩です。 未だ かって、 日本が 見出し 得なかった 特種の 絕 品です。 俳に 對 して 

は、 淚は 出ません が、 あの 多くの 散文詩 は、 しみぐ と、 自然 そのものに 抱きいた はられる やうに、 おの づ 

と 涙ぐまれて 来ます。 いは ゆる 俳人 どもの 開拓し、 直面し 得る よりも、 もっとく 深く、 幽遠な、 人間愛 そ 

の ものが ■ しみ 出て ゐ ます。 俳句 何す る も のぞ。 「その後」 は 俳人？ J 亭 氏の 文集で なく、 幽 星の ごとき 詩人 溫 

亭 氏の 射 光です。 難 有く も 貴し。 拜具。 

六 八 七 〔七月 五 H 東京 府下 高 S 町 三 五 七 二よ リ 鬼京巿小石川^原町丸2^^彰三郎へ (はがき)〕 

奉祝 御轉 居。 私 はこの 四 年来、 乘 馬にば かり 没頭し、 一年に 150 囘 ぐら ゐ乘 ります。 夏 中 は 毎日です。 こ 

の 秋に は 自馬ニ 頭を備 へつ けます。 す V 子 は 二年生で、 ォ テン バで 健康です。 珊吉 一年生。 病弱な 彼 もやう 

やく 丈夫に なり、 このごろ は 三輪車 なぞ を乘り 廻して ゐ ます。 二人とも 大きくな りました。 二人に 署名 を さ 

します。 七月 四日 鈴 木 « 吉 中^^す.リ 

六 八 八 〔七月 七 H 木 村 文 助へ〕 

木 村， 文 助 樣  七月 七日 鈴 木 三 S 吉 

拜復、 お 手紙 並びに 「村の 子供」 を 拜受。 多忙の ため、 御 返事 を 延引して 相す みません でした。 私 は 常に 

貴 校の 綴 方の 御 指導に 感謝して をり ます。 私の 手 もとに 集る 多くの 作品に ついて 見ます と、 一校の 或 年 級に 
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限り、 一級 揃って、 うまく 指：！ 31= されて ゐ るの は、 いくら も 見受け ますが S 校の ごとく、 各 年 級に わたって 一 

般に、 そろって 發 達して ゐる學 校は殆 ありますまい。 これ は、 貴君 校長 自身が 先覺 して 部下 全部の 人 を 導か 

れ るから だと 思 ひます。 どうも、 よその 學 校に は、 校長に 固陋な 人が 多く、 部下の 或 めざめた 一人 二人が、 

自分の 受 持の 級 だけ を 向上 さして ゐ ると いふの が 大方で、 その 敎師 が、 他 級へ か はると、 原級の 辍方 は又メ 

チヤく になる とい ふの が 普通 の やうです。 いっか も 手紙 で 申 上げた かと 思 ひます が、 辍 方と いふ もの は、 

單に いは ゆる 「文章」 とい ふ もので はなく、 子供の 生活の 純眞な 表白、 記錄 です。 この 意味に 於て、 貴 校の 

綴 方の 粹を あつめた あの 一 册は、 全然 私の 主張に 合した、 尊敬すべき 藝 術です。 卷 頭に 私 方への 入選が あん 

なに 揃って ゐ るの も 私 どもの 誇りです。 今日 も r 燒 場の 爺さん」 とい ふ 貴 校の 作 を 入賞に して 當選 させ まし 

た。 

次に、 あの 集 を 本に するとい ふこと は、 結構です が、 併し 自費出版 でない 限り、 本屋 は 引きう けますまい。 

なぜと いふと、 天下の 人 は、 盲目 者が 多い ので、 た 單に、 い.^ 作を默 つて さし 出した ところで、 そのい.^ 

翻が 分らない ので 、「何 だ 子供の 作文 集 か」 と 言って、 すまして ゐ ます。 賣れ るた めに は そのい ifv 解剖 指 

摘して 敎 示す るか、 なほ 進んで、 いかにして、 これらの い X 作を收 摸し 得た かとい ふ、 その 指導 法 を 示した 

もので ない と、 通俗 人に は 顧ら れな いと 思 ひます。 た V、 い X 範例 だけ を 集めた とい ふだけ ならば、 早い 話 

が、 赤い 烏の 緩 方 を十册 もまと めれば、 他人 (貴 校 以外の 人) に は、 あの 文集 を 買はなくて もす むと 言った や 

うな ものです。 た i -、 一  つの 學校 から、 あれ だけの もの を 纏めた のが 價 値です が、 それ は 私の ごとき ものが 

感心す る だけい 又は、 貴 校の 人が 竊 かに 誇りと する だけで、 よその 人 は、 た V いくつかの 文の 集った 文集と 

しての み輕 く勸迎 します。 そんな わけで、 利愁に 立脚して ゐる 本屋 は 出版し ません。 私 は、 あの 集が、 貴 校 

に 保存され あの 形で われく にも 配布され たとい ふこと それ 自身が、 とても 他人の 味 ふことの 出来ない、 あ 

なた の 喜びと 酬いと であると 思 ひます。 それに 滿 足して、 あの ま.^ にして おかれた らいか です。 世の中に 

は、 かくれた る贵ぃ 努力 はいくら でも ある 害で、 自分 だけが 興奮す るに も ら ないかと 思 ひます。 あれ を範 
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にして、 他 を覺醒 したいと いふ 親切から 出立す るに は、 先に 申した とほり、 單に 文集で なく、 指導 法 を說か 

ない と 俗耳に は 入りません。 贵意 如何。 いづれ 御上 京の 節、 辍方 について いろく 御 談合した いと 思 ひます。 

私 はよ く 出かけ ますから 前日に 電話で 時間 を 約束して 下さい まし。 郊： S 「H 白驛」 下車。 附近の 交番で 社 

名 をお 尋ね 下され はすぐ わかります。 只今 東京 は室內 九十 一度の 高熱です。 ゥ ダリ 乍ら この 手紙 を かきます。 

外出の 時間 迫り、 よみ かへ しもし ません。 御推讀 下さい まし。 亂 筆失禮 e 拜具。 

私 も 機 を 得て 北海道に わたり 貴 校 を 參觀し 講話 もして 來 たいと 思 ひます。  . 

六  < 九 〔七月 十四 H 東京」 时下高 田 町 三 五 七 二より 廣島 市中 島 本 町 阿戸 类律 枝へ〕 

美 津枝樣  七月 十四日 三 重 吉 

おはがき を 難 有う 存じます。 お 墓へ ぉ詣り 下さった さう で、 厚く お 禮を申 上げます。 お宅の 兄さん は、 も 

う、 すっかりお 元氣 です か。 よろしく 御傳 言下 さい。 私 方 無事。 珊吉 もす £ナ も 丈夫で 通學 して をり ます。 

東京 は 毎日 九十 度 上です が、 夜 は 秋の やうに 涼しい ので ラク です。 夜寢 苦しい とい ふやうな こと は、 一 と 

夏 中 滅多にありません。 但し、 燒 跡の バラック は、 日中 はず ゐ ぶん 苦しいで せう。 屋根が トタン 一枚です か 

ら。 私 はこの 暑さに も 負けないで 每曰乘 馬 を やります。 馬 は ソロく シ ロウ トを はなれさ うです。 

六 九 0  〔七月 二十 Itn 在米 小池恭 へ〕 

小池樣  七月 二十 一 日 三 重 吉 

御 健康 奉祝。 引續き Child  life を 難 有く K 戴して 居ります。 排日 問題に ついてはお 互に 不愉快な ことで 

す。 

突然です が 、 シアトル 又 は 附近に 影 山四郎 (戶田 姓に 復歸 し て 居ます かも 分り ませ ん) と い ふ廣 島縣 人が 居 

る 箬 です、 アドレスが お分りに なりましたら お知らせ 下さいません か。 私の 子供のと きの 遊び仲間で、 十 年 
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0 一  度 手紙 を くれ ましたが、 先方の アドレス を 忘れ 返事 を 出さない ま \ になって 居ます。 

^京 も 地方 も 全 g5 的に 不景 氣のド ン 底です、 或 電氣會 社の 株 なぞ は 五十 圓拂 込の ものが 二十 五錢 です、 そ 

ん なのが 渾山 あり、 會社 でも 何でも ドンく 人を滅 じて 居り、 アブレ ものが 澤山 居ます。 內 閣が變 つても 物 

價 引下げの 策 も 講じ 得ない やうです、 セチ 辛い こと 夥しい ものです。 

雜誌 なぞ も 不景氣 です、 赤い 鳥 も 三 f 位の 返品が あり、 噴 ひ 込みです、 今に ボッく 出版 書 を 復活したら 

息 もっける と 思 ひます。 七月 號 から 競走 上】 50 頁に 滑した ので、 原稿の よせ 集めに 骨が折れます。 

私 は體育 運動ば かりやって 居ます、 每 早朝 乘馬ニ 時間、 それから 四時まで 執務、 四時 半から 六 時半まで テ 

-I スを やります、 すっかり 壯健を 恢復し、 洋服 g も 三年 前と 比べて 胸圍が 一 インチ 半、 下腹に 三 インチ 23- 上 

ひろくな つたと 申します、 ゼ ンソク 時代 前後の ヅ ボン なぞ は ボタンが か X りません、 これから ボッく 勉強 

を やります。 

四月に 子供 二人 (上 は 九つの 女の子、 二年生、 下 は 七つの 男の子、 一年生) を つれて 廣 島の 祖母 (今年 九十 

九) に會 ひに 行き、 加 計の 正 公と 十五 六 年ぶりで 會 ひました。 不相變  盛んな 容 子です、 娘 は 十七 八 

になる とか 言つ て 居ました。 

こ の 頃 は 私 も 子供た ちが 丈夫に なつ た の で 苦 勞が滅 じました、 東京 は^ 今 九十 二 三度で 暑 い です。 拜具。 

六 九 一 〔七月 二十 三 H 東京 府下 高 3 町よ リ 山 梨縣中 H 摩 郡 西 條村中 所 健 ニ郎へ (繪 はがき)〕 

お見舞 狀を難 有う 存じます。 私 は 大元氣 で、 毎朝 二 時間 馬の 演習、 午後 は 四時から 七 時迄テ 二 スを やり ま 

す。 ゼ ンソク 時代に 比べる と、 m 方 十二 賞が 十六 貫に、 胸 H は 一 インチ 半、 腹部 四 インチ も 大きくな り まし 

た。 七月 二十 三日 三靈吉 

六 九 二  〔九月 三日 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郎 へ〕 
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善べ ー 閣下  九月 三日 三 重 士ロ 

病氣 全快、 試 運 S 好結果の 由。 めでたしく。 君 は 堂 島の 隱居を 買 ひかぶ つて ゐ るよ。 吉元も 苦しい か 知 

らんが、 イン キヨ もキュ ー くして ゐる らしい。 震災の 時、 君が イン キヨに 向って、 一 しょに 三重 吉を救 

しょうと 言 つたの を、 太將 非常 に フン ガイして ゐた 。「金がないの を 見抜いて ゐな がら あんな こと を 言 ふ 」 

と、 誤解した の だら う。 イン キヨ はこれ から 先 どうす る こと やら。 坂 本 榮次郎 と 相談し、 太陽 堂で やって ゐ 

る 「女性」 とい ふ 維 誌の 經營 部長に でもして、 食へ る やうに しょうかと 計畫 した こと も ある。 おれの 仕事 は 

震災 後 四月 號ま では、 ともかく 利益 を 上げて 来たが 五月 號は 500 圓損、 六月 號は 350 圓損。 定憒 値上げの 七 

月號 は、 四 割 五分 も 返品と なり 178 圓揖 をした。 ヒ. トイ 不景氣 だ。 女の 雜 誌の 中で は 六 割 も 返品 を 出した 

のが ある 由。 つまり、 十 萬 刷って 六 萬が 賣れ ないで 歸 つて 來 るの だ。 發 行して から 三 ヶ月たん ない と 計算が 

つかない から、 七月 號でシ クジッ たと 分る ときには、 すでに 八月 號 九月 號は發 行ず み、 十月 號は 印刷 中と 來 

てゐ る。 今やう やく 十一月 號の部 數を滅 ずる ことにして 警戒す る やうな わけで、 八、 九、 十月 號も 七月 號な 

みに賣れなぃ.となると五月號2^來 7600 圓の 損と なり 大變 だ。 びくく して ゐ るよ。 そのため 金に つまり 拜 

借の 殘 りの 千 圆は、 少し まって くれ。 今月 500 圓途 金す る箬 のと ころ、 狂って 達れ ない。 本の 方 も 新ら しい 

の をニ册 出す ので 金が 寢た。 十 一 月號 から は 損 をし ないやう にやる つもり。 雜 誌の 經營は ゥン トコ， トツ コ ィ 

式の もので 中々 ラク ではない。 今年まで 六 年の 間、 こんな シケを 食った の は はじめて だ。 東京の 不景氣 はお 

話に ならない。 震災の ため、 虎の子の ー萬圓 ばかりの 金 をす つかり 投げ出した 上に、 まだ 君に 借りた。 どう 

かして 景氣が 直って くれん とよ わる タイ。 下女の 件い ろく 御 厄介 を 難 有う。. いく子さん にもお 禮を傳 へて 

くれん さい。 竹 二君、 茂 君 を 御大 切に。 名附料 はいつ もくれんの ぢ やのう。 アン ョ。 

六 九 三 〔九月 十九 H 東京 府下 高 田 町 三 五 七 二よ リ 高 松 市- 大 神前 八本 松 長 谷川 wll 一へ〕 

長 谷川 樣  鈴 木 三重 吉 
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「，水の 一  は、 T\  t-isher  Unwin,  Lcmk-ll s_( 行の Nandor  pogany  ;  T?he  Hungarian 1 つ airy  Kock 

の 中の The  Lake  of  St.  Anna を、 私の 表現で 再 話した ものです。 原文 は 大分 粗末な ものです。 すべ て、 

私の 再 話 もの \ 「{ 仝 氣」 「氣 分」 は 私自身が 出した のです。 その他の 册は、 燒 けて 手元に ありま せんから、 ど 

の 本から 取った か 一 々覺 えません。 探し出す の は 非常に 厄介です から 御免下さい。 ドイツ語 でかいた 童話の 

本と 仰い ますが、 すべての 童話 は 大抵 ドイツ語 でも 再 話されて ゐ ますから 一 々列擧 する こと は 出来ません。 

顔 逸人の 作家で は Ilauf,  Skmn の 二人が い. - もの を かいて ゐ ます。 Grimm は ドイツの お伽話- ゲ 集めて ゐ 

ます。 Andersen に デンマ ー ク 人です が 童話 は ドイツ語で かいたの だと 思 ひます。 2? 上 三人の もの いづれ も 

全集に なって ゐ ます。 Tclstci の 童話 を ドイツ語で 讀 まれても い V でせ う。 英の eansany の もの も ドイツ 譯 

になって ゐる 箸です。 

六 九 四 「九月 二十 三 = 東京 府下 高 E 町 三 五 七 二よ リ n ン ドン 住友銀行 江"，^ かつ子へ〕 

江 尻 令夫人  九月 二十 二日 三 重 士 n 

七月 二十 八日 附 のお 手紙 を 難 有く 拜受 い たし まし た。 お 寫眞も 難 有う ござ い ます。 リボン はす V 子が 大喜 

びです。 あんまりい X リボンで すから、 このまへ 戴いた の も、 まだ かけないで 大事に 持って をり ます。 たび 

くお 氣の 毒です。 方々 を 御旅 行で 御 愉快の こと， -拜 察します。 私 は、 近頃 はすつ かり 元氣 です。 夏 中 は 毎 

日 乘馬を やりました。 この 九月から は 一週に 四日 乘 ります。 四 年 目 二 年に 130 囘位) で、 少し は 素人ば なれ 

がした かと 思 ひます。 江 尻さん も 御 練習の 趣、 外國 仕込みで お 羨し いこと です。 別封で 朝日 グラフ をお 屆け 

申します。 私と 子供 二人が 出て ゐ ます。 私の 顏は、 本物 はぁ乂 まで 土方の やうで はない 害です。 震災 後、 東 

京 は 不景氣 でした が、 六 七月から 最近 は尤 甚だしく、 殊に 雜誌屋 は いづれ も 泣いて ゐ ます。 二十 五萬發 行し 

て ゐる或 婦人 雜 誌が 十三 萬 も 返品に なって 靑く なって ゐ ます。 赤い 鳥 も 食 ひこみ 一 方です。 閉口して ゐ ます- 

子供た ち はやつ と 丈夫に なりました。 四月に 二人 を つれて 廣 島へ 父の 法事に 行きました。 祖母 は 来年 は百歲 
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になります。 水 主 町に をり ます。 まだ 耳 も M えます。 愕 いた ものです。 /御 鳍康 をお 祈り 申します" 拜具 

六 九 五 〔十月 八 H! 在米 小 池 4!5 へ〕 

小池樣  十月 八日 三 重 吉 

九月 二十 三日 附 のお 手紙 を拜受 いたしました、 御壯. 健 を お 祝 ひ 申します、 私 は 同封のと ほり 住居と 社 を 分 

けました、 住宅の 方で は、 やうく のびく と暮 せます、 五六 十坏の 白田 もつ いて 居ります から 樂 しみです、 

社 は 不相變 食 ひ 込 みです が、 夏 頃より は少 し 損 も 少 くな り ま し た 。 

貴地の 日本 小學 校の 歌が 「もしく 龜ょ」 だけで はなさけ ないです ね、 赤い 鳥の 歌に はい \ のがあります 

から 謠は せて 下さい。 東京の 赤 坂小學 校で は 二三 年 前、 生徒の 保護者、 市、 區の 教育行政 係 を 招待して、 赤 

い 鳥の 謠を 二十、 文部省の 歌 を 二十 生徒に 謠は せて 比較 させ、 唱歌の 奥 良 を 叫んだ ことがあります、 招待 狀 

に 堂々 と 文部省の 歌の 無慣 値な こと を 痛罵して 居ました。 赤い 鳥 童謠集 も、 文部省の 認定 を 受ければ、 八ム然 

すべての 學 校で 敎 課し 得る ので、 いろくの 人が 出願 をす X めます が、 文部 當 局に 北 原 以上の 詩作 家、 赤い 

鳥の 音樂家 以上の 音樂 家が 居ない 以上 は 願書 を 出す 氣 にも なれ ま せん、 方々 の學 校で は 勝手 に どんく 赤 い 

鳥の 謠 をうた ひます、 第一集 • の 中の 「力 ナリヤ」 なぞ は ひどく 流行した もので、 一時 は 酒屋の 樽 拾 ひの 小. 13 

までが、 口笛に 吹いて 步き、 バァ では 蓄音器で 吹き 立てた ものです。 

次に 「趣味の 友」 へ 私の かいた もの を 御轉載 下さる こと は 一寸 困ります、 あなたの 御 仲介です から、 甚だ 

心苦しい 次第です が、 宫內 さんに よろしく 御 挨拶 下さい まし。 困る わけ は數 年来の 童話 童謠 の. 流行で、 日本 

の 諸 地方 は 下らない 童話 童 謠の雜 誌が 腐る ほど 出て 居ます、 一 時 その 多くが 卷頭 il^f^ の もの を 無 斷で轉 載し、 

さも 私が 後援して 居る もの.^ やうに 装って 居ました のが 鑌に さはり、 一 々抗議 を 申込んで S 載 を 禁じました、 

「趣味の 友」 へ お許し 申す となり ますと、 又 先例になります から 困る のです。 折角です から 一 方法と して 私 

のかいた もの だけ を變 名に してお 出し 下さるなら 搆 ひません、 ぉ傳へ 下さへ まし。 拜具。 
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六 九 六 〔十月 二十 九 H 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 七よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次郎へ (はがき)〕 

ぉ寫眞 二葉、 難 有く 拜受、 竹ち やん も 茂ち やん も、 この 上な く 可愛らしく、 あとの みんな も 可愛らしいで 

す。 目出度し く。 雅 子さん と 依子さん と は寫眞 ではじめて 會 つたわけ です。 何度も 出して 見て ゐ ます。 麗 

吉 君が 寫 つて ゐな いのが 殘 念です。 早くお 禮を申 上げる 箬 のと ころ、 十日ば かり 風邪で 就床、 ゼンソ クが四 

年ぶりで、 一寸 再来し、 少々 弱りました。 今日 やう やくお き 上りました。 十月 二十 七日 

六 九 七 〔十二月 二十 H 在米 小 池 へ〕 

小池樣 侍史  十二月 二十日 夜 三 重 士 n 

先日 は 御 厚意 深き 切拔 帳三册 とお 手紙と を 難 有く 拜受 いたしました、 いつもな がらお 禮の 言； 英も ございま 

せん、 中 一 同拜 謝して 居ります。 

貴地の 本屋へ、 私 方の 雜誌、 書物 を委 托する 問題 は 研究して 見ます。 

本：！ I は乂、 サン タク 口 ー ス について の 興味 ある 御 通信 を 難 有う 存じます、 これ は 早速 三月 號の 赤い 鳥で 披 

露 させて いた どきます、 二月 號は 只今 印刷 中です。 

私 は 昨今 やっと 手紙 なぞ も かける やうに なり ましたが、 十月 半から 再度の 喘息で ぶつつ けに 就床して 居 ま 

す、 ひどく 苦しみました、 數日前 係りの 醫 師が雜 誌の 廣吿を 見て Astor とい ふ 吸入器 をと りよせ て くれ、 そ 

れで發 作 もす ぐと まり、 ラク になり ました。 ドイツ 製の 器械 を 摸造した ものら しいです。 

〔圖 略〕 (a) を 動かして (b) の藥液 (アド リナ リン 水溶液 一 グラム、 コ 力 イン 溶液 半 グラム) を 粉 霧 状に して 

(C) から 吸入す るので す、 私に は ひどい 發作も  一 二分 間で とまります、 數日 前まで は 一 日に 十 數囘發 作が あ 

りました が、 もう 咳 は 一寸 も 出ません、 四 年間 乘馬 なぞ を やって 健康に なった のに、 六十 日間の 苦痛で 骨と 

皮に なりました、 今では 床上に 炬燒を 抱いて 坐って 居ます。 
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赤い 鳥 社 は 市內に 電話 附の 貸間 を 借りて 分離 させました、 はじめて ラク くと 私の 膝 を 入れる 部屋が 出來 

たと 思 ふと ゼン ソク です、 社の 方 はこの 半年 問 毎月 損失です、 四 五 百圓づ k 補って 行きます。 はじめて 惜金 

をし ました、 いつ E« 氣. が 直ります ことか、 實 にヒド いです、 ほかの 雜誌は 五 割 六 割と 返品 を 食って 来たの も 

あり、 私が 顧 間と して 毎月 プラン を 立て，^ 居る 「女性」 の ごとき も 十二 萬の 發行を 五 萬 W ハ 下に 滅 じました、 

只今 損 をして 居な い 維 誌 はないで せう、 私 も 震災で やられた 揚句が いよく カラ ン くです。 單行本 もニ册 

複 刻した t けで、 資金がない ので 手が 出せません、 乍殘念 行く く は 資本家と 提携して 利益 を與 へ、 金 を 運 

1^ さして 貰 はない と 事業が 出来ません、 今日まで よく 獨自 でつ けて 來 たものと 思 ひます、 創立のと き 貴君 

外ニ三から拜借した！^外は金は借りなかったものです、 子供の ためにい ろく 手 をつ けたい ものが あります 

い 土 十 供 劇場 も 作りた く、 下 研究 をして 居ます。 

::」 にボ カンと して 考 へて 居る と 創作の 方で ももう 一 度 旗 を 上げて 見た くもあります、 食 ふために へ ボ作 

, r  J の でな く、 純粹な 立場で 高踏的に や つ て 見た い と 思 ひます。  . 

病中で 一月 號、 二月 號の卷 頭 話が 書け なかった 事は殘 念です、 ペリ ー は 苦しい 中で かきました、 三月 號で 

終結です、 一月 號の 分に は 吉田松 陰が 出て 来ます、 あのと きの 事情 を 深く 研究したら 面白いで せう、 海軍々 

醫學 校の 副官が ペリ ー を讀 み、 同校に 保存して 居る ぺ リ —艦隊 乘 組の 軍醫の 日本での 行動 日誌が あるから、 

いつでも 閱覽 して くれと 言って くれました、 醫 者の 日誌 ぢゃ チン プン カンで せう。 拜具 

よい 新年 をお 迎 へになる こと をお 祈りし ます、 加 計 は 先般 山を賣 つて 十 萬 回！ \ハ 上 金に したとの ことです、 

私に 山が あったら とくに 子供 劇場に 變 化して 居た でせ う、 呵々 

十二月 二十 一 日 午前 、「趣味の 友」 着、 拜見、 在 シアトル 日本人 諸君の 寫眞は 立派な もので、 毛唐 どもが 愕 

くで せう、 尤、 彼等に は 貴君のお 説の the  East の 精神が 分らん ので、 本當に 味へ ないか も 知れません が、 

ともかく シ ァ トルで 曰 本人が 毛唐 を壓 倒して 居る こと は愉々 快々 です、 シアトル、 カメラ、 クラブ の member 

の 中に S.  Toda とい ふ 人が 居ます、 戶 田四郞 とい ふ 人で せう か、 いっか 申し 忘れ ましたが、 私の 探 L て 居 
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る 影 山 四 郎君 は實 家の 姓が 戸田です、 影 山へ 貰 はれて 居た のかと 思 ひます、 少年 時代 は廣島 巿猿樂 町に 居た 

人です。 

六 九 八 〔十二 月 二十 三 H 柬京 市外 畏：^ 村 荒 井一 八 八 七よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 

いく子 樣  士 一月 一一 土 一一 日 三 重 吉 

千圓難 有う.. *  J ざいました。 度々 御迷惑な お 願 ひ をして 申譯け がありません。 お か げ で 社 も 顔 を つ ぶ さず、 

ブジに 切りぬ けます。 今度 はいよ くピィ くで、 五圓、 三圓と 貯金して おいた、 子供の分まで引き9^しま 

した。 来年 は 立て直し たいと 考 へて ゐ ます。 石 井 君へ も、 よくお 禮を 仰って 下さい。 私 はやう やく 全快。 ま 

だ 外出 はしません が、 噯ぃ 日に は 庭ぐ らゐ步 きます。 お 小さい かた を 御大 切に。 い M お 年 をお とり 下さい。 

ぉ禮 かた-ぐ 右 迄 拜具。 
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六 九九 二月 十二 日 東京 市外 長 峰 村 荒 井より 廣島 市上 柳 町 加 計 正 丈へ〕 

加 計 大兄  一月 十日。 三 重 吉 

乍 早速 社の 事業に つ. いて 御 後援 をお 願 ひしたい の だが、 何卒 聽 許して 下さらな、 力 

私 は 震災で ひどく やられて、 貯金 もす つかり なくなった。 今日まで 借金 をした こと 力なく、 金 を 借りる と 

こ ^1:? ュ P 中.^. L 不便な ので、 十月に 假 りに 市 內へ電 I の 二階 を 借りて ゐ るが、 今度、 本 を 復刊す る 

の" i 會邛ぉ U いて、 車で 市 內の小 賣店 へ 卸して 廼 つたり、 次に お話しす る、 音樂 生徒の 練習場 も 入- 

一  へ 一軒"" いと 思 ひます。 その I 購入 費 一一 千圓、 敷 幸圆、 設備 蓄圓で 合計 ョ 

これ は ーケ年 貸して 下されば、 次の 音響の 重で、 月額 三百 五十 

圓".1す月ー"^!ヌ.^"??まけ。、3.||?-し，_:、 乍 IgHI 君が 數曰 I 朝。 I 公に 私 方 

音 樂會と の は > 

へ 入社して、 冬の 十二- 


業會 I い" の" リ 私が. ト イツへ 四ケ 年間 重さした、 作 農の 成 I 碧が 數曰薦 朝へ f 一  に， 私 方 

ヽ! して、 多の 十二、  一、  二月 を 除く 外、 毎月 三四ケ 處づ气 音 樂會を 興行して、 赤い 鳥の 喧傳 力た ぐ 

Ks;;^ る r い" チ. レ。 1 一お， て、 社で、 小 學卒靈 後の 少女 を 五名 画 「は 1 間；.," 仕 

大 込 uth" 興行に 加 はって 童謠を 謠 ひ、 單 純な 子供 劇を やらす のです。 劇の 方 は、 君 

I  る。 社員のう ちに、 早稻田 文科 出身の、 私の 門下生が 二人 ゐ るので、 こ^. 力 英語 ト 8^ 

財 いれ" る。 p-tl?. 五 年間 敎 へて やる。 十三で 人 社、 十八で 解傭。 その 間に ゥ. ォ 「れ 

S  .Mfu^.^v}nt これ は、 私の 1 生の 囊 として 考 へて ゐる、 赤い 鳥 劇場 
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を 作る 前提です。 だんく に、 少女 二十 名、 少年 十 名ぐ らゐの 高等な 小 劇團を 作る つもりです。 地方 を音樂 

會 をして 歩けば、 會場は 學校を 借りる の だし、 成 田の ほかに、 每囘 臨時に 女の 聲樂家 二人、 男の ゲ アイ オリ 

ン家を 一人 傭って 行く ので、 いくら 少 くても 月に 六 百圓ぉ 、上の 利益が 上ります。 六 箇月の 練習 期間に、 ピア 

ノ 一 臺 千圓、 設備 五 百 園 入 要。 ほかに 毎月、 少女へ の 手 當て等 三百 圓。 練習 期間が すぎて、 巡業に 出る とき、 

生徒の 服装 費 五 百圆、 衣裳、 背景に 千圓 入ります。 ！^上の費用を出して下さらんか。 

あんまり 澤 山で 申し上げに くいが、 計畫 は、 必ず 成功し ます。 この 音樂の 方の 拜惜金 は、 第二 項の、 電話 

等の 三千 五百圓 を返濟 した 後、 出来るだけ 早くお 返し 申します。 

結局お 願 は、 /二月から 七月までの 間 出版費 每月千 二百 圓 (計 七 千 二百 圓) /家が 見つかり 次第、 電話 敷 

設金等 三千 五 百圓。 /三月に 生徒 を 募集し/四月 授業 を 始める とき ピアノ 代 等 千 五百圓 /四月から、 九 

月まで 少女 手當 、教師への 禕 一等 毎月 三百 圓 (計 千 八 百圆) /十月に 服装 費 等 千 五 百圓。 

何卒お 助け を 願 ひます。 どこへ も、 たのむ ところがありません から、 どうぞお 引受け 下さい。 拜具。 

童話 集、 見本と して、 旣刊、 古事記 物語 上下 ニ册發 達。 名文です から、 ぉ孃 さんに お上げ 下さい。 

利子 は每月 納めます。 

七 00  〔一月 十六 H 東京 市外 畏峙村 荒 井一 八 八 七よ リ W 下 杉 並 町 腐 橋木內 とく じへ (はがき)〕 

明け ましてお H: 出度う。 千駄ケ おのお 父さんから 聞き ましたが、 御風 邪の 由。 お困りの-.」 と \ 拜 察します „ 

無理 をな さらない やうに、 御大 切に 祈ります。 

はま子 も 心配して ゐ ます。 暖かくな つたら、 はま子が、 りつ子さん を 見に 行く さう です。 一 月 十五 日 

七 OI  〔一月 二十 三 H 東京 市外 畏^ 村 荒 井一 八 八 七よ リ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  一 月 二十 三日  一二 重 吉 
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御 返事 を 難 有う。 成程 「三 太夫」 がゐて は、 御 自由に ならない と拜 察。 それで は、 甚だお 氣の 毒です が、 

千圓 だけお 貸し 下さい。 六 ヶ月た つたら、 一ヶ月 二百 圓以上 づ \ お返しし ます。 二月 五日までに 落手 出来る 

と 助かります。 山 口 銀行 東京 支店の 私の 口座 又は 一八 十四 錤行 目白 支店の 愚妻 ハ マの 口座へ お 達り 下さっても 

結構です。 これで 當 分の 凌ぎ をつ け、 あと は、 赤い 鳥の 利益の たまる の を 待って、 ボッく 出版す る ことに 

します。 社 も、 今の ま. - で移轉 しない ことにします。 又、 音樂部 設置の こと は、 友人た ちが 自分で 金の 工面 

をし いし 經營 したので は 又、 赤い 鳥 を 作り出した ときの やうに 苦勞 をし 病氣 をす るから とて、 みんなで 諌止 

して くれました。 ところが 丁度よ いこと に、 函根 土地 株式 會社 とい. V 資本金 一億 圓の 土地 賣 買の 會 社が あ 

り、 常に 五十 萬 坪 2? 上の 土地 を、 方々 に £ 只って、 分割して 賣り、 田園 町 を 作って ゐる會 社です が、 その 經營 

の 一つの 「兒童 園」 が 新 宿に あります。 二 萬 坪ば かりの 廣大な 庭園で、 入場料 五十 錢で這 入り、 活動、 歌劇、 

兒童劇 をた で 見せる 仕組みの ものです が、 現在 やって る 歌劇、 兒童劇 は、 俗悪 極まる ものな ので、 (大阪 の 

寶塚 式) 一 つ 高尙な 歌劇と 兒童 劇團を 作る ため、 附屬の 學校を 設け、 三千 人 以上 を 入れる、 東京 第一 の 劇場 

を 建築す る 計畫を 立て，^ ゐ ます。 その 生徒 養成と、 ォ ー ケス トラ 養成と、 爾後 公演の 一 さい を、 私に 指揮し 

て くれない かとの 相談 を 持って来ました。 (一昨日)。 こつす 「は、 これなら 腹 をいた めず、 渡りに 船です から、 

目下、 私の 關係 する ための 條件を 交渉 中です。 これ は 多分 協定が つき、 私が 引きう け 赤い 鳥兒 童劇學 校、 赤 

い 鳥 歌劇 擧校、 赤い 鳥 劇場と いふ 名前で 成立す る ことになるで せう。 喜んで 下さい。 私の 久しい く 夢が 實 

現す る の です。 そこ で の 劇の 寫眞を 赤い 鳥の 口： に 十 頁 も 入れさせ なぞして、 雜 誌の 方 も 賣れる やうに しま 

す。 又、 同 園の 附屬 として 紳士 淑女の ための 乘馬學 校 を 作り、 童話劇、 歌劇の 女生徒 をも乘 せて、 いろく 

の 競技 なぞ を させ、 それ を 入園 者に 參觀 させる こと を、 提議して おきました。 これ も 多分 成立す るで せう。 . 

さう なれば 生徒の 乘馬は 私が 敎 へます。 これ も 愉快です。 話が きまったら 又 報告し ます。 

お金の こと、 ぉ氣の 毒です が 何卒 御 助け 下さい。 
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七 O  二  〔二月 二  H 東京 市外 長 峰 村 荒 井一 八 八 七よ リ 廣鳥 市上 柳 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

御 懇書 を 難 有く 拜誦。 御 出廣の 上で 結構です から、 何卒 よろしくお 願 申します。 七 八日に つき ませば 十分 

です。 先般 御上 京の 際、 お 目に か \れ なかった のは殘 念です。 社で は、 三月 二十 五日から 四月の 二十 五日 ま 

で II 根 土地 會 社の 後援で 大 々 的な 自由 晝 の 展覽會 を やる の で 奔走し て ゐ ます。 兒童劇 歌劇 の學 校の 話 は 近々 

決定し ます。 男女 各 五十人 づ M、 百 人の子 供 を そろ へ る豫定 です。 ( 一 月 三十 一 日) 

七 0 三 〔二月 七：" 東京 市外 畏^ 村 荒 井一 八 八 七よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 

石 井 夫人  二月 七日 三 重 吉 

お 手紙 を 難 有く 拜見。 振替へ 百 十三 圓 たしかに 受入。 あれ は 別にお 達り 下さらな くもい \ のでした のに、 

ぉ心づ かひ 恐縮です。 百 十三 圓で 過不足な しです。 お 禮を申 上げます。 發途 以来、 かなり 日數 がか、 る もの 

です ね。 

寒 は あけ ましたが、 當地 はま だ 寒いです。 お宅に はお か はりない やうで 何よりと お 祝 ひ 申 上げます。 竹ち 

やん、 茂ち やん も 可愛らしく おなりの こと X 拜 察します。 あなた も さぞお 忙しいで せう。 麗吉君 は 今度 三年 

生になる のです か。 四 年 を 卒業 すれば、 上の 學 校の 受驗 です。 ぼつ >\、 どの 方向へ 向 ふか を 御 本人 もよ く 

考へ てお かれねば なりません。 私 は 募に 八十 五日 も寐 ましたが、 もう 元 氣で馬 もやり ます。 す 子 は 又 風 を 

引いて 寐てゐ ますが、 たいした ことはありません。 珊吉は 丈夫です。 廣 島に ゐる 私の 祖母 は 今年 百歲 になり 

ました。 私の こと はだれ が 見ても 五十 位に 見へ ると 言 ひます。 ィャ になって しま ひます。 自分で は、 仕事 も 

勉學 もま だ これから だと 思って ゐ ます。 商 杯 は 不景氣 千 萬。 ひどい ものです。 私の かいた 古事， 記 物語と いふ 

本 なぞ も、 十月 t 出版して、 十二月までに 三百 册も 賣れ ませんで した。 まだく この 不 4„£ ^もつ V くと 言 は 

れてゐ ます。」 太將 によろ しく。 お 上。 
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七 0 四 〔四月 十一 一一：！： 東京 市外 長 峰 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 廣 d£ 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  四月 十二 日 三 重 吉 

もう 廣 島へ おかへ りです か。 去年の 今時分 は下廣 して ゐて 白魚 を 小 鍋に 一ば いづ， ^食った も 0 です。 社で 

は、 五日から 自由 畫の展 覽會を 開いて ゐ ます。 入選 三百 八十 點。 殆 各府縣 にわた つて 入選して ゐ るのと、 畫 

のい X のとで、 前例に ない 立派な 展覽會 になり ました。 九月に は 大阪へ 持って行きます。 劇學 校の 方 は、 鶴 

見の 花 月 園が、 目今 抱へ てゐ る、 二十 數 名の 女優と 二十 名の 音樂 部員と 七 名の 教師と を 全部 放逐す るから、 

新ら しく 創設して くれ、 一 さい 私に 一任して、 何等の 條件も 束縛 もっけな いとい ふので、 引き受けました。 

中 山 太陽 堂 の 支店長 坂 本榮次 郎君 (細 ェ 町の 下駄屋 だ つ た 坂 本 君) も 引っぱり 込み、 花 月 園 の オヤ ヂと 三人の 

經營 にしました。 坂 本 君に は 事務 方面 を 主宰して もら ひ、 私 は藝術 方面の 指揮 をす るので す。 金 は、 いくら 

でも 私の 要求す る だけ 出す ことにな つて ゐ ます。 オヤ ギ さん は 老人な ので、. おかみ さんの 子 (園の 支配人) が 

代理に なって ゐ ます。 それが 私の 妻の 兄貴の 友人な ので、 氣持 よく 事が 運びます。 十日に、 第一 囘の 入學試 

驗を行 ひ、 女子 六 名、 男子 二 名 を 採用し ました。 アト、 男女、 各 三十 名になる まで 幾囘も 募集し ます。 劇學 

校と 併せて 乘馬學 校 を も 作り、 劇の 生徒に も 馬 を やらせます。 第一 囘の 採用 生 は、 好きで 集って 来た 子供ば 

かりで、 いづれ も 相 営の 家の 子で、 なかく い、 子が をり ます。 寄宿 舍も ホボ 完成し ました。 五月から 始業 

します。 右 御 報告 拜具。 

七 0 五 〔四月 二十 七： n 東京 市外 長 峰 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 仙 臺市北 二番 丁 小 宫登隆 • 恒 子へ〕 

豐 閣下 令夫人  四月 二十 六日 三 重 士ロ 

十四日 附の おはがき 拜受。 學 校の 生徒 募集で 寸閑 なく、 掏 挨接を 延引した。 住居の 方 も 落つ いたか。 自動 

車屋の 拂ひ はすぐ にして おいた。 三 ii: 分で 三十 三圓。 前の 二 囘に對 し 三 圓心附 け を やった。 御 出立の 際 は 0 
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o の バカャ 111 が へ マに 遲れ て來 やが つて、 ャキ モキ させた。 君に もす まなかった。 胸く そが わるい ので ゥ 

ン とやつつ けて やった よ。 店の 方で も、 私と 君と に對 する 不始末な ので、 大 問題に なったら しい。 乍 餘事ャ 

ロウ は、 する ことが 萬 事 あの 通り だ。 丸 ビルの 美粧院の バぐァ と、 その 娘 (十九) と 二人に 私通 中 。娘 は 一人 

ャ ロウの 子 を 生み 今又ボ テレン。 家庭へ も歸ら ず、 最近に も 娘 を つれて？ I 泉へ 出かけた りして、 〇〇〇〇〇 

の 社務 もメ チヤく。 その上 不正の 行爲も あるので、 今 斷ぉ 〇〇〇〇〇 と 絕緣を 命じて やった。 それで 0 

〇〇 の專屬 にかへ る譯 だが、 同店で もモ テア マシ ものな ので、 遂に は 解雇す る ことになる だら う。 御 出立の 

際の 不愉快 は カン 一一 ン してく れいよ。 學校 は、 募集の 時期が 無理だった のと、 今年の 尋常 科 卒業生に 限った 

ため、 百方 手 をつ くした が 結局、 目 下 七 名 (51- 一、 女 六) を 採用し 得た のみ。 がっかりして ゐる。 入 學試驗 を 

パッス して、 アトで 来ない 奴 二 名。 これから、 對箇 人的に， 運動して、 ともかく 二十 名になる まで は 清ぎ つけ 

ねばならない。 三越が 經費 節減の ため、 二十 五六 名の バンド (少年 昔 樂隊) を竊 かに 賣り ものに 出して ゐる。 

これ を そっくり 私の 學 校へ 取る ことにする。 一年間の 抱へ 料ニ莴 四千 圓。 その 中での 十五 歳 2f 下の 半數 を、 

生徒に し、 アトの 大きい 奴を學 校の バンドに する 豫定。 目下、 敎師は 成 田爲三 君と 私 (修身 だけ) と 丹 野て い 

子の 友人の 或し つかり もの X べッ ピンさん (英語 國語 を受持 舍監を 兼ねる) と 三人で、 ともかく 五月 一 曰から 

授業 をす るよ。 外に、 日本の 踊の 先生に 若 柳 吉三郞 を 入れる。 こいつ は 馬を敎 へて くれ，^ ばタ V で 行く とい 

ふ 奴。 小生が 教官で 敎へ るよ。 本當の 馬の 先生 は宮內 省の 車馬 頭と、 騎兵 學 校長と が 目下 物色 中。 生徒に も 

馬 を 仕込み、 馬上 劇と でもい ふ もの を やらせる よ。 この 十五 六日 間、 午 も 夜 も 家で メシを 食った ことが な、，。 

非常な 多忙 だ。 子供の 顏 もろく に 見な かつ.^。 い i 舍監 がき まり 一と 安神。」 新 宿 園で 開催して ゐる 赤い 鳥 

社の 自由 畫展 覽會 は、 前例の ない ほどい X 繪が澤 山 集り、 陳列 も氣 持よ くやり 大成功 だが、 金 を 出して 這 入 

る園內 での 展覽會 だし、 足場 も わるい ので 兑物 人が 少ぃ。 勿 ない 次第な り。 山の 神より 閣下、 及び 夫人に 

よろしく 申して をる。 土地が 變 つたので 子供の 健康 を 案じる。 御 一統 御 健在 を 祈る。 上京の ときには 私 方へ 

泊れ よ。 新 演藝の 原稿の こと は、 明日に でも 出かける。 多忙で 延引 あしからず。 
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〔以下 同封せ る 自動 車屋の 領收 書の 櫊 外に〕 明細書 を 紛失した。 津田 とし子が 乘 つたのと、 本鄕へ 行った の 

と、 出立のと きのと 三度 分と， 記憶す る。 (三重 吉) 

七 0 六 f. 五月 三十 H 在米 小池恭 へ〕 

小池樣  五月 三十日 三 重 吉 

拜啓、 ォ ー スト リアの 子供の 檜 を どつ さり 難 有う ございました、 非常に 參考 になります、 日本の 子供 は圖 

案 的な 檜に かけて は 西洋の 子供よりも ひどく 劣って 居ります、 あ、 いふ もの を學校 の敎師 なぞに 見せたい も 

のです、 うまく 寫眞に 出れば 赤い 鳥へ も 出して 見たい ものです。 

赤い 鳥が この 二三 號 不着 ださう で 相す みません でした、 やはり アメリカの 直接 購讀 者よりも 同樣に 未着 を 

訴 へて 来た 人が あります、 あなたへ も 早速 最近の 三號分 を重途 致しました。 

赤い 鳥 も 世間の 不景氣 のトバ シリ で、 昨年の 五六 月頃から 三 割 五分から 四 割の 返品が あり、 この 一 月から 

五月までに 三千 圓 ばかり i せひ 込みました、 加 計 君に 三月に 千圓 借りました、 どうかして 切りぬ けたいと 思 ひ， 

心痛して 居ます、 本 月 は 問屋の 一軒の 至誠 堂が 破 產し又 私 方 も 損害です。 

私 は 三月から 兒童劇 歌劇 學 校と いふ もの を 作る つもりで 二 ヶ月 間晝夜 奔走し、 五月 一 日から 少數の 生徒 を 

集めて. 授業に か \ りました が、 金 を 出す 男が 急に へコ タレたら しく、 前途が 危 いので、 五月七日に キ レイ サ 

ッ パリと 解散して しま ひました、 その アト 始末に 追 はれ 三月 以来の 疲勞と 一 しょに へ ト くになって 居ます。 

- 以上の ため、 先便で お 言 ひつけに なった 俳句 和歌の 歷史の 材料 も、 氣 にしながら 未だしら ベる 閑が ありま 

せんでした。 數日前 r 讀賣」 の 文藝， 記者に 佐々 木 信 綱 博士に 會 つて 聞いて くる やうに 賴ん でお きました、 讀 

賣 社で 出した 日本 和歌 史と いふ ものが あると 言って 居ました が、 本は絕 版で 手に入りません、 私 は 「女性」 

の プラン を檢閱 する ため、 同社の 顧問 をして 居ます、 ョ ミゥリ の社會 部長と 前記の 文藝 記者と に黑 幕の 中で 

働いて もらって 毎月の プラン を 作る のです、 その 關係 上、 前記の 本の 調査 も眞劍 にやって くれる 箬 です、 し 
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ばらく お待ち を 願 ひます、 私の 私見です が、 日本語の 分らない 毛唐に 和歌 史 俳句 史が 分る でせ うか、 何だか 

上つ すべりの 理解し かして くれなくて 結局 こちら は 苦心 損で はないで せう か、 中々 の 事業と 思 ひます。 

最後に 啓吉 さんに 對 して 非常にす まない こと をし ました、 いっか あなたが 啓吉 さんへ お， 途り になり ました 

兒童 用シリ ー ズの 中、 三册拜 借して 居ました ところ、 地震 等の さわぎで 本の 整理が メ チヤく になり、 他に 

も 十 數册の 本と 共に、 右拜借 中の The  Kindergarten  Childrens  Ilcur とい ふ 同シリ ー ズの 第一 卷を紛 

失して しまいました、 啓吉 さんに は 重々 おわび を 申して おきました、 せっかくの 全集が 一 册 でも 缺 げたので 

は殘 念です から、 もし 分册が 買へ る もので したら、 右お 買 入れの 上、 私 方へまで ぉ屆け 下さいません か、 甚 

恐縮な がらお 願 ひ 申します。 

赤い 鳥で 自由 畫の大 展覽會 を やりました、 全國 的に い： -續 が どつ さり 集り、 {41 前の 展覽會 でした、 六月 m 

の卷 末、 七月 號のク チェ 等 を御覽 下さい、 上野 あたりで やる 帝展 やその 他す ベての 展覽會 の 陳列より もずつ 

と氣 持の い.^ 立派な ものでした、 建物 その他の 設備の 費用 は 新 宿 園と いふ 子供の 遊 園が 持って くれ 同園內 1=^ 

開催、 廣吿 費の 一一 一千 圓を 「女性」 の ロハ 顧問のお 禮の 意味 か、 中 山 太陽 堂が 持って くれました、 私 方 は 三 四 

百圓 使った のみです、 この 展覽會 は 太陽 堂の 兒童 文化 研究所へ 貸與 し、 秋に は 大阪で 開催し ます、 金が ほし 

いです、 金が あると いろく 子供の ためにしたい ことが 出来ます、 赤い 鳥 も ニ圓の 人足 賃が おしくて、 中央 

大學の 先生 をして 居た 私が 車 を ひいて 雜誌を 郵便局へ 屆け くして 居た 時代から、 やう やくに 基本 を 作り、 

利益で 二十 種の 本 を こしら へました、 ですから、 これ を 刷り 滑す ことによって 利益 を 上げ、 向後 四 五 年の 間 

の その 收益を 積んで 兒童劇 を 作らう として 居た 矢先に、 地震で 紙型 を丸燒 きです、 それだけ でも 三萬圓 以上 

を 棒に ふりました、 今後 不景氣 がな ほる まで は、 社へ つぎ 足し をし なければ ならない ので、 乘馬 もやめ て 又 

先生 もやり、 原稿 かせぎ をす るつ もりです、 呵々、 頓首 

4JO 七 「六月 二十 二日 東京 市外 畏崎村 荒 井一 八 八 〇 より 仙 臺巿北 二番 丁 小 宮璺隆 へ〕 
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豐隆 閣下  六月 二十 一日 三 重 吉 

書 之 助 氏 就床 中の 由、 精々 御大 切に 祈る。 こちら も氣 候が 不順で、 ひどく 暑かったり 寒かった りする。 そ 

れに 郊外、 特に おれの 家の 附近 は 道が わるくて、 出入に つくぐ 閉口す るよ。 道路に かけて は 全で 野蠻人 

上の 生活 だ。 ィャ になる。 はま子 は 十八 日間 注射に 通 ひ、 へと くになって ゐ たが、 漸く 元氣 になった。 ァ 

イツ もゼン ソクの 血統で、 ごの 頃の やうな 雨季 なぞに は、 輕微 ながら ゼィく 言って るよ。 困った もの だ。 

玄文 社の 方へ は、 早速 社の もの を さし 向ける よ。 實は 、「おれの ためになら、 わざく 心配して くれなくても 

い、、 ほっとけば 君の 方へ 直達す る だら う」 位に 考 へて、 出向き もしなかった の だ。 ふみ 倒されて はばか 

くしい。 ぜひ、 ひねり 取って、 二人で うまい もので も 食 ふに 限る。 モチ ハダ 婆さんが 恒 子さん の 出 產を心 

配して ゐる。 からだ を 大事に される やう 御 傳言を 乞 ふ。 今月 は 九日 會も缺 席した。 純一 君が 軌道 を脫 しない 

やうに、 、つまく 生長して くれる こと を 祈り、 心配して ゐる。 〔後略〕 

七 0 八 〔六月 二十 四 s 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 より 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

正文 樣  六月 二十四日 三 重 吉 

お 手紙 を 難 有う。 面白い 夢を見た もの。 床上で 聞かれた 奔流の 音 や、 田植の 太鼓の 御， 記述 を拜 し、 加 計の 

山水 を 思 ひ 浮べました。 ホ ー デンの 八 氏に よろしくお 傳へ 下さい。 御 同樣に 若い 女が ほしいです。 每日、 電 

車の 中で も 若い 女ば かり をチ n く 見て ゐ ます。 ときに、 淸 水良锥 君が 畫會を やる ので 私 も發起 人に なり ま 

した。 かねて、 貴兄のお たのみ も ありまし たから、 貴兄の を 一 と 口 加入 (二百 圓、 150 圓、 100 圓の 三種です。 

百 圓のロ を 一 つ 加入) しました。 責 兄と 私との 間柄 を 話したら、 ィの 一 番の 製作 を 達る と 言 ひます。 花の 續 

を 註文し ました。 (風景 は 飽き 易い からと 考へ) 

近日、 油 潜が と V きま したら 折返 し 100 圓の 會 費を拂 つて 上げて 下さい。 

東京 市 本鄉區 西片町 十はノ 十八 清水 良 維 
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私が 借用して ゐる 中から、 返濟の 意味で 淸水 君に ぉ拂 ひして おくと い、 のです が、 今 非常に ピィ /\ で、 

文な しです から 勝手 をお 許し 下さい。 そのうち、 御上 京 をお Jsl^ ぎ 下さい。 今度 は 一夕、 吉 原の ゲイ シャ をで 

も 見せ ませう。 不景氣 にっき、 一年ば かり も ゲイ シャ の顏を 見ません よ。 呵々。 

七 0 九 「六月 二十 七 H 東京 市外畏 崎 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 仙蔡市北ニ番丁小ぉ|13^隆へ〕 

謦 隆 兄  六月 二十 六日 三 重 士  3 

玄文社 はつ ぶれた の ださう だ。 君の 原稿 は、 雑誌への せた のか。 載った の だったら 稿料 はフィ だよ。 再三 

電話 を かけた がいつ も 小僧 見たい な 奴が 應對に 出て、 目下 休業 中で、 だれも ゐな いとい ふ。 間 題の 原稿 を、 

まだ 使 はない のなら 返却して 貰 はねば ならない、 直接 編輯 者だった 人に 交渉す るから その 人の 住所氏名 を 言 

つて くれと 賴 むと、 それ は 言へ ない、 こちらで 調べて お 答へ するとい ふ、 社の 責任者 はだれ か， と 聞いても、 

今のところ、 だれと も 言へ ない と 答へ テン デ 要領 を 得ない よ。 揭 載した のか しないの か、 君に 聞いた 方が 早 

い。 その 點を御 返事 下さい。 使用 しないの なら、 私が 出かけて 原稿 をと りかへ す 手段 を 講ずる よ。 載った の 

だったら 稿料 は アキら める より 外 はない。 森 田の 話に よると、 つぶれた あの 社 は 岡 村 柿 紅が やって ゐ たの だ 

さう で、 三 四 年 前！： 村の 死後 はメ チヤく らしい とのこと。 君に 原稿 を 依頼した 男の 氏名 は 分らない か。 使 

用した のなら、 その 男の 氏名 はどうで もい X。 

す £ナ がへ ン トウ 腺 を はらし、 發 熱して ゥンく 言って るよ。 

七 IO  〔八月 二十 二 H 東京 市外 長： t 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ山 梨縣中 M 摩 郡 西 條村中 所 健ニ郎 へ〕 

中所樣  八月 二十 二日 三 重 士 n 

お 手紙 を 難 有う ございました。 御 健康 をお 祝 ひ 申します。 私 は、 火 金の ほか は 每朝乘 馬 を やります。 眞っ 

黑 になって 大元氣 です。 今度の 家に は 八十 坏 ばかりの {41 地が ついて ゐ るので、 大根、 ツル ナシ隱 ギン、 茄子、 
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胡^、 たう もろこし、 トマト なぞ を 少しば かり 作りました。 肥料が 米の 汁と 油糟 だけです から、 あんまりよ 

く 出来ません が、 もぎた ての 胡瓜 や 茄子のう まいのに は 驚きました。 赤い 鳥 は、 近来の 世上 C 不景氣 のた X 

りで、 五月 號の 如き は 五 割 近い 返品で 大變な 損失です。 このま \ で 行く と 間もなく つぶれて しま ひます。 つ 

ぶれ， -ば 私はノ ンキ になり ますが、 あ. - いふ 維 誌が 子供の 世界から 消失す るのに 殘 念です から、 今後 は 直接 

含 員 を ゥ ン と 募り、 問屋 へ 出す の は (從 つて 諸方の 本屋で 賣る の も) やめて しまって やらう か と 考案 中 です。 

會員 募集の 際 は、 刷り もの をお 经 りします から 何卒 御 後援 をお 願 ひ 申します。 社中よりも、 よろしく 申して 

をり ます。 

七 一一 〔八月 二十 六日 東京 市外 長： t 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 北海道 龜 S 郡 大野 小 學校木 村 文 助へ〕 

木村漾  八月 二十 六日 三 重 士ロ 

八月 十五 日附の 貴翰 を 難 有く 拜見 しました。 御 建康、 御精勵 をお 祝 ひ 申します。 北 原が 棒 太、 北海道へ 巡 

遊に 出ました 私 も 同行す る 害でした が、 社務 多用の ため、 殘念 しました。 但し 北 原の 旅行のお かげで 十月 

號には 北 原の 童謠が はいりません。 樺 太から 達る と稱 して ナマケ てし まった のです。 閉口。 次に 赤い 鳥 は、 

今：！ 全國に 部會を 設けて 犬に 直接 讀者 をつ くり、 われく の 主張の 大宣傳 を やる ことにしました。 刷 物が ま 

ゐ りましたら、 貴兄 も 第一 に 部會の 幹事と して 御 後援 をお 顥ひ 申します。」 

地方 の 視學 なぞ の バカさ 加滅に は 呆れます ね。」 十月 號 には辍 方の 課題の 出し かたに つい て 、 分らず や の 

教師た ちに 說敎 をして おきました。 御笑覽 下さい。 

高 撟忠ー 君に も部會 のこと をお 願み しました。 貴君から も 何卒お 口添えお きを 願 ひます。 /これから 私信 

は 公表し ないで 下さい。 

七 一二  〔十月 二  4- 六日 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 より 廣. ：22b 上 柳 町 加 計 正文へ〕 
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加 計 大 兄  十月 二十 五日 三 重 士ロ 

ぉ變 りはありません か。 今 は 山です か、 廣 鳴です か。 私 は 先月 末から 風邪の 氣 味で ブラく して ゐ ました 

が、 十日ば かり 前から とうく 又ゼ ンソク になり、 就床して ゐ ます。 い \ 吸 入藥が あるので、 發作 はすぐ に 

とまり ますが、 晝夜 度々 おこる ので、 幾度 もく 吸入す るので 大變 です。 展覽會 だ 芝居 だ 招待 だと、 せっか 

くの もの をい ろく 斷 つて ゐ ますが、 一つ 惜し いのは、 いっかの ヒザマ クラが 上京して ゐる ことです。 東京 

へ 行く けん、 〇〇 へ ョ ー ョと 言って ゐ ましたが、 これで は 身動き もな りません。 大將は 藤 間 勘 四郞の 家に ゐ. 

ます。 ヲ ドリの 名取りになる ために 上京した のです。 〇〇〇 ソコ ナヒ、 遺憾です。 

雜誌 は、 一 年；：^上、 收支償 はず、 足しば かりして 來て へ コ タ レ ましたが、 目下 どうにか ソ ロバ ンが 取れる 

やうに なりました。 恩借の もの、 いつも 氣 にして ゐ ますが、 まだ カラン/ \ です。 もう 少しの 間 御猶豫 をお 

願 ひ 申します。」 

ヒザマ クラ を 〇〇〇 得ざる イマく しさ は、 だれに も 話せない ので 貴君の 御 淸聽を 煩 はした 次第です。 呵 

々。 その後、 三 野 君に も會 ひません。 寫眞を 出して 見て は 松屋の 七 階の 展望の ことな ぞを囘 顧し ます。 

明春 あたり、 又 遊びに 来ません か。 私 方 を 宿に して、 ゆるく 泊って 下さい。 

山に おいでなら、 ホ ー デン、 ハチ 氏に よろしく 御傳 言下 さい。」 廣 島に お出でなら、 乍 末筆 奥樣 八重 子樣 

によろ しく。 入 贯子 さんに は、 お 嫁入までに は 必ず 句を经 ります。 

七 一三 〔十月 二十 九日 東京 市外 畏崎村 荒 井一 八 八 〇 より 東京 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 大木 篤 夫へ〕 

大木 太將 令夫人 

先夜 は 態々 難 有う ございました。 お 序の 節、 下 村 大將へ も、 よくお 禮 をお つたへ 下さい。 あの 晚は、 愉快 

にしゃべ つたので、 喉が よくな り、 疲勞 どころ か、 却って ラク くと 就眠し ました。 あの コスモス は 珍ら し 

く 花が 大きい ので、 ハ マが 種 をと つと いて 下さる やうに と 申して ゐ ます。 白と 紅と を區 別してお いて 下さい „ 
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アド リナ リンの 吸入に 如何です。 あまり やる と 毒の やうです。 その後、 實驗 すると、 三 共製藥 (三越の 向 ひ) 

で 「アド リナ リン 吸入 劑 J とい ふ もの を賣 つて ゐ ます。 十四 グラム 入りの 小瓶 あり、 鼻 や ノドに は、 この 方 

がい k かも 分りません。 アド リナ リンに 何 か 混入した もの。 私 は 今 それ を 使って ゐ ます。 どっちが い、 か、 

屋で (就中、 三 共で) 聞いて 御覧なさい。 これ は 吸入 劑と いふ 以上、 ャ カマシ ィ手镜 なく、  くれる 害です。 

右 御 報告まで 拜具。 

物を讀 むと 頭が いたくな り、 必ず セキが 出て 寝られな いので、 「近代 風景」 も、 詩篇の 外、 はま だ 詳讀し 得 

ません。 病狀 はだんく よくなります。 元氣が 出た もの か、 又は 永く 〇〇〇 からか、 昨夜 珍ら しく 〇〇〇o 

0〇〇 夢を見ました。 相手 は 勿 驚 二十 八 年 もまへの 初戀の 女。 一室で 〇〇〇〇〇〇〇◦〇 ゐて、 フト目 を あ 

ける と、 枕頭のう すぐら ゐ ところに、 鐵砲を 持ち、 汗 だくに つかれた 兵 嫁が ずらり と 並んで ゐる。 兵隊 はも 

ぢ くして 私たち 二人 を 見ない やうに 努めて ゐる、 こっち は、 氣の毒 だと 思って、 〇〇〇〇〇〇 ゐる、 でも、 

〇〇〇〇〇 ひ 〇 なって、 〇〇〇〇〇〇〇 すと、 兵 陵 はへ キエ キ して、 隊長の サ ー ベル 一 振と 共に、 どんく 

押入れの 中へ はいりこみ、 屋根へ 拔 けて 走り去りました。 室內へ 土足で はいって ゐ たのです。 そのうち 本當 

に 目が さめました。 〇〇〇〇 ませんで した。 珍妙な 夢です。 おかげで、 そのと き 十九だった 女の 顏が 今でも 

目について ゐ ます。 何十 年ぶりに その 女 を 夢に 見ました。 今 は クソバ *、 ァ になって ゐる 箬。 

七 一四 〔十一月 七 H 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 東京 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 大木 篤 夫へ〕 

大木 樣  十一月 七 曰 朝 三 重. 士  n 

十二月 號に小 野の 隱居 がお 作 を 上席へ か.^ げ 優遇の 意 を 表して ゐ ますが、 なるほどうまい もので 私 も 拍手 

M 口 さいして 推服いた しました。 面白い テ ー マです。 何だか 私たちで も、 「死にたい して 抗辯も 出来ない 以上、 

いつでも 素直に 彼女に ついて 行き 得る だけに、 すべての 準備 をして おかねば ならない な」 と、 しみぐ 反省 

させられる やうな 氣 がします。 本當 にお もしろ いお 作です。 敍寫 もさす がに うまい ものです。 大木 先生 葛 歳。 


これから 圖に乘 りどんく おかき 下さい。 (但し 社 は 金が 出来る まで ゲン コゥリ ャゥは 僅少です が。) ぉ禮か 

た. <\ お 願 ひいた します。 

た 一  つ、. 事實 として、 ソ ー セイジ は、 豚の 腸の 中へ、 いろんな もの をつ め 込んだ 料理です から 「これ を 

…… ブッ 切りに して …… こしら へたい」 は變 です ね。 あ、 いふ 話 は シテュ ェ イシ ヨン を 現實の 西洋と 想像し 

ないで、 シン ボリ カルに、 人間の 社會を ゑが いて 讀む やうに 出 來てゐ ると 言って い \ のです から、 その 中へ、 

小さな 景物に しろ、 わるく 親實 的な ソ ー セィヂ なぞ を 持ち こんで、 そこん とこ だけに 今の 實 さいの 西洋の 臭 

ひを附 けたり しない 方が 純鮮 です。 これ は參考 までに 拜具。 

七 I 五 〔十一月 十八 H 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 廣島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

加計樣  十一月 十七 日夜 三 重 吉 

病屮 無聊の 際、 お 手紙 を 得て 繰り かへ し 拜讀。 ゼン ゾクの 治療に つき 細々 と 難 有う。 私 は 去年から ァ スト 

1 ルと いふ 機械 を 使って ゐる。 (ドイツ あた リの 製品 を 摸倣した もの か) 從來 ゼンソ クの發 作に は アド リナ リ 

ンの 注射 を やって ゐ たが、 アド リナ リ ンは 注射よりも、 咽の ケィ レンして ると ころへ 塗抹した 方が 效 力が 多 

いさう で、 ァ スト ー ルは、 その 藥を 粉霧狀 にして 吸入す る 仕 かけです。 粉が 大きい と、 藥 がそれ 自身の 重み 

で 途屮で 落下す るが、 これなら、 咽の 奥まで も 這 入る。 ゴム 球で {41 氣を 達り、 「霧吹き」 器の 

やうな 作用で 藥が 飛び出る。 ァ スト ー ルの おかげで、 發作は 一 二分 間で とまるので、 これ ま 

でと ちが ひず ゐ ぶん ラタ だが、 その代り、 ひどい ときには、 たえず やらねば、 ならず、 又は 

しい ときには 横^ 仰臥が 出来ないで、 眠る にも 坐った ま \ たし、 眠れ もしない ので、 その 閒に 衰弱す る。 

束 京 に は 奥 田 とい ふ 揉 療治の 大家が ゐる。 この 人 は、 すべての 病氣は セキズ ヰの 彎曲から 來てゐ ると 主張し、 

揉んで その まがり を 治す ので、 着物の 上から 背中 をな でた けで、 人の 病 氣を言 ひ あてる。 その 人の 弟子 格 

の 人が 来て 私 を 頻りに 揉んでくれ、 大分 曲り が 直った とい ふ。 こっち は 苦しい ので、 何に でもと りつく わけ 
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•-f;! が、 その 治療 は有效 らしい。 臼 井 式 は神經 I お を もむ ので あらう。 理屈に 會 つて ゐ るら しい。 そのうち、 ぜ 

ひ 試みて 見る。 今 は大學 でも 物理療法 として 揉み療治 を やって ゐる。 私 は、 働いて 神經 衰弱に なると 突發す 

る。 じっとして ゐれば 早く 治る の だが、 どうしても、 陵きながら でも 維 誌の 方 を 執筆す るので 長引く よ。 病 

中に 書く の は 地獄よりも 辛い。 今度 なぞ は、 一月 號と 二月 號とを 二十日までに 同時に 締切る ので、 平生の 二 

倍の 苦勞 だ。 二月 號はー 月の 八 曰に 問屋に 出す のです。 普通 號 ならば、 前 月の 月末までに 刷り上げ、 月 を こ 

えて 製本しても 八日に 間に合 ふが、 正月 は 職工が 七草まで は 仕事 をし ない。 それで 年末 二十 五六 日までに、 

印刷 を 終へ 製本 をし なければ ならない。 活版 所の 方 も、 そんな ことで 方々 のが カチ合 ふので、 上， 記の 通りの 

早 手 廻し だ。 昨夜 も 一 昨夜 も 夜 二 時まで も かく。 かいて は 翌日 苦しむ。 一 月號 から 科學 物の 寫眞を 二 頁壻加 „ 

その 材料 も、 私自身が 外 國の科 學雜誌 を 漁って 調べて、 說明を かくので す。 辍 方の 批評に も 二日 はか \ る。 

それに 卷 頭が 十八 頁。 數 字の 遊戲 とい ふ誤樂 ものが 六號 での 六 頁。 就床して ゐても 中々 の カセギ だ。 閉口す 

るよ。 

お 手紙 Li よか 千 契 時代の 〇〇〇 を 罔 想す。 學校を 出た ばかりの 二十 七のと きで、 〇〇〇 たくて く. 困った 

よ 0 

ヒザ マク. ラは 〇〇〇〇 じ まひ。 踊りの 家元 幸四郎 のうちで 名取りの 許し を もら ひに 來 たもの だ。 かねて、 

そのために 上京 するとき は、 面倒 を 見る 約束だった が、 今度 は 幸 病中で、 どうに もなら ない ので、 面倒 を 見 

る こと も 免 かれ、 安上りで すんだ。 あんまり ほっとく のも惡 いので、 山の 神に 賴み 一 日 芝居へ 案內 させた。 

病床へ もやって 来た。 もう 三十 一 の 婆さんで、 ォ マケニ、 素顔で、 一寸 も アトラクションがない。 それに、 

ヒロシ マの ゲイ シャ を 東京で 見て は ャボで お 話に ならな い。 た 曰の 想談を や つ たよ。 マ クラが 十五のと 

きから 〇〇〇〇 ので、 そのと きの 先方の 氣分 なぞ を 尋問に 及んだ。 

加 計で、 化物 婆さん を 相手に、 ぉ暮 しのこと は 全く 同情す る。 、つちの バ *、 ン は田舍 のメン ドウ クサ ィ こと 

を 知らないので、 何故 加 計へ 〇〇〇 を 置かない かと じれった がって ゐ るよ。 ゥ チのバ *、 ン はさう いふ 點は大 
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に ラタで 難 有い。 先年 も、 珊吉が あまり 弱い ので、 自分 だけす 子 を つれて 靜岡 在へ 住む、 ォレは メカ を さ 

がし、 赤い 鳥 社に 住居して、 タマに 靜 岡へ 來 いと 提案した くら ゐだ。 今度 は、 い &女を 探し、 おれに 靜 岡へ 

でも 住めと いふ。 さう も 行かん よ。 

病中 は 別と して、 近来 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 たまらない。 どこかに ぃ&奴 はない かと、 毎日 思 ふ 

よ" 加 計の 夜、 椎の實 の 落ちる の は、 俳 境 うらやましい。 序でに、 コ タツの 一 方に 十七 八 を 奉りたい もの. だね。 

今日は これで 失禮。 

赤い 鳥 も、 最近 稍 返品が 少 くなる。 やう やく 收支 つぐな ふ (£1 し 僕の 月耠は 出ず、 これ は 外で かせぐ)。 不 

景 氣もド ン底を 過ぎた かと 思 はれる。 

加 計 大兄/これから 赤い 鳥 は 加 計と 上 柳 町と 兩 方へ 達ら すよ。 椎の實 の 落ちる 夜、 雪 の 夜 なぞ チヨ ィ とめ 

くって 見て 下さい。 子供の 謠と辍 方に は、 天 品の 傑作が あります。 

御閱覽 ずみ の 後、 ー册は 八重 子さん に、 ー册は アトのお 子さん にお 上げ 下さい。 

七 一六 〔十二月 三十 H 東京 市外 長^ 村 荒 井一 八 八 〇 より 廣島市 大手 町 本 田屋へ (はがき)〕 

品が よい 上に 早く 着きました から、 この 上な くお いしく 食べました。 あの 中の セリも 中々 うまいです。 束 

京の 芹 は 二 ガ味 があって 食べ られ ません。 今後、 東京 方面 へ はもう 少し セ リ をお 加 へ になったら 喜びます で 

せう。 私 も廣島 市の 出身です。 
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大正 十五 年 


• 七 一七 〔二月 二十 一一 一 H 東京 市外 長； t 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 東京 市 赤 坂 區新坂 町 江 尻 かつ子へ〕 

江 尻奥樣  二月 二十 三日 三 重 士 n 

お 手紙 を 難 有-つ ございました。 江 尻さん は 非常に 御 多忙 ださう で 御 同情 申し上げます。 これから 暖かに な 

りましたら せめて 日曜に は 御 一 しょに 郊外へ でも 御 散策なさい まし。 池 袋から 發 する 所 澤 行の 武藏野 線の 電 

車で、 五つ 六つの 驛を こえて、 出たら 目のと ころへ 下り、 次の 驛 まで 步 いて、 又電； 卑 でかへ つたり、 新 宿 か 

ら 出る 京 王 電車、 目 黑蒲田 間の 電军の 沿線に もい 乂 ところがあります。 

私 方み なく 無事です。 私 は 不相變 每日乘 馬 を やって ゐ ます。 よく 酒 を 飲んで 困ります。 はま子 は、 いつ 

も 出つ 腹な ので、 ときぐ ^ 脤 とまちが へられます。 あれ は不脏 症で ずから、 もう 子供 は 生れません。 その 

うち、 い.^ 陽氣 になり ましたら、 子供た ち を つれてお 伺 ひします。 はま子よりも よろしく 申して をり ます。 

江 尻さん へよ ろ しく 御傳 言下 さ いまし。 

七 一八 〔五月 三十 一日 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 京都市 鹿 ケ谷櫻 谷 町 松 岡 譲へ〕 

松岡樣  五月 二十 九日 三 重 士 n 

お子さん がた にもお 變 りない こと X 思 ひます。 おは、 かって、 永觀 堂の 前面の、 南禪寺 寄りの の 中の 錢 

寺の 一室に ゐ たこと があります。 もう その 建物 はつ ぶれた かも 分りせ まん。 丁度 今時分の 青葉の ころの こと 

がよく 頭に うかび、 從 つてお 宅の あたりの 風物 を、 目に 見る やうに 思 ひます。 但し、 二十 年 も 昔です から、 

實際は 大に變 つ てゐ るで せう。 時に お 禮を申 上げる のが 非常にお くれ ましたが、 先日 は 貴 著の 終卷を 御惠贈 
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にあ づ かり、 恐縮いた しました。 早速、 引きつ き拜讀 して をり ます。 厚く お 禮を申 上げます。 御 令閨へ も 

よろしく 御傳 言下 さい。 

私 は碌々 何にもし ません。 雜誌屋 の オヤ ヂで、 ガサく する のと、 馬に 乘 るのと、 下手な フランセ ィ のお 

稽古 をす る だけです。 御憫笑 下さい まし。 拜具 

七 I 九 〔九月 十八：！： 東京 市外 長 峰 村 荒 井一 八 八 〇 より 佐世保市港町石井善.^^^郞へ〕 . 

善べ ィ殿  三 重 吉 

ォ マハンの 力、 ドノ は 妹に よい 婿さん を 得た い と 思 ふだら う。 / ォレの 力、 ァ は 弟に よ い 力 、 を 持たせた 

いと ァセ ッてゐ る。 / ソ コ でヮガ ハ ィが 二人 を 結合 させたい と考へ ついた。 

おれ は、 力 、 の 弟 を 君の 方に 保罕 する。 併し、 おれの 力、 に對 して、 君の 方の 妹 を 見ない うちに 保證 した 

の は イク 子 氏 を 信じ、 イク 子 氏の 妹なら マチ ガヒ ない と斷定 したの だ。 それ 上 は イク 子 氏と ハ マと 京都で 

落 合って 話し をつ けろ。 

妹 はおれの うちへ 預 つて、 嚴 正に、 弟と 交際 さして 見る。 /つまり 女 は 弱い もの だから、 女に よく トク シ 

ンの 上、 弟と 結婚した いなら、 させたい とい ふッ モリな り。 

甚だす まない がォ マイの ォカ、 を 京都へ 出して くれ。 /おれ も、 不自由 だが、 ォレの 力、 ァを 京都へ 出す。 

一 生の 一 大事、 力 、 ァ 同志が 落ち合って、 よく 話す がい X。  /ドウ ギヤ。 返事 をよ こせ。 

七 二  0  〔十月 十三 H 東京 市外 畏峰村 荒 井一 八 八 〇 より 仙 臺市北 二番 丁 小 営 璺隆へ (はがき)〕 

燕 曲 集のお 禮を 延引した。 難 有う。 三日に 京大で 東西 雨 帝 犬の 馬の 競技 を やった のへ 臨場、 京大の 馬で 一 

兩日、 京都の 京 中、 近郊 を 騎行した の は 得意. たったが、 夜寒に 風 を 引き、 歸來 ゼンソ クを發 作して 一昨日 か 

ら 就床 中 だ。 今度 は輕 いので 燕 曲 集 を拜讀 して ゐる。 来年 は黑ぃ 白髮を 染めて 再度 創作 を やらう かと 考 へて 
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ゐる。 はまの 弟の 嫁 を、 京都から 輸入して 來た。 ゼ ンソク 平癒と 共に 式 を 上げる よ。 つね子さん によろ しく。 

十月 十三 日 

七 ニー 〔十月 十. K 日 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 より 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 

いく子 樣  十月 十六 日 三 重 吉 

前便で、 結納に つける 目錄 のかき 方 をお たづね し、 そのほか、 いろく 御 相談し ましたが 御覽 下さい まし 

たか。  . 

式 は 十一月に したいと 思 ひます。 私より 直接、 有 下さん に 手紙 を 出し、 どれ かの 日曜日に 決定して いた M 

くやう に、 かけ 合 ひました。 

二十 一 日の 日曜 は、 翌々 日に 祭日 を控 へて ゐて 好都合で 、すが、 ともかく、 有 下さん の 御 都合に 任せる こと 

にします。 右お ふくみお き 下さい。 

ゼ ンソク で.、 とう/ \ 四 五日 以来 就床。 今度 は輕 いので すぐにお きます。 

七 ニニ  〔十月 二十 三日 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 0 ょリ 束 京 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 大木 篤 夫へ〕 

大木 大兄 令夫人  三重 吉 

ゼン ソクで 十五 曰 間 就床。 そのうち、 一 兩曰前 少しよ いので 馬に のり ひどく ブリ 返し、 一昨夜の ごとき は 

一睡 も 出来ず 換惱 しました が、 昨夜 は大 幸に も、 ぐっすり やすみ、 生れ 出で た ごとく ほがらかに 目 さめた る 

今朝、 貴 著 r 秋に 見る 夢」 を 拜領。 一夜、 眠れた うれし さも あり 淸敎 徒の ごとくに 端坐して、 惜しみく 少 

しづ、 拜誦。 庭前の バセヲ の 一 株と、 漲る 秋 光と、 この 詩集 ー册と あれば、 生きて、 ほかに 何物 も 要らない 

やうな 嬉し さです。 私の 欲して 得られざる 或 物、 何 か は 知れね ど、 その 或 物が、 粉 霧と なって この 秋 光と 共 

にわれ を 包む がごと き、 靜麗な 感激な り。 短 章 を 拾 ひ 誦して 與盡 くる ことなし。 2^上を、 もってお 禮の辭 と 
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す.。 

跋文に 現實の 貧苦と いふ 文字 あり。 何の 貧ぞ、 何の 苦ぞ。 君の あの 住居と、 あの 庭前の くさむらと、 晝の 

s 光と 夜の 灯と、 その 中に、 君と 夫人と をお いて 考へ ると、 ほかに 缺 けたる もの ありと も 思 はれず。 精進に 

おいて 君 は 富めり。 われ ヂッ ツァン 生きて 四十 五、 若い とき 得意に なって かいた 百 篇の作 も、 君の すぐれた 

る 短 章 一 つの 價 なき 心地す。 顧みて さびしい と 言 はんより、 かく 思 はれる ほど 責き 君の 禮贊 なり。 

日暮れて 灯 をよ ぶ も ウタて し。 暗がりで かきつ V ける。 混渾 として 眞實 なり。 /〔以下 散佚〕 

大木 大將 萬歲。 十月 二十 二日 

この 夕、 北京の 隆太郞 、オヤ ヂの 見舞 狀と、 菊の花と、 天 王 寺の 絹 ごし 豆腐 を持參 し、 珊吉の 鐵砲を かつ 

いで かへ る。 これ も： つれし。 いと うれし。 

かよわき 夫人よ、 病に 勝ちて 強健と なれ。 あの 詩人、 大木 氏の 愛に 生きる 御身 こそ 天上の 喜び を 荷へ る 幸 

福なら ず や。 强く なりて、 ますく 夫君の 詩 を 生むべし アナ カシコ 

七 二三 1: 十月 二十 七日 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 

いく子 樣  十月 二十 七日 三 重 吉 

お 手紙 拜見。 私 は、 最早 恢復、 日中 は少 しづ \ 戸外 散步 もして ゐ ます。 御 安神 下さい。 直 三 は、 今 ゐる近 

所へ、 小さな 家 を 一軒 借りました。 潤靜 な、 い.^ 場所です。 

御 父上、 かつ子さん、 十日 御立發 のこと 拜承。 結髮 のこと、 化駐 のこと、 そのほか、 莴事ハ マが 引受け、 

よくし ますから 御 心配な く。 いろくの 聯絡 上、 橋 本さん の 方へ 泊ら れては 不便です。 私のう ち は 石 井の 親 

戚と 同じです から、 父上、 かつ子 さんが 泊ら れ たって フシ ギ はない。 よけいな ところ を、 もう 一軒お さわが 

せ をす る 上に、 聯絡 も 不自由で は、 ッ マラない 話です。 私 方へ 来られる ことに 御决定 下さい。 汽車 は 東京 驛 

まで。 着の 時間 を 打電して ください。 ぉ迎 ひに 出ます。 ぉ土產 なぞ、 一 さい 不要の こと。 
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日 比 谷の 大神宮へ は、 最早、 申し こみず み。 /結納 は 明後日 發 達/ 上の 通. り、 有 下さん へお 知らせし ま 

した。 めでたく、 かしこ。 

直 三の 寫眞を 有 下さん へ 達り ます。 

ョソへ 泊れば、 そのうちの 人が 好意 上 いろんな サシヅ をす る ことにな り、 事が ウル サイ。 萬事ハ マに 任し 

た 方が 簡單 だ。 

七 二 四 〔十一月 五日 宫原晃 一郎へ〕 

宫原樣  十一月 五日 三 重 士 II 

拜啓御 健康、 御 多祥 をお 祝 ひ 申します。 毎度、 御 執筆 を 難 有う ございます。 厚く お 禮を申 上げます。 一 度、 

お 伺 ひしたい と 存じながら、 多忙に 追 はれ 失禮 のみいた して ゐ ます。 一月 號の 玉稿 料、 例のと ほり 輕少の 額 

を、 本日 プリカ へに 組みお きました。 

次に 妙な お •  願 ひで 恐縮です が、 八月から 赤い 鳥 社と 私箇 人との 經濟を 別にし ました。 缺 損つ どきで、 クチ 

ャ くだから、 區別 をつ けました。 それで、 これまで、 多くの 方に 御用 立て ましたの は、 私の ポケットから 

出た もので、 かなりの 額に 上って ゐ ます。 今、 箇人 として は 苦しんで ゐ ますので、 貴兄の 別紙のと ほりの 御 

用 立 金 を 一 應 私に ぉ拂ひ 下さいます 形式に お 願 ひ 出来ません でせ うか。 實は 震災で 原版 を燒 いた 責著 「龍 宫 

の 犬」 の 單行本 を 復活し ますつ もりで、 最早す つかり 組み 上りました。 その 千 五百部 分の 印 稅の百 八十 圓を、 

近々 發 行と 同時にお 納めす る 害です が、 そのうち 下記の 百 五十 四圓 を、 私に おか へ し 下さる ことにして 下さ 

いません か。 殘り 二十 六圓 は、 發 行の 際お 納め 申します。 何卒 右お 許し 下さいます やう、 お 願 申します。 

十月 八日から 又ゼン ソクで 就床して ゐ ます。 

七 二 五 〔十一月 十七 B 東京 市外 長 崎 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 
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.」 井 大兄 いく子 夫人  十一 月 十六 日 三 重 吉 

お 人が 安神され る やう、 今囘の 結婚式 及び 前後の ィ キサッ を、 かいつまんで 報吿 する。 

十一月 十一 日。 午前 八 時 二十 分 着の 害の 父上、 かつ子の 汽車 三十 分 延着。 私が 自動車で 迎へ、 歸 宅の 途中、 

&樂 園と いふ、 上品な 一流の 支那 料理屋へ つけ、 宴會の 取き め をす る。 父上、 風邪、 夜 どうし 苦しまれた。 

十一月 十二 日。 午前、 ハ マ、 かつ子 を つれて 中 山 太陽 堂 (京 橋) の 美 駐院へ 行き、 かつ子の 顏を 作り、 結髮 

馴らしの ため、 東京 流の 高島田 を 結 ふ。 十 時間 か \ る。 (人 を まっから) 媒酌 坂 本 君の 夫人に、 神 田から 来て 

もらって、 かつ子 を 引き合せ る。 

本日、 荷物 ヅック 袋 人 到着。 自動車に 積み 得る やう 十三 箇の 小荷物に 分割す。 私が してやった。 

十一月 十三 日。 午後、 父上、 かつ子 を つれ、 太陽 堂に 到り 坂 本 君に 會ひ 媒酌に 對し アイ サッ する。 父上、 

氣分 よくなる。 でも 夜中 暖く。 

十一月 十四日。 午前 七 時、 父上、 かつ子 を つれ、 衣裳 を 積んで 自動車で 太陽 堂へ 行く。 かつ子 は、 すぐに 

顔の作り にか \ る。 父上、 その 車で、 驛へ 行き、 村 井 君を迎 へて 太陽 堂に かへ り 式の 着物 を 着て、 かつ子の 

結髮を 待つ。 ハ マ は 六 時に 出て、 よその 髮 結に 頭 を 結 はせ 太陽 堂に 来る。 私 は 子供 二人に、 かつ子の よめ 入 

り 姿 を 見せる ため、 同伴して 太陽 堂に 行く。 かつ子、 顔の作り、 結髮、 着つ けで 三時 間 か. -り、 十一 時 二十 

分 出来 上る。 一 つの 自動 にハ マ、 坂 本 夫人、 かつ子 同乘、 第二の 車に 父上、 村 井 君、 坂 本 君 私 同乘、 式場 

に 至る。 

直 三と、 兄の 小 泉 君と 来り 十二時 を 合圖に 式を擧 ぐ。 四十 分か X る。 神式 は ィャミ なく、 中々 よい。 式 後 

夫婦の 寫眞 をと り、 別に 列席者 全部の 寫眞を 取る。 すべて 九 名。 直 三の 親類 等 は 面倒 だから、 すべて 呼ばず。 

直 三、 かつ子 坂 本 君 伺 夫人 父上 村 井 君 小 泉 君 私 ハマ 子 

一時 十五 分、 坂 本 夫人、 ハ マ、 かつ子 は 自動車で 太陽 堂へ かへ り、 色直しの 着物に 着かへ させ、 三人 同乘 

で宴會 場に 行く。 他の もの 六 名 はすぐ に 自動車で 先着。 二 時 二十 分 開 宴。 まるで、 家庭の ダン ランの 如く、 
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コく ガヤく で、 父上 を 中心に、 愉快に 飮み食 ふ。 かつ子 は 人の 前で 食へ ない ので、 太陽 堂で スシを 食 

はして 来た。 でも、 つ Y ましく、 少し は 食った。 支那 流の 部屋で 氣持 よく、 ゴチソ ー も澤 山。 すべて 滿足。 

その 間に、 私 方の 社員、 宅から 荷物 を 積んで 自動車で 直 三 宅へ 行き、 荷物の 番をして、 かつ子の 来る を 待 

つ Q 

宴 會は五 時半に すみ、 ハ マ は 坂 本 夫人の 代理と して、 直 三 夫婦に ついて 行き、 莴事さ しづして 歸る。 

坂 本 君 夫婦 は 自動車で かへ す。 私と 父上と 村 井 君と は 一 しょに 乘 つて 歸る。 

天氣は 一 日中 ボカく と暖く 珍ら しいよ い 日だった。 

その 夜 父上、 宅で も元氣 よく 飮み、 らくく と寢 る。 

十一月 十五 日、 父上と 私と、 神 田の 坂 本 君の 宅へ 禮に 行き、 その 車で 十二時 かつ子の うち を 訪問。 昨夜 住 

みこんだ ばかりの 家で、 キタ ない ので、 私 も 手つ だ ひ 掃除。 父上と 二人、 サシミ と 吸物で チビく やる。 村 

井君來 る。 皿 もロク にない やうな わけなので、 五 時まで ゐ たのち、 村 井 君と 父上と を つれ、 祝 ひかた，^、 下 

谷の 料亭で 飲む。 村 井 君 は 早く かへ る。 父上 は 自動車で 一 人 麻布へ 達り 出す。 

十六 日。 父上 午前 九 時 四十 五分 東京 驛を 立つ。 私が 一人 经る。 かつ子 は 別れが わるいだ らうから 行か さな 

かった。 坂 本 君の 使、 ミヤ ゲを 持ち 来る。 父上 發军に 際し、 おれの 手 を 額に つけて、 ポロく 泣いて 禮を言 

はる。 何もかも 安神ら しかった。 午後 ハ マ 子 太陽 堂に 行き、 結髮 等の 支拂 をす る。 これ はァラ カジ メ 相談し 

て 額 を 定め、 父上から 金 を 貰って おいた。 チップ 等、 すべて 二十 圓、 大 割引な り。 坂 本 君 夫人、 知らない 

土地の さびしい 家へ、 一日中、 一人 かつ子が ゐる のが 可哀相と て、 坂 本 君のう ちの ハナ レの下 二た 間 を 貸し 

て やる とい ふ。 神 田の 眞 中で、 かつ子 二人 は 自由に 外出 も 出来る。 難 有い こと。 今、 直 三 を よんで、 話す 豫 

定。 これで 心配な し。 最初 は 私の 宅の 近くへ おく 害だった が、 銀行の 通 動に 時間が か X るので、 下 谷へ 家 を 

かりた 譯。 坂 本 夫人 は、 ィャミ のない、 サッ パリした よい 夫人。 そばに おいて 貫へば 幸 この 上 もな し。 この 

家の こと は、 なほ 後便で 申し上げる。 


497 


前後した が 宴 會の光 „^ は 坂 本 君の 店の 寫眞 技師が うつし、 なほ、 直 三 夫婦 だけ を も 取って くれる。 この 人 

は、 芝居の 寫眞 をと る、 上手な 人。 ょぃ寫 眞が 出来る だら、 つ。 すべて 來 上り 次第お くる。 

直 三 も かつ子 も 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 同志 なれ ど、 父上の 鑑定で は、 〇〇〇〇〇 らしい。 /すべて 萬 歳 

なり。 /十一月 十六 日夜， 記す。 

直 n 一 来る。 坂 本 君の 家の 側に は、 友人が 二三 人 をり、 每晚 集って 遊ぶ。 こちら は、 夜 は 本を讀 むの だから 

困る とのこと。 ォジ ヤンな り。」 

七 二 六 〔十一月 十九 H 東京 市外 長 崎 村 荒 井より 小石川^！：女子大學ァパ-ト丹野てぃ子へ〕 

おて ぃ樣  三 重 吉 

祖母、 十八 日、 百 二つで、 らくく と 永眠。 めでたし。 二十 三日、 午後 二 時— 四時の 間に 祝宴。 御 出席 を 

乞 ふ。 人に シャ ベらない こと。 

ウル サイから、 それまで は來 ない こと。 

七 二 七 〔十一月 二， t- 五：：： 東京 市外 畏崎村 荒 井より 小石 川區 女子大 學ァ。 ハ I ト丹野 てい子へ〕 

お 禎兵衞 殿  十一月 二十四日 三 重 吉 

昨夜 は 御 來會を 難 有う。 おかげで 盛宴と なり、 バ V ァも 地獄で 喜んで ゐる ことで せう。 

私 も、 じぶんの 思 ひ 通りの 式 を 遂げ、 愉快でした。 お 疆を申 上げます。 又、 夜分に でもお 出で 下さい。 四 

十八 日 プリで 明日から 出社し ます。 上。 

七 二八 〔十二月  一 H  IE 土：： A 市外 長^ 村 荒 井一 八 八 〇 ょリ 仙 祭 市 北 二番 丁小宫 IK 隆へ〕 

豐隆 閣下  .  十二月 一日 三重 吉 
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祖母の 死につ き、 態々 御 懇書 を 難 有う。 仰に 從ひ、 ヮガ ハイ も 少し 長生き を しないと ィ カン。 これで クタ 

バッ ちゃ ァぃ まくし い。 おれの 凡才 を もってしても、 何 か、. 纏った こと をして 死にたい。 珊吉の ッラを 見 

るた びに、 少く とも、 こいつが 力、 ァを 取る まで、 もう 二十 年 は 生きたい と、 平生 思 ひつ、 あつたと ころ。 

祖母の 死の 四日 前に、 ハ マの 弟に、 力、 を 持たせた。 京都へ 馬乘 りに 行った 序でに、 石 井 山賊の 力、 ァの 

妹 を 一見、 早速 仕入れ 来り、 シャンく と 納めた。 コ フクの 少時に すっかりの、 可愛い 女、 京都の 奴 は、 一 

見お となし く、 シ ナヤ 力で 結搆。 おれ も、 アンナの がもう 一度 ほしいよ。 

ところで、 そんな さわぎの ため、 曠三 君の 病氣の 見舞 も 言 はず 失敬した。 ツネ子さん にもよ ろしく 言って 

くれ。 も 早、 サシミ を 食って るか。 子供が 病氣 だと、 お 互に 何も 手に つかん。 早くな ほり、 よかった。 

ォレ なぞ は珊吉 でも 死んだら、 生きて ゐ るの がィャ になる かも 知れん。 

激石 先生 選集の こと 御 配慮 難 有し。 いづれ 草 平 老人より 拜 承すべし。 

今度 は 祖母の. 死 を、 祝 ひとした ので、 人々 マゴ ツキ、 だれも 香典 をく れん。 東京で は 夏 目 鏡 子 氏 二十 圆 (モ 

ット、 ク レリ ャ ー ィ ー ノニ) のみ。 ほかに、 田舍の 親類 奴が 五圓。 二十 五圓 だ。 どうも ォ レはモ ー ケる ことが 

下手 ぢ やの。 1^上。 アナ ケン  . 

七 二 九 〔十二月 十四 H 東京 市外 畏崎村 荒 井一 八 八 〇 より 佐 世 保 市 港町 石 井 善 次 郎. いく子へ〕 

石 井 閣下 いく子 樣  十二月 十四日 三 重 吉 

うまい カラス ミを難 有う。 かつ子 さんの 結始式 等の 寫眞五 枚 達る。 式 後、 みんなで 並んだ 分の ゥラ に、 人 

名が かいて ある。 宴會の 場面と、 かつ子 夫婦が 腰かけて ゐるニ 面の 寫眞 は、 坂 本 君の 好意で、 クラブ 美粧院 

の 技師が 來て寫 して くれた もの。 御 自慢の 藝 術寫眞 で、 あれで 中々、 シャ レてゐ るので す。 シ ロウ トは、 き 

らうが 上出来です。 

直 三方へ、 勝手 道具 なぞ、 いろく どつ さりいた いたさう で、 ぉ氣の 毒です。 はま は 二度ば かり、 容子 
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を 見に 行きました。 かつ子 も 二度、 やって来ました。 ノン キ だから 肥ったと 言って ゐ ます。 元 氣でニ コく 

して ゐ ます。 直 三が やさしくして くれる ので 滿 足の やうです。 野郎の 方 も、 にこく 喜んで ゐる やうです。 

萬 事 御 安神 下さい。 奴 は、 酒 も タバコ も飮 まず、 僅ながら 月給 はかつ 子に わたし、 賞與 だけ は餘 します。 追 

々に は ラタになります。 ほかに 女 を 作る こと なぞ は 死んでも 出来ない。 末永く 夫婦で たのし く暮す こと、 信 

じます。 かつち やん も、 営 世 流の 惡所を 一寸 も、 もたず、 あのと ほりの い V 性質 だから、 ハ マ も 自慢 をして 

ゐ ます。 二人とも、 眼が 充血して ゐる。 〇〇 く 見える のか も 分らない。 

二十 三日に、 祖母 を 達った あと、 叔母が、 孫 を つれ、 家 をた \ん で 引き上げた。 そんな こんなで、 おれ も 

ゴタく クシ ャ くで 疲れたよ。 今 は 大風の アトの 如し。 押しつ まり 不景氣 も實に 甚だしい。 先月 は 維 誌が 

半分し か賣れ ず、 半分 は 反古と なる。 聖上の 御 不例で、 なほく 不景氣 だ。 私 は 健康 やう やく 恢復し、 十一 

曰から 馬 を はじめた。 /はま子より よろしく。 

祖母の 高齢 を あやかる ため、 いく子 さんに 何 か 片見を 上げたい が、 ろくな もの もない。 矢 野の 奥さん も 何 

かくれと いふ。 そこで、 祖母の 使って ゐたボ 口く の 袋の 飾りに くっついて ゐた何 かしらん が、 ヘンな、 タ 

マの 飾り を 三つ、 いく子 さんと、 矢 野 夫人と ハ マと に 分ける ことにした。 いく子さん も 百 二つまで 生きて、 

石 井に 〇〇〇〇〇〇〇 やりなさい。 めでたく 拜具。 

次に、 かつ子の 話で は、 贵 島が、 殆每晚 お 店へ 遊びに 来て、 麗吉君 を 呼んで、 しゃべって 行く ので、 麗吉 

君 は 勉強が 出来なくて 困る との 話。 貴 島の 悪い 感化が 及んで は大變 と、 ハ マ は 心配して ゐ ます 。来ない やう 

に 貴 島に 言 ひつけて はどう か。 少く とも、 どの 程度に 麗吉 君と 接觸 して ゐ るか を、 よく 御 觀察を 乞 ふ。 

七三 0  〔十二月 十五 H 東京 市外 畏峰村 荒 井一 八 八 〇 より 仙 臺市北 二番 丁 小 {aiK 隆へ〕 

豐隆 閣下  十二月 十四日 夜 三 重 吉 

曠三は 直った か。 色々 御 心痛だった こと >拜 察。 ォレの 方 は 祖母の 死後、 叔母が、 私に 氣の毒 だからと 言 
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ひ廣 島の セガ レの ところ へ歸 つた。 この 際、 ぢっ として ゐて、 ォ レのフ トコ 口 具合の ぃ乂 ときに 歸っ て くれ 

& ばい k のに。 ヮガ ハイ も クシ ャく 痰れ た。 眞 鍋さん の 方へ も、 そんな ことで まだ 出かけない。 祝賀 會の 

席で ヮビ ておいた。 その 歸 りに、 夏 目 奥さんの ォゴリ で、 いっか 君 や 森 田と 一 しょに 行った 「ナ ダャ」 でテ 

ンプラ を 食 ふ 害のと ころ、 まづぃ 洋食 を つめこん だので、 ボンく がーば いにつき、 銀座の 居酒屋で 酒 だけ 

飲んだ。 奥さん 苗 I. 平老、 臼 川 老と四 人。 この 拂五圓 四十 錢也。 四十 錢は ォレの 出し。 奥さんが 五圓 です み 

モ ー ケ たから、 もう 一度 改めて ォゴラ す ことにして ある。 冬休みに 出て 來 ないか。 

次に 要談. たが、 改造の 方 は、 先生の を 早く 出させた 方が 得で あり (だんく 退會 者が 山 3 來 るし、 三年 後の 

こと ド I ナルか 分らん ので) 且つ、 金 も 前に 取れ M ば 取って おいた 方が い X とい ふ、 奥さん、 草 平、 臼 川、 

ォレ四 人の 考 へから、 ォレが 本日、 山 本 君に 會見。 私の 宅へ 來て くれた。 その 結果、 校正 さへ 早くして くれ 

、ば 二月に 第三 卷 として 出す とい ふ。 金は內 金と して この 二十 五日 又は 六日に 一 萬圓 納め、 あと は、 捺印の 

月の 末 又は 翌月 五日 迄に 納める とい ふ。 第一 卷は 十八 萬 部 刷る とい ふから、 先生の も 十八 萬 部の 豫定 と假定 

し、 一割 二分と せば 二 萬 一千 六 百 圓に對 する 內金 だが、 君との 口約が あり、 アトで 割增 をす る ことにな つて 

ゐる さう だね。 それで、 その 割 * の 方の こと は、 君う まくやって くれ。 ともかく、 漠然、 內金 として 受取る 

よ 0 

又 山 本 は、 第一 卷 から 第六卷 までの 人に は、 三 割引いて 拂ひ、 お 下、 何卷 まで は 二割 五分、 二割、 一割 五 

分と いふ 風に 引いて 拂ふ 約束で、 その 引いた 額 は、 後に すべての 作者に わりふる の だと 言った。 但し 右の iii^ 

字 はよ く覺ぇ んと アイ マ ィに 言つ た。 

奥さんに ついて 正す と、 君と 奥さんと のま へ では、 そんな こと は 話さず、 君が、 割引の こと を、 タシャ 

ノ\ につぶ して、 有利な 條 件になる やう 說 伏して あるとの こと 故、 奥さんと 相談の 結果、 この 方 も 奥さん は、 

君に うまく やっても らふ やうに して くれと いふ。 

つまり、 私 は、 割引の ことに は觸れ ず、 ともかく 一 萬圓 だけ 前納 さす ことにす るよ。 
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金 は、 私と 奥さんと 山 本と 三人 立會の 上、 覺書 きを 作って、 奥さんに 納めさせる。 

そこで 校正 だが、 山 本 は 、「小 宮 さん は 三校まで 見る と 言 はれた」 と 言った。 いろく 話して ゐ ると 「三校 

と は 言 はれなかった が、 十分、 く はしく 見る と 言 はれた」 と 訂正した。 變な奴 だ。 〇〇〇〇、 すでに 漱石先 

Si とい ふォ ー ソ リタ ティブな 定本が ある！？ 上、 山 本の 方 は 君が たいして 神經を トン ガラ せなくても よく はな 

いか。 勿論 君の 氣の すむ やうに する ことに 必要 だが、 初校 を 石 原に やらせ、 大兄が 再校 を 見、 三校 を 又 石 原 

に兑 せる 位で よく はない か。 

君の 勞を 勿體 なく 思 ふと 同時に、 三校と も仙臺 行で は 二月に 出せん。 二月に 出せん とすると、 三月で もい 

k やうな もの.^、 年內に ー莴圓 せしめる とい ふ策戰 にっき、 何卒 出来るだけ 早く、 まづ 二月に 出す やう 御 配 

慮 願 ひたき 旨、 未亡人 も 君に 賴んで くれとの ことなり。 

山 本 君に は あの 全計畫 の缺點 にっき、 〇 の考 へる こ とをヅ ケく 言つ て やつ た。 多少 改正す る 意見の 由。 

尊兄 を 落した こと も責 問した。 おれの も アトで 入れる とい ふ。 ォレは 一たん 斷 はった の だから、 具合が わる 

いが、 入れ &ばモ ー カルな ァ。 以上 拜具。 /(御 返事 を まつ) 

七 I 二  I  〔十二月 十五 H 在米 小 池 へ〕 

小池樣  十二月 十五 日 三 重 吉 

御無沙汰 をして 相す みません、 御 健康 をお 祝 ひ 申します。 毎度、 貴誌、 Child  life 等 を 難 有う ございま 

す、 歌集 一 册は白 秋 君に と けました。 大將は 近代 風景と いふ 錐 誌 を 創刊し ました、 多分 この 誌上で 批訐を 

加へ て くれる こと & 信じます。 

赤い 鳥 は 一 般 にもれ ず不 n 京氣で 閉口です、 損失ば かりです、 あんない，^ ものが どうして 受け入れられない 

事 かと バ 力/ 乏しくなります。 

十月 二日に 京都で 兩 京大 學が 馬術 の 競技 を やる ので、 審判の 手つ だ ひ に 行き、 嵐 山 へ 騎行 したりし て メ ー 
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トル を 上げて 居る うちに 宿の 夜寒で 風 を ひき、 吉例の ゼ ンソク をお こし、 歸來ー 月 半 就床、 起きる と 義弟の 

嫁取り、 私 方が 親許 兼 嫁さん 一行のお 宿で ゴッタ 返し、 その 四日 後、 十一月 十八 日に 祖母が 百 二 歳で 死去、 

叔母 (七十 一) と 二人で 近所に 家 を 持たせて 居た のです、 祖母 死亡 後 叔母が 歸廣 する、 ク シャ くの さわぎで 

す。 

改造 社が 明治 大芷 文學 全集 を 出し、 十八 萬の 豫約者 を 集めました、 私と 森 田 草 平と を ー册に 入れる 害のと 

ころ、 私が 默 つて やった ので、 兩人 合計 印 稅ニ萬 一千 圓、 モ ー ケ損ひ 痛快です、 呵々、 とかく 金に は 緣がぁ 

りません。 

目下 聖上 御 不例の ため、 景氣 はいよ く 沈下、 ひどい ものです、 来年から 又 小說を 書いて 飯 を 食 はう か 

と 思 ひます。 

加 計 君、 夏 以來兩 三度 上京、 廣 島から 濱 田へ 通ず る鐵道 布設の 運動です、 幸ひ廣 島から 加 計の 手前 二三 マ 

ィルの 地 まで 引ける ことに 決定、 新聞に よると この 運動 は栗延 とい ふ 代議士が 引き つけ て 居 た らしいで す 

が、 クリノべ にもなら ず、 加 計 も 喜んで 居ます、 2^上 拜具。 

S に eiitific  American なぞで 懸賞の 寫眞を 見て 吹き出します、 アメリカ人の 非 藝術も アキ レタ ものです、 

寫眞は 物 證の寫 象と 心得て 居る らしいで すね。 一 っ大 版で、 貴會の 優秀 作品 二三 ダ， ス程 を寫眞 版に して 發 

行して は 如何です、 呵々。 
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七 I ニニ  〔一月 二十 六 = お 土お 市外 長^ 町 荒 井一 八 八 〇 ょリ 府下 千 駄ケ谷 町 佐 藤 方 栗 林 ハツ子へ〕 

栗林樣  一 月 二十 五日 鈴 木 三 重 吉 

拜復 電話で は失禮 いたしました。 お 手紙の 御 住所が 讀 めなくて 閉口し ました。 佐 藤さん として 出します 

が、 着きます か 知ら。 あ \ いふ アドレス だけ は 今後 階 書で おかきになります やうに。 次に、 赤い 鳥 も 今のと 

ころ、 さし ゑ は 二人の 人に 局限され て をり まして 變化 がありません。 特に、 女性の 方のお 作が 得られ \ ば、 

子供に ふさ はしい 情味 もつ くわけで すから、 御 かき 下さい ませば 難 有い 仕 合せです。 試みに、 赤い に 出て 

ゐ ます 御 任意の 童謠 ー篇、 童話 ー篇 について、 御作 竇 下さり、 兒 本に 見せて 項け ませんで せう か。 お 願 申し 

ます。 以上。 敬具。 

七三 三 〔一月 二十 八 H 東京 市外 畏， 峰 町 荒 井一 八 八 0 ょリ 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 . 

いく子 樣  二十 八日 三 重 吉 

お 手紙 落掌。 千里 君 や 竹 ちゃんの 「僕に もよ」 は、 目に 見る やうで 可愛らしい。 珊吉の やうに 大きくな つ 

たら、 お 祝 ひに 私が 買って 達る とお 傳へ おき 下さい。 私が 忘れる といけ ないから、 入 要のと きお 母さん がら 

御 催促の こと。 次に 不景氣 話 をして 御 心配 を かけ 申譯 もありません。 今に 囘復 します。 家 はどうせ 越さな け 

れば なりません。 今の 家 は、 草 むら を 開いて 花園に したり、 庭木 をう ゑたり して、 千圓： 上 も かけ、 バカ 

くしい が、 いかにも 寒い 上に、 別に 事務所 を 設ける と、 その 方の 家賃 もバ 力に か. - るので、 一 しょに して 

移ります。 市外で は 活動に 不便。 併し、 人手 を かけて 探して ゐ ますが、 中々 一 寸思 ふやうな 家が ありません _ 


年 ニ和昭 


ュ ックリ 探す つもりです。 

それで、 この 家で は麗吉 君が 上京して 手狭なら、 仰せのと ほり 直 三のと ころに ゐて莨 ひませ う。 私のと こ 

ろ は、 大きな ところへ 移って 後 も 社と 一 しょで は ガサく する から、 成程 直 三のと ころがい V かも 分り ませ 

ん。 さう したら、 私の 近くへ 直 三に 越して もら ひませ う。 お 心 づけ 難 有し。 ともかく、 かつ子が ゐ るの は、 

麗吉 君に も 仕 合せです。 かつ子 昨日 も來 る。 「シル コを食 つて キッス をす ると、 ァ マ ッタ ルイ ダラウ」 とヒ 

ャ かして やったら、 眞っ 赤な 顏 をして ゐ ました。 二人で とても 幸福ら しく、 私 も 大安 神です。 あ X いふ、 い 

-- 出来の 子で ハ マ も 喜んで ゐ ます。 直 三の 野郎 は 、「おれの 友達 は ミンナ 變なカ 、 ァを 持って るよ」 と、 ハ マ 

に 中し ました 由。 天下 泰平と 申す もの。 かつ子 も、 ォレ 見たい に 酒の みの 亭主 を 持った こと を考 へる と、 直 

三 を 得て 仕 合せ かもしれ ません。 月給で カツく やって 行き 賞 與は殘 る 由。 ともかく、 かつ子 はい \ 子で 私 

もジ マンです。 ハ マが かつさん に 着物 を 縫って 貰った。 私 も 眞の妹 か 娘 かの やうに 思って、 かげながら 護つ 

てゐ ます。 

ダル マ太將 によろ しく。  上、 拜具。 

麗吉 君が 東京に 住む やうに なったら、 あなた もちよい く 入らつ しゃ い。 京都まで 行く 序なら ヮケ もない 

こと。 樂 しみに して ゐ ます。 私 も 少し ポッボ が あた、 まったら、 ハ マ 子 婆さん を つれて 佐 世 保へ 行き、 ダル 

マと おいく さんが、 〇〇.〇 見える まで ッ カツて ゐた溫 泉へ でも 浸り ませう。 實に 寒い こと。 皆樣ぉ 大切に。 

私 は 社へ 出る の も 寒く ッ ライの で、 家で 書 い てゐ ます。 

七三 四 〔三月 十 H 東京 市 四 谷 K 須賀 町よ リ 東京 市外 高 田 町 雜司ケ 谷 秋 S 雨 雀へ〕 

秋田樣 侍史  三月 十日 三 重 吉 

おはがき を 難 有う ございました。 童話 を 御 執筆 下さいます とのこと で、 社中 一 同い 大喜びで お待ち 申して 

をり ます。 私よ、 長 崎 町の 家が、 あまりに 風當 りが つよくて 寒い ので、 この 町中へ 越しました。 信濟 町驛か 
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らぢ きそばです。 お通りが \ りの 節 は、 お立ち寄り 下さい まし。 /お 艚 かたぐ 右 迄 拜具。 

七三 五 〔三月 十：！： 東京 市 四ハ介 te: 须贺 町よ リ 千 葉 縣印据 郡中弘 石-ぬ 幸 一へ〕 

石 原 大兄  三月 十日 三 重 吉 

少年 社員の ことで 御 多忙 中 種々 御 配慮 下さり 難 有く 厚く お 鱧 を 申 上げます。 折角お 願 ひし ましたが、 元 社 

員 だ つ た 或 男が 困窮 して ゐ るの を 救 ひ 上げ て や ら ねばなら な い 義理 になり、 小 僭の 仕事 を も 兼務 さ せる こと 

にして 本日 入社 させました から、 小僧の 方 は當分 やめます。 お 話の 人が 折角 期待して くれて ゐ たのに、 氣の 

毒です が、 よく 慰めて おいて 下さい。 そのうち、 出版の 方 を 盛大にやる やうに なりましたら、 ぜひ 小僧 も 入 

要です。 その 際 はまた 御 相談し ますから 御世 話 を 願 ひます。 私 方で は、 小僧 は、 衣服、 學費、 小 使 等、 全部、 

こちらで 負擔 し、 夜學の 中等 商 第に 通 はせ、 卒業の 上 は、 義務と して、 三年 間 社で 働き、 アト は、 殘留 する 

とも、 よそへ 行く とも 勝手にさせる 規定に して ゐ ます。 その 三年 間 も 着物、 小 使當方 持ちで、 外に 多少の 月 

給 を 貯金して、 三年 後に 渡す ことにして ゐ ます。 

赤い 鳥の 瞵讀 御勸 誘の こと も 難 有く 拜 謝します。 本日、 最近の 三月 號十部 見本 用と してお 屈け 申します。 

本 冬 は氣候 不順で したが、 苺の 方 は 大丈夫で すか。 私 は、 市內へ 越した ので 今度 は 庭 もな く、 折角い つか 

いた いた 花 も、 蒔く ところがありません。 やう やく、 一  坪ぐ らゐ、 日當 りの よい" sil 域が あります から、 フ 

ロック ス でも；， S きませ う。 フロック スの 種が あったら、 少しば かりお 達り 下さい。 折角う ゑた 竹 も； 之 生 も、 

その ま、 殘して 越しました。 

地方へ. 講演に 出る とい \ のです が、 問が ありません。 雜誌は 四 月號 から 犬に 內容 に沾氣 がつ いたつ もりで 

す。 2^上。 

七三 穴 〔三月 末 尼 峪市畏 n!!- 桃郎 へ〕 
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今 さら 二十 年 前の 愚作 を 御 穿鑿 下さる の も 恐縮です。 私と して は 問題に したく もありません が、 禮儀 上、 

あの 御， 記敍 中の ちがった 點を御 復命 申します。 「千代紙」 の 装幀 は、 一切 松 根 東洋 城 君が 考案して くれたの 

です。 「千代紙」 は 俳 書 堂の 棘 山 江戶庵 氏が、 第二 作 「山 彥」 を 1 して、 出版して くれられ たものと 思 ひ 

ますが、 松 根 君 も 大いに 應援 して 下さった もので せう。 たビ、 今の やうに、 中學 生で も 個人 維 誌 なぞ を發行 

して、 氣焰を 上げて ゐる 時代と ちが ひ、 中々 世の中に 認められる 機會 のない 當 時に、 第一 作が すぐに ホトト 

ギスに 出で、 第二 作 は、 高濱 さんに たのまれて 執筆し、 それです ぐに 單行 本に なった ので、 私の 喜びと 言つ 

たらありませんでした。 

それ はいふまで もな く、 みんな 夏 目先 生のお かげです。 その代り、 力 もない とはいへ 、「山 彥」 なぞ は、 四 

ヶ月 寢食を 忘れて か いた ものです。 いくど も 直しく する ので、 しま ひに は 全文 を晴 記して ゐ たくら ゐ です。 

裝幀 は、 松 根 君が 思 ひの ま X にやった ので、 表紙 も 出来てから、 はじめて 見た 位。 夏 目先 生の 手紙が はいる 

から 「漱石 先： it! より」 とかけ とい ふから 書いた まで ゾす。 裏表紙 及び その 見 かへ しの 手紙 も、 松 根 君が 人れ 

たもので、 私 は 一向 しらなかった のです。 r 豐さ まま ゐる」 の r 豐」 は、 小 宮豐隆 ではなく、 核 根の 豐次郎 

です。 「叩きつ け 候」 s 々は、 千代紙が 出た 喜びの 意味で はなく、 私が 本の名 前に 苦心 慘懵 し、 とうく 

「千代紙」 と决定 し、 「これで 厭なら、 おれ はもうよ す」 と 言った 語氣で 「た、 きつけ」 と 言った もの。 「未来 

は 夫婦」 は、 どうい ふ 意味 か 自分ながら 今では 不明。 東洋 城と 夫妻に なりたい ほどす き、 ありがた いとい ふ 

f:-^ ではなく、 「たと へ このお 前が ォ キラ ヒで 喧嘩しても、 もとく ヮ タンと ォ マ へサ マ 未来 は 夫妻」 とい ふ 

シャレ か。 する こと、 なすこと 年若のと きとて、 今 は 赤恥 かしき 限りです。 

表紙の 搶は、 今の 東宮 侍從長 入江 爲守 伯の 筆の 由。 すべて 松 根さん が 何も 言 はぬ 故、 それ を 知った の も 十 

年の のちの ことです。 いまだに 入江 伯へ お 禮を申 上げる をり もな く、 誠に 恐縮して ゐ ます。 松 根さん は大 

人で、 人 さんと 親類です。 ともかく 身內 のかた ぐへ 頼んで、 かいて もらった のでせ う。 

背文字の 「千代紙」 とい ふ 字 は、 どれが い k かと、 松 根 君が 二十ば かりい ろくの 字 體のを 見せた の を、 
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私が 選んだ のです が、 一人の 女性の 筆蹟でした。 だれが 書いた ともい はす、 問き も，".  . ぶ-なと こ 

ろに 人と 時世との 面白み も ありと いふべ くや。 敢て 憶測 すれば、 やはり 何々 家のお S  ：」 ん。 その 

ころ 十八 九と 推測され ます。 その 意味で も 「千代紙」 も 中々 コ ッタ 本でした。 似し 今 見れ は、 「叩きつ け 候」 

の 文句 や、 私の 手蹟 や、 手紙の 配置な ど、 甚だ キ ザで 穴へ も 入りた し。 

序でながら、 私の 全 築 十三 册の 背文字 は、 ー册 ごとに 先生が 三十 も 四十 も かいて 下 v「 • , -す。 

「あ M 少し 曲った」 「さう か」 「もっと 墨 を こく」 「ふん」 「もう 結構です」 などと、 恐れ入りつ お ：3 を 一一 B つ 

て 書いて もらった ものです。 勿 鱧ない 限りです。 以上  • 

七 一二 七 〔四月 九 東京 市 四 谷 區須贺 町よ リ 廣島 市中 鳥 本 町 慈 仙 寺 鼻 阿戸 美 律 校へ〕 

みつゑ 樣、 兩 度のお 手紙 拜見。 影 二君に ついては、 根本に、 源 君た ちが、 もう 少し 責任と 同情 を 持って 上 

げて 下さらなければ ダメ です。 醫者 になれ、 それが ィャ なら、 勝手にし ろ、 では、 今の 若い ものに は殘 刻で 

す。 醫 者になる のが ィャ だとい ふ 上 は、 それ 以外：. な.：！ に；' いて、 よく 考 へて やり、 始末 をつ けて やらな 

ければ 可哀想です。 あの 時代に は、 だれでも 方， M に；，. y ふ，；： がお です が、 影 二君の 考へ はグラ くして ゐ ます „ 

又、 あまりに 世 問 を單 純に 考 へて ゐ ます。 第 一 、 美術 學 校へ の入學 は、 巾學 時代から、 又は 出てから 一 年 問 

ぐら ゐ洋畫 研究所へ 通って、 ゥント 木炭 畫の 稽古 をし なくて は 通りません。 落第したら、 畫 家の 書生に はい 

つて 畫を習 ふとい ふ考へ も、 誤って ゐ ます。 影 二君 は、 加 藤 某のと ころへ 行って たのんで 見る、 岩お 某のと 

ころへ 行って 見る なぞと 言 ひます が、 二人とも 維 誌へ つまらない サシェ を かく だけの 人で、 本 當の畫 家で も 

なぐ、 又 書生 をお くど ころ か、 自分自身が、 食 ふか 食へ ないかです。 本當の 立派な 洋畫家 を、 私 はたいて い 

知り合って ゐ ますが、 實際 上、 洋畫家 はちつ ともお 金が とれない ものな のです から、 ツマし く暮 して ゐま す- 

だれ を考 へて 見ても、  書生に おいて くれと 賴 めた ヮケ合 ひではありません。 比較的 金の 自由な 人で も、 家が 

狹 くて 人 をお く 部屋の ない 人が ゐ ます。 セチ ガライ 東京に、 そんなに ノビく と暮 して ゐる洋 畫家は 一人 も 
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ありません。 どこへ 行って 見る、 こ、 へ 行って 見る とい ふの を、 私 はすべ てと めました。 第 一考 へても.. こら 

ん なさい、 お父さん も 兄さん も、 地方で 立派な ぉ醫 者さん であると いふ、 その子 弟 を、 人のう ちへ おいてく 

れ とも 言へ た 義理で もありません。 

影 二君 は、 ざう いふかと 思 ふと、 翌日 は、 カフェ ー へ 見習 ひに すみこみ、 コ ッを おぼえて、 廣 島で カフ 二 

1 を 開業し ようか なぞと いひます。 

畫家 として 成功す るに は 美術 學 校へ はいらねば ならず、 學 校へ はいれば、 苦學 なぞ は 今の 時世で 出来る も 

のでな く、 やはり 一定の 學費を もらって、 秩序 的に 勉強 しないと、 ものに なりません。 

それで、 正むな くば 來年遞 信 省の 學 校へ 人學 する のが 一 等い X でせ う。 あすこ は 一 ヶ月 二十 四圓の 補助 を 

くれます。 どうしても 畫が やりたい とい ふなら その 遞信 省の 學 校へ 通 ひかたん \、 自習して、 洋畫 家に 見て 

貰へば い \ で せう。 さ.、 つい ふための 畫の 先生なら、 私が だれに でも 賴んで 好意で 見て もらって 上げます。 人 

のうちの 謦生 をして ゐては ノン キに畫 なん ぞ かける ものではありません。 さう いふ 中で も賽 家に なれる 自信 

が あるく らゐ なら、 遞信 省の 學 校へ 通 ひが てらで も畫 家に なれます。 この 方が むしろ ラク になれ ます。 そし 

て 先で 食 ひ ハズシ がない。 畫の 方が うまく 行けば、 遞信 事務 をよ せば い、 のです から。 

それで、 ー應ぉ 家へ かへ り、 自習して 來年又 上京の 上、 今 言った 學校 を受驗 する ことです。 

お宅 の 周圍が いけない から 家へ おくの が 危險だ と 仰る が、 東京 にゐれ ば、 たと へ 私の 宅に ゐる にしても ま 

だく もっと 危險 です。 

来年まで 宅へ おいて… ： 、. 、 のです が、 この 七 八 年間、 いろくの 若い もの をお いて、 私 も ハマ もコ 

リ くです 。影 二君  ，- あらう とも、 われ/ \ が 若い もの をぁづ かった 上の 毎 曰の 蔭ながら の 心配 

I は、 とても 一 と 通りではありません。 どうしても、 東京に ゐ なけれ ズ受 屮 r 来ない とい ふの なら、 止むな く 

二 私 方で 引きう けます が、 來 年まで 廣 島に ゐて も、 さしつ かへ ない 上 は、 そちら へ おか へ し 下さい。 私もィ 

年 ラ くトゲ くして 仕事 をして ゐ ます。 人、 一人、 ふえても、 部屋が 足りない し、 氣が 重く、 ガサく しま 
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す。 

イワシと、 煮た お 1^ と はおい しく 項き ました。 四月 九日 三重 吉 

茂 君から、 事情 を 話した 手紙が 私 方へ 來た箬 だとの 仰せです が 受けと りません。 源 君に しても、 影 二君に 

ついては、 一言 も 言って 来ません。 

七三 八 〔四月 十六 H 東京 市 四 谷 .to: 須贺 町より 廣島 市中 鳥 本 町 慈 仙 寺 鼻 阿戸 美 律 枝へ〕 

みつゑ 樣  四月 十六 日 三 重 吉 

十圆 たしかに 落掌し ました。 影 二君に、 あなたからの 手紙の 趣 を 話し、 一 應歸廣 した 上、 父上に 頼んで 來 

年遞信 省の 學校を 受ける やうに せよ、 それで、 東京 中、 見物した いところ は、 すっかり 巡り、 見飽きたら 出 

立す る やうに 申し わたしました。 併し、 本人 は 蔭で は、 どうしても 歸鄕 しないで 新聞配達 を やる と 言 ひ、 ハ 

マが いくら 言 ひ 聞かせても 飜 りません。 私 も 再度、 言 ひき かせ ましたが、 父母 も 新聞配達 をし ろと 言って ゐ 

ると 申して、 がんばります。 それ は、 影 二君が、 氣ま、 な こと を 言 ふので、 行きが V り上兩 親が 言 はれた こ 

とに 相違ない、 私と して は 母さんから、 かへ して くれと 言 はれて ゐる 以上、 君が 勝手に 新聞配達 を やる とい 

ふの を 是認す る わけに いかない、 ー應 かへ つて、 前途 を 相談し、 立派に 許可 を 得て 新聞配達 を やるなら やれ、 

私の 責任 上 困る からと、 こんく 言って きかせても、 歸れば 叱られる の、 小 僭に やられる から ィャ だのと 言 

つて グズ くい ふので、 私 も 最後の 手段と して、 ドナ リ つけ、 やっと、 かへ る ことにさせて、 今日、 午後 二 

時 ごろ、 家 を 出ました。 十圓 所持して ゐ ると いふので、 ぉ預 りの 內五回 わたしました。 これから、 一 ニケ處 

見物して、 夜 七 時 三十 分 又は 九 f 十五 分 東京 驛發で 立つ ilf- す。 殘 金五圓 は、 只今 フ リカへ に 組んで おき ま 

したから、 數日後 御 入手の 箬。  • 

よく 父上に 話して、 來年遞 信 省の 學校 でも 受けさせて やって 下さい。 父上 や 源さん が、 影 二君の 前途 を ど 

うしょうと 考 へて ゐられ るの か、 一 さい 不明な ので、 私 も 所 致の しゃう がありません。 本人の 身に なれば 可 
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山 is! 想です から、 何とか、 よく 考 ベて やって 下さい。 東京へ よこす のなら、 去年 あたりから、 私へ 相談で もし 

て 下されば よい もの を。 ともかく 右の わけです。 

茂 君 は、 どうして ゐま すか。 手紙 一本 もよ こさない ので、 心配して ゐ ます。 正木の 叔母 上の こと を、 何分 

おたのみ 申します。 百合 子の こと も、 考 へる たびに 哀れです が、 私が 引きと るの も、 ィハ レ のない こと、 茂 

君 すら、 ゴメン と 言って ゐ るので、 ハ マもシ リツ こみ をした わけです。 あの 子の こと を 茂 君に も、 よく 相談 

してやって 下さい。 お 上。 

七三 九 〔七月 十三 H 東京 市 四 谷 K 須贺 町よ リ 長 野縣下 伊那 郡 龍 丘 小 學校木 下 茂 へ〕 

木下樣  七月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

前電で 申 上げました とほり、 十七 日の 日曜に 參校。 汽車に 弱い ので、 前日の 朝、 上 識訪に 着し、 一泊の 上、 

十七 日 午前 十 時までに 責校 へま ゐ ります。 お出 迎ひ等 一 さい 不要。 私の 主義と して、 旅費、 謝禮 なぞ は 一 さ 

い 項き ません か 午 飯 は、 一一 ギリ 飯 を持參 します から、 御用 意 はいりません。 聽講の 方々 に は、 念のため、 貴 

校で 使って ゐられ る、 小學讀 本の 一 から 五まで を持參 されたい ものです。 夕方に 責村を 立ち、 東京へ 直歸し 

ます。 お 分れのと き、 ッケ モノで ビ ー ルニ 本ぐ らゐ いた きます から、 それだけ 御 準備 下さい。 以上。 

七 四 0  〔七月 十三 H 東京 市 四 谷 區須贺 町よ リ 東京 市外 下落 合府營 住宅 井本 健 作へ〕 

靑 木 大. 兄  七月 十三 日 三 重 吉 

先日 はおた より を 難 有う。 責方、 どなた もお か はりがなくて 御 結構。 この 夏 は、 どこへ 出かける か。 當方、 

I 子供 等 もま づ 丈夫 だ。 刑吉の 奴が、 よく 冬に 風 を ひくから、 今年 は、 海岸へ 出す つもり だ。 義弟 夫婦に 一 ケ 

二 月來て もら ひ、 ハ マ とすi-子と三人をs^すっもりだ。 伊豆の土肥が、 溫泉もぁり、 い k ところ だとす，^ めら 

年 れ たが、 チフスの よく 出る ところと 聞き、 やめに した。 今のところ、 常 陸の スケ 川？ とい ふところ を考 へて 
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ゐる。 〇〇 が パリ ー で 女 を 買った と 報告して 來 たか。 莴 ざいな り。 今日 大將へ はじめて 手紙 を かいた。 〇〇 

〇 から も、 ときく 〇〇 べしと 申して おいた。 維 誌 は、 この 一 年 半に 一 萬 近き 借金 を 作った。 これ ぢゃァ 慈 

善事 業よりも ヮリが 合 はんので、 た \ きつぶ す豫 定でゐ たが、 春陽 堂、 改造 社の 一圓 本、 ァ ルスの 兒童 文庫 

等から、 十月に は 一部分の 金が はいり、 借金 も 返せる し、 なほ、 もう 少しの 間の 損失 もさ X へられる ので、 

持ちつ ける ことにした。 十月が 来る まで は、 每月、 七 百圓、 八 百圓と 工面す る わけ。 つくん. \ッ マラない 

よ。 た 馬 だけ は不相 變景氣 よくやって ゐる。 今 は 隔日に、 朝 五 時から おきて 目白へ いくよ。 こ. の 秋に は、 

一頭 自馬を 買 ひこむ つもり だ。 近來 〇〇〇 心が 盛んで、 なやましい。 若い 女が ほしい。 〇〇〇〇〇 をう けた 

によって、 〇〇〇〇〇〇〇 を 探して ゐる。 い X のが あったら 世話 をして くれい。 呵々。 

奥さんに よろしく。 そのうち、 夜、 遊びに 行く よ。 ハ マと 二人で 行かう くと 言って ゐ， るの だが、 中々 實 

行 出来ん。 失敬。 

七 四 I  〔八月 四 ：H 東京 市 四 谷 須贺 町より 廣鳥 市上 梆町加 計 正文へ〕 

加 計 正文 樣  八月 四日 ニー  重 吉 

御 健勝の 御 事と 拜察。 この 兩 三日、 春陽 堂の ー圆 本のた めに 漱石 年表 を 作る。 そ V ろに 貴兄の こと も 思 ひ 

出し 懷舊の 情に 堪 へない。 今日 なぞ は、 雨曇りで 涼しい。 加 計の 山莊 のこと を囘 想した。 赤い 鳥 も 最近 一年 

半 以来 損の しつ けで 閉口。 やめる の も 惜しい し- 迷って ゐ ます。 一圓 本のお かげで、 借金 はキ レイに 拂へ 

さう です。 いっくれ るか 分らない が、 莨ったら 大兄への 義理 も果 すつ もりです。 先般 井出 饈六 京都で 死去。 

3? 上 拜具。 

七 四 二  〔八月 四 H 東京 市 四 谷- tel 須贺 町よ リ 山 梨 縣中巨 摩 郡 西 條村中 所 健 ニ郎へ (にがき)〕 

久しく 御 無佐汰 いたしました。 ぉ變り もな く 入らつ しゃいます か。 おはがき を 難 有う ございました。 汽車 


512 


年 ニ和昭 


で 小 淵澤、 あたり を 通る の はい \氣 持でした が、 甲府の 熱い のに は愕 きました。 赤い 鳥 も 九 周年になります。 

一周年の 音 樂會 のとき、 お世話になりました こと なぞ 思 ひ 出します。 八月 四日 

七 四 111 r 八月 十一 一一 H 東京 巿四 谷- 511 須贺 町よ リ 長 野縣下 伊那 郡 龍 丘 村 小 學校木 下 茂 aj- へ (はがき)〕 

先般 は 貴君に は 特に いろく 御 厄介 を かけました。 難 有く お 罎を申 上げます。 清澄な 責 村の 風光が 未だに 

目について ゐ ます。 あの 邊の靑 い 山 を 負うた 白壁の 家々 も、 なつかしい ものです。 今 囘は又 天 龍峡の 寫眞を 

難 有う ございました。 鮮明ない \ 寫眞 ですから、 赤い 鳥に のせて、 江湖に 紹介す ると 共に、 私の 貴 村 行の 記 

念に したいと 思 ひます。 御上 京の 節 は、 必ずお 立 寄 下さい。 い X 酒が あります。 八月 十三 日 

七 四 四 〔八月 二十 一一 IH! 東京 市 四 谷^ 須贺 町より 東京 市外 世 田 ケ谷町 下北澤 阡陌堯 一へ (はがき)〕 

御轉居 奉視。 私 は 不景氣 な 上に 暑い ので、 ナマケ てば かり ゐ ます。 お 閑の 節 飲みに 来て 下さい。 よい 酒 あ 

り。 拜具 八月 二十 三日 

七 四 五 〔九月 IH 東京 市 四 谷 W 須賀 町よ リ 東京 市外 高 田 町 狐 嫁 坪田讓 治へ (はがき). 一 

先日 は 御 懇書 を 難 有-つ ございました。 十月 號に拜 載の 「正 太と 汽車」 は 非常に 面白く 同號の 誇りと して を 

ります。 さ X いふ、 ヒュ ー メインな 味の ある 上品な ュ ー モア は、 赤い 鳥 十 年間の 諸家の 作 中、 まだ 一度 も 出 

て來 ませんで した。 今後 も續々 おかき 下さいます やうお 願 申します。 九月 一 日 

七 四 六 〔九月 十六 HE 東京 市 四 谷 S 須贺 町よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

贵家 では 春陽 堂の 明治 大正 文學 全集 を le- つて お出でで すか。 取って お出でにならなければ、 本 月 配本の 激 

石篇 と、 來月 配本の 「三重 吉編」 だけの ニ册 は、 私の 自由になります から、 呈上しても よろしいです。 御 返 
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寒 を 下さい。 私に、 今；！、 乍殘 念、 上の 齒 全部 を 總入齒 にしました。 とても. チ く ィ臭ひ 感じです。 呵々。 九 

月 十五 日 

七 四 七 〔九月 二十 六！！： 東京 市 四 谷 ii! 須贺 町よ リ 廣岛 市上 柳 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

近々 御上 京の 由、 樂 しみに して をり ます。 一 と 晩ぐ らゐ會 食の ヒ マ を 作って 下さい。 三重 吉 編に、 それ ま 

でに は 出来 上る でせ う。 今日は 家族、 友人 なぞ 二十 七 名で、 多摩川の 上流へ 栗 拾 ひに いきました。 向う へ 着 

くな りゼン ソクが 出て、 ィャ ハヤ、 失敗。 但し 村醫の 注射です ぐ 直りました。 九月 二十四日 

七 四 八 〔十月 九 a 東京 市 四 谷- £1： 須贺 町よ リ 仙 臺市北 二番 丁小宫 旻隆 ^  (はがき)〕 

アン タの ところへ、 春陽 堂が 一圓 本 を獻納 して ゐ るか。 春陽 堂へ 聞けば 分る が、 何だか 達れ とい はない. ば 

かりの やうで 變 だから 君に 聞く の だ。 達って ゐ なければ、 愚作 篇を 私から 奉呈したい。 無價 値な ものながら、 

オマハ ン にだけ は、 いろく 感謝の印 として 捧げない といけ ない。 ォレ のかいた 解說 (卷 末) を よんでくれ。 

三重 吉論を 適切に か い ておいた。 今から いふと、 あんな 下らない もの を か い て 得意に なって ゐ たの だから 穴 

へ も はいりた いよ。 今月 中旬、 仙臺へ 行く。 會 ふの を樂 しみに して ゐる。 

(兒 竜； 文庫の 拙譯 アン デル セン 集 を アン タノ 子供に 上げる よ)/ (恒子 夫人に よろしく) 

七 四 九 〔十月 十二 H 仙臺 市針久 旅館 本店より 仙 臺市北 二番 丁 小 宮璺隆 へ〕 

十二 日 鈴 木  一二 重 吉 

九 時 着。 この 旅館に ゐる。 十三、 十四日 は、 豫行 演習。 その 雨 曰の いづれ かの 夕方に 伺 ふよ。 明日 電詒で 

相談しても よろし。 十五 日 は _ 午後より 宣傳 騎乘。 十六 日 競技。 同夜 出立 歸京。 

松茸 はヒ B シ マ の產。 早ク包 ミヲァ ケテ風 ヲ入レ ョ 


年 二 和昭 


五 0  〔十月 十三 H 東京 市 四 谷 W 須賀町 赤い 鳥肚へ (にがき)〕  一 

仙臺市 is- 町、 i 久 本店に 陣取る。 意氣 盛な り。 珊吉す £ ナに會 はずに 出た のが 氣殘 りの み。 十月 十二 《! 

七 五一 〔十月 十 EIH 仙 臺市國 分 町針久 旅館より 東京 市 四 谷 tel 須贺町 鈴 木 はま子へ (はがき)〕 

昨日 早速 騎兵 聯 陵へ 行き 一 琉の馬 を 貸して もら ひ 教官と 白 極 先生 附添、 馬場 內で 一 人 練習。 本日 は、 練兵 - 

場で 本式に  一 メ， トルの 障碍 を 連續 四つ 飛ぶ。 好評。. 明日 も 練習の 上、 十六 日い よく 出場す。 競技でな^^ 

供覽 馬術と して 德川厚 男爵の 人 Fli と 二人で 飛ぶ のです から 責任が 重い。 うまく 行ったら 打電す るよ。 昨夜、 - 

小宮 のと ころで 木 下 木工^ 郞と 三人で 飲み、 後、 麇并 功二の 招待で 先生と 三人で 飮む。 なほ 當 地に は 攛田 とい 一 

ふ 被 事の 同窓 者 あり。 太將 喜び、 歡 待して くれる。 本日、 藤 井 功二が、 小生の 障碍 飛越 を 見て 愕 いて ゐ まし 

た。 益吉來 訪、， 不在で 會 はず。 十月 十四日 

七 五 二  〔十月 十六 H 仙 臺市國 分 町針久 旅館より 東京 巿四谷 K 須賀町 鈴 木 はま子へ (はがき)〕 

昨 十五 日、 午後 一時に 二百 騎ば かり 集合。 市の 內外五 里の 間 を 廻乘。 先生と 私 は、 中央の 司令部に 加 はり 

太將 めかして 乗り出し たの はい、 が、 ヒドィ 下手 クソの 奴ば かり 多く、. 一 町 も 行かん うちに 落馬して 馬の 膝 

を 折った 奴 あり、 おかげ， で 疾足も 出来ず、 三時 間 ノコ リく とお 葬式の やうに 步き ケッが 痛く 閉口。 今日は、 

一人で 飛びます。 一 メ. "トル 二 〇 とい ふ シャゥ ガイ 物 は、 私が 立って 上着の 胸の 上の ボタンまで あります。 

サンべ ー さん、 オタさん によろ しく。 (十六 日)  - 

(十七 日 益 ちゃんと 一 しょに 松 鳥 行。 夜 十 一 時の 汽車で 立ち 歸京)  . 

七 五一 一一 〔十月 十六 日 仙臺 市外 練兵場より 仙 臺市北 二番 丁 小 宮璺隆 へ〕 


ともかく、 落ちないで 飛んだ。 女の人 は缺 席。 以上。 拜具。 鈴 木 三重 吉 

七 五 四 〔十月 二十 九 H 東京 市 四 谷 區須贺 町より 改島縣 山 縣郡加 計 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  十月 二十 八日 三 重 吉 

お 手紙 をく り 返し 拜見。 あの 山の 町の 秋色 や、 萬 君の 縛の か \ つて ゐ る書齋 を 想像して ゐ ます。 あの 繪を 

喜んで 下さり、 E 分の ことの やうに しみぐ 難 有し。 萬 君 は、 世俗的 9 名 聲を追 はず、 攝り、 こっくと、 

脇目 も ブラず 自分の 信ずる 方角へ 歩きつ けて 来た 人で、 稀に 見る、 い. - 態度の 人です。 私 は、 金 もない か 

ら、 めったに 人の 德も賈 は ざれ ど、 莴 君の もの だけ は、 どうしても ほしく、 今 持って ゐる 風景 畫を、 生前 買 

ひました。 非常に 困窮して ゐた の を 見兼ね もした の で。 

海の 綺も、 これく かう いふ 人のと ころへ 納まり、 かう く 言って、 喜んで もらって ゐる 旨、 未亡人へ 通 

報、 萬 君の 同鄕 人で 赤い 鳥に も 陰に 關係 ある、 春陽 會の淸 水 七太郞 とい ふ 男 (萬 君沒 後、 いろく 世話 をし 

ます) にも 話しましたら、 二人とも 感激して くれました。 目下、 盛 岡で、 寓 君の 遺作 展覽會 開催中、 私の 縫 

も 向う へ 行って ゐ ます。 近ければ、 貴君の あの 縛 も 出品したかった らしいで すが、 私 も 仙臺へ 出張 中の 留守 

だった ので、 私の 搶だ t 清水が 持って 出かけました。 十一月に 東京で、 右の 展覽會 を やります。 その 際、 私 

がー 枚で も 多く、 萬の 縛 を 持って ゐる點 で、 同 君の 展覽會 に光榮 づける つもりで、 もう 一枚、 私に 買って く 

れと淸 水が いふので、 快諾し ました。 す £ナ が 嫁入 するとき に、 くれてやる つもりで、 フン パッ。 貴君 も、 

もし、 ぉ氣が 向いたら、 買って やりません か。 未亡人 も 助かります。 展覽會 開 曾の 前日、 生前 賣れ殘 つた、 

い、^ を、 下見して、 靜物を 買 入れようと 思 ひます。 おぼしめしが あるなら、 贵 君の も、 私が 見立てて もよ 

ろしいです。 百 圓か百 二十 圆迄。 

栗 を 難 有う。 子供が 大喜びです。 東京の 郊外 を 見せ 損じ、 今に 氣殘 りで たまりません。 この 次、 うんと、 

い X ところ を 御案內 します。 仙臺へ は、 東北大 學の乘 馬 會へ參 列し に 行った のです。 會 長の 理學 部長 (？) 藤 
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原 松 三 郎君と は、 二十 年ぶりに 會 ひました。 貴兄と 同時に 白山 御殿 町の 川上のう ちの、 表の 狭い 間に ゐた人 

で、 そのと きの 話 も 出ました。 二百 騎で 市中 を宣 傳騎乘 した ときには、 私と 私の 馬 〔の〕 先生 (學 習院 の敎官 ) 

と は、 藤 原 君 及び 司 八 P 將 校と 四 人で、 司令部 格の 別格の 位地に つき 行進。 聯嫁 では、 特に 私の ために、 い X 

馬 を 借して くれ、 士官に ついて 練習し、 會の當 日 は、 私が た V 一人、 客 A として、 みんなの 前で 供覧 馬術と 

して 障碍 を 三つと びました。 はじめての 晴れの 場所で、 一寸 メン くら ひました が、 ともかく ーメ ー トルの 高 

さ をと びました。 練習の ときには  一 メ， トル 二 〇 を、 藤 井 功二の 面前で 飛んで、 アツと 言 はせ て やりました。 

功さん は曰淸 生命の 仙臺 支店長で、 いろく 歡 待して くれました。 當日 は、 仕損じる といけ ない ので 一 メ ー 

トルに したので す。 

赤い 鳥 は、 いよ/ \ 續刊 する かも 分りません。 をし いこと です。 

明治 大正 文學 集の 三重 吉 編と 漱石篇 と は、 八重 子さん 宛に 署名して、 別封で 上 柳 町へ 發送 します。 以上 

殍具。 山 妻より よろしく。 

七 五 五 〔十二月 十七 H 東京 市 四 谷-; 1； 須贺 町よ リ 仙 臺巿北 二番 丁 小お |!3|隆. 恒 子へ〕 

豐 K 閣下  十二月 十七 日 三 重 士  n 

ォマ ハ ン とこの、 あの 池 なぞの た \ す まひが いつも 目に 浮ぶ よ。 仙臺は さぞ 寒いだら う。 子供た ち は 風 を 

引き やしない かと 心配 だ。 小 子、 仙臺 のかへ りに 風 を 引き、 當分ゼ ンソク が 出た が、 寢 つく ほどで もな く、 

切りぬ けた。 女性への 御 執筆 難 有し。 只今 拜見。 とても 面白い。 中 山 氏 も 大喜びで、 貴 稿の 屆 いた 日に、 わ 

ざく 来宅、 小 子から 閣下へ 禮狀を 出して くれと 賴ん だ。 すぐ 出す はずのと ころ、 色々 多忙、 延引して 申 わ 

け もない。 稿料 はいくら、 つた か、 聞き もしない が、 粗末な ことで もしたら 小 子までお 申 越 下さい。 女性に 

オン ツァンの 坊ちゃん 劇の 評が 出て ゐる、 アンナ ものが ォ マハンた ちの 目に ふれる と 赤恥 だが、 あれ を 女性 

に 出した の は ヮケが ある。 松 竹の 奴が、 見物して 評 を かいて くれと 賴 むので、 アンナに 懇切 (？) にかいて や 
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つたのに、 失敬に も、 松 竹 並びに 猿 之 助 を ケナシ たやうな ところ を、 すっかり ゥ P 拔き にして、 メ チヤ/ \ 

にして r 國民」 へ 出し ァ がった。 アイツ ラと いふ もの は、 〇〇、 非人 見た いなもの ぢ やの ゥ。 そこで、 クソ 

いま/ \ しいので、 何とかして やらう と 考案 中のと ころへ 中 山 氏が 來て、 名前 を 飾る ので くれろ とい ふから 

くれた わけ、 新聞 一 囘 でよ みすてる 害の ものが 仰々 しくな つた。 130 頁 上段 十二 行 目、 「たしかで ある。 だ 

から、 すべての 場面が」 とつ くべき ところ。 ：-31 頁 下段 三 行 目 は 「同 君 は 坊ちゃんの 造 像の 上に」 と ある 

べきな り。 穴 かしこ。 le! 子さん に 山々 よろしく。 一  兩 日中 新 海苔 を 少し 達る。 書 之 助 太將ぉ 、下によ ろ 化く。 

同封の 寫眞 は、 あの 當日、 ナスの ョ イチが、 みんなの まへ で 第三ばん 目の 棒 を 飛んで ると ころ。 奧元師 の 孫 

が、 そばに ゐて寫 したの だが、 子供の こと 故、 氣合ひ を 誤り、 イン キヨが まだ 飛ばない うちに パ チリと やつ 

たの だ。 一寸見る と、 飛び そこねて つかへ たやう だが、 後足 はよ く ふみ 切って をり 前足 も 少し あがって をり、 

あの 立派な (？) 姿勢から 柙 すと、 ちゃんと 飛べた こと は クロ トには 分る 窖。 あの 寫眞 をお 笑 ひ 草に 恒 子さん 

に獻 ずるよ。 正月に 出て 来な はれ。 

七 五六 〔十二月 二十 四 H 東京 市 四 谷 區須贺 町よ リ 撗濱市 本牧八 王子 大野 玉 枝へ (はがき)〕 

通信 を 難 有う ございます。 私 は 十 年 前 赤い 鳥 を はじめる 前に、 お宅の 近所の S 本のと ころ へ 行，^/ (拔本 は 

私の 敎 へた 生徒) 小さな あなたが 遊んで ゐられ るの を 見た ことがあります。 もう 大きく なられた の で 親御 樣 

もお 喜びで せう。 最初から 赤い 鳥 を愛讀 して 下さって ゐる こと を、 拜 謝いた します。 通信へ は 一 々返事 を 出 

すので はありません が、 お 小さい ときの こと を 思 ひ、 亡き 檟本を も 思 ひ 出した ので、 この ハガキ を 出します。 

さやうなら。 十二月 二十 三日 

七 五 七 〔十二月 二十 七： H 東京 市 四 谷 K 須賀 町より 岐阜 縣可兒 郡久々 利 村 福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  十二月 二十 五日 三 重 士ロ 
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兩囘 のお 手紙に 對し 早く 御 返事 申 上げます 害でした が、 一 月號 二月 號を 同月のう ちに 作り上げる の で寸閑 

なく 失禮 いたしました。 いつもながら、 赤い 鳥と 私と への 御 深甚な 御 同情 を、 しみぐ 難 有く、 お 禮を申 上 

げ ます。 杉 本 君 の 手紙 を 讀んだ ときに は 涙が 出て とまりません で した。 學校を ぉ變 りに なつ た 御 事情に は、 

御 同情 申 上げます。 何事 も 御 忍耐の 上、 募 念、 兒童 のために お働き 下さい。 私 は 今年 は、 ゼンソ クも輕 くて 

すみ、 就床 もしませんで したが、 この 一 週間 前 頃から、 陽 疾患の ため、 寒 麻疹と 言って、 からだ 中に ブ ッ 

くが 出来、 晝夜、 揮くて 狂氣 になり さう です。 夜 も 睡眠 藥 によって、 二 時間 位 眠る ばかりで 閉口して ゐま 

す。 每日、 カルシュ ー ム 注射に 通 ひます。 そのため、 折角お 達り 下さった 私の 好物の 山の 芋 も 貧べ られ ず、 

小 野、 木內 以下、 社の ものに 分けて やりました。 山の 芋、 里芋 を 食べる と、 ひどく 痒くなる とい ふこと です" 

この 痒い 中で、 執筆す るの は 容易ではありませんでした。 併しもう 二月 號も 印刷 中です。 世間の 不景氣 と、 

兒童 文庫 ゃ小學 〔生〕 全集の ごとき、 豫約 本の 影響で、 少年少女 維 詰 は、 いづれ も 苦しんで ゐ ます。 赤い 鳥 も" 

この 一年 半と； > ふ もの はヒ * トイ 缺 損つ V きです。 友人た ち は 心配して 赤い 鳥 をよ してし まひ、 小說に 歸れと 

1H つて、 みんなで 攻めます。 私が 赤い 鳥 をよ したら、 もう 二度と あんな 雜誌は 生れません。 最初から、 私の 

月給 も 原稿料 も 社の 交際費 も 家賃 も、 みんな 無 計算と して、 まだ 損なので す。 一月 號 なぞ は 私が 五十 頁 も か 

きました。 大變な 働きです。 馬に 乘 つて は 元氣 をつ けて ゐ ます。 乍 末筆 奥さんに よろしく 御傳 言下 さい。 別 

封で、 明治 大正 文學 全集 中の 私の 作 集 を 贈呈し ます。 震災のと きに 御 好意 を 下さった ぉ禮 に、 何 かお 返しし 

たいくと 思って ゐ ました。 その 御 返禮の 印です。 すでに 十二 年お 上、 二十 年 も 前の 愚作で、 今から 見れば 

ァホ ー ク サイ ものば かりです が、 「八の 馬鹿」 や、 r 桑の 實」 (或 一節) なぞ は、 ヒ マツ ブシに 讀んで 下さっても- 

多少の 御 感興が ありませ う。 記念に 取って おいて 下さい。 そのうち 再び 小說界 にたち か へ る 時期が あるかと 

思 ひます。 拜具。 

七 五  <  〔十二月 二十 八 H 在米 小 池 へ〕 
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小池樣 侍史  十二月 二十 八日 三 重 士 n 

御 健康 をお 祝 ひ 申 上げます、 十月に お 手紙 をいた V いたのに 對し、 ゼン ソクで 臥床し ました \ め 御 返事 を 

引し まして 申譯次 氣 もありません、 お許し 下さい、 ゼン ソクが 直る と ジン マシンに か.^ り、 今日で 十數日 

全身が 痒くて く 困って 居ます、 カルシュ ー ムの 注射の ために 半日 づ i 時間 をつ ぶし、 痒い 中で 追 はれく 

執筆す るの は 地獄の やうです、 本日 二月 號 刷り 上り、 ほっとし ました。 

仰せの 歌集 は 近来 ドン 底の 不景氣 と、 御 本人が 文壇 的に 無名な ため、 どこでも 引きう けて くれません、 ァ 

ルスの 外 二 軒 かけ 合って 見させました。 活版屋、 紙屋、 製本屋に 紹介し ますから、 自分で 出版され て は 如 何 

でせ う、 本 を 作る 上の 手 續きは 私 又は 當 社の ものが help します。 . 

赤い 鳥 もこの 一年 半の 間、 毎月 返品が 多く 部 數も最 盛時の 1 了 にした ので、 なほく 引き合 はず、 一圓 

本の 印说を あてに して、 無利子 の 金 を 借り て 苦し く 突 つ 張 つ て 来ました、 圓 本で 這 入 つた 二 莴圆近 い 金が す 

つかり 烟 です、 友人 等 は 借金 を拂 つたの を 機 會に斷 然廢刊 しろと 八 釜し く 言 ひます、 来年の 六月 號で滿 十 年 

なので ともかく それまで 突っ張る ことにし、 高級の 社員 二 名 は 1 年分の 俸給 を くれて 辭任 させました。 今 は 

私と 妻と ほかに 二 名の 社員と で やって 居ます、 一 月號 なぞ はいろ くの 名前で 私が 五十二 頁 も 書きました 六 

月が 来て、 收支 償へば つ けます が、 ダメ なら 廢刊 です、 もう 日本に 二度と あんな 雜誌は 生れません、 殘念 

な ことです、 よしたら 再び へ ッボコ 小說を ぐんく かきまくる 決心です、 友人た ち は それ を 望んで 居ます。 

よい 新年 をお 迎 へになる やうお 祈り 申 上げます、 拜具 
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七 五 九 〔二月 十五 H 東京 市 四 谷 K 須賀 町よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小 宮璺隆 へ」 

〔前略〕/ 次に、 これ は餘談 だが、 多摩川の 上流の 或 村に 二百 年來傳 はった 江 SM< の 影 を、 私 方で 一式 買 

ひ 取った よ。 先日、 八十になる、 影繪 つか ひの 爺さんと 七十になる 說敎 節の 語り手 をよ び、 淨 ルリに 合 はせ 

て 拙宅で 試寫 させた よ。 實に おどろくべき、 い.^ 镥 で、. とてもす ばらしい。 淨 ルリ 物 三十 段、 滑 t! 物が (雷 

の 力、 ァが 〇〇〇〇〇〇〇〇 たりす る もの) 七 段 も ある。 淨 ルリ もの \ 方 は 三味線 を 私が 習 ひ、 白 瀧 幾 之 助 

老が 說敎節 をけ いこして、 だんく に 馴れる つもり。 さしあたり、 單 純な 三番 叟と、 四季 花 物 役者 似顏、 胡 

蝶の 舞、 滑稽 物 二つの、 セリフ を 習 ひ、 ハ マと 二人で ハヤシ を覺 え、 每 土曜に、 宅で 練習 を やって ゐる。 四 

つの 函で うつす のです。 チャン チヤ ラくと 夫婦で 彈く、 珊吉が 三番の 鈴 を ふる。 フザケ た 話 だ。 腹の 皮が 

よれる よ。 御上 京の 節 は、 搶 の點撿 に 来られよ。 もう 少しで 坪內 逍遙の 演藝圖 書 館に とられる ところだった „ 

爾後、 春秋 二 季に影 縛 まつり をしたい。 

恒 子さん によろ しくお 傳へ 下さい。 二月 九日の 夜、 又々、 未亡人、 松^、 野 上、 石 原と 私と で、 北海^！^の 

材木屋 を 訪問した よ。 

七 六 0  〔二月 十六 H 東京 市 四 谷 K 須贺 町より 神 奈川縣 缣倉町 材木 座 森 田 草 平へ〕 

草 平 大兄  二月 十五 日 三 重 吉 

〔前略〕/. h< にもう 一 つお 願。 能 澤秀维 君が 君 を 訪問して お 願す るから、 私から も 口添え をして くれと 賴ま 

れた。 能澤 がー 昨年の 暮に、 「坊ちゃん」 を 来年 (昨年) 二月に 帝劇に かけたい から、 未亡人の 許可 を 仰いで く 
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れ とのこと だった ので、 ： と 相談， の 上、 私が 代理と して 「勝手に 上演せ よ、 默認 する」 旨 答へ た „ 

ところが、 帝劇 も ffil: 一/、： - i 山：：」 ならない と 見え、 二月と いふの を 十二月に 延す ことにした。 そこへ 松 

竹が 早 手 廻し をして、 松 岡に 頼み あの 例り、 昨冬 上演した のです。 跑 澤 はくやし がり 今年 二月に 「猫」 を 出 

す ことにして 未亡人の 許可 を 私 を 通して 得た。 ところが 今度 も 又 十二月に 廻され、 同時に 又 松 竹が 松 岡に 頼 

んで、 三月 ごろに S す さうな。 iSSl: はよ わって、 十二月に は 「草枕 一 を 出す とい ふ。 これ はだれ にも 內證に 

してお いて やって 下さい。 その 「草枕」 にっき 大兄に お 願 ひに 出る の だとい ふ。 何卒よ ろしく。 

野 上から 聞いた かもしれ ない が、 二百 年 前から 多摩川 在に 傳 はった 影 經を、 私 方で 買 ひとった。 先般 試寫 

會 をした。 野 上に 君に も 來て貰 ふやう に賴ん だが、 その 日 は 鎌 倉な ので 殘 念だった。 それ ぢゃァ 前お て 知ら 

せて おけば い k わけ だが、 何分 八十と 七十との ぢ いさんが 二十 里 も 奥から 出て 來 るので、 途中で へ コ タレて 

泊る かも 知れず、 来た 上で ない と、 人が 呼べない、 来て はじめて、 電話で 人 を 集めた わけ だ。 この 次、 開會 

のときにはゼ ヒ見てくれょ。 2^上 敬具。 

アラビア ン. ナイトの こと は 名案 だら う？ 

七 六 一 〔三月 十二  = 束 京 市 四 谷- 須贺 町より 東京 市外 高 S 町 狐 瘃坪田 譲 治へ〕 

坪田樣  三月 十二 日 三 重 吉 

お 手紙 を 難 有う ございました。 四號 月の 「貪 一 君」 は 私が かき 直し、 「伯 牙の 琴」 は 小 野 君が かき 直した の 

です。 いづれ も 原作 は ヒドィ ものです。 幼年 讀 物にしても、 每號 みんな 私が かくので す。 「風車 場の 祕！； I」 

や 「スギ ヤンの 枕 山羊」 をお ほめ 下さい ましたが、 あれ はド— デ ー の 作 を、 フランス語から 殆 一字一句 たが 

へ ず譯 出した の です。 譯 文が うま いとい はれ \ ば それ ま で です が敍寫 ゃ氣分 や はすべ てド ー デ ー の 光輝です- 

御 承知の やうに、 一字 一語の 使用に も 骨 を 削る ほど 苦心した 作家です から、 ちが ひます。 あの 作家の もの は 

何 を M ん でも 頭が 下ります。 五月 號 にも ド I デ. 'もの を譯 します が、 いづれ も 「Lettres  de  msl m-u.inj 
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中の 小篇 で、 名高い 名作です。 

貴君 も 「善 太と 汽車」 なぞ は 中々 うまいで すが、 ほかの もので は 時々 冗漫 を 感じ それに、 常に 言葉の 二 ュ 

アンスに ついて 少し 御 選 擇が缺 けて ゐ るかと 思 ひます。 この 點 では 未明 氏 は、 メ チヤく です。 これ を 一人 

よがりと 申します。 五月 號の 未明 氏の 作を讀 みます と、 テ I マと いひ 表現と いひ 愚 拙 極まる もので、 童話の 

rs! 業 を勸告 したくなります。 但し、 これ は責 君へまで のお 話です。 呵々。 ぉ禮 かたぐ 右 迄 拜 具。 

五月 號 では 綿 賞 六 助の 「海賊船」 は 全然 私が かき 直した 表現です。 

木 內と小 野と は 言 紫の 感覺が 大分、 わかって 来た やうです。 

七 六 二  〔三月 十二： r 東京 市 四 谷； 5g 須贺 町より 岐車 市外 島 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  三月 十二 日 鈴 木 三重 吉 

詳細 の お 手 鞭 を 難 有く 拜見 しまし た。 今度 は 御 周圍と の 調和 もよ い さう で 安神 い たし まし た。 ぉ受持 の 子 

いもだん/ \ に 向上され る容 子で これ も偷 快です。 赤い 鳥 は、 最近 一 ケ年 半で ニ萬圆 近く 損 をし ました。 一 

S 本のお かげで、 借金 はすつ かり 拂 ひました が、 このま X で 行けば 乂 借金が 出来、 家族が 困る から 馥刊 して 

小說を かけと、 友人 どもが 八签 しく 言 ひます。 併し 私が やめれば 最早 日本に あんな 雜誌は 再び 出ない ので、 

いろく 社費 を 節約 をし、 もっとつ けます。 一月 號の ごとき は 私 一 人で 頁 も かいて ゐ ます。 (表面に は 

名 はちがつて ゐて も) これ をよ そへ かいた 原稿料 を 貰 ふと 二 千 五 百 II になります。 それ をタ く で 私自身へ 寄 

附 をし、 家賃 も 交際費 も 私の 月給 もみん な 私 持ちで、 しかも 每月八 百 圓九百 圓と損 をす るので すから たまり 

ません。 と 言って、 人から 寄附 を 仰ぐ の もィャ だし、 困って ゐ ます。 第一、 仰のと ほり 教師 そのもの からが 

赤い 鳥 を 知らず、 名 を 聞いて ゐ ても讀 まう ともしな いのです から 呆れます。 文部省 や 內務省 は、 子供と 活動 

K 眞の閥 係に つ いて は、 心配して 制限 を 設ける ことに 努力して ゐ ますが、 それで ゐて 下等な 下品な 兒童雜 誌 

の 方 は 平氣で 放任して ゐ るの だから バ 力です。 今に 世間から、 兒童 雑誌に 對 する 非難の 聲が 上る の を 待つ の 
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みです。 

私 は 不相變 乘馬を やり 元氣 ですから 御 安神 下さい。 ぉ禮 かた-ぐ 右 迄 敬具 

七 六 三 〔五月 ー= 柬京市 四 谷 區須ぉ 町よ リ 仙臺巿 北 二番 丁 小お 璺隆 へ〕 

豐隆 閣下  四月 三十日 三 重 吉 

拜復、 アトで 君に 話す つもりで ゐて 忘れた。 プラト ン社 は破產 した。 君と 會 つたと き は、 社 を 投げ出す か 

^^^け出さな いかの 研究 中で あ つ た。 せ めて 女性 だけ は 別人 の 名義で 續刊 させた いものと、 私も盡 力した が、 

ダメ。 クラ クをー しょに 療刊。 只今 中 山 氏に 君の 原稿の こと を 尋ねた。 すまない がおかへ しせねば ならない 

と 恐縮して ゐた。 社 は 倒れても、 旣 載の 原稿 だけにた いして は、 すっかり 支拂ひ をす る さう で、 六 千圓、 私 

が 惠んだ ことにして、 太陽 堂から 支出した。 載らない 原稿 は 返す のです。 君に も トン ダぉ氣 の 毒 を かけた。 

改造へ でも 廻して は 如何。 

草 平 はどうして ゐ るか、 近狀を 知らない。 ォ タネさん に、 時々 電話で 聞かして くれと 賴ん であるが、 通知 

がない。 ハ マンべ ー より 閣下へ よろしく。 少し 閣下 を崇拜 しすぎて ゐ るから シャク だよ。 

小生た ち 二三 名で 奔走して、 騎道 少年 園なる もの を 設けた。 騎馬に よって 少年の 精神 教育 をす るの だ。 陸 

軍の 後援で 全國 的に ひろげる。 目下、 滿 十三； 十六 才 までの 少年 三十 名 を 東京 支部 第一 期 生と して、 騎兵 

第一 聯隊で 敎育 しつ.^ ある。 好 成 噴。 實に 可愛らし いよ。 イン キヨ は 日曜 每に g.. 隊に 出張して 教育 を 統監し 

てゐ るよ。 /いづれ 仙臺へ 支部 設立に 行く よ。 

七 六 四 〔七月 IH 東京 市 四 谷 一 R 须贺 町より 畏野縣 下 伊那 郡 龍 丘 小 學校木 下 茂 へ (はがき)〕 

常に 御 面倒 恐縮に 存じます 貴地の こと、 いつも；^ 想いた します。 旅行 を ちっとも しない 私 だけに、 好ん 

でまゐ つたと ころ は 忘れ 得ません。 四月 2? 來 r 騎道 少年 團」 なる もの を 作り 少年 を 馬に 乘 せて ゐ ます。 本日 
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の 私の ベント ー は ムス ビ。 中に 入れた のは責 校から 貰った 小 梅な り-" 七月 一 日 

七 六 五 〔七月 十九 H 東京 市 四 谷 K 須贺 町より 東京 市外 下落 合府營 住宅 井本 健 作へ〕 

靑木 大兄  七月 十九 日 三 重 士  n 

貴翰と 同時に、 やう やく 春陽 堂の 返事が 来た。 今日まで 囘 答が 延びた の は、 文學 全集へ 入れる 入れない に 

ついての 決定が つかな かつ たから だ とのこと。 結局 そ の 方 は、 旣定の 組合せ を 崩す わげ にいかない とい ふ の 

で斷 はられた。 單行 本と して 出版の こと は、 無論 先方で は 面倒な だけで、 もうけに もなら ない の だから、 こと 

はり かけた が、 店員の 木呂子 君の 好意で 承諾して くれた。 但し、 金錢 上の 清算が、 發行後 一 年た \な いとつ 

かないが、 それでよ ければ とい ふこと。 これ は 無理 もない こと だ。 問屋の 手 を 經て田 舍へ经 つたり すると、 

営 節で は、 どうしても 一年た X んと殘 本が 集まらない。 故に、 この 點は、 春陽 堂に 從 ふの を 當 然とす る。 そ 

こで、 早速、 陶山田 中の 兩 君が 木呂子 君に 會 つて、 莴事 進行され るが い \。 木 呂子君 は、 午前中し か 店に ゐ 

ない。 電話で 打合せ をして、 會 合し 隔意な く 談合の こと。 以上 拜具。 

談合の 結果、 氣に食 はない こと あれば、 私に 言って くれ。 いくらでも かけ 合って あげる。 

敲く 方、 おうらやまし。 田中經 氏に は 早速 手紙 を 出す。 

七 六 六 〔七月 二十 七 H 靜岡 縣富士 裾野 瀧ケ 原廒舍 騎兵 第一 聯隊 內^ 道 少年 國ょリ 東京 市 四 谷- tel 

須賀町 鈴 木 はま子へ〕 

家族、 社員 御中  七月 二十 七日 三 重 吉 

松 本 君の 手紙 K 見。 萬事賴 みます。 忙 がしくて、 本日まで 通信，. _ ^せず、 御 不安 を かけた かと 思 ふ。 围員は 

二十 七 名、 彼 本さん のうちの 坊主 二人、 幹部 は 維 本、 私、 松 本、 女屋 (松 平の 家来)、 小 使 一名 储入。 純 兵 管 

生活。 不寢 番と稱 し、 夜 は 二 時間 づ X、 一名の 少年が 交代で 張り 番をする。 一昨夜 は その 成蹟を ii 肌臀 する た 
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めに、 殆 徹夜した。 朝 は 五 時の ラッパで おきる。 午寢の 時間 も ガヤく さわぐ ので 寢られ ず。 長さ 五十 間 も 

ある 舍內 をく り 便所に 行く。 こいつが 閉口。 板の間に 蓆 をし いて 寢 るので 肩が いたい。 ォ カズに は大 閉口。 

た 働いて ハ ラ がへ るので 食 ふの み。 

少年た ち は、 1^ 馬よりも、 かう いふ 食物 や、 堅苦しい 規律 生活に 馴らし、 精神 訓練 をす るので 意義が ある。 

聯隙長 曰く 「鈴 木 先お 一は、 こんた ォカズ を 食 ひ、 寢 床の 上げ 下し、 洗濯まで する ので、 今度 ゥチへ かへ ると 

門口から 奥さんに 敬禮 して はいるで せう」 と。 亭主 關 白の 位と は、 大 ちが ひの 御 不自由 を 遊ばされ るよ。 0 

は 四 合 瓶 四 本、 坂 本から 來てゐ たが、 みんなで やる ので、 二た 晚で なくなり、 あと は、 ビン ヅメ。 それ も 力 

ンド タリがない から、 鍋で わかして 飮む なり。 氷 も 厳禁で 飮 めず。 全く 物置の 中に 監禁され た 形。 もう 馴れ 

て 愉快。 ゼ ンソク は、 徹夜の 朝 少し 出た が、 もうよ ろしい。 朝お きる と、 兵隊と 一 しょに |g 操。 こいつ はァ 

ン マより よろし。 それから 馬の 手 入。 それから 顏を 洗って 六 時に メシ。 七 時から 馬。 馬で 綠林 をく り 山の 

上に 上る。 少年 は元氣 よく、 ボンく 飛ばして ゐ ます。 

寸^ を 盗んでの 手紙 故、 前後 滅裂。 今日は、 山の 中に テント を 張り 野宿 だ。 

珊 ちゃん やす £ナ のお 顔が 見えない ので とても さびしい よ。 

二十 九日の 夕方に 歸京。 ァラヒ と 冷奴で 一 ばい やる のがた のしみ。 

す 子 は、 あんまり 勉強し ない こと。 

二  T 四日、 午後 四時 半、 廠 苦に はいった が、 その 三時 間 前に、 滞在中の 横スカ 重砲 兵の、 砲の 閉鎖 機が、 

はづれ てと び、 砲手 二人 卽死。 胴より 上が ふき 飛んだ。 その 閉鎖 機が 麼 苦の 中へ とび 込み、 靑山 師範の 生徒 

の 腕 を 一 本 折った。 昨日 は、 葬式。 圏 員 も 整列した。 豐島 師範 も 來てゐ る。 靑 山と 一 しょで、 兵 險敎練 を や 

つて ゐる。 

七 六 七 〔九月 三日 東京 巿四谷 K 須^ 町より 東京 市外 下 一；^ 合府脊 住宅 井本 健 作へ〕 
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健 乍 大兄  九月 三日 三 重 吉 

度々 お 手紙 を 難 有う。 御 本の 方 も 案外、 早く 進行し、 喜んで ゐる。 さし 當り、 私と ハ マと ニ册 加入 (口上 

の 人の ほか へ は 寄贈 を 一 さ い- 接し、 友 だち &斐に 買っても らふ 方便 を.^ れょ) する から、 係の人へ 御 通知お 

き 下さ い。 八月の 上半 は騎道 少年 震の 練習で、 每 日朝 六 時から 引 つばり (七月の 下旬 は團を つれて 富士 裾野 

に 六日 宿脊) 出された。 下 牛 は 維 誌で 晝夜勞 働。 やっと 二十 八日に、 夫婦 子供 四 人で、 二日 泊り で 伊東へ 行 

つて 来た。 

「赤い 鳥」 もい よくた \ きつぶ す豫定 のと ころ、 ひどく 惜しが る 人 あり、 奔走して 會員を 作る から、 も 

う 少しつ けろ と いふ。 

そこで、 夫人 連 を贊助 員と して 入會 しても らふ 運動 を 起した。 ウル サク、 タィギ だが ぜひ もない。 これ ま 

で 寄贈の 人へ も 改めて 會費を 納めて 貰 ふこと にした。 責家 でも 一 と 口、 奥さんの 名義で 加入して くれ。 一年 

四 画に 割引。 金 は t 金に 週ら す。 それから、 甚だ 愁 張った お 話 だが、 

大兄 又は 奥さんから、 赤い 鳥 をと つて くれる 人 を、 二三 軒 紹介して くれ。 名刺 を 封 じて おくって くれ。 社 

の もの 又は 私が 出かけて 賴む つもり。 上拜 具。 

七 六 八 〔十月 三 H 東京 巿四谷 K 須贺 町より 岐阜 市 本 鄉町福 富 高 市 • みつえへ〕 

福 富. 樣 奧樣  十月 二日 夜 鈴 木 三重 吉 

拜啓 先日 は 結 搆な鲇 を、 どつ さり 難 有う ございました。 サ カナ 屋の 名前で したが、 岐阜 市から 來 たので、 

き つ と責 家から のお 達り ものと 信じ、 丁度 そ の 日 (九月 一 一 十九 日) は 私 の 誕生日 でした の で、 記者 の 小 野浩、 

木內 高音、 投本篤 造、 外、 事務員 一名、 科 學物を かいて くれる 瀬 沼 孝 一 君と 六 名で、 あの 鮎をサ カナに 小宴 

を 張りました。 厚く お 禮を申 上げます。 赤い 鳥 も 最近 二 年間に ニ莴 圓も缺 損、 私 も、 もう カランく になつ 

たので、 十一月 號 K り癡刊 のつ もりでした が、 いかにも 殘念 なので、 維 誌の ティ サイ を かへ、 もつ 少し やつ 
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て 見ます。 これで、 たちいかなければ、 もういよ く絕 望です。 上品な 雜誌 ほど 哀れです。 呵々 >  頓首 

七 六 九 〔十月 十七 H 束 京 市 四 谷 K 須贺 町よ リ 東京 市外 下 一，；^ 合府營 住宅 井本 健 作へ〕 

健 作 大兄 靜子樣  十月 十六 日夜 三 重 吉 

賣翰 恐縮。 特にお 使 を もって 本 を 屈 けられた とき、 常なら、 出かけて 一 ばい 祝 ふところだった が、 生憎、 

數日 前から、 又ゼン ソクで 夜中 寝られな いため 頭 も 上らなん だ。 拔 文を拜 見す ると、 お 使 ひの 諷訪 君と 〔い 

ふ〕 入 は、 上野 圖書 館へ 通って、 缺篇 をう つし 取って くれた 人と 分り、 玄 關 でかへ してす まない こと をした 

と 思った。 同 君が、 あの 本 を か X へて 来て くれられた 氣 持が 分る からだ。 それと 知ったら、 たと へ 枕頭へ で 

も 上って 貰って、 喜び をと もに する 害であった。 この 旨、 同 君へ もお わび を 言って くれ 給へ。 本 について は、 

しばく 木呂子 君に、 莴全を 期す る やうに 賴み もした が、 すばらしく、 い \ ものに なり 申 分な し。 おれの 喜 

び を も 察せよ。 今度 は、 病氣も 比較的 輕く、  二た 月 三月と 寐 はしまい。 いづれ 拜 眉の 上、 詳細 を 申し上げる „ 

成 田 時代の こと も 思 ひ 出し 感慨無量。 先般、 ァ ルス 文庫に 出した アン デル ゼン 集と、 改造から 出した 少年 文 

學集 を、 私が 名前 をつ けた 葛 原 氏の 秋 子さん におく つたら (爾後、 秋 子さん に 何 一 つ 上げなかった 故) 葛 原 氏 

は 感激して、 弘 前の 宿所から、 夜道 二 里を步 いて、 わざく 秋 子さん のと ころへ 持參 したげ な。 秋 子さん は 

十九で、 もう 嫁入り をして ゐ ると 聞きお どろいた。 それ くら ゐの葛 原 氏 だから、 兄の 作が 本に まとまつ たの 

を 見たら、 P ぐんで 喜んで くれる だら うよ。 ともかく 萬 歳 だ。 會計 のこと は、 對 春陽 堂 的に、 どうな つて ゐ 

るの かしらん が、 いづれ お 話 を 承り、 不當な ことがあれば、 小生が 中へ はいる。 いっか 鳥 S 靑峰集 を 出した 

とき、 春陽 堂への 契約 履行の 點を證 文に し、 私 • にも 保 證 人に なれと 申して 書類 を 達って 来た。 法律 的な 條項 

があった ので、 シャク にさ はり、 書類 は 破いて、 その ま \ 今にし らん 顏 をして ゐる。 呵々。 

會費 は、 本日、 フ リカへ で 貴方へ 達った から、 收め ておいて くれよ。 こんな 場合に は、 知人、 友人 こそ、 

先頭に 立って 支拂 ふべき もの だ。 みんなから、 どんく 取れ。 本 は、 讀む とっかれ るので、 枕頭に おいて、 
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いくど も ひつく りかへ して 見て ゐる。 

月報に かき はかいた が、 つまらない 紹介 だ。 た V 多少、 おれで なくば 言へ ない こと を 言った のみ。 お許し 

を 乞 ふ。 以上 拜具 

ねこんで かくの で、 つまく か けん。 

七 七 0  〔十一月 五：！； 東京 巿四 谷. R 須贺 町より 東京 府下 大 井町 元 芝 松 岡 譲へ〕 

松岡樣  十一月 三日 三 重 吉 

貴 作 集 を 御惠贈 下さいまして 恐縮に 存じます。 難 有く お 禮を申 上げます。 裝畫を 和 田 三 造 氏に お頼みに な 

つたの は、 萬歲 です。 近来 類のない、 立派な 本で、 實に 愉快に 存じます。 すべての 本が 新潮 社. 流の 安つ ぼい 

装釘に なって しまって、 ィャ なと ころへ、 かぅぃふのが3^9と久しぶりで百花の春が來たゃぅで、 い \ 心^ 

です。 /御 祝 ひ、 御禮 まで 拜具 

ゼンソ クで引 こもり、 御禮を 延引いた しました。 臥 中、 拜讀 いたしました。 再拜 

いっかの カゲ H を やりたい のです が、 ビン ボ， で 二の足。 今度 は會費 をと. り ませう か。 そのうちに ヂィサ 

ン (二 代 目) が 地獄へ いくと オギ ヤンです。 呵々。 

七 七 一 〔十一月 六 H 東京 市 四 谷 區須贺 町よ リ 朝鮮；： 川 公立 高等 女學 校お 西慶 一へ〕 

葛西樣  十一月 六 曰 鈴 木 三重 吉 

拜復、 十二月 號 から 全然 維 誌の 型 を かへ ましたので、 そのための 新規 編輯に 寸閣 なく、 次で 持病 を して 

半月 も 就床、 等で、 九月 十七 日附 のお 手紙に 對 する 御 返事 を 延引し ました。 申譯 次第 もありません。 御 懇書 

を 再度く りかへ し 拜誦。 十來 23? 來 引つ V き 赤い 鳥に あれほどまでに 御 同情 下さって ゐる こと を、 厚く 拜 謝い 

たします。 私と して は 涙ぐましくなる 位 嬉しい ことです。 あなたの やうな 方が 澤山ゐ て 下されば、 赤い 鳥 も 
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盛になる のです が、 どうも 分って くれる 人が 少 いので 殘 念です。 私が 最ァ イソ をつ かして ゐ るの は 小學校 

の 校長と 教員た ちです。 直接 子供の ために 讀み物 を選擇 すべき 天職に ありながら、 赤い 鳥を讀 まう ともせず、 

一例が つい 私の 宅の 目の まへ にある 小學 校で、 綴 方 を どうい ふ 風に 批評 すれば い 訳が分らないので、 講演 を 

し て くれと 言 つて 來 まし た。 要するに 緩 方の 本質と い ふ ことが 分らない わけなので、 そ の 點 を 講演して や る 

と、 アトで、 この 緩 方 はどう かと 言って 生徒の 作品 を 見せる、 私の 講演 を 聞いたら、 その 作が 3^ 作で ある こ 

とが 分り さうな ものな のに、 提出し た 作品 は 赤 い 鳥が 綴 方 を 改革し た2^前 の 紋切型 の 作文です。 アキれ て、 

一たい 赤い 鳥の 綴 方 や 私の 批評 を 讀んだ ことがある のかと 聞く と、 ない とい ふ" これが 東京の 眞ん 中の、 新 

築の 大校舍 を 誇る 學 校の 態度です。 寓事 かくの 如し。 私の 娘 (十三) は 師範の 附屬に をり ますが、 (六 年生) 同 

級の 女の子 は敎 場で 少女 クラブ、 少女 世界 令女界 (これ はタ マラ ナイ モノ) なぞ を讀 む。 敎師は 見ても 知らん 

顏 です。 

俗流に 媚びない 代りに は賣れ 行き も惡 く、 十 年来、 苦しんで ゐ ます。 最近 三年 間に、 私の 所有 全部 を 赤い 

鳥へ 投げ こみました。 鑌く ところまで は ガン バリ 通します。 不相變 御 後援 をお 願 ひ 申します 

貴 問への お 答へ。 赤い 鳥で は、 五名 以上の 讀 者の 集り (社より 直接に とられる 方) を 赤い 鳥の 部 會と稱 しま 

す。 そこで、 あなたの 方 も 直接 贊助會 員と おなり 下さり、 「赤い 鳥」 仁 川 高 女 部 會と號 して 下さいません か。 

音樂會 や、 その他の 會合を 催される とき は、 部 曾の 仕事と し、 それへ、 同好の 生徒さん (雜 誌の 贊助會 員と 

して、 購讀 しない 人で も、 赤い 鳥 をよ み、 興昧を もつ 人) も 出席 するとい ふこと にされ.^ ばよ く はあり ませ 

んか。 小學生 中心の 昔樂會 も、 「赤い 鳥」 部 會音樂 會と稱 され.^ ば 御 好都合と 思 ひます。 如何で せう。 

部會の 例會を 毎月 ー囘、 開催され るに ついては、 音樂を やられ、 赤い 鳥の 中の よいお 話 を あなたが 朗讀さ 

れ、 又は あなたから、 入選の 諸 作篇、 揭 載の 童話 なぞに ついて 批判 をされ、 感想 を 述べられ、 それによ つて、 

生徒の 感受性と 趣味と を廣く 深く される こと を 努められ るお 外に、 あまり 多く を 望まれない 方が よく はあり 

ません か。 脚本に しても (赤い 鳥に 近来 35 さな いのは 書く 人がない から) 人の 前で 女生徒に 朗讀 せよ と 仰って 
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も、 恥 かしがって しゃしません。 批評 會 なぞ も、 五六 人、 十 人 以下の 會 合なら、 何 か 言 ひませ うが、 多數の 

人の まへ で、 述べろ と 言っても、 女生徒に は 無理です。 感銘した こと を 書いて 出させる こと も、 書く のが、 

オック ゥ だったり、 恥 かしかったり すると、 それが ために、 赤い 鳥 部會へ はいり、 部 曾の 會 合へ 列席す る こ 

と をき らふ やうになります から 考へ ものです。 會 員から、 自由詩、 作文 なぞ を 作らせられる こと は贊 成。 い 

>- 作 を 兄せ て、 クラスの 課題と して、 作らされても 趣味が 加 はるで せう。 

小學 生の 會合 でも、 音 樂と、 あなた からお 話 を 讀んで やって 下さる 位の ことにと V めて は 如何です。 出來 

れば、 舞踊 も 劇 も 可。 劇 は 度合 をす ごすと 反感 を 買 ふ。 以上。 

(私 は 赤い 鳥 を女學 生が 讀んで くれない のがい つも シャク です。 未来の 母と しても 目前、 自分の 趣味 を菱 

ふために も) 又、 御意 見が ありまし たらお 伺 ひし、 御 返事 申します。 

次に、 もしお さしつ かへ ありませんでしたら、 同封 G> 文 を、 あなたの 通信と して 赤い 鳥へ 載せさせて 下さ 

いません か。 犬に、 赤い 鳥の 宣傳 にもな り、 分らない 人 を 奮起しても らふに 役立ち、 私 も 名譽を 感じます。 

御 許諾の 有無に 係 はらず、 同封の 通信 原稿 は 私 方へ おかへ し 下さい。 亂 筆失禮 拜具 

七 七 二  〔十二月 二十 四 H 東京 市 四 谷 K 須贺 町よ リ 東京 府下 下落 合府營 住宅 井本 健 作へ〕 

靑木 大兄  十二月 二十 三日 夜 三 重 吉 

爾來 蛇の 藥は難 有く 服 Effl して ゐる。 ほかの 作用 はま だ 分らん が、 ふしぎに、 足 先の 冷える のがと まった。 

い つ も 夜 は 湯たん ぼ を 用ゐな い と 寐られ ず、 晝間 も、 足袋で はさむ いので 毛 の 靴下 を 二まい も 重ねて ゐた^ 

が、 夜 も 足袋な しで 坐って ゐて も平氣 だ。 蛇のお かげ かと 考 へる。 そろくなくなる が、 入手の 方法 を 講じ 

て くれない か。 御 本の 方の 金が、 お 話の 額 だけ 集った と 聞く もの.^、 春陽 堂へ 支拂ふ 原價が 分らない ので、 

あれで、 どのく らゐ の成蹟 なのか 分らん。 損 をし ないやう にせいよ。 小生の 紹介 文、 間に合せで 失敬。 誤植 

も 多く、 不愉快で ある。 ゼン ソクは 段々 に： K 方。 苦しい 中で、 柬京巿 のために 二 曰 間、 三時 間ぶ つと ほしに 
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講演した。 繁 では、 あ りと ほり 咳き つ けなのに、 壇上へ 立つ と 暖かない。 その代り、 アトでの どが 苦しく、 

うちで は 一時 盛に^い たが、 爾来 元氣が 出て、 だんく 暖が とまり、 もう 日中 はおき て、 こそ/ \ 用事 をす 

る。 正月に は飮 める。 そのうち 又會 はう。 葛 原 氏 はどうした のか、 大阪 から も 音信がない。」 以上 
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七 七三 〔二月 六 H 東京 市 四 谷 a: 須贺 町よ リ 仙秦市 北 二番 丁 小 宫璺隆 • 惊 子へ〕 

豐隆 大兄 恒子樣  二月 五日 夜 三 a 吉 

赤い 鳥 を 多年 御後授 にあ づか つたが、 いよく 支持 出来ない ので、 この 三月 號 K り 休刊す るよ。 返品 五 割 

四 分。 最近に はとうく 春陽 堂の 圓 本の 印^ 全部 を 食 はれた。 閉餓 について は どこへ も 支拂上 迷惑 はかけ な 

いです む。 まづ 安神。 再び ス ツカンく となる。 爾後、 髮を 染めて へ ッボコ 小說を かく か、 小 學讀本 を 一 人 

で 全部 作って 見る か、 いづれ にかして 飯 を 食 ふ。 た. i ざつぶ したら せいくした。 百日ぶ りに お湯に はいつ 

たやう にさつ ばりした よ。 ぉ禮 かたぐ 報吿。 ナム アミ.， y ブッ、 アナ 力 シコ。 

七 七 四 •  〔二月 九 = 東京 市 四 谷- 5! 須贺 町よ リ 佐 世保巿 港町 石 井 善 次郞 へ〕 

石 井大將 いく子 樣  二月 八日 三 重 吉 

赤い 鳥 は 三月 號 限りで 锓刊 する。 最近 ニ萬圓 までつ ぎこんだ。 ばかくし い 話。 紙屋へ 三千 圓、 活版屋へ 

千 圆の支 拂が殘 つたが、 これ は 五月に 問屋が 拂 つて くれる まで、 待って くれる。 諸方よりの 同情 頻 りなり。 

今度 は 助手 を 使って、 二 年が X りで 小 學讀本 を かく。 片手間の 仕事と して、 綴 方、 自由詩の 小 雜誌を 作る。 

これ は學 校へ たのんで、 生徒に もたせる もので 一 册 六錢。 敎師へ は、 その 中に のせて ある 作品 を、 子供に 向 

つて、 いかに 敎へ るかと いふ、 く はしい 指導 を かいた もの を ロハで やる のです。 東京 市で 非常に 喜び、 全市 

1 1 百餘の 小學校 へ 入れて くれる. ことにな つ た。 全市の 小 學校敎 員 代表者 二 百 名 を 集め て 講義 をした の が 受け 

たの だ。 東京 巿內 だけで 五六 莴册は 出る。 あと は 月に 一度 地方へ 出張して 講義 をして、 賑路を ひろめる。 八 
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is も 出れば 月に ニ千圆 以上の もうけが ある。 この 方が 氣樂 だ。 ま づ食ひ はづれ ないから 御 安神 を 乞 ふ。 借金 

は、 賣 宅への 外、 二 千 七百圓 あるの み。 これ は每月 消却 中。 これ も 御 安神 下さい。 お 上 <1 ^報。 

七 七 五 〔二月 十四 H 東京 巿四 谷. ig 須贺 町よ リ 東京 巿牛込 W 赤 城下町 堤 文 子へ (はがき)〕 

今、 最後まで 赤い 鳥 を讀ん でる 人 は 日本に 九 千 人もゐ ます。 每日、 同情の 手紙が 来る、 人が、 やめな と 言 

つて やって来る。 あなたの 設 が多數 です。 あなたの 手紙 もうれ しいが 表紙の ことが かいてな いので、 物 足り 

ません。 あなたの 作 を 表紙に しょうと 思って、 原文 を かき 直して、 巢 鴨の 深！； 先生のと ころへ、 病中 出かけ 

て、 搆圖を 話して、 中々 心配して 作りました。 私 は、 毎日 人に 應 接する のでつ かれて ゐ ます。 

七 七 六 〔二月 二十 一日 東京 市 四 谷 區須贺 町よ リ 東京 市外 杉 並 町 馬 橋 石 川 方 菊 池 成彥へ (はがき)〕 

御 懇情 を拜謝 い た し ます。 貴下 御受持 の 級の 少女た ち が、 泣く やうな 手紙 を よこされ た の を讀み まして 私 

も 落涙いた しました。 併し 別紙の 計 畫の小 維 誌が 成立し ませば、 赤い 鳥の 精神 は、 むしろ、 より 廣く昔 及す 

るかと 存じます。 何卒 御 後援 をお 願 申します。 二月 二十 一日 鈴 木 三重 吉 

. 七 七 七 〔二月 二十 七 H 東京 市 四 谷- Sil 須贺 町より 岐阜 縣稻葉 郡 島 尋常 高等 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  二月 二十 七日 鈴 木 三重 吉 

百 二十お 引受 下さり 難 有く お 禮を申 上げます。 あなたの 方 は、 もう それで 澤 山です。 なほ 他 校 を  一 ニ御勸 

誘 下さいます やうに お 願 申します。 二 萬の 豫 約が 集らない と 出せません。 二 萬で 收支 (私 は 無給と して) 一ば 

いくです。 今は學 年末で 多忙な のと、 四月に 動搖が あるので 落つ かない セィ か、 まだ 諸方の 學 校から 一向 

返事が ありません。 四百 校ば かりへ 手紙 を 出しました。 貴君 以外の 分、 總計五 百の み。 

小學藝 術す らも 發行 出来ない とき まれば 私 はいよ く 思 ひ 切る ことが 出来、 か へって ラク です が、 兒 童の 
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ためと 思 ふと 殘 念です。 十 萬の 讀 者が 得られたら、 八錢 で、 ロ縷も 童話 もうん と 入れられます" 赤い 烏 を 八 

ほに 値下げ も 同樣の ものになります。 併し 考 へる だけが バ 力で せう。 呵々。 拜具 

七 七 八 〔三月  一 H  ^=?西虔 一 へ 〕 

葛西樣  三月 一日 鈴 木 三重 吉 

御 懇情 を 厚く 拜謝 いたします。 小 學藝術 は 諸方の 御 熱望が 盛です から 成立す るかと 思 ひます。 二 萬の 豫約 

がありません と八錢 では 出來 ません。 大人の 創作 童 謠童詩 は、 これまで にも、 御覽 のと ほりの 不成稹 なので、 

今度 の 雜詰 へ は 入れない つもりです。 後藤 敏子さ ん たち は、 や は り 自由詩 を 作ら れ て 御 投稿 になれば 結構と 

思 ひます。 北 原 君が、 敏 子さん たち は、 もう 自由詩 を やめて 童 詩 を 作れと いひ ましたが、 私に 不贊 成です。 

大人 だって、 自分の 感興の 向 ふ 限り、 自由詩の 形式で 詩 を 作る のに 何の 差 支へ が あるで せう。 これ は 貴君 も， 

御 同感と 存じます。 御 多忙 中 「小 學藝 術」 のために^5證カ下さぃまして恐縮この上もぁりません。 厚く ぉ罎 

を 申 上げます。 お 上拜具 

七 七 九 〔四月 一一 一： H 東京 市 赤 坂 K 赤 坂 見附 前 田 病院よ リ 仙 臺巿北 二番 丁 小 宫畳隆 へ (はがき) 一 

十二 日夕 方、 nicht  gctrunken シ ラフの ま&步 行中、 二 尺五寸 位の コンク リ ー トの崖 を 平地と 見誤り、 

ふみはずして 墜： 洛、 骨折」 今 は 片足、 モ 、から 足 先まで ギ ブス。 一日 ー囘、 松 H 杖の 練習。 アト は ギブ ス 

の 片脚を 上げて 臥床。 その 足、 しびれて 痛く 地獄の 如し。 只、 院長 名醫 にて 一 合の バンシ ャクを 許す。 悲 

の止ム はこのと きのみ 四月 三日 

七 八 0  〔四月 二十 三 W 東京 市 赤 坂 區赤坂 見附 前 田 ii? 院ょリ 仙 臺市北 二番 T 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

お 手紙 難 有し。 今朝に プレ ー ゲ リンと ハ マとの 肩に ぶら 下り、 戶外 一尺のと ころに 出て はじめて 曰 光の 中 
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に 立つ。 「今日 樣」 にたい しっくぐ 感謝した。 惟 ふに 「今日 樣」 に 言 はせ ると、 人間と いふ 奴 は、 たまに 

は 大腿骨で もべ シ 折らん と、 千 萬の 賦與の 一 片をだ も 謝する こと を 知らな い 厚顔無恥の ゴ 1 ック ばり だ。」 

草 平の 吉 良家 を樂 しみに 讀 んでゐ る。 

七 A 一 〔四月 二十 三 H 束 京 市 赤 坂區前 3^ 院ょリ 神 奈川縣 鎌 倉 町 材木 座 森 田 草 平へ (はがき)〕 

君 を 見 まひに 行かう と 思 ふうちに 入院した。 来月 半に 退院。 石 「バカ 野郎」 說には 笑った。 「吉 良家の 

人々」 は 每晚樂 しみに 讀 ませて 聞いて ゐる。 一般の 大衆 讀 物なる もの は アマかったり、 ケ レンが 鼻に ついた 

りして 僕 等に はとても 讀 めんが、 「吉 良家」 が 出て はじめて 僕 等の 讀 みものが 出来た。 この 意味で あれ は 一 つ 

のィ ボック だ。 老 閣下 萬歲。 俗 うけもよ くて 目出度く 終り、 ぜひ シバ ヰに も 上演され る こと を 祈る。 奥さん 

によろ しく。  (二十 三日) 

七 八 二  〔五月 八 H 東京 市 赤 坂區前 S. 射-およ リ 仙臺市 北 二番 丁 小 la 畳隆へ (はがき ii 寫版 刷)〕 

經過御 報告 (五月 八日) 

在院 五十 七日。 骨 は 完全に 接續。 十五 サン チ 切開した 傷口 も 癒着。 左の 腰と 蹉の關 節 も 自由。 マッサ I ジ 

により 膝の 屈折 を 馴致 中。 九十 五 度 位 曲る。 足 先が 臂 につく まで、 もう 四十 度 曲れば 坐れ る。 近日 中には 少 

しづ X 步 ける 見込。 直れば 馬に も乘れ る。 

七 八 三 〔五月 二十 三 H 四 谷 .£1: 須贺 町よ リ 仙 裏 市 北 二番 T 小お 璺隆へ (はがき 瞪寫版 刷)〕 

〔別に 東京 市外 高 S 町 狐 513^>抨田 譲 治へ〕 

謹啓 入院 中 は 御 心配 下さいまして 難 有う ございます。 骨 も ：！ く 接 核し、 片 杖で よちく 步 けます。 二十 三 

日 退院" あと は自 〔モで 膝の 關節を 十分に 折り まげる 療治 をいた します。 八月 ごろに は、 脚の 筋肉 も强 固に 整 


536 


年 四和昭 


ひ、 乘馬も 出来ます。 いづれ 拜 眉の 上、 萬々 お 禮を申 上げます。 敬具。 五月 二十 二日 鈴 木 三重 吉 

七 < 四 〔七月 三日 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 靜岡市 西 t3f 傑 町 £ 中 转太郎 へ (はがき)〕 

過日 はお 見舞 狀を難 有う。 入院 七十 二日、 退院して から 四十 一日になる。 折れた 骨 も 完全に 附着、 七寸も 

切開した 傷 も 癒着。 しかし、 人院 中、 左足 を 伸ばしつ きりだつ たので 膝の 筋肉が 硬直し、 步 行が 出来ない。 

退院 後は醫 者が 通って 来て 膝 をお さへ て 曲げ るんだ が、 その 痛い こと 八つ裂きに 會ふ 如し。 悲鳴 を 上げて ゐ 

る。 まだ 七月 一ば いか X る。 たった 三尺の 高さの 道路 面へ、 足 を ふみ はづ して 落ちた の だが、 とんだ バ 力な 

見ました 0 

ぉ禮 「1」.^\ 近狀御 報告。 表記の 通り 轉居。 七月 三日 

七 八 五 〔七月 四：：； 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 赤 坂區傳 お 町 黑川武 雄へ (轉居 通知の はがきに)〕 

轉居 一： 印^ 住所 略〕 

〔添 へ 書〕 入院 中 は 色々 御 配慮 を 蒙り、 又 退院の 際に は 結構な お 祝 物 を 頃き まして 痛み入りました。 厚く お 

禮を申 上げます。 退院して 四十 二日。 每日 マッサ- ジの 先生が 病院から 來て膝 を まげます。 その 痛い こと X 

言ったら お 話に なりません。 夜 も アトが 痛んで 眠れない ことがあります。 やっと、 力、 トが オシ リへ つく や 

うにな りました。 一人でつ くに は 七月 一ば いまだ か、 り ませう。 今度の 宅 は 市電 角喾の 一 つ 次の 新田 裏で 下 

車、 三分 間。 おついでの 節 はお 立ちより 下さい まし。 乍 末筆 吳樣 によろ しく。 七月 四日 

七 八 六 〔七月 四 H 東京 府下 大 井町 元 芝 松 岡讓. 筆 子へ (轉 居に がきに)〕. 

退院して 四十 二日になります が、 在院 中、 膝 をのば しきりにして ゐ たので、 そこの 筋肉が かたくなり、 膝 

がまが りません。 毎日、 病院から 先生が 来て、 治療し ます。 膝 を ぐんく 折り まげられる ときの 痛い こと は 
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言語 同斷。 なぶり 殺しに 會 ふやう に、 悲鳴 を 上げます。 八月に ならない と 步行も 出来ません。 今度の 家は巿 

電の角 害の 一 つ 手前の 新田 裏で 下車、 三分 間です。 _ 

お 序での 節お 遊びに 入らし つて 下さい まし。 七月 四日 

七 八 七 〔七月 六 H 西 大久ほ 四 一 〇 ょリ 神 奈川縣 缣倉町 森 田 革 平. つね子へ (轉居 はがきに)〕 

「吉 良家の 人々」 を 最後まで 面白く 拜讀。 ぜひ 芝居に したい もの だ。 その後 御 健康 はいか V。 奥さん も 小 

さい 人た ち もお 元氣 か。 私 はとうく 在院 七十 二日。 退院して 四十 四日になる。 入院 中、 足 を 固定して ゐた 

ので 膝の 筋肉が 強直して 膝が まがら なくなった。 今でも 毎日 病院から 醫 員が 来て、 膝 を をり まげる。 力 、 ト 

が オシ リへ つけば 結了 だが、 その 痛い こと 言語に 絕す。 大聲で 悲鳴 を 上げる よ。 八月 中頃まで か- -ら ない と 

步 行が 出来まい。 バカ くしくて、 つらくて、 うんざりです。 今度の 家 は 角 箬 (市電) の 次の 新田 裏で 下車。 

三分 間。 七月 六日 

七 八 八 〔七 月 六 H 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 府下 下落 合 安倍 能 成 *恭 子へ (轉居 はがきに)〕 

まだ 休暇の 御歸 京に 至りません か。 近来 御 無佐汰 ばかりで 恐縮。 私 は 損失つ きのた め 赤い 鳥 を 錢刊。 三 

乃 中旬に、 路傍の 三尺ぐ らゐの 高さの コ ンクリ ー トの 崖から、 足 を ふみ 外して 墜落。 (但し 醉 つて ゐ たので な 

く 夕方く らい 爲) 左 大腿骨 をへ し 折り 入院 七十 二日。 出てから 四十 四日になります が、 まだ 膝が 曲らない の 

で 自由に 歩け ません。 ばかくし ぃケガ をし ました。 御憫 笑。 七月 六 曰 

七 八 九 〔七月 十 H 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 束京府下^!^1原郡田園都市^^.5水良雄へ〕 

淸水樣  七月 十日 夜 三 重 士 n 

御 病中お 苦しい 思 ひ をお させ 申して すみませんでした。 どうかして かいて 下さる つもりで 今日まで 保 0 し 
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てゐた 下さった ぉ氣持 もよ く 分ります。 深澤 君が 何とか、 片 づけ ませう から 御 安神 下さい。 私 は 膝 をむ り や 

りに まげられ るので、 そこが 腫れ 上って 痛くて 夜 も 寝られません。 病院から 来る マッサ ー ジの 先生の 外に、 

木內 のお 父さんが 毎日 通って 来て、 もんで くれます。 これ は、 曲げないで 揉む だけで、 はれが 引きます。 そ 

の 午後、 又 まげられ るので、 又 腫れます。 木內 のお 父さんが 貴兄の 病狀を 聞き、 神經 衰弱なら、 自信 を もつ 

て 直す から、 さう 言って くれと 言 ひます。 * チッツ ァんの は、 念力 療法と いふの ださう です。 念力なん ぞで洽 

る もの かどう か、 そこ は 私もう け 合 ひません が、 とにかく、 もみ 療治 だけ は 上手で、 あと、 至極い \ 氣 持で 

す。 さう いふ 氣持 がつ けば、 神經 衰弱 は 治る かも 分りません。 木內 がお せわにな るから、 ぉ禮に 貴兄 を療 

治して お上げし たいとい ふので す。 全く、 さう いふ 純情な ぉぢ いさんです。 何にも しゃべらず、 だまっても 

みます。 感じの い- - 人です。 あとで カタめ て、 一 囘分 電車賃の 外に 一圓ぐ らゐ 上げれば い、 のです が、 もし 

ぉ氣に 向いたら、 二三 囘 もんで 見て おもら ひに なって は 如何。 アン マの つもりで、 目をつぶって 臥て ゐれば 

い X わけで、 氣持 はい、 です よ。 贵 兄の 腰の いたむ なぞに は、 きっとい X と 思 ひます。 おす X めする わけで 

はありません が、 木 內ヂッ ッァん の 好意 をー應 おった へ 申します。 私 は、 痛い くの 中で、 童話 集の 原稿 を、 

例に より、 まつ 黑 にかき 直す ので 頭 もいたい です。 活版屋に 追つ かけられと ほしです。 

御攝奏 をお 祈りし ます。 私 は 七月 一 ぱい は步 けません。 

奥さんに よろしく。 步 ける やうに なったら、 ィの 一番に、 貴 宅へ 遊びに いくつ もりで ゐ ます。 拜具 

七 九 0  〔七月 十 1H 東京 市外 西 大久保 四 一 〇ょリ 府下 世 田 谷 町 下北澤 阡陌堯 一へ (はがき)〕 

おはがき を 難 有う。 東京へ 御轉 任の 由、 家內 と共に 犬に 喜んで をり ます。 萬歲。 いっか 御來訪 のこと を 御 

心配だった さう です が、. 私 は平氣 でした。 よく 人が 来て あのと ほり 酒 を 飲みます。 痛い くも 近来 は 度合が 

輕く なり 助かります。 まだ 八月 一ば いか、 り ませう。 

御 病氣を 十分お 直し 下さい。 御 令弟に お 序の 節よ ろしく。 七月 十 一 日 ■ 
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七 九 一 〔七月 十三 H 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 神奈川 縣缣倉 町め 比ケ is 森 3:.:^ 平へ (はがき)〕 ^. 

態々 おはがき を 難 有う。 度々 の 御 入院で 肉體 にも 金に も 御 打撃の こと.^ 拜 察する よ。 私 も 七十 二日の 入院 - 

で、 社の ピィ くの 際 犬に 困った。 社 も 借金ば かりが 殘り、 キュ I くだ。 これから どうして 食 ふか 思案 中 

だよ。 改造 社の が 早く 出ない もの かな。 尤 あの 全集 は ー囘、 二 罔の 豫約 をつ のり 一 囘の分 は、 もとの プラン- 

による もので われく の 集 なぞ、 すべて 追加 篇 ははい つて ゐ ない。 二 囘の人 だけに 追加 を 配った ので は人數 

が少 いので 立ち行かん。 どうした らい、 かと、 改造 社で は 頭を惱 して ゐる さう だ。 だから 追加の 分 を、 今の 

刊行の 中間へ 割り こんで、 早く 出させる こと も 不可能の やう だ。 當 分身 入りに はならん ね。」 何卒 豫後を a:  j 

大切に。 今度の おれの 家 は 西日が さしこんで 閉口。 君の 住居 は 子供の ために 幸福 だ。 七月 十三 日  一 

七 九 二  〔八月 五 H 東京 市外 TO: 大久^ 四 一 〇 より 佐 世 保 市 港町 石 井 いく子へ〕 

石 井 兄 いく子 樣  八月 五日 三 重 吉 

石 井 君 及び 麗吉 君より、 手紙 電報 を 難 有う。 す 子 も珊吉 も、 贵 方へ 行きたがって、 ねだって ゐ たが、 す 

子 は 一 ヶ月 前から 輕ぃ トラ ホ ー ムで、 休み中に 直さねば ならない ので 出られず、 珊吉 は、 虚弱で 熱 海まで 

の 汽車で も 暑さに へ コ タレる 位 だから、 佐 世 保までの 長い. 道中で は 目 を 廻し さう で 不安に つき、 中學へ はい 

つたら、 行かせる 約束に して 中止 させました。 私が 通知 を 怠った ため、 す £ ナ たちが 行く ものと おも はれ、 

雅子. さんや 石 井の ヂッ ツァンが 早岐 まで 出む かへ に 行って 下さった さう で、 誠に 恐縮。 厚く おわび をし ます。 

かつ子さん 桑吉を とりまき、 みんなで 歡談 の狀、 目に 見る 如し。 かつ子さん にもよ ろしく 御傳 言下 さい。 坰 

吉は 社員 (殘務 用に 一名の こし あり) に つれられ、 二三 日お きに 橫濱の 海水浴へ いきます。 私 は 暑い のと、 動  一 

けない のとで ギリく して ゐ ます。 膝 はや はら かにな り、 先生が まげる と、 力、 ト がシリ につく やうに なり  ： 

ました。 今月 中旬に は 療治 も 終り、 あと は、 ひとりでに 徐々 に 治って いく 段 どり になる でせ う。 騎道 少年 團  - 
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とい ふ 子供の 乘馬團 體を率 ゐてゐ るので、 先般から 止むを得ず、 三 四日お きに は 士官 學 校へ 行き、 練習の 監 

督ゃ 打合せ をし ます。 目下、 二年生 二十 二 名、 一年生 十一 名、 計 三十 一一 一名 をり ます。 珊吉は 来年 五月に は 十 

ニ歲 五ケ 月になる から 人團 させます。 二年生に、 十三 日に は 馬で 多摩川へ 行き 三日間 野營 をし ます。 うまく 

乘 ります。 五月に は 東久邇 宮殿 下の 御 邸へ まゐ り、 一同で 乘馬を 御覽に 入れ. ました。， チッツ アン は 十月まで 

は乘れ ない ので、 じれったいです。 今度の 家 は 失敗。 庭が ひろいので 越した ところ、 西日が 部屋く にあた 

り、 暑い く。 又 引っ越す つもりです。 いく子 さんの 胸の 打撲 は 完全に なほり ました か。 心配して ゐ ます。 

はまより よろしく。 お 上。 

七 九 三 〔八月 一 一十一 曰 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  八月 二十 一日 三 重 吉 

先達 は 御歸. 途も暑 いので ゥ ンザリ された こと.^ お 察しし ます。 私 はい まだに 朝と 午後と に マッサ アジ を や 

つて 貰って ゐ ます。 あのと ほり 西日が さしこんで 坐って ゐる所 もな く 閉口して ゐ ます。 月末に は 病院へ マツ 

サ ー ジの 出張 料 九十 日間 分 を支拂 はねば なりません。 收 入の ァテが 外れ、 困.^^^。 誠に 恐縮て すが、 月末 迄 

三百 圓经 つて 下さい。 お 願 申します。 /〔後略〕 

七 九 四 一： 八月 三十 H 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

- 加 計 大兄  八月 三十日 三 重 吉 

小切手 を 難 有く 拜受 しました。 おかげで 病院の 拂 ひが 出來 ます。 ハ マ も 厚く ぉ禮を 申して ゐ ます。 療治 は 

今日 限りで 打 切り、 アト は 一人で、 步き 坐りの 練習 をし ます。 

地面の こと は 仰に より 來年 今頃まで 待って 見 ませう。 昨夜、 坂 本 君 来訪。 来年に なれば、 W 窮の あまり 家、 

地面 を 投げ出す もの も 多くなる から、 格安の ものが あったら、 地听 ぐるみ ヌ ふの も 得策 だ、 その 道の ものに 
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雷 ひつけて、 ゆっくり 探させて 見ようと 同 君が 言 ひます。 これ も 御 一考お き 下さい。 - 

今の 家 は 夏 暑い し、 冬 も 西向きで 寒いだら うから、 取 急ぎ 家 を 採して、 一たん 引きう つります。 

御禮 かたぐ 右迄拜 具。 /〔後略〕 

. 七 九 五 〔九月 七 在米 小 池 11^ へ〕 

小池樣  九月 七日 三 重 吉 

拜啓 ー每々 雜誌 2さュ life を 難 有う ございます、 寫眞の 方 も 毛唐 輩 を K 倒され 御 愉快の ことと 拜 察いた し 

ます。 

赤い 鳥 三月 號の卷 末で 御覽 下さいました とほり、 十一 年間の 努力 も 奏功し ませんで、 逐 に瘦刊 しました。 

高尙な 上品な もの は 一 さい 受けない のです。 

昨年 末 東京 市 の 敎育課 か ら た のまれ て市內 の 小學校 の 緩 方 主任 の 敎員を 一 一 百 十 幾 名 集め て辍 方の 講演 を 九 

時間 もやり ました。 驚いた ことに は、 その 二百 十 幾 名のう ち 赤い 鳥 を講讀 して 居る 男が たった 二 名です。 い 

やしく も 31 方 を 指導し ようとい ふ 敎師、 しかも 束 京 市の 敎員 がそれ ですから、 小 學敎師 なる ものが いかに 出 

タ ラメに 務めて 居る か r 窺 はれ ゥン ザリ しました、 赤い 鳥が 倒れても 惜しが つて 手紙 をよ こした 教員 は 日本 

中に たった 六十 人です、 つく，.^ \ ィャ になり ました。 最後の 三年 間に 三萬圆 ばかり (い づれも 圓本ゃ 兒童文 

庫の 印 我) つぎました。 それでも やり切れず スッ カラ カンに なった ので 投げ出しました。 アトに 借金 四千 五 

百圓が 残りました、 十一 年 は アツ ケ ない 夢の 如しでした。 これから 何 をしょう かと 考 へて 居ります。 

私 は 昨年 五月に 乘 馬の 少年 團を 作りまして 目下 十三 歳から 十五 歳までの 少年 三十 一 名 を 士官 學 校で 教育し 

て 居ります が、 この 春 三月 十日、 陸軍 記念日に 陸軍から たのまれて、 私が 騎馬で 馬上の 全 圑員を 率 ひ (各自 

槍 旗 を 持つ) 市中 行進 を やりました。 十二 日に、 そのための 祝宴に 招かれ、 夕刻 出席す る 途中、 麻布で 路傍 

の コンク リ ー トの崖 (たった 三尺の 高さ) から 足 を ふみ 外して 墜落、 下の 溝へ ぶっかつ て 左 大腿骨 の 複雜 骨折 
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を やり ま し た。 大隨骨 穎？ (頭の 〔圜 略〕 の ところ) の 下方 一 寸ばか り の 所から 折れ、 小 ® 子？  (Trcchanter 

IVIinor) が 割れて 飛びました。 翌日 赤 坂 見附の 前 田 友 助 博士の 病院に 入院、 七寸 ばかり 切開いて 骨 を か 1- り、 

七十 二日 入院、 そのため 膝の 筋肉が 强 直して 退院 後 八月 三十 一 日まで 丁度 百日 間 マッサ- ジ をつ 1- けました。 

险を 折り まげられる その 痛 さは 全で 地獄の 責 苦で ゥ ナ リ 上げ 目 も くらみました。 只今 やう やく 杖な しで、 ガ 

タク リく步 きます、 左 脚が 七 分 だけ 短縮、 しかし 自然の 練習で 後に に ピッコ を ひかないで 步 ける さう です。 

とうく 半年の 間 苦しみました。 赤い 鳥療刊 直後の ケガで 全く 泣 面に 蜂と いふと ころです、 人院 料の 方 は 春 

陽 堂から 童話 集 六册を 刊行 さす 印税で おつりが 來 ますが、 とうく ケガ のために は 三千 圓も費 ひました。 

先年 あなたと 江の 島へ 行った ころに 生れました 長女の す V が 十四で 女學 校の 一 年、 下の 男の子 刑吉も 十二 

で 来年 は 中學へ はいります。 赤い 鳥 を やって 居る ときには、 夢中で 家事の 方に 考 へませんで したが、 やめて 

ボン ャリ して ゐる と 子供 等 の さきく が考 へ られ、 少し 貯蓄が な いと ケン ノン だとい ふ氣 がします。 もう 損 

をして 主張の ために 働く のに やめねば なりません。 へ ッボ コ小說 家に か へれと す i める 人 も あり、 私立 大學 

へ 講義に 來 いと 言って くれる 人 もあります、 考へ 中です。  . 

八 月 牛 頃 加 計 君が 來ま した。 私が 赤い 鳥で スッ カラ カンに なった のを憫 れんで か、 同 君 は 私の た めに 市外 

に 土地 を 買って 家 を 建て X やる と 言 ひました、 私 は淚ぐ ましい ほどうれ しく 感じました。 建て \ もらって ナ 

シ 崩しに 返濟 しょうと 思 ひます。 来年の 今頃まで 待てば 地價も 下る から そのと きにせよ とその 道の 人が 言 ひ 

ます、 昨今の 曰 本の 不景氣 と 言ったら ありません。 赤い 鳥に か、 はる 私の 借財 (主として 紙屋の 拂) は 來年改 

造 社の 圓 本が 出たら キ レ ィに fg ひます から 御 安心 下さ い。 それ ま で は 責め にも 來ま せん、 ありがた い 話です。 

呵々 拜具 

七 九 六 L 九月 十七：！； 東京 市外 西 大久保 四  一 0 より 市外 世 田 谷 町 下北澤 阡陌堯 一へ (はがき)〕 

その後 御 容 浸 如何。 御 案じ 申して ゐ ます。 私 は 例の ィ タイく を 八月 末日まで 續 けました。 昨今、 やっと 
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稍 自由に 坐れ、 杖な しで 近所ぐ らゐ步 きます。 御 安神 下さい。 今度の 家 は 庭が 廣 いので 越した もの V  、西日 お 

で 夏 中 閉口、 冬 も 西風が 强く當 りさうな ので 又々 家 採し を やって ゐ ます。 御憫笑 下さい。 乍 末筆 奧樣 によろ 5 

しく。 先般 御 令弟から ハガキ を 頂いた が、 なくして しまって 御名 前 も 分ら なくなり 恐縮して ゐ ます。 お 序で 

め 節、 よろしく 御傳 言下 さい。 九月 十七 日. 

七 九 七 〔十月 十一 H 東京 市外 西 大久保 四 一 〇 ょリ 佐 世 保 市 港町 石 井 善 T ズ郎 へ〕 

石 井 大兄 いく子 樣  十月 十日 三 重 吉 

當 方に は 變り もない。 先達 は 五 百 圓ぉ经 り 下さり 難 有う。 おかげで 助かった。 不動 貯金から 集金に 来た。 

八月 分まで 拂 つてお いた。 これで 十五 囘拂 込、 合計 五 百 十六 圆七 十五 錢。 その 八 割、 端數を 切りす て 四百 圓 

貸して くれる。 保 證人等 不要。 同封の S 書に-貴方の 印判 さへ つけば 十分の 由。 最初 契約書に 押した 〔M 略〕 と 

いふ 印 をお して 下さい。 印紙、 割印。 君の 住所に 私 方に してお くの ださう です。 本来なら ば 銀行へ 君の 判 を 

もって 行かねば ダ メ なんだ さう .だ が、 小生の 名前が 分つ てゐる の で 特別に 計ら ふと い ふ。 

この 金 は 今度 發 行す る小雜 誌の 資本と する。 もう 面倒な ので 雜誌 はよ すつ もりのと ころ、 多くの 敎師 たち 

が、 泣きつ くので、 自由詩と 辍方を 指導す る 四 八 頁の 小さな もの を 出す。 目下、 六十の 學 校が 引受け、 六 千 

部の 豫 約が 出来た。 これなら、 人 を 一 人お いて、 私が ロハで 一 ばいく。 六十の 學 校のう ち 東京 市 內の學 校 

は 二つし かま だ 加入して ゐ ない。 運動 すれば すぐ 一 萬になる。 来月 は大阪 京都に 出張して、 朝日の 後援で 講 

話 をし、 部數を ふやす。 小生が 一 ヶ月に 四日 働けば 出來 るの だから、 片手間に やる。 ニ莴も 出れば 一ヶ月の 

利益 七百圓 はとれ るよ。 一 萬なら 三百 圓。 

まづ これで 食 ふとす る。 

春陽 堂の 教科書 は、 やる こと はやるが、 二 年間、 私 を 食 はすこと は り 出した。 ことによると、 一文 も 借 

りずに S く覺悟 をして ゐる。 


小 雜誌は 前金で、 會 員に のみく ばる。 損が いくやうなら、 ピ シャンと 錢刊 する よ。 

直 三が 本店 詰に 拔 かれて、 喜んで ゐる。 上役と も 三 四 名し かゐ ない、 業務 課と いふと ころへ はいった。 全 

國 支店の 業務の カン トク。 こ X に ゐれば 出世 をす るよ。 喜んで やって 下さい。 

依子さん はいつ 來 るか。 お父さん も 一 しょに 出て 來 ないか。 /四 五日 ゼン ソクが 出た が、 もう 直った。 

七 九 八 〔十月 十五 H 東京 市外 西大久 保^ 一  〇 ょリ 祌奈川 驟嫌倉 町 由 比 ケ濱森 W 草 平へ〕 

草平樣  -  十月 十五 日 三 重 吉 

拜啓 改造 社の 圓本 について 御 相談。 あの 文學 全集の 出版 は 谷 口と いふ 人が 主任で やって ゐる。 もと 私 方の 

社員だった 木內 とい ふ 男と 同窓 ださう で、 谷 口 君が 木內に 向って 「鈴 木 氏の は 早く 出す 方が 御 希望 かね」 と 

言った さう だ。 そこで 昨日 早速 谷 口 君に 面會 して、 早くして 貰 ふこと を賴ん だよ。 来年 三月まで は豫定 がつ 

いて ゐ るから 四月に 出す やうに 社長へ 話す とのこと。 それで、 森 田 氏の 原稿 も 私が 貰って、 すべて を 纏めて 

持參す るから と 話して おいた。 二人とも 四 百 字 詰 の 原稿 で 九 百 枚に 當 る だ け を 十二月 中に よこして くれと い 

ふ。 ほかに 寫眞 と傳， 記と が 入用の 由。 作品の 解題 は 不要。 但し 頁 數の關 係で、 入れる やう. になれば アトから 

願 ふとい ふ。 十中八九 は 不要の 由。 

私 はこれ から 古本屋 を 漁って 三重 吉 全集 を 探さねば ならん。 傳 記 はお 互に 自分で かく ことにす るか。 それ 

とも 君の 傳記は 君が かいて 私の 名前に する ごとく、 雙 方です るか。 御 指令 を 仰ぐ。 卜 二月 半 ごろに は 渡せる 

やうに、 どうか 手早く 御用 意 を 願 ひます。 

谷 口 君へ は、 頁の 都合で、 二人が 提出した 作のう ち、 どれ かの 短篇の 一 つ を 省く やうな ことになる 際 は、 

貴方 (改造の 方) で處理 せよ。 どちら の が滅 ずるに しても、 印稅は 公平に 折半す る こ と にしようと 申し て お い 

た。 それが い \ だ らうと 思って 大兄に 相談な くさう 言った よ。 

右 御報吿 かた，.^ \ お 願 申します。 早く ァリ ツキたい もの だ。 目下 十三 萬 位ら しい。 上製と 一圓の 方と 二種 
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ある 害で、 結局 どれ 位 くれる か 不明 だが、 全部 一圓と して 六 千 五百圓 だと、 私 は 六 千圓の 借財 (赤い 鳥の タ 

、リ) を拂 つて 五百圓 しか 殘 らん。 つまらな いお 話 だ。 2? 上 

七 九九 〔十一月 十 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 廣島 市上 柳 町 加計疋 文へ (はがき)〕 

御淸榮 奉祝。 表， 記の 通 移轉。 舊 居より 二 町。 室町と いふ 子爵の 持 家で、 閑静な 構內 にあり、 新築、 溫 くて 

氣持 よく 家賃 も 低廉、 これで 落つ いて 仕事に か V れま す。 御 安神 下さい。 十六 日に は ホト、 ギス 四百 號の記 

念 祭に、 十七 日に は橫濱 市の 請に より 同市 教員の ために、 それん \ 講演す る 程の 元氣 です。 馬に は三囘 も- 1 

りました。 まだ 左足が 利かない ので、 椅子の 上から 馬 背に 跨り トコ リく步 くだけです。 ハ マより よろしく 

申して ゐ ます。 十 一 月 十日 

八 00  〔十一月 十一 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 赤 坂區傳 25 町 黑川武 雄へ (轉居 はがきに)〕 

拜啓 まだお 禮 にも 伺 ひませんで 失禮 して をり ます。 ピッコ を ひき/ \ 上手に 步 けます。 乘馬も 二 ^試み ま 

した。 膝が いたくて、 アブ ミへ足 を かけても、 全身 を さ i へ 切れません から、 乘；^ i 下馬 は 椅子 を つんで 三人 

が \ りで 手 傳 つても らふと いふ さわぎです。 左 脚が 利かない ので 卷乘り も 三角に なり、 輯 足の 發進も 起せ ま 

せん。 阿呆が 馬に 乘 つた やうです。 拜具 十一月 十一 3 

八 Ol  〔十一月 十八 H 木 村 文 助へ〕 ， 

木村樣  十一 月 十八 日 鈴 木 三重 吉 

お 手紙 拜見。 今囘 は、 貴君が 最後の 問題と して 緩 方と 道德的 指導と の關 係に 解决を 得られた る を 愉快と 存 

じます。 何のお もてなし も 出来なかった こと を家內 がお わびして ゐ ます。 厚生 閣が 引う けて くれたの は 大慶 

の 至りです。 原稿 を 見せないで 序文 を かけと いふの は 少し 順序が ちが ふでせ、 つ。 併し 相手が 貴君です から、 
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かきます が 〇〇〇〇 と 私と を 同等に お並べになる の は 私と して は 迷惑です。 貴君の ために も 〇〇 なぞの 序文 

はよ した 方が 本 そのものに 品位が つくで せう。 昨日 は 〇〇 小學 校の 〇〇 君 来訪。 同 君 も 〇〇 の 價値を 論じ、 

あんなのに 序文 を賴 むの は 木 村 氏の 名折れ だと 言って ゐ ました。 〇〇 が 本屋に 紹介して くれたの は 私と して 

も 難 有い。 併し それと 序文と は 別物です。 もし 賴ん だのなら 取消して おしま ひなさい。 「鈴 木が かい て くれ 

ない ものと 信じ アナ タに 依頼した が、 同氏が 二つ返事で 承知した。 一度お 會ひ 申した ばかりの アナ タに、 こ 

んな 面倒な こと をお 願して は 相す まない。 鈴 木の が あれば 十分 だから、 お 手數を かけない ため、 もう 結構で 

す」 と 言って 斷る がよ ろしいです。 それで 〇〇 がォコ レば、 おこらして おくべし。 

私 は 痛快な もの を かいて 上げます。 〇〇 と 並ぶ のなら、 ゴメン を 蒙ります。 私 は 好んで かきたく もない の 

で、 賣 君が 〇〇 の 序文 だけで 御 出版に なるなら、 それで 滿 足します。 よくお 考 へなさい。 人の 笑 ひ を 招く で 

せう。 尤、 それほど 〇〇 とい ふ 人 を アナ タが 信じて ゐ るなら 問題 もな し。 何卒 御 任意に。 私の いふ こと をよ 

く 玩味して 下さい。 2? 上。 

八 0  二  〔十二月 三 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 東京 府下 大 井町 元 芝 松！： 譲へ〕 

松岡樣  十二月 三日 三 重 吉 

拜啓御 貴 著 「日中 出現」 を 難 有く 拜受 いたしました。 厚く お 禮を申 上げます。 私 は意氣 地な く 何も 作 をし 

ません ため、 每度 頂戴す るば かりの 始末で 痛み入ります。 筆 子さん へ もお 禮 をお つたへ 下さい まし。 ピッコ 

なりに 馬 乘りを はじめました。 一 昨日 は聯 隙の 元氣な 少尉 殿 を 先頭に 二十 ニ騎の 少年の あとに ついて 野外 騎 

乘を しました ところ、 歸途 馬上で ゼンソ クの發 作 を 生じ、 息が つまって ゐるま X で 十分：^ 上 かけつ け まし 

な まるで 目が ま はる 程の 苦し さでした。 人に も 話されず、 ひとりで 苦笑して ゐ ます。 

九日 會で拜 顔の 上、 御 本のお 禮を 申し 上ます。 赤 木 君と 會 合したい と 思って ゐ ましたのに 大 阪へ歸 つた さ 

うです ね。 大 村と いふ 人から 聞きました。 以上 拜具 
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八 oil 一 〔十二月 二十 一日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 牛 込區赤 城下町 提文 子へ (はがき)〕 

文 子さん、 ぉ變 りはありません か。 お姉さんの 御病氣 はおな ほりに なりました か。 私 は ピッコに なり まし 

た。 それでも も-つ 馬に 乘 ります。 赤い 烏に かいたお 話 を 本に 十 乙た め、 病中、 つとめました。 只今、 妻と、 

娘と 三人で 火鉢に あたって ゐて あなたのお 話 をし ました。 娘が あなたの 番地 を おぼえて ゐ るので、 ，住所 

錄を 見ないでも ハガキ がかけ ます。 さようなら。 十二月 二十日 夜 

小學ゲ イジ ュ ッは 申込 四千。 来年 二月に 出します。 
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昭和 五 年 


八 0 四 〔三月 十四日 東京 市外 西 大久保 四 カーよ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加計樣  三月 十三 日夜 三 重 吉 

珍味の 鮎 を 難 有つ、 大切に少しづ丄<卓に上してゐます。.5^は、 十二月、 一 月の 二 箇月 間、 小學讀 本の 一 

年生 用、 上下 ニ册を かくのに 沒 頭し、 少しく 力 ラダ を 弱めて、 二月に 入り、 永く 風邪の 氣 味でした。 そこへ、 

二月 十六 日に 賀陽宫 殿下が 私の 少年 團を 御檢閱 下さろ とい ふので、 日曜 以外に、 度々、 夕刻まで 練習 させた 

りして、 附 添って ゐた \ め發 熱、 二月 十六 日に は それでも 夢中で 出場し ましたが、 無理が 祟り その 夜から 熱 

は 四十 度に 上り、 右 肺炎、 右 乾性 肋 膜 炎と 診瞻 されました。 普通の ごとく 十日 熱が 精く と 地獄 行き は 請 合 

と 感じつ、.，^、 度胸 をす ゑて、 平静に 臥て ゐ ましたが 幸に 四十 度の 熱 は 四日 間で 下り、 二月 二十 一日 以来 平 

熱。 月末に は、 肺炎 も B クマ クも 去り、 今月 二日に は藥 もやめ、 目下、 體 力の 恢復 を 待って ゐ ます。 本日 は 

床の 上に おき 上りました。 休みく して、 この 手紙 も かきます。 弱って 視力が ひどく 低下。 もう 二週間、 靜養 

を 要すと。 醫者は 偶然、 二十 三年 前、 學生 時代の 知己。 名醫 で、 下熱と 同時に (まだ 口 クマ クも ある 內 から) 

每夜五 勺の 酒 を 許し 景氣 をつ けて くれました。 治った の は 注射と 貪 餌との 爲で せう。 一日に、 カンフル を 二 

囘、 靜脈 注射 を ニ囘、 食べ もの は、 いろくの ス ー ブ、 いろくの 果汁 を、 一 日に 八 合も飮 ませました。 間 

が な スキが な 食料 をと つ 4,」 わけです。 

鲇は、 この 病中、 とくに 珍重して 食べて ゐ ます。 乍 末筆 奥さんへ も、 よろしくお 禮 をお つたへ 下さい。 

南薰 造の 一 人 息子が 私の 團に入 圏して ゐる ため 細君が 薰 造の 油！^ を もって 見舞に 来て くれました。 枕頭に 

その 名畫を 飾って、 毎日 ながめて ゐ ます。 小 學讀本 は 改造 社から 出る やうになる でせ う。 目下、 同社で 考量 
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中です。 3? 上 拜具。 

<0 五 〔三月 二十 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 拐木縣 安蘇 郡 田 沼 併置 校 永 島信吉 へ〕 

永島樣  三月 二十日 鈴 木 三 重 吉 

拜復私 は 肺炎で 昨日まで 三十 二日 間 臥床、 そのため 折角の 御 懇書に 對し御 返事 もお くれ 失禮 しました。 衰 

弱の ため、 まだ フラ くして ゐ ます。 御 奮勵の 結果、 中 學敎員 資格 を 御 取得の 由、 心からお 祝 ひ 申します。 

早く、 中學 校へ 御 奉職になる やうお 祈りして ゐ ます。 又す つかり 氣 分も換 り、 愉快に なり ませう。 小 學藝術 

への 共鳴者 は 全國で 百名內 外の み、 目下の その 引受 部數 では、 とても 成立し ません。 自由詩の 滅亡 だけ を考 

へても ナサ ケ ない 次第です。 私の 元氣が 恢復し ましたら 何とか 考 へませ う。 緩 方の 御受 持に ついての 御不滿 

に はとても 御 同情し ます。 積めば 崩され、 積めば 倒されで は、 つく，^、 根 氣も盡 きる でせ う。 兒 童の 讀物、 

眞の 彼等の 心の糧に ついて 世間が 盲目な のに は、 しんから^き たくなります。 特に 東京 巿 の 敎師 なぞ は ヒ ド 

ィ ものです。 一昨年 末、 視學 課に 願 まれて、 市內夂 n 校の 辍方 主任、 二百 餘 名のた めに 八 九 時間 か 1 つて 辍方 

指導 法の 講演 をし ましたが、 その 二百 餘 名の 中、 赤い 鳥 を あけて 見た ことの ある 教師が 三 四 名に 過ぎない と 

いふので すから アキ レて、 あいた 口が 塞がらず、 爾来、 いく 度當 局から 賴 みに 来ても、 二度と 講演に は 行き 

ません。 これで は 赤い 鳥の 亡びる の もムリ はない と、 はっきり 分りました。 

私 は、 大 決心で 小 學讀本 を かいて ゐ ます。 一年生 用 二 册を數 ヶ月が \ り でかき 上げ ましたが、 そのため 神 

經 衰弱に. なり、 からだが 弱って 大病 をし ました。 これで は 六 年生まで かくに は 必死の 努力です。 考へ 込んで 

ゐ ます。 二三 年が X りで ュル くやり ます か。 二 册の本 は、 數 名の 赤い 鳥 信者の 教師 を 招き 內覽 させました。 

歡呼を 上げて くれました。 この 教科書の 完成と 共に 兒 童の 世界と お別れす る ことになる かも 分りません。 パ 

力な 鈴 木 三 熏吉が 二人と ゐ ない 限り、 當分、 兒 童の ための 本 當の雜 誌 なぞ は 夢にも 出現 出来ません。 幸に 私 

の 負債 は 一文 も サイ ソクに 来ません。 フシ ギな もの。 五月に 改造 社の 一圓 本の 62 稅が はいれば キ レイに、 持 
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參 して かへ すつ もりで ゐ ます。 呵々、 拜具 C 

若い 貴君 は 御身 御大 切に、 御 修養 をお 祈り 申します C 

<0 六 〔三月 二十 一日 東京 市外 西 大久保 四， K 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

正文 大兄  三月 二十日 三 重 吉 

寒き 雨、 病後の フラ/ \ す るから だで 一人 ぼつねん として ゐる ところへ 責翰 到來。 私の ことで 御 、じ „^ を 難 

有う。 貴兄 も 再度の 湯治で 大半 御 治癒の 趣、 なほもう 一度 出かけて、 今度 はス ケべィ どもの ゐ ない 棟で 全治 

させて 下さい。 私 は 病中 も、 附そ ひの プレ ー ゲ リンと 猛烈な 〇〇〇 話ば かりし ました。 御 病中のお なぐさめ 

にと 申して スプリング、 ビ クチ ユア を 持ち こんで 来た 奴 も あり。 來る奴 も 來る奴 もみん な 〇〇〇 話ば かりし 

ていきます。 3? て、 ヮガ ハイの 入抦を 押すべし か。 俵 山の 隣室の 光景の 一 班 も、 おついで に 御 報 吿を乞 ふ。 

〇〇〇 話はメ シ. よりも 好物。 

笑話 はおき、 八重 子さん も 目出度 御 結婚の 由、 何よりと お 祝 ひ 申します。 所謂 舊 家の 奥さんで、 多 人數の 

家內の 中に 立ち交られ るので なく、 大學 出のお 勤めの 人の 御 勤務先で、 二人で 新居 を かま へられる ので、 明 

るく 愉快な 生活が 出来る 點、 この 上な くお 仕 合せで、 小生 も 乍 瞎、 安神し ました。 御 一生の 御 萬 福 を 祈る。 

同時に、 はじめて 只 一 人の 愛孃 を 人に 嫁 せらる \ 賣 兄の 御 心 持も拜 察。 あの リンドウの 軸 を 引出物に やられ 

たと は、 私と してお 恥 かしき 至り なれ ど、 良 雄 君の 潜に のみ 卽 して 言へば、 御所 II、 情愛に みち、 なつかし 

く、 何とい ふ わけもなく 膝. の 上に 淚 落つ。 私 もこ i 半年の 間に、 何 か 心ば かりのお-祝 ひ を さし 上げたい と、.：】 

から 思 ふ。 最早 貴兄 も N 山へ 御 立ちと 察す。 めでたし、 かしこ。 

鲇は チビく 賞玩。 まだ 盡 きず。 / ハ マよりも お 祝 ひ を 申して ゐ ます。 

八 0 七 〔三月 二十 五日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 
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加計樣  三月 二十 五日 三 重 吉 

御 婚儀 も 無 滞 終了、 御 安神の こと V 拜察。 淸水 君へ 所要の ついでに、 貴兄が、 いっかの 縛 を 八重 子さん に 

持た してお 嫁入り させられた 旨、 傳 へたと ころ、 同 君より 返信。 「まことに ォモハ ユイ 限りなれ ど、 小生 如 

きもの &作 を、 それほどに までして 下さった こと、 畫家 としての 面白 この 上 もな し。 感激の あまり 近々、 一 

まいかいて 八重 子さん にお 祝 ひに 呈上す る」 と あり。 さう いふ 氣 持で くれる もの 故、 私と しても 敢て 遠慮せ 

ず、 早速 手紙 を 出し 「唐紙へ かいて くれ、 カケ モノになる やうに」 と 註文 をつ けて おきました。 右 註 進す。 

起 床 後す で に 六 日。 前の {41 地で 焚火 なぞ を して 遊んで ゐ ます。 

貴 宅、 御 長男が 中學を 出られた 由。 奉祝。 私 方す V 子ゎづ かに 女 學校ニ 年、 珊吉 今年 中學、 前途 望洋 です。 

乍 末筆 奥さんに よろしく。  3? 上 拜具。 

八 0 八 〔四月 四 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  四月 四日 三 重 吉 

お 手紙 拜誦。 八重 子さん にっき、 萬 事 御 安神の 段、 お 祝 ひ 申します。 御 令息 来訪。 快活で 素直な 人で 可愛 

い k です。 宅が ひろいと、 お 世話 をす るのに と、 家內 がしき りに 言 ひます。 ともかく、 林 君 (今、 假 りに 厄介 

になって ゐる 友人) のうちの なるべく 近所に (その^に はシ ロト 下宿屋、 本 下宿屋 多し) 一 とま づ 落ちつく と 

し、 私 方の 元 社員だった ものに も 命じて 探させる ことにしました。 私の 近所に、 よいと ころ あれば 上吉 です。 

せい.^ \ さがします。 

からだ を こ はさない とい ふこと が 第 一 故、 學校は 落第し ない 程度に 要領 をよ くし、 ノ ンキ にくら す こと、 

學科 は いづれ もッ マラ ナイ もの、 た V 後 来の 自己 用と して、 語學 だけ は、 モノに してお くこと、 何 か、 體カ 

を菱 ふ、 適 意な スボ ー ッを やる こと、 その外、 ムダな 金を使 はない こと。 以上、 笑 ひ 話し 的に 談合して おき 

ました。 私 夫婦 は、 出来る限りお 世話 をし ます。 日曜に は、 郊外へ 出たり するとして、 土曜に は、 夕飯 を 貪 
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ひ 又は 泊り に、 お出かけの やう、 申して おきました。 あの人なら、 ダラ ク する ことはありません。 御 心配な 

く。 只今、 がさく して ゐ ますので、 3? 上、 概略の み 申し上げる。 保證 人の こと、 無論お 引受。 /乍 末筆、 

奥樣 によろ しく。 

お土産 を 難 有う。 今後 は、 厄介 故、 何も 下さらない やうに。 但し、 ときには、 例の 鮎 だけ は 下さい。 呵々 „ 

八 0 九 〔四月 八： H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 東京 府下 下落 合府營 住宅 井本 健 作へ〕 

健 作 大兄  .  四月 八日 三 重 吉 

御 一 同お か はり はない か。 僕 は、 例の、 足の ケガ で、 遂に 昨年の 十月まで 惱ん だ。 十一 月から、 ピッコな 

りに 馬に 乘 つたり して ゐ たが、 二月に 風邪から 肺炎に か.^ り、 輕ぃロ クマ クも 併發、 ァ ブナく 命 を とられる 

ところだった。 臥床 四十 日。 やっと 今日から、 怖る く 外を步 く。 去年 三月 以来、 居 食 ひで、 費 乏しと るよ- 

五月に 改造 社の 一 圓 本が 出る の をァテ に、 賣り食 ひだ。 

家 は、 室町と • いふ 伯爵 どの.^ 持 家で、 冬も暖 いとても い. - 家で、 しかも 家賃 はたった 六十 五圓。 稱 のうち 

に 地が あって、 田舎の 海岸ず まひの やうな 感じ だよ。 いっか、 遊びに 来て くれ。 市電 角 害と、 若松 町との 

間 (角 i; のつ ぎ) に 新田 裏と いふ 停留 場が ある。 その そばの 酒屋の 横町 だ。 酒屋で きいて くれ。 僕 も 足が 直つ 

たら 出向く よ。 四十 日寐 たので 又、 膝が ギシ/ \ぃ たくな り、 ピッコ を 引く。 

すや子 は 女學校 二年生。 刑 吉は曉 星中學 へ 入れた。 語學が フラン ス 語の ため 語 も隨意 科に あるが) 上の 

學 校への レン ラタが 不自由 だし、 少し ブ ル ジ ョ ァ {41 氣の あるの が シ ャク だが、 珊吉は 府立 等 を 受ける に は、 

出来が わるい し、 私立 中學へ 入れる 氣 にな れんので、 曉星 にした。 どうせ 中學 きりで 美術 學 校へ でも ハイル 

のが 落ち だら うと も 思 はれる。 靑ぃ顏 をし とる よ。 ォレ に似て オト ナシ 過ぎる よ。 農 一 君 は 大きくな つたら 

うね。 

友人が is 田の a 藝學 校に ついて、 私に 聞き合せて 来た。 あれ は 東京 府立、 蒲 田 演藝學 校で 手紙が いくか。 
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ついでの とき、 ハガキ を 下さい。 

乍 末筆、 靜 子さん へよ ろしく。  /〇 はどう か。 1^ 上 拜具。 

八 10  〔四月 十四日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 神 奈川縣 缣倉町 由 比 ケ濱森 田 草 平へ〕 

草平樣  四月 十四日 正午 三 重 士 n 

改造 社の 廣田 君から、 前便の 問題に つき 只今 電話。 「本 は 五月 又は 六月 だ」 と。 「五月と いへば すぐな のに、 

又 かで は 困る。 はっきり 答へ て くれ」 と 言ったら、 後刻、 たしかな ところ を 申し上げようと 答へ た。 察する 

に、 改造 は、 金に 窮 して ゐる らしい。 それで、 私 は廣田 君に かう 言った よ。 私の 印 稅は御 都合で、 本と 同時 

に 全部 もらはなくて も、 三 四 ヶ月に 分けて 貰っても い M。 森 田 氏 だって、 話 をつ ければ、 それで 承諾して く 

れる こと M 思 ふ。 少く とも 私 だけ は 五月に 千 五百圆 もらへば、 アト は、 六、 七、 八に 分けられて もい、。 そ 

の 代り 發行を 五月に して くれ。 と、 以上の やうに 言って おいた。 急い そぎ 右 御 報吿。 あと 續報 する。 

昨日、 珊吉に 馬を敎 へる について 病後 はじめて 私も乘 馬した。 まだ 氣 力がなくて 馬が 使へ ない。 珊吉は 弱 

蟲 だが 馬 は 上達の 見込 あり。 彼が、 馬丁に 馬の 口 を もって 貰 ひ、 とこく 走る。 私が 後に ついて 走りつ、 敎 

へる。 そのと きの 感想 だが、 おれ は 足が 折れた ので、 昔 ほど コナセ ない、 珊吉が 乘れる やうに なれば ォレは 

馬 を やめても 口惜し くないと いふ 氣 がした よ" 老人の この 意氣 哀れなら ず や。 

All  〔四月 三十日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣，；^^^上柳町加計正文へ〕 

加 計 大兄  .  四月 三十日 三 重 吉 

その後、 神經痛 はいか V。 自宅で 出来る 電氣 療法 なぞ はない もの か。 岸 君に でも 相談して 見て はどうです „ 

過日 は 二十 四 五 年ぶりで 三千 二君に 面會。 昔話 をし ました。 愼太 郎君 は、 この 前來 たと きに、 前に 承って お 

いた 下宿の 名前 は、 隣家の 名前 を まちがへ て； 迎 じたので (門 內にニ 軒の 家が あるの ならん)、 正しく しらべて 


554 


通知す ると 言 はれた が、 未だに 知らせがない ため、 目下、 聯絡 杜絕、 ハガキ を 出す こと も 出来ない。 貴方よ 

り 私へ 御 通知 を 願 ひます。 

• 同 君 を 下宿屋に おくの は 可哀想で、 私 方に、 もう 一 と 間 あれば、 ぉぁづ かりす るのに とハ マが いつも 言 ひ 

ます。 何とかした いものと 思へ ど 方法な し。 さびしく タ ヨリない やう. だったら、 せめて 私 方の 近所へ でも 宿 

を 探し ませう。 

私 は 肺炎の アト、 (四 五十 日 も 足 を 使はなかった ので) 又、 坐る にも 歩く にも 膝が 痛くな り、 步 くに は ビッ 

コを ひきます。 併し、 最早 元氣は 恢復、 土曜に は 珊吉を つれて 學習院 へ 行き、 彼 を も 馬に 乘 せて 私自身が 敎 

へて やって ゐ ます。 私 も 乘馬を やる と、 膝の アン マ をす る やうな ヮケ になり、 あとで 膝が ラク です。 段々 に 

ピッコ もとれ ま せう。 

昨年 夏に は 御 途金を 仰ぎ 難 有う。 その後 もピィ くして ゐ ましたが、 この 六月に 改造の 一圓 本が 出る こと 

になった ので、. 六月に なれば、 赤い 鳥 末期の 借金 も拂 ひ、 一年 位 は 食へ る 金が 殘 るで せう。 もう 賣り拂 ふ も 

の も なくなりました。 でも 六月まで はしの ぎます。 貴設の 大衆 通俗 小說を かくまへ に、 副讀 本と いふ 名目で 

小學六 年間の 讀本 十二 册を、 かいて 見る つもりで (二 年 計畫) 十二月、 一月の 二 ヶ月 努力し 一年生 用の ニ册を 

つくりました。 そのため 力 ラダ を 弱らし、 肺炎 を も 導いた のです。 最初、 春陽 堂より 發行 のつ もりのと ころ、 

執筆 中の 一 ヶ月 イクラと いふ 食 ひ 料の 相談 を、 だんく に、 引き下げ るので、 同店から は 出さない ことにし 

(從 つて 食 ひ 料 は $ 只 はず) 一 月に 改造 社へ 話しました。 出版部 長 は 非常に ほしがり、 社長の 代議士 選擧が 終り、 

カゴ シ マより 歸京 する のが 三月になる から、 それまで 決定 を 待って くれと いふ ことで、 三月 末まで 困窮し つ 

\ 待ちました。 そのと き 肺炎。 四月に 入り、 社長 は贊 成。 十 萬 二十 萬と いふ 大量 生產 なので、 營業 部長が 採 

算 して 決定す る こと i なり 調査 中のと ころ、 社長の 選擧 につ いての 違犯の ため 營業 部長 はカゴ シ マ へ 引つ ば 

られ 未決に 投ぜ られ、 五月 一ば ぃ歸京 出来ない とい ふ。 これで、 せっかくの 計 畫も宙 ブラ リンです。 改造が 

引きう け、 出版 すれば、 私 は 家族の ため 安神して 地獄に 行けます。 
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君 は 持 株が 下って 困りません か。 私 は 田園都市の 土地 を賣 りたく も aioj ひ 手な し。 每月 六十 二 圓の拂 込が 出 

来ず 十月 以来 放棄し あり、 六月まで は その ま \ です。 

貴說 により 適當な 土地 を 買 ひ、 家 を 建てれば 愼君 をお 引取す る こと も 出来、 貴兄が 上京 されても 御 t 射が 出 

来る わけ だが、 人々 にも 頼んで あれ ど、 よい 土地な し。 借地 をす るなら、 知合の 華族の 所有地に 借りられ さ 

うなの が あれ ど、 惜地 では 面倒 か。 君 も 八重 子さん の 御 婚禮で 多大の 出費 も あり たるべく、 株 も 下れば、 今、 

家 どころではない かと も拜 察。 いか すべき や。 急いで 家が なくと も 私 は 困らず。 今の 借家 は 六十 五 圓の安 

家賃で、 不滿 もな し。 

昨 H、 雨の 若葉 を H ふるべく、 酒 四 合 を たづ さへ て 淸水畫 伯を訪 ひ、 白 瀧 幾 之助老 先生と 三人で 雨 窓に 飲む。 

私の 家主の 室町 伯爵の 御 令妹が 私の 世話で 淸水 君の 油德 のお 弟子と なる。 御 年 二十 六 なれ ど、 二十  一 二に し 

か 見えず。 三人の ためのお 酌 はこのお 姬 さまが つとめて くれました。 酒の サ カナ は 山 ウドの 醉の もの、 燒 i ？。 

筍 を 輪切りに して、 醬油 をつ けて 燒ぃ たもの。 はじめて 食 ふ。 

家內 より 山々 よろしく。  ：Z!J 上 近況 具申。 拜具。 

八 I  二  〔五月 九：！！ 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄  五月七日 三 重 吉 

御 返事 を 難 有う。 昨日 愼太 郎君 来訪。 「私との 聯絡 を 忘れる やうで は、 父上へ も、 達 金の 場合 なぞに 受取 

りの 手紙 を 出さなかった りする やうな こと も あるな」 とい ふキ ッカケ で、 私の 廻り 氣の やうな 形で よく 申し 

てお きました。 無邪氣 なよ い 御子 息 だ。 この 人 は 在京中、 わるい 風習に は 染みません。 御 安神。 材木が 安く 

なって 御 閉口の a、 御 同情し ます。 この 不況が いつまで 績く のか、 心細い 至りです。 赤い 鳥 癡刊後 は 子供に 

讀 ます ものがない ので、 會員 組織に して 復刊して くれと いふ 人 多々 あり。 五 千 人の 會 員が 集まるなら やれ ま 

す。 ：x 下 考案 中。 神經 痛の 方、 精々 御 療治 をお 祈りし ます。 乍 末筆 夫人に よろしく 拜具 
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<  一 I 一一 〔五月 十二 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 祌奈川 驟 缣倉町 由 比 ケ濱森 田 草 平へ〕 

草平樣  五月 十二 曰 三 重 吉 

九日 會 でお 目に か、 れる つもりで ゐ ました。 本日 は 「吉 良家の 人々」 を 難 有う，) あの さし ゑ は 原畫を 春陽 

會の展 覽會で 見て、 ゥ マイな ァと思 ひました が、 版に して 又 格別の 味が ある。 春陽 會 では 偶然 石 井 鶴 三 君に 

會ひ 言葉 を か はした。 「四十 八 人目」 はま だ拜讀 しなかった ので、 本に ついて ー氣に 通讀、 しま ひのお しほ 

の 心意 氣に ホロ リと しました。 面白い 弱者の 心理 を か、 れ たもの。 單に、 討 人の 日に 逃げ出し たもの あり 位 

の， 記錄 はあった らうが、 あのす ベての 心理の 課程 は 無論 は 悉く 御 創作と 見る。 お 手柄と いふべ し。 近頃の 下 

らな ぃ小說 なぞより よっぽど 面白い。 ともかく 本に なり 從 つて 身 入り ともなりお 目出度う。 あれが 二つと も 

芝居 に. ならな い の が 遺憾です。 /〔中略〕 

顴 みると、 私 は 何のと りえ もない 愚小說 ばかり かいて 早くく たびれ た。 十一 年の 赤い 鳥の 仕事 も 泡沫の 如 

し。 君 は 最近に 至り 「輪廻」 の 大作 を 出した から ラフ ィょ。 私 は 生活に も 困る 故、 かけたら、 又 小說を かき 

たいが、 ？ S 級 意識 ゃモダ ー ンガ ー ル の小說 でなくて は 受けない となれば 私 は 何も かけない。 i 中です。 拜 

具。 /「後略〕 

<1 四 〔六月 十六 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ ； W 奈川 縣缣倉 町. m 比 ケ濱森 田 草 平へ〕 

草 平 閣 下  六月 十五 日 三 重 吉 

改造 社 本、 出来。 卷 頭の 寫眞、 一 人の .チぐ ィは弓 を もち、 一 人の ヂ，、 ィはサ ー ベ ルを 提げて、 共に 文武 雨 

道で 景氣 のい X こと。 君の 弓 は 的 場 の 屋根へ 飛ばした りする 位の 程度な らん も、 あ の 寫眞 で は 弓道 の 達人 の 

やう だね。 君の 字 は 昔から うまい ので 敬服して ゐ たが、 版に 刷って 見る と、 一層 光彩 あり。 まるで 聖武 天皇 

時代の 名筆が 寫經 したの を 見る ごとく、 藤 原 某 筆 寫萬葉 集 をで も 見る 如し。 驚いた ものな り。 君の 自傳も 面 
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白し。 ^.,^.ポにれじょぅとしたのは初耳で、 腹 を 抱へ て 笑った よ。 

奥 附の印 は、 私が 代表した。 改造 社で い 、加減な 印 を 作り、 勝手に 押しと けと 申し、 その 通實行 させた。 

改造から は 部 數を證 明す るた めに、 數 軒の 製本屋が 奥附 印紙 を 受取った 領收 證を经 り 来れり。 部數 は、 

上製 四莴 五百部 / 並製 五莴 三千 五百部 / 合計 九 萬 四千 ブ 

印税 は來 Hi 五日す ぎに くれる とい ふ。 一 度に 全部 くれ 得る や 否や 疑 はし。 少く とも 私の は 一 度に くれな く 

もよ しと 申し入れ あり。 右 御報吿 申し上げます。 

二人の 本 を 早く 出して くれたの は 編輯の 谷 口 君の 好意です。 ほかに 關 口と いふ 人、 校正に 當れ り。 二人で、 

いっか 右兩 君に 一ば ぃ飮 ませて やらう かね。 この 點 返 マツ。 アナ カシコ 

八 一 五 〔六月 十六 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一 より 東京 府下 大 井町 元 芝 松 岡 讓 • 筆 子 へ (はがき)〕 

拜 啓/婦人 公論の 寫眞を 見て、 わが 筆 子 夫人 を あんなに 寫 しゃ ァ がって 失敬 だ、 もっと キ レイ だよ と 奮 g 

したら、 バ 力に 御 ヒィキ をな さる わね と、 力、 ァに冷 かされた。 力、 ァは 「まあ、 松 岡さん が 年 を とられた 

こと」 と 驚いて ゐた。 明 子さん が 大きく なられた こと。 ボンく の 記事に は 笑， つた。 ナ ルホド 大きく 見える。 

ェビ フライ 君 は 5- 男子 だ。 この 人 は騎道 少年 國に 入れて 馬の 名人に したい。 早く 滿十 三才に おなりなさい。 

アナ カシコ 六月 十五 日 

<| 穴 〔六月 二十 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 祌奈川 縣鎌倉 町 S 比 ケ濱森 田 草 平. つね子へ〕 

草平樣 つね子 樣  六月 二十日 三 重 吉 

御子さん は どの 子 か。 御 二人の 御 心中 推察に 餘り あり。 お慰めす る 言葉 もない。 そんな こと、 も 知らず、 

フザケ た 手紙 を かき 失禮。 神お の 加護 を 祈る。 シ ェ ン キウイ ツチの 作 は、 ぜひ 赤い 鳥へ 出して くれ。 原稿料 

は バンい 力、 タ.、 、とい ふわけ に はいかん。 印ば かりに 奉納す る。 つね子さん は 御 看病の 間、 自分 も 御大 切に な 
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さる やう、 ハ マより 傳言。 以上 敬具 

八 I 七 〔六月 二十 六 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 東京 市外 杉 並 町 杉 並 第 七 小 學校菊 池成彥 へ〕 

菊池樣  六月 二十 六日 鈴 木 三 重 吉 

先日 は 不在で 失禮 いたしました。 八十 部 もお 引受 下さり 拜 謝して ゐ ます。 〔中略〕 

いっかお 話が ありまし たが、 賣郡 でも 敎育會 の 主催で 私の 講演 を 聞いて くれません か。 私の 講演 大變な 人 

氣で、 みんな 割れ かへ る やうに 喜びます。 報酬 なぞ は 一切 不要。 四 六 版 十六 頁に 相當 する 聽講 材料 を 進呈し、 

それ を 見ながら 聞く のです。 〔中略〕 私の 仕事の 宣傳 にもなります が、 教師の 方から いへば、 私の 講演 を 聞く 

と大に 得る ところが ある 箬 です。 

學課 としての 綴 方の 教育的 任務/綴 方 の 本質/根本 の 指導 法/ 國定 教科書 の 批判 

上 を 話します。 考へ ておいて 下さい。 

<ー<  〔六月 二十 八日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 東京 府下 下落 合 井本 健 作. 靜 子へ〕 

健 作 大兄 靜子樣  六月 二十 八日 三 重 吉 

御 一同お 變り もない こと V 拜察。 私 は、 もう 大元氣 で、 びっこな りに 馬 を乘り 廻して ゐる。 日曜の 午前に 

は 少年 團 と共に 乘り、 土、 日の 午後に は 學習院 で 刑べ ー を 仕込む のに 乘馬。 珊べ ー 馬 はとても 甘い。 

次に 赤い 鳥の 復活に つき、 あんなに 澤 山の 方々 を 引き入れ 下さり、 淚 ぐんで 喜んだ。 御 煩 勞を拜 謝す。 

私 は小學 校の 教師 野郎、 特に 校長の タヌキ 連が 大きら ひの ため、 これまで 一切 講演に 出なかった が、 最近 

は 心 を 改め、 郡巿敎 育會が 主催 すれば 飛び出して 行く ことにした。 六月に は 横 濱巿、 木 更津、 熊 谷、 韮 崎 

(ャ マ ナ シ ケン) で 各 三 四百 名の 教師 ども を 集めて 緩 方の 指導 法 を 四 五 時間 づ\ まくし 立てた。 犬に 感動して 

くれて、 橫濱 市で は視學 一名と、 校長 二 名と が 市內を 三分して 各校 を步 いて ゐる。 一校に 十 部 二十 部 とらせ 
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ると 力んで ゐる。 千 部 引きう ける とい ふ。 その他の 講演 地で も 郡 內の學 校 全部に とらせる と 申し、 校長が 奮 

起して ゐる。 あんな 連 仲で も、 四 五 時間 話して やる と、 分って、 まゐ つて 感奮す るよ。 近々、 岐阜、 大 垣で 

やる。 これから 全 國を步 いて やる 決心。 右の 始末で 五 千 部 はすぐ まとまり 九月 又は 十月に は發行 出来、 萬 歳 

を高唱 する よ。 

御 禮旁右 迄。 ハ マの 奴 は 頸に デ モノ (疽 とい ふ もの) が 出来、 入院 中、 二三：^ 切られて ヒィく 言って ゐるー 

す V 子が 十五に なり、 ォカヅ を 作りお 酌 をして くれら ァ。 お 多 福で もこん な ときには 便利な り。 2^上 

. 八 一九 〔七月 三日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 東京 市外 杉 並 町 阿佐ヶ谷 山 田碎吉 へ〕 

山田樣  七月 三日 鈴 木 三重 吉 

拜啓 一 月 十七 日に 御 懇書 を K きました が、 私 は 肺炎で 死に か. - つて ゐ ましたので 御 返事 も 差 上げ ませず 失 

鱧いた しました。 五月まで 就床、 六月に 入り、 拾った 生命 を 再び 赤い 鳥に 捧げる 勇猛心 を 起しました。 今度 

は 必ず まとめます。 御 援助 をお 願 申します。 拜具 

< 二 0  〔七月 七日 岐阜よ リ 祌奈川 縣嫌倉 町 由 比 ケ濱森 田 草 平へ (搶 はがき)〕 

岐阜へ 來ゃァ した。 え X ところ ぢゃ よな も。 あの 川の すぐ 下流の 右が はが、 おめ やの 生れ ゃァ した 村ぢゃ 

とな も。 

御子 樣の 全快 を 祈る 七月 七日 三重 吉 

< ニー 〔七月 十二 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 祌奈川 縣嫌倉 町 由 比 ケ濱森 田 草 平. つね子へ〕 

草平樣  七月 十二 日 三 重 士 n 

御 fi 状に 恐縮。 責 息の 病 狀險惡 の 趣、 ぉ氣の 毒に たへ ない。 御 二人の 御 心中 を拜 察する よ。 特に つね子 さ 
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んは 暑中 日夜の 看護に お疲れの こと \ 思 ひます。 御自身 を も 御大 切に。 岐阜で 赤い 鳥宣傳 のた めの 講演 をし 一 

た" あの 山の 下に 貴 宅が あつたの だと 指さ X れた ときには、 感慨無量なる ものが あった。 改造の 印税 も 一年 ， 

遊んだ 借金、 病院のと きの 借金、 赤い 鳥の， 借金 を拂 ふと 元 も 子 もない。 アジ キ ない 浮世 だ。 印稅は 等分す る I 

と 命じて おいた にも 係 はらず、 五日に 行って 見たら、 小生の 頁が 十 幾 頁と か 多い とて、 三百 幾圓 余計に なつ 一 

てゐ た。 これ を兩 分して 一半 を 君のに 加へ、 等分の 計算に 直させた。 責任 上、 事實を 明白に してお きます。 

僕 は 計算書と 金と を 貰って 来たの みで、 一たい、 幾 割の 印稅 になって ゐる もの やら、 まだ 計算 もして 見ない。 

君 も 同然と 思 ふ。 呵々。 九日 會は 僕も缺 席。 广 マの 奴が 糖尿病で、 そのために 大きな デ モノが 頸に 出来、 十 

數日 前より 入院、 數度 切開、 經 過よ く數 日中に 退院。 弱い 珊吉 が中學 校の 學期試 驗でフ ー く 言って ゐる。 i 

貴 息の、 どうかして 快癒 さる M こと を 祈る。 つね子さん によろ しく。  ！ 

八 ニニ  〔七月 十四日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 神 奈川縣 お 一子 町 室町 說 子へ〕 

室町 說子樣  七月 十四日 鈴 木 三 重 吉 

おたより を 難 有う ございました。 もう 半年 も 一年 もお 會 ひしない やうな 氣 がします。 ぉ元氣 のこと、 拜察 

いたします。 總 はお 出来に なりました か。 家內の 入院 ヰに はわ ざく 御見舞 下さいまして 恐れ入りました。 

昨日 退院いた しました。 注射で 糖尿病が 治りました ので デモ ノも、 ゥミを もってす つかりつ ぶれて し ま ひ 只 

今では 切開 口の 癒着 を まって ゐる だけで、 每曰 病院へ 通 ひます。 御 安神 下さい まし。 私 は 六日に 東京 を 立ち 

岐阜で 講演 をして 長 良 川の 鵜 飼 ひ を 見物し ました。 岐阜の ゲイ シャ たち はメ レンスの ュ モジ をつ けて ゐ ます。 

—ナ モ、 先生、 ナモ、 あの ナモ、 今日は ナ モ、」 とい ふ 調子で ナモ を連發 します。 つめたい ビ ー ル のこと を、 

ヒャカ ー タ、 ビ ー ルと いひます。 とてもお 笑 ひぐ さ。 二十 二日から 二十四日まで は、 騎兵 第一 聯險 について 

富士据 野に 滯在、 少年 團の 訓練 を やります。 歸 つて 來 ますと、 八月 上旬に 出發 して 宮城 縣の 仙臺、 石卷、 白 ， 

石、 新 瀉縣の 新瀉、 村 上、 村 松な ど，^ いふと ころで 立て 精け に 講演 をし ます。 一 ケ 所で 三 四時 間づ、 喋り ま 
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くり 綴 方に ついて 嘴んで ふくめる やうに 敎 へて やります と、 たいてい まゐ つて 會員 になります。 行った 土地 

で 必ず 二三 百 名 は 作れます。 只今 入 會者ニ 千 一名。 五六 千になる まで 步き 廻る つもりです。 老人 とても 元 氣。 

さかんに 酒 をのみ ます" 御 安神 下さい。 刑吉は 今日から 休暇、 す i1 子 は あと 一 週間。 

そのうち 一度お 歸り 遊ばせ。 さやうなら。 

八 ニー  ||  〔七月 二十. I ハ H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 祌奈川 縣嫌倉 出 比 ケ濱森 田 草 平へ〕 

草平樣 つね子 樣  七月 二十 六日 三 重 吉 

少年 M を つれて 旅行して をり、 おはがき 昨夜 拜見。 八幡 君 遂に 御 永眠の 由。 御 心胸拜 察。 合掌し ました。 

つね子さん は 御 看病に お疲れの こと \ 思 ふ。 御 悲愁 を 加へ、 さらに、 がッ かりされ たでせ う。 御 靜養を 祈り 

ます。 ハ マ も、 心配して ゐ ます。 ハ マ は 糖尿病の ため、 ゥ ナジへ 大きな 出 ものが 出て、 切っても く ゥミを 

持たず、 入院 二十日、 ホルモン 注射で 糖の 出る のがと まり 從 つて デモ ノも ゥミを 持ち (皮膚に も 糖が 廻る の 

でバ ィ キンが 死なない) 數曰前 退院して、 今 は 傷口の 癒着 を 待って ゐ ます。 

改造 社の 連 仲 を 招待す る 件 は、 さう 急ぐ にも 當ら ず。 御 不幸の アト 故、 私と しても 遠慮したい。 秋に なつ 

てからに しませう。 

岐阜 は 赤い 鳥 を 一 寸も 知らない ところ。 僅かに 聯隐附 中佐の 家庭と、 長 良小學 校の 一 敎員 (もと 本 莊にゐ 

た) とほかに 學生 一 名の 會員 ありし のみ。 あまりに 分らない 人が 多い ので 一 度 来て 話して くれと い ふ の が 事 

の はじまり。 中佐 夫人と 前記 教員の 二人が 奔走し、 長 良 校長に 主催 をた のみし も、 赤い 鳥の 赤ィ とい ふの が 

不安 だとて 承知せ ず、 兩 師範の 校長 も 同 樣不贊 成。 やう やく 一方の 師範の 裁縫 室 (講堂 は 貸さず) を會 場に 貸 

した。 それ も 校長が 私の 人物 を 知らないと いふので 中佐 夫人、 改造 本の 私の 傳記 を讀み 上げ 少年 團を 組織し 

て 宮殿 下の 閱兵を 得た とい ふの を 指して、 過激な 人間で ない とい ふこと を示レ やっと 承諾 を 得た わけ。 來聽 

者 は それでも 三百 名。 四時 間に わたり 懇々 と 謙抑に 說 いたと ころ、 皆々 感激して くれ 二百 十 名ば かりの 入會 
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者 を 見、 曰 本 中で 第一 着に 赤ィ 鳥の 支部が 出来ました。 はじめに 私 を 疑った 反動で 今度 は 校長た ち數 名、 視 

學 たち、 師範の 主事た ちが 連名で 微を 全縣に 飛ばし 勸 誘して くれて ゐ ます。 今に 岐阜 縣は千 葉 山 梨に ついで 

全國 赤い 鳥 信者の 中心になります。 千 葉縣は 君津郡 (木 更津) 長生 郡 (茂 原) 印旛 郡 (成 田) を 中心に 各 三百 づ> - 

の會員 あり、 今に、 全 縣でニ 千 名の 會員を 得る 豫定。 只今 申込 合計 三千。 ほかに 五六 ケ 所で 築めて くれて ゐ 

る もの 千 五 百 は あるら しく、 發表 後一 ヶ月に して 四千 五 百 を 得。 何卒 御 安神 下さい。 今夏な ほ 數ケ所 を 廻り 

ます。 學校を タパに して 入れる 故、 箇 人の 勸 誘に ついては、 貴下 御 心配 下さらない やうに。 /御大 切に 願 ふ。 

12 拜具 

八 二 四 〔七月 二十 八 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 岐阜 市外 長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  七月 二十 六日 鈴 木 三重 吉 

騎道 少年 圑を 率ゐ、 騎兵 第一 聯 陵に 屬 して 富士 裾野の 廠舍 に數曰 宿營、 昨夜 歸來、 はじめて、 二十日 出の 

お 手紙 を拜 見。 多 敷の 御 入會を 得ました こと、 感 喜の 至りです。 實を いふと、 私の 喜びよりも 貴兄の よろこ 

びの 方が 數 倍で せう。 岐阜， が 私なる もの を 知らず、 講演に も 講堂 を 提供せ ずして、 裁縫 室 を 貸した こと なぞ 

は、 不愉快よりも、 あまりに バ 力く しいので、 を かしくな つた 位です が、 詳話 すれば 分って くれる ので、 

今では 私に よい 教訓 を與 へて くれた わけです。， 仰せのと ほり、 赤い 鳥の 倒れた の は、 私が あまりに 高踏的で、 

人に 說か なかった からです。 今後 は 全日 本 を 巡る 意氣 込みです。 〔後略〕 

八 二 五 〔七月 二十 九日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 正文 樣  七月 二十 九日 三 重 吉 

酷暑 中お 變り はない か。 神經 痛の 方い か じす。 先般、 八重 子さん が 御 病氣で 奥さんが 長 崎へ 出かけられ 

たと 聞いた。 取 紛れお 見舞 も不申 上、 失禮 いたしました。 最早 御 全快の こと \ 拜察。 私方ハ マが 糖尿病で 二 
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十日 あまり 入院。 目下 糖 はとれ ました。 私 は 元氣で 各地へ 講演に 巡って ゐ ます。 目下 會員 三千 五 百、 今に 必 

ず 七 八 千になります。 赤い 鳥が 倒れた の は 私が 宣傳 して 歩かなかった ためと 分りました。 小學 校の 校長な ど 

乂 いふ 奴 は 狸の ィ バリヤで、 そんな ッラを 見る の も 胸く そが わるい とて、 小學 校に 近づかず、 講演 を 賴んで 

来ても 突懷 ドンに、 はねつけて ゐ たやうな ヮケ です が、 今度 は 魂 を 入れ かへ、 どこへ でも 出かけます。 まづ 

皮切りに、 下 谷の 大正 小學 校で 下 谷 區の國 語の 關係者 六十 名 を 集めて 講演、 子供 を 使って 實 地の 授業 をして 

見せた ところ、 同校 長 感激、 同校で 百 五十 七 部 申込み、 六十 名が 相談して 下 谷の 全部の 學 校へ 入れる とて S 

休み中に も 係 はらず 奔走して ゐ ます。 東京 はこれ だけで アト 廻し にし、 地方 を步 きます。 岐阜 市 は 會員ニ 名 

しかない ので、 同地に 乘り 込み 五 時間 講話、 忽ち 二百 二十 二 名の 會員を 得、 日本で 第一 に 赤い 鳥の 支部 を設 

けました。 校長 十數 名、 視學等 合同して 宣傳 して くれて ゐ ます。 千葉縣 木更津 での 結果 二百 六十 七 名、 埼玉 

縣熊 谷での 結果 百 七十 名、 山 梨縣韮 崎で 辯 じて 三百 名、 橫濱で 五 百 名、 を 得ました。 そのほか 講演した とこ 

ろ數ケ 所、 結果 未明、 八月に は 東北 を 廻ります。 全日 本を步 いたら 五六 萬の 會員は 得られます。 最初 は 六 七 

千で 出發 します。  - 

改造 社の 一圓 本で 六 千圆貰 ひ、 借金 を拂 つて 千 五百圓 のこりました。 これ を 十月までの 宣傳 費、 生活費に 

します。 拜 借の 方 は、 今少しお まち 下さい。 勝手で 失禮。 

ところで 九月 又は 十月に、 私の 出身の 貴地、 本 川小學 校で 講演し ます。 同校の 講堂 開き。 巿內 全部の 小 

敎員を 集める とのこと。 併し 折角 廣 島まで 出かけて、 たった 一 ケ 所では モッタ イナ ィ故、 序でに 加 計 町で 山 

縣郡 全部の 教員の ために 四時 間ば かり 喋りたい と 思 ひます が 如何。 私の は 敎育學 者の 語る ごとき、 紋切 型の 

お 話で なく 製作 手 續を說 く 面白い 話で、 兼ねて 私の 敎育觀 を 開陳す るので す。 郡 敎育會 も 貧乏で せう から 謝 

？！ i は 不要。 本 川 校で は、 出来るだけ 多く 謝 禮を貰 ひ (全市の 教育家が 據 金す るので すから) それ を 同校の 圖書 

室の 費用に 寄附して 来る つもりです。 廣 島への 行きが けに、 大阪 朝日の 後援で、 大阪市 (來會 千 二百 名、 二日 

間) 京都市 (八 百) 神 戸市 (七 百) 姬路巿 (六 百 名) の 主催で 講演し ます。 廣 島の 曰 程 は 右の 三ケ 所の 都合に より 
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決定。 

山縣 郡の 方お 考へ おき 下さい。 ぜひ 教育界に 聞いて おいて 貰 ひたいの です。 2? 上 拜具 

八 二 六 〔八月 十八 HI 東京 市外 西 大久保 四. 一 ハーよ リ 岐阜 市 本！^ 町 福 富 高 市へ〕 

牧田樣 福富樣  八月 十五 曰 鈴 木 三重 吉 

御 雨 君の 各 十二 日、 十三 日 御 出しの 御 懇書 拜誦。 引つ き 御 奔走 下さり 恐縮して をり ます。 この 暑中 を汙 

だく/ V でかけ 廻って 下さる の を 思 ふと、 涙ぐま しいば かり に 感謝 い たします。 

梅澤 さん も 犬に 應援 して 下さる さう で 難 有く 存 じます。 いづ れ御罎 狀を出 しませう。 女子 師範の 連 仲 は と 

ほう もない ベ ラボ ー な 奴ら を かついだ ものです ね。 言語 同斷。 批判 會は おもし 〔ろ〕 いでせ う。 赤い 鳥ぐ らゐ 

高い 理想 を 含んで ゐる 子供 維 誌 はない のに、 これ を 自然主義と は 何でせ う。 出タ ラメ も 程が あります。 仙臺 

では、 視學、 校 ml!^ 連總 出で 歡迎 して くれました。 一一 日間 講演。 來會 四百 二十 名。 {41 前と いって ゐ ました。 講 

演後、 私の 未知の 二階 堂淸壽 氏と いふ 男 師範の 敎 頭が 立ち上って、 自分 はこれ まで 赤い 鳥 を 知らないで ゐた 

が (讀 んでゐ たのです。 來會者 中の 未知の 人を說 服す る 手く だで せう) 鈴 木の 人格に 接し (ク スダッ タイ 話) 

無條 件で 未知の 赤い 鳥を疆 讚す る、 諸君のう ち、 知らない 人 も 私と 共に 會員 になれ、 仙 臺市は 視學、 校長の 

聯盟 を 作って 極力 縣 下に 宣傳 すると、 熱 列に 應援 して くれ、 主事の 手から、 入 會囘答 用の ハガキ をく ばり ま 

した。 目下 績々 入會。 一校 百 部と いふの も あり。 岐阜に ついで 支部 をす ぐ 設けます。 大變な 截 迎 でした。 御 

安神 下さい。 明日 は 千荑縣 印旌郡 (成 田 町 を 中心に) に 支部 を 作りに 出かけます。 まづ千 葉の 各 郡 市に 悉く 支 

部 を 作る つもりです。 君津郡 (木 更津 中心)、 長生 郡 (茂 原 中心) に はぢき 出来ます。 私が 歩かない といけ ませ 

ん。 步 けば 赤い 鳥 も 今に ー莴ニ 萬と 出ます。 目下 入 會登錄 三 一 九 四 部、 諸方の ためおき を 合し 四千 はたし か 

です。 

鲇を難 有う。 おいしく 食べました。 岐阜で <K つた 鲇は、 鹽燒 は、 燒 きすぎ て 堅く、  ir か 多くて、 からく 苦 
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く、 みそ やき は 甘ったるくて 失望。 うちの 婆さんの 料理 故、 、つまく 食へ ました。 暑い のに ノ  ロケに 非ず。 本 

當の 話。 

私 は仙臺 行きの ため 八月 二、 三、 四、 五と 少年 團を缺 席し ましたが、 アト は 一日から 十五 日まで 毎朝 六 時 

に 士官 校に 出かけました。 二 時間 乘 馬して 敎 へる のでへ ト くです。 

九月に は 大阪市、 京都市、 神戶 市の 主催、 大阪 朝日の 後援で 合計 三千 五 百 名のた めに 講演、 その 足で 廣鳥 

に 入り、 縣下三 市、 四 郡で やります。 廣島市 は 私の 故鄕で 市が 講堂 開きの ために 私 を 呼んだ ので 千 二百 名 集 

めて 話します。 廣島 市へ は、 

「私 はよ そで は 謝禮は 受けない が、 貴 市 は 特別 故、 ゥンと 謝禮を くれよ」 と 申し 達り ました。 くれたら 全 

部 を、 私の 出身 小學 校の 圖書 室へ 寄附して 来る つもり。 愉々 快々 拜具。 

家內 の病氣 にっき 御 心配 を 難 有う。 すでに 退院。 傷口の ガ ー ゼの 交換に 通って ゐ ます。 糖 尿 も 治癒。 御 安 

神 下さい。 

〔封筒 裏に〕 何とか 社に ついて は牧田 氏の 說に贊 成。 

可 兒郡奥 村 さ ん によろ しく 御禮を おった へ 下さい。 

八 二 七 〔八月 十九 H 東京 市外 IS 大久保 四 六 一よ リ 仙 s 市 北 二番 丁 小お 璺隆 *恆 子へ〕 

豐隆 閣下 恒子樣  八月 十九 日 三 重 士  n 

今囘は 御途迎 までして 下さり、 恐縮の 至りで ござり ィす。 木工 老、 次郎 翁に もま だお 禮狀を 出さず。 歸來十 

五日まで、 每 朝早くから 士な學 校 へ 出頭、 少年 團のー 一 三 1. を 一 組、 一 年生 を 一 組と し 各 一 時間 づ V 日に さら 

されつ- -敎 へる ので グッ タリだった。 十六 日に は 不德の 至す ところの 成 田で 講演。 昨日と 今日と で、 仙臺 の、 

晚餐會 をして くれた、 視學、 校長 連 二十 名へ、 やっと 一 々禮狀 を かいた。 仙臺 では、 ォレ なる ものが 好感 を 

與 へたら しく、  I. 心から 歡迎 して くれたよ。 來會 者から ボッく 入會 して 來る。 今に 山內君 なぞに 賴み、 視 
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學、 校長 -迎を 贊助員 と し て 仙臺 支部ち 設け る 。 

閣下に 歡迎 宴に 金 をつ か はせ、 どうも 氣の 毒で たまらない。 先で 金が 出来た とき 奉納す るよ。 恒 子さん に 

は、 話し もの こり をり、 アツ ケな いね。 書 之 助 君た ち 三人 を 見なかった のも殘 念な り。 珊吉は 每曰藥 習院へ 

通 ひ 馬 を やって ゐる。 あの 氣の よわい 子が 馬に は 夢中 だ。 一人で どんく 力 ケア シを もやって ゐる 由。 ハ マ 

. の 奴が、 喜んで ゐる。 おかげで 靑ン儈 が 曰に やけて 丈夫 さう に 見える よ。 彼が 馬に 乘 るので、 ォレ はもう や 

めても 未練がない とい ふ氣 がする よ。 海水浴の ため 中途で 四 五日 馬 を 休ませる。 私 方の 社員に オヤ ヂが 橫濱 

本牧で 海水浴場 を 設けて ゐる もの あり。 そこへ 宿泊させる。 ハ マより 御兩 所へ よろしく。 又山內 君に ぉ會ひ 

の 際 は、 赤い 鳥に 盡カ する やう 賴ん でお いて 下さい。 

高濱虚 子から 来信。 貴兄、 能 成 は 上京して ゐ ないか。 ゐれば 昔の 思 ひ 出に 一 夕 招待す る、 寺 田さん、 へ ョ 

タン 草 平 も 一 しょに よぶべき かと あり。 小宮 九月に 上京、 その 頃まで 能 成 もゐる i: 故、 六 人 を 一 しょに よ 

んでォ タレと 返事し おけり。 お含み を 乞 ふ。 

八 二八 i 八月 三十日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 岐阜 市外 長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富， 樣  八月 三十日 鈴 木 三 重 吉 

引 績き御 奔走 下さり 御寧 日な き御容 子で、 御 健康に 障り はしない かと、 心配です。 からだに 御 無理 をして 

下さらな いやう にお 願 ひします。 目下、 登 錄三六 三 六、 九月 中には 必ず 五 千になります から 御 安神 下さい。 

東京 府 (市 を も、 こめて) はま だ 八 三 二 で、 これから 市內 の各學 校に 宣傳 します。 視學 諸氏の 應援 あり、 有望 

です。 府縣 として 二百 を 越して ゐ るの は、 右の 外、 千 葉 三 五六、 大阪ニ 四 〇 と 貴 市の み。 貴 市 は、 只今 だけ 

I でも 二 四 四で、 全國 第三 位です。 貴巿 へま ゐり 皆さんに ぉ會 ひします まで は、 貴 全 縣で三 名のみ の會 員で し 

五 た。 それが 全國 第三 位に なって 貰った の は 實に難 有い ことです。 もう アセラないで 下さい。 視學 さん、 校長 W 

年 さんがた、 雨 主事の 方々 の 御 懇情に はお 禮の 申し やう もありません。 先般、 それん，.、^ 狀を さし 出しました 5 


が、 口 や 文章で は、 ぉ禮 をい ふの が 下手です。 又い つかお 會 ひして、 默 つて 頭 を 下げる のみです。 

勸誘狀 に視學 として 署名され る こと は、 御迷惑で はない かと 思 ひます。 贵巿の 校長さん 全部 を贊助 者に お 

願 ひする とい ふお 考へ も、 一人、 御 了解な き 人が あると、 その 人 を 除外して 印刷した やうに 見え、 外觀 も、 

その 一 人の 方の 心理 も、 おもしろく ありますまい。 

私はぉ任せしてゐる！^上、 どうで もい \ です が、 右のお 考 へよりも、 各自の 方々 (視學 さん、 校長さん 以 

下) が、 單攝に 署名して (名前 を 印刷し ないで、 {& 白に し、 そこへ ペンで かき 入れて 貰 ふ)、 知人の 方へ 出し 

て 貰って は 如何で せう。 これ も 一案と して 御考へ 下さい。 人々 に 御迷惑 や、 氣まづ い 思 ひ をお かけして はす 

みません。 

十月 乂は 十一 月に は 必ず 發刊 する 覺 悟で、 記者 二 名 を 入れました。 作家 側 も 大乘氣 です。 

私 は 元氣。 ピッコな りに 駿馬に 跨り、 一人で 得意に 乘 つて ゐ ます。 私の 子供 (中學 一年、 十二 才半) に はじ 

めて 馬 を敎へ 三十 八 囘連績 して 乘 せました。 三年 もた てば オヤ ヂを追 ひ 越す でせ う。 愉々 快々。 /御 禮旁右 

迄 拜具。  ， 

明日の 日曜 は 事務 を 休み、 學習院 の 人々 六 名と 共に、 埼玉縣 へ 往復 十 里の 長 騎乘を 試みます。 馬に さへ 乘 

づて をれば 何の 愁も 不平 もありません。 呵々。 

八 二 九 〔九月 十一 一一 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣島縣御調郡ーーー原町池田〔元小笠原〕^?れ次郎へ〕 

池 田 君  九月 九日 三 重 士ロ 

御 多用中 を、 私の ために 御 奔走 下さり 痛み入ります。 尾 道の 方 は、 およし 下さい。 荒 川さん の 紹介 狀 まで 

持 つ で 行 つたのに、 あんなに 冷遇され て は 貴君 もど んな にか 不愉快 で し た らう。 私と して 君 に氣 の 毒 で た ま 

りません。 

廣島 市から は、 發 起した 學 校の 教員が 上京して 私に 賴み、 市 教育 課の 主催なら 應 ずると 申しましたら、 學 
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務 課長が 上京して 賴 みに 来ました。 これに は 恐縮し ましたが、 元来が、 私の は、 自ら 賣 りに 行く ので はなく、 j 

むしろ、 私の 講演 を 聞かれる 人の 方が、 與 ベら れる わけなので、 こちらから 賴んで 講演 させて 貰 ふ 筋の もの 一 

ではありません。 私の つもり は、 どうせ 廣 島まで 行く こと 故、 序でに 尾 道、 福 山の 敎員 諸君に も 話して 上げ 一 

たい、 ついては、 謝禮 をと る わけで もな し、 又、 間接に は 赤い 鳥の 宣傳 にもなる こと 故、 私 も 利益 をう ける、 一 

併し ともかく、 先方から 依頼され る 形で 臨みたい とい ふの が 腹でした。 尾 道の やうに、 ィ バルなら、 當 方よ - 

り 御免です。 

ところで、 廣島市 は 十月 五日に 决定 しました。 その 晚は 私の 歡迎會 をして くれます。 翌朝、 福 山へ 行けば 

行けます。 六日 は 月曜日 故、 教員が 集る としても 午後 二 時 位からで せう ね。 夜で も 可な り。 三 原に いつにし 

ます か。 

實は 十一 月 初旬に 再刊す るので、 十月に は、 旅行した くありません。 廣島 だけにして、 三 原 福 山へ は 又つ 

ぎに しても い \ です。 どうし ませう か。 君の 考へを 聞かせて 下さい。 末久 氏に は 禮狀を 出します。 

三 原の こと は、 君が 手近で 話が つくから い，^ として、 福 山の 方 は、 一 々汽車で 交渉に いくの は大變 故、 君 

の 考へを 承った 上 は、 末久 氏と 私との 交渉に しませうよ。 

或は 廣 島と 三 原と にします か。 如何。  . 

私の 講演 は、 小學 校の 敎育 (少 くと も 綴 方) の 弱 所を矮 正す るた めの もの 故、 學校關 係の人 Z? 外の 人に は、 

なるべく 聞かした くな し。 從 つて 講演の ポスタ ー なぞ は 貼りません。 右お ふくみお き 下さい。  一 

私の 都合で 萬 一 十月に 三 原 福 山へ 行かない ことにな つても、 先方へ 禮を 失しない やうに 話して おいて 下さ j 

い。 末久 氏に も、 その やうに 申し ませう。 次の 機 會には 行きます から。  一 

八 三 0  〔十月 二十 一日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄 奥樣 (fjns 舰 お； お is^i マ：：" ノ) 十月 十八 日夜 三重 吉 一 


昨夜 愼君 來りハ マと 三人で 粗餐。 笑話。 愉快な り。 廣島 では 御 厄介に なり 難 有う。 會 つて 話す ときには 滿 

足な りし も (今、 醉 つて 書く。 早く、 言 ひ盡 したく 漢文 調) 歸 つて 見れば、 物 足りず。 四日の 休養 (小 フクの 

隣家-一 在リ。 入に 洒ヲノ マサ レザル タメ。 隱レテ ヰ マ シタ) の 日に 加 計 町へ 自動車 を 飛ばせば よかり しもの 

を。  ， 

八重 子さん のお 寫 * 難 有し。 ハ マの 奴 は 女 故、 衣裳 を ほめる こと 夥し。 ハ マの 伯父 (父の 兄) 二人 は醫者 

(一 人 は 大帝の 侍醫) なりし も、 ハ マ の 父 は、 實 業より 仕上げ、 橘 町の ゴ フク 問屋。 故に ハ マ 衣裳の 目 ありと 

見 ゆ。 八重 子さん の 美しい ことに 淚 ぐむ。」 小生 廣島 で r< 百 人の 前で 號令を かける やうな 聲で六 時間 シャべ 

ル (可憐、 廣島 市に ラウド、 スビ- 力 I 無し) 吳で 四時 間、 福 山で 二 時間 (福 山 は 小生の 話 を 二百 人し か 聞か 

な い。) それで 聲も出 なくなりし 處、 大阪 で飮み (石 井、 佐 世 保よ リヒ 。 シ マ -ー來 リ大阪 につ いて 來る) いよ 

く聲 がつ ぶれ、 歸京 後、 八 Rr いまだ 電話 も かけられず。 歸來、 十一 日より 每日、 私の 少年 團の 馬の 練習。 

,(+ ハ 1 四時より 六 時まで 四十 人)。 六日 間つ く。 十月 十七 日より 士官 學校 馬場に て 全 國自馬 供進 會。 一二 日間、 

審判 等に 坐る。 私の 團も 出演。 午前 午後、 ， 記 錄の方 も 主催、 兼、 小 使、 明日です む。 へ ト/ \ 

赤い 鳥 會員五 千 七 百 四十 名。 以上 拜具 

再刊 第 一 號の 原稿 は 諸家の 作 拙くて イラ/ \ す。 

廣 島で うれし かりし は 貴家での 談話。 //不動 院 (牛 田の 北) の 錢跡訪 間。 お 上。 

君の 庭大に 可な り。 別區 劃の 蹄の 太. 第一。 猿 は ガサ/ \ して 不可」 

ダイ ジニ、 シン サイ、 チ イト、 ゥ ンド！ シン サイ、 サン ポ デモ 庭 ィヂリ デモ 

八 三 一 〔十一月 十六 H 加 計 正文へ〕 

加 計 大兄 先日 愼太郞 君 來御惠 贈の 干鲇 佳味 萬點 時に 本日 三 原より 醇酒 到来 偶然 京都へ 註文の 鯛 昆布 卷來着 

加 之 魚河岸より 力 マ ス の 干物 来る： 上と 妻 珊吉を 携へ淸 水 畫伯を 訪問 八重 子樣 への 撙の禮 を 申し 近隣 白 瀧 幾 
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之 助 先生 の 御 光来 を 請 ひ 妻 を し て 酒 を澗せ し め 

貴兄 の 0- を しで 杯 を 重ねた り 秋雨 來淸 與盡 くる 無し 此地 は 貴兄 と共に 嘗て 採 秋 依て 報 之 快 を 分つ 昭和 五 

年 十一月 十六 曰 三重 吉 

<=  一二  〔十一月 二十日 東京 市外 西大久 保より 廣島縣 三 原 町 池 田 〔元 小 笠 原〕 次郎へ (はがき)〕 

酒 を アンナに 澤山 項いて ぉ氣の 毒に 堪 へません。 實 にょい 酒で、 每晚 チビ リく やります。 洋畫の 老大家 

白 擺幾之 助 氏、 私の 騎道 少年 W の 大島又 彥中將 にも 一本 づ.^ 進呈。 みな、 うまい のに 驚いて ゐ ます。 あの 酒 

屋に 命じ 一 斗 (先方の 都合で 二 斗で も) 樽を途 る やうに させて 下さい。 お金 は 請求 次第 拂 ひます。 山手 線新大 

久保驛 着で。」 光本 君の 言 ひ 分、 醫家 として モット モの 話。 本日 禮狀を 出しお きたり。 奥さんに よろしく。 

赤い 鳥 は 十二月 上旬に 出ます 鈴 木 三重 吉 十一月 十七 日  ， 

八 三 三 .1: 十一月 室町 贺壽 子へ〕 

室 町奥樣  鈴 木 三 重 吉 

廣 島の 化蠣 少々。 フライに なさい ましても、 ようご ざいます が、 「齚 ガキ」 がー とうお いしう ございます。 

鍋の 中に カキを 入れ、 鹽少々 振り かき ま はし、 水 を 入れて 洗 ひ、 ザル にあけ て 水 を 切ります と、 海の 臭味が 

とれます。 ュ ヅの醉 と、 ぉ醬油 をつ けて 召し 上ります やうに。 拜具。 


八 三 四 〔一月 七日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 岐阜 市外 長 良 小 學校內 赤い 鳥會 支部へ〕 

岐阜 支部 御中  一 月 七日 鈴 木 三 重 吉 

謹賀新年。 私 は 二月 號 のために 一月 一日 午前 七 時から 事務室に はいり 一人で コッ くやって ゐ ます。 (社 

員 は 休み中) 二人とも 病氣 になり、 私 一人。 

同封の ごとき ハ ガ-キ がま ゐ りました。 ま 部よりの 報告に は 十 部 S 人と なって をり ます。 當方 まちがへ て 一 

部 つ たら しいの で 掛け合ったら こ の 返事です。 達つ た - ； •  • つ から 私の 竟話ゃ 緩 方 や 選評 を 見て く 

れ、 そして M が あると 思ったら、 人に す \ めて くれと 丁 一一 m(  -.,  i  さておきました。 支部 は、 知らん顔 を 

して ゐて 下さい。 一月 號の未 拂半數 位。 拂込も 三十 錢が大 多 敷で、 ミソ 力に は 借金 をし、 苦しみました。 K 

阜の 未拂は 

二十 册ー と 口/十 册ー と 口/十二 册ー と 口/一  册四 十一 口 

計 八十 三册 分で、 成蹟 よき 方。 /多忙の ため、 まだ 賀狀も 出しません。 

. 八 三 五 〔一月 二十 H 福 富 高 市へ〕 

福富樣  ，  一月 二十日 鈴 木 三 重 吉 

赤い 鳥の 內容 にっき 色々 御 心 づけ を 難 有う。 三月 號 から © 年 向の もの を もなる ベく 入れます。 低 年の もの 

を藝術 的に かく 作家な し。 困ります。 三種 郵便の 認可 を、 三號 まで 出さん とくれ ないた め、 ー錢 のつ もりの 

郵说を 八 千 部に 四 錢づ， ^貼る 計算で、 痛い こと。 ー錢で 行く やうに なれば、 せめて 美観 上から も、 名 畫の三 
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色 版 を 人れ る 豫定。 何し， 5-、 記者 三 名のう ち 一 名 は 病氣で 倒れ、 一 名 は 役に立 たんの で、 返 社 させ、 一 名 

(これ も 新米、 編輯 をシコ ムには 三 四 ヶ月 か.^ る) のみ を 助手に して、 執筆、 .編 輯、 事務 Gs^ 帳面 づけ) まで 

やる のでへ トく。 近々 事務員 を僱 入れます。 

一 月 號は十 名の 作家が すつ ぼかし、 あんなへ マな 內容 となる。 ィ キサッ 二月 號で お話しし ます。 內證 なれ 

ど スッポ 力され ると 私が かくので 一 月號は (宇 野浩 二に は 失败。 マ ダ氣狂 ひが 直らな いのです。 位き く 編 

入) 

野 を こえて/口 ビ ン フッド/大人になる 試驗 /海 (遊 戲) /五 百 萬 人が こ の病氣 /土人の 子/選評/復刊 

の辭 

以上 は 私の 執筆、 二月 號も 

村の 學校 /動物の 滅亡/三 浦 按針/ ロビン フッ に/他流試合 /選評/愛 讀家 諸氏 へ 

を 私が 執筆。 ッ ライ. /(\ 'です。 

會 費の 未拂の 多い のに は 閉口。 十二月 末に 一月 號を 支拂 ふのに 借金 をし ました。 今にな つても 一月 號の未 

拂 三千お 上、 拂 つた 方 も 一人 三十 錢と いふの が 大半。 二月 號の拂 込 は 千 名に 足りず、 これで 一月 末に 二月 號 

の拂ひ をす るので 又 借金。 二月 號 できび しく 訴へ てお きました から 拂 つて 来る でせ うが、 こんな ことが もう 

二 ヶ月つ けば、 倒れます よ。 割の 合 はない 話な り。 皆々 ノン キな もの。 岐阜の 未拂 は部數 にして 九十 四册。 

上出来の 部。 

雀のお 宿へ は 北 原 君から 依 賴狀を 出します。 

佐 波 校長 島 氏へ は 品 切で 出さず。 數日 後、 返 達して くるら しいの が あるので 来たら 達り ます。 

見本に やった 維 誌に 對し、 貴君が 支拂ひ をされ て は 困ります。 ィケマ センく。 三月 號十 部で も 二十 ブで 

も 見本 用に 獻上。 但しな くなら ない うちに 早く 言って 下さい。 

二月 號の獻 本 は、 支會の 推薦者 だけで よろ 〔以下 散佚〕 
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八 三 六 〔二月 七 H 東京 市-外 WI 大久は 四 六 一より 岐阜 市外 長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  ■  二月 六日 夜 鈴 木 三重 吉 

本日 東京 は 雪。 私 は氣が 張って ゐ るので (但し 今度 もへ バ つて 五六 曰 {狀 倒れ ましたが) ゼ ンソク だけ は 出 ま 

せん。 一 寸も 外出 しないので、 寒氣 に當ら ず、 存外 元氣 です。 御 安神 下さい。 未拂 は、 一 月 號を拂 はんの が 

千 五 百册、 二月 號の 未拂七 百、 二月 號 までに 對 する 未 拂 合計 四千です。 三月 號の 未拂 千册。 2^上へ、 みんな 

三月 號を 達る とすると、 たて かへ 七 千 八 百册。 一 月末に も 又 力 、 ァを 金策に 歩かせました。 ィャ になる。 iK 

阜縣 の 未拂 は 少數。 一々 いふ と賣君 の 神 經をィ ラ 立 た せる ので、 不申 上。 

名 古 屋の常 盤小學 校へ は、 私の 誤 想より 一月 號を 途ら ず、 よくく おわびして 二月 號 から 達り ます。 お 許 

し 下さ い。 

「雀のお 宿」 の 何とかい ふ 男 は、 とても 食 はせ ものら しいです。 北 原 も 白蓮 女史 も 一 ど 引つ か.^ つたが 最 

後うる さくつ きまと はれ、 ほとんど 閉口の， >4 し。 寄附 はねだる、 ヅゥ/ ^しい ことこの 上な き 由。 

數日 前、 彼の 使が 上京。 彼の 手紙 を 持參。 病床で 引見。 シャク にさ わった ので、 又 返事す、 卽答 出来ず と 

て かへ しました。 ォ 宿の 言 ふこと に は (以下 大意) 

「自分 は 坊主の やうな 生活 をして ゐ るので、 赤い 鳥の 讀者を 募集す る こと も 出来ん。 金のと り 集め も、 む 

ろん 出来ん。 しかし 愛 岐兩縣 に は 勢力 ある 故、 自分のと ころに 支部 を 設けて 兩縣の 全 讀者を 統帥す る」 と。 

統帥が 呆れる の で 手紙 を こ \ まで よん で 使 を 追 ひか へす。 何の 世話 もせず において、 岐阜 縣 の 支部が 集めた 

讀 者まで 統師 するとい ふ。 蟲 のい，^ こと。 統師と は何ぞ や。 

次に 曰く/ 「で 赤い 鳥の 應援 はして やる から、 雀の ォ宿 主催と して 兩縣下 どこく (七 <ケ 所) で 私に 講演 

せよ と。 無料。 (それ は 無料で 結構 なれ ど)」 

次に 「夏季 大學を やる から 雀のお 宿へ 來て 三日 講演せ よ。 (變な 奴等 數 名と) これ は 新聞社 も 後援、 會費を 
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とる。 宿賃、 汽車賃 を もつ。」 

何の こと はない、 タ ぐ で 雀の ォ 宿の 廣吿屋 となれ との こ と。 

右の やうな 奴に つき 風上へ おけず。 この 人格の 點は、 そっと、 貴 校長と 梅澤 さんと にだけ は 申し上げ てお 

いて 下さい。 岐阜 縣 へまで 出ば つて ノサ バられ てた まる もの か。 /世の中に は、 こんな 人間 多し。 ダニの や 

うな 奴。」  * 

一月 號の 「野 を-， えて」 を 分らん くと 申し 來る もの 多し。 あれ は 文學の 音樂 なり。 分らんでも 昔 だけ 聞 

いてお いても タ めになります。 あんなの ばかりで は 俗 うけもす まじ けれど、 とき <L\ あんな ものが 出る とこ 

ろに 赤い 鳥の 長所が あるに 非ず や。 あの， 記は佛 文から 一 字く 逐譯 したので 名文の つもり。 

三月 號は、 ずっとお もしろ いです。 

貴翰に 辍方を さしひかへ ると あり。 よいの がなくて 困る 故、 どうぞ 達って 下さい。 

貴 校 全 先生に よろしく。 拜具 二月 六日 深夜 

同封で 白 秋の 傑作 童謠 「浦 島」 と、 深澤 君の さし ゑと、 兩方 原稿 原作の 肉筆 を 記念に 賣 支部に 進 1 壬し ます。 

額に でもして おくと よいで せう。 赤い 鳥に 印刷した のもナ ラベて。 ぉ禮の 仕方なき 故、 セメテ 原稿で も 上げ 

る 意味。 

<||ー 七 〔一一 一月 七日 福 富 高 市へ〕  • 

拜啓 御 返事 申す 箬 なれ ど 忙しく ャレく 忙し 

本日 は 朝 十 時 起床 (前夜、 夜中 執筆) 午 迄 校正 一 時より 士官 學 校に 出頭 明 八 曰、 陸 軍紀 念 日に 六 百騎、 市中 

行進、 宮城 前で 分列式、 その 先頭の 隊長が 私、 本日 晚迄 準備、 終りて 齒翳師 行。 乍 憚 上の 齒は 全部 入齒 也。 

半分 碎 けた。 入れる 閑な く 三 ヶ月。 宮城 前の 式に 號令 がか けられな いので 入れました。 歸來八 時、 それより 

七 百册發 達。 一月 號 二月 號未拂 の 人に 達る、 拂 はなくても 三月 號 製作し あり。 H ンガハ 狭し。 どうせ 反古な 
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ら未拂 へ 達れ よ。 最初の 申込 者 なれば なり。 赤い 鳥 をす ぐッ ブレル なぞと 思って はいけ ません。 改造の 全集 

の 全集が 出れば 又 半年つ けます 

明朝 五 時 起床。 八 時より 市中 行進に 移る。 デンキ が 暗くて (明る いのは 他の 部屋へ) カン シャク 起る 故 毛 掌 

にて かきました。 拜具 

福 富 樣 三月 七日 夜 十二時 四十 分  三 重 吉 

八 I  二八 〔六月 九日 柬京巿 外 西 大久保 四 六 一より 岐阜 驟益田 郡 小 坂 小舉校 今井鑑 一一 一へ〕 

今 井 鑑三樣  六月 九日 鈴 木 三 重 吉 

「靑 梅」 を 活字 刷で ぉ讀 みに なって 御 愉快でした こと，^ 拜 察します。 內容 もお もしろ く、 表現 もす つきり 

して ゐて 何の ィャミ もな く、 人 を 引く や はら かい 感觸 が充ち 流れて ゐ ます。 傑作です。 私が 表現に ところ ど 

ころ カンナ を かけ、 みがいた 跡 を 御 研究 下さい。 そして 又す ぐれた 作 をよ こして 下さい。 お 祝 ひかた ぐお 

顏 申します。  . 

八 一一 一九 〔六月 十八 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 岐阜 市外 長 良 小 舉校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  六月 十七 日 鈴 木 三 重 吉 

拜復 奥さんの 御 尊父が おかくれの 由、 謹んでお くやみ を 申 上げます。 御 尊父 も 御 病氣の 趣、 御大 切に お 祈 

り 申します。 私 は、 つくぐ 疲れました。 會 費の 未納の 多い ので イラく します。 執筆 も 一 册の話 全部 を 私 

がかき 直して ゐる 有さ ま。 たいへんな 勞 力です。 人々は平^1^でょんでゐるのでせぅ。 

川口 氏へ は 早速 M 狀を 出します。 /岐阜 縣の讀 者 は、 ちっとも ふえません。 / 殘本 三十 部、 本日 發 接。. 

廣吿 用の 題字 は 本日、 凸版 屋へ あつら へました。 十九 日までに は 間に合 ひません。 次號 へお 願 申します。 

文案 も 作り ませう。  . 
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講習 會は、 とても 出かけられません。 少し 時機 を 待って 下さい。 貴 市で は 一度 やった のです から、 もう 淳 

山で はありますまい か。 綴 方に ついてい ふべき ことに 大半 話した わけです。 高知縣 なぞから 來 いとい ひます。 

とても 時間が ありません。 七月 五日に は 千 葉 縣東金 町で 講演。 本 月から 月に 一 囘づ . ^淺草 區の 教師に 緩 方の 

講義 をし ます。 任意の 出席です が、 二十 校から 校長 六 名、 敎員 九十 名ぐ らゐ 來聽丄 ます。 同區の 作品 は他區 

と 同じく 殆 ゼロ。 だんく に 各區へ 廻ります。 よい 宣傳 です。 

土曜日 は 午後 一時から 學習 院でセ ガレ や 五六 名の 子供に 乘. 馬を敎 へます。 日曜に は 士官 學 校で 少年 團生を 

敎へ るので すが (目下 5: 名) 五月 六月 は 同校が 野營に 出て 馬がない ので、 三ケ 所に 分けて 敎 へます。 七 時半に 

戶山ケ 原の 軍馬 補充 部へ 出かけ、 そこで、 二年生 十二 名、 三年 生 六 名を敎 へ、 九 時から 士官 學 校で、 二 頭の 

馬. J 、一- 一 年生 十九 名 を敎へ 午後. 一 時から 學習院 で 十二 名の 特別 團生 (今年、 三ケ 年の 過程 を 終った もの) 十二 名 

に打毬 (馬の 上で マリの 投げ 人 れっこ) を敎 へます。 日曜 はへ ト くです。 赤い 鳥での 心勞 も、 この 土、 日曜 

の 體育逞 動で 救 はれる わけです。 

近來辍 方の よい ものがなくて 閉口です。 貴 校から い、 の を 達って 下さい。 

校長さん によろ しく 御傳 言下 さい。 いっか ヒマを 得たら、 ユカ タガケ で 岐阜へ 行き、 雜談會 を 開きたい も 

のです。 

八 四 0  〔六月 三十日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 東京 市 牛 込 區赤械 下町 堤 文 子へ (はがき)〕 

文 子さん ぉ元氣 です か。 八月 號には 「狐の よめ 入」 九月 號には 「くしゃみ」 が 入選し ます。 毎月で 人が び 

つくりす るで せう。 私の 直す のが 御參考 になる でせ う。 「狐の よめ 入」 なぞ は 全部 直しました。 かはい さう 

に 私 は每號 ー册の 童話 全部 を 私が かく か、 かき 直す かして、 一 頁 だって 私の 表現 をく らな いのは ありませ 

ん。 つかれます。 でも、 そのため、 赤い 鳥に、 すみぐ までい、 香氣が あるので す。 お 父 さま、 ぉ母樣 によ 

ろしく。 大阪 のお 姊 さんに もよ ろしく。 六月 二十 七日 鈴 木 三重 吉 
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八 四 I  〔八月 十 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 廣島縣 賀茂郡 西 條町脇 讓爾へ (はがき)〕  g 

御 健勝 奉祝。 河 野 アツ フヱ 氏が 本 月 二日 死去。 三日に 告別式が ありました。 長男 達 一 君 は 法 學士、 外交官 

として フランス にあり。 次男 は 帝 大法 科に 在學 中。 妙齢のお 嬢さん 二人 あり。 いづれ かの 一人が 力 二 氏で せ 

う。 河 野 夫人に は 二十 四 五 年ぶりに 會ふ。 とてもお 婆さんで、 見ち がへ ました。 色々 思 ひ 出し、 淚がこ ほれ 

ました。 お 互に 健康 を 心がけ ませう。 暑中 御用 心。 八月 十日 鈴 木 三重 吉 

八 四 二  〔十月 十二 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 仙 臺市北 二番 丁 小 宮璺隆 へ〕 

豐隆 閣下  十月 十二 日 三 重 士  n 

書 之 助 は 落つ いた、 素直な よい 子 だよ。 とても 可愛く おもった、 あれなら、 前途に 失敗 もな く 人に 愛され 

て、 爵調 にくら すだら う。 學校 がすんだら、 い  さ ife を もた したい もの だと、 つく <,\ 思った よ。 

うちの 珊吉 も、 純情な 子 だが、 書 之 助の やうに、 しっかりして ゐ ない。 氣が よわくて、 哀感が 動き やすい 

ので、 危ぶんで ゐる。 琍吉の 保健の ため、 小 子み づ から 教師と なって 學習院 で 百： i; ばかり 馬に 乘せ、 この 五 

月から 私の 馬の 少年 團に 入れ、 學習院 と共に 一 週 ニ囘乘 せる。 昨 十一 日、 第一 囘の 修了 生 (三年の 課程 を 終 

る) を 接る 式 を やり、 アトで 各 年 級の 競技 を やった。 一年生 はま だ 二十 五六 囘 しか 乘 つて ゐ ない。 その 中に 

まざれば 珊吉 がー 等 を 占めたの は當然 だ。 それにしても、 もっと、 あざやかに 勝ち得る 箬 なのに、 二番との 

差異が 少なかった ねと、 教官が たづね たら、 珊 吉はづ かし さう に 「第 二番との 距離が あんまりち がふと、 氣 

の 毒な ので、 、つんと 歩度 をお として 走った の だ」 と 言 ひ、 教官から ほめられ たよ。 これほど 純 だが 一面から 

は氣 がよ わい。 ォレ に似てのう。 

ときに つね子 さんのお 母さんの こと、 心配 だね。 それから 金 だが、 私 は 今 五十 圆の金 もない。 會員七 千 二 

百 名が 六 千圆も 滞納して ゐる。 そのため、 八方で 借金 をして ゐる。 ハ マと 額 を 集め、 君の ため 工面の 方法 を 


議 したが、 借りに 行く ところがない。 私の 借金が かへ してない からだ。 

改造 社から ォ レの 全集の 全集 をニ册 出す 約束な ので、 その 前借り を賴む 方法が あるの みだが、 とても 貸す 

まい。  . 

夏 目 夫人に 情 を あかし、 私が 保 S する からと言って 頼んで 見よう か。 

君 もよ くく 困って ゐ るら しいので、 氣の毒 だが、 ほかに 手 もない- - 石 井に 千 園 借りと る。 先月 支 拂に困 

り 三百 圓 無心 をしたら 貸さなかった。 アイスに も 借りと る。 前の を 返さん ので 貸さない こと 明白。 夏 目 夫人 

のこと、 いかにすべき か。 打電せ よ。 

八 四 III  〔十月 十九：！！ 東京 市外 西大久 保よ リ 廣島縣 三 原 町 池 田 〔元 小 笠 原〕 次郞へ (はがき)〕 

松 たけを どつ さり 難 有う。 國の 松た け は、 一 等です。 每日く 飽きる ほど 食べました。 厚く 御 禮を申 上げ 

ます。 去年お 會 ひして からもう 一年 以上。 早い もの。 三 原の 酒 は、 夏 中 は 味が か はるので 取りませんでした 

が、 又 はじめます。 不景 氣で會 費が 滞り とても 閉口。 た 元氣 です。 家內 よりよ ろしく 申して をり ます。 

十月 十九 日 

八 四 四 〔十月 二十 六日 東京 市外 西大久 保よ リ 東京 本鄉 K 千駄木 町ァ。 ハ I ト さくら 高松楝 一郎へ〕 

高 松 樣  十月 二十 六日 夜 鈴 木 一一 一重 吉 

毎度の 赤い 鳥への 御 懇情 を拜 謝いた します。 御 寄稿の 童話 は、 面白い モティ ー フで すが 仰せのと ほり 表現 

が 少し カサ くして ゐ ます。 私が 手 を 入れて 見ます。 只今 は 季節的に 變 です。 氣の 永い 話です が 来年 六 七月 

ごろに 出し ませう。 尤、 その 時期に、 他に 傑作が まゐ りましたら 讓步 して 頂きます。 讀み 物の 材料に 窮 して 

をり ます。 何 か おもしろい 材料が ありましたら お書き下さ いません か。 又お 遊びに お出で 下さい。 拜具 
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八 四 五 〔十月 二十 九日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 新 潟 縣村松 町 堀 歌 子へ (はがき)〕 

お 手紙と 百合の 球根 を 難 有く 頂きました。 お 元氣で 何よりです。 百合の 根 は 私が 久しく ほしがって ゐ たも 

ので、 ハ マ 子 も 大喜びです。 高等 學 校のお 兄 さまへ 御 禮狀を 出したい のです がお 名前が 分りません。 あなた 

から 厚く ぉ禮 をお つたへ おき 下さい。 九月 十八 日函 館、 二十 一日 札幌、 二十 三日 秋 田で 講演 をして 来ました。 

.J 筆 御 母上 樣へも よろしくお 傳へ 下さい。 十月 二十 九日 

< 四 六 〔十二月 十八 日 東京 市外 西大久 保より 大阪市 北 K 朝日 會館內 アサ ヒコ ドモ會 高瀬 無 枝へ〕 

高 瀕 樣  十二月 十八 日 鈴 木 三重 吉 

拜復御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたしました。 いつも 赤い 鳥 を 御 愛護 下さい ますこと を 厚く 拜謝申 上げます。 二 

十日の コド モ會の プログラム を 拜し御 盛大 をお 祝 ひ 申し上げます。 本日 客車 便で 赤い 鳥新舊 混合 三百 册をコ 

ドモ會 あてお 達り 申しました。 御 面倒 恐 入ります が、 來會 のお 方へ お上げ 下さいます やう 御 取 計ら ひ をお 顧 

申します。 貴 會へも 色 をつ け 私 方の 宣傳 にもなります ので 接り ます わけです。 一 應御責 意 を 伺 ふの が禮 儀で 

ございま すが、 もう 期日が 迫って をり ますので 無斷 でお 達り 申します。 もし、 配本が 不可で ございますなら 

反古と してお 捨て 下さいましても 結構で ございます。 失禮の 段お 許し 下さい まし。 拜具 

八 四 七 〔十二月 二十 六 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣島. t 上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加計樣 奥樣  十二月 二十 五日 夜 三 重 吉 

お 手紙 を 難 有う。 鲇もカ キも屆 きました。 ぉ氣の 毒に 存じます。 鮎 は 正月 用に とりお き、 カキは 早速 スガ 

キ、 フライに して、 只今 舌鼓して いた いて ゐる ところです。 廣 島の カキは 天下一品。 うまい く。 

前後し ましたが、 加 計さん は、 とかく、 胃 や 神經が 衰弱 ださう で、 お 察し 申します。 それらの 病氣に は-二 
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ンニク がよ いと 聞いて ゐ ます。 「オセロ」 とい ふ、 ニン ニク齊 で、 臭氣 をぬ いたのが あります。 ニン ニクを 

盒べ ると にがく さくて 入と 交際 出来ず、 小便まで くさくなる さう です が、 オセロ は、 飲んでも 一寸 も 口 もく 

さくな りません。 この 藥を 二三 ヶ月た めして 見ません か。 私 は、 オセロ を飮 むと、 からだが あた.^ まり、 セ 

キも 止る と 聞き、 ためしに 一 ヶ月 前から 服用して ゐ ます。 いつも 冬になる と 足の 先が 冷えし びれ、 寒け がし 

どうしな のに、 今年 は、 からだが ぼかく あた.^ かく、 十 年来 はじめて、 湯 タンボな しで 眠り、 日中 も 足が 

ひえません。 オセロの せ ゐと思 ひます。 ぜひ 試みて 下さい。 

慎ち やん は、 近 ごろ、 あまり 宅へ 見え なくなりました。 何 かやって やしない かと、 ハ マと 話して ゐ ました。 

私の 保證 した 合計 何十 人と いふ 學生 は、 なまけたり、 わるい こと をし 出す と、 宅へ、 よりつかなくなる のが 

ォキ マリです。 今度 来られたら、 しみぐ と 言 ひき かせます。 

奥さんの 御 心痛 を拜 察いた します。 併し、 分った お子さん ですから、 行 ひ を 改めて くれます こと 請 合。 私 

は學 生に は 一 と 言もコ ゴ トを いはない 性分です が、 今度ば かり は、 しづかに 訓戒して 直させます。 

ォセ 口の せゐか 今年 if セン ソクも 出ません。 

赤い 鳥 は、 會 費が 滞る ので やりくりに 困ります が、 どうにか やって いきます。 一 とう 困る の は 作家の ゐな 

いこと。 赤い 鳥 毎月の 話は殆 全部 私が かくので す。 作家に たのまず 投書家の もの を 一 々直して 出す のです。 

へ コ タレ さう です。 

御 多幸な 新年 をお 迎へ 下さい。 ハ マ も 山々 よろしく 申して ゐ ます。 

八 四 八 〔十二月 二十 七日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 長 野 縣誠訪 郡 平野 小 學校小 平重紀 へ〕 

小平樣  十二月 二十 六日 夜 鈴 木 三重 吉 

御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたしました。 會員を 御 多 數御勸 誘 下さいまして 恐 入ります。 厚く 御 禮を申 上げます。 

私 も 大奮鬪 をして をり ます。 兒童 のために 讀物を かいて くれる 作家が 殆ゐ ない ので、 毎月の 六 七篇の 童話 は、 
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たいてい 私 一入で かくので す。 ほかの 人の 名前に なって ゐ るの も、 私が 寄稿 を 一 々こまかに 手入れ をしての 

せた のです。 ですから、 ほかの 維 誌と ちが ひ、 どこ を あけても 表現が 光って ゐ るかと 思 ひます。 併し 苦しい 

努力です。 私が 病氣を すれば 休刊の ほかはありません。 私が 死んで しまったら、 だれが 子供の ために 私の や 

うな 努力 をして くれる だら うと 考 へます と、 とても さびしい 氣 がします。 いつも、 さびしい 氣持 でゐ るので- 

何故 だら うと 考へ ると、 今 申した ことが 心に 浮びます。 

多忙の 中で 保 建の ため 時々 乘馬を やります。 

-會 費の こと は會 計の ものから 報告させます。 

御禮 まで 拜具 

私 は數年 前、 盛夏の ころ、 K 訪に 一 泊した ことがあります。 湖水の^ 光い まだに 目の前に 浮びます。 
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八 四 九 二月 十八 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 東京 市外 大 井元 芝 松 岡 譲へ (はがき)〕 

拜啓前 田 君の 遺稿 を 出版して 下さった こと を 厚く 拜謝 いたします。 本 は 一 氣に 大半 讀 みました。 敬服し、 

涙ぐみ、 感. 概 無量です。 本 を 頃いた のかと 思 ひ 心苦しくて たまりませんで したが、 今 貴翰 を拜し 一 買 上け 

ろ」 で 安神し ました。 お金 は 早速 岩波へ S りました。 出版の 御 S 力 を 再び 感謝いた します。 一月 十八 日 鈴 

木 三重 吉 

八 五 0  〔二月 四日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ」 

加 計 樣  二月 四日 鈴 木 三 重 吉 

近来 は 御 健康 は 如何。 二 ン 二 ク劑の オセロ を 試みて ごらんなさい。 慎 ちゃんが 来ました から、 や はら かに 

訓戒して おきました。 下宿の 部屋が ちっとも 日光 をう けない さう でハ マ も それ を 心配して ゐ ます。 私の 社員 

で 白 秋の 高弟 「與 田」 と 申す もの、 郊外の、 い.^ 下宿に ゐ ます。 よい 人物で、 愼 ちゃんの 慰安に も 奉じ、 又、 

それとなく 監督 もして くれます。 變 つて はどうで すか。 

次に、 乍 唐突、 岩波 書店から 「宗敎 的 人間」 とい ふ 本 を 達ら せます から、 押しつけ がましい 點を お許しの 

上、 お 買 ひ 上げ を 願 ひます。 ニ圓。 激石 門下の 若い 學 徒の 遺著。 とても 痛快な 本です。 無名の もの 故、 賣れ 

ません から、 限定 本と して、 私 も 十 數册、 賣 さばき を分擔 しました。 價値 ある 本 故、 オシ ッケ がまし くもお 

願 申します。 代金 は 岩波へ。 

尔 末筆 奥樣 によ ろ し く 御鳳聲 下 さ い 。 
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八 五一 〔二月 四 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 東京 市外 目 黑大鬚 e 子へ〕 

大塚 令夫人  二月 四日 鈴 木 三重 吉 

お 手紙 を 難 有く 拜 謹い た しま した。 

御主人 樣御歸 朝で お 祝 ひ 申 上げます。 御 長男の 御入學 にっき 御 心配の 段拜 察いた します。 親と して こんな 

ィャな ことはありません。 私 方 は 女の子 年 十七、 府立 第三の 三年、 男の子 十五、 曉星 中二 年です。 馬の 方 は、 

少年 團は 五十 名、 日曜 每に 士官 學 校で 練習 させて ゐ ます。 私 は 年 をと り 冬 はつらい ので、 私 方の 社員 (騎兵 

の 士官) を 代理に 出して ゐ ます。 セガ レも 一年 團 生です。 土曜日と 日曜日の 午後、 私 は學習 院で乘 ります。 

土曜日 は 少年 組 (學 習院 教師の 子た ち)。 セ ガレ も 交って 乘 ります。 日曜 は 大人 組。 兩方を 私が 敎 へる こと も 

ありま. す。 

士官 學 校の 方 は 朝 八 時 集合です から、 この 寒い のに、 見に お出でにな るの は大變 ですから、 暖かに なって 

からになさい まし。 學習院 の 土曜日 は 午後です から、 冬で も溫ぃ 日に は 御案內 申します。 金曜日の 午後に 電 

話で お打合せ 下さい ませば、 先方で 落ち合 ひまして、 セ ガレ どもの 乘馬を 御覧に 入れます。 セ ガレ は 十一 二の 

年から 乘 りまして、 二百 11 近く 練習、 うまい ものです。 拜具 

八 五 二  〔二月 十五 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 八 戸市 鲛小學 校 岩见正 男へ〕 

岩 兄 樣  二月 十四日 鈴 木 三 重 吉 

拜啓每 々緩 方 を 難 有う ございます。 厚く お 禮を申 上げます。 四月 號に は、 この 前 申した やうに 橋 本 君の 

「雉子」 が 入選し ました。 

つぎに、 今後 原稿 をお 達り 下さる ときには 封書に せず、 開き封に して 下さい。 袋の 上 を 糊で 貼り  ーノ」 と 

力 「封」 とかと 書かず、 袋の 右 肩 を ハサ ミ 切って 中身が のぞいて 見られる やうに してお くので す。 かう する 
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と 一 一 錢で來 ます。 今日 い た V いた 原稿 は 封書で 三錢貼 つ て ある の で、 目方の 過重から 不足 稅を 一 一 十四 錢 とら 

れ ました。 こんなに 沒 常識で は 困ります。 贵 方へ 返 屍 すれば 賣君は 倍の 四十 八錢 とられます。 家中、 金 を も 

ちょって 大 さわぎでした。 二十 四錢 とい ふ、 小金が そろ はない ので、 郵便屋 を またせて おいて 金 をと りかへ 

にいく、 郵便屋 はブゥ くい ふし 大變 です。 

どうか、 切手 を；？^ りかへ し なぞな さらないで 下さい。 今後の ための 御注意 をす るの みです。 拜具。 

四月 號には 貴 作 「飛行機」 が 入選に なりました。 

八 五三 ニー 月 十六 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 岐阜 驟益田 郡获原 小學校 今井鑑 三へ (はがき)〕 

おはがき を 難 有う ございました。 私 は 昨年 十月に、 札幌の あの 時計 臺の 講堂で 講演し ましたので、 お 言葉 

を 承り 一 そう 愉快です。 r 大 時計」 の、 かき 出しのと ころ は、 原作 は、 氣 取った ィャミ な 表現でした。 單朴 

に 限ります 二月 十六 日 鈴 木 三重 吉  _ 

あのお ハガキ を 通信欄 へ 出さ せ て 下さい 。 御 快諾 下さい ますなら、 御 返事 は 項き ま せ ん。 

八 五 四 〔二月 十九 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 千 葉 繇東金 町 田 波 啓へ (はがき)〕 

拜復、 栗 原さん から 達ら れた 作品 は 投書 函へ はいり ましたので 探し出す のが 厄介です から、 来月の 初めに、 

すべての 人のと 一 しょに 拜 見いた します。 「天 王樣」 は 私の 手に 来ました ので 拜見。 二年生と して は、 あの 

長い 經過 をよ く かき 上げて あります。 漢字 も 的確に 使って あり、 好成績の お子さん である ことが 分ります。 

お 祝 ひ 申します。 「天 王樣」 の やうな 題材 を 扱 ふの も 結構です が、 あ \ した もの は、 叙寫が 稀薄に なり 易い 

ので (1^ け 足で 歩く やうに かくた め) 一 つの 見世物なら 見世物 を とらへ てく はしく かく 練習が 必要です。 さう 

なると 詳細に 目 をつ けます から 陰影が 出て 来ます。 二年生に は 多く を 求められません が、 年 級が す X めば、 

その 方向に お導き 下さい。 
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私の 子供 は小學 校で は 綴 方が うまかった のです が、 中學に 入りまして は 古く さい 漢文の 老 先生の 指導な の 

で、 メ チヤく になり ました。 小學 校の やうな 緩 方 を かくと 點を くれないので 子供が 老 先生 流の 型に はまつ 

たもの を かく やうに なりました。 ナサ ケ ナイ ことです。 二月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

「天 王樣」 は、 とにかく、 豫 選に 入れて おきます。 豫選は 二十 篇位 とり、 その 中から 四五篇 入選に します。 

八 五 五 ニー  月 二十 一一 一 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 祌奈川 縣缣倉 町 森 田 草 平へ (はがき)〕 

ュ リシ ー ズの御 完成 をお 祝 ひします。 二十 八日 は、 生憎、 他の 會 合に 先約 あり、 失禮 する。 奥さんに よろ 

しく。  二月 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

八 五六 〔三月 十四日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣鳥 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加計樣 奥樣  三月 十三 日 三 重 吉 

お便り を 難 有う。 加 計 君 は、 とかく 神經 衰弱と 胃腸に お困り ださう で 御 同情 申し上げます。 私の 友人が、 

上の 諸 症に よく 且つ、 とても 營 養になる 酵母 を 精製して 近いうちに 賣り 出します から、 お l?g りし ませう。 

朝晚少 しづ，^ 散步 されて は 如何で せう。 私 は 朝から 晩まで 机に すがって ゐ ますが、 土曜の 午後と 時々 日曜の 

午後に 馬に 乘 るので たすかります。 珊吉も 馬 はうまい もので、 もう 遠乘 りに もつれて 出ます。 赤い 鳥の カツ 

トを かいて くれたり 外 國雜誌 を あさって 口 縛の 寫眞を 選んでくれ たりし ますから 助かります。 續はチ ョ コ チ 

ョコ くと 二三 分 間で かき 上げる のです。 

K ちゃんの こと は、 仰せのと ほり 同宿に 惡 友が ゐ るら しいと 感づいた し、 部屋へ 一寸 も 光線が はいらない 

と 言 ふので、 轉宿 のこと を 提案し ましたが、 當の私 方の 社員 は 先月 二三 人の 仲間と 一し よに 家 を もち、 下 { 伯 

を 引き上げました。 家庭的ない k 家でした し 社員 も、 しっかりした、 そして 親切 ものな ので 愼 ちゃん を依托 

しょうと 思った のです が、 もう ダメ です。 私の 家に もう 一 と 間 あれば、 お 引と りする の だが とハ マが いつも 


申して をり ます。 どうか 無事に 卒業され る こと を 祈って 止みません。 只 幸に 女の 方へ は無關 心なので、 それ 

だけ は 安神して ゐ ます。 

赤い 鳥 は 世間の 不況の ため、 復刊 當時七 千 八 百 ゐた會 員が 千 九百滅 じて 只今 五 千 九 百です。 どんく ふや 

す やう 努力して ゐ ます。 童話 は、 文學 者に 頼んでも、 ろくな もの はかいて くれず、 それでもって 原稿料 は 高 

いので、 毎號の 童話 は 全部 私が、 投書 を かき 直したり じぶんが かいたり で、 一 頁と いへ ども 私の 手の は ひら 

ない ところはありません。 大變な 努力です。 御憫笑 下さい。 會員 はさう いふ 私に 封して、 會費を 六 千 圆も滞 

納 して ゐ ます。 私 は、 最早 千 五 百圓も 借金して ゐ ます。 集金と いふ こと は 困難な ものです。 \ 御 健康 を 祈り 

ます。 少し 散歩 をなさい。 拜具 

八 五 七 1; 三月 十六 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 臺北市 昭和 町大學 せ舍 瀧田貞 治へ〕 

擺田樣  三月 十五 日 鈴 木 三 重 吉 

拜復ぉ 手紙 は 高 田 町、 長 崎 町、 四 谷と 轉々 して 昨夜 拜受 いたしました。 そのため 御 返事 申し上げる のがお 

くれました。 私の 出版 中には 「坊ちゃん」 はありません。 r 須 永の 話」 は、 ニ册 手元に あります から ー册別 

封で 贈呈いた します。 「倫 敦塔」 は 「行人」 の 中の 一節 「手紙」 と 一 しょに、 この シリ ー ズの 一 册に 「倫 敦 

塔 一 とい ふ 書名で 大正 四 年 一 月 二十 五日に 出版いた しました。 装禎は いづれ も 「須 永の 話」 と 同樣で カット 

は津 田靑揭 君の 作です。 この シリ ー ズの 出版に は、 廣吿は 一 さい 出しませんでした。 藻虛 集， 文學 論の ニ册の 

本に は カバ ー なぞ はなく、 た パラ ピン 紙で 包んで あつたと 記憶して ゐ ます。 

別封 中へ 私の 今 出して をり ます 「赤い 鳥」 の 見本 を 一 册 入れて おきます。 御 檢讀の 上、 お宅に ぉ子樣 がお 

いでに なり まし た ら 五 月號か ら 御購讀 下さ いません か。 兒 童の 作品 を 除き アト 全部の 話が ことぐ く 私 の 表 

現 をく V つて ゐ ます。 兒童 のす ばらしい 作品 をお よみ 下さい まし。 會員 組織で 發 行して をり ます。 御 知己へ 

御宣傳 下さい ませば 幸甚に 存じます。 拜具  . 
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八 五八. 〔三月 二十 二日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 岐阜 市外 長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  三月 十八 日 鈴 木 三 重吉 

御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたしました。 大家さんに は 宣傳文 二 〇〇 枚と、 見本 五册を 接り、 且つ 丁寧に ぉ禮を 

のべ 御 後援 をお 願 ひして おきました。 見本 は アトい く册 でも さしあげ ますと 申して あります。 早 川さん へ は、 

おくやみの 手紙 を 出しました。 嶺 さんの 名 古 屋の御 知友の 氏名、 校 名 をお しらせ 下さい。 御 寄贈の 敎育誌 を 

拜讀 しました" 緩 方 教育 研究 會の 成立 は結耩 です。 議論 を 交へ るの もよ いです が、 根本 は、 い-^ 辍方を 生み 

出す 實際 指導 を硏究 しなくて はダメ です。 これが 何より 必要です。 田 內氏は 面識の ない 人です。 その 人へ、 

私が、 貴君た ちの 指導 を依賴 するとい ふの は變 なので 少し 考 へませ う。 岐阜へ 行った とき、 會 つて 話しても 

かま ひません。 この 夏 行っても かま ひません。 最早 貴地で は 一 どしゃべ つたので、 大部分 は 同じ こと をく り 

かへ す やうになります。 併し、 このまへ に は 巿內の 先生 は殆 んど來 なかった ので、 市內の 先生の ために 話し 

て もよ いでせ う。 

岐阜で やる ついでに 名古屋 でも やりたい もの。 その 方面 を 運動して 下さいません か。 汽車賃と 宿屋 代 を も 

つて 貰へば 禮 はいりません。 岐阜で は 二三 時間 しゃべり ませう。 責 市も罎 はいりません から、 汽車と 宿屋 を 

もって 下さい。 私 も 貧乏です から。 

乍 末筆 貴 校長さん や、 會 員の 先生が たによ ろしく 御傳聲 下さい。 拜具 

八 五 九 〔四月 十二 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 新お 縣村松 町 堀 歌 子へ〕 

堀 歌子樣  四月 十二 日 鈴 木 三 重 吉 

御元氣 です か。 御 母上 樣へ よろしく 御傳 言下 さい。 赤い 鳥經營 大車輪。 去年 下さった 百合が 四 本 だけ 芽 を 

出しました とても 樂 しみです。 「河童」 を 難 有う ございました。 六月 號に のせます。 あんなに、 一 人で い i 
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氣 になって、 ベち やくしゃ ベる やうに かいて は 含蓄が ありません。 與田準 一 にかき 直させ、 私が 仕上げの 

カンナ を かけました から、 よく 御參考 下さい。 フランス語 でお 習 ひに なった お 話のう ち、 おもしろ いのが あ 

りましたら 大 急かいて 下さいません か。 百合の 御 報告 かたぐ ぉ禮、 お 願 を 申します。 ハ マが 肺炎で 寢てゐ 

ます。 最早 平熱、 御 安神 下さい。 

八 六 0  〔五月 二日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 新； S 縣村松 町 堀 歌 子へ〕 

歌子樣  五月 二日 鈴 木 三重 吉 

ロティの 「老夫婦の 話」、 御 飜譯の 御 努力 を 難 有、 つ ございました。 併し、 あれ は 子供の 讀 みものに はなり ま 

せん。 とい ふの は、 あの 話の 興味と 價 値と は、 ロティ その 人の 主觀 そのものに つながって ゐ るので す。 事實 

は 平凡です。 ロティの 見方、 考へ 方の 價 です。 ところが その. 見方、 考へ 方の 興味 は、 子供に は 分りません。 

大人で も 文藝に 趣味の ある 人、 外國 語の 分る 人でなくて は、 あの 日本 譯も、 のみこめません。 これ を 子供に 

も 分る やうに 再 話す るた めに は 「筋」 とい ふ ものが ありません。 感じの 敍寫 です。 又、 話材 そのもの も、 子 

供に とってに 陰慘 すぎます。 あれ は、 あなたの 一 つのお 稽古と して ムダ ではありません が、 赤い 鳥に 出せな 

いのは 殘 念です。 ルイ. フィリップ の ものに、 何 かお もしろ いものはありません か。 

百合 四 本のう ち 二 本 を、 根ッ 切り 蟲に 切り倒されました。 泣きたい やうです。 殘りニ 本の 外に、 町で 買つ 

た 株が 六本あります。 /六月 號を 二日 又は 三日に 出します。 「河童」 をよ み 味って 下さい。 拜具 

八 六 I  〔五月 九日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 新 潟 縣村松 町 堀 歌 子へ (はがき)〕 

「小さい 兄弟」 を 難 有う ございました。 八月 號に揭 載いた します。 厚く お 禮を申 上げます。 原本が 手元に 

ない ので、 對照 出来ません から、 左の 點 をお 返事 下さい。 

男の子 か 女 かと 聞かれて 、「又 男の子 だ。 どうも 女の子 は高價 いんで ね」 はどうい ふ 意味です。 養育 や 結婚 
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に 金が か.^ るんで、 安くす む 男の子で 仕 合せと いふ 意味です か。 女の子に 中々 生れて 来ない よ、 神 さまが 安 

く 卸さな いよとい ふ 意味です か。 五月 八日 鈴 木 三重 吉 

八 六 二  〔五月 二十日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 東京 市 本鄉. H 极津宮 永 町 森 一 一一郎へ (はがぎ)〕 

1, 娃」 は、 とても 傑作です。 表現 もす つかり 整頓し、 もう 手ば なして 步 ける 形です。 お 祝 ひします。 難 有 

いです。 「娃」 は、 ほとんど、 一 まいに 一 つぐら 〔ゐ〕 しか 直しが ありません。 それ も 半分 は、 直した 方が よ 

いのはた しかです が、 半分 は 私の 特有の くせの みで、 直さな くと もい X もの かも 知れません。 萬 歳く。 ハ 

マに、 やっと 熱が 下り、 庭へ も 出ます。 御 安神 下さい。 五月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

八 六 三 〔五月 三十 一日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 八 戸市 鲛小學 校 岩 見 正 男へ (はがき)〕 

寫眞帖 を 難 有う ございました。 愉快に 拜見 しました。 七月 號 では、 松 橋 君の ニニ 軒 家」 が 特選に なり まし 

た。 五月 三十 一日 鈴 木 三重 吉 

綴 方の 批評で 私の 模傚 をす ると 言 はれます が、 私 を 摸 傲した 評なら 正 評の 害で、 すべての 人が 追隨 して 下 

さる こと をむ しろ 熱望し ます。 

八 六 四 二 ハ月十 1H 東京 市外 西 大久保 四 カーより 岐阜 市外 長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  六月 十日 鈴 木 三重 吉 

講演 は、 七月 二十 七日 大垣、 二十 八日 岐阜と 決定す るお 見込みの 旨、 拜承。 他の 講師と 一 しょは 厄介です。 

私 一人に して 下さい。 〇〇〇〇 君は 文部省の 編纂 係の 一 人、 こんなの が 下 拙な 教科書 を かくので す。 〇〇 君 

も 一人よ がりの 分らず 屋 です。 私の 講演 は 四時 間 位で 終ります。 一 囘 にして 下さい。 四時 間で 一圓 は 高い の 

で 五十 錢 ぐら ゐ おとり 下さい。 但し 梅、 まさん が 一 圓 取れと 言 はれ \ ば 一 圓 でもよ いでせ う。 お任せ 申します。 
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名 古屋が 決り ませば (キ マラねば 後日 を 期す るの み。) 三十日 (二十 九日 は 休 奏) にして 下さい。 私の 馬の 少 

年團が 二十 六 P から 八月 二日まで 豐 橋の 騎兵 聯隊に 宿營 して 訓練 を、 つけます。 講演の かへ りに 立ち寄り 閱團 

をし ます。 /八月 五日 ごろから 新 潟縣、 村 上 町、 長 岡 市、 新 潟 市冨山 市で 講演し ます。 

校長 先生： J 下、 會員 諸氏に よろしく 御傳へ 下さい。 

〔封筒 裏に〕 家內は 八十 日ぶ りで やっと 起きました。 御 安神 下さい。 

八 六 五 〔六月 十一 一一 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 岐阜 市外 畏良小 學校福 富 高 市へ〕 

福富樣 /十一 日出の 貴翰 拜誦、 梅澤 さん を はじめ 多くの 方々 の御盡 カを拜 謝いた します。 二十 七、 八、 九、 

のうちで、 よろしき やう 日程 をお きめ 下さい。 大 垣が、 なるべく まとまる やうに 御 努力 下さい。 大 垣が ダメ 

な 場合 も、 岐阜の 講演 は 一 日 だけにして 下さい。 郡部の 人から 金 をと る、 とらない、 會場 その他す ベて 御 一 

任します。 名 古 屋の方 は、 又 別に 行っても よろしいです。 六月 十二 日 鈴 木 三重 吉 

久保 田の ぶ 子さん が、 童話が 出た の を 喜んで 来ました。 來岐の 際 は、 私 方へ 泊って くれない かとの 申出 あ 

り。 私の ために 人の 出入 も 多くな り 氣の毒 だし、 宿泊 は斷 ります が、 同 夫妻が それだけの 好意 を 持って ゐら 

れる こと を 貴下まで 御參考 におった へ してお きます。 

八 六 六 〔六月 十三 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 岐阜 市外 長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  六月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

小野浩 君への お 手紙 拜見。 今度の 祝賀の こと は、 赤い 鳥の 會 員が 七 千 圓も會 費 を 滞らせ、 私 もい よ/ \ 困 

つ た の で、 祝賀 宴 の 代りに あんな ことにして 貰った のです。 私の 氣象 として はとても ィャ です が 赤い 鳥 を 亡 

ぼす ょケ はい.^ と 思 ひ、 ガ マンし ます。 但し、 ひろく 人に たのむ の はィャ なので 交友 中 僅々 三百 名 位の 人に 

依賴 しました。 貴縣 では 貴下 一人に しか 賴 みません。 刷 物の かき 方が わるい ので 誤解され たので せう が、 發 
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起ス と，. の は 第一 に 加入す る 人と いふ だけの 意味で、 その 人が その 地方 を勸說 して 集めて 下さる 意味で は 

ありません。 他の 人に 對し御 都合 わるければ 發起 人で なしに、 一 と 口 加入して 下さい。 拜具。 

< 六 七 〔六月 十四 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 東京 府下 吉祥 寺 深. ぼ^ 子へ (はがき)〕 

私 方へ 出入して ゐ る小學 校の 先生 (親類の やうに 交際して ゐ ます) の 姪 を、 宅に 女中がない ので 數 ヶ月 昔り 

てゐ たこと があります。 十九になる 女で、 山梨縣 から 出た ばかりの 純情 的な、 とても やさしい 女です。 行儀 

もよ く 一  寸 も 生意氣 なと ころがありません。 頭 もよ し。 その子が 東京で 奉公口 を 探して ゐ ると 聞いた ので、 

ちょっと 待てと 申して おきました。 ぉ氣に 入る かどう か、 1 時 手つ だ ひの 形で おいて ごらんに なって は 如 IH- 

でせ う。 六月 十四日 鈴 木 三重 吉 

御 返事 を 下さい まし。 深澤 さんに よろしく。 

八 六 八 〔六月 十七 日 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 仙臺市 北 二番 丁 小. W 璺隆 へ〕 

小宮樣 つね子 樣  六月 十七 曰 三 重 吉 

多忙に 紛れお 禮を 延引した。 す £ ナが御 厄介に なりお 土產 まで もらって 難 有う。 ハ マが 九十 日ぶ りに、 や 

つと、 どうやら 起き 上った。 

私の 祝賀に つき 發起 人に なって くれ 難 有う。 會 費の 滞納 七 千 画に 上り、 二 ツチ もサ ツチ もい かないので、 

乍 不本意、 祝賀 をして 貰 ふこと に服從 した。 一 と 口 又は 二た 口 はいって 下さい。 三百 名 位の 親しい 人 だナこ 

限った。 千 五 百 位し か 集るまい。 秋 田、 岩 手 なぞから は 殆ど 拂 つて 来ない。 拂 へない の だ。 

梅雨の 節、 御大 切に。 す 子より よろしく 申して ゐ ます。 

八 六 九 〔六月 二十 八日 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 長 岡 市 女子 師範 附屬小 學校內 山 直 治へ〕 
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內山樣  六月 二十 八日 鈴 木 三 重 吉 

御 懇書 を 難 有う ございました。 七月 三日、 午前 五、 四 五 着の 列車で まゐ ります。 早朝の ことです から 決し 

てお 出む かへ 下さいません やうに。 ます や 旅館で 勝手に 休息し 八 時 十分 頃 表 町小學 校へ まゐ ります。 多忙の 

中 を わざく まゐ ります のです から、 なる ベ く 多數の 方々 に 聞 い て 頂きたい ものです。 面白 い 講演 を いたし 

ます。 「緩 方の 理論と、 實 作例に ついての 製作 指導の 方法」 を 講じます。 新聞社に 賴んで 記事に 出して 貰つ 

て は 如何で せう。 御 任せ 申します。 教育家 以外の 人の 來會は 困ります。 受附 に、 名簿 を備 へ、 入場 前に 校 名、 

氏名 を 記して 貰って 下さい まし。 後日 その 一 同の 方に 「赤い 鳥」 の 見本 を さし 上げます。， 同夜 は 貴地に 疴泊。 

新潟では四日午後ー 時半からはじめます。 ！^上 拜具 

〔 封筒 裏 に 〕 (赤 い 鳥 の 會 員なら ば、 敎育家 以外 の 人で も 入場 させ ませう。) 

A 七 0  〔七月 五 = 東京 市外 西大久 保より 長 岡 市 女子 師範 附馬. ^子校 內 山お 治 .成£ 秀晋 へ〕 

內山樣 成田樣  七月 五日 鈴 木 三重 吉 

新 潟で は 百 二十 名ば かり 來會。 今朝 無事 歸京 い た しまし た。 贵地 ではお 二人に とんだ 御 厄介 を かけまして 

恐縮で ございます。 厚く 御 禮を申 上げます。 

長 谷川さん に は 別にお 聘. 狀を さし 出します。 松 永さん、 小 さんに は、 お 二人から、 よろしく 御禮 をお つ 

たへ 下さい。 

「オマハ ンは、 煙草、 ヮテ千 は 酒を飮 み」 

を おぼえて いらっしゃいます か。 呵々。 拜具 

八 七 一 〔七月 七 ：！：： 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 岐 市長 良 小 學校福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  七月 七日 鈴 木 三 重 吉 
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講演 題目 は 「辍 方の 實際 製作 指導 法， 一二 々作例 を 示し、 いかにして 錢方を 伸ばし 深める か、 その 誘導 方法 

について 講演す る) 

二十 七日 夜 岐阜 泊 

二十 八日 午前 講演 當 夜は大 S 泊と したし。 岐阜 にても 可。 御 一任 

二十 九日 大垣 講演 當 夜は大 垣に 宿泊す る を 得ず。 當日晝 又は 夜の 適 営な 時間に 立ち、 豐 橋に 向 ひ、 

同地 宿泊。 

三十日 午前 六 時半までに 騎兵 第二 十六 聯險に 出頭。 少年 團生を 率 ゐ( 一 同騎 is 野外 演習。 

右の 豫定 にっき、 久 氏と 御 相談の 上、 有志 座談 會、 文藝 座談 會、 名所 見物 なぞ、 貴方で プログラム を 御 

決定 下さい。 名所 見物 は 時間の 都合に より 木曾川 下り だけで もよ ろしいです。 

講演 會場を 聞き合せ 來る讀 者 あり。 私 方へ 御 一 報お き 下さ い。 

八 七 二  〔七月 十一 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 札 幌市南 ニ條永 井一 夫へ (はがき)〕 

拜啓 ゴム 印の 御注意 を 難 有う ございました。 早速 訂正。 御 禮を申 上げます。 新 潟へ は 飛脚 旅行で、 何の 保 

奏 もしませんでした。 海岸から 佐 渡の 島影 を 遠望し ました。 

奧樣に 九月 號 (七月 末發 行) の ゥ メ 草のと ころ を御覽 下さいます やうに。 御 許可 を 仰ぐ ヒ マ がな か つ た ので、 

逸 名 氏 報と して r ネヅ ミノ、 ヒモ」 のお 話 を 入れました。 七月 十一 日 鈴 木 三重 吉 

八 七三 〔七月 十八 H 東京 市外 西 大久保 四 六. 一よ リ 岐阜 市畏良 小； 校 福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  七月 十八 日 鈴 木 三 重 吉 

お 手紙 拜誦。 二十 七日、 午前 九 時 東京 發の ツバ メで 午後 三時 十二分 大 S 着。 (岐阜に は 停車せ ず) 自動車で 

岐阜の 長 良 館へ 乘 りつけ ます。 
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® 迎會 は、 食事 後に 集る こと、 し、 アイス クリ ー ムに 水菓子 位で、 五六 十錢 です まして は 如何です。 但し 

御 一任。 

木曾川 下り は、 費用が か、 り、 時間が か X るなら やめに して、 宿屋で、 小生が、 岐阜 會員 その他 主なる 人 

を 招待す る 方法 をと るか もしれ ません。 その 場で 決定し ませう。 私の 疲勞の 程度 も あり。 

二十 八日 は大垣 泊り とします。 

勸迎會 は ヤメに し、 木曾川 を やめに し、 ■  二十 八日 の 講演の アト、 有志と 午 飯に サンドイッチ 位 を 食って 

(本鄕 校で) 懇話して は 如何。 會費 五十 錢。 御 一任。 /もう 一度 定 案して 下さい。 

< 七 四 〔七月 十八 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 高 知 市 江 ノロ 下 小川^ 堀 歌 子へ (はがき)〕 

先日 は 詳細の 御 通信 を 難 有う ございました。 フランス語の 御勉强 のこと 大贊 成です。 ぉ元氣 です か。 御 令 

姉樣 へよ ろしく 御傳 言下 さい。 あなたに 頃いた 百合が 三本、 大きく さいて、 家中 大喜びです。 アト は 根 切蟲. 

に 切り倒され した。 ハ マ、 肺炎で 九十 曰も^ ましたが、 やっと 立ち働く やうに なりました。 七月 十八 日 

仏， S 三重 吉 

(ま た 童話 を かいて 下さい) (私 は元氣 です) 

八 七 五 〔八月 IH 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 岐阜 市 本 鄉町福 富 高 市へ〕 

福 富 樣  七月 三十 一日 鈴 木  一二 重 吉 

二十 九日の 夜と 三十日の 朝と、 兩度 少年 團を 視察し 「富 士」 で 昨夕 五時歸 着し ました。 岐阜と 大垣 とで、 

私から 蹟狀を 出すべき 人々 をお 敎 へ 下さ い。 久保 田さん の 名前 を 知らず。 

汽車 中で 五十 圓受 取り ましたが、 歸 つて 見る と 汽車賃と あり、 いづれ にしても 多すぎます。 長 良 館で も 金 

がか \ つて をる ので、 五十 圆返 達したい もの。 あのお 金 は どこから 出した のです か。 
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連日連夜、 御 奔走、 御氣 苦勞、 御 疲勞拜 察。 淚 あるの み。 奥樣 にもよ ろしく 御挨 接お き 下さい。 

地方の 講演 も、 夏 は ヤメに します。 汽車で ゥ ンザリ しました よ。 ハ マより よろしく。 

八 七 六 〔八 お 五 n 東京 市外 西 大久保 iH ハーよ リ 岐阜 市長 良 北 町久保 S せ」 夫へ〕  ， 

久 保田樣 令夫人  •  < 月 五日 鈴 木 三 重 吉 

拜啓 このたび は 非常な 御 勸待を 蒙りまして 痛み入りました。 厚く 御 禮を申 上げます。 尔失 禮、 同窓の 學友 

にお 會ひ したやう に、 安易に 飮 ませて 項き ました。 私が 旅行が きら ひなの は、 汽車が いやな のと、 もう 一 つ 

は、 マヅィ お？^ を 飲み 得ない からです。 責 方で はお かげで 大分いた ざました。 森 田 草 平に、 作 中の 人物の 

お 話 を つ た へ ませば 喜びます でせ う。 

乍 末筆、 坊ち やまに も、 よく 御禮 をお つたへ 下さい まし。 拜具 

八 七 七 0 八月 九 ni 東京 市外 西 大久保 四 六 一より 東京 市外 池 上 本 門 寺 境內西 堀 重 is へ〕 

西堀樣  鈴 木 三重 吉 

拜復 、為 物語 は 全部 私の {4! 想です。 カゲ さま も實 在し ません。 烏の 傳說も 創作です。 從 つて、 あれ を主材 

に 童話 をお かきになる ので は、 作品と して 權威 がありません。 (他人の .t4i 想の 踏襲と いふ 意味で) 私が 童話に 

した、 しないに か，^ はらず、 およしに なったら い，^ と 思 ひます。 たって お 使 ひに なりたければ 御 任意です が、 

その代り、 作家と しての 責任感 上 「誰々 の 作、 何々 の 構想 を 借りる」 と 明， 記される のが 當 前と 思 ひます。 無 

遠慮に おも ふま.^ を 申し上げました。 拜具 

八 七 八 〔八月 十九 H 東京 市外 西大久 保よ リ 群 JHS 驟北輕 井澤 法 政 大學村 森 田 草 平へ (はがき)〕 

お便り を 難 有う。 山中の 生活、 御 愉快と 拜察。 百姓 一? に乘 るの は危險 だから、 因果 を ふくめて、 やめさせ 
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よ。 乘用 馬で も、 調教が 出来て ゐな いと、 とんだ 目に 會 にせる こと あり。 又、 我流の 乘 りクセ がっくと、 本 

當に敎 へる ときに 邪魔になる。 いろくの 意味で やめる のが 安全。 私の 少年 M は 中途 入團 は出來 ない。 来年 

五月までの 而、 學習院 で 私が をし へて 上げ 得る と 思 ふ 故、 それまで ガ マンして ゐ させて くれよ。 八月 十九 

日 鈴 木 三重 吉 

八 七 九 〔八月 二十 四 H 東京 市外 西 大久保 四 六 一よ リ 廣鳥 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加計樣 奧樣  八月 二十四日 鈴 木 三重 吉 

暑中お 變り もありませんでした か。 先日 は 御 酸 金 を 難 有う。 今年 は 東京 は 九十 二三 度の 酷暑が つ K ざ、 ゥ 

ンザリ しました。 三十 幾日も 雨がなかった ため、 馬に も乘れ ません。 馬場が 乾いて、 乘 ると、 もうく 砂塵 

が 立つ ので ノ. トの わるい 私に は乘れ ない わけです。 數曰前 大雨 あり、 はじめて 五六 時間、 郊外 を 走って 來ま 

した。 . 

私の 親友の 佐 世 保の 石 井の 娘さんが、 長 崎の 三 菱 造船所 勤務 の 八阪猛 とい ふ ェ學士 のと ころへ 緣談 がまと 

まりかけ てゐ ます。 八重 子さん の 御 良人のお 動め 先と おも ひます。 御 良人 は 何と 仰る 方でした か。 八重 子 さ 

んの御 住所 を もお しらせ 下さい。 話が まとまり ませば、 八重 子さん に、 今後の 御 依頼 をして おきたい と 思 ふ。 

私 は 先月から 矯正 法と いふ 治療 をう けて ゐ ます。 その 治療 手の いふので は、 普通 所謂 健康 證の 人で も、 よ 

くしら ベる と、 身 が 偏 曲して ゐる。 たと へば、 多くの 人が、 三分 四 分、 片足が 短 かかったり、 背中が まが 

つたり して ゐる。 それ を 無理に 權衝 をと るので、 筋肉が つり まげられ、 從 つて 胃腸な ど內読 機關が E 迫され 

て、 いろくの 故障 を 生じる のです と。 この 人 は、 足 を か、 へて、 右左に 動かし なぞして、 肩の コリ をと い 

たり、 偏 曲 を 直したり します。 私の ピッコ (左足 八 分 も 短かった) の を 六 七囘の 治療で 今 は 二分 位の 差に しま 

じた。 鈴 木 は 左の 手く びに、 肉が はれて、 醫 者から 切られ か \ りました、 そして、 肩が いたんで 困った の を、 

それ はテニ スか何 かで 右の 足く び を 挫いた のが 原因と 言 はれ 二 囘足を もんで、 二つと も 治りました。 片足 三 
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分 ピッコだった のです。 ハ マ も 腰の 痛みが ピッコから 來てゐ るの を ニ囘で 直し、 腸 もよ くな りました。 珊吉 

も 片足 四 分 びっこ。 そのため、 タン デンに 力が はいらず、 寒氣を 催す のが 三囘で 治りました。 加 計 君の 話 を 

したら、 さう いふ 胃弱 も大 てい 治る と 言 ひます。 古本の 夜店 を 出して ゐた 男です が、 北 原と 私と が 直しても 

ら つて 感激し、 四 五 人で 金 を 出して、 私の 近所へ 家 を もたせ、 治療 を はじめさせました。 汚い 髮を 刈らせ、 

手足の 黑ぃ爪 を 切らせ、 着物 を 着せ かへ、 袴 を はかせて、 ルンペン を 「先生」 に 仕立て直しました。 涼しく 

なったら 上京され、 治療 をう けて 見ません か。 御參考 までに 申し上げます。 慎太郎 さんに よろしく 御傳 言下 

さい。 拜具  - 

AAO  〔十月 七 H 東京市：：；^橋區西大久保  一 ノ 四六 一 ょリ 中 野 區氷川 町 佐 藤 恒久へ (はがき)〕 

多 田 君 を 通し、 赤い 鳥に 御入會 下さいまして 難 有う ございます。 小 宮の御 知合で、 そのお 子 さまが 赤い 鳥 

がお 讀 めになります ほど 大きく おなりに なりました こと を、 嬉しく 存 上げます。 本日 十一 月號を 達ら せます。 

拜具。 十月 七日 鈴 木 三重 吉 

八 八 一 〔十月 八 H 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 松 本 市 葵 馬場 征矢 兵馬へ (はがき)〕 

御 愛 讀を拜 謝いた します。 つぎに 私の 筆蹟 を 御所 望です が、 私 は 字 を かいた こ ともなく、 肇も硯 も ありま 

せん。 ノタ クルに しても、 シ ラフで は氣が ひけて かけません。 いっか、 醉 つばら ひました とき 恥 を 忘れて か 

きます か"、 氣 永に おまち 下さい まし。 赤い 鳥も會 費の 滞納が 多くて、 キ ュ ー くして ゐ ます。 每號、 一 頁 

として 私の 手の はいらない 頁はありません。 (子供の 作に 別) 中々 苦勞 をいた します。 御憫笑 下さい まし。 

十月 八日 鈴 木 三重 吉 

<<  二  〔十月 二十 五 H 東京 巿淀橋 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 品 川區大 井元 芝 町 松岡讓 へ〕 
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松岡樣  十月 二十 五日 鈴 木 三重 吉 

お 手紙 拜誦。 治療 者 新 島 君に 話しましたら、 貴 宅へ 伺 ふこと を 承知して くれました。 同 君の 都合の つかな 

い 日 は、 木、 土、 日曜の 三日です。 あとの 日の 午後 (一時から 五 時まで) なら 行ける のです。 何日に 御 在 か 

を、 私 方へ 知らせて 下さい。 

1 ニ囘 では 效果が 貴下に 感じられない 場合が あるので、 少く とも 一ヶ月 (一週 ー囘。 計 四 又は 五^) はつ V 

けて くれと 申します。 

治療代 は、 新 島の 家へ 通へば、 月四囘 のとき も五囘 のとき も、 一 ヶ月 f ュ 画です が、 出張です から、 一 ヶ月 

十圓 とい ひます。 これで も 私の 友人の 貴下 だから ォ マケ です と。 十圓 はちよ つと アン マ 代に は 高いです が、 

うまくいけば アン マで なく 腸が 治る ので、 まづ、 十圆損 をす る 氣でゐ て 下されば 間違 ひありません。 治療 は 

足の 先から はじめて、 からだ 中の 曲って ると ころ、 おさへ ると いたいと ころ (これ は 筋肉の 疲勞の 場所の. B) 

を 治して、 全身 體 の卒衡 をと るので す。 不 平衡の ために 內 臓が 壓 せられ そのため、 胃腸の わるい 人な ち 全治 

します。 少く とも、 全身の 血液 循還 がよくな り、 頭が すっとし、 氣分 がよくなる だけ は受合 ひます。 新 島 は 

ピッコ や 頸の まがった の なぞ を 治す の は 名人です。 最近、 私の 紹介した 小學 生で 顏が 半分 左へ 寢てゐ るの を 

三；^ で まっすぐに しました よ。 拜具。 

< 八 三 〔十二月 八 H 高 橋 幸 高へ〕 

高 橋 樣  十二月 八 曰 鈴 木 三 重 吉 

いつも 赤い 鳥 を 御 後援 下さいまして 難 有う ございます。 厚く 御 禮を申 上げます。 校歌に つき、 早く 御 返事 

申し上げ たいと 思 ひながら、 親類の 不幸に 引つ か、 り 延引いた しました。 あの 歌 は、 あれで 結構です。 北 原 

君に 見せた ところで 手の 入れよう がない と 思 ひます。 格調 もよ く、 傑作です。 私が おほめし たので 滿 足して 

おいて 下さい。 時に、 作曲です が、 草 川 君に 賴 むに は 謝禮が 要ります。 私から 頼んで 安く やっても らふに し 
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て も 五十 圓は 出さねば なりません。 豫算 がお ありで せう か。 この 點御 返事 下さい。 拜具 

A 八 四 〔十二月 二十  一 H 東京 市 淀 橋- 51： 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 愛知 驟碧海 都 t 刈 谷 町 森 五郎へ〕 

森 五郎 樣 森 銑三樣  十二月 二十 一 曰 鈴 木 三重 吉 

一お 啓 一 一一郎さん に 熱誠 に 働いて 55 いて をり ます。 厚く 御禧を 申 上げ ま す。 つぎに この度 は 思 ひがけない 御不 

幸で、 御 愁傷の 御 事と 拜察、 深く おくやみ を 申 上げます。 生花 ー對 をお 供へ して K くやつ 三郞 さんに 伎 托し 

て お き ま した。 よろしく 御 取 計ら ひ 下さいます やうお 頋 申し ま す 。 

八 八 五 「十二月 二十 五： n 森三郎 へ〕 

森 君  十二月 二十 五日 三 重 吉 

お 手 跌を難 有う。 御 葬儀 も無滯 終了の 超、 拜承。 御 尊父 樣 より 御 丁重な お 請狀を 項き 恐縮して ゐ ます。 君 

からよ く 街 挨接申 上げて 下さい。 社の 方、 一 寸も 心配し なくて よろしいです。 來 年の 五日まで、 ゆっくり ゐ 

て、 御兩親 をお 慰めして 下さい。 入選者への 發途は 本日 珊吉 がして くれます。 年末の 會計 もどう にか 切りぬ 

けます。 もう アト 六 百圓も はいれば い、 のです。 これ も 御 安神 下さい。 ハ マ、 す i.、 珊吉 よりよ ろしく。 新 

島の 妻 君が、 私 夫婦、 子供. 二人、 おばあさん、 女中、 君、 石 川、 福 岡の 九 人に 下駄 をお 歳暮に もって 來 まし 

た。 女と いふ 奴 は 貧乏の くせに バカ をす る もの。 新 島榮治 宛、 一 寸禮狀 1^ 出して おいて 下さい。 アドレス 西 

大久保  一丁： HI 四 〇 三 

御 健康 を 祈ります。 お 上。 


昭和 八 年 


八 八 六 二月 一一 百 靜岡縣 土肥溫 泉よ リ ■ 礼 暢市南 ニ條永 井一 夫へ (椿 はがき)〕 

三十 一 日夜、 珊 一公と 酒 二 升と を たづ さへ 来着。 沼津 から 海上 二 時 問。 純朴な ところです。 今朝 も 二人で 十 

町ば かりのと ころへ 散歩、 歸 りに 自動車に 乘 りました。 いくらかと 聞く と、 どうせ カラの 歸 りでした、 お金 

はいりません と。 賴んで 三十 錢 取って もら ひました。 陽光 悠麗、 ra 月の 時候です。 三日 鈴 木 三重 吉 

八 八 七 〔一月 一一 1H 廣島 市中 島 本 町 慈 仙 寺 鼻 阿戸 美津 枝へ (繪 はがき)〕 

折角お 出で 下さった のに 何のお かま ひもし ないで 失禮 でした。 三十 一 日、 珊吉と 酒 二 升 を かついで 伊豆の 

土 肥へ 來てゐ ます。 沼 律から 船で 二 時間。 溫ぃ 土地で、 まるで 四月 ごろの 氣 候です。 ノン キな四 五日 を经り 

ます 一月 三日 鈴 木 三重 吉 

八 八 八 〔一月 十九 H 東京 市 淀 橋 ii; 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 札 幌市南 ニ倏永 井一 夫へ (はがき)〕 

拜復、 男のお 子さん がお 生れに なりました さう で、 萬 歳々々 です。 家中で 喜んで をり ます。 奧樣 へお 祝 ひ 

をお つたへ 下さい まし。 弟 は、 去る 十五 曰で 五十 日になります ので、 捜索 を 打 切りました。 四 里 四方、 あま 

すと ころな く 探しました。」 今年、 す 子 は 十八、 刑べ ー は 十六に なりました。 もう 二人ぐ らゐ 子供が ゐて 

くれたら と 思 ひます。 お 祝 ひまで 拜具 一 月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

八 八 九 〔一月 二十 三 H 淀 橋^ 西大久 保よ リ 八 戸市 鲛小學 校 岩见正 男へ (S. 刷せ る 年贺狀 に)〕  § 


先日 はお 手紙 を 難 有う ございました。 三月 號には 「ニ才 馬」 が 特選に なりました。 辍方を 理論的に つかむ 

と 言った つて、 つかめ はしません。 默々 として 傑作 を 導き出せば 言 ひ 分な し。 屁理 K をい ふ 奴に 限って 文章 § 

力 分らず、 ろくな 作 を 誘 出して はゐ ません。 高師の 訓導 ども、 綴 方の 本 を かく 奴、 すべて 然り。 笑" べし。 

一月 二十 三 曰  " 

八 九 0  〔二月 二日 東京 市： 促 橋 區西大 久保ー ノ四六 一より 愛知 縣碧海 lit 刈 谷 町 森 五郎へ (はがき)〕 

拜復御 健勝 をお 祝 ひ 申します。 私 方 も でございます。 三 郎君 は元氣 で精勵 して 下さいます。 御/女神 下 

さい。 本日 は 珍 貴な 白魚 を、 どつ さり 頂 載いた しまして 難 有う ございます。 故 鄉の廣 島に も 白魚が とれます 

力 あんな 大きい のはありません。 白魚と いふ もの を 食べます の は 二十 五 年ぶりです。 チく却 lg を 申上デ 

ます。 二月 二日 鈴 木 三重 吉  , t 

八 九  一 〔二月 七：：！ 東京 巿淀樯 區西大 久保ー ノ四六 一より 廣，： S 市中 .i? 本 町 阿戸 类 校へ (はがき)〕 

謹爾 家出して 七十 三日。 あらゆる 手 をつ くして 見ました が、 ダメ。 もう 中止し ます。 御 通知 を 上げます ま 

では、 不相變 、見つからな いものと お 思 ひ 下さい。 ハマより よろしく。  二月 七日 鈴 木 三重 吉 

< 九 二  〔二月 十五： n 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 栃木 縣 安蘇 郡 S 沼 併！^ 校 永 島信吉 へ〕 

？; 水， 島 樣  二月 十五 日 鈴 木 三 重 吉 

綴 方 敎授案 等 を わざく 御惠贈 下さり 難 有う ございました。 ぁ乂 いふ 案 は、 たや 機械的の 排列の み。 根本 

は、 、かなる 作品 (緩 方の) を 鑑賞 させて 誘導す るか、 いかに 鑑賞させる かによ つて 辍方は 仲び 縮みす るので 

す 高等お 範 流の 定型 的な、 一人よ がりの { 人ん ー疏 な作篇 ぢゃァ だめです。 彼等 は 教授 案 は ウル サイ ほど 整へ て 

も、 it? 、鳥に 出る やうな 作品 は 百年た つても 生み 得ません。 唱歌 なぞ も 窮屈な ことです ね。 


國定 敎科謦 は、 多少 改良 されても、 タカが しれて ゐ ます。 根本の 缺點 は、 日本語の 生きた 表現がない こと、 

^^材ゃ敍寫が兒童の生きた感&、 感情、 想像 をと り 入れ 得ない ことです。 數年 前、 千 葉 市に 招かれ 國定敎 科 

の 秩序 的な 批評 を やりました。 四時 問 喋 つ て も 草案 の 1 了 も 喋り 得な か つ た のに は、 自分で も 呆れ ま し た。 

御 鱧 かたぐ 右 迄 拜具 

「赤い 鳥」 で、 いつも 好評 を 得て ゐ ます 幼年 童話 (みんな 私が かき 直した もの)、 あんなの を 國語讀 本の 基 

調に とらねば ゥソ です。 

八 九 =1  〔三月 四 H 東京 市 淀 橋區西 大久保 一 ノ四六 一よ リ 大森-511田園調布^5水良雄へ (はがき)〕 

四月 號も すばらしい 表紙 檜 を 項き 難 有う ございました。 五月 號 から は、 乍 勝手、 少し 早くして きたう ご 

ざいます。 何 平 十日. ころまで にお 願 申します。 溫く なりましたら、 贵御 夫妻と 白 瀧 先生 を 御 招待した いとお 

ひます。 令、 廣島縣 の 竹 原と いふと ころの 酒 をと つて ゐ ます。 一升 一圓 六十 錢也。 天下に 冠たる 醇 酒です。 

小 庭 フキの トウ 二つ 出づ。 高山植物 は いづれ も 枯死、 二三 種殘 るの み。 拜具。 三月 四日  - 

八 九 四 〔三月 十 H 東京 市 淀橋區 西大久 保ーノ  EH ハーより 愛知 縣碧海 郡 f 刈 谷 町 森 やす子へ〕 

森 やす子 樣  三月 十日 鈴 木 三重 吉 

拜復御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたしました。 三郎 さん は 私の 片腕と なって、 よく 働いて 下さいます。 童話の 創 

作の 方 も、 熱心に 勉强 されます。 今に、 私が 手 を 引かず とも、 立派に 一 人立ちで 柙し步 ける やうになります。 

私 は、 それ を 何よりも の樂 しみに して 指導して をり ます。 あ \ いふ 人です から、 だれに も 愛されます。 どう 

か 御 安神 下さい まし。 乍 末筆 御主人 樣へ よろしく 御傳 言下 さい まし。 拜具。 

八 九 五 〔三月 二十 H  KM お市 淀 橋區西 大久保 一 ノ四六 一より 廣島市中ぉ本町阿戸美^！枝へ〕  § 


みつえ 樣  三月 二十日 鈴 木 三 重 吉 

おばあさんが、 今夜の 汽車で、 神 戸の 百合 子のと ころへ 立ちます。 昨日、 突然 玉代 夫婦が 来て、 おば あさ 

んが、 神 戸へ 行かれる さう です が、 明日の 夜、 となりの 學 生さん が廣 島へ 行く ので、 つれてって もらって は 

如何と 言 ひます。 私に は寢 耳に 水です。 この 前、 武內が 来たと き、 おばあさん を 引きと り大 連へ つれていく 

とい ふから、 禮儀 をつ くして ことわりました。 私 は、 おばあさん を 扶養す る 責任が あります。 百合 子 は 孫で 

も 武內は 結婚 したば かりの 他人です。 それが いか に 好意 で 言 つて くれても、 おい それと 引き わたす の は 不安 

であり、 且つ、 私と して 人に なすりつけ たやうな 外 觀を呈 すの もィャ だからです。 ところが、 神 戶へ來 て か 

ら 百合 子と おばあさんと は、 來ぃ、 いく、 と 相談した のでせ う。 おばあさん、 私に は 何にも 言 はないで おい 

て、 急に 明日 立つ は、 不意です ねと 笑 ふと、 百合 子が 急に 來 いとい ふから だと、 ゴ マ かして ゐ ます。 年より 

のこと 故、 勝手にさせます が、 事情 は 右のと ほりに つき、 責任 上お 答へ してお きます。 百合 子く と 言 ひつ 

V けだし、 行けば 百合 子 も 喜び ませう から、 私 は 何とも 反對 しません。 急に 荷 ごしら へで ガタ く大 さわぎ 

です。 私に きまりが わるい のか、 夏 ごろに は歸 ると 言 ひます。 ハ マに よくき かせる と、 アヤ フャ です。 右の 

事情 は武內 にも 話し、 よく 世話 を賴ん でお きました。 年寄 は 仕方なく も、 百合 子 なぞに 物の 順序 も 知り ませ 

ん。 

八 九 六 〔四月 十二  H 束 京 市：；！^ 椅. tel 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 西材辦 へ〕 

西 村 大兄  四月 十二 日 三 重 吉 

僕 もお たづね する から、 贵君 も- 通りが \ りに 寄って 下さい。 夕方が い X。 飲む ために。 〔地 01^〕 

八 九 七 〔四月 十八：：！ 永： i« 信告 へ〕  - 

永島樣  四月 十八 日夜 鈴 木 三重 吉 
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拜復、 すっかり 御 健康 を 恢復され た御容 子で 何よりと お 祝 ひ 中し ます。 貴 校の 會 員が 減じ ましたの はかま 

ひません。 又 時機 もま ゐり ませう。 その他、 仰せの 件、 人間の 世界で は 中々 思 ふやう に はま ゐ りません。 お 

互に 萬事ガ マ ン して、 自分の 出来 得る 範 W で 全力 をつ くす 外はありません。 赤い 鳥 も 金の 心配 だけ はさして 

くれない とい- - ので すが、 拂 込みが わるくて 惱 みます。 童話 は 全部 私が 書き 又は 直す のです から 大變 です。 

その 努力の 效果 を、 讀んで 感じて くれる 人 は 僅少です。 呵々。 拜具 

八 九 八 〔四月 二十 八 H 正木 万代へ〕 

をば 上樣  四月 二十 八日 三 重 吉 

百合 子さん のと ころで 暮 される のが 一 とう 御幸 福と おも ひます。 よいお つれ もお ありになる のです から、 

お出かけなさい。 贊 成です。 . 

今日 は發達 で大變 です。 皆々 よりよ ろし く ゆし て をり ます。 

八 九九 〔五月 十五 H 束 京 市：： W 樯 te; 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 柬京市赤坂^1;靑山南町森2^!^平へ〕 

草 平 閣下  五月 十五 日 三 重 吉 

九日の 夜、 小宮： か 上京。 翌々 日、 私 方へ 一 寸立 寄って くれた。 大將は 九日 會へ 出かけた が、 臼川老 だけ ゐ 

て、 草 平、 三重 吉はゐ ない ので 失望した 由。 二人が 同盟 缺席 をした ヮケを 冗談 的に 話 化たら 苦笑して ゐた。 

来月 も缺 席しょう よ。 小宮は 昨日 あたり 退京した 害。 それ はどうで もい 卜が、 小 宮は良 一 君の 就職の こと を 

ひどく 心配して ゐ るから 報吿 する。 滿洲の 役人になる 口頭 試驗 に、 屆 書が おくれて 間に合はなかった 由。 小 

苦、 じして 手 を 廻し、 その 試驗官 (滿洲 の 或 機關の 上役と 聞いた) に 良 一 君 を 紹介して、 合 はせ たさう だ。 つ 

まり 公式の 口頭 試驗の 代りに、 試驗 して 貰って、 公式な みに して 採用して 貰 ふ根膽 で、 先方 も それ を 承知し 

て會 つて くれたの だ。 その 法人が、 開口 一  番 「もう 人 は澤山 採用した よ。 もういらん く」 と 言ったら？ 1^ 一 
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君よ 「さようで ございま すか」 と 一言 言った きり 引き さがった 由。 あんまり 坊ちゃん/ \- して ゐ ると、 小宮 

がジ レてゐ た。 「もういらん く」 と 言った こと、 それ 自身が、 口頭 試驗の 第一 問題と も 見られる。 もっと、 

オシ をつ よく、 何とか 言って、 人物 試 驗の實 を 擧げて くれ V ばい、 もの をと 私 も 思 ふ。 呵々 拜具" 

九 00  〔五月 二十 五 H 東京 市 淀 橋區西 大久保 一 ノ四六 一よ リ 静岡 市中 W 小 S 武雄 へ〕 

小 田 武雄樣  五月 二十 五日 鈴 木 一一 一重 吉 

御購 讀を拜 謝いた します。 お たづね の 問 2B 中には 手紙で 片 づける に は、 あまりに 大きな もの も あり、 當惑 

します が、 ともかく 簡單に 申し上げます。 私の 緩 方 は、 文藝 主義ではありません。 「人間 教育 主義」 です。 

私の ざっとした 講演 を 筆記した ものが、 雜 誌に 出て ゐ ますから、 御覽 下さい。 不十分ながら、 私の 人間 敎有 

とい ふ 意味が 分ります。 同 便で 發途。 雜誌は 御 返 接 下さい。 

た V し、 作品の 慣は 第一 に 文 藝的惯 値で 決定す るの が正當 です。 併し、 實際敎 育 上で は、 たと へ藝 術と し 

ての 價は少 くと も、 教育 上、 いろくの 意味で い、 意味の 問題 を 含んで ゐる もの は、 それ 相 當の價 を 認める 

こと をす y めて ゐ ます。 

實用 主義と いふの は、 書簡 なぞの 意味で はないで せう ね。 手紙の けいこ は 不要。 常識的な もの だからです „ 

私 はよ く 知りません が、 近来 だれか V 「實用 主義」 とい ふ もの を唱 へ、 人間の 生活 や 意識 を 向上させる ため 

の 緩 方 を、 さう 呼んで ゐる やうに 聞き ましたが (ちが ひます か) それ は 理論 上の 提唱です。 そんなら、 實 用の 

辍 方の 見本が 見たい もの。 どんな ものが 作れ 得ます か。 

兩 三日 前、 王子 區で國 語部の 人々 その他 九十 名の 先生た ちに 講演し ましたが、 みんな 私の 人間 教育に 共鳴 

し、 實用 云々 は 笑って ゐ ました。 

綴 方に 關 する 私の 著書 はあり ま せん。 まとめて かく 時間が ないから です。 古く か らの赤 い 鳥 を 全部よ むと 

私の 主張な り 指導 法な りが 分る わけです が、 手に入りますまい。 敎育實 際 家の 說に は、 傾聽 すべき ものが あ 
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りません。 だまって、 私のと ほり を實 行して ゐる 人が 一 とうい & のです。 アト は ホラ フキ のみ。 現代の 人の 

著作で 參考 になる もの 一 つもな し。 文學詾 を讀ん だって 辍 方の 指導の 役に は 立ちません。 自分で 文章が かけ 

なくても、 赤い 鳥に 出る やうな 傑作 を 指導して ゐる人 は數々 あります。 指導力と は、 つまり、 鑑賞 力です。 

私が、 赤い 鳥で 選評 をして ゐ ると ほりに、 綴 方 を 味 ひ 得れば、 これが 指導力です。 創作の 出来ない 人で も批 

評 家に なれる と 同じく、 作れなくても 味 へれば よいので す。 以上 拜具 

九 0 一 〔六月 十五 HI 東京 市 橋- tel 西 大久保 一 ノ四六 一より 大森 K 田園 調 布 水き し 子へ〕 

淸 水奥樣  六月 十四日 鈴 木 三重 吉 

昨日 は 御 遠方から お 見 まひ 下さった のに 丁度 私、 ハ マ、 现 公と 三人で 軍醫學 校へ 出かけた 留守で 失禮 いた 

しました。 珊吉 は、 接骨 後、 下痢 を やったり 熱 を 出したり して 衰弱して ゐ ますので、 骨の 癒着が おそく、  二 

十四日 經 つても まだ 繃帶が とれません。 普通 は 三 週間で 直る のです。 ^^し大分元氣が3^て、 語 學數學 の 時間 

だけ、 社の 小僧に 守られ 通學 して をり ます。 

* チッツ アン 今度の ゼ ンソク は、 ひどく、 今日で 十六 日です が、 まだヒ ュ 1-^\言っ てゐます。 昨日 は、 あ 

まり 苦しい ので、 ヒ ュ ー く 言 ひく 珊吉と 同行、 注射 をう け、 一 たん しづ まって 歸 りました が、 夜 又發作 

したので 十二時 ごろ 近所の 醫師に 注射して もら ひました が、 二 時間で 目が さめ、 又發 作。 とうく 朝まで 橫 

になれ ず、 うなり 通しました。 (ヒ ュ -く言 ひながら、 認む) 六月 十五 日。 

昨夜、 注射で、 はじめて 眠りました。 治りましたら 伺 ひます。 

淸水さ ん によろ しくお つたへ 下さい まし。 

いろくお 土産 を 難 有う ございました。 

九 0  二  〔七月 二十： n 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 栃木 縣 安蘇 郡 田 沼 併 ffi 小 學校永 島信告 へ〕 
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永島樣  七月 二十， H 鈴 木 三 重 吉 

御 懇書 拜誦、 又々 會員 をお 作り 下さいまして 難 有う ございます。 厚く 御 禮を申 上げます。 本日 一 册追達 い 

たしました。 北 原 君 は 「全貌」 に 何 かく だく かいて ゐる さう です。 門下の もの たちさへ も、 ョセ ばい， -の 

にと 言って ゐる さう です。 あの人 は自已 反省が なく、 人の ことば かり わるくい ふの が 癖です。 僕は默 つて 相 

手に しません。 よく 自由詩の 選 をスッ ボカす ので 自由詩 だけ は 私が やる、 すつ ぼかされた とき、 一 日 一 夜に 

二十 頁 もつ ぶす だけの 童話 を かくの はつらい、 童 詩 童謠だ け や れと言 つ た のが もとで、 全部 やめる とい ふか 

ら やめて 貰った のみです。 北 原 君はゥ ヌボレ がつ よく、 自由詩 や 童謠を やめる と 赤い 鳥の 讀者 は半滅 する、 

そして 赤い 鳥が 倒れる 位に おもって ゐ るので す。 一 寸も 減じません。 つまらな いくり 言 をなら べるの は 見つ 

ともない。 感情的に 爭 ふとい ふこと は 醜い ものです。 

赤い 鳥が 據れ るので 何も かきません。 又 今日まで 盡 して くれた 北 原 君の こと を、 惡く なぞ 言へ ません もの。 

私の 辍方觀 は 赤い 鳥の 永い 間に、 散在 的に 話して あります。 まとまった 記錄 のな いのは 殘 念です が、 まと 

めて かく きがありません。 最近 成城學 園で 講話した 筆記 をお 目に かけます。 筆記が 意を盡 して ゐ ません が、 

私の 考 への 斷片は 分ります。 御 覽の上 は、 おかへ し 下さい まし。 お I 上 拜具 

九 011 一 〔七月 二十 八 H 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 東京 市お 飾 K 本 wfil 江 町 大木 顯 一郎へ〕 

大木 樣  七月 二十 八日 鈴 木 三 重 吉 

胃病と 脚氣 でお 函 りの 由。 御 保養 第 一 に 祈ります。 記 錄三册 を 一 氣に讀 みと ほしました。 引きう ける 本屋 

が あ つ たら 出版 させな さ い。 對敵 論議 なぞに は、 理く つ は 合 つ て ゐても 言 ひかた の齒痒 ぃ處 なぞ もあります 

が、 指導の， 記錄は 貴い ものです。 ところぐ 表現の 不徹底な ところ、 混亂 のお それが あって 省くべき ところ、 

その他、 氣品上 省略すべき ところへ、 印 をつ けて おきました。 そのうち 會談の 上、 すべて をす つかり 處理し 

て、 本屋へ 出しなさい。 
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御 保養 を 祈ります。 

九 0 四 〔八月 四日 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 府西多 摩 郡 五 H 巿町和 泉 屋方鈴 木す..' 子 • 珊^へ〕 

^  子 どの 珊吉ど の  八月 四日 一一 一 重 吉 

今 尊 やっと 續ハ ガキと 手紙と が 来ました。 食事が 意外に ごちそうで、 二人とも ガ マンが 來 ると 聞き、 安 

神し ました ffl さん も、 莴事 にあの をぢ さん、 をば さん を 信頼して、 何もし 配 はし ませし。 母 さしよ，. こ i, -、 

貧 ボウ トへ 乘ら ないやう にと 言って ゐ ます。 漕いだ こ ともなく、 水泳 も m 来ない ものが 殊に 可での るの は危 

險 です。 ガ マンして 乘ら ないで 下さい。 そのうち、 おいしい 菓子で も 達り ませう。 

手紙の 封筒 や ハガキ の 表面に は、 じぶんの アドレス を 正しくお かきなさい。 五日市 町.^ 木す V や 五日市 東 

町 珊吉、 すや子で はいけ ません。 返事 を かくと きに 一 々、 帳面 を 見させる やうな ことに もな り、 ほかの V こ 

ひした とき、 その 人が 居 どころ が變 つて 返 達されたら、 發信 人の 手に かへ り ませ.； >。 私よ 、らも、 ,、 こさう 

敎 へて ゐ ます。  ，  -i 

府下、 西 多 摩 郡 五日市 町 東 町 和 泉屋方 鈴 木す 子/ 珊吉 

と、 おかきなさい。 旅行の 途中、 宿の か はる 場合の みは 別です。 

和 泉屋の 電話 番號 と、 主人の 姓名が わから なくなつ たから、 しらして 下さい。 

、瀨 沼さん へ、 よろしく。 面倒 を かけて はすまない から、 遊びに 行っても 午 飯、 夕飯 は歸 つて 宿で 食べな さ 

宿の をぢ さん、 をば さんに. H、 

「お 二人が ゐられ るので 父 も 母 も、 すっかり 安神して ゐ ると 率して まゐ りました。 よろしく 申して をり ま 

す」 とおった へ 下さい。 

二人の 手紙 は綴ぢ ておいて、 あとで かへ すから、 毎日お かきなさい。 つまり、 あとで は、 二人の 日記 こな 


ります。 す 子 はおかず を 三 一お く 記して おしらせなさい。 安神す るから。 二人で 一 つの 袋へ 入れて 三錢貼 

れば よろしい。 かく ことがなければ 簡單 でよ し。 

二日の 夜 は、 母さんと 二人で、 大久保 館へ 出かける と、 休業。 客が なく 引き合 はない ので ヨスら しいとの 

こと。 三日の 晚は、 二人で 新 宿 館へ 行った が 「{& の 怪盜」 とい ふ 西洋 ものが 面白くな いのでと び 出し、 帝國 

館へ ヮリ ビキ ではい ると 「われ 等 もし 大平 Si; 上に 戰は V」 の 曰 本物が バ 力く しいので すぐに 出て しま ひま 

した。 今日は 馬に 乘 つた。 

十 一 月號の 童話、 すっかり まとまり、 畫 家へ 廻す。 ._. 

ル ミィ」 の 外に、 森が 變 名で 一 つ 本名で 一 つ、 投畫家 二人の もの 各 一 、 それ を みんな かき 直した ほか、 

名で 「二 ュ ー トンの 話」 とい ふの を かきました。 又 坪 田 君が かいた もの を かき 直して 入れました。 

一八 月 一 日に は 鈴木淳 さんと 小 野の ギ.、 、ィ が來 ました。 今日 なぞ 明け方 は 寒し。 宿で フ トン をお 借りなさい" 

あの 夏ブ トン だけで は ダメ。 失敗し ました。 

九 0 五 〔八月 七 H  ^ 樯^ w 大久 保よ リ 東京 府 w 多 摩 郡 五 H 市町 和 泉 屋方鈴 木す、.^ 子. 珊古 へ〕 

鈴 子 どの 珊吉 どの  八月 六日 三 重 吉 

昨日 も 今 曰 も 手紙が 來 ません よ。 別に 心配 はしない が、 物足りない。 東京 は 四日の 日 も 五日 も ひどい 暑さ 

でした。 昨夜 はお 母さんと 二人で ラ ギオ を 聞きました。 四日の 晚は酒 四 本 (二 合 八 勺) ビ ー ル 一本。 五日の 晚 

も 同量。 これなら 多くないで せう。 今日は 朝から 雨。 日曜で だれも ゐず。 昨日 九 圓の大 佛和辭 書 を 買 ひまし 

た。 (一割 引)。 珊 ちゃんの もって ゐる 小さな 佛和 は、 ひどく 印刷が 不鮮明 だが、 大鋅書 も、 あんまり、 ほめ 

られ たもので はありません。 毎日 暑さ を 忘れる ために コッ/ \ 「ルミ ィ J を譯 して ゐ ます。 半 きれで 120 枚 

も譯 した まりました。 

タカへの ハガキ によると、 お母さんが 案じた とほり、 ボウ トへ、 す £ナ まで も： f ります ね。 ボウ トは おや 
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めなさい。 危險 です。 河で は 特に あぶない。 

何 か、 ほしい もの を 言って 下さい。 

珊 ちゃん は、 フランス語の ほかに、 數學 をも少 しづ X おさらへ しなさい。 

お母さんより、 よろしく。 和泉屋 さんや 瀬 沼さん、 アメリカ さんへ よろしく 御傳 言。 

〔封筒 裏に〕 正木のお 婆さんへ、 二人で 手紙 を 出して 上げなさい/ 大連 市寺內 通、 海務協 曾內、 武內 博樣方 

九 0 六 〔八月 七 H 淀 橋區 W 大久 保よ リ 東京 府下 五 H 市町 松 本 方 鈴 木す. >  子 • 珊告へ (はがき)〕 

第二 信 着。 珊 ちゃんの 魚釣り は ハゼを 六 匹 もとり、 得意の 容 子が 目に 見えます。 ためて おいて 煮て もら ひ 

なさい。 又は 串へ さして 干して おき 父さんへ 土產 にしても よろしい。 どんく 釣るべし。 ゥシ く。 ァ メリ 

力さん へ 禮狀を 出したい。 姓名 をお しらせ 下さい。 今日は 乘馬。 あけ 方、 寢 びえ をし ないやう に。 そのうち、 

母さんと 二人で 行きます。 網 代 館へ でも 一 泊し ます。 和泉屋 さんの をぢ さん をば さんに よろしく。 八月 七 

日 鈴 木 三重 吉 

朝日 新聞 を 達る。 第 六 面に 海 戰象棋 が 出て ゐる。 タイ クッ しのぎに 二人で 作って 遊びなさい。 

九 0 七 〔八月 九 S 淀 橋 ぼ 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 森 田 草 平， へ (はがき)〕 

す £ ナヘ 本を難 有う。 珊吉と 二人で、 西 多 摩の 谿 谷へ 避暑に 出して ゐ ます。 その 方へ 廻 達しました。 喜ぶ 

ことで せう。 場所 は 五日市と いふと ころ。 立 川から 電車で 一時間。 知人の 又 知人の 炭屋の 二階 を 借りて ゐま 

す。 東京 人 は 一 人 も 来ません。 毛唐が 一 人、 家 を 借りて ゐ ます。」 時に 今朝 复目 家から 電話。 九日に は、 早 

稻 田へ 来て くれと。 舟遊び は 中止と なったら しい。 九日 會 にいく と 通知した 以上、 早稻 田なら いかんと も 言 

へず 、今；！ だけ は、 aa ます。 貴下 は どうぞ 御 任意に。 八月 八日 鈴 木 三重 吉 
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九 OA  〔八月 九 H 淀 橋 K 西大久 保よ リ 東京 府下 五 H 市町 松 本 方 鈴 木す 子. 琉吉へ (はがき)〕 

おやつ は 毎日 買って お食べなさい。 糖分が 必要です。 今日は 宅 附近の 上 {4! に 飛行機 四臺 襲來、 三越の 屋上 

から 機 關銃を 打ちました。 昨夜、 タカ 一 人を殘 して 森 田のう ちへ 行って た 間に、 泥棒が 緣 側から 座敷へ 上り 

こみ、 置 戶棚を あけた さう です。 タカが 臺 所から 出て ドロ ボ ー と、 どなった のでに げた さう です。 洋服の 男。 

タカ は 三權へ 電話 を かけて、 一人 留守番に 来て もら ひました。 タカが どなる と、 野 口さん では 電氣を 消した 

さう です。 不人情な 話。 す £ナ は 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 と をば さんへ (一 つの 手紙)、 珊吉 とす V 子と 

二人で 佐 世 保 市 港町 四 一石 井 いく子 (ヲ バン) と 麗吉へ 手紙 (一つの 手紙) を 出しなさい。 八月 九日 鈴 木 三 

九 0 九 〔八月 十！ 日 淀橋區 西大久 保より 東京 府下 五 H 市町 松 本 方 鈴 木す、.^ 子 • 珊吉へ (はがき)〕 

八月 九日 出の 書狀拜 見。 崇 ちゃん は 喜んだ でせ う。 今朝 は 飛行機の 襲来で 五 時に おきました。 乘馬。 お 母 

さん も元氣 ですから 安神して 下さい。 せいぐ 面白く 遊びなさい。 次便に は アメリカ さんの 姓名 を 知らせて 

下さい。 お 禮狀を かくから。 

別にお 話しす る ほどの こ ともなし。 二人で かつ子 をば さんに ハガキ を 出しなさい (一枚へ 二人で)。 場玉縣 

浦 和 町 太 田窪大 在家 九 一四、 小 泉 かつ子。 八月 十一 日 鈴 木 三重 吉 

九  一 0  〔八月 十四 H 淀 橋- 區 西大久 保よ リ 東京 府下 五：！： 市町 松 本 方 鈴 木す. く 子 • 珊吉へ (はがき)〕 

十一 日出の 書狀 披見。 今日、 チョコ レ ー ト等 (半分、 和泉屋 さんへ お上げなさい) を 達り ます。 三越から。 

川 は 急流 か。 水泳 は、 危險 のない ところでお やりなさい。 昨日 は 友人の 滑 田と いふ 文博の 葬式、 今日は 西 村 

とい ふ 少將の オヤ ギ さんの 葬式で、 靑山齋 場へ 出かけました。 毎日 葬式 はやり きれない。 正木 茂. チイさん、 
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ルンペン となり、 昨日 宅へ ころがりこみました。 腹 を 下して 寢てゐ ます。 暑い こと OJ 四 五日た つたら 母 さ 

んと 二人で いきませ、 つ。 八月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

九 I  I  〔八月 十八 H 淀 橋 H 西大久 保よ リ 東京」 朌下五 H 市町 松 本 方 鈴 木す..^ 子 • 珊 吉へ (はがき)〕 

一昨日 は 液 九 時す ぎに 歸宅 しました。 母さん は 山上り で 疲れた さう です。 昨日、 茂. チイさん、 旅費 をセビ 

つて、 滿洲へ 立ちました。 五日 間 泊って ゐ ました。 今朝 は乘 馬。 滿谷 (？) が 上手に なりました。 * チイさん は 

调 公の アト ツギが 出来た と 喜んで ゐ ます。 今月 も アト 十三 日き りです。 せいぐ 面白く 遊んで おかへ りな さ 

い。 和泉屋 さんの をぢ さん、 をば さんに よろしく 言って 下さい。 そのうち 义 菓子 を 達り ませう。 八月 十八 

日 鈴 木 三重 吉 

九  一二  〔八月 二十 一日 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小 宮璺隆 へ， (はがき)〕 

先般 は恒 子さん から H ハガキ を 難 有う。 又、 本日 はす V 子へ 難 有う。 二十 五日まで 五日市に ゐ るから 廻 5}^ 

した。 ブ ドウのう まいの を 貰った から、 少し だが お分けす る。 ブ ドウ 酒 を飮む やうな 味の する ブ ドウ。 廣島 

竹 原 町の 所產" トク モト は、 あの ま \ になって ゐ るか。 九月に なったら、 僕が シ マツ をつ ける よ。 今年 は 

ひどく 暑くて、 まゐ つてし まふ。 午後の 乘 馬に は 目が 廻り さう だ。 一 週 三囘乘 つて ゐる。 珊吉は 馬が うまい 

よ。 もうす つかり ク ロトに なって しまった。 ヮザを 誇らず、 つ ましく 乘 つて ゐる。 少年 團 では 旗手に 任じ 

ら れてゐ る。 もう オヤ ヂょ りもう まい，.^。 八月 二十 一日 鈴 木 三重 吉 

九 一三 〔八月 二十  一： w  i ば橋區 西大久 保よ リ 府下 五 H 市町 松 本 方 鈴 木す、.^ 子 • 珊士： ： へ (はがき)〕 

ブ ドウ 一 箱 達る。 廣島縣 竹 原 町 (賴 山陽の 故鄕) の產。 うちの 酒屋が くれました。 ブ ドウ 酒 をつ くり、 千ブ 

ドウに する、 西洋 種。 とてもうまい。 種を飮 みこまない やうに。 松 本さん へも戶 田さん へも瀨 沼さん へ も 分 
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けなさい。 

今日は 二十 一 日。 あと 四日です ね。 せい <\ 面白く、  くらして おかへ りなさい。 松 本さん、 戶 田さん 瀬 沼 

さんへ よろしく。 順 平さん へ もよ ろしく。 母さん は元氣 です。 御 安神。 八月 ニ卞ー 日 鈴 木 三重 吉 

九 一四 〔八月 三十 一 H 淀橋區 西大久 保より 東京 市大森 K 田 I？ 調 布 十 W 水 良 雄へ (はがき)〕 

御注意 拜謝。 あれ は 先方から r ヒグ ラシ， 一 と 註解 をつ けて 来たので す。 刑べ ー 共、 二十 七日に 歸 〔モ。 最後 

に瀨沼 君のと ころへ 三 泊した の ださう です。 私 はこの 夏はゥ ダリ 上って、 何も 手に つきません。 一昨日、 ハ 

マと 淺 川の 御陵 を拜 し、 小佛 峠まで ドライブし、 層雲 閣と いふうち で 午 飯に マ ヅィ鮎 を 食 ひ、 ボ ラレて 不愉 

快に 歸 つて ゐ ました。 歸 つて 冷奴で 一ば いやり、 いくら 暑くても じぶんの 家が 一番え X のうと 思 ひました。 

冷し いところ へ 行きたい と 思 ふこと もあります が、 手續 きが 面倒く さくて、 決行 出来ません。 八月 三十 一 

日 鈴 木 三重 吉 

九 一 五 〔九月 七 H 東京 市 淀 橋區西 大久保 一 ノ四六 一よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小せ；： 璺隆へ (はがき)〕 

こな ひだ はブ ドウの 食 ひ 方 を はじめて 敎 はった よ。 ギッ ツァン も 嘴んで 吐き出して ゐた 一人 だ。 子供 等 は、 

はじめて 自由に 避暑 をして 来て 大喜び だ。 いくら 支拂 をしたら い \ のかと、 人 を 介して 尋ねても 中々 言って 

くれない。 遂に その 中 介 人の 判斷で 一 ヶ月 分 二人の 食費 間代と して ドライ シッヒ やる ことにな り、 別に 品物 

で fiJuf の もの を 贈った。 二人の 小 使 (ッブ アンチ ッヒ 渡して おいた ところ) 十圓 三十 六錢。 この 中には 往復 

の 電車賃 三 圆餘が こもって ゐる。 計 四十 五圓 三十 六錢で 上り。 仰せのと ほり オヤ ヂ 一席の 飮み 代に も 及ばず。 

難 有い もの だ。 九月 七日 鈴 木 三重 吉 

九 一六 〔九月 十六 2! 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 森 田 草 平へ (はがき ご 
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年 八和昭 


昨日 夜 は、 せっかく 奥さんまで も 来て 下さった のに 留 〔寸 をして 失禮。 殘念 でも あり、 じりく した。 今度 

から、 一寸 電話 を かけと いて 下さい。 夏 目の 奥さんが この 前發 熱された と 聞いた ので、 散步が てら 門口まで 

見 まひに いきました。 もう 恢復。 それから かへ りに 氣 まぐれに、 活動の 立ち見 をした のです。 女中 は 私の ゐ 

る 館へ さがしに 来たさう です が、 二階の 上等 席 だけ しらべて、 かへ つたので す。 ぼくら は 五錢の 階下に ゐた 

のでした。」 橫濱の 件、 十一月と のみで 日が 記して ない。 何日 かしらな いが、 だいぶ 方々 に 講演の 約束が あ 

るので、 よく 調べない と 受け合へ ません。 法 政の こと 拜謝、 三時 間で は少 いです。 どうせ カセグ なら、 もう 

少し。 ぼく も 十八 日の 夜 立って 弘 前と 秋 田縣大 館で 講演、 十 和 田 湖 を 見て かへ る。 

奥さんに よろしく。 お 互に 歸 京して から 又會 ひませ う。 手料理に 招待す るから 二人で 来て 下さい。 

九 一七 〔十月 十二  H 東京 市淀椅 K 西大久 保よ リ 在 フランス、 トウ ー ル、 天 野 武吉郎 へ〕 

武 吉 郎 樣  十月 十二 日 三 重 士ロ 

九月の 末から 又不景 氣なゼ ンソク で 臥床 中です。 もう 恢復 期です。 ッ ー ル からの お便り を 難 有う。 今度 は 

アツ ケ ナイお 別れで、 何だか 話が ゥント 溜って ゐる やうな 氣 がします。 私 は、 貴君の すべての 氣持を 御 同感 

する ことが 出来る やうな 氣 がします。 御 健康 第一 に、 がんばって お出でなさい。 乍 失禮、 收 入の 途 もお 考へ 

下さい。 自分の 畫を かく ヒ マに、 何でも 働く のが 一等と おも ひます。」 私 も、 もう、 じぶん 自身の 先が 見え 

て 来ました。 このま X、 ズル くに 老ひ 朽ちる までです。 珊吉 が、 大學の フランス 文科 を 志望 ださう です。 

文科 を 出て 赤い 鳥の アト をつ ぐんだ と 言 ひます。 強制的に とめる ヮケ にもい かず、 笑って 言 ふなり にして ゐ 

ます。 假 りに、 その 言葉 ど ほりに いくと すれば、 もう 十 年 私 は 赤い 鳥 を ガン バリ 通さねば なりません。 近來 

あまり 馬へ も乘ら ず、 面白い こと もありません。 申しお くれ ましたが、 い V 辯 を 難 有う。 座右に か X げて、 

ながめて をり ます。 永久の， 記念です。 厚く 御 禮を申 上げます。 茂さん が、 -,^って來てくれました。 松 本の 

篤ゥの 子、 景吉 (* チッツ アン 命名)、 先日 はじめて やって 來て、 ハ ヒ くして 私に 近づき、 足の オヤ ュビを is 
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めました。 下齒 一本、 よく 笑 ひます。 篤ゥの オヤ ヂ さん、 先日 死去、 篤、 夫婦と 子供と で歸廣 して 来ました。 

刑べ ー は 釣りに 凝り、 休みの 日 は、 朝 五 時から 一人で 埼玉縣 方面へ 出かけます。 ときぐ お便り を 下さい。 

二人で 寫 つた 寫眞を 達って 下さい。 かま ふこと なし。 私に は 見せなさい。 そのうち 好機 を 得て、 ヂッ ツァン、 

ハマ、 す £ ナ、 珊吉四 人で 寫眞 をう つして 達り ます。 

アドレス 、綴りが よく 分らず、 ァ テス ッ ボウ を かきました。 この 次、 はっきり かいて 下さい。 

ハ マ、 珊吉、 す £ナ より、 よろしく。 拜具。 

九 一八 「十一月 九 H 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 東京 市 璺島區 雜司ケ 谷 坪田讓 治へ〕 

坪田樣  十一月 八日 夜 鈴 木 三 重吉 

先頃から、 病中で 失禮 ばかりいた しました。 一月 號の 「激 戰」 (改 es) は、 活字に して 見る と、 引きし まつ 

て、 とても 傑作に なりました。 原作で はお 母さんの 對話 なぞが 特に マヅ かった とお も ひます。 數 日中に、 校 

正 ガラを 奉呈いた します。 

二月 號の 「雀と 蟹」 も 自然 的な 取材で、 傑作です。 これ もお 母さんの 對話 語が ひどく 拙です。 いくど 善 太 

がかへ つて 来ても、 お母さんと いふ 言葉 は、 每囘 はじめと 同じです から、 チェが ありません。 實感を 出す た 

めに は、 對話は 非常に 重大です から、 御硏究 下さい。 併し、 ともかく ニ篇 とも ュ 一一 ー クな 作です。 ほかに だ 

れも意 話の 作れる 人はありません。 大ィ バリで、 自信 を もって、 どんく お作り 下さい。 そして、 慾に は、 

表現 を、 もっと、 確立して 下さい。 私 も 或 程度まで 御注意した 後 は、 もう 失禮な 加筆 はしないで、 貴下 獨特 

の 表現の 味 を禮贊 する やうに なりたい と 存じます。 御禮 まで 拜具。 

「鲤」 も 好評です。 

本日、 二月 號を しめ 切りました。 今月 中に、 三月 號 用のお 作が 頂け 1? せば 幸甚に 存じます。 

〔封筒 裏に〕 明日から 一 先づ 床を拂 ひます。 御 安神 下さい。 
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九 一九 〔十一月 十五 H 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ ：！；^ 橋 K 角 普；！！ 本 神 學校栗 林 ハツ子へ〕 

栗林樣  十一 月 十五 日 鈴 木 三 重 吉 

お 手紙 を拜 見いた しました。 私 は 九月 末に ゼンソ クを發 し、 昨日まで 一 ヶ月 半 2? 上 寢てゐ ました。 病中 も 

一、 二月 號 のために、 五つ も 話 を かき 六つ も 人の を かき 直す ので、 苦し さと 言ったら ありませんでした。 . 

童話 を かく 修業 は、 fii を かいて 一人前と 許される までの 修業と 同じく たいへんです。 文章 を かくに は 十 年 

も 苦しまねば ダメ です。 ちょっと やそつ とで は 成業し ません。 だから、 先般お 言葉が あっても、 オイ ソレ と、 

おかきな さいと は 申し上げなかった のです。 赤い 鳥に 出る 作で も、 一 行く みんな 私が 直す から あんなに 讀 

める ので 原作 は坏田 君で も だれでも、 まるで ナツ テを りません。 十分の 覺 悟で おか \ り 下さい。 

まだ 起きて ゐても フラ. /\ します。 

いろくと 御 好意 を 難 有う ございます。 

九 二  0  〔十一月 十五 H 東京 市 淀橋區 西大久 保より 仙 臺 市 北 二番 丁 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

九月 末、 靑森縣 に 出講、 カゼ を 引いて かへ り、 ゼン ソク發 作、 一 ヶ月 半も寢 て、 やっと 昨日、 假 りに 起き 

た。 「芭 菊」 を 項 戴して、 ボ ッく讀 みながら も、 ぉ禮を 怠った 所： ZT 失禮 をお わびす る。 「芭蕉」 も、 あん 

なに 纏まる と 大業 蹟で、 敬意 を 表する。」 「女性」 は 手元に ない。 プラト ン社も 解散で、 もし 保存し あると 

せば 中 山豐三 氏の 手 もとに、 一と そろ ひ あるく らゐの もの。 同氏が 大阪 にかへ つて ゐ ると、 オイ ソレ とい か 

んが、 今 曰 間 ひ 合せ、 東京に ゐ るなら、 女性 を しらべて 貰って、 借用し、 達る。 少々、 おまち 下さい。 まだ 

I— 頭が ブラく する。 十一月 十五 日 午。 鈴 木 三重 吉 

^  九 ニー 〔十一月 十七 H 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一より 東京 市 璺鳥區 雜司ケ 谷 坪田讓 治へ〕 
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坏田樣  十一月 十七 日 鈴 木 三 重吉 

私も內 幕に ッ ライので すが、 貴君から 言 はれれば、 おことわり も 出来ず、 十二月 二十日す ぎまでに は 必ず 

工面いた します。 御 安神 下さい。 右 八十 圓には r 激戰」 と 「雀と 蟹」 の 稿料 も 含めて あります。 その 稿料 は 

お急ぎなら、 お 電話 あり 次第、 さし 上げます。 それとも、 十二月に まとめて 八十 圆 さし 上げる 方が い \ でせ 

うか。 御 遠慮なく 仰せ 下さい。 

九 ニニ  〔十一月 二十 H 東京 市：；^ 橋區 西大久 保よ リ 椅玉縣 北 足 立 郡 白子 村 柳 下せ」 政へ (はがき)〕 

御 健勝 をお 祝 ひ 申します。 又々、 結構な もの を 項き まして 恐縮いた しました。 厚く 御禮を 申し上げます。 

私 は 九月 末から ゼン ソクが 起り、 とうく 一昨日まで 寢 たりお きたりでした。 一月 號、 二月 號を かくので 

(話、 合計 十一 篇、 いづれ も 私が かいたり、 かき 直したり) 疲れて、 治癒 も 永び きました。 今日は 早速、 頃い 

たゴ ボウ、 二 ン ジンで、 汁 をつ くり、 タラ フク 食べました。 とても 東京で は、 こんな 新鮮な もの は 食べられ 

ません。 お 芋 は 當分每 日、 煮たり フカしたり、 子供 二人が 大喜びで せう。 家. s: もお 氣の 毒が つて ゐ ます。 拜 

具 十一月 二十日 鈴 木 三重 吉 

九 二三 〔十二月 十三 H 束京市：；；^^！區西大久保  一 ノ四六 一 より 鬼京市赤坂^靑山南町森^^^平へ〕 

草 平 閣下  十二月 十三 日 三 重 士  n 

先程 はお 電話で 難 有う。 す 子 は 今試驗 前で、 ぢ りくして ゐて、 試驗 がすまない と寫眞 なぞと りに いか 

れな いと 申す。 バ *、 さんがい ふに は、 まだ 十八で、 來年 卒業しても、 家で 少く とも  一 二 年 は 仕込まな いと 何 

にも 出来ん、 今から、 寫 眞を经 つてお 願す るの は 早い と 言 ふよ。 ともかく、 うつした らお 笑 ひ 草に お 手 もと 

へ 出す が、 まだ 着物 を 着る こと も 知らないので、 結婚 見合 用に は： して くれない やうに と、 本人が 言 ふよ。 

なるほど、 とお も ふ。 バ V さん は、 着物 は來年 あたりから 少 しづ、 用意す るつ もりで ゐ るの だとい ふ。 今 は 
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校服 のみでろ くな もの はもって ゐ ない よ。  ， 

あの 話 は、 とりやめ にして くれない か。 まだ 早い よ。 それに、 學校を 出ても 職業 にもついて ゐず、 親の 金 

で 遊んで くらせる やうな 人 は、 少しす 子 なぞに は、 分が 過ぎて はゐ まい か。 やっぱり 働いて 食 ふ 人の 方が 

よく はない か。 バ ぐん もさう 言 ふよ。 向う が あんまり 金 持 だと、 つき 合 ひに も 困る から、 今度の 話 は、 やめ 

て くれよ。 まだ 早くて 出せない とい ふ 名目に して。 

す 子の 今後のお 世話 もどう かたのむ。 奥さんに もお 願 ひして おいて 下さい。 拜具。 

九 二 四 〔十二月 十五： W 東京 市 淀 樯區西 大<: 保  一 ノ四六 一よ リ 松 本市终 馬場 征矢 兵お へ〕 

检本樣  十二月 十五 曰 鈴 木 三 重 吉 

拜復引 精き 御 厚誼 を 難 有う ございます。 厚く 御 禮を申 上げます。 先般 御 紹介 下さ い ました 中島 佳郎 さんが、 

すぐに 御入會 下さいました 上に、 同校へ、 なほ 四 名の 會員を ふやして 下さいました。 

次 に 坊ちゃんの 辍 方を拜 見いた しました。 一年生と して、 よくお かきに なって ゐ ます。 片假名 をつ る こ 

とに お馴れに なり ませば ドンく 伸びます。 見て ゐる こと、 言 ひたい こと は、 十分に 溜って ゐ るので すが、 

かき 表すのに 難 ill する のが 一 年生の 常態です。 御壯 健に 御幸 福に お育ちになります こと を 御： g 福 申します。 

赤い 鳥 も苦戰 です。 第一、 作家が ゐな いので、 每號の 話 も ほとんど みんな 私 どもの 手元で 作らねば なり ませ 

ん。 一 々の 話 を、 みんな 私が かき 直して をり ます。 (變 名で いくつ も かきます。) 潔癖す ぎる かも 知れません 

が、 かう して 童話の 表現と いふ もの を 一人に でも 敎 へこみ、 どこかの 一角に 私の 後 ま 者 を 生みつ けたい 念願 

からです。 御憫笑 下さい。 會費は 相 變らず 四千 圓ぉ上 滞納。 三ケ 年のう ちに 不拂で やめた 人 千 五 百 名、 全額 

五千圓 近くです。 それが、 九分まで 學 校の 先生 だから ァ キ レ たも のです。 

八 幸に、 原稿料と いふ もの を 殆ど 出さないで すみます から、 ヒ ョ II くながら つ きます。 家族の もの も 赤 

年 い 鳥 本位で、 何でも ガ マンして くれます ので、 平和に 筆 をと つて ゐ ます。 
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上品な 赤い 鳥 は 中々 受け入れられません。 それで 結構です。 鳩 山さん が 大臣に なられた ときの 家族 

コ の 寫眞が 新聞に 出て ゐ ましたが、 坊ちゃん は 少年 クラブ を もって ゐ ました。 呵々 拜具 
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昭和 九 年 

九 二 五 〔一月 三 ni 東京 sf 西 大久保  ーノ四 六丁リ 廣島 市中 島 本 町 阿戸 美 津校 へ (はがき)〕 

おきしい 力 マボコ を頂き恐 縮いた しました。 厚く 御禮 を 申 上げます。 す £ナ も 十 f  ^^^^ 

しへ^つ す 萃は 5 から 貰 ひに 来ます が、 二十す ぎる まで は 出しません。 響 li7 ランス 文 task 

の あと をつ ぐと いふ。 うまくいけば ォナグ サミ。 九 年 一月三 日 鈴 木 三重 吉 

九 二 六 二月 カヨ 東京 裏 雷 西大久 保  一 ノ四六 丁り 龜市北 二番 丁 小 真隆 へ〕 

1 M  C モ  一月 五日 三 重 吉 

甘 龍と TJLnr と 木 曾の I とで、 目出度く 正月 をお 迎 への 由、 I と は、 どんな もの か 知らない 

が、 とても さびた 感じが するな ァ。 君のう ちの 池の 面 も 目に 浮ぶ。 ，p  、 こし こ t 。一 y 日 こ 

；し の 家 1、 今年から 衛生上と、 手數 上と から、 1の御|はーさぃ作らなぃことは：^^:^」ー^"" 

あ の r ひ 等 を 人れ た I と 京都の S コブ じめ I つた だけ。 午 は ひ T 大 ssf  rr つ 

"t.- むは 全家 ゥゃン t ふ。 二 曰 は、 朝雜 煮。 午 は 料亭から カシハ をと 2;2 つ h  。夜 は T 子 をつ 

,e 二」 銀 藻に 出て、 テンプラ そば を 食って すます。 うちの もの は ナベ ャキ うとん を 食つ テ由 

Jt 一. もな し。 せいくし たもの 。六日に 社員 、奮 社員 ども 八 名 を 招く つもり。  ： 

力 U^MP へ囊。 はじめて I を 伴 ふ。 彼の 前途に 先生の 加護 を 祈る。 ォ バンが 風邪の ため、 夏 目家 

でよ 賀宴な し。 玄 關で歸 る。 九日 夜 集會。 恒子 氏に よろしく。  „  , 

u^x. 珊吉 十七、 ぉフ. チ死 して 十九 年、 ラクと 分れて 十四 年。 遠く も 来に ける かも。 
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赤い 鳥、 會員六 千。 會費 滞納 五 千圓。 全 三年 間に 未拂 のま \ やめた 奴 二 千 人、 金額 四千 圓。 これが 九分 ま 

で小學 校の 先生 だから 驚く。 從 つてい まだに 社に も 宅に も 一 文 もない よ。 少しせ いくしす ぎと る。 終り 

九 二 七 二月 十一 一一 In 東京 市： ぉ樯 大久保  一 ノ四六 一より 廣島市 投町模 堀 森 E 萬 允へ (はがき)〕 

先生の 御 健勝 をお 祝 ひ 申し上げます。 御 心配 下さいました 愚弟 は、 遂に 行衞が 分りません。 いろ-くの S 

から 見て 病苦に 堪 へず、 自殺した ものと おも はれます。 會 社から ニ莴圆 ばかり 下さった ので、 殘 された 家內 

と 養女 (十二) は ラタく 食って いけます。 家 もじ ぶんの ものです。 た これ だけが 仕 合せで ございます。 石 

井の 長男 はこ の 三月に 大阪の 商科 大學を 卒業いた します。 私 方の セ ガ レ はま だ 十七で 中 墨、 四 年、 娘 は 十九で 

高 女 五 年。 三重 吉ヂッ ツァン 五十 三。 拜具。 一月 十二 日 鈴 木 三重 吉 

九 二八 〔一月 二十 八 H 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 東京 市 赤 坂 區靑山 南 町 森 田 草 平へ〕 

草平樣  一 月 二十 八日 三 重 吉 

御 弔詞 を 難 有う。 老. k 家の 貴君が、 わざく くや みに 行って やって くれた の で 玉代た ち も 感激し てゐ た。 

災難と はいふ もの X 松 本に も輕 率な 點が 多々 あった。 ちゃんとした コ ー チヤ ー とい ふ ものな しに、 下手な も 

のが 亂雜 にす ベり まくった の も その 一 つ。 じれったい 氣 がする よ。 玉代に 二十 六。 二十 四で 結婚して、， 去年 

一 月に 生れた 男の子と、 腹の 中に 五ケ 月の 子が ある。 母子と も かはい さう でた まらない。 明日 あたり 家 をた 

んで廣 鳥へ かへ る。 〇〇〇〇 は醫者 だが、 放蕩 もので 冷酷な 奴な ので、 玉代 も かはい さう だ。 腹の 子 は 生 

れる とすぐ 人に くれ、 長男 を 祖母 (萬 千 子) に 見させながら、 もとく 通り 小學 校の 先生 をして くらす 決心 を 

して ゐる。 遺兒 についての 御 申出 を 難 有う。 ハ マな ぞは淚 を. 流して 拜 謝して ゐる。 今のところ は 返 職 手當五 

百 回、 祭祀料 ii 百圆を 社から もら ひ、 四百 圆の方 は、 死體の トラックでの 運激ゃ 葬儀に づ かひ 果 したが、 香 

典 も 合計 八 百 三十 圆 もらった。 當分小 使に は 困らない。 遺兒の 男の子 は、 中學 だけす まして 實務 につかせる „ 
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年 九和昭 


さう いふ 學費 なぞ は 友人に 金 持が ゐ るので 支拜 して くれる らしい。 一雨 年の 後、 子供 は 祖母に わたして 再緣 

させて やらう とお も ふ。 今後、 事 ある ときには 御 助力 を 仰ぎたい。 〇〇 に は、 〇〇〇〇〇〇 が あるが、 いづ  - 

れも 貧乏人ば かりだ。 今 1^、 〇〇 なる ものが やって来 たが、 そいつが、 香典 等 は 遺兒の もので、 ォレは 後見 

人 だと 言って、 金 を ふところへ 入れた。 卑劣 極まる 奴。 早速う ば ひかへ して、 o〇 の 親友に 保管 させて ゐる。 

〇〇〇〇 の醫者 も 借金 だらけで、 金 を もって かへ ると 撗 取り をす るので、 保管 者が 月々 入 要な だけ を 東京 か 

ら 達る 手箬 にした。 い やな 野郎ば かり ゐ てお 話に ならない よ。 

H 円 木 もい X 加減に すれば い i もの を。 困るな ァ。 /奥さんに よろしく。 以上。 

九 二 九 二月 二十 九 H 東京 市淀椅 .ii: 西大久 保よ リ 東京 市 璺島區 雜司ケ 谷 坪田讓 治へ (はがき)〕 

松 本のた めに わざく 御來弔 下さり、 又お 手紙 を も 項き まして 痛み入ります。 厚く 御 禮を申 上げます。 松 

本の 妻 は 私の 從 姉の 子です。 年 二十 六 去年 一 月に 生れた 男の f, ナがゐ る 上に、 お腹の 中に も 五ケ 月の 子が ゐ 

ます。 明日、 家 をた んで廣 島 へ か へ ります。 御罎 まで 拜具 一月 二 十八 日 鈴 木 三重 吉 

九 三0  〔二月 五 東京 市： お 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 東京 市外 吉祥 寺深澤 ^三へ〕 

深澤樣 奥樣  二月 四日 夜 鈴 木 三重 吉 

淳 さんに、 とてもい、 お嫁さんが きまりました。 私が 媒酌と なり 三月に 式 を あげます。 よしゑ を、 或小學 

校の 先生の 嫁に しょうと 考 へて ゐ ます。 相手 は 清水 幸 治さん も 面識 あり、 昨夜 淸 水さん に 来宅して もらって 

相談し ました。 まとまれば これ 以上の 幸福 はない と淸 水さん が 言 ひます。 それで、 先方へ 話し、 氣乘 りが し 

たら 私 方で 見合 ひ をさせます から、 どうか その 前日に よこして 下さい。 前日に 打電し ますから、 何卒お 願 申 

します。 よしゑに 右の ごとく 取 計って い X かどう か 聞いて、 深？ t さんから 御 返信 をお 願 申します。 

私が 引受けて ゐ るの だから、 决 心して 結婚せ よと 仰って、 す \ めて 下さい。 拜具  6 


九 一二  I  〔二月 五日 束 京市禱 區 西大久 保よ リ 娶巿世 S 谷 5 馬 町 S5 子へ (はがき)〕 . 

「t! 筆^」 を 五月 號に 入選いた します。 岡 山 裏 は讀 者の 耳に ピッ タリ 来ません。 從 つて 作品の 實 

？れ^ リっ 損！； t から 東京 辯に 直しました。 きに わたり、 多少、 私が 手を^ 士 はた？ わお お IT 

,^^ぉ^の1"^151け：：。ぃませば仕合せに存じます。童話とぃふょりも|文と？？ぉ"ハ 

な 作 1 のて 入, きにしました。 あなたの 表現に は、 まだ 深度が 足りません が、 すっきりして ゐてィ 

^：; 力；： 月？ ま 曰 せん 14 一一 一  PS 君の もの も、 みん. な 私が 直す のです が、 あの 表現 を 卜わ 玩味 下： きし ィ。 

九-三 〔二月 十 iff  SS2S 西 大久保 フ四六 一よ リ I： 市 北 二番 丁 小直隆 へ〕 


豐隆樣 


馬 J 纏 ぴ？。 私 もこ の冬は 持病 も g ずに すんだ。 

J 巴 里 記 ^  ^ 「黄金 蟲」 を 難 有く 拜受 した。 近来に ない 霊 きめる。 「黄金 蟲」 の薩 I こ 、 ，。 

は：？ わ riL」5 だが 序文 を 見て 木ノき 製作と 知り 舌 をまい たよ。 跪く くて い f も 華 r だ。 

ぽ 刷 もよ くお 來てゐ る。 「巴 i 痛」 sih い x。  ：h お： 

"中の 貼 f 取って ちヌ けた やう だ。 「黄金 蟲」 の やうに、 しっくり よまって t、。 「5S- ；れ に" 

朱 t」："p,x 耍の ごとくに I を 引きし め、 華やかな 諧調 を，^ つて ゐ 7:- す •tu^^MI 

「黄金 蟲」 夜.； 四月 號を 校了し、 今朝 五月 號の 全部 を まとめた。 き 午後 V こたつ ゆ：： り、 ま. つ 

「黄金 蟲」 力ら 耽讀 する。 お 上 を もって 謝辭 となす。 アナ カシコ  ま 一 

〔お 筒 裏に〕 伍 子 氏に よろしく 御鳳聲 を 乞 ふ。 
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九 llllll  〔四月 十七 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 淀 橋 a 角 害 日本 祌學校 內栗林 はつ 子へ (はがき)〕 

「自由 像」 を 難 有う ございました。 髮が 中々 うまい。 目 も 面白い。 藝術家 は、 永遠に、 え、 且つ 樂 しむ 

ことに 貴い 一生が あるの だとお も ひます。 お 祝 ひまで 拜具。 四月 十六 日 鈴 木 三 S 吉 

九… 四 〔五月 二十 三 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 束 京 市 世 W 谷區 上馬 町镜野 百合 子へ (はがき)〕 

「お 姊 さま |i なりたい 一 は 「すゑ ツ子」 と 改題して 八月 號に 登載いた します。 最後に ぉ姊 さまにな つたこ 

と を 悔いて、 宜言 を撤囘 すると ころ は敎訓 じみて、 クサ ミ があります。 八月 號の揭 載 作 をお 讀み 下さり、 こ 

の Sff をよ く 御 勘考 下さい。 ぉ禮 かたん，、、 右 迄 拜具 五月 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

九 三 五 1: 五月 三十日 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 巿 飽町區 丸ノ內 中央 公論 社 木 内 高音へ (はがき)〕 

公論から ワ ガ ハ ィ の寫眞 をよ こ せと 仰せられ たが、 ゴ イン キヨ、 , J の十數 年、 寫眞. つし 、， 寫眞 をう つした 

ことがあ せん。 そのうち、 寫 したら 这る &T 佐 藤さん へお わび をして おいて 下さい。 なほ、 よろしく 御傳言 

を 乞 ふ。 過勞で 少し へ バ ッ たが、 もう 元氣 なり。 奥さんへ も 御 安神 下さる やうお つたへ 下さ い。 ヒ マのと き、 

夕方 飮 みに 来られよ。 五月 三十日 鈴 木 三重 吉 

九 一二 六 〔七月 十八 H 東. 京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 巿蒲田 K 出 雲 町 舊伴田 養鶏場 内 小泉榮 二へ〕 

^ず樣  七月 十八 日 鈴 木 三 重 吉 

お 手紙 を拜 見し、 御 同情に 堪 へません。 御 希望 通り 御 達り したいので すが、 私 もピィ /\ で どうに もな り 

ません。 赤い 鳥の 會 費が 滞り、 支拂 にも 窮 して ゐ る有樣 です。 二. 十圓 だけ 同封し ます。 これ も、 物を賣 つて 

こしら へたので すから、 少額で も 氣持は 籠って ゐ るので す。 御 諒察 下さい。 はまより よろしく 申して をり ま 
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九 三 七 〔七月 二十 六 H 木 内 高 昔へ〕 

木內樣  七月 二十 六日 鈴 木 三 重 吉 

君に おわび をし なければ ならない。 先日、 私案の 「少年少女 讀本」 のこと を 島中さん に 御 相談した 際に、 

同氏から、 さしあたり、 高級 小 學生. 中等 生の ための 「人生 讀本」 を計畫 されて ゐ るお 話が あり、 それにつ 

いて は、 私の 名前 も 要る ので、 木 内 君から お話しした 害 だと 言 はれました。 なるほど、 いっか、 菊 池 なぞと 

一 しょに 私の 名前 をつ かふ こと を、 君に お許しし ました。 併し 島中さん に會 つた ときには、 それ を 忘れて を 

り、 そんな 計畫 はま だ 聞いて ゐ ません と 答へ ました。 君との 話の ときには 醉 ってゐ たりして、 うっかりして 

ゐ ました。 考へ かへ すと、 お許しし たの はたし かです。 鳥 中さん へ は、 私の 名前で も 御 入用なら お 使 ひ 下さ 

いと 言って おいた ので、 結果 は 同じ やうな もの X、 右の やうな、 私の 思 ひち が ひがあった ので、 君に おわび 

します。 島中さん へ も、 この ィキ サッを 話して、 おわび をして おいて 下さい。 

「少年少女 讀本」 について は 今日 島中さん から 御 返事 を 項き ました。 人生 讀 本の 方へ、 まづ とり か \ るの 

で、 私の 案 は 當分預 りに してお いて くれ、 時機 を 見て 相談に まゐ るとの 御 返事でした。 

九 三 八 〔七月 二十 六日 東京 市^ 橋 _51； 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 品 川區大 井元 芝 町 松岡讓 へ〕 

松岡樣  七月 二十 六日 鈴 木 三重 吉 

御 健勝の こと- -ぉ祝 ひ 申します。 私はォ サイ センが ほしいので、 赤い 鳥に 出た、 私の もの や、 そのほかの 

人の もので、 まだ 一度 も 本に 出ない 話 を 集め 「少年少女 讀本」 とい ふ 名前で 幾册か £ 版 させたい とお も ひま 

す。 私の 門 生が 中央 公論 社に ゐ ますので、 その 男に 花 を もたせる つもりで、 同社へ もちかけました ところ、 

丁度、 これから やり 出す 少年 もの V 叢書が ある さう で、 私の 案 は、 當 分お ぁづ かりにして、 時機 を 見て 相談 


したいと いふ 返事です。 全然、 はねつけた のではありません が、 ；； ^ は サイ セン を 急ぐ ので、 同社の 方を斷 り、 

岩 皮 か 第一 書房へ、 話し こまう かとお も ひます。 第一 書房 はどうで せう。 岩波と どっちが い、 でせ う。 ナイ 

シ ョ ー で 一 つ 御敎示 をお 願 申します。 

九 三 九 〔八月 三 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 巿品 川區大 井元 芝 町 松 岡 譲へ (はがき). 一 

岩波 君に 重 ね て 手紙 を 出し ま した ところ、 只今 刊行 中 の もの が片づ くまで は、 他の 出版に 手 を 出さな い 方 

針 だと、 丁重に 斷 つて 来ました。 當分ォ サイ セン も 駄目です。 呵々。 御禮 かたん \ 御 報告 申し上げます。 

八月 二日 鈴 木 三重 吉 

九 四 0  〔八月 六 H 淀 橋 tells 大久 保よ リ 東京 府下^ 戸村 坂 本 方 鈴 木す.^ 子 • 瑯吉へ (はがき)〕 

今日の 九 時 五十 分發の 電車 だと、 立 川で 十分 待って、 電氣機 關車附 の 列車に 聯絡。 新 宿まで 途中 無 停車。 

十一 時 十二分 着。」 宅に は別條 なし. 一 郵便物 二つ 轉经ー 滞在中 、下-記の 支出、 帳面に つけなかった から 記入 

してお いて 下さい。 十錢靑 物、 六十 錢 やかん、 六十 四錢ビ .ー ル。」 自轉単 は 明 六日 發， 送す る。 八月 五日 父 

午 飯に は ガン モド キ煮 附。 お 汁 (コチ 切身、 きざみ ネ. ギ)。 うまい ことく" 

母さん も 漬物 を 食 はねば いけない と 言って るよ  . 

(長 松 友 雪へ ハガキ を 出す とき、 父より よろしくと 附記せ よ) 

九 四 I 「八月 八 H 淀樯區 西大久 保よ リ 東京 府下；^。 戸村 坂 本 方 鈴 木す.^ 子。 珊吉へ (はがき)〕 

自轉車 は 昨日 1^ 一り そこね、 今日 出しました。 母さん も元氣 です。 そのうち、 母さんが 出かけます。 夏に 脂 

肪が 必要な ので、 豚肉 か 牛肉 を 食べなさい。 す £ナ は 夜 眠れる やう 努力して 下さい。 今日は 東京 は 曇り 日で 

涼しいです。 八月 七日 父 
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九 四 二  〔八月 十 一  一一 H 淀 橋- li! 西大久 保よ リ 東京. S 下 S ^戸村 坂 本 方 鈴 木す，.^ 子. 珊士  〕 へ (はがき)〕 

歸 つたら 九日 出の ハガキ が 來てゐ ました。 そちらで、 私 も、 、つつかり 氷 を 食べ ましたが、 氷 は 永 を 使 ふの 

で、 もう 食べる の は、 よして 下さい。 多分、 食べまい と 思 ふけれ ど。 

母さん も元氣 です。 私 は、 朝 涼しい 間に、 ルミ ィを譯 して ゐ ます。 圏の 一泊行軍に は 事故がなかった さう 

で 安神し ました。 今日から 校正が 出ます。 八月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

九 四 三 〔八月 十五 日 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 府下お 戸村 坂 本 方 鈴 木す， 丄ナ • 珊吉へ (はがき)〕 

岐阜の ァ ラレ を 莨った から 小包で 達り ました。 どんな もの だか、 あけて 見ない から 分りません。 東京 は 今 

日 は 少し ラク です。 每晚、 母さんと たった 二人で 膳に すわり、 おまいた ち は、 どうしてる かなと 考 へます。 

す £ 十 は 眠れます か。 元氣が 出ました か。 一 べん 手跌を 下さい。 私たちが、 たびく 行って 邪魔 をした やう 

な氣 がする。 十月 號％ 頁 分の 校正が、 今日で、 六十 二 頁 分 出ました。 アト、 話が 二つ。 これ は 明日 あたり 凸 

版が 出来、 十八 日ごろに 校正が 出ます。 それから、 選評 を かいて 通信欄 を 組ませる と、 二十日 ごろに は 仕事 

がすみ ます。 父さん は、 年の せゐ か、 今年 は 暑氣が 苦しい ので、 二十日す ぎたら 四 五日、 甲 州へ 乘り 出さう 

かと 思って 見たり。 二十日す ぎたら、 又ジャ マに いくよ 八月 十五 日 

九 四 四 〔八月 十六 日 淀 橋 ii! 西大久 保よ リ 東京 府下^ 戸村 坂 本 方 鈴 木す ゾ 子. 珊吉へ (はがき)〕 

く はしい 日記 を 難 有う。 母さんと 一 一人で 大喜び で讀 みました。 崇 ちゃんが 行った ときには 大漁で 愉快 だ つ 

たでせ う。 又ノミ にた &られ てゐる さう で、 困るな ァ。 フ トン を 毎日 乾す 必要 はない。 君の いふと ほり、 え 

んが はへ 出して おくと、 たかる のか もしれ ません。 朝起きたら フ トンの ノミ をと り、 ノ ミト リコ を 振り かけ 

て、 戶 棚へ しまって おいて はどうです。 寢られ ない のが 一 とう 不衛生です。 フ トン を 千す の を やめなさい。 
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年 九和昭 


母さん も 元氣。 私 も、 氣持 よく 働いて ゐ ますから 安神して 下さい" 八月 十六 日朝 鈴 木 三重 吉 

九 四 五 〔八月 十八： W 淀 橋 西大久 保よ リ 東京 府下 ^戸村 坂 本 方 鈴 木す 子. 珊吉へ (はがき)〕 

十六 日 消印の ハ ガキ 落手。 郵便物へ は、 差 出の 日附を 必ず 文の 終り へ おかきなさい。  . 

ノミは その後 どうです。 今日は 東京 も、 午後 一時 二 時 ごろで も 冷たい ぐら ゐ 涼しかった。 朝 五 時半に おき 

て、 二 時間 も 戶山ケ 原 を 歩き、 通信欄 を 一 と 息に かき 上げました。 二十四日に 芝居が あるなら、 うるさい か 

ら、 二十 五日. ころに いきませ う。 今度 行ったら、 お 百姓 をで もた のんで、 ヮ ラビの 小さい の を 二十 本ば かり 

掘る つもりです。 去年、 廣島縣 の 酒屋から ブ ドウ を 貰った が、 今年 もまた 来ました。 そのうち 经 ります。 

八月 十七 日 鈴 木 三重 吉 

九 四 六 〔八月 十八 日 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小 宮璺隆 へ (はがき)〕 

貴方お 變り はない か。 竹 原から 又ブ ドウ を 貰った から、 少し だけれ ど 貴 宅と 夏 目の 奥さんと へ お 港 分け を 

する。 子供 二人 は 西 夕々 s!^, 秋 川と いふ 溪. 流に 沿うた 素朴な 村へ 一軒^り て 暑して ゐる。 おれ は 老來、 東京 

の 夏に は堪 へが たくな つ た 。 近 々 秋 川 へ 遁れる 。 

恒 子さん によろ しく。 今日 夏 目へ 電話 を かけたら 愛子さん が 出て 来た。 聲が筆 子 氏 その ま \ だ。 奥さん は 

二十 一日に 中禪 寺から か へられる 由。 八月 十八 日 鈴 木 三重 吉 

九 四 七 一： 八月 二十 H 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 府下^ 戸村 坂 本 方 鈴 木す. -子 • 珊吉へ (はがき)〕 

す ちゃん 手紙 を 難 有う。 その後の ノ ミ のこと がか い 一. やりません。 それだけが i-M にか- - ります。 食事 は 

大變 なゴ チ ソゥ でケッ コ ゥ です。 珊 ちゃんが 干して ゐる魚 は、 二十 五日に 行つ てから 酒の さかなに します よ。 

ヮ ラ ビは マチ * チュウ 屋 のをぢ さんに 賴ん で、 十月.) J ろに 二十 本ば かり 達つ て もら ふこと にして 下さい。 今度 
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いく ときには、 をぢ さんのう ちへ、 お 言 ひのと ほり、 どつ さりお 土. 達 を 上げ ませう。 

九 四  <  「八 二十 二  H 淀 橋^ 西大久 保より 東京 府下^ III 村 坂 本 方 鈴 木す..、 子. 珊吉へ (はがき)〕 

孝 一 さん は 可哀想に。 ゥ ナギを 一 匹で も 釣った の は 痛快。 二人て 喜んで 食べた のが H に 浮びます。 馬へ、 

ちっとも 行かなかった C で nte さんが ゆち くた ぶれて 今日 やって来ました。 あすから >  乘 ります。 多分 二十 

五 曰に、 そちらへ いきます。 i 赤い 鳥」 本日、 全部 校了。 この 二三 日 は 東京 も ラタです。 家に は晝 夜、 小さ 

ぃャブ 力が ゐて こまります。 維 草 をう ゑて るせ ゐで せう。 八月 二十 一 日夜 鈴 木 三重 吉 

九 四 九 〔八月 二十 三 =： ^橋お 西大久 保よ リ 東京. S 下^ 1^ 村 坂 本 方 鈴 水す. ^ 子 • 珊 古へ (はがき)〕 

寄せ 網 は 愉快だった でせ う。 フナ七 匹 も 大漁 だ。 私 は 昨日と 今 曰、 朝 八 時から 學習院 で 馬に 乘 りました。 

昨日 は 私の 外に 伊藤 兄弟、 鄕君、 滿谷君 だけで したが、 今日は 馬丁が 四 人 も 加 はった ので、 ホコリ が濛々 と 

立ち、 口の 中 も ギヤ リ/ \ でした。 東京 は 大分 涼しいです。 夜 なぞ は、 とても ラタです。 ノミ はどうで すか。 

ちゃんに よろしく 言って 下さい。 メ.. タカの 小さい 奴 を 五 匹、 大 鉢へ 入れた が、 もとからの 大きな 奴 三 ひき 

のうち、 二 匹が、 とても 亂 に 追つ かけ ま はすので、 小さい 連 仲 はまた 別の 鉢に 移した 八月 二十 三日 父 

九 五 0  〔八月 二十 五：；： 東京 市 淀 橋 •£!  TO: 大久 保よ リ 京 市 杉 並 お 橋 木內高 昔へ (はがき)〕 

1 人で くた ぶれる ので 十月 號 十一 月號 には吉 S 鼓 二 郎君に かいて 赏 ひました。 岸 w 國士、  sg」 一：： 氏、 下 村 氏、 

民樹も かいて くれます。 君 も 何 かかいて くれません か。 謝禮は 安いが、 君の い \ ところ を 出す のな H 的に か 

いて 下さい。 今日は 一. 熊と i,z: 掌」 をよ みかへ して 見ました。 奧 さんや、 りつ子さん によろ しく。 八月 二十 

五日 鈴 木 三重 吉 
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年 九和眧 


九 五一 〔八月 二十 八 H 東京 市： お 橋 te:KI 大久 保よ リ 東京 市 杉 並區天 沼 藤 田 孝子へ (はがき)〕 

面白い お便り を 難 有う..， y ざ いました。 御旅 行の 御 愉快 だ つたこ と を拜察 い たします。 私 方の 子供 一 一 人 を 西 

冬 摩の 秋 川の 溪 谷へ 避暑に 出して をり ます。 二階 だての きれいな 家 を 一軒 借りました。 そこへ、 私 も 二三 泊 

どまり で 三度 行つ てま ゐ りました。 太刀 川から 五日市 鐵 道に 乘 りか へ 、 滑戶 とい ふ驛 へ 下 り た 附近です。 

八月 二十 八日 鈴 木 三重 吉 

御 健康 を お祈り 申します。 小 松 利子 樣 の 御 入 會を難 有う.. - ).. さ いまし た。 

九 五 二  〔九月 三 H 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 田 島 德次郎 へ〕 

田島樣  九月 三日 鈴 木 三 重 吉 

この度 は、 ほんと に、 いろ/ \ と 御 厚情 をいた きまして、 御禮の 申し上げ やう も ございません。 每晚、 

夕飯に 集ります と、 子供 二人 は、 きまって お宅の をぢ さんや、 をば さんや、 みなさま のこと を 話して 拜 謝し 

て をり ます。 貴家のお かげで 私たち は、 安神して 子供 を 出して おきました。 また、 をば さんから、 おめ づら 

しいお 土產 をいた〉 きまして 難 有う ございました。 每晚、 少 しづ.^ 酒の 肴に いた V いて をり ます。 厚く ぉ禮 

をお つたへ 下さい まし。 十月に なりましたら 山 を 見に まゐ ります。 ヮ ラビの 葉が 枯れましたら、 十本ば かり 

掘って、 お宅の 裏へ う ゑて おいて 下さい。 どなた も 東京へ お出かけの ときには 私 方へ お 泊り 下さい。 御禮ま 

で 拜具。 

ほんと に、 いろくと 難 有う ございました。 子供 二人 も、 貴家 を 親類の やうに なつかし がって をり ます。 

坂 本さん の 婆やさん によろ しく 御傳 言下 さい まし。 

九 五三 〔九月 十 H 東京 市 淀 橋 ^丙 大久 保よ リ 東京 市お 飾 K 本 田 尋常 小 學校河 野 隣 子へ (はがき)〕 
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川上さん の 「鷄 屋」， が 入選し ましたので、 お喜びの こと X 思って、 私 もに こくし ましたが、 あれ を 最後 

に、 また 組が か はりました さう で、 當 分のお さびし さを拜 察いた します。 そのうち、 大木 君た ちと 1 しょに 

お遊びに お出で 下さい 。私 も 元氣で をり ます。 九月 九日 鈴 木 三重 吉 

毎月の 御 紹介 を 厚く 拜謝 いたします。 

九 五 四 〔十一月 七 H 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 札 幌市南 ニ條永 井一 夫へ (はがき)〕 

皆 樣の御 健康 をお 祝 ひ 申し上げます。 又々 おいしい 鮭 を 難 有う ございました。 みんなで 大事に、 ちび り 

/\ 項いて をり ます。 私と す 子と 珊 ペイの 一 とうす きな もの はこれ です。 厚く 御 禮を申 上げます。 マ グロ 

のおす し を 取る たびに 奥樣 にさし 上げたい と 申します が、 どうに もな りません。 珊吉は 來年學 校 を 受ける 準 

備に ゥンく 勉強して をり ます。 御禮 まで 拜具 十一月 七日 鈴 木 三重 吉 

九 五 五 〔十一月 十二 H 東京 市 淀 樯區西 大久保  一/四 六 一よ リ 東京 市 世 田 谷 區世田 谷 町 成石崇 へ〕 

成石樣  十一 月 十日 鈴 木 三 重 吉 

御 懇篤な 御 後援 を 厚く 拜謝申 上げます。 今囘 は、 アリサ コ フ のお 譯 をお 達り 下さいまして 難 有た うご ざい 

ました。 ロシアの 作品に 疎い 私 は、 むろん アリサ コフは 存じません。 ぉ譯 出の 「おも ひ 出」 は、 あまりに 斷 

章 的で、 まとまった 感銘が ありません。 場面の まとまり を 得る ために は 時間 的に ももう 少し 長く、 譯 してな 

いと 物 足りません。 なほ、 ほかの 作家の もので も、 子供に、 明るい 歡 喜の 来ます やうな、 又は 上品な 滑稽に 

笑 はされ ます やうな 作が ありましたら、 ぉ譯し 下さいます やうお 願 申します。 

仰せのと ほり、 外 圃 語を讀 むの は ラタです が、 それ を、 特に 子供の 用語の み を 使って、 飜譯 臭味の ない 日 

本 語に する の は 中々 の 骨折りです。 ル ミィ なぞ も その 動で は 苦心 をして をり ます。 日本人に も 日本語の 上手 

にかけ る 人が 少 いの で、 童話 も 頼む 人が なく、 每號手 もとで 作り まとめて ゐ ますので 單 調に 墮 する 嫌 ひが あ 
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ります。 十 數日來 例の 持病の ゼ ンソク で 臥床 中お 譯を拜 し、 とても なぐさめに なりました 

御禮 かた < '、お 願まで 拜具。 (病床に て) 

九 五六 〔十一月 二十 二： W 抨田譲 治へ〕  ，  . 

坪田樣  十一月 廿 二日 鈴 木 三重 士  n 

「でんく 蟲」 (本文に はデ ンく蟲 と 言 ひ、 表題に は カタ ツム リと いふ は 不可) を 難 有、 つ ございました。 

着想 はとても 面白いで すが、 今度 は、 敍寫 が、 ァ クドィ です。 (同じ こと を、 くり かへ し、 かいて ある 部分 

が 多いです)。 コ ックリ をし ましたく を、 くり か へす の も、 智慧が ありません。 言葉 を か へ て、 敘 すべき 

です。 最後の 二 節 は 不自然で 餘 計です。 話 を 深く しょうとして、 とってつ けた やうに なりました。 愁 ばらな 

いで、 カタ ツム リを 投げす てると ころで 打ち切り、 結末 をつ けるべき です。 ことに 最後の 節の ごとき、 砂の 

形が カタ ツム リと 女の子と 遊んで ゐる やう だのと ころ は、 人に 押しつける も 甚だしい とい ふ氣 がします。 又、 

女の子が 死ぬ のなら、 前に 病 氣で寢 てると ころに、 もっと、 重い 感じがなくて はなり ません。 あの、 前の ま 

. ^で、 しかも あの 子が 死ぬ ために は、 その 死が、 いかにも 意外で あり 突然であった やうに、 アト を か \ ねぶ r 

讀者 にた いし、 ジャスティファイ でき ま せ ん。 

いっか、 池 を 掘った 子が、 山で 死んで か へらない ことにされて ゐた なぞ、 同一 の 拙筆 法。 

上、 御參考 になる かと 存じ、 失 禮をも かへ り 見ず、 申し上げました。 

善 太が 途中で 嚴 つて、 美 代 子と デン く蟲 との ィキ サッを 聞く ところ は 面白いで すが、 善 太が 再び、 美 代 

子を殘 して 出て 来る とき、 デ ンく蟲 は、 どこへ 片 づけて 来たの か 乂、 かいてありません。 これで は、 讀者 

も 不安です。 何とかし ておいて 出て 來な いと 不自然です。 後に なって、 デ ンく聶 を どこから 取り上げて 投 

げすて たの か、 これ も 不明。 

「どろぼう」 や 「お 馬」 と比べて 考 へます と、 この 二つ は、 デビ クシ ヨン (進行 的 敍寫) よりも、 むしろ 
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stcry です。 贵 下に は stury は 上手に かけても、 舞臺的 進展の 敘寫は 拙い とい ふこと になり はいたし ません 

力 

乍 勝手、 三月 號分は どうぞ、 今月 中 か 来月、 五 曰までに 御 執筆 をお ねが ひ 申します。 

現金が ありま せんので、 お急ぎと 存じまして 小切手 を 封入いた します。 銀行 は、 三越 本店の 前 向 ひの、 三 

共 ビルの 丁 階です。 小切手の 裏面へ、 お 受取の 日附 をお かき 入れに なり、 貴 印 をお して 窓口へ お出し 下さい 

まし 0 

私 は、 まだ、 寢 たりお きたりです。 拜具。 

二月 s,t に は 私が 變 名で、 フィリップ 物 を かきました。 これ は 、貴君が おほめ 下さる こと \ おも ひます。 フ 

ィ リツ ブ の 着想が うま いの を。 

九 五 七 〔十一月 二十 七 H 東京 巿淀橋 區西大 久保ー ノ四六 一より 東京 市 杉 並 區天沼 藤 田 孝子へ〕 

藤田樣  十一月 二十 七日 鈴 木 三重 吉 

(招待券、 同封)/ 平 福さん の 遺作 辰へ 行って 御 g になり ません か。 十二月 二日まで。 宮中から 御 貸 下げの 

傑作 も拜 されます。 同一人の 作展 であり、 殊に、 平 福さん の藝 術です から、 しみん \ した 興趣が あります。 

人と しても 私の 一 とう 畏敬した かたでした。 

私 はやつ と 陵 もとまり ました。 會期 中に 外出 出来る やうに なり、 ぜひ 參觀 したいと 祈って をり ます。」 孩 

きこみな 力ら も 童話 を 二つ も 三つ も かくので、 治りが 永び くので す。 拜具 

九 五八 〔十二月 六 東京 市； 捉橋區 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 廣鳥 市上 柳 町 加 計 正文へ (はがき)〕 

秋の 不順な 氣 候で 又 ゼンソ クに襲 にれ、 十月 下句から、 就床した ま X です。 もう 輕く なりました。 乍 曰よ、 

新鮮な 牡蠣. を 難 有う。 厚く 拜謝。 
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昨夜 は、 「醉 がき」 にして 食べ、 一 合飮 む。 醉 がき はう. 1H いく。 今日の 午に は考 へ、 鍋に、 鷄 肉の ダシを 

とり、 大根の 小 短册、 うす 切り を. 入れ、 かき を 落し、 あっさり 煮て、 あつい 飯の 上へ 汁 ごと かけ、 キザ ミネ 

ギを藥 味に、 ふう/ \食 ふ。 この 料理 は、 私のお も ひっき、 パ V サン も、 うまい くと、 食べました。 まだ、 

今夜 も、 あす も炱 ベる。 しま ひに は フライに します。 東京 は 一昨日、 雹、 急に、 ひどく 寒くな りました。 

十二月 六日 鈴 木 三重 吉 

九 五 九 「十二月 七日 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 東京 市 本鄉. K 菊 坂 町 新鳥榮 治へ〕 

新島樣  十二月 七日 鈴 木 三 重 吉 

勝手 を 申しまして 恐縮です が、 また 當分、 しばらく お休み 下さい。 去年 以來、 ゼ ンソク のとき 責 下の 治 察 

をう けて、 その 晚 ひどく 發作 した ことが 今度で 五 度です。 そのうち、 もう 治った とお もって ゐ たのが、 また 

ぶり かへ して、 半月、 十日と 寢 たのが、 今度で 二度です。 先月 末の 日曜が それです。 私 は、 偶然 だと 言 ひ 張 

りました が、 便所まで 步 いても、 ヒ ュ 1/\出 はじめる くら ゐ ですから、 輕く苜 を 上げ下げ する だけで も 影 

0- する の だと、 家內 も、 す £ナ もがん ばります。 今お も ふと、 貴君の、 ヒド イロ 內の ガスに あてられ、 /.. 卜 

を 犯す のか も 分りません。 貴下 自身に は 分りません が、 あの ガスで は、 私 は 健全な ときで も、 目が ま はる ほ 

ど 苦しく、 あとで ノ ドがィ ガラツ ポクて 苦しみます。 /勝手 を 申 上げ 相す みません。 拜具 

二月に なりましたら、 又、 手紙 を 出します。 輕少 です が 十二月 分 は 近々、 一月 分 は、 その 月に お 達り ゆし 

ます。 

九 六 0  〔十二月 十 H  . 長 野 縣識訪 郡 上 識訪町 岩波 ふさ子へ (はがき ご 

御健黪 をお 祝 ひ 申します。 私 は 十月から 又 持病で 臥て ゐ ますが、 もう 咳 も 止り、 ラク になり ました。 病中 

も 執筆です。 頼んだ 作家が スッポ カス (童話 はむ つかしい ので) ので、 一月 號も 二月 號も、 一人で 三つ も かき 
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ました。 

十四 年 まへ の 赤い 鳥の 合本が 出て 来ました から、 おなぐさみ にお 经り 申します。 ち S 時の 文麈の 花形の. 肩.. 

そろって ゐ ます。 十二月 十日 鈴 木髮吉  申 す I の 文 if の顏 力 

九 六 一 〔十二月 十一 n 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 名 古 屋市東 區 八 軒 家 町 有 田 健 一へ (はがき)〕 

或 愛讀の 方の 御來 信で、 霧の 御 成婚の こと を拜 承いた しまして、 家內 と共に、 中、 じお 祝 ひ 申して をり 

ます。 ときに、 十四 年 前の 案が 出て まゐ りました から、 奠ひ 草に、 別封 小包で 奉呈いた：； ます。 めくつ 

て 見ます と、. いろくお もしろ い 對照を 感じます。 當時 生れて 一二つ だった 愚息 も、 来年 は 三 高 を受ナ ると ま 

しまして 夜お そくまで 勉強して をり ます。 4- 二月 十日 夜 鈴 木 三重 吉  f 

九 六 二  〔十二月 十二  ox 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 岐阜 縣 S 郡 i 小 學校今 井鑑 一一 一へ (はが き)〕 

御精勵 をお 祝 ひ 申します。 十四 年 前の 珍ら しい 合本が 出て 来ました から、 記念 こさし 上げます。 (本，. ト 

包で 發送) 緩 方 も、 あんなのから 向上した のかと 思 ふと 感慨無量です。 十二月 十一 日夜 ^木 三重 吉 ， 

九 六 一一 一 〔十二月 十二  H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 廣島市 本 川 小 舉校川 峰 政 信へ (はがき)〕 

御 健勝 御精勵 をお 祝 ひ 申し上げます。 毎度 御 厄介ば かりお かけ 申しまして 申譯も ございません。 厚く 拜说 

いたします。 十四 年 前の 合本 直つ けました ので、 一 册 小包で 謹、 呈上いた します。 綴 方 も あの 程度の：， 

のから 向上し ましたの です。 霧の 七月 號なぞ には當 時の I 一の 花形 をより すぐって 引つ ぎ 出して をり ま 

す。 悲しい ことに 只今の 現役 作家 は 子供の もの なぞに 見向き もしません。 又、 童話 を かく こよ 不適 當な 入が 

多い ので 手 も 出ません。 呵々、 拜具 十二月 十二 B  f{ ズ 


636 


年 九和昭 


九 六 四 〔十二月 十四 H 淀橋區 西大久 sl^ ょリ 淀 橋 tel, 角 害：：！ 本 神 學校內 栗 林 はつ 子へ (はがき)〕 

御 健勝 をお 祝 ひ 申します。 十四 年 前の、 めづ らしい 合本が 出て まゐ りました から、 ー册 小包で 發達、 呈上 

いたします。 珊吉の 三つの 頃の 赤い 鳥です。 私 は 今 三月 號の 「ルミ ィ」 を かいて をり ます 十二月 十四日 

鈴 木 三重 吉 

九 六 五 〔十二月 十四 H 東京 巿淀 橋區 西大久 保よ リ 束 京 市中 野 區野方 町 山 田 涛吉へ (はがき)〕 

御精勵 をお 祝 ひ 申します。 古い 合本が 出て まゐ りました から ー册、 小包で 發 S 奉呈し ます。 お宅に は 掘つ 

てゐ るか も 知れません が、 合本 は 又 別の 味が あります。 坊ちゃんに、 とってお いてお 上げ 下さい。 本日、 二 

月號の 通信 を 活版 所へ 達り ました。 これで 今年の 仕事 もお しま ひです。 火桶 を 抱いて 三月 號の 「ルミ ィ」 の 

下讀み をして ゐ ます。 十二月 十四日 鈴 木 三重 吉 

九 六 六 〔十二月 十七：！！ 東京 市 淀 橋" fil 西大久 保よ リ 長 野 縣誠訪 郡 平野 小 學校小 平 重紀へ (はがき)〕 

御 後援 を 厚く 拜謝 い たします。 十四 年 前 の 合本 (常時 製本し たもの) が 見つかり ましたから 小包で 奉呈 い た 

します。 せめて、 これ だけで もお 手に 人る こと を 私 も 喜びます。 昔の を 見ます と、 いろく 對照 的に おもし 

ろいです。 拜具 十二月 十六 日夜 鈴 木 三重 吉 

九 六 七 〔十二月 十七 日 東京 市 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 東京 市 世 田 谷 區世田 谷 町 成石崇 へ〕 

成石樣  十二月 十七 日 鈴 木 三重 吉 

先日 は 「馬の 名前」 を、 本日 は r ヮ ロー ヂャ」 を 難 有く 拜受 いたしました。 「馬」 の 方 は、 私が 貴 譯の意 

味 を そこねず、 崩し 省いたり、 附 加したり しないで、 出来るだけ、 い.^ 日本語に 直し、 三月 號 (二月 末日 發 
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行) に拜 載す る ことにし、 箦 家へ 廻し ました。 た 意味 を 移す ために 譯す こと \、 譯 をい、 曰 不語に する こ 

と 、は、 別の 努力です。 だんく お馴れに なり ませば、 譯 がい， -、 日本語になります。 二月 號に 「小犬」 と 

いふ； lis を 私が 變名 でかき ました。 これ は 嚴密な Ki 字譯 ではありません が、 多少い、 日本語に 轉 化されて ゐる 

とお も ひます。 「ルミ ィ」 も、 讀 むの は ラク です が、 譯を あれ だけにす るに は、 私に しても 骨が をれ ます。 

日本 文 をた び/ \か くこと にお 馴れに なれば い、 のです。 r ヮ HI ギヤ」 の 方 は、 「馬の 名前」 よりも 子供が 

喜ぶ でせ う。 これ は 五月 號乂は 六月 號に 項き ます。 おかげさまで、 讀 みものに 大層 變化を 得ます。 厚く 御禮 

を 申 上げます。 三月 號を およみ 下さいました 上、 私の 手入れに ついて ぉ氣 にめ さない ところ は、 御 論議 下さ 

いまし。 論？ i は 二人の 參考 になります。 拜具  . 
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昭和 十 年 


L 六 A  〔一月 十四日 東京 市； 橋區 西大久 保よ リ 東京市大森^！：馬込町天野茂 へ (はがきご 

や つ と 起ぎ 出ました が、 まだ 歩く と セ キ が 出る の で、 どこへ も 行け ませ ん 。本日、 武吉 郎君 か ら 手紙が 來 

ました。 一 御 親切な お 手紙 を 戴きながら 返事 も 出し ませず、 誠に 申譯 ありません。 何卒お 許し 下さい、 皆 さ 

まへ も吳々 も よろしくお 傳へ 下さい。 御 健在 を 祈って をり ます」 ハ上、 全文" 私の 申出に 對 して は、 何とも 

答へ てありません。 もう 一度、 懇々 話して 見 ませう。 みなさまへ よろしく。 一月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

AlTUSO,63  J-iue  】)aKuerse,  r-ari>s, (14 は) 

-六九 二月 十八 H 東京 市 淀 橋 西大久 保よ リ 龜町區 上 二番 町 女子 學院藤 田 孝子へ (はがき)〕 

作曲 集 <册 のうち、 五册 だけ 戸棚から 見つけ 出しました。 いづれ も兒 童の 歌謠を 改革した、 記念の 册 子で 

す。 はじめて 一力 ナリヤ」 をうた つた 喜び なぞ も 胸に 殘 つて ゐ ます。 三 揃 ひ 呈上いた します。 長 谷川さん と 

相澤 さんと にもお 上げ 下さい。 一月 十八 日夜 鈴 木 三重 吉 

九 七 0  〔一月 十九 H 東京 市 淀 橋區西 大久保 一/四 六 一よ リ 名古屋 市 東 K 八 軒 家 町 有 W 他 一へ〕 

有田樣  •  一  月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

先般 は 御 竊書を 難 有う ございました。 お勤めで お疲れに もな り ませう が、 毎日 少時 間づ 气ト イツ 語の 本 を 

ぉ讀 みになります やうに。 私 は 英語に は 馴れて をり ますが、 もとは、 かなり 讀 めた ドイツ語 を、 二十 八年讀 

まない ので、 殆 忘れて しま ひました。 フランス語 は大學 時代に 怠けて、 ちっとも やらず、 卒業後、 二三 も、 
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家庭教師 をと つて はじめ ましたが、 新聞 小說を 半年う け 合へば フランス語の 勉强は その 間 放擲な ので、 又ゼ 

口に かへ ると いふ 有さまで 二十 數年を 過ぎ、 最近 五十に なつてから、 二三 年がん ばり 通して、 やう やく、 字 

引 を 引きく 「ルミ ィ」 を も譯す やうに なりました。 法 政の 大學院 にゐる 人が 一 ヶ月に 一 囘來て くれ、 ルミ 

ィの 分らない ところ を をし へて くれます。 ルミ ィを、 もう 三年 譯出 する 間に は 私の フランス語 も、 もっと 進 

步す るで せう。 

以上の.. ことく、 若ぃときに怠けたぉかげで五十：：^上になって、 苦しまねば なりません。 さう いふ バ 力な 例 

を 申 上げて、 御參考 にします。 

一 日に レクラムの 頁 を 二 頁ぐ らゐ讀 むの は 何でもないで せう。 御 心がけ 下さいます やうに。 

珊吉 は、 先便のと ほり、 三 高 をう けます。 フランス語で 受驗 する、 一類： 内 (文科) 希望。 京都に は、 私の も 

との 同窓 なぞ も 二三 ゐ ますが、 珊吉を 托する ほど、 心安い 人が 一 人 も をり ません。 萬 一 入學 しましたら、 貴 

君のお 寺へ おいて 項けば この 上の 仕 合せに ありません。 受驗 のとき は、 學 校に 近い、 御友 入の ゐられ る 下宿 

屋を御 紹介 下さいます やうお 願 申します。 

汽車から 下りる ときには、 赤い 鳥 を 一 册 さし 上げても たせるな ど、 合圖 をさせます から、 もし 貴君が 京都 

に お出でで したら 迎 へて やって 下さい。 御 不在の ときには 下宿屋の 主人に 迎 へても らふ やうに 頼みます。 十 

八です が、 まるで 子供で、 世間に ちっとも 馴れて ゐ ません。 

三月 一 日から 五日までの 間に、 東京 を 立た せようと おも ひます。 

三 高 を 落第 すれば、 早稻 田へ 入れる か、 又、 来年 三 高 をう け、 それでも 落第して 早稻 田に 納 るか、 どっち 

かになります。 どっちで も かま ひません。 呵々。 拜具 

いづれ、 三月 近くに なりましたら、 改めてお 願 申します。 /乍 末筆 奥樣 によろ しく 御傳へ 下さい まし。 

九 七  一 二月 二十 1H 東京 市：？ ぉ橋區 西大久 保よ リ 東京 市 杉 並 沼 藤 田 孝子へ (はがき)〕 
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御 懇書 を 難 有、 つ ございました。 寄宿 舍 にいら つし やる 間中、 赤い 鳥が 休刊し、 お宅へ おかへ りになる と復 

刊 したの は 面白いで すね。 十八 日に、 長 谷川さん の ほしいと 仰った 赤い 鳥童謠 作曲 集 を 五種づ V 三 揃 ひ、 學 

校へ あてお 達り しました が、 土曜日に もお 手に入りませんでした 模樣 です。 私 は 四 五日 まへから やっと 起き 

て 門口 位まで 出たり いたします。 御 安神 下さい。 す 子 は 二十に なり、 今年 はじめて 日本 髮を結 ひました。 

あなたの 島 田も拜 みそこねまして 殘 念です。 呵々。 一月 二十日 鈴 木 三重 吉 

九 七 二 「一月 二十 三 H 東京 市 淀 橋 H 西大久 保より 八 戸市 町 11 小學校 岩兑正 男へ (はがき)〕 

赤い 鳥に つき ましての 毎月の 御 厄介 を 厚く 御禮申 上げます。 往年 出版いた しました 作曲 集のう ち 四 種の 殘 

本 を 見つけ ましたので 記念に 呈上いた します。 いづれ も 盛に 歡迎 された ものです が、 もうこの ま.^ 絕 版です。 

近 ごろ は 貴 校の 緩 方が まゐ りません が、 御受 持が 變 りました か。 御罎 まで 拜具 一月 二十 三 曰 鈴 木 三重 

吉 

九 七三 〔一月 二十 四 H 淀橋區 西大久 保よ リ 襟 太 大泊郡 深海 尋常 高等 小 學校高 橋 幸 高へ (はがき)〕 

御 後援 を 厚く 拜謝 いたします。 次に 往年 出版の 私 方の 作曲 集 も、 いよく 絶版になります ので、 取 置 本： 

. 種 を， 記念と し て 呈上い たします。 區晝 的な 歌曲と し て歡迎 された もの です。 當今 の ラ ギ ォ の 放 達 の 愚 曲 を H 

くと、 にがく しくて たまりません。 拜具 一月 二十四日 鈴 木 三重 吉 

九 七 四 〔一月 一一 一十 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 仙臺市 北 二番 丁 小 宮|> ：隆へ (はがき 代筆)〕 

貴重な 御 本 を 有難う 存じました。 さっそく 拜讀 して をり ます。 先夜、 帝國 ホテルの 或 結婚式へ 行きました 

ところ、 永い こと 臥床して ゐ ました 爲 足が 利かず、 階段から すべり 落ち 右の 手首に ひ が 出来ました 三 §1 

間 布で 釣つ て ゐれば 治る さう でございます。 そんな わけ で 筆が もて ません の で 代筆に て 御 禮を申 上げます。 
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一月 三十日 鈴 木 三重 吉  - 

九 七 五 〔二月 一日 東京 市 淀橋區 西大久 保より 東京 市 大森區 馬 込 町 天 野 茂へ (はがき 代筆)〕 . 

おはがき 拜蕭。 黄 疽には 三度の 食事の際にし V みの 汁 をお 飲みなさい。 (身 は 不消化、 汁 だけ) これ は 迷信 

的な 療法で なく 帝 大の醫 者で も 私に 飮 ませます。 私 は 二十 八日 夜、 帝國 ホテルへ 結婚 宴へ よばれ、 步 行に 馴ー 

れ ない 爲 階段 を ふみ はづ し、 五六 段つ い 落。 右手 首の 骨 を 割り 手 をつ るして をり ます。 その 爲 代筆。 骨 は 一一 マ 

• 週間で くっつく 由。 三 井 君へ は 御 全快 後手 紙で 御 交渉なさい。 二月 一日 鈴 木 三重 吉  一 

九 七 六 〔二月 十四：！： 束 京 市 淀 橋 teg: 大久 保よ リ 福 井 縣坂井 郡 大石小 學校鷲 田 英太郞 へ (はがき)〕 一 

御 深厚な 御 後援 を 厚く 拜謝 いたします。 何卒 この 上と も 御 庇護 下さいます やうお 願 申します。 次に 先年 出- 

しました 作曲 集が 絶版になります ので、  現存の ニ册を 記念に 呈上いた します。 いづれ も兒 童の 歌曲 を 畫し： 

た 思 ひ 出の 多い 歌曲で ございます。」 御禮 まで 拜具 二月 十四日 鈴 木 三重 吉  ： 一 

九 七 七 〔 二月 十九 H 鬼 京 市 淀 橋 K 西 大久保  一/四 六 一より 東京 市大 森- 田 圜調布 淸水良 雄へ〕 

淸水樣 奥樣  二月 十九 曰 三 重 士  S 

久しく ごぶさた をして をり ます。 まいど ス パラし い 表紙 を 難 有う ございます。 厚く 御 禮を申 上げます。 私 

は 一月 二十 八日の 夜、 友人の 娘が ムコを 貰った 祝宴に 帝國 ホテルへ まゐり 右手 を 折りました。 三 ヶ月 も 歩か： 

ない ので 外出 は あぶない ものと、 かなり 考 へたので すが 友人の 娘で も あり、 となりの、 北 大路と いふ、 ム尸 

マチ ォ ヒメさん の 叔父さんの ムスコが 婿で も あり、 す £ナ の 結婚のと きのこと を考 へる と、 友人の ために 

席せ ねばならない 氣 がして 出かけ、 要愼 に要愼 をして ゐ たのです が、 靴で も あり、 つい、 すべって 五六 段お-一 

ちました。 脚 だと また 一年 も か \ るので、 まづ仕 合せの やうです が、 あんまり、 そち こち を ボキく 折る の： 


で、 人に も 見っともなく、 ナサ ケ ない 氣 がしました。 割れた だけな ので、 三 週間で つき ましたが、 丁度 ハ マ 

も 風邪が コジれ て 一 ヶ月 以来 寢てゐ ますし、 手 をつ る 下げて、 いやな、 いたいお も ひ をし ました。 

調 布の 土地 も、 もう 一 ヶ月で 全拂 ひになります。 去年の 六月 分 を まだ 拂 ひません。 でもとう く 十 年間、 

かけました。 

千 五百圆 ぐら ゐで 出来さうな 小 宅 を、 じぶんで 設計し ました。 勸 銀で 借りて 建てれば ぃ& のです が、 社 も 

縮 少し、 いろくの 節約 をしょう とい ふとき なので、 今 家 をた てると 政策 上、 おもしろ くないし、 又、 千圓 

ぐら ゐの 準備金 もなくて はいけ ない ので、 當分 延期し、 四月に、 近縣か 郊外へ 移り、 社 も 森 一人に して、 ス 

•  、子に 事務 を 手つ だはし、 珊べィ も 少し 手つ だ ふとして 水 いらず で、 費用 を はぶきた いとお も ひます。 四 年 

間で、 舊 期の 紙屋、 活版屋の、 借り 殘り を拂 ひつく しました。 もう 五十 圓づ. M 丑 月まで 拂 へばす みます。 す 

子と 二人で、 いろく 計畫 をた てました。 す V 子 も、 よい 力になります。 二た 部屋の 病人 を、 あれが 一人 

で 見て くれます。 あいつに、 い X ムコを さがして やって 下さい。 理工科の 人が い.^ さう でお 金 もち はい やで 

すと 0 

刑べ ー は 今年 東京 高等 をう けます。 同校の 文科 は 今年 は 四 名し かとり ません。 そいつ をね らふので すから、 

多分 落第し ませう。 しかし、 同校の 先生 三人が コ ー チヤ ー について ゐて 下さる ので 来年 は、 はいれる かも 知 

れ ません。 青くな つて、 夜お そくまで やって ゐ ます。 

ぺ ンが とれる やうに なり、 うれし まぎれに 近況 を 申し上げます。 拜具。 

九 七 八 〔二月 二十 二  H 東京 市へ な橋區 西大久 保よ リ 東京 市大森 K 田園 調 布 洁水良 雄へ (はがき)〕 

昨日 は 奥さんが わざく お出で 下さり、 今朝 は 御 懇書 を 項き、 難 有う ございました。 力 マボコ は、 おいし 

く、 酒の 肴に して をり ます。 ィヌノ フグリ がもう 出たら うなと、 貴方の 日 だまり を 想像して ゐ ましたが、 や 

はり さう です ね。 私 もなる ベく 早く そちらへ 移る やうに しませう。 表紙 はお 心 まかせに おかき 下さい。 みん 
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な 喜んで をり ます。 そのうち バ ぐさん が 起きたら、 二人で ッミ クサに 伺 ひます。 奥さんに、 山々 よろしく 御 

傳言 下さい まし。 二月 二十 二日 鈴 木 三重 吉 

九 七 九 〔三月 四 H 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 東京 市 世 E 谷- 51! 世 田 谷 町 成 石崇へ (はがき)〕 

御 懇書 を 難 有う ございました。 「萬 歳」 などの 字が どうしても 讀 めませんで、 誤解 をしたり してす みませ 

ん でした。 訂正の 意味で、 貴翰 中の、 御 指摘のと ころ を拜載 させて 下さい ませば 幸に 存じます。 御 承諾 下さ 

いませば 御 返事 は 頃き ませんでも 結構で ございます。 四月 號の 「 ヮロ ー ギヤ」 も 受けます こと \ おじます。 

厚く 御禮を 申し上げます。 「頭から 落した」 なぞ は 日本語に なりません。 やっぱり 「忘れて しまった， 一 の 方 

がい. -と思 ひます。 子供の よみ も. のです から、 日本語に、 しっくり 直した 方が い.^ かと 考 へます。 又 どうか 

御 寄稿 下さいます やうお 願 申します。 拜具 三月 四日 鈴 木 三重 吉 

九 八 0  〔三月 十九 H 東京 市 淀 橋 K 西 大久保 一 ノ四六 一より 東京 市 杉 並區上 荻^ 石 川 潔へ〕 

石川樣  三月 十九 日 鈴 木 三 重 吉 

御 丁重な お 手紙 を拜し 恐縮いた しました。 私 こそ、 あなたの 表裏な き御盡 力に 對 して 厚く ぉ禮を 申さねば 

なりません。 家の もの 一同 も 感謝して をり ます。 毎 曰、 夜まで もの 御 勤務 ださう で、 おつかれ のこと X 拜察 

します。 そのうちに 馴れ M ば 要領よ くやれ ませう。 せっかく、 どうい ふ容子 か、 電話で も かけて お聞きし よ 

うとお もって ゐ ましたと ころでした。 そのうち 私 も 出頭して、 大鳥 閣下 や 石 田 先生に、 あなたの こと をよ く 

お 願して 来ようと おも ひます。 ハ マ は、 やう やく 起き 上りました。 ずん くよ くなります。 御 安神 下さい。 

刑べ I は 十七、 十八、 十九 日と 三日間 受驗 しました。 何分 四 名し かとらん のです から、 今年 はダメ とお も ひ 

ます。 みんなから よろしく 申して ゐ ます。 大河 內君 はキ チンく やります から 御 安神 下さい。 そのうちお 閑 

になったら、 夕方、 飲みに 来て 下さい。 お待ちして をり ます。 /乍 末筆、 奥さんへ もよ ろしく 御傳 言下 さい。 


拜具 

九 八 一 〔三月 二十 一  一一 H 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 東京 市 杉 並 ill 天 沼 藤 3 孝子へ (はがき)〕 

こないだ 中 は 試 驗で御 多忙で したでせ う。 玉 橋 澄 子さん とい ふ 方を敎 へて いらっしゃいます か。 變 名で、 

かはいら しい 幼年 童話 を かいて 六月 號に 入選し ました。 r 變 名で す か ら、 藤 田 先生に お 話 しして はいけ ない 

のです か。 話したら 喜ばれる でせ うが」 と 申しましたら、 「話して 下さっても かま ひません」 と 申されました。 

病氣で 休んで ゐ ますと か。 珊吉は 東京 高等 をう けて 見事 落第し ました。 受驗者 百 五十 名のう ち 四 名入學 しま 

した。 三月 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

九 八 二  〔一一 一月 二十 八日 東京 市：： W 橋區 西大久 保よ リ 束 京 ie 杉 並區： 大沼藤 田 孝子へ (はがき)〕 

昨日、 西 多 摩の 谿 谷の 村から、 梅の 花 を もって 來て くれました。 梅の ころ (十四 五日) よりも ヮ ラビの 出る、 

靑 いころが い X と 申します から、 四月の 二十 八日の 日曜ぐ らゐ にしようと おも ひます。 お含み おき 下さ い ま 

し。 五月 號の フランスの 子供の 作文 を 御 賞味 下さい。 三月 二十 八日 鈴 木 三重 吉 

九 八 三 〔一一 一月 二十 八 H 東京 市 淀 橋區西 大久保  一/四 六 一よ リ 廣島市 大手 町 本田屋 へ〕 

本 田屋樣  三月 二十 八日 鈴 木 三重 吉 

御繁榮 をお 祝 ひ 申します。 次に、 數曰 前、 廣島 一中の 同期生で 仲の よい 服 部 兵 次 郞少將 と 久しぶりに 飲み、 

同 君の 感激 談を 聞きました。 貴方 本 田さん の御戰 死の こと も 話され、 週間 朝日 ももら つて 来ました。 私の 知 

つて ゐる御 家の人 だけに、 一層 感激し ました。 その 夜、 眼 部 君に 「本 田屋 さん は、 私が カキ なぞ を 達っても 

らふ 家 だし、 赤い 鳥の 後援者で も ある。 故 軍曹 殿の 名譽 のために 何 か 書いて 上げて くれん か」 と賴 みました. 

ら 先方から 依頼が あれば 喜んで かくと 申されました。 御 承知 のと ほり 智勇に 秀で た名將 です。 故人 もお 喜び 
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になり ませう から、 絹地 を 達って、 執筆して もら ひ、 記念に なさった らい V と 思 ひます。 私が たのめと 言つ 

たと 仰せに なり、 おねが ひなさい ません か。 餘 計な ォセッ カイの やうです が、 感激の あまり、 右 申 上げます。 

拜具。 

九 八 四 〔三月 二十 九 H 東京 市 淀 橋 K 西大久 保より 仙 Is 市 北 二番 丁 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

手 も 治った。 ハ マ も 起き 上った。 刑べ ー は 京都 を やめ、 落第 を覺 悟で 東京 高等 をう け、. 豫定の 通、 落第。 

150 人に 四 名 だから 當然 だ。 刑べ ー も 私もハ マ もす V 子 も、 平氣で 笑って ゐる。 右 御 報告。 / 恒 子さん によ 

ろしく。 三月 二十 八日 夜 鈴 木 三重 吉  — 

九 八 五 〔三月 三十 H 東京 市 淀 橋 W 西 大久保  一 ノ四六 一より 東京 市外 吉祥 寺深渾 省 一一 一へ (はがき)〕 

奥さん は元氣 におな りに なりました か。 私 は、 强壯藥 をお そ はり、 二 ヶ月ば かり 飮 むと、 頭の 上の 一 面 Q 

ハゲ へす つかり 毛が はえ、 耳邊の 白髮が なくなりました。 奥さんに 飮んで 見て 項いて は 如何。 お話し 申し ま 

すから、 お 序でのと き、 深澤 さんが 立ちより 下さい。 五月 號は 仰せに 從ひ 目次の 色 を かへ て 見ました。 本日 

原稿 拜受。 いつも、 すばらしい 縉を かいて 下さり、 難 有く 拜謝 いたします。 奥さんへ よろしく。 三月 二十 

九日 夜 鈴 木 三重 吉 

九 八 六 〔四月 二  to 東京 市 淀 橋- tel 西 大久保 一 ノ  ran ハーより 岩 手縣. II 石 黑英彥 へ〕. 

石 黑 樣  四月 二日 鈴 木 三 重 吉 

拜啓、 三十 年 前、 京都で お 分れし ました 3? 來、 お 目に か \ りません が、 御 令名 は 常に 承り をり、 仰 敬 申 上 

げて をり ます。 一昨夜、 一中の 同窓が 服 部 君の 慰 勞會を 開きました。 同 君、 山道 君、 中 村恒君 (理 學士、 北 

越 製紙の 技師 長)、 根 尾 克己 君 (三 井 物 逢、 會計 課長) と 私と が 集合。 その 席上で、 本 田さん から 貴下への お 手 
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紙と、 貴下から 服 部 君への お 手紙 を 見せて 貰 ひ、 一同で 本 W 勇士の 話 をし 合 ひました。 その • 前に、 はじめて 

週刊 朝日で 勇士の 話 をよ みました とき、 本田屋 さんと は 私 は 面： もありません が、 あのお 店から 牡糲 や 漬 j|i 

を 每年途 つて もらって ゐ ますので、 服 部 君に、 本 田家の ため、 何， か 記念の 染筆 をして 上げて くれよ と 頼み ま 

したと ころ、 御 本人より お た の み が あれば 悅ん で かくと 言つ て くれました ので、 出しゃばりの やうで したが、 

勇士の 話に 感激した ので 本田屋 さんに そのこと をお 話しし ました。 本日 返信が ありまして、 服 部 君の 染筆が 

得られる こと を 「驚喜し 感激した」 と 申して ゐられ ます。 貴君 もお 喜びの こと X 存じます ので、 御 報告 申丄 

上げます。 

乍 末筆 御縣 治の ため、 御淸康 をお 祈り 申します。 贵 下の 御 施政に つきましては いっか も 淚を琉 して はるか 

に 感謝 申し上げた ことが ござ い ます。 謹言。 

九 八 七 〔四月 二日 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 仙 S 市 北 二 * 丁 小せ wmiji 子へ (はがき)〕 

お 二人から 御 懇書 を 項き 難 有う。 金 吾 君 は、 うまく 御 入學で 心からお 祝 ひ 申します。 珊吉は 東京 高等 はも 

う 怖い さう で、 來年 は靜岡 をう ける と 言って ゐ ます。 たまく 金 吾 君が 靜 岡へ はいられ たと 聞き、 珊吉 がう 

まく 行けば 金 吾 君と お 友 だち になれ ると 言って、 私もハ マ も よろこんで ゐ ます。 珊< ムは來 年 失敗したら、 も 

う あきらめて 早稻 田へ はいる さう です。 御 體 まで 拜具 四月 二日 鈴 木 三重 吉 

. 九 八 八 〔四月 二日 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 市淺草 K 鳥 越 村 田 あい 子へ (はがき)〕 

おはがき を拜 見いた しました。 お金 を 項きながら、 傳票を 切った のみで、 力 ー ドへ 入金 を 記入す るの を 忘 

れてゐ ましたの です。 お許し 下さい。 只今、 訂正いた しました。 西 冬 摩へ は 四月の 末に ワラ ビを とりに まゐ 

ります。 學 校の 御旅 行と ぶっかり、 お出で 下されなかったら 殘 念です。 あなたと 宅の 娘と 藤 田さん と 私と で 

いくつ もりで ゐ ました。 四月 二日 鈴 木 三重 吉 
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九 八 九 〔四月 二十 五 H 東京 巿 淀樯區 西 大久 保ーノ 四. 一 ハーよ リ 東京 市外 吉祥 寺 深 If 省 一一 一へ〕 

長岡樣 深擇樣  四月 二十 五日 鈴 木 三重 吉 

拜啓、 過日 は 折角お 出で 下さい ましたのに 家內も 就床 中でした し 何のお もてなし も 出来ませんで、 失^い 

たしました。 お許し をお 願 申します。 

ぉ壤 さんの ピ ー タ I  。 パ ン を拜讀 しました。 非常に 面白いです。 あのお 作の 文藝 的に 傑れて ゐる 根本 は、 

小さな 文學 者、 文學を 意識して ゐる 少女の 作で なく、 どこまでも ヅブ 素人が、 妹に お 話 をす る 以外に 野心の 

ない、 無 邪氣な 製作 態度、 それです。 從 つて 純感の みがあって、 下手な 文藝 カブ レの 少女の もつ、 氣 取り も 

ィャミ も 少しもない ことです。 文 體 も、 だれの 眞似 でもない、 自由な、 in 分， H 身の もので、 臭味が 一 つもな 

い。 簡潔で 流暢です。 對話 もィキ くして ゐ ます。 {4! 想 (構圖 的に も對 話の 內容 的に も) も、 どこまでも 無 邪 

氣で 快活です。 少女 少年 は、 きっと 喜びます。 讚んだ ことのない 子た ちに は、 す V めて よまして やりたい も 

のです。 

そんな 意味で、 あれ をお さしつ かへ なくば 「赤い 鳥」 に 連載しても かま ひません。 赤い 鳥と して は、 一た 

ん新？ i に 出た もの を 出す の は、 少し 權威を 傷け るかと おも ひます が 併し、 遠方の 一 ザ 沖 分に しか 渡らない 新 3 

へ 出た のです し、 讀者 たちの よろこび を考 へる と、 權 威の 小さな 損傷 ぐらる は 失して、 多大の 感謝 をう け 

ると 信じます。 

ぉ孃 さまが 小さな 文學 家で ないから、 拜載 する のです。 キ ザな 文學者 になって 下さって はいけ ません。 た 

とへ 文學 者と なられよう とも、 まづ 第一 に 御 成婚 まへ に は、 どこまでも ゥブ な御孃 さま、 御 結婚に なっても * 

文學 者で ある まへ に、 どこまでも、 謙 適な 奥樣、 上品な お 母 さまで あられる こと を 祝福して、 お載せ 申した 

いと 存じます。 

か \ る 意味から あの^に 添えられた 「自序に かへ て」 は、 少し、 わるい 臭 ひがあります。 あれ を 感じても、 
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だまって ゐな いといけ ません。 あ \ かくと、 わるい 文學 者め いて、 キ ザです。 /2^上、 失疆を 顧みず、 すべ 

て 申 上げました。 

おさしつ かへ なくば 赤い 鳥へ おのせ 下さり 深 揮さん の續を 加へ て、 きれいな ものにして おいていた けば 

私と しても お喜びい たします。 赤い 鳥の すべての 讀 者が 歡 喜して 下さる のが：！ n に 見えます のでお 許し 下さい 

ませば 私の 祭 光 この 上 もありません。 拜具。 

九九 0  〔四月 二十 七 ：= 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 東京 市淺草 K 鳥 越 町村 £ あい 子へ (はがき)〕 

集會 場所 變更。 二十 八日 午前 八 時 十分までに 新宿驛 待合室に 集合。 八 時 三十 一 分 發军。 ぉ辨営 (おむすび 

でも) 御 持參。 二十 七日 鈴 木 三重 吉 

汚い 電車に 乘っ たり 山 へ 上る の ですから 學校 へ お出で の ときの 着物で 入ら つし やい まし。 雨天 中止。 天氣 

怪しき ときには 私 方 へ 電話で 御 相談 

九九 一 〔四月 二十 七 H 柬京 市泣樯 K 西大久 保よ リ 東京 市 杉 並區； 大沼藤 W 孝子へ (はがき)〕 

二十 八日、 午前 八 時 十分までに 新宿驛 待合室に 集合。 八 時 三十 一 分 S 単。 ォ ムス ビを御 持參。 山へ 上った 

りします から、 學校 へお 通 ひのとき の 御 服装で。 

雨天 中止。 天候 怪しき ときには 私 方へ 電話で 御 相談 下さい。 四月 二十 八日 鈴 木 三重 吉 

九九 二  〔四月 三十 H 東京 市： ぉ橋區 西大久 保よ リ 東京 府西多 摩 郡^ 戸村 W 島 德次郎 へ (はがき)〕 

昨日 は大ぜ いつれ てま ゐ りまして、 とん だ 街 邪魔 を いたしました。 をば さんへ も 厚く 御禮を おった へ 下さ 

い。 おみやげ を 家內が 御禮を 申して をり ます。 ぉ藥は 早速 飲ませます。 S 本さん のおう ちと、 ばあや さんに 

よろしくお つたへ 下さい。 昨日 は 山で も 面白く、 十 里 木の 雨中の ロー 2^ 色もス テキでした。 あの 二人の 御 婦人 は 
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女子高 等 師範 を 出た 人です。 二人とも 赏 家へ よろしくと 申して をり ます。 月 二十 九日 鈴 木 三重 吉 

九九 III  〔五月 一一 一： U 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 麻布 K 廣尾町 鈴 木淳へ (はがき)〕 

昨日 は失禮 いたしました。 「鈴 木 桂吉」 を 奥さんが きら はれる の は尤千 萬です。 ^まって 見れば 「朝 生」 が 

一 とうい 1 です ね。 妙な もの。 迷 ふうち は、 よく 見えない のです。 萬 歳。 

昨夕 はお 珍ら しい もの を 難 有-つ ございました。 エンド ゥは 早速う で，^、 ハ マ、 す £ナ と 三人で 頃き ました。 

御 令弟に よろしく。 なほ 母堂と 登 美 子さん に は 重ねて 命名のお 祝 ひ をお つたへ 下さい。 ハ マ もす i-, 子 も大喜 

び をして をり ます。 五月 三十 一日 鈴 木 三重 吉 

九九 四 〔五月 九 H 在米 小 池 41$ へ〕 

小池樣  五月 九日 鈴 木 三 重 吉 

御 懇書 を 難 有う ござ いま した、 錤行 小切手 も拜受 いたしました、 い つ もながら の 御 後援 を 厚く 御禮申 上げ 

ます、 寫眞で 犬に 日本人の 氣を 吐かれ、 痛快 至極です、 御手 紙の さしつ かへ ない 部分 を 無斷で 赤い 鳥へ 拜載 

しました からお 許し 下さい。 

私 は 不相變 冬になります とゼン ソクが 出ます、 赤い 烏 ももうよ せく と 人々 が 言 ひます が 病みつ き で 止 め 

られ ません、 今度 は揖 だけ はしません が、 拂 込が ill 滞し ますので キ ュ ，くして 居ます。 

いっか 江の 島へ お供 をした ときに 生れた ばかり だ つ た 娘す が 二 十に なり ま した、 セ ガレ 珊吉は 十八で、 

今年 中學 卒業、 東京 高等 をう けて 見事に 落第し ました、 同校に は中學 部が あり、 それが セリ 上って 來 ますの 

で、 外部から は 文科 は 四 名し かとり ません、 それへ 二百 人 近くが 受驗 しました、 入 學試驗 の 勉強に は 妻 や 私 

までが 瘦せ てし まひます。 

この 手紙 を かいてお ります とき、 丁度 加 計 君の 長男が まゐ りました、 これ は 法 政 大學の 本科 二 年、 次男 は 
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早 雷の 機械科に 居ります、 一貴 は 今年 早稻 田の 讓 科へ はいりました、 十八 名に 一人の 割の 受驗 でよ く 入 

學れ "計。 しました が、 赤い 鳥 は 只今 五 千 名の I が 居て 下さいます、 宣傳 し： r?^ ぽ f ト、 

lit 見 か れる 人が 少 いのです、 九州 全部の 小 學校 へ 見本 皇 つても、 人 會はニ 名 位と いふ 裏」 1 

^uns へと ゃジ」 ^ む"、 今の 作家 si 雷 向きません ので、 話 は 霊 I 部、 社內で 1:;" 

名お ひ、 ー號 5 へ 四つ も かく ことがあります、 それだけ は/し flit ぽ ま" 一い t ひ は 

！; J まりやり ません、 庭の 維 草と 子供の 生長の みを樂 しみに 生きて 居ります 御 謹 をお ぎり 申します 拜具 

九九 五 〔五月 音 東京 巿淀 S 西大久 保ーノ 四六 丁り 東京 市 杉 sss 孝子へ (はがき)〕 

植物の 本 を 見ます と、 こな ひだの、 子供が 山吹 だと 言った、 黄色い 四 辨花 はケシ 科の ャ ；2.キ>ゥ (タ 

生 M) でした.。 翁に 摘んで、 澤 山あった 白い 花 は、 私の 申しました とほり イチ リン サゥ てす ゥマ ノア 

"お、 ん ，^1 一^ r のとき、 右御馨 おき 下さい まし。 昨 曰 は 娘と 二人で 浦 和 在へ まゐ り、 靑麥の 画 を 

a て 来ました。 五月 九日 鈴 木 三重 吉 

九九 六 〔五月 十晉 東京 市 淀 橋區 西大久 保より R 本 S 中外 謹 新報 社 8 局 小山 束 一へ〕 

、 J  0  五月 十二 日 鈴 木 三重 吉 

先日 は失禮 いたしました。 御譯 出の 童話の 最初の 短い 方 は、 類型的で、 特に 日本の 子 g は 面白味が あり 

【 ませ，〕 。「クラム バン ブリ」 はい \ぉ 話です。  し： >  - ノ 

. 「」 の 話よ、 子供用： t れた もので はない やうに おもへ ます。 f に 子供の 讀物 として 力 は" ひ"" 

, て"、" い i 語に 譯し たので は、 子供に は 表出が むつ かしす ぎます。 そんな 意味で、 西洋の 材料 を 
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扱？ に 仏 1 譯 J  く 再 話の 方が 效果が 多い ことが、 しばく です。 あのお 話 を 私が i 化して かいて 見 ま 

ひ：. f  :^ くにう まく まゐ りませんでした が、 それ を 貴考丸 月號に 震し ますこと をお 許し 下さい 

ません てず か。 管理人が 死 S なって 橫た へられて ゐる ところ は、 子 管 ょ讓 がわる 、 ？ 

け s:^ ャなァ て Jsi"dr した。 又、 感情の 謹なぞを 說明 的に かく t き 出-" は す f びる；： 

^目 1 實 描 寫に 止めて おいたり、 ずゐ ぶん 勝手な 再 話です。 乍 御 面倒、 御 返？ お 願 申します。 

ま 1.ie  vcn  Ifh とい ふの は、 どこの 作家です か。 いつ.，」 ろの 人です か、 御 I をお ねが ひ 申し 

. 九九 七 〔五月 十晋 東京 巿 Is 大久 保よ リ 娶市杉 ii 藤 S 子へ (はがき)〕 

,J 懇 有う ございました。 寫 眞を ごらんに なりました でせ う。 昨日、 村 田さん がお 見えに なり、 あの 

t  一！、  し 下 一^一  一一 一  つて ゐ るの を I したの を も、 もら ひました。 「山上の I の 場」 

笑 ひ ： ^し/一；， (カコ かおいて あるの が イカ 一一 モ乞 食らし いです ) 。 家 內 のこ と を 御 心配 下さ いま し て 

•Irr す  一 S 來、 徴 熱が とれない ので 內 科の 町翳 では ダメ とお も ひ、 先月、 軍 霞 校で レンに 

"む"？、 て ""ましたら、 .輕 い、 殆んど 分らない くら ゐのロ クマ クの 病狀 が ある H 申さ"！ tr— ム 

^一！ 士 口た。 だんく 元氣 になります。 家內 から もお， 申して をり ます。 五月 ^ 曰 i 

• 九九  <  〔五月 二十 五：！： 東京 SS 西 大久保 フ四六 一よ リ S 市 北 二番 丁小宫 i へ〕 

^大 ロノ  五 CP  二 ナ！，！：：！ 日 三 S  brT 

署名 入 「碧 謹」 を 難 有う。 厚く 御禮 を 申し上げる。 あの 巾に は、 th^^^^^.  P 口せ， て 画 
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する。 「日記の 中から」 を讀 むと、 當 年の 二人 を 想 ひ 出しな つかしい やら、 恥 かしい やら、 淚ぐ ましい やら 

感慨 盡 くるな し。」 

文獻 的に、 い X 本 だ。 祝意 を 表する。 

珊吉 は、 うちに 部屋がない ので、 夏 目さん の 通りの、 十 軒ば かり 手前のと ころの 素 人屋へ 下宿 させた。 午 

飯 だけう ちへ <K ひに かへ るよ。 

恒 子さん によろ しく 。/こな ひ だ 夏 目 へ たづ ねて 行つ た が、 二 時間 ま へに 立った とのこと なりし。 

九九 九 〔五月 二十 五 H 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 杉 並區天 沼 藤 田 孝子へ〕 

藤田樣  五月 二十 五日 鈴 木 三 重 吉 

寢臺白 布で は 笑 ひました。 京都の 六十 餘 翁の くれた ェ ハガキ を 二まい 呈上いた します。 車 折は淘 承知で せ 

う、 クル マザキ とよみます。 達 達に ある 社です。 東京の 藝者 なぞが、 この 社のお まもり を 持って ゐ ます。 着 

物が ふえる マ. ジナヒ になる の ださう です。 それ は 知って ゐ ましたが、 この 通信の やうな ミヤ ビたぉ 祭が ある 

と は 存じませんでした。 掏 承知で したら 失禮。 ともかく 御參考 にさし 上げます。 拜具 

一 000  〔六月 十二  nz 東京 市 淀 橋 H 西大久 保よ リ 東京 市璺島 H 目白 目白 t 壯璺田 三郎へ (はがき)〕 

いつも 乍 蔭 御 活動 をお 喜びして をり ます。 本日に 「吊 花」 を 難 有く 拜受 いたしました。 お 祝 ひ を 申 上げ 御 

錢を 申し上げます。 六月 十二 日 鈴 木 三重 吉 

一 00 一 〔六月 二十 一日 東京市^,*^橋區西大久保  一 ノ四六 一 ょリ 東京 市大森 H 田 阖調布 水 良 IS へ〕 

淸水樣 奧樣  六月 二十 一 日 三 重 吉  W 

こな ひだう ち は 改組 問 gS で 連日連夜、 御會合 なぞで、 お疲れの こと k 拜 察いた します。 おさ はり はない か 6 


とハ マ も 心配して をり ました。 

八月 號の 表紙 は 省べ ー 君が、 まづ く、 い X の を かいて 下さりました から、 御 安神 下さい。 九月 號は 七月 

二十日に 出す 關係 上、 今月 中に 表紙の 縛が 出来なければ こまり ますので、 贵 下のお さしつ かへ をお 察し 申し、 

また 省べ ー さんに たのみました から、 御 放念 下さい。 

いつも、 村 田 氏の 方で おくれが ちです から、 表紙 も 早目に 廻したい とお も ひます。 十月 號のは 七月 半 ごろ 

に 項け ませば 仕 合 せ をし ま す 。 

私 は氣候 の 不順で 五月 二十 六日に ま た發 作が 來、 五 六日 注射 をし ま し た。 ま だ 外出 出来 ま せん。 

今年 はいよ く フン パッ して、 治って から も、 タバコ をよ しました。 五月 二十 六日 Z\ 乂來、 一 べん ものみ ま 

せん。 これ は ノドに は 無論よ く、 頭に も 上らない ので、 攝生 上、 とてもい.^ ことが 分りました。 酒 は 五月 三 

十日から 飮み 出し ましたが、 これ も 1 と晚ー 合で ガ マンし、 十八 九日 間、 おしと ほしました。 一 合で はケロ 

リ とさめ、 夜 ねらね ない ので 苦しみと ほしました。 三十 年来、 醉 つて 寢て來 たのです から、 苦しい 改革です。 

た V、 この 二三 日、 勢が 出て、 二 合 三 合 やります が、 宅で は、 ャカ マシャ のス， 、子 も、 四 合 どまり なら 文句 

をい はない ので、 內 輪の 三 合なら ホ 、 ェン で、 快よ くお 酌 をし ます。 酒 も、 どうか この 調子で、 持續 したい 

とお も ひます。 右、 吉報と して 申 上げます。 呵々。 

ハ マ は、 もう 熱 は 引きました。 もう 起きて 坐って ゐ ます。 この 夏 は、 私 は 例に より ルス 番をして、 ハ マと 

ズご于 を、 靜岡 あたりへ 出して、 自炊 させ、 保 奏させた いとお もって をり ます。 

珊<ム は、 家に 部屋がなくて 可愛 さうな ので 近所へ 下宿 させました。 午 飯 だけ 食 ひに 来ます。 夜 も、 とき ど 

き 来て、 菓子 を 食ったり して ゐ ます。 

来年 は靜岡 をう ける さう です。 来年 落第 すれば、 また、 サ ライネ ン靜岡 をう け、 合計 三度 失敗の 後 力 ブト 

をぬ いで 早稻 田へ はいる さう です。 三度までに は 成功す る 自信が あると 言 ひます。 放任して おきます。 拜具 

私 はま だ 外出 出来ません。 ハ マより 奥さんに よろしく 
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loo  二  〔六月 二十 七：！： 東京 市淀椅 K 西大久 保よ リ 名 古屋市 東區大 曾极町 液？ な 正憲へ (はがき)〕 

御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたし ま した。 お 元氣御 精勵で 何よりと お 祝 ひ 申します。 お 子 さま 方 も 大きく おなり 

になり ましたので おどろきました。 早い ものです ね。 私 は、 氣 候の 不順で、 また 持病に 犯され まゐ つて ゐま 

す。 少年 團も、 理事と いふ 名のみ で、 相談に は预 ります が實 際の 敎育 は、 菊 池さん とい ふ 豫備の 大尉と 石 川 

君と に 任せて あります。 昨 十月お 來、 馬に も乘 りません。 娘 は 二十、 セ ガレ は 十八に なりました。 セ ガレ は 

中學を 終り 上の 學校 をう ける ので、 よそへ 下宿し 勉強して をり ます。 石 川 君 は 四月から、 乘馬 協會の 事務員 

に轉 じました。 家內 よりも、 よろしく 申して をり ます。 六月 二十 七日 鈴 木 三重 吉 

IOOIII  〔七月 二十 = 淀橋區 西大久 保よ リ 寐布區 廣尾町 鈴 木淳へ (振替の 通信 丈 記載 欄に)〕 

貳月號 薄謝。」 朝 生 君 は どんなに 可愛く おなりに なったら うと、 よくお tl- をし ます。 私 は、 やっと 治り ま 

したが、 まだ 外出 は 出来ません。 ハ マ も、 晝間は 寢床を 上げて 坐って ゐる やうに なりました。 この 夏 は、 山 

梨縣の 小淵澤 とい ふ、 信 州に 近い、 奥山のお 社 を 借りて、 ハ マ、 珊吉、 す 子 を 出します。 部屋代なん ぞは 

イラ ナイと 神主が いふ さう です。 純朴な ところです。 食 ふ もの は 玉子と 野菜 だけです。 これで は 東京で 生活 

する よりも 安上り だら うと 笑って ゐ ます。 

母堂 や 登 美 子さん に 山々 よろしく。 七月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

loo 四 〔七月 二十四日 東京 市へ お 橋 K 西 大久保 一 ノ四六 一より 東京 市 芝 區下高 輪 町 小山 東 一へ〕 

小山 樣  七月 二十四日 鈴 木 三重 吉 

御手 篤い 御 挨接を 項き まして 恐 入りました。 あの 再 話に ついては、 少しお わび をし なければ なりません。 

あれ は、 本来 は、 もう 少し 原 話 (ぉ譯 出の もの) の 調子 を 出す のが 本當 です が、 私に は、 原 話の 筋 だけ を、 平 
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易に 話す 方が ラク にいく ので、 あんな ことにな りました。 少し 平易化し すぎた 點を おわび 申さねば なり ませ 

ん。 

併し、 あの 再 話で 御參考 になり ますこと は、 西洋人の かいた もの、 特に 大人 向きに かいた やうな もの を、 

<厂；^^に？^^出するのには、 原文 を 一 々追うて 譯 すよりも、 子供 向き、 日本 向きに 再 話 (translation でな く 

一，.， 三 一 バー C 形に し た 方が (部分的 にで も) 效 力が あると いふ ことであります。 骨 を 折って 逐字譯 を しても、 

子供に 通じない、 むつ かしい ものに なって はッ マリません。 この 呼吸 をお 飮 みこみ 下さい まし。 なほ 原稿料 

と 申す ほどのお 禮は 出来ません が、 材料 をいた V いた、 ホ ン の 少しのお 禮を 近日お 達り 申したい と 存じます „ 

また、 何 か、 おもしろ いものが ありまし たらお 願 申します。 拜具 

一 00 五 〔七月 二十 四 H 友田靜 子へ〕 

友 田 樣奥樣  七月 二十四日 鈴 木 三重 吉 

拜復、 御 揃 御淸康 をお 祝 ひ 申 上げます。 つぎに 永々 と 赤い 鳥 を 御 購讀、 御 後援 下さいました こと を 厚く 御 

鱧 申 上げます。 坊 ちゃ まも、 御身 大きく おなり 遊ばし、 何よりと お 祝 ひ 申 上げます。 先年、 喜 多さん とお 伺 

ひ 申し 御馳走に 預 りました きり、 失禮 して をり まして 申譯も ございません。 

友 田 先生に は學習 院で兩 三度お 目に か \ りました。 どうぞ 先生へ もよ ろしく 御傳 言下 さい まし。 御 醴 まで 

拜具 

I  00 六 〔七ガ 二十 四 H 東京 市 淀 橋- R 西 大久保  一 ノ四六 一より 廣 ft 市 大手 町 本 £ 鶴 藏へ〕 

本田樣  七月 二十四日 鈴 木 三 重 吉 

御 篤 B を 難 有う ございました。 服 部 君は歸 京：^ 來、 昨日 も、 やって来ました。 ニ囘來 ました。 貴方 も御滿 

足下 さいまして、 私 も乍瞎 喜んで をり ます。 服 部 君 は 貴 宅で お世話にな つたこと を 恐縮して をり ました。 又 
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昨日 は、 結構な 某 物 を 難 有う， こざいました。 激石 先生の 未亡人へ 一 つ 上げました。 先生 沒後、 今年で 二十 年 

目です。」 どうか 今後 は あ i いふお 心づ かひに 預り ませぬ やうお 願 申します。 御禮 まで 拜具" 

貴家 皆樣 によろ しく 御傳 へ 下さ い ま し。 

IOO 七 r 七月 二十 六 H 東京 市へ な樯 H 西大久 保よ リ 長 野縣上 識訪町 岩波 ふさ子へ (はがき)〕 

御 健康 をお 祝 ひ 申します。 いっか、 夏に 賣 地へ 來 いと 仰って 下さい ましたが、 今年 は 山 梨 縣の小 淵 澤の神 

分院と いふ 敎會の 部屋 を 借りて 一 家で 避暑いた します。 どんな 環境です か。 八月 一日に 家 內と娘 (二 

十、 昨年 女學校 卒業) セ ガレ (十八、 今年 中學 卒業 受驗 準備中) と 三人が 立ちます。 私 も、 八月 十日す ぎに 

はま ゐ りたい と 思って をり ます。 子供 二人に、 諫訪湖 を 知りません から、 滞在中、 兑 物に まゐ ります かも 分 

りません。 そのせ つ は、 一寸 貴方へ 顏 出し を させ ませう。 小淵澤 では 食べる ものがない らしいです。 私は學 

校 を 出て 二十 七 年。 わざく 暑に 出る の は 今年が はじめてです。 拜具 七月 二十 六日 • 鈴 木 三重 吉 

100 八 〔七月 三十 H 東京 市设橋 K 西大久 保よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小 .Ipai!:; 隆へ (はがき)〕 

病後の ハ マと、 珊吉の 勉強の ため、 (手紙の アドレス) 山 梨縣北 W 摩， 抑 小淵澤 村、 (コ、 ハ信渙 の 境-一 近ィ高 

掠) 神道 澳敎 分院と いふ 敎會の 部屋 を 借りた。 右二 人と す Y 子が 八月 一 日に 立つ。 私 は、 一 月 以来、 健康 を 

害して ゐ るので、 本年 は、 さしくり、 上記のと ころへ 避暑す るつ もり だが、 松 岡が 君の 出京 を 待ち、 漱石全 

集 出版の 會議を するとい ふので、 私に は 名案 もない が、 少 くと も禮儀 上、 出席す るた め、 出立 を 延ばす こと 

にした。 私が 註文す るヮケ では 更にない が、 いつでも 出て 来れるなら、 早く an て來て 早く 片 づけて くれる と、 

難 有い。 恒 子さん によろ しく。 七月 三十日 鈴 木 三重 吉. 

loo 九 〔八月 二 日 淀 橋 ill 西大久 保よ リ 山梨縣 小^ 渾村 神道 敎分， お 鈴 木 珊吉へ (はがき)〕 
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電報が 昨日、 夕方 四時 ごろに 來 ました。 どうかね。」 昨日の 午 は 森と 二人で オムレツの おかずで 向き合つ 

て 飯 を 食った。 夜 はたった 一 人、 玄關に 坐って、 力-一 の 煮附、 ゴ ボウの 辛 煮、 枝豆の 甘煮、 目玉 燒で酒 を 正 

味 二 合。 ビ ー ルを 一本 飲んだ。 寢 がけに 五勺飮 む。 タカ は 煮物の 力 ゲンが 上手で、 、つまく 食へ る。 お母さん 

に 御 安神と 言って くれ。 昨 曰まで 五日が かりで とうく 露地の 草 を みんなと つた。 今日の 午 は、 ドゼ ゥとナ 

ス の^^ 煮、 夕方 は、 ゥナギ 飯 をと り、 冷奴と 二つです ます 豫定。 石 井の 麗吉 が珊 ちゃんへ 飴 を 達って 来た。 

私が 持參 する。 麗吉の アドレス、 

大阪府、 泉 北 郡 高 石 町 羽 良、 四 八 八、 永 田 方。 

昨日 も 今日 もゥ ダル 程 あつい。 八月 二日 父 

-0-0  〔八月 一一 一 H 束 京 市 淀橋區 两大久 保よ リ 山梨縣 小^^ 村^ 敎 分-お 鈴 木 «告 へ (はがき)〕 

第一 信 を 落掌。 自轉草 は 只今 驛へ 出した。 驛 附近に 何でも あるの は重寶 だね。 第一 日、 第二 曰、 どんな ォ 

カズ を こしら へた か、 報告され よ。」 昨夜、 大和さん が、 室町の 殿 さまの 從弟を つれて 來た。 本日より 動務。 

年 は 二十 八。 子 安の 淺 野の 中學校 卒業、 薄 記、 算盤 學校 卒業。 纏 儀 も 正しく、 常識 も あり、 これなら 安神。 

自轉 車で お 使に もい く。 室町さん はとても 喜んで をら れ、 昨日 は トノサ マが あいさつに 来られた。 東京 は 昨 

夜 は 雨。 今日は 涼しい。 八月 三日 父 

自轉 車、 配達せ ず。 別封で 驛の 受取 書 を 接る 故、 それ を もって 小 淵 澤驛で 受取る ごと 

10 一一 〔八月 五 H 東京 市 淀 橋 _R 西大久 保よ リ 山 梨縣小 ffl 渾 村澳敎 分院 鈴 木 珊吉へ (はがき)〕 

食料品 は、 どんな もの を、 どうして、 仕入れて ゐま すか。 夜 や 夜中 は 寒い か。」 昨日 は 曰 中 は 暑かった が、 

夜に 入る と 降雨。 今 曰 午 ごろまで 涼しかった。 昨夜 は、 豚カツ、 ほうれん 草のお したし、 ^^竿煮附。 今日の 

お 午 は 鯛の さしみ。 夕方に、 ゥナギ 飯に 冷奴。 そっちに 比べる とゴ チソゥ でせ う？ 昨夜 は 坪 田 君が 來てホ 
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ラを 吹きく 飮ん だら 三 合の み、 寢 がけに 一 合 半 飮ん. だ。 少し 多い な。」 やう やく 社務 全部 を 整理し 終りせ 

いくした。」 八月 四日 父 

IOI  二 一： 八月 五 H 東京 市：； 橋 一 telts 大久 保よ リ 山梨縣小^1澤村|^敎分院鈴木珊吉へ(はがき)〕 

第二 信、 來。 豆腐屋が あると M き 安神。 醤油 も、 い \ のがあった ね。 學 校へ は、 アトで ぉ禮を すれば い. - 

から、 小 使さん に、 淸水 先生が、 もらへ と 言 はれた からと言って、 野菜 を もら ひなさい。 アトで 父が ぉ禮を 

します と 言つ ときなさい。」 自轉草 は、 とりまし たか」 堂 面が 冷 用 酒を途 ると 言った のが 昨日つ きました。 

燜を しないで、 氷で 冷して 飮ん でも 頭に来ない 酒 ださう で、 一 合 五 勺 位 づ，^  、 ビンに つめ ーダ ー ス、 はいつ 

てゐ ました。 冷して 飲んだ が 中々 うまい」 昨夜 も 雨。 今朝 も徵 雨で 涼しい。 今日は 大河 內君來 り 室町 君 を 

つれて、 問屋 や、 廣吿 先へ 集金に as かけました。 お母さん は元氣 か。 八月 五日 朝 

池 田 君が 世田ケ 谷に ワラ ブキの 家 を 見つけた、 三十 五圓 だとい ふ、 今日、 ドライ ゲ して 二人で 見て くるよ- 

lo  ニー 一 〔八月 六 m 東京 市へ お 橋 Kra 大久 保よ リ 山梨縣 小^ 渾村^ 敎 分院 鈴 木 珊吉へ (はがき)〕 

獻立表 を 見て、 少々 氣の 毒に なった。 何にも 食 ふ ものが な いぢ やない か。 早速 今日、 タカに 干物、 甘 千で 

も 買 はせ て 達る。 吉 橋へ 牛肉の ミソ ヅケは 出来ん かと 聞いた。 出来ん 由。 今 曰 タカに つくらせて 達る。 ノミ 

* ミゥマ 

は 困るな あ。 ノ ミトリ 粉 を 達ら うか。」 昨 曰、 池 田と 池 田の 兄貴と 三人で 上馬 (世 田 谷) の 家 を 見に 行った。 

ザ タ くした 場所で だめ。 田園都市まで ドライ ゲを 延ばし Oi 谷より 十五 分) 淸 水さん のと ころで ト マ トを三 

つもらって かへ る。 田園都市 はい \ よ。 今日の 午 は ヒジキ の 煮附。 カラくて まづ い。 一たい、 タカの 煮物 は 

少しから い。 夕方、 ェビ、 ナス、 イン ゲンの 揚げ もの。 汁、 力 ラシ。 コン ニヤ ク煮 附、 コ イツ もから し。 ゥ 

ヅラ豆 煮附。 J 今日の 午 は シャケ の フライ ぢ やげ な。 今日 も 寒い。 この 涼氣 は全國 的と いふ。 ハ マ 子 は 風 を 

引かない やうに して 下さい。 昨夜 は 酒 二 合 也。 八月 六日 
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lol 四 一： 八月 七日 東京 市 淀樯區 西大久 保より 山梨縣 小淵澤 村褒敎 分院 鈴 木 »吉 へ (はがき)〕 

そちらの 獻立表 を 見て 氣の 毒に なり、 タカに、 ミリン 干と 鹽 イワシ、 鹽 タラ を賈 はせ たが、 どれ も、 ひど 

くま づ いやう だ。 でも 折角 買った ので、 牛肉の ミソ漬 (手製) と 一 しょに 接り ます。 昨夜 も 今朝 も 涼しい。 教 

石 全集に ついての 會 IT が 十五 日に 延びた。 だれの 都合 かしらん が- 腹が立つ。 從 つて 十六 日で なければ そちら 

へ 出かけられな いよ。 留守番に は 社の 二人の 外に、 大河 內も 交替に 來 ると いふし、 石 川 君の 同僚だった 野 村 

とい ふ 特務 曹長が 求職 中で、 宿屋に ゐる。 これが ルス 番 において くれと いふ。 多分 野 村 君に たのむ ことにな 

らう。 昨夜 は ォ イチの タヌキ が大阪 ずし を もって、 やって来た。 タカと 三人で 食った よ。 八月 七日 父 

loi 五 0 八月 七 H 東京 市 淀橋區 西大久 保より 山梨縣 小淵澤 村廣敎 分院 鈴 木 躜吉へ (はがき)〕 

十一 曰に 立つつ もりで 酒 を 註文して おいた が、 前便の 通りの ヮケで 十六 日で ない と 立てない。 酒が ついた 

ら驛 へと りに いき、 床下へ 入れと いて くれ。 十本 も あり 重い から、 だれか 人 を やとって 取りに いかせて もい 

X。 こ はさない やうに 注意 させて 下さい」 昨日 は タカ に 大豆 と 切り コ ブを 甘辛く 煮させ た らう ま か つ た 。 

そちらで も 大豆 を 煮て 食 へよ。 なければ 達る ぞ。 珊吉 は、 肉 や 魚がない のでへ コ タレない か。 ゥナギ 屋がぁ 

るなら、 ゥナギ でも ドゼゥ でも 燒 かせて 食べろ よ。 清水 幸 治 氏 は 十一 日に 歸 村し、 そちらへ 顏を 出す と 言つ 

てゐ る。」 八月 七日 鈴 木 三重 吉 

午に は、 ナット ー を 食った よ。 

IO 一六 〔八月 九 H 東京 市： ：3SIKW: 大久 保より 山梨縣 小淵澤 村康敎 分院 鈴 木ば まへ (はがき)〕 

あんた も元氣 になった さう で 何より 喜んで ゐ ます。 a イワシ 等 を 達った が、 マヅィ ので 呆れた でせ う。 朝、 

露 を ふんで 來 るの は、 からだに い、 でせ う。 昨晚 は、 イセ M ビの鬼 がら やき、 冷奴、 胡瓜 もみ を 食った。 う 
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まい もの を 貪 ふたび に、 達って やりたくて たまらない。 白 極さん 來 る。」 珊 ちゃん、 永 坂へ 自轉 車で 行った 

の は大變 だった ね。 签無 川って ケチな 川 だね。 久しぶりに 厥 肉に ありついて 喜んだ でせ う。 大豆 ゃゥ. ッラ豆 

は 村に ないか。 なければ 達る。 廣瀬 大尉の ハガキ 等 を轉经 する。 廣， 額さん に、 私から よろしく とかいて くれ。 

八月 九日 鈴 木 三重 吉 

10 一七 〔八月 十 ER 東京 市淀樯 Sil 西大久 保よ リ 東京 市 杉 並 K 天 沼 藤 田 孝子へ (はがき)〕 

お 變りは ございま せんか。 お 寂しい こと、 拜 察いた します。 私 方で は、 ハ マ 子が やう やく 元氣 になり、 す 

子 珊吉と 三人で 一 日， に 山 梨 縣の小 淵澤へ 立ちました。 晝間は 社の ものが 二人 ゐ ますが 夜 は、 小さい 女中と 

二人き りです。 小淵津 は 新 宿から 甲府、 韮 畤を經 て 五 時間 行程。 標高 九百メ ー トルの 高原の、 魚 も、 牛肉 も. 

豚肉、 鷄肉 もない 寒村です。 野菜 も 種類が 少 いので、 小學 校の 作業 園の を 貰って 食べて ゐる さう です。 神道 

の 敎會の 十二 疊ー と 間、 十疊 二た 間 を 借りて ゐ るので す。 小學 校から 交渉して 貰った のです が、 部屋代 なぞ 

は 貰 はんで い X の だと 言って、 額 を 聞いても 言 はない さう です。 私 は 十五 曰に 立って、 月末まで くらして 來 

ます。 八月 九日 鈴 木 三重 吉 よ ノ 

山 梨縣北 E 摩 郡 小淵澤 村、 康敎 分院 方 

lol 八 〔八月 十 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ II？ 玉 縣浦和 町 小 泉 直 三. かつ子へ (はがき)〕 

赤ちゃん もお 元氣 です か。 ハ マ 子の 保養 を 主に、 .珊 ベ ー す £ナ をつ けて、 一 曰に 山 梨縣へ 出しました。 女 

中が 頭が よくて、 上手に 煮物 をし ますから、 私 もへ コ タレないで すみます。 三十 年来、 東京に ゐて 一 度 も 避 

M 暑なん てこと をし ませんで したが、 年の せいか、 去年 あたりから、 東京の 夏が 苦しくな りました。 十五 六日 

十 ごろに、 私もハ マ 子た ちのと ころへ 出かけます。 アト は、 社の ものが 交替で 宿直 をして くれます。 小 淵澤の 

年 こと は、 す V 子 か 珊吉か 通信した こと X おも ひます。 桑 吉君ゃ 仲 子 ちゃんに よろしく。 
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lol 九 〔八月 十四 H 東京市^^橋^西大久保  一 /ロ六 一 ょリ 淀橋.^|1下ー，：^合井本健作へ〕 

井本 大兄 奧樣  八月 十四日 三 一直 吉 

お便り を 難 有う。 ぉ變 りがなくて 結構。 私 も 一度 伺 ひたいと 思 ひながら、 多忙に 紛れ 失禮 した。 山 は どこ 

へいく のか。 ハ マ 子が 一月 半から ヒ月 上旬まで 錢 たりお きたりして ゐた。 原 K 不明の 微熱 だ。 レントゲンで 

三囘 も檢查 して もらった が、 肺 部に は 狀 がない。 多分、 ォ レ の 看病 や 珊吉が 入 學弑驗 の 準備で 夜お そく ま 

で 起きて ゐ るので 寢られ ぬた め、 睡眠不足で 神經 衰弱に なった のかと 思 ふ。 やう やく 健康に なり 八月 一 日に、 

す £ ナ、 珊 吉を仵 ひ、 中央線 山 梨 縣の長 野 縣の國 境に 近い 小 淵 揮と いふ 高原の 察 村へ 避暑に 出かけた。 神道 

の敎會 の十疊 二た 間、 ±1 疊ー と 間を惜 りたの だが、 部屋代 なんか、 イランく と 言って ゐる ゲナ。 それ だ 

けで も 涼しい よ。 他所の もの は 一 ぴ きも ゐ ない。 い、 ところ だ。 私 は 十六 曰に 立って 二十 九日に かへ る。 三 

十 年来、 避暑に 出た の は はじめて だよ。 去年の 十月から 今年 三月まで、 五月から 六月 末まで、 ヒュ ー くで 

寢てゐ て、 少しよ わった。 五月から タバコ を やめ、 酒 も 二 合 乃至 三 合に した。 お 上 拜具。 

|0ニ0  〔八 M; 十九 ：= 山 梨 郡 小淵澤 村碟敎 分院より 長 野縣上 默訪町 5: 々波 ふさ子へ (はがき)〕 

御 健勝 をお 祝 ひ 申します。 妻と す £ナ と 珊吉は 一 日に ま ゐり私 は 昨 曰まゐ りました。 明 後 二十日が 晴天で 

したら、 上記 二人の 子供 を つれまして 諫訪湖 を 見せに まゐ ります。 その 節、 お 門口まで 伺 ひます。 私 は 足が 

わるい ので 霧 ケ峯へ は 上れません。 湖畔で 休んで、 次の 汽車 位で 引き かへ したいと おも ひます。 モンべ 姿が 

氣に 入りまして、 早. 速 あつら へました。 八月 十八 日 

lo ニー 〔八月 十九：：！ 山梨縣 小^ 渾 村澳敎 分院より 東京 市 杉 並 -tel 天 沼 藤 S 孝子へ (はがき)〕 

八月 十八 日 快晴。 ぢ きうし ろの 八 ケ嶽は 雲に 包まれて 見えません が、 前面 二 里のと ころ を 長く 走って ゐる 
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南アルプス 連峯 は、 八重に 折り重なって そびえて ゐ ます。 最高の 駒ケ嶽 もよ く 見えます。 朝夕 は、 毛の シャ 

ッに、 うすい メリ ヤスの ヅ ボン 下、 袷、 あはせ 羽織。 午後の 日盛りに 野へ 出る にも、 うすい メリ ヤスの シャ 

ッ、 ヅ ボン 下、 セルの 藩 物です。 十疊、 十疊、 十二 疊の三 間つ きの 部屋で、 日中で も 北側 はしめ てお かな 

いと 寒い 位 です。 酒 は 安藝 の 竹 原から 常用 の ものが 來てゐ ます。 山の 裾で 四十 二 種の 草花 を 集め ま した 。 

名前 を はじめて 知った のが 六つ。 名 を しらない のが 二十 種。」 大根 一本 ー錢。 ナス は 十錢で 三十 0J 一一  ハト 

リー 羽つ ぶして 三十 錢。 J 八月 十八 日 

10  ニニ  〔八お 二十 = 山梨縣 小^ 澤 村礎敎 分-およ リ 東京 巿 麻布 K 廣尾町 鈴 木淳へ (はがき)〕 

朝 生さん も御壯 健の こと V 拜察。 信 州境の 高原の 村の、 お 社に 親子 四 人で ゐ ます。 朝 は メリ ヤスの シャツ、 

セル、 袷 羽織 を 着て、 日向ぼっこ をし ます。 午後 二 時 ごろの 野の 中 を、 セルで 歩いても 汗 も 出ません。 障子 

も. 比 湖 よ^めて おかないと 案 一い 位です。 全く 夏 知らず です。 た 食 ふ ものがない のに 困ります。 ハ マ も元氣 

卜さん の 御注意がなかったら、 袷 ももって 来ないで 困る ところでした。 ハマが 拜 謝して を 

-人，. , , ； ,, て も 腹が減ります。 後 は 一八 ケ嶽 へつ V  く 山裾。 前面に は 駒ケ嶽 を大將 にした 南アルプス 速 

峯が 屏風の やうに つ V いて ゐ ます。 (八月 二十日) 

一 0  二三 〔八月 二十 四：！： 山 梨縣小 g 澤村 より 長野縣 平野 村 中央部 小 學校小 平 重紀へ (はがき)〕 

今 は アツ ケ ない 御面會 でした が、 キヨ子さん にも 會 へて 嬉しかったです。 古い 赤い 烏 は、 少し、 こな ひ 

だの 御 婦人へ 上げ、 アト を 同家へ 托して おきました。 上 諫訪仲 町の 牝丹： Sj とい ふお： K さんです。 同家の ふさ 

子さん (こな ひだの 女の人) に會 つて、 おもら ひ 下さい。 拜具 八月 二十四日 

10  二 四 〔八月 二十 四： H 山梨縣 小^ 澤 村鹂敎 分院よ リ 札 幌市南 ニ條永 井一 夫へ (はがき)〕  ^ 


おはがき と、 「佐 渡と 河內」 を 難 有く 拜受 いたしました。 あの 感激 を お 分ち 下さ つたの は 難 有 いこと です。 

珠 夫さん、 早苗さん は、 おか はい さう です ね。 早く 御 全快 をお 祈り 巾し ます。 龍 夫さん へ もよ ろしく。 こ、 

は、 信 濃の 境の 高原。 (海拔 九 〇〇メ1 トル) お 社 を 貸り てハ マ、 す i -、 刑べ ー と 四 人で 自炊です。 豆腐と 卵 

と 野菜の 他、 何にもありません。 東京で 三十 度の 日 も、 朝夕 は、 袷に」 お 織です。 だれ 一人 来ない 寒村で、 本 

當に淸 境です。 後ろ は 八 ケ嶽、 前 は 一里 位 をへ だて \ 南アルプスの 連 攀が天 を K して そびえて ゐ ます。 私 も 

す 子 も モンべ を はいて をり ます。 八月 二十四日 

lO 二 五 〔八月 二十 四：：； 山梨縣 小^; t 村藏敎 分- 院ょリ 東京 市 杉 並 M 大沼藤 W 孝子へ (はがき)〕 

お 手紙と、 ォ ッなァ ラレ を 難 有う ございました。 私の 家で もときぐ あの 家へ 賈 ひに 行 さます。 何にもな 

いところ へ いた いたので 皆々 大喜びです。 私 は、 お 酒の X;;- にして をり ます。 厚 く 御 禮を申 上げます。 每： n 

ブラく 遊んで ゐ るので、 山中 無 唇 日の 感じです。 一 昨日 はす £ナ を つれて 上諷訪 (四十 分) へま ゐり 諫訪明 

神へ 參拜、 隣の 平野 村へ いき、 七月 號 かに 入選した 「祖母の 死」 のキ ヨ子さん に會 つて 来ました。 昨日 は、 

ハ マと 二人で、 一 つ 先の 信 濃 境と いふ 驛に 下り、 ヮサビ の 裁 培 を 見學。 明日 は 富士兑 から ドライ ゲ して (卿 

吉と 二人で) 本鄕 村の 仔 馬巿を 見物し ます。 生れて 十 ヶ月 以上、 二 年 位までの、 かはい \ 馬の 賣買 です。 八 

月 二十 ran 

10 二 六 〔八月 二十 九：：： .5 梨縣 小淵渾 村禊敎 分院よ リ 東京市麻布.^廣^^-町鈴木^^;へ (はがき)〕 

思 ひがけない、 數々 の 珍品 を K き、 す V:. 丁 や 刑べ ー は 飛び 上る やうに して 喜びました。 昨日 は 四 人で 附近 

の 山へ ハ ィ キングに 出かけ、 クリ ー ムパ ンを炱 ベました。 ゥ マイく。 夜 は ュバで 一 ばい やりました。 に は 

. かに 大金 持に なった や-つ. な 感じです。 厚く 御 鱧 を 申 上げます。 私 は 毎日 タツ ッケを はいて 步 きます。 タツ ッ 

ケに頼 かむ りなので 村の 子供が ォッ ツァン、 ヨウと よびかけます。 「ォ ー ョ、 オメ ェ ラ、 ドケ ェ イク. ダァ、 
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イツ ショ 二、 エベ ィ (イカ ゥョ ごと、 つらって 步く。 ハ マ も 丈夫に なり 一 里 位 平 氣で山 を 歩きます。 御 母堂 

へよ ろしく 御 鳳, 培 下さい。 八月 二十 八日 

一 0  二 七 〔九月  一；！； 山梨驟 小淵澤 村禊敎 分院よ リ 東京 市 杉 並 E 天 沼 藤 S 孝子へ (はがき)〕 

ァ ラレ は、 いつもお 酒の 肴に して ゐ ます。 二十 九日に 歸 京の 豫定 でした が、 廣 島からの 酒が 二 升も餘 つて 

ゐ るので、 九月 一日まで 延ばします。 一昨日 は 信 州の 本鄉 村と いふと ころへ 子馬の 巿を 見に まゐ りました。 

タツ ケ祷を はき、 頰か むり をして 汽車に 乘 るので す。 人が 「ォ ツチ ヤンよ」 とよび かけて くれます。 社 を 一 

寸出 ると、 いろくの 草花が 一 ばいです。 今 も 紅 紫 黄白と りぐ の を 一 とに ぎり も 集めて 来て コップへ、 さ 

しました。 あなた をお つれしたら、 溶けさうな 目 をして お喜びになる ことで せう。 復刊 2^ 後の 辍 方の 中から 

傑作 を 六十 篇 より 出しました。 歸京 後、 五六 十 枚、 指導 法 を かいてく つつけ、 十一月に 中央 公論 社から 「綴 

方讀 本」 とい ふの を 出版させます。 八月 二十 八日 夕 鈴 木 三重 吉 

lo 二八 〔九月  一 m 山梨縣 小^ 澤 村禊敎 分院より 長 野縣上 陬訪町 岩波 ふさ子へ (繪 はがき)〕 

廿 八日に 歸 京す る豫定 でした が、 雨天で 小 海 線の 景色 を 見に いけない ため 延期、 昨日、 淸里 へま ゐり、 八 

ケ嶽 中腹の 「美しの 森」 まで、 家內と 珊吉と 三人で まゐ りました。 こちらに 滞在中、 復刊 以後の 赤い 鳥から 

緩 方の 傑作 六十 篇を 選定し ました。 歸 京の 上、 卷： m に 指導 法 を かき、 十 一 月 ごろ 中央 公論 社から 「辍 方讀 本」 

として 出版し ます。 御 母上 樣を はじめ 兩御 <F 姊、 御 令妹へ よろしくお つたへ 下さい まし。 御 一 しょに 上諫訪 

を 見せ て 戴きました こと は 永久の， 記念で ございます。 

九月 一 日歸 京/す £ナ よりよ ろしく 申して をり ます 三重 吉 

10  二 九 〔九月 二  H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 市 杉 並 K 天 沼 藤 田 孝子へ (はがき)〕  § 


昨日、 モン ペイに  一二 了 を かぶって、 新 宿へ かへ りました。 アト 三人 は 五日に 歸京。 赤い 鳥 十月 號が 出来 ま 

したが、 責校 0 に、 どうし ませ、 つか。 九月 號の達 先へ 出す と、 避暑 先から 歸られ たりして 移動が あるかと も 

思 ひ、 學 校の はじまる の は 十日 (？) だから、 保留して は、 おくれる し、 迷って をり ます。 御 指定 をお ねが ひ 

申します。 

新 宿へ お出かけの ときには、 お 立より 下さい。 山のお 話 をし ます。 九月 二日 鈴 木 三重 吉 

|0三0  〔九月 五 H 柬京 市^ 樯 返 西大久 保よ リ 東京 市 杉 並 區天沼 藤 田 孝子へ (はがき)〕 

規矩 子樣 にお 使 を かけまして 恐縮いた しました。 厚く 御禮 をお つた へ 下さ いまし。 綴 方 論をグ ンくか い 

て をり ます。 

先夜の 花 は、 やはり 「タム ラサ ゥ」 です。 今 曰 開花" ァザミ の やうで なく カサ くして ゐる のが 山地の 花 

らしくて 氣に 入りました。 昨日、 村 田さん 来訪。 又 綴方讀 本の 話 をし ました。 

あなたが 心からお 喜び 下さり、 難 有う く。 拜具 九月 五日 夜 鈴 木 三重 吉 

I  0 三 I  〔九月 七日 東京 市 淀 樯區西 大久保 一 ノ四六 一よ リ 麵町^ 丸の 內 中央 公論 社 木內高 昔へ〕 

木內樣  -  九月 六日 夜 三 重 吉 

「緩 方讀 本」 は 菊 版。 作篇を ホの ルビ ツキ、 各 作篇の 次に 入れる 選評と、 卷 頭の 指導 論 を 9 ボ 又は W ポ 

の ルビ ナシで 組む ことにしたい。 すでに 秀作 六十 篇を 選出。 批評と 共に 5C0 頁の 見當。 自由詩の 代表作 十篇 

位 を も、 綴 方の 感覺 描寫 とい ふ 項の 參考 として 卷 末に 入れたい。 500 頁 を 越えて ならない のなら、 緩 方作篇 

を、 それだけ 省きます。 

指導 論 は 七 分まで 脫稿。 中々 堂々 たる もの。 谷 崎の 讀 本の ごとく、 非科學 的な もので なく、 研究 的で い X 

です よ。 どこまでも、 懇切に 話す とい ふ 態度で、 罵倒 は 一 さい 避けました。 
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指導！^し半キレ、 200 抆 3? 上になります。 全 頁 を 500 頁と するならば、 前述の 自由詩 を 入れる ための 外に 

指導 論 の 頁數 だけ、 辍方を 省きます。 

御 多忙 中、 ぉ氣の 毒です が、 御 希望の 頁數 と、 原稿 はいつ 貴方へ 廻せば よい か、 組み 上り は、 いつで、 い 

つ 頃 本になる のか。 第一 版 をい く册 刷り、 印稅を どんな 都合で くれる のか、 以上、 ハガキ で 單簡に 御 返事 下 

さい。 

甲 州 小 淵澤に 十五 日 滞在、 一 日歸 京。 ハ マた ち 三人 は 一 ヶ月 七日 滞在、 今日 歸 りました。 

〔封筒 裏に〕 敍文 は！： T ホ、 ルビ ナシ四 頁ぐ らゐ。 

IO 三 二 一： 十月 五 H 東京 巿淀橋 直 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 杉 並 K 天 沼 藤 田 孝子へ〕 

麇 K 樣  十月 九 曰 鈴 木 三 重 吉 

招待券が ま. だ 一枚あります から 御 活用 下さい。 (同封いた します)。 私 は 一昨日 ハ マと 二人で 見て 来ました。 

百穗 氏の は、 この 前の 補遺で、 このまへ ほどの 豪華な ものはありません。 お父さんの 穗庵 先生の は、 今度が 

はじめて i -、 いろく 珍ら しい ものが あり、 その 作風の 中に は 或 時代 の 百標の それと 共通な も のが あるの も 

面白いです。 

緩 方讀本 は、 十 一 月の 三 四日に は 出版 出来る 豫定 です。 作篇 五十六 篇を 只今 三十 五篇 まで ニー 八 八 頁 組み 上 

げ ました。 アト、 私の 指導 論と もま だ 三百 頁 も 組まなければ なりません。 私 は、 この 讀 本で 疲れたせ ゐか、 

ノド がゼィ くして 来ました。 たばこ を やめ、 おさへの 藥を 飲んで をり ます。 この 十三 日の 日曜 あたりに 御 

一 しょに 遠足が 出来る とい X のです が、 當分、 發作 をお さへ るた めに 靜 止して ゐ なければ なりますまい。 

いっかの 滑 戶 村の マ ンヂ ユウ 屋のセ ガレが 栗 を もって 來 ました。 山 はま だ 紅くない さう です。 あの 邊の山 

の 秋色 は、 十一 月の 初旬が 一 とうい.^ と 申しました。 そのうちお 會ひ 申す の をた のしみ にして をり ます。 御 7 

自愛 下さい。 拜具  お 


10  一二三 〔十月 七日 東京 巿淀橋 區西大 久保ー ノ四六 一よ リ 廣島市 翠町翠 光園 今 堀 一枝 子へ〕 

今 堀 樣奧樣  十月 七日 鈴 木 三 重 吉 

拜復御 懇書 を 難 有う ござ いました。 御 健勝 をお 祝 ひ 申 上げます。 御孃樣 もい よく 来春 は 御 平 業 ださう で、 

おたのしみ のこと、 存じ 上げます。 御 一し よに 私の 講演 を 聞いて 下さった 御 同窓で、 東京に 殘 つて ゐられ る 

藤 田 孝子さん、 村 田 愛子さん は、 今でもと き < ^お出で 下さり、 そのたび に、 おう はさ もいた して をり ます。 

次に、 いつもく 「赤い 鳥」 へ 一方ならぬ 御 後援 を 頃き まして 恐縮で ございます。 厚く 御 禮を申 上げます。 

御 下命の こと 拜 承いた しました。 お 二方へ 本日 十一月 號と 十月 號と をお 接り 申しました。 十月 號の方 は 寄贈 

でございます。 角 樣へは 御 入 會の御 禮狀を さし 出しました。 

淺 草の 方の 敎師が 来て、 經營 のこと を 心配して くれる ので、 つ ひ、 あのうち あけ 話 をし ましたら、 維 誌に 

のせて しま ひました。 ォッ チョコな 男です。 あの人に は、 かくして 申しませんで したが 復刊 後 五 年間に、 中 

止して 金を拂 はずに 遁 げた 人、 ニ千人2^上、 金額 六 千圓に 上って をり ます。 これ は 何度 さいそくしても くれ 

ません。 八 分まで は小學 校の 敎員 ですから 呆れます。 呵々。 拜具 

10 三 四 〔十月 十四日 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 千 葉 縣東金 町 田 波 啓へ (はがき)〕 

御言 葉 を 難 有う ございました。 綴 方讀本 は、 只今、 ゼンソ クの發 作に 惱 みながら 校正 をして をり ます。 ヮ 

ラビ は ど-つもつ きにくいで すね。 私 は 三十 本づ X  二 年う ゑて 駄目でした。 どうい ふ ものです か。 甲 州の 八ケ 

嶽の シダは 高さ 三尺 もあります。 二 本 掘って 來 てう ゑました が、 つきます か 知ら。 奧樣を はじめ 皆樣 によろ 

しくお つたへ 下さい。 私が 膝に おのせ 申した ぉ孃 さま も、 もう 大きく おなりに なりました こと \拜 察 十月 

十三 日夜 鈴 木 三重 吉 
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IO 三 五 「十月 二十 九 H  橋 E 西大久 保よ リ 溢 谷 .5|： 代々 木深 町 八幡 莊村 S あい 子へ (はがき)〕 

一 乍 a は ひどい 雨の 中 を わざく お 見 まひ 下さいまして 恐 入り ま し た 。 御 厚情 を 難 有く 御禮申 上げ ま す。 

おかへ りに なった 直後、 雨が いよく はげしくな りました ので 御 途中 を 案じたり しました。 私 は、 もう 發作 

も卞 f、 ラク になり ました。 病中に 酒が 飮 めない ので シ ヨン ボリして、 項 戴の モナ 力 を 食べて をり ます。 お 

かへ りに なった あと、 藤 田さん から、 お 見 まひの 電話が か \ りました。 少しの ちが ひでした。 拜具 十月 二 

十九 日 鈴 木 三重 吉 

IO 三 六 〔十月 顷 木內高 昔へ〕 

木內 君。 この 手紙 を營業 部の 廣鳥？ 〔白鳥〕 さんに もお 目に かけて おいて 下さい。 ともかく、 一つの 市の 敎師 

が 聯合して あ. の 本 を 買 はう とし、 それ を 市の 敎育 部長の 名で 私ン とこまで 註文 するとい ふの だから、 難 有い 

です よ。 

手紙の 差出人 は 私の 出身の 廣島 市お g 小學 校の 次席 訓導で、 市の 辍方 研究 部の 主任。 中 邑敎育 部長から も 

先般 來信。 (その 手紙 は 反古に せり) 市の 敎 員へ、 あの 讀本 をなる ベく 買 ふやう 訓辭 すると 言って くれました- 

U 崎 君の この 手紙の 最後の 頁に ある 〇〇 氏と いふのに 廣島高 師附屬 の 訓導 〇〇〇〇 とい ふバカ 野郎な り。 

この 野郎が、 いっか 東京の 或國 語雜認 に、 鈴 木 三重 吉は綴 方の こと を云爲 する が 彼 は藝術 家の み。 教育 上の 

辍方 のこと は 分らん よと 放言した ので、 東京 市の 教師 どもが 笑った。 私 も 笑った。 この バ 力が 「綴 方 指導 原 

論」 とい ふ 本 下、 三 四 册の本 を かき、 大 先生の やうに 威張って ゐる。 ゅゅ1^^は、 ー勡も 寸分^、 n  ?t?t- 

指導す る 上の 眞の 方策 は說 かれて ゐ ない。 ゴ マ カシの 本。 しかも 一 册四圓 ぐら ゐの もの。 これ を 日本 全國の 

s-ll.^iif'^^>oo^^^.^。 私の 本で はコ イツの 名前 は 出さないで やった が 「辍方 指導 原論」 の バカゲ たと こ 

ろ を 二三 ャリ 玉に 上げて おいた。 478 頁の 「人 S 寫」、 487 の 「かき」、 490 の 「煙」、 542 頁の 「自然 描寫 
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の 指導」 など は、 みんな、 この 野郎の 言った ことなり。 ァ ハ、、 、 、。 やっつけて やった ので 廣 島の ものが 

喜んでる よ。 ト テモ。 

一 0 三 七 〔十一月 十一 一一 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ へお 橋- R 下 一， め 合 井本 健 作. 静 子へ (はがき)〕 

お W りと 卸 本 を 難 有う。 今日で 丁度 三十日 寢てゐ る。 去年 は 五ケ 月寢 たが、 今度 は輕 くて すみ さう だ。 も 

な J 一」..... る。 一 二 時^お きに は、 息が つまり、 おき 上って クンく 苦しむ。 十八 年 もの 刑罰で、 も 

- .」 てゐ るが、 ときぐ 面倒く さくなる。 御 本 は、 數 日か乂 つて、 愉快に 拜讀 した。 貴兄 も、 執筆 中、 い 

たのしみだった と拜 察。 今夜 は、 起き 出て ルミ ィを ほんやくした。 下手く その フランス語で、 五十 四に な 

り 字引 を ひきく 譯 すの も ミヂメ な もの だ。 ハ マ、 す £i.、 珊吉 健在。 珊吉の 野郎 は、 もう ォッ ツァン だ。 

家が せまいので、 近所へ 下宿して 勉強して ゐる。 来年、 ささらい 年と、 アトもう 二 年 は 高等 學校 をう け、 三 

年 目に は アキ ラメて 私立へ はいる 由。」 御 健康 を 祈る。 十一月 十二 日夜 鈴 木 三重 吉 

一 01  二八 〔十一月 十四 H  ^^橋_5|1西大久保ょリ ぉ小良縣丹波巿町池2〔元小笠15^^5£次郎へ (はがき)〕 

岡 寺な どへ 御 遠足の 由、 岡せ の佛 像に、 い、 彫刻の あるの を御覽 でした でせ う。 私 は 今 曰で 三十 一日 間 

てゐ ます。 今度 は 早く 起きられ さう です。 軍薺學 校の 翳 官が來 て 下され、 . 日本で はま だ 殆んど 試みられな V 

ドイツの 或 法 射 をして 下さいました。 種 S やつ. にして 腕へ、 つゑこみ、 はれ 上って ゐ ます。 これ を 十日 H こ 

とに 十囘 やる と、 血液が 全部 變更 される らしく、 それで ゼン ソクも 直る とい ふ 根本 療法た と 想像され ます 

家族み なく 健在です。 十一月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

101 一一 九 〔十一月 三十：！：  asw 大久 保よ リ まお々 木 ® 町 八幡 §s あい 子へ (はがき)〕 

お 言葉 を 難 有う ございました。 最早、 咳 もとまり、 すっかり 樂 になり ました。 病中 フゥ /\ 言 ひ/ \、 一 
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月號 二月 號で 六つの 話 を かきました。 呵々。 

蔡方讀 本 は 市場での 前景 氣 至極 良好との こと。 ー册獻 上します から、 待って、 下さい。 そのうち どこかへ 

內 輪の ものば かり 集り、 祝賀 會を 開きます。 あなた も 藤 田さん も 御 招待 申します。 十一月 三十日 鈴 木 三 

霄吉 

ー0四0  〔十二月 三 = 東京市^椅-^！！西大久保  ー.ノ四六 一 ょリ 仙 辜-市 北 二番 丁 小官 IK 隆へ〕 

豐隆樣  十二月 二日 夜 三 重 吉 

先日 は 難 有う。 もう、 だんく ラタになる。 御 安神 下さい。 中央  <ム 論 (使 木內) が 「綴 方讀 本」 の 批評 を 貴 

君に 「朝日」 へ かいて もら ひたいが 如何と いふ。 「小宮 に 越した こと はなく、 いつもなら 或は 私から 賴 むか 

も 知れん が、 今度 は、 漱石全 集で トテ モ大變 で、 かいて 居れまい。 ビジネス 的に 贵 社より 頼め。 右の 理由で 

斷 つて 来たら ビジネス 的に アキ ラメよ」 と 申し、 かへ したり。 

但し、 プライべ イトの 批判に 別な りと 申し 添 ゆ。 これ はハガ キー 枚に て、 肩 もコラ さずかけ る 故。 つまら 

ない もの なれ ど 指導 論 を 通讀、 缺點を 指摘し、 なほ 今後、 硏究 すべき 着眼 項目 を 指示 せられん こと を 乞 ふ。 

これ は 一 三重 吉の ためなら ず、 緩 方 指導者 を 指導す る 世界に は、 目の あいた もの は 小生 一人な り。 少しで も 

足しになって やりたい 爲に 御座 候 也。  ヨ" 

恒 子さん によろ しく。 頃日、 毎夜 酒 一 合に 舌鼓す。 天下 大平 なり。 

. 朝日 の 全集 の 批評 を 感謝 し て 再度 も讀み た り 。 

綴 方の 印稅で 家賃の 滯 りを拂 ひ、 社の 雜費 にあて、 ノコ リでハ マ を つれて 溫 泉に 浸って 来る つもりで、 歩 

ける の を 待って ゐ るよ。 アナ、 ゲン。 

10 四 一 〔十二月 四 H 東京 市：； 橋- te! 西大久 保よ リ 仙 塞 市 北 二番 丁 小宫農 ュ隆へ (はがき)； 一 
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中央 公論 社から 朝日 讀書 欄へ 責評を 願 ひたい 一 K 々の 件 は、 一 寸 まって くれ。 實は 同社から、 朝日の 右 欄の 

係の ものに 向 ひ、 貴君の 批評 を 得たら 載せて くれと 頼んだ ところ、 外界から、 どの 本 を 批評し ろ、 だれに 批 

評して もらって くれと 指 命され ると、 慣例に なり 困る と斷 つたら しい。 次で 又、 交渉したら 〔し〕 く、 今度 は 

坂 崎 氏から 返事 あり、 「鈴 木の 本なら 立派な もので せう から 批評 を ひせます」 とあった 由。 前の 關係 ある 故、 

指名 は 坂 崎 氏に 委す とし、 小宫 さんに と は 言 ひ 得ず 終れり、 と、 私へ、 わびて 來 ました。 右お ふくみ を 乞 ふ „ 

綴方讀 本が 賣れる こと を 祈って ゐ るよ。 十二月 四日 鈴 木 三重 吉 

lO 四 二  〔十二月 十 ：H 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 芝 區下高 輪 町 小山 東 一へ〕 

小山 樣  十二月 九日 鈴 木 三 重 吉 

先日 はゴタ くして 失？ Si いたしました。 今度の 話 はトボ けて ゐて、 子供に 受ける と 思 ひます。 あの  一、 二 

を ー囘に 出したいです が、 アト どのく らゐっ V きます か。 

今の 子供 は 西洋の 映畫ゃ 西洋の story に 馴れて ゐ るので、 おさん、 健吉 大統領 は、 西洋 名の 方が Natural 

に ひ きます。 御馳走 も、 キン トン、 タマ * コャキ より 洋食の 方が 板に つきます。 原 名 をお しらせ 下さい。 

もう、 私 も 電話へ 出られます。 御 電話 下さっても 結構です。 

只今 御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたしました。 拜具 

一 0 四 三 〔十二月 十一 H 淀撟區 西大久 保よ リ 錄町區 丸の 內 中央 公論 肚木內 高音へ (はがき)〕 

小宮 から 来信。 小宮 は、 こちらが 頼む まへ に (まだ 賴 まんが) 坂 崎 君へ 手紙 を かき 「緩 方讀 本の レゲ ヰゥは 

ォレ がかくから、 ォレに 頼んで よこせ」 と 申込んだ さう だ。 ほかへ 賴ん だら それまで なれ ど、 まだなら ば 小 

宮へ： g むで せう。 小宮 は、 その まへ に、 夏 ごろから レ. ゥヰゥ を 朝日に 頼まれ、 まだ 果 さない 本が ある 由。 

それ は アト 廻し にして、 三重 吉の本 を 先に やりたい と 申し込んで くれた 由。」 靑木健 作 も 何 かかいて もい 
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、と 言 ふ。 必要 あらば 靑 木に 申しつ けられて 可し」 小宮は 十六 日まで は、 傲 石 全集の 解 說でヒ マ なし。 そ 

の アトです ぐ やる とい ふ。 十二月 十一 日 鈴 木 三重 吉 

lO 四 四 一十 二月 十二  H 東京 市淀樯 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 千 葉 縣東金 町 W 波 啓へ (はがき)〕 

綴方讀 本に つきお 言葉 を 難 有う ございました。 世間の 緩 方 指導 書なる もの は、 たいてい、 あんなべ ラボ ー 

な ものです。 笑 ふに も 笑へ ません。 かはい さうな の， で 名前 はかくして やりました。 そんな 奴ら が、 つまらな 

い 本 を 三圓、 四 圆で買 はせ るので す。 中央 公論 社のお かげで、 私の あの 本が 一圓 六十 錢 なの は 痛快です。 呵 

々 拜具 十二月 十二 日 

私が 膝 へお のせ したお 孃さ まも、 もう 大きく くお なり になり ました こと、 存じます。 ^；ー！：方み なさ ま へ よ 

ろしく 御鳳聲 下さい まし。 

川端 康 成が、 樓方讀 本の名 作品 集 は 萬 葉 集の 作の ごとき 意義が あると、 ほめて くれました。 兒 童萬歲 です。 

10 四 五 一. 十二月 十三 H 東京 市淀樯 西大久 保よ リ 仙 ー<<5市 北 二番 丁 小お 鱟 へ (はがき)」 

プック、 レゲ ヰゥの 件、 あんなに までして 下され、 恐縮です。 厚く 御 禮を申 上げる。 もし 坂 崎が、 貴下、 

全集の 解說で 閑な しと 考へ、 他へ 頼みし アトなら 萬 事、 あきらめる。 但し 賣 下の 好意 は 忘れ 得ざる べし。 ヮ 

ガ ハイ、 まだ 寢てゐ る。 咳 は 出 なくなった。 九日 會は 二十 周年の 記念と して、 階樂 園へ 集合。 年寄 連と して 

は眞 鍋老、 森 田、 靑槻 爺さん 出席した。 計 十 名。 ヮガ ハ ィは 出られず、 一 In なめずり をして ゐ た。」 御禮 まで 

拜具 

御 好意 は t 公論 社へ も內 達し 置きたり 十二月 十二 日夜 鈴 木 三重 吉 

I  0 四 六 〔十二月 十三 H 東京 市 淀樯區 西大久 保より 東京 市 世 W 谷 玉 川 松 岡 一 teg へ (はがき)〕 
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先夜 はヮ ザ/ \ お 電話 を 難 有う。 おにぎ やかと 承り 喜びました。 又、 記念の よせがき は、 貴君の 御發 意と 

拜：^？ぃたします。 咳 は、 とまり ラク になり ましたが、 まだ 步 けません。 少し 步 くと ゴ ホンく 出ます。 これ 

:7 する に は 地獄へ 行く 外 はない やうです。 綴 方 讀 本 は 一 萬 刷りました。 今のところ 景氣 はい，. やうです 

•  外、 賣れ殘 るか も 知れません。 中 瓜 八 公論 は 金に ケチ で、 印稅の 全部 は來年 二月で ない とくれ ません よ。 

ィャハ ャ。 

筆 子さん によろ しく。 十二月 十二 日夜 三重 吉 

lo 四 七 〔十二月 十四 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 仙臺市 北 二番 丁 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

艸平老 に 決定した 由。 御 通報 を 難 有う。 艸 平が 中央 公論 社へ いき 「三重 吉の 本に つき 役に立つなら 何でも 

する」 と 申込んだ さう である。 1マ •  一：. 社へ 持ち こんで ハネ つけられたり してる らしい。 公論 ヘア ブラ 

を賣 りに いき、 以上の ごとく <ムに  r した ものと 察しうる。 公論で は r 艸 平さん では」 と、 私が 感服 

しないの を 察して 取上げなかった と 聞いて ゐる。 坂 崎が 貴兄の 全集の 任務 を 尊！^ し、 たのみ かねた の は正當 

である。 そのお 鉢が 艸 平に 廻った の は、  <ム 論に 對 して ユカ ィ でも ある。 あきらめ るよ。 そのうち ヒ マのと き、 

下 11 を通讀 して 何 かサゼ ストし、 是正 もして くれよ。 十日 間で 八 千 部 出拂。 (但し 店へ 出た とい ふの み。 返品 

は ある) 本日、 千 部 捺印。 すばらしい 景氣 だが 印稅 (一 ヮリ) は 五百圓 しかく れん。 アト は 二月まで マテと。 

オヤく。 (十二月 十三 m 夜 三重 吉) 

IO 四 八 〔十二月 二十 H 東京 市 淀 橋 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 杉 並區： 六、 沼 藤 S 孝子へ〕 

藤田樣  十二月 二十日 鈴 木 三重 吉 

振替の 御 拂込を 難 有う ございました。 毎月の 御 厄介 を拜 察し 恐縮いた します。 厚く 御 禮を申 上げます。 

もう 試驗 はおす みです か。 年末で 御 多忙の こと V 存じます。 私 はだい ぶよくな りました。 三月 號を 一 人で 
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五つ も 書いたり したので くた ぶれ、 少しから だに 障った かと 思 ひます。 最近、 陸軍のお 醫 者さん が 来て 下さ 

り、 ドイツの 新しい 注射 (日本で 私が 二人目) をして もらって ゐ ます。 十日に ー囘、 二十 囘 やる のです。 もう 

四^す み。 これで 根治 出来れば い、 がと 思 ひます。 寒さが 急に きびしくな つたので、 セキが 出て こまります。 

窒息 狀 態の やうになる、 苦しい 發作は 止みました。 

おどろい たの は 辍方讀 本で、 十日 間に 初版 八 千 部 H り、 數日 前、 また 千 都 刷りました。 辍 方の よく 出る 向 

島區第 一 一 寺 島 小學校 では 三十 二 名の 先生 中、 二十 七 名 ま で 賈 つ た と 申して 須賀 とい ふ 先生が よろこび アト 五 

名 は 話せない 奴 だと ォコ ッてゐ ます。 

だれか、 身の ある 批評 をして くれ、 ばい、 と 思 ひます。 朝日讀 書 欄で は 森 田 草 平に 賴ん. たさう です" 草；：！' 

は ノホ、 ン で、 gf? 方 はよ く 分らな い で せう。 呵々。 

早く 元氣 になり 祝賀 會を やりたい と 思 ひます。 おついで のとき 村 田さん によろ しく 拜具 

I  0 四 九 一； 十二月 二十 一日 東京 市 淀樯區 西大久 保より 世 田 谷 區東玉 川 松 岡讓へ (はがき)〕 

御 懇書 を 難 有う。 もう、 やう やく 起きて 坐って ゐ ます。 おかげで 「緩 方讀 本」 は、 十日 間に A 千 部 出拂。 

なほ 千 部 If 刷 をし ました。 三 萬 位は賣 るつ もりです と。 但し 中央 <ム 論 社と も ある ものが、 金がないと 申し、 

印税 を 今 罔 六百圓 くれたの み。 あと は 二月です と。 ッ マラ ナイ コ ト、 オビ タ，、 シィ です。 寒い ので、 最：. y^l 

がけに 五 勺 又は 一 合飮 みます。 三十 年 前から 每晚 一 合 だったら 三重 吉君 も、 もう 少し 仕事 をして るか も 知れ 

ない とお も ひました。 乍 末筆、 わが 筆 子 氏に よろしく 御 鳳 聲 願 上げます。 拜具 士 一月 一一 十一 曰 鈴 木 三重 

吉 

|0五0 一十 二月 二十 四 H! 東京 市 淀 橋 區 西大久 保よ リ 仙 薹市北 二番 丁 小 宫璺隆 へ (はがき)〕 

葛 飾 の敎 員に、 おれが 成 田で 敎 へた 大木と いふ 男が ゐる。 草 平が 木 下町に ゐた 頃から 草 平のと ころへ も 
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出 人して ゐる。 おれの 直接の 誘 a- も あり 緩 方 指導 の 名人で、 今度の 本に もこの 男の 生徒の ものが 六 篇も選 入 

されて ゐる。 草 平老本 tn 来信。 「緩 方 讚 本の 批評 は 大木に 下がき を 命じ、 到来、 それに 基き 執筆す る 故、 安 

神せ よ」 と あり。 「要領が い、、 安神 だ、 よろしくお 願 申します」 と 返事せ り。 結婚 祝の 返禮に 白地 金少ー 

反, _ せり 来る。 これ は.、 ハカの 骨頂 だと、 罵倒して やった。 いづれ ォ タネ 輩の する ことならん。 輕 薄の. 全り 唾棄 

すべし。 批評の 件 どうぞ 御 安神 ありた し。 やう やく 起きて 坐る。 十二月 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

I  0 五一 〔十二月 二十 五 H  is- 京 市 淀 橋- R 西大久 保よ リ ^京 市 杉 並 K: 人 沼 藤 田 孝子へ (はがき)〕 

本日 はわ ざく 相す みません でした。 お 話の 途中へ アイツが 来て。 アンチ キショ ー。 それに 紛れ、 お 珍ら 

しいお すしのお 鱧 をい ふの を 忘れました。 あのお すしで はまる で 京都へ いった やうな 氣 がしました。 あれ は 

酒の サ カナになります。 今度 私が 京都へ いってお いしい もの を 食 ベる ときには、 あなたへ 達りたくて モ ジ 

くします でせ う。 御 g まで 拜具 十二月 二十 五 曰 鈴 木 三重 吉 

10 五 二 一；， 十二月 二十 六 H 東京 市 淀 橋 ^西 大久 保よ リ 東京 市： な椅 .峰 下落 合 井^ 健 作へ (はがき)〕 

寒い のう。 元氣 か。 やっと 今日 起きた よ。 岩波 書店から 敎育雜 誌が 出て る さう だが、 それへ 私の 綴 方讀本 

の 批評 を かいて くれる 適 當な人 はない かと、 或 人が 相談す るから、 贵 兄に 頼んで 見い と 言って おいた。 問が 

あ たら、 かいてく れんか。 綴 方の 世界に はォレ より ェ ライの がゐ ない の だから 心細い。 その 意味で、 私 を 

鞭 韃し敎 導して 下さらば、 綴 方の 世界の ためになる。 よろしく たのむ。 

靜 子さん によろ しく。 ハ マ、 す £ ナ、 珊スケ 皆 健。 十二月 二十 六日 三重 吉 

10 五三 一： 十二月 二十 七：！：  ^橋- te: 厂 I 大久 保よ リ ：：^ 野縣 平野 村 中央 小 校 小 平 まお へ (はがき)〕 

御 後援 を拜 謝いた します。 次に お 願です が、 綺話を 盛に したいと おも ひます ので、 その 誘導と して 責 校の 
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うまい お子さんに、 二三 篇か \ せて 下さいません か。 ハ ガキ大 の 用紙 (或は その 比例) で六圖 (六 ま い) の もの 

が 好都合です。 ェ ンピッ や、 普通の ブル ー • ブラックの インクで は 版に とれません。 ェン ピッで 下がき をし 

て、 その上 を、 ペンに 黑汁 をつ けて 書いて 項き ます。 この 休み中に 出来ますまい か。 一 辍方讀 本 は 八日 間に 

初版 八 千 部を賣 りつく し、 再版 をう りに か.^ つて ゐ ます。 

IO 五 四 〔十二月 三十日 東京 市 淀橋區 西大久 保より 葛 飾區本 田^ 江 町 大木 顯 一郎へ (はがき)〕 

草 平 宅より 來信。 朝日の ブック、 レゲヰ ゥを責 君の 下書きに よって かくの だと 言って ゐた。 中々 要領が い 

&。 併し 貴君 はェ ンの 下の 力 持で 相す みません。 中央 公論 はケ チンボで 第二 版 を 千し か 刷らない ので 又賣切 

れで、 註文 先へ コト ヮリを 言って ゐる。 もう 一 月 中旬でなくて は出來 やしない。 この 冬休みに 買って 讀 まう 

とい ふ 人が 買へ ない の だから バカ/ \ しい」 今日は 七十 五日 目で 起き 上り 床屋 を よんで 顏を 剃り、 湯へ は 

いりました。 三月 號の話 を 五つ も 執筆。 君の 方、 石 井よ と 子？ さんの 「火事」 が 人選。 义續々 開拓、 お 目 出 

たう。」 朝日 • の 件のお 禮 まで 拜具 十二月 二十 九日 夜 鈴 木 三重 吉 

10 五 五 〔十二月 三十  一 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 廣島縣 贺茂郡 西 條町脇 護爾へ (はがき)〕 

御壯健 奉祝。 私 は 老来、 每冬ゼ ンソク に 襲 はれへ コ タレます。 今年 は 十月 半から はじまり、 やっと 本日、 

無理に 床 を 上げました。 新鮮な デビ ラを難 有う ございました。 ぉ氣の 毒で ガイ マ ス。 早速 晚 酌に 頂きます。 

御 多幸な 新年 をお 迎へ 下さい。 拜具 士万 三十 一日 夜 鈴 木 三重 吉 


677 


昭和 十一 年 


10 五六 〔一月 二  H 淀橋區 西大久 保よ リ 廣 ft 市 大手 町 本 S 鶴 蔵へ (印^した. る年贺 はがきに)〕 

すばらしい 上等の 大牡螭 を 難 有く 項き ました。 厚く 御禮申 上げます。 併し どうぞもう これぎ りで、 かう い 

ふ 御心づ かひ を 項き ません やうお 願 申します。 右 牝蠣は 正月 元日 午前、 ォ ミキ 最中に まゐ り、 みんなに 食 は 

せて 自慢 をいた しました。 

lo 五 七 〔一月 五日 東京 市 淀橋區 TO: 大久保  一 ノ四六 一より 廣烏市 大手 町 本 Efe 藏へ (はがき)〕 

又々 昨日 はデ ビ ラを、 本日 は 廣島菜 を-頂、 きまして 恐縮に 存じます。 たびく 項き まして 御 禮の申 上げ やう 

も.. こさいません。 一 月 三日 正午 

デ ビラの ァ ブラの しみて ゐ ない、 ほんとうの 味 を はじめて 味 £,5 ました。 新し いのは、 燒 くと ァ ブラが、 に 

じみで ます。 なるほど、 おいしい ものです。 いつも、 よそから もら ふの は、 身が 黄色くな つて ゐ ます。 

10 五八 〔一月 五日， 淀 橋 W 西大久 保よ リ 仙 臺市北 二番 丁小宫 三千 代へ (印刷せ る年贺 はがきに)〕 

御 年始 狀を難 有う。 みなさま おそろ ひで、 新しい お 正月 をお 迎へ のこと、 存じます。 私 は、 元日に は 床上 

げ をし、 自動車に 乘 つて 夏 目 奥さんへ 御 年賀に いきました。 もう セキは 出ません。 しかし、 まだ 步 くの は、 

五六 間し か步 けません。 寺 田さん が 亡くなられ、 ジ レツ タイ 氣 がします。 私 は 昨日 も 今日 も 午前中、 「ルミ 

ィ」 を譯 しました。 五月 號の を。 早く 手 ま はし を しないと 迫つ かけられる のです。 いっかお 父 さまと 一 しょ 

に 東京へ 来て、 私 方へ おとまりなさい。 す； - 子が 方々 見せて くれます よ。 一 月 四日 朝 
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10 五 九 〔一月 八日 東京 市 淀 橋 一 R 西大久 保よ リ 東京 市璺島 雜司ケ 谷 坪 £ 譲 治へ (はがき) 一 

n 一匹の 娃」 よ、 四月 號に拜 載いた します。 (三月 號は、 もう 决定。 さし ゑに 廻し ました。 四月 號も 大略 

決定) 五月 號 から、 誌面に 變化 をつ けようと おも ひます。 その 內拜顏 して、 今後のお 作に ついて 御 相談いた 

します までよ、 當分、 御 創作 を 御中 止お き 下さいます やうお 願 申します。 辍方讀 本の？ を 森 田 力 力， "てく 

れ ましたが、 カン ジンな 指導 案の、 、システムに ついては 門外漢で 何にも 言へ ない ので、 私と して は ツマり ま 

せん。 井本 健 作が、 大略、 その 勦に 觸れ たもの を かき、 岩波の 方へ 廻し ました。 いろ/、 難 有う. こざ、 まし 

た。 一 月 七日 鈴 木 三重 吉 

|0六0  〔一月 十三 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 八 戸市 鲛尋常 高等 小 學校岩 見 正 男へ (はがき)〕 

1 日よ 「辍方 讀本ー にっき 御 感想 を 難 有つ ございました。 在来の 指導 書の 著者が どんな 顏 をして ゐる でせ 

う。 十 年 も 十五 年 も、 彼等に 言 ひたい ま k を 言 はせ て來 たやうな ものです が、 とうく、 退治て おき まし 

-. こ。 - 貴君の あのお 手 被の、 さしつ かへ ない 部分 を 赤い 鳥 通信欄で 發 表する こと を 御 許し 下さいません か。 

御 承知 下さ よ、 御 返事よ 項き ません。」 綴 方讀本 は、 最早 二十 版 二 萬 部) 出ました。 併し、 あれ を W んで 

實 行して 下さる 人が いくたり ありませ、 つ。 實行 しても 私の 選に 入る やうな もの を擧げ るの は 中々 です。 右 迄 

拜具 一 月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

10 六  一 二月 十三 日 木內髙 昔へ〕. 

3 君  一 月 十三 日 鈴 木 三重 吉 

貴方の 勝手 だと 言へば それまで だが、 チビ リく千 部 づ\撿 印 をと りに 來 るの は 問題 だね。 

最初 八 千 部 刷った のが 約 十日で 出拂 つたと すれば、 たいがい、 この 本 は、 まだ、 どの位 出る かの 見當 はつ 
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くだらう。 然るに 十二月 半に たった 千 部 作った の は、 どうい ふ見當 です。 三十 一日まで. の 間に、 赤い i 社 を 

55 版元と まちがへ、 こんな ゥ リコ ミドキ に 品 切 は ひどい と、 小賣屋 がブッ /\言 つたの が ある。 

君 等 は、 暮ゃ 正月 は * 人 問が 本を讀 まん ものと 思 ふの か。 小學 校の 先生 は、 ノン ピリした、 冬休みに、 J ほ 

みたい もの を讀 むの だ。 

暮の 二十日 以後、 正月 半まで は、 活版 その他の 關 係で、 本が 出来な いのは 分って ゐ ない のか。 つまり、 暮 

の 二十日 頃から この 半まで、 小學 校の 先生に 本の 賣れる 期間 を、 まるで 品 切に して ゐ たのと はちが ふか。 

印 稅はニ ヶ月 後に 拂 ふので ある。 紙屋 も 活版屋 も、 二 ヶ月 三 ヶ月の 後の 支拂 ひだらう。 そんなら、 何をケ 

チく 千部づ X 印 をと りに 来る のか。 /一  べんに 三千 か 五 千 作れよ。 三千 刷っても 五 千 刷っても 刷り 賃は同 

じだよ。 /出版部と して、 右の 點を考 へよ。 

新年に なって まだお 會 ひしない。 一 ぺん顏 を 出せ。 面白くな いから、 少し アブ ラを しぼって やる。 

10 六 二  二月 十六 H 東京 市 淀樯區 西大久 保よ リ 東京 市 芝 下 高 輪 町 小山 東 一へ (はがき)〕 

「南洋へ」 は 話が 變 つて ゐて、 子供た ちが 喜ぶ とお も ひます。 あの 二！！ 分のう ち 「英雄の 國」 の chapter 

は 省きました。 あの 中の， すべての 人格が 分って ゐ ない 子に は 一 向ッ マラン からです。 省いても 全暖に 支障 は 

ありません。 勝手 をお 許し 下さい。 三月 號、 四月 號、 五月 號 にっき 再 話 (retelling) の 上の expression を、 

御 玩味 下さい。 近日、 ほんの 申 わけの 薄謝 を郵 達いた します。 二月 十六 日) 鈴 木 三重 吉  - 

lO 六 三 二月 十六 n 来 京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 市 S 島區雜 司ケ谷 ITS 譲 治へ (はがき)〕 

「二 匹の 蛙」 は s: 月 號に拜 載いた します。」 毎月、 全部が 童話ば かりで は、 かく 人がない ので、 突つ ばつ 

ていけません。 三月 號の ごとき は、 私が、 かき 直しと も、 六 話中、 五つまで 執筆。 これで はャ リキレ ません。 

五月 號から は、 又、 もとのと ほり、 紙數を ふやして、 科學 物、 その他 を 人れ ます ご 宇 野 千代： ナ氏 にも 一 ぺ 


680 


年 一十 和昭 


んで 凝り/ \ しました」 貴兄の 善 太 もの は、 同じ やうで 變 化がない とい ふ、 多くの 通俗 讀 者の 非難 を排 し、 

永らく 突つ ばり 載せて 来ました が、 貴い もので あっても、 事實、 變化 のない ものです から、 當分、 少しお や 

すみ 下さい。 ほかの 題材で おかき 下さい。 創作 も 結構です が、 本来のお もしろ い 話の 再 話 (いっかの 南洋 探 

險 物の.. ことき) も、 いっかお 話し 申した ごとく、 貴下の 息 ツナ ギ にも、 赤い 鳥の 變化 にも 結構と おも ひます。 

何 か、 さがしあてられません か。 兩方 ともお 出来次第、 い つ でもお 達り 下さい。 拜具。 一 月 十 一 九日 夜 鈴 

木 三重 吉 

I  0 六 四 〔 一 月 十八 H 東京 市 淀橋區 西大久 保より 東京 市 淀橋區 下落 合 井本 健 作 へ (はがき) 

留 岡さん が、 貴 評 を 「敎 育」 二月 號に のせて 下さる さう で拜 謝して ゐる" 同氏が 私に 缀 方に 關 する ヱッセ 

ィを かけと 言 はれる さう だが、 たった こな ひだ、 私の 言 ひ 得る ことの 殆 全部 を 本に かいたば かりで、 もう 全 

然、 意見の もち 合せがない よ。 「. 學 校の 辍 方が 世間の 讀 物と いかに 關 係して 變遷 しつ. - あるか」 なんて 問題 

は考 へたこ^ もない。 學 校の 緩 方 は 世間の 讀 みものと は沒 交渉で、 二十 年 も 三十 年 も I 日の ごとく、 盲目 状 

態に あるの ぢ やない かな。 私 は、 綴 方に ついて よその 雜誌 にかく やうな 意見 はない よ、 留 岡さん に、 よくお 

ことわり をして くれない か。 だいぶ 元氣 になった。 そのうち、 君に 會 ひに いくよ。 乍 末筆 靜子 夫人に よろし 

<o 一月 卜 八日 鈴 木 三重 吉  . 

I  0 六 五 一 一 月 二十 一 =1 川 fer 政 信へ〕  • 

川崎樣  一 月 二十 一 日 鈴 木 三 重 吉 

御 懇書 を 難 有く 拜誦 いたしました。 中央 公論 社へ も簿 へました ところ、 とても 喜んで をり ました。 教育家 

諸氏から、 しかも、 じぶんの 故 鄕の敎 育 家 諸氏から、 こんなにまで 勸迎 して 項いた 本 はなく、 著者 もないで 

せう。 厚く 御 禮を申 上げます。 大に 喜んで 署名 をし ませう。 病後で、 まだ 寢た りおき たりです が、 か，. るゴ 
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ヒィキ よりの 御 依賴と あらば、 鉢卷 をして でも かきます よ。 〇〇〇- チヤ アナ ィガネ * チハ チ マキでの ゥ。 

公論 社で は、 よく 品 切になる ので、 (營業 部が シ ミツ タレで、 最初 八 千 出す の もシプ く、 アトに、 千 づ.' 

二 fe 壻刷。 寶れ ると なれば、 どの くら ゐ賣れ るか を 知らない (ナン テ、 私が 今デ コ ソ ホラ を フクが) 殘り はし 

まい かと ケチ /\ スル ので、 すぐ 品 切。 他の 部に ゐる 私の コブン ども、 プン 怒って ゐ ます) 品切れに な 

ら ん さき に 100 ブ おれのと こ ろ へ 屈け ろ、 廣 島の 註文に 應 じすぐ 達る た めだと 申し まし た ところ、 (ジ ッッァ 

ン が ジブ ンデ、 デンヮ へ 出 タノ ハ 八十 九 H プリ) またく 品 切で、 またく たった 千 部、 近日 判 をお し に I 來 

て、 本 月下 旬に 製本 出来 上り、 イノ 一  バンに 廣島 用と して 100 ブ、 持參し サイン を 乞 ふと 申して をり ます。. 

後れ て すみ ま せんが、 下旬 ま でお まち 下さい。 

故^の 諸氏のお かげで、 在 公論 社の コブン が、 それ 見ろ と、 喜んだ こと。 私 も 大きに 顔が 光り、 難 有う ガ 

ィ マ ス。 

註文の ない うちに、 中邑 さんへ ぉ體 をい ふの も @ にっき、 御 註文が あってから、 ゆっくりお 禮を 申し ませ 

う。 あなたから、 この 手紙の 趣 も、 かいつまみ お話しお き 下さり、 同氏に 對 する 私の 拜謝を も 前お-て おった 

へ 下さい。 

田 上の ヲ. チヤ ン (ヂッ ツァン？) が、 私の こと を 綴 方の 分ラ ン 男ダト 言った の は、 コ ラ ェ て やりまん。 展ト 

モ ナイ。 ヲギ ヤンが 「辍方 指導 原論」 など \ いふ、 トホ ー もない バ 力な 本 を かいて、 おもしろ いことば かり 

言つ とんなる けん、 私の あの 反擊を よんで、 みんなが ワイく 笑って 喜びまん。 ヲ * チャンに お 禮を言 ひメョ 

I 力。 呵々 拜具 

赤い 鳥の 古くからの 讀者 は、 教育家で も 門外 者で も、 私の あの 本 を 喜んでくれ、 祝 ひの 手統 ゃハガ キがド 

ン /\來 マン。 喜ン デモ ラフト あんな もので も、 マァ、 書いて よかった と 今では 思 ひます。 ャレ メンド ー ク 

サイ、 ソレ メンド ー ク サイと、 ブ ッ/ \ ィヒ/ \ かいた ものです。 書 イタ ッテ、 ダレ ガョ ムモ ン カイと 申し 

てゐ たのです。 呵々 
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一 0 六 六 二月 二十 二日 東京市^sgME大久保ょり 東京 市 淀 樯區西 大久保 as 转 子へ (にがき ご 

御 尊父 樣御 逝去の 趣拜 承し 驚きました。 お 悔みの 言葉 も ございません。 御 慰問 申 上ぐべき 害です が、 近来 

の 寒さで 又 引つ こもって をり ますので 失禮 いたします。 そのうち、 御 玄闋へ 伺 ひます。 御 母上 樣へ もよ ろし 

く 御鳳聲 下さい。 あと、 みなく さまの 御幸 福 をお 祈りして 止みません。 今後お ごとき もの にても 御 相談 相 

手に なれます こと は 何でも 伺 ひます。 乍不 及、 出来る限りお 力に なりたい と 存じます。 ハ マ も、 御 不幸 をお 

傷み 申して をり ます。 一月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

10 六 七 二月 二十 二日 東京 市 淀橋展 西大久 保よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小 宮登隆 へ (はがき). 一 

核 根が 私に は 寺 田さん の 文章に ついて 一 言せ よと 言って 来た。 文 草が ぃ&ぢ やない か。 クシ ヤノ ヽ して 腹 

が 立った。 仕方がな いから 勝手に 作 篇と隨 筆と について 概言 してお いた。 寺 田さん の それらの 牽引の 一 つ は、 

抒情詩の 牽引で、 あの人の 人間の 牽引 も 私に は 抒情詩 人と しての 牽引 だと いふ 議論で ある。」 それ はと も か 

く、 作 篇と隨 筆と について 何 か 言 ふべ く、 眞 面目に もがき 中だった ため、 思想の 方の 依 賴を斷 つた。 思想 か 

らは、 イン パ ー ソナル な、 事務的な 依賴を 受けた のみ 故、 事務的に 斷 つたって 展 でもない が、 同志から 依賴 

あるべき こと を 私に 豫吿 した 貴 閣下に 對 して は、 そ. の、 思想へ か V なかった ことが、 申譯 がない やうな 氣が 

する から アヤ マ ルょ。 病中で あり 雙方は 書 けんの だからお 許し を 乞 ふ。 一月 二十 一日 鈴 木 三重 吉 

10 六 八 二月 二十四日 東京 市 淀 橋 K 西大久 &ょリ 東京 市 神田區 岩波 書店 內長 E 幹 雄へ〕 

長田樣  一 月 二十 一日 鈴 木 三重 吉 

御精勵 をお 祝 ひ 申 上け ます。 次に 知人 某氏が、 どこから か 手に入れた 激石 先生の 手紙 一通 を 見ました。 正 

しく 先生の 手蹟で まちが ひはありません。 そこで、 同封のと ほり 筆記して、 ぉ屆け 申します。 これ は、 仙臺 
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の 小！ PE の ィ ン キヨの と  一 J ろ へ 乍 恐 と 申出る ベ き 筋合 の も C  ： ： ら 、 乍 恐縮 

をお 願 申します。 私に はっきり 讀 めない 二字 は、 文字の，， ：-, —  ， I  i びました。 

又、 同じ 人が、 漱 石と 署名せ る、 

吾 影の i 入 かれて 長き 枯野哉 

とい ふ 句の 短 册をも 掘り出しました。 これ も 眞筆疑 ひもな し。 この 句 は淑石 句集の 中に な 

も m 洋 城の ィ ン キヨへ 乍 恐と 出る ベ き 筋合に 有 之 候 哉。 

よろしく 御 取 計ら ひ をお ねが ひ 申します。 拜具 

lo 六 九 〔二月 1H 東京 市 淀 橋- R 西大久 保よ リ 東京 市 淀 橋 te: 下落 合 井本 健 作へ (はがき)〕 

「敎 育」 二月 號來。 贵評を 再讀。 御 骨折 を拜 謝する よ。 僕の 辍方 論の 部 は、 だれも 批評 はして くれない。 

して くれても、 貴兄の やうに 透徹した 議論 はして くれな い。 あれ は 赤い 鳥 五月 號 にも 掲載 させて 貰 ふよ」 

「敎 育」 の 方へ は、 かく ことがない。 四月 號を緩 方 硏究號 とするとの 話 だが、 留岡氏 なぞ は、 綴 方の ことが 

本當に 分って ゐる 研究家が ゐ ると 思 ふの かね。 私 は 「教育」 の， 記者に 電話 を かけ、 一人 だって 本當の 議論の 

出来る 奴はゐ ない の だから、 あんな 計畫を 立て，^ も ダメ、 强 いて 書け る 奴 を 求めれば、 私の 知れる 範圍 での 

小學 校の 敎 M 數 名が ゐる の み 、 必要ならば そ い つ らに 紹介す るから、 談話 筆記で も 取れと 提案して や つ た。 

やっても 来ない。 辍 方の 研究者 なんて 奴 は 私が 上 編で やっつけ ておいた、 あんな 程度の バカ タレの みだよ。 

二月 一 曰 鈴 木 三 吉 

10 七 0  〔二月. 東京 市 淀 橋- tel 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ 佐 世 保 市 港町 石 井 善次郞 へ〕 

石 井 君 いく子 樣  二月 六日 三 重 吉 

一 月 二十 三日 附、 石 井 君の 手紙 をし み-^ \拜 見。 母堂のお 見 達り をした ので、 一 面、 安神した とも 言へ よ 


、 貴方より 御 廻 達 


いやう です n 


684 


年 一十 和昭 


う。 十日 市のお 寺に 合 葬した こと、 おも ふ。 くみ子さん は 佐 世 保に かへ るが い、。 それとも、 す £ナ が 嫁入 

をしたら ば、 その-みとへ、 うちの 子と して 預 つて、 當 地へ 嫁入 させても い.. -。 下宿料 なぞ はもら はんよ。 拜 

ん でも、 もらって はやらな いよ。 十月 十三 日から 床に つき、 もう セキ は、 とまった が、 寒い ので まだ 床に つ 

いて ゐる。 床の 中で 執筆 だ。 近来の 作家に は 童話の かける 奴が ゐ ない。 三月 號の ごとき は、 カン シャク を. M 

し、 一人で、 名前 を かへ て 五つ も かいた。 辍方讀 本 は、 す £ナ のョメ 入費 用の ため、 ィャ くに かいた。 二 

十日 間に 一 萬賣れ たので 近来での 評判 だが、 一 萬 うれても 千 六百圓 しか はいらん。 家賃の たまった の を拂っ 

たら、 ョメ 入費 も少 くな つた。 

廣島 市の 中 邑學務 部長が わざく 便 をよ こし、 廣島 市敎員 用と して 166 册、 サイン 人で 註文して くれたよ。 

ヒィキ にして くれと る。 

お 葬式のと き 森 田 先生に 會ひ、 淚が こぼれた とい ふ 文句 を讀 み、 おれ も ポロ リと淚 が こぼれた。 

ハ マ 子 風邪で、 二十日 も寢 とる。 珊吉は 今年 は、 考 へて、 競走の 最も 少ぃ福 岡 をう け るげ な。 三月 上旬、 

下向 才る。 ん 學試驗 がすんだら、 佐 世 保へ 顔出し を させても い \。 試驗の 前日から、 試 驗中は (三月 十五 日 

より 三日間 K 驗) 同校の 寄宿 舍へ とめて くれる。 それまで 一 週間 位 は どこか 宿屋へ 置く。 福 岡に は、 もと 目 

白で、 となり 合せに 住んで ゐた喜 多大 佐が ゐる。 もうお 爺さん だら うが、 セガ. レが ホヤ/ \ の 醫學士 で、 女 

房 も あり、 それが 宿の 世話 を もして くれる と 思 ふ。 

私立 へ は、 はいらんと いふ。 フラン ス 文科 は 私立 はゼ 口 だ。 何度でも、 入學 する まで は 落第す るんだ さう 

だ。 困った カンゴ モノ だよ。 

フラン ス 語で、 つける ところよ 

一高 東京 高等 浦 和 靜岡 京都 福 岡 

の 六つ だけ。」 2^ 上 拜具。 

福 岡へ いくとき は、 麗吉 君のと ころへ 一晩と まらせ、 かへ りに は廣 島の 淸  一^さん のと ころ か吉. 兀の とこ 
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ろへ  一  s まゐり をさせる。 珊. 公が 十九に なった の だから アキ レル よ。 /くみ子さん によろ しく 

〔封" -  」.；，.： へ は、 君の 世話になった 體狀を 出して おいた よ。 

一 0 七 I  〔二月 九日 東京 市：；；^ 橋區 西大久 保よ リ 東京 市 淀樯區 下落 合 井本 健 作へ (はがき)〕 

おはがき を 難 有う。 向う では 新刊紹介 として 扱 ひ ケッへ 載せたん だ。 かま ふ もの か。 大 に宣傳 になり 難 有 

いよ。 大木 も 喜んで 來た。 森 田が 朝日へ かくと き、 へ マ を かくと おれが ォコ ルし、 じぶん も ティ サイが わる 

いとい ふので、 大木に、 三枚が ところ 批評 を かいて もら ひ、 それ を 森 田が かき 直しての せる ことにした、 だ 

から 安神せ よと 森 田から 来信。 大木に 向って 「君が 下 » をした 批判 そのものが アンナに 上 ナデの へ ナくか 

ね 一 と 反問したら 一 あれ は 森 田さん に 言へ さうな こと を かいて 上げたん です。 專問家 的の 批判 をす ると 森 田 

さ ん で はな くなる か ら」 と 申した。 ところ で靑木 先生 の 批評 は 實に專 問 家 的に 徹底して ゐ るの で靑木 先生 は 

ェ ライげ な。 呵々 頓首 二月 八日 鈴 木 三重 吉 

IO 七 二  〔二月 十三 H 束 京 市： 淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一より 東京 市 杉 並區天 沼 藤 田 孝子へ〕 

藤田樣  二月 十三 日 鈴 木 三 重 吉 

お 風で おやすみに なりました 由、 御 同情 申します。 あの 大雪の 曰に も、 今日は 歸りを どうな さった かと 案 

じて をり ました。 ひどい or に會 つたと は、 どんな 目に？ 電車 も 自動車 もなくて お困りに なった のです か。 

併し、 お 風 もお 輕 くて、 早くお きられて お 仕 合せでした。 

跪 柿 だの 桑の 實 だのと、 漉い もの、 すっぱい ものば かり を さし 上げまして 失禮。 この頃 は、 何 か、 うまい 

もの を さし 上げたい と 考案 中です。 三味線 は、 あなたと 一 しょに ひきたい から、 それで 習 ひたいと いふ だけ 

です。 とい ふより、 あなたと 一週に 二 囘ぉ會 ひ 出来る からか も 分りません。 私 は、 何でも、 はじめたら、 熱 

心に、 根底まで やる 性分です から、 やれば、 五六 年 うんと 勉強す るで せう。 馬 も、 とう/ \ 十七 年 もやり ま 
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した。 三味線 は 老後の たのしみに、 フン パッ して はじめ ませう。 ？ I くなる までお まち 下さい。 

續入 義經記 は、 人に 買 はれ、 金 を かへ して 来ました。 有朋堂 本で 讀んで 見ました。 下手く そ 文章と おもつ 

て 侮って ゐ ましたが、 堀川 夜 討のと ころ をよ み、 こいつ は 名文 章、 うまい ものと 敬 眼いた しました。 童話 a 

にかくの は 骨で、 每晚 おそくまで、 金 賣吉ヌ が W るまでの ところ を、 何度も、 かいたり 消したり して ゐ ます。 

ときには 夜の 三時まで も。 つまり これまで 敍寫 した ことのない 種類の 事實又 は、 時代の ちが ふいろ くの 事 

實を寫 し， 語る、 適當な 表現の 型 をき める 苦心です。 喜 峰 ロ戰閾 でも、 その 意味で、 十日 も 十五 日 もな やみ、 

やっと、 かけ 出したら、 もうお しま ひ。 

夜お そくまで おきて ゐて、 風 を 引いた のか、 昨 曰 あたりから、 たいぎで、 頭が おもくて、 何も 出来ません。 

氣を かへ て、 ルミ ィ (七月 號) を譯 しかけても 氣 のりが しません。 味氣 ない おも ひ をして をり ますと ころへ、 

お 手紙 を 項き、 うれしくて、 くり かへ し讀 みました。 黄表紙の あの 話 は、 多分、 活版本の ものが 宅に ありま 

せう から、 讀んで 見ます。」 庭 一 面の 雪が まだ 解けず、 寒くて いやです。 少し セキも 出ます。 今日は、 この 

手紙 を かく 以外に は 何にもし ないで、 うづく まって をり ます。」 早く 春の 來 るの を 待って をり ます。 またお 

會ひ 申して、 いろくお 話し 申し ませう。 夜お そくお かへ しする と、 途中が おさむく はない かと、 あと、 い 

つまで も 案じます。 それだけで、 私 は、 たいしてつ かれはし ません。 おてんばと はお も ひだ もしません。 よ 

みにくい 手紙に なりました。 かしこ。 

IO 七三 〔二月 十七 H 東京 巿^ 橋^ 丙 大久保  一 ノ四六 一よ リ 靜岡巿 IS 革 深 町 田 中 I- 太 郎ヘ」 

田中樣  二月 十五 日夜 三 重 吉 

久しく 會 はない ね。 奥さんが おわる いと 聞いた がどう か。 私のと ころに 出入す る 下 村と いふ 作家の 細君 も 

カリ ェ ス だった が、 ギブ スを かけて 安靜に 日光浴 をしたり して、 治して しま ひ ピンく して ゐる。 

貴方の 奥さん も どうぞ、 早くお 治りの やうお 祈りす る。 それに は 貴地 は氣候 もい V から 御 仕 合せと おも ふ。 
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私 は、 一昨年 十月から 昨年の 三月 一ば ぃ寢 こみ、 今度 も 昨年 十月から まだ、 もぐって ゐ る。 セキは 止んだ 

が、 寒い ので どこへ も 出ない。 

病中 も、 雜誌を 一 册も 休まず 出す ので、 中々 ェ ライよ。 近來 は、 作家に も 童話 を かいて くれる 人がない の 

で、 ときには ー册 中、 私が 五つ も かく ことがある。 イン ガな こと だ。 

、つちの バ -、、 さん は 微熱が つ V き 昨年 は、 二月から 六月まで 寢た。 今年 も 一月から、 まだ 寢 てる。 娘が 二十 

. 一 になって、 一 人で 萬 事 やって ゐる。 

调吉 は、 今年 は 恐れて、 靜岡 もやめ、 福 岡へ うけに いくよ。 萬 一 の 事故で、 遠方へ 出かけられない ときの 

用意に、 靜 岡へ も 願書 を 出しと いたが、 壯 健で 事故 もない だら うから、 貴地へ はいくまい。 今月末、 福 岡へ 

立つ よ。 まだ 十九 だから、 来年 もまた うける と 言って ゐる。 ノン キな 奴な ので 少し 氣 もラク だが、 あんまり 

勉強す るので、 ハ タも、 つらい よ。 

今夜 は 君の-一と をお も ひ 出して、 この 手紙 を かく。  くれ，^ \ も 奥さんの 御 快方 を 祈る。」 

IO 七 四 「二月 十八：！： 東京 市 淀 橋區西 大久保  一/四 六 一よ リ 林芙类 子へ〕 

林 樣  二月 十八 日 鈴 木 三 重 吉 

突然 の失禮 をお 許し 下さい まし。 實 は 中央 公論 の 佐 藤， 記者 か ら 御 紹介 を 得ようと 存 じ ま し て 、電話で 追つ 

かけました のです が、 つかまりません ので、 ぶしつけ にお 願 申します。 「赤い 鳥」 は、 お 目に ふれました こ 

とが ございます かも 知れません。 只今 は會員 組織で 分けて をり ます。 併し、 學 校へ 多く はいり ますので、 一 

册の雜 誌 も、 かなり 多 敷の お子さんの 目に ふれます。 又、 讀 者に は 十八 年 以来つ V けて 私に 親しんで 下さつ 

てゐ る、 いろくの 大人の 方 もお ありになります。 

御 多忙の こと は 心得て をり ますので、 お 願 申す の も 恐縮で.. こざい ますし、 原稿料 も少 いので、 恐 入ります 

が、 少女た ちの 讀 みものと して 何 かお 話 をー篇 おかき 下さいません でせ うか。 どなた か 御 婦人の 方で、 兒童 
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の讀 物の 中心に なって 下さる 方が、 日本に おありに なって い.^ と 思 ひます のです が、 文壇の 方で 只今、 少年 

少女の ためにお かきに なって ゐ るお 方へ はお 頼み 申した くも ございません。 每號、 おかき をね がふ 方がない 

ので、 私が 名 まへ を かへ たりいた しまして、 ー册 中、 四つ も 五つ もお 話 を かいて をり ます。 御憫笑 下さい ま 

し C 

御 都合 を、 森 君へ 御 返事 下さい ませば 幸甚に 存じます。 私 は 持病の ゼン ソクで 外出 出来ません ので、 手紙 

と 使と で失禮 いたします。 拜具  - 

お 話 は、 子供への ものと 思 ひ、 やさしく 書かう としたり 調子 を 下げたり します のはッ ライ ものです。 對 

C 作品の やうに、 林 張りで 押して 下さい ませば 傑作になります。 

I  0 七 五 〔二月 二十 二： H 浦 瀬 白ー昀 へ： 一 

浦灝樣  二月 二十 二日 夜 鈴 木 三重 吉 

御 建 勝 奉祝。 過日 は 貴 著 「白日夢」 を 難 有う。 早速 御 禮を申 上け る 害でした が、 今冬 も 持病の 喘息で 惱ん 

でゐ てつ ひ 延引し ました。 只今 少し づ.. -拜 誦して ゐる。 

私 方 には子 供 はたった 二人。 一人 は 女で 今年 二十 一、 下 は 男で 十九、 こいつ は 昨年 曉星 中學を 出て、 府立 

高等 を 受け 落第、 今年 は 福 岡 をう け lf。 フランス 文學を やる とい ふので ある。 〔中略〕 三月の 上句に 貴地へ 向 

ふが、 生れて はじめて 私たちの そば を 離れる の だし 貴地で 何 かのこと があった ら賴 むよ。 一度 伺 はせ るから、 

學 校の 容子 なぞ を も 話して、 種々 の 注意 を與 へて 下さい。 貴地に は、 もと、 當 地で となり 合せに 住んで ゐた、 

今 は 返 役の 喜 多 さんと いふ 大佐が ゐる。 セ ガレ (珊吉 ) は 生れた てから 七 八 歳まで 可愛がって 貰った。 その 人 

に、 下宿屋な り、 旅館な り を 決定して もら ふやう 依頼して おいた。 返事 あり 次第、 荷物 を 宿へ 達り、 出立す 

る 0  . 

貴方 奥さんへ もセ ガレの こと をお 願して おいて 下さい。 今月、 天 宅敬吉 君が 死んだ。 私 も 五十 五に なった。 
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一年ば かり 休刊した r 赤い 鳥 一 を、 今度 は會員 組織で 再興、 それ も 最早 六 年 目に なり、 前後 十九 年、 コ ク 

くと 同じ - 一 と を や つ て ゐ る。 困 果な 話 だ。 /御 罎か たん \Jt 願 ま で 拜具。 

「o 七 六 ニー 月 二十 二 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 静岡市 西 草深 町 田 中 緩 太郞へ (はがき)〕 

奥さん は 段々 と 御輕快 ださう で、 何より 安神した。 どうぞ、 この 上 も、 ノン キに かまへ て 御 療養な さる や 

うお 祈りす る。 ハ マの 今度の 就床 は 風邪が コヂれ たのです。 御 心配な く。 もう、 温い 日に はおき て 坐って ゐ 

ます。 私の かき 方が わるく、 御 心配 を かけて 相す みません でした。 東の 大將 は、 二十 數年 前、 私が (貴兄と 

共謀して) 京都へ 勝手に 口 をき めた の ■ を 含み、 今に 私に は疏 遠して ゐ ます。 今度 だって 無論、 外國 から ハガ 

キー 本 も くれません。 呵々。 サンスクリットと は 天下 太平 だね。 珊吉は 三月 上旬、 福 岡へ 立つ。 二月 二十 

二日 鈴 木 三重 吉 

IO 七 七 〔二月 二十 七日 石 井 善 次郞. いく子へ〕 

石 井 君 おいく 樣  二月 二十 七日 三 重 吉 

宇 品よりの お 手紙 拜見。 四十九日の 御 法事 もす み 安神した。 宇 品 港の ナガ メが よかった らうの ゥ、 黃 色で 

の。  . . 

现吉は 三月の 十日 頃まで、 福 岡 市 比 惠本町 八 五 〇 の 一 四、 喜 多 信太郞 氏のと ころで 厄介になる。 十二 年 前、 

目白の トナリ の 家に ゐた 「鬼 大佐」 なり。 萬 一入 學 as 来たら 四月に は 佐 世 保へ いく 由。 今度 もし、 途中に 下 

車せば 大阪か 廣島か だ。 大阪 なら 麗吉 君のと ころ、 廣島 一なら 宇 品へ とまれと 申し わたした。 

寒い の で セ キ が ま た 出る 。昨日 も 今日 も 雪の 巿內は 平 ー隱。 

IO 七 八 ニー 月 二十 七日 東京 市 淀 樯區西 大久保 一 ノ四六 一よ リ 東京 市 杉 並 大沼藤 田 孝子へ〕 
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藤田樣  二月 二十 七 曰 鈴 木 三重 吉 

昨日 は 午後 事變を 聞き、 また あなたが おかへ りに お困りで はない かと 心配し ました。 只今お はがき を 難 有 

う。 安神。 今日 も 學校を 休みに された の は 良策と おも ひます。 保護者 も 不安がなくて すみます。 寒い ので、 

また 少し セキが 出ます。 

五月 號は 「ルミ ィ」 を かいた 外、 變 名で 「お 勝 流」 とい ふ 俗話 を かき、 入選の 「花 だん」 とい ふ 作 を 八 分 

まで 作り上げ、 「南洋へ」 を かき 直し、 科學 もの を 二つ かきました。 r ビ ー タ-」 の 外、 七つ も 一 人で 片 づけ 

るので す。 これで は 疲れます。 

珊吉 は、 今年 は 福 岡の 高等 學校 をう けます。 大學へ はいったら、 赤い 鳥 を 手つ だって くれる さう です よ。 

こな ひだの 合の手 は、 一人で ひけます よ。 早く あた、 かくな り、 おけい こ をしたい ものです。 いづも/ \ 私 

のこと をお 心に おかけ 下さり 難 有う ございます。 私 も、 每日 あの 二 フランスの 本」 の 中の もの を 一 ど は 見 ま 

す。 ときには 二度 も 三度 も。 呵々。 

小 さ な 秘 0 はお もしろ いもの で す 。 

10 七 九 一三 月 十八 日 東京 市：；；^ 橋>.11 西 大久保  一/四 六 一よ リ 東京 巿杉並 K 天 沼 藤 S 孝子へ〕 

蔑田樣  三月 十八 日 鈴 木 三重 吉 

こないだ は 折角お 出で 下さった のに、 御 不快 を かけて すみませんでした。 街 手紙 を 難 有く 拜見。 バカ では 

ありません。 私 だって、 あなたが あの 状態で 入らし つたら、 少しで も ラタになる まで、 そばに ゐて 上げたい 

のが 自然です。 あれで 上等です。 私 は 話しかけて セキが 出るなら、 だまっても ゐ ます。 早く かへ つて 項いた 

の は、 あなたに、 あれ 以上、 心配な おも ひ を、 おさせし たくなかった からです。 あれ だけで 私に は 十分 うれ 

しい 御 慰問でした。 

電，ー^5で申しった へましたごとく、 あの 夜 注射で、 あの 息ぐ るし いもの も 全然 とれ、 二日ぶ りに 安眠、 昨日 
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なぞ は、 晝 もぐう く寢 通し、 セキ も、 すっかり とれました。 今日は 五月 號の綴 方 選評に 追 はれて、 今、 半 

分 だけ かきました。 セキも 出ません。 

いつもの ゼン ソクの 苦しみと いふの は、 あんな ものではありません。 面倒く さいと 弱音 を ふいた の は、 今 

度 はじめてです。 

六月 號は 

「ルミ ィ」 は 二月に かいて、 三月の 上旬に ゑ かきさん へ 廻って をり、 

「ピ ー タ ー」 は 筆 を 入れずに すみ 

「南洋へ」 は 森に 直させ  . 

ァ ト 童話 を 下 村 千秋 君が か い て くれ、 

理科 は 

「ホ タルの 話」 とい ふの を 森が 筆記して 来たの を、 昨日、 ざっと 手 を 入れ 

あと、 一 つ 「チン パン ジ ー( 黑猩々 ) の 話」 とい ふの は 二月に 私が、 かき 直して おきました ので、 

六月 號の 仕事 は、 もう、 選評 だけです。 これ は 来月 半に かくので、 今月 は、 七月 號の 理科 二つの 手 は ひ を 

すれば い \ のです。 七月 號の 童話 は坏田 君が かいて 來、 あと 一 つ は 林の ふみ子 さんに 賴ん であります。 當分 

の ん きです から 御 安神 下さい。 

あなたの 手紙 を讀ん で、 うれしくて、 ぼろり と、 淚が おちました。 このつ ぎ 電話で 相談、 午 飯 を どこかへ 

二人で 食べに まゐり ませう。 その ときには 元 氣で樂 しいお 話 をして、 こな ひだの ウメ 合せ をし ます。 

ぉ元氣 で、 ウル サイ 試驗 の採點 も、 さっさと すまして 下さい。 さやうなら。 握手 を 包んで 達る。」 十八 日 

午後 一時 十五 分。 

今朝 は、 門口の 庭に おり 立つ。 えんが はの 方の 庭に は フキの トウ 二つ、 小さな フキの 葉數枚 早春 を つげて 

ゐる。 
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〔封筒 裏に〕 珊べ ー は 昨日から 試驗、 昨日 は 國漢、 今日は フランス， 語、 明日 は 數學、 明後日 は 植物。 二十 一 

日 體格ケ ンサ。 二十 三日に は歸 京いた します。 

- OAO  I； 三月 二十  一 ni  . 淀樯 K 西大久 保よ リ 橋 區角害 町 H 本祌學 校内 栗 林 ハツ子へ (はがき ご 

フ キノ トウ を 難 有う ございました。 輕く 茹でて 食べました。 珍ら しい 風味です。 私の 庭に 二つ 出て ゐ ます 

が、 とる のが 惜しくて、 見て くらして ゐる ところでした。 御罎 まで 拜具 

- OA  - 〔一一 一月 二十 三 W 東京 市：； K 橋區 两大久 保よ リ 淀 橋 _庹 角 害 町 H 本 神 學校內 栗 林 ハツ子へ〕 

栗林樣  三月 二十 二日 夜 鈴 木 三重 吉 

今 曰 は 又 わざく ァネ モネの 鉢 を 御持參 下さ いまして 恐 入りました。 あなたが 大事 にお 育てに なつ たも の 

だけに、 一 とし ほ 難 有く、 淚 ぐんで ながめ 入りました。 ハ マ 子 もす V 子 も、 御 厚情 を拜 謝して をり ます。 

私 は 西洋の 草花 は 大抵 きら ひです が、 ァネ モネと ヒ マ ハ リと 白い ヒ ヤシン ス なぞ は 曰 本物の やうな 氣 がし 

て 好きでした。 特に ァネ モネ は、 二十 數年も 昔の 私の 作品に もとり 入れました。 そのころ、 フランスの アナ 

ト ー ル. フランスと いふ 作家の 「タイ ー ス」 とい ふ 作だった かに、 「キリストが ァネ モネの 花 さく 野 を 行き 

て」 と」 百った やうな 句が あって、 あの 花が、 クリスト 時代に 野生に さいて ゐ たとい ふこと がな つかしく- そ 

のために、 あの 花 を 好みました。 

世間の 人の 多く： 三；；： ，. ： ながめて、 その ま \ 枯らして しま ひます。 私 は、 それが ィャ さに、 草花の 鉢 

植を買 ひません。 地  - の，^ 外 は、 求めません。 いた. いた ァネ モネ は 花が すんだら、 ぉ屆 けし ま 

すから、 乂 アト を 大事に おかして、 來年 は、 こんど は アナ タが、 ながめて 下さいます やうに。 あとく のつ 

ぼみ が、 一 つ/ \ さくの をた のしみ にいた します。 

今日は 午後 は、 あた 乂か. だった ので、 机に 向 ひ、 「ルミ ィ」 を 二 頁飜譯 しました。 八月 號の 一部分です U も 
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う、 こんなに 手 害 をして ゐ ます。 御禮 まで 拜具。 

お 作の ヒ マハリの M ハガキ も 飾つ てお きました。 難 有う く。 

IO 八 二  U 一一 月 二十 三 H 東京 市 淀橋區 西大久 保よ リ 東京 市 赤 坂 H 靑山南 町 鮎川 方古屋 ます子へ〕 

古 屋奥樣  三月 二十 ニョ夜 鈴 木 三重 吉 

ごぶさた ばかり いたしました。 あなた も 少し 御 不快と 承り 御 案じ 申して をり ます。 御大 切に お祈り 申し ま 

す。 又、 今日は、 私の ことを御心！^に下さり鲇川さんがぉニ人分でぉ見まひ下さぃまして恐入りました。 口で 

はお 禮も 申しつ くし 得ませんで したが、 しみぐ 難 有く、 家內 やす V 子と 共に 厚く 拜謝 いたしました。 

なほ その上に、 はからずも、 鮎川さん に、 赤い 鳥の 讀者 のために 有益な， 記事 を 項く ことにな りまして ホク 

く 喜んで をり ます。 これ は 記者に 任せず、 特に 私自身が 筆記いた しまして 拜 載いた します。 私は溫 くな り 

ませ. け- セキ もとまり ますから 御 心配 下さいません やうに。 十八 年 もの 永い 病氣 です。 珊吉は 今年 十九。 カモ 

ヰへ 頭が つかへ る 位の 大男に なって をり ます。 福 岡の 高等 學校を 受けに 下向して をり ます。 フラン ス 文科 を 

やり、 赤い 鳥の アト をつ ぐの だと 申します。 何 を 申します こと やら、 とめ もし ませず、 笑って 見て をり ます。 

掏禮 まで 拜具。 

10 八 III  ニー 一月 二十 五 H 東京 市：；；^ 橋^ 西大久 保よ リ 東京 巿赤坂 區靑山 南 町 鮎川 正 治へ〕 

鮎川 樣  三月 二十 五日 鈴 木 三 重 吉 

過日 は 御 見 ま ひ 下さいまして しみぐ 難 有う.. こざ いま した。 厚く 御 禮を申 上げます。 その 節 街 願 申し ま し 

たお 話 は、 ー應 おかき 下さる やう 申し上げ ましたが、 それで はお 手數 になり、 ムダ ですから、 どうか、 材料 

を 御 持參の 上、， 私の ま へ で 講演 をして 下さい まし。 私が それ を 筆記して、 原稿に 作ります。 

編 ぼ； の 都合で、 早い 方が よろしい さう です。 どうぞ 今月のう ちに、 いつでも 夜分、 尊兄のお 閑のと きに お 
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ねが ひ 申します。 何もありません が、 會 社のお かへ りに お出で 下さり、 夕食 を 共に しその アトお 話 を 承りた 

く 存じます。 私 方から 參 上して 筆記す るの が 本来です が、 私の 病後なる に 免じ、 どうぞ 右の やうお 願 申し ま 

す。 前日に お 電話 を 項け ませば 幸甚に 存じます。 拜具 

IO 八 四 ニー 一月 二十 五 東京 市： お 橋 K 西大久 保ーノ 四. K 一よ リ 東京 市 i:^^ 樯ー 51! 下落 合 林芙美 子へ〕 

林 樣  三月 二十 五日 鈴 木 三 重 吉 

童話 を お引受 下さ いまして 難 有う ござ い ます。 赤 い 鳥が どんな に 光彩 を 放ちます か、 それが 目に 見えます 

やうで 大喜び をいた して をり ます。 御 約束 下さいました とほり、 どうぞ 今月 一 ばいに おかき 上げ 下さいます 

やう 重ねて 御 願 申します。 拜具 

子供の もの だとお ほしめ し、 調子 をお 落しに なりません やうに。 むつ かしい 表現で も 何でも かま ひません。 

絕對の 作品のお つもりで おかき 下さい まし。 その 方が おらく であり、 且つ 成功いた します。 餘 計な ことか も 

存じません が、 はじめてお かき 下さい ますのに、 御 容易な やうに と、 ^禮を 顧みず 申し上げました。 

IO 八 五 「三月 二十 六日 浦瀨 白雨へ〕 

浦灝樣  .  三月 二十 六日 鈴 木， 三 重 吉 

過日 は珊吉 がお 伺 ひし 失禮 しました。 二十四日 歸京。 彼が 厄介に なった 貴地の 喜 多さん は、 退役 騎兵 大佐。 

東京で 私 方と、 となり 合せで ゐた ことがあり、 刑吉は 生れた てから 六つの 頃まで 同家で 可愛がられて ゐ たも 

のです。 /喜 多さん の 今度の 奥さん は 貴方の 奥さんと お 知合の 由、 奇緣 です。 

刑. 公 は 落第した らまた 来年 も 責校を 受けます。 結果 はいつ 發 表です か。 學 校からの 通知 は、 入學の 場合に 

限り、 しかも ハガキ なので 三日 目で ない と 来ません。 甚だ 恐縮です が、 發表 あり 次第、 私 方へ 打電して くれ 

ません か。 お 願 申します。 /乍 末筆 失禮、 奥さんへ よろしく 御 鳳 聲を乞 ふ。 
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一 o 八 六 ニニ 月 二十 七 =! 東京 市： ぉ橋區 西大久 保よ リ 仙 臺市北 二番 丁 小 宫璺隆 • へ (はがき ご 

珊吉、 福 岡に 入學 した。 御 安神 を.； 乙 ふ。 昨夜、 池の 端の 雨月莊 (支那 料理) で 松 浦 渡歐の 1^ 一別 會 あり。 おは 

一 月 元日. 一 以來殆 はじめて 外出、 出席。 夏 目 奥さんに も會 つた。 珊 公入學 のた め、 ハ マが 喜んで ゐる。 三月 

二十 六日 夜 鈴 木 三重 吉  ， 

一 0 八 七 〔一一 一月 二十 七 H 浦； g 白雨へ〕 

浦瀬樣  三月 二十 七日 鈴 木 三 重 吉 

御 打電 を 難 有う。 おかげさまで はいれました。 I へ も、 厚く 御禮 をお つたへ 下さい。 刑 吉は五 年生の は 

じめ a? 來ニ 年間、 毎晩 夜 ふける まで 勉強す るので 家內も 寢られ ず、 とう/ \ 家内の 奴が へ コ タレ テ神經 衰弱 

になり、 昨年 は 牛 年 も 床に つきました。 今度で やう やく 安神し ました。 

一年間 は 寄宿 舍へ 入れます。 野郎 は 母親の そばにば かりく つついて をり、 今もって、 五 錢十錢 とい ふ 小 

の 金 を、 一 々母に もらって ゐる 赤ん坊です。 お 互に 一 とう 怖し いのは、 思想 かぶれです。 チ ョィ /\ わるい 

分子が ゐ るので 警戒せ ねばな りません。 三年 間、 どうぞ、 御 監督 をお ねが ひします。 奧樣へ も、 よく 御 依頼 

おき 下さい。 御禮 まで 拜具。 

加 計 君の： ナ^ を 三人、 東京で 私が 監督して ゐ ます。 長男 は、 ノン キ も-の、 法 政 大學の 今年 三年 生、 次男 は、 

早稻田 理工科の 機械科 二 年、 三男 は、 同上 建築家の 一年です。 三人で、 女中 をお き、 一軒 惜 りて ゐ ます。 

珊 吉在皋 中、 一度、 九州へ下ります。 その 節、 拜顔 します。 佐 世 保に 私の 小學 校お-来の 親友で、 海軍の 御 

用達 を やって ゐる 男が ゐ ます。 そいつの 力、 ァの妹 を、 私 方の 山の 神の 弟の カミ サンに 貰 ひました。 その 男 

が 二十 年来、 来い/ \ と いふので、 今度 は、 思 ひ 切って まゐり ませう。 再拜 
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IO 八 八 「四月  一 H 東京 市 淀橋區 两 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市： _ ば 樯 tel 下落 合 林芙美 子へ〕 

林 樣  三月 三十 一日 鈴 木 三重 吉 

御 返事 を 難 有う.. - 一 ざいました。 四月 中旬まで お待ち 申します から、 どうぞお ねが ひいた します。 

あとく の こと も.. こざい ますから 申し添え ますが、 七月 號と 申します と、 大人の 維 誌なら 六月 號の ことで、 

五月 二十 五六 日に 發 行いた します。 それで、 頁の ヮ リア テの 決定、 その他の 關係 上、 三月 中に 締切りまして、 

畫家 へま はしたり いたします。 森 君 も 三月 一 ぱいと、 お 願 申した と 言つ て をり ます。 

今度 は、 何とかい たします。 御禮 まで 拜具  • 

l,o 八 九 1 四月 一一 H 東京 巿淀橋 SIS 大久 保よ リ 東京 市 寐布區 廣尾町 鈴 木淳へ (はがき)〕 

珊吉 の入學 にっき 御 祝詞 を 難 有つ ございました？ バ V さんが コ 口く 喜んで をり ます。 私 方の 女中が ヒ マ 

を くれと 申します。 偶然に その 村から、 か はりの ものが 来ました。 貴方の も 探して ゐ ますが、 宅の 女中た ち 

の 村 は 甲 州で、 年 ごろの 娘で 他へ 出る の は、 みんな 糸 取 工場へ とられる ので、 中々 ありません。 私 方 も 六 年 

ゐた、 やっと 役に立つ のが 去り、 十五の チビが 来て、 閉口して ゐ ます。 せいん \ 探します が、 ァテ になり ま 

せんから、 そのお つもりで、 どうぞ、 出来るだけ 方々 へお たのみお き 下さい。 出 人り の ものに も、 賴ん であ 

ります。 御 母上 樣へ よろしく。 朝 生さん を 見せて 下さり 難 有つ ござ. いました。 四月 二日 鈴 木 三重 吉 

I  0 九 0  〔四月 二日 東京 市 淀 橋 K 西 大久保  一 ノ四六 一よ リ札幌 市 南 ニ條永 井一 夫へ (はがき)〕 

御 揃 御 健勝の こと \ お 祝 ひ 申します。 龍 夫 坊ちゃん は 御歸省 中です か。 私方サ ン ベ ー が 今年 福 岡 高等の 第 

一 部 丙 類 (フランス 文科) へ はいりました。 大學 病院で 永 井先 生のお 世話になった 赤ん坊の ときを 考 へます と、 

よくも 大きくな つて くれた ものと おも ひます。 六日に 出 護して、 寄宿 舍に はいります。 バ *、 さん 大喜びです。 
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私 は 年 をと り、 ピッコで 馬 は、 もうあぶな いので、 ゥサハ ラシに 四月から 三十 年ぶりで 三味線の ケィコ にか 

へ り、 「道 成 寺 一 から はじめます。 早苗さん に 笑 はれる でせ う。 す 子が 昨年 末から はじめ ブ ス ン くやって 

ゐ ます。 拜具 四月 二日 鈴 木 三重 吉  ■ 

IO 九 一 「四月 六 H 東京 市 淀 橋- 5! 两 大久保  一 ノ四六 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 正文へ〕 

加 計 0  四月 二日 夜 三 重 吉 

御 四 男、 お 手元の 高校へ 御 入 學で萬 歳。 奥さん もお 喜びの こと，^ 殍察。 貴君 も、 これで 全部 安神。 赳君も 

御 恢復 で 何よりです。 珊 一公 も 東京 だ と 申 分 はない のです が 仕方が ありません。 入 學は浦 瀬 君が 打電 して くれ 

ました。 同 君へ 御 依頼 下された さう で 難 有う。 珊公は 六日に 立ちます。 庭 をへ だてた 前の 家の 子供 も ，公と 

同じ 中學 出です が、 これ は根氣 よくも 今年 四囘 目の 受驗 で珊 公と 一 しょに 同じ 福 高へ はいり、 寄 iis 舍もー し 

よです。 お 互に、 い、 友 だち で 喜んで ゐ ます。 

加 計 e 佐々 木 君 御 死去の 由、 貴君の 御 f 洛爾拜 察。 -ー ガミ 走った 好男子の 面影 眼前に 在り、 部屋の まへの 栗 

の 木 を も 忘れません。 汽車が 濱田 へ ぬけたら 一 度 下廣、 三十 年ぶりに 加 計 町 を も訪づ れ 山陰 を 廻って か へ り 

ませう。 

その 際 は * 兄と 同道で 「八」 氏の 墓を展 すべし。 今夜 は 雨。 永い 暖に やつれし 頰を なでつ \ 往年の 加計行 

を 想 ふ。 珊 公が 東京の 大學へ はいるまで 三年 間 は、 どこへ でも 住める ので、 社と ともに、 私の ために、 あた 

\ かい 田舍へ 越したい と 計 劃 中です。 乍 末筆 奥さんへ よろしく。 河 相 君の 二 兄弟、 學校を 終り 奉職した とて 

あいさつに 見えました。 す V 子 二十 一。 早くよ め 入 させたい ものです。 友 だち の 子に くれる とい、 の だが、 

みんな 年が 同じで だめです。 呵々。 

I  0 九 二  r 四月 十 H 東京 市^ 橋^ 西 大久保 一 ノ四六 一よ リ. 東京 市外 吉祥 寺 深渾省 三へ〕 
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お 樣紅子 夫人  四月 十 曰 三 重 吉 

, ^御 健勝の こと X お 祝 ひ 申します。 陽子さん は 今年 あたり 女學 校で はないで せう か。 龍 一、 門 太、 武藏の 各 

太將 は、 何年 生に おなりで すか。 

珊吉 は、 今年、 福 岡 高等 學. 校に やっと 入學 しました。 大學の フランス 文科に 進み、 赤い 鳥の アト をつ いで 

やる と 申して をり ます。 何 を 言 ふやら。 放任して あります。 あの 赤ん坊が 高等 學 校へ はいった かと 思 ふと フ 

シギ なやう です。 先日 もハ マの 弟， のうちへ まゐ り、 弟の 家內 がお 祝 ひと 稱 して 一 本つ けたら 珊<ム はう まさう 

に チビく やり、 二 本 平げ たとい ふこと で、 ハ マと 二人で おどろきました。 まだ シリの 上へ、 靑 いものが つ 

いて ゐる やうな 氣 がする のに、 もう 酒 をのむ のです。 尤、 私の 十九の 年の こと 考へ ると、 相當な もので、 さ 

うかな ァと おも ひます。 珊吉の 入 學でバ *、 さん は、 ころく 喜んで をり ます。 私 は、 十月 十三 日から 床に つ 

き、 輕ぃ ときには 床の 中で 執维 し、 まだ 床に. ゐ ます。 もう そろく 起きます。 永い 病氣 です。 ハ マより、 よ 

ろしく 申して. をり ます。 〔後略〕 

一 0 九 一二  〔四月 十三 H 東京 市 i ぉ橋區 西大久 保よ リ 東京 市 世 £ 谷區上 町驟野 百合 子へ (はがき)〕 

五月 號の 「花 だん」 は 如何です。 私 は、 時候が わるい ので まだ 起き 上る ことが 出来ません。 セキの 出ない 

ときには、 科學 もの を、 どんく かいて ゐ ます。 珊吉が 福 岡 高等 學 校へ 入 學し、 六日に 立って いきました。 

少々 さびしくな りました。 珊公は フランス 文學を やり、 赤い 鳥の アト をつ ぐの ださう です。 何 を 言 ふやら。 

勝手に させて おきます。 バ ぐさん は珊 公の 入學で 安神して 元氣 になり ました。 . 四月 十二 日 深夜， 記 鈴 木 三 

重吉 

五月 號 四 册、 明日 出させます。 

10 九 四 〔四月 十三 H 東京 巿淀 橋- R 西大久 保よ リ 東京 市中 野 區野方 町 山 田 涛吉へ (はがき)〕 


699 


ェ ビネと 柊 を 難 有く 拜受 いたしました。 早速う ゑて おき まし；： 二 ビネ は、 澤山 ありまし たから、 半分 は、 

貴 宅へ お分け 出来る やう、 別にして あります から、 御 人 要 カヒき に はいつ でもお 持ち 下さい。 水 野 君から 來 

信。 緩方讀 本の 批評 を かいて 下さる さう です。 童話 も 達って 見る とのこと。」 いろ/ \ の 御高 配を拜 謝いた 

します。 時候が わるい ので、 まだ 起き 出ません。 セ ガレ は 福 岡 高校へ、 はいりました。 四月 十三 曰 鈴 木 

三重 吉 

10 九 五 〔四月 十六 HT 東京 巿淀橋 K 西 大久保  一/四 六 一よ リ 廣島 市上 柳 町 加 計 W 文へ (はがき)〕 

浦 瀬氏來 信。 珊吉 のこと を 貴君から も 御依賴 下さった さう で、 難 有う。 厚く 御 禮を申 上げます。 四月に は 

いって 昨日 だけ、 たった 一 曰、 あた.^ かい 陽光が さし ましたが、 今日は また 寒くて、 ち まって ゐ ます。 今 

年 は、 時候が 一箇月 以上 もお くれて ゐる やうです。 シ ダゃヮ ラビの 芽 もま だ 出ません。 十月 十三 日に 就床し 

て 以來、 まる 牛 年、 とぢ こもって ゐ ます。 近来、 病氣が 面倒く さくな りました。 四月 十五 日夜 鈴 木 三重 吉 

I  0 九 六 〔四月 十七 H 姥 Is^ 德 夫へ〕 

姥原漾  四月 十七 日 鈴 木 三 重 吉 

病氣 と、 他の 執筆と に 追 はれまして、 「ルミ ィ」 の 勉强を 怠って をり ます。 そのうちに、 電話で 御 都合 を 伺 

ひ、 御足勞 をお 願 申します。 

, 同封の 三十 圓は、 五圓は 私の 三月 分、 五 圓珊吉 三月 ー囘 分、 二十 圓は、 珊吉 の人學 にっき、 ハ マが 貴下へ 

お 禮の印 を持參 すると 申します から、 お金に しました。 失禮 をお 許し 下さい まし。 

ハ マ は 病後で まだ 出られません。 いづれ そのうち、 お. M 關 まで 伺 ふと ゆして ゐ ます。 拜具 

前のう ちの ムスコが 嘵星 出身。 四囘 プリに 福 岡に 入學。 刑 公と 一：? 級。 寄宿 舍六疊 一 と 間に、 珊 公と 二人で 

同 S5。 お父さんが 面會 にいき、 歸 つての 話に、 珊公 は、 私の 知人のう ちで、 そこの ムスコの お古の 制服 を も 
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ら つて 着用、 上級生の やうな 顏 をして 笑って ゐ ました。 

lO 九 七 〔四月 十七 ：9 東京 市 淀 橋- ilTO: 大久保  一 ノ四六 一よ リ 東京 市 杉 並 H: 大沼藤 田 孝子へ〕 

藤田樣  四月 十七 日 鈴 木 三 重 吉 . 

お 手紙と 雜誌を 難 有く 拜受 いたしました。 珊吉 は、 六日に 立ちました。 大きくな つたので 少しも 心配し ま 

せん。 やう やく 四月ら しい 陽光が 来ました が、 それまで 每日 寒い のに 閉口し ました。 セキは 今 は、 もう 出 ま 

せんが、 十月 十三 日 以来、 半年 ゴ ホンく つ けたので、 右の 横腹、 右の 下腹の 筋肉が ひッ つれ 手 を 少し 動 

かしても、 上半身 を かすかに 斜 にしても、 そこが ピリく 痛んで、 子供の やうに 悲鳴 を 上げて ゐ ます。 啖が 

からんでも、 ェ ヘンと 咳いて 出す こと も 出来ず、 坐って うつぶして 息 をと め、 死んだ やうに なって ゐ ます。 

夜 は 連夜 不眠、 晝間、 とんでもない ときに ゐ ねむり をす る だけです。 あなたに 手紙 を か V うと 思っても かけ 

ず、 人に は 一 さい 面 曾し ません。 

こんな 痛い こと は、 十九 年間に 三 四 度 ありました。 これが 治れば 完全に 起き 上れる のです から、 がまん を 

して ゐ ます。 今日は 少し 輕 いので この 手紙 を、 休みく かきました。 いっかの ヮ ラビの 村から は 十九 曰の 日 

曜に來 ないかと 言って 来ました。 とても ダメ です。 治りましたら、 休養の 上、 歩く ケィコ をして、 それから 

三味線へ 通 ひます。 少しお まち 下さい。 

こな ひだ は 御 令妹に、 失禮 しました。 よろしくお つたへ 下さい。 くるしく、 かしく。 

I  0 九 八 一. 四月 二十 H 東京 市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 東京 市 世 田 谷 區東玉 川 松 岡讓へ (はがき)〕 

御 健勝 奉祝。 九日 會 にも 岩波の 招待のと きに も、 寒さで プリカ へ シ 中だった ので 缺席。 お 會ひ出 來ず殘 念 

です。 成瀨君 は、 若い のに 痛惜の 至り。 どうして 死んだ のです か。 セ ガレが 福 岡 高等に 入學。 フランス 文學 

志望な ので、 高校 三年に もなら ば 貴君の 御 紹介 を 得て、 二三；^ 成 瀬 君のと ころへ 伺 はせ、 何かと 指示 を 受け 
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させたい と考へ てゐ たと ころでした。 

筆 子さん におね が ひ。 こ，^ に 六 年 も 住み ましたが、 冬 中 部屋に 朝日が 當ら ず、 午す ぎまで 寒い ので、 社と 

して 不便で も、 日當 りの い.^ 郊外へ 越したい とお も ひます。 目 蒲の 沿線に 五 〇 圓ぉ 下の、 きれいな 家が あり 

ましたら おしらせ 下さい。 出入りの 御用き \ 等に 頼んで おいて 下さいません か。」 そのうち、 外出 出 來るゃ 

うに なれば、 バ.、 さんと 二人で 伺 ひます。 四月 十九 日 鈴 木 三重 吉 

IO 九九 〔四月 二十 H 來京市 淀 橋 K 西大久 保よ リ 長 野 縣敗訪 都 境 村 平 出 佐 十郎へ (はがき)〕 

御繁榮 をお 祝 ひ 申 上げます。 先日 は武 藤さん から、 お 珍ら しい ミソを g けて 下さいました。 家內 中で 大事 

にいた Y いて をり ます。 厚く 御 禮を申 上げます。 今年 も 小 淵 ft へ 御 厄介に なりたい と 思って をり ます。 何卒 

よろしく おねが ひ 申します。 ミツギの 社 は 閉口いた しました。 家內 よりもよ ろしく 申して をり ます。 拜具 

四月 二十日 鈴 木 三重 吉 

I  I  00  〔四月 二十 三 H 東京 市 淀樯區 西大久 保よ リ 神 一. X 市 林 s.tel 東 尻 池 町大. せ 邦 子へ〕 

天 宅奥樣  ノ  四月 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

御 本 を 難 有く 拜受 いたしました。 御 不幸に 對 しまして は、 本當に 申し 上け ます 言葉 も ございません。 御 胸 

中 を 萬々 拜察 いたします。 一 度お 伺 ひしたかった ので ございま すが、 私の 十九 年来の ゼ ンソク もこの 冬 はず 

ゐ ぶん 永び きまして 十月 半から、 昨日まで 就床して をり ましたので、 失禮 いたしました。 惜しい お 方が 早く 

昇天され、 殘 念な こと \、 知人が まゐ ります たびに 痛嘆し、 いろくお も ひ 出 話し を 申 上げて をり ます。 

床上で 御 歌集 を拜し 開き、 二三 首拜 誦する と、 もう 一人でに ぼろく 涙が 出まして 字 も 見え なくなり まし 

た。 御 眞實に 打 たれます。 やはり、 歌 は 作る もので はなく、 至誠、 至情 なれば こそ 貴く 拜し 得る の だと、 し 

みぐ おも ひました。 併し、 これ は文學 上の 批判です。 御 胸中 を拜 察し ませば、 た H 及愁 あるの み。 せめて 
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この 上 は、 あなた さま や 御 母堂 や、 お 孃 さま C 御幸 福 を 切に お祈り 申し上げます。 

家內 は、 セ ガレが 高等 學 校の 受驗 のた め、 t 學四 年生の ころより 毎晩 夜更かし をし ますので、 じぶん も 眠 

り 得ず、 二 年 餘の眠 不足で セ ガレより 先にへ たばり、 この 一 月から まだ フラ； ^と 床に つきました きりで ご 

ざいます。 

御 受け かたぐ 右 迄 拜具  ■ 

東京に 御用が. ございましたら、 何でも 御 下 <k 下さい まし。 社に 若い ものが ゐ ますから、 何でもさせます。 

再拜。 

1101 一： 四月 二十 三 H 東京 巿淀 樯區 西大久 保より 沼 i ^市上 香具 友田靜 子へ (はがき)〕 

御 全家の 御 健勝 をお 祝 ひ 申 上げます。 赤い 鳥 を 引つ V き 御購讀 下さいまして 恐縮で ございます。 厚く 御！？』 

を 申 上げます。 今年 は 時候が わるい ので、 持病 も 永び きまして いつまでも 就床して をり ましたので、 御禮を 

延引いた しました。 

末筆で 失禮で ござ いますが 友 田 先生 へ よろしく 街 it 言下 さ いま し。 ハガキ で お許し 下さ いま し。 拜具。 四 

月 一一 十三 日 鈴 木 三重 吉 

五月 號 から 科 學物を 又 入れました。 あれ もす ベ て 私の 執筆で ございます。 

童話の 作家が をり ません ので 困ります。 五月 號の 「花 びん」 も 八 分まで 私の 作。 「お 勝手. 流」 も 私の かき 

ました ものです。 中々 の 藝當で 疲れます。 

I  10 二  〔四月 二十 三日 東京 市 淀 橋 K 西大久 保より 千 葉 印旛 郡 遠山 村 水 野 葉 舟へ (はがき)〕 

お 手紙 を 難 有う ござ いました。 今年 は 時候が 惡 いので まだ 引 籠つ てゐ ます。 緩 方讀本 をお 讀み 下さった こ 

とを拜 は、， たします。 私の 所 iSS に は、 責 君のお 考 へに 反する が數 件あります さう で、 意外です。 なぜと 言 
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へば、 私の 說く ところ は實用 本位の 常識 論 故、 平々 凡々 な 代りに、 ゥソ はない と 思って ゐ たからです。 呵々。 

童話 は、 ー篇拜 見して 御 返事 をいた しませう。 いろくと 失禮 をお 許し 下さい。 a 月 二十 三日 鈴 木 三重 吉 

||0三， 一四 月 三十 = 柬京 市：！ W 橋- 5i;w: 大久保  一/四 六 一よ リ 柬古 A 市：；^ 橋 K 下 合 中 W 一一お Hf^ へ〕 

中 西 秀男樣  四月 三十日 鈴 木 三重 吉 

先般 は 赤 い 鳥 へ 御 譯稿を 一 ー篇 もお 達り 下さ いまして 難 有う ござ いました。 厚く 御 禮を申 上げます。 右の 內 + 

一 つ を、 まづ 六月 號に拜 載し ました。 別封で 同號を 三部お 目に かけます。 子供に 分らない 色彩の 名前 なぞ を 

省いたり、 不適 當な 言葉 をと りかへ たり、 原 譯文を こ はさない 範圍 で、 ほんの 少し 手 を 入れました。 年寄の 

顔に 免じお 許し 下さい。 童話の 表現 は 中々 むつ かしい ものです。 第一 bookish な 言葉 は 避けねば なりません。 

次に は、 活 きた 現行の 言寞 でも、 表現で も、 感覺 的に ふる ひ 分ける ことが 重要です。 この 點は 少しの 注意で 

表現 そのものに、 或 必要な 昔樂 と、 眞實 性と が 加 はります。 fantastic な 材料の ものに は 特に、 この 點が大 

切です。 か V る 材料の ものに 對し 表現が 拙です と、 いよ./ \ ゥソ らしくな つて 來易 いものです。 今後 も、 そ 

このところ は 十分 御 研究になります やう、 お祈り 申します。 

「およばれ」 は、 「御馳走に なりに いく」 ことで、 あれに darbe が 主な ので 「舞踏 會. 一 と改 週いた しまし 

た。 これ もお 許し をね が ひます。 

御罎 かたぐ 右 迄。 あと ー篇 は、 又 好機 會 がま ゐ ります と (主に 頁 敷の 都合 等) 拜 載いた します。 拜具 
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